
放送大学開設予定授業科目講義内容

平成11年10月

第　　17　版

放送大学学園

教務部教務課



目 次

L共通科目 （一般科目）

頁 開設年次 作成年度 メディア 単位

番号 （人文系）

1 生活学入門一日常生活のi探求一・　　　　　　　　　　　　1 10 9セ R 2

2 生活文化史（’98）　　　　　　　　　　　　　　　　　　3 10 9セ TV 2

3 生活と地球社会（’99）　　　　　　　　　　　　　　　　　5 11 10セ R 2

4 世界の教育（’98）　　　　　　　　　　　　　　　　　　7 10 9セ TV 2

5 教育の方法（’99）　　　　　　　　　　　　　　　　　　11 11 10 TV 2

6 教育心理学・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13 9 8セ R 2

7 心理学入門・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15 9 8セ TV 2

8 心理学史（’98）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17 10 9 TV 2

9 フロンティア人間科学（’98）　　　　　　　　　　　　　19 10 9セ TV 2

10 子どもの発達と社会・文化1　（平成11年度限り閉講）・　21 7 6 TV
11 哲学入門・　　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　23 8 7セ R 2

12 西洋思想の源流・　　　　　　　　　　　　　　　　　　25 9 8 TV 2

13 プラグマティズムと現代・　　　　　　　　　　　　　　29 9 8 R 2

14 倫理学入門・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31 9 8セ R 2

15 宗教への招待（’99）　　　　　　　　　　　　　　　　33 11 10セ TV 2

16 国文学入門・　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　35 8 7 R 2

17 近代詩歌の歴史（’99）　　　　　　　　　　　　　　　　37 11 10 R 2

18 国語学概論（’98）　　　　　　　　　　　　　　　　　　39 10 9 R 2

19 日本語表現法・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41 9 8セ R 2

20 歴史学の現在・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43 9 8セ TV 2

21 日本の文化と思想（’98）　　　　　　　　　　　　　　　45 10 9 TV 2

22 人文地理学・　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　47 8 7セ TV 2

（社会系）

23 社会科学入門・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49 9 8 TV 2

24 法学入門・　　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　51 7 6セ TV 2

25 国家と人間一憲法の基本問題一・　　　　　　　　　　　　53 9 8 TV 2

26 政治学入門・　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　55 8 7セ R 2

27 国際関係論・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57 9 8 TV 2

28 経済学入門・　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　59 8 7セ R 2

29 社会学入門・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61 9 8 R 2

30 社会福祉論・　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　63 7 6 R 2

31 社会調査の基礎・　　　　　　　　　　　　　　　　　　65 8 7セ TV 2
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頁 開設年次 作成年度 メディア 単位

情報基礎管理学（’00）……………・……………・・…・……・…・133 12 11 TV 2

（自然系）

線型代数皿（’00）……・…・・……………・・…・……………・…・・135 12 11 TV 2

地球とその歴史（’00）……………・…………………………・・137 12 11 TV 2

宇宙とその歴史（’00）……………・……………・・…・………・・139 12 11セ TV 2

宇宙像の変遷と人間（’00）……………・一…・…………・・…・141 12 11 TV 2

2洪通科目（外国語科目）

（英語）

57 英語1（’96）……・……・……一………・………・・………・・…　143 8 7 R 2

58 英語∬（’98）……・一…・…・…………・…・…………一・…・…　145 10 9 R 2

59 英語皿（’97）……………・……・…………・・…………・・………　147 9 8 TV 2

60 英語】V（’99）…………・…・・……………・・…・…………………　149 11 10 TV 2

61 英語V（’97）……………・…・…・…………・…………・…・……　151 9 8セ R 2

62 英語V［（’99）…………・…………………∴………………・…・・153 11 10セ R 2

63 英語W（’97）…・・………・……………・…・・一…・…………・…　155 9 8セ R 2

（ドイツ語）

64 ドイツ語1（’98）・…………・・…・…………・…・………………　157 10 9セ TV 2

65 ドイツ語lr（’98）…………・………・…・……・……………・…・159 10 9セ TV 2

66 ドイツ語皿（’97）……………・……………・・…・…∵…………　161 9 8 R 2

67 ドイツ語y（’98）・…・………・・…………一…・………………　136 10 9セ R 2

（フランス語）

68 フランス語1…………………………………・・………………・165 9 8セ TV 2

69 フランス語∬……………・…・・…………・……・……・…………　167 9 8セ TV 2

70 フランス語皿（’98）……………・…・……・………・…・・………　169 10 9セ R 2

71 フランス語y（’98）・……・……！1………………………・……・171 10 9セ R 2

（中国語）

72 中国語1……・…………・…・……・………・・………………・・…・173 9 8 R 2

73 中国語皿・…・……………・……・……・……・………・・………・…　175 9 8 R 2

74 中国語皿…………・…・…・………（平成11年度限り閉講）…　177 8 7セ R 2

75 中国語】V（’98）・・………・…・……・………・……………………　179 10 9 R 2

（ロシア語）

76 ロシア語1…………・……・…・…………・…・…・……・………・・181 9 8 R 2

77 ロシア語lr……・……・…◎……・………・…・…・…・…………・…　183 9 8 R 2



頁 開設年次 作成年度 メディア 単位

（スペイン語）

78 スペイン語1（’99）　　　　　　　　　　　　　　　　185 11 10 R 2

79 スペイン語皿（’98）　　　　　　　　　　　　　　　　187 10 9 R 2

平成12年度開設改訂科目

（中国語）

中国語皿（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　189 12 11 R 2

3．共通科目（保健体育）

80 保健体育・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　191

ﾌ育実技・
9
一

8セ

[

TV
2
1

4共通科目（基幹・主題科目）

（基幹科目）

81 現代日本の教育課題（’99）　　　　　　　　　　　　　　193 11 10 TV 2

82 現代日本の地方自治（’99）　　　　　　　　　　　　　　　195 11 10 TV 2

83 日本の自然（’98）　　　　　　　　　　　　　　　　　　197 10 9 TV 2

（主題科目）

84 地球環境を考える（’99）　　　　　　　　　　　　　　199 11 10 TV 2

平成12年度開設改訂科目

（基幹科目）

現代生活論（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　201 12 11 TV 2

認知科学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　203 12 11セ TV 2

舞台芸術の現在（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　205 12 11 TV 2

現代生物科学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　209 12 11 TV 2

（主題科目）

共生の時代を生きる（’00）　　　　　　　　　　　　　　211 12 11 TV 2



5．専門科目
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頁 開設年次 作成年度 メディア 単位

116 地域福祉（’99）　…・・　　　　　　　　　　　　　　　287 11 10 R 3

117 現代の貧困と公的扶助（’98）　　　　　　　　　　　　　289 10 9 R 2

118 社会福祉の方法・　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　291 8 9 TV 2

119 世界の社会福祉・　　　　　　　　　　　　　　　　　293 9 8 TV 2

120 高齢社会の生活設計…　　　　　　　　　…　　　　　　297 8 7セ R 2

平成12年度開設改訂科目

（生活一般）

家族と生活ストレス（’00）　　　　　　　　　　　　　301 12 11 R 2

生活者の経済（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　303 12 11セ R 2

（衣・食・住）

現代モード論（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　305 12 11セ TV 2

食物とからだ（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　307 12 11 TV 2

食生活をめぐる諸問題（’00）　　　　　　　　　　　　　309 12 11 R 2

（健康科学）

母子の健康科学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　311 12 11セ R 2

高齢者の心と身体（’00）　　　　　　　　　　　　　　　313 12 11セ R 2

循環器科学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　・・315 12 11 TV 2

薬の歴史・開発・使用（’00）　　　　　　　　　　　　　317 12 11 R 2

（社会福祉）

年金・医療保険論（’00）　　　…・・　　　　　　　　　319 12 11 R 2

発達と教育

～
ト

（教育学）

121 教育的人間学（’98）　　　　　　　　　　　　　　　　　321 10 9セ R 2

122 近代の教育思想（’98）　　　　　　　　　　　　　　　　323 10 9 R 2

123 教育の歴史・　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　325 7 6セ TV 2

124 教育社会学（’98）　　　　　　　　　　　　　　　　　　327 10 9セ TV 2

125 道徳教育（’99）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　329 11 10 TV 2

126 幼児教育の社会学（’98）　　　　　　　　　　　　　　　331 10 9セ R 2

127 現代社会の学力（’99）……　　　　　　　　　　　　　　333 11 10 R 2

128 教育・経済・社会・　　　　　（平成11年度限り閉講）・　335 8 7セ TV 2

129 子どもと若者の文化・　　　　　　　　　　　　　　337 9 8セ TV 2

130 変わる社会と大学・　　　　　　　……　　　　　　　339 9 8セ R 2

131 地域社会と教育・　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　341 8 7 TV 2
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頁 開設年次 作成年度 メディア 単位

186 都市と農村・　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　467 8 7 R 2

187 逸脱の社会学（’98）　　　　　　　　　　　　　　　　469 10 9セ R 2

188 ジェンダーの社会学（’99）　　　　　　　　　　　　　　471 11 10 R 2

189 比較文明の社会学・　　　　　　　　　　　　　　　　473 9 8 TV 2

190 都市空間の比較社会学（’99）　　　　　　　　　　　　　475 11 10セ TV 2

191 環境社会学（’99）　　　　　　　　　　　　　　　　　477 11 10 TV 2

平成12年度開設改訂科目

（法律学）

日本の法システム（’00）　　　　　　　　　　　　　　　481 12 11セ R 2

法と裁判（’00）　　　　　　　　　　　　　　　一…　483 12 11セ TV 2

経済法（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　485 12 11 R 2

（政治学）

比較：政治学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　487 12 11 R 2

国際政治（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　489 12 11 TV 2

現代の行政（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　491 12 11 R 2

（経済学）

財政学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　493 12 11 TV 2

（社会学）

都市社会の人間関係（’00）　　　　　　　　　　　　　　495 12 11セ R 2

産業と技術

2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2

　
セ
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
セ
　
セ
7
1
0
7
8
9
1
0
6
1
0
1
0
7
1
0
9

8
1
1
8
9
1
0
1
1
7
1
1
1
1
8
1
1
1
0

醜
塒
梱
跳
三
三
㎜
㎜
㎜
鋤
蹴
㎜



頁 開設年次 作成年度 メディア 単位

204 財務管理・　　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　525 8 7セ R 2

205 不動産学の基礎・　　　　　　　　　　　　　　　　　527 9 8セ TV 2

（産業論）

206 現代産業組織論・　　　　　　　　　　　　　　　　　529 9 8セ R 2

207 産業と情報社会・　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　531 8 7セ R 2

208 ベンチャー企業論・　　　　　　　　　　　　　　　　533 9 8 R 2

209 サービス産業論・　　　　　　　　　　　　　　　　535 8 7 TV 2

210 大地と人間一食・農・環境の未来・　　　　　　　　　　537 10 9 TV 2

211 農業経営・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　539 9 8 R 2

212 発展途上国の開発戦略（’99）　　　　　　　　　　　　　541 11 10 R 2

213 ：東南アジアの日本企業の工業生産…（平成11年度限り閉講）・　543 7 6 TV 2

214 都市・地域経営（’99）　　　　　　　　　　　　　　　545 11 10セ TV 2

215 都市計画論・　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　547 8 7 TV 2

216 環境アセスメント・　　　　　（平成11年度限り閉講）…　549 6 5 TV 2

（工学・技術）

217 エネルギー工学と社会（’99）　　　…・…　　　　　　　551 11 10 TV 2

218 材料工学と産業・社会・　　　（平成11年度限り閉講）・　553 8 7 TV 2

219 情報工学（’99）　　　　　　　　　　　　　　　　　555 11 10 TV 2

220 プログラミングの基礎・　　　（平成11年度限り閉講）・　557 8 7 TV 2

221 応用人間工学・　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　559 8 7セ TV 2

222 計測と制御・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　561 9 8セ TV 2

223 21世紀への技術発展（’99）　　　　　　　　　　　　　563 11 10 R 2

平成12年度開設改訂科目

（経営学）

経営工学総論（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　565 12 11 R 2

情報産業論（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　567 12 11セ R 2

社会の中の会計（’00）　　　　　　　　　　　　　　　569 12 11セ TV 2

現代ファイナンス入門（’00）　　　　　　　　　　　　　571 12 11 R 2

（産業論）

ネットワーーク産業論（’00）　　　　　　　　　　　　　573 12 11 R 2

都市と生活空間の工学（’00）　　　　　　　　　　　　　575 12 11 TV 2

環境アセスメント　（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　577 12 11 TV 2

（工学・技術）

設計学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　579 12 11 TV 2

プログラミング入門（’00）　　　　　　　　　　　　　　581 12 11セ TV 2



頁 開設年次 作成年度 メディア 単位

電子技術と社会（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　583

Y業人間工学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　585
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頁 開設年次 作成年度 メディア 単位

252 イスラーム世界史・　　　　　　　　　　　　　　　　643 9 8セ R 2

253 古典古代史・　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　645 7 6セ TV 2

254 ヨーロッパの歴史・　　　　　　　　　　　　　　　　647 8 7セ TV 2

255 ヨーロッパと近代世界・　　　　　　　　　　　　　　649 9 8セ R 2

256 アメリカの歴史・　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　651 8 7 TV 2

（美学・芸術論）

257 芸術の古典と現代・　　　　　　　　　　　　　　　　　653 9 8セ TV 2

258 美術史と美術理論・　　　　　（平成11年度限り閉講）・　655 8 7 TV 2

259 西洋音楽の歴史・　　　　　　　　　　　　　　　　　657 9 8セ TV 2

260 日本音楽の基礎概念・　　　　（平成11年度限り閉講）・　659 8 7 R 2

261 民族音楽学理論・　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　661 8 7 R 2

262 舞台芸術論・　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　663 8 7 TV 2

263 演劇を読む・　　　　　　　　　　　　　　　　　　667 9 8 TV 2

（比較文化・地域研究）

264 文化人類学・　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　669 8 7セ TV 2

265 世界の民族（’98）● @　　　　　　　　　　　　　　　671 10 9 TV 2

266 博物館概論（’99）　　　　　　　　　　　　　　　　　675 11 10 TV 2

267 博物館学皿・　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　677 7．2 6 TV 2

268 言語学（’99）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　681 11 10 TV 2

（外国の言語・文化・社会）

269 古代ギリシャ・ロー・マの文学…（平成11年度限り閉講）・　683 8 7 R 2

270 イギリス文学（’98）　　　　　　　　　　　　　　　　685 10 9セ R 2

271 ドイツ文学（’98）　　　　　　　　　　　　　　　　　687 10 9セ R 2

272 フランスの文学（’98）　　　　　　　　　　　　　　　689 10 9 R 2

平成12年度開設改訂科目

（哲学）

現象学入門（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　691 12 11、 R 2

宗教の哲学（’00）　　　　　…・・　　　　　　　　　　693 12 11セ R 2

老荘思想（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　695 12 11 R 2

（文学）

上代の日本文学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　697 12 11 R 2

中世日本文学の風景（’00）　　　　　　　　　　　　　　699 12 11セ R 2

（史学）

19世紀日本の歴史（’00）　　　　　　　　　　　　　　　701 12 11 R 2

朝鮮の歴史と社会（’00）　　　　　　　　　　　　　　　703 12 11セ R 2



頁 開設年次 作成年度 メディア 単位

南アジアの文化を学ぶ（’00）　　　　　　　　　　　　　705 12 11 TV 2

古典古代の歴史（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　707 12 11 TV 2

アメリカの歴史（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　709 12 11セ TV 2

（美学・芸術論）

イメージの歴史（’00）　　　　　　　　　　　　　　　711 12 11 TV 2

日本音楽の基礎概念（’00）　　　　　　　　　　　　　715 12 11 R 2

応用音楽学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　717 12 11 R 2

（比較文化・地域研究）

文化人類学（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　719 12 11セ TV 2

博物館資料論（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　721 12 11 TV 2

博物館経営・情報論（’00）　　　　　　　　　　　　　　723 12 11 R 2

（外国の言語・文化・社会）

ギリシャ・ローマ文学（’00）　　　　　　　　　　　　　725 12 11 R 2
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頁 開設年次 作成年度 メディア 単位

291 物質の科学・有機化合物（’98）　　　　　　　　　　　　763 10 9 TV 2

292 物質の科学・分析（’98）　　　　　　　　　　　　　　　765 10 9セ TV 2

293 化学熱力学・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　767 7 6 R 2

294 生物有：機化学・　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　769 8 7セ TV 2

（生物科学）

295 生命と物質・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　771 9 8セ TV 2

296 植物生理学・　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　773 8 7セ TV 2

297 生態学（’99）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　775 11 10 TV 2

298 分子生物学・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　777 9 8セ TV 2

299 生物の進化と多様性（’99）　　　　　　　　　　　　　779 11 10セ TV 2

300 動物の行動と社会・　　　　　（平成11年度限り閉講）・　781 8 7セ TV 2

301 細胞生物学（’98）　　　　　　　　　　　　　　　　　　783 10 9 TV 2

302 現代生物学・　　　　　　　　（平成11年度限り閉講）・　785 7 6セ TV 2

（宇宙地球科学）

303 太陽系の科学（’99）　　　　　　　　　　　　　　　　787 11 10 TV 2

304 天体物理学入門・　　　　　　　　　　　　　　　　　　789 9 8 TV 2

305 天体と宇宙の進化1　　　　　　　　　　　　　　　　791 9 8 TV 2

306 天体と宇宙の進化皿・　　　　　　　　　　　　　　　793 9 8 TV 2

307 固体地球・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　795 8 7セ TV 2

308 日本列島の地球科学（’99）　　　　　　　　　　　　　797 11 10セ TV 2

平成12年度開設改訂科目

（数学）

解析学Coo）　　　　　　　　　　　　　　　　　　799 12 11 R 2

統計の考え方（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　801 12 11セ R 2

（物質科学）

物性物理学入門（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　803 12 11 TV 2

光と物質（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　805 12 11セ TV 2

（生物科学）

植物の生理（’00）　　　　　　　　　　　　　　　　　　807 12 11 TV 2

動物の行動と社会（’00）　　　　　　　　　　　　　　　809 12 11 TV 2



＝・ ｶ活学入門＝（R）
日常生活の探求一

〔男擦潮懸保齢最蝦轄難1〕

全体のねらい
　日常生活というものを客観的かつ新鮮な目でとらえること。そのためには、　（1）日常生活の自明性を
疑ってかかること、　（2）日常生活を記述・分析するのに必要な単語（専門用語）と文法（理論）を学習す
ること、　（3）全体社会と個人生活との間の関係について常に考えることが大切である。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

たとえば、日本人にとって虹は七色だが、文化（言葉） 大久保孝治
によって虹は六色であったり、五色であったり、それ以下 大久保孝治 （早稲田大

1 湯葉　（1） であったりする。人間と世界（事物）との問には言葉が存 （早稲田大 学教授）

爵葉と世界 在する。人間は言葉というフィルターを通して世界を見て 学教授） 嶋嶋尚子
いるのである。日常生活の探求を開始するに当たって、ま （放送大学

ず、この事実をしっかり把握しておく必要がある。 助教授）

「あなたは誰？」と聞かれれば、われわれは自分の名前
を答える。名前は自分という存在にとって不可欠の要素で

2 言　葉　　（2） ある。しかし、誰も自分の名前（本名）を自分で決めるこ 同　上 同　上

名　　　　　前 とはできない。当たり前のことのようでいて、これは重要
なことである。命名という社会的行為をめぐって、そこに
どのような規範が存在するのかを考える。

言葉は社会構造と密接に関連している。言葉の文化をみ
ることで社会構造の特徴を描き出すことができる。ここで 嶋嫡尚子

3 言　葉　　（3） は家族観、ジェンダー観をとりあげる。一方で言葉は社会 （放送大学 同　上

言葉と社会 の変化と呼応して変化する。言葉の万丈と多様化の2方向 助教授）

から考える。

身体行動は、自然なものでありかつ社会的所産である。
身　体　　（1） 生物的身体と社会的身体ある。われわれは社会化・文化化

4 自然・身体・ をとおして社会的身体へ変容していくのである。われわれ 大久保孝治 同　上
社会 の身体的行動の社会性を動作ならびに喜怒哀楽の表現から

考える。

自己と自己の身体は重なり合い、人は鏡に映った自分
（の身体）をみて「これが私だ」と確認する。身体は自己

5 身　体　　（2） と「私」の境界線として位置づけられる。しかし身体の変 同　上 同　上

「私」と身体 容によってわれわれは自己と自己の身体とのズレを経験す
る。成長と老化の過程は、ズレの修正の過程でもある。

女性の再生産行為は自然秩序の一部としてとらえられが
身　体　　（3） ちであるが、社会性、文化性を帯びている。出産場面みて

6 身体・生命 もその社会性は明らかである。さらに近年の急速な人口生 嶋暗尚子 同　上
一その再生産一 殖技術の発展により、身体のみならず生命の社会性が高め

られている。そうした現状を考えていく。

特定の個人と特定の個人を双方向的に結びつけるメディ
アをパーソナル・メディアと呼ぶ。パーソナル・メディア

7 メディア（1） の代表といえるものが電話である。電話の導入の歴史と最 大久保孝治 同　上

電　　　　話 近の携帯電話の急速な普及について触れながら、対面的な

コミュニケーションと電話による電話によるコミュニケー
ションの相違について考える。

一1



執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

不特定多数の人々に向けて・一方的な情報の伝達をおこな
うメディアをマス・メディアと呼ぶ。その代表であるテレ 大久保孝治

8 メディア（2） ビは、現代の生活に不可欠なほどに普及している。テレビ 大久保孝治
テ　　　レ　　ビ が何を伝え、何を伝えないかを知ることは、テレビの受け 嶋崎尚子

手であるわれわれにとり重要なことである。

モノや人の移動手段である輸送・交通メディアは、．20世
メディア（3） 紀をとおして急速に進歩した。空間移動のメディアは、物

9 空間移動の 質の流通にとどまらず時間統一、国家語成立、認知世界の 嶋嫡尚子 同　上

メ　デ　ィ　ア 拡大をもたらす。一方ではマイカーというパーソナルなメ
ディアは、移動における空間的閉鎖性を高める。両者の展
開を考える。

他者関係の基本は2者間関係（ダイアド）にある。親子、
夫婦、友人、恋人これらの2者間関係は、血縁、姻縁、友

10 他　者　　（1） 情、恋愛感情といった別個の縁によって形成され、その関 同　上 同　上
「あなた」 二二も固有である。ここではこれらの関係のメカニズムの

特徴について考察する。

他者との関係は直接的接触による場合でも、個人の生活
や人生に与える影響に多少がある。深く関わる他者が「あ 同　上

11 他　者　　（2） なた」であるなら、部分的に関わる他者を「彼・彼女」と一 同　上
「彼・彼女」 呼ぶことができる。接触者と関与者をキー概念に個人と他

社との相互作用の質を考察する。

直接には接触しない他者、　「名前のない他者」は社会規
範の代理人としてわれわれ生活に関与している。　r名前の

12 他　者　　（3） ない他者」の総質量は膨大であり、その重力によって社会 大久保孝治 同　上
「彼ら」 空間は一定の構造を与えられる。　r社会」とはそうした社

会空間であり、近代社会は共同体と市場の二重構造から成
立している。

時計と手帳は近代社会における時間意識の象徴である。
近代社会は、時間に多大な価値を与えている。日常生活は、

13 時　間　　（1） 種々の時間をめぐる規範に従っている。また時間は人生の 同　上 同　上

時計と手帳 志向性の軸であり、未来志向性と現実志向性は人々の行動
様式を規定する。時間志向性は「生き方」にほかならない。

個人は資源として平等にもっている1日24時間という時
間をどのような活動に配分しているのだろうか。生活時雨

14 時　間　　（2） 研究は、1960年代以降、社会科学において活発に展開され 嶋嫡尚子 同　上

生活時間の構造 ている。ここでは研究の基本的な視点ならびに現代日本社
会での個人の生活時間構造の特徴について考察する。

年齢は基本的な社会的カテゴリーである。年齢規範、年
齢階梯制など年齢を軸に多くの社会制度が成立している。

15 時　間　　（3） 同時に年齢はライフコースの軸でもある。年齢を軸にした 同　上 同　上

年　　　　　齢 ライフコースは近代人の特徴といえる。こうした2次元か
ら近代社会における年齢意識・年齢差別を考えていく。
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＝生活文化史（’98）＝　（TV）

〔主任講師：平井　聖（昭和女子大学教授）〕

全体のねらい
　日本の生活文化は、中国大陸や朝鮮半島からの影響を受けながら築かれてきたσそして、この百年余は、
欧米の文化を受け入れ続けている。そこで、日本の生活文化の基礎を築くのに重要な役割を果たした中国及
び韓国の人々の生活をみながら、欧米の生活も併せ考えて、日本の住を中心とする生活文化とその特色につ
いて見直したいと思う。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 はじめに

　住居を中心とした日本の生活文化の基本的な性格を、中
曹ﾈらびに韓国の生活文化と比較しながら考察するこの生
?ｶ化史のねらいである。住生活をさまざまな行為に分解
ｵたそれぞれの項目の意味や視点などについて説明する。

平井　　聖
i昭和女子

蜉w教授）

平井　　聖
i昭和女子

蜉w教授）

2 ね　る一1

　「ねる」という姿勢は、　「すわる」姿勢と共に、住生活
ﾉおける基本的な姿勢である。また、眠るということは、
Nきていることと、生活時間を分ける重要な行為である。
ｰに寝る、ベッドに寝るという2つの編方、寝るための部
ｮなどについて、歴史的経過を追う。

同　上 同　上

3 ね　る一2

　一・般的に地面に何かを敷いて寝る方式から、床やベット
ﾉ寝る方式に移行してきた。寝床から固定した床（ゆか）
�?ﾁて寝るようになった地域、地面に床と呼ぶベッドを
uいて寝るようになった地域など、現状と発展の様子を見
謔､。

同　上 同　上

4 すわる一1

　地面に直接座る、床に座る、椅子に腰掛けるの3つの姿
ｨは、昼間の生活にとって重要である。この3っの姿勢に
ﾖし、座る場所と場面、そのための座具などについて考え
驍ﾆ共に、生活習慣と住居のつくりの関係についても歴史
Iに考察する。

同　上 同　上

5 すわる一2

　韓国と日本では、座るためと寝るために、板敷が発生し
ｽ。一・方、中国では寝るため座るために、家具である林
i床）が生まれ、早くから椅子に腰掛ける生活方式へ発展
ｵた。韓国・日本でも近代化にともなって、椅子式の座り
福ｪ普及しっっある。

同　上 同　上

6 たべる一1

　椅子に腰掛けて、テーブルを囲む食事風景にたいして、
ﾘ国と日本では床に座り食卓を囲む光景もある。歴史的に
ｩると、日本では膳を運ぶ食事の習慣もあった。このよう
ﾈ食事形式の変化は、日本だけではない。食事形式の移り
ﾏわりと、その背景について考える。

同　上 同　上

7 たべる一2

　食事の場は、台所と分離できない関係にある。日本では
｢米の影響を受けて、両者を一体に造るダイニングキッチ
唐ｪ、敗戦後急速に接まった。その背景に、当時の住宅事
薰竕ﾆ族観があり、調理用機器の発達があった。食べる場
鰍ﾆ作る場所の関係について考える。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本では、ホテルで洋風バスと洋風の便器と洗面所がユ
ニット化されている。一方、住宅では轟々と洗い場のユニ

8 ゆあむ ットで、便所、洗面所と洗濯機置き場が別につくられる。 平井　　聖 平井　　聖
それぞれの国の入浴の習慣と浴室およびその周辺について
考える。

住宅を考えるとき、客を迎える作法・場所は重要な要素
であった。玄関で客を迎える作法、座敷に客を迎える作法

9 もてなす一1 と、玄関、座敷の発生と変遷について、歴史的に考える。 同　上 同　上
また、明治以降に生まれた洋式の応接間の役割についても
考える。

敗戦後の日本では、家庭で客をもてなす習慣が殆ど消滅
してしまった。現在の中国および韓国で、客をもてなす場

10 もてなす一2 所と方法について聞き、日本との習慣の違い、それぞれの 同　上 同　上
国の独自性について探る。そして、その成立の背景につい
て考えよう。

日本では、幕末までの暮らしと対照的に、明治維新以降
は家族の暮らしが、クローズアップされるようになる。団

11 くつろぐ一1 樂と言う行為に対する意識が、住生活の中で次第に大きく 同　上 同　上
なる。食卓を囲む食事とその後の高高、そしてその場とし
ての茶の間は、近代化の象徴である。

近代化の波は、日本だけでなくおそかれ早かれ中国にも
韓国にも押し寄せている。その中で、家庭生活にもっとも

12 くつろぐ一2 大きな変化をもたらしたのは、いずれの国でも家族が団樂 同　上 同　上
するという行為であろう。中国、韓国およひ日本における、
その実態を見よう。

電気・ガスが家庭に導入されてから、家事の革命が始ま
る。同時に、自然に近い生活から人工の生活環境への道を

13 たくむ たどりはじめる。この傾向は、第二次大戦後に加速の度を 同　上 同　上

加える。中国、韓国、日本の事情を比較しながら、生活環
境と生活文化について考える。

中国・韓国・日本あるいはそれらの国を構成する多くの
民族には、それぞれの伝統文化が存在する。生活環境の急

14 つたえる一1 速な変化の中で、伝承される生活文化と消滅した生活環境 同　上 同　上

について検証し、生活文化によってつくり出された、家族
を包む器である住居について考える。

伝統文化による生活習慣だけでなく、近代化の中で獲得
した新しい生活文化もある。それぞれの国あるいは民族に

15 つたえる一2 よって事情は違うが、伝承され適が生活文化、新たに獲得 同　上 同　上

した生活文化、これらを次の世代にどのように伝えていけ
ばいいのであろうか。
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＝：生活と地球社会（’99）：＝（R）

〔主任講師：清野きみ（北海道大学名誉教授：）主任講師：原ひろ子（お茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい
　現代生活の構造的要因が地球規模であり、また、日常的であることを意識する人が多くなった。しかし自己との関係
において必ずしも、体系知、生活知にはなっているとはいい難く、とくに過剰消費を克服するライフスタイルの構築
は、緊急課題といえよう。本講では生活者、生活の担い手が、次世代家族とその生活活動の持続可能な生活環境要因を
深く理解するため、国際化、高齢化、少子化、食料問題、環境と平和、ジェンダーの視点から生活技術と文化の知見を
述べる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 地球社会と
ｶ　活　構　造

　生活の質の向上を考えたとき、生活は学際的、総合的に捉え
ﾈければならない。転換期における生活の分析には、人の生
ｽ・生存・文化の総体として多角的なアプローチが望まれる。
{章では、“21世紀は家族と女性の時代”といわれる構造的背
i、高度テクノロジーが深く家庭に浸透している時代における
宴Cフスタイル、生活主体と支援、生活の再生と謙題を述べ
驕B

清野きみ
i北海道大学
ｼ誉教授）

清野きみ
i北海道大学
ｼ誉教授）

2 日常生活と
o済システム

　「豊な社会・日本」の実生活が存外に「貧困」であること
�A身近な食生活の例でその実態を検証する。日本の食生活は
C外依存型・資源浪費型であり、それは高い食費、不安定な食
iを横行させている。しかも世界的な資源・環境問題も加速さ
ｹている。

　中嶋信
i徳島大学

ｳ授）

　中嶋　信

i徳島大学
ｳ授）

3 飢える世界と
坙{の課題

　食料問題は人類全体が解決を迫られている課題で、地球上の
l々が健やかに暮らすために、各国は食料生産の増大ととも
ﾉ、食料の配分や消費のあり方の改善を図っている。こうした
ｱとから、　「例外国家・日本」の食料・農業政策を改革するこ
ﾆが必要である。

同　上 同　上

4
共　生　型　の
o済システム

　経済成長を最優先にする社会はさまざまな問題を激化させ
驕B公共財政の危機、環境・公害問題、家庭生活のひずみ、国
ﾛ的対立などの問題が従来型システムの破綻を物語っている。
坙{および世界の経済を調和的に発展できる経済システムに転
ｷさせることを考える。

同　上 同　上

5 国際化時代にお
ｯる生活の構築

　国際的な経済のグローバル化は、人やものや情報の交流を促
iしている。日本でも海外生活者・成長者として経験をもつ人
竅A多様な文化的背景をもつ人の共謀が進行していることか
轣A異質な文化的規範を持つ人々が共存に向けてどのような生
?�¥築するかを考える。

原　ひろ子
iお茶の水

落q大学教
�j

原　ひろ子
iお茶の水

落q大学教
�j

6 高齢社会と
ｶ活の構築

　高齢社会では、異なる世代がどのように共存するか。それは
｢帯、家族、親族、友人、職場、コミュニティにとっての課題
ﾅあると同時に、生活者が社会政策のあり方にどう発言してい’くのかの課題でもある。また、個人は加齢とどうつきあうの

ｩ。これらを比較文化的に考える。

同　上 同　上

7 地球社会の中の
qども

　武力紛争や貧困など経済的・社会的な事情から子どもらしい
驍轤ｵが保障されず、子ども時代を奪われている子どもたちが
｢る。一方、日本の子どもは恵まれているようにみえるが果た
ｵてどうであろうか。地球社会に暮らす子どもたちの現状をみ
驕B

中森千佳子
i金城学院

蜉w教授）

中森千佳子
i金城学院

蜉w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 少子化社会の
ｶ活と子育て

　少子化は高齢化とともに経済社会の発展にともなう共通した
l口課題となっている。豊かさを求め、ライフスタイルの多様
ﾈ選択が可能になる中で、子育てに何が起きているのだろう
ｩ。結婚観や子ども観の変化を軸に、少子化社会の子育てを考
ｦる。

中森千佳子 中森千佳子

9
消費社会における

q育て

　これからの子どもたちは国際化、高度情報化が進展する消費
ﾐ会での生活が中心となろう。したがって、消費社会の生活者
ﾆして、消費者としての学習は不可欠である。子どもの消費者
ﾆしての発達を一例に、消費社会における子育てを考える。

同　上 同　上

10 環境とヒトの健康

　ヒトは環境に影響を与えるとともに、それからさまざまの影
ｿを受ける。本割ではヒトが快適に生活するための条件として
ﾌ環境、労働衛生的問題、環境側の要因による疾病、公害、ヒ
g活動の究極の問題である地球レベルの環境問題について論
ｶ、環境法制、国際協力などにも触れる。

近藤喜代太郎

i放送大学
ｳ授）

近藤喜代太郎

i放送大学
ｳ授）

1
1

持続可能な社会と
g近な環境問題

　温暖化、オゾン層破壊、海洋汚染などの地球環境問題は、つ
ｫつめてみれば私たちの日常生活と密接に結びついている。ご
ﾝ、水、エネルギーなど私たちの身近な環境問題を取り上げ、
｢来世代に対する私たちの義務と責任について考える。

荻原なつ子
i東横学園

Z期大学講
t）

荻原なつ子
i東横学園
Z期大学講
t）

12
持続可能な社会の
s民の取り組み

　地球環境問題を解決するには、　「地球規模で考え地域で行動
ｷる」ことが最も重要である。現在国内外で様々な環境問題へ
ﾌ取り組みが行われている。ここでは市民による具体的な環境
?ｮの事例を通して、持続可能な社会の構築に向けての糸口を
Tる。

同　上 同　上

13 地球社会と
ｶ　活　設　計

　これまでの学習を踏まえ、環境や食料、開発などの諸課題か
迪ｻ代人に課せられた三つの課題を抽出し持続可能な社会に向
ｯた視点を明確にその具体化としての取り組みを例示し、現代
ﾌ日本人に求められている生活設計のあり方を提案する。

阿　部　治
i埼玉大学

赴ｳ授）

阿　部　　治

i埼玉大学
赴ｳ授）

14
持続可能な社会

ﾆ環境教育

　持続可能な社会形成のために重要な役割を果たす環境教育に
ﾂいて、国際的視点からその概要を整理するとともに、生涯学
Kとしての環境教育のあり方についてモデルを提示し、併せて
w校教育のあり方についても提案する。

同　上 同　上

15

ライフスタイル
¥築の課題一文化
ｻ象としての生活
ﾄ考

　生活文化の特性を踏まえ、地域におけるトータルな生活コ
~ュニティの構築と再生のための諸課題を述べ、歴史と風土に
ｪざした生活文化づくりを環境意識と弓術、生業から考える。

清野きみ 清野きみ
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＝世界の教育（’98）＝　（TV）

〔錐難：察驚蝶翻学鵠劉

全体のねらい
　現代世界における教育問題の提示と分析を通して初心者の教育研究入門に資する。代表的なトピックを選
び、それを典型的に、鮮明にあらわしている国をとりあげる。西洋の近代化がひきおこした世界のシステム
化に対応する地球規模での学校化社会とそれの北と南の対照を軸にすえ、現代は異なった民族や文化の共存、
人類と自然との共存が教育の課題となりつつある時代であることを示そうとする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

全体への導入部として、　「近代世界システム」　「学校化
社会」　「南北問題」などのキーワードを説明し、つついて 宮澤康人 宮澤康人
「教育問題」というときの教育の定義の仕方の諸相にふれ、 （放送大学 （放送大学

1 現代世界と教育，・
@　　　　　》／

さらに複雑多様な世界の教育問題を整理するたあの認識枠
gとしての類型化とが対比といった方法にふれる。

教授） 教授）

・世界各国の教育の普及水準を明らかにし、先進国、中進
国、途上国の類型に分かれることを示す。 小林雅之 小林雅之

・教育システムの基本類型として、単線型と複線型を示し、 （東京大学 （東京大学
2 教育制度の概観． その具体的な国の例を取り上げ説明する。 助教授） 助教授）

♂ ・各国の教育システムが共通にかかえている問題点と教育
改革の焦点を説明する。

・先進国における学歴社会の現状を、ヨーロッパとアメリ
、

カ、日本を比較して検討する。
先進国における ・学歴社会の問題点を明らかにする。 同　上 同　上

3 学校化社会と学 ・学歴社会の成立の社会的要因を説明する。
歴 ・学歴社会の今後の方向や解決への努力について具体的な

事例をあげて説明する。

識字は、個人の尊厳、権利を確立する上でも、また、社
会の発展のためにも、第一級の重要性を持つ事柄とされて

発展途上国にお いる。発展途上国の学校教育制度は、教育拡大に貢献した 江原裕美 江原裕美
4 ける識字教育 が同時に、そこから脱落し、あるいは包接されない多数の （帝京大学 （帝京大学

一ラテンアメリ． 人々をも産み出している。これらの人々に対し、様々な国 助教授） 助教授）

カの場合一 や地域で、多様な識字教育が実践されている。本論では、
識字教育の過去の歩みと現在の状況とをラテンアメリカを
中心として解説する。

・先進国における教育と職業の結びつきについて、例をあ
げて説明する。 小林雅之 小林雅之

・先進国の職業教育の様々な独自の取り組みを、イギリス、 （東京大学 （東京大学
5 先進国における スウェーデンなど具体的な事例をもとに検討する。 助教授） 助教授）

職業教育 ・職業教育制度改革の例としてスウェーデンの総合制中等
学校の例をあげ説明する。

職業教育は発展途上国の「開発」を推；進ずる上で、常に
重要視されてきた。特に1960年代以降、開発のためのマン

発展途上国にお パワー供給が教育に期待されたことから、中等教育段階で
6 ける職業教育 の職業教育は高等教育と共に、顕著な伸びを見せた。しか 江原裕美 江原裕美

一ラテンアメリ し、中等学校での職業教育の効果に対する疑問や債務危機
カの場合一 を経ての時代の変化などが、職業教育の今後の在り方の検

討を迫っている。ラテンアメリカを中心に途上国の職業教
育について考える。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

発展途上国にお アジアには植民地支配の遺産を引きずり国家形成に苦悩
ける国民統合と している国々が少なくない。ここでは多民族社会の典型と 西野節男 西野節男
学校教育 されるマレーシア他の東南アジア諸国を事例として取り上 （名古屋大 （名古屋大

7 一多民族国家 げ、国民統合と学校教育の問題について考察する。　（1） 学助教授） 学助教授）

マレーシアを 国家形成と教育上の優遇措置（2）カリキュラムと試験制
中心として一 度にみる国民統合の問題などについて考察する。

征服・植民地等等、近代社会の拡大によって生じた少数
先進国における 民族問題の諸相を、　「南」　「北」の対比を意識しっっ、主 中村雅子 中村雅子
国民統合と学校 に欧米諸国を素材として、多民族多文化社会における国民 （桜美林大 （桜美林大

8 教育 統合と教育の問題として検討する。 学助教授） 学助教授）

一欧米諸国の
場合一

本講義は、欧米諸国とわが国におれる青少年の問題行動
逸脱行動と学校 の傾向とその社会的背景を比較的に検討し、さらに近年青 二宮　　皓 二宮　　皓
教育 少年の間にあって最も深刻かっ重大な問題となりつつある （広島大学 （広島大学

9 一薬物教育を 薬物乱用の問題をとりあげ、病ある社会の病理を明らかに 教授） 教授）

中心に一 するとともに、学校教育における薬物乱用防止教育の最先
端を探る。

5

本講義は、イギリス、ドイツなど欧米諸国における価値
価値の教育と宗 の教育、とりわけ公教育における宗教の取り扱いと宗教教
教 育の内容について検討する。またアメリカ合衆国における 同　上 同　上

10 一先；進国の 事例を中心として、宗教と公教育の関わりを紹介しながら、
場合一 価値に関わる教育についての論争を検討する。

世界的なイスラーム復興運動の動きはあらためて宗教と
価値の教育と宗 教育、そして価値の教育の問題に関心を呼びさました。東
教 南アジアのイスラーム教育に主たる焦点をあてて（1）イ 西野節男 西野節男

11 一東南アジアの ンドネシアの伝統的な宗教教育と近代学校制度（2）マレ
イスラーム教 一シアにおけるイスラーム行政と教育の特質（3）宗教教
育を中心に一 育と道徳教育の位置と関連（4）教育のイスラーム化と価

値の教育

多民族多文化社会の多様性にこたえようとする様々な教
国民意識と国際 育プログラムを素材に、アイデンティティーと国境という

理解の教育 問題に注目し、アメリカ合衆国の場合とEU統合への動き 中村雅子 中村雅子
12 一アメリカ合衆 を対比させて検討する。

国とEUの
場合一

東南アジア地域は文化的・宗教的な多様性に富んでいる。

国民意識と国際 国際理解の教育は国内の多民族性とその相互理解の延長線

理解の教育 上に位置付けられると言ってもよい。　（1）国民教育制度 西野節男 西野節男
13 一東南アジア地 における民族・宗教・文化の位置づけと教育内容に見る多

域の場合一 民族の扱いなど国内的な次元と（2）留学、教育協力など
国際的な次元と交錯させて国際理解の教育について考察す
る。
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14 留学生交流と教
轤ﾌ国際化

　本講義は、諸外国の留学生交流政策を概観するとともに、
墲ｪ国における留学生交流の政策と実態を概説し、さらに
坙{留学の特質と問題を検討することでもって、わが国の
ｳ育（大学）の国際化の課題と方向を探る。

二宮　　皓 二宮　　皓

15 地球環境と学校

ｳ育

　終章として、地球上の人類全体と自然環境との共存の方
rを見出すことが不可欠な課題となった現代において、教
轤ﾉ何が期待されているかを、以下の項目の下に考える。
ｩ然と人類の対立、環境倫理学の問題提起、環境教育の動
?ﾆその北と南、環境教育をあぐる争点。

宮澤康人 宮澤康人
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＝教育の方法（’99）＝（TV）

〔主任講師 佐藤　学（東京大学教授）〕

全体のねらい

　授業の具体的な事例を対象としながら、教育方法学の諸問題を、歴吏的、心理的、社会学的に検討する。教えると
は、どういう行為なのか、授業において子どもと教師は、どのようなコミュニケーションを成立させ、何を経験してい
るのか。これらの検討を通して、これからの学校教育の役割と教師の使命についても講述したい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1 授業の世界へ
　さまざまな授業の風景を提示しながら、教育方法学が扱う問
閧ﾉついてオリエンテーションを行う。

佐　藤　学
i東京大学

ｳ授）

佐　藤　学
i東京大学

ｳ授）

2 授業の様式（1） 同　上 同　上

小学校の実際の授業の様子を紹介し、授業における様式の特
徴として、（1）「変容的様式」と（2）「模倣的様式」があること
を示す。

3 授業の様式（2） 同　上 同　上

近代学校の成立と教授学、授業の定型の形成を提示し、今日

4
教育方法の歴史
@　　（1）

の基本となっている授業の骨格について歴史的に検討する。モ
塔gリアル・システム、一斉授業の様式、日本における授業の

同　上 同　上

成立。

学校の革新の中で追求されてきた教育方法の変化を、1910年

5
教育方法の歴史
@　　（2）

代以降、今日までの改革の歩みの中で探る。

@新教育の方法、個性化教育、単元学習、オープン・スクール
同　上 同　上

など。

教室という場所が、教師にとっても子どもにとっても、さま

6 教室という場所
ざまなディレンマに直面する場所であることを示す。あわせ
ﾄ、日米の教室の風景を比較し、教室における人間関係の組

同　上 同　上

織、学習環境の違いについて考察する。

授業の改革の実例を紹介し、教科学習において「わかる」こ
7 教室の出来事 との意味と、コミュニケーションを通じた学びのあり方につい 同上 同上

て考察する。

一11一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 授業を創る（D
　今、試みられている授業改革の努力を紹介し、教師が授業を
n造するにあたって、どのような問題ととりくんでいるのかを
ｦす。総合学習、共同学習など。

佐藤　　学 佐藤　　学

9 授業を創る（2） 前回にひき続き授業の計画・実施評価の過程を検討する。 同　上 同　上

10
学びの経験として

ﾌカリキュラム

　カリキュラムの意味、カリキュラム研究の状況について説明
ｵ、カリキュラムの改革についての研究が、どのように進展し
ﾄいるのかについて示す。

同　上 同　上

11 カリキュラムと
P元の構成

　教科の意味、総合学習の意義について紹介し、カリキュラム
J発を学校と教室を基礎にして推進する方法について講述す
驕B

同　上 同　上

12
授業研究の方法
@　（1）

　授業を改善するための研究方法が、どのように開発されてき
ｽのかを概観し、行動科学の方法によるカテゴリー分析の実例
�ﾊして、授業の道程を科学的、分析的に見ることの可能性と
ﾀ界について考える。

　　、

ｯ　上 同　上

13
授業研究の方法
@　（2）

　行動科学の批判以降の新しい授業研究の流れを紹介する。

@参加観察法による研究、ビデオ記録や物語の記録による質的
､究の可能性を探る。

同　上 同　上

14
専門家としての
ｳ師

　教職の専門性についての理論を講述し、今日の教師の専門性
ｪ、どのような現実にあり、どのような改善が求められている
ﾌかについて示す。
ｳ師の仕事を職業的アイデンティティの追求と専門家共同体の
`成という視点で分析し、教師が生涯をとおして学び成長する
pを紹介する。

同　上 同　上

15 改革の展望
　授業とカリキュラムを中心とする学校改革の現状を紹介し、
｡後の教育方法学の課題について検討する。

同　上 同　上
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＝教育心理学＝＝（R）

〔主任講師：永野重史（放送大学教授）〕

全体のねらい
　「教える」とはどういうことなのか、　「学ぶ」とはどういうことなのか、という問題を心理学的に解きほ
ぐして、問題の考え方の歴史や、理論のよりどころとなっている実証的な研究との関係を平易に説明するこ
とによって、術語の丸暗記で済ますことなく、育児や学校教育や社会教育の様々な問題を批判的に考えられ
る力を養う。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

学校教育の心理学としての教育心理学の意義と歴史。常
識無教育論と教育心理学とはどのように違うか。教育心理 永野重史 永野重史

1 教育心理学とは 学のどういうところが信頼出来るのか。教育心理学は教育 （放送大学 （放送大学

何か 実践の役に立つのか。生涯学習時代における教育心理学の 教授） 教授）

新しい課題はイ可か。

精神病定論的立場（客観的に測定できる諸能力を形成す
ることが教育だと考える立場）と、発達論的立場（子供の

2 教育を考えると 発達を援助することが教育だと考える立場）の違い。行動 同　上 伺　上
きの二つの立場 主義的学習心理学と発達心理学の役割。行動目標の書き表

し方における二つの立場の違い。

行動主義の1学習心理学。外部から観察出来ることを研究
するのが科学だと考えるところがら生まれた行動主義。ね

3 学習の心理学 ずみの訓練から見つかった学習原理。ソーンダイクの効果 同　上 同　上
（1） の法則とは何か。応用としてのプログラム学習や行動修正

の技法とその問題点。

行動の変容が学習なのではなくて、ものの見方の変容が
学習なのだとみる認知主義の学習心理学。歴史；ゲシュタ

4 学習の心理学 ルト心理学と構成主義の認識観。行動主義の学習理論と認 同　上 同　上
（2） 知主義の学習理論における「誤り」の見方の違い。学習に

おいて「誤り」は無価値か。

発達心理学の歴史。年齢による発達の記述と学習因論・
成熟要因論。どちらも子どもの主体性を無視。子どもの主 田島信元 田島信元

5 発達の心理学（1＞ 体性に注目するピアジェの発達段階論の出現。．ピアジェ理 （東京外国 （東京外国

論の特徴。発達は普遍的な現象か。教育を考えるのに必要 語大学教授） 語大学教授）
な文化と発達との関係。

発達における文化的、環境的要因を重視するヴィゴッ
キーとパフチンの発達理論。　「発達の最近接領域という概

6 発達の心理学（2） 念の教育的意味」　（援助があるときの能力と独力ですると 同　上 同　上
きの能力）。大人との社会的交渉と社会的言語の役割。生
涯学習と生涯発達の可能性。

学習の意欲とは何か。動機づけの機能。快楽主義の思想。
ホメオスタシスによる説明から知的要因の重視へ。外回的 永野重史 永野重史

7 動機づけの 動機づけと内発的動機づけの違い。達成動機の測定方法と
心　　理　　学 理論。期待一価値理論。ヒューマニスティックな心理学の

立場。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

学習者が、実体としての能力を考えているか発達する能
力を考えているかの違いと学習意欲。挫折感、無力感など 永野重史 永野重史

8 能　力　観　と との関係。自分が出来事の原因であるという見方と意欲。

学　習　意　欲 神経症的な生き方の問題点。　「やる気を育てる教室」の実
践。

人間は理性的動物であるか。人間は理性的動物であると
いう人間観によって学習者の能動性や自発性はかえって軽

9 人間観と教育 視されて、教師は知識や技能を教え込もうとするようにな 同　上 同　上
（1） る。基礎的学習内容とは何か。学問の入門的知識から順に

系統的に教えることは可能か。

人間の理性はきわめて限られているという人間観に関す
る証拠の数々。人工知能研究でわかったと人間の理性の限

10 人間観と教育 界。個人の理性か集団の理性か；限られた理性という人間 同　上 同　上
（2） 観をとることによって、教えるということについての考え

方はどう変わるか。

学習者の成績を決めることだけが教育評価なのではない。
教育をめぐる情報の収集と利用が教育評価である。指導の

11 教育評価とは 評価やカリキュラムの評価も必要。状況で変わる能力を評 同　上 同　上

何か 価できるか。いわゆる偏差値をめぐる諸問題。

「単なる記憶」などと言ってもよいのか。知的活動の一側
面としての記憶。思考と記憶とをはっきりと区別すること

12 記憶の心理学と がむずかしい。　「記憶力」は、学習のための活動、学習者 同　上 同　上

教育 の知識態度、教材の構造と表現、評価のための課題などの
諸条件で変わる（四面体モデル）。

ビネーとゴールトンの知能検査、その教育への影響。知
能指数で学力が予測できるか。風変わりな考えをすること

13 知能と創造性の を創造性とみた検査の欠点。多面的にとらえられるように 同　上 同　上

心理学 なった知能。パーソナリティーや思考のスタイルとしてと
らえられた創造性。

子どもはどのような点で道徳的か。道徳性の発達は多面
的にみる必要がある。知的側面を重視するピアジェとコー 山岸明子 山岸明子

14 道徳性の心理学 ルバーグの道徳性発達論。道徳性の文化比較（性差）。道 （順天堂医 （順天三三

と教育 徳性の発達をうながす教育。 療短期大学 療短期大学
教授） 教授）

機械的学習と意味のある学習。発見学習と受容学習。意
味のある受容学習における知識の再構成。能力心理学の思 永野重史 永野重史

15 様々な学習指導 想と知識形成論。形式陶冶対実質陶冶論争と心理学的研究。

の心理学的意味 学習の転移はどの程度まで可能か。
づけ
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＝心理学入門＝（TV）
〔主任講師：相場　魔（放送大学教授）〕

全体のねらい
　人間の心理は奥深く計り知れないものがある。しかし心理学はその解明に挑戦し多くの事実を見いだした。
それは心理学者たちが常識や言い伝えに満足しないで独自の方法を考え出して人闇の心理を多角的にとらえ
る努力をしたからである。それらの成果を展望しよう。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

心理学は19世紀末に実験心理学として歩みはじあたが、
それからさまざまな変遷を経て現在のような・広範な領域 相場　　畳 相場　　畳

1 心理学とは を持つもっとも先進的な学問の一つとなった。その軌跡を （放送大学 （放送大学

辿る。 教授） 教授）

われわれは外界のみならず、われわれの内部においても
さまざまな刺激に接している。それらの種類とその受容の

2 感　覚　過　程 仕方、そらにはその基礎をなす生理・心理的過程について 同　上 同　上
～その生理と心

掾`
概観する。

感覚により得られた情報をよりひろい範囲の時間と空間
知　　覚 にわたって統合し、行動に役立つようにするのが知覚の働

3 ～行動のための

w針～
きである。その知覚のいくつかの側面を展望する。 同　上 同　上

環境の情報の入力と適応的な行動の出力の間の心的過程
の仕組み、つまり人間の情報処理の特徴を、感覚情報の入 松田隆夫 松田隆夫

4 情報の処理 力、入力情報の処理、処理情報の利用の段階に大別し、日 （立命館大 （立命館大

～環境情報の認 常的な事例を援用しながら解説する。 学教授） 学教授）

知と利用～

「記憶」は極めて身近なものだが、様々な側面があり多
記　　憶 くの未解決の問題を持つ現象でもある。本講義では特に、 原田悦子 原田悦子

5 ～人の中の情報 自分の意識に上る記憶と上がらない記憶とをとりあげ、両 （法政大学 （法政大学

と意識～ 者の相違と関係について、これまでの実験心理学および認 教授） 教授）

知科学の成果を元に考えていきたい。

人間の言語使用を支えている心的メカニズムを対象とす
き　　　　碧三三　　　　　　ロロ

る。高速で自律的な音韻処理のためのメカニズム、文法処 往住彰文 三三彰文
6 ～ことばと心の 理のための言語知識とその習得、物語理解を支える常識的 （東京工業 （東京工業

メカニズム～ 知識言語による芸術表現の心理基盤、の各トピックについ 大学助教授） 大学助教授）

て講義をおこなう。

人間における推論、理解のメカニズムを対象とする。帰
思　　考 納、演繹などの推論形式と人間の日常推論との異なり、因

7 ～考え理解する 果推論（帰属推論）の特徴とそれを支える常識的知識、ア 同　上 同　上

ことのしくみ～ ナロジーやメタファに基づく推論・理解の特徴、の各ト
ピックについて抗議をおこなう。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

学　　習～経験が行動を

ﾏえる～

　我々は、人生経験を積み重ねることにより、自らの行動
�蛯ｫく変化させてゆく。ここでは、そのような行動の変
ｻを学習と呼び、その基本的なしくみについて紹介する。
ﾁえて、複雑な問題を解く場合などにみられるより高度な
w習のしくみについても解説する。

高橋雅治
i北海道大

w助手）

高橋雅治
i北海道大

w助手）

9

行　　動～生まれながら

ﾌ適応のしく
ﾝ～

「ロング・ショットでヒトをみる」というのが比較心理学
ﾌ立場である。この分野の課題を紹介しながら、①行動と
笂`子との関係、②個体史初期の適応、③衝動の様相を取
闖繧ｰて、環境への行動的対処にみられるヒトの独自性を
ｾらかにする。

辻　啓一郎
i名古屋大

w副学長）

辻　啓一郎（名古屋大

w副学長）

10

発　　達～発達に及ぼす

ｶ化の影響～

　生物体である人間は、生誕以来、詣りの社会文化的環境
ﾆの相互作用を通して成長・発達し、個息差・文化差を広
ｰていくが、ここでは、そのしくみを理解するとともに一生涯を通じた発達の年齢差・個人差・地域差・文化差を

ﾇう捉えればよいかを考えてみる。

田島信元
i東京外国

齣蜉w教授）

田島信元
i東京外国

齣蜉w教授）

11 感情　・情動～機制と臨床～

　感情、情動、情緒などとよぶ心の働きは自分の中に生じ
驫?ﾑ、悲しみ、恐れ、怒りなどの主観的な経験である。
Xに感情は内分泌腺や内蔵反応による生理的変化も示す。
ｱのような感情に対する感情反応を測定する、また行動異
墲ﾌメカニズムを追求する。

浜　　治世
i文教女子

蜉w教授）

浜　　治世
i文教女子

蜉w教授）＿一

燻R伊知郎
i同志社大

w助教授）

12

人　　格～性格の形成と

攪_～

　人格・性格が、遺伝と環境によってどのように形成され
ﾄいくかをまず概観する。次いで人格・性格という、複雑
ﾅ、人間性そのものとでもいうべき事象を理解するための、
ｻ今の様々な理論について学び、人格・性格を総合的にと
轤ｦる道を学ぶ。

水島恵一
i文教大学

ｷ）

水島恵一
i文教大学

ｷ）

13

心　理　臨　床～心の診断と治

ﾃ～

　神経症、非行、その他の心理的障害や児童の行動問題な
ﾇの理解、その診断、治療、予防などを課題とする。とく
ﾉ不登校、神経症などの具体例をとりあげ、その心理の理
�i心理テストの利用を含む）、カウンセリングその他に
謔骼｡療を学ぶ。

同　上 同　上

14

社会心理学～社会と心のダ

Cナミックな関
W～

　社会心理学には、社会環境の中で生きている人間の認知
竝s動などと研究する心理学としての側面と、そのような
l間が相互に影響を与えあうことによって生まれるマクロ
ﾈ現象を分析する社会科学としての側面があるが、この両
ﾊの総合的な理解をはかりたい。

山岸俊男
i北海道大

w教授）

山岸俊男
i北海道大

w教授）

15

文化と行動～世界のなかの

?B～

　文化は私達の行動にどのような影響を与えるのか。異
ﾈった文化に属する人々の問の意志の伝達と交渉に文化は
ﾇのような影響を与えるのか。文化と行動について研究す
驍ｱとの意義は何か。異文化の人とうまく付き合う方法は
ｽか、などの問題について概説する。

マークH．B．ラドフォード
iグ三一ハ伊ル　　ハ。一ス　　へ。クテ9イプ

Rンサルタンツ取締役）

鰹黶@　四
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＝＝ S理学史（ア98）＝（TV）
〔主任講師：大山　正（元日本大学教授）主任講師：上村保子（千葉大学教授）〕

全体のねらい
　現在の心理学の歴史的背景を辿りながら、心理学の主要問題を考察する。心理学の歴史的変遷を忠実に追
うことよりも、現在の心理学の適切な理解を歴史的展望から得ることを重視する。心理学史を通して知る心
理学入門の性格をもたせたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

心理学史を大まかに概観するとともに、その間に議論の 大山　　正 大山　　正
対象となってきた主要問題、とくに研究の対象、方法、立 （元日本大 （元日本大

1 心理学史の展望 場の変遷について述べている。つぎに、ギリシャ時代より 学教授） 学教授）

近世に至る心理学的思想について概観する。 末永後郎 末永後郎
（日本大学 （日本大学

講師） 講師）

連合主義は、観念と観念、感覚と観念などの間の結びっ 大山　　正 上村保子
きを、多くの心理現象の基礎と考える、心理学の理論的立 （千葉大学

2 連　合　主　義 場である。その17世紀から19世紀に至る発展を述べ、つい 末永後郎 教授）

で連合主義がその後の心理学にどのような影響を及ぼした 一ノ瀬正樹
かを論じる。 （東京大学

助教授）

17世紀から19世紀に至る色覚研究、空間知覚の研究の発
展史と、その集大成であるヘルムホルツの研究と学説を、

3 感覚・知覚研究 それらが心理学の発展に及ぼした影響について述べる。 大山　　正 大山　　正

フェヒナーの精神物理学の構想とその成果について述べ、
その後の心理学への影響について論じる。

4 精神物理学 同　上 同　上

心理学が独立の科学と認あられる過程を、ヴントを中心
に述べるとともに、ヴントの学説と彼がその後の心理学の

5 心理学の独立 発展に与えた影響について論じる。 同　上 同　上

19世紀末のヴント学派以外の動向、すなわちエビングハ
ウスの記憶研究、キュルペらの思考研究を中心に、ヨーロ 上村保子

6 19世紀末の ッパにおける心理学の状況を述べるとともに、アメリカに 大山　　正
心　　理　　学 おけるジェームズ、ティチェナー、ホールらの活動を展望 梅本尭夫

する。 （京都大学

名誉教授）

19世紀末の比較心理学の夜明け（ロマーニズ、モルガ
ン）から古典的比較行動学（ローレンツ、ティンバーゲン 長谷川寿一一 長谷川寿一

7 比較心理学 、プリッシュ）を経て、現代の動物行動学、比較認知科学 （東京大学 （東京大学

にいたる道筋をたどる。 教授） 教授）
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 個人差の研究

　19世紀に傑出した人物を研究したゴールトン、20世紀初
ﾟに知能検査を考案したビネ、それにギリシャ時代より関
Sがもたれていた性格の研究を取り上げる。

詫摩武俊
i東京国際

蜉w教授）

詫摩武俊
i東京国際

蜉w教授）

9 精神分析学

　精神分析学は行動の動因として無意識を重視し、防衛機
ｧや自我の構造について独自の理論を展開し、また心の深
wの研究法として夢の分析を用い、これらを通して現代の
S理学の発展に大きな影響を与える。フロイト、ユング、
Aドラー、新フロイト派を取り上げる。

詫摩武俊

D田尚生
i東洋英和

頼w院大学
ｳ授）

詫摩武俊

D田尚生
i東洋英和

頼w院大学
ｳ授）

10 ゲシュタルト
S　　理　　学

　連合主義からヴントの構成主義に受け継がれた要素主義
ﾌ心理学を否定したゲシュタルト心理学について、その中
Sとなったウェルトハイマー、ケーラーらの研究成果と主
｣を述べるとともに、その後の心理学への影響にも言及す
驕B

大山　　正

上村保子

h見成正
i日本女子

蜉w教授）

11 行　動　主　義

　1913年にワトソンによって宣言され、その後の心理学に
蛯ｫな影響を与えた行動主義とはどのような主張か。行動
蜍`の主旨にそった行動研究の例として、パブロフの条件
ｽ射の実験と、ソーンダイクの試行錯誤実験などを中心に
uずる。

今田　　寛
i関西学院

蜉w教授）

今田　　寛
i関西学院

蜉w教授）

12 新行動主義

　やや極端に過ぎたワトソンの行動主義が、1930年代にな
ﾁて科学論の変化にともなってより穏やかな新行動主義の
蜥｣に移行する。その主張はどのうよなものか、その具現
ﾒとしてのハル、トールマン、スキナーなどの行動理論に
ﾂいて講ずる。

同　上 同　上

13 認知心理学

　現代の認知心理学は極めて学際的である。その源流を心
搖w、哲学、言語学、情報科学、神経科学にたずねる。ま
ｽ、1950年代後半に起こったいわゆる認知革命についてブ
香[ドベント、ミラー、サイモンなどの研究を通して概観
ｵ、現代に至る道筋を明らかにする。

大山　　正

繿ｺ保子
范ﾌ　　謙
i千葉大学

ｳ授）

上村保子

范ﾌ　　謙
i千葉大学

ｳ授）

14 発達心理学

　発達研究の源流から今日に至る発達心理学の歩みを辿る。
蛯ﾈ内容：人間の成長・発達・エイジングに対する関心、
P8～19世紀の発達論、発達心理学の始まりと展開、1950年
繧ｩらの状況、今日の発達心理学。

小嶋秀夫
i名古屋大

w教授）

小嶋秀夫
i名古屋大

w教授）

15 社会心理学

　1908年頃じめて社会心理学と名乗る2冊の書物が刊行さ
黷ｽ。しかし、社会心理学の問題はその時はじめて発見さ
黷ｽわけではない。さまざまな関心に基づく多様な研究に
謔ﾁて今日の社会心理学研究の領域が形作られてきた。そ
ﾌ問題史的展開を概観する。

永田良昭
i学習院大

w教授）

永田良昭
i学習院大

w教授）
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＝＝フロンティア人間科学（’98）＝　（TV）

〔三熱：三三1照照㌔繋1〕

全体のねらい
　人間は文化や社会の中で学び、悩み、遊び、成長する極めて多面的な特徴を持つ存在である。このような
人間の全体像を捉えるには、多視点からの総合的な理解が必要である。本科目では、現代社会において人間
が直面する諸問題をテーマとして、人間科学のさまざまな知のフロンティアを紹介しながら、人間を立体的
に理解することをねらいとする。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

社会・文化・パーソナリティを中核に広範な周辺諸科学 中島義明 中島義明
との知のネットワークとしての人間科学のイメージと、そ （大阪大学 （大阪大学

1 人闇科学とは の多様な方法論について概説する。 教授） 教授）

何か 太田裕彦 太田裕彦
（放送大学 （放送大学

助教授） 助教授）

人間は言わば情報を「食べて」栄養素を吸収し、はじめ
て生存可能となるような生き物である。このような情報を

2 情報と人間 人間の深い関わりについて考察を加える。 中島義明 中島義明

人間の行動にとってエラーは大きな問題となる。しかし、
エラーは人間の特性からして起こるべくして起こっている

3 エラーと人間 とも言える。このような視点からヒューマンパフォーマン 同　上 同　上
スに関し考察を加える。

人間にとってゆとりがいかなる意味をもつのかを人間の
労働・余暇・遊びを通して考える。

4 ゆとりと人間 太田裕彦 太田裕彦

人問は死ぬまで新たな知識や創造を追求する生物である。
それゆえ、生涯教育という視点が大事である。教育学者の 山本慶裕 山本慶裕

5 生涯学習と人間 視点よりこの問題に考察を加える。 （国立教育 （国立教育

研究所室長） 研究所室長）

現在社会において求められる男性・女性の役割や文化と歴
史の中の男性と女性について考察を加える。 伊藤公雄 伊藤公雄

6 ジェンダーと （大阪大学 （大阪大学

人間 教授） 教授）

現代社会において人間が直面している異文化理解や地球
規模での共存の問題について考察を加える。 渡辺文夫 渡辺文夫

7 国際化と人間 （上智大学 （上智大学

教授） 教授）

一19一



執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ボランティア活動が開く新しい人間関係や社会変革力な
どについて考察を加える。 大熊由紀子 大熊由紀子

8 ボランティアと （朝日新聞 （朝日新聞

人間 論説委員） 論説委員）

現代社会におけるさまざまなニューメディアの登場が人
間の行動やライフスタイルにいかなる影響を及ぼしている

9 ニューメディア のかについて考察する。 中島義明 中島義明
と人間

現代社会ほど人間がさまざまな環境に進出しようとして
いる時代はかってなかった。宇宙環境、高層環境等々に見

10 特殊環境と人間 られる人間の心理について考察を加える。 同　上 同　上

人間は自然をどのように認識しまたどのように自然に関
わっているのかという問題を中心に取り上げ、自然を通じ

11 自然と人聞 た人間の特性を考える。 太田裕彦 太田裕彦

現代社会において「いじめ」の問題は深刻な様相を帯び
てきている。この問題に関し、心理学的に考察を加える。 丹野義彦 丹野義彦

12 いじあと人間 （東京大学 （東京大学

助教授） 助教授）

人間は必ず死を迎える。死に直面した人間とその周囲の
人聞の心理に関し精神科医の立場より考察を加える。 柏木哲夫 柏木哲夫

．13 死　と　人　聞 （大阪大学 （大阪大学

教授） 教授）

世界に生きる人間を記号・表現・レトリックの交錯する
ただ中に探る。 菅野盾樹 菅野盾樹

14 記号的想像力と （大阪大学 （大阪大学

人間吋 教授） 教授）

これまでの講義を立体的にまとめ、さらに複数の講師に
よる討議も交えっっ、知のフロンティアとしての人間科学 中島義明 中島義明

15 人間科学の可能 の可能性について考える。
性 太田裕彦 太田裕彦
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＝子どもの発達と社会・文化＝（TV）

〔主任講師：三宅和夫（北海道大学名誉教授：）〕

全体のねらい
　生物としてのヒトとして生まれた子どもがまわりの人びととの相互交渉を家庭・学校・地域社会の中で重
ねていくうちに社会的人間として成長していく。子どもは文化の中で育っていくのであるが、こうしたこと
を一方では日米比較研究などの具体的資料の提示により、他方発達の歴史的・文化的要因の理論的考察によ
り説明する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 「ヒト」から

@　「人聞」へ

　子どもが生まれ育っていく社会がどのようなものである
ｩ、ということを考慮しなくては人外の発達を理解するこ
ﾆはできない。言いかえれば子どもがどんな文化的コンテ
Nストの中で育つかということを重視しなくてはならない。
ｱ入としてこうしたことを論じたい。

三宅和夫
i北海道大

w名誉教
�j

三宅和夫
i北海道大

w名誉教
�j

2 乳幼児期の母子
褐ﾝ交渉（1）

　子どもが母親との間で展開する相互交渉は社会的人間へ
ﾌ道筋の第一歩として重視されるが、そこには大きな文化
ｷが存在する。ここではこれまでになされた日米比較研究
ﾌ結果を紹介しながら、初期の母子相互交渉とのちの人格
ｭ達との関連について考える。

同　上 同　上

3 乳幼児期の母子
褐ﾝ交渉（2）

　子どもが2歳近くにもなれば、母親はいろいろな場面や
�ｵで子どもの行動を統制することが必要になってくる。
qどもが禁じられていることをしょうとするときなどに母
eがどのような形で対処するかについての日米比較研究の
送ｿを中心に考察する。

同　上 同　上

4 情緒の発達と社
?E文化

　乳幼児期の間に人間に見られる情緒表出はほぼ完成する
ﾆいわれるが、喜怒哀楽の表出の仕方、つまりどのような
�ｵで、どの程度の強さでということには文化差がふる。
喆ﾄの乳幼児についての研究資料を中心に検討しさらに母
eとの情緒的交渉との関係にふれる。

同　上 同　上

5

母と子の

Rミュニケーシ
㏍

　母親と子どもとの間のコミュニケーションおよび母子関
Wそのものの特質を、コミュニケーションゲームでの母親
ﾌコミュニケーションスタイル、しっけ方略などについて
ﾌ日米の対応するデータにより明らかにし、日本語および
坙{の人間関係の特質にも触れる。

柏木恵子
i白百合女

q大学教授）

柏木恵子
i白百合女

q大学教授）

6 「よい子」像と

qどもの発達

　米国における自己制御機能の発達研究を紹介検討した後、
坙{の子どもの自己制御機能の発達的特徴を研究資料にも
ﾆづいて明らかにする。その上で、背景にあると考えられ
髏eや社会の弱よい子”像の日米差を提示して、社会の中
ﾌ子どもの発達について考えたい。

同　上 同　上

7

地域環境の影響～都会の子ども

E農村の子ど
焉`

　日本の国内の文化的な違い、特に地域差に焦点を当てて、
ｻれが子どもの発達や子育てに対してどのような影響を与
ｦているのかを見る。加えて、都市と農村のそれぞれの抱
ｦる子育てに関わる問題点について考える。

臼井　　博
i北海道教

迹蜉w教授）

臼井　　博
i北海道教

迹蜉w教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本の子どもの知的な課題に対する取り組み方の特徴を
認知スタイル（熟慮性・衝動性）と動機づけの側面から解

8 学び方のスタイ 説する。これとあわせて、これらの特徴の形成に影響を与 臼井　　博 臼井　　博

ル えるわが国の社会・文化的な条件について考える。

日本の子どもの学力の特徴を国際比較研究から考える。
さらに、教室における教師と子どもの相互交渉の特徴や、

9 学校生活と学習 教室の雰囲気、教師や両親の子ども観などのいわゆる「隠 同　上 同　上

れたカリキュラム」などの背景にある要因についても考え
る。

子どもの発達は、所与の社会・文化システムのなかでど
のような経験をしているかに大きな影響をうける。先進国 箕浦康子 箕浦康子

10 バングラデシュ と非常に違う社会化環境におかれているバングラデシュの （東京大学 （東京大学

の子どもの生活 子どもに焦点をあてて、社会機構、技術水準や家族をとり 教授） 教授）

まく三味世界などが、子どもの経験できる世界をどのよう
にかたちづくっているか考える。

日本に難民として入国してきた人の苦闘をたどることで、
第二文化の学習 個人と歴史がどのように交わっているのか、また、日本で

11 ～インドシナ 自立した生活をしていくために学ばねばならないことはど 同　上 同　上

難民の場合～ のようなことなのかを知ることで、文化学習と発達につい
て考える。

文化特有の人間関係対処様式を摂取する感受期は9歳か
いつ日本人にな ら14、15歳であることがわかってきた。どのようにしてわ

12 るのか かってきたのか？帰国子女といわれる人の事例を通して、 同　上 同　上

～帰国生 カルチャーショックとはなにか、文化とパーソナリティの
の場合～ 関係などを考える。

異文化に対する態度自体が文化によって違い、それは自
文化のとらえ方の反映でもある。現在の異文化への関心か 小嶋秀夫 小嶋秀夫

13 異文化と自文化 ら出発して、18世紀までの西洋と日本、19世紀の展開を中 （名古屋大 （名古屋大

への関心 心に検討し子育ての違いへの関心の歴史的変化を探る。 学教授） 学教授）

文化により発達の姿が異なるだけでなく、発達の考え方
や心理学の中身が違う可能性もまた共通性もある。そのこ

14 文化比較から学 とに関する発達研究者の気づきを、自国文化中心主義の克 同　上 同　上

ぶこと 服の努力と生態学的環境の重視を中心に延べる。

これまでの14回の内容を振り返りながら、社会の在り方
とその文化が人間の発達にどのようにかかわっているのか

15 人間の育ちと をまとめる。そしてこの問題は、子どもの発達だけではな 同　上 同　上

社会・文化 く、人間の生涯発達にかかわることを確認する。
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＝折　　口
学 入 門＝　（R）

〔主任講師；渡邊二郎（放送大学教授）〕

全体のねらい
　本講義は、共通科目として開設されるものであるので、誰にでも理解できる、やさしい哲学入門を目指し
たい。

　広く、東西の哲学思想史に目を向けながら、哲学の諸問題について、展望を試みたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

哲学という言葉は、日本語としては、明治初年に、西周
が造語してできた語である。 渡邊二郎 渡邊二郎

1 哲学という言葉 そのもとになったのは、西洋語のフィロソフィであり、 （放送大学 （放送大学

これはギリシア以来、西洋文化の根幹を形作ってきた。 教授） 教授）

これらの点について、解説する。

フィロソフィとは、　「知を愛する」という意味の言葉で
ある。

2 「愛知」として それで、哲学が何であるかを掴むためには、真理への 同　上 同　上
の哲学 「愛」と、それによって求められている「知」について、

心得ておかねばならない。これらの点について、究明して
みる。

哲学とは、簡単に言えば、人生観・世界観の根本知なの
である。哲学をこのように規定することについて、検討し

3 人生観・世界観 てみる。 同　上 同　上
の根本知 ただし、人生観・世界観と言っても、芸術や宗教や道徳

とは、違った形で、哲学はこの問題を扱うのである。

哲学が人生観・世界観の根本問題を扱うときの方法につ
いて、考え直してみる。それには二つの特色がある。

4 哲学の方法 第一は、取り扱われるべき問題を、ありのままに見つめ 同　上 同　上
一

（その1） るという、　「現象学」的態度を採るという点である。

第二は、人生観・世界観の諸問題について考究した過去
の哲学思想史に、たえず立ち帰って、先哲の思索を学び直

5 哲学の方法 すという方法態度が、哲学においては、肝要である。 同　上 同　上
（その2） これを、　「解釈学」的態度と呼んでおく。これについて、

解明を企てる。

哲学が、人生観・世界観の根本知であるとした場合、実
際には、どのような諸問題を扱ったらよいのか。

6 哲学の分野 哲学の取り上げるべき諸問題の分野について、考察をし 同　上 同　上
てみる。

西洋哲学の代表的な諸部門が展望される。

哲学思想といった場合、東洋のそれと、西洋のそれには、
大きな違いがある。それで、まず、東洋の哲学思想、その

7 東洋の知恵 人生知について展望してみる。 同　上 同　上
（その1） ：最初に、インドに発生した仏教の人生知について、その

基本特色を顧みる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

次に、中国で成立した二つの伝統的哲学思想に、目を向
けて見る。

8 東洋の知恵 一つは、儒家の哲学であり、もう一つは、道家の哲学で 渡邊二郎 渡邊二郎
（その2） ある。

これらの哲学思想の大きな特色とその流れについて、解
説を試みる。

西洋哲学は、いったい、どのような仕方で歴史的に発展
西洋哲学史の基 してきたのだろうか。まず、その基本的な特色について、

9 本的構図 考察してみる。 同　上 同　上
（その1） そのあとで、西洋古代哲学の歩みについて簡略な概観を

企てる。その三つの時期について、解説が試みられる。

続いて、西洋中世哲学の歩みについて、解明を施す。一
西洋哲学史の基 般に丸中世という時代に関しては、誤解も多いので、その

10 本的構図 時代の文化史的意義にも注意しながら、考察する。 同　上 同　上
（その2） その中世哲学の二つの時期のうち、最初の教父哲学につ

いて、概説を試みる。

次に、西洋中世哲学の第二の時期であるスコラ哲学に関
西洋哲学史の基 し、その考え方の流れを辿り直す。

11 本的構図 その時期の初期と、最盛期・後期との、二つの局面を、 同　上 同　上
（その3） 筋道を立てて展望してみる。

これによって、中世哲学が身近となろう。

今度は、西洋近現代哲学の歩みを、その基本特徴におい
西洋近現代哲学 て、概説してみる。

12 の生成と動向 まず、17世紀の科学革命が大きな意味をもっていること 同　上 同　上
（その1） を述べたあと、ルネサンスから、経験論と合理論の対立を

経て、カントへと至る歩みが、辿り直される。

そのあと、カントとドイツ観念論の哲学の特色を顧みた
西洋近現代哲学 あと、現代哲学の生成と発展に関して、見通しを打ち立て

13 の生成と動向 てみる。 同　上 同　上
（その2） ここでは、詳論というよりは、大きな流れと、そこで登

面する主要な主義主張について、展望を得ておくことが、
肝要である。

以上の、東西の哲学思想史の概観を前提した上で、今日、
人生観・世界観の根本知としての哲学のあるべき方向につ

14 存在と知識 いて、示唆を与える。まず、自然科学の知を超え、歴史や 同　上 同　上

社会への視野をも切り開きつつ、現実に対して、存在了解
をもって立ち向かう点に哲学がある。

そのとき、人間は、現実のなかで、実存するという在り
方においてある。この実存のうちから科学も生じ、他者と

15 現実と実存 共にある場面や、倫理の問題も生じてくる。 同　上 同　上
こうして、最後に、人生の生きがいと幸福について洞察

を得る点に哲学の真価が存する。
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＝西洋思想の源流＝（TV）

〔主任講師：岩田靖夫（聖心女子大学教授）〕

全体のねらい
　西洋思想の源には、ギリシア人の合理的思考とヘブライ人の超越神への信仰がある。この両者は相対立し
つつ相互に補い合い、西洋文化の基礎を形成してきた。それが、今や、科学技術文明の発展、自由主義的民
主主義の政治形態の普及、　「かけがえのなさ」という人間把握を中核とする人権思想の浸透などの姿の下に、
現代世界文明の一つの大きな基礎になりつつある。この事態をその根源にまで遡り、この二つの根源の基本
思想を明らかにすることが、本講義のねらいである。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ギリシア人をギリシア人たらしめたもの、ギリシア人を
現代世界文明のある意味での定礎者たらしめたものはなに
か。それは、人間がそれぞれ自由で平等な者であり、した

ギリシア人とは がって、独立の自律的生活を営むべき者であることを、か 岩田靖夫 岩田靖夫
1 なにか（1） れらが自覚した点にある。この自覚によって、かれらは独 （聖心女子 （聖心女子

一自由と法一 裁者による専制政治を打ち倒し、民主主義という政治形態 大学教授） 大学教授）

を創造したのであった。この政治形態は、支配者の意志で
はなく、法という客観的精神が社会の原理となることによ
り、可能となった。かれらの精神を貫流するこの自由と法
の尊重を、ペルシア戦争などを材料にしながら考える。

ギリシア人の理性主義は、哲学のみならず、文学、彫刻、
ギリシア人とは 建築などあらゆる文化領域に浸透している。それは、様々

2 なにか（2） に変転する多様な現象に埋没せず、その底にそれらの現象 同　上 同　上
一理性と本質へ を規定している本質を洞察しようとする姿勢である。この
の眼差し一 本質への眼差しが、哲学を生み、科学を生み、現代世界文

明の一つの特徴である合理的精神の元となったのである。

ホメロスとはrイリアス』　rオデュセイア岨の二大叙事
詩をいうが、これらはギリシア人の産み出した最古の文学
作品であるとともに、ギリシア人の人生観のマグマを表す 同　上 同　上

3 ホ　メ　ロ　ス ものである。これらを素材にして、ギリシア人にとり神と
は何であったか、ホメロス的人間の霊魂観は何を意味した
か、英雄的人生とはどういう生き急なのか、を考え、ギリ
シア的人間の人生に対する態度の原型を確かめる。

悲劇的人間観はすでにホメロスのうちにその原型を現し
ているが、それを発展させ比類なき文学へと結晶せしめた
のがギリシア悲劇である。本講義では、その代表として、
アイスキュロスのr縛られたプロメテウス』とrオレステ
イア三部個、さらに、ソフォクレスのrオイディプス王』
とをとりあげる。アイスキュロスはこの世界における正義

4 ギリシア悲劇 の貫徹を固く信じていたが、この信念を前者では暴君ゼウ
スの倫理的敗北として、後者ではアルゴス王家の血塗れの 同　上 同　上
凶行の果てし無き連鎖の中で貫徹されてゆく倫理法則の絶
対性として、跡づけようとした。これに対し、ソフォクレ
スは、オイディプス王を素材にして、人間の意図的な努力
がことごとく逆の結果を産み出してくるという恐るべきア
イロニーを描いて、運命の圧倒的な力に対する人間の無力
と諦念を語った。

哲学はミレトスのタレスが万物の根源を求めたときに始
まった。この根源の探究の歩みをヘラクレイトスまで辿る。

ソクラテス以前 アナクシマドロスは、ハイデガーが存在の思索の初端とし
5 の哲学（1） て極めて重視した哲学者であり、また、ヘラクレイトスは、 同　上 同　上

ニーチェが深い親近性を感じた哲学者であるから、これら
の点にも触れて、ギリシア哲学と現代哲学との関連も考え
る。
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6 ソクラテス以前
ﾌ哲学（2）

　パルメニデスからデモクリトスまでを考察する。パルメ
jデスは存在の思索を最初に体系的に展開した哲学者であ
驍ｩら、その論理をやや詳しく辿り、ハイデガーとの関連
熏lえる。エンペドクレスでは、　「魂の堕落と浄め」など
ﾌオルフィズムの宗教思想を、デモクリストでは、唯物論
I世界観の原型を考える。

岩田靖夫 岩田靖夫

7 ソフ　ィ　ス　ト

　紀元前5世紀に起こったソフィスト運動はギリシア文化
ﾉおける啓蒙時代を現すものである。かれらは伝統的な宗
ｳ、道徳、政治などの基礎を洗い直し、これらに破壊的な
癆ｻを加えた。かれらの中の重要人物、　「人間は万物の尺
xである」と言ったプロタゴラス、存在の不可知論を説い
ｽゴルギアス、　「正義とは強者の利益である」と主張した
gラシュマコスなどを取り上げる。

同　上 同　上

8 ソ　ク　ラチス

　ソクラテスは、哲学が「外部の自然」に向かっていたの
�u人間自身の内面」へと向け変えた人、その意味で倫理
wの創始者である。人間が考えるべきもっとも重要な問題
ﾍ「いかに生きるべきか」の問いである、と言って、かれ
ﾍ善の探究に一生を捧げ、その結果処刑された。かれの立
ﾄた問いにとこの哲学活動はなにごとを意味しているのか。

同　上 同　上

9 プ　ラ　ト　ン

　プラトンは師ソクラテスの哲学的息吹を受け継ぎ、これ
�攪_化した人である。ソクラテスの哲学的信念は不滅の
?ｰの確信と固く結びついているが、プラトンはrパイド
盗rでこの確信に理論的支柱を与えた。また、　r国家』で
ﾍ、ソクラテスの求めた正義の理念に具体的な形を与えた。
ｱれらの理論の骨組みと意味とを考察する。

同　上 同　上

10 アリストテレス

　アリストテレスは真実の意味で理性主義の実りとしての
Mリシア哲学の完成者であり、以後に続く万学の創始者で
?驕Bこのアリストテレスの体系から、自然と実体につい
ﾄの理論を取上げ、理性主義の世界観とは何であるかを簡
奄ﾉ説明する。

同　上 同　上

11 旧約聖書へのい

ｴない（1）

　旧約文献特にモーセ言書の成立についての諸説と、ほぼ
ﾊ説となっているところを述べる。文献の成立以前に伝承
ﾌ集積があり、それについての諸説はさらに定説をさだめ
驍ｱとは困難だが、それにも少し触れたい。それらの諸伝
ｳは、東地中海地域全体の歴史と深くからみあっている。
＜¥ポタミア・エジプト・パレスチナ・ギリシア等の背景
ﾌ内でのイスラエルの歴史の位置を、文献学・考古学がど
ﾌように推測するかを大まかに述べる。

坂ロふみ
i清泉女子

蜉w教授）

坂口ふみ
i清泉女子

蜉w教授）

12 旧約聖書へのい
ｴない（2）

　歴代志・列王紀・預言者たちは、イスラエルの苦難の歴
jのうちで、原初のモー三五書の宗教性を変化させ、深化
ｳせて行った。現実のイスラエルの歴史とのかかわりにお
｢て、その宗教性の特色と変貌性を述べたい。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

イスラエル思想の発展の内で、エジプト・メソポタミ
ア・ヘレニズム等のイスラエルと異質な思想の影響はみの
がせない。知恵文学と呼ばれるものや、旧約の七十人訳な

13 旧約聖書へのい どを材料として、それらの影響がイスラエル思想をたんな 坂肩ふみ 坂口ふみ
ざない（3） る一民族の思想から普遍性を持つ思想へと変えていくプロ

セスを描きたい。

これまでの発展をふまえつつ、イエス・パウロにおいて、
旧約から新約へ 旧約思想がどのように変貌したか、その断絶と連続の相を

14 描く。イエス・パウロの思想はそれぞれ異なった仕方で、 同　上 同　上
旧約の経て来た変化・発展を鮮やかな形で新しい相貌・新
しい体系へともたらしたものとみなされうる。

ギリシア的合理性とヘブライ的宗教性の根源的かつ相捕
的な意味を、現代の倫理思想において確認する。前者は、

「自由で平等な 正義論の代表的哲学者ロールズの思想のうちに見られる、
15 人間」と「神の 自由と平等の理念に基づく公平な社会の建設という思想で 岩田靖夫 岩田靖夫

痕跡」 ある。後者は、ユダヤ人哲学者レヴィナスの思想のうちに
見られる、他者へ無限の責任を負う者としての自己、他者
への奉仕のうちに解体する自己、という思想である。これ
ら両者は人間の生を織りなす二つの次元を指し示している。
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＝プラグマティズムと現代＝　（R）

〔主任講師：魚津郁夫（熊本大学名誉教授）〕

全体のねらい
　現代アメリカを代表する哲学思想プラグマティズムをとりあげ、その創唱者であるC・S・パース、それ
を全世界にひろめたW・ジェイムズ、さらに両者の思想を集大成したJ・デューイなど、この流派の主要な
哲学者の思想を概観したのちに、W・クワイン、　R・ローティーなどによる新しい展開をたどり、プラグマ
ティズムの現代的意義を考察する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 プラグマティズ

?ﾆは何か

　1870年代のはじめ、パースのとなえた「プラグマティッ
N・マクシム」がプラグマティズムの原点であることを見
ｽのちに、その中心思想が、思想と行動の結びつきの重視
ﾉあることを指摘し、その名称がカント哲学に由来するこ
ﾆを明らかにする。

魚津郁夫
i熊本大学

ｼ誉教授）

魚津郁夫
i熊本大学

ｼ誉教授）

2 パースにおける
u探究」と真理

　パースは、私たちの思考はすべて疑念から信念の確定に
｢たる「探究」であるとする。そうした探究の四つのパ
^ーンを検討し、パースの「実在」観と「真理」観を明ら
ｩにする。

同　上 同　上

3 パースの記号論

　パース哲学のもっとも初期に展開された「直観主義の否
閨vと、そこから帰結する、あらゆる思考を記号によって
}介されたものとする「記号主義」を考察し、さらに晩年
ﾉ展開された「記号論」を検討する。

同　上 同　上

4

パースのアブダ
Nションと可謬
蜍`

　パースによれば、推論形式には演繹と帰納のほかに、ア
uダクションがある。科学的探究では、仮説をたてるのに
Cアブダクションがもちいられるが、そこにはつねに誤謬の
ﾂ能性がっきまとう。こうした「可謬主義」がパース哲学
ﾌ根底にあることを指摘する。

同　上 同　上

5 ジェイムズの
^理観

　ジェイムズは、パースのプラグマティック・マクシムに
ﾆ自の解釈をくわえて、真理論を展開する。本章では、い
墲ﾎ二重構造の真理説によって、科学的世界観と宗教的信
�ﾌ両立をはかるジェイムズの試みを検討する。

同　上 同　上

6 ジェイムズの
@教観

　宗教とは、個々の人間が孤独のなかにあって、神的な存
ﾝなるものとかかわっていることを自覚するときに生じる
o験である、とジェイムズはいう。こうした立場から、
Wェイムズによって記述された二つのタイプの宗教を検討
ｷる。

同　上 同　上

7
ジェイムズの
ｪ本的経験論と
ｽ元論

　ジェイムズによれば、経験の原初的な形は「純粋経験」
ﾅある。そこには主観と客観の区別はない。それはいわば
Sと物の交点であって、反省によって、外的世界と自我と
｢う二つの系列にわかれるにすぎない。こうした見解は、
ｼ田哲学につよい影響をあたえた。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ミードは、　「社会的行動主義」の立場から、人間の意識
は情報伝達という社会的行動のなかからうまれることを主 魚津郁夫 魚津郁夫

8 ミードの社会的 張し、観察可能な社会的行動から、個人の内面的意識を解
行動主義 明することを試みる。したがって、個人の外的行動のみを

対象とする行動主義は、社会と、個人の内面を無視すると
いう二重の誤りをおかしている、という。

ジェイムズの心理学の影響のもとに、ミードは行動を基
礎にしてコミュニケーション理論を構築する。ここではミ

9 ミードのコミュ 一ドにしたがって、たんなる「身ぶり」から、　「有意味シ 同　上 同　上

ニケーション論 ンボル」としての「有声身ぶり」をへて、　「言語」の成立
にいたる道筋を検討する。

自分にたいする相手の態度や役割を自分のなかにとりい
れることによって自我が確立される、という「役割取得」

10 ミードの自我論 説にもとつく、独自な自我論の展開。社会と個人の関係も、 同　上 同　上

同様の観点から論じられる。

観念の意味を、その観念にもとつく「行為の結果」との
関連においてとらえるパース以来のプラグマティズムの流

11 デューイの道具 れのなかで、デューイは、観念を問題解決のための道具と 同　上 同　上

主義 する彼独自の「道具主義」をとなえた。こうした基本的立
場の展開をあとづける。

デューイは論理学を探求の理論としてとらえる。探究とは、

デューイにおけ 不確定な問題状況を、確定された状況へと、制御された仕方で

12 る探究、真理、 転化させることである。探究は、すべて問題解決のための活動 同　上 同　上

および宗教 であり、五つの段階をへて、「保証された言明可能性」にいた
る。

行為の基準として、普遍的価値にうったえる立場と、現実的
享受を重視する立場との断絶を埋めることを試みるデューイの

13 デューイと価値 価値論。さらに、芸術は、能動と受動からなる一つの統一的経 同　上 同　上

の問題 験にひとしい、とする彼の芸術論。これらの二つの理論を検討
する。

モリスは、パースの影響のもとに、記号過程の研究を構文論
と意味論と語用論の三部門にわけて記号論を基礎づけ、クワイ

14 モリスとクワイ ンは、オ・プラグマティズムの立場から、論理的経験主義の二 同　上 同　上

ンの思想 つのドグマを指摘して20世紀後半の分析哲学に深刻な影響をあ
たえた。

　　　　　　o香[ティーのフ プラグマティズムの特徴は、普遍的な本質を否定し、事
ラグマテイズム 実と価値の区別をみとめず、他者である探究者との意見交

15 とその批判一 換による連帯を重視する点にある、とするリチャード・ 同　上 同　上

全体をふりかえ ローティの主張に焦点をあてつつ、プラグマティズムの現

って 代的意義を考察する。
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＝＝ ﾏ理学入門＝（R）
〔主任講師：宇都宮芳明（北海道大学名誉教授）〕

全体のねらい
　倫理学とは、一言で言えば、人聞の「人間らしさ」としての「人間性」を探究する学である。今回の入門
では、西洋のこれまでの代表的な倫理学説をなるべく広範囲にわたって取り上げ、それらを紹介するととも
に批判的に検討し、、人間の「人間らしさ」がどこに成り立つかを考えていきたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

倫理学は「人間とはなにか」とたずねるが、そこでたず
ねられるのはたんなる生物としての人間ではなく、人間で 宇都宮芳明 宇都宮芳明

1 倫理学がたずね あるにふさわしい「人間らしい人間」であり、それを成り （北海道大 （北海道大

るもの 立たせている「人戸性」　（「非人間性」に対立する）であ 学名誉教授） 学名誉教授）
る。

「人間性」という言葉は、　「人間らしさ」を意味するとと

もに、他方「人士としての本性」をも意味する。後者の意
2 人間性について 味での人間性についてはさまざまな見方があるが、ここで 同　上 同　上

はそれを、自然主義的な見方、歴史主義的な見方、実存主
義的な見方に大別する。

人間は理性的動物であるという自然主義的な見方に基づ
自然主義（1） く人間性の規定はギリシア古代に生じ、そこから理性的に

3 アリストテレス 生きることが人間らしい生き方とされた。では、理性的な 同　上 同　上
の倫理 生き方とはどのような生き方であろうか。アリストテレス

の説について考える。

ヘレニズム時代になると、エピクロスとストア派が登場
自然主義（2） した。今日エピキュリアンと言えば享楽主義者、ストイッ

4 エピクロスと クと言えば禁欲主義者を指すが、こうした見方が正しいか 同　上 同　上
ストア派の倫理 どうかを検討し、またストア派から生じた自然法という考

えについて触れる。

ここで少し視点を変え、倫理学説としての主我（利己）
主義と書翰（利他）主義の対立について考える。人溜の行

5 主我主義と主他 為はすべて主我的であるとする理論は正しくないし、逆に 同　上 同　上
主義 人間の「人間らしさ」はもっぱら他者の幸福を促進するこ

とにあるとする主他主義の主張にも問題がある。

18世紀末から、人間には幸福（快）を求める自然的本性
があると認めた上で、　「最大多数の最大幸福」をもたらす

6 自然主義（3） 行為が正しいとする功利主義の考え（ベンサム、」。S．ミル） 同　上 同　上
功利主義の倫理 が生じたが、ここではこの功利主義の主張についてその内

容を紹介する。

功利主義の主張に見いだされる問題点を指摘し、功利主
義を批判して、人間に課せられた「義務」を重視し、行為

7 功利主義批判と の正しさは幸福を結果することにではなく、義務を順守す 同　上 同　上
義務論 ることにあるとする「義務感」の考えについて説明する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

義務を順守するようになるのは、人間の「善い意志」に
よると考えるのがカントであるから、ここではカントによ

8 カントの倫理学 る幸福主義批判に触れ、またカントの「善い意志」と「定 宇都宮芳明 宇都宮芳明
早早法」の関係について説明し、人格のうちの人間性が目
的自体として絶対的価値（尊厳）を持つとするカントの主
張について考える。

人間に備わる不変の自然的本性よりも、人間性の歴史的
変化を重視するのが歴史主義的な見方であって、ここから

9 歴史主義と倫理 倫理が歴史的に相対的であるという主張が生まれる。ここ 同　上 同　上

ではこうした歴史的相対主義の考えを紹介し、さらにその
批判的検討を試みる。

個々の人間のあり方をあらかじめ規定しているような人
間の本質（人間性）の存在を否定し、人間にあっては個々

10 実存主義と倫理 の実存が本質に先立っとするのが実存主義である。ここで 同　上 同　上
はサルトルやハイデッガーを手掛かりとして、このような
考えから帰結する倫理について考える。

人間の「人間らしさ」が、人間と人間との「間」におい
て成り立つことを指摘し、類としての人間の本質（人間性）

11 人「間」と倫理 は個々の人間のうちにあらかじめ内在しているのではなく、 同　上 同　上

個と個の統一（私と汝の統一）において成り立つとする
フォイエルバッハの考えを紹介する。

フォイエルバッハによる「汝の発見」は、デカルトによ
る「自我の発見」に匹敵する思想史上の偉業と評価するひ

12 「私と汝」の とがいる。ここでは現代において展開されているその後の 同　上 同　上

その後の展開 「私と汝」の思想について概観し、それが向かう方向にっ
いて考える。

レーヴィットは、フォイエルバッハの「私と汝」の関係
を「役割」もしくは「ペルソナ」の関係として再構成しよ

13 役割関係と役割 うとした。現代では社会学のなかにも人間関係を役割関係 同　上 同　上

倫理 として捉える見方があるが、このような視点からどのよう
な倫理が導かれるかについて考察する。

日本の代表的な倫理学者である和辻哲郎は、倫理学を人
と人との間の学である「人間学」と規定した。この考えは

14 和辻倫理学 「私と汝」思想の延長線上に位置するとも言えるが、しか 同　上 同　上

しここでは、主著r倫理学遍で展開されている倫理につい
て、さらに立ち入って検討することにする。

ベルクソンは愛のあり方に注目しつつ、道徳を「社会道
徳」　（「閉じた道徳」）と「人類道徳」　（「開いた道徳」）

15 社会倫理と人類 に区別した。今日われわれに求められているのは人類道徳 同　上 同　上

倫理 であるが、それと「私と汝」に基づく倫理とがどのように
結びつくかを考える。
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＝宗教への招待（’99）＝（TV）

〔主任講師 大回　顯（龍谷大学教授）〕

全体のねらい
　死すべき命を生きる人類の生活と文化は、昔から人間と人間以上の実在との関係としての宗教を根本にして成り立っ
て来たが、科学が発生してからは、この重要な基盤が動揺しはじめた。これは現代文明における深刻な根本の問題であ
る。人間存在にとって宗教がなぜ必要かを明らかにして、宗教の再生の途を探りたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

仏教の伝統が崩れてきた明治以後の日本社会は、真の宗教を
失って世俗化し、いろいろな擬似宗教を経験してきたと言え 大峯　　顯 大峯　　顯

1 現代日本と宗教 る。日本はおそらく世界中のどの国家よりも世俗化が進んだ非 （龍谷大学 （龍谷大学
宗教的な社会だと外国人の目に映るようである。その実態を明 教授） 教授）

らかにする。

宗教は民族宗教（原始宗教）と世界宗教（歴史宗教）の二つ

2 民族宗教と世界
@教

の類型に分けられる。両宗教のちがいを明らかにすることに
謔ﾁて世界宗教の本質的な特質である現世否定と現世超越性を
ｾらかにする一方、宗教研究の二つの立場である「宗教学」と

同　上 同　上

「宗教哲学」について述べる。

現代文明社会に生きる人間の特徴は、死というものに対する

3 現代人と死
iその　1　）

異常なまでの拒否であると思われる。しかし、人間が死すべき
ｶ在である以上、死の問題を拒否することは、とりもなおさず

同　上 同　上

人間を見失うことである。古代と中世の死生観の紹介。

4 現代人と死
iそ　の　2）

近代から現代までの哲学にあらわれた死生観の紹介。 同　上 同　上

5 現代人と死
iそ　の　3）

大乗仏教の死生観の紹介。 同　上 同　上

6
宗教の本質を問う

iその　1）
同　上 同　上

宗教といういとなみをそれ以外の人類のいとなみから区別す
る特質、宗教をして宗教たらしめるところのものが宗教の本質
である。これを最初に問題にしたのが近代ヨーロッパに成立し
た宗教哲学であるが、現代の非宗教的な状況の中でもう一度こ
の問題をあつかう。

7
宗教の本質を問う

iその2） 同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

言葉が最も根源的な姿をあらわしてくるのは宗教においてで

8 宗教と言葉
ある。キリスト教の聖書や禅仏教、浄土教の「名号」などにあ
轤墲黷ﾄいる言葉の諸相を明らかにして、人間にとって言葉と 大回　　顯 大峯　　顯

は何かという問題を考える。

9 日本人の自然観
iその　1　）

同　上 同　上

日本の仏教や文芸の著しい特色は自然というものを親しい友
として見ると同時に人間以上の聖なるものと見ている点にあ
る。仏教の言葉で言えば、自然は仏であったり衆生（同朋）で
あったりする。日本人の自然体験の流れを具体的なテキストに
即してたどる。

10 日本人の自然観 同　上 同　上
（そ　の　2）

宗教とは人間と聖なるものとの関係だと言ってよい。しか
し、人類の歴史の中で聖なるものの観念はいつも同じではな

11 聖　　と　　俗 く、さまざま変貌を見せている。東西の宗教思想における聖の 同　上 同　上

いろいろな姿をたどりながら、聖と俗との交渉を明らかにす
驕B

今日すべての宗教が直面している最も深刻な問題は科学や科
学技術との関係である。科学的な世界観は宗教的世界観と正反

12 宗教と科学 対のところがあるが、それにもかかわらず、人間精神の中で、 同　上 同　上
この二つは何らかの仕方で統一されなければならない。その統
一の途を探る。

宗教と哲学とは共に絶対的なものにかかわる人間のいとなみ

13 宗教と哲学
でありながら、同時にまた信仰と知性という正反対の面をもっ
ﾄいる。この両方がどのように関係するかという問題をとりあ

同　上 同　上

つかう。

19世紀末のヨーロッパに出現した宗教批判の思想は、　「神は

14 二二リ三二 死んだ」というニィチェの言葉に象徴されるニヒリズムにい
ｽって宗教そのものの基盤への挑戦となった。今日の宗教の可

同　上 同　上

能性を探るには、このニヒリズムとの対決が不可避的である。

宗教は個人の願望とかイデオロギーではなく、各人の内にあ

15 生命とは何か
る生命それ自身の要求、生命が生命自身を自覚しようとするい
ﾆなみである。ライフ・サイエンスは生命を外から研究するの

同　上 同　上

に対して、宗教は生命を生命自身の内から明らかにある。
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＝国文学入門＝（R）

（圭騰離三内藩二二二号翻三教勘

全体のねらい
　わが国の文学と、その文学を研究する学問である国文学について概括する。上代・中古・中世・近世・近
代の各時代の特色を検討しつつ、研究法についても述べる。さらに全時代を通して日本演劇・日本漢文学・
国語学について概説を試み、国文学との関わりについて考察を加える。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

学問としての国文学の意味を考え、文献学、書誌学等の
国文学の基礎的研究について述べる。 堤　　精二 堤　　精二

1 国文学とは （お茶の水 （お茶の水

女子大学名 女子大学名
誉教授） 誉教授）

上代文学の概観を述べ、さらにr万葉集』やr古事記幽
の中の和歌作品をとり上げ、それらが解釈によって新しい 稲岡耕二 稲岡耕二

2 上　代　文　学 意味を現してくる実態を説明する。 （上智大学 （上智大学
（1） 教授） 教授）

日本ではじめての文学を形成するに当って、強い影響を
与えた中国文学との関係という面から、上代文学を考察す

3 上　代　文　学 る。 同　上 同　上
（2）

女流文学を中心に絢燗たる一時期を画した平安朝文学を
展望し、諸作品の位置付けを行う。 鈴木日出男 鈴木日出男

4 平　安　文　学 （成険大学 （成瞑大学
（1） 教授） 教授）

平安時代文学について、どのように研究するか？一を文
献、解釈、表現等の諸点から考察する。

5 平　安　文　学 同　上 同　上
（2）

動乱の絶えない社会に生れた中世文学の諸相を概観する。

島内裕子 島内裕子
6 中　世　文　学 （放送大学 （放送大学

（1） 助教授） 助教授）

隠者の文学とくにr徒然三遍をとりあげて、その内容・
表現および前後の時代の作品との関連について具体的に述

7 中　世　文　学 べる。 同　上 同　上
（2）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

出版文化、仏教的世界から儒教的世界へ等、江戸時代の
特色について述べ、さらに小説形態の変遷と、とくに西鶴

8 近　世　文　学 の伝統的研究について述べる。 堤　　精二 堤　　精二
（1）

（1）で散文を扱ったのに対し℃韻文作品を通して、近
世的拝情の流れ（芭蕉・蕪村等）について述べる。

9 近　世　文　学 同　上 同　上
（2）

近代文学作品の表記・文章・文体等の問題点および作品
の内容の傾向と特徴について概観する。 浅井　　清 浅井　　清

10 近　代　文　学 （帝京大学 （帝京大学
（1） 教授） 教授）

〆

近代と反近代・東と西・主題と方法等の主な研究上の観
点について述べる。

11 近　代　文　学 同　上 同　上
（2）

日本古代以来の日本漢文の流れを概観し、とくに江戸時
代の漢詩文作品について考察を加える。 揖斐　　高 揖斐　　高

12 日本漢文学の （成践大学 （成践大学

流れ 教授） 教授）

能・狂言等日本の伝統的演劇の変遷をあとづけ、とくに
江戸時代に発達する浄瑠璃と歌舞伎の特色について検討を 服部幸雄 服部幸雄

13 日　本　演　劇 加える。 （日本女子 （日本女子
大学教授） 大学教授）

国文学を理解する上での国語学の役割を語彙・文法・主
体等具体的な面から解説する。 山口明穂 山口明穂

14 国文学と国語学 （中央大学 （中央大学

教授） 教授）

全体を通してのまとめと、とくに日本文学における「古
典と近代」について詳述する。

15 ま　　と　　め 島内裕子 島内裕子
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＝近代詩歌の歴史（’99）＝（R）

〔主任講師 野山嘉正（放送大学教授）〕

全体のねらい
　明治以後において詩歌の変革が避けられない大きな問題であったことを明らかにするのが目標。前代からの連続と断
絶、変革の実際などを述べて、内部から近代詩歌の本質を解明する。さらに、散文・小説との関連に照明を当てて外側
から近代詩歌のありかたを分析する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名〉

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 詩歌の歴史の構想
　ことばの定義と全体の構成、詩歌の内外を総体として考え
驕B明治期に全領域の基本構造を見定め、さらに散文・小説ま
ﾅ視野に組み込んで考察する。

野山嘉正
i放送大学

ｳ授）

野山嘉正
i放送大学

ｳ授）

2 詩歌の変革
　正岡子規1第2回から6回まで子規を視点に据えて考える。前
繧ﾌ韻文・詩歌の状況と、そこから出発した子規のありかた、
yび変革の不可避であったことを述べる。

同　上 同　上

3 文学としての詩歌
　正岡子規2明治二十年代文学を概観し、そのなかで詩歌が占
ﾟていた位置を考えながら子規の存在意義を見定める。 同　上 同　上

4 短歌形1一俳句
　正岡子規3子規の最も重要な成果である俳句革新の具体的な
l相を追跡する。 同　上 同　上

5 短歌形2一短歌
　正岡子規4子規のもう一つの大切な仕事であった短歌革新について概説する。

同　上 同　上

6 二二の系譜1
　正岡子規5子規の理想がどの程度実現したか、または挫折し
ｽか、をできるだけ細かく観察し、併せて結社の展開の姿を略
qする。

同　上 同　上

7 新体詩と短歌
ｾ星派1

　明星派1初期明星派が結成される過程と結社に対する考えか
ｽを略述する。主な対象は与謝野鉄幹・晶子。 同上 同上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
新体詩と短歌
ｾ星派2一
衷Hと啄木

　明星派2詩歌の全域を自分の個性として構想した北原白秋と
ﾎ川啄木について考える。 野山嘉正 野山嘉正

9
新体詩と短歌
ｾ星派3一
衷Hの全領域

　明星派3第8回に引き続き白秋の後半生に集中して詩歌の全
ﾌ域への展開の具体的な事実を追跡する。

同　上 同　上

10

詩歌と小説1一近世から近代

ﾖ一

　近世から近代へ　詩歌と小説の歴史的な位置関係の変化を観
@する。併せて小説偏重の文学史を見直す。取り上げる主たる
ﾎ象は坪内逡遙と北村透谷。

同　上 同　上

11 詩歌と小説2
㍾闢｡村

　島崎藤村と田山弓袋　いわゆる　〈詩歌から散文へ〉という図
ｮを再検討する。二人それぞれの詩歌と小説に対する考えかた
�l察する。

同　上 同　上

12

詩歌と小説3－r好情詩』の

告lたち一

　柳田国男と国木田独歩　柳田の散文の背景、独歩の内部の詩
ﾌなどを考え、詩歌と韻文の関連を論ずる。

同　上 同　上

13 詩歌と小説4
X鴎外

　森鴎外について一「啓蒙家」の姿を見せながら、他の追随を
魔ｳぬバランス感覚を持っている鴎外が、文学史で果した役割
�拷ﾌを通じて考える。

同　上 同　上

14 詩歌と小説5
ﾄ目漱石

　夏目漱石について一第一級の俳人、漢詩人であった面を強調
ｷることで漱石の本質を再検討する。

、　同　上
同　上

15
結び一芥川龍之
薰ｩらの一つの
ｩ通し

　芥川龍之介を転回点に、明治大正期以後の詩歌について、本
曹ﾌ立場から展望する。

同　上 同　上
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＝国語学概論（’98）＝　（R）

〔圭騰誰騰難癖惑篇劉

全体のねらい
　世界各国との接触が日常的となった今日、私たちの「国語」は従来とは違った視点で見直し、より意識的
になる必要があるのではないだろうか。そのような視点で国語の諸分野を概観し、我々の言語を対照的に捉
えることを目的とする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 国語とは、日本

黷ﾌ位置

　我々日本入は私たちの言葉を国語と呼んできた。こう呼
ﾎれることにはそれなりの歴史があった。その背景を考え、
総ﾛ化の進んだ今、我々の言葉が、世界の中でどのような
ﾊ置を占めているか、外国の言葉と対照的に捉えることの
ﾓ義を考える。

白藤禮幸
i帝京大学

ｳ授）

白藤禮幸
i帝京大学

ｳ授）

2 国語の諸相

　一口に国語といってもそれなりの時間的な長さと空間的
ﾈ広がりを持っている。また、同時代のなかでも位相的に
ｽ面的な姿を示す。音声言語と文字言語、話し言葉と書き
ｾ葉、男性語と女性語、など国語のいろんな姿を見てみる。

同　上 同　上

3 国語の音韻

　言語の最も基本的な要素は話し言葉の声である。国語の
ｻれにはどのような単位があり、それがどのような仕組み、
ﾌ系を成しているか、また、他の言語と比較した場合、ど
ﾌような性質を持っているのか、を音韻の面から述べる。

同　上 同　上

4 漢　　字　　音

　日本漢字音としての呉音・漢音などが何時どのようにし
ﾄ日本語の中に定着したか、漢字音が定着する過程で日本
黷ﾉ対しでどのような影響を与えたか、漢字音の表記法
i字音仮名遣い）にはどんな問題があるか、などについて

lえる。

沼本克明
i広島大学

ｳ授）

沼本克明
i広島大学

ｳ授）

5 国語の文字

　国語の文字は、世界の諸言語と比較しても、文字に関し
ﾄ極めて特異な特色を持っている。表意文字の漢字、表音
ｶ字の片仮名・平仮名、その他、アルファベットやローマ
博嘯ﾈど多種の文字を使っている。その背景と問題点を考
ｦる。

白藤二二 白藤三二

6 国語の表記

　多種の文字を用いる国語の表記には、それ故の問題点が
?驕Bその表記の歴史的な変遷を概観し、仮名遣い、漢字
ｧ限、漢字仮名交じり、片仮名・平仮名の使い分け、句読
_その他の記号の用法など、現代語の表記に関する問題点
�lえる。

同　上 同　上

7 国語の構造

　現代日本語において、未来・現在・過去の時制はどのよ
､に表されているか。また、基準時間において、運動が継
ｱ中であるか、それとも既に完結しているかはどのように
ｵて表されているか。現代日本語のテンス・アスペクト体
nを諸言語や古代語と比較しながら考える。

鈴木　　泰
iお茶の水

落q大学教
�j

鈴木　　泰
iお茶の水

落q大学教
�j
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本語において、活用は、何のために、どのようにして
生れたか。そして、活用体系は古代語から近代語に移り変

8 文語と口語 る中でいかなる変遷を辿ったか。そうした変遷の中で変ら 鈴木　　泰 鈴木　　泰
なかったものは何か。また、それによって日本語の表現は
いかなる変化を蒙ったかを考える。

国語の文体を、歴史的な観点て主に表記面から、漢文と
その訓読に由来する類と、和歌や女流日記等の平仮名文に 杉浦克己 杉浦克己

9 文章・文体 由来する類に整理してその成立と発達を概説すると共に、 （放送大学 （放送大学

現代の諸文体の特色とその役割をこれに関係づけて述べる。 助教授） 助教授）

敬意に基づく待遇表現としての敬語の基本的な役割の観
点から敬語を分類整理し、その発達・変化を概説し、さら

10 敬　　　　　語 に現代では身内他人敬語・荘重語のように人への敬意では 同　上 同　上
なく場への配慮として用いられる敬語へと変化しつつある
ことを述べる。

意味を表す最小単位として単語をとらえ、単語とその意
味はどのようにとらえることができるかを、シソーラスや

11 国語の語彙 幼児の「万能語」などを例に概説し、単語はどのように習 同　上 同　上
得され、どのように頭の中で整理されて用いられているか
を考える。

国語で用いられる語彙は、その由来によって大きくいく
つかのグループに大別できることを述べ、それは単に由来

12 和語・漢語・外 のみでなく表記や文体等とも関係して、国語の実用上に大 同　上 同　上

来語 きな影響を与えていることを、実例を挙げながら概説する。

日本には、そのせまい国士のわりには、土地によって言
葉が違うという方言の差が著しく認められる。その方言の 小林　　隆 小林　　隆

13 方　　　　　言 姿を音韻・語法・語彙について、いくつかの事例に基づき、 （東北大学 （東北大学

土地・所による言葉の形の差を大きな視点で概観する。 助教授） 助教授）

国語について、どのような研究がなされてきたか、我々
の先人は、国語のどのような面に問題を感じてきたかを、

14 国語研究の歴史 中古以降の音韻・文字・語法の研究書を取り上げ、そこで 白藤三三 白藤禮幸
論じられたことを概観し、あわせて国語の性質を考える。

国語の抱える問題点とその歴史的な背景を概説し、現代
社会の多様化や情報化・国際化等と関連づけて具体的な国

15 国語の将来 語政策や教育政策の現状と今後の方向を考える。 杉浦克己 杉浦克己
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＝日本語表現法＝（R）

〔主任講師：清水康行（日本女子大学教授）〕

全体のねらい
　現代日本語の表現方法について、話し言葉・書き言葉の両面から、平易に解説し、受講者の言語に対する
関心、知識を深め、日本語の運用力を高めることを目的とする。総花的な概説は目指さず、比較的限定され
た領域について、細切れの知識ではなく、基礎的事項を余裕を持って教授していきたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代の日本語を取りまく状況を概観する。世界の中の日
本語、日本の中の日本語の位置を押さえ、現代における日 清水康行 清水康行

1 日本語の現在 本語表現のあり方を考える。 （日本女子 （日本女子

大学教授） 大学教授）

日本語の音声的特徴の概観。比較的単純な開音節構造を
基本とすること、等拍性が重要であること等に触れ、表現

2 日本語の音声的 上、留意すべき諸点を踏まえる。 同　上 同　上
特徴

日本語の文法的特徴の概観。基本的文構造、文末決定性、
運用面での文末の機能と実態に触れ、表現上の留意点に説

3 日本語の文法的 き及ぶ。 同　上 同　上
特徴

敬語論の概観。日本語の敬語の特徴と機能、その体系的
把握について講じる。 菊地康人 菊地康人

4 敬語の基本 （東京大学 （東京大学

助教授） 助教授）

敬語の運用論。敬語運用上の諸注意を講じ、敬語の効果
的使用、誤用について理解を深める。

5 ；適切な敬語 同　上 同　上

職業的言語表現者であるアナウンサーをゲストに迎え、
放送の現場における日本語の表現について考える。 清水康行 清水康行

6 日本語の現場
（一）

文章語と口頭語との基本的な性格差を論じ、文章語固有
の特徴、表現上の留意点について概観する。

7 文章語の特質 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所厨・職名）

日本語の表記論の概観。表記の原理、法則性について講
じる。 小野正弘 小野正弘

8 表記の理論 （鶴見大学 （鶴見大学
教授） 教授）

表記上の実際の諸問題に即しながら、表記と効率的な表
現との関連について講じる。

9 表記の実際 同　上 同　上

句読法の原理と運用について講じ、効果的な表現を得る
ため、句読法についての理解を深める。

10 句読法の問題 清水康行 清水康行

文章構成法の概観。起承転結、序論・本論・結論などの
文章構成原理について概観する。

11 文章：構成の原理 同　上 同　上

効果的な表現となるための文章＝構成について実例を示し
つつ考えていく。

12 文章構成の実際 同　上 同　上

プロの落語家をゲストに迎え、日本の代表的な話芸であ
る落語における表現上の技法・特徴について考える。

13 日本語の現場 同　上 同　上
（落語と日本語）

（二）

挨拶や手紙における定型表現を取り上げ、表現法として
の重要さと陳腐さについて考える。

14 定型表現の功罪 同　上 同　上

日本語の今後について、特に表現手段と技法の問題に焦 清水康行
点を当てつつ考える。

15 明日の日本語 同　上 菊地康人

小野正弘

一42一



＝歴史学の現在＝（TV）

〔主任講師：福井憲彦（学習院大学教授）〕

全体のねらい
　歴史学は、この数十年来、大きな変化を経験してきている。それは歴史を見る目の変化であり、また史資
料の種類や、それらを調べ考える方法の変化でもあった。現在の歴史学は、高校の教科書があたえるイメー
ジとはちがうような歴史の姿を、さまざまに浮き彫りにしている。歴史学の現在を、具体例をたずねながら
考えてみよう。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 歴史の広がり

　現在からの問いがあって、歴史ははじめてその姿を現し
ﾄくれる。では現在、どのような問いがどのような観点か
轣Aいかなる方法をもちいて立てられているのだろうか。
�j学が対象とする広大な地平を、まずは眺めわたすこと
ｩら出発しよう。

福井憲彦
i学習院大

w教授）

福井憲彦
i学習院大

w教授）

2 証拠としての
j料／資料

　過去の社会について調べ、考えるには、手掛りがなけれ
ﾎどうしょうもない。文字史料は重要だが、絵画や地図、
ｹ具や建物など、非文字資料もまた大切である。歴史への
竄｢の性質と史資料との関係など、基本的なポイントをお
ｳえる。

同　上 同　上

3 歴史における
條ﾔ

　時間といえ、ば時計が示す時間だけを考えるのは、現代人
ﾌ悪いくせである。歴史的な過去において人々は時間をど
ﾌように意識していたのか、そしていま歴史を問う場合に、
ﾇのような時間の尺度を、問題に即して立てればよいのだ
?､か。

同　上 同　上

4 「こころ」と

uからだ」

　たとえば、何を食べていたのかわからずして、食糧一揆
ﾍ理解できるだろうか。衣食住の日常や人々の感性、身体
ｴ覚などについての問いは、決して環末なことではない。
l々の生きる可能性や病気、医療や衛生観ともかかわる領
謔ﾅある。

同　上 同　上

5 死生観の変化

　死を前にした人々の態度、死の受けとめ方は、歴史のな
ｩで大きなリズムを刻むように変化してきた。ヨーロッパ
jについて明らかにされたその変化の歴史を素材にして、
S性の歴史の捉え方や史料との関係についても考える。

同　上 同　上

6 家族の歴史的
ﾑ像

　現在常識とされているような家族のあり方は、いつの時
繧ﾉもあったわけではない。人類学の発想や手法から学ん
ｾ歴史人類学は、家族の歴史について多くの知見をもたら
ｵ、歴史における女性や子供についての問いを招くことに
熏v献した。

レ　同　上

同　上

7 歴史人口学が
J拓した地平

　第2次大戦直後からまずフランスで、ついでイギリスで、
搆v以前の時代についてを含む、出生、結婚、死亡の率を
?Sとした地道な人口動態の研究が開始された。使用され
ｽ史料は何で、数量的研究はどのような成果をあげただろ
､か。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

人は、たがいにさまざまな関係を形づくりながら、社会
を構成している。家族だとか、村や町の住民としてのまと

8 人と人とを結ぶ まり、あるいは同じ職業や趣味の関係など、人と人とが結 福井憲彦 福井憲彦
もの ぴあう形は、どのように変化し、社会のあり方や政治支配

と関係していたのだろうか。

政治の理解も変化した。狭い意味での政界や議会、ある
いは戦争や外交だけではなく、政治支配の正当性がどのよ

9 刷新された うに成立していたのかも問題である。イメージやシンボル 同　上 同　上

政治史の射程 の操作をはじめ、象徴権力を含めた権力の仕組みが検討さ
れている。

しばしば歴史の考察は、ひとつの国を基本的な枠組とし
て行われていた。しかし一国の内部には多様な独自性を

10 地域からの視線 もった地域があったのであり、国家形成は多くの場合それ 同　上 同　上

らを統合しようとしたものであった。地域からの視線は、
差異を見つめる目である。

他の地域や文化圏とまったく無関係に成立した、地域や
文化圏の歴史はほとんどない。ここでいうネットワークと

11 ネットワークと は、複数の地域や国、あるいは文化圏や文明を結びつけて 同　上 同　上
歴史 きた複合的な関係であり、物や人、情報の動きに着目した

歴史の捉え方である。

交通や情報手段の発達した現代はもちろんのこと、それ
以前にあっても歴史の展開は、同時代における地域世界の

12 輪切りの発想 横のつながりを無視しては、十分に理解できないことがあ 同　上 同　上

る。経済や外交だけでなく、宗教や思想がかかわる場合も
少なくない。

ある地域世界や文化圏に生きる人々は、他の地域世界や
文化圏をどのような目で見ていたのだろうか。そこにはし

13 他者を見る目 ばしば自分たちの欲望や優越感、あるいは劣等感といった 同　上 同　上
と歴史 心性が、暗黙のうちに反映していた。それは歴史の展開と

大きな関係をもっている。

歴史の変化というものは、ある時点で断層が起こったよ
うに生じることもあるが、屋根瓦が重なるようにしてずれ

14 歴史の重層する ながら生じることも多い。巧みな空間構築の技術が読みと 同　上 同　上

都市 れるような都市の事例から、社会にとっての文化技術の伝
承や記憶について考えてみる。

人間社会と場所のかかわりは重要である。無限成長を夢
見た工業化や科学技術の発展、それを支えた現代人の欲望

15 歴史と環境 は、地球環境に重大な危機をもたらした。では歴史の展開 同　上 同　上

は、その舞台である環境とどのようなかかわりをもってい
たのだろうか。
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＝： 坙{の文化と思想（’98）＝＝（TV）

〔主任講師：大隅和雄（東京女子大学教授）〕

全体のねらい
　日本文化の特色を、文字の使用が始まり、仏教が伝来した頃から、現代に至るまでの歴史の中で解明する
ことをめざす。社会の変化に応じて、日本人の生き方が変わり、それが、思想・文化としてどのように表現
され、つぎの時代に受け継がれ、現代日本の思想・文化につながっているかを考える文化史にしたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 日本文化史の
ｩ方

　はじめに、文化の概念と文化史の見方を説明し、日本史
ﾌ時代区分の中で、各時代の思想・文化のあり方を概観す
驕B日本における思想・文化は、外来文化との接触と緊張
ﾖ係の中で形成されてきたことに注目し、文化史の時代区
ｪを考えてみたい。

大隅和雄
i東京女子

蜉w教授）

大隅和雄
i東京女子

蜉w教授）

2 神々の祭りと
坙{神話

　近年、遺跡発掘が進展して、日本文化史の源流の解明が
iんできたが、ここでは、国家の統一の動きの中でまとめ
轤黷ｽr古事豊野　r日本書紀』の成立の経緯と、記紀神話
ﾌ特色、神の性格と祭りについて説明し、日本文化の基層
�lえることから始める。

同　上 同　上

3 仏教の伝来と
�e

　6世紀の半ばに、百済から仏像と経巻が伝えられ、仏教
�ﾊじて外来文化を受容する道がっけられた。仏教受容の
G進展を、飛鳥時代の文化の動向、律令国家の仏教統制、唐
ｶ化圏の仏教、南都仏教の教学、最澄と空海の活動の諸項
ﾚに分けて説明する。

同　上 同　上

4 律令制度と
ｯ人の，学問

　日本の国家統一は、階・唐の文物を摂取することによっ
ﾄ進められた。律令の編纂とその運用に必要な知識の性格
ﾆ範囲、官人の学問と漢詩文について考え、この時代に摂
謔ｳれた十代の文化が、旧本文化の骨格として大きな役割
�ﾊたしたことを説明する。

同　上 同　上

5 かな文字の
ｬ立と国文学

　官人や僧侶は、漢字漢文を学ぶかたわら、日本語の表記
ﾌためにさまざまな試行を続け、平安時代の半ばに、かな
ｶ字を成立させた。漢文の外に、和文が成立したことの意
｡を考え、豊かな国文学の世界が拓かれたことを説明し、
装藍ｶ化とその伝統を考える。

同　上 同　上

6 仏教の革新と
事ｯへの浸透

　仏教は、貴族文化を支える役割を担っていたが、日本の
ﾐ会に浸透して行く中で、土着の信仰と習合し、日本化の
ｹを辿った。鎌倉時代の仏教革新運動の中で生まれた、新
ｵい仏教の動向を説明し、日本の思想と文化の中で仏教が
ﾊたしてきた役割を考える。

同　上 同　上

7 公家と武家の
ｶ化

　中世の公家は、前代の貴族文化を憧憬の対象とし、その
p受者であることを主張し、武家は、公家文化の受容に努
ﾟる中で、武家の立場を自覚するようになった。公家社会
ﾌ年中行事と、その武家社会への伝播を手がかりに、中世の文化の特色を考える。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

中世に入って、庶民生活が向上し、貴族社会と大寺院の
文化が、庶民の間にも伝播して行く中で、芸能の世界が拡

8 芸能の成熟 回し、芸の洗練が進み、日本的な芸能が完成の域に達した。 大隅和雄 大隅和雄、
平曲などの語り物、舞と歌謡、能・狂言、絵解きと説話と
絵巻、などについて説明する。

中国の古典に関する知識は、貴族文化の支柱であったが、
中世に入って、宋・元・明の学問が伝えられ、それまでの

9 儒教とその日本 日本に存在していたい中国文化の再編が始まった。徳川幕 同　上 同　上

化 府が重視した朱子学、それを批判した古学について説明し、
日本の儒学について考える。

儒学が武家の学問の基本とされる中で、日本の古典に関
する学問が起こり、日本精神を重視して儒教や仏教を批判

10 国学と洋学 する国学が生まれた。本居宣長を中心に、国学の成立と展 同　上 同　上
開を説明し、同じ頃に始まった、西洋の知識学問の受容と、
洋学の成立、性格について考える。

近世の日本では各地に都市が成立し、町人や各地の知識
人を中心に、新しい都市文化が生み出され、新しい経済関

11 町人文化とその 係を背景にした都市生活の諸相が、小説や俳譜、浄瑠璃や 同　上 同　上

思想 歌舞伎、風俗画などの中に描き出された。元禄、化政時代
を中心に説明し、その特質を考える。

幕末、明治の日本人は、西欧の力を前にした緊張の中で、
近代化の道を急ぐことになったが、その中で指導的な役割

12 知識人と西欧の を果たした知識人が、多様な西欧の思想・文化の中で選択 同　上 同　上

思想 したものが何であったかを説明し、明治の日本の思想と文
化の特質を考える。

政府主導の近代化の中で、旧幕臣などの知識人は、表面
的な近代化を批判し、前代の日本中心思想を受け継ぐ人は、

13 日本中心の思想 欧化に反対して、日本の伝統を守ることを主張した。日本 同　上 同　上

中心主義の諸系譜について説明し、その国家観、歴史観な
どについて考える。

近代の日本では、神信仰が国家を支える宗教とされ、神
社制度が整えられた。いわゆる国家神道の成立過程、戦前

14 近代日本の諸宗 の諸宗教の統制、戦後の政教分離、新宗教の活動について 同　上 同　上

教 説明し、近代の日本人が、宗教に求めてきたものについて
考える。

交通通信が急速な発展を遂げる中で、社会生活の世界的
な共時性が生まれ、文化の国際化が進んでいる。そういう

15 国際社会におけ 中で、私たちが、日本の伝統的な文化を理解し、日本文化 同　上 同　上

る日本文化 の特質を外国人に紹介する、というのはどういうことなの
か、問題を指摘し整理を試みる。
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＝人文地理学＝（TV）
〔主任講師　西川　治（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい
　人間集団は、さまざまな土地空間に適応して固有の生活様式を創造し、生活環：境を拡充し、村落：、都市、

国家などの多様な地域社会と人文生態系を組織し、多彩な文化景観を展開し、互に交流し合い地球社会化を
進めっっある。本講義では、このようなプロセスを文化地理学的に考察し、より快適で美しく持続的に発展
する道を探る。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 地球人意識と
l文地理学

　大航海時代以降の地球全体観の発展、啓蒙主義における
l類の一体観と風土的多様性の認識などは人文地理学の成
ｧを促した。日本でも西欧人との交流により世界的視野が
Jけ、江戸時代には地理的啓蒙思想が育ち、地球人的意識
熕ｶまれた。

西川　　治
i東京大学

ｼ誉教授）

西川　　治
i東京大学

ｼ誉教授）

2 言語の分布
ﾆ民族移動

　言語の世界的な分布に目を向けて、それによって世界の
ｯ族の分布状況をマクロに理解するたあに、今からおよそ
P万年前から以降に生じた気候変化と関連づけて、諸民族
ﾌ移動の跡を推究してみる。

鈴木秀夫
i清泉女子

蜉w教授）

鈴木秀夫
i清泉女子

蜉w教授）

3 民族の住み分け
ﾆ融合

　諸民族は独自の伝統的な文化を保持しつつ住み分けてい
驍ｪ、他方で民族間の文化交流や民族の融合・分化も活発
ﾅあることをヒマラヤ・雲南などの事例で示す。食事文化
ﾌ違いがかつての民族の住み分けの大枠を形成した可能性
ｪ大きいことにも触れる。

諏訪哲郎
i学習院大

w教授）

諏訪哲郎
i学習院大

w教授）

4 食事の文化地理

w

　今日では新大陸起源の作物も多用されているが、ユーラ
Vアの食事文化の主役はコメとムギで、その調理法も多様
ﾅあることを各地の実例で示す。コメやムギの普及以前に
Cモや雑穀が重要であったことが、神話や儀礼から伺える
ｱとにも言及する。

同　上 同　上

5 服　　飾　　の
ｶ化地理学

　砂漠では、強い日射や砂ぼこりをよけるための被り物は
K需品である。また難民にとって金の装身具や宝石は貯金
ﾊ帳よりも役に立つ。民族服は少数民族の大切な文化的ア
Cデンティティとなる。これらを例にして「服飾」と人々
ﾌ暮らしについて総合的に考察する。

向後紀代美
i東北学院

蜉w助教授）

向後紀代美
i東北学院

蜉w助教授）

6 民族音楽の
欄y性

　洋楽に対して邦楽と呼ばれ、とかく特殊な存在とみられ
ｪちな日本の音楽は、実は広くアジアの諸地域と結びつい
ﾄ展開してきたものである。北方系遊牧民族の長い歌、南
綷n農耕民族の短い歌との関連性、シルクロード、マリン
香[ドを通じての楽器の交流を探る。

江波戸　昭
i明治大学

ｳ授）

江波戸　昭
i明治大学

ｳ授）

7 日本の風土と
走ｯ性

　ユーラシア大陸の東岸に連なる日本列島と、西岸部に位
uするドイツ連邦を対象にして、それぞれの風土的特色、
_村と都市に見られる差違をふまえて、日本人の自然観や
走ｯ性についての考察を試みる。

西川　　治 西川　　治
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 山村・漁村の
ｶ活と民俗

　山村では半農千林、漁村では半農半漁の生業が普通であ
ﾁた。最近では高原野菜の栽培、酪農、観光経営で豊かに
ﾈった山村も見られる。また漁法の近代化による専業漁家
笆ｯ宿を営む漁家もふえている。しかし、伝統的民俗は比
r的よく伝承されている。

市川健夫
i長野県立

�j館館長・東京学芸

蜉w名誉教
�j

市川健夫
i長野県立

�j館館長・東京学芸

蜉w名誉教
�j

9 地域の活性化

　地域の特性を活かした地域振興の事例を紹介する。その
ｳい、当該地域を大都市圏、中心地圏網、広域行政圏の中
ﾉ位置づけ、地域間の協力あるいは競合関係に留意したり、
Z民の意向や自治体首長の地域経営理念や実績などにも立
ｿ入って考察することになる。

西川　　治 西川　　治

10 工業活動と
n域社会

　近年、国際化が進むなかで工業が依然として地域の経済
?ｮに重要な役割を果していることを述べ、技術革新が進
ﾞなかでの工業地域システム、風土に根ざした地場産業、
ｻれに大都市工業の役割について動態的に考察する。

竹内淳彦
i日本工業

蜉w教授）

竹内淳彦
i日本工業

蜉w教授）

11

日本産業の国際

ｻと国際文化交
ｬの深化
驪ﾆ文化の革新
ﾆ地球文化の創

｢

　日本の産業は、古くからその技術、原材料の輸入、製品
ﾌ輸出を通して国際市場と深く関連してきた。最近では、
ｻの生産工程の一部または全部を海外に移転することが、
ﾟ代産業のみならず地場産業でも進展して、それを支える
ｶ化の交流が不可欠となってきた。

宮川泰夫
i九州大学

ｳ授）

宮川泰夫
i九州大学

ｳ授）　　）

12 江戸・東京・
結梃

　ユニークな中央集権都市であった江戸は、近代化の過程
ﾅ地域構造を大きく変えた。交通システム・土地利用・都
s景観は、伝統的なものと欧米的なものが混り合い、しか
焜Oローバルな世界都市に成長して、人・物・情報が入り
垂黷ｽ活気ある巨大都市となった。

正井泰夫
i立正大学

ｳ授）

正井泰夫
i立正大学

ｳ授）

13 世界を結ぶ地理

﨣�Vステム

　地理情報はさまざまに利用されている。都市計画、遺跡
ﾌ発掘、ナビゲーションシステム、都市のインフラストラ
Nチュアの管理、天気予報など、幅広く利用されている。
ｱこでは主として地理情報システムとリモートセンシング
ﾉついて学習する。

久保幸夫
i三鷹義塾

蜉w教授）

久保幸夫
i慶鷹義塾

蜉w教授）

14 季節文化と地球

ﾂ境

　今後の情報社会では、シミュレーションによって将来を
¥知し現在の時点で対応しておくようになる。ここでは数
l地図とリモートセンシングデータを用いて、気候と植生・土地利用との対応を明らかにし、それを鍵として地球規

ﾍの気候変動の影響予測を試みる。

野上道男
i日本大学

ｳ授）

野上道男
i日本大学

ｳ授）

15 地球社会と人文
n理学の役割

　人間の生活環境、生活空間についてグローバルに比較研
?ｷる人文地理学の応用面は実に広い。かつて内村鑑三は、
｢界と日本の地理学的考察に基づいて日本国の天職につい
ﾄ論じた。地球環境問題をはじめ近代文明の暗黒面の解消
ﾉ向けて人文地理学の役割を探る。

西川　　治 西川　　治
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＝社会科学入門＝（TV）
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全体のねらい
　社会科学とはどのような学問なのか。何を対象とし、どのような方法を用いる学問分野なのか。社会科学
の各専門分野へと学習を進める前に、社会科学に関するおおよそのイメージを形作り、基礎的な準備を行う
ことが必要である。この講義では、社会科学とは何かを知るため、第一に社会を認識することの目的と意味
を明らかにし、第二に社会科学の各専門分野に共通する研究上の技法を具体的に学習した上で、第三に政治
法律、経済、社会の新分野での典型的な課題に関する研究例をを学ぶ。さらに、社会科学三分野個別の研究
に関して理解を深めるだけでなく、さまざまな分野に分岐した社会科学的知識の総合化の可能性と具体的な
方法についても展望する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

豆 社会のなかの
ﾂ人

　わたしたちがはじめて社会科学というものに出会うのは
ﾇのようなときだろうか。交通規則になぜ従わなければな
轤ﾈいのか、と考えるときだろうか。選挙の結果が気にな
驍ﾆきだろうか。景気の先行きについて考えるときだろう
ｩ。なぜわたしたちは社会科学という学問を必要とするの
ｩ。その原点にあるものを見つめてみたい。

坂井素思
i放送大学

赴ｳ授）

坂井素思
i放送大学

赴ｳ授）

2 社会とは何か

　社会科学が認識の対象とする社会について、とくに自然
ﾈ学の対象である自然事象、人文科学の対象であるロゴス
ﾈどとの対比において、基本的な意味を明らかにし、さら
ﾉその構造と機能を検討する。

岩永雅也
i放送大学

赴ｳ授）

岩永雅也
i放送大学

赴ｳ授）

3 社会科学の系譜

　社会科学は社会を知るための学問であるが、この章でこ
ﾌような社会科学の系譜を辿ってみたい。社会科学的な知
ｯがいかに形成されてきたのか、その起源と形成過程につ
｢て考えることにする。このなかで、社会科学がこれまで
ﾇのような問題を対象としてきたのかを考察し、以下の章
ﾉ進むための準備を整える。

坂井素思 坂井素思

4 問題の発見

　ある社会現象に直面して、人はこれを是としあるいは非
ﾆ考える。このとき各自の立場を漠然と表明したのでは、
ｼ者に自己の認識内容や問題意識を伝えることはできない
ｼ方、一個の社会現象も見方をかえると違った問いかけを
ｵてくる。ここでは、社会事象を自己の問題として認識す
髟菇@を考える。

橋本裕藏
i放送大学

赴ｳ授）

橋本裕藏
i放送大学

赴ｳ授）

5 認識のプロセス

　社会事象の認識には、いくつかのレベルに分けられた種々の方法がある。すなわち認知レベルでの指標化と測定、

�ﾟレベルでの追体験、再構成、あるいは比較レベルでの
ﾞ型化等である。ここでは、社会科学的な事象認識のさま
ｴまな形を整理しながら、その方法を学習する。

岩永雅也 岩永雅也

6 図書館の利用

「真理はわれらを自由にする」というのは、ある図書館の
cbトーである。この標語に現れているように、図書館は
送ｿや情報の収集に終わるところではない。実はこのよう
ﾈプロセスで、人は多くのことを学ぶのである。図書館は
lと文献をミックスするところであると同時に、人間を文
｣から解き放つところでもある。

坂井素思 坂井素思

7 情報の収集

　ある社会事象につき、問いを見つけたらこれを解決する
ｽめに情報を収集する必要がある。情報がなぜ必要か、ど
�ﾈ情報を集あるべきか、どのように集めるか、集めた情
��ﾇのように使うか。それらの点について考察する。

橋本裕藏 橋本裕藏
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

社会事象を正確に把握するためには、目的に適合した形
態と内容を持った調査を行うことが必要である。適切な調 岩永雅也 岩永雅也

8 調査の技法 査とはどのようなものか、どのように実施すればよいのか
等、社会科学的な調査の概略を学習する。

実際に小論文を書いてみる。このとき、何をどのように
書くのかに留意する。論理の飛躍はないか、文献や資料を 高橋和夫 高橋和夫

9 論文の書き方 的確に用いているか、構成は適切か。これらの点にふれな （放送大学 （放送大学

がら、論文と論文以外の書き物との違いがどこにあるのか 助教授） 助教授）

を考える。編、章等の立て方、注のいれ方等にも言及する。

研究成果の表現形態は、論文に限定されているわけでは
ない。口頭発表や映像を用いた表現やディスカッションの

10 表現の技法 技法など、活字媒体以外のメディアを用いる表現方法につ 岩永雅也 岩永雅也
いて学習する。

ここでは社会科学としての政治学についての事例研究を
行う。特に、戦後政治の分野に題材をとって、倫理的、実

11 政治学における 践的事例を考察する。 川出良枝 川出良枝
研究 （東京都立 （東京都立

大学助教授） 大学助教授）

ある社会事象を法的視点から捉え、一定の論証を経て結
論を導く過程を、実際の法律問題を素材にして示し、法学

12 法律学における 及び法律学、並びに法律関係諸領域の研究の仕方等を考え 橋本裕藏 橋本裕藏
研究 る。

経済学では、何をどのように知ろうとしてきたか。経済
分野でみることのできる、問題発見、資料収集、結論の導 坂井素思 坂井素思

13 経済学における き方などについて、ここで考えてみる。すべての経済学分
研究 野について観察することは到底できないので、ここではひ

とつの論文を取り上げて、その形成プロセスを追ってみる
ことにする。

社会学は、現実の社会事象をあるがままに経験的に把握
し、その錯綜した複雑な現象形態の背後にある法則性や事

14 社会学における 沼間の関連構造を明らかにすることを目的とする学問分野 岩永雅也 岩永雅也
研究 である。ここでは、古典的な研究成果を参照しつつ、実際

的な社会学研究のモデルを展開する。

社会科学という学問が最終的に目指す「目的」には、ど
のようなことがありうるだろうか。社会科学研究はどのよ 坂井素思

15 社会科学の目的 うな意味で人間にとって「役立っ」といえるのか。この章 坂井素思
では、社会科学の議論方法、結論を導く方法などを考察し 岩永雅也
ながら、社会科学研究の効用について一緒に考えてみたい。

橋本裕藏
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＝＝ @ 学 入 門＝　（TV）

〔主任講師：星野英一（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい
　教養学部における「法学入門」は、法学部に進学する学生に対する「法学入門」とは異なり、何への入門
であるべきかなど、困難な問題を含む。とりわけ、　「法律嫌い」といわれる我が国民に対するこの講義は、
この点を常に自覚し、そのような人々が少しでも「法」　「法律」の重要な意味を理解する一助になることを
目指したい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

法学学習の困難
ｳ、「法」と「法
･」

　始めに、法学の取りつきにくさの理由を一言する。次い
ﾅ、全体の序論の一として、　「法」　「法律」の区別につい

ﾄ述べる。両者は我が国では従来混同して用いられている
ｪ、原語である、droit，　Recht；Ioi，Gesetzは意味を異にす

驍烽ﾌであり、その用法の区別がとりわけこの講義にとっ
ﾄ有用であるので、説明する。

星野英一
i東京大学

ｼ誉教授）

星野英・一
i東京大学

ｼ誉教授）

2

法と法律に対す
骭ｩ方、かかわ
阨

　序論に二として、色々の人々と法・法律のかかわりと、
ｻの法律に対する見方について考える。法律実現の仕事に
齡Oするのは「法律家」だが（これにも種々のものがあり、
@律との関係は一様でない）、その見方と、法律家以外の一般の人々のそれとはどう違うか、一般の人々はどのよう

ﾉして法律の中に入ってゆくのか、などを考える。

同　上 同　上

3

法律の体系　（1）

@社会生活の面
ﾆ②その規制の
菇@の面から

　法律の中に少しつつ入ってゆく。まず、　「法律」の全体
怩�ｦすことから始める。この際、我々の営んでいる社会
ｶ活（経済、家族、隣人関係、学問・芸術・宗教など）と、
@律に独特の社会関係規制の手法（刑罰、実力行使、権利
`務設定など）の二面から立体的にアプローチする。

同　上 同　上

4

法律の体系　（2）

ﾐ会生活の各面
ｩらの具体例③
ﾏ念体系として
ﾌ法律の構造

　以上の点につき、具体的に社会生活の各面について例を
繧ｰて検討する。続いて、観念体系としての法律の構造
i法律独特の抽象的なもの）について説明する。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

同　上 同　上

5

法・法律の各局
ﾊ（1）社会規範と

ｵての局面

　以下やや抽象的に、法・法律の持つ幾つかの局面につい
ﾄ眺めてゆく。第一は、その社会規範としての局面であり、
@法・法律と習俗及び道徳との関係を検討する。 同　上 同　上

6

法・法律の各局
ﾊ（2）人間の理想と

｢う面①「正義」
u自然法」

　第二に、人聞の理想と、法・法律がどうかかわっている
ｩを考える。まず、西欧において法・法律自体の理想とさ
黷ﾄきた「正義」について述べる。さらに、西欧において
ﾍ古くから、人によって作られた法律を超える・「法」とさ
黷ﾄいた「自然法」について一言する。

同　上 同　上

7

法・法律の各局
ﾊ（3）人間の理想と

｢う面②他の理
zとの関係一法
･実現の手段

　次いで、人間の理想の追求の営みである、学問（「真」
ﾌ探求）、芸術（「美」の探求）、宗教（「聖」　「愛」の
T求）と法・法律の関係を考える。進んで、法・法律の第
Oの局面である、法規範の実現の強力な手段としての実力と法・法律の関係を扱う。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

法・法律の第四の局面は、理想や社会的目的を達成する
法・法律の各局 ための独特の手段である法律技術（言葉を用いる技術）で

8 面 あり、この点につき、また広く技術と法・法律の関係につ 星野英一 星野英一
（4）法律現実の手 いて説明する。

段の面②法律技
術

明治以前にも法・法律は存在していたが、明治以後の
（我々の関係している）法律は、明治時代以来欧米諸国か

9 日本法の形成（1） ら輸入したものであるが、科学や技術の輸入と異なり、思 同　上 同　上

想・観念の産物の輸入であって、大変な努力を要した。以
下二回にわたりその過程を辿る。

その第二回目。

10 日本法の形成（2） 同　上 同　上

以下やや抽象的に、法・法律がどのようにして形成され、
法・法律の形成 作られた法律がどのようにして実現されるかについて説明

11 と実現 する。第一は、法・法律の形成についてだが、特に今日で 同　上 同　上
（1＞形成（特に立 は「立法」が重要であるので、これについて扱う。
法）

法・法律の形成 第二に、法律は、実社会に適用されるが、この際、法律
と実現 の意味内容を明らかにする「法律の解釈」という作業が不

12 （2）実現①法律の 可欠である。また、　（特に裁判所は）法律の他に何を適用 同　上 同　上

解釈、適用、 すべきか、；適用してよいかにつき「法源」の問題として議
「法源」の問題 論されているので、一言する。

第三に、9、10と11、12で扱ったことを総合して、
法律のわが国に 「法律」がわが国でどのように実際に行なわれているか、

13 おける実態一欧 わが国における「法」　（ないし日本人の法意識）はどのよ 同　上 同　上

米近代法との対 うなものか、について考える。この際、欧米近代法と対比
比 しっっ眺める。

最後に、法・法律の研究の対象としている「法学」を取
法　学　　（1） り上げる。法学の体系一般（実用法学と基礎法学）を概観

14 法学の体系、欧 し、わが法学に大きな影響を与えている欧米の法学につい 同　上 同　上

米の法学 て一言する。

ついで、我が国の法学につき、その特色、長所と短所な
法　学　　　（2） どについて私見を述べる。特に、我が国における法学と法

15 わが国の法学 律実務との関係（垂離していて法学は実務に役に立たない 同　上 同　上

（特に法学と法 とよく言われる）について、種々の面から検討する。
律実務）
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＝国家と人間＝（TV）
憲法の基本問題一

〔主任講師：佐藤幸治（京都大学教授）〕

全体のねらい
　日本国憲法の諸規定について有機的・総合的に理解できるように工夫しながら、現代国家に生きる人間が．
「自由で価値ある生」を全うできるような制度の仕組みや運用のあり方を考察する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

（1）国家と主権

（2）国家と憲法　　　立憲主義の展開 佐藤幸治 佐藤幸治
1 国家・主権・ （3）国民主権の意義 （京都大学 （京都大学

憲法 （4＞立憲主義と現代国家 教授） 教授）

（1）法の支配と法治国家
（2）法の支配と国民主権

2 法の支配と （3）　日本国憲法と法の支配 同　上 同　上
法　治　国　家

（1）近代立憲主義における個人と集団
（2＞　日本国憲法の集団観

3 国家・個人・ （3）いわゆる「部分社会」論 同　上 同　上
集団 （4）集団の自治と個人の自由

（1）基本的人権・個人の尊重・幸福追求権
（2）幸福追求＝権と憲法の保障する各種人権

4 個人の尊重と （3）基本的人権の保障の限界 同　上 同　上

幸福追求権 （4）私人間における人権

（1）プライヴァシーの権利の意義
（2）プライヴァシーの権利の侵害と司法的救済

5 プライヴァシー （3）個人情報保護制度 同　上 同　上
と個人情報の保
護

（1）法の下の平等の意義
（2）日本国憲法と法の下の平等

6 法の下の平等 （3）法の下の平等と家族生活 同　上 同　上
（4）議員定数不均衡問題

（1）思想・良心の自由
（2）信教の自由

7 内心の自由の （3＞学問の自由 同　上 同　上
保障
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

（1）表現の自由の意義
（2）表現の自由の保障とその限界 佐藤幸治 佐藤幸治

8 表現の自由の ③　　「知る権利」と情報公開制度

保障 （4）集会の自由の保障とその限界

（1）経済的自由の意義
（2）経済的自由の制約

9 経済的生活と （3）社会権の保障の意義 同　上 同　上

良き生活環境

（1）国会の性格と地位
（2）立法権の意味

10 国会と立法権 （3）国会の組織と活動 同　上 同　上
（4）財政立憲主義

（1）内閣の性格と地位
（2）行政権の意味

11 内閣と行政権 （3）内閣の組織と活動 同　上 同　上
（4）独立行政委員会

（1）地方自治の本旨
（2）地方公共団体とその機関

12 地方の政治と （3）条例制定権とその限界 同　上 同　上

住　民　自　治

（1）裁判所の性格と地位
（2）司法権の意味

13 裁判所と司法権 （3）裁判所の組織と活動 同　上 同　上

（1）憲法の保障の意義
（2）憲法の改正

14 憲法の保障と （3）違憲審査制 同　上 同　上

違憲審査制

（1）国際協和と平和の追求
（2）　「国際協和」の法的側面　　一98条2項一

15 国際協和と （3）　「国際協和」の政治的側面　一9条一 同　上 同　上

平和の追求
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＝＝ ｭ治学入門＝（R）
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全体のねらい
　政治学の基礎概念とその相互の関連を明らかにすることで、政治学のより専門的な領域を学習するための
出発点を提供したい。同時に、政治学の入門講義として、他の分野を学習する受講者にも、政治学のアウト
ラインがつかめるようにしたい。政治の世界に起こりつつある最近の変化にも留意する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

租税と政治　教育と政治　環境保全と政治　政治の機能
権力の特性 阿部　　齊 阿部　　齊

1 政治と権力 （放送大学 （放送大学
教授：） 教授）

現代政府の組織原理　議院内閣制　大統領制　社会主義
国の政治制度　立憲主義と法の支配

2 政府の組織と 同　上 同　上
権力の分立

民主主義国家と議会　代議制とその発達
地域代表と国民代表　二院制　議会の役割 久保文明 久保文明

3 代議制と議会 議会と行政府　　立法過程　議会の問題と課題 （三鷹義塾 （慶磨義塾

大学教授） 大学教授）

行政府の活動　内閣総理大臣と内閣　官僚制の概念
公務員制度　立法国家から行政国家へ　官僚制の統制

4 行政府の活動 大きな政府と小さな政府 同　上 同　上

政治参加と選挙　政治の大衆化とその意義
投票することの意味　選挙制度の諸類型

5 選挙と選挙制度 わが国の選挙制度改革 同　上 同　上

政党の定義　名望家政党から大衆政党へ　政党の機能
政党制の諸類型　日本の政党政治

6 政党と政党制 同　上 同　上

現代の政治過程と利益集団　利益集団の活動様式
利益集団の政治的資源　公共利益団体

7 利益集団の 利益集団と政治体制 同　上 同　上

圧　力　活　動

一55一



執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

地方分離と地方自治　団体自治と住民自治
固有事務と委任事務　首長と議会　住民運動と市民参加

8 地方自治と 阿部　　齊 阿部　　齊
市　民　参　加

夜警国家から福祉へ　社会問題と社会政策
社会保障制度の発展　高齢化社会の福祉政策

9 社　会　福　祉 福祉国家と民主政治 同　上 同　上

古典的自由主義　生命と所有の保障　信条の自由
経済活動の自由　自己実現の尊重 川出良枝 川出良枝

10 自　由　主　義 消極的自由と積極的自由　自由主義と基本的人権 （東京都立 （東京都立

大学助教授） 大学助教授）

古代の民主政　代議制の歴史　人民主権
自由主義と民主主義　自由民主主義体制の成立

11 民　主　主　義 近代社会と民主主義 同　上 同　上

社会主義の挑戦　ファシズムと大衆民主主義
現代の自由民主 現代民主主議論　現代自由主議論

12 主義一可能性と 同　上 同　上
課題

近代国家の三要素　国家の領域性　主権国家の成立
国民国家の創設　ナショナリズム　近代国家を超えて

13 国家とはなにか 同　上 同　上

国際秩序をどう捉えるか　現実主義　相互依存論
世界システム論　国際秩序の歴史

　＼P4 国際秩序の理論 同　上 同　上

明治国家の遺産　戦後の民主主義　保守政党の統治体制
政治改革：一・党優位の政治から連合の政治へ

15 日本の政治 阿部　　齊 阿部　　三
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＝国際関係論＝（TV）
〔急騰臨鷺和鄭麗楚学㌔雛；〕

全体のねらい
　現代社会の特徴の一つは、その顕著な国際化である。資本や商品や情報は、国境を越えて流通し、人間の
移動も日を追って自由化されている。今日の社会科学を学ぼうとするものにとって、国際関係に関する正確
な知識は、不可欠になりつつある。また、市民の教養としても、国際関係の基礎的な知識は不可欠であろう。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ヨーロッパにおける国際社会の形成と発展を歴史的に追
齢するとともに、それが地理的に拡大されて、全世界が一 阿部　　齊 阿部　　齊

1 国際社会の成立 個の国際社会を形成するに至った過程をたどりたい。また、 （放送大学 （放送大学

ヨーロッパの国際社会の秩序と安定を可能にした諸要因に 教授） 教授）

も言及する。

国際社会を構成する単位としての近代国家の特徴を明ら
かにするとともに、近代国家の史的変容の過程をたどる。

2 国家とナショナ さらに民族の国家的独立と発展をめざす運動としてのナ 同　上 同　上
リズム ショナリズムの展開を追いながら、ナショナリズムが現代

の国際関係において果たす役割を論ずる。

冷戦後は地域紛争の時代であるとの通説に反論し、冷戦
とは代理戦争という名の地域紛争の時代であったことを示 高橋和夫 高橋和夫

3 国際政治の展開 す。また冷戦後の地域紛争の特徴を解説する。またEUの （放送大学 （放送大学

／冷戦後の世界 拡大に代表されるようなブロック化とバスク地方や北イタ 助教授） 助教授）

ヘリアの独立運動に象徴されるようなマイクロ・ナショナリ
ズムの台頭を検討する。

国際法と国内法を比較しながら、国際法の特質を明らか
にする。次いで西ヨーロッパにおける国際法の成立と発展 児矢野マリ 児矢野マリ

4 国際社会の法と をたどり、現代の国際社会の秩序を維持する上で、国際法 （静岡県立 （静岡県立

秩序 が果たしている役割を明らかにする。 大学専任講 大学専任講）
師） 師）

1996年12月に東京の国連大学で開催された日本の国連加
盟50周年の記念シンポジウムの映像を利用しながら国連改

5 国際連合の機能 革を考える。具体的には、日本が安保理の常任理事国に立 高橋和夫 高橋和夫
候補している問題を検討する。映像にはガリ国連事務総長
（当時）や小和田国連大使（当時）などが登場する。

国際社会の発展の原点ともいうべきヨーロッパで、国際
関係がいかなる特徴を持っているかを明らかにする。ヨー 高柳先男 高柳先男

6 ヨーロッパの ロッパ共同体の現状とその将来の可能性にもふれたい。 （中央大学 （中央大学

国　際　関　係 教授） 教授）

台湾に近い石垣島でのロケ映像を織り混ぜながら東アジ
アの国際関係を考察する。ポイントは朝鮮半島情勢の展望

7 東アジアの と中国の発展の国際的な波紋である。 高橋和夫 高橋和夫
国　際　関　係
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 アメ　リ　カの
早@際　関　係

　アメリカ合衆国の伝統的対外政策ともいうべき独立主義
ﾆ膨張主義の構造的関連を明らかにしながら、今日のアメ
潟J合衆国が直面する外交課題を検討する。さらに、アメ
潟J合衆国と対比しながら、カナダとラテンアメリカの対
O関係の特質にも言及したい。

阿部　　齊 阿部　　齊

9 イスラム「原理
蜍`」の挑戦

　イスラム主義の台頭を世界的な様々な宗教の復興運動の一部と位置付け、その背景を解説する。特にアフガンと呼

ﾎれる人々の存在に光を当てる。最後にイスラム世界との
､存の道を探る。

高橋和夫 高橋和夫

10 南北格差と貧困

　現代の国際社会にみられる最も重要な問題は、北側諸国
ﾌ豊かさと南側諸国の貧しさとの間に横わる巨大なギャッ
vである。南側諸国に貧困をもたらした原因を明らかにす
驍ﾆともに、貧困をなくすための国際協力の現状と課題を
沒｢する。

阿部　　齊 阿部　　齊

11 人口問題と
早@際　政　治

　人口増加に食料の供給が追い付かないのではとの議論が
?驕Bこの議論とその反論を検討する。また発展途上国で
ﾌ人口増加が生み出す先進国への流入圧力を紹介し、最後
ﾉ先進諸国の人口の高齢化が国際政治にどのようなインパ
Nトを与えるかを日本を例にとって考える。

高橋和夫 高橋和夫

12 環境問題の
総ﾛ化

　今や環境問題は、国境を越えて拡大し、地球規模の問題
ﾉなった。とくに深刻な問題である地球の温暖化、酸性雨、
Iゾン層の破壊などを生み出した原因を明らかにしながら、
ﾂ：境問題に対する国際的取り組みの現状と課題に迫る。

阿部　　齊 阿部　　齊．

13 エスニシティと

ｶ化の多元化

　冷戦集結後の世界における最も顕著な現象の一つは、民
ｰ紛争の深刻化である。民族問題を解く新しい基本概念で
?驛Gスニシティの意義を明らかにしながら、多民族社会
�lえる新しい視点としての多文化主義に言及したい。

川出良枝
i東京都立

蜉w助教授）

川出良枝
i東京都立

蜉w助教授）

14 戦争と平和

　戦争の原因を追求し、平和の可能性を探る。戦争の形態
ﾏ化を跡づけながら、戦争が現代の国際関係においていか
ﾈる位置を占めるかを検討する。さらに、戦争を抑制する
烽ﾌとして、安全保障、軍縮と軍備管理、核兵器の廃絶と
｢った問題にも言及したい。

高柳先男 高柳先男

15 国際関係の
ｽ元化／新しい
pラダイム

　外交を国家が外務省を通じて排他的に行う時代は過ぎ去
ﾁた。企業が、地方自治体が、NGOが、個人が国際関係
ﾉ関与する新しい時代が始まっている。NGOやアメリカ
ﾌミシガン州政府の東京事務所などの取材を織り混ぜなが
轣A国際関係の多元化の状況を紹介する。

高橋和夫 高橋和夫
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＝経済学入門＝（R）
〔主任講師 嘉冶元郎（元放送大学副学長）〕

全体のねらい
　我々の日常の経済生活に則して、経済学の骨組みを概説する。家計、企業、政府、外国という経済単位の
活動について論じ、経済社会の構造を明らかにする。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

経済学とは何か　人間の経済活動　私的主体と公的機関
取引の行なわれる場一市場 嘉治元郎 嘉治元郎

1 経済生活と 消費財　サービスの市場　労働力の市場　企業の経済活動 （元放送大 （元放送大
経済学 資本の市場　私的主体と公的機関 学副学長） 些些学長）

家計の経済力　家計の所得　家計の資産　資産と所得
所得の種類と国民所得

2 家計の経済活動 同　上 同　上
1　所得と資産

所得の処分　可処分所得　消費と貯蓄　日本の貯蓄率
消費性向　最適な消費支出　個別家計の消費と総消費

3 家計の経済活動 同　上 同　上

H　消費と貯蓄

企業の生産活動　生産の行程　生産活動の目的
費用と収入　物的資本

4 企業の経済活動 同　上 同　上
財の生産

市場とは何か　市場の種類　価格の機能
需要供給の均衡　市場機構の作用

5 市場の機能 同　上 同　上

財とサービス　サービスの重要性　サービスの種類
産業構造 サービス生産の特色　公務と公共サービス

6 一財と 同　上’ 同　上

サービスー

貨幣とは何か　金本位制　管理通貨制
通貨管理の目的　貨幣量管理の手段

7 貨　　　　　幣 価格とは何か 同　上 同　上

！
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

金融機関の経済活動　お金の便利さと利子
資産の需要と供給　資産の組み合せ

8 金融機関の役割 嘉治元郎 嘉治元郎

巨視的（マクロ）理論と微視的（ミクロ）理論　集計され
た経済量　一大家計の経済行動　一大企業の経済行動

9 経済社会の構造 総需要と総供給 同　上 同　上

経済の変動　消費の決定　投資の決定
総生産水準の決定

10 総需要の理論 同　上 同　上

総供給能力　供給能力の決定要因　経済発展の諸要因
労働力の変化　生産設備の変化　技術の進歩

11 総供給の理論 同　上 同　上
一経済成長一

雇用水準の決定　失業とは何か　生産性　好況と不況
インフレーションとは何か

12 完全雇用と物価 同　上 同　上

対外経済関係とは何か　対外経済関係の内容
国際収支表　貿易の理論　国際通貨　為替レートの変化

13 対外経済関係 生産要素の国際的移動　経済分析の国際化 同　上 同　上

財政支出の種類　財政支出の規模
「小さい政府」をめぐる論議

14 政府の経済活動 政府の収入　租税の種類　財政収支　公債の負担 同　上 同　上

経済政策の役割　独占の禁止　巨視的経済政策の目標
完全雇用の達成と維持　経済の安定の実現

15 経済政策の目標 経済発展の促進　巨視的経済政策の手段 同　上 同　上
所得配分の公正化　適切な対外経済関係の実現
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＝社会学入門＝（R）
〔主任講師：長谷川公一（東北大学教授）〕

全体のねらい
　「紛争」に焦点をあてながら社会学の基本的な考え方やものの見方、基本概念を理解し、現代の社会変動
の動向を探る「社会学入門」であり、　「現代社会論」である。紛争と社会構造、紛争の場、紛争解決を促進
するための政策学を考察する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容　　　〆
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 20世紀の産業
ﾐ会

　20世紀とくに戦後の高度産業社会は「ゆたかな社会」を
ｻ実化したが、社会構造の変容にともなって、社会問題も
n困・失業・不況を中心とするものから大きく変化した。
ｻ代の対立・紛争および社会的危機の構造的源泉を概括す
驕B

長谷川公一
i東北大学

ｳ授）

長谷川公一
i東北大学

ｳ授）

2 「和の文化」と

冝@本　社　会

　日本社会は長く「和を以て貴し」とすることが美徳とさ
黶A異を唱えることは忌避されがちだった。利害対立の顕
ﾝ化を日本社会ではどのようにして調整してきたのか、ま
ｽ近年の裁判に対する人びとの考え方の変化を考察する。

同　上 同　上

3
紛争研究と
ﾐ会学

　紛争に関する社会科学的な研究のなかで、社会学的なア
vローチの特質はどこにあるのか。紛争・対立・競争をど
ﾌように定義すべきか。社会学理論の2つの基本的な立場
ﾅある紛争モデルと均衡モデルの特長を整理し、それぞれ
ﾌ問題点を考察する。

同　上 同　上

4 紛争は社会にど
ﾌように役だっ
ﾄいるか

　争いや対立はゼロに近づくほどよいというわけではない。
u雨降って地固まる」と言われるように、争いは社会の統

№ﾉも役立つ。争いはコミュニケーションの形式でもある。
ﾐ会問題の憎憎機能はじめ、争いの様々な効用を考える。

同　上 同　上

5 紛争と法・裁判

　裁判制度は近代社会に特有の争いの解決のしかたである。
ﾙ判の特質はどこにあるのか、法の役割は何か。ウェー
oー、川島武宜らの議論を手がかりに、裁判と法による社
?攝ｧと秩序維持のメカニズムを考察する。

同　上 同　上

6 家族危機と
梠縺E世代・
N齢

　1983年前後に家族危機論が高まったのはなぜか。時代効
ﾊ・世代効果・年齢効果を峻別してとらえ、　「団塊の世代」
ﾌ女性たちに焦点をあてて、価値観が多様化しライフスタ
Cルの選択肢がひろがった現代における新しい家族のあり
福�l察したい。

同　上 同　上

7 ジェンダーをめ
ｮる対立・紛争

　女性と男性では社会的に期待される行為様式が異なって
｢る。社会的文化的性差はとくに1960年代後半以降、男女
ﾔの社会的対立・紛争の焦点となってきた。女性学の問題
�Nをうけとあっっ、　「女らしさ」　「男らしさ」をあぐる

?｢を考察する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

目的＝達成集団としての組織は、効率性の追求か成員間の
共同性の重視かという基本的ジレンマを抱えている。組織

8 組織における のリーダーに期待されるのは、組織内の利害調整と、効率 長谷川公一 長谷川公一
対立・紛争 性と共同性との間でバランスをとることである。

20世紀、とくに20世紀後半以降、階級間対立の制度化が
すすんだが、階層間の利害対立はなお経済政策や福祉政策

9 階層変動と などをめぐる基本的な対立軸をなしている。 同　上 同　上

階級対立の
制　　度　　化

公害問題は地域社会に深刻な対立・紛争をもたらした。
近年環境問題の焦点はごみ問題などに代表される生活公害

10 環境問題と紛争 型のものに変化してきたが、それは大都市圏と過疎地、南 同　上 同　上
嗣子、世代間での新たな利害対立を引き起こしっっある。

パートナーシップやコラボレーションに焦点をあてて
NGO・NPOの特質を考察する。従来の告発批判型の住

11 社会運動と 民運動・市民運動から、対案提示型のNGO・NPOへの 同　上 同　上

NGO・NPO 転換による政策提案の可能性と意義を考察した。

囚人のジレンマとその応用的なゲームをとおして、合理
ゲーム理論と 的選択理論の特質を検討する。　「反復囚人のジレンマ・

12 協力行動の成立 ゲーム」における「協力行動」の成立条件と、　「しっぺ返 同　上 同　上

条件 し」戦略の社会学な意味を考察する。

紛争は社会システムの矛盾を顕在化させ、表現する。力
による紛争の抑え込みには限界がある。上からの「合意調

13 合意形成と 達」にかわって合意形成をはかるためには、市民参加型の 同　上 同　上

公共政策の転換 制度形成と公共政策の転換がもとめられている。

「自己決定」をもとめる個人主義の進展は、既存の権威を
相対化させ、現代社会に共通する正当性と統合の危機をつ

14 紛争と秩序 くりだしている。ホッブズ以来の自由と共同性のジレンマ 同　上 同　上

をめぐる諸説の検討をとおして、社会の秩序維持のメカニ
ズムを原理的に考察する。

現代社会は、（1）自然と人間との、（2）異質な文化との、（3）

都市と農村、中央と地方との、（4）社会的弱者との、（5）女性

15 「共生」の時代 と男性との「共生」を課題としている。現代の諸紛争から 同　上 同　上

をあざして どのように共生社会を展望しうるか、総括的に考察する。
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＝社会福祉論＝（R）

〔圭騰臨塑織圭綴獣鞍翻〕

全体のねらい
　近代的な社会福祉事業が誕生して半世紀を経て、社会福祉は日本人の生活の中で大きな位置を占めるよう
になってきた。すべての人が健康で文化的生活を営むための社会的支援策の基本的な部分を担う社会福祉の
範囲や内容が変化し、財源、組織、方法などの問題点も出てきている中で、その望ましいあり方を追求する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

個人や家族の基本的生活機能が損なわれてしまったり、 松村祥子 松村鮮子
放置すれば損なわれる恐れのある時に、公的責任で金銭や （放送大学 （放送大学

1 社会福祉とは何 サービスを給付するのが社会福祉の機能である。それは生 教授） 教授）

か 活自助が困難な事態に対する社会的連帯意識に基づく人々 三ツ木任一 三ツ木三一
の合意を社会施策化したものである。 （放送大学 （放送大学

教授） 教授）

長い間、慈善事業や公的救済にゆだねられていた「生活
困難の除去、緩和策」が、権利性に基づく社会福祉事業に

2 社会福祉の歩み 担われるようになった。それは経済や社会の変化に伴い拡 松村鮮子 松村群子
大した生活問題への対応であると同時に、人々の生活や生
き方への考え方の変容でもあった。

産業や人口構造の変化により小規模化・都市化した今日
では、児童の養育や高齢者、障害者の介助・介護を家族だ

3 いま社会福祉は けで行うことは困難であり、病気や失業等による経済的逼 同　上 同　上
迫にも社会的援助なしには対処できなくなっており、新し
い社会福祉のニーズを高めている。

生活保障のための諸施策の中で、人々の生活の安定や健
康保持を目的にしている社会保障制度の一部を構成する社

4 社会福祉の体系 会福祉は一一般的には無拠出主義で必要の度合いに従って金 同　上 同　上
銭やモノ或いはサービスが給付され、　「生活保護等の公的
扶助」　「社会福祉サービス」がある。

憲法25条で明記されている最低限の生活保障が具体化
公的扶助　（1） されている代表的な社会政策が生活保護制度である。約

5 一生活保護の 100万人（1991年度）の受給者は国際的にも低水準 同　上 同　上

現状と課題一 であるが、他の施策や扶養義務者の扶養ができない時の最
後的保障としての存在の意味は大きい。

社会手当には、対象者の固有のニーズに対応して給付さ

公的扶助　② れる児童扶養手当、特別児童扶養手当及び特別障害者手当
6 一生活保護の 等がある。しかし一般国民を対象とする児童手当や介護手 同　上 同　上

理念と方法一 雨宿の拡充も望まれている現在、新しい社会手当の位置づ
けが検討されねばならない。

児童福祉の対象とする要保護児童に対して保育、養護、
教護等の施策がある。また、児童の健全育成をめざして児

7 児童福祉　（1） 童館や児童遊園等の児童厚生施設や児童文化の促進もおこ 同　上 同　上
なわれている。児童福祉法でも明記されている児童育成の
社会的責任の施行の実態をみる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

少子社会や女性の社会的進出への対応策として子育て支
自益が注目されているが、権利の主体としての児童には社

8 児童福祉　（2） 会の都合でふりまわされず自らの力を最大に発揮するため 松村鮮子 松村祥子
の生活が保障されなければならない。国際的動向もふまえ
て、児童福祉の課題を検討する。

高齢化社会をむかえ、高齢者の福祉サービスに対して国
民的関心が高まっている。ここでは老人福祉施設に焦点を 山田知子 山田知子

9 高齢者福祉　（1） あて、生活の場としての施設の在り方について、各施設の （埼玉県立 （埼玉県立

整備状況や処遇上の問題点といった側面から考える。 大学助教 大学助教
授） 授）

高齢者が長年住みなれた地域で暮らし続けられるように
するたあに、在宅福祉サービスが高齢者の福祉サービスの

10 高齢者福祉　（2） 中心に据えられている。高齢者の生活を支えるために在宅 同　上 同　上
福祉サービスはどうあるべきなのかについて、その具体的
展開と新しい方向性を探る。

近年、障害をもつ人たちをめぐる社会的状況、障害をも
っ人たちの生活、生き方が大きく変化してきている。障害

11 障害者福祉　（1） 者福祉の新しい理念、障害者福祉の動向を検討しながら、 三ツ木任一 三ツ木任一
障害者福祉の実践と市民生活との接点を探る。

障害をもつ人たちの自立と社会参加を促進するために、
さまざまな制度やサービスが提供されているが、未解決の

12 障害者福祉　（2） 課題も少なくない。それぞれのライフステージにおける主 同　上 同　上
要な課題とその解決の方策を検討することによって、障害
者福祉の今後のあり方を展望する。

中央指令型から地方分権型への移行は、社会福祉の費用
負担やサービス供給方法だけでなく、利用者にとっての受

13 社会福祉の組織 給水準や内容の変化をもたらす。在宅福祉や地域福祉の活 松村三子 松村二子
と方法 性化が叫ばれ、地域の福祉計画づくりが盛んな今、大切な

ことは利用者主体の点検と評価である。

社会福祉にとってその担い手の質量の確保は諸活動の成
否の決め手となる。社会福祉従事者の研修、資格、待遇等

14 社会福祉の担い の改善発展が促進されなければならない。また、利用者の 同　上 同　上
手と利用者 意識や知識の向上、さらには自ら参加する人を育成する福

祉教育の充実等も必要である。

21世紀にむけて変化する社会福祉課題として、高齢者
の増加、児童のニーズの多様化、障害者の社会参加促進、’

15 これからの社会 新しい社会手当の創設、国際化への対応等がある。従来の 松村三子 松村三子
福祉 分野別縦割り福祉を利用者中心の連携、総合、普遍的なも 三ツ木三一 三ツ木三一

のにする方策が求められている。
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＝＝ ﾐ会調査の基礎＝（TV）
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全体のねらい
　社会調査は、社会のありさまを的確にかっ客観的に把握するための重要な手段である。この科目はまず
社会科学研究における社会調査の位置づけについて理解したうえで、実際に調査を行なうための技法と調
査の結果得られたデータの集計、分析、解釈の方法を学ぶことを目的としている。特に本講義では、量的
調査だけでなく．質的調査にも十分ウエイトを置いて、より多面的な現実把握が可能となるように配慮し
ている。また、調査結果の適切な表示の仕方についても学習する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 社会調査のすす

ﾟ

　現実の複雑で非定型的な社会事象から、定量的あるいは
關ｫ的な変数を見い出し、その変量を測定する方法が社会
ｲ査である。ここではまず社会調査の意味を明らかにした
､えで、社会科学研究との関連について検討し、さらに現
ﾝの社会調査に至るまでの系譜にも言及する。

岩永雅也
i放送大学

赴ｳ授）

岩永雅也
i放送大学

赴ｳ授）

2 調査の諸類型

　現在最もよく用いられる各種の調査をさまざまな観点か
逡ｪ類し、それらの特性を整理する。分類の観点としては
ｲ査の目的（記述と説明）、変数のタイプ（量的と質的）、そ
ｵて調査結果の用途の三者をとりあげる。

同　上 同　上

3 調査票調査の設

v

　量的調査の中心は調査票を用いた調査である。ここでは
ﾜず量的調査にあった調査テーマとはどんなものかを検討
ｵたうえで、その調査テーマにそった調査票調査の設計の
菇@について学習する。

同　上 同　上

4 調査票の作成

　具体的な調査テーマにそくして実際に調査票を作成する
vロセスを紹介し、調査票そのものについての理解を深め
驍ﾆともに、さなざまな質問技法、ワーディングにあたっ
ﾄの種々の問題点などを学習する。

同　上 同　上

5 標本抽出と調査

ﾌ実施

　量的調査におけるサンプリングの意義と目的を明らかに
ｷる。特にランダムサンプリングの基本とその応用（系統・多段・層別等）について重点的に学習する。また、各種

ﾌ調査実施方法（面接・郵送・電話等）についても、その
燉eと手法、留意点などを詳しく紹介する。

高橋一男
i東洋大学

ｳ授）

高橋一男
i東洋大学

ｳ授）

6 結果の集計

　調査票結果の結果はさしあたり抽象的な数値や記号であ
ﾁて、そこから何らかの具体的な情報を得るためには集計
ｪ必要である。ここではまず広義の集計の内容を紹介し、
ｳらに狭義の集計の手法について詳しく説明する。また標
{の数値特性を示す代表値、変動値についても学習する。

岩永雅也 岩永雅也

7 統計的検定

　対象とする集団の一部からランダムサンプリングによっ
ﾄ得られた数量データ（標本）に基づいて集団全体（母集
c）の数量的特徴を推論する方法としての統計的検定の基
{的な考え方と手続きを紹介する。

大塚雄作
iメディア

ｳ育開発セ
塔^ー教授）

大塚雄作
iメディア

ｳ育開発セ
塔^ー教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 二変数間の関連

　変数の間にどのような関連があるかを探るための方法と
ｻこで用いられる各種の指標について学習する。具体的に
ﾍ、二群の標本の平均値の差のt検定、質的変数間の関連
ｫを検討するためのカイニ乗検定、量的変数間の関連性を
?轤墲ｷ相関係数とその検定法などを紹介する。

大塚雄作 大塚雄作

9 探索的データ解

ﾍ

　社会科学の分野では、ランダムにサンプリングされてい
ﾈいデータを扱うことも少なくない。そのようなデータの
ﾁ徴を有効に浮き彫りにするたあの手法として、探索的データ解析の考え方とその基本的な手続きを学習する。 同　上 同　上

10 多変量解析の概

ﾏ

　多くの変数間の関連性を概括的に捉えるために、多変量
�ﾍと呼ばれる一連のデータ解析法が開発されている。そ
ﾌ例として、因子分析と重回帰分析の基本的な考え方とそ
黷轤ﾌ適用例を紹介し、多変量解析の一端に触れてみる。

同　上 同　上

11 インタビュー法

　インタビュー法（聞き取り法）は、質的調査の最も基本
Iな手法である。まずインタビュー法の用いられる具体的
ﾈ状況や条件を整理し、さらに実際のインタビコ．一の方
@、留意点、結果のまとめ方などについて、実例を交えな
ｪら学習する。

高橋一男 高橋一男

12 生　活　史　法

　われわれの日常生活には、手紙や日記などの成文化され
ｽ記録（ドキュメント）がふんだんにある。それらを通じ
ﾄ生活史（ライフ・ヒストリー）を記述するのが生活史法
ﾅある。ここではフィールドでのインタビューなども交え
ﾄ生活史研究の手法を紹介する。また、自分史にも言及す
驕B

若林良和
i高知大学

赴ｳ授）

若林良和
i高知大学

赴ｳ授）

13 参与観察法

　調査の対象となる集団の活動に調査者も実際に参加し、
ｻの集団成員と同じ視点から集団と活動について調査する
ﾌが参与観察法である。担当講師が長年フィールドとして
ｫた島の生産活動や人々の日常生活に参加して調査する様
qを紹介しながら、参与観察法のエッセンスを講義する。

同　上 同　上

14 メディアの利用

　現代はメディア社会であり、調査にもさまざまな形でメ
fィアが関わる。調査の題材として、調査手段として、結
ﾊのプレゼンテーション手法として、メディアがますます
d要になっている現状を紹介し、その意義を検討する。

高橋一男 高橋一男

15 調査結果の記述
ﾆ表現

　さまざまな調査結果をどのように記述し、表現したらよ
｢か、表やグラフの有効な用い方とはどのようなものか、
ｲ査結果を説得力のある論稿にまとめるにはどのような点
ﾉ留意すべきか、といった問題について検討する。

岩永雅也

岩永雅也

蜥ﾋ雄作

kｴ一男
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＝経営学入門（ヲ98）＝　（TV）

〔主任講師：赤岡　功（京都大学教授）〕

全体のねらい
　わずか数人で始めた企業が、よい製品を開発し世界的大企業となり、世界の進歩と人々の幸福な生活に大
きな貢献をしている場合もあれば、巨大な企業が崩壊したり、活動を社会から批判をうけ苦悩している場合
もある。こうした企業は、だれがどのように経営しているのだろうか。それを導く経営学とはどのようなも
のであろうか。松下電器、NEC、トヨタ、日産、ホンダ、　GM、フォードをはじめ欧米、日本、韓国、中
国の数々の企業の実例を紹介しながら理論的理解を深める。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

経済学の面白さと重要さをまず示す。経営の善し悪しによっ
て、急成長し、社会から評判の高い企業群。あえなく消滅して 赤岡　　功 赤岡　　功

1 企業の経営学 いく企業の例などをしめし、それと経営学との関係を示し、経 （京都大学 （京都大学
営学の対象が企業をこえ広がってきていることおよび、経営学 教授） 教授）
と他の関連諸学とくに経済学との関係の違いを説明する。

経営学は工場の生産性をあげることだけに注目していた
段階から、そこで働く人々の人間性や社会性の向上と調和

2 経営学の発展 させっっ、利益をあげ、企業成長を達成しうるものとして 同　上 同　上

発展してきていることを、簡潔に分かりやすく興味がもて
るように説明するようにつとめる。

経営学の主たる対象である企業がどのような形で存在してい
るか。欧米の企業群と日本の企業群、アジアの企業について概 三戸　　浩 三戸　　浩

3 世界の企業、日 略を説明する。なお、この回では、街を走る自動車がほとんど （横浜国大 （横浜国大

本の企業 フォードT型ばかりであったという事を示す貴重で必見すべき 教授） 教授）
映像が紹介されている。

歴史的な古典、バーリ＆ミーンズの所有と経営論を簡単
に紹介し、日本企業グループを中心に企業のガバナンス、

4 経営学の時代 そこでの経営者の位置について述べる。本田技研工業の本 同　上 同　上

田宗一郎氏、倉敷美術館等でも有名な倉敷紡績の大原孫三
郎氏をはじめとする経営者を紹介しつつ経営者と企業経営
を理解する。

経営学では、その理論構成の特質から、つねに企業の社
会的責任論や企業倫理が論じられる必然性があり、最近で

5 企　業　倫　理 は企業倫理論が大きな注目を集あている。そうした議論の 赤岡　　功 赤岡　　功
内容背景、企業倫理が企業行動に作用する枠組を明らかに
する。

企業が利潤を無視し得ないのは当然であるとしても、現
実の企業を導く目的については多くの学説が提起されてい 麻生　　幸 麻生　　幸

6 企　業　目　的 る。そうした企業目的論の概略を説明し、現代の企業を導 （千葉商科 （千葉商科

く企業目的について論ずる。 大教授） 大教授）

企業の目的を達成するためには、まず企業戦略が構想さ
れる。この戦略の善し悪しが企業の発展とともに、社会と

7 企　業　戦　略 の相互作用のありかたをきめる。そうした戦略論の概略を 同　上 同　上

現実に即して説明する。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 企業戦略の展開

　現代企業の戦略について、日本企業を中心に明らかにす
驕B欧米、アジアでの展開をできるかぎり要領よく示す。 日置弘一郎

i京都大学
ｳ授）

日置弘一郎
i京都大学

ｳ授）

9 企　業　組　織

　戦略を遂行し、企業が行動するたあには組織が適切であ
髟K要がある。そうした組織についての学説を紹介すると
ﾆもに、現代における組織のあり方について説明する。
ﾆくに、1つ企業にコミットすることなく働きたいという
l々こたえる組織を理論的に説明するとともに現在大変有
ｼなミスミの組織について映像含め概説する。

太田　　肇
i滋賀大学

ｳ授）

太田　　肇
i滋賀大学

ｳ授）

10 作　業　組　織

　近年では、人間疎外を招くような効率性ばかり重視した
g織ではなく、人々の成長をはかりつつ、その成長を利用
ｵて経営を発展させる作業組織が追求されている。そうし
ｽ動向を明らかにする。

赤岡　　功 赤岡　　功

11 企　業　文　化

　日本経営の強さがアメリカで注目された近年において、
g織だけではなく企業文化が注目されるようになっている。
ｻうした企業文化についての論議とともに、欧米・アジア
E日本との比較も試みつつ説明する。

日置弘一郎 日置弘一郎

12 モチベーション

　人々は組織の中でどのように動機づけられ働くのか。こ
黷ﾉついては大変多くの研究があるが、そうした議論を概
烽ｷるとともに、日本の労働者について説明する。

田尾雅夫
i京都大学

ｳ授）

田尾雅夫
i京都大学

ｳ授）

13 非企業組織の
o営学

　経営学は主に民間大企業を中心として展開されてきてい
驕Bしかし、公共部門等も非民間部門のウエイトも高くな
ﾁており、経営学はこうした部門をも対象とするものとし
ﾄ拡張されてきている。そこで、公私組織とそこで働く人
Xについて概説する。

同　上 同　上

14 21世紀型企業像

�Tる

　ものを生産したり、サービスを提供する組織としては、
｢わゆる企業のほかに、ワ一部ーズ・コレクティブが、ア
＜潟Jやスペイン等多くの国にみられる。そうしたワーカ
[ズ・コレクティブの経営を説明する。21世紀に向けて企
ﾆでは様々な新しい経営の試みが行われている。そうした
阯痰�ﾐ介しっっ、新しい時代の経営を考える。

小倉行雄
i福井県立

蜉w教授）

小倉行雄
i福井県立
蜉w教授1

15 経営学の未来

　全体のまとめとして、新技術を開発・活用し、グローバ
汲ﾉ、環境に創造的に適応している企業を展望し、経営学
ﾌ現状と発展方向について述べる。さらに深く経営学を学
ﾚうとする人々に、経営学の学び方、研究の仕方について、
ﾅきるだけ具体的に述べる。

赤岡　　功 赤岡　　功
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＝日本の経営・欧米の経営＝　（R）

〔主任講師：吉森　　賢（横浜国立大学教授）〕

全体のねらい
　日本と米英独仏の大企業の経営を、会社統治制度を中心としっっ企業所有構造、最高経営責任者、企業間
関係、経営・マーケティング行動、文化的・歴史的背景などの基本的視点から比較することにより、各国の
経営の特質と企業成果への影響を理解し、日本的経営の将来像を展望する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

比較経営の目的、方法、技術、態度について述べる。
比較経営の目的 吉森　　賢 吉森　　賢

1 と方法 （横浜国立 （横浜国立

大学教授） 大学教授）

比較対象国における大企業を所有する主体（同族、法人、
機関投資家、個人株主など）を概観する。バーリとミーン

2 企業の所有構造 ズによる所有と経営の分離および経営者支配が各国でどの 同　上 同　上

ように実現されているのかを考察する。日本において顕著
な経営者支配の歴史的背景とその影響を理解する。

企業概念、すなわち企業は誰の利益のために経営さるべ
きか、に関する比較対象国における考え方を考察する。

3 企業概念と 企業概念の違いが利害関係者間の関係や経営成果にどの 同　上 同　上

経　営　成　果 ような影響を与えるかを考察する。特にアメリカにおいて
は株主利益中心の企業概念が企業の国際競争力を低下させ
るという主張がなされている。この主張の妥当性を実証研
究の結果により検証する。

会社統治制度とは最高経営責任者による経営活動を監視
会社統治制度 し、これに助言を与え、その業績を評価し、場合によって

4 （コーポーレー はこれを解任、降格するための手続き、組織である。その 同　上 同　上
ト・ガバナンス） たあの方式を概観し、エージェンシー（代理）理論に基づ
1 き、なぜ最高経営責任者は監視さるべきか、を理解する。

最高経営責任者の監視機関としての株主総会の機能はど
の程度発揮されているのかを比較対象国について概観する。

5 会社統治制度2 日本においては株主総会の形骸化が指摘されているが、そ 同　上 同　上

一株‡総会 の原因を考察し、主としてアメリカの事情と比較、検討す
る。

最高経営責任者に対するもっとも重要な監視機関である
会社統治制度3 取締役会の構造と機能を比較する。比較対象国における取

6 一取締役会と最 締役会の構造をドイツの二層構造とその他諸国の単層型構 同　上 同　上

高経営責任者 造に分類し、それぞれの特質を比較する。ドイツについて
は労資による共同決定の制度と実態を概観する。

日本をはじめ比較対象国においては取締役会による最高
会社統治制度4 経営責任者に対する監視機能は十分機能していない。その

7 一取締役会機能 原因を取締役会会長職と最高経営責任者の地位の人的・機 同　上 同　上

不全の原因 能的融合、取締役会役員の選出過程、他社役員の兼務、情
二三対称性などの観点から分析する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

外部監視とは株式市場を通じての企業買収を中心とする
最高経営責任者に対する監視方法である。これが日本、ド

8 会社統治制度5 イツ、フランスではなぜ困難であるかを考察し、アメリカ 吉森　　賢 吉森　　賢

一外部監視 ではなぜ盛んに行われるかを究明する。企業買収をめぐる
アメリカにおける是非の論争と90年以降の状況を概観する。

特に日本とドイツにおいては主力銀行が最高経営責任者
会社統治制度6 への監視機能を果たし、両国における企業間関係の中心に

9 一企業間関係 あるのとされるのでその役割を理解する。主力銀行はなぜ 同　上 伺　上
・主力銀行 アメリカでは日工ほどの発達を見なかったのかを考察し、

事例により経営に対する影響を検討する。

日本における企業間関係は長期的取引関係、株式持ち合
会社統治制度7 いく役員相互派遣、などに基づくが、その経済的合理性を

10 一企業間関係・ 準統合の観点から考察する。同様の企業間関係はドイツに 同　上 同　上
企業集団と系列 も存在する。なぜアメリカでは少ないかを検討し、これが

経営成果に与える影響を考える。

これまでの会社統治制度に関する考察の総括として、日
会社統治制度8 本に、ドイツ、アメリカ、イギリスおける会社統治制度に

11 一会社統治制 ついての改善方向を概観する。 同　上 同　上
度の改善方向

比較対象国における最高経営責任者はどのような人物で
あるかを、学歴、出身階層、実務経験、年齢、昇進経路、

12 最高経営責任者 価値観、などの視点から概観し、それぞれの国の経営成果 同　上 同　上
の特質 に与えたと考えられる影響を考察する。

官僚制と情報共有、消費者行動と市場への態度、経営者
の社会的威信、経営者能力、経営者対官僚の地位格差、会

13 経営行動・マー 社の繁栄と個人の生活の質との均衡の観点から実態調査に 同　上 同　上
ケティング行動 もとづき考察する。

比較対象国における国民の企業および企業利益に対する
態度の変遷と企業家精神に対する影響を考察し、その違い

14 社会的価値観と を実態調査にもとづき検証する。またこれらが比較対象国 同　上 同　上

企業家精神 の経営に及ぼした影響を考察する。

これまでの日欧米比較に基づき、日本的経営の特質の中
で他の諸国にも妥当する要素は何か、また逆に欧米の経営

15 日本的経営の普 から日本が学ぶめきものは何かを考察する。さらに日本的 同　上 同　上

遍的要素と展望 経営の光と影を従業員とその家族の生活の質および消費者
厚生から評価する。日本企業の経営環境の変化を概観しこ
れへの適応の方向を展望する。
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＝情報基礎編理学＝＝（TV）

〔主任講師：高橋三雄（麗澤大学教授）〕

全体のねらい
　パソコンの普及をはじめ、情報技術が身近なツールとなった。本講義においては企業を念頭におきながら
オフィスの生産性をたかめるための情報拉術活用の可能性について検討したい。講義においてはオフィスに
おける非定型的な業務活動のフレームワークを学習するとともに、、変化の激しい情報技術分野のできるだ
け最新の状況を各分野の研究者なり企業の現場のインタビューをまじえて紹介したい。また、具体的なハー
ドやソフトも実際に話題にしてデモをまじえた講義も含める予定である。なお、教材執筆および放送担当は
すべて主任教授（高橋三雄）が行う予定である。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 オフィスの生産
ｫと情報技術

　オフィスにおける業務内容を整理するとともに、生産性
ﾌ概念を検討する。オフィスの生産性は基本的にはオフィ
Yワーカーの知的作業を支援：することによって高めること

ｪできることを理解する。

高橋三雄
i麗澤大学

ｳ授）

高橋三雄
i麗澤大学

ｳ授）

2 パーソナルな
﨣�Z術の現状

　パソコン関連のハード、ソフトの現状をサーベイし、オ
tィスワーカーにとって情報技術が身近な存在になってい
驍ｱとを確認する。あわせて電話、FAX、コピー機、電
q手帳などのOA機器も話題にする。また、パソコンソフ
g、とくにワープロ、表計算ソフト、データベース、グラ
tィックソフトなど主要なパソコンソフトのジャンルを概
ﾏし、情報管理における以後の講義の導入部とする。

同　上 同　上

3

問題点把握のた
ﾟの情報活用

　情報を読みとり、問題となる状況を把握するために表計
Zソフトを活用する。表計算ソフトのワークシート上に用
ﾓされた販売実績データをグラフ化し、アウトライン機能
ﾉよって構造化し、また、抽出、検索機能などをたあすこ
ﾆによって情報技術の具体的な応用を検討する。

同　上 同　上

4

シミュレーショ

燈ｪ析と将来
¥測

　将来の問題点を探るためにはさまざまな前提条件のもと
ﾅ将来を予測する必要がある。その基本的な手段がシミュ
戟[ションである。表計算ソフトのもとでWhat　in分析、
Sールシーク分析をしてシナリオ分析などをこころみる。

同　上 同　上

5

リスク分析一三確実性のも

ﾆでのシミュレ
[ション分析一

　将来は当然のことながら不確実性を含む。この不確実性
�謔闢?黷ｽシミュレーション分析はリスク分析とかモン
eカルロシミュレーションともよばれる。最近、表計算ソ
tトの上でリスク分析を行うソフトも利用できるようにな
ﾁた。具体的な状況のもとでリスク分析をこころみ、その
ﾂ能性を検討する。

同　上 同　上

6 情報のプレゼン

eーション

　情報の分析結果は何らかの形で関係者に伝える必要があ
驕Bそれはレポートとて配布されたり、や会議での報告な
ﾇの形をとる。最近、会議などでのプレゼンテーションを
x援するための情報技術が発展してきた。関連するソフト
窿nードそして実践例を取り上げる。

同　上 同　上

7

情報表現媒体と
ｵてのマルチメー“アィア

　文字、数値による表現だけでなく、グラフやイラストそ
ｵて最近では音声や写真あるいはビデオ動画など新しい表
ｻ媒体も可能となった。これはマルチメディアとよばれる。
﨣�¥現あるいはプレゼンテーション方法としてのマルヂ
＜fィアを話題にするとともに、マルチメディアを使った
﨣�¥現の可能性について検討する。

同　上 同　上
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執筆担．当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

販売や経理などのデータは基本的な情報源である。しか
し、その他にも新聞や雑誌などもまた外部重要な情報源で

8 CD－ROM ある。これらの情報はCD－ROMを使ったデータベース 高橋三雄 高橋三雄
データベース として利用できるようになった。情報活用の媒体としての

CD－ROMデータベースの現状について具体例をまじえ
ながら検討する。

パソコン通信をはじめ、パソコンを情報端末として利用
オンラインデー するケースが増えてきた。それによって外部のデータベー

9 タベースの可能 スにアクセスして多様な情報を入手し、利用できる。パソ 同　上 同　上
性 コン通信のデータベースサービスやオンライン商用データ

ベースの実際を具体的に検討してみる。

リレーショナルデータベースの基本的な機能を学習し、
情報管理の面での利用を考える。

10 データベースの 同　上 同　上

構築とその利用

事務処理用に収集、維持されているデータをさまざまな
情報のナビゲー 角度、視点から分析することを可能とするソフトがある。

11 ション、ドリル それがEISとよばれるジャンルのソフトである。EIS 同　上 同　上

ダウン ソフトは通常のデータファイルの構造を自動的に解析し、
情報のナビゲーションやドリルダウンを可能とする。この
EISソフトを実際にためしてみる。

社内にネットワークが構築されるにつれて電子メールが
情報コミュニケ 普及する。また、インターネットなどを通じて、国内、国

12 一ション手段と 外の企業などとの電子的なコミュニケーションも可能とな 同　上 同　上

しての電子メー つた。そうした電子コミュニケーションが情報の収集、配
ル 布そして利用の上で大きな意味をもっていることはいうま

でもない。電子メールの基礎について学習する。

社内のネットワークが構築され、電子メールが普及する
とっついて、ネットワーク上で複数の人間が協調作業を行

13 ネットワーク上 う可能性がでてくる。これはグループウェアとよばれる研 同　上 同　上

での協調作業 究や実践である。グループウェアの概念とその具体例にっ
いてサーベイする。

グループウェア関連製品を話題にしながらグループ文書
推敲、グループスケジュリング、電子ホワイトボードなど

14 グループウェア の実際を検討する。 同　上 同　上

の現状

情報管理は基本的には意思決定者への情報供給そしてま
た、意思決定活動の支援がその中心課題である。最終回は

15 グループ意思決 グループによる意思決定活動を支援するさまざまな情報技 同　上 同　上

定支援システム 術と実際の企業における実践例を話題にする。
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＝日本の技術と産業の発展＝　（TV）

〔主任講師：森谷正規（放送大学教授）〕’

全体のねらい
　第二次大戦後の日本の技術と産業の発展についての概論を行う。大きな経済・社会の発展をもたらした技
術を、この時代の技術進歩の特性、日本での進展の特質・他国との比較など多面的に分析して示し、技術の
本質の深い認識と将来のあるべき姿についての見解を持てるようにする。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

現代技術の発展
@　　　　　（1＞

Z術革新とその
°y

　第二次大戦前後にトランジスタ・ナイロン、原子力など
ﾌ技術革新が生じたが、それらの革新技術がいかに広く普
yし産業を発展させたかを明らかにする。同時に、在来型
ﾌ技術、産業の果たした大きな役割も示す。

森谷正規
i放送大学

ｳ授）

森谷正規
i放送大学

ｳ授）

2

現代技術の発展
@　　　　　（2）

Gレクトロニク
Xの進歩と量産
G進展

　技術革新後の技術進展としては、エレクトロニクスの引
ｫ続いた急速な進歩が大きく、他分野に広く浸透し、また、
ﾊ産を急拡大させていったが、その状況を明らかにする。 同　上 同　上

3

現代技術の発展
@　　　　　（3＞

ｻ代の技術の状

ｵ

　高度な技術を取り込んだ量産製品が、安い価格によって
｢界中に普及し始め、ハイテク大衆化文明が伝播しようと
ｵている状況を示し、一方で地球環境破壊など困難な問題
熕ｶじていることを明らかにする。

同　上 同　上

4
日本の技術と
Y業　　　　（1）

岺Oの蓄積・戦
繧ﾌ復興

　戦前の技術水準は、軍事技術を中心にかなり高いレベル
ﾉあり、その分野の技術者たちが戦後は自動車、鉄道、電
@産業に入り活躍した。また、復興の過程で多くの新興企
ﾆが生まれて技術の発展に寄与した。

同　上 同　上

5

日本の技術と
Y業　　　　（2＞

o済成長の時代

　革新技術を始め多くの分野の技術導入によって、量産工
ﾆ製品が急速に伸び、国内市場に加えて輸出市場が拡大し
ﾄ、高度経済成長を達成したが、その成長に果たした技術
ﾌ役割を明らかにする。

同　上 同　上

6
日本の技術と
Y業　　　　③
Z術強国への発

W

　生産技術力・技術開発力を高めてきて、一方、米国は主
v産業が停滞状況に陥り、白本は技術強国といわれるよう
ﾉなったが、日本の強さは何であるかを明らかにする。 同　上 同　上

7
日本の技術と
Y業　　　　（4）
ｻ代日本の技術・産業の諸問題

　技術強国となって、輸出が急拡大して大幅な貿易黒字が
ｱいて激しい円高となり、海外生産に移行せざるをえず、
Y業空洞化、引いては技術空洞化のおそれが生じている。
齦福ﾅ、高度情報化技術では米国に対して遅れが大きい。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

技術の社会全体に果たす役割を「産業」　「家庭」　「社会」

技術のあり方の に分けて、現代の技術が「産業」　「家庭」に偏向し、その
8 再考　　　　（1） 結果、社会的生活に多くの問題が残されている事実を明ら 森谷正規 森谷正規

技術の社会的役 かにする。
割

技術発展が偏向しているその問題意識から、経済原理中
技術のあり方の 心の技術発展のメカニズムとなっている現代の問題点を指

9 再考　　　　（2） 聴し、より望ましい方向に発展させていくための政治とそ 同　上 同　上
技術を動かすも

ﾌ
れによる仕組みの重要性を示す。

日本の技術はもっぱら大企業という巨大組織に支えられ
技術のあり方の ており、一方で人が中心であるベンチャー企業が生まれ

10 再考　　　　（3） 育っていく風土に欠けている事実を明らかにし、これから 同　上 同　上
技術を担う企業 の技術開発のおける人と組織のあり方を考える。
の人と組織

各国の技術を国民性、風土などから比較する「比較技術
日本と各国との 論」による分析法を示して、中国、韓国、台湾などアジア

11 技術比較　　（1） との比較を行って、日本の技術との相違を明らかにする。 同　上 同　上
アジアとの比較

鉄鋼、化学、量産機械、一般機械など産業による技術の
日本と各国との 性格の相違と「比較技術分析」を組み合わせて、日本と米

12 技術比較　　（2） 国、ドイツ、イギリス、フランスとの技術指向の相違を明 同　上 同　上
米国、欧州との らかにする。

比較

「技術進展のアセスメント」の考え方を示して、この20
技術と産業の発 年の技術予測とその結果をもとに、より望ましい方向への

13 展の方向　　（1） 技術進展はありえなかったのか、方向を正すいかなる対策 同　上 同　上
より望ましい方 がありうるのかを考える。
向への技術進展

技術における創造性をどうみるのか、多種多様な創造力
技術と産業の発 についてのいくかの類を示して、日本における創造性発揮

14 展の方向　　（2＞ の特性と問題点を明らかにして、これからの創造へのあり 同　上 同　上
日本における創 方を考える。

造性の発揮

日本の技術が新たに進むべき道は「産業」　「家庭」に加
技術と産業の発 えて、　「社会」さらに「人間j　r自然」　「化学」の領域で

15 展の方向　　（3） あることを示して、それぞれの先進的な技術開発を紹介す 同　上 同　上
日本の技術と産 る。さらに「個の技術」から「場の技術」への転換を考え
業の進む道 る。
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＝科学と技術の歴史（’99）＝：（TV）

〔主任講師：道家達將（東京工業大学名誉教授）主任講師：赤木昭夫（放送大学教授）〕

全体のねらい
　古典ギリシャから現代までの科学と技術の歴史について、古代・中世・近代・現代の各時代における特徴的な歴史事
例を選んで考察し、科学・技術の歴史の流れがどのようなもので、今後どのように展開されてゆくかを考える。科学の
出発点は、何故と問うべき意義のある問題を見つけること、技術の出発点は解決すべき意義ある問題を見つけることでF
ある。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 古典ギリシャの壼

　古典ギリシャでは不思議な陶器が作られた。初期は赤い地肌
ﾉ黒い絵だったが、のちに反転され黒地に赤い絵を焼きつけた
烽ﾌが作られた。この陶器の作り方を調べることで、古典ギリ
Vャ人の柔軟な思考力、彼らの高い技術（技能）と科学の成り
ｧちを考察する。

道家達將
i東京工業
蜉w名誉教
�j

道家達將
i東京工業
蜉w名誉教
�j

2
アリストテレスの

ｶ命論

　現代科学の源流は、体系的なものとしては、ギリシャに発す
驕Bなかでもアリストテレスは万学の父といわれ、とくに彼の
ｮ物学は際立っていた。生命はもとより自然を生成として捉
ｦ、生成を形相と質料の概念で説明した。彼の学の継承克服が
ｻの後の科学を形成した。

赤木昭夫
i放送大学

ｳ授）

赤木昭夫
i放送大学

ｳ授）

3 アラビアの錬金術

　古典ギリシャの科学の成果は、西欧ではなく主にアラビアに
p承された。アレキサンドリアでADl～3世紀頃に生まれた錬
熄pは中世のアラビアで大いに発展した。その実状を考察す
驕B

道家達將 道家達將

4 実験科学の誕生

　12世紀頃、アラビアの科学・技術が西欧に伝わった。それを
烽ﾆに16～17世紀にかけて、実験によって事実を探究する実験
ﾈ学がガリレオやハーヴェーらによって盛んになる。ハー
買Fーは血液が循環し、心臓がポンプであることを実験で示し
ｽ。

同　上 同　上

5 デカルトの身心論

　17世紀のフランスの哲学者・数学者デカルトは、中世スコラ
N学から脱するため、自明なことのみから探究を展開する「方
@」を唱えた。人間を身と心の二つに分け、心が身を統御する
ﾆ説明した。彼の身心二元論は後代に大きな影響を与えた。

赤木昭夫 赤木昭夫

6 紡績工場にみる
Y業革命

　18世紀半ばのイギリスで始まった産業革命は、輸入綿花から
ﾈ糸を作る紡績機と、綿糸から綿布を作る織機に代表される作
ﾆ機械の自動化、動力化による大量生産を起点とする。これを
_機に、機械は人間、経済、社会に大きな力を及ぼすようにな
驕B

同　上 同　上

7 化学工場にみる
Y業革命

　産業革命の進展によって、化学工業も盛んになった。その内
eはどのようなものであったか。その発展によって早くも公害
ｪ発生した。それはどのようにして解決されたか。今日につな
ｪる化学工業と、その要請で生まれた理論化学の発展などにつ
｢て見てゆく。

道家達將 道家達將
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名〉

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 細胞：観察と理論

　顕微鏡で細胞が見られるようになった17世紀から、生命単位
ﾆして細胞を位置づけるようになる19世紀半ばまでの観察と理
_をたどる。それを通じて、技術と哲学と科学の関係（観察と
Z術的制約、観察にたいする理論的負荷）についてふりかえ
驕B

赤木昭夫 赤木昭夫

9 生命化学への道

　人間をふくめ、生きているということの仕組みをめぐって、
P9世紀半ばに論争が起こった。生命現象は生命力があるからだ
ﾆする説と、分子・原子レベルの問題だとする説が対立し、実
ｱを使って論争が繰り広げられ、近代的細胞生化学が成立して
艪ｭ。この講義では、主に、その前段階の、有機化学、染料化
w工業が発展して医薬品が生み出され、伝染病克服につながっ
ｽ歴史を述べる。

道家達将 道家達将

10 ダーウィンの
i化論

　産業革命の進展のなかでご動植物の育種も盛んになった。な
ｺかくも多くの動植物がいるのか、またなぜ子は親に似るのか
ﾈどの問いにたいし、育種・進化・遺伝の仕組みをダーウィン
ｽちが考えた。彼らの思索・行動・社会背景を考察する。

同　上 同　上

1
1

電気の科学と技術

　ファラデーは、推理と実験の積み重ねで電流と磁気の働きを
�ｾし、それをもとに発電機やモーターを発明した。彼の成果
�}クスウェルが方程式にまとめた。またファラデーは科学の
[蒙でも大きな足跡を残した。彼の思考のプロセスを追跡す
驕B

赤木昭夫 赤木昭夫

12 エネルギーと
Gントロピー

　19世紀に熱機関の仕事と効率からエネルギーとエントロピー
ﾌ概念が生まれた。20世紀に入って、エネルギーの存在形態と
ｵての量子、エネルギーと質量の統一を経て、自然の層的理解
ｪ深まった。それにはボルツマン、プランク、アインシュタイ
唐ｪ貢献した。

同　上 同　上

13
コントロールとコ

塔sュテーション

　状態をつくり、状態を変える、それをコントロールすること
ﾅ、歯車式、ついで電子式の計算機が作られた。その母体は、
Jードにしたがって模様を織り出すジャガード織機だった。計
Z機の可能性を追求したラブレス夫人とチューリングの役割を
ﾐ介し評価する。

同　上 同　上

14 複雑性への挑戦

　20世紀後半になって、システム、サイバネティックスといっ
ｽ捉え方に始まり、気象のコンピュータ・シミュレーションに
謔驛Jオス現象の解明などを経て、生命や経済などの複雑な現
ﾛを捉える試みが展開された。その経過と今後の方向を展望す
驕B

同　上 同　上

15

日本の科学と
Z術の歴史一日本における

ﾟ代科学・技術
ﾌ出発

　日本で、科学とりわけ近代科学がどのように育ってきたの
ｩ6生産活動の中で求められてゆっくり育ち、1774年の『解体
V書』の出版を原点として急速に連鎖的に発展した。そうなっ
ｽ理由と、その展開過程を述べる。

道家達將 道家達將
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：＝
エ　
y而 工 学：＝（TV）

〔主任講師：道家達將（東京工業大学名誉教授）〕

全体のねらい
　今日ならびに未来にかけての産業技術、また人間が人間らしく生きていくために必要な諸技術を支えてい
る先端工学について、例として14分野を選び、その研究の状況、研究成果、利用のされ方、問題点などを、
各分野の最高・最先端をゆく研究者が、普通では見ることのできない研究や利用現場を見せっつわかり易く
述べる。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 総　　　　　論

　今日の技術と前近代技術（技能）を比較することによっ
ﾄ、今日の技術が依拠している先端工学の特徴、技能の特
･、また先端工学がどのようにして形成されるかについて
lえる。

道家達將
i東京工業

蜉w名誉教
�j

道家達將
i東京工業

蜉w名誉教
�j

2

暮らしのなかの
謦[材料技術一有機材料一

　スキーやヨットのマスト、レーシングカー、大スパンの
ｴ、また医用材料など身近なものを例に、最近の高分子材
ｿが、強さも機能も非常に高度なものになってきている実
ﾛを見ながら、その秘密を解き明かす。

高久　　明
i東京家政

蜉w教授）

高久　　明
i東京家政

蜉w教授）

3
あすをひらく
鴻{ット技術一機械高学一

　日本の産業用ロボットのめざましい発展が述べられると
ﾆもに、最近では、製造業以外からも多彩なニーズが寄せ
轤黶A例えば、医療、福祉、ホームサービス用ロボットな
ﾇ高度な知的機能が求められ、人間を支援してくれるロ
{ット工学の研究状況などが述べられる。、

梅谷陽二
i豊田工業

蜉w教授）

梅谷陽二
i豊田工業

蜉w教授）

4 太陽光発電一電子工学一

　今日、原子力発電の問題点・化石燃料による温室効果の
竭閧ﾈどに対し、クリーンで無限のエネルギーを保障する
ｾ陽光発電について、その特徴と問題点、太陽電池の構
｢・種類・発電原理、そして、実用化されている現状と未
?A宇宙発電などについて述べる。

高橋　　清
i帝京科学

蜉w教授）

高橋　　清
i帝京科学

蜉w教授）

5

明日をひらく
�ﾊ信ネット
潤[ク
[電子情報
@　　　工学一

　今日の光通信技術は、レーザーが世に出た1960年に始ま
閨A76年に波長0．85三三の、次いで、82年に1。3畑の第
�｢代システムが実用化され、95年頃からは海底ケーブル
ﾈどに光ファイバの最低損失帯にあたる1．55畑のシステム
燻ﾀ用化され始めた。本講義では、光ファイバ、光デバイ
X、光伝送システムなど光通信技術の基本について述べる。

伊賀健一
i東京工業

蜉w教授）

伊賀健一
i東京工業

蜉w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6

これからの画像

Z術・ホログラ
tィー
鼬�﨣�H学一

　ホログラフィーは、光波の干渉性を利用し、物体からの
�ﾌ波面を乾板上に干渉像として記録し、これに光をあて
g面を再生する技術で、記録したものをホログラムと言い
ｧ体的に見える。1960年レーザーの発明で干渉性の高い光
ｹが得られ実用化した。本講義では、ホログラフィーの原
揩ﾆ実用（3次元表示、カード等の偽造防止、立体印刷、
ｸ密計測、光学素子、立体TVなど）について述べる。

辻内順平
i東京工業

蜉w名誉教
�j

辻内順平
i東京工業

蜉w名誉教
�j

7 パターン認識一情報工学一

　文字や音声を認識する働きは、一般にパターン認識と呼
ﾎれている。パターン認識は、人間にとってはたやすいこ
ﾆであるが、電子計算機にとっては甚だ困難なことであ
驕Bでは、機械に文字や音声を識別させることはできない
ﾌか？できる。機械が手書きの数字や文字を読むのだ。ど
､してそれが可能になったのか、まず「認識とは何か」か
邇nめよう。

飯島泰蔵
i北陸先端

ﾈ学技術大
w教授・東
檮H業大学
ｼ誉教授）

飯島泰蔵
i北陸先端

ﾈ学技術大
w教授・東
檮H業大学
ｼ誉教授）

8 心　を　測　る一生体情報

@　　　工学一

　機械を使って人間の心を測ることなどできるのだろう
ｩ？本講義では、脳波を計測し、そのデータをコンピュー
^に解釈させることによって感情の動きを客観的な量的変
ｻとして表示できることを示す。それは複合した心理状態
�A要素的なものに分解して表示することに始まる。映画
竕ｹ楽を視聴する被験者とその時のデータを見ながら考え
ﾄみよう。

武者利光
i㈱脳機能

､究所社長・東京工業

蜉w名誉教
�F）

武者利光
i㈱脳機能

､究所社長）・東京工業

蜉w名誉教
�j

9
人口臓器と
l　口　関　節
@一医工学一

　医工学は、工学的手法を使って病気を治そうとする医療
Z術の科学である。本講義では、人工臓器と人工関節、と
ｭに後者の人工股関節について、それを成功させるために
ﾍ、1）材料の選択、2）形状とくに摩擦面設計、3）人体への

謔閧ﾂけ等が適切に行なわれる必要があり、とくに、2）に
ﾂいて、しぼり膜EHLが行なわれるように設計すべきこ
ﾆを示す。

笹田　　直
i千葉工業

蜉w教授）

笹田　　直
i千葉工業

蜉w教授）

10

触媒・化学工業
ﾉ欠かせない魔
@の石一応用化学一

　触媒は今日とくに有機化学工業になくてはならぬ存在で
?驕B触媒の機能には、活性・選択制・寿命の3つがある
ｪ、この講義では、重油からガソリンを得るときに使う流
ｮ接触分解用触媒が、反応上の要求にこたえるべく、いか
ﾉ巧みな工夫がほどこされているか、また、自動車の排気
Kス浄化触媒の活躍ぶりなどを例に触媒について述べる。

八嶋建明
i東京工業

蜉w教授）’

八嶋建明
i東京工業

蜉w教授）
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

11

バイオテクノロ

Wー
齔ｶ物工学一

　本講義では、生物光学の4っの基盤技術①遺伝子組換え
Aタンパク質工学③細胞工学④バイオプロセス工学を概説
ｷると共に、耐アルカリ性・耐熱性酵素を加えた洗剤や、
zタルの光を出す酵素の遺伝子に細工したプラスミドを大
ｰ菌に組みこんで、大気汚染物質に出会うと発光するバイ
Iセンサ、また、神経細胞で小さな脳を作るなど多彩な例
�唐ｰて生物工学の現状を述べる。

相沢益男
i東京工業

蜉w教授）

相沢益男
i東京工業

蜉w教授）

12
核融合エネル
M一
黹Gネルギー
H学・その1一

　核融合反応を地上でうまく制御しながら起させてエネル
Mーを得ることができれば、その燃料の重水素（D）が、
C水中に150ppm程度の微量ではあるが存在するので、人類
ﾌ10億年分くらいのエネルギーが保証される計算になる。
{講義では、核融合反応の原理、核分裂反応との違い、実
p化への難しさ、その開発の現状と展望など、岐阜県土岐
sに建設中の文部省核融合研究所のLHDの現場からの話
燗?黷ﾄ論じる。

佐久間洋一
i文部省核

Z合研究所
赴ｳ授）

佐久間洋一
i文部省核

Z合研究所
赴ｳ授）

13

次世代発電シス

eム・MHD発
d一エネルギー

H学・その2一

　MHD発電は電気伝導制をもつ流体が磁界を横切って流
黷ｽとき起電力が生じるという原理を利用して、重油・石
Y・天然ガスなどの高温の燃焼ガスを、超伝導磁石中を高
ｬで通過させて発電する。従来の発電機よりエネルギー変
ｷ効率が良く、省エネルギーCO、排出量減少に役立つ。
{講義では特に、東京工業大学のクローズドサイクルMH
c発電実験装置に光をあてて論述する。

椛島成治
i東京工業

蜉w教授）

椛島成治
i東京工業

蜉w教授）

14 景　観　工　学一都市工学・

@　　その1一

　「景」は「ものの姿」、　「観」は「ひとの見方」、景観
ｻ象は景と観の関係で変化し、ひとの視知覚だでけなく心
揩竕ｿ値観とも関わるが、　「景観工学」は景観現象を理解
ｵ、より良い景観の創り出し方を科学的に探究する学問で
?驕B19世紀西欧の産業革：命期の自然や都市の景観の混乱
ﾉよる危機感が、ランドスケープ・アーキテクチュア（造
?w）、アーバンデザインなどの概念や技法を生み、今の
i観工学の基礎になった。本講義では、景観工学の基礎理
_と手法を具体例を挙げて論じる。

小柳武和
i茨城大学

ｳ授）

小柳武和
i茨城大学

ｳ授）

15
安全で快適な
s市づくり一都市工学・

@　　その2一

　今日人間社会の主たる舞台となっている都市空間に焦点
�?ﾄ、まず都市とは何か、都市の変容と都市問題発生の
_イナミズム、都市空間の構成要素、現代都市問題の諸相
凾�T説する。次いで、都市問題の解決と都市の理想の追
?ﾌための都市の計画の立案について、同工と作業のプロ
Zス、立案のための操作の対象と方法、案の評価方法等の
ｻ在の「技術の状況」を事例を交えて講術する。

渡辺貴介
i東京工業

蜉w教授）

渡辺貴介
i東京工業

蜉w教授）
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＝数学の歴史＝（R）
〔主任講師：長岡亮介（放送大学教授）〕

全体のねらい
　数学は、往古の昔より、人間の不思議な知的領域であり続けてきた。抽象的な概念を論じ、ときには「目
に見えないもの」や「常識では理解できないもの」さえ扱いながら、　「不可謬の論理」に基づいているがゆ
えに絶対的な厳密性と普遍的妥当性をもち、それでいて、現実の生活にも深い関わりをもってきた。
　このような数学を、完成された学問体系として学ぶのは、能率の良い学習方法ではあるが、しばしば、受
動的な姿勢を強いられ、数学の技術的側面にしか注意が行かなくなる憾みがないとはいえない。本講では、
ギリシャ時代から近現代までの数学の形成の過程を、それぞれの文化状況において見ることで、数学の立場
から、認識の歴史を考察していく。現代の科学文明を支える数学的思考の意味を再考する機会にしたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ． 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

数学を歴史的過程において考えることの意義と問題点に
ついて、やや広い視野で考察する。また、講義全体の計画 長岡亮介 長岡亮介

1 「数学の歴史」 を（「幾何学時代」　「代数学時代」　「解析学時代」　「算術 （放送大学 （放送大学

序論 学時代」という分類の意味と合わせ）述べる。 教授） 教授）

ギリシャ数学の特質をユークリッドのr原論囲の第一巻
を中心に論ずる。議論の素材は、今日「初等幾何」という

2 幾何学時代の 名前で親しまれている図形に関する厳密な論証であるので、 同　上 同　上
数学（1） 高等数学に経験のない人にも身近な話題であろう。

ユークリッドのr原論』の第五巻の「比例論」に焦点を
当て、ギリシャ数学が、通約不能量（無理量）のパラドク

3 幾何学時代の スを克服して連続体をどのように扱ったかを論ずる。 同　上 同　上
数学（2）

アルキメデスのr放物線の求積につい阻と防法避を取
り上げユークリッドr原論』の対照的な彼の数学（近世の

4 幾何学時代の 微積分法的なアイデアと現代数学にも通ずる厳密な論証） 同　上 同　上
数学（3） を紹介する。

1

中世末期にスコラ学者の間で行われてギリシャ古典（特
にアリストテレース『自然学』）の研究（ルネッサンス）

5 代数学時代の における近代科学＝近代数学的特性の萌芽を見る。 同　上 同　上
数学（1）

中世アラビアにおける数学研究（特に方程式研究）を紹
介する。

6 代数学時代の 同　上 同　上
数学（2）

代数的記号法の発明と発達の歴史を紹介する。あわせて、
近世イタリアにおける方程式の研究を述べる。

7 代数学時代の 同　上 同　上
数学（3）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講．師　名

（所属・職名） （所属・職名）

近代合理主義哲学の祖デカルトの数学と哲学を述べる。
「我思う故に我在り」と、彼の数学との不可分の結びつき 長岡亮介 長岡亮介

8 代数学時代の を考察する。

数学（4）

フェルマーによる新しい数学の開拓の様子を紹介する。
カヴァリエリやケプラーの業績を素材に初期の無限小解析

9 解析学時代の の方法論的特質を探る。また、ガリレオ・ガリレイの数学 同　上 同　上

数学（1） と力学を中心に新しい科学と新しい数学の結び付きを考え
る。

ニュートンの業績を中心に初期の微積分法の内容を紹介
する。

10 解析学時代の 同　上 同　上

数学（2）

微積分法が、自在に応用されて、新しい分野を切り旧い
ていった様子を、オイラーの業績を中心に紹介する。

11 解析学時代の 同　上 同　上

数学（3）

解析学時代の数学のパラダイムの変更が迫られる事件
（振動弦論争）を紹介する。またフーリエによって導入さ

12 解析学時代の れた新しい手法（今日フーリエ級数と呼ばれているもの） 同　上 同　上

数学（4） を紹介する。

ラグランジュ、コーシ等、フランスのエコル・ポリテク
ニーク「数学教授」による数学の改革運動（解析学の厳密

13 算術時代の 化）を紹介する。 同　上 同　上

数学（1）

ディリクレ、リーマンによるフーリエ級数の研究を中心
に、19世紀半ばにおける数学の研究の方向転換を紹介する。

14 算術時代の 同　上 同　上

数学（2）

ワイヤシュトラースを中心とする「解析学の算術化」運
動を紹介、あわせてカントルによる集合論の形成を歴史的

15 算術時代の な視野のもとで論ずる。 同　上 同　上

数学（3）
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＝微積分入門1（’98）＝　（TV）

〔主任講師：斎藤正彦（湘南国際女子短期大学長）〕

全体のねらい
　この放送授業は、まったくはじめて微積分を勉強する人のために、基礎的な部分をできるだけ丁寧に、わ
かりやすく説くものである。この授業と、これに続く「微分積分学H」とで微積分の標準的内容がほぼカバ
ーされる。

　微分と積分とがひとつのことの裏表であることを強調し、両者をはじめから並行する形で扱う。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

直線の座標系一平面の座標系一座標系による図形の
表現一空間の座標系一平均速度と瞬間速度一接線の 斎藤正彦 斎藤正彦

1 は　じ　め　に 傾きとしての微分係数一面積と区分求積法・定積分 （湘南国際 （湘南国際

女子短期大 女子短期大
学学長） 学学長）

はじめに一微分係数一導関数一原始関数一面積
関数としての原始関数

2 微分係数・導関 同　上 同　上
数・原始関数

単項式♂の導関数・原始関数一和と定数倍の導関数・
原始関数一積と商の導関数

3 導関数・原始関 同　上 同　上
数の計算　（1）

逆関数一逆関数の導関数一合成関数の導関数一置
面積方法

4 導関数・原始関 同　上 同　上
数の計算　（2）

三角関数の復習一三角関数の導関数一部分積分法

5 三　角　関　数 同　上 同　上

逆三角関数一三三角関数の導関数一関数のarc　tan
xの級数表示

6 逆三角関数 同　上 同　上

指数関数一対三関数一対数関数の導関数

7 指数関数と対数 同　上 同　上
関数　（1）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

指数関数の導関数一対数関数Zo9（1十」σ）の級数表示一

部分分数分解
8 指数関数と対数 斎藤正彦 斎藤正彦

関数　（2）

区分求積法一極座標一極領域の面積一回転図形の
体積一回転図形の表面積

9 定積分の応用〈1＞ 同　上 同　上

曲線の長さ一付録：曲率

10 定積分の応用（2＞ 同　上 同　上

連続関数一回分可能関数

11 微分法の諸定理 同　上 同　上

極大と極小一最大と最小

12 極大極小と最大 同　上 同　上

最小

2階導関数と曲線の凹凸一ニュートン法一組合せの
数または二項係数一高階導関数

13 高階導関数 同　上 同　上

テイラーの定理一多項式による近似

14 テイラーの定理 同　上 同　上

と多項式近似

基本的な極限一無限大・無限小の比較一テイラー展
開

15 関数の極限・ 同　上 同　上

テイラー展開
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・＝ �ﾏ分入門H（’99）＝（TV）

〔主任講師 斎藤正彦（湘南国際女子短期大学長）〕

全体のねらい
　『微積分入門1（’98）』の続きとして、級数（1～4）、偏微分法（5～8）、重積分（9～11）およびベクトル解析
（12～14）を扱う。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 数　　　　　　列 　数列の定めかた一数列の極限一極限の定義の反省一極
ﾀに関する諸定理一実数の完備性（または連続性）

斎藤正彦
i湘南国際

落q短期大
w長）

斎藤正彦
i湘南国際
落q短期大
w長）

2 級　　　　　　数 級数の収束性と和一正項級数一一交項級数 同　上 同　上

3 整　　級　　数 コーシー三一絶対値収束一整級数一収束半径 同　上 同　上

4 項別微積分 項別微積分一収束域の端点での様子 同　上 同　上

5 偏　導　関　数
　偏導関数一一全微分一三平面一合三関数一平均値の定

同　上 同　上

6 高階偏導関数・
ﾉ　大　極　小

高階偏導関数一極大極小 同　上 同　上

7 陰関数定理・
ｽ　面　曲　線

陰関数定理一平面曲線 同上 同上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
条件つき極値・
ﾅ　大　最　小

条件つき極値一開集合と閉集合一最大最小 斎藤正彦 斎藤正彦

9 方形上の積分
　積分の定義一累次積分一積分範囲が有界でない場合一
J方形の場合一微分と積分の順序交換

同　上 同　上

10 一般領域での積分
　面積一一般領域での積分一体積一広義積分（D一広義
ﾏ分（2）

同　上 同　上

11 変数変換・曲面積 変数変換公式一曲面積 同　上 同　上

12
線積分・グリーン

ﾌ定理
三三分一単純閉曲線・領域の境界一グリーンの定理 同　上 同　上

13
面積分・ガウスの
阯

　座標系の向き一・一曲面の向き一面積分一ガウスの定理一
黹xクトル解析の記号について

同　上 同　上

14 ストークスの定理
　法線方向の微分一ガウスの定理（再）一パラメーター曲
ﾊ一向きつきの変数変換公式一空間曲線に沿う線

同　上 同　上

15 反省と補足
　微積分の基本定理一定積分の近似計算一無限小解析の基
bづけ一一無限小量の使用について一微分方程式について一
齦厲ﾋ性物質の崩壊

同　上 同　上
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＝線型代数1（’99）・＝（TV）

〔主任講師 長岡亮介　（放送大学教授）〕

全体のねらい
　数理科学諸分野の勉強を志す人に必要な線型代数の基本部分の確実な理解を主目標におきつつ、必ずしも技術的な知
識だけにこだわらず、現代数：学の方法論的特徴が実感できるような講義を目指す。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 講義の目標と流れ
　線型代数という手法の数学的な意義について、概括的な解説
�?ｽえる。講義全体に対する鳥緻図的な把握を目標とする。

長岡亮介
i放送大学

ｳ授）

長岡亮介
i放送大学

ｳ授）

2 現代数学の方法
@　　（1）

　現代数学は、高等学校以下の数学とは、かなり異なった叙述
菇@を採用する。ここで学生諸君の感ずる違和感を少しでも減
轤ｷために、現代数学の方法論的な特徴を概説する。

同　上 同　上

3 現代数学の方法
@　　（2）

　現代数学で良く使う（とりわけ線型代数ではすぐに必要とす
驕j基本概念を集合、写像を中心に解説する。

同　上 同　上

4
線　型　空　間
i数ベクトルの世

E）

　最も身近な2次元、3次元の数ベクトルの話題から、やや一般
Iなn次元数ベクトル空間の具体的な話題を紹介する。n次元
ﾌ数ベクトル空間を考える上で、連立一次方程式の知識が不可
№ﾅあることを理解する。

同　上 同　上

5
連立一次方程式
ｩら行列へ

　初等的な解法の水準を超えて連立一次方程式の解法を理論的
ﾉ見つめ直し、その解法の中に、行列とその演算が隠されてい
驍ｱとを理解する。この立場から、連立方程式のもっとも基本
Iな解法を論ずる。

同　上 同　上

6 行列の代数学
i行列の演算）

　連立方程式を理論的に論ずるために必要となった行列につい
ﾄの基礎的な方法を体系的に論ずる。特に、行列についての
a、積が、恣意的な規約としてではなく、理論的に自然な合理
ｫをもって定義されていることを実感してもらいたい。

同　上 同　上

7
行列の基本変形
i逆行列の計算）

　行列に対して、　“可逆な変形”とは何かを学ぶ。逆行列を求
ﾟる実用的なalogorithmの一つを扱う。

同　上 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師．名
i所属・職名）

8
階級（rank）の
T念

　基本変形を通じて行列の階数を定義し、これが、連立一次方
�ｮの方程式における解の自由度などに深く関係していること
�ｾらかにする。

長岡亮介 長岡亮介

9
行列式の定義に
?ｯて

　行列の集合が持つ代数的な構造を具体例として、群論の入門
Iな議論を紹介する。それを受けて、置換と置換群、対称群、
�繻Qの概念を講ずる。

同　上 同　上

10 行列式の概念
　置換に基づく行列式のもっとも基本的な定義から始め、これ
ﾉ基づいて行列式の基本的な性質（多重線型性）を導く。

同　上 同　上

11 行列式の計算
　実用的な行列式の計算法について具体的な列を通じていくつ
ｩ実践的に学ぶ。

同　上 同　上

12 余因子行列の概
O、Cramerの公式

　逆行列に対する行列式の立場からのアプローチを紹介する。
ｻの副産物として、有名な連立一次方程式の解の公式を導出す
驕B

同　上 同　上

13
行列と行列式論の

ﾜとめ

　行列に関するこれまでの議論を演習を交えて振り返り、何が
ｱれまでにできたか、この上に何がすぐにできるか、を考え
驕Bたとえば、行列の表す一次変換（線型変換）について考え
驕B

同　上 同　上

14
抽象的なベクトル

ﾌ理論

　公理的なベクトルと線型空間の入門的な解説を行う。具体的
ﾈベクトルはまさにその具体的出現にすぎないこと、素朴には
u方向」も「大きさ」もなさそうな数学的概念がベクトルの一

墲ﾅあることを理解する。

同　上 同　上

15
今後の課題と展望
ﾅ有値

　線型代数：Hで学ぶ、固有ベクトル、固有空間、行列の対角
ｻ、三角化と呼ばれる線型代数のもっとも重要な概念と手法に
Dついての概括的な展望を講義する。

同　上 同　上

一88一



＝＝ ?^代数豆＝（TV）
〔主任講師：高橋礼司（元放送大学教授）〕

全体のねらい
　線型代数1につついて、基本的な理論とその応用について解説する。
（量子論、相対論）、通信工学への応用についてもふれる。

とくに後半では数理経済学、物理学

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

この講義の展望とクラインのエルランゲンプログラムに
よる幾何学の構想についてのべる。 高橋礼司 高橋礼司

1 線型代数と （元放送大 （元放送大

幾何学 学教授） 学教授）

線型代数1では実数体のみを取扱ったが、IIでは複素数
体上の線型代数についても学ぶので、その準備として複素

2 複　　素　　数 数についての基本的な考察をする。 同　上 同　上

やや高度の抽象性をもつこの二つの概念については線型
代数1ではふれることが出来なかったので、それをここで

3 商空間、双対 解説する。 同　上 同　上
空間

複素内積空間の幾何学である。エルミット行列、ユニタ
リ行列などについてくわしくのべる。

4 ユニタリ空間 同　上 同　上

ジョルダンの標準型の話である。多項式に関する準備も
含む。

5 線型写像の分類 同　上 同　上
（1）

一般固有空間への分解とそれによる標準形についてのべ
る。

6 線型写像の分類 同　上 同　上
（II）

二次形式の一般論についてのべる。

7 二　次　形　式 同’上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

平面の二次曲線、空間の二次曲面の分類についてのべる。

二次曲線、
8 二　次　曲　面 高橋礼司 高橋礼司

相対性理論で重要な役を果たすローレンツ群について解
説する。

9 ローレンツ群の 同　上 同　上
幾何学

保型関数論の基礎となるシンプレクティック群の幾何学
についてのべる。

10 シンプレクティ 同　上 同　上
ック群の幾何学

連立一次方程式の非負解の存在条件と、非負行列の非負

非負行列と 固有値に関するフロベニウスの定理
11 フロベニウスの 同　上 同　上

定理

ゲームの理論、線型計画法、数理経済学等の社会現象の
数学的研究の基礎となる線型代数に関する諸結果

12 線型不等式 同　上 同　上

線型不等式に関するミンコフスキーの定理、線型計画法
と双対定理

13 線型計画法 同　上 同　上

有限三三の線型代数である。

14 誤　り　訂　正 同　上 同　上

符　号　理　論

現代数学のあらゆる分野に基本的な役割をはたす古典群
についてのべる。

15 古　　典　　群 同　上 同　上
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＝確 率 論＝　（R）

〔主任講師：馬場良和（静岡大学名誉教授）〕

全体のねらい
　確率論は、偶然現象を対象とした数学的理論である。現在では、数学一分野となっているが、この講義で
は、できるだけ具体的な問題と関連させながら、あまり数学的議論には深入りせずに、現象の理解を優先し
たい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

確率論の出発点となった「分配問題」を述べ、その解決
を考える。その副産物として、樹（tree）、2項定理など 馬場良和 馬場良和

1 確率論のはじま に触れる。 （静岡大学 （静岡大学
り 名誉教授） 名誉教授）

ある条件下での組合せの総数を数える問題。それをどの
ように計算で求めるかを考える。あとで必要になるスター

2 組合せ計算 リングの公式にもふれる。 同　上 同　上

確率とは何か？また、それを求める計算規則を提示し、
具体的な問題として「誕生日の問題」を考察する。

3 確率とその計算 同　上 同　上
規則

多くの事象の和事象の確率を計算する公式を導き、その
応用として「一致の問題」を考える。

4 和事象の確率の 同　上 同　上
公式とその応用

確率論でもっとも重要な概念である事象の独立性と従属
性について述べ、くじびきの問題を解く。

5 条件つき確率と 同　上 同　上
独立性

確率変数とその確率分布、平均値、分散などを述べ、具
体的問題として宝くじの当選の確率、期待値などに触れる。

6 確率変数と確率 同　上 同　上
分布

離散的確率分布の代表として、2項分布、幾何分布、ポ
アソン分布について述べる。

7 さまざまな確率 同　上 同　上

分布（1）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

連続名確率分布として、一回分布、指数：分布、正規分布
を考える。とくに一回分布が関係する数学的問題を取り上

8 さまざまな確率 げる。 馬場良和 馬場良和
分布（2）

ポアソン分布が、　「場所占め問題」や空間におけるラン
ダムな点の分布問題において重要な役割をはたすことを述

9 ポアソン分布 べる。 同　上 同　上

独立で同じ確率分布にしたがう確率変数の和の平均値は、
もとの平均値の近くに集まってくる傾向があることを述べ、

10 大数の法則 乱数についても触れる。 同　上 同　上

2項分布と正規分布の関係について述べ、その問題を一一
般化した「中心極限定理」に触れる。

11 正規分布による 同　上 同　上
近似

直線上のランダムウォークの具体的問題として、　「投票
の問題」、　「つり銭の問題」を考える。

12 ランダムウオー 同　上 同　上
ク（1）

ランダムウォークの問題として、原点への回帰問題、
「リードの問題」を取り上げる。

13 ランダムウオー 同　上 同　上
ク（2）

リードの問題の続きと逆正弦法則を述べる。

14 ランダムウオー 同　上 同　上
ク（3）

ランダムウォークの原点からの乖離問題、破産問題、2
次元ランダムウォークなどについて述べる。

15 ランダムウオー 同　上 同　上
ク（4）
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＝統 計 学＝　（R）

〔主任講師：長坂建二（法政大学教授）〕

全体のねらい
　統計学の基本事項を理解し、簡単な統計的推定と統計的検定ができるようになることを目標とする。この
ために、まず、記述統計学の分野（1章～4章）で、データの整理の手法、確率論の分野（5章～8章）か
ら、確率の基礎と統計量の分布、そして、最尤統計量を中心とする統計的推定論と区間推定（9章～11章）、
最後に、尤度比検：定を中心とする統計的検定論と仮説検定を述べ、例題により、実際に統計手法に習熟する
ことを目指す。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

統計学で扱う変数とデータの概念を説明し、EDAで用
いられる手法のうち、代表的な幹葉表示、要約表示（文字 長坂建二 長坂建二

1 データの整理 値表示）、および箱ヒゲ図により、データを整理する。 （法政大学 （法政大学
教授） 教授）

伝統的な記述統計学の手法である、度数分布の作成、ヒ
ストグラムの書き方、累積度数分布とその性質や、感官値、

2 度数分布と さらに、データを視覚的に表現する、統計グラフについて 同　上 同　上
ヒストグラム 述べる。

通常最も用いられる、平均とその意味、関連して総和記
号について述べる。次いで、偏差の概念から、データの散

3 平均と偏差 らばりを示す指標である、分散（標準偏差）の意味を述べ、 同　上 同　上
データの基準化を説明し、応用として、偏差値についてイ
ンタビューする。

2次元変数とそのデータをまず導入し、散布図、そして
相関の概念を説明し、相関係数を計算する。次に回帰直線

4 相関と回帰 の方程式の求あ方（最小自乗法）と、相関係数の意味を与 同　上 同　上
え、因果関係との違いを考察する。

確率論入門として、標本空間と事象、事象の確率につい
て、公理論的に導入する。さらに、独立試行と事象の独立 長坂建二

5 確率の計算 は異なることを説明し、例を与える。また、応用として、 同　上
ベイズの定理を示す。 松原　　望

（東京大学
教授）

統計学での変数の概念と、確率論により統計学を組立て
るときに不可欠な、確率変数について説明し、確率変数の

6 確率変数と 分布関数、密度関数を導入する。さらに、確率変数の平均、 同　上 同　上

統計モデル 分散の定義を与える。

2項母集団を導入し、独立試行であるベルヌーイ試行か
ら、2項分布が導入されることを示す。また、連続分布の

7 2項分布と 代表例として、正規分布を挙げる。それらの性質を導くた 同　上 同　上
正　規　分　布 めの手段として、確率母関数、特性関数を導入する。
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 統計モデルと
搆v量の分布

　確率論での記法や概念を統計学に取り入れて、統計モデ
汲�¥築する。つまり、母集団と標本を確率論の言葉で表
ｻし、標本の関数である統計量の分布を、正規母集団に対
ｵて求める。

長坂建二 長坂建二

9 統計的推定

　統計的推定とは何であるかを概観し、望ましい推定量の
≠ﾟ方として最尤法を説明し、例を与える。また、区間推
閧ﾌ意味を述べ、厳密な標本分布が必要な小標本法と、極
ﾀ定理を利用する四丁本法を述べる。またさらに、確率天
C予報に関して専門家の意見を伺う。

同　上 同　上

10 平均の推定

　正規母集団の母平均について、分散既知の場合、および
｢知の場合の推定方法を述べ、区間推定の例を与える。ま
ｽ、2つの正規母集団の母平均の差の区間推定の方法と例
�^える。

同　上 同　上

11 母　比　率　と

ｪ散の推定

　2項母集団の母比率の推定を、小標本法と大標本法の異
ﾈる方法を示し比較し、標本数が多いときの大虚本法の利
_を確認する。また、正規母集団の母分散、および、分散
艪ﾌ推定方法を述べる。

同　上
長坂建二

ｼ原　　望

12 統計的検定

　統計的検定の枠組と、重要な2つの誤り、さらに検出力
ﾖ数を導入して、望ましい検定方式、さらに、それを求め
髣L力な方法である尤度比検定について、例を挙げて説明
ｷる。

同　上 同　上

13 平均の検定

　検定には、片側検定と両側検定があること、そして、そ
黷ｼれの場合の棄却域の形を説明する。次いで、正規母集
cの母平均についての検定統計量を尤度比検定から導き、
汳阨菇@を与えると共に、母比率の検定方法を述べる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b

同　上 同　上

14

分散、平均の差
ﾌ検定と適合度
汳

　正規母集団の母分散と分散比の検定をまず説明し、それ
�K用した後に、母平均の差の検定ができることを示す。
ﾜた、多項分布を導入して、適合度検定を、尤度比検定か
逑ｱく。

同　上 同　上

15 相関係数と
ﾆ立性の検定

　2変数正規分布を導入し、2変数正規母集団の母相関係
狽Oが独立の条件になっていることを注意する。相関係数
ﾌ分布を求め、検定方法を説明し、離散変数の独立性の検
閧�A分割表の形で述べる。

同　上 同　上
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＝物理の世界（’99）＝（TV）

〔錐難雛藷麟主窪教繍十割

全体のねらい
　日常生活と密接に関連した現象を通じて、その背後に潜む物理の原理や法則をできるだけやさしく、わかりやすく説
明するのが本講議の目的である。数式が少々現れるが、それがわからなくても全体の理解には差し支えがない。理系の
人はもちろんのこと文系の人にも物理の面白さ、重要性が理解していただければ幸いである。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 乗り物の物理

　自動車、新幹線、飛行機などの乗り物を題材として、力学の
賰b的事項である速度、加速度について学ぶ。また、エアート
宴bクの三三実験、コンピュータグラフィックなどを利用し、
^動の法則、微分、ベクトルなどを説明する。

阿部龍蔵
i放送大学

ｳ授）

阿部龍蔵
i放送大学

ｳ授）

2 スポーツの物理

　運動の法則の理解を深めるため各種のスポーツを考察する。ゴルフや砲丸投に現れる放物運動を説明し、またハイジャンプ

ﾉ対するモデル実験を紹介する。さらに、ハンマー投と関連し
剔ｬ円運動を、力学的エネルギー保存則と関連しスキーのジャ
塔vを考える。

同　上 同　上

3 圧力の物理

　地球表面では大気の重さのために、人間を含めすべての物に
�P気圧の圧力が加わっている。ここでは人の血圧について考
ｦた後、1気圧よりさらに圧力を加えた場合と、逆に1気圧よ
闌ｸ圧し、真空にした場合の日常生活との関連について学ぶ。

遠山紘司
i文部省主

C教科書調
ｸ官）

遠山紘司
i文部省主

C教科書調
ｸ官）

4 摩擦の物理

　物体と物体との間には互いに運動をさまたげるような摩擦が
ｭく。ここでは摩擦の種類とメカニズムについて述べた後、摩
Cを積極的に利用する例として車のタイヤと路面の関係を、逆
ﾉ摩擦を減らす例として潤滑やベアリングを摩擦係数の面から
_じる。

同　上 同　上

5 温度と熱の物理

　各種温度計の原理、温度の範囲（温度の下限）、極低温（超
ｬ動、超伝導）、物質の三態、臨界点などを中心として温度と
Mについて学ぶ。また、臨界点近傍の水（臨界水）の思わぬ応
p例について述べる。

阿部龍蔵 阿部龍蔵

6 水と空気の物理

　パスカルの原理、ボイル・シャルルの法則を紹介した後、車のエンジン（熱機関）を例として熱力学の初等的な事項を学ぶ。また、少々難しいかもしれないが、エントロピーの説明を

sなう。

同　上

　　　～

ｯ　上

7 カメラの物理

　光の性質のうち、i幾何光学に関する部分を学ぶ。直進、反
ﾋ、屈折について述べた後、それを応用したカメラ、顕微鏡、
獅ﾟがね、望遠鏡の原理、さらに近年、通信分野や医療分野で
}速に利用が増している光ファイバーについて述べる。

遠山紘司 遠山紘司
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名〉

光の波動性（偏光、回折）、屈折率、光の速さ、紫外線、赤

8 太陽光の物理
外線、赤外線リモコン、可視光線、横波、スペクトルなどを題
ﾞに電磁波としての光について学ぶ。また、虹、色の三原色な 遠山紘司 遠山紘司
ど色に関する事項を論じる。

携帯電話、PHS、ラジオ（AM、　FM）、BS放送、　CS

9 電話の物理
放送などを題材として電磁波の性質のうち、光より波長の長い
ﾌ域である電波を中心に学ぶ。また、電波を発生させる方法、

同　上 同　上

空中の伝わり方も論ずる。

起きている時も、寝ている時も音は私たちの耳に届く。気持
ちの良い音、いやな音もある。音には何か規則性があるのだろ

10 楽器の物理 うか。 同　上 同　上

ここでは楽器の音を中心に音の性質、音のでる仕組み、聞こ
え方、さらに人間の耳に聞こえない音などについて学ぶ。

物理量を扱うさい、単位の決め方は重要な意味をもつ。ここ
では、長さ、重さ、体積、時間の単位の決め方を学び、また加

11 単位の物理 速度、密度などの組立て単位についても考察する。 同　上 同　上

国際単位系（SI）を中心に日常生活、社会習慣と単位の関
係についても考える。

宝石のもつ硬さや美しい色は何に起因するのであろうか。宝
石を形作っている原子の並び方である結晶構造を中心に、宝石

12 宝石の物理 特有の性質を学ぶ。 同　上 同　上

さらに、原子の並び方に規則性がない場合（非晶質）につい
ても考える。

発電のためのエネルギーとして位置エネルギー（水力、揚
水）、運動エネルギー（風力、潮力）、熱エネルギー（地熱、

13 発電の物理 石油、LNG、ゴミ）原子カエネルギー、太陽エネルギーがあ 同　上 同　上

る。これらを通してエネルギーの変換を学ぶと同時に送電・変
電について考える。

家電製品、電子レンジ、モーター、電熱器、FAXなどの電

14 家庭の電気
気器具を題材として、電気の基本的概念である電圧、電流、抵
R、オームの法則、直流、交流、電力、実効値などについて学 阿部龍蔵 阿部龍蔵
び、電気的な現象を支配する物理法則を論じる。

磁気記録（テープレコーダー、VTR、フロッピーディス

15 記録の物理
ク、磁気カード）、光記録（光ディスク、CD）、光磁気記録
iMD）など、それぞれの記録のメカニズムを通して、日常生 遠山紘司 遠山紘司

活とのかかわりあいについて学ぶ。
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＝・ ｨ理・化学通史（’99）＝（R）

〔主任講二選 橋本毅彦（東京大学助教授）〕

全体のねらい
　明治以来日本が導入した西洋近代科学とは何であるのかという問題設定の下、①古代中世の科学や中国科学との比較
対照、②近代科学改革で起こったこと、③その後の科学研究の理論的発展と研究制度の整備、技術的応用、という3つ
の基本的テーマを歴史的に順次追いながら、その特徴・あり方を論説する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 序　　　　　　論

　科学とは、どこでも動く機械ではなく、育つべき土壌を必要とする生命体のようなものであるという、お雇い外国人教師ベ

泣cの言葉を手がかりに、日本が移入した西洋近代科学とはい
ｩなるものか論説しつつ、講義の概要を説明する。

橋本毅彦
i東京大学

赴ｳ授）

橋本毅彦
i東京大学

赴ｳ授）

2 ギリシャ科学

　近代科学の最も重要な源泉はギリシャ科学である。神話的な説明様式にとって代わって、論理的・整合的な説明が始まる。タレスの自然哲学に始まり、無理数の発見、パルメニデスのパ

宴hックス、そしてアリストテレスの総合化によるギリシャ科
wの完成を解説する。

同　上 同　上

3 中世の科学 同　上 同　上

4 中国の科学

　ギリシャ以降の西洋の科学の発展と好対照をなすのが中国における科学の発展である。特に歴の作製と結びついた天文学の

?阨福ﾉ注目して、官僚的な中国科学の姿を紹介する。また中
曹ﾅ近代科学が生まれなかった理由に関して、問いかける。

同　上 同　上

5 コペルニクス革命

　近代科学革命のハイライトは、コペルニクスによる地動説の
�･である。プトレマイオスの天動説とコペルニクスの地動説
ﾆを概略を説明し、その後の地動説への反応、またその継承発
Wをテイコ・ブラーエ、ケプラーなどを取り上げて説明する。

同　上 同　上

6 魔術的自然観 同　上 同　上

7 機械論的自然観

　アリストテレス的自然観、魔術的自然観にとって代わって近
繪ﾈ学の基礎概念として登場したのが、デカルトらによって提
･された機械論的自然観である。デカルトの著作を通じて、機械論のあらましを紹介し、その背景として、真空実験や精巧な機械の普及を解説する。

同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ニュートンは、地動説に基づくケプラーの天文法則と、ガリ

8 ニュートンの
F宙論

レオの落下の法則に代表される地上の運動論とを、見事に総合
ｵ近代力学を作り上げ、科学革命を完成させた。錬金術や神学
ﾌ研究にも専念したニュートンの科学思想の全体像を説明す

橋本毅彦 橋本毅彦

る。

フランス革命前夜にラヴォワジェは、新しい燃焼理論を打ち

9
ラヴォワジェの
ｻ学革命

出すとともに、体系的な元素表を提案し、今日の化学の基礎を
zいた。ラヴォワジェによるこの化学革命を、18世紀における

同　上 同　上

化学技術の発展という背景を見ながら分析する。

ナポレオン体制下のフランスにおいて、光・熱・電気・磁気
などの物理現象に関して、古い光粒子説などに代わって新しい

10 ラプラス物理学 光波動論が提唱されるとともに、精緻な数学的物理理論が登場
ｷる。　「第2の科学革命」とも呼ばれるこの時期の物理学の躍進

同　上 同　上

を解説する。

11
電磁気学・古典
ｨ理学の完成

　19世紀の英国では、ファラデー、ケルビン、マックスウェル
轤ﾌ物理学者によって、古典物理学の中核をなすことになる電
･気学が完成される。この事情を、これら英国物理学者が共有
ｷる独特の自然像や、大英帝国の電信網の発展に関連させつつ

同　上 同　上

説明する。

合成染料の開発を契機に、飛躍的発展を遂げた、19世紀後半

12
有機化学の発達と

驪ﾆ研究所の出現

の有機化学の発達を概観する。その基礎を築いたりービッヒの
ｻ学実験教育、パーキンの最初の合成染料の発明、そしてその
繧ﾌ科学研究のあり方のモデルともなる企業研究所に関して論

同　上 同　上

じる。

プランクによって提唱された量子仮説は、古典物理学の根底

13 量子力学の誕生
を覆し、ミクロの世界に関して全く新たな認識をもたらした。
{ーアの原子構造論、シュレディンガーの波動力学、そしてハ

同　上 同　上

イゼンベルクの不確定性原理などを解説する。

ミクロの世界の探究は、新しい素粒子の発見などを経て、核

14
原子物理学の発展
ﾆ原爆開発

分裂の発見へと導かれる。この発見が、第二次大戦下にあっ
ﾄ、いかに原爆開発へとつながっていったか説明する。また大
峵?ﾌ米国で、科学者・技術者による兵器開発の研究がいかに

同　上 同　上

組織されたかも見る。

SSCといった巨大加速器に象徴される現代の巨大科学。加

15 巨大加速器と
f粒子論研究

速器と検知器の発展の歴史を追うことにより、いかに素粒子研
?ｪ、巨大組織化されていったかを見る。サイクロトロンの発
ｾ、泡箱の発明、そしてSSCの計画などについて論じる予

同　上 同　上

定。
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＝基礎化学（’98）＝　（TV）

雌難：熱熱綴続獄学匠勘

全体のねらい
　内容としては化学のごく基礎的な事項に限り、その科学的意味を理解することに重点をおいた講義とする。
化学の基礎的な言葉や考え方を学び、日常体験する物質に関係する現象が化学の視点からどのように説明さ
れているかを理解し・物質の存在と共に成り立っている生活のあり方・方法について考えるたあの材料とす
る。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

化学は物質をしらべる学問である。物質に取り囲まれて 平川暁子 平川暁子
暮らしてきた人間が物質をどのように理解しどのように利 （放送大学 （放送大学

1 物質の世界と 用してきたかを知り、生命の安全や自然の保全のたあに物 教授） 教授）

化学 質の理解が重要であることに気付く。 市村禎二郎 市村禎二郎
1）はじめに　2）物質理解の歴史　3）物質のなりたち （東京工業 （東京工業

大学教授） 大学教授）

物質の構成単位は原子である。原子の構造によって元素
のさまぎまな性質があらわれる。原子の構造が解明されて

2 元素の性質と きた過程、現在の原子の理解、物質を扱うときの国際的な 同　上 同　上
原子 約束について学ぶ。

1）元素の周期律　2）原子の構造　　3）電子配置
4）原子量とモル

物質の多くは分子からなり、多種多様な種類の物質を
作る。100種ほどの原子から作られている分子の種類は

3 分　　　　　子 1000万種におよぶ。物質を取り扱うには分子の記述が必要 同　上 同　上
である。

1）物質の表現と分類　2）化学式と構造式
3）分子の形

分子は原子間の化学結合によって作られる。化学結合と
は何か、化学結合の種類と規則性、物質の性質と化学結合

4 化　学　結’合 との関係について学ぶ。 同　上 同　上
1）原子価と電子配置　2）結合の形成
3）物質の特徴と化学結合

物質の変化には、組成が変わらない物理変化と変わる化
学変化がある。化学変化の法則を知ることで物質の科学的

5 化　学　変　化 理解が始まった。化学変化とは何か、その法則と表現法に 同　上 同　上
ついて学ぶ。

1）化学変化の法則　2）化学方程式　3）化学変化と熱

物質は気体・液体・固体の状態で存在するが、温度や圧
力によって状態は変化する。その法則性を学び、気体・液

6 物質の三状態 体・固体の特徴と物質による差異の理由を学ぶ。 同　上 同　上
1）物質の相　2）気体状態方程式
3）気体・液体・固体の特性と粒子の運動
4）分子の大きさと分子間力

自然界の物質は完全な純物質として存在することはなく
ほとんど混合物である。混合現象とは何か、混合成分の割

7 混　　合　　物 合、混合による性質の変化について学ぶ。 同　上 同　上
1）混合と溶解　2）濃度’3）混合物の性質
4）分離と精製
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師、名 講二三　名

（所属・職名） （所属・職名）

溶液の中でも水溶液は我々の生活の中でとくに重要な役
割をはたしている。酸・塩基・塩はイオンに解離して水に 平川暁子 平川暁子

8 水溶液と酸・塩 溶解する。イオンの濃度と水溶液の性質について学ぶ。

基 1）電解質の溶解　2）酸・塩基の反応 市村禎二郎 市村禎二郎

3）水素イオン濃度

有機化合物は炭素を主体に10種類程度の原子からなるが、
1000万種におよぶ化合物の中大半を占める。その理由、有

9 有機化合物の 機化合物の種類と各々の特徴を系統的に理解する。 同　上 同　上

性質 1）有機化合物の特徴　2）炭化水素
3）官能基と化合物の特徴

化学反応によって新しい有機化合物が合成され、優れた
機能をもつ物質を使うことができるようになった。有機化

10 有機化合物の 合物の反応の規則性について学び、有用な物質を作りだす 同　上 同　上

反応 化学工業の工夫を知る。
1）有機化合物の合成　2）反応の種類　3）反応の機構

一般に鉄が錆びる反応を酸化、錆を鉄にする反応を還元
というが、酸化・還元はもっと多くの化学反応に関係して

11 酸化と還元 いる。酸化・還元反応の意味、それに密接にかかわる電気 同　上 同　上

と化学反応の関係について学ぶ。
1）酸化・還元とは　2）金属のイオン化
3）電気と化学反応

元素の大部分は無機化合物として存在する。無機化合物
は古くから金属や塩として利用されてきたが近年は新しい

12 無機化合物の 無機機能性材料が作られている。さらに本章では元素変換 同　上 同　上

性質 に伴う諸現象について学ぶ。
1）無機化合物の特徴　2）遷移元素と不定比化合物
3）元素の変換

地球上の自然現象は太陽からの光のエネルギーに支配さ
れている。光と物質との相互作用、化学反応と光エネルギ

13 光　と　化　学 一の関係について学ぶ。 同　上 同　上

1）太陽光の利用　2）光と化学物質　3）光と生物

さまざまな化学反応について学んできたが、化学反応が
なぜ起こるか、どのように進行するか1ごついて考え、化学

14 化学反応のしく 変化の本質を理解する。 同　上 同　上

み 1）化学反応のおこりやすさ
2）化学反応はなぜおこるか（化学平衡）
3）化学反応はどのように進むか（反応速度）

人間活動の諸分野に、物質の科学が広く深く関連してい
ることに気付く。物質現象の面白さとともに、現在と将来

15 暮らしと物質の の暮らしのあり方として、物質を理解することの重要性に 同　上 同　上

理解 気付き関心を深めるための材料を提供する。
1）化学はCentral　Scienceである
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＝物質の科学と技術開発（’99）＝（R）

〔主任講師：平川暁子（放送大学教授）主任講師：道家達將（東京工業大学名誉教授）〕

全体のねらい
　今日そして今後の生活を支える素材には、これまでにない高度な機能を備えた新物質が利用される。その開発には、
物質や方法についての基礎的・理論的研究、そして開発に固有の研究が必要である。資源・環境問題への配慮：も要る。
本講義では、これら最先端の開発研究に当ってこられた方々の苦心談を聞いて共に考えたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

持続可能な発展に
?ｯて工業材料は
ﾇうあるべきか

　製造業における「労働生産性」、　「資本生産性」の追求が大
ﾊ生産・大量消費を生み、その結果として大量廃棄・地球環境
演ﾗの増大をもたらした。これからは持続可能な発展に向けて
u資源生産性」重視へ考え方を変i換しなければならない。

　　村田朋美
@（新日本製鉄㈱顧問、
謦[技術研究所元所長）

@　平川暁子
@　（放送大学教授）

@　道家達將
i東京工業大学名誉教授）

2

無機物　　　（1）一鉄鋼材料日本の

Sはなぜ優れて
｢るか

　鉄は古くて新しい。産業の基礎素材として日本の鉄鋼材料が
｢界を凌駕してきた理由を3視点から述べ21世紀への課題と展望
ﾉ繋げる。放送教材では、主に自動車用鋼板について述べる。

阿部光延
i新日本製

S㈱顧問）

ｹ家達將

阿部光延
i新日本製

S㈱顧問）

ｹ家達將

3

無機物　　＊（2）
iｷ超電導　材料一材料開発はどこ

ﾜ
で
進
ん
で
い
る
か
一

　高温超電導材料は、電力貯蔵、輸送、エネルギー変換などの
ﾌ域で最も期待されている材料技術である。①高温超電導特性
ｭ現の理論と材料技術の現状、②利用技術、利用システム開発
ﾌ壁と対応策、③この材料を生かした未来技術と私達の夢。

　　橋本　操
i新日本製鉄㈱先端技術
､究所企画グループ
@　リーダー）

@　道家達將

4
不定比化合物と
ｻの応用

　①不定比化合物とは何か、その歴史的経緯、②鉄やウランな
ﾇの酸化物を例に遷移元素、欠陥構造、相図など話す、③固容
ﾌの熱力学、④不定比化合物の物理的性質（ホッピング型半導
ﾌ、イオン伝導、原子価と色など）、⑤機能性材料など役立っ
s定比化合物、⑥高温超伝導＊物質と不定比性等について述べ
驕B

舘　野　淳
i中央大学

ｳ授）

ｹ家達將

舘　野　淳
i中央大学

ｳ授）

ｹ家達將

5
光　　　　（1）

﨟@礎　特　性

　通信・情報処理・加工などの先端技術を支える光の基礎的特
ｫについて解説。すなわち波としての性質により引き起こされ
髞ｽ射・屈折・干渉・回折などの現象を説明する。自然界での
ｱれらの例についてもふれる。

大津元一
i東京工業

蜉w教授）

ｹ家達將

大津元一
i東京工業

蜉w教授）

ｹ家血鯛

6
光　　　　（2）

ﾀ界の打破

　波として光を考えると説明できない現象がいくつかある。こ
黷�燒ｾするために、光をエネルギーの粒として扱う量子力学
ﾌ必要性、その産物の一つであるレーザーの原理についてふれ
驕B一方、波長よりも小さな光の粒を発生させるための近接場
�wの原理とそれによる顕微鏡・光メモリ・原子の操作などの
b題にもふれる。

同　上 同　上

7
光ファイバ技術
ﾌ勝利

　光ファイバ通信の原動力となった低損矢光ファイバの開発の
o緯を紹介し、合せて、技術開発のポイントや情報通信へのイ
塔pクトを明らかにする。

　須藤昭一
@（NTT光エレク
gロニクス研究所

､究研究企画部長）

@道家達將
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
炭　　素　　　（1）

Y素の構造と物性

　炭素は人類が最も古くから利用してきた物質である。燃料や、製錬など化学反応材料として用いられると同時に吸湿ろ斜材・

逞ｿ・宝石研磨材など広く使われて来たが、今日の新素材とし
ﾄの炭素の利用は、炭素の構造と物性の研究の上に展開されて
｢ることを述べる。

大谷二郎
i群馬大学

ｼ誉教授）

ｽ川暁子

大谷二郎
i群馬大学

ｼ誉教授）

ｽ川暁子

9
炭　　素　　　（2）

Y素繊維の開発

　炭素繊維は軽量で高強度・高弾性率・耐熱性等のすぐれた性
ｿを持つ素材であって、宇宙開発から民生用までさまざまな面
ﾅ使用されている。このような優れた性能をもつ炭素材料を得
驍ﾜでの過程での研究開発戦略・問題点の解決方法などについ
ﾄ述べる。

同　上 同　上

10
ダイヤモンド膜の

J発

　ダイヤモンドは光の屈折率が高いことによる宝石としての価
lだけでなく、原子全体が共有結合を作ることによる高い硬度
ﾆ高い熱伝導性によって、きわめて優れた素材物質となる。こ
ﾌためにダイヤモンド膜が開発されているが、その開発の手
i、問題点を述べる。

佐藤洋一郎
i科学技術

｡無機材質
､究所）

ｽ川暁子

佐藤洋一郎
i科学技術

｡無機材質
､究所）

ｽ川暁子

11

有　機　物　（1＞

ｱ電性高分子の
ｭ見

　有機化合物にも電気伝導性を示すものがあることが知られて
ﾈ来、金属に比べ重量・加工性・多様性等に優れた有機物を導
d性素材として使用する試みが進められている。有機導電性物
ｿの基本的な物性と機能と各種の有機導電性物質の特性・合成
福ﾉついて述べる。

松永　孜
i元、ブリヂス

gン㈱研究開
ｭ本部理事）

ｽ川暁子

松永　孜
i元、ブリヂス

gン㈱研究開
ｭ本部理事）

ｽ川暁子

12

有　機　物　（2）

ｱ電性高分子を電
ﾉに用いたポリ
}ーバッテリーの
J発

　現代の情報化時代に使われる機器には、軽量・高性能の電池
ｪ不可欠である。しかも天然資源の有効利用のためには繰返し
[放電できる2次電池が求められる。はじめて実用化された有
@ポリマーバッテリーの開発の方針・開発過程での問題と解決
ﾌ経験を述べる。

同　上 同　上

13

有　機　物　（3）

ｪ離膜の物性と
@能

　物質を取扱う際には混ざっているものを分離することが重要
ﾈ過程である。しかもこの分離は選択性が高く時間的効率が高
｢ことが望ましい。分離膜はこのために有効である。膜の分離
@能はどのような物性によりあらわれるのか、機能性分離膜の
?阨福�qべる。

　　三三千代志
@　（通商産業省・
ｨ質工学工業技術研究所
@化学システム部長）

@　平　川　暁　子

14
有　機　物　（4）

ｪ離膜の開発
　海水から真水を得る分離膜、合成化学原料、COをとりだす
ｪ離膜等、それぞれの素材開発について述べる。　　　　噛残、

@　　　蔑

同　上 同　上

15 物質の科学と
Z術開発

　　　　＼

@　　　～以上の話を聡括する。

@　　　　・　　ぐ／ハ

道家三三

ｽ川暁子

道家三三

ｽ川暁子

注：超電導、超伝導の用語は、内容は同じで、紳芸としては、superconductivityであるが、日本では工学系は主に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔

O者を、理学系は主に後者を使っており、担’毛師のご意見を尊重してそのまま使うことにした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔
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＝基礎生物学（’98）＝　（TV）

〔垂難：旙晃難獣叡慮

全体のねらい
　生物科学の発展により、遺伝子のレベルから高次の神経活動、あるいは生態や進化など生物の多様性が明
らかになりはじめている。生物現象を正確にとらえて生命の本質に迫るために、基礎的な生物科学を学ぶ。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 生物の特徴

　30億年以上にわたり発展を続けてきた生命体は、生命の
軏{的営みに必要なつくりを保持しながら、生命の多様化
ﾉ対処するつくりを発達させた。このような非生命体には
ﾝられない生物の特徴を学ぶ。

中澤　　透
i放送大学

ｳ授）

R田晃弘
i放送大学

ｳ授）

中澤　　透
i放送大学

ｳ授）

R田晃弘
i放送大学

ｳ授）

2 細胞一かたちと
ﾍたらき

　細胞は生物の基本単位である。いろいろな細胞には核を
ﾍじめ特有なはたらきの細胞小器官がある。細胞は分裂に
謔ﾁて増殖し、細胞内部の情報伝達が機能調節を担当する。
ｩたちとはたらきの関係を探る。

中澤　　透 中澤　　透

3 生体を構築する

ｪ子

　生命の営みは生体を構築する分子のはたらきによってお
ｱる。生体を構築する分子として、炭水化物、脂質、タン
pク質および核酸のどのような構造が生体のはたらきの基
ﾕになっているかを学ぶ。

山田晃弘 山田晃弘

4 代　　　　　謝

　生体構築分子は合成と分解をくり返し、生体の維持と成長に役立てている。このような代謝を触媒する酵素のはたらきについて、また代謝の進行に伴って出入りするエネル

Mーについて学ぶ。
同　上 同　上

5 遺伝と遺伝子の

{体

　メンデルの法則とその再発見がなされてから、遺伝子の
{体がDNAであることが証明されるまでの道筋を解説す
驕B

東江昭夫
i東京大学

ｳ授）

東江昭夫
i東京大学

ｳ授）

6 遺伝子のはたら

ｫ

　DNAの構造が解明されたことは生物学のいろいろな分
?ﾉ大きな影響を与えた。この章では、遺伝暗号の解読、
笂`子のはたらき、および遺伝子操作法などについて解説
ｷる。

同　上 同　上

7 生　　　　　殖

　30数億年以前に出現した生物は、自分と同じ性質の子孫
�cす生殖のはたらきによって維持されている。形質を受
ｯ渡す遺伝現象は生殖と深く関わること、生殖細胞の出現
竦ｫの決定の重要性などについて学ぶ。

中澤　　透

R田晃弘

中澤　　透

R田晃弘
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 発　　　　　生

　生殖細胞の卵と精子は受精によって発生を開始する。胚
ﾌ細胞は分裂・増殖し、そして独特な分化が始まる。発生
ﾌプログラムは遺伝情報の発現によって進行し、形態や性
ｿの多様性がつくりあげられることを学ぶ。

中澤　　透 中澤　　透

9 運動と神経のは
ｽらき

　動物の運動は筋肉や繊毛によって行われるが、それはど
ﾌような仕組みによるのだろうか。また、神経はどのよう
ﾉして信号を伝えるのだろうか。動物の活動を理解する上
ﾅ重要なこれらのことがらについて概説する。

高橋景一
i国際基督

ｳ大学教授）

高取景一
i国際基督

ｳ大学教授）

10 感覚と行動

　視覚と聴覚について脳のはたらきとの関連を紹介する。
ｮ物の行動に関しては、ミツバチの視覚行動やフクロウと
Rウモリの聴覚行動について考察する。さらに本能行動や
?闕桙ﾝについても言及する。

青木　　清
i上智大学

ｳ授）

青木　　清
i上智大学

ｳ授）

11 ホ　ル　モ　　ン

　内分泌系は神経系や免疫系と協調して、体内の環境を一
閧ﾉ保っている。その他にホルモンが動物の行動様式を定
?ｽり、変態のめざましい形態変化を起こすなどの重要で
ｨもしろいはたらきについても言及する。

川島誠一郎
i全薬工業

､究所長）

川島誠一郎
i全薬工業

､究所長）

12 植物の特徴

　植物は太陽エネルギーを利用して合成した有機物を動物、
ﾛ類、細菌類などに供給し、地球上に広く発展した生態系
ﾌ維持に重要な役割を果たしている。植物のもつ機能的特
･、構造的特徴と生育環境要因との関連について考える。

庄野邦彦
i東京大学

ｼ誉教授）

庄野邦彦
i東京大学

ｼ誉
ｳ授）

13 生態と環境

　生物は地球上のさまざまな生態系で生活している。生態
nの構造を学ぶにあたり、島の生態系に注目する。生物の
?ｽ分布や垂直分布と生態系との関連、さらに生態系にお
ｯるヒトの位置についても論ずる。

松本忠夫
i東京大学

ｳ授）

松本忠夫
i東京大学

ｳ授）

14 進化と生物の多

l性

　生物はすべて共通にDNAからなる遺伝子によって、そ
ﾌ機能と構造を規定されている。それにもかかわらず、生
ｨに驚くほどの多様性をもたらしたのは進化である。進化
ﾌ要因と生物多様化の道筋について概説する。

石川　　統
i東京大学

ｳ授）

石川　統夫
i東京大学

ｳ授）

15 生物学の現状と

ｫ来

　最近の生物学の発展によって、多様な生物の側面が明ら
ｩになっている。この章では将来につながる問題として4
ﾁの問題を取り上げている。生物進化には地球の進化や個
ﾌ発生の検討が関連し、生物の多様性の確保には地球環境
ﾆの関係を探り、バイオテクノロジーの問題点を把握しへ
ｻして宇宙生物学の可能性を明らかにするなどの諸問題が
?閨Aすべて見通しをつける必要がある。

山田晃弘

?V　　透

山田晃弘

?V　　透
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＝人間の生物学（’99）＝（TV）

主任講師〔
主任講師

錘譲犀皇籍鳶舞箋i継妻趨〕

全体のねらい
　人間を客観的に見ようとする場合、われわれは自身が人間であるので、生物学的というより、ヒト固有のものとして
考えがちである。ヒトを生物の一員として、医学、薬学、人類学などの範疇にとらわれず、もっと広く生物学的な立場
で、できるだけ身近な問題を取り上げて考えてみたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 人類の起源と進化

　生物としての人間はどんな特徴を持っているのか。人間の進化
ﾌ歴史で、何時、何処で、人類が誕生したのか。人類の起源と進
ｻの問題を化石の最新の研究結果や最近の分子遺伝学の新知見を
�ｦて学習する。

新井康允
i順天堂大学
q員教授）

ﾟ藤洋一
i群馬大学

ｼ誉教授）

新井康允
i順天堂大学
q員教授）

ﾟ藤洋一
i群馬大学

ｼ誉教授：）

2

ヒトの身体の基本

¥造一細胞・組
D・器官

　ヒトの体はただ細胞が無秩序に集合しているのではない。細胞
ﾆ細胞の産生物質が一定な配列と形態をなして集まっていて、い
ｭつかの機能的な細胞集団一組繊を作っている。ヒトの器官は
i臓器）は機能に応じてこれらの組織がうまく組み合わさってで

ｫていることを理解する。

新井康允 新井康允

3

ヒトの性と生殖一
ｶ命の誕生を中心
ﾆして

　生殖は生物の最も基本的な機能であり、生物は生殖によって種
ﾌ維持を図っている。生殖をになう生殖細胞と体細胞の違いや、
qトの精子や卵子の出来かたの違い、そして、受精、着床、胎児
ﾌ発生までの過程について理解する。

同　上 同　上

4

男と女の体はどの謔
､
に
作
ら
れ
る
か
一
1

　受精時の性染色体の組み合わせで、体の性は必ずしも自動的に
?ﾜるものではない。精巣ができるか、卵巣ができるかはY染色
ﾌ上にある精巣決定遺伝子が働くかどうかによって決まる。最
ﾟ、SRYという遺伝子が精巣決定遺伝子であることが判明し
ｽ。その働きについて学習する。

同　上 同　上

5

男と女の体はどの謔
､
に
作
ら
れ
る
か
一
2

　体の性が決まるにはいくつかの関門があり、それぞれの関門に
ｼ性になるうる選択肢が用意されている。それを決定するのは精
モﾌ2種類のホルモンである。なぜ、男子の子宮がないのかなど
ﾌ問題や、行動的な性差一脳の性分化がどのようにして起こるか
�w習する。

同　上 同　上

6
脳とニューロンー
Sのハードウェア

　脳の構成成分である神経細胞（ニューロン）とダリア細胞の特
ｫと基本的な働きについて学ぶ。心のハードウェアとしての脳を
揄�ｷるうえで、脳の生後発生における、神経細胞の樹状突起や
ｲ索の伸展とシナプスの増加による神経回路の複雑化の過程を理
�ｷる、

同　上 同　上

7 ヒ　トの脳一1
ｴ覚と運動の制御

　ヒトの大脳皮質の機能の局在性があり、外界からの刺激情報が
ﾇのような経路を経て大脳皮質に到達し意識にのぼるか、また、
蜚]皮質の運動の指令がどのような経路で身体の運動を制御する

ﾌかを理解する。

同　上 同　上

一105一



執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 講　、師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ヒトの大脳皮質の新皮質、古皮質、原皮質の発達を動物と比較

ヒ　トの三一2 しながら、特に高次神経機能に関連のある連合野の働きについて
8 大脳皮質の進化と 理解し、脳の進化を考える。脳の高次機能には左右差のあるのが 新井康允 新井康允

脳の左右差 あり、ヒトの脳の機能的、形態的左右差の最近の知見に関して学
ﾔ。

病気になる、あるいはその誘因があると体は治癒のための、あ

9 免疫の役割一1
ｴ染や障害と闘う

るいは防御のための行動を起こす。免疫反応はその一つである。
瘧Qを受けた細胞の処理、侵入した異物、微生物類の抗体による 近藤洋一 近藤洋一
処理など生体防御の仕組みを学ぶ。

10

免疫の役割一2
рﾆあなたを見分
ｯる一臓器移植の
竭闢_

　ヒトの体の構造や機能は遺伝子によって決められている。しか
ｵ、親からもらった遺伝子が同じでも免疫細胞には区別がある。
ｼ人の臓器は見分けられ、排除される。免疫は自他を区別する精
kな仕組みといえる。自己認識の仕組みを学び、免疫の意味を理
�ｷる。

同　上 同　上

11

体の調節の仕組み一1　ヒトのゲノ

?ﾆバイオシグナ
mレ

　ヒトのゲノム（全DNA）には10万の遺伝子があり、体の形
竝ﾗ胞の基本的な機能を決める。この機能を有効利用するために
ﾍ環境や体内の情報を知らせるホルモンやサイトカイン等のバイ
Iシグナルが必要である。ゲノムとバイオシグナルについて学

同　上 同　上

ぶ。

体の調節の仕組み すべてのヒトの体は一個の受精卵から始まる。複雑な大人の組

12
一2　ホルモン群
ﾉよる成長と健康

織を作り、成熟した体の健康を守るためには、バイオシグナルを
�ｦよく使ってタイミングのあった調節が必要である。ホルモン

同　上 同　上

の維持 やサイトカインはどのように働くのか？その仕組みを学ぶ。

調節の破壊による 癌は増殖の調節がきかなくなった自分の体の細胞集団である。

13
ヒトの病気一回忌

Gイズと糖尿病の
エイズはウイールスによる免疫機構の破壊である。糖尿病は血糖
ﾌ調節不能にある。どの様にしてこの様な破綻が起こるか、対抗

同　上 同　上

生物学 する手段があるのか、生物学からみた病気の実体を学ぶ。

老化は避けることのできない生命の最終過程と考えられてい

14
老化　と　死一
ﾅ終過程の調節

る。アルツハイマー病の発生を中心に癌の多発や心身機能の衰え
ﾈどの老化現象と内分泌系、神経系、免疫系などのバイオシグナ
給@構の破綻の関係を学び、老化と寿命の原因を探る試みにも触

同　上 同　上

れる。

人間が生活していくうえで自然環境との調和が大切である。人
自然環境と人間一 問の作った物質が環境を変化させ、それが地球上に住むヒトを含

15 環境汚染と環境 めた生物に重大な影響を与えるようになってきた。DDT、　PC 新井康允 新井康允
ホルモン B、ダイオキシンなどのホルモンかく乱物質を1例として、この

問題を考える。
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＝生物学の歴史＝（R）

〔主任講師：横山輝雄（南山大学教授）〕

全体のねらい、

　現代生物学における重要な概念である「進化」の概念が歴史的にどのように形成されてきたかを見ること
を通して、人類文化全体の流れの中にそれを位置づけ、また生物学の性格が時代によってどのように変化し
たか、ラマルク、ダーウィン、メンデル等の代表的科学者の研究方法の特色、生命観の欧米と日本との違い
について明らかにしたい。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 生物学史におけ
髏i化論

　進化論は、現代生物学の中で重要な位置をしめているだ
ｯでなく、一般の人々も非常に関心をもつ領域である。そ
黷ﾍ、生命とは何かという本質的な問いにつながるもので
?閨Aそのため社会思想や宗教とも関連をもってきた。進
ｻ論の歴史を見ると、生物学全般に対する理解を深めるこ
ﾆができる。

横山輝雄
i南山大学

ｳ授）

横山輝雄
i南山大学

ｳ授）

2 古代中世の
ｶ物学

　古代ギリシアには、後に進化論的思考とされる考えも出
ﾄいたが、それは科学的というよりは思弁的な大胆な思索
ﾅあった。古代の生物学においては、進化論的な考えは直
ﾚには見られないが、　「存在の連鎖」とか「存在の階級」
ﾈどの進化論にかかわる重要な概念がある。

同　上 同　上

3 近代の生物学

　ヨーロッパにおいて近代科学が成立すると、機械論的生
ｽ観が生まれた。しかしそれは進化論を直接にはもたらさ
ｸ、発生学や分類学における種概念がむしろ逆に静的定的
ｩ然観を強化した。

同　上 同　上

4 進化論の先駆者

　18世紀には、E。ダーウィン、ビュフォン、ディドロな
ﾇの進化論の先駆者とされる人物が登場してきた。彼らの
i化論は、当時の静的自然観と動的自然観の対立の中で、
ｩ然発生の可能性の問題などと結びついて展開された。

同　上 同　上

5 ラマルク　と
i化論

　ラマルクにおいて進化論は、最初の体系的な展開をみた。
ﾞの進化論は、通常「獲得形質遺伝説」として知られてい
驍ｪ、それは彼の進化論の中心ではなく、　「前進的発達傾
?vが彼の理論の基本である。後に「ラマルク正義」と彼
ﾌ進化論は違うものである。

同　上 同　上

6 ダーウィンと
i化論　1

　ダーウィンは、　r種の起原丑によって進化論を確立した。
ｻの過程についてこれまで主にかれのr自伝』をもとにし
ｽ叙述が普通であった。それに対して近年のダーウィン研
?ﾍ、それと違った新たなダーウィン像を提出しっっある。

同　上 同　上

7 ダーウィンと
i化論　H

　ダーウィン自身だけでなく、ダーウィンと同時代の状況
ﾉついても、これまでの記述は、さまざまな点で訂正が必
vになっている。ダーウィン説がr種の起原忍出版後に科
w者の中枢を占あたのは事実であるが、それは理論的説得
ﾍよりも、社会的要因によっていた。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

19世紀後半においては、進化論は生物進化論としてより
は、社会しんかろんとして一般に広がった。スペンサーが

8 社会進化論 その代表者であり、文化進化論、宗教進化論などもあらわ 横山輝雄 横山輝雄
れた。その影響は、日本や中国にも及び、その時代の人々
に大きな影響を与えた。

ダーウィンの進化論がキリスト教と対立し、　「科学と宗
教の闘争」がおこったとよく言われているが、必ずしもそ

9 進化論と宗教 う単純ではない。キリスト教の側で進化論を認めた人々が 同　上 同　上

多くいたし、また進化論が必然的に宗教を否定するもので
もない。

ダーウィンは自然選択説を打ち立てたが、遺伝について
は今日否定されている「混合遺伝」という考えをとってい

10 進化論と遺伝学 た。メンデルの理論があらわれると、それは当初ダーウィ 同　上 同　上
ンズムと対立するものと思われており、その両者の関係を
どうとらえるかが問題になった。

現代進化論の主流である進化総合説はダーウィンの自然
選択説とメンデルの遺伝学を総合することによって成立し

11 進化総合説の た。それゆえもともとのダーウィンの考えと現代進化論は 同　上 同　上
成立 同じ部分だけでなく、異なった考え方をもとり入れている。

進化総合説は、第二次大戦後進化論の主流であったが、
その後分子生物学や動物行動学などの知見とともに新たな

12 現代進化論の 展開が行われた。また断続平衡説などの議論も提出され、 同　上 同　上

理論的諸問題 1970年代から再び進化論をめぐってさまざまな議論が行わ
れるようになった。

アメリカを中心に社会生物学に関して、広い範囲の論争
がおこった。社会生物学は現代における社会進化論であり、

13 社会生物学論争 差別の正当化でという批判も出された。この論争と創造説 同　上 同　上

・創造説論争 をめぐる論争は、生物学と社会の関係を今日的にあらわに
するものである。

進化論は一方では、生物学としての各国の文化を超えた
共通性をもっとともに、他方ではそれぞれの国や地域に応

14 日本における じた文化の中で解釈される。明治期から今日までの日本に 同　上 同　上

進化論 おける進化論に対する態度の欧米と違う独自の性格につい
て考える。

進化論の展開を中心として、生物学史の流れをみてきた
が、そこでは科学研究にさまざまな要因が介在し、またそ

15 進化論史を の成果は社会や文化に対しさまざまな影響を与えてきたこ 同　上 同　上

かえりみて とが示されたσそれらをふまえて、生物学史の意義を考え
る。
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＝病気の成立ちと仕組み＝・（R）

〔主任講師：鬼頭昭三（兵庫大学教授）コ

全体のねらい
　人生に病気はつきものである。病気についての概念とその変遷を述べると共に、健康と病気の区切りにつ
いて述べる。さらに病態と自覚症状との関係についていくつかの例をあげて説明を試みることにより、病気
のメカニズムに対する理解を深めたい。病気に対するアプローチの仕方、医師と患者の関係も変わりつつあ
る。病気の成立ちと仕組みを理解することにより、病気に立ち向かう姿勢を獲得することが大切である。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
’執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 病気の概念とそ

ﾌ変遷

　かつては、病気とは自覚症状のあるものであった。現在
ﾅは、かなり進行するまで自覚症状のない、それでいて予
繧ﾌあるに病気が多い。人間の病気は時代と共に質的に大
ｫく変わってきている。病気の概念の時代的な変遷につい
ﾄ述べる。

鬼頭昭三
i兵庫大学

ｳ授）

鬼頭昭三
i兵庫大学

ｳ授）

2

病気の研究はど

ﾌようにして
ﾈされるか

　病気には様々な側面があり、それぞれの立場から研究が
sわれる。例えば、（1）その病気の原因を探る基礎医学的な
､究。遺伝病の原因遺伝子を探る研究やその遺伝子をノッ
Nアウトして病気のモデルを作る研究など、（2）その病気を
u学的に調べる社会医学的な研究。病気の頻度や分布を知
骭､究など、（3）その病気の病態や治療にかかわる臨床的研
?B症状発現のメカニズムの研究や最も適切な治療の選択
ﾌ研究など、である。本講ではこれらの研究を具体的に例
�唐ｰて学ぶことにする。

同　上 同　上

3 免疫の仕組みと
ｻ　の　病　気

　免疫系は感染防御、がんの発生阻止、移植拒絶などの仕
魔�ｵており、それにはリンパ球、白血球、抗体、補体な
ﾇが関与している。その欠陥があると、感染が血症化しや
ｷくなり、がんの発生が増加する。薬剤や病気の中には免
u力を弱めるものがあり、そのような問題を起こす。一方
s適切な免疫反応が生じるとアレルギーとか自己免疫病と
ｩの病気が発生する。移植を成功させるには拒絶を起こす
ﾆ疫反応を上手に抑える必要がある。

矢田純一
i東京医科
負ﾈ大学教
�j

矢田純一
i東京医科

負ﾈ大学教
�j

4 神経系とその
a気

　神経系の病気は難治である。神経細胞は障害を受けた後、
ﾋ起を再び伸ばすことはあっても、喪失した細胞が再生す
驍ｱとはない。この意味ではアルツハイマー病を予防した
閨Aその進行を停止させる薬は将来開発される可能性があ
驍ﾆしても、現在ある症状を後退させる意味での治療薬と
｢うものは、将来とも理論的には存在しない。
@本章では主な神経系の病気について概説しながら、その
ｪ底にある神経系そのものの特徴について述べることとす
驕B

鬼頭昭三 鬼頭昭三

5 病気と分子生物

w

　近年の分子生物学の進歩は著しく、殊に遺伝子レベルで
ﾌ生命現象の解明が進んでいる。臨床医学の分野にも分子
ｶ物学が広く導入され、明らかな遺伝疾患はもちろんのこ
ﾆ、癌や糖尿病などこれまで内的及び外的因子が複雑に関
^すると考えられていた身近な疾患にも、その病態解明に
ﾎし、分子生物学的アプローチがなされている。又、病気
ﾌ診断にも応用されているし、更に、遺伝子房学的手法により生産されている薬物もある。本章では、これらの医学・医療面への分子生物学の寄与について述べる。

三好理絵
i放送大学

�寀ﾎ講師）

三好理絵
i放送大学

�寀ﾎ講師）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

所属・職名） （所属・職名）

発熱と解熱の仕組み
まず体温の慣常性はどのようにして保たれるのか。体温 本間日臣 本間日臣

の産生と放散はどのように行われ、体温調節中枢はどのよ （元放送大 （元放送大

6 症状が語る病態 うなしくみでこの両者のバランスを保つのか。次に発熱の 学教授） 学教授）

（1） 原因、発熱物質、発熱の型、発熱の功罪について解説し、
解熱剤の作用点、発熱対策を考える。

息切れ、呼吸固執、チアノーゼ
これらの症状が発生する仕組みを理解するためにまず肺

の機能解剖学、すなわち気管支・肺の構造と呼吸機能の概 同　上 同　上

7 症状が語る病態 要を解説する。次で運動時の息切れ、老年期の息切れ、病
（2） 気のための息切れのおこり方を考える。次に酸素の運搬を

担当する赤血球ヘモグロビンの動態から、酸素不足状：態を
示すチアノーゼのおこる仕組みを説明する。

病気はその原因から、感染、欠陥障害、腫瘍、変性、代
謝異常、中毒、免疫異常、奇形、機能性障害その他に分け 平井俊策 平井俊策
られることも可能である。しかし、外因と内因は相互に影 （都立神経 （都立神経

塾し合うし、最も根本的な原因が不明な疾患も多い。例え 病院院長） 病院院長）

8 病気の原因 ば、感染や中毒などでは外因がより重要であるが、変性や
先天性代謝異常では根本的な原因が不明であり、血管障害
や腫瘍では内因、外因いずれもが、大きく影響する。最近
は分子遺伝学や分子生物学的レベルからのアプローチも行
われつつある。異常の点を総括して病気の原因について考
えてみたい。

病気の診断というと一般には病名を同定すること、つま
り疾病診断を指しているが、より広義には病変部位の診断、
障害の程度の診断などが含まれる。特に部位診断は神経疾
患の診断上、疾病診断と並んで大切である。診断は一般に、
問診、診察、検査の結果を総合してつけられる。最近は検 同　上 同　上

9 病気の診断 査の技術が飛躍的に進歩し、例えばX線CT、MRI、P
ETなどの画像診断や血液その他を用いる生化学的検査な
どの比重が大きくなっている。しかし、やはり効率的な検
査と正しい診断の基礎として従来からの問診や患者さんを
全体としてよく観察するための理学的診察の重要性は変わ
らない。最近の新しい検査法をも分かり易く解説しつつ、
診断へのアプローチの方法を述べる。

病気の治療には、生活指導をも含めた一般療法、食事療
法、薬物療法、手術療法、放射線療法、物理療法ならびに
一部これと重複するリハビリテーション、精神療法その他
さまざまなものがある。生活指導や食事療法は治療法であ
ると共に、病気の予防にとっても基本となるものである。

10 病気の治療 リハビリテーションは一般の治療とは別に扱われる人もあ 同　上 同　上

る。それによって生じた障害を対象としているからである。
しかし、広義には治療に含まれる。最近はQOLを重視し
た治療が行われる傾向にあるが、新しい方法によるアブ
ローチをも含めた治療という問題を概説する。

一110一



執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

所属・職名） （所属・職名）

病気を治療の立場からみると、自然経過の間に治癒する
病気、積極的な医学的治療を施すことによって治る病気
（この中に痕跡を残すことなく治る病気と、何らかの後遺 鬼頭昭三 鬼頭昭三

11 治る病気と 症害や欠損を残して治る病気が含まれる）、難治性の病気
治りにくい病気 に分けることが出来る。近年、治療研究の焦点となってい

るのは、難治性の癌や内因性の神経疾患であり、この点を
中心に述べる。

動物実験で種々の投与量の作用、各臓器に及ぼす影響、
致死量などを検討。人における適正量を推測。この量の前
後の量を健常上に投与し安全性を確：かめる（第1相）。っ 大友英一 大友英一

薬はどのように いで、適切と思われる量：を患者に投与し、効果と安全性か （社会福祉 （社会福祉
12 して開発される ら適切な投与量を決定する（第丑相）。患者を対象とし適 法人浴風会 法人浴風会

か 正と決められた投与量で既製の同種同効の薬剤の効果、安 病院長） 病院長）

全を二重盲検法で調査し、有用性を確かめ、厚生省に提出、
調査会の審査をパスすれば市販される。最後の調査（第二
相）はプラセボーと比較することがある。

この課目では病気の成立機序を種々の角度から総論時的
にのべているが、　「病気の分布とその将来像」の章だけが
集団レベルの視点、すなわち病気をその発生母体となる集
団との関連でとらえている。 近藤喜代太郎近藤喜代太良

13 病気の分布と このような分野は「疫学」とよばれ、近年、医学研究だ （放送大学 （放送大学

その将来像 けでなく、病気への対策とその評価の上で役割が増してい 教授） 教授）
る。

そこで、改訂版ではこのような点に一層ふかく配慮し、
資料を新しくして書き改める予定である。

生物が有性生殖という遺伝子survivalの手段を獲得した
とき、それと引き換えに死という宿命を背負った。病気は
死につながる現象であることは言うまでもないが、今日の
先進国では、大多数の人々にとって死因となるのは、いわ
ゆる成人病である。 鬼頭昭三 鬼頭昭三

14 病　気　と　死 成人病の基本的原因は老化であり、老化それ自身、すく
なくとも一次老化といわれるものは遺伝子によってプログ
ラムされている。

老化、病気、死という避けることの出来ない基本的生物
学的現象に対して、個人は、そして医学は何かできるの
か？について考えることとする。

病気そのものがかわりつつある。医学研究も日進月歩で
ある一方、医療社会は社会的経済的要因の影響を大きく受

15 ま　　と　　め ける。患者として病気になった時の対処の方法、医療を施 同　上 同　上
す側の問題について、その将来のあるべき姿を論じてまと
めとする。
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＝地球と宇宙（地球編）＝　（TV）

〔藷灘鵠：鯉讐献整放送晃蕗東轟学竃馬教勘

全体のねらい
　宇宙全体から見れば、ゴミのような微小な存在である地球。しかし、それは人間にとってかけがえのない
生存の場を提供してくれる、巨大かつ偉大な存在である。この母なる地球は、いま科学の眼でどのように捉
えられ、理解されているのか、そしてヒトはその地球にどのように関わっているのか。構成・歴史・現況を
概観する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 宇宙の中の
n球

　地球は太陽系の中で水をたたえた唯一の惑星である。そ
ﾌ太陽系は宇宙の中の銀河系に属する。日常われわれが意
ｯする地球は巨大なスケールを持つものであるが、宇宙の
?ﾉあっては微小な存在である。このような宇宙の中にお
ｯる地球の位置づけを認識する。

小尾信彌
i東京大学

ｼ誉教授・
ｳ放送大学
ｷ）

小尾信彌
i東京大学

ｼ誉教授・
ｳ放送大学
ｷ）

_田隆士
i放送大学

ｳ授）

2 地球の形成

　太陽系の一一惑星として誕生した地球の最も早い時期に関する
柏烽�ﾐ介し、他の惑星との関連も、比較惑星学の立場から概
ﾏする。地球のもつ美しい成層構造の成立、大陸と海洋の出現
ﾈど、地球のメガフィーチュアをとらえ、海洋中心の水圏、大
C圏等にも言及する。

濱：田隆士 濱田隆：士

3 地　球　観　の

ﾚり変わり

　地球に関する人間の関心の歴史をたどりながら、さまざ
ﾜな地球観の成立とその背景を探る。他の天体の動きと地
?ﾌ運動についての論争だけでなく、大地そのもの、海そ
ﾌものの成り立ちや歴史の解釈、地球の年齢に関する推定
ﾌ移り変わりなどにもふれる。

同　上 同　上

4 動く大地の認識

　生活の場としての地球の大地が、あるいはそれをとり囲
ﾞ海洋が、決して成立以来やすむことなく変動してきたこ
ﾆが、研究史を通じて明らかにされる。目で直接確認でき
ﾈい地中のできごとや、大過去での経過を探る地球科学の
阮@や考え方を示す。

同　上 同　上

5 地表の形態

　地球に水と大気があり、太陽のまわりを公転しっっ、自
]する球体であるために、表層部ではさまざまな営力によ
髟ﾏ形作用が進む。浸食と堆積により地形が形成され、地
wがつくられる。そして、地形は海底地形を含め、ダイナ
~ックに時代変遷をとげてきた事を示す。

同　上 同　上

6 地層と時間

　地球の歴史を数値時間で表現したいとする科学の願望が
｢かにして改良され、精度を上げてきたかを通観する。重
ﾍ場における物質の配列一地層・岩層の形成、鉱物に含ま
黷髟厲ﾋ性同位体が示す過去の時間の測定法をとりあげ、
n球史編年の原理を理解する。

同　上 同　上

7 地　球　通　史

　46億年という長い地球史について、いくつかのキーエポ
bクあるいはキーイベントをとり上げることにより、大局
�ﾊ観する。地殻変動や火山活動、変成作用等のみならず、
ｶ命との相互作用と環境変遷を含め、地球カレンダーをつ
ｭり上げてみる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

水の惑星の特異な現象とされる、地球型生命の発現とそ
の後の発展に焦点を当てて地球史を眺めてみる。地球生命

8 生命の発展 は宇宙生命とどのような関わりがあるかにもふれる。進化 濱田隆士 濱田隆士
という不可逆事象の結果が、化石という証拠に残されなが
ら地球史を刻んでいく様をみる。

地殻変動が不断に起こり、生命がその中で進化をとげて
行く以上、その相互作用系としての地球環境もまたさまざ

9 環境変遷史 まな変容を遂げてきた。過去の地球環境の実態と、そこか 同　上 同　上
ら推定される環境変動要因を、地球外部からの作用をも含
めて考えてみる。

生命史に大きな役割を果たしたのは、云うまでもなく植
物界の核をなす葉緑素のもつ化学力である。地史にみる森

10 森林の歴史 林の変遷は、したがって地球大気の変遷史でもあり、そこ 同　上 同　上

に養われる動物界にも不可分の関係をもつ。恐竜の歴史も
そこに位置づけられる。

葉緑体をもつ褐藻類を体内に共生させる造礁性サンゴ類は、
まさにかいちゅうの森林に例えられる。そのうえ、CO2をCaCo

11 サンゴ礁の歴史 3の形で、“岩石化”していくなど、サンゴ礁が地球史に占める 同　上 同　上
意義を、歴史的ならびに環境科学的な視点から明らかにしてみ
る。℃

k

地球上に人類が誕生したのは、長い地球史のごく最近に過ぎ
ない。その人類は、知的進化の先端に位置づけられ、二足歩行

12 文明と都市化 と脳の大化を背景に文明化を進めてきた。この作用が地球表層 同　上 同　上
部に与えた地形的要素として都市化を眺めることは意義深い。

ヒト属は、際限のない欲望を満足させようとする生物進化の
側面をもってしまった以上、そこに、人類の地球システムに対

13 人為の役割 する介入・干渉が始まった。人為の果たす地球自然へのインパ 同　上 同　上
クト役は、地球型生命の中では特異なものであり、ヒトの生態
的弓地球型性格が見える。

他意はなかったにせよ、人類の歩んできた文明化の道は、
結果として、地球自然に対して大きな歪を与えることにな

14 地球環境問題 つた。CO、増加と地球温暖化をはじめ、地球環境問題と 同　上 同　上

してとり上げられる幾つかの事態を、地球史とヒトの特異
性との接点として捉えて学んでみる。

地球環境問題を解決する力がなく、ヒトも地球も滅びる、
とする俗説を超え、地球進化史と生物進化史の示す一つの

15 ブループラネッ 流れを地球科学の立場から捉えてみる。ヒト社会の成り行 同　上 同　上

トの未来 きという近未来のみならず、プレート運動の結果おこる日
本列島の形状変化まで考えてみる。
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＝地球と宇宙（宇宙編）＝（TV）

〔謙譲：舗鯉歴三盛験種大学纂誉欄〕

全体のねらい
　地球と宇宙という私たちの自然環境を学ぶ科目のなかで、ここでは宇宙について学ぶ。人間の宇宙観の歴
史に始まって、太陽系や恒星、銀河系や銀河について学習した後に、宇宙全体の構造や進化、そして最後に
地球を含む太陽系の起源を学んで地球編につなぐ。全体を定量的に扱うわけではないが、可能な限り事柄を
量的に理解させる。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 天文学の歴史
P

　天文学は最も古く興つた科学の一つである。ここではギ
潟Vア天文学から16～17世紀における太陽系の確率、それ
ﾉ続く古典天文学の発展や恒星天文学の誕生、さらに天体
ｪ光学から天体物理学が始まる19世紀末までを扱う。

小尾信彌
i東京大学
ｼ誉教授・
ｳ放送大学
ｷ）

小尾三一
i東京大学

ｼ誉教授・
ｳ放送大学
ｷ）

2 天文学の歴史
g

　今世紀に入って天文学は面目を一新して、大反射鏡の建
｢、新しい物理学による物質観や時空観の革新、電波観測
竕F宙開発、コンピューターなどの技術開発によって、天
ｶ学も大きく展開し、人間の宇宙観も一新した。それらの
ｭ展の経過を学ぶ。

同　上 同　上

3 現代の天体観測

　ケプラーの法則からビッグバン宇宙の検証まで、宇宙の
m識は宇宙の観測にもとづいている。今日では、光学観測
ﾎかりでなく電波観測や大気圏内の観測が重要な位置をし
ﾟているが、それら種々の観測を概観し、また分光観測な
ﾇ観測の基本についても学ぶ。

同　上 同　上

4 太陽系の運動

　惑星は距離が近いため明るく見え、その動きも古くから
ﾏ測され、占星術が興り、天動説や地動説が唱えられ、ニ
?[トンに至って力学的な太陽系像が確立した。ここでは
ｾ陽系における運動の典型的なものとして、惑星の運動に
ﾂいて学ぶ。

同　上 同　上

5 太陽系の天体

　惑星や小惑星、衛星、阻石、彗星や流星物質など太陽を
�髢ｳ数の天体は、呼び名が異なるように、大きさや外観
ﾈどをはじめとする性質に大きな違いが見られる。ここで
ﾍ惑星をはじめ太陽系の主要な天体について学ぶ。

同　上 同　上

6 太　　　　　陽

　太陽系の中心である太陽はふつうの恒星であるが、距離が近いため、表面の現象やその変化が観測できる唯一の恒

ｯである。恒星に関する知識のかなりのものは、太陽の観
ｪや研究が基礎になっているし、また地球に大きな影響を
烽ﾂ点でも極めて重要な天体である。

同　上 同　上

7 恒　　星　　1

　自分でエネルギーを放って輝いている点で、恒星は太陽と同種の天体である。しかし、質量や半径、光度は広い範囲にわたっている。恒星についての種々の性質を知る手段

竅Aその結果について学ぶ。
同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 恒　　星　　H

　分光観測によって、表面の湿度や化学組成をはじめ恒星
ﾉついての多くの情報を得ることができる。ここでは分光
ﾏ測の原理やその成果を学び、また光度や表面温度、質量
ﾈどの個々の性質の間にみられる統計的な関係についても
wぶ。

小尾信彌 小尾信彌

9 恒星の進化

　恒星は星間雲のなかで誕生し、質量によって異なる寿命
�Iる。その間で主系列星や巨星、超巨星など特徴の大き
ｭ異なる状態を経過する。また寿命を終る際も、質量によ
阯l相が異なる。ここでは進化を研究する原理から、進化
ﾌ各段階の特徴を学ぶ。

同　上 同　上

10 銀河系の天体

　銀河系には新星や超新星などの変わった天体や、星団の
謔､な恒星集団も見られる。また星間には星間物質や星間
_、さらに電波天体やX線天体なども見られる。これら銀
ﾍ系の各種の天体について学ぶ。

同　上 同　上

11 銀河系の構造

　われわれのまわりの恒星は、星間物資や星間雲とともに
ｼ径が約10万光年の薄い円盤状の集団をつくっている。こ
黷ｪ銀河系である。ここでは銀河系研究の歴史を概観した
繧ﾅ、銀河系の構造や運動、また銀河系天体の種族につい
ﾄ学ぶ。

同　上 同　上

12 銀河の世界

　銀河系の外には、銀河系と対等な別な銀河が無数に観測
ｳれている。これら銀河の距離や大きさ、電波、さらに型
ﾈどについて学ぶ。さらに、銀河やクエーサーなど特異な
竕ﾍや銀河集団について学ぶ。

同　上 同　上

13 宇宙の構造

　宇宙の全体的と特徴をまとめて概観したあと、相対論的
F宙論の基礎になっているフリードマンの宇宙モデルにつ
｢て学ぶ。またフリードマンのモデルに基づく膨張宇宙の
ｫ質について学ぶ。

同　上 同　上

14 宇宙の進化

　われわれの宇宙は、およそ150億年前にビッグ・バンの
蜚囈ｭで開戯した。その直後に現れた素粒子と光は、膨張
ｵ冷えていく宇宙の中で元素をつくり、天体そっくり、そ
黷轤ﾍ進化を続けて現在の宇宙をつくっている。このよう
ﾈ膨張宇宙の進化について学ぶ。

同　上 同　上

15 宇宙の進化と
n球

　広大な宇宙に存在するわが銀河系の、そのまた片隅を占
ﾟる太陽系。その太陽の不可視伴星の一つである地球は、
?f星の名に相応しく、生命を育んだ奇跡の星とされる。
ｱの小さな天体も人間にとっては巨大であり、46億年の歴
jに飾られた奥深い存在と言える。

濱田隆士
i放送大学

ｳ授）

濱田隆士
i放送大学

ｳ授）

ｬ尾信彌
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＝宇宙観の歴史と人間＝（TV）

〔主任講i師　金子 務（帝京平成大学教授）〕

全体のねらい
　古代から現代に至るまで宇宙の姿を人々がどう思い描きどう観測してきたかを考えていく。とりわけ人間
の逞しい想像力と鍛えぬいた推理力が、天上界と地上界をどうつなぎどうコスモス像を確立するようになった
のかを、洋の東西にわたって検討する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 落下文明と宇宙

_話

　人間が天上から落ちたというイメージ（ルチフェル、修
?jは東西に共通する。その地に蚕く人間が上昇への技術
�J発し、天空への思慕と想像力から数々の神話宇宙を生
ﾞ。混沌・複雑な対象に秩序を与える試みである。

金子　　務
i帝京平成

蜉w教授）

金子　　務
i帝京平成

蜉w教授）

2 時間認識と暦法

　宇宙についての時間・空間認識は、地上と天上に規則性を見つけ方位と刻みを入れて自分の立つ世界を確認するこ

ﾆに始まる。東西における古来の日月年の暦と天地の測量
pの展開を調べ、時空認識と文明の高まりを見る。

同　上 同　上

3 世界認識と測量

p

　この地球や太陽系を知るには、まず正確な空間認識と技
pが必要になる。星図と対応して地上の航海図が大航海時
繧ﾌ展開が不可欠である。地図を得るのに、緯度と経度の
?閧站?ﾊ幾何学や投影術などの技法が追求された。

同　上 同　上

4 現象を救え！

　火星等の惑星運動の不規則性を円運動からどう説明するか、このプラトンの問いから数学的天文モデルが生まれる。ピュタゴラス的宇宙やあいつぐアド・ホック理論は人間の

∠攝ｫにもとずく神々への挑戦と回答であった。
同　上 同　上

5 二重コスモス像
ﾌ成立

　アリストテレス自然学とキリスト教神学に結びついたプ
gレマイオス宇宙モデルは、月を第一天とする天上界と地

?�ﾜむ月下界からなる。ダンテのr神曲避にもある姿だ。マクロ・ミクロ両コスモスの問題も考えていく。
同　上 同　上

6 コペルニクス革

ｽは革命か

　『天球の回転』（1543）がもたらした意義とその受容を
匀｢に見ながら、科学革：命の意味と科学理論の優劣を考え
驕Bとりわけ目視観測の第一人者テイコが別の天文体系を
ｧてた意図を、人物比較とあわせて検討してみる。

同　上 同　上

7 ガリレオの望遠
ｾと宗教裁判

　振り子等から落下運動法則を確定したガリレオは自作の
]遠鏡を天上界に向け、木星の4衛星・金星の相変化・太
z黒点と自転等を発見する。そのr天文対話遡から生じた
Kリレオ裁判の意味と新観測手段の革新性を問う。

同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 ケプラーが聴い
ｽ天上の音楽

　楕円軌道の発見等のケプラー3法則の成立を見てからそ
ﾌ宇宙モデルにおける新プラントン主義の影響を考える。
�w理論にもとずく新型望遠鏡の考案、月世界人の想定や
Kリレオとの関係その他、各種エピソードも面白い。

金子　　務 金子　　務

9 ニュートンの万
L引力世界

　反射望遠鏡で注目のニュートンは光学実験と並行して万
L引力に想到する。リンゴの落下体験の意味を考えてから、
^動の3法則の成立と重力をめぐるフックとの先取権問題、
B金術趣向と神学への傾倒等と宇宙観を見る。

同　上 同　上

10 複数世界論の
泓

　この世界以外に別世界があるか否か、古代ギリシャの原
q論はそれを肯定し、アリストテレスは否定した。18世紀
ﾉかけ、ブルーノ、フォントネルらの支持で確立する。あ
墲ｹてオルバースの宇宙パラドックスを考える。

同　上 同　上

11 エントロピー
F宙と時の矢

　19世紀半ばに登場した熱力学は宇宙の熱機関モデルと一
綷?ﾖの変化を示唆した。物理学に進化論がドッキングす
骼nまりである。エネルギーとエントロピー概念の意義を
lえながら、太陽や宇宙の二死の恐怖を考える。

同　上 同　上

12

光の物理学とア

Cンシュタイン
F宙

　世紀末の混沌の中から20世紀になって光をめぐって相対●
ｫ理論と量子力学が誕生する。非ユークリッド幾何学と結
ﾑついたアインシュタインの重力理論がもたらす解釈が、
F宙は静的か動的か等の根本課題に迫っていく。

同　上 同　上

13 ハッブルの後退

ｷる宇宙

　パロマ皿山の巨大な光学望遠鏡を駆使したハッブルはつ
｢に、遠方の銀河が遠ざかることから、宇宙が膨張しつつ
?驍ｱとを発見する。膨張宇宙論の誕生である。それを支
揩ｵたかずかずの研究者と傍証データを確認する。

同　上 同　上

14 宇宙探査とET
竭

　第2次大戦後に登場した宇宙ロケットと電波望遠鏡は宇
?ﾌ直接探査を飛躍的に高めた。アポロ計画の有人月着陸
Eボイジャーの太陽系探査等からは、ETの存在を示すも
ﾌはまだ見つかっていない。探査問題を検討する。

同　上 同　上

15 ビッグバン以降

ﾌ宇宙論

　量子論を基礎にした量子宇宙論の登場で、宇宙の創生と
i化が論じられるようになった。ブラックホールからホー
Lング宇宙その他に至る現代宇宙論の科学的および思想的
ﾈ諸問題を、研究者等の素顔もあわせて見ていく。

同　上 同　上
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＝科学実験法＝（TV）
〔主任講師：兵藤申一（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい
　自然科学の特徴である実験や観察について、その意義や視点、基本的な手法・技術・考え方・実験にまつ
わる注意事項・約束事項などを、なるべく事例に即しながら平易に説明する。物理学的な実験が主に扱われ
るが、化学実験や生物学的観察などが対象になっている部分もある。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

実験の前には予測が必要。再現性の問題。単純化分析と
総合。定性と定量。 兵藤申一 兵藤申一

1 実験とはなにか （東京大学 （東京大学
名誉教授） 名誉教授）

観察の大切さ。整理・分類・体系化。生物の分類。周期 岡本 尚
律の発見。 （横浜市立大学名誉教授）

2 観察と整理 平川暁子
（放送大学教授）

天野 誠
（千葉県立中央博物館学芸研究員）

量で表されるものと表せないもの。単位の統一。国際単
位系。SI関連事項。化学てんびんの扱い方。質量標準と

3 単位と標準 精密測定。測定関連用語。 兵藤申一 兵藤申一

自然科学者とコンセプト。グラフの描き方。対数方眼紙
の使い方。有効数字。次元解析。

4 大づかみな把握 同　上’ 同　上

実験条件の選び方や測定環境。具体例。低温の実現。高

実験条件の 温の実現。伝熱や熱絶縁。真空排気。シールディング。 酒井　　明 酒井　　明
5 整え方 （京都大学 （京都大学

一物理的条件 教授） 教授）

海水から塩化ナトリウムを採取する計画。結合質量によ

実験条件の る原子量の決定。主成分の定量。不純物の定量。水の精製。 石森達二郎 石森達二郎
6 整え方 実験の過程での汚染。不純物のタイプ。 （立教大学 （立教大学

一化学的条件 名誉教授） 名誉教授）

熱膨張計。測定計の基本要素。検出と変換。直動変換。
電位差計。変調変換。参照と刺激。信号の性質と信号の処

7 測定系の構成 理。指示と記録。 兵藤申一 兵藤申一一
（1）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

験 生物機能の電子計測。差動変圧器を利用した成長計。検
量線の作成。実験試料と計測への準備。

8 測定の構成 岡本　　尚 岡本　　尚
（2）

アナログ計測とデジタル計測の利点。デジタル信号の規
則。アナログーデジタル変遷。コンピュータと計測システ

9 エレクトロニク ムの接続。PID制御。 酒井　　明 酒井　　明

ス　の　活　用

整頓と準備の必要性。危険の大別。電気・高温・低温・
高圧。ガラスについて。危険な物質。実験室からの廃棄物。

10 危険の防止 石森達二郎 石森達二郎

適合計器の選択。データへの余分な寄与。ドリフト。分
解能。

11 静的な現象の 酒井　　明 酒井　　明

測定

繰り返しの現象の基本。繰り返しの現象の測定。交流信
号の検出。

12 動的な現象の 同　上 同　上

測定（1）

非定常的な現象。単発現象の信号。単発現象の信号の計
測。高速度写真。トリガー信号。

13 動的な現象の 同　上 同　上

測定（2）

ブラウン運動。ボアッソン分布。熱雑音とナイキストの
定理。ゆらぎの積極的意義。

14 統　計　現　象 兵藤申一 兵藤申一

実験のまとめ。序論の心得。巨視型と微視型。原理の記
述。パラグラフ。口頭発表の注意。

15 報告と発表 同　上 同　上
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＝現代人のための哲学（’00）＝（R）

〔主任講師 渡邊　二郎（放送大学教授）〕

全体のねらい
　本講義は、やさしい哲学入門である。哲学とは何かを、現代人の生き方と結びつけて示すのが、そのねらいである。
科学技術の発達し、恐ろしい社会的諸事件の起こるこの転換期にあって、私たちは、どのように考えて生きたらよいの
か。私たちは、現代における人間の生き方の根拠を問い尋ねてみようと思う。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
現代とはどういう

梠繧ｩ

　現代とは、歴史の転換期である。科学技術が急速に進歩し、
n球上が狭くなり、人間生活の様相が激変し、伝統的価値が揺
轤｢でいる時代である。ニヒリズムや悪がはびこり、自由と欲
]がゆがんだ形で突出し、すべてが相対化し、多元性のなかで
雛ｧしている。

渡邊二郎
i放送大学

ｳ授）

渡邊二郎
i放送大学

ｳ授）

2
　
ノ

科学とは何か

　現代を規定している近代科学の本質を、まず考え直してみた
｢。17世紀以来の科学革命とその現代における帰結、科学にお
ｯる合理と実証、仮説演繹法、その結果としての科学の蓋然性
ﾈどを明らかにして、科学の意義と限界を見定めてみる。

同　上 同　上

3 技術の光と影

　近代科学は必然的に工業化されて、技術的に応用されるとい
､性格をもつ。この技術革新のなかに現代人の生活はおかれて
｢る。技術は一方で、人間生活に役立つ多くの効果をもたらし
ｽが、他方では、環境問題など深刻な難問を残している。技術
ﾌ光と影を追う。

同　上 同　上

4
自然の生命の大切

ｳ

　私たちは、この地球上で、生命を恵まれて文化を築き、社会
ｶ活を営んでいる、ひとつの生きものにすぎない。私たちを包
ﾞ大きな自然の生命の営みのなかに私たちを位置づけないと
ｫ、私たちの生存は危うくされる。自然全体の生命の大切さを
lえ直す必要がある。

同　上 同　上

5 脳　　　と　　心

　自然のなかに物質的身体性をもって生きている私たち自身の
?阨福�lえ直してみると、そこに身体と精神という問題が現
黷ﾄくる。そのことをもっと端的に表すと、私たち人間のあり
福ﾍ、すべて脳の機能に還元されるのか否か、心とは何かとい
､問いが生ずる。

同　上 同　上

6 人間の内面性

　人間において大切なのは、心の内面性である。意識とか、精
_とか、理性とか、知情意とか、自我とか、人格とか呼ばれる
烽ﾌは、自己自身の内面に、本人自身によって自覚され、また
`成されるべき、各人の大切な自己自身のことにほかならな
｢。

同　上 同　上

7 生きる根拠

　私たちが、この世で生きてゆくときに、心の支えとなるもの
ﾍ、各自の内面性の深い奥底から、やむにやまれぬ必然性にお
｢てわき起こり、強い要求として立ち現れる、内側の声に聞き
]うところに生じてくる。ここに自己の本当の実存と愛が芽生
ｦてくる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

しかし、それは、たんに自己の我執にみちた欲望や妄念の追
求のことではない。我欲にはしり、他人を排除し、抹殺し、憤

8 悪　の　問　題 怒と破壊に突進し、エゴイズムの野望に駆られることは、悪で 渡邊二郎 渡邊二郎
ある。人間のうちに潜む邪悪な罪責性を自覚することが必要で
ある。

人間は、他人との共同存在のうちにある。そこにおのずと、自
己と他者の間において守られるべき倫理と道徳の問題、つまり

9 行為の規範 社会的行為の規範という問題が生ずる。これは、法の根拠への 同　上 同　上
問いともなる。それは、人間における善と悪の原理を問い直す
試みとなる。

人間はたえず自己のうちの罪責性を悔い改め、日々新たに、

人生の苦悩に 人生を正しい軌道にのせて自己形成をなすべき努力を課せられ
10 つ　　　い　　　て た存在者である。あるべき本当の自己たるべく、一生涯、努力 同　上 同　上

精進するのが、人間としての使命である。ここに人間のさまざ
まな苦悩が生ずる。

人間の大切な点は、たんなる知性のうちにはなく、むしろ感
情と意志、つまり情意のうちにある。情意を本当に満足させえ

11 情念の問題 ないとき、人間は不幸である。とりわけ大事なのは、意志であ 同　上 同　上
る。意志の拡充と阻止に伴って、人間には多様な喜怒哀楽の気
分と感情が生ずる。

いかに努力精進しようとも、やがて人間は死ぬ。死という終
わりにさしかけられた有限の人生のただなかを、いま私たちは

12 死につ　いて 生きている。この死という厳粛な事実に対して、私たちはどの 同　上 同　上

ように身構えたらよいのか。これは人生の生きがいや幸福の問
題に関わってくる。

、

もちろん、私たちの個々人の一生を越えて、さらに人類の歴
史は続く。いったい歴史の大きな流れは、どこから発し、どこ

13 歴史のゆくえ へと向かっているのであろうか。歴史のなかでは、さまざまな 同　上 同　上

悲惨な戦争、災害、悲劇が起きた。歴史のゆくえと意味はどこ
にあるのだろうか。

私たちは、多くの社会的事件の起こるなか、歴史のゆくえを
しかと見定められぬ状況のうちで、各人それぞれの持ち場で、

14 祈り　と希望 より良い明日を願い、ささやかながら努力精進して生きてい 同　上 同　上

る。そのとき私たちの心をみたすたものは、豊かな実りへの祈
りと希望である。

現代を生きる私たちの心の最も奥深いところで、私たちを捕
らえて離さない問いは、この災いにみちた人間の生存の現実の

15 神は存在するか なかに立てば立つぼど私たちに迫ってくる「神は存在するの 同　上 同　上

か」という問いであろう。私たちを救う神は存在するのか否か
が、問題となる。
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＝・ 装ｶ学入門（’00）＝（R）

〔主任講師：堀　　信夫（名古屋女子大学教授）主任講師：野山嘉正（放送大学教授）〕

全体のねらい
　国文学全般について、基本的な教養が身につくように基礎的事項や確定している知見を提供する。また、学問の基礎
作業を手ほどきし、できるだけ先進的な問題関心についても紹介しながら、わが国の文化的特質について展望する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 国文学とは

　導入部として、国文学の基礎的概念を規定しながら、この講
`全体の構成について概説する。また国文学研究の成立や展
J、さらには近代化の様子を概観する。なお、国文学史の全体
怩�ｾらかにするためくその時代区分の仕方についても、簡単
ﾉ説明する。

堀　　信　夫

i名古屋女

q大学教
�j

堀　　信　夫

i名古屋女

q大学教
�j

2 上代文学（1）
　上代文学の研究は、国語学の発展と緊密に結びついている。
ｱれは国語全体に関連する事柄なので、この基本をしっかりお
ｳえて上代文学を概観する視座を確認する。

神野志隆光
i東京大学

ｳ授）

神野志隆光
i東京大学

ｳ授）

3 上代文学（H）
　記紀万葉と一口に言われる習わしだが、代表的な作品につい
ﾄ、上代文学ならではの特質を解明し、内容を略説する。ま
ｽ、漢文学や説話についても言及する。

同　上 同　上

4 平安文学（1）

　漢詩文・和歌・物語と展開していく時代の流れをわかりやす
ｭたどり、それぞれの特質を解説するところがら、平安文学全
ﾌの構造を探る。また、日記文学の本質についても、時代の特
･と関連させて考える。

鈴木日出男
i成瞑大学

ｳ授）

鈴木日出男
i成瞑大学

ｳ授）

5 平安文学（II）

　和歌と歌論・歌学、またそれに関連して歌謡の具体相を解説
ｷる。散文では物語文学と日記文学の関連や歴史物語の誕生に
Gれ、説話文学に言及する。締めくくりに『枕草子』と『源氏
ｨ語』について述べる。

同　上 同　上

6 中世文学（1）

　中世は非常に長い期間にわたっているので、まず、その領域と理解の仕方について述べる。次に、韻文・散文のそれぞれを

T説し、さらに、この時代の特質である語り物と芸能に関して
ﾌ初歩的なアプローチの方法を紹介する。

島内裕子
i放送大学

赴ｳ授）

島内裕子
i放送大学

赴ｳ授）

7 中世文学（H）

　前時代からの継承としての和歌・物語、及びr平家物語』な
ﾇの軍記物語について解説し、また、中世に特有の韻文の本
ｿ・発展、説話集の多様化、　『徒然草』などの随筆の盛行など多岐にわたる文学の諸相を概観する。 同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 近世文学（1）

　時代の支配的思想が、仏教から儒学に移行し、庶民の生活レ
xルがアップしたこと、および文化の商品化が進行し、衆庶の
ﾓ向が文学の動向に強い影響を与えたことを明らかにする。特
ﾉこの回では近世小説の変遷を概括する。

堀　信夫 堀　信夫

・9 近世文学（H）

　新しく流行した俳天文学の特質を明らかにしながら、伝統と
v新という観点から、和歌文学との比較を試みる。また芭蕉の
ｶき方や思想を中心に、近世俳階の特色を明らかにし、蕪村の
|術との相違点や、雑俳流行の積極的意義などに言及する。

同　上 同　上

10 日本漢文学の流れ

　日本漢文学の簡略な定義をした上で、上代から平安へ、さら
ﾉ中世の五山文学を経て、近世に達する日本漢文学の流れを概
ﾏする。近世においては、日本化と大衆化という観点から巨大
ﾈ量の作品を分析解明する。

揖　斐　　高

i成険大学
ｳ授）

揖　斐　　高

i成瞑大学
ｳ授）

1
1 日本演劇

　まず、演劇の本質から説き起こし、日本演劇の特性を述べ
驕B次いで能・ノ狂言に代表される中世の演劇について解説し、
l形浄瑠璃と歌舞伎で頂点をきわめた近世演劇について考察す
驕B

服部幸雄
i日本女子

蜉w教授）

　　ぺ

桾剥K雄
i日本女子

蜉w教授）

12 近代文学（1）

　明治以後急速に近代化の道をたどった文学の多様な姿を概観
ｷる。まず、詩人や作家が用いた文章について、その特質を考
@する。次いで近代文学の全体をその傾向と内容からどのよう
ﾉ包括的に理解すべきかを述べる。

浅井　　清
i帝京大学

ｳ授）

浅井　　清
i帝京大学

ｳ授）

13 近代文学（皿）

　近代文学の事象から要請される研究上の観点について、その
蜻閧ﾆ方法に関する基本的な問題を具体的に解説する。これが
ﾜた、いわゆる鑑賞から研究への道を開くものであることをわ
ｩりやすく述べる。

同　上 同　上

14 近代詩歌

　明治の新体詩と和歌俳譜とを軸にして、近世から近代への歴
j的転換について考察する。この問題が遠く現代にまで影響を
yぼし、また日本人論や近代化論の原点になっていることを述
ﾗる。

野山嘉正
i放送大学

ｳ授）

野山嘉正
i放送大学

ｳ授）

15
結び　国文学の発
Wのために

　いわゆる戦後に論議をまきおこした第二芸術論を手がかりに
ｵて、短詩形文学の運命について考察する。また、戦前戦後の
高ﾆ比較しつつ今日にまで及び問題を考え、あわせて国文学の
{質まで展望する。

同　上 同　上
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＝法学入門（’00）＝（TV）

〔主任講師 田中成明（京都大学教授）〕

全体のねらい
　法の基本的なしくみと主な機能、法の実現すべき目的・価値、法の運用方式とその担い手などについて、現代日本の
法状況に焦点を合わせて説明し、法というものをどのように考え、どのように用いるべきかということを中心に、市民
的教養としての法の理解を深めることをめざしたい。

ノ

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・：職名）

1 法へのアプローチ

　講義全体の序論として、一般の人々の法イメージ・法体験や
@への期待と反発がどのようなものであるかを紹介・検討しな
ｪら、法というものの基本的な考え方、法学を学ぶにあたって
Sがけるべきことなどを説明する。

田中成明
i京都大学

ｳ授）

田中成明
i京都大学

ｳ授）

2 どのような法が
?驍ｩ

　法学を学ぶにあたっての基礎的知識として、法の主な存在形
ﾔ（法源）を概観した上で、公法と私法、民事法と刑事法、実
ﾌ法と手続法、国内法と国際法など、法の主な種別について説
ｾする。

　
同
　
上
、 同　上

3 法　の　機　能
　法の規範的機能の特質と法規範の主な種別を概観した上で、
@システムの主な社会的機能を取り上げて、それぞれの機能や
S体の相互関係をどのように理解すべきかについて説明する。

同　上 同　上

4 日本の法制度と
@文化

　世界の主な法面と法の継受について大陸法系と英米法系を中
Sに概観した上で、日本の法制度が中国法・大陸法・英米法の
F影響を順次受けて発展してきた過程を辿り、日本の法文化の特
齔ｫ論議を紹介・検討する。

同　上 同　上

5 法　と　強　制

　法における強制の意義と特質について一般的に説明した上
ﾅ、刑罰による犯罪の事前抑止と事後処理という典型的な事例と、最近の法的サンクションの多様化の代表的事例とを対比し

ﾈがら、現代法における強制の役割をどのように考えるべきか
�沒｢する。

同　上 同　上

6 法　と　道　徳

　自然法論と法実証主義、法の外面性と道徳の内面性など、法と道徳の区別と関連に関する主な考え方を紹介した上で、法による道徳の強制、法的パターナリズム牽めぐる最近の問題状況を、具体的事例を取り上げて検討する。

同　上 同　上

7 法　と　正　義

　主な正義観念と法との関係、法的正義としての「合法性」の
ﾁ質を説明した上で、最近の正義論の動向を紹介しつつ、正義
ﾀ現において現代法システムが果たしうる役割の可能性と限界を考察する。 同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

典型的な法制度とされる裁判の歴史を概観し近代の司法的裁
8 裁　判　制　度 判の特質を説明した上で、現代日本の裁判制度の組織と活動に 田中成明 田中成明

ついて、その基本的構造と現況を紹介・検討する。

裁判の政策形成機能を期待した現代型訴訟の続発、和解・調

9 裁判の機能
停などの裁判外紛争解決手続の活況という、裁判利用に関する
�ﾂの現代的現象を取り上げて、代表的な事例を紹介しなが

同　上 同　上

ら、その意義や問題点を検討する。

法的思考あるいはリーガル・マインドといわれているものの
10 法　的　思　考 特徴を説明し、それに対する学問的・社会的などの批判・評価 同　上 同　上

をどのように考えるべきかを検討する。

法の解釈と適用という、法を運用しその目的を実現する中心

11
法の解釈と適用
i1）

的活動について、その基本的な論理構造を説明した上で、具体
I事例を取り上げながら、事実認定と法の解釈をめぐる主な問

同　上 同　上

題を検討する。

法の解釈と適用
12 （皿） 同　　上 同　上 同　上

古代ローマ以来の長い歴史をもつ法律学の発展を概観した

13 法学という学問
後、法政策学、法哲学、法社会学など、法に関してアプローチ
�ﾙにする諸々の学問が生まれた背景とそれらの現況を説明す

同　上 同　上

る。

わが国における裁判官・検察官・弁護士などの法律家の組織

14 法　　律　　家 や活動を概観した上で、法曹一元制，国民の司法参加，法曹養 同　上 同　上

成制度などに関する改革論議を検討する。

講義全体のまとめとして、法というものの特質をどのように

15
法の考え方と用い 理解し、日本社会における法の役割をどのように考え、市民一

l一人がどのような姿勢で法にかかわりあうべきかについて説
同　上 同　上

明する。
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＝政治学入門（’00）＝：（R）

一
挙
一
菜
噌
甲

直
μ
自
白
h
H

講
講
講

任
任
任

主
主
主

部
保
岡

阿
久
山

　
　
　

卑
慶
放

〆
塵
＼
（
（

　
明
一

齊
文
龍

全体のねらい
　政治学の基礎概念とその相互の関連を明らかにすることで、政治学のより専門的な領域を学習するための出発点を提
供したい。同時に、政治学の入門講義として、他の分野を学習する受講者にも、政治学のアウトラインがつかめるよう
にしたい。政治の世界に起こりつつある最近の変化にも留意する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 政治と権力
　租税、教育、環境保全などの具体例を通じて、政治とは何か
�ｾらかにし、政治の機能、’ ?ﾍの特性について論ずる。

阿部　　齊
i放送大学

ｳ授）

阿部　　齊
i放送大学

ｳ授）

2
代表制・議会・
痩

　民主主義国家と議会、代表制とその発達、地域代表と国民代
¥、二院制、議会の役割、議会と行政府、立法過程、議会の問
閧ﾆ課題などの諸テーマについて論ずる。

久　保　　明

i慶磨義塾
蜉w教授）

久　保　明
i慶磨義塾

蜉w教授）

3
行政府・内閣・

ｯ僚制

　行政府の活動、内閣総理大臣と内閣、官僚制の概念、公務員
ｧ度、立法国家から行政国家へ、官僚制の統制、大きな政府と
ｬさな政府などの諸テーマについて論ずる。

同　上 同　上

4 選挙と選挙制度
　政治参加と選挙、政治の大衆化とその意義、投票することの
ﾓ味、選挙制度の諸類型、わが国の選挙制度改革などの諸テー
}について論ずる。

同　上 同　上

5 政党と政党制
　政党の定義、名望家政党と大衆政党、政党の機能、政党性の
迫ﾞ型、日本の政党政治などの諸テーマについて論ずる。 同　上 同　上

6 利益団体とその
?@　　　　　動

　現代の政治過程と利益団体、利益団体の活動様式、利益集団の政治的資源、公共利益団体・利益集団と政治体制などの諸テーマについて論ずる。

同　上 同　上

7 政　治　指　導
　政治的リーダーシップ、政治的リーダーの資質、政治的リー
_ーシップの諸類型、日本の政治的リーダーシップ、平等主義
ﾐ会とリーダーシップなどの諸テーマについて論ずる。

阿部　齋 阿部　三
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 地方自治と市民
Q加

　地方分権と地方自治、団体自治と住民自治、固有事務と委任
末ｱ、首長と議会、住民運動と市民参加などの諸テーマについ
ﾄ論ずる。

阿部　齊 阿部　齊

9 社　会　福　祉
　夜景国家から福祉国家への転換を明らかにしたのち、社会問
閧ﾆ社会政策、社会保障制度の発展、高齢化社会の福祉政策、
沁ロ痩ﾆと民主政治などの諸テーマについて論ずる。

同　上 同　上

10 民　主　主　義

　民主主義という政治原理が、西欧政治思想史のなかに登場し
ﾄきた諸モデル（参加民主制、共和制等）を検討し、この原理が
�j的に蓄積してきたさまざまな思想を紹介する。その上で、
｢くつかの民主主義批判を検討し、民主主義政治の未来につい
ﾄ考える。

山岡龍一
i放送大学

赴ｳ授）

山岡龍一
i放送大学

赴ｳ授）

11 自　由　主　義

　自由主義思想の諸類型を検討し、自律概念の解釈を中心にし
ﾄ、その整理を試みる。さらにJ．ロールズを中心とする現代
ｭ治理論の展開を、自由主義の原理をめぐる論争として再構成
ｵ、現代自由民主主義のあり方について考える。

同　上 同　上

12 現代のイデオロ
Mー

　イデオロギーとは何かということを、歴史的・概念的に検討
ｵ、その上で、現代におけるさまざまなイデオロギーを概説す
驕B社会主義、保守主義、フェミニズム、エコロジズム、原理
蜍`等が取り上げられる。

同　上 同　上

13 国家と市場

　近代国民国家の生成と構造について検討し、この国家概念が
｢かに近代の「政治」概念を構成するうえで重要であったかを
ｾらかにする。その上で、近年の世界経済の動向がいかにして
ｱの国家の役割を相対化しているかを考察する。

同　上 同　上

14 国　際　政　治
　国際秩序をどう捉えるかを明らかにしたのち、現実主義、相
ﾝ依存論、世界システム論、国際秩序の歴史などの諸テーマに
ﾂいて論ずる。

阿部　齊 阿部　齊

15 日本の政治
　明治国家の遺産、戦後の民主主義、保守政治の統治体制、政
｡改革、一党優位の政治から連合の政治へ、などの諸テーマに
ﾂいて論ずる。

同　上 同　上
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＝経済学入門（’00）：＝（R）

〔主任講師 新飯田　宏（放送大学教授）〕

全体のねらい
　現代の経済を分析するには、通常、家計・企業・政府などの各経済主体の行動を説明するミクロ経済学と、経済全体
の動きを説明するマクロ経済学の理論が必要であるが、この経済学入門の講義では、これら2つの経済分析の基礎と
なっている経済学的な考え方を、現実の問題を例にしながら説明し、経済学的思考方法に慣れて貰うことを狙ってい
る。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 経済学とは何か
新飯田宏
i放送大学

ｳ授）

新飯田宏
i放送大学

ｳ授）

2
相互依存の利益
i交換と生産） 同　上 同　上

3
価格の決定一
�vと供給 同　上 同　上

4
需要・供給
ｪ析の応用

　需要・供給曲線の弾力性の概念を説明し、政府の間接税（又は関税）の課税効果を検討する。さらに、最低賃金制，上限価格規制の資源配分機能を分析する。

同　上 同　上

5 競争市場の効率性 同　上 同　上

6
生産要素市場と

鞄ｾ分配

　生産要素である労働，土地，資本の各サービス価格（賃金，地代，レンタル）の決定を説明し、所得分配の実証的・規範的な側面について説明する。

同　上 同　上

7
不完全競争の諸形
ﾔと産業組織

　供給独占、複占、寡占、また独占的競争の概念を説明し、完全競争のモデルと本質的に異なる点が、どこにあるか、それぞ

黷ﾌ資源配分における特徴を明らかにする。これらの分析に、産業組織論的接近方法の有効性について説明する。 同上 同上
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執筆担当 放送担当
回． テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

市場メカニズムが効率的に機能しなくなる理由の1つは外部
性の存在である。外部性とは何か。外部経済（不経済）によっ

8 政府の役割
て、資源の最適配分が実現しない市場の失敗は、政府の介入に
謔ﾁてどのように解釈されるのか。公共財の存在はなぜ資源配 新飯田宏 新飯田宏
分を最適にしないのか。また、政府は失敗することはないの
か、について説明する。

各産業部門間の財・サービスの流れを産業連関表によって説

9
経済活動水準の

ｪ定

明する。次いで生産，分配、支出の3面等価原理を産業連関表
ﾅ示す。物価水準の上昇と実質国民所得の関係を説明しつつ、
ｨ価指数（デフレーター）の役割を検討し、経済成長の意味を明

同　上 同　上

らかにする。

10 GDPの決定と貯
~投資の重要性

　GDP（又はGNP）がどのように決定されるのかを、45。線
Oラフで示し、貯蓄・投資の均衡の意味を説明する。次いで、
謳迫攪_の意味を説明し、財政政策の役割を検討する。

同　上 同　上

非自発的失業とは何かを労働市場の特質と関連づけて説明す

11
失業（雇用）と

ﾀ金率
る。賃金の下方硬直性と非自発的失業の関係を論じ、名目賃金
ﾌ下落と物価水準の下落が同時に発生した場合などを考える。

同　上 同　上

また、失業の経済的損失をオークン法則を利用して説明する。

潜在成長率と現実の成長率の関係を説明し、経済成長が生産

12
経済成長と

Z術進歩

能力の増大にあること、そして、生産性の上昇とくに技術進歩
ﾌ重要性を実証的に示す。新技術が投資による新しい資本増加
ﾉ具体化されることから、投資を可能にする貯蓄の役割を強調

同　上 同　上

する。

「貨幣とは何か」という古典的な質問から入り、貨幣の機能

13 貨幣の供給と需要
を明らかにしつつ、中央銀行を頂点とする日本の銀行システム
�燒ｾし、通貨供給の増加・縮少のメカニズムを論じる。旧い

同　上 同　上

で、金融政策とインフレ（デフレ）の関係を説明する。

総需要・総供給の考え方から、不況の経済分析を試みる。総

14
不況の経済分析と

o済政策

需要の減少、総供給の減少（オイル・ショックなど）の場合と、

ｨ価下落と景気後退とが併存する場合とでは、何が基本的に異
ﾈるかについて簡単に説明し、財政・金融政策の効果について

同　上 同　上

論じる。

外国貿易と国民所得の関係を説明し、為替レート（自国通貨と

15
オープン・マクロ

o済学

外国通貨の相対価格）の決定を、購買力平価説の考え方から説明
ｷる。購買力平価と現実為替レートの乖離の意味を明らかに
ｵ、平価説の限界を示す。そこでは、内外価格差の考え方も説

同　上 同　上

明される。
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＝社会福祉入門（’00）＝（TV）

〔主任講師
主任講師

野木摩1腱鋲大難趨〕

全体のねらい
　社会福祉は人間の社会生活上に発生する諸困難を緩和解決するための政策、制度、援助活動、実践技術、運動などを
指すが・本講では・その意義、概念、歴史、現状さらには当面の課題や将来展望について講述する。また、激変する現
代社会と急速に進行する少子高齢社会のなかで、福祉問題と私たちの生活との関連を考えてみたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1
私たちの暮らしと

ﾐ会福祉

　現代社会における福祉問題の普遍化現象は福祉がすべての
l々の生活課題であることを理解し、それらが自分自身の問題
ﾅあると同時に社会問題として客観的に把握し、科学的に解明
ｵ、緩和解決に向けてどのような施策や活動が展開されている
ｩを明らかにする。

岡本民夫
i同志社大

w教授）

Oツ木二一
i放送大学

ｳ授）

岡本民夫
i同志社大

w教授）

Oッ木三一
i放送大学

ｳ授）

福祉の語源、言語の由来と変化、社会福祉における基本理念

2 社会福祉の概念
と定義及びその変遷など社会福祉を考えていく上において把握しておくべき基本的枠組みについて具体例をあげながら解説す

岡本民夫 岡本民夫
る。

西欧における社会福祉の前身であるカリタス、慈善や博愛事 岡本民夫 岡本民夫
3

社会福祉の歴史1
i西洋の場合）

業、社会改良など様々なi援助活動の具体例を通じて、その源流
�Tり、今日の社会福祉との差異や関連性を明らかにして、社
?沁モﾌ普遍性とともに歴史性を学ぶ。

永岡正己
i梅花女子

蜉w教授）

永岡正己
i梅花女子

蜉w教授）

明治以降の社会福祉の前身というべき色々な援助救済活動を 岡本民夫 岡本民夫
4

社会福祉の歴史2
i日本の場合）

取り上げながら、日本の社会福祉の考え方、発展過程やその背
i、実践活動の特徴、さらには現在の社会福祉とのつながりな
ﾇを明らかにし、社会福祉に関する歴史的認識を深める。

永岡正己
i梅花女子

蜉w教授）

永岡正己
i梅花女子

蜉w教授）

社会福祉を支える公式の対策として憲法第25条の生存権理 岡本民夫 岡本民夫
念を受けて、各種の法制度が制定実施されている。その根幹を

5 社会福祉の法制度 なす生活保護法、児童福祉法、身体障害者福祉法、知的障害者 河野正輝 河野正輝
福祉法、老人福祉法および母子及び寡婦福祉法など福祉六法に （九州大学 （九州大学
ついてのべる。 教授） 教授）

公私にわたる福祉施策の体系と具体的内容さらには福祉財政

6
社会福祉の

¥造と運用

及び運営管理のあり方について取り上げる。また、平成12年から導入される福祉の基礎構造改革による市場原理の導入が社

岡本民夫 岡本民夫
会福祉に新たな局面を開くことにも言及する。

岡本民夫 岡本民夫
社会福祉は広範多岐にわたる範囲を対象とするため、捉える

7 社会福祉の分野1
角度によって、色々な分野が構成され、さまざまな事業・サー
rスが展開される。年齢別、問題別・機能別、地域別などの視

山縣文治
i大坂市立

山縣文治
i大坂市立

点からそれぞれの分野について分析解明する。 大学助教 大学助教
授） 授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 社会福祉の分野2
　社会福祉を主目的に展開する分野として、公的扶助、児童福
メA身体障害者福祉、知的障害者福祉、母子及び寡婦福祉、地
謨沁メA国際福祉を中心に取り上げる。

岡本民夫

Oツ木戸一

岡本民夫

Oッ木同一

9 社会福祉の分野3

　社会福祉の重要な分野として老人（高齢者）福祉を中心にと
閧?ｰるがその他医療保健福祉（精神保健を含む）、女性福祉、
i法福祉、家族福祉など福祉が深くかかわる分野について論述
ｷる。

岡本民夫

ﾞ倉道隆
i東海学園

蜉w教授）

岡本民夫

ﾞ倉道隆
i東海学園

蜉w教授）

10
社会福祉の

菇@・技術1

　社会福祉問題をかかえる個人、集団、地域などその問題解決
�?ﾌ的に図っていくために、それに対応する専門的な方法・
Z術（技能）が不可欠である。その基本的枠組み、関係のあり
禔Ai援助の原理、過程、手法、技術等を明らかにする。

同　上 同　上

11
社会福祉の

菇@・技術2

　多様な福祉問題の解決緩和には色々な種類の専門的方法・技
pが必要であり、その視点、対象、手法やアプローチの仕方に
ﾂいて最もよく活用されている援助技術のモデルをとりあげ、
�烽ｷる。

同　上 同　上

12 社会福祉の従事者

　福祉事業やサービスには、制度，施設などの整備が前提とな
驍ｪ、これらを利用者に意味と価値あるものに具象化するに
ﾍ、高度な知識と技術をもった担い手である専門家の他にボラ
塔eィア、住民、当事者の参加が不可欠である。そのあり方と
ﾀ態を明らかにする。

同　上 同　上

13 社会福祉の教育

　今日の福祉問題は多様化、複合化、重度化の傾向が強い。こ
ﾌ課題に対処していくためには、長期に及ぶ系統的な教育訓練
ﾆ研修が必要であり、その体系と内容について解説すると共に
ｷべての人々を対象とする広義の「福祉教育」についても論述
ｷる。

同　上 同　上

14
社会福祉の

ﾖ連分野

　社会福祉が生活型の諸困難を研究・実践対象にするが、関連
迫ﾌ域としての所得保障、医療保障、保健、労働、教育、司
@、人権擁護など近接諸領域とどのように協力、連携していく
ｩについて論述する。

岡本民夫 岡本民夫

15
社会福祉の課題と

W望

　少子高齢者会の進行と家族機能の変化、地域社会の変貌、社
?o済の変動、国民の価値観や意識構造の変化などによって、
�ｶの福祉施策では、社会的要請に対応できなくなり、新たな
Vステムの構築が求められている。その課題と展望を含めた総
№�sう。

岡本民夫

Oツ木任一

岡本民夫

Oツ木任一
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＝＝ 﨣�賰b管理学（’00）＝：（TV）

〔主任講師 高橋　三雄（麗澤大学教授）〕

全体のねらい
　電子メールの急速な普及にともなって情報技術は企業管理者層にとっても身近なツールになった。情報技術は意思決
定活動を支援する可能性を秘めている。かつてのMIS（経営情報システム）が果たし得なかった実戦的な情報技術活
用がいま可能になろうとしている。この講義てはトップからミドル、ロアーそして一般社員にいたるまで、各層におけ
る意思決定活動をふまえながら、現在利用可能な情報技術について、パソコンソフトや周辺機器を具体的に話題にしな
がら講義する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
オフィスツールに

ｩる意思決定支援

オフィスツールたとえばWORD（ワープロソフD、Exel（表計算ソフ
g）などには文書作成や単なる表計算機能だけでなく、意思決定を支
№ｷる興味深い機能もみられる。あらためてオフィスツールを検討し、

ｻの中で意思決定支援を考える。

高橋三雄
i麗澤大学

ｳ授）

高橋三雄
i麗澤大学

ｳ授）

2
意思決定活動と

﨣�Z術

そもそも意思決定とは何だろうか。問題発見、代替案探索、代替案
ﾌ評価／選択、実行案の実施、意思決定の再検討（レビュー）からな
驫e段階を具体的に検討するとともに、それぞれの段階でどのような
﨣�Z術支援が考えられるかについて、概観する。

同上 同上

3
データの収集と分

ﾍ

インターネットは情報収集の重要なツールである。また、最近は会社

l季報など各種データベースがCD－ROMの形で利用可能となっ
ｽ。さらに、業務処理目的で構築された社内のデータベースも、もっと

熄d要な内部データの源である。意思決定支援の出発点ともいえる
fータ収集／分析を支援する情報技術について検討する。

同上 同上

4

データの収集と分
ﾍ　　　（その2） 同　　　　　　上 同上 同上

5

「データ」から「情

�vを読み取るため

ﾉ

数値データから特徴（情報）を読みとるためには、検索／抽出機能
ｪ活躍する。また、データベースの階層構造にもとづいて任意のデー
^範囲やレベルにわたってデータが参照できることが重要である。
axelの「アウトライン」や「ピボットテーブル」機能がその出発点であ

驕Bさらにデータウエアハウスの基本機能の一つ、「OLAP（OnLine
`nalytical　Processing）」もまた、本格的なデータの分析を支援する。さ

轤ﾉ、膨大なデータを統計分析にもとづいて分析し、特徴を読み取る
﨣�Z術が「データマイニング」である。これら、パソコンから本格的
ﾈデータウエアハウスまで、「データ」を読み取るための情報技術を
Tーベイする。

同上 同上

6

「データ」から「情

�vを読み取るため
ﾉ　　　　（その2）

同　　　　　　上 同’上 同上

7
「情報」のコミュニ

Pーションのために

企業の意思決定は個人的に行われるわけではない。関係者がいわ
ﾎグループとして意思決定活動にかかわる。そしてそのさいに重要な
@能がコミュニケーションである。情報をいかに伝えるか、そのために
ｽとえばプレゼンテーションソフト（PowerPointなど）が役立っし、プレ

[ンテーションを支援するハードとしてプロジェクタも急速に普及をは
ｶめた。理解しやすい魅力的な情報はまた、文字や表だけでなく、イラスト、写真そしてやがては音声による解説やビデオ動画などが含まれ

ｽ情報も見られるようになるだろう。PowerPointから先にどのようなプ
激[ンテーションが見られるか、その基本技術としてマルチメディア、

IーサリングそしてCD－RやDVDなど情報の配布メディアも注目さ
黷驕Bコミュニケーションや双方向という意味で電子メールやグループ

Eエアが重要な役割を果たす。また、情報発信の場としてインターネッ
g、イントラネットがある。ここではコミュニケーションに関わるさまざまな

﨣�Z術を具体的な実践を含めてサーベイしたい。

同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属職名）

意思決定は過ぎ去った過去や現在ではなく、これから起こること、っ

まり将来に関わる。そして将来には不確実性が含まれる。将来をできる

8
将来を予測するた
ﾟのツール

だけ見通すためにはどうしたらよいか、予測やシナリオライティングなど

ｪその手段となる。そして統計分析ツールやシミュレーション、シナリオ 高橋三雄 高橋三雄
分析などが使われる。ここでは需要予測やシミュレーション分析を話
題にする。

9
将来を予測するた
ﾟのツール（その2）

同　　　　　上 同上 同上

解決すべき問題が明らかになれば、解決のための代替案を探索す
ることになる。情報技術が直接、代替案を示してくれることは望むべく

10
代替案の探索と情
�Z術支援

もない。人間（意思決定者）の創造的な思考が基本であることは言う
ﾜでもない。しかし、アイデアをまとめるために、また、複数の関係者の

Aイデアを融合するために情報技術が支援する可能性もある。いわ
同上 同上

ゆる発想法やその支援である。：KJ法などを例にしながら検討してみた

い。

代替案がリストアップされれば、今度はそれらの評価が必要となる。

評価は意思決定の目標、目的との関わりで様々な基準に基づいて行

11

代替案の評価／選
�ﾌための情報技

p

われる。また、立場の異なる複数の関係者の評価を統合（調整）すると

ｾった作業も必要だろう。評価基準として利益や費用そしてそれらに
ﾖわるリスク（不確実性）などが問題になる。評価においてもシミュレー

Vョンが有効であるし、また、資源制約の中で代替案の選択を行って

同上 同上

いくために数学的計画法などのOR（経営科学）手法も有効である。具
体的なソフトを例にしながら検討してみたい。

代替案の評価／選
12 択のための情報技 同　　　　　上 同上 同上

術（その2）

特定の案が実行案として選択されれば、計画にそって実行を図って

13 実行案の実施 いかなければならない。そのためにプロジェクト管理手法が有効とな 同上 同上
る。プロジェクト管理（資源や時間の管理）について検討したい。

マッピングあるいはGISと呼ばれる新たな情報技術の分野があらわ
れた。従来、環境問題とか都市計画などの面で応用されていたが、最

14

意思決定支援のた
ﾟの注目される情
�Z術

近になってビジネスの世界、とくにエリアマーケティングとか店舗立地

ﾌ意思決定分析にGISが応用されるようになった。また、データの多く

熄齒鰍ﾌ項目を含んでおり、データを分析するためにも地図上に表示
iビジュアル化）することの意義は大きい。マッピングをはじめ、意思決

同上 同上

定支援の領域において今後に注目される情報技術をトピックス的に話

題にしたい。

意思決定支援のた
15 めの注目される情 同　　　　　上 同上 同上

報技術（その2）
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＝線型代数：II（’00）＝（TV）

〔主任講師 長岡　亮介（放送大学教授）〕

全体のねらい
　主として数理科学諸分野の勉強や研究を志す人のために、線型代数1’99で講じた線型代数学の基本部分の理解を前
提として、諸領域での応用を目指したやや発展的な講義を行う。放送授業においては線型代数学の理論的核心と方法論
的特徴が見えるような講義を、、他方、印刷教材においては内容的に整理したやや詳しく厳密な叙述を、心掛ける。した
がって講義と印刷教材は一致しないところもある。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 講義の目標と流れ

　「線型代数1’99」で学んだ内容を概観し、解決された問題、
｢解決の問題を整理する。本講義に必要な予備知識が明らかに
ﾈるであろう。また煩雑な計算に対するCAS（Computer
`lgebra　System）を利用したアプローチも紹介する。そして抽象
Iな線型空間論に向かって、抽象代数の方法論的な準備を整え
驕B

長岡亮介
i放送大学

ｳ授）

長岡亮介
i放送大学

ｳ授）

2
線型空間と計量線
^空間

　線型空間の公理的定義を与える。“ベクトル”の厳密な定義がここで明らかにされる。これととりあえずは区別された計量

T念の導入を通して素朴に理解された「距離」や「角度」の概
Oを理論的にとらえ返す。さらに、抽象的な線型空間の概念を
ﾊじて実ベクトル空間以外の「不可能な」線型空間の概念を構
zすることの意義を理解する。複素数に関する初歩的な知識は
`頭でごく簡単にまとめる。

同　上 同　上

3
線型写像と

ｻの表現

　「線型代数1’99」で学んだように数ベクトル空間上の線型写
怩ｪ行列で表現できることの復習から、一般の有限次元線型空
ﾔ上の線型写像が基底によって定まることを講ずる。一般的な
賴鼕T念を理解するための準備として、基底の概念に暗黙に含
ﾜれていた“単位性”、“直交性”を概念的に定式化してお
ｭ。

同　上 同　上

4
基底の取り替えと
?^写像

　線型写像の表現は、基底により定まるはずであるから、基底を取り替えることによって、表現も変更を受ける。この変更の

d組みを把握する。
同　上 同　上

5
線型変換に関する

s変性

　線型変換与えられた線型変換によって“変らない部分”　（線型変換についての不変部分空間）の概念とこれに対する表現行列の特性を見る。これによって固有値、固有ベクトルの概念を

?�ｷる。

同　上 同　上

6 固有値と対角化

　固有空間と固有値の概念を不変部分空間からの自然な発展としてみる。もっとも基本的な応用として、対角化の問題（可能性の判定、計算手順）を主として実行列の範囲で取り上げる。

同　上 同　上

7
固有値問題の
棊p（1）

　対角化の有効性を明らかにするために固有値問題の応用とし
ﾄ、手始めに、線型差分方程式（漸化式）によって帰納的に定
`された数列の一般項を求める計算や線型連立微分方程式への
棊pを取り上げる。

同上 同上

一135一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
固有値問題の
棊p（2）

　2次形式の概念を解説し、固有値の概念を通じてその分類がで
ｫること、それが、いわゆる2次曲線、2次曲面の分類へ応用で
ｫることを具体的に紹介する。

長岡亮介 長岡亮介

9 商空間、双対空間
　商集合、双対性、同型性という現代数学のキー概念を線型空
ﾔを例にとって解説する。

同　上 同　上

10
エルミート行列と
?jタリ行列

　複素計量空間における共役変換の概念と正規行列の概念を紹
薰ｷる。複素空間を考えることの理論的な優位性を明らかにす
驕B

同　上 同　上

11 Jordanの標準形
i1）

　幕零変換、幕零行列を通じて、対角化することのできない行
�ﾉついて、これに準ずる、Jordanの標準形と呼ばれる、実用
Iに重要な概念を紹介する。

同　上 同　上

12 Jordanの標準形
i2）

　幕零行列の標準形からはじめて、Jordanの標準形を作るアル
Sリズムを講ずる。

同　上 同　上

13
固有値問題の
棊p（3）

　Jordanの標準形を踏まえて線型微分方程式や、2次曲面の分
ﾞなどについてより広いアプローチを紹介する。

同　上 同　上

14
線型代数の
棊p（1）

線型計画法を中心に線型代数の応用を具体的に紹介する。 同　上 同　上

15
線型代数の
棊p（2）

情報理論などから線型代数の応用を具体的に紹介する。 同　上 同　上
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＝地球とその歴史（’00）＝（TV）

〔主任講師 濱田　隆士（放送大学教授）〕

全体のねらい
　宇宙全体がら見れば、ゴミの様な微小な存在である地球。しかし、それは人間を含む生き物全てにとってかけがえの
ない生存の場を提供してくれる、巨大かつ偉大な存在である。この母なる地球は、いま科学の眼でどのように捉えら
れ・理解されているのか、そしてヒトはその地球にどのように関わっているのか。構成・歴史・現況を概観する。

執筆担当 放送担当回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名
（所属・職名） （所属・職名）

地球は太陽系の中で水をたたえた唯一の惑星である。その太
陽系は宇宙の中の銀河系に属する。日常われわれが意識する地 濱田隆士 濱田隆士

1 宇宙の中の地球 球は巨大なスケールを持つものであるが、宇宙の中にあっては （放送大学 （放送大学
微小な存在である。このような宇宙の中における地球の位置づ 教授） 教授）

けを認識する。

太陽系の一・惑星として誕生した地球の最も早い時期に関する
諸説を紹介し、他の惑星との関連も、比較惑星学の立場から概

2 地球の形成 観する。地球のもつ美しい成層構造の成立、大陸と海洋の出現 同　上 同　上
など地球のメガフィーチュアをとらえ、海洋中心の水圏、大気
圏谷にも言及する。

地球に関する人間の関心の歴史をたどりながら、さまざまな

3 地　球　観　の
ﾚ　り変わ　り

地球観の成立とその背景を探る。他の天体の動きと地球の運動についての論争だけでなく、大地そのもの、海そのものの成り

ｧちや歴史の解釈、地球の年齢に関する推定の移り変わりなど
同　上 同　上

にもふれる。

生活の場としての地球の大地が、あるいはそれを取り囲む海
洋が、決して成立以来やすむことなく変動してきたことが、研

4 動く大地の認識 旧史を通じて明らかにされる。目で直接確認できない地中ので 同　上 同　上
．きごとや、大過去での経過を探る地球科学の手法や考え方を示
す。

地球に水と大気があり、太陽のまわりを公転しつつ、自転す
る球体であるために、表層部ではさまざまな営力による変形作

5 地表の形態 用が進む。侵食と堆積により地形が形成され、地層が作られ 同　上 同　上
る。そして、地形は海底地形を含め、ダイナミックに時代変遷
をとげてきたことを示す。

地球の歴史を数値時間で表現したいとする科学の願望がいか
にして改良され、精度を上げてきたかを通観する。重力場にお

6 地層と時間 ける物質の配列一地層・岩層の形成、鉱物に含まれる放射性同 同　上 同　上
位体が示す過去の時間の測定法をとりあげ、地球史編年の原理
を理解する。

46億年という長い地球史において、いくつかのキーエポック
あるい、はキーイベントをとり上げることにより、大局を通観す

7 地　球　通　史 る。地殻変動や火山活動、変性作用等のみならず、生命との相 同上 同上
互作用と環境変遷を含め、地球カレンダーをつくり上げてみ
る。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

水の惑星の特異な現象とされる、地球型生命の発現とその後
の発展に焦点を当てて地球史を眺めてみる。地球生命は宇宙生

8 生命の発展 命とどのような関わりがあるかにもふれる。進化という不可逆 濱田隆士 濱田隆士
事象の結果が、化石という証拠に残されながら地球史を刻んで
いく様をみる。

地殻変動が不断に起こり、生命がその中で進化をとげていく

9 環境変換史
以上、その相互作用系としての地球環境もまたさまざまな変容
�汲ｰてきた。過去の地球環境の実態と、そこから推定される

同　上 同　上

環境変動要因を、地球外部からの作用をも含めて考えてみる。

生命史に大きな役割を果たしたのは、云うまでもなく植物界
の核をなす葉緑素のもつ化学力である。地史にみる森林の変遷

10 森林の歴史 は、したがって地球大気の変遷史でもあり、そこに養われる動 同　上 同　上

物界にも不可分の関係を持つ。恐竜の歴史もそこに位置づけら
れる。

葉緑体をもつ褐藻類を体内に共生させる造礁性サンゴ類は、

まさに海中の森林に例えられる。そのうえ、CO2をCaCo3
11 サンゴ礁の歴史 の形で、“岩石化”していくなど、サンゴ礁が地球史に占める 同　上 同　上

意義を歴史的ならびに環境科学的な視点から明らかにしてみ
る。

地球上に人類が誕生したのは、長い地球史のごく最近に過ぎ

12 文明と都市化
ない。その人類は、知的進化の先端に位置づけられ、二足歩行
ﾆ脳の大化を背景に文明化を進めてきた。この作用が地球表層

同　上 同　上

部に与えた地形的要素として都市化を眺めることは意義深い。

ヒト属が、際限のない欲望を満足させようとする生物進化の
側面を持ってしまった以上、そこに、人類の地球システムに対

13 人為の役割 する介入・干渉が始まった。人為の果たす地球自然へのインパ 同　上 同　上

クト役は、地球型生命の中では特異なものであり、ヒトの生態
的反地球型性格が見える。

他意はなかったにせよ、人類の歩んできた文明化の道は、結
果として、地球自然に対して大きな歪を与えることになった。

14 地球環境問題 CO2増加と地球温暖化をはじめ、地球環境問題としてとり上げ 同　上 同　上

られる幾つかの事態を、地球史とヒトの特異性との接点として
捉えて学んでみる。

地球環境問題を解決する力がなく、ヒトも地球も滅びる、と

15
ブループラネット

ﾌ未来

する俗説を超え、地球進化史と生物進化史の示す1つの流れを
n球科学の立場から捉えてみる。ヒト社会の成り行きという近
｢来のみならず、プレート運動の結果おこる日本列島の形状変

同　上 同　上

化まで考えてみる。
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＝＝ F宙とその歴史（’00）＝：（TV）

〔主任講師 杉本　大一郎（放送大学教授）〕

全体のねらい
　天体と宇宙の構成および進化の歴史を論じる。個々の現象や天体の詳細よりも、宇宙や天体に関する概念、宇宙の見
かたがどのように展開されているかについて、大局的な理解と描像を得ることを目的とする。宇宙認識の進んできた歴
史的経過に従うよりも、現在の知識から見て再解釈し、科学として系統的に理解できる体系にまとめる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
コペルニクス的

]回

　それまでの地球中心説が太陽中心説に移って何が変わったの
ｩ。近代科学の始まりとどういう関係にあるのかを論じる。そ
ﾌ後、ニュートンによる万有引力の法則の発見によって、天上
ﾌ法則と地上の運動法則は統一された。

杉本大一郎
i放送大学

ｳ授）

杉本大一郎
i放送大学

ｳ授）

2 宇宙の物質

　分光学を使った天体の観測によって、天体を構成する元素が
ｯ定され、地上の物質と天上の物質は同じ物であることが分か
驍謔､になった。その後、量子力学によって、原子の世界の成
阯ｧちが解明され、天上と地上の物質は統一された。

同　上 同　上

3 恒星のエネルギー

　放射性元素によって太陽系の年齢が10億年の桁に及ぶことが分かり、その間太陽を光らせ続けるものは原子核エネルギー

ｵかないということになった。その後、恒星内部における原子
j反応が解明され、恒星進化論が展開された。

同　上 同　上

4 物質世界の歴史

　恒星内部での原子核反応は、同時に元素を合成する過程でもある。その解析によって、宇宙における元素の起源が恒星進化と関連づけて解明された。ただしヘリウムは膨張宇宙初期に合成されたものであることがその後に解明された。

同　上 同　上

5 銀河の世界

　星や星団より上の階層として銀河がある。それは千億個ほどの星とガスからなる。直接には観測されない暗黒物質も銀河を

謔闃ｪいていると考えられる。宇宙には千億個ほどの銀河があ
驕Bなかには、中心核が特別の活動性を示す銀河もある。

同　上 同　上

6 宇宙の膨張

　遠くの銀河は、観測者からの距離に比例する速さで遠ざかっている。「ハッブルの法則」とか「宇宙の膨張」とかいう。このことや宇宙における銀河の分布は、宇宙を大極的に論ずる宇宙論に基礎的情報を与える。

同　上 同　上

7 世界の中心

　コペルニクス以前は地球が世界の中心と考えられた。その後観測範囲が広がるにつれて、世界の中心は太陽、太陽系、銀河

?Sとなり、地球の位置は相対化されていった。宇宙膨張が見出され、宇宙はどこにも中心がないことになった。 同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

18世紀にオルバースは、宇宙に果てがないとすると夜空は無

8 宇宙の果て
限に明るくなるはずだが現実はそうなっていないという、パラ
hックスを指摘した。この問題の解決には、一般相対性理論に

杉本大一郎 杉本大一郎

よる宇宙論の展開が必要であった。

相対性理論はしばしば、その展開の歴史を軸として語られる

9 宇宙と相対論
が、ここでは相対論の物理的意味を語り、概念構成として不思
cだと思われやすいが実はそうではないのだということを説明

同　上 同　上

する。こうして、宇宙論との関連を明確にする。

相対論的宇宙論は、宇宙が高温・高密度の状態からビッグバ

10 宇宙のはじまり
ンをとおして始まったと予言する。その様子は理論的に追求さ
黷驍ﾆ同時に、観測をとおして得られる証拠が求められる。こ

同　上 同　上

うして実証科学の対象になる。

熱力学第2法則によると、閉じた系のエントロピーは次第に

11 宇宙の終焉
増大して系は熱平衡状態に至る。宇宙も熱的な死の状態へ向
ｩっているのだろうか。しかし現実の宇宙には多様な構造が発

同　上 同　上

現している。両者の関係はどうなっているかを論じる。

これまでの章で述べたことは、現実の天体と宇宙の観測に基

12
宇宙探求の最前線
P

ついて構成されたものである。最近は電磁波のあらゆる波長に
墲ｽって、’ n上や宇宙空間から、大型装置や人工衛星を使って

同　上 同　上

観測が進められている。その様子を紹介する。

前章のと一緒にして、新しい光学赤外線観測のほかに、電波

13
宇宙探求の最前線

g

天文、紫外線観測、X線天文、ガンマ線、ニュートリノ、重力
gなどの観測を紹介する。それらと協調して進められる計算機

同　上 同　上

を使ったシミュレーション天文学も紹介する。

太陽系が、そして地球がどのようにして形成されたか、その

14 太陽系の起源
過程を追求する。これは、過程の一般性によって、太陽系以外
ﾌ惑星系の可能性を論じるものであるが、同時に、地球の進

同　上 同　上

化・変遷に初期条件を与えるものである。

15
天体と宇宙の理論

ﾌ系

　まとめとして、天体や宇宙を研究する理論とその構成、その
ﾁ徴、その意義、他の学問分野との関係などについて考察す
驕B

同　上 同　上
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＝： F宙像の変遷と人間（’00）＝（TV）

〔主任講師　金子 務（帝京平成大学教授）〕

全体のねらい
　古代から現代に至るまで宇宙の姿を人々がどう捉えどう想像しどう観測してきたかを考えていく。とりわけ人間の逞
しい想像力と鍛えぬいた推理力が、天上界と地上界をどうつないで宇宙像を確立してきたを洋の東西にわたり見てい
く。日本の場合もつねに念頭にいれて、なるべく現地の史跡等の映像を駆使して検討する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1
落下文明と古代の

ｯ座

　人間が天上から落ちたというイメージは東西に共通する。地に姦く人間が上昇へという反重力の技術を開発し、天空への思慕と想像力から、数々の神話や星座を思い描いてきた。混沌・

｡雑な宇宙の事物に秩序を与える試みである。

金　子　務
i帝京平成

蜉w教授）

金　子　務
i帝京平成

蜉w教授）

自然や宇宙のリズムや周期を捉え、その規則性と特異性を見

2
時間計測と暦法の
竭

つけて自然環境を予想し、自分の立つ世界を確認するために暦
ｪ発明される。東西における古来からの暦と天地にまたがる時 同　上 同　上

刻法を調べ、時間認識と文明の高まりを見る

この地球や太陽を知るには、まず正確な空間認識と測量技術

3
空間認識と地図の

ｭ展
が必要になる。星図と対応して地上の航海図が大航海時代の展
Jには不可欠であった。地図を得るのに、天地にわたる緯度と 同　上 同　上

経度の決定や投影術の技法が追求工夫された。

火星等の惑星運動の不規則現象を神の図形の円運動からどう

4 プラトンの問い
u現象を救え」

説明するか、このプラトンの問いから数学的天文モデルが生ま
黷驕B幾何学的なプラトン宇宙創生論や二二・周二二理論は、 同　上 同　上

古代人による神々への回答と挑戦でもあった。

アリストテレス自然学とキリスト教神学に結びついたプトレ

5
二重コスモス像の

｢界
マイオス宇宙モデルは、月を第一天とする天上界と地球を含む
脂ｺ界からなる。ダンテのr新曲』にもある像だ。マクロ・ミ 同　上 同　上

クロ両コスモスや錬金術の問題も考えていく。

『天球の回転』（1543）がもたらした意義とその受容を見なが

6
コペルニクス革命
ﾍ革命か

ら、科学革命の意味と科学理論の優劣を考える。なぜ目視観測の第一人者テイコが別の天文体系を立てたのかを検討する。南

同　上 同　上

蛮文化以来の日本の宇宙間の形成も考える。

振り子等から落下運動法則を確定したガリレオは、自作の望

7
ガリレオの望遠鏡
ﾆ宗教裁判

遠鏡を天上界に向け、木星の4衛星・金星の相変化・太陽黒点
ﾆ自転等を発見する。r天文対話』から生じた真理をめぐるガ 同上 同上
リレオ裁判の意味と観測手段の革新性を問う。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

楕円軌道の発見等のケプラー3法則の成立を見てから、その
ケプラーが聴いた 宇宙モデルにおける新プラトン主義の影響を考える。ケプラー 金子　　務 金子　　務

8
天上の音楽 はテイコのデータを駆使した理論家で新型望遠鏡も考案、宇宙

の調和を天上の音楽と捉えた神秘家でもある。

反射望遠鏡で注目のニュートンは光学実験と並行して万有引

9
ニュートンの
潟塔Sと引力

力に想到する。リンゴの落下体験の意味を考えてから運動の3
@則の成立を調べ、重力をめぐるフックとの先取権問題、錬金

同　上 同　上

術趣向と神学への傾倒など意外な側面を見る。

この世界以外に別世界があるか否か、古代ギリシャの原子論

10
無限複数世界論

ﾌ勝利

はそれを肯定し、アリストテレスは否定した。18世紀にかけて
F宙は無限で複数世界あるとの見解がブルーノ、フォントネル

同　上 同　上

らの支持で確立する。宇宙人論議が展開する。

19世紀半ばに登場した熱力学は宇宙の熱機関モデルとその一

11
宇宙の熱死を
ｦすか「時の矢」

方向への変化を示唆した。物理学に進化論がドッキングする始
ﾜり。エネルギーとエントロピー概念の意義を見ながら、人々

同　上 同　上

を震わせた太陽や宇宙の熱死の恐怖を考える。

世紀末の混沌の中から、20世紀になって光をめぐって相対性

12
光の宇宙と
Aインシュタイン

理論と量子力学が誕生する。非ユークリッド幾何学と結びつい
ｽアインシュタインの自由力理論がもたらす解釈論議が、宇宙

同　上 同　上

は静的か動的かといった根本課題に迫うていく。

パロマー山の巨大な光学望遠鏡を駆使したハッブルはつい

13
ハッブルの

繿ﾞする宇宙

に、遠方の銀河が遠ざかることから、宇宙が膨張しつつあるか
ﾆを発見する。膨張宇宙論の誕生である。オルパース問題を解

同　上 同　上

決しそれを支持した無研究者と傍証データを見る。

第二次大戦後に登場した宇宙ロケットと電波は望遠鏡は、宇

14
宇宙探査と

dT問題

宙の直接i探査を飛躍的に高めた。アポロ計画の有人月着陸・ボ
Cジャーの太陽系探査等からは、ETの存在を示すものはまだ

同　上 同　上

見つかっていない。ETの探査問題を検討する。

量子論を基礎にした量子宇宙論の登場で、宇宙の創世と進化

15
ピックバン後の

ﾅ新宇宙論

が論じられるようになった。ブラックホールからホーキング宇
?Aインフレーション理論に至る現代宇宙論の科学的思想的諸

同　上 同　上

問題を、研究者等の素顔もあわせて見ていく。
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＝英 曇五
口口 IC96）＝（R）

（圭頭灘二心季綴獣鋤難1〕

全体のねらい
　日本語と英語の比較に基づいて英語の難しさを考える。
　英語の基礎的な文法を復習し、さらに効果的な学習方法を探る。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

なぜ英語は難しいのかについて考える。この科目の概要 平賀正子 平賀正子
を述べ、学習の仕方を説明する。 （放送大学 （放送大学

1 は　じ　め　に 助教授） 助教授）

藤井洋子 藤井洋子
（放送大学 （放送大学

助教授） 助教授）

英語の発音、アクセント、リズムなどについて、どこが
日本人にとって難しいのか、日本語の音の仕組みとも比較

2 英語の音声 しながら説明を加える。 同　上 同　上

基本的な英語の文法について復習する。文型、文の要素、
品詞などについて、日英語の比較を通して考える。

3 英文法の復習 同　上 同　上

英語の動詞の種類、動詞に関係する時制、態などについ
て再検討する。

4 重要な品詞 同　上 同　上
（1）一動詞

英語の名詞と形容詞を再検討する。

重要な品詞
5 （2）一名詞、 同　上 同　上

形容詞および副

いくつかの標準的な語彙の活用を中心に、語彙力の付け
方を検討する。

6 語　　　　　彙 同　上 同　上

日本語と英語の文の構造の違いを、　「省略」という点か
ら探る。日本語ではどのように省略がおこり、それがなぜ

7 日本語から
ﾝた英語（1）．

英語を学ぶときの難しさにつながるのかについて説明する。 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本語と英語の文や表現の構造の違いを「曖昧さ」とい
う点から探る。日本語に曖昧な表現が多いといわれている 平賀正子 平賀正子

8 日本語から が、それが英語を学ぶとき、どのような影響を与えるのか 藤井洋子 藤井洋子
見た英語（2） についてのべる。

英語によくおこる無生物主語（擬人法）などの文法的な

日本語にない 特徴を再検討する。
9 英語の特徴 同　上 ・同　上

（1）一擬人法
的表現

英語らしい語法を形作るitやoneを中心に文の構文的な

日本語にない 特徴を再検討する。
10 英語の特徴 同　上 同　上

（2）一ltや
oneを中心に

なぜ文は長くなるか検討し、難しい長文を易しく理解で
きるようにする。

11 難しい英文 同　上 同　上

（1）一長文

省略はなぜおこるのかについて説明し、省略のある英文
になじめるようにする。

12 難しい英文 同　上 同　上

（2）一省略文

英語にみられる英語や丁寧表現の特徴について説明し、
理解を深める。

13 難しい英文 同　上 同　上

（3）一丁高文

日常的な物事を英語でどのように表現するのか、知って
いそうで知らない英語の表現を、文化的なことを含めて説

14 英語の常識 明する。 同　上 同　上

この科目で学んだことの総復習をし、知識を知識のまま
終らせることなく、実際の英語の経験のなかで役立たせる

15 ま　　と　　め にはどのようにしたらよいかについて、今後の学習の方向 同　上 同　上

を示す。
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＝英語1（’98）＝（R）

〔主任講師：霜崎　實（慶鷹義塾大学教授）〕

全体のねらい
　さまざまな現代的なテーマを扱いながら、英語コミュニケーション能力の基礎を習得することを目的とす
る。毎回テーマを導入する英文を読み、語彙・表現・背景的知識を確認する。次に関連テーマについての対
話文を通じ、口頭でのコミュニケーションにおいて語彙や表現を活用する方法を学ぶ。さらに、様々な機能
表現を学ぶことによって、表現の幅を広げていきたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 Computer　and

@　　Society

　インターネットの普及にともなって、現代社会は急速にコンピュータ依存社会になりつつある。第1回目の今回は、コンピュータと私たちの生活との関わりをテーマとして取

闖繧ｰる。

三崎　　實
i慶鷹義塾

蜉w教授）

三崎　　實
i慶鷹義塾

蜉w教授）

2 Recycling

　私たちの生活はゴミと切り離すことができない。近年では使い捨て文化の蔓延でゴミが激増し、処理が追い付かない状況になっている。そこで、資源の再利用がますます重

vとなる。今回のテーマはリサイクル。
同　上 同　上

3 Wind　Energy

　毎日の生活に電気は必要不可欠である。しかし、水力発電用のダムは自然の生態を破壊する可能性があり、原子力発電には安全上の問題がある。今回のテーマは環境にやさしいとされる風力発電。

同　上 同　上

4 The　Ozone

@　　Layer

　物質文明の進展にともない私たちの生活は豊かになったが、地球環境はますます悪化しているとされる。今回は、私たちの日常生活で使われている化学物質によるオゾン層の破壊をテーマとして取り上げる。

同　上 同　上

5 Diet

　健康は私たちの最大の関心事である。しかし、現代人はストレス・過食症・拒食症・肥満・アレルギー症など、さまざまな問題を抱えている。そこで今回は、健康とダイエ

bトをテーマとして取り上げる。
同　上 同　上

6 Drinking

　最近日本でのワインの消費量が増えているという。確かに、私たちのまわりにもワイン党の人が増えているが、一

福ﾅはビールや日本酒にこだわる向きも相変わらず多い。
｡回のテーマは飲酒。

同　上 同　上

7 Review（1）

　今回は、第1回から第6回までの復習を中心に行う。具体的にはくこれまでに扱った語彙および慣用表現を再確認するのと同時に、重要な機能表現を含む対話文を新たに紐

薰ｷる。
同　上 同　上

一145一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

最近ではようやく煙草を吸わない人への配慮が定着しつ
っある。レストランでも禁煙席を設けているところが増え

8 Smoking ているし、公共の交通機関でも禁煙が当然となりつつある。 三崎　　實 三崎　　實
今回のテーマは喫煙を取り上げる。

携帯電話は便利ではあるが、問題点も少なくない。自動
車運転中の使用は交通事故の危険をともなうし、電車やレ

9 Cellular ストランの中での使用は他人の迷惑にもなる。今回のテー 同　上 同　上

Phones マは携帯電話。

コンピュータにより必要な情報を短時間で検索し利用す
ることが可能になった。しかし、長時間にわたるキーボー

10 Computer　and ドの使用は健康被害をもたらすという。今回は、コンピュ 同　上 同　上

Health 一二と健康がテーマである。

近年女性の社会；進出が目覚ましいが、まだ男女間の待遇
格差は依然として残っている。フェミニズム運動の盛んな

11 Working　Women アメリカにおいても事情は同じらしい。今回は働く女性の 同　上 同　上

問題がテーマである。

ワーカホリックと呼ばれたのは一昔前のことで、私たち
日本人も休暇を楽しむ余裕が持てるようになった。しかし、

12 Work　and 休暇をとれる期間は国によって事情が異なるようである。 同　上 同　上

Leisure 今回のテーマは仕事と休暇。

急激に「車社会」へと変貌した最近の日本では一家に2
台の車を持つ家も珍しくはない。確かに生活は便利にはな

13 Automobile つたが、交通渋滞や交通事故の問題は深刻である。今回は 同　上 同　上

Society 車社会をテーマとして取り上げる。

宇宙は神秘的であるがゆえに、魅力的であるこしかし、
最近では惑星探査ロケットが送ってくる情報によって、少

14 Space しずつではあるが神秘のベールが剥がされつつある。今回 同　上 同　上

のテーマは、宇宙。

今回は、第8回から第14回までの復習を中心に行う。具
体的には、これまでに扱った語彙および慣用表現を再確認

15 Review　（2） するのと同時に、重要な機能表現を含む対話文を新たに紹 同　上 同　上
介する。
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＝英語 皿C97） （TV）

〔曇勝臨：辮痒季綴突鞘継〕

全体のねらい
　　標準的な速さの英語を聴いて理解する力を養成するとともに、語彙、文法、コミュニケーションの学習を通
して、英語の総合力をつけることを目的とする。テレビドラマ2本を教材として用いる。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

Snapshots：
@　We’re　In

shis　Together
@　　　　　　　　　　（1）

　The　Collino　family，　John，　Mary，　their　children，

iennifer　and　Mark，　and　John’s　mother，　Frances，

窒?唐垂盾獅п@to　sudden　announcelnent　that　John’s　employer

奄刀@moving　to　another　town．　The　fa醗ily　has　to　face　a

高≠鰍盾秩@decision　about　whether　or　not　to　move　with

狽??@company　from　Pennsylvania　to　Florida．

　　　　　　　平賀正子
p　　（放送大学助教授）　　　　　　　藤井　　　　　　　　　　　　祥子、　　（放送大学助教授）

@　　Victoria　Muehleisen
@　　（早稲田大学客員教授）

@　　　　　Jero田e　Youngi
慶
応
義
塾
大
学
非
常
勤
講
師
）
1

2 〃　　　（2）

　　Mary　and　Jennifer　have　strong　reasons　for　staying
奄氏@the　community．　　Mary’s　recent　promotion　makes　it

р奄??奄モ浮撃煤@for　her　to　decide；　but，　she　knows　that　she

モ≠獅獅盾煤@supPort　the　family　on　her　salary　no　matter

?盾浴@much　the　promotion　網田eans　to　her．

同　上 同　上

3 〃　　　（3＞

　Jennifer　resists　moving　because　she　does　not　want
狽潤@leave　her　school　in　her　senior　year．　Mark，　on

狽??@other　hand，　iS　Positive　about　組oving． 同　上 同　上

4 〃　　　（4）

　　There　is　conflict　and　disagreement　concerning　the
垂盾唐唐奄b奄撃奄狽凵@of　a　move，　but　each　fa搬ily　member　is

≠b撃?@to　express　his　or　her　concerns　before　a

モ盾高垂窒盾高奄唐?@plan　is　eventually　worked　out。

同　上 同　上

5 〃　　　（5）

　　The　family　celebrate　their　tentative　solutions　and
b?№奄氏@to　look　ahead　to　their　new　lives。　　This　drama

唐?盾翌刀@how　good　communication　skills　can　result　in

モ撃盾唐?@family　relationships．

同　上 同　上

6 The　Gift　of

`mazing　Grace
@　　　　　　　　　　（1）

　‘‘The　Gift　of　Amazing　Grace　”　is　the　story　of　a

モ撃盾唐?|knit　urban　family　on　the　verge　of　making　it

b奄〟@as　a　gospel　singing　group．　　The　family，　known

垂窒盾??唐唐奄盾獅≠撃撃凵@as　the　Wheeler　Singers．　has　been

唐?撃?モ狽?п@to　apPear　on　the　TV　talent　show　‘‘Future

eaces．”

同　上 同　上

7 〃　　　（2）

　　As　the　first　gospel　group　ever　to　apPear　on
@‘‘Future　Faces　　”　the　Wheeler　Singers　are　a　姫uge

?奄煤B　　Everybody　in　the　family　is　excited　about　it

??モ?垂煤@for　Grace，　a　young　teenager，　who　has　no

ringing　talent．

同上 同上
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回・ テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 The　Gift　of

`mazing　Grace
@　　　　　　　　　　（3）

　Although　Grace　secretly　wants　to　leave　the　family，

唐??@loses　her　nerve　to　say　it　when　she　figures　out

狽?≠煤@Aunt　Faith　still　agonizes　over　her　daughter’s

??狽窒≠獅№?高?獅煤@fro鵬　the　family。　In　the　meantime，

rilvert6ne　Records　is　eager　to　produce　a　record　by
狽??@Wheeler　Singers。

平賀正子
｡井洋子
uictoria
luehleisen
ierome
@　　　Young

平賀正子
｡井洋子
uictoria
luehleisen
ierome
@　　　Young

9 〃　　　（4）

　　Silvertone　offers　to　produce　a　record，　but　on　one

モ盾獅р奄狽奄盾氏D　　The　record　must　include　rock　and　poP

高浮唐奄メC　sung　in　their　style。　　The　family　members　have、

高奄??п@feelings　about　this．

同　上 同　上

10 〃　　　（5）

　　Grace　worries　about　ruining　the　family’s　career。

nne　day，　she　has　to　sing　alone　at　the　recording

唐狽浮р奄潤D　　Although　she　tries　to　do　her　best，　she　ends

浮吹@running　away　in　shame．

同　上 同　上

11 〃　　　（6）

　　Grace　decides　to　leave　the　fa田ily　and　to　live　with

??秩@cousin　Subaya，　who　has　a　separate　life　from　the

vheelerS．　　However，　down　deep　both　Grace　and　Subaya

高奄唐刀@the　family。

同　上 同　上

12 〃　　　（7）

　　The　Wheeler　Singers　are　worried　that　they　may　lose
@the　‘‘Future　Faces”　championship　since　they　haven’t

?盾浮獅п@a　pop　song　to　sing　on　the　next　show． 同　上 同　上

13 〃　　　（8）

　　Both　麗orris，　Grace’s　father，　and　Aunt　Faith，

rubaya’s　mother　are　heartbroken　that　their　daughters
?≠魔?@left、　them． 同　上 同　上

14 〃　　　（9）

　　Subaya　has　found　that　Grace　has　a　talent　for

高浮唐奄モ≠戟@composition．　　Subaya　and　Grace　take　her　new

唐盾獅〟@to　the　Wheeler　Singers　at　the　studio，　where’

狽??凵@are　reunited　with　the　family　to　sing　and　win

狽??@championship。

同　上 同　上

15 〃　　　（10）

　　This　entertaining　drama　underscores　the　rleed　for

垂?盾垂撃?@of　all　ages　to　grow　and　develop　as

奄獅р奄魔奄р浮≠撃刀@as　well　as　family　me鵬bers。 同　上 同　上
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＝・ p語IV（’99）＝（TV）

〔錐難 鴉ム擢牒綴副直

全体のねらい

　英語圏文化の原型としてのイギリスも、ボーダーレス化したといわれる現代においては、相対的個別の一つに過ぎな
いかもしれないが、イギリスの文化と社会のなかに普遍的価値を見つけ出すことを目指し、同時に日本との比較も視野
におさめた英語学習。15章（回）からなる印刷教材、放送教材は、教育、コミュニティ、仕事の三分野に大別。各章は
それぞれのテーマを紹介する短いテクスト、現地取材のインタヴュー、さまざまの語学的演習、テーマに沿った短い文
学テクストなどから成り立つ。特に読解と聞き取りに力点がおかれる。題して’Voices　from　Britain’。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

山内久明 山内久明

1 First　School

　On　the　early　years　of　co！npulsory　education　at　primary
唐モ?盾盾戟@from　age　five　to　eight，　　focusing　on　the　child－

モ?獅狽窒?п@education　movement．

（日本女子
蜉w教授）
Oレアム・ロー

i早稲田大

（日本女子
蜉w教授）
Oレアム・ロー

i早稲田大
学教授） 学教授）

On　the　final　years　of　secondary　education　from　age
2 Sixth　Form sixteen　to　eighteen，　focusing　on　the　issues　of　early 同　上 同　上

specialisation　and　freedom　of　choice．

3
Ancient
tniversity

On　the　historical　development　and　modern　functions　of

nxford　and　Cambridge　Universities，　focusing　on　the

bOIIegiate　SyStem
同　上 同　上

On　the　foundation　and　function　of　newer　universities
4 New　University founded　since　the　nineteenth　century，　with　a　particular 同　上 同　上

focus　on　the　post－war　campus　university．

5
Open
tniversity

On　the　creation　and　development　of　Britain’s　own”　University　of　the　Air”　，　focusing　on　its　contribution

狽潤@the　expansion　of　adult　and　continuing　education．
同　上 同　上

On　the　developlnent　and　structure　of　residential
6 House housing，　focusing　both　on　both　socio－economic　and 同　上 同　上

cultural　aspects．

On　the　physical　and　psychological　functions　of　the
7 Garden modern　domestic　garden，　emphasising　its　continuities　with 同上 同上

the　formal　public　garden．
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名・）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 In　the　Country

　　On　the　economic　and　cultural　function　of　the

モ盾浮獅狽窒凾唐奄р?@重n　the　past　and　today，　focusing　on　its

奄獅狽?窒р?垂?獅р?獅モ?@with　the　grow重ng　urbanised　areas．

山内久明

Oレアム・ロー

@　　　　　　　　．、

山内久明

@、Oレアム・ロー

9 In　theCity

　　On　the　process　of　urbanisation，　focusing　on　the

垂窒?唐?獅モ?@of　the　past　in　the　modern　city，　traditions　of
同　上 同上

10
In　the

@　Metropolis

　On　life　in　London　in　the　past　and　today，　focusing　on

狽??@same　three　themes　as　in　Uni．t　g　above．
同　上 同　上

11
Working　from

gome

　　On　the　increase　in　self－employment　and　the　role　of　the

?盾高?@as　a　place　of　work，　focusing　on　the　situatlon　of

翌窒奄狽?窒刀@and　artists．

同　上 同　上

12 Teacher
　On　the　role　of　teacher　in　education　and　scholarship，

?盾モ浮唐奄獅〟@on　career　structure　alld　socioeconomic　status．
同　上 同　上

13 Doctor

　　On　the　role　of　the　physician　within　the　National　Health

rervice，　focusing　on　the　General　practictioner　and　the

kocal　Health　Centre．

同　上 同　上

14 Architect

　　On　the　role　of　the　architect　and　town　planner　in　the

垂≠唐煤@and　t，oday，　focusing　on　the　relations　between　public

≠獅п@private　initiatives．

同　上 同　上

15
British　Voices
盾氏@Japan

　　On　interest　in　and　studies　on　Japanese　culture　and

唐盾モ奄?狽凵@in　Britain　today，　focusing　on　the　views　of

唐?魔?窒≠戟@eminent　British　Japanologists。

同　上 同　上
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＝英 三五
口口 VC97）＝＝（R）

〔圭騰臨講良徽窯鳶㌔繋1〕

全体のねらい
　第二次大戦後のアメリカを代表する戯曲から、5作品を抜粋して読みます。俗語を含む多様な口語表現に
慣れ、台詞とト書きしかない戯曲の行間を読みとる力を養うことが語学的な目標です。その一方、演劇とい
うメディアにからめとられた、戦後アメリカの精神史的変遷を知ることも学習の目的になるでしょう。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

Arthur　Miller作のrDeath　of　a　Salesman」（1949）を3 佐藤良明 内野　　儀
回にわったて読みます。1回目は幕開き直後、主人公のセ （東京大学 （東京大学

1 rセールスマン 一ルスマン、Willy　Lomanが過去の幻想にひたる場面を取 教授） 助教授）
の死避　　　（1） り上げます。さらに、物語全体の枠組みを解説しっっ、戯 河合祥一郎 河合祥一郎

曲の読み方の基礎を学びます。 （東京大学 （東京大学
助教授） 助教授）

2回目は、第1幕の幕切れ近く、生きがいを失って自殺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F�lえるWillyをめぐる、妻Lindaと2人の息子Biffと

2 rセールスマン Happyの場面を取り上げます。この作品の主要テーマであ 同　上 河合祥一郎
の死』　　　（2） る家族と資本主義、個人と社会といった問題を取り上げ、

解説を加えます。

3回目は、全体の幕切れ近く、WillyとBiffの最後の対
決の場面を取り上げます。もう一度作品全体の流れを把握

3 rセールスマン するようつとめ、さらに、この作品のテーマとより広い意 同　上 同　上
の死』　　　（3） 味での戦後アメリカ社会の問題との関係を、さまざまなレ

ベルで考察します。

Tennessee　Williamns作のrA　Streetcar　Named　Desire」

（1947）を3回にわたって読みます。1回目は、作品の概説
4 r欲望という名 をまじえ、第1場で主人公のBlanche　Deboisがニューオ 同　上 同　上

の電車£　　（1＞ リンズの妹Stellaの家を訪ねてくる場面の、久々に再会
した姉妹の会話を取り上げます。

2回目は、第6場。Stellaの家に居すわることになった
Blanche。心身ともに疲れた彼女の前に、救いをもたらす

5 r欲望という名 かもしれないMitchという未婚の男が現れます。ここでは 同　上 同　上
の電動　　　（2） 遊園地でデートをした後、深夜帰宅した2人の会話を取り

上げます。

3回目は、第10場。この作品のもう一人の主人公、Stella
の夫Stanley　KowalskiとBlancheの幕切れ近くの対決の場

6 r欲望という名 面を取り上げます。作者Williamの劇作家としての特長や、 同　上 同　上
の電車』　　（3） 要望、女性、暴力、アメリカ南部といった、この作品の

テーマについても解説します。

Sam　Shepard作のrFool　for　Love　j（1983）を3回にわた

って読みます。1回目は、幕開き直後の2人の主人公Edd 佐藤良明
7 rフール・フオ ieと融yの再会の場面を取り上げます。作品の概説を行な 内野　　儀

ア・ラヴ灘　（1） いにかなり特色あるShepardの劇作法についても解説，し、 内野　儀 （東京大学

こうした戯曲の読み方に慣れることを目指します。 （東京大学 助教授）

助教授）
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回
　
テ
　
　
一
　
マ
、 内　　　　　　　　　　　　容

執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 rフール・フォ
A・ラヴ』　（2）

　2回目は、作品の半ば近く、復縁を迫るEddieが怒って
oていき、舞台上に2人の幻想として存在するThe　Old
lanがMayを慰めるために、過去の回想を行なう場面を取
闖繧ｰます。1回目から引きつづき、Shepard劇の登場人
ｨや場面構成の特色について概説します。

佐藤良明

燒?@　儀
内野　　儀

9 rフール・フォ
A・ラヴ避　③

　3回目は、作品の幕切れ近く、EddieとMayが、　The
nld　Manをめぐる2人の決定的な過去を、それぞれまった
ｭ異なる物語として語る場面を取り上げます。作品のテー
}は何かを考え、更に幻想、物語性、神話といった現代的
ﾈ問題がこの劇とどうかかわるかを考察します。

同　上 同　上

10 rオレアナ澱（1＞

　David　Mamet作の「Oleanna」　（1992）を3回にわたっ
ﾄ読みます。1回目は、第1幕の幕開き近く、大学教授
iohnの部屋にやってきたJohnと「女子」大生Carolの会話
舶ｪを取り上げます。沈黙と間が支配するMamet独特の台
潔�ﾉ慣れることを目指します。

同　上 同　上

11 『オレアナ£（2）

　2回目は、第2幕、　「セクハラ」で大学当局に訴えられ
ｽJohnがCarolを説得しようとする場面を取り上げます。
ｱこでは特に、2人の会話中にみてとれる第1幕での2人
ﾌ関係の逆転に注目し、言語と権力という問題を考察しま
ｷ。

同　上 同　上

12 『オレアナ過（3）

　3回目は、第3幕終盤の、JohnとCaro1の最後の対決の
齧ﾊを取り上げます。　「セクハラ」で裁判所にまで訴えら
黷ﾄ窮地に追い込まれたJohnとフェミニスト団体のバック
Aップを受け勝利を確信するCarol。さらに、この作品が
ｯ時代的に持つ意味について概説します。

同　上 同　上

13

rエンジェルズ
Eイン・アメリ
J函　　　　α）

　Tony　Kushner作のrAngels　in　America」第1部（1992
j、第2部（1993）を3回にわたって読みます。1回目は
?iの概要を解説し、第1部第1幕の第4場で、この劇の
蜷l公PriorがゲイのパートナーLouisに、　HIVウイルス
ﾉ感染したことを告げる場面を取り上げます。

同　上 同　上

14

rエンジェルズ
Eイン・アメリ
J丑　　　　（2）

　2回目は、第1部第3幕の2場で、Louisが友達で元ド
宴bグ・クイーンのBelizeに、　Priorを見捨てた罪悪感を
ﾜったくちがう話としていいわけがましく語る場面を取り
繧ｰます。80年代アメリカで何が問題になっていたかが鮮
ｾに伝わる場面。

同　上 同　上

15

rエンジェルズ
Eイン・アメリ
J£　　　　（3）

　3回目は、第2部第2幕の2場、予言者に選ばれたPrior
ﾌもとに天使が降臨する場面を取り上げます。ハルマゲド
刀Aイデオロギーの終焉、ゲイ・パワーの台頭とアメリカ
ﾛ守主義の復権といった同時代的問題をKushnerがどうこ
ﾌ作品に取り込んでいるかを概説します。

同　上 内野　　儀
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＝英語VI（’99）＝（R）

〔主任講師 池上嘉彦（昭和島子大学教授）〕

全体のねらい
　私たちの日常生活の中で大きな役割を果たしている意味のやりとり一これを捉え理解するために、どのような概念
や方法が用いられるのか、英語を中心に、そして日本語の場合との対照をも含めつつ、具体的な例に多く言及しながら
考えてみたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1

日常の言語生活の

?ﾅのことばの
ﾓ味

　日常の言語生活の中で、私たちは意味に関わる多種多様の経
ｱをしている。どのような出来事にどのような意味の問題が関
墲ﾁているのか、導入として、以後の授業で取りあげる問題の
ｽ様性を確認する。

池上嘉彦
i昭和女子

蜉w教授）

池上嘉彦
i昭和女子

蜉w教授）

ことばのく意味〉ということで、私たちはどのようなことを諒

2 ことばの意味
解しているのであろうか。私たちはことばで、あるものを〈指す
rとか、あることを〈表わす〉とか言う。このような場合、〈意味〉

同　上 同　上

はどう関わっているのか。〈意味〉の意味を考えてみる。

3
ことばの意味と辞書

@　　（1）
同　上 同　上

私たちはことばのく意味〉を調べるために辞書を見る。しか
し、辞書に記載の〈意味〉が不十分という経験をよくする。辞書
に記されている〈意味〉とは何なのか、またそれとどうっき合え
ばよいのか一この点を改めて考え直してみる。

4
ことばの意味と辞書

@　　（2）
同　上 同　上

語彙の中の
5 意　味　関　係 同　上 同　上

（1）

語の〈意味〉には似ているもの、似ていないもの、関係あるも
の、関係ないもの、さまざまな場合がある。語と語の〈意味〉の
間にはどのような型の関係が想定できるのであろうか。

語彙の中の
6 意　味　関　係 同　上 同　上

（2）

文法は一応身につけたはずなのに何かが旨く行かない一こ
ういう経験をするのは、適切な言語運用は文法だけで決まるも

7 文法と意味（1） のではないからである。文法からもれるきめの細かい意味の問 同上 同上
題、そして文法それ自体に深く浸透している意味の問題一文
法と意味のインターフェイスを考える。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8 文法と意味（2） 前頁のつづき 池上嘉彦 池上嘉彦

9 意味とコンテク
Xト　　（1）

同　上 同　上

現実の言語運用は、具体的な場面で具体的な思惑を持つ話し
手、聞き手の間で行われる。そこではそれらの要因との関係
で、ことばの意味はさまざまに変容され、駆け引きの対象にす
らなる。そのようなレベルでの意味の問題を考える枠組を取り
あげる。

10 意味とコンテク
Xト　　（2）

同　上 同　上

11 意味の変化（1） 同　上 同　上

ことばが時と共に変化するということは古い資料を見ればすぐ
分かるし、現代でも進行中の変化を経験することがある。ことば
の意味も例外ではない。一見ばらばらに見える変化にも、実はか
なりの決まった方向性が認められるものである。

12 意味の変化（2） 同　上 同　上

13
意味の普遍性と相
ﾎ性　　（1）

同　上 同　上

違った言語で語の意味を較べてみると、似ているもの、似てい
ないもの、そして一見似ていながら微妙にずれているものがあ
る。対応の仕方は出鱈目のようであるが、実はここでも意外と共
通の制約の働いていることが知られている。

14
意味の普遍性と相
ﾎ性　　（2）

同　上 同　上

自明のことなのだが、文学が〈言語〉の芸術であるということ
は忘れられがちである。同じようにことばを素材としていて

15 意味と文学 も、何があるものを〈文学〉にし、あるものをさせないのであろ 同　　上 同　　上

うか。ことばを通しての芸術的創造性ということを考えてみ
る。
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＝英
≡…五

ロロ V猛C97）＝（R）

〔圭騰臨論点犠妻諮学㌔簾1〕

全体のねらい
　1950年代から90年代まで、アメリカの社会と文化はどのように移り変わってきただろうか。小説作品と
エッセイを行き来しながら（時々ポピュラー・ソングも挾んで）それぞれの時代の雰囲気を感じとっていく、
ちょっとおしゃれなレッスンである。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名

1 50年代（1）

　John　Cheever“The　Enormous　Radio”より。　「豊かな社

?vを実現したアメリカの高層アパートに暮らす夫婦の心
揩ﾌ綾を描き出す、短編の名手による秀作。

柴田元幸
i東京大学

赴ｳ授）

柴田元幸
i東京大学

赴ｳ授）

2 50年代（2）

　かつてフォークソング集会は、抑圧的な社会への異議申
ｵ立ての意味を担っていた。　“We　Shall　Overcome”の歌

�S米に広めたフォークシンガー、Pete　Seegerの回想文
�ﾇむ。

佐藤良明
i東京大学

ｳ授）

佐藤良明
i東京大学

ｳ授）

3 50年代（3）

　白人中産階級が繁栄を謳歌する一方で、黒人・ユダヤ系
ﾈど少数派が文学を通して「声」を持ちはじめた。ユダヤ
nの代表的作家Bemard　Malamudの叙情的な短編、”The
eirst　Seven　Years”を読む。

柴田元幸 柴田元幸

4 50年代（4）

　George　Toomerの青春メモワールBげorε1Forgεはり。
eキサスの少年が「黒人」の音楽にどうやって引き込まれ
ﾄいったかを、誇張したユーモラスな文体で綴る、文化史
Iにも情報豊富な一篇。

佐藤良明 佐藤良明

5 60年代（1）

　激動の時代の過激な黒人指導者Malcolm　Xの演説は、ど
�ﾈ点が新しく魅力的だったのだろうか。ケネディ暗殺と
ｯじ63年11月の講演“Message　to　the　Grass　rocts”を聞
ｫながら彼のスタイルとメッセージについて考えよう。

同　上 同　上

6 60年代（2）

　Thomas　Pynchon，％e（】rヅπg　q〆ム。ε49の一節。60年代

ﾉ登場した新しい世代の作家の中で最大の評価を得ること
ﾉなったピンチョンの、重厚なイメージ世界に挑戦する。 柴田元幸 柴田元幸

7 60年代（3）

　ロック評論家Greil撫rcusがウッドストックのコンサー
gを体験したすぐあとで、Rolling　Stone誌に寄せたルポ。
�ｮする文章の中に、時代が大きく動いていることの興奮
ｪ焼き付いている。

佐藤良明 佐藤良明
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 70年代（1）

　70年代の到来とともに、アコースティックなサウンドで
?Iな世界を歌うシンガーニソングライターが人気を博し
ｽ。James　Taylor，　Carole　KingJackson　Browne等につい
ﾄ、歌詞の英語に触れながら、講師二人が対話する。

佐藤良明

ﾄ田元幸

佐藤良明

ﾄ田元幸

9 70年代（2）

　幼いころから山野を歩き、禅を修め、インディアンの心
ﾌ世界を自分のものにしてきたGary　Snyder。彼なら、西
m物質文明を批判する資格は十分ある。ピューリッツァ賞
ﾉ輝いた詩集丁μrεZe　lsZαηd所収の講演“Wilderness”を

ﾇんで「エコロジー」の一歩奥を考えよう。

佐藤良明 佐藤良明

10 70年代（3）

　Jayne　Anne　Phillips，“Rayme”より。作者は「熱い」
U0年代から「冷たい」70年代にかけて青春時代を過ごした
｢代の女性。時代の空気が冷えていき、心が「解放」から
u癒し」へと向かう流れを、あざやかにすくいとっている。

柴田元幸 柴田元幸

11 70年代（4）

　70年代なかば以降、選びぬかれた素朴な言葉を使って、
ｬさな町に住む名もない人々の生活の一断面を切り取った
G作が多く書かれるようになる。そうした流れの代表的作
ﾆRaymond　Carverの“The　Calm”を読む。

同　上 同　上

12 80年代（1）

　Carverや村上春樹のように、読者の心を吸い取って流れ
驍謔､な物語が浮上してきたことと、Brian　Enoらの「環
ｫ音楽」の登場とは同時平行的な現象のように思える。B
fMを論じたJoseph　Lanzaの快著EZθひαεor．M拐8εcの中から

sVシリーズ「ツイン・ピークス」の音楽を扱った部分を
ﾇんでみよう。

佐藤良明 佐藤良明

13 80年代（2）

　70年代に続いて静かで小さな物語が書かれる一方、世紀
ﾌ終わりが近づくにつれて、もうひとつの20世紀、もうひ
ﾆつの現代世界をまるごと夢見ようとする壮大なスケール
ﾌ作家も出てくる。その一人、Steve　Ericksonのデビュー
?cαッ8Be伽e飢翫α伽πsの一節を読む。

柴田元幸 柴田元幸

14 90年代（1）

　1950年代以降若者文化は基本的に「燥」の状：態にあった。

ｻ代は違う。可能性の閉ざされた世界に生きる内向的な
｢代のスポークスマンとして登場した、Douglas　Coupland
ﾌGεπer翻。πXの一章を読んで、過剰なメディアの中を生
ｫる心のありようを見つめてみたい。

佐藤良明 佐藤良明

15 90年代（2）

　すべての物語が語られてしまったように思える現代で
焉A　“agood　story”を求める気持ちは根強い。80年代に
o場した物語の名手による、　“agood　story”そのものを
eーマとした小品を読む。Paul　Auster，“Auggie　Wren’s
bhristmas　Story。”古風な語り口に支えられた現代的な透
ｾ感を味わうことで、この講座を締めくくりたい。

柴田元幸 柴田元幸
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＝ドイツ語IC98）＝（TV）

〔主任講師：新田春夫（武蔵野大学教授）〕

全体のねらい
　ドイツ語の文法の基礎を学びます。各課ごとに少しずつドイツ語の文法法則を学び、次にそれらを使った
基本表現を練習します。最後に、やさしいドイツ語で書かれたテクスト読み、それらが実際にどのような場
面で使われるかを見ます。また、テレビでは、　「ドイツ小劇場」でテクストの内容がドイツ人ゲストによっ
て演じられています。このようにして、ドイツの社会と文化を知る鍵としてのドイツ語文法を体系的に、か
つ、実際の運用の場との関連で学びます。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

この課と次の課では、ドイツ語の発音とその文字による
おん 表記を学びます。まず、アルファベットを学び、それらを 新田春夫 新田春夫

1 ドイツ語の音と 使って表される身近な略語の読み方を練習します。次いで、 （武蔵大学 （武蔵大学
文字　　　　（1） 母音の発音を学び、単語による練習をします。また、テレ 教授） 教授）

ビでは、ドイツ語の発音の耳慣らしに、ドイツのポップミ
ユージックを聴きます。

＼

ここでは、ドイツ語の子音の発音を学び、基本的な単語
おん による発音練習をします。また、似たような語を発音し分

2 ドイツ語の音と ける練習もします。これらの学習を通じて、音声言語と文 同　上 同　上
文字　　　　（2） 字言語との関係についても考えてみましょう。また、テレ

ビでは、前回聴いたドイツのポップミュージックの続きを
聴きます。

ドイツ語では動詞は1人称、2人称、3人組といった人称によっ
て変化します。これを人称変化といいます。これは主語と動詞

3 動詞の人称変化 の語尾によって表されます。ここではその仕組みについて学 同　上 同　上
（現在）　　（1） び、基本的な動詞について練習します。また、テレビでは今回

からドイツ人ゲストによる「ドイツ小劇場」が始まります。

　　　　　　　　　　すう
hイツ語の名詞には性、数、格の区別があります。ここでは

まず、性と格について学びます。性は語のグループ分けの為の
4 名詞の性と格 文法的な区別であり、自然性とは必ずしも一致しません。格 同　上 同　上

は、主語、目的語と言った、名詞が文中で果たす役割を表して
います。これらの区別は主に冠詞の変化によって表されます。

動詞の中には、現在人称変化する際に、語尾だけでなく、
一部の人称で、動詞の語幹の母音aがウムラウトをおこし

5 動詞の人称変化 たり、また、eがi［e］に変化するものがあります。これら 同　上 同　上
（現在）　　（2） はたいてい日常的によく使われる重要な動詞ですので、こ

れらについて練習をします。また、命令表現、要求表現に
ついても学びます。

6 名詞の薮

　　　　　　　　　　　　　　　すう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すう@名詞には性と格の区別の他に、数の区別があります。数には、単数と複数の区別がありますが、複数形の作り方には、英語と異なって、何種類かあります。ここではそれらのさまざまな複数形の作り方を学びます。また、日常生活に必須の、物の値段や時刻などの数量表現の練習もします。

同　上 同　上

代名詞も名詞の仲間です。従って、性、数、格の区別が

人称代名詞 あります。しかし、それらは語尾変化ではなく、語形その
7 疑問代名詞 ものが変化します。ここではそれらの語形変化と用法を学 同　上 同　上

指示代名詞 びます。また、疑問代名詞を使って、人にものを尋ねる表
現の練習もします。さらに、不規則動詞wissen　r知ってい
る」の人称変化も学びます。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

dieser，　jenerなどの語は定冠詞と同じ語尾変化をし、
mein，　deinなどの所有冠詞と否定冠詞keinは不定冠詞と同

8 冠　　詞　　類 じ語尾変化をします。これらは定冠詞、不定冠詞と同様に、 新田春夫 新田春夫
名詞の性、数、格を表示する機能を担っています。定冠詞、
不定冠詞やそれらと同じ変化をする語の存在はとりわけ名
詞の格表示の重要性を物語っています。

前置詞は名詞、代名詞などの前に置かれて、それらが表
す事物の位置・方向関係、時間関係、因果関係、手段など

9 前　　置　　詞 の意味を表します。ただ、どの場合にどの前置詞を使うか 同　上 同　上

は言語習慣的な部分も多く、なかなか難しいこともありま
す。ここでは主要な前置詞の使い方について学び、具体的
な場面での練習をします。

外国語の語順は必ずしも母語とは一致しないので、難し
いものの一つです。しかし、ドイツ語の語順は、不定詞句

10 語順、否定表現 で考えたときに、英語とは対称的で、むしろ日本語の語順 同　上 同　上

に近く、あとは、文になったときの定動詞の位置だけが問
題になります。ここではドイツ語の語順の基本原則につい
て考え、その関連で否定語の位置を学びます。

ドイツ語文法で分離動詞と呼ばれるものは動詞が副詞や名詞
など共に一つの新しい意味を持つようになった熟語表現です

11 分　離　動　詞 が、従来、単語として扱われて来ました。ここではそのような 同　上 同　上
分離動詞についてドイツ語の語順規則との関連で考えます。ま
た、分離動詞には日常的にかなり頻繁に使われる重要な動詞が
多く見られます。

他動詞の目的語が主語と同じ人称の代名詞である場合を
再帰表現と言います。これは全体として自動詞表現であり、

12 再　帰　表　現 喜怒哀楽、関心などの感情表現が多く見られます。自動詞 同　上 同　上

表現に他動詞を使うという発想も日本語には見られません
が、他動詞表現と比較しながら、一つの決まった表現とし
て覚えましょう。

自然現象、心理状況、生理状態など、主語を特定しがた
い場合は、esを主語とした表現を使います。これを非人称

13 非人称表現 表現と言います。このような、日本語とは発想が異なった 同　上 同　上

表現について練習します。また、テレビでは、今回から、
ドイツ歌曲を鑑賞します。今回はモーツァルトの「春への
あこがれ」を聴きます。

ドイツ語の形容詞は名詞の前に置かれると語尾変化をし
ます。それは冠詞と同様、名詞の性、数、・格を表示するた

14 形　容　詞　（1） めです。ただし、定冠詞や不定冠詞などとの組み合わせに 同　上 同　上

（付加語的用法） よって語尾変化のパターンが異なります。ここではその仕
組みを学びます。テレビで、今回鑑賞するドイツ歌曲はブ
ラームスの「子守歌」です。

話法の助動詞は本動詞が表す行為や出来事に関して、
主語の能力、義務、許可、禁止などを表したり（客観的用

15 話法の助動詞（1） 法）、推量、命令、伝聞などといった話者の主体的判断 同　上 同　上

を表します（主観的用法）。ここでは話法の助動詞の語
形変化と客観的用法を学びます。テレビでの今回のドイツ
歌曲はメンデルスゾーンの「歌の翼に」です。
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＝＝ hイツ語1（’98）＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：新田春夫（武蔵大学教授）〕
全体のねらい
　ドイツ語1に引き続き、文法の基礎を固めます。さらに、ドイツ語Hでは、ドイツの歴史の発展に貢献し
た8人の人物とそれらの人が活躍した7つの都市について書かれたテクストを読み、ドイツの歴史、社会、
文化に関する理解を深めることを目指しています。また、これらのテクストは、講義、インタビュー、新聞
記事、日記、手紙など、さまざまな文体で書かれていますが、それらに特徴的な表現形式にも慣れて頂きま
す。テレビでは、ドイツでロケを行い、テスクトで扱われている人物と都市の紹介をします。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

不定詞、過去、過去分詞を動詞の3基本形と言います。
不定詞からは現在人称変化、過去からは過去人称変化、過

1 動詞の3基本形 去分詞からは現在完了形や受動形が作られまず。ですから、 新田春夫 新田春夫
これらは動詞の変化体系の原形とも言うべきものです。こ （武蔵大学 （武蔵大学

こでは、過去、過去分詞の作り方を学びます。また、今回と次 教授） 教授）

回では言語学者、グリム兄弟とカッセルの町を紹介します。

ドイツ語の時称には、現在、過去、現在完了、過去完了、
の4つの区別があります。ここでは、過去時称における人

2 時　　称　　（1） 称変化とその用法について学びます。また、現在形が未来 ノ同　上 同　上
の事柄も表すように、時称は必ずしも物理的な時間関係を
表すわけではありません。このような文法規則としての時
称と物理的な時間関係についても考察します。

ここでは現在完了と過去完了の作り方、それらの人称変化お
よび用法について学びます。ドイツ語では現在完了は過去形と
同じく過去の事柄を表しますが、そこには過去の事柄について

3 時　　称　　（2＞ の捉え方の違いが表れています。そのような両者の違いについ 同　上 同　上
ても考察します。また、今回と次回では、発明家でツァイス社
の共同設立者、エルンスト・アッペとイェーナの町を紹介しま
す。

動詞がとる目的語や副詞などの個数とそれら目的語の格
は動詞ごとに決まっています。従って、それは日本語の場

4 動詞の結合価 合に対応しているとは限らず、純粋に個別言語的な決まり 同　上 同　上
です。これを動詞の結合価と言います。ここでは重要な動
詞について結合価のパターンを学びます。これは正しいド
イツ語の文を作るために極めて重要です。

不定詞は名詞的に主語や目的語などとして、過去分詞、現在
分詞は形容詞や副詞などとして使われますが、同時に本来の動
詞としての性質から自らも目的語や副詞をとって複雑な内容の

5 不定詞、分詞 文を作ることができます。そのような不定詞、分詞の用法を学
ﾑます。また、今回と次回では、社会学者マックス・ウェー

同　上 同　上

バーとハイデルベルクの町を紹介します。

ここでは命令、伝聞、推量など、話者の主体的判断を表
す形式を学びます。これらは話法の助動詞の主観的用法と

6 話法の助動詞（2） 呼ばれています。特に、推量表現は話者が自らの判断にっ 同　上 同　上
いて持っている確信度によってさまざまな表現があります。
また、werdenを使った、いわゆる未来形についても考察し
ます。

形容詞は名詞を修飾する付加語的用法、seinやwerdenと
共に動詞句を形成する述語的用法、動詞を修飾する副詞的
用法がありますが、これらのどれについても比較表現を作

7 形　容　詞　（2） ることができます。ここでは比較級、最上級の作り方と用 同　上 同　上
（比較表現） 法を学び、また、その他の重要な比較表現を学びます。今

回は教育家ルードルフ・シュタイナーとシュトットガルト
の町を紹介します。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

動詞が表す行為に関して、その行為者の側から捉えた表
現が能動表現ですが、同じ行為を受け手の側から見たもの

8 受動表現（1） が受動表現です。ここでは受動形の作り方と用法について 新田春夫 新田春夫
学びます。また、今回と次回では、女性建築家、マルガレ
一テ・シュッテ＝リホツキーとフランクフルトの町を紹介
します。

助動詞werdenと過去分詞によって作られる受動表現は動
作受動と呼ばれますが、ここでは、助動詞seinと過去分詞

9 受動表現（2＞ で作られる状態受動表現を学びます。また、これらの他に 同　上 同　上
もいくつかの受動的意味の構文がありますが、それらにっ
いても学び、それらが担っている機能について考察します。

使役表現は、他者になんらかの行為を実行させるという
意味を表しますが、その他にも、その派生的用法として、

10 使　役　表　現 容認ぐ勧誘、受動、可能などの意味も表します。ここでは、 同　上 同　上
使役表現の作り方とその用法を学びます。また、今回と次
回は、ノーベル賞物理学者、ヴエルナー・ハイゼンベルグ
とゲッティンゲンの町を紹介します。

一つの文の中に別の文を埋め込んで複合的な文を作るこ
とができます。その場合、前者を主文、後者を副文と言い
ます。主文と副文の関係を表すのが接続詞です。ここでは、

11 接続詞と複合文 両者の関係が時間、原因・理由、目的、手段などの副詞的 同　上 同　上
（1） 関係にあることを表す接続詞を学びます。また、副文にお

ける定動詞は副文末に置かれますが、そのような語順の練
習もします。

引き続き接続詞と複合文を勉強します。ここでは、副文
が主文の中で主語、目的語などの名詞的役割を果たす際の

12 接続詞と複合文 i接続詞dassや疑問文を主文に埋め込む方法について学びま 同　上 同　上
（2） す。また、これとの関連で不定詞句についても考察します。

今回と次回では、女性哲学者ハンナ・アーレントとハイデ
ルベルクの町を紹介します。

関係文も複合文の一つです。関係文の場合は、主文中の
名詞（先行詞）を副文（関係節）が修飾しているという関

13 関　　係　　文 係にあります。接続詞に相当するものが関係代名詞であり、 同　上 同　上
これは先行詞を受けたものです。ここでは関係代名詞の語
形変化と関係文の作り方を学びます。

これまで学んだ動詞の変化体系は直説法と呼ばれ、話者
が事柄を事実であると捉えている場合の形式ですが、接続
法は事実性に関しては中立や非事実として捉えている場合

14 接　続　法　（1） の形式です。ここでは、接続法1と呼ばれる形式を学びま 同　上 同　上
すが、主に要求文や間接引用に使われます。また、今回と
次回ではジャーナリスト、ルードルフ・アウクシュタイン
とハンブルクの町を紹介します。

ここでは接続法1と呼ばれる形式を学びます。これは非
現実の事態を想定する場合に使われます。また、これから

15 接　続　法　（2） の派生的用法として、丁寧な要請、控えめな主張など、表 同　上 同　上
現を和らげる用法があります。これらは日常的にも頻繁に
使われる重要な表現手段ですので、ほとんど慣用的な表現
として覚えましょう。
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＝ドイツ高高皿（’97）＝（R）

〔主任講師：石光泰夫（東京大学教授）〕

全体のねらい
　ドイツ語圏の文学、思想、エッセイなどのジャンルから含蓄深い文章をいくつか厳選し、そのひとつひと
つについて数回ずつをかげながら、じっくりとドイツ語にひたってゆきます。その際、文法事項の確認はも
ちろんのことですが、主眼はあくまでもドイツ語のきわめてユニークな特質、そしてその特徴を生かしては
じめてえられるそのテクストの独特な味わいを感得するところにあります。一点一画もゆるがせにしないミ
クロな文法の理解から、歴史的・文化的な背景というマクロのレヴェルまで、言語の広大な宇宙を旅する読
解という冒険を、この時間でともに体験してみることにしましよう。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

吉本バナナのrキッチン』を独訳したものからニ三所ほ
どをとりだし、ドイツ語の文章の特異性を検討しながら、 石光泰夫 石光泰夫

1 独文解釈の これからドイツで書かれた文章を読んでいくさいに注意す （東京大学 （東京大学

入門的心得 べき事項をいくつかあげる。 教授） 教授）

ドイツ語のテクストでよくでてくる割には理解がゆきと
どいていない接続法を詳細に解説する。

2 独文解釈の 同　上 同　上

ための文法事項
を確認する（1）

例文を豊富にあげながら、接続法の説明を継続する。

3 独文解釈の 同　上 同　上

ための文法事項
を確認する（2）

ドイツ語の文章のニュアンスを決定するほど重要な役割
をしていながら、辞書などでその真の意味合いが確かめに

4 独文解釈の くい不変化詞を詳述する。 同　上 同　上

ための文法事項
を確：認する（3）

例文を豊富にあげながら、さらにいくつかの不変化身を
とりあげてそのニュアンスを解説する。

5 独文解釈の 同　上 同　上

ための文法事項
を確認する（4）

ドイツ語は英語などとは決定的に異なる語順で文章を構
成する。したがって語順にたいする繊細な理解は独文解釈

6 独文解釈の においてきわめて重要であるのに、比較的かえりみられる 同　上 同　上

ための文法事項 ことがない。その語順をとりあげて詳述する。

を確認する（5）

豊富に例文をあげながら、さらに語順を検討する。例文
は、次回以降にむけて、少しずつ長いものを採用している。

7 独文解釈の 同　上 同　上

たあの文法事項

を確認する（6）
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 小　　説　　の

ｶ章を読む（1）

　ケストナーのrエーミールと探偵たち』を読む。長い文
ﾍになれることが主眼。文脈を見失わない読み方をするよ
､心がける。 石光泰夫 石光泰夫

9 小　　説　　の
ｶ章を読む（2）

　ヨーハン・ペーター・へ一ベルの愉快な掌編小説ガワカ
潟}セン』を読む。語順の妙味などが発揮されているので
A以前に確認したことを思い出しながら精読する。 同　上 同　上

10 小　　説　　の
ｶ章を読む（3）

　同じくヘーベルのr思いがけない再開湿を読む。これ掌編小説ながら、ドイツ文学全体のなかでも傑作に数えられ

驍ﾙどの文章なので、味わいを大事にして読むようにする。 同　上 同　上

11 小　　説　　の
ｶ章を読む（4）

　オーストリアの作家アーダルベルト・シュティフ歩一の
ｼ高い短編小説r石さまざま』のなかから「水晶」の一部
�ﾇむ。これも大変に美しい文章である。いかにもドイツ
黷轤ｵい言い回しもふだんにあるので、ドイツ語の面白さ
�｡得してもらうことを主眼にする。

同　上 同　上

12 小　　説　　の
ｶ章を読む（5）

　今回は一転して現代のもっとも問題性に富んだ作家カフ
Jの有名な短編小説r起きてのまえで』を読む。文章は平
ﾕなので、内容をしっかりと考えるような読み方を工夫す
驕B

同　上 同　上

13 思　　想　　の
ｶ章を読む（1）

　フロイトの代表作r夢解釈』から、第7章冒頭を読む。
S体が夢の記述なので、読みにくくはないはず。含蓄のあ
髢ｲの記述から、深い意味を読みとれるよう努力する。 同　上 同　上

14 思　　想　　の
ｶ章を読む（2）

　次回とあわせてハイデガーの「創造的な風景一われわれ
ﾍなぜ田舎にとどまるか」を読む。ドイツを代表する哲学
ﾒの文章で、ドイツ語の特性が最大限生かされている。原
黷ﾅなければ味わえないニュアンスを重点的に吟味する。

同　上 同　上

15 思　　想　　の
ｶ章を読む（3）

前回の続き。これが締めくくりになるので、このあとさ
轤ﾉ長い文章にもアタックしていけるようなアドヴァイス
烽ｷる。 同　上 同　上

一162一



＝ドイツ語IVC　98）＝　（R）

〔主任講師1幸　田 薫（東京大学教授）〕
ノ

全体のねらい
　さまざまな種類のテクストを読みながら、
ものの見方に学んでいきたい。

ドイツ語の読解力を身につけるとともに、ドイツ人の思考法や

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

。会話文：

@ドイツの印象、

@日本の印象
B文法：単語の

ｮ理（1）

　日本人とドイツ人の主任講師がそれぞれドイツと日本の
�ﾛを語り合いながら、自己紹介する。
@文法：ドイツ語1・H（1997年度）にテキストに現れた
P語を2回に渡ってまとめる。今回は単一語。

幸田　　薫
i東京大学

ｳ授）

fabriele

@　StumPP
i東京大学

O国人教師）

幸田　　薫
i東京大学

ｳ授）

fabriele

@　StumPP
i東京大学

O国人教師）

2

・インタビュー
@．ドイツの若
ﾒたち

E文法：単語の
ｮ理（2）

　週間新聞die　Zeit（1996．8．23）の若者へのインタビ
?[と投書を読む。
@文法：前回に続き、単語の整理を行う。今回は派生語と

｡合語
幸田　　薫 同　上

3

・ショートストーリー：過去

ﾖの追慕
E文法：主な文

^（1）

　過去を振り返ることの必要性を考えさせる短い文章
i沁rgen　Becker：FrUher　war　das　ganz　anders）を読む。

@文法：ドイツ語の基本的な文型を整理し、読解に利用す
髟菇@を学ぶ。

同　上 同　上

4

。ショートスト
@ーリー：人間
ﾌ適応力

E文法：主な文
^（2）

　人間がいかに過去を忘れやすいかを考えさせる短い文章
iMaria　Luise　Kaschnitz：Zu　House）を読む。

@文法：前回に続き、基本文型について学習する。熟語的
¥現についても学ぶ。

同　上 同　上

5

・ショートスト

@ーリー：ドイ
@ツ的ウィット
E文法：時称の

p法

　前章は多少難しかったので、息抜きとしてウィット2題
�ﾇみ、ドイツ的ユーモアについて考えてみる。
@文法：現在、過去、現在（過去）完了、未来の時称が実
ﾛの文章でどの様に使い分けられているか調べる。

同　上 同　上

6 。説明文：環境

謳i国ドイツ
B文法：受動文

　ドイツにおける環境問題への取り組みについて書かれた
燒ｾ文を読む。　（出典は、Tatsachen　Deutschland，1996）

@文法：能動文と受動文の練習。 同　上 同　上

7

。説明文：民族
ﾌるつぼ中欧Q文法：副文と

齒〟i1）

　Luise　Rinserの“Wer　wirft　den　Stein？”の一節を
ﾇみ、ドイツにおける小数民族の問題を考える。
@文法：不定詞句の練習を行なう。 同　上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容『 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

統一一ドイツの社会的・経済的状況などに関するLeipzig 幸田　　薫 幸田　　薫
・随筆文：統一 大学のSteffi　Richter教授へのインタビューを随筆文と Gabriele
後のドイツ して書き直したものを読む。 StumPP Gabriele

8 ・文法：副文と 文法：副文の構造と副文の種類について既習知識を整理 Steffi StumPP
語順（2） する。 Richter

（Leipzig大

学教授）

ドイツの代表的女流作家であるBarbara　Frischmuth
・小説：女性の の“G沁ck”の一節を読み、人口減少の続くドイツの事情を 幸田　　薫 同　上

9 時代 考える。

・文法：副文と 文法：副文　関する練習問題を行なう。
語順（3）

ドイツのノーベル賞作家Heinrich　B◎11　の“Wie　in
・小説：個人主 schlechten　Romanen”という短編の一節を読む。

10 義 文法：接続法の種類について既習知識を整理する。接続 同　上 同　上
・文法：接続法

i1）

法Hの練習をする。

国立ドイツ語研究所所長のGerhard　Stickel教授に 幸田　　薫
Qインタビュー 新しい正書法や言語変化の実態などについて聞く。

11 ：ドイツ語の現 文法：接続法1について練習する。 Gerhard 幸田　　薫
在と未来 Stikel

・文法：接続法 （ドイツ語
（2）

研究所所長）

Wilhelm　von　Humboldtのことばと思考に関する論文
。論文：ことば の一部を読み、具体的にドイツ語と日本語の思考がいかに 幸田　　薫

12 と思考 異っているかを考える。 幸田　　薫
・文法：文脈と 文法：文と文をつなぐ文法的手段について考える。今回 Gabriele
文の機能（1） は接続詞と指示語。 StumPP

週刊誌Spiegel（1996．11）の「インターネットが社会を
・報道文：イン 変革する」と題する記事の一部を読んで、情報社会につい

13 ターネット て考える。 同　上 同　上
・文法：文脈と 文法：前回に続き、文と文をつなぐ言い替えなどの手段
文の機能（2） について考える。

元大統領のCarl　Friedrich　von　Weizsackerの演説
。演説：技術時 「人間の目的に役立つ技術」を読む。

14 代 文法：テクストの文法的・意味的・機能的な構成につい 同　上 同　上
・文法：テクス て学習する。

トの構造

Saddeutsche　Zeitung（1997。1。1）の社説「戦後51年目」
・新聞社説：戦 を読んで、同じ様な立場にある日本と比べてみる。

15 後51年目 文法：テクスト機能一テクスト全体の持つ目的一を 同　上 同　上
・文法：テクス まず捉えることによって、読解が容易になることを学ぶ。

トの機能
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＝フランス語1＝（TV）
〔主任講師：増田一夫（東京大学助教授）主任講師：鈴木啓二（東京大学教授）〕

．全体のねらい
　フランス語1、Hあわせて45分×30回を1つの全体としてとらえる。フランス語1では、無理のないプロ
グラム構成によって、コミュニケーション能力の獲得への基礎を学習する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

内容：アルファベット、名詞の性と数、不定冠詞、定冠 鈴木啓二 鈴木啓二
La　belle 詞、発音練習1 （東京大学 （東京大学

1 histoire 教授） 教授）

（うるわしき物 増田一夫 増田一夫
語） （東京大学 （東京大学

助教授） 助教授）

内容：主語人称代名詞、6tre動詞、　avoir動詞、一er（第

Rouge　ou 1群規則）動詞、部分冠詞、1～30までの数詞、発音練習
2 blano？ 2 同　上 同　上

（赤か白か？）

内容：疑問文（イントネーション、est－ce　que？）、否定

Le　jardin 文、il　faut＋不定詞とdevoir、動詞vouloir，　pouvoir、
3 extraordinaire 発音練習3 同　上 同　上

（魔法の庭）

内容：on、否定疑問文とsiを用いた答え、名詞の複数形
Nos　amis　les 2、形容詞、tout、発音練習4

4 betes 同　上 同　上
（人類の友）

Attention！ 内容：部分冠詞、du，　de　la、縮約形、　du，　des，au，　aux、

peinture 否定文中の部分冠詞、不定冠詞、国の名前
5 fraiche！ 同・上 同　上

（注意！ペンキ
塗りたて）

内容：様々な動詞の活用（一ir型動詞、　aller，　venir，

L’amour　sans sortir）近接未来、近接過去、31から100までの数字
6 fi1 同　上 同　上

（糸の切れた愛）

内容：疑問代名詞qui，　qu6st℃e　qui，que，　qu6st。ce　que

Double など、疑問副詞、quand，　oむ，　pourquoi，　commentなど、疑問

7 surprise 形容詞　quel 同　上 同　上

（二重のおどか
し）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

内容：指示代名詞ce，　cetle，　ces所有代名詞mon，　ma，　me

Lesintrus sなど、強調構文。εst，　qui，cest，　que 鈴木啓二 鈴木啓二
8 （閥入者）

増田一夫 増田一夫

内容：非人称動詞、不規則動詞faire，　dire，　prehdre，

Avos　ordres pouvoir，　vouloir，　devoir，　savoir＋不定詞、時刻
9 瓢esdames！ 同　上 同　上

（お気に召すま
ま）

内容：人称代名詞の強勢形、ne。．。rien，　ne．．。personne，
Un，　deux， ne＿nulle　partを使った否定文

10 trois！Partez！ 同　上 同　上
（1、2、3、

スタート！）

内容：形容詞と副詞の比較級と最上級、指示代名詞
Bas　les

．11 masques 同　上 同　上
（仮面を捨てろ）

内容：動詞の肯定命令形、動詞の否定命令形、代名動詞
Diner　surprise s’ ≠垂oeler，　se　promenerなど

12 同　上 同　上
（思いもかけぬ

夕食）
／

内容：複合過去形（肯定形、否定形）、関係代名詞qui，
LeS　inSpiratiO que，　on，　dontr

13 ns　du　cr白ateur 同　上 同　上
（創作家のひら

めき）

内容：受動態（現在形、複合過去形）、様々な否定の表
Le　coeur　a　tOU 現（ne…Plus鍛e…jamais，　ne…pas　encoreなど、

14 casser 同　上 同　上
（とてつもない

心臓）

15 ま　　と　　あ　　テ　　ス　　ト 同　上 同　上
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＝フランス語1＝（TV）

〔圭騰臨獺認騒族撃叢1〕

全体のねらい
　フランス語1にひきつづいて、生きたフランス語の習得をめざす。何本かのスケッチをもとに・様々な表
現や文の構造を覚え、それが実際に応用できるようにする。授業では、発音の練習にも時間をさき、単なる
一方的な知識の伝達に終わらないよう心がける。文法の説明は、フランス語1．∬・全体で完結させる・

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

関係代名詞　lequel，1aquelle，　lesquels，1asquelles． 鈴木啓二 鈴木啓二
Bsisers　vo16s 前置詞＋関係代名詞 （東京大学 （東京大学

1 （盗まれた口づ 教授） 教授）

け） 増田一夫 増田一夫
（東京大学 （東京大学

助教授） 助教授）

目的語となる人称代名詞　me，　te，　nOUS，　VOUS，　le，　la，　leS．

Une　a田e など。

2 charitable 同　上 同　上

（慈悲深い心）

動詞の半過去形、大過去形
1emystεre　de

3 la　dane　noire 同　上 同　上

（黒礼の女の謎）

中性代名詞　le，　en，　y

4 La　filature 同　上 同　上
（尾行）

faire，　laisser，　voir，　entendre＋不定詞

Les
5 professinnels 同　上 同　上

（仕事師たち）

直説法単純未来形および前未来形

Rira　bien　qui
6 rira　le　dernir 同　上 同　上

（最後に笑う者
が勝つ）

条件法現在形、条件法過去形、所有代名詞

Savoir
7 recruter 同　上 同　上

（リクルートの

ノウハウ）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現在分詞、n’蜘porte　quoi，　n’importe　qui，　n’importe

Drole　de quel 鈴木啓二 鈴木啓二
8 locataire

（奇妙な下宿人） 増田一夫 増田一夫

ジェロンディフ、様々な諺、シラブルの数え方

9 Les　trois　coup 同　上 同　上
（三度の木高音）

接続法（1）
Une　armoire

10 rebelle 同　上 同　上
（言うことを聞

かぬ戸棚）

接続法（2）
Ah　les

11 901ieS　VaCanCe 同　上 同　上
（ああ美しきか

なヴァカンス）

状況補語説における接続法、形容詞節における接続法、
Complexe 形容詞、auoun，　chaque

12 d’CEdipe 同　上 同　上
（エディプス・

コンプレックス）

直接話法、間接話法、時制の一致
Casting

13 （キャステイン 同　上 同　上
グ）

直説法単純過去形、複合過去と半過去の用法
Le　tournoi

14 （馬上槍試合） 同　上 同　上

15 ま　　　　　　と　　　　　め 同　上 同　上
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＝フランス語皿C　98）　＝　（R）

〔主任講師：三浦信孝（中央大学教授）〕

全体のねらい
　受講生に中級から上級への橋渡しになるような総合的フランス語力の養成をめざす。素材としては18世紀
から20世紀までのフランスの作家が日本について書いた文章を15選んで詳しく読む・従ってフランス人の旦
本像の変遷を辿るという比較文学比較文化的アプローチを重視する。実際の講義は協力者のM・フェリエと行
い仏語を多用する。気晴らしを兼ねて毎回プレヴェール作詩のシャンソンを1曲聴く・

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

「百科全書」とヴォルテール ミカエル・フェリエ ミカエル・フェリエ

プレヴェールのシャンソン（1） （中央大学 （中央大学

1 18世紀　啓蒙の 助教授） 助教授）

世紀の日本像 三浦信孝 三浦信孝
（中央大学 （中央大学

教授） 教授）

ゴンクール兄弟とジャポニスム
プレヴェールのシャンソン（2）

2 19世紀後半の 同　上 同　上

日本学　（1＞

ジュール・ヴェルヌのr80日間世界一周』
プレヴェールのシャンソン（3）

3 19世紀後半の 同　上 同　上

日本学　（2）

ピエール・ロティのrお菊さん』
プレヴェールのシャンソン（4）

4 19世紀後半の 同　上 同　上
日本像　（3）

・詩人大使クローデルの日本
プレヴェールのシャンソン（5）

5 20世紀前半の 同　上 同　上
日本像　（1）

「日本の一一野蛮人」アンリ・ミショー
プレヴェールのシャンソン（6）

6 20世紀前半の 同　上 同　上

日本像　（2）

アンドレ・マルローの伊勢神宮
プレヴェールのシャンソン（7）

7 20世紀前半の 同　上 同　上

日本像　（3＞
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ルロワグーランのアイヌへの旅
プレヴェールのシャンソン（8）

8 20世紀前半の ミカエル・フェリエ ミカエル・フェリエ

日本像　（4＞

三浦信孝 三浦信孝

マルグリット・デュラスとヒロシマの記憶
プレヴェールのシャンソン（9）

9 20世紀後半の 同　上 同　上
日本像　（1）

ロラン・バルトと「記号の帝国」日本
プレヴェールのシャンソン（10）

10 20世紀後半の 同　上 同　上
日本像　（2）

ユルスナールの「企業国家」日本批判
プレヴェールのシャンソン（11＞

11 20世紀後半の 同　上 同　上
日本像　（3）

レヴィ・ストロースの隅田川
プレヴェールのシャンソン（12）

12 20世紀後半の 同　上 同　上
日本像　（4）

ニコラ・ブヴィエと日常の中の能
プレヴェールのシャンソン⑬

13 20世紀後半の 同　上 同　上
日本像　（5）

イヴ・シモンと未来への旅
プレヴェールのシャンソン（14）

14 20世紀後半の 同　上 同　上
日本像　（6）

フランソワ・ローの竜安寺石庭
プレヴェールのシャンソン⑮

15 20世紀後半の 同　上 同　上
日本像　（7）
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＝＝フランス語IVC　98）　＝　（R）

〔主任講師：保苅端穂（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい
　フランス語を読む能力を高めることを目的とする。そのためにさまざまな種類の文章にふれて、文法の知
識を確実にすると共に言葉に対する感覚が身につくように講義を進めたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

左記の本から作者の少年時代を回想した一節を取り上げ

アナトール・フ る。やさしい単語ど平明な構文で書かれた古典的な名文と
1 ランス して有名な一節である。 保苅端穂 保苅端穂

rわが友の書』 （東京大学 （東京大学
1 名誉教授） 名誉教授）

アナトール・フ
2 ランス 同　上 同　上

rわが友の書』

@　　　　2

半過去と単純過去を基調とする伝統的な小説における動
アンドレ・ジッ 詞・時制の使い方に注意すること。6回目のカミュのr異

3 ド 邦人』と比較して双方の異同を確かめること。 同　上 同　上
『田園交響曲』

彼はr星の王子さま遍で日本でも知られる飛行士の職歴
サン＝テクジュ をもった作家で、この一節は砂漠に不時着した2人の飛行

4 ペリー 士が死の直前に救われるクライマックスを描いたもの。緊 同　上 同　上
r人間の土地避 回した前半と救われた生命への讃歌である後半の対比の妙

1 を味わうこと。

サン＝テクジュ
5 ペリー 同　上 同　上

r人間の土地』

@　　　　2

主人公ムルソーが太陽の照りつける海岸でアラブ人を射
アルベール・カ 殺するいわゆる不条理殺人を描いた場面。カミュは小説の

6 ミュ 地の文に複合過去を用いることで小説技法に革新をもたら 同　上 同　上
『異邦人』 した。その点に注意してよんでみる。

アランのr芸術論集』の中の散文論をよんで、散文の特
徴について勉強する。

7 アラン 同　上 同　上

「散文について」
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

詩を散文に比較して、詩の特徴について基本的な点を勉
強する。

8 アラン 保苅瑞穂 保苅瑞穂
「詩と散文につ

いて」

8回目で取り上げた詩の勉強をふまえて、ヴェルレーヌ
ポール・ヴェル のr月の光避をよむ。

9 レーヌ 同　上 同　上
r月の光』

この本の冒頭部分をよむ。これは17世紀の文章であるが、
現代文法の知識があれば少し古い文章でも十分によめるこ

10 デカルト とを知ること。また論理的な思考の展開をしっかりと把握 同　上 同　上
r方法叙説』 すること。

これは18世紀のルソーの手紙の一節である。比較的長い
ジャン＝ジヤツ 文であるから、文の構造をまず正確に掴むこと。その上で

11 ク・ルソー ルソーのゆたかな感性’と散文の美しさを味わうこと。 同　上 同　上
「マルゼルブへ

の手紙」

スタンダールの簡素で、スピード感のある文章を味わう
こと。

12 スタンダール 同　上 同　上
r赤と黒』

フローベルは散文による文学表現に生涯にわたって骨身
ギュスターヴ・ をけずった作家であったが、　r感情教育£はその成果であ

13 フローベール る。一語一語のことばの重みを感じとるように努めること。 同　上 同　上
r感情教育』

フランス語による散文表現が長い伝統をふまえた上で、
マルセル・プル どこまで可能であるか。この小説ではそれがほとんど限界

14 一スト まで突きつめられている。各回の読解力をたあすつもりで、 同　上 同　上
r失われた時を 挑戦してほしい。

求めて駐1

マルセル・プル
15 一スト

r失われた時を
求めて』2㌃
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＝中 国 圭…五

口口’ 1＝　（R）

〔主任講師：傳田　章（放送大学教授）〕

全体のねらい
　やさしいスキットを読みながら、中国語の発音と文法の基礎を学習する。文法は全体の枠組みを見通して
の理解を心がけ、中国語1では文の構成、品詞の機能、動詞を中心とした統語構造を学習する。平行して機
能後を中心に基本語彙の習得をはかって、中国語Hに接続する。2個学期で基礎課程を終える予定。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 発　音　　　1

四つの声調
ﾃ韻母（1）：　a，e
ｺ母（1＞：　b，p，　m，　f

a母（2＞：　d，t，　n，1

傳田　　章
i放送大学

ｳ授）

焉@　念聖
i早稲田大

w講師）

傳田　　章
i放送大学

ｳ授）

2 発　音　　　1

声母（3）：　zh，ch，sh，r
ｺ母（4）：　g，k，　h

｡韻母（1）：　ai，ei，ao，OU
｡晶晶（2＞：　a：n，en，ang，eng
謗O声の連続　　　　　主語と述語

同　上 同　上

3 目　　的　　語

濤声　　　　　初店（5）：　i，q，　x

ｮ詞と目的語
C飾語：　連体，連用，副詞
ﾁ殊疑問：　疑問詞疑問文
¥造の重なり

同　上 同　上

4 補　　　　　語
梶@　　　　1

声母（6）：　z，c，　s

P韻母（2）：　zhi，ziの韻母
f定，動詞と補語：　動詞“是”
�ｵの相：　助詞“了”，　“尼”

g不”の声調変化

同　上 同　上

5 発　音　　　皿

単再建（2）：　i，iで始まる複三三
ﾃ韻母（3）：　u，uで始まる四韻母
P韻母（4）：　α，aで始まる複韻母

ｻ晶。　　　　　亭亭　　6
I択疑問（1＞　　　場面の提示（1）

同　上 同　上

6 語　気　　　1

限定修飾語（1）：　連体修飾語，助詞“的”

ﾀ定修飾語（2）：　名詞句代理

又ﾛ疑問：　助詞“嘱”
?ﾊ：　助詞“咀”

同　上 同　上

7 語　気　　　H

意志・勧誘：　助詞“唱”
ｴ情の表出：　助詞“圃”
侮戟g岡”の連声
ｶの三層構造

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

場所目的語：　存在，移動動詞“在”，　“来”など
二重目的語：　授与動詞“給”など 傳田　　章

8 移動・授与 形容詞述語（1） 傳田　　章
人称代名詞　　　　　指示詞・指示代名詞 呉　　念聖
“一” ﾌ声調変化

三三er
限定詞一助数詞構造（1）：

9 数 限定詞助数詞構造（2）：　名詞句代理 同　上 同　上

数詞　　　　　基数と序数
末尾桁助数詞省略

疑問数詞：　“几”と“多少”
完了相：　“V了”

10 相　　　　　H 未然：　副詞“没（有）” 同　上 同　上

状況の相と動詞の相

持続相：　“在一VP”，　“V着”
経験相：　“V過”

11 相　　　　　皿 選択疑問（2）：　“V了没有？” 同　上 同　上

動作量補語（1）：　“看一次”

動作量補語（2）：　“看一看”

12 動　　作　　量 動作量補語（3＞：　“看一会几” 同　上 同　上

動作量補語と目的語：

動詞句補語を伴う動詞：　“能”，　“要”など
動作量補語（4）：　“好一点几”

13 認　　　　　定 同　上 同　上

文補語を伴う動詞：　“想”，　“説”など
文目的語をとる動詞：　“知道”，　“告訴”など

14 思考・認識 文補語と文目的語 同　上 同　上

目的補語を伴う動詞（1）：　“請”など

動詞と補語，動詞と目的語：
15 目　的　補　語 V－0，V－Cの整理 同　上 同　上

語句の結合：　統辞構造の整理
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＝中 国 語 1＝　（R）

〔主任講師：傳田　　章（放送大学教授）〕

全体のねらい
　中国語1に接続して文法の基礎の学習を続ける。述語動詞句のやや複雑な形のものからさらに複文の接続
関係に進んで、文法の大枠の学習を終える。発音についても、音節の仕組みや発話の際のアクセント・イン
トネーションなどに及んで整理された理解をはかりたい。中国語Hで基礎課程の学習を終える。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 現　象　描　写

存在の表現：　動詞“有”
ｻ象描写：　“来了一介朋友”
齧ﾊの提示（2＞・方位詞：　方位詞‘‘上”，　“里”

ﾂ体叙述と現象描写：　“雨住了”と“下弓了”
ﾚ的補語を伴う動詞（2）：　“有一〇一Co”

傳田　　章
i放送大学

ｳ授）

焉@　高高
i早稲田大

w講師）

傳田　　章
i放送大学

ｳ授）

2 連　用　　　　1

動詞句連用（1＞：　“VP一来（／去）”
ｮ詞句連用（2）：　“来（／去）一VP”
ｮ詞句＝連用（3）：　“V着一VP” 同　上 同　上

3 連、用　　　H

前置詞句連用（1）：　前置詞“在”

O置詞句連用（2）・形容詞述語（2＞：　前置詞“比”

E主題としての動作対象など
桝ﾔの断定：　“（是）…的”

同　上 同　上

4 連　用　　　m

前置詞句連用（3）：　前置詞“杁，到，離，給”
O置詞句連用（4）：　前置詞“銀”，　“和”
O置詞句＝連用（5）：　使役表現，前置詞“叫”，　“譲”

O置詞句連用（6）：　受身表現，前置詞“被”
O置詞句連用（7＞：　前置詞“把”

同　上 同　上

5 連　用　　　IV

包　　括（1）：　前置詞“連”

?@　括（2）：　“一点几也…”

?@　括（3＞：　“什磨都…” 同　上 同　上

6 連用複合　　1

動作の評価：　“V得一AP”
級ﾊの事態：　“V得一S”
ｮ作結果複合（1）：　“VR”複合 同　上 同　上

7 連用複合　　1

動作結果複合（2）：　“V上来”

ｮ作結果複合（3）：　“V得R”，　“V不R”・
ｮ作結果複合（4）：　“V得了”，　“V不了” 同　上 同7上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

動作結果複合（5）：　“V到”

動作結果複合（6）：　“V住” 傳田　　章
8 連用複合　IH 動作結果複合（7）：　“V着” 傳田　　章

動作結果複合（8）：　“V在” 呉　　念聖

動作結果複合（9）：　“V上”などの補助動詞化
動作結果＝複合（⑥：　“A重婚，A得恨，　A得多”

9 連用複合　rv 動詞の試行相：　動詞の重ね型
秩@　化

同　上 同　上

起動相　　．　“V起来”
継続相　　　　“V下冷”

ユ0 相　　　　　w 経過相　　．　“V過（…了）” 同　上 同　上

接　　続（1）：　“又…又…”など
接　　続（2）：　“一…就…”など

11 接　続　　　1 同　上 同　上

i接　　続（3）：　“天塩…就…”など

接　　続（4）：　“因為…所以…”など
12 接　続　　　H 選択疑問（3）：　“X強磁Y？” 同｝上 同　上

不定称接続：　“什慶…什廉…”
描写形容詞：　形容詞の重ね型

13 接続　　　皿 de（的）でくくられる描写修飾語 同　上 同　上
擬声語

名詞句述語：　“現在几点？”
過度のle　（了）：　“太…了”

14 補　遺　　　1 承前疑問：　“他咤？” 同　上 同　上

不信疑問：　“…？”
付加疑問：　“…，好四？”

15 補　遺　　　H 文・節末の助詞に近い語句：　“…的話など 同　上 同　上
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＝中 国 曇五
口白

山・＝　（R）

〔主任講師：傳田　章（放送大学教授）〕

全体のねらい
　中国語1・IIの学習の上にたって、文学作品等の文章の講読に入る。1・Hで学習した基礎の文法項目を
随時復習しつつ、，さらに細かい項目にわたって文法学習を系統的に深化させることを主眼とする・

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

§1．1　命名動詞“叫” 傳田　　章 傳田　　章

1 「農貿市場」（1） §1．2　列挙の㌔撞” （放送大学 （放送大学

§1。3　“V来V去” 教授） 教授）

§1。4　“一片”

§2．1　“V上”

2 「農貿市場」（2） §2．2　認定動詞“可（以）” 同　上 同　上

§2．3　概数の“来”
§2。4　副詞“同大”

小学語文より
§3．1　制限補述の“就是”

3 「我的伯父 §3．2　“V過来” 同　上 同　上

魯迅先生」 §3．3　“是不是…？”
§3．4噛 又ﾛ疑問文による反語

小学語文より
§4．1　重ね型形容詞（1）

4 「火焼雲」　（1） §4．2　“一”の省略 同　上 同　上

§4．3　“V也不V”

§5．1　“有人…”の訳し方

5 「火焼雲」　（2） §5．2“好銀…似的” 同　上 同　上

§5．3“V開”
§5．4　重ね型形容詞（2）

曹禺r家毒第二幕
§6．1　疑問詞の三用法

6 「鳳　鳴」　（1） §6．2　疑問詞疑問文による反語 同　上 同　上

§6．3　限定詞

§7．1　否定の“什磨…”
7 「鳳　鳴」　（2） §7。2　“非…不可” 同　上 同　上

§7．3“V好”
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・・職名）

§8．1“V呵V咽”
ゼ　　臓

8 「鳳，鳴」　（3） §8．2“V過一次了” 傳田　　章 傳田　　章
§8．3　“V着V着”

§9。1　“不再…”，　“再”と“又”
9 「鳳　鳴」　（4） §9。2　状態形容詞の重ね型 同　上 同　上

§9。3　“不二”，副詞と接続詞

§10．1“好”の認定詞用法
10 「鳳　鳴」　（5） §10．2　反語“耶（几）有…” 同　上 同　上

§11．1復音節形容詞の語構成
11 「鳳　鳴」　（6） §11．2　副詞の語順 同　上 同　上

§11．3“好好几”の発音

§12。1　復音節動詞の語構成
12 「鳳　鳴」　（7） §12．2　V－0型の‘離合詞’ 同　上 同　上

§12．3‘少し’と訳さない“A二二”
§12．4“要…了”

§13．1助詞“（還）…尼”
13 「鳳　鳴」　（8） §13．2“以為” 同　上 同　上

§13．3“二二…也…”

§14．1“一V就是…”
14 「鳳　鳴」　（9） §14．2“給”，動詞と前置詞 同　上 同　上

§14．3　認定動詞“要”のいろいろ

§15．1包括の“都”
15 「鳳　鳴」　⑬ §15。2　補足陳述を導く“免得…” 同　上 同　上
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＝中国語IV（’98）＝くR）

〔主任講師：木村英樹（東京大学教授）〕

全体のねらい
　中国語匝に続いて講読の授業を行う。現代作家の短編小説2篇を題材とし、これまでに学習した基礎的な
文法事項や表現形式の復習と整理を行いつつ、さらに難度の高い文法項目や表現法をきめ細かく学習し、機
能語の意味などを注意深く読み取りながら、精緻な読解力の習得を目指す。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

『黄油烙餅』　（圧曾棋作）を読む。
1 r黄油烙餅五 毎回、1回を前後半に分ける。最初にネイティヴ・スピ 木村英樹 木村英樹

（憎憎憎憎） 一カーによるL三分の前半部のテキスト朗読を聞き、次に （東京大学教 （東京大学教
を読む　（1） 内容解説（本分の読解・文法説明・語句解釈など）を行う。 授） 授）

2 同　上 同　上 同　上
（白白白白）

を読む　（2）

3 同　上 同　上 同　上
（圧曾棋作）

を読む　（3）

4 同　上 同　上 同　上
（圧白旗作）

を読む　（4）

5 同　上 同　上　’ 同　上
（憎憎憎憎）

を読む　（5）

6 同　上 同　上 同　上
（圧曾棋作）

を読む　（6）

7 同　上 同　上 同　上
（注曾棋作）

を読む　（7）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

r三芳』　（圧曾棋作）を読む。

毎回、1回を前後半に分ける。最初にネイティヴ・スピ 木村英樹 木村英樹
8 r小芳』 一カーによる1回分の前半部のテキスト朗読を聞き、次に （東京大学教 （東京大三教

（圧曾旧作） 内容解説（本分の読解・文法説明・語句解釈など）を行う。 授） 授）

を読む　（1） 後半部も同様の形式で、ネイティヴ・スピーカーによるテ
キスト朗読からはじまる。

9 同　上 同　上 同　上
（圧曾棋作）

を読む　（2）

10 同　上 同　上 同　上
（圧曾門守）

を読む　（3＞

11 同　上 同　上 同　上
（江曾門門）

を読む　（4）

12 同　上 同　上 同　上
（圧曾棋作）

を読む　（5）

13 同　上 同　上 同　上
（江曾棋作）

を読む　（6）

14 同　上 同　上 同　上

（江三三作）

を読む　（7）

15 同　上 同　上 同　上

（江曾棋作）

を読む　（8）
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＝ロ　シ　ア　語 1＝：（R）

〔主任講師：川端香男里（中部大学教授）〕

全体のねらい
　ロシア語の基礎を基本的な単語・文型を反復練習させることによって習得させることを目的とする。入門
編（1－5）基礎編（6－12）発展編（13－15）の3部構成とし、学習者にロシア語学習の成果を実感させ
っっ勉強をすすめるように工夫してある。詳細な文法表、単語集も附し、学習者の便宜に供することとした。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

基礎的な発音練習 川端香男里 川端香男里
アクセントとイントネーション （中部大学 清水道子

1 文字と発音 アクセントのない母音の発音 教授）

文型「これはイヴァンです」 清水道子 岡野エレナ
（東京大学 （東京大学

講師） 非常勤講師）

有声子音と無声子音
名詞の性

2 名　詞　の　性 所有代名詞 同　上 同　上
文型「これはイヴァンですか？」

所有代名詞、指示代名詞
形容詞硬変化　　　　　　　　　　　　　　　’

3 形容詞と動詞 動詞現在人称変化 同　上 同　上
文型「私は読書をしています」

「あなたはロシア語が話せますか？」

名詞の格（旧格の用法）
活動体と不活動体

4 名詞の格と 前置詞 同　上 同　上

動詞の過去 動詞過去形
文型「昨日あなたは何をしましたか？」

名詞の格（与格と造格の用法）
名詞の与格・造 不完了体と完了体

5 格、動詞の未来 動詞の未来形 同　上 同　上
形・命令形 文型「ごらんなさい！きれいな鳥ですね！」

名詞と形容詞の変化一戸変化と軟変化
形容詞混合変化

6 名詞の硬変化と 名詞複数形 同　上 同　上
軟変化、複数形 文型「これは寒露辞典です」

「私は青が好きです」

形容詞、所有代名詞、指示代名詞の複数形。
形容詞・代名詞 前置格の用法。

7 の複数形と格変 一CH動詞。 同　上 同　上
化 文型「私はモスクワ大学の一年生です」

「私は父のことを考えています」
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

不定人称文、無主体文（無人碑文）。 川端香男里
所有代名詞、所有と所有の否定。 川端香男里

8 所有の表現、 文型「私の娘はナターシャといいます」 清水道子
生白の用法 「兄弟がおありですか？」 清水道子

「どうぞよろしく」 岡野エレナ

月の名前。

曜日の名前。
9 無人称述語 無人称述語 同　上 同　上

文型「寒くないですか？」
「ぼくテレビ見ていい？」

完了体と不完了体
不完了体未来と完了体未来。

10 動　詞　の　体 体の形成、勧誘の表現。 同　上 同　上
文型「以前彼はよく手紙をくれました」

「今この葉書を書いてしまいます」

運動の動詞という概念。
定動詞と不定動詞。

11 運動の動詞 接頭辞のついた運動の動詞。 同　上 同　上
文型「私は店へいくところです」

「毎日子供たちは学校へ通います」

形容詞短語尾形。
述語の位格。

12 形容詞短語尾形 形容詞、代名詞の旧格、時刻の表現。 同　上 同　上

と造格の用法 文型「今晩おひまですか？」
「私は教師になりたい」

「今、何時ですか？」

仮定と仮定法。
数量生母　名詞・形容詞の複数：旧格。

13 仮定法、生格の 文型「もし明日時間があったら、お宅へ遊びに行くので 同　上 同　上
用法 すが」

「一週間に何冊雑誌を読みますか？」

複数活動体対格
複数の対格・与 複数：与格、複数前置格、複数造格。

14 格・前置格・造 文型「どんな作家がお好きですか？」 同　上 同　上

格、関係代名詞 「今戸は都心にあるホテルに滞在しています」

年齢の表現。

三三詞・副詞の比較級と最上級。
15 比較級、最上級 福動詞、能動形動詞。 同　上 同　上

文型「兄は私より二歳年上です」
「本を読みながら彼女は泣いていた」
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＝ロシア語1＝（R）
〔主任講師：川端香男里（中部大学教授）〕

全体のねらい
　「ロシア語1」を受けて、中級のレベルへと学習者を引き上げ、ロシア語の多様な側面を学ばせることを
目的とする。「ロシア語1」で学んだ基礎的なことをより確実にし、学習者が自立して勉強して行けるよう
な手がかりを与えるようにする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

生格の用法（部分旧格・否定生格）。 川端香男里

不定代名詞。　　　　　　　　　　　　　　ノ 川端香男里 （中部大学

1 「ロシア語1」 完了体と不完3体（ペアの形式） （中部大学 教授）

の復習　　　（1） 教授） 岡野エレナ
（東京大学

非常勤講師）

数詞。

複数の墨髭。

2 「ロシア語1」 無人称文（1）。 同　上 同　上
の復習　　　（2）

動詞の定と不定。
定代名詞。

3 運動の動詞 定動詞一宇定動詞 同　上 同　上

一定動詞・不定
動詞

従属節（副文章）。
譲歩・認容文。

4 従　　属　　節 斜格の概念。 同　上 同　上

受身文章のつくり方。
普遍人称文。

5 一Sya動詞 同　上 同　上

関係代名詞の用法。
命令法。

6 関係代名詞、 比較級。 同　上 同　上

命令法、比較級

副動詞と形動詞の復習。

7 形動詞、副動詞 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

形容詞の最上級表現。
時の表現。 川端香男里

8 最上級、時の 川端香男里
表現 岡野エレナ

話法。

被動形動詞。
9 話　　　　　法、 否定代名詞。 同　上 同　上

関係副詞の用法。
同格表現一孤立附語（1＞。

10 関係副詞、 同　上 同　上
同　　格　　（1＞

孤立附語（2）。

総史論について。
11 同　　格　　（2） 同　上 同　上

不定形の用法。

抽象名詞の形成。
12 不　　定　　形 同　上 同　上

動詞のペアーの作り方。

13 動詞の体の構成 同　上 同　上

新聞の文体、学術語文の文体。
句読法（1）

14 ロシア語の文体 同　上 同　上
（1）

文学作品の文体。
接頭辞の用法。

15 ロシア語の文体 句読法（2） 同　上 同　上
（2）
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＝スペイン語1（’99）＝（R）

〔主任講i師 山口燕正（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　近年外国語の学習の目標・方法も、単なる「訳読」中心から広くコミュニケーション全般の語学能力を高めることに
重点が置かれるようになって来ている。本授業ではスペイン語を「ネイティブの国で初心者が学ぶ立場」から・平易な

話し言葉を中心に基本的な豪現を文法的な知識と共に学習していく。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
滞在地回着時の

¥現

名前を言う

sき先を言う
l称代名詞主格

ｮ詞SER

山口燕正
i放送大学

赴ｳ授）

山口燕正
i放送大学

赴ｳ授）

2 簡単な挨拶
ｩ食にて

朝食時挨拶を交わす
ｽを食べるか？
･詞、名詞一AR・一ER規則活用動詞

同　上 同　上

3
住む家や品物を
`写する

家の中を見る
рﾌ持ち物
`容詞、指示形容詞

ｮ詞ESTAR、　HAY

同　上 同　上

4 自己について語る

自分・相手の事を話す一IR規則動詞

s規則動詞TENER
同　上 同　上

5 目的地へ行く

大学へ行く
oス・地下鉄を利用する

s規則動詞IR、　SALIR
鼾ｪ母音変化動詞1

同　上 同　上

6 入学手続き

事務の係の人との話し

s規則助動詞VENIR、　VER
鼾ｪ母音変化動詞2 同　上 同　上

7 外国人の友達と

国・言語・家族や授業などを話題にする

s規則動詞HACER、　DAR
l称代名詞の目的格、数1

同　上 同　上

一185一



執筆担当 放送担当回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名
（所属・職名） （所属・職名）

デパート・お店で必要な品物を求める
8 買　　い　　物 不規則動詞PONER、　OIR 山口燕正 山口蕪正指示代名詞、所有形容詞

9 食　　　　　　事 大学のカフェテリアで昼食を取る、レストランにて

s規則動詞CONOCER、　SABER 同　上 同　上

天気や月・日のことを話す
10 天　候　　・　暦 主語無しの表現

狽Q
同　上 同　上

人と会う約束、仕事のこと
1
1

時　　　　　　間 時刻の表現 同　上 同　上
不規則動詞PEDIR，　DECIR

趣味や好きなスポーツについて語る
12 趣味・好きなこと 動詞GUSTAR 同　上 同　上

不規則動詞JUGAR

休暇でセカンドハウスへ
13 旅行をする 出張でホテルに泊まる 同　上 同　上

再帰動詞・再帰代名詞

14 日常生活の行動
日常の生活で用いる

ﾄ帰動詞の表現 同　上 同　上

健康な生活

15 健康　・病気
医師の診察を受ける
��モ､ 同　上 同　上

GUSTAR型の動詞、再帰動詞（続き）
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＝スペイン語IC98）＝　（R）

〔主任講師：山口蒸正（放送大学助教授）〕

全丁丁箔で学習し働詞の現在形による表現を基礎として、それぞれの日常的な土易に応じ嬬句を用

いて基本表現を発展させる。文法的には、動詞の過去形と命令形を中心に学ぶが・スペイン語を習得するに

は動詞活用は避けて通れないので、各自練習に努められたい。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 出会い・別れの

¥現

パーティにて、いとまごいをする

?ﾐを訪ねる
�`での出迎え・見送り、週末の別れ
ﾄ帰動詞の復習

山口蒸正
i放送大学

赴ｳ授）

山口蒸正
i放送大学

赴ｳ授）

2 人のことを尋ね
驕E話す

スペイン語の国・国民名、職業は？

ﾇんな人か？
ｻ在分詞
ﾟ去分詞

同　上 同　上

3 自然・気候など

�bす

展望台にて、天候の表現
c園での余暇生活
ﾄ帰動詞（続き）：受け身的用法、無人称的表現、

P人称動詞

同　上 同　上

4 比較の表現

身近な品物、家族・友人、町・地方について話す

蛯ｫな数を学ぶ
同　上 同　上

5 命令形を用いて

@　　　　　1

勉強・遊びの中で勧め・忠告、要求、命令等の表現を用い

髟Z、vosotrosへの命令
同　上 同　上

6 命令形を用いて

@　　　　　2

仕事・付合いの中で頼み、詫び、禁止等の表現を用いる
浮唐狽?пC　ustedesへの命令

ﾛ定命令 同　上 同　上

7 命令形を用いて

@　　　　　3

家の中で日常的に用いる表現
ﾚ的格人称代名詞を伴った命令
ﾄ帰動詞の命令 同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u・師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 過去を話す1

昨日行ったところ、スペイン語のパーティ
ｼ説法完了過去：一AR規則動詞

s規則動詞1（leer／ir／ser）

山口蒸正
i放送大学

赴ｳ授）

山口七三
i放送大学

赴ｳ授）

9 過去を話す2

先日何をしたか：同窓生の集まり、家に友人を招く
ｼ説法完了過去；一ER／一IR動詞

s規則動詞2（estar／hacer／tener／venir）
同　上 同　上

10 過去を話す3

子供のころの思い出、その時何をしていたか？
ｼ説法不完了過去

同　上 同　上

11 過去を話す4

スペイン語の国での生活経験から：スペインで困ったこと、メキシコへ行った人

ｼ説法完了過去：不規則形3
@　　　　　　　（poder／querer／poner／dormir）直説法現在完了

同　上 同　上

12 過去を話す5

対人関係を話題にする、仕事仲間のこと、友人の結婚
ｼ説法完了過去：不規則形4
@　　　　　　　（decir／dar／pedir／saber） 同　上 同　上

13 複文による表現

今日の天気、展覧会へ行く、パソコンはむずかしい？
ｶを名詞化するque／仮定・条件文のsi／時を表すcuando
^理由・原因をしめすcomo、　POrque／譲歩のaunque等を用いた複文

同　上 同　上

14 未来の表現

勉強、仕事で／旅行に行く話しで意図、予定、推量等を表現する

ｼ説法未来 同　上 同　上

15 関係詞による表

ｻ

買い物、訪問地での語らい、送られてきたもの
ｼ詞を修飾する関係代名詞queの形容詞節／lo　queの表現
^関係副詞のdonde 同　上 同　上
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＝中国語皿（’00）＝（R）

〔主任講師 代田智明（東京大学教授）〕

全体のねらい
　現代中国作家の手になる散文・エッセイを、少し丹念に読解することで、基礎的な文法、語法をもう一度確認しなが
ら・中国語の読みを中心に能力をアップさせたい。合わせて内容の面からは、課刺やユーモアある文章、文化比較を
扱った文章を読むことで、中国の人々の笑いや思考について、少しでも理解を深めたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
手紙の文字の書き
福ﾉついての文章

　基本的な文章の読み取り能力を身につける。文字のぞんざい
ﾈ書き方のために、とんでもない読み間違いがおきたり、返信
ｪできないという主旨を、ユーモアをまぜて述べた文章を味わ
､。典拠は、王力〈談談写信〉。

代田智明
i東京大学

ｳ授）

代田智明
i東京大学

ｳ授）

2 同　上 1の続き 同　上 同　上

3

女性のファッショ

唐ﾉついて

　やさしい文章の論理的展開をきちんとおさえる力を試す。女性のファッションについて、個性と自分の好みが大切であることを述べた文章。典拠は、白白抗〈女人”会”不“会”穿衣服〉。

同　上 同　上

4 同　上 3の続き 同　上 同　上

5

他人とのぶつかり
�ﾟぐる中国と西
mの違い

同　上 同　上

6 同　上 5の続き 同　上 同　上

7
ショートショート

ｩら

　超短篇小説。一通の手紙を道の向かいにあるポストに投函してもらうよう恋人に託すが、彼女は交通事故に遭ってしまう。その手紙とは？

同上 同上
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回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
嫉妬をめぐる

uラックユーモア
7の続き 代田智明 代田智明

9
イソップ物語
ﾌパロディ

　調刺的な文章を、語り手の視点を理解して、ともに笑いを共
Lできる力を養いたい。良く知られたイソップの寓話三編を選
ﾑ、それに新しい解釈を施す。典拠は門門書く読白白寓言〉。

同　上 同　上

10 同　上 9の続き 同　上 同　上

11
身体障害者スポー
cの意義について

　少し硬い評論文でも読みこなす能力を身に付ける。作者は身
ﾌ障害者だが、スポーツを通じて、限界に挑戦する人間の姿を
m信する。その内容も味わいたい。典拠は、史鉄生〈体育意志
M心〉。

同　上 同　上

12 同　上 11の続き 同　上 同　上

13
裸体をめぐる日中

ｶ化の違い

　論理的な文章をきちんと読みとる力を、最後に仕上げたい。
≡ﾌをめぐる日中文化比較論。混浴がありアイドルのヌードが
烽ﾄはやされる日本では肉体が自然と感じられるのに対し、中
曹ﾅは醜悪なものと感じている文化的ちがいを指摘する。典拠
ﾍ、秦弓《中国人的徳行》。

同　上 同　上

14 同　上 13の続き 同　上 同　上

15 同　上 14の続き 同　上 同　上
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＝保 健 体 育＝　（TV）

睡難：醗永難齢轟繋1〕

全体のねらい
　この講義のねらいは、生涯スポーツの観点から、日常生活の中にスポーツ等の運動を取り入れて、生活の
質の向上を図ろうとする際に必要な考え方と科学的な知識を提供することである。とくに、運動が身体に及　　’
ぼす影響をスポーツ科学的な見地から講義する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 生涯スポーツの
梠

　スポーツという言葉の意味は国の数ほどあると言われる
ｭらいに多義である。スポーツに対する考え方をいくつか
ﾐ介しながら、現代の「生涯スポーツ」の考え方、これを
юiしている民間運動や行政の具体的な展開状況、日本で
ﾌあり方等について講義する。

渡邉　　融
i放送大学

ｳ授）

渡邉　　融
i放送大学

ｳ授）

2 歴史の中の
Xポーツ

　人間は今までに多くのスポーツを作り、楽しみ、捨てて
ｫた。また、スポーツは単なる楽しみに止まらず、時代・
ﾐ会によってさまざまな意味を伴って行われてきた。ス
|ーツが人間にとって何であったかを、いくつかの例を取
闖繧ｰながら見てゆく。

同　上 同　上

3 知っておきたい
ｩらだの知識

　ヒトは、直立ならびに二本足歩行という他の動物には見
轤黷ﾈい特有の移動様式を持つ。このようなヒトのからだ
ﾌ構造と機能について説明し、スポーツを科学的に学習す
驍､えに必要な、からだの基本的な仕組みについて概説す
驕B

臼井永男
i放送大学

赴ｳ授）

臼井永男
i放送大学

赴ｳ授）

4 スポーツ活動へ

ﾌ科学的アプ
香[チ

　走る・投げる等の身体運動（スポーツ）の分析と統合に
ﾖする科学的接近の概要を解説するとともに、身体運動の
ｬり立ちを人体の構造的側面及びエネルギー伝達の側面か
迯lえる。

福永哲夫
i東京大学

ｳ授）

福永哲夫
i東京大学

ｳ授）

5 「筋力」発揮の

＜Jニズム

　ヒトが随意努力下で発揮する「筋力」の大小は、筋の太
ｳ、組成や神経の働きにより影響され、また筋の活動様式
ﾉより左右される。そのメカニズムについて説明するとと
烽ﾉ、スポーツの成績を決定する要因についても解説する。

同　上 同　上

6
パワーアップ
gレーニングの

ﾈ学

　強い「筋力」をす速く発揮することにより高いパワーを
ｾることができる。パワーアップトレーニングの科学的メ
Jニズムを説明するとともに、健康・体力つくりのための
gレーニング及びスポーツ競技力向上のたあのトレーニン
Oについても解説する。

同　上 同　上

7 持久的トレーニ
塔Oの生理

　ジョギングやマラソンなど、持久的運動をおこなった時
ﾌ生理的機能について説明するとともに、持久的トレーニ
塔Oによって生じる効果を、いろいろな角度からとらえて
ﾝる。持久力の測定法や、主観的・客観的指標についても
wぶ。

小林寛道
i東京大学

ｳ授）

小林寛道
i東京大学

ｳ授）
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 運動と心拍水準

　エアロピックダンス、ウォーキング、サイクリング、水
jなど、いろいろな運動をおこなった時の酸素摂取量や心
署狽ﾌ水準について調べてみる。年齢や体力水準の違いに
謔ﾁて、それらがどのように変化するかを勉強し、健康増
iのたあの運動負荷水準を探る。

小林寛道 小林寛道

9 持久的トレー
jングの方法

　年齢とともに体力がどのように変化してゆくのかをとら
ｦるとともに、トレーニングが体力推移にどのような影響
�烽ｽらすかについて検討する。持久的トレーニングをお
ｱなう場合の留意点や、暑さ対策、給水、栄養などについ
ﾄも勉強する。

同　上 同　上

10 たくみとスキル

　自分の意志で行う身体運動の個人差を、我々は「強さ」
ﾆ「巧みさ」という尺度を用いて評価している。巧みだと
]価される動作の特徴を探り、そのような動作を可能にし
ﾄいる能力（スキル）について解説する。

大築立志
i東京大学

ｳ授）

大築立志
i東京大学

ｳ授）

11 脳と運動制御

　巧みな動作は、神経系、特に脳の働きによって初めて可
¥になる。　「体でおぼえる」とは実は「脳が覚える」こと
ﾅある。脳を中心とした神経系と＝運動の関係を探る。 同　上 同　上

12 運動の上達

　箸や鉛筆の使い方もスポーツの動作も適切な練習によっ
ﾄ上達する。運動の上達とは脳・神経系のどのような仕組
ﾉよってもたらされるのか。どのような練習をすれば「う
ﾜく」なれるのかについて考える。

同　上 同　上

13

スポーツの医学

@　（1）

ｯがと予防

　スポーツという運動負荷は、われわれの身体に健康や体
ﾍの充実感を与える反面、重症事故や慢性障害もひき起こ
ｷ。これらの事故の実態や応急処置・リハビリテーション
ﾌ原則について解説する。

中嶋寛之
i日本体育

蜉w教授）

中嶋寛之
i日本体育

蜉w教授）

14

スポーツの医学

@　（2）

ｯがと処理

　スポーツによる事故や損傷に関与するさまざまな要因に
ﾂいて述べる。とくにスポーツをする人の個人的な身体要
�ﾍ最も重要で予防の立場から内科的あるいは整形外科的
＜fィカルチェックについて解説する。

同　上 同　上

15 身体障害者と
Xポーツ

　近年、機能向上・回復のためだけでなく、身体障害者の
ﾔに、さまざまなスポーツを楽しむ機会が増えてきた。そ
ﾌ意義について述べ、親しまれているいくつかのスポーツ
�ﾐ介するとともに、障害の部位と程度の違いによる留意
_について言及する。

臼井永男 臼井永男
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＝現代日本の教育課題（’99）＝：（TV）

雌難：鮮麗難謡講潔窄書幅

全体のねらい
　今、日本の教育は大きな転換期にある。教育をめぐって、これまではなかったような広がりと深さを持つ問題が生じ
ている。このような現状を的確に把握し、そこに至る歴史的背景を正しく認識した上で、これからの日本の教育のあり
方を広い視野から展望し、現代社会における教育の意味を理解することが、本講座の目的である。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

天野郁夫

1
日本の教育一二が問題か

　近代的な学校制度が作られてから一世紀余り、日本の発展を
xえ、国際的にも高い評価を得てきた教育が、今そのあり方を
ｪ底から問われている。日本の教育の何が今、問題なのか、日
{の教育はどこから来て、どこへ行こうとしているのかを考え
驕B

天野郁夫
i国立学校財
ｱセンター教
�j

（国立学校財

ｱセンター教
�j

メ@生　誠
i放送大学

副学長）

問題の根底にあるものを探り当てるためには、まず、近代学

2
教育と近代一日本の経験 校制度の出発点にさかのぼってみる必要がある。明治の初期に

ﾈされたさまざまな選択が、日本の教育と社会に何をもたらし
同　上 天野郁夫

たのか、戦前期におけるその明暗を明らかにする。

第二次大戦後、アメリカの占領下に日本の教育は大きな変革

3
戦後改革の意味一効率化と平等化 を経験：する。　「第二の教育改：革」と呼ばれるこの学制改革がい

ｩに明治以来の教育の構造を揺さぶり、・一変させ、戦後日本の
同　上 同　上

高度成長のための基礎を創り出したかを見ていく。

1960年代から80年代にかけて、教育と経済はともに高度成長

4
大衆教育の時代一豊かな社会へ を遂げ、豊かな消費社会と大衆教育の時代をもたらした。誰も

ｪ18歳まで、さらに半数近くが20歳になるまで教育を受けるよ
､になった時代。その豊かさが教育の大きな転換をもたらし

同　上 同　上

た。

現代社会では、学校で受けた教育の水準と内容を示す学歴

5
学　歴　社　会一教育と職業の間 が、人々の：職業や社会地位と深い関わりを持つ。日本社会がこ

ﾆさらに「学歴社会」と呼ばれるのは何故か。またそれは変革
同　上 同　上

の可能性を持ちうるのかを考える。

進学をめぐる激しい競争は、戦前期から、日本の教育と社会

6 受験競争一教育
ﾆ社会の病理

の最も深刻な病理現象とされてきた。受験戦争はなぜ起こるの
ｩ、それは解決可能なのか、高校や大学入試をめぐるさまざま

同　上 同　上

な改革努力に触れながら、将来への展望を試みる。

7
家族の変質一躾の崩壊

　家族は学校と同様、日々成長していく子どもたちの最も強力
ﾈ社会化装置である。家族の持つ社会化機能を原理的に理解し
ｽ上で、戦後日本の家族が教育に果たしてきた機能を整理し、

ｻ代家族の深刻な変質について検討する。

麻生　　誠
i放送大学

寢w長）
麻生　　誠
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
病んでいく心一
^善美の教育は
?�ｾか

　これまでわが国の学校教育はシステムとして十全に機能して
ｫたと言われてきた。だが今日、精神的な不調を訴え保健室へ
ｦ避する子どもたち、あるいは不登校、いじめが増加してい
驕Bこれは何を意味しているのか。子どもたちの心の問題を考
ｦる。

麻生　　誠 麻生　　誠

9

増加する非行と
ｻの変質一無規
ﾍ型非行の増加

　逃避とは異なる形での社会システムからの離脱に非行があ
驕B戦後日本の少年非行の動向をたどり、その傾向を把握した
繧ﾅ、現代青少年の逸脱状況と、その背景としての規範意識の
ﾏ質について考察する。

同　上 同　上

10

男女共同参画社
?ﾖの道一女性
梶[ダー形成の
瘧Q

　男女共同参画社会の現実が、国の政策として取り上げられて
ｩらはや5年が経過したが、実現への道はなお遠いと思われる。
ｻの中で教育が果たすべき役割は非常に大きい。だが現実に
ﾍ、日本の教育と職場とが手を結んで，女性の社会的参画を阻む
鼾№ｳえある。

同　上 同　上

11

人権と教育一同
a教育の実態と
ｻの課題

　同和教育にそのテーマを絞って、大阪大学とラトガース大学
ﾆの共同で行われた日米同和問題国際調査等の研究成果をもと
ﾉ、人権教育の展開を教師と地域住民の役割を中心に考察す
驕B

池　田　　寛

i大阪大学
ｳ授）

麻生　　誠

12

才能教育と学校一適能教育を構

zする

　戦後、エリート教育や才能教育は特に公教育の領域でタブー
汲ｳれ姿を消したが、最近、　「教育上の例外措置」と言う形で
ﾋ能教育が政策課題となっている。だがその力は微々たるもの
ﾅある。蔓延する受験才能教育に対し、公教育で望まれる才能
ｳ育の姿を追ってみる。

麻生　　誠 麻生　　誠

13
生涯学習社会の
艪ｭえ一豊かな
ｩ己実現への道

　生涯学習は今や時代の風潮ともいいうる現象である。しかし
ｻの実体は多種多様であり、とても一括りに論じられるもので
ﾍない。生涯学習の今日的意味について、放送大学の10年の歴
jを検討し今後の我が国の生涯学習の可能性を探る。

同　上 同　上

14

教師とその養成一生涯学習型教師

ﾌ登場

　教育の場での直接の実践物は教師であって、教師を通すこと
ﾈしにはいかなる教育上の理想や改革も実現できない。戦前、
甯繧ﾌわが国で教師の果たしてきた役割を学習し、現在の教師
ﾌ状況とその養成はどう行われ、いかなる問題をはらんでいる
ﾌかを考察する。

同　上 同　上

15
第三の教育改革一自由化と個性化

　80年代後半の臨時教育審議会以来、日本の教育は明治初期と
謫�汨蜷甯繧ﾉ次ぐ「第三の教育改革」の季節を迎えた。改革
ﾌキーワードは「自由化」と「個性化」。多くの困難な課題を
�ｦた現代日本の教育はどこに行こうとしているのかを考え
驕B

天野郁夫
麻生　誠

V野郁夫
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＝現代日本の地方自治（’99）＝（TV）

〔主任講師　　阿部　齊　　（放送大学教授）〕

全瑠蹴市民の瞠生活に最も回した公的活動領域である．しかも従来の中央難型の政治に代えて、地方分

権型の政治が推進されている今日、地方自治の重要性は日を追って高まりつつある。この地方自治の領域に現れる諸問
題は、日本の政治や社会が抱えている基本的な問題と密接に関連しているといえよう・この科目では・日本の地方自治
の制度的な特徴を明らかにした後、具体的な政策問題の検討を通して、参加型地域社会形成の可能性を探りたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）
講　師　名
i所属・職名）

地方自治と地方政治

1
地方自治と中央
ｭ治

明治国家の地方制度
坙{的地方自治の特質
謫�汾｢界大戦後の制度改革
n方分権と地域政治

阿　部　齊
i放送大学

ｳ授）

阿　部　齊
i放送大学

ｳ授）

地方自治の二層構造

首長主義
首長と議会の関係

2 首長の役割
首長の地位と役割
@関委任事務と自治体首長

同　上 同　上

行政指導と行政手続条例

地方議会の機能
地方議会の構成と運営

3 地　方　議　会 地方議会と政党 同　上 同　上

地方議会と情報公開
地方議会の日米比較

地方選挙の制度
地方選挙の現実

4 住民と選挙 住民の権利 同　上 同　上

住民投票の可能性

地方税制の仕組み
地方自治体の財政支出

5 地　方　財　政 地方交付税と国庫支出金 同　上 同　上

地方債の増発
地方財政の危機

都市計画の意義
日本の都市計画

6 都　市　計　画 都市計画の現在 同　上 同　上

都市の空洞化

情報公開と民主政治
行政部と情報公開

7 情　報　公　開
情報公開と地方自治
﨣��J制の現状 同上 同　上

プライヴァシーの保護
情報公開制の成果
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

放送担当
u　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

決定過程への女性の参加
積極的優遇措置

8 性差別の是正 選挙と女性 阿　部　齊 阿　部　齊
女性と地方自治
フェミニズムの現在

公害規制と地方自治
迷惑施設と環境保全

9 環　境　保　全 自然環境の保全 同　上 同　上
地球規模の環境汚染
地球環境問題と地方自治

高齢化社会の到来
少子化対策

10 地　域　福　祉 在宅福祉とゴールド・プラン 同　上 同　上
介護保険制度の導入
高齢化と地域医療

教育と政治
戦後教育改革

1
1

教　育　行　政
教育政策の保守化
ｩ由民主党の教育政策 同　上 同　上

今日の教育制度の矛盾
教育の荒廃とその将来

社会教育の役割　　　　　・

12 文　化　行　政
社会教育から文化行政へ
n域文化の振興 同　上 同　上

美術館と博物館

警察行政の現状

13 危　機　管　理
消防行政の課題
h災体制の確立 同　上 同　上

阪神・淡路大震災の教訓

相互依存の増大

14 国際化への対応
自治体外交

烽ﾈる国際化 同　上 同　上

市民運動とNGO

団体自治と住民自治
地方分権の推進

15 自治体改革 地方分権推進委員会の勧告 同　上 同　上
勧告の意義
住民自治の推進
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＝日本の自然C　98）＝（TV）

〔圭騰臨：箏購猷雛交織駕〕

全体のねらい
　自然の正しい理解のためには、事象や景観から受ける感動を大切にするのが基本となる。当科目では、ビ
ジュアル世界に判り易い解説を付しながら日本列島とその周辺の気象・地形・生物等の多様性や特性を、個
別アイテムの羅列とせずエコシステムに位置づけ、かっ人間生活と関わりを重視しながら紹介し、自然観の
酒養に資する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 豊かな日本の
ｩ然

　グローバルに見ると、豊かな緑に包まれた日本列島は、
ｻ漠が広がる中緯度高圧帯に位置している。その厳しさを
_らげるのが海の存在であることはを強調する。豊かさは
n形の複雑さにも由来することをいくつかの事例をあげ、
ｴ覚的に日本の自然の多様性を学ぶ。

濱田隆士
i放送大学

ｳ授）

?ｺ和郎
i駒澤大学

ｳ授）

濱田隆士
i放送大学

ｳ授）

?ｺ和郎
i駒澤大学

ｳ授）

2 日本の大地

　日本列島は激しい隆起地帯であり、険しい山に深い谷が
盾ﾜれ、大量の砕屑物が川によって運ばれ、平野を構築・
A生等の特徴や利用する人の愚意を探る。地勢を表わす地
}化の手法や種類についても紹介する。

同　上 同　上

3 大地を造る地質

ﾆ歴史

　日本列島は、造山運動の激しい地帯の特色として、多様
ｫの高い岩相・地層の帯状分布をもつ。岩石も鉱物も段数
ｪ多く、それらは形成時のさまざまな物理・化学環境を反
fしている。列島を造る大地の性質は、植生や動物相にも
ｭなからぬ影響を持つことが示される。

同　上 同　上

4 日本列島の環境

ﾏ遷

　日本列島は、初あから列島であったわけでなく、プレー
gテクトニクスとしてのプレート運動に支配され、さまざ
ﾜな気候帯を反映しながら現在に至っている。4億年前に
Tンゴ礁が発達し、以後くり返し温暖期が記録されている。
ﾖ東地域に氷河期の影響も残される。

同　上 同　上

5 日本の川と文化

　川を独立したユニットとして見る時代は終った。地球上
ﾌ水循環の中に位置づけ、山と平野・海とを結ぶ物質移動
ﾌ経路であることを認識しなければならない。森は川の源
ﾅあるとする受け止あ方があれば、人がそれらを利用する
p勢も自ずと方向が見えてくる。

大熊　　孝
i新潟大学

ｳ授）

大熊　　孝
i新潟大学

ｳ授）

6 日本をとりまく

Cと大気

　列島をとり巻いて流れる黒潮と親潮は、ただ単に気温へ
ﾌ影響が大であるばかりではない。豊かな海の幸が育ち、
ﾏ化に富む植生を育み、気象・海象・気候が一連の環境変
Jの主要因をなす。海・陸インターフェイスの重要性も強
ｭ指摘され、生物の多様性にもふれる。

濱田隆士

?ｺ和郎

濱田隆士

?ｺ和郎

7 日　本　の　土

　大地の表層は、基本的に植生ひいては動物相を支配する
蜷ﾘな要素である。湿潤な気候や火山灰の存在は、日本列
№ﾌ土の多様性を産み出し、豊かな自然環境を形成する正
ｵく　地をなしている。人の生活様式は土の利用形態につ

ﾈがり、独特の分かを育て上げる。

同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

モ　リ

X林の役割り

　日本の森林は、ヨーロッパほどでないが：最早原生の状態を留めている所が少い。山林の主体となる二次林や植林は、当然人と自然との相互作用として形成され、酒養されてきた。森林は生態の場だけでなく、大気の浄化を含め列島自然環境形成の主軸をなしている。

武内和彦
i東京大学

ｳ授）

武内和彦
i東京大学

ｳ授）

9 重要な里山の
ｩ然

　里山という場と概念は、自然林と人の生活との接点において形成されてきた。里山は変化しっっある環境であり、

ｶ活文化の発祥の原点である。その里山も、国土の近代化
ｭ策により都市化という著しい変形を蒙り、激減に向いつ
ﾂある実態に目を向ける必要がある。

同　上 同　上

10 日本の植物と
ｩ虫

　日本の野生生物は大きな生態的多様性を示すが、なかで
熕A物と昆虫との関り合いには注目すべきものが多い。里

Rという限定された環境下でのチョウと植物との関係を追いながら、自然界のシームレスなエコシステムの例を学び、その意義について述べる。

石井　　実
i大阪府立

蜉w教授）

石井　　実
i大阪府立

蜉w教授）

11 日本の四達

　鳥は飛べる生き物でありながら、その分布や移動のパターンにはかなりの制約があることが知られている。鳥達の

ｶき様に従って非常にバラエティに富み、不思議ともいえ
髓m恵で子孫につないでいることも多い。単純な共存とか
ｬ争といった図式だけでは説明できぬ。

樋口廣芳
i東京大学

ｳ授）

樋口廣芳
i東京大学

ｳ授）

12 湿地と動物達

　湿地や脳波という特定の環境は、一般にはマイナーな存在と見られがちであるが、エコシステムからみると、実は

�墲ﾉ大事な位置を占めている。鳥や魚、エビやカニ、昆
獅ﾈど多くの小型生物にとってかけがえのないナーサリー
]ーンであることを例証する。

同　上 同　上

13 火山・地震の
ﾐ害

　自然に恵まれた日本列島は、その反面自然の恐しさも同居させている。自然災害のうち、大地と関連して発生する日本列島にとっては避けられない火山・地震現象に起因するものが少くない。それだけに、その国土に住む人々にとって火山・地震への理解を欠かせない。

伊藤和明
i文教大学

ｳ授）

伊藤和明
i文教大学

ｳ授）

14 気象災害の恐ろ
ｵさ

　季節によって変わるグローバルな気圧配置の下で、さまざまの気象災害が日本列島を見舞う。災害は雨や風だけでない。冷害も、フェーン現象による大災の危険が常にある。地勢の複雑さと、人の住む領域拡大に伴う土地の変形や変質が災害に直結する例も多くなった。

同　上 同　上

15 日本の自然教育
ﾆ自然観

　豊かな自然に住めば、自然への畏敬や感謝の念は薄らぐという事実がある。日本では縄文一弥生を経て恵まれた自然環境が激減し今日の文明化を迎えている。その経緯での

ﾂ境悪化をどのように捉え、今後に資するかが今厳しく問
墲黷ﾄいる。地球的課題にも共通する。

濱田隆士

?ｺ和郎
同　上
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＝地球環境を考える（’99）＝・（TV）

主任講i師〔
主任講師

騒蓄漿腰垂1讐黛糊〕

全体のねらい
　今日深刻な問題となっている、地域的公害からさらに拡大した地域規模での環境問題について、その現状・原因、そ
して解決策を、自然、社会、科学・技術等各方面から考察し、総合的な理解をめざすものである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
地球環境問題とは

ｽか

　今日起っている多様な地域環境問題について、概観し、その
褐ﾝ連関性を考察し、この問題をどのように捉えたらよいかを
lえる。

道家達將
i東京工業大学
@名誉教授）

V飯田　宏
i放送大学教授）
｢部　　齊（放送大学教授）

_田隆士
i放送大学教授）

道家達將（東京工業大学　名誉教授）

V飯田　宏
i放送大学教授）

｢部　　齊
i放送大学教授）

_田隆士
i放送大学教授）

2 地球温暖化とは
ｽか

　化石燃料の大量燃焼から発生する地球温暖化は、なぜ地球環
ｫに悪影響を及ぼすのかを明らかにしつつ、その自然科学的メ
Jニズム、その予防策、国際的取組について説明する。そこで
ﾍ、Sustainable　development（持続可能な発展）の理念とは何
ｩも明らかにされる。

新飯田　宏
新飯田　宏

_田隆士

3 水の惑星・地球

　地球は太陽系唯一の水の惑星である。水は生命を育み、豊か
ﾈ自然をもたらし続けてきた。その地球の水環境が急速に悪化
ｵている。今回は、地球水システムの本質、水の持つ自然浄化
ﾍ、川や海の機能、そして水環悪化の現状・原因と解決策を考
ｦる。

濱田隆士 濱田隆士

．4 消えゆく森林

　多様な生物が息づく熱帯雨林。アマゾンに焦点を当て、その
J発による破壊の状況、大原生林消滅の危機的状況を見なが
轣Aなぜそのようなことが行なわれるのか、その影響はどのよ
､なものか、どうずればよいのか等を考える。

新飯田　宏 新飯田　宏

5 砂漠化はなぜ
Nきる

　世界各地で砂漠化が進んでいる。そもそも砂漠とはどんなと
ｱろなのか、砂漠化の原因は何か、解決策はあるのか等につき
lえる。

@異常気象が循環システムの乱れであること、熱帯海域は「海
ﾌ砂漠」であること、また都市化は砂漠と同義であることなど
熄qべる。

同　上 同　上

6 拡がるオゾン
zール

　フロン、メタンによるオゾン層の破壊が極地だけでなく全地
?繼�ﾉ広がりつつある。代替フロンもオゾン層を破壊する。
Iーロラが語る環境破壊への警告などを聞きながら、地上の現
ﾀ生活における解決策を考える。

同　上 同　上

7 生物多様性の保全

　レッドデータブックの見方・読み方、「絶滅」についての正
mな理解、生態的に反地球型生物と言える人間の問題について
lえ、種の多様性保全の意義について述べ、生態保存策と開発
v考との矛盾について考える。動物の権利、野生生物はペット
ﾅはない点にも論及。

阿部　　齊
阿部　　齊

_田隆士
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　、師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
自然との共生～
rオトープと
iショナルパーク

　世界各国の環境保護政策について論じる。

@バイソンを絶滅から救うために設けたとされるアメリカのナ
Vョナル・パークやドイツのビオトープなどを例として考察
ｵ、わが国における環境保護政策についても検討したい。

阿部　　齊
阿部　　齊

_田隆士

9 エネルギー

　今日私たちは、石油・石炭など化石エネルギーを大量に使用
ｷることで、利便さを発展させる反面、環境を悪化させつつあ
驕B環境悪化を招かないようなエネルギーの発生と利用はどう
ｸれば可能になるのか。それには科学・技術だけでなく社会的
竭閧ﾌ解決が要る。

新飯田　宏 新飯田　宏

10 自動車社会の功罪

　20世紀文明の象徴である自動車の大量生産と利用は、プラス
ﾌ面とともに、マイナスの面をもたらしている。その実態に迫
驍ﾆともに、今後どのようにすれば、マイナス面の克服が可能
ﾆなるのか、各方面から検討してみる。

同　上 同　上

11
廃棄物一サイクル
ﾆリサイクル

　今日私たちは、自分たちの廃棄物の処理に悩んでいる。自然
ﾉは、自然のエネルギーと物質の循環がある。人間の廃棄物が
ｱの循環系に入るとどのようなことになるのかを見るととも
ﾉ、人間や生物の安全が確保できるリサイクルシステムについ
ﾄ考える。

道家達將
道家達將

O都　　齊

12 人類と生態系

　エコシステムと「エゴシステム」とも言える反地球型活動を
sう人間によるシステムを対比し、エビ養殖とマングローブ林
J発などに見られるような過剰生産・過剰消費の現状を調べ、
l間がいかに地球生態システムを乱しているかを考え、解決策
�_じる。

濱田隆士
濱田隆士

｢部　　齊

13
日本の環境問題と

ｭ策

　世界の中のとくに日本における環境問題・環境政策に焦点を
?ﾄて問題点と解決策を論じる。例として、ゴルフ場の問題、
ｱ潟・海浜の消滅など、また水俣病や自然保護の問題などにつ
｢ても検討したい。

阿部　　齊 阿部　　齊

14
環境政策と国民の

鞫gみ

　まず、地域環境問題から地域環境問題へと基本的性格の変化
ﾉ国民の意識が遅れいたことが情報の不確実性と重なって、環
ｫ対策を遅らせて来たことを明らかにしつつ、「持続可能な発
Wに向けて、産業・エネルギー・民生の各部門が、また政府が
ﾇう対応しつつあるか、またNGOの役割についても検討す
驕B

新飯田　宏 新飯田　宏

15 不確実な未来へ
?ｯて

　これまで論じて来たこと、また論じられなかったことを取り
繧ｰ、地球環境問題について総括したい。

道家達將
V飯田宏
｢部　齊
_田隆士

道家達三
V飯田宏
｢部　齊
_田隆士

一200一



　＝＝現代生活論（’00）＝（TV）
　　一新しい生活スタイルと生活支援一

〔主任講師　：松村詳子（放送大学教授）〕

経済のサービス化、情報化、人口の高齢化、男女の役割変化などが進む現代社会での生活は、形態や機能が多様化
し、複雑で見えにくい。現代生活においては、社会的規制が弱まり個人の自由意志が尊重される反面、新たな生活難が
発生し将来展望が持ちにくく、子どもから高齢者まですべての年齢層に生活不安が広がっている。この講義では日本人
の生活を多角的に分析するだけでなく、個人や家族が持てる力を充分に発揮していくための生活課題と、社会的生活支
援策の方向と方法を明らかにする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 現代生活のしくみ

　現代生活を内部的条件（個人や家族の生活意識、家事活動、
ﾆ庭内耐久消費財）と外部的条件（商品市場、社会保障制度、
ｶ活共同：施設）の枠組でみていく。生活形成は内部的条件より
O部的条件に規定されるようになっており、生活の個人別化、
ﾈ力化が進んでいる。この講義の全回を通して、アメリカ合衆
窓yびフランスの事例との比較をまじえて、現代日本人の生活
ﾌ特徴を浮き彫りにしたい。
iトピックス）日米消費生活相談

松村鮮子
i放送大学

ｳ授）

松村詳子
i放送大学

ｳ授）

2
生活欲求の不確定

ｻ

　時代により、社会により変化する生活欲求の発生、充足形
ﾔ、内容、水準は、個人や家族にどんな影響を与え、どのよう
ﾈ生活問題を生み出しているか。生活欲求の作られ方、生活欲
≠�s確定にしている要因、世代間の生活欲求の葛藤などを経
ﾏ発展や情報化との関わりの中で見ていく。
iトピックス）生活雑誌からみるライフスタイルの変化

同　上 同　上

3
生活手段の選択、
?

　生活手段の数や種類は増加し、個人的に使用するものだけで
ﾈく、社会的に共同使用するものも数多い。企業や行政からの
P方向的な生活手段の供給によって生じる個人や家族の生活に
ｨける過剰消費や主体性・個性の減退傾向について検討する。
iトピックス）インターネット通販

同　上 同　上

4
生活手段の加工、

z置

　家庭内での生活手段の自給は少なくなり、購入した生活手段
ﾌ加工や配置についても省力化が進んでいる。サービス経済の
i展の下で加速化される家事活動の減少が人々の心身の健康、
l間関係、価値観迄変容させている状況を示す。
iトピックス）子どもの食卓風景

同　上 同　上

5
見えない家計、

ｧ御しにくい家計

　生活費は長期的に見ると大幅に上昇してきたが、個計化、金
Z化によって新しい不安定さが生じてきている。また、税金、
ﾐ会保険料の負担と供給が増える中で、家庭内外の世代間関係
熾ﾏ化している。新しい家計管理の方法についても取り上げた
｢。

iトピックス）多重債務の増大

同　上 同　上

6 不規則な生活時間

　労働形態の変化により、自由時間が増え、生活時間の夜型化
ｪ進んでいる。また、女性と男性では生活時間の配分・内容に
i差がある。さらに地域の居住環境の不備が人々の生活時間共
Lを妨げている。時間使用の構造、時間の流れ分析、生涯時間
z分から、現代日本人の生活の特色を見る。
iトピックス）生活時間の国際比較

同　上 同　上

7 生活空間の拡散

　多くの生活活動は家庭の外で営まれるようになってきてい
驕Bしかし、生活の安定のためには、拡大した生活の場での利
ﾖ性の追求と私的空間での自己保存のための活動の両方が必要
ﾅある。ゆるやかに開放された生活空間によって可能となる個人の自己実現と社会の連帯のあり方を検討する。

iトピックス）コレクティブハウジング

同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

モノや金銭への執着や人間関係の稀薄化の促進によって作ら
れた価値観は、国民総中流意識化や自己喪失感を強めた。さら

8
生活の価値観、目

Wの混乱

に社会経済状況の激しい変動の下では、長期的生活目標を持ち
ﾉくく、刹那的で消極的な生活行動が多発している。生活の満
ｫ度は顕在化した生活欲求との相関だけでなく、潜在化した生

松村詳子 松村詳子

活価値と生活実態との関係で測られることを示す。
（トピックス）ヤングアダルトの困難

生活手段の商品化がすすみ、生活施設の共同利用や社会保障
制度による社会連帯が強まっている。このような生活社会化は

9 生活の社会化 なぜ、どの様な形で進行しているのか。また、生活の社会化に 同　上 同　上
よる生活の画一一化、他律化、家庭機能の縮小について述べる。
（トピックス）生活協同組合の消費者支援

個人や家族が自ら生活難に備えて貯蓄や保険などをする（自
助）他に、一定の地域や集団での相互扶助（共助）、そして行

10 多元的な生活保障
政などの手で行われる公的生活支援（公判）が行われている。
ｶ活問題が多様化し、見えにくくなっている現在、必要とされ

同　上 同　上

る生活保障について考察する。
（トピックス）民間保険会社の活動

子どもは多くの消費や情報の機会に恵まれる一方、自然環境

11
子どもの生活変化
ﾖの対応

の悪化や、家庭や地域の子育て機能の低下の中におかれてい
驕B少子社会において、生活経験が豊かでパワフルな子どもの
ｶ活創造のための生活経営や社会福祉の実践例をみる。

同　上 同　上

（トピックス）フランスの子どものための余暇支援センター

雇用環境や結婚観など、仕事と家庭をめぐる環境変化が著し

12
男女の生活変化へ

ﾌ対応

い。失業率の上昇、リストラ、転職そして結婚難、子育てや介
?竭閧ﾈどが従来とは異なる形や重さで生活に影響している。
ｶ活者の自衛策と社会的支i援策の動向を分析する。

同　上 同　上

（トピックス）男女共同参画型社会に向けての諸施策

生活歴の異なる4世代が共存する高齢社会では、個別家庭に
おいても、社会全体としても世代間の生活行動の見直しが必要

13
高齢者の生活変化

ﾖの対応
であろう。生涯生活時間の中での労働、余暇、消費の適正な配
uと世代間の合意についての問題点を示し、解決への具体的な

同　上 同　上

方策を探る。

（トピックス）アメリカのシルバー村

現代生活において生じる金銭的、物質的、心理的、教育的課
題に関して、トラブル防止や救援に携わっている人と組織につ

14
生活を支援する人
ﾆ組織

いて紹介する。特に米仏のソーシャルワーカー及びホームエコ
mミストの地域生活支援活動は我が国への導入が望まれるもの

同　上 同　上

である。

（トピックス）米仏の生活支i援活動

現代の生活不安に対処するためには、生活の自律を促す生活
意識や生活技術の習得とともに、家族、地域、社会の様々なレ

15
生涯生活の充実の

ｽめに

ベルでの連帯の強化と共同生活のしくみが不可欠である。長期
ｻし、変化の波をうけることの多い現代生活のそれぞれの時期
ﾉおいて主体的で積極的な生活形成を実現するための個人、家

同　上 同　上

族の生活設計と社会的な生活政策、生活運動、生活教育の今後
の課題を示す。

一202一



＝認知科学（’00）＝：（TV）

佳騰鵠 舗泰歎犠護議劉

全体のねらい
　心とは。意識とは。考えるとは。知性とは。知識とは。認識とは。心と機械の関係は。考える機械は可能か。心と脳
の関係は。物質過程からいかに心は生成したか。心の謎に取り組む最新の心の科学を体系的に紹介する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

心の科学一
F知科学の成り立

ｿ

　だれにも自明で自覚できるようにある心。それは、存在し多
lな状態を示す。しかしそれ自体は見えない謎に満ちたもの。
ｻれを科学という観点から解き明かそうという最新の試みの諸
O提や視点を紹介する。

相　場　　覚

i放送大学
ｳ授）

ｼ川泰夫
i北海道大

w教授）

相　場　　覚

i放送大学
ｳ授）

ｼ川泰夫
i北海道大

w教授）

2

心をとらえる一
L号という観点か

　形をもたない心にいかに形を与えることができるか。事象一
ﾊを記述する基本的な記号系は、物質、エネルギー、情報であ
驕B心の科学の基本的な記号系である情報をめぐり情報科学、
﨣�攪_、記号論などから考察する。情報を担う記号系という
ﾏ点からみた心。

西川泰夫 西川泰夫

3
心的表象系
Cメージ、象徴

　心に形を与える機能を有する記号系でより自覚内容を反映し
ｽものにイメージや映像を主体とした感性記号がある。これら
ﾍ、心的表象系と総称され自明性と確証性のないものである。
ｻの特性や基本構造を検証する。

相場　覚 相場　覚

4

心的発達と教育・

@　　　　社会

ｻ

　心はどのように形成されるのか、心の成熟・発達過程を、心的
¥象系の組織化、体系化の観点から取り組む。ピアジェの行っ
ｽ発達過程の詳細な観察とそれを基に組み立てられた心の発達
ﾉ内在する論理構造を紹介する。

同　上 同　上

5 言語と知識

　世界知識を駆使した思考推論過程としての言語理解過程と言
齔ｸ製過程の研究について紹介する。常識推論、感情推論、事
痺xース推論などの各種推論と言語過程との関連が中心的話題
ﾅある。語用論的問題へのアプローチも導入し、対話や言語コ
~ュニケーションについての認知科学的モデルについても紹介
ｷる。

往住彰文
i東京工業

蜉w助教
�j

往住彰文
i東京工業

蜉w助教
�j

6
言語モジュールの
ｫ質とその獲得

　心のモジュール性の理論を導入し、特に研究が進んでいる言
黹cWュールについての知見を紹介する。せいせい文法の成果
ﾆともに、理論言語学と人工知能との共同研究の成果も紹介す
驕Bまた、幼児が言語能力を獲得する過程を通じて、言語の生
ｨ学的基礎についても言及する。

同　上 同　上

7

心的世界と

ｻの構造一視覚科
wを通して

　外的世界との出会いとその認識を可能にする基本的な機能を
Sう視覚系の仕組みと役割を、その現象面とその成立・獲得過
�ｩら現在、世界の最先端で精力的に研究活動を繰り広げる代
¥的な研究者たちの研究紹介を通じて行う。

相場　覚

ｼ川泰夫

相場　覚

ｼ川泰夫
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回 テ　一　マド 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

感情一

F知科学的
挙_から

　感情のメカニズムについて、認知心理学的感情研究と、人工
m能からのアプローチ、認知的文化人類学からのアプローチを
ﾐ介する。新しい感情研究として、自律エージェント（ロボッ
g）の感情三三というアプローチも導入し、認知科学における
V動向である、自律エージェントの行動設計というアプローチ
熨ﾌ系的に紹介する。

往住彰文 往住彰文

9

心と脳（その1）

]神経科学から
ｩた心

　心の物質基盤の中核は脳であることは現在の常識であろう。
ｵかし、脳物質過程からいかに心が生成するかという論点はな
ｨ謎に満ちかつ未解決である。この点をめぐり繰り広げられて
｢る研究の最先端を紹介する。

相場　覚 相場　覚

10

心と脳（その2）

`式的ニューラ
求Eネットワーク
�烽ﾆに

　脳過程を研究する上で㍉直接の脳を対象とすることに伴うさ
ﾜざまな困難と制約をなるべく取り除くための工夫として導入
ｳれたモデル論的アプローチの最新の様子を紹介する。形式的
jューラル・ネットワーク・モデルや、非線型力学系モデルか
轤ﾌアプローチ。

西川泰夫 西川泰夫

11

応用認知科学

F知工学・印象の
H学

　認知科学の進展と共にその分野は拡大しており、その中でも
棊p的側面は多岐におよぶ。その一端を特に、日常で身近な現
ﾛへの応用を試みる認知工学や印象の工学あるいは感性工学と
謔ﾎれる領域での研究成果や具体的実践事例を紹介する。

同　上 同　上

12

比較認知科学一

ｮ物には心がある
ｩ，動物の知性と

ﾍ

　心を持つのは人だけであるという従来の信念は現在大きく揺
轤｢でいると言って良い。コンピュータに知性を持たせる人工
m能研究は大きな突破口となった。翻って人と同じ仲間の動物
ﾅはどうかという議論へと開かれる。

相場　　覚

ｼ川泰夫

相場　　覚

ｼ川泰夫

13

心をめぐる哲学的

c論

黷ｻの背景と変遷

　心を科学する認知科学における中心的テーマである心の概念
ﾍ人類文明史において幾多の変遷と多様な旧観の間で激しい論
?ｪ繰り返されてきている。それはもっぱら哲学における中心
I課題であった。その推移を跡付けよう。

相場　覚 相場　覚

14

心の科学の基本的
pラダイムの再吟
｡一哲学的認識論と

ﾈ学基礎論

　心の科学が探求している心の仕組みと機能をめぐる基本的な
pラダイムを整理し再考する。大きく対立する2つの立場、記
?_・計算論と反記号論・反計算論と包括される主張点を吟味
ｵ新たな心の科学の地平と先端を展望する。

西川泰夫 西川泰夫

15
心の科学の新たな
W開と展望

　認知科学のこれからを吟味するに当たって現在新たな関心を
謔�ﾅいる、複雑性の科学や心の哲学などを参照し、心の生成
ﾟ程をめぐる新たな視点を紹介する。

西川泰夫

鰹黶@覚

西川泰夫

鰹黶@覚
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＝舞台芸術の現在（’00）＝（TV）

〔主任講師　　渡邊守章（放送大学副学長）〕

全体のねらい
　　演劇を単に言葉の演劇に限らず、舞踏劇・音楽劇を含めて広く舞台芸術として捉え、現代におけるその基底的な問
題を、主として日本と西洋世界の記憶を参照しつつ考える。平成8年度開講の「舞台芸術論」と平成9年度開講の「演
劇を読む」の成果を踏まえて、単なる演劇入門でも、演劇史の概説でもなく、現代の国際化の地平における舞台芸術の
創造を受容の根拠を問い、その構造と作用を分析する。基幹科目として、舞台芸術に直接関わる専門家にも、また舞台
芸術を受容する観客の側にも、現代において〈舞台芸術〉とそのく作業〉を考える際に、最も基底的な問題は何かを理解す

るための手だてとしたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 舞台芸術の4要素

　「舞台芸術」は何を指すのか。　「演劇」との関係。対象の多
l性。問題の多様性・多重性。日本における舞台芸術の特殊性。
荘芟|術の基本的4要素（「演じる者」　「見る者」　「演じられ
骼ﾒ」　「「演じる者と見る者を結ぶ空間」）。

渡邊守章
i放送大学

@副学長）

渡邊守章
i放送大学

@副学長）

2
劇場論（1）一構造と機構

●　「劇場」には様々な様相がある。まずは舞台と客席を持つ建
zとして、その構造（舞台と客席、ロビーの関係〉と舞台機構
�A西洋世界と日本の記憶に関して分析する。具体的には古代
Mリシア・ローマの劇場、ヨーロッパ中世からルネッサンス演
?ﾌ場、劇場の近代、現代における劇場建築。日本の伝統的劇
黶i雅楽、能、歌舞伎、文楽）とその記憶。

同　上 同　上

3

劇＝藩論（2）一文化装置として

ﾌ劇場

　劇場は単に舞台上演そのものによって社会と文化の内部で機
¥しているわけではない。　「文化装置」としての劇場とその役
р�竄｢、アートマネージメント研究や文化経済学の基本をな
ｷ問題を考える。劇場と制度である。

同　上 同　上

4
俳優論（1）一演技者の系譜

　大きく分けて演技者の演技には、　「再現＝代行型演技」と
u直接的・身体技」という対比的な関係が認められる。それを

荘艪ﾌ表象としては「ドラマ」と「ショー」といういかえても
ｳして間違いではない。具体的な舞台表象におけるその関係
ﾍ、文化によって異なるが、日本にはこの対比構造が根強く続
｢ている。田楽と猿楽の対比を出発点として、日本と他の東洋
ﾌ演：技、ならびに西洋世界の演技の構造を考える。それは舞台
?閧ﾌ構造にも、劇作の構造にも深い関わりを持つ問題であ
閨Aまた世阿弥からディドロを経て、スタニスラフスキー、ブ
激qトに至る「俳優論」は舞台芸術の理論的言説としてきわめ
ﾄ現代的な知の地平を拓くからである。

同　上 同　上

5
俳優論（2）一俳優の形成

　演技者の養成＝教育は、前回に述べた演技の二つの系譜に
謔ﾁて、それぞれ異なり得るが、それらの養成の実態を日本の
`統演劇とヨーロッパの舞台芸術の幾つかの例によって考察
ｵ、俳優の養成・教育の問題を考える。俳優養成は、俳優の社会
Iステータスとも深く関わっている。日本とヨーロッパにおけ
髞o優の社会的位置をそれぞれの記憶と共に分析する。俳優と
ｧ度である。

同　上 同　上

6
戯曲論（1）一悲劇と言説

舞台で演じられるものを、「劇行動の作り」という意味で「劇
?vと呼んでおくならば、それが文字化されて演劇作業の基底
ﾆなるのが戯曲である。戯曲という言語表現の歴史で言えば、
ﾇうしてもヨーロッパのそれを論じておかなければならない。
ﾃ代悲劇以来の「悲劇」という劇の書かれ方は、特にルネッサ
塔X以降の西洋世界においては規範と考えられた時期が長いか
轣A悲劇の問題は劇作論の基本として避けて通れない。古代悲
?ﾆルネッサンス以降の悲劇とを対比しつつ、壁構造のモデル
ﾆして悲劇を考え、併せて．劇についての言説の基本的命題

iアリストテレス）を考察する。　　　　　　　　　　　，

同　上 同　上

7

戯曲論（2）一喜劇の身体

　古典古代以来、　「悲劇」と「喜劇」の対比構造は、舞台芸術
�ﾑく対比構造として考えられてきた。それは主題に関わると
ｯ時に、それ以上に、主題の扱い方に関わる。喜劇を特徴付け
驕u笑い」や、　「笑い」の担い手あるいは惹起者である「道
ｻ」に焦点を当てて、喜劇の表象と技法における「身体」の問
閧�lえる。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

戯曲論（3）一劇作の近代と前

q

現在我々が、観客としても作り手としても関わる舞台表現の主
vな部分は、19世紀半ば以降にヨーロッパで成立した「近代劇」である。　「近代劇」の系譜をその批判でもあった演劇の前衛と対比しつつ、現代における演劇作業の根拠を考える。

渡邊守章 渡邊守章

9 伝統演劇の精髄
iD世阿弥と能

日本には、8世紀以来歴史的に相異なる時代に成立した舞台表象が“歴史を生き延びて「伝統演劇」として現在も生産され受容されているという、世界でも例を見ない舞台の伝統が存在する。そのうちから、最も重要だと思われる15世紀室町時代に

同　上 同　上

10 伝統演劇の精髄
i2）歌舞伎の技法

歌舞伎は日本の伝統演劇のうち、その興行形態やスター・システムによって、現在でも最も多くの観客に親しまれているが、その舞台表象や表現の分析は必ずしも容易ではない。ここでは「踊り」と「ドラマ」に焦点を当てて、歌舞伎という「総合芸

p」を支えている技法を分析してみる。劇作術の面では、ん行浄瑠璃との関わりを考察する。

同　上 同　上

11 伝統演劇の精髄
i3）文楽と語り物

　17世紀に成立し、18世紀に隆盛を見る人形浄瑠璃（文楽）は、世界に類のない優れた舞台芸術である。太夫と三味線、人形、人形遣いが舞台上に自分の作業を露呈しつつ独自の虚構空間をつくり出していくプロセスを分析しつつ、この舞台表象における劇的言説の「語り物構造」とその作用を考える。　「語り物構造」は、西洋世界の演劇理論を支配してきたアリストテレスの問題形成には全く欠けていた様相であるが、日本の伝統演劇においては、劇作術の上でも演技の上でも、能を初めとして極めて重要な要素を構成するからである。ブレヒト以降の前衛演劇における「語り物構造」の戦略的意味についても考える。

同　上 同　上

12

音楽劇の系譜一オペラ・オペラツ

^・ミュージカル

従来の西洋学野史あるいはそれに基づく演劇論は、17世紀以降のヨーロッパにおける「言葉の演劇」と「音楽・舞踏劇」との制度的分割を引きずって、言葉の演劇についてのみ論じるこ

ﾆが多かった。しかしそのような19世紀型の西洋美学の言説では、現代のように多様化した舞台芸術は論じられない。新しい舞台芸術論を構築するためには、従来排除されてきた「音楽劇」や「舞踏劇」、更にはサーカスなどのサブカルチャーの表象を積極的に取り上げる必要があり、日本の伝統演劇もそのよ

､な観点から読み直しを企てたのである。12回と13回は、
ｼ洋近代を代表する舞台表象であるにもかかわらず、従来舞台芸術として論じられることの少なかったオペラ・オペラッタとバレエに焦点を当てる。12回は、19世紀型オペラの現在と、オペラッタに源流を発するミュージカルの技法を分析し、

ｻの作用を考える。

同　上 同　上

13

舞踏劇の現在一バレエとその変

e

20世紀は「ダンスの世紀」と呼ばれるほど、バレエや新しい
_ンスが舞台表象の全面に躍り出た時代であった。ロマン派バ
激Gに発するクラシック・バレエが、なぜ現在でも人々の熱狂
�ﾄぶのか、また新しいバレエやダンスが、20世紀後半の舞
芟|術にもたらした変革は何であったのか、特に〈身体〉との関
Wで考えてみる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

20世紀は、舞台芸術の領域でも、地球上の様々な地域の表現
や表象が、現代芸術の創造の中心と見なされていた西洋世界に
もたらされるようになった時代である。事実、クローデル、ア
ルトー一、ブレヒトといった20世紀演劇の変革：のベクトルを担

14
外部の視座一前衛演劇と東洋

う詩人や演劇人は、20世紀前半にすでに東洋の伝統的舞台芸
pに、西洋演劇の根本を揺るがしうるような可能性を読んでい
ｽ。それは劇作家のジュネや演出家のアリアーヌ・ムヌーシュ

同　上 同　上

キンなどにも引き継がれる視点であり、バレエの領域ではべ
ジャールの作業が、深く個別文化に根ざしつつも個別文化を超
える身体の表現を提出した。東洋の伝統的舞台芸術が西洋現代
の舞台の前衛に与えた衝撃を考えてみる。

舞台芸術はすぐれて「集団的な創造作業」である。その中での
「演出家」の作業はどのような歴史をもち、どのような根拠に

15
舞台はどのように
ｵて作られるのか

基づいているのか。この局面に焦点を当てつつ、舞台創造の実
ﾛを具体的な事例に則して収録し、分析する。その際、作品が

同　上 同　上

上演される具体的な「環境」　（劇場とその組織）の記録・分析
も行い、舞台芸術論の「作業論の一つの例としたい。
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＝現代生物科学（’00）＝：（TV）

〔圭騰臨 耀晃謙講翻〕

全体のねらい
　地球表面の限られた空間と厳しい条件のもとで、生命は発展してきた。そのために、生命体は、遺伝子の発現と複製、
を基本としたさまざまなしくみの工夫が必要であった。生命体のかたちづくり、いとなみ、個体の統制、個体の環境と
の対応、そして、生命体の発展により多様化した個体群を捉え、そのしくみを考察する。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
生命というシステ

　生命は、個体の維持により保たれ、個体が限界に来ると、増
Bによって継承される。個体は、環境の変化に対して、恒常性1を保つしくみをもち、長期スケールでは、個体の変革によりこ

黷�歯桙ｷる。このように柔軟な生命のシステムを考察する。

山田晃弘
i放送大学

ｳ授）

?V　　透
i放送大学

ｳ授）

山田晃弘
i放送大学

ｳ授）

?V　　透
i放送大学

ｳ授）

2 発生と遺伝子

　発生とは様々な細胞が分化し、統一のとれた個体に作り上げ
轤黷驩ﾟ程である。この発生過程を遺伝子発現の時間・空間的
ﾏ化過程と見る立場から、初期発生に重点を置き、主として
Vョウジョウバエを例にとって講義する。

岡田益吉
i筑波大学

ｼ誉教授）

岡田益吉
i筑波大学

ｼ誉教授）

?V　透

3 発生と形態構築

　動物の発生過程において様々な器官が形成され、形態的、機
¥的に分化する過程では、細胞間あるいは組織間の複雑な相互
?pを必要とする。これらの現象について、そこに関わる多く
ﾌ物質や遺伝子に注目して講義する。

八杉貞雄
i東京都立

蜉w教授）

八杉貞雄
i東京都立

蜉w教授）

?V　透

4 哺乳類の発生

　哺乳類の発生は子宮内で進行する。胎児の様々な細胞を作る
ｽめには幹細胞が重要である。全能性をもつ受精卵と未分化幹
ﾗ胞、卵子や精子を作る始原生殖細胞、神経系幹細胞、造血系、幹細胞が存在する。最近は遺伝子導入動物や遺伝子破壊動物が

?轤黷ﾄ様々な研究に使われている。

中辻憲夫
i京都大学

ｳ授）

中辻憲夫
i京都大学

ｳ授）

R田晃弘

5 植物の形態形成

　植物の形態形成は遺伝子プログラムにより進行し、初期胚の
ｭ生は環境の：影響を殆ど受けないが、発芽後の栄養成長、生殖
ｬ長の過程はさまざまな環境要因により支配される。形態形成の遺伝子発現に関わる環境要因、植物ホルモンの役割を学ぶ。

鎌田　　博
i筑波大学

ｳ授）

鎌田　　博
i筑波大学

ｳ授）

R田晃弘

6
生体分子と

ｻの代謝

　生命現象をつきつめると、生体内の分子のはたらきに帰せら
黷驕Bこれらの分子は生体内の化学反応（代謝）によって供給
ｳれ、その動力となるエネルギーも代謝によって供給される。
ｶ体内の基本的代謝とその生体構造との結びつきを学ぶ。

山田晃弘 山田晃弘

7
生物ではたらく

¥造

　生物の形の基本単位は細胞である。細胞内外には膜、細胞小
孖ｯ、細胞骨格や外部構造など多様であり、分子の特性に依存
ｵて一連の生物現象が進行する。分子としてはタンパク質だけ
ﾅなく、遺伝情報に関わる分子もかたちとはたらきに関連す
驕B

中澤　透
中澤　透

R田晃弘
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
細胞増殖と

ﾗ胞周期

　生物の発生と個体の維持あるいは世代を超えた種の持続の全
ﾄの基礎は、遺伝的に全く同じ情報を持った細胞を繰り返し作
闖oしていくことにある。本章では、こうした細胞の複製を制
艪ｷる分子システムについて概説する。

岸本健雄
i東京主業

蜉w教授）

岸本健雄
i東京工業

蜉w教授）

R田晃弘

9 体内情報と調節

　多細胞動物では細胞が調和と統制の取れた生理機能を営む。
熾矧ﾂ境の恒常性を維持するために、細胞間で情報を授受して
L機的な統合を行う制御システムを発達させた。ホメオスタシ
X、神経・内分泌・免疫系のクpストーク、細胞間情報授受の
ｪ子的仕組みについて述べる。

能村哲郎
i埼玉大学

ｼ誉教授）

能村哲郎
i埼玉大学

ｼ誉教授）

?V　透

10
個体防御システム

ﾌ成立

　多細胞生物個体を構成する細胞は受精卵由来のクローンであ
驕Bこの講義では、個体を構成する細胞クローンの同一性を監
汲ｵて侵入者を排除する生体防御の仕組みと、その究極の形で
?髏ﾒ椎動物の免疫システムがどのように「自己と非自己」を
ｩ分けているかを概説する。

栃内　　新
i北海道大

w助教授）

栃内　　新
i北海道大

w助教授）

R田晃弘

11
生物の行動を

ｫめるもの

　動物は動くが植物は動かない。これは食物の獲得法の違いに
謔驕B動くものと動かないもので、形はどのように違うのだろ
､か？また、時間の速度は生きものによって変わる。形や時間
ｪ行動にどう影響するかを考える。

本川達雄
i東京工業

蜉w教授）

本川達雄
i東京工業

蜉w教授）

?V　透

12
生態系の発展
ﾆ生物

　自然界の景観や清浄な大気と水は、長い地球の歴史の中で物
ｿ循環と生物活動の共進化が生み出した。この共進化の枠組み
�ﾐ介し、特に海と森林の生態系の特徴とその中の生物の生き
福ﾉついて紹介する。

和田英太郎
i京都大学

ｳ授）

和田英太郎
i京都大学

ｳ授）

R田晃弘

13 生物め多様性

　小はバクテリアから大はクジラに至るまで、地球上にはきわ
ﾟて多様な生物が生活している。このように多様な生物が共存
ｷる仕組みを紹介するとともに、近年生物多様性の減少が危惧
ｳれている熱帯雨戸の生物の生活を、共生関係に注目しながら
ﾐ介する。

安部琢哉
i京都大学

ｳ授）

安部琢哉
i京都大学

ｳ授）

R田晃弘

14
生物進化の

vロセス

　40億年前に出現した生命では、DNAでなくRNAが遺伝
﨣�竭緕ﾓなどの生物活動の主役であったと考えられている。
ｱのような生命の歴史を概観し、ゲノム多様化のプロセスや生
ｨ進化へのレトロポゾンの関わり等について講義する。

岡田典弘
i東京工業

蜉w教授）

岡田典弘
i東京工業

蜉w教授）

R田晃弘

15
現代生物科学

ﾌ方向

　21世紀には、ヒト等主要生物のゲノム全構造の解析を通
ｶ、生命のしくみ、癌その他の難病治療への貢献、農作物の品
妺?ﾇが進められる。一方、熱帯、深海の生態系の解明、宇宙
ﾖの生命の発展も試みられよう。限りある地球資源のもとにヒ
gを含む生物の将来のあり方は如何にあるべきか、生物学の示
ｴは大である。

中澤　透

R田晃弘

中澤　透

R田晃弘
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＝； ､生の時代を生きる（’00）＝（TV）

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：江渕一公（放送大学教授）主任講師：酒井豊子（放送大学教授）主任講師：森谷正規（放送大学教授）〕

全体のねらい
20世紀における国民国家の発展と科学技術の進歩は、人類の生活に計り知れない恩恵をもたらすと同時に、世界大

戦や環境破壊を含む人類史上未曾有の悲惨かつ深刻な問題もたくさん惹き起こした。今日、最も深刻な問題は、民族問
題と（自然・社会）環境問題である。民族問題は人間どうしの文化的共生にかかわる問題であり、環境問題は人間と自
然および社会との調和的関係にかかわる問題である。21世紀への転換に際し、現代人は、人間と文化環境・社会環
境・自然環境との関係を「共生」や「調和」の視点から捉えなおし、新しい世紀にふさわしい価値観と人間の生き方を
確立することを求められている。この科目は、そうした課題に迫るために、人間の探求、生活と福祉、及び産業と技術
の3っの専攻分野においてそれぞれに今日的関心を喚んでいる実際的諸問題を世界的視野の中でとりあげ、学際的アプ
ローチを試みることによって、新しい時代における人間の生き方を追求しようとするものである。

執筆担当 放送担当
テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

江渕一公 江渕一公
（放送大学 （放送大学

1

共生の時代を生き
髏l間の課題

　転換期を迎える現代人の課題は、人間と自然及び社会環境との関係を「共生」や「調和」の視点から捉えなおし、新しい時代にふさわしい価値観と人間の生き方を確立することである。

教授）

�莓L子
i放送大学

教授）

�莓L子
i放送大学

一問題提起一
「転換期」の意義と「共生」の概念を検討し、文化、生活、技

pの3つの立場から、各回の課題を概観する。
教授）

X谷正規
教授）

X谷正規
（放送大学 （放送大学

教授） 教授）

ヒト及び文化の地球的規模の流動化が進む現代の特色の一つ
は、世界各地に文化的モザイクが出現し、多文化共生社会が発

2 多文化共生の社会 算することである。ここでは、　「ニューカマー」の外国人に焦 江淵一公 江淵一公
点を合わせて、彼らと地域住民との共生の姿を、関東地域の
「街づくり」運動と関連付けながら多面的に検討する。

’多文化共生社会の新しい動きをリードするエスニシティの動
「民族」と地域社会 態は、国民国家の発展過程と密接な関連をもっている。この間 原尻英樹 三三英樹3 一国家・行政・日常 題を「オールドカマー」に焦点を合わせ、そのエスニシティの （放送大学 （放送大学
生活一 消長過程並びに出身地とのネットワークに関連づけながら、主 助教授） 助教授）

に関西地域の事例に基づいて検討する。

多文化共生社会における平和的、協力的関係は、異文化に対
異文化間コミュニ する相互理解・相互尊重の態度とコミュニケーション能力に支 川上郁雄 川上郁雄

4 ケーションとネッ えられる。異文三間相互理解を促進するコミュニケーションを （宮城教育 （宮城教育
トワーク めぐる諸問題について、「アジアとの共生」の視点から在日べ 大学教授） 大学教授）

トナム系住民の事例を中心に検討する。

ヒトの国境を越えての移動は、複数の文化にまたがって成長

5
多文化共生の社会
ﾆ人間形成

する子どもの増加を促す。日本では日本語力が十分でない子ど
烽ｪ急増し教育に様々な課題を提起している。多文化共生社会に生きる子どもの教育の現状を教育現場に即して検討し、日本 佐藤郡衛

i東京学芸
蜉w教授）

佐藤郡衛
i東京学芸

蜉w教授）
の異文化間教育の現状と課題について考える。

世界的な均等法の流れの中で現代の日本の状況、特に高等教 広瀬洋子 広瀬洋子
育を視座の中心にすえて障害の問題を議論する。またインフォ （メディア （メディア

6 障害者と高等教育 メーションテクノロジーの役割、先端生殖技術による障害者排 教育開発セ 教育開発セ
除の思想など、科学の投げかける新しい光と影を含めて、バリ ンター助教 ンター助教
アフリー社会への実現にむけて検討する。 授） 授）

7
少子化社会と男女
､同参画

　少子化は活力ある社会を維持する上で深刻な問題と認識され始めている。出産・子育て期の現状が人間としての生涯発達、

ｩ己実現を図る上で、マイナスのイメージを抱かせている結果であろう。ジェンダーギャップ、勤労条件、支援システムなど、少子化の要因を分析し、今後の課題を考察する。

原ひろ子
iお茶の水

落q大学教
�j

原ひろ子
iお茶の水

落q大学教
�j
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
長寿社会と

宴Cフコース

　寿命の伸長は個人の人生の長さを保証し、20年以上にわたる
w誧冾�烽ｽらした。その結果「ヤング・オールド」という新
ｽな人生段階が特化されてきた。ここではこの未知なる「ヤン
O・オールドをいかに生きるか」という課題について、世代間
ﾌ共生という視点から考察する。

三三尚子
i放送大学

赴ｳ授）

嶋嫡尚子
i放送大学

赴ｳ授）

9
家族の共生を

lえる

　近代社会にあって、家族は企業に丸抱えになるという形で世
ﾑ単の暮らしを営んできた。そこには企業に磁場をもつ家族の
pがある。企業中心社会から家族のライフスタイル化が生じる
ﾈかで、もはや家族＝世帯は自明ではない。企業中心社会以降
ﾌ個人と家族の共生を考察する。

同　上 同　上

10 生活者優先の視点

　生活者優先、生活者視点などと言われ始めてからすでに久し
｢が、産業優先の実態は大きくは変わっていない。生活者優先
ﾆはどういうことか。社会システムや消費財等の中に生活優先
挙_の欠如の例を引きつづ、生活者優先思潮への転換を妨げて
｢る要因について考察する。

酒井豊子 酒井豊子

11
共生を目指す技術
ﾌ時代へ

　個々人の生活向上に大きく寄与してきた技術が、広く普及す
驍ﾆともに人間、社会、自然に重大な負の影響をもたらしてい
驕Bまた、これから豊かさを求めて工業化する発展途上国がも
ｽらす影響も大きい。いよいよ共生を目指す技術へ進むべきで
?閨Aその方向を示す。

森谷正規 森谷正規

12 物質と人間、自然

　生活に大きな恩恵をもたらした多種多様な新しい物質が、
l々な不本意なかたちで人間、社会、自然に入り込んで、健
N、環境の面で負の影響をもたらしている。これからは、負の
e響を極力押さえるように物質の開発と利用を進めねばなら
ｸ、そのあり方を探る。

東　　千　秋

i放送大学
赴ｳ授）

東　千　秋
i放送大学

赴ｳ授）

13
エネルギーと

l間、自然

　生活における各種のエネルギー利用、車の利用が大気汚染、
C洋汚染、地球温暖化など地球環境破壊の因となっていること
�ｳしく認識して、その将来の重大問題劇を防ぐために好まし
｢エネルギーの生産、利用のあり方を探らねばならず、その可
¥性を示す。

森谷正規 森谷正規

14
社会システム

ﾆ人間

　現代の社会は、交通、廃棄物処理、防災、福祉などの面で重
蛯ﾈ問題を抱えており、さらに深刻化するおそれも強い。そう
ｵた社会問題に対して技術的な対応策は種々あるが、経済的、
ﾐ会的な難題があり、進みがたい状況がある。その対応を進め
驍ﾌは、社会全体の大きな課題である。

同　上 同　上

15

共生の時代の人間
ﾌ生き方

齣濠㊧

　以上の各回における考察を踏まえて、3人の主任講師による
濠№ﾆ対談を行い、転換期の人間の生き方についてのこれから
ﾌ課題と展望を明らかにする。

江渕一公

�莓L子

X谷正規

江渕一公

�莓L子

X谷正規
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＝家族過程論＝（R）
〔主任講師：正岡寛司（早稲田大学教授）〕

全体のねらい
　20世紀には・家族の世界にも激動的な変化が発生した。20世紀半ばには、世界中の家族の「（西欧的）夫
婦家族」への収敏説が優位を占めたが、しかし20世紀後半における急激な社会変動は、家族の収旧説を退け、
むしろ家族の多様性をうみだしている。本講義では、社会的状況における家族の変動、それにともなう家族
発達過程の変化、そして個人のライフコースにおける家族キャリアの変化に焦点を当てる。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

（1）結婚

（2）家族
正岡寛司 正岡寛司

1 家族は変わる （3）近代都市の発展と家族の変動 （早稲田大 （早稲田大
学教授） 学教授）

〈1）家族は人間にとってどれほど自然であるか
（2）人間文化としての家族

2 家族の自然と文 （3）家族についての巨大変動理論 同　上 同　上
化

（1）社会システムとは

（2）結婚の社会システム
3 結婚と家族の社 （3＞家族の社会システム 同　上 同　上

会システム

（1）結婚の現状

（2）結婚までの過程

4 配偶者の選択と （3）結婚の意味と結婚後の生活の不確実性 同　上 同　上
結婚

（1）家族の定義

（2＞近代家族の特徴

5 現代家族の特徴 （3）家族の社会変動 同　上 同　上
と社会変動

（1）家族のダイナミックス

（2）ロウントリーの貧困研究とその後の社会変化
6 家族のライフサ （3）家族過程の生活段階 同　上 同　上

イクル

（1）家族を考察する次元一　「社会集団」として一
（2）夫婦家族制のライフサイクルー社会制度の次元一 同　上 同　上

7 家族の集団過程 （3）直系家族制のライフサイクルー社会制度の次元一
（4）家族の集団構造一集団の次元一
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

（1）家族・世帯・生活機能集団の概念的識別と生活世界

家族・世帯・生 （2＞家族制度と家族集団

8 活集団、そして （3）家族の発達段階一従来の家族発達論についての批判 正岡寛司 正岡寛司
家族の発達段階 的検討

（1）家族の発達段階とは一役割移行
（2＞個人の発達と家族の発達一年齢（成熟）共時化

9 家族の構造と発 （3）他の社会制度との調整 同　上 同　上

達過程 （4＞家族の発達過程

（1）結婚と出生行動、そして家族集団の形成
（2）家族の形成と家族構造の複合一親子関係、世代の形成、
異性の親子、きょうだい関係、1人っ子への定着・離脱
（3）子どもをもたない夫婦

（4）出生期間と人生人数

10 子どもの誕生と （5）家族コミュニケーションと基本的信頼感の内面化（子ど 同　上 同　上

子どもの就学 もと親、そして夫婦）
（6）学校制度と家族

（7）家族時間と学校時間の綱引き
（8）世代間の対立とジェンダー対立

（9＞学業終了の遅延と家族集団のスケジュールの進行

（1）近代家族と家庭外就労一夫、妻、そして子ども
（2）妻の家事専業化と夫の職場への吸収一階層

11 職業キャリアと （3）家族課題と妻の就業 同　上 同　上

家族発達 （4職業制度と家族制度一シンクロの難しさ

（1）巣立ち期間一第1子離家から最終子離家まで
（2）巣立ちと家族集団の変化

12 子どもの巣立ち （3）成人子と親の相互作用 同　上 同　上

と家族発達 （4）成人子のきょうだい関係と家族集団

（1）親族世代の重複状態一人口学的および家族的
（2）サンドイッチ世代のねじれ一子どもの教育・みずから

13 親と子の役割移 の成熟・老親の介護、祖父母になれない、あまりに早期に 同　上 同　上

行 祖父母になる
（3＞世帯の合流と分離

（4）老親の介護役割

（5）老親の終い

（1）各種キャリアの終端部分での共時性と非共時性
（2）家族キャリアの終端 同　上 同　上

14 脱結婚・脱職業 （3）家族のキャリア生活史と脱家族

そして家族 （4）配偶者との別れ

（1）家族制度の変化一ジェンダー役割の変化
（2）家族の適応的変化と制度の対応 同　上 同　上

15 家族のライフ （3）時代の影響と家族の集合的逸脱行動

コース （4）家族のライフサイクルと家族のライフコース
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＝近代社会と人生経験（’99）＝（R）

主任講師〔
主任講師

焉鵬旱縫異奉筋繋〕

全体のねらい
　近代社会は、前近代の伝統や生活様式を破壊し、そして別のさまざまに新しい生活様式をつくりだし、それらを制度
化してきた。講義では、近代社会において広く普及した事柄を取り上げるが、その際とくに人びとが人生において経験
する出来事のタイミングや出来事の配列に注目しながら、近代社会の特徴とその変化の趨勢を記述し、説明することに
主眼をおくことにする。
　講義では、近代人にあらわれた人生経験の特徴を、信頼できる時系列データー一個人のパネルデータやコーホート
法による出来事経験データーによって明らかにしていく。そのデータは、アメリカ、ヨーロッパ、そして日本で長
い年月をかけて収集された貴重な資料からなっている。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

1
近代社会の生成と

ﾏ容

　最近100年間における人間生活ならびに人生の組織化にあらわ
黷ｽ変化は、これに先立つ数千年の間にあらわれた変化をはる
ｩに凌ぐものであったかもしれない。たとえば、人間の平均寿
ｽもこの間に著しい伸長をみせた。人生の延長は人びとにいっ
ｽい何をもたらしたのか。

正岡寛司
i早稲田大

w教授）

正岡寛司
i早稲田大

w教授〉

?ﾃ尚子
i放送大学

赴ｳ授）

人が時間のなかを生きるのではない。むしろ、人の経験が時
間を作りだすのだ。近代人の精神的特徴は、その時間意識の強
さ、厳しさ、そして重要さにある。近代社会に先立つ牧畜・農

2 近代化とライフ
Rース

耕社会において、人びとは自然のサイクル時間を生きていた。
Y業社会は時間の正：確な測定、時計の普及から始まった。現在

同　上 正岡寛司
では、時間は人びとにとって、貨幣にまさる価値をもっている
かもしれない。それゆえ、人生の時間的組織化は誰にとっても
もっとも重要な人生課題である。

子どもは家族・家庭を介して全体社会・時代と接触する。子
ども期における大きな歴史的出来事との遭遇は、子どもの生活

3 経済恐慌と子ど
焉Aそして家族

をどのように変えるのだろうか。また彼らのその後の人生経験
ﾉどのような刻印を押すのだろうか。大きな外的圧力を受けた
ﾆき、子どもはどのように大人になっていくのだろうか。子ど

嶋暗尚子 馬脚尚子

も期に大恐慌を経験した者たちの人生経験をとおして考えてい
く。

教育を受けることは、個人が近代社会において自らの人的資
源を獲得するための経験である。教育経験がその後の職業選択

学校キャリアと の分岐に対して構造的にもたらす影響をイギリスのNCDS
4 職業キャリアの データを用いて考察する。学校での位置は、その後の人生経験 ．同　上 同　上

選択 をどれほど広げるのか、あるいは狭めるのか、敗者復活はある
のか、構造上の位置の連結（パスウェイ）の揺らぎから考えて
いく。

青年期、あるいは／そして若者期が社会制度として成立し、
そして世界的規模で広く普及したのは近代、とくに20世紀の現

5 近代青年の役割
ﾚ行

象である。青年期には達成すべき生活課題が含まれている。親
ﾌ家族からの独立、学業あるいは職業訓練の修了、労働力への
Q入、そして結婚と家族形成である。本章では、期待される役

正岡寛司 正岡寛司

割移行の順序と、その期待から外れた場合の社会的効果につい
て考察する。

青年期あるいは／そして若者期を経過した若い成人は、配偶
者をみつけて結婚し、やがて次の世代を再生産する。

6 結婚の形成と解消 このような世代間の再生産過程をとおして人間社会は時間的 同　上 同　上
に継続していく。近代社会はこの社会的再生産過程に大きな転

換をもたらした。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7 人生の転機

　人びとはその人生航路においていくどかの大きな軌道修正の
o来事・状態（転機）を経験する。転機となる出来事はさまざ
ﾜである。それらの中の1つに、自分自身が選択したのではな
｢種類の社会的事件、たとえば戦争や経済的大不況によっても
ｽらされる予期せざる変化や転換がある。戦争の効果はその時
繧�ｶきるすべての人びとになんらかの影響を与えるが、その
條冾�ﾂ年期において遭遇する若者たちは直接的に戦争に動員
ｳれていく。

正岡寛司 正岡寛司

8
働く母親の心理的

泓?ﾆ社会環境

　20世紀、とくに第二次世界大戦以降における社会的変化のう
ｿ、もっとも顕著な趨勢の1つは女性の労働力参加、とりわけ
菶c児をもつ母親たちの就業参加である。若い母親たちの就業
p続は家族における性別役割分担にいかなる変化をもたらした
ｩ。また、若い母親たちの心理的な満足度は就業を継続するこ
ﾆによってどのような影響を受けたか。そして、若い母親たち
ﾌ満足度は国家政策の改善策によって高まったかどうか。本章
ﾅは、スウェーデンのパネルデータを用いて若い母親および父
eについて考察する。

同　上 同　上

9 サラリーマンの
ｸ進

　近代産業社会においては、個人の職業キャリア（職業生活）
ﾍ企業組織間・内の職位や職務の移動に特徴づけられる。終身
ﾙ用制・年功序列制雇用慣行システムを擁する日本企業社会に
?ﾁて、サラリーマンはどのようにピラミッド型の職位・職務
ﾌ系を移動していくのだろうか。大企業ホワイトカラー男性社
�ﾌ人事管理データに基づいて、その日本固有のメカニズムを
ｾらかにする。

嶋暗尚子 嶋暗尚子

10 家族時間の意味

　基幹産業を支える多量なブルーカラーの労働者。彼らの職業
ｶ活は、家計経済の家族戦略に組み込まれた形で展開してい
ｭ。近代社会の産業勃興の歴史は、ブルーカラー労働者と彼ら
ﾌ家族のライフコースにほかならない。アメリカ合衆国1830年
繧ｩら1世紀にわたる紡績産業の盛衰と労働者・労働者家族の
沫痰ｩら産業勃興期におけるブルーカラー労働者と家族の人生
o験をみていく。

同　上 同　上

11 中年期の親と
qどもの離家過程

　人生に組み込まれた生活段階のうち、子ども期、青年期、そ
ｵて老年期についてかなり多くのことがわかっているが、中年
冾ﾉついてはあまり多くのことがわかっていない。　「中年」と
｢う言葉が示すように、その意味は人生の中程の期間をあらわ
ｵているだけで、その内容は明確でない。本章では、子育てと
eの介護という2つの重大な社会的役割を遂行しながら、しか
燻ｩ身に身体的・精神的な変化の兆候があらわれ始める中年の
e、とくに母親を取り上げる。

正岡寛司 正岡寛司

12
定年退職と家族の
ｶ活段階

　定年退職後はそれまでの成人期を通して生活の中心的領域を
閧ﾟてきた職業生活に別れをつげることの第1歩である。出来
魔ﾆしての定年退職、そしてその前後のキャリアのありよう
ﾍ、家族の生活段階（家族時間の進行）と共時性をもつ。働く
ｱと（仕事）と愛すること（家族）という近代社会の人生テー
}が結実し、収穫される時期である。ホワイトカラー・サラ
梶[マンのデータから考察していく。

嶋暗尚子 嶋暗尚子
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

近代における2つの側面における劇的な変化、すなわち個人
の寿命の著しい伸長と福祉国家の形成とは、高齢者の生活に劇

13 人生後期への移行
的な変化をもたらした。しかしだからといって、パーソナルな
ﾊにおける世代間関係のニーズと欲求が低下しているわけでは 正岡寛司 正岡寛司
ない。定年退職をした子どもたちが超高齢の親たちの介護にあ
たるという現象も稀ではなくなった。

高齢者のライフスタイル、および既婚女性の未亡人期につい
てパネルデータを用いて考察する。その際、とくに先行要因が

高齢者のライフ 現在のライフスタイルにいかなる影響を及ぼしているかに焦点
14 スタイルと未亡人 を合わせる。また、人生の最後に必然的に訪れる死は、死にゆ 嶋暗尚子 嶋暗尚子

期への移行 く当人のみならず残された家族や友人にとっても危機的移行で
あるとみなされる。死に方にも近代社会は大きな影響を及ぼし
た。

15
ポストモダンと
ﾐ会文化的ライフ
Rース

　近代社会における人生経験過程への具体的な研究を詳細に考
@することからえられた成果ならびに残された課題を提示す
驕Bとりわけ日本における今後の研究展開の方向性と可能性を
Tっていく。

同　上
正岡寛司

?ﾃ尚子
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＝家庭生活の経済＝（R）

〔主任講師：御船美智子（お茶の水女子大学助教授）〕

全体のねらい
　個人が経済社会と関わる際の重要な媒体が家計である。家庭生活における経済的側面と生活全体との関わ
り、家計費の構造、個人と家計との関係を認識し、同時に、家庭の経済生活を、それを取り巻く経済社会環
境との相互作用の中で検討する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 家庭生活と
ﾆ計と経済

　家庭生活は、その経済的側面のどの部分が、どのように
o済社会の中に組み込まれ、影響を受けているのか、また
ﾆ計の行動がどのように経済社会のあり方を方向づけてい
驍ﾌかを、家庭生活や家計を経済の循環の中に位置づけて
ｾらかにする。

御船美智子
iお茶の水

落q大学助
ｳ授）

御船美智子
iお茶の水

落q大学助
ｳ授）

2 家庭生活の
o済

　家庭生活の経済の機能とは何か、家庭の内部の経済はど
ﾌような要素とプロセスから成り立っているのかを概説し、
o営組織体としての家計の内部を、主体、：構造的側面、時
ﾔ軸などから観察し、家庭生活の中に経済を相対的に位置
ﾃけ、特徴を明らかにする。

同　上 同　上

3 家　計　費　の
tローとストッ
N

　家計を構成する主要な要素が家計費である。このフロー
ﾆストック両面から家計を把握をする。収支、資産・負債
ﾌ定義と分類、内訳を示し、各の意味と関連をとらえる。
ﾆ計費の基本的な概念、フローとストックの関連づけを整
揩ｷる。

同　上 同　上

4 経済取引と
ﾆ　　計　　費

　経済取引が資産の増減、負債の増減、実収入、実支出の
gみ合わせとして家計費にあらわれるときの論理（仕訳）
�ｦす。家計がする具体的な経済取引を例に、どのように
d訳されるのか、そして、それを把握するたあの技術（会
v）を提示する。

同　上 同　上

5 くらしのマネー
Wメントと家計

　生活資源を対象とするくらしのマネージメントの中で、
o済的なマネージメントをどのように図るのか、ひと、も
ﾌ、おかねなどの関連づけをし、家計が時間軸を用いて、
ﾟ去と現在と将来のリンクを可能にすることを示し、具体
Iな方法を提示する。

同　上 同　上

6 豊かな生活と
u経済的」生活

　家庭生活の経済的水準はどのように推移してきたのか、
甯纉坙{を中心にみたい。経済の変化によって7期に区分
ｵ、経済・社会政策がどのような家庭生活のあり方を理想
ﾆして策定されてきたのか、制度的要因が家庭の経済生活
�ﾇのように変化させたのかを整理する。

同　上 同　上

7 働く　ことと
d事と労働

　家庭生活の経済において「働くこと」と仕事そして労働
ﾍ異なった意味をもつキーワードである。貨幣を伴う仕事
ﾆそうでない仕事の違いを明らかにし、その帰結が家計内
狽ﾌ成員にどのような影響を及ぼすのか、また働き方の多

l性との関連を検討する。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

ものを買う、使
､、活かすこと
ﾆ消費

　経済学の概念である「消費」が何のための概念であるか
ｻの性格を明らかにし、購入、使用、活用など生活におけ
髣ﾞ似の概念のどの部分をさすのか検討する。また、消費
x出を規定する要因、変化、その把握方法を示す。

御船美智子 御船美智子

9 サービス化、情
�ｻと家庭経済

　生活におけるサービスや情報の意味を明らかにし、なぜ
Tービス化、情報化が進むのか経済のサービス化、情報化
ﾆ家庭経済のサービス化、情報化がどのような相互作用を
yぼし、それがどのように進展しているのかを検討する。

同　上 同　上

10 家計の社会化一家計と財政

　家庭の経済生活と財政との関係を、現実面と理論的根拠などについて整理し、市場経済との関連を検討したい。福

ロ痩ﾆにおいてなぜ財政との関係が強くなるのか、家計と
熕ｭの相互作用の中で、家計の社会化がどのように進展し、
ﾆ計や生活が変化しているかを考える。

同　上 同　上

ll 家計の金融化一家計と金融

　家計費の中で貯蓄割合が増加し、家計が様々な金融商品を購入したり、モノやサービスの取引手段として消費者信

pを利用するなど金融化が進んでいる。各金融商品の特徴
�沒｢し、家計の金融化がなぜ、どのように進むのか考え
驕B

同　上 同　上

12 家計のストック

ｻ

　家計のストック化とは何か、なぜ進んでいるのか、どの
ﾍ囲で、どのような形で進展しているのか、現状を把握す
驕Bストック化へ対応、家計や生活にとっての意味を考え、
ﾜた、ストック概念を再検討する。

同　上 同　上

13 家計の国際化

　家計の国際化をとらえる視点を提示し、家計の国際化の
ｻ状・意義と問題点を考える。外国為替相場の変動や国際
Iな経済動向がどのように家計に影響を与えるのか、購買
ﾍ平価、内外価格差について考え、家計の国際化のあり方
�沒｢する。

同　上 同　上

14 家計の共同性と

ﾂ別化・個計化

　家計の内部形態は個人と家族のあり方、共同性を反映す
驕B複数の個人がどのように家計を形成するのか、家計の
ﾂ別化、個計化がなぜ進んでいるのか、しかしなぜ家計で
烽?驍ﾌか、経済社会の変化と家族のあり方の両面から検
｢する。

同　上 同　上

15 生活の経済

　経済発展が必ずしも生活の豊かさの実現につながらない
ﾆ言われるが、それはなぜか。従来の経済指標が何を示す
ﾌか、家計・家庭経済・家庭生活レベルで生活者の経済的
沁ヮw標はどのようなものか、生活の豊かさにつながる経
ﾏ社会のあり方、実現のための条件を考えたい。

同　上 同　上
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＝生活経営論＝（R）
〔主任講師：清野きみ（北海道教育大学名誉教授）〕

全体のねらい
　生活は人間の実践領域であり、生活文化の領域である。各人が生活文化の創造的な担い手となるためには、
自己の生活管理能力を高め、生活経営上の不安要因を科学的に、客観的に認識できることが鍵となる。本講＝
では、生活経営上のリスクに焦点をあて、健康、家計、孤立、事故などにみる日常的課題を明らかにし、自
己と家族の生活技術を高め、外部環境に働きかける新しい生活スタイルを提言する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

生活経営は、生活管理と生活設計を包括し、家庭経営・生活
管理と類似の領域を対象とした新しい生活科学である。人間に 清野きみ 清野きみ

1 生活経営のねら とって根元的な生活経営とは何かを追求し、主体的に生活を組 （北海道教 （北海道教

いと課題 織し事故に対処する生き方を考える。 育大学名誉 育大学名誉
教授） 教授）

生活環境醸成の諸条件について、生活主体と生活手段（技
術・資財）の総合としての生活実践を中心に、生活経営能力育

2 生活環境と生活

ﾌ教育

成のプログラムを考える。その際、我が国の生活教育の源流に
ｽちかえり、今日の生活の教育にいかに活かせるかをみる。

同　上 同　上

生涯生活設計の記録に、家庭における日常的なライフヒ
ストリーが用いられる。ここでは、生業別、地域別、世代

3 生活診断とライ 別、行事（家庭）別にそれらを整序し、生活経営目標と生 同　上 同　上

フヒストリー 活のし方に必要とされる生活診断の諸相を探る。

今日の家族多様化の動向を明らかにし、家族多様化が意
家族の多様化と 齢する生活リスクの増大に対して、　「安心」に焦点を当て 木田淳子 木田淳子

4 新たな生活文化 た新たな生活文化の創造を探る。 （大阪教育 （大阪教育

の創造 大学助教授） 大学助教授）

日本の家族に今日なお根強くあるところの性別役割関係
性別分業型家族 によって、生活経営上どのような問題が生じているかを考

5 から生活共同型 察し、それらを克服する方向として、生活共同型家族を展 同　上 同　上

家族へ 望する。

開発途上国では生活のみならず、生産の場においても家
族という単位が重要な位置を占めている。わが国と比較し 河合明宣 河合明宣

6 開発途上国の て、こうした形態の家族の生活環境と生活経営の特色を述 （放送大学 （放送大学

家族の生活経営 べる。 助教授） 助教授）

妊娠・出産管理の主体および場が、地域・家庭から医療
機関へと移行したことに伴い生じた様々な問題を検討し、 山越成美 山越成美

7 母子保健と これからの妊娠・出産管理の望ましい姿を生活者の立場か （千葉県立 （千葉県立

生　活経　営 ら考察する。 農業大学校 農業大学校
専任講師） 専任講師）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

妊娠中の専業・就業主婦の家事労働の実態調査結果をも
妊娠期間におけ とに、妊娠が招来する身体的・精神的変化の家事労働遂行

8 る主婦の家事労

ｭ
に及ぼす影響を溶湯時と比較しながら明らかにする。 山越成美 山越成美

妊娠時に測定されるエネルギー代謝率の含意を明らかに
することを通して、妊婦の労働遂行許容範囲のスケールと

9 妊娠と労働管理 しての、非妊時エネルギー代謝率の適用性について検討を 同　上 同　上
加える。

10

高　齢　期　の
ｶ　活　経　営一自覚的健康感

@と健康状態一

　現代は、人生50年時代の生活から人生80年時代の生活へ
ﾆ急速に変化している。それに伴い、個人においても社会
S体としてもさまざまな生活問題が懸念されるが、人生80
N時代のより良い生活を構築するには、高齢期の生活経営
ｪ緊要な課題である。

遠藤マツエ
i作陽学園
ｭらしき作
z大学教
�j

遠藤マツエ
i作陽学園
ｭらしき作
z大学教
�j

一般に、高齢者の生活問題は病気、貧困、孤独に集約さ
れると言われるが、なかでも主観的な孤独意識の把握は、

11 高齢期における 高齢期の生活経営を人生の円熟期になるように図るうえで、 同　上 同　上
孤　独　意　識 重要な課題である。日常生活における生活行動を通して孤

独意識とその緩和を考える。

高齢者が幸せな生活を営むには、健康であることが極め
て重要である。健康は、生活者と生活者を取り巻く環境と

12 高齢者の日常的 の相互作用の過程に現れる状態であるので、日常生活にお 同　上 同　上

な健康管理 ける高齢者の生活意識や生活態度の積み上げ過程を通して、
高齢期における生活経営を考える。

事故とは安全に対するリスクであり、正常な活動が損な
われる事態の発生をいう。現代では高齢化・サービス商品

13 事故と生活経営 化・債務・情報化などが、事故に繋ながることが多い。生 清野きみ 清野きみ
活基盤を失う地震災害はもっと恐ろしい。地震災害と生活
の終結そして再生をとりあげる。

長命化・少子化の一側面として単身の世帯が増えていくが、
他方、在宅介護の中核となるホームヘルパーの家事援助が注目

14 家庭援助サービ される。業務内容を検討しながら、受け手の側にたつサービス 同　上 同　上

スと生活経営 とは何かを考える。

生活を科学することは、文化を学び、文化を創り、社会と人
間における文化価値を創造することにつながる。21世紀の生活

15 生活課題と の課題とは何か、ひとりの人間の出来ることは何か、その可能 同　上 同　上
生　涯　学　習 性をゲストを交えながら最大限追求してみたい。
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＝消費者問題の展開と対応＝（R）

〔主任講師：小木紀之（名古屋経済大学教授）〕

全体のねらい
　消費者問題の解決は・一朝一夕に可能な問題ではなく、行政、企業、消費者のそれぞれの積極的な対応が要
求される。この科目は「消費者は真に守られているか」を視点に消費者問題の本質を理解し、消費者が健全
な消費者主導型の経済社会を実現させていくたあの消費者の役割、企業、行政の責務について考えたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

21世紀の新しい消費者像を模索し、自立する消費者のあ
り方を学ぶ。 木村立夫 木村立夫

1 新しい消費者像 （東京経済 （東京経済

を求めて 大学教授） 大学教授）

消費者問題とは何か、消費者問題が発生してきた経済社
会的な背景、主要な消費者問題、消費者の権利、新しい消 小木紀之 小木紀之

2 消費者問題の 費者問題：の潮流などを中心に消費者問題の全体像を学ぶ。 （名古屋経済 （名古屋経済

課題と展望
大学教授）　・ 大学教授）

消費者問題解決の一一側面を担う消費者運動のあゆみ（歴
史と展開）を、日本・アメリカ・その他と対比させながら

3 消費者運動の 消費者運動の役割を学ぶ。 同　上 同　上

歴史と展開

消費者保護はなぜ必要なのか。国および地方自治体の消
費者行政の仕組み、消費者保護基本法の理解を通じて、今

4 消費者行政の 後の方向性を探る。 同　上 同　上

展開

消費者問題に対応する消費者法にはどのようなものがあ
るか。情報公開と消費者・製造物責任法を中心にその課題 中村年春 中村年春

5 消費者問題と を探る。 （青森大学 （青森大学

消費生活関連法 教授） 教授）

（1）

安全・商品選択・適正な商取引と法律、訪問販売・通信
販売・割賦販売と法規制、表示・警告、景品、広告と法規

6 消費者問題と 制など身近な消費者法を考える。 同　上 同　上

消費生活関連法
（2）

メセナ、フィランソロピー、企業ボランティアなどの企
業の社会貢献活動の実態と企業のあるべき社会的責任の課

7 企業の社会的責 題を検討する。 木村立夫 木村立夫
任と消費者対応
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 企業の販売戦略
ﾆ消費者

　高度大衆消費社会における企業の販売戦略は、時として
ﾁ費者不在のマーケティング活動を促す。消費者にとって
ﾌマーケティングの意味を学ぶ。 木村立夫 木村立夫

9 流通政策の展開
ﾆ消費者

　わが国の流通構造は、近年大きくその姿を変化させてき
ﾄいる。わが国の商取引・商慣行、国際化の進展、規制緩
aなどの中で、消費者志向型の流通政策のあり方を探る。

小木三親
i松山大学

赴ｳ授）

小木三親
i松山大学

赴ｳ授）

10 高齢化社会の進
Wと消費者対応

　わが国における高齢化の進展は、消費者としての私たち
ﾌ生活を様々な形で変化させてきている。具体的には、雇
p・年金、健康・福祉、教育・文化、住宅・生活環境と高
詹ｻの問題を検証する。

井上崇道
i明治大学

ｳ授）

井上崇道
i明治大学

ｳ授）

11 情報化社会の進
Wと消費者保護

　マルチメディアの進展は、私たちの消費者としての環境
�?Iに変化させてきている。生活のボーダレス化の持つ
?ﾖ性と問題点を検：討するとともに、今日、論議されてい
體d子商取引についても取り扱う。

同　上 同　上

12 資源・環境問題
ﾆ消費者

　環境問題は、地域的な問題であると同時に世界規模の問
閧ﾆしても論議する必要がある。地球に優しいライフスタ
Cルの確立に向けて、省資源、省エネルギー、ごみ問題等、
墲ｪ国および各国の具体的な取り組みについて学ぶ。

同　上 同　上

13 サービス経済化

ﾆ消費者問題

　豊かさの象徴と言われるサービス経済化現象について学
ﾔ。サービス化の進展は、一方で消費者の支出構造に影響
�^え、他方では雇用機会の変化をもたらしてきている。
ｱれらの側面についての知識を得る。

同　上 同　上

14 消費者教育の

ﾛ題と展望

　消費者教育の理論について学習し、学校・企業の消費者
ｳ育の意義を学ぶ。

小木紀親 小木紀親

15 消費者生活相談
ﾌ現状と課＝題

　多様化、複雑化する消費生活相談の現状と企業と消費者
ﾌ接点に立って活躍する、消費者生活コンサルタント、消
?ｶ活アドバイザー、消費生活相談員、ヒーブ、ACAPの役
р�wぶ。

小木紀之 小木紀之
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＝日本人口論一高齢化と人口問題　＝　（R）

〔主任講師；清水浩昭（日本大学教授）〕

全体のねらい
　人口高齢化の問題は、日本のみならず世界における現下の最重要課題であるといわれている。そこで、本
講座では、世界人口の高齢化の動向を念頭におきながら日本社会における人口高齢化の特徴と問題：点を人口

学的な視点から概説することにしたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 日本人口論の
梺B点と課題

　日本の人口学が今日までに蓄積してきた研究成果を紹介
ｷるとともに、高齢化問題研究の意義を明らかにする。 清水浩昭

i日本大学
ｳ授）

清水浩昭
i日本大学

ｳ授）

2 人口分析の
菇@とその特徴

　人口学は人口現象を対象にして研究を展開している学問
ﾅあるが、この学問にみられる研究方法の特徴を明らかに
ｷる。 同　上 同　上

3

人口高齢化研究
ﾌ意義と高齢化
ﾌ人口学

　今、何故、人口高齢化について研究しなければならない
ﾌか。また、人口高齢化は、どのような人口学的条件の変
ｻによって生ずるのかを明らかにする。 同　上 同　上

4 人口高齢化の
ｻ状と将来

　人口高齢化の国際比較を行うとともに、日本の人口高齢
ｻの特徴と問題点を全国レベルと地域レベルの二つの側面
ｩら明らかにする。 同　上 同　上

5

結婚と出生一晩
･化・少産化の
ｮ向と高齢化問

　人口高齢化をもたらす要因の一つである出生率低下の趨
ｨを結婚・出産期女子人口の減少（普通出生率の低下）、
L配偶出生率の低下、夫婦の「有子少産」の出生行動の定
?ｻに焦点をあてて考察する。

中野英子
i聖泉短期

蜉w教授）

中野英子
i聖泉短期

蜉w教授）

6

死亡一長寿化の
ｮ向と高齢化問

　人口高齢化をもたらす要因の一つである死亡率（寿命）
ﾌ趨勢について概観するとともに、死亡率の低下（寿命の
L長）がもたらす影響の問題を日本人のライフサイクル、
宴Cフコースの変動に焦点をあてて考察する。

高橋四郷
i国立社会

ﾛ障・人口
竭闌､究所
l口動向研
?白ｷ）

高橋四郷
i国立社会

ﾛ障・人口
竭闌､究所
l口動向研
?白ｷ）

7

移動一高齢者移
ｮの動向と高齢
ｻ問題

　日本の人口移動は、若年層を中核としているが、最近、
w諶ﾒ移動も微増しつつある。このような人口移動の動向
�ﾓまえて、移動構造の変化が高齢化にどのような影響を
^えているかを浮彫りにする。

山崎光博
i秋田県立

_業短期大
w教授）

山崎光博
i秋田県立

_業短期大
w教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本の人口動向を家族に焦点をあてて検討すると、核家
家族一核家族化 二化の進展という問題が浮彫りになってくる。この核家族 渡邊吉利 渡邊吉利

8 の動向と高齢化 化の進展が高齢化問題といかなる関連を有しているかを概 （国際医療 （国際医療
問題 観する。 福祉大学教 福祉大学教

授） 授）

寿命の伸長は、高齢期における非労働力期間を長くし、
労働カー労働力 長い高齢期における新しい役割構造が必要となってくるも

9 の中・高年化と のと思われる。このような動向をふまえて、労働力の中・ 中野英子 中野英子
高齢化問題 高年化の問題と高齢化とのかかわりあいを就業行動・労働

力の再配分等との関連で考察する。

日本社会における高齢化問題を地：域的な視点でみると、
結婚と出生構造 地域によってその現れ方ば多様である。そこで、この問題

10 の変化と地域の を結婚・出産期女子人口の地域性、出生行動・結婚行動の 同　上 同　上
高齢化問題 地域性に焦点をあてて考察する。

人口移動と死亡率低下の地域差は、人口構造（人口高齢
死亡構造の変化 化）の地域的多様性をもたらすことになった。このように

11 と地域の高齢化 して生じた世代間人口の地域的多様性とそれに伴う世代間 高橋三郷 高橋重郷
問題 ギャップの問題を死亡率の動向に焦点をあてて考察する。

、

入口移動が地域の高齢化に与える影響の問題を高齢化先
移動構造の変化 行地域と高齢化後発地域に焦点をあてて考察するとともに、

12 と地域の高齢化 そこに内在する問題点を浮彫りにする。 山崎光博 山崎光博
問題

日本の核家族化現象を地域的な視点でみると、地域差が
家族構造の変化 存在している。この地域差の問題を日本の家族文化の多様

13 と地域の高齢化 性との関連で明らかにするとともに、核家族化の地域差が 渡辺吉利 渡辺吉利
問題 地域の高齢化問題とどのように関連しているかを考察する

労働力構造の変化は、地域の高齢化問題に様々な影響を
労働力構造の変 与えている。そこで、この問題を労働力の中・高年化、女

14 化と地域の高齢 子化と就業構造の地域性、女子の就業行動の変化に焦点を 中野英子 中野英子
化問題 あてて考察する。

人口高齢化の；進展は、様々な問題を惹起した。そこで、
高齢化問題とそ この問題を解決するために今日までどのような対応策が提

15 の対応策 示されてきたかを概観し、本講座のむすびとしたい。 清水浩昭 清水浩昭
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＝衣・食・住の科学＝（R）

〔手桂蕪臨：渠蕎簿斐1聚蓬炎拳蓑穫；〕

全体のねらい
　衣食住という語が日常生活を代弁する概念として使われるほど、衣服、食物、住居は生活の重要な要素で
ある。ここでは、生活主体としての人と、生活手段としての衣・食・住とのかかわりに関する科学の成果と
現状を概観し、物が充足した現代における、生活者の視点に立った人と物のかかわりの科学の課題を考察す
る。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
衣・食・住に
ﾖする
C科学的視点

　衣・食・住の生活は、特別な科学的知識がなくても誰で
煢cむことができる。衣・食・住を科学することには、ど
､いう意味があるのだろうか。この講義への導入として、
ﾟ・食・住の科学の意義と目的を考察し、本講義の狙いな
ﾇを述べる。

酒井豊子
i放送大学

ｳ授）

酒井豊子
i放送大学

ｳ授）

{間博文
i放送大学

ｳ授）

2
衣・食・住の
ﾈ学と
?ﾓ諸科学

　生活事象の研究は、自然科学、社会科学、人文科学の諸
ﾌ域にわたる多くの科学とかかわり、これらの手法を取り
?黷ﾈがら実生活の認識に立った総合的視点が要求される。
ﾟ・食・住の科学の周辺諸科学とのかかわりと独自性につ
｢て考察する。

本間博文
i放送大学

ｳ授）

本間博文
�莓L子
｡井悦子
i放送大学

赴ｳ授）

3

食の文化一歴史学的・比

r論的アプロー
`ー

　食生活は、風土、社会構造等に影響されながら連綿と受
ｯ継がれてきた。その長い歴史の中で、築かれてきた食の
ｶ化について、時間軸（歴史学的）および空間軸（比較論
I）を切り口とした研究事例を紹介する。

今井悦子
i放送大学

赴ｳ授）

今井悦子
i放送大学

赴ｳ授）

4 栄養学発展の
�j

　人が健康を維持・増進していくためには、第一に必要な
h養が充足されなければならない。ここでは、栄養素およ
ﾑ栄養と人の健康との関係についての研究事例を、その進
烽�?Sに紹介する。

今井悦子 今井悦子

5
食品の科学と
Z術一その発展の軌

ﾕ一

　食品は多様な成分の集合体である。科学の進歩とともに
ｬ分バランスを巧みに整え品質を高める技術が次々と誕生
ｵた。最近ではバイオテクノロジーを応用した新食品も登
黷ｵている。研究法を紹介しながら発展の軌跡を辿り、食
ｶ活と食品とのかかわりを考える。

荒井綜一
i東京農業大
w教授）

荒井綜一
i東京農業大．
w教授）

6 食生活の構造一その現状を考

ｦる一

　戦後のわが国の食生活は、社会の激変に伴って、．他国に
ﾞを見ないほど著しく変化した。ここでは、社会の構造や
ｻの変化と食生活との関係についての研究を紹介し、現代
ﾌ食生活を考察する。

今井悦子 今井悦子

7 衣服製作の
ﾈ学：と技術

　われわれの用いる衣服は既製服がほとんどである。多く
ﾌ人の体型・サイズに適合した、仕立てのよい既製服の生
Yには、既製服サイズの整備と縫製工程の高度化が重要な
|イントである。この章では、身体計測とパターンメーキングならびに縫製の科学と技術の跡を辿る。

酒井豊子 酒井豊子

一227一



回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 衣服素材の多
l化

　こり一世紀足らずの間に衣服の素材は種類・量とも飛躍
Iに増加した。化学繊維は天然繊維模倣の時代から、新し
｢機能性追究の時代に入っている。時代を追いながらこれ
轤ﾌ繊維・繊維製品について理解を深めるとともに、新し
｢製品開発の方向について概観する。

酒井豊子 酒井豊子

9 服装の心理

　衣服は人の外観を構成し、内面を表出する。ここでは、
ﾟ服の選択・着装など、衣生活にかかわる人の行動を、着
髏lのパーソナリティー・価値観・態度などと、社会の慣
K・規制、文化水準などとの関係において研究する被服心
搖wの研究方法・成果などを紹介する。

小林　　茂
i共立女子

蜉w教授）

酒井豊子

10 洗濯を取りまく

ﾈ学

　洗濯は手洗いから洗濯機へ、洗剤は石けんから合成洗剤
蝸ｬへと変化した。洗濯は汚れを除去するのが主目的であ
驍ｪ、同時に衣服に損傷をもたらすこともある。洗濯排水
ﾌ環境問題も無視できない。これらの洗濯にかかわる諸事
ﾛについて研究の取り組みを紹介する。

酒井豊子 酒井豊：子

11 生活科学と
Z居学

　日本の伝統的な住まいは、欧米はもとより中国大陸や朝
N半島とも異なる独特の様式を生み出して今日に至ってい
驕B主に住まいの歴史に関する研究成果の紹介を通して、
墲ｪ国の住文化の特徴を考える。

本間博文 本間博文

12 高齢社会と
Z居学

　住まいは住生活の容器であるといわれる。この意味で住
ﾜいの第一義的機能は、さまざまな外的危険性や不敵切な
�ｵに対し、適切なシェルターを用意することである。構
｢的安定性、物理的環境調整等、自然科学的手法が住居学
ﾉいかに取り入れられているか紹介する。

同　上 同　上

13 住まいの安全性

　住まいは家族生活の基礎的な単位空間である。住まいの
ﾏ化は家族生活の変化によるが、反面住まいが家族生活を
K制することもあり得る。このように、住居学は社会科学
I方法を取り入れ、さまざまな知見を得ているが、本章は
ｻの一端を紹介する。

同　上 同　上

14 快適な住まい

　わが国は、生活大国への移行を迫られているが、中でも
Z宅事情の改善はその中核となるものであろう。しかし、
Zまいの改善は関連諸分野が複雑に関係し合っており、容
ﾕではない。総合的な判断に基づいた問題解決の実例を紹
薰ｷる。

同　上 同　上

15 衣・食・住研究

ﾌ課題

　14回までの講義を概観し、衣・食・住の科学の成果と、
叝岦ｶ活に対する位置付けを確認し、生活者の立場に立っ
ｽ研究の今後の課題を考察する。

酒井豊子
{間博文

酒井豊子
{間博文
｡井悦子
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＝ファッションと生活＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：酒井豊子（放送大学教授）主任講師：藤原康晴（鳴門教育大学教授）〕

全体のねらい
　ファッションは本来、事物の様式を指す語であるが、服装について使われることが多い。これは、衣服・
服装に期待される役割の中で、ファッション性の比重がすこぶる大きくなって来たためである。ここでは・
服装の演出する役割について整理するとともに、衣生活の諸要素・諸側面と関連産業の実情を検証し・ファ

ッションの意味を考察する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

衣服・服装の果たす本来的機能の再認識に立って、社会
の変化、とりわけ生活水準の変化とともに変化する衣生活 酒井豊子 酒井豊子

1 生活の中の のありようと、人々が衣服・服装に期待する機能の変化に （放送大学 （放送大学

衣　　　　　服 ついて考察する。 教授） 教授）

服装に関する社会規範を、規範の社会的圧力の強さある
いは追従しない場合に受ける社会的制裁の弱いものから強 藤原康晴 藤原康晴

2 服装の社会 いものへの順に、習俗、慣習、習律、法律に分類し、それ （鳴門教育 （鳴門教育

規　　　　　範 それに該当する服装規範を解説する。さらに、これらの服 大学教授） 大学教授）

装規範に対する同調と逸脱り制定基準に関する個人差につ
いても言及する。

社会組織のなかで個人は何らかの社会的役割を担ってお
り、その役割には期待されている服装がある。性役割は男

3 社会的役割 女による服装の違い、職業上の集団員としての役割はユニ 同　上 同　上

と　　服　　装 フォームなどで表現されている。これらの役割及び役割意
識と服装との関係について考察する。

服装や服装色には流行がある。これらの流行をその普及
の形態あるいは普及の規模によって分類して概説するとと

4 服装の流行 もに、過去と情報化の進行した今日における服装流行の様 同　上 同　上

と　流　行　色 式や普及過程の違いを解説する。また、流行を採用する
時期、流行採用の動機についても考察したい。

服装はその人自身を表現する手段の一つとして用いられ、
質素な人は質素な服装をし、また、こうありたいと思って

5 個性と服装 いる自分のイメージを服装で表現していることを実証デー 同　上 同　上

タを基に解説する。さらに、似合う衣服、似合わない衣服
に関して着用者の身体的な特性と衣服の種類との関係から
考察する。

消費者の価値観の量から質への転換に伴い、パーソナリ
ティ、生活意識、趣味などを総合したライフスタイルが多

6 ライフスタイル 様化、個性化した服装を説明する要因として用いられてい 同　上 同　上

と　　服　　装 る。このライフスタイルを用いて衣生活、衣服の購入、着
用などを分析した例について解説する。

衣服がその機能を果たすために、衣服に期待される品質
にはどのようなものがあるか、それらは、素材の性質など 酒井豊子 酒井豊子

7 衣服の品質 とどのように関連して作り上げられ、実用の過程でどのよ
うに維持されていくかなどを考察する。
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 衣服の表示

　既製服等の衣料品に付けられている種々のラベルは、消費者にとって自分の求める品質のものであるかどうかを判断する手がかりとなる。品質表示、サイズ表示などについて、表示のきまりと意味について概説する。

酒井豊子 酒井豊子

9 衣服の素材
@1　繊維

　衣服に利用されている綿、毛、絹などの天然繊維、レー
?刀Aナイロン、ポリエステルなどの化学繊維についてそ
黷ｼれの特質を理解し、吸湿性、熱可塑性など、実用上重
vな性質について理解を深める。

同　上 同　上

10 衣服の素材
@2　布

　布は平面状であるが、複i雑な形の人体を包む衣服に用い
轤黷驕Bしかも人体のさまざまな活動に対応する必要があ
驕B布の種類とそれぞれの特質、さらに、それらが衣服の
¥成上どのように利用されているかを理解する。

同　上 同　上

11 新しいファッシ
㏍淘f材

　高度化した消費者要求に対応するために、繊維産業界では、次々と新しい素材開発にっとめている。新素材開発の

lえ方と、最近までのいくつかの製品について解説する。 同　上 同　上

12 アパレル産業

　現在われわれの用いる衣服の大部分は既製服である。既製服の商品企画、生産システムの現状、流通、販売の実状を概観し、既製服としての衣服について理解を深める。

酒井豊子

頼ﾔ　　健
i武庫川女

q大学教授）

風間　　健
i武庫川女

q大学教授）

13 衣服の

ﾁ費と廃棄

　わが国の衣生活の量的レベルは、世界の繊維資源や消費の実状の中でどのように位置づけられるであろうか。統計

送ｿなどからわが国の繊維消費について認識を深めるとと
烽ﾉ家庭などから排出される衣服の処分方法ならびに廃品
ﾟ料のゆくえを探る。

酒井豊子 酒井豊子

14 衣生活の社会化

　作る、縫う、洗う、しまうなどの衣生活の諸作業は、既
ｻ服、リフォームショップ、商業クリーニング、トランク
求[ムなどにほとんど移行している。これらの実態と意味
ﾉついて考察する。

同　上 同　上

15 衣　生　活　の

ﾁ費者問題

　衣料品の消費者苦情や意識調査などに基づき、衣服や衣
ｶ活に潜在する問題を探り、消費者としての立場から考察
ｷる。 同　上 同　上
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＝洗濯と洗剤の科学（’98）＝　（TV）

〔主任講師：阿部幸子（青山学院女子短期大学教授）〕’

全体のねらい
　伝統的な技法に代わり、今日の洗剤と洗濯機による洗濯方法が一般化したのはこの半世紀のことであり、
近年の科学技術の発展に負うところが大きい。本講座では衣類の洗濯を主題とし、洗剤の特性や洗浄のメカ
ニズムを明らかにすると共に、洗浄力評価法や、実際の洗濯条件、さらには、洗濯と環境との関わりなどに
ついて考察する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

大昔から、人は水辺での洗濯を行ってきたが洗濯の方法
は軟水地域と硬水地域では異なっていたと思われる。そこ 阿部幸子 阿部幸子

1 水　と　洗　濯 でまず、洗濯に及ぼす水質の影響について考察する。また、 （青山学院 （青山学院

汚れの成分には各種の物質があるが、汚れ成分と水による 女子短期大 女子短期大

除去性について取り上げる。 学教授） 学教授）

洗剤は、水による汚れの除去を一層促進するために添加
される配合製品で、界面活性剤を主剤に各種のビルダー 藤井冨美子 藤井冨美子

2 洗　剤　と　は （アルカリ剤、イオン交換剤など）および補助剤（酵素、 （徳島文理大 （徳島文理大

再汚染防止剤など）が配合されている。界面活性剤の洗浄 学教授） 学教授）

作用とビルダー作用について考察する。

洗濯はぬれることからはじまる。洗浄過程の第1段階で

洗剤作用の あるぬれは、繊維などの基質表面の空気が洗浄液で置き換 田川美恵子 田川美恵子
3 メカニズムー1 えられる過程であり、界面自由エネルギーを用いて記述で （金沢工業 （金沢工業

ぬれ きる。ここでは、ぬれの定義、ぬれの尺度、表面ぬれ、浸 大学教授） 大学教授）

透ぬれなどについて述べる。

凝集した状態で付着している汚れを洗剤液中で洗う場合、

洗剤作用の まず凝集粒子が分散する形で部分的に取り除かれ、最後の
4 メ三三ズムー2 段階で繊維に直接付着している粒子が除去されることが多 同　上 同　上

分散作用 い。この過程を、広義の分散現象としてとらえ、コロイド
安定性理論によって説明する。

人体皮脂を主体とする油汚れで汚染された衣類を洗剤水

洗剤作用の 溶液に浸すと、界面活性剤の吸着により油汚れと水との界
5 メカニズムー3 面張力が低下し、僅かな；機械力で油汚れは微粒子になり水 藤井冨美子 藤井冨美子

乳化 中に分散除去される。この現象を乳化とよび、乳化が有効
に生ずる条件について考察する。

洗剤水溶液中での気泡は、汚れの除去には寄与しないが、
洗剤の洗浄力の有無を判定する一つの目安となる。気泡の

6 泡沫と洗浄 集積である泡沫は、シャンプーやカーペットの洗浄のほか、 同　上 同　上

工業的に古紙の再生に利用されている。生活におけるさま
ざまな泡沫の効用について述べる。

洗剤には、タンパク質分解酵素、脂質分解酵素、でんぶ
ん分解酵素、繊維素分解酵素などが複合配合されており、

7 洗浄における それぞれの酵素の基質になる汚れに作用して、汚れを除去 同　上 同　上

酵素の作用 されやすい状態に変化させる。そのメカニズムと効果につ

いて考える。
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 汚れ除去と
Y白・増高

　しみ汚れや黄ばみなどは、洗剤の界面化学的な働きによ
ﾁては除去されない。色素を除去するには漂白剤を、黄ば
ﾝの除去には蛍光増白剤が用いられ、これらが洗剤中に配
№ｳれている場合も多い。漂白や白白の原理、効果的な処
摯菇@等について述べる。

片山倫子
i東京家政

蜉w教授）

片山倫子
i東京家政

蜉w教授）

9 汚れ除去と
@械作用

　一般に、洗浄においては、汚れの付着力を低下させるた
ﾟに洗浄剤を添加し、さらに撹搾などにより物理的な力が
ﾁえられる。洗濯液の流動や、布地の変形・衝撃力などさ
ﾜざまな形での機械力が考えられるが、代表的なものを取
闖繧ｰ概説する。

田川美恵子 田川美恵子

10 洗浄力の評価

　洗剤をどのように使ったらよいのか、例えば洗剤濃度や
��ｷ度などを知る、あるいは洗剤を選びたい、などの場
№ﾉ洗浄力評価が必要になる。いくつかの方法が考えられ
ﾄいるが万能なものはない。洗浄力試験の考え方と試験法
ﾌ現状について述べる。

阿部幸子 阿部幸子

11 洗濯の方法

　伝統的な洗濯の方法には、たたく、踏むなどの操作を行
､ものや、煮洗いなどがあり、これらの方法の合理性につ
｢て検証された研究がある。また、今日では洗濯機が普及
ｵ、新しいタイプのものも開発されているが、これらの特
･について概説する。・

同　上 同　上

12 洗濯の条件

　洗濯では、洗濯物の量を基準にして水の量を決め、水量
ﾉ対して洗剤の投入量が決まる。洗剤には標準使用量が表
ｦされているが、コンパクト化が進むにつれて使用量が少
ﾈくなってきている。洗剤濃度や洗浄温度などの洗濯条件
ﾍどのようにして決めるのだろうか。

同　上 同　上

13 すずきと三三

　すすぎによって除去すべき物質は、洗濯物から離脱した
?黷ﾆ、洗剤とである。ここではすすぎのメカニズムにつ
｢て述べる。また、脱液の必要性やその効果的な方法につ
｢ても概説する。

同　上 同　上

14 乾　　　　　燥

　洗濯物の乾燥には、自然乾燥と人工乾燥とがあるが、い
ｸれの場合にも、乾燥時間は水分の量、温度、湿度、風速、
��ｨの表面積に依存する。衣類乾燥機による各種繊維製
iの乾燥例をもとに、乾燥のメカニズム、乾燥方法とエネ
泣Mー効率などについて考える。

片山倫子 片山倫子

15 洗濯と環境問題

　近年、生活排水による水質汚濁が問題になっているが、
��r水については、洗剤による汚濁負荷量、界面活性剤
ﾌ生分解性や水棲生物に対する安全性などが問題となる。
ｱれら環境にかかわる問題点を取り上げ、これからの洗剤
ﾆ洗濯のあり方について考える。

’阿部幸子 阿部幸子
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＝着ごこちの追究（’99）＝＝（TV）

主任講師〔
主任講師 心懸1姦イ籔鞍劉

全体のねらい
　健康で快適な衣生活を実現・維持するうえに重要な衣服等の着心地について、衣服の構成・構造や・素材の性能につ
いての認識と、人の体系・寸法や感覚・生理の理解に基づいて科学的に追求し、着心地の良さを・人間と衣服の感覚

的・生理的適合の面から明確にする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
着ごこちのよさ
ﾆは

　衣服に期待されるさまざまな機能を概観し、その中における
?S地の位置づけを考察する。着心地を人の感覚との対応につ
｢て追究する科学の範囲と内容について概説する。

酒井豊子
i放送大学

ｳ授）

c村照子
i文化女子

蜉w教授：）

酒井豊子
i放送大学

ｳ授）

c村照子
i文化女子

蜉w教授）

，2
衣服と皮層　　①
ｧざわりと着ごこち

　肌触りに関係する衣服の要因とその評価法を概説する。また
ﾟ服の汚れ吸収性と衣服の快適性との関連について触れる。

丹羽雅子
i奈良女子

蜉w長）

丹羽雅子
i奈良女子

蜉w長）

�莓L子

3

衣服と皮層　　②

ﾀ全性をめぐる
薄竭

　衣服による皮膚障害、皮膚アレルギー、衣服のダニ、衣服に
謔骼㈱O線防御等、衣服と皮膚の安全性を巡る諸問題を取り上
ｰ考察する。

酒井豊子
酒井豊子

c村照子

4 衣服と身体寸法
　個人個人の身体寸法に適合した衣服製作の基本概念、体型・
｡法の把握方法、体型分類、ならびに、既製服サイズの現状に
ﾂいて概説する。

松山容子
i大妻女子

蜉w教授）

松山容子
i大妻女子

蜉w教授）

�莓L子

5 衣服圧と身体拘束

　衣服による身体拘束の指標となる衣服圧のメカニズムと測定
菇@について述べ、衣服圧が身体に及ぼす悪：影響や振動抑制、
潔t循環促進等の作用について考察する。

田村照子 田村照子

�莓L子

6
ヒトの体温調整

@能

　着心地のよさを、人間の温熱生理的適合性の視点から理解す
驫賰bとして、温冷感受性、皮膚温調節、発汗調節などヒトの
ﾌ温調節の仕組みについて概説する。

同　上 同　上

7
衣服による三熱
厲U調節

　衣服による保温と放熱の機構を考察し、暑熱・寒冷環境下で
ﾌ快適な着心地について、衣服の素材、形、着方などの面から

l察する。
同上 同上
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執筆担当 放送担当回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名
（所属・職名〉 （所属・職名）

不感蒸散や汗の放散に衣服がどのように関わるかを理解し、 田村照子
8 衣服と水分蒸散 水分移動に関し快適な着心地を担保する衣服素材の性能につい 田村照子

て理解を深める。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔

酒井豊子

9 環境適応と衣服

　特殊環境を含むさまざまな環境条件下における、快適衣服内気候形成のための衣服の選択と着装について考察し、気候・風土と密接に関わって成立してきた衣服・服装の実例を世界の民族服の中から検証する。

道明三保子
i文化女子

蜉w教授〉

道明三保子
i文化女子

蜉w教授）

c村照子

着用・洗濯の繰り返しによる衣服性能のさまざまな変化を着 酒井豊子 酒井豊子
10 着ごこちの耐久性 心地の劣化、あるいは、着心地性能の維持という視点から考察

する。
丹羽雅子 丹羽雅子

1
1

身体ハンディ
Lャップと衣服

　病床にあるときの衣服、身体の不自由に対応した衣服等について、さまざまな事例を見ながら、着用者にとって、あるいは、介護者にとって快適で便利な衣服を考察する。

酒井豊子
酒井豊子

c村照子

12 寝ごこちのよい
Q衣・寝具

　脳波等の生理反応による眠りの質の観察と、保温、透湿、二三分布などの面から、快適な眠りを得るための寝具・寝衣の役割と条件を考察する。

田村照子
田村照子

�莓L子

さまざまなスポーツの分野で、ウエアの改良が記録の更新に 酒井豊子
13 スポーツと衣服 貢献している。スポーツウエアにおける素材・形・寸法などの 酒井豊子

工夫の例を取り上げる。 田村照子

荘家和生
解放性履物、閉塞性履物などのタイプ別に、歩行補助道具と 三家和生 （大回女子

14 快適な履物 しての機能性と、通気性保温性などの観点から快適性について （大妻女子 大学講師）
考察する。 大学講師）

酒井豊子

15
着ごこちの追究一今後の課題

　人間の活動の広がりに対応して衣服に期待される安全性、快適性の考え型と、資源・環境問題、情報化、国際化、高齢化などに対応した今後の方向について考察する。

酒井豊子

c村照子

酒井豊子

c村照子
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＝地域と食文化（’99）＝＝（R）

〔主任講師 石川寛子（武蔵野女子大学短期大学部教授）〕

全体のねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　日常営まれる食生活は、地域によって用いる食材、調理・調味の仕方、供食形態等に相違がある。また日本各地に
は、郷土食として長く伝承されて来た独特のすぐれた食物が数多い。こうした地域が生み育んだ食文化を通して・地域
間の相違、特色、変化を学び、地域と食文化との関わりを理解することが本教科のねらいである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
地域と食文化との
ﾖわり

　食の文化は時代、階層、地域によって、それぞれ異なった特
･を示すが、なかでも食生活が営まれる地域の気候や風土、産
ｨ等との関わりや影響が大きい。そこでこれらの実態を示しこ
黷ﾉより独自の、独特の文化が生まれることを認識させ、本教
ﾈの意義と目的を講義する。

石川寛子
i武蔵野女子

蜉w短期大
w部教授）

石川寛子
i武蔵野女子

蜉w短期大
w部教授）

2 主食の変遷と
n域性

　日本の主食は、古くから米が中心であったといわれている
ｪ、その種類や形態は、時代、地域、階層により異なってい
驕B時代によるちがいを学ぶとともに、近世、近代を中心に地
謔ﾉよる主食の種類・形態のちがいをその特徴およびその形成
v因について考える。

江原絢子
i東京家政学
@大学教授）

江原絢子
i東京家政学
@大学教授）

3 粒食の地域性
i米・麦・雑穀）

　日本において日常食の中心となった「飯」は、米・麦・雑穀
ﾈどを粒のまま利用したもので、このような形態を「粒食」と
謔ﾔ。各地域で伝統的に食べられてきた粒食について日常食、
s事、儀礼食における特徴とその食べ方を学び、地域の特性を
lえる。

同　上 同　上

4 粉食の地域性

　i穀類の摂取については、米を中心にした粒食と小麦を中心に
ｵた粉食に大別される。粉食においては、パンと麺がその大部
ｪを占め、全国的に画一化している。しかし、調理の仕方や食
ﾗ方には地域の独自性がみられる。こうした地域性や主食にお
ｯる粉食の地位について考察する。

三田コ　ト
i長野県短期

蜉w名誉教
�j

三田コ　ト
i長野県短期
蜉w名誉：教
�F）

5 芋食の地域性

　自生のやまいもと稲作以前に伝来したさといもを儀礼食とす
髓n域は多い。さつまいもとじゃがいもは江戸時代救荒食品と
ｵて広まり、前者は西日本の食糧供給の安定化に貢献し、後者
ﾍ洋風料理と共に普及した。生食の他、保存・加工の地域特性
ﾉついて考える。

大坪藤代
i長崎女子
Z期大学助
ｳ授）

大坪藤代
i長崎女子
Z期大学助
ｳ授）

6 豆利用の地域性

　日本の食における豆の利用は、特に大豆において多彩であ
閨A重要である。普遍的に分布する豆腐に対して、未熟大豆の
H用が東日本に偏在する如く、その利用の仕方に地域性が認め
轤黷驕B大豆を主にしながら、豆利用の地域性について解説
ｵ、考察する。

本間伸夫
i県立新潟
落q短期大
w名誉教
�j

本間伸夫
i県立新潟

落q短期大
w名誉教
�j

7
野菜果物摂取の
n域性

　日本列島の南北への広がりと多様の気候のもとで、それぞれ
ﾌ風土に適した野菜・果物が栽培されてきたが、水分多く軟質
ﾌため輸送・貯蔵に不適であるので、産地での消費が原則で
?ﾁた。野菜・果物摂取の地域性を風土、生産、消費の立場か
迚�烽ｷる。

同　上 同　上
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回 テ　、一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　節　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 魚食の地域性

　四面を海に囲まれ、また河川・湖沼に恵まれたわが国では、
ﾃくから各地に水準の高い魚食文化が展開している。これにつ
｢てまず漁獲の地域性を解説するとともに、各地の代表的な魚
L名産品をいくつかとりあげ、その分布状況を地域的に考察
ｵ、また魚食の実態を通してその地域性について検討する。

石川寛子 石川寛子

9 肉食の地域性

　肉食禁忌の長い歴史を持つわが国では、摂食形態の地域性は
魔｢。とはいえ、明治の解禁時の農耕家畜の種類や、中国との
�ｬ等が反映し、肉の種類に地域性がみられる。また外国の料
揩�`統的な調理法で適応させ、独自の発達をしたありさまを
ﾝる。

大坪藤代 大坪藤代

10 味付けの地域性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼@日本料理の味つけは、みそ、しょうゆなど発酵性調味料が中
Sとなっているが、その使い方には地域による特徴がみられ
驕Bうどんなど麺類の味やみその味の違いなど地域による味つ
ｯの特徴的事例をあげながら、その地域分布と要因などについ
ﾄ考える。

江原絢子 江原絢子

11 茶菓子文化の
n域性

　中世以降、各地の美しい風物、器物を模した煉物、焼物、半生物等、銘菓が続出し、同時期の「茶の湯」の発達と「一服の

メvの伸展にともない、全国に広まった。この菓子と茶の二つ
ﾌ消費状況を検討するとともに茶の名産地と地域別特徴、そし
ﾄ各地の菓子が織りなす文化の地域性について検討する。

石川寛子 石川寛子

12 餅の地域性

　日本において餅は、古くから、さまざまな種類の、さまざま
ﾈ形態の餅が生活の中にとり込まれてきた。ここではケの日、
nレの日の餅の形状と目的、そして食べ方を通して暮らしと餅
ﾌかかわりを考察し、また地域性豊かな各地の餅を紹介してそ
ﾌ分布、そしてその伝承の実態を検討する。

同　上 同　上

13 すしの地域性

　現在わが国でみられるすしには豊富なバリエーションがあ
閨A郷土料理として認識されているものも多い。ここではそれ
轤�瘤ｦしながら、日本におけるすし文化の多様性や地域性を
ﾐ介するとともに、そうした現状を生み出すに至った背景につ
｢て考察する。

日比野光敏
i市邨学園

Z期大学助
ｳ授）

日比野光敏
i市邨学園

Z期大学助
ｳ授）

14 漬けものの地域性

　日本における日常食の基本は、飯・みそ汁・漬けものであっ
ｽ。漬けものは、各地域でその産物を塩や酢で漬けて保存食と
ｵたのが始まりである。その後、調味料の発達につれて調味漬
ｯや旬の野菜の浅漬けなども惣菜化してきた。地域の特産品も
?閨A地域と関わりも検討する。

三田コ　ト 三田コ　ト

15 地域振興と食文化

　21世紀の食生活は、それぞれの地域に住む人々が、地域の特
ｫを充分に踏まえ、知恵と努力によって創造し伝承してきた独
ｩ性の強い食べ物を大事にしながら、その同質化に努力し社会
ｫを高めることを理解し、地域振興との関わりについて考察す
驕B

石川寛子 石川寛子
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＝食物の特性とその役割＝　（TV）

銀鱗：琴鱗虫灘ρ炎㌘奇響獲；〕

全体のねらい
　つい数十年前までの長い間、わが国の多くの人々は生きるために必要な食物でさえ十分ではなかった。し
かし今食物は溢れ、それとともに不適切な食物摂取によるところの健康上の諸問題も起きている。そこで、
健康を保ち心身ともに豊かな生活を営むために必要な食生活に関する知識の修得を目的としてこの科目を開
設する。すなわち食物中の栄養素とその消化吸収、人体に果たす役割についての基礎知識と、食物摂取と健
康との関わり、望ましい食生活等について解説する。

回 テ　　一　マ 、　　　内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 食生活の現状

　経済の発展に基づく社会の変動や食品産業の発展は、多
岺ｽ様な食品を市場に溢れさせ、日本人の体格向上や健康
攝iに貢献し、日本を世界一の長寿国にした。また同時に
Hに対する人々の考え方をも多様化させ、食生活を大きく
ﾏ革させた。今、私たちは豊かな食生活を享受し、その一
福ﾅ食物の過剰摂取等による健康障害に不安を抱いている。
ｱのような食生活の現状を多方面から明らかにする。

五十嵐　脩
iお茶の水

落q大学教
�j

｡井悦子
i放送大学

赴ｳ授）

五十嵐　脩
iお茶の水

落q大学教
�j

｡井悦子
i放送大学

赴ｳ授）

2 炭水化物と
H物繊維

　日本人は、主食とする穀類より栄養素の中では量的にも
ﾁとも多くの炭水化物を摂取しているが、炭水化物はこの
R0年でもっとも摂取量の減少した栄養素でもある。炭水化
ｨについて、その種類と消化、吸収、代謝等を解説する。
ﾜた、非栄養素ではあるが、健康とのかかわりで注目され
ﾄいる食物繊維の多くは炭水化物（多糖）である。その食
ｨ繊維についても説明する。

今井悦子 今井悦子

3 脂質の特性と
�

炭水化物と相反してもっとも摂取量の増加した栄養素は脂
ｿである。現在、健康という視点から摂取量の過多傾向が
竭閧ﾆなっている栄養素であり、また一方で新しい生体調
ﾟ機能の発現も期待され注目されている栄養素でもある。
猿ｿの特性と役割について広い視野から論じる。

五十嵐　脩 五十嵐　脩

4 たんぱく質と
Aミノ酸

　人体の主要組織はたんぱく質を中心にして構成されてい
驕Bしたがって、食物たんぱく質の摂取は栄養上非常に重
vである。たんぱく質とそれを構成する20種類のアミノ酸、
Aたんぱく質の栄養価、脂質と同様に新しい生体調節機能
ｪ見出されているペプチド等について解説する。

今井悦子 今井悦子

5 ミネラルと水

　今日本人には明らかに数種のミネラルが不足しているこ
ﾆが指摘されており、さらに精製した食品の摂取の増加と
ﾆもに微量元素の不足が懸念されている。多種類あるミネ
宴汲ﾌ、体内での様々な働きと、次第に明らかになってき
ｽ微量元素の働きや、ミネラルの吸収、利用に関与する要
�凾煢�烽ｷる。

五島気象
i東京農業

蜉w名誉教
�j

五島気取
i東京農業

蜉w名誉教
�j

6 ビタミンの役割

　ビタミンは、生体内の代謝を含む様々な生理現象に潤滑
茁Iな働きをしており、微量で人の栄養を支配する栄養素
ﾅある。近年、いくつかのビタミンが健康や老化との関係
ﾅ注目されている。主なビタミンの働きや、健康や老化に
ﾖする新しい研究の成果を解説する。

五十嵐　脩 五十嵐　脩

7 栄養所要量と
H品構成

　前章までに解説した各栄養素を毎日どれくらい摂取すれ
ﾎよいかの目標が、日本人の栄養所要量である。栄養所要
ﾊ策定の変遷は日本人の食生活の変化を物語っている。こ
ｱでは、栄養所要量の解説と、その栄養所要量を満たすた
ﾟの食品構成、栄養所要量：に関連して配慮されている運動
ﾊの目安を解説する。

小林修平
i国立健康
E栄養研究
鰹樺ｷ）

小林修平
i国立健康
E栄養研：究

鰹樺ｷ）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 食物と健康総論

　人はそれぞれ遺伝素因が違っており、食物摂取に対する
ｽ応は一様ではない。ライフステージ別に身体の必要とす
驩h養素量は異なり、健康を維持するための食物の摂取に
ﾍ個体側の諸要因を考慮に入れる必要がある。必須栄養素
ﾍ不足すると疾病を引き起こすが、過剰であっても中毒症
ﾈど傷害をもたらす。疾病を予防し健康を維持するために
ﾍ、栄養アセスメントを行い、適切な食物の組合せと摂取
ﾊを決めていかなければならない。

板倉弘重
i国立健康・

h養研究所
ｼ誉所員）

板倉弘重
i国立健康・

h養研究所
ｼ誉所員）

9 食物とがん

　発がんは長い時間をかけて、多段階を経て進行する複雑
ﾈプロセスである。幾重にも張り巡らされた防御反応をく
ｮり抜けてがんが成立する過程で、外的環境因子が、がん
笂`子、がん制御遺伝子などに与える影響が大きな役割を
奄ｶている。この環境因子のうちで、食物および嗜好品の
閧ﾟる意味が大きい。食物と嗜好品を中心とした外的環：境
�qの立場から、がんの予防について論じる。

鬼頭昭三
i兵庫大学

ｳ授）

鬼頭昭三
i兵庫大学

ｳ授）

10 食物と糖尿病

　人類の歴史は多かれ少なかれ常に飢餓に悩まされてきた。
ｱの飢餓に強い素質が、現在のわが国のような生活環境で
ﾍ糖尿病を起こす素質となる。糖尿病との関連で問題とな
驍ﾌは、総エネルギー摂取量のみではなく、糖質ミたんぱ
ｭ質、脂質の割合も重視することが必要で、さらに慢性糖
A病合併症防止のため、コレステロール、塩類等の摂取量
焜Rントロールしなければならない。このようにすべての
H行為が糖尿病の発生、治療にむすびついている。

金沢康徳
i自治医科

蜉w教授）

金沢康徳
i自治医科

蜉w教授）

11 食物と高血圧
ｨよび心疾患

　食物摂取のあり方は、特に高血圧症および心疾患にとっ
ﾄ、その非薬物治療法の重要な部分を占めている。現在日
{人の大きな死因となり、かっ一次性（本態性）、二次性
l決ｳ症とも不可分の関係にあるアテローム性動脈硬化症
�赶ﾕとする心臓血管疾患と合併症を中心に、その予防な
轤ﾑに治療にどのような栄養素がどの程度必要なのか、あ
驍｢は進んで摂取すべき食品などを各疾患の病態生理に基
ﾃいて述べる。

木下安弘
i千葉大学

ｼ誉教授）

木下安弘
i千葉大学

ｼ誉教授）

12 食物の安全性

　日常使用する食品の数十％以上が加工食品であり、輸入
ｳれる生鮮および加工食品も多いわが国では、今食物の安
S性はもっとも関心のあるテーマの一つである。国内外の
e種の食品規格の解説と、食品添加物、残留農薬、ホストハーベスト、新しい技術による食品素材等について、現状

ﾆ功罪、安全性の考え方について述べる。

五十嵐　脩 五十嵐　脩

13 食物のおいしさ

　食物は、まず安全であり、栄養が考慮されたものである
K要がある。さらに、人の嗜好を満足させるものであるこ
ﾆも重要である。おいしさに関与する要因のうち食品の色、
｡、香り、テクスチャーを中心に、その他おいしくするた
ﾟの操作等について解説する。

今井悦子 今井悦子

14 食　事　計　画

　前章までの知識を総括して、栄養、安全、おいしさ、そ
ｵて人の健康を考慮した食事計画を解説する1さらに実際
ﾌ食事計画例をもとに、いろいろな観点からの点検と改善
菇@をデモンストレーションする。

岡崎光子
i女子栄養

Z期大学教
�j

岡崎光子
i女子栄養

Z期大学教
�j
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

健康で長寿を全うするためには、どのような食生活をお
くったらよいのであろうか。今私たちにできることは何で 五十嵐　脩 五十嵐　脩

15 食生活と健康 あろうか。前章までの知識をもとに、過去から現在までの
様々な体験、研究成果をも併せて一緒に考えたい。 今井悦子 今井悦子
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＝： ｲ理とおいしさの科学（’98）＝　（TV）

曲愛蝦曝離錐〔
全体のねらい
　食物摂取は人の生命維持に必須であるとともに、潤いや満足感をもたらす生活の営みである。満足感に大
きく関わるのはおいしさであり、おいしさを創造するのに必要不可欠な工程が調理である。ではおいしさと
は何か。調理中の食上の変化とおいしさはどのように関わっているのか。この講義では、これらに関する科
学の基礎と最新の研究成果を、さまざまな切り口から解説する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 調理とおいしさ

ﾌ科学

　地球上ではさまざまな民族が日々さまざまな調理をして
｢る。調理操作や調理による食材の変化には全世界に共通
ｷる普遍性があるが、でき上がった料理とそのおいしさは
ｶ化圏によって大きく異なる。調理学は、文化としての調
揩ﾆおいしさを、自然科学、感覚心理学など多彩な学問を
?gして科学する、新しく学際的な学問であり、本章では
ｲ理学の最新の成果を取り入れたこの講義の特徴を総括す
驕B

島田淳子
i昭和女子

蜉w教授）

｡井悦子
i放送大学

赴ｳ授）

島田淳子
i昭和女子

蜉w教授）

｡井悦子
i放送大学

赴ｳ授）

2 おいしさの構造
ﾆ官能評価

　人は、感覚器官の全てを動員して食物からの情報を脳に
翌閨Aそこで心理状態、生理状態、記憶等を統合しておい
ｵさを評価する。おいしさを感じる複雑なメカニズム、お
｢しさの表現、人を測定機器としておいしさを総合評価す
驫ｯ能検査の実際などについて解説する。

今井悦子 今井悦子

3 味の科学の
ﾅ先端

　おいしさの中心となる味。味覚情報はどのように脳に伝
Bされるか、味の嗜好と人種や民族とは関係があるのか、
｡の嗜好と人が生存するために必要な栄養摂取とは関係が
?驍ﾌかなど、食行動に大きく影響する味の科学について
ﾅ新の研究成果を中心に解説する。

鳥居邦夫
i味の素中

寥､究所基
b研究所主
ﾈ研究員）

鳥居邦夫
i味の素中

寥､究所基
b研究所主
ﾈ研究員）

∮c淳子

4 テクスチャーの

T求

　口ざわり、舌ざわり、噛みこたえ、のどごしなどさまざ
ﾜなことばで表現されるテクスチャーは味とともにおいし
ｳに大きく関与する。テクスチャーの制御は、調理操作の
|イントの一つであるといえる。複雑なテクスチャーとそ
ﾌ実態に迫ろうとする機器評価の試み、そしてその成果を
�烽ｷる。

今井悦子 今井悦子

5

伝統技術とその
ﾈ学一うま味を引き

oす日本人の知
b一

　おいしく調理するために人類はさまざまな技術を育でて
ｫた。そして今、これらの伝統技術に隠された合理性が科
wの光によって照らし出されている。世界語となった“U
lAMI”の発見、うま味を引き出す日本の伝統技術の科
wを中心に解説する。

下村道子
i大堀女子

蜉w教授）

下村道子
i大妻女子

蜉w教授）

∮c淳子

6

米一粘りにこだわ

體坙{人一

　米は、日本人の食生活においてもっとも基本となる食材
ﾅある。ジャポニ三種の米でふっくらと炊きあげたご飯の
烽ﾂ粘りは、日本人が共有するおいしさであるが、地球レ
xルでみるとこれをおいしいと感じる民族は少数派に属す
驕Bこのおいしさを創り出すために必要な米の性質と調理
�盾ﾉ関する研究成果を解説する。

島田淳子 島田淳子

7

小　　麦　　粉一多様な料理を

ｶみ出す穀物の

op師一

　小麦粉から作られる料理の種類の多さとテクスチャーの
ｽ様性は、他の穀物の追随を許さない。この秘密はユニー
Nなたんばく質グルテンにある。グルテンを中心とする小
桾ｲ調理の最新の科学について解説する。

島田淳子 島田淳子
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

魚　・　畜　肉一複雑なおいし

ｳをもつ食卓の
蝟�

　たんぱく遡源として、伝統的に日本人の食卓で主役を果
ｽしてきた魚と、現代の食生活の中で一躍トップに踊り出
ﾄきた畜肉。おいしさの秘密は共に複雑なうま味と独特の
eクスチャーである。うま味を引き出し、テクスチャーを
ｧ御する調理のコツを科学する。

下村道子
下村道子

｡井悦子

9

卵一優れた多機能

H二一

　生では液体で、加熱により固体に変化する性質は卵独特㌔
ﾌものである。また、卵白は優れた起泡剤、卵黄は優れた
精ｻ剤とそれぞれ異なる機能をも合わせもつ。これら多様
ﾈ機能を利用した卵料理の基礎にあるさまざまな科学を解
烽ｷる。

今井悦子 今井悦子

10

野　　　　　二一期待される生

搴@能と鮮度一

　野菜は昔から、食卓に彩りを添える脇役として欠くこと
ﾌできない石材である。近年、野菜中のビタミンや食物繊
ﾛの生体に果たす機能が見直され、注目されるようになっ
ｽ。野菜の保存および調理による変化にスポットをあてて
�烽ｷる。

畑江敬子
iお茶の水
落q大学教
�j

畑江敬子
iお茶の水
落q大学教
�j

｡井悦子

11

砂　　　　　糖一知られていな

｢多彩な機能一

　調理における砂糖の主要な役割は、甘味を付与する調味
ｿとしての働きであり、またその親水性の高さを利用した
ﾛ存料としての働きである。さらに、砂糖は加熱の程度に
謔阯l々に様態を変え、視覚的なおいしさに寄与している。
ｱのような砂糖のもつ多彩な機能の科学について解説する。

今井悦子 今井悦子

12 加熱の原理とお
｢しさの決め手

　加熱は調理の主要操作であり、加熱の方法により仕上が
ﾁた料理のもつ性質は全く異なったものになる。各種加熱
ﾌ原理を分子レベルで解説し、おいしさとの関わりや最近
b題の遠赤外の効果などについて最新の研究成果を紹介す
驕B

飯淵貞明
i和洋女子

蜉w教授）

飯淵貞明
i和洋女子

蜉w教授）

｡井悦子

13

調理のもう1つ
ﾌ担い手一調理器具一

　調理の担い手は人である。そして、欠くことのできない
烽､一つの担い手が調理器具である。古くから調理の必需
iであった包丁、一方最新の電化製品、電子レンジや多機
¥を売り物にした炊飯器などの理論と構造、また、調理器
?ﾌ材質の違いがおいしさにおよぼす影響などを解説する。

同　上 同　上

14

現代の食生活の
Sい手一新食品をどう

?pするか一

　この数十年の間に日本の食は大きく変化し、加熱するだ
ｯで食べられる食品が簡単に入手できるようになった。新
ｵい食材や最新の調理加工技術等について、また、日本人
ﾌ食卓にどのようなものがどのような経路で登場するかを
�烽ｷる。さらにこれらの賢い利用法を考える。

田村真八郎
i農林漁業

燉Z公庫
Z術参与）

田村真八郎
i農林漁業

燉Z公庫技
p参与）

｡井悦子

15

調理とおいしさ
�lえる一未来への課題一

　21世紀へ向けて世界は一層変化し、生活の利便性や快適
ｫはさらに向上しっっある。しかし一方において、人類と
n球環境の共生の危機が叫ばれている。このような中での
Hに関する研究を紹介し、生活者の立場から、未来への課
閧ﾉついて考えてみる。

島田淳子

｡井悦子

島田淳子

｡井悦子
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＝食生活の現代的課題＝（R）

〔主任講師：豊川裕之（（財循環器学研究振興財団理事）〕

全体のねらい
　食生活は健康を左右する要因であり、かつ、日常生活（衣食住）を構成する重要な人間行動である。しか
し、日常的行動であるために、科学研究の対象としてよりは、趣味・娯楽の対象でありがちだった。最近、
ようやく食生活を学問として集大成する動きが始まっており、本教科目でも、その立場から食生活の現代的
課題を教授する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 食生活と文化

　いろんなことが激しく変動している現代において、食生
?燉瘧Oではない。食生活は文化一自然環境に対して人間
ｪ造った環：境一と密接にかかわっている。そのことを総論
Iに述べる。

豊川裕之
i（財）循環器

w研究振興
熬c理事）

豊川裕之
i㈲循環器

w研究振興
熬c理事）

2 食生活の変化

　人間は工夫・努力をする動物であるから、食生活も常に
ﾏ化してきた。急激な変化が起こるのは食糧の供給法が変
墲髀鼾№ﾅある。現代日本の食生活変化は50年前の敗戦後、
f易立国を推進したのが大きな理由である。

田村眞八郎
i農林漁業金

Z公庫技術
Q与）

冊村眞八郎
i農林漁業金

Z公庫技術
Q与）

3 国際化の中の
H生活

　日本は狭い国土にかなり大きい1．2億人の人口をかかえ
ﾄおり、豊かな食生活のためには食糧の輸入をせざるを得
ﾈい。貿易立国という形で国際的に食糧を買うことにより
ｻ代日本の食生活が成立しているのである。

同　上 同　上

4 食生活の伝承
ﾆ変化

　文化の伝承は貴族社会から庶民社会への流れを持ち、食
ｶ活についてのそれは「ハレ」から「ケ」へと進む中でお
ｫている。変化は「流れ」と「進み」の中でおきており、
H生活を多彩にし、選別してきた。

熊倉功男
i国立民族学

歯ｨ館助教
�j

熊倉功男
i国立民族学

歯ｨ館助教
�j

5

食品をめぐる付
ﾁ価値の変化一
u遊び」として

ﾌ三一

　現代の食生活では、一見して伝承よりも変化が目立っが、
ｻの中で綿々と続いているのが遊びこころといえる。手抜
ｫ、健康志向、高級品好み、エスニック流行りなどがある
ｪ、その中の遊びこころを取り上げる。

同　上 同　上

6 台所（厨房）の

ﾏ化

　うす暗い台所から明るいキッチンへの変貌の歴史。家庭
d化機器登場の意味。主婦の台所からみんなで調理へ。個
Hからホームバーティまで、食べ方の変化と台所。食品調
搓H場と家庭の台所との役割分担から台所未来論へ。

山口昌伴
i㈱GK道具

w研究所所
ｷ）

山口昌伴
i㈱GK道具

w研究所所
ｷ）

7 日本人の食物摂

謔ﾌくせ
豊川裕之 豊川裕之
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 食品流通機構の
ﾏ化・多様化

　食に関する健康ニーズ、手軽さニーズ、楽しみニーズが
v々強まっている。生活者の変化が食の形態を内食、中食、
O食各分野に多様化をもたらしている。これに応える企業
､の対応が流通機構の大きな変革を促している。

山口貴久男
i（株）生活行

ｮ研究所所
ｷ）

山口貴久男
i（株）生活行

ｮ研究所所
ｷ）

9 学校給食とその

�рﾆ課題

　飽食の中で、食事内容の偏りが見られる。一日一食であ
驫w校給食は児童生徒にとって重要な教育活動の場であり、
ｶ涯を通じて健康な生活を送るための基礎を培う上で多様
ﾈ教育効果を持つ学校給食として期待している。

川戸喜美枝
i聖徳大学講
t）

川戸喜美枝
i聖徳大学講
t）

10 子どもたちの
H生態

　子どもたちの食をめぐる問題点が多々指摘されている。
qどもたちにとってのぞましい。子どもらしい食生活とは
ｽか。どうとらえ、どの方向に教育や環境づくりをすすめ
ｽらよいかなどについて、食生態学、国際栄養学の立場か
逍竭闥�Nしたい。

足立巳幸
i女子栄養

蜉w教授）

足立霊像
i女子栄養

蜉w教授）

11 マスメディアと

Hの情報

　◇新聞、雑誌、テレビなどがこれまで「食」をどう位置づけ、どう報道してきたか、の歴史をたどり、◆現在高度

＜fィア社会での、　「食の情報」の機能と結果を見つめて、
梵H生活ジャーナリズムにとっての課題を問い直す。

村上紀子
i女子栄養

蜉w教授）

村上紀子
i女子栄養

蜉w教授）

12

高齢社会におけ
髏Hの問題一福祉と医療一

　身体的、社会的そして心理的に様々なハンディキャップ
��ｦた人達が増加した高齢社会では、日常生活における
Hのあり方に対する期待も大きく変わりっつあり、いま、
Vたな食の概念の確立とその転換が望まれている。

藤田美明
i川崎医療

沁ヱ蜉w教
�j

藤田美明
i川崎医療
沁ヱ蜉w教
�j

13 食　品　衛　生一安全性と

@　サービスー

　今日、食品を取り扱う者が、食品衛生を知らずしてその
ﾆ務に携わることは許されない。食品衛生は食品の安全性
�蝸ﾌ域とする科学で、同時に健常性、有益性との密接な
褐ﾝ関係を持つ。だから食品衛生の役割は食品の保全管理
Vステムの確立に主力が注がれている。

倉田　　浩
i（助東京顕

�ｾ院食品
q生検査所
樺ｷ）

倉田　　浩
i㈱東京顕

�ｾ院食品
q生検査所
樺ｷ）

14 食　生　活　と
S　ミ　処　理

　食生活の変化がゴミ処理に影響を及ぼしている。ゴミは
ｽ故発生するのか、発生源ではどんな対応が求められてい
驍ﾌか、食生活とゴミの量や質に与える影響、ゴミ問題解
?ﾌ手段、および家庭から排出されたゴミの処理の実態な
ﾇについても解説する。

田中　　勝
i公立公衆

q生院廃棄
ｨ工学部教
�j

田中　　勝
i公立公衆

q生院廃棄
ｨ工学部教
�j

15 食生活と健康
ﾃくり

　「健康づくりのための食生活指針」　（厚生省）の基本か
迪Wわっている者として、現代において食生活を、健康に
謔｢ように営むたあの考え方について説明する。 豊川裕之 豊川裕之
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＝住まい学入門C　98）＝　（TV）

〔主任講師：本間博文（放送大学教授）〕

全体のねらい
　住居は生活空間つまり物体であり、住み手の生命の安全を保障し、外部の自然を調整し人間の生存に適当
な環境を創り、家族生活の基盤としての役割を果たし、生命の生産そして再生産の中核となる場を提供して
くれる。一方居住とは人間が生活空間を媒体として展開する行為の総体であり、空間との関係において成立
する。　「住まい学」は、物（住空間）と人（行為）とを有機体のような不可分の関係として対象化しようと
するもので、本講義では住むことの意味と課題、そして今後の展望について様々な角度から概観しようとす
るものである。併せて放送大学の住居関連科目の入門科目として構成されている。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

本講義の目的、対象、視点、範囲について概説し、　「住
まい学」と名づけた本講義の狙いについて解説する。 本闇博文 本間博文

1 住まい学のめざ （放送大学 （放送大学

すもの 教授） 教授）

、

明治以後の欧米の住まい（洋風）がわが国の住まいにい
かなる影響を与えたか、それに対して日本の住まい（和 内田青蔵 内田青蔵

2 和風と洋風 風）の伝統がどのように受け継がれたか。現代の日本の住 （文化女子 （文化女子

まいの特徴、そして今後の動向を予測するたあに、異なつ 大学教授） 大学教授）

た文化的な土壌のもとで形成された二つの住文化と現代の
住まいとの関係を考える。

我々が和風の住まいとしてイメージする住宅の様式が確
弄するのはそれほど古いことではない。せいぜい江戸時代

3 和風の系譜 後半のことである。それ以前の日本人の住まいは、それぞ 同　上 同　上
れの時代にいかなる様式で、どのような過程を経て今日の
ような形に移行したのかを概説する。

幕末から明治初頭にかけて居留地を中心に建設されたい
わゆる「洋館」は、わが国の住宅に様々な影響を与えた。

4 洋風の系譜 幾多の紆余曲折を経て昭和初頭に「中廊下式住宅」と呼ば 同　上 同　上
れる都市の中流階層の新しい住宅様式として定着すること
になるが、その間の経緯を概観する。

わが国の現代の住まいはどのように特徴づけられるのだ
ろう。第二次大戦後の新しい民法に保証された近代的な家

5 現代の住まい 族制度のもとで、それに見合う住空間の模索が盛んに試み
られ、昭和30年前後に「公私山型住宅」として確立する。 同　上 同　上
そして今日まで基本的にはこの型を受け継ぎながら、様々
な変化も認められる。現代の住まいについて考察する。

家族生活の場としての住居は、家族の様々な行動を保証
するための適正な空間が用意されなければならない。政策

6 規模算定と空間 として提案された住宅の規模に関する指標を検討し、適正 本間博文 本間博文
の組み立て 規模を算定するための試案を提示する。

子供の空間、あるいは老人室などの領域などが住空間の
中でどのように扱われているのか、あるいは変化しつつあ

7 生活と平面図 るか。住宅誌に掲載された平面型などを参照しながら家族 同　上 同　上
生活と居住空闇との関係を分析する。

一245一



執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

今やマンション、公営住宅などの集合住宅は都市部を中
心としてごく一般的な居住形態として日本の社会に定着し

8 集合の住まい ている。同時に集合の住まいが抱える様々な課題も顕在化 本間博文 本間博文
しつつある一方で課題解決のたあの新しい集住空間も提案
されている。こういつた集合の住まいに関する最近の動向
を紹介する。

わが国では土地は原則として私有地であり、高騰する土
地を個人の努力で購入し、その上に住宅を建てるといった
方式がごく一般的である。結果として住宅は土地も含めて

9 新しい供給方式 資産であり、その価格はきわめて高価である。良好な借家 同　上 同　上
も皆無に近い。しかし近年このような状況を打開する新し
い住宅供給方式が提案され、具体化しっっある。その様子
を紹介する。

わが国の気候風土は、四季折々の変化に富んだ美しい自
然を生み出してきたが、そのような変化に富んだ自然条件

10 風土と住まい を制御し、快適に暮らすことはきわめて困難である。結局 同　上 同　上
「住まいは夏を旨とするべし」という家造りの基本は反面

で冬を諦めるということでもある。風土と住まいの伝統に
ついて概説し、今後のあり方を考える。

最近の環境調整技術は、わが国の変化の大きい気候条件
を制御し、四季を通して快適な屋内環境を提供できるとこ

11 環　境　共　生 うまで到達しつつある。しかも人工的なエネルギーを浪費 同　上 同　上
することなく、自然のエネルギーを活用することによって
省エネルギーを図り、なおかつ快適な環境を作り出そうと
するものである。新しい環境共生技術の現状を紹介する。

地震発生のメカニズムと日本が「世界有数の地震国」と
いわれる所以を述べ、地震発生の実態を紹介する。また在 長橋純男 長橋純男

12 災害と住居　1 来の耐震構法、設計法の歩みを概観し、日本の伝統的住ま （千葉工業 （千葉工業

いと木造家屋に見られる先人の知恵を学ぶ。 大学教授） 大学教授）

地震時における構造物倒壊、非構造部材の落下および家
具の転倒移動等による人的被害について、阪神・淡路大震

13 災害と住居　∬ 災の事例を概観する。更に、　「安全な居住空間」を提供す 同　上 同　上
る建築物として最近大いに注目されている免震構造を紹介
する。

震災時における生活と安全に関わる諸問題として、情報
伝達（安否・被害・余震・生活関連等の情報）、避難場所、

14 災害と住居　1皿 仮設住宅における生活、被災者の心のケア、罹災世帯、罹 同　上 同　上
災家屋への公的支援、及び地域防災計画について述べる。

本講義のまとめとしてこれからの住まいがどのように変
化していくかを予測する。そしてそれが果たして望ましい

15 これからの住ま ものであるか、もしそうでなければどのように修正するべ 旧聞博文 本間博文
い きか、将来の住まいの方向について展望する。
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＝： ｢界の住まいと暮らし（’99）＝＝（TV）

〔主任講師　　服部遅生（千葉大学教授）〕

全体のねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　世界の人口の大部分が都市に住む時代である。講義の中心は、世界の都市居住の実態一住まいと暮らし一から、その
都市居住の理想と今後の姿を求める講義とする。主な特徴は、以下である。
1）　地球上には、様々な形の都市の住まいがある。都市住宅の先進国である欧米の住まいと暮らしに焦点をあてて、
　　その実態と、立地環境、歴史・文化による違いを、住まいの豊かさとして紹介する。
2）　未来の住まいに必要な条件について、多様性、生活、文化や環境の観点から、その取り組みの事例を取り上げ解
　　説する。

3＞　都市居住の対極にある未開や辺境の住まいについての講義を組み合わせて、住まいのあり方の過去と未来、世界
　　と日本を対比して考える。
4）　授業の資料としては、現地取材ビデオ映像や写真映像などのビジュアルな情報やインタビュー・フィルムを用い、
　　平易で魅力的なものにする。

回 テ　一’マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 住まいの豊かさ

　イギリスの住まいと街の事例（プレーズハムレットの環境、
nルの環境・生活）を通して、豊かさ、人々の日常生活の豊か
ｳを語る。その中で住まいが暮らしに対して持つ役割を考え
驕Bさらに、講義の目的を述べ、世界の住まい一例示、中国ヤ
Iトン・イエメンの高層住宅一、特に都市住宅・住宅地の様
q、歴史を概観にしながら、これからの住まいの課題と条件を
ﾐ介する。

服部雰生
i千葉大学

ｳ授）

服部零生
i千葉大学

ｳ授）

2
東南アジアの住ま
｢と暮らし

　アジアの辺境地域の各地には、いまだ十分に紹介されていな
｢風俗を維持する住まいの伝統がある。その風俗と生活共同体
�O提にした暮らしと住まい・集落の様子を学ぶ。それらと忘
黷轤黷ｽ日本の伝統とのつながりも示唆する。

畑　　聰一
i芝浦工業

蜉w教授）

畑　　聰一
i芝浦工業

蜉w教授）

3 南欧の住まいと
驍轤ｵ

　同様にエーゲ海などの島山の各地には、いまだ十分に紹介さ
黷ﾄいない風俗を維持する住まいの伝統がある。その風俗と生
?､同体を前提にした暮らしと住まい・集落の様子を学ぶ。そ
黷轤ﾌ都市住宅・住宅地への示唆を学ぶ。

同　上 同　上

4
歴史の中の住まい

ﾆインテリア

　ヨーロッパの都市住宅とその住宅地の構成を、伝統的な住ま
｢（イギリス・シングルトンの民家村）、イタリアの古代住宅
ﾌ史跡（ローマ・オステイア）などの住まいの事例について、
ｻ地写真や図例を中心に、住まいを歴史的に解説し、その多様
ｫが現在に伝えられていることを概説する。また、ヨーロッパ
ﾌ住まいのインテリアの伝統についても、暮らしを視覚的に紹
﨟iノビララの住まい）する。特に、歴史文化、気候環境など
ﾆ住まいの形の発祥の関係、住まい方と民族性などの関連につ
｢て、論ずる。

服部琴生 服部三生

5
都市住宅地のはじ
ﾜり一集合と単位

　都市の住まいは、多様な単位と群という集合でできている。
ｻの単位は、都市の集積のために、コンパクトで高密である。
Qとしての住まいは、その配置（集合形成）に、人々の社会生
?�¥現する。これらについて、イタリアの古代都市の集合住
薰ﾌ史跡（ローマ・オステイア）、スペインの歴史都市（グラ
iダとその周辺）、パリの中世のイメージを残す街区（サン
|ール街区とドーミニールの集合住宅）、バルセルナの計画的
ﾉ作られた街区（セダーによる計画街区）などを例に、都市の
Zまいおよび、その集合のパターンを楽しく紹介する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ロンドンの都心部にたまたま計画された中庭のある街区の生
活のすばらしさを紹介し、囲み型の意味や歴史を考える。20世

6
欧米の都市住宅
n一囲み配置の
Zまい

紀初頭の中庭型街区づくりの動きを代表するウイーンのマルク
Xホフと同時期の半開三型のラベンホフ住宅地を事例に現地取
ﾞし、共同体になっていく居住地の生活をかいま見る。現代の
ﾍみ型住宅地の流行において、その代表例ストックホルムのス

服部琴生 服部回生

カルブナック住宅地を訪問し、そのライフエリアづくりの特徴
を学ぶ。

ローマ時代からの集合住宅の歴史を概観する。はじめに、集
合住宅の成立要因を、古代ローマの集合住宅遺跡を示し、解説
する。特に、近世に発見された集合住宅は、どのような経緯で
典型的なフラットの平面計画や住棟計画に至ったかについて、

7
楽しい様々な住
ﾜい一集合住宅
ﾌ展開

英国の20世紀初頭のタウンハウス（ロンドン）、近年の都市ビ
煙^集合住宅（ベルリン）、メゾネット住宅（コンビュジェの
wマルセイユ・ユニテ、ニューヨークのルーズベルトアイラン
h、1199住宅）、環境に配慮したグリーンハウス（ベルリ

同　上 同　上

ン）、さらに住棟の多様性として、植物をデザインに取り入れ
たベルリンの集合住宅、現代の構法を駆使した奇抜なロッテル
ダムの集合住宅など多様な発展を、現地取材（パリ大学エルブ
教授のインタビュー）、写真で説明する。

欧米の独立住宅の歴史を、イタリアの都市に建てられた宮殿
住宅パラッツォ、イギリスの歴史的なカントリーハウスの大豪
邸を手始めに、小型の都市住宅の試みであるプリーズ・ハム

8

楽しい様々な住
ﾜい一カントリーハウスからデ

Uインハウスへ
ﾌ展開

レット（18世紀、ブリストル近郊）近代の都市住宅の始まりと
｢われる赤い家（ロンドン）、コルビュジェのサポイ邸を紹介
ｷるとともに、大規模なものから小規模なものへの変遷の経緯
�l察する。欧米のあこがれの住まいは、貴族の理想の住宅で
?ﾁたカントリーハウスから、都市居住者のホワイトカラーた
ｿが求めた独立住宅へと展開した系譜である。最後に、マイ

同　上 同　上

ヤーのアテニュームを典型とする、白色で連続空間を構成する
現代住宅のデザインの特色から、デザインハウスの行方を考え
たい。

ヨーロッパの20世紀の郊外住宅地の歴史を概観する。特に英
国の田園都市（イギリス中部の田園地帯、パートンなど）、最
初のニュータウン（ロンドン近郊のウエルイン・ガーデンシ
ティー）、現代のニュータウン（ドイツ、ニュータウン）まで

9

郊外住宅地の形一

c園都市から
jュータウンまで

の歴史を概観し、都市と郊外住宅のかかわり、その結果として
ﾌ郊外住宅の計画の特性を考察する。ドイツのニュータウンの
�jについて、ブレーメン芸術大学キルシェンマン教授にイン
^ビューする。特に、第二次世界大戦後、住宅復興のために欧

同　上 同　上

米で大量に建設されたニュータウンの集合住宅は、今や耐久性
の寿命が終り、再生を待っている。年を取った住まいの運命と
今後の課題（イギリスのシェフィールド）について、シェ
フィールド市建築家A．ベアード氏にインタビューする。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名〉

10

都心住宅地の形一
^ウンハウスから
Cンフィルハウス
ﾜで

　欧米の都心住宅地の歴史を、健康、復興、再生、可変などの
ｿ値観の変化として、概観する。まず、ロンドンのタウンハウ
Xの紹介を行い、パーティーウォールによるインフィル住宅の
ﾓ味について考察する。次に、都心の高層集合住宅として、
oービカン（ロンドン）やルーズベルトアイランド（ニュー
?[ク）を紹介し、防御的な配置計画とその内部に取り込んだ
Aメニティ施設によるライフエリアの確立という特徴を明らか
ﾉする。パリのビッテ教授の生活（ビッテ夫人の紹介）によ
閨A都心の喧喚の裏に、静かで上品な生活が展開していること
�wぶ。さらに、都心住宅地は、多くの場合伝統的で古い住宅
nであるが、その継承を、住民参加で環境共生住宅を創造し
ｽ、ベルリン103街区の事例を、インタビューする。さらに
jューヨークの古い地区での伝統を継承する住宅計画の様子を
ﾐ介し、現代の傾向とされる、居住者参加による住まいづくり
�wぶ。

服部雰生 服部三生

11

一郊外の理想

　　　　　　　　　ヨーロッパからの移住に起源を持つ、アメリカの都市住宅の
@　　　　　　　理想は、20世紀のはじめに郊外移住のブームとなった、それに
@　　　　　　　よって生まれた郊外住宅を、解説する。まず、アメリカの生活
@　　　　　　　と住宅史の源流を、インヂアナ・ニューハーモニーのヒスト
@　　　　　　　リック村を訪ね探る。ここで、開放的な住宅と住宅地の構成や
Aメリカの住まい’コミュニティの理想を理解する。次に現代でも理想の姿を維持
@　　　　　　　するニューヨーク近郊の街を訪ね、住宅地の構成や暮らし、町
@　　　　　　　の運営の様子をインタビューする。最後に、ニューヨーク郊外
@　　　　　　　に住むオダムスさんの家族に、日本に住んだ経験からの比較評
@　　　　　　　価を含め、アメリカ人の住まいに関する考え方、引っ越し雑な
@　　　　　　　どをインタビューする。ここでは、アメリカ人の住まいの理想
@　　　　　　　の条件が、郊外に関わっていることが明らかになる。

同　上 同　上

12

アメリカの住まい一高層プールと

Xーパーのある
ｶ活

　もうひとつのアメリカの住まいの典型として、特に超高層住
薰ﾌ住まいに焦点をあてる。ニューヨーク、シカゴには数多く
ﾌ世界一高い超高層住宅があり、アメリカの定番の住宅となっ
ﾄいる、そのような高層住宅の作りと暮らしを探る。事例は、
qw集合住宅の始まりとされるニューヨークのルーズベルトア
Cランド、ダコダハウス、同じく1199プラザ、シカゴのジョン
oンコックセンターなどビデオの現地紹介と多数の写真によ
驕Bここでは、超高層住宅で生活する居住者や管理者のインタ
rューを行う。

同　上 同　上

13 未来の住まい一
Xの住まい

　コルビュジェのマルセイユのユニテは、生活施設を内蔵しコ
~ュニティーとして自立する住まいであった。このような自立
^の集合住宅の起源は、古くユートピア思想とともにあり、そ
ﾌ事例をロンドンのドルフィンスクエア住宅を訪ね、インタ
rューを通して紹介する。現在ではさらに助け合って住む住ま
｢が、高齢者の集合住宅やコレクティブ住宅（スエーデン㌃
tァルドクナッペン）など、多様に見られる。

同　上 同　上

一249一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

失われつつある豊かな自然とともに暮らす、実験プロジェク
ト、バイスフイアHは、地球という自然の意味を明らかにする
実験であった。人間の未来を支える自然、地球に優しい、要す
るに持続し、循環する住環境づくりの挑戦を紹介する。サンフ

14
未来の住まい一
ｧ戦する住まい

ランシスコ近郊のデービス市の、エコーシティーの試み、オラ
塔_のエコロニアの試みは、いずれも、自然に優しい住まいの
vロジェクトである。また、すでに建設されてしまった都市

服部寄生 服部三生

は、再生されて新しい世代を受け入れていかなければならな
い。そのために、コミュニティー・アーキテクチャーの試みが
きわめて重要であり、イギリスの先進的な組織の活動を紹介す
る。

まとめとして、単位の住まいについて、科学技術や工業生産
技術の進歩より、従来の住まいづくりの条件であった、自然条
件が克服され、またより高度に環境条件が制御されていく時代

世界と日本一 となった。このような技術がもたらす未来の住まいと平均化す
15 ゆとりある住まい る実態の住まいを対比して、住まいの課題を考察する。さら 同　上 同　上

を求めて に、集合としての都市住宅地について、今後の居住地の生活の
変化、コミュニティーの変化の課題や、閉鎖型の再認識、日本
の伝統的な路地を内蔵する街区などフィジカルな課題を確認す
る。
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＝日本における集合住宅計画の変遷＝　（TV）

〔主任講師：高田光雄（京都大学助教授）〕

全体のねらい
　わが国の集合住宅の歴史は第二次世界大戦前の同潤会のアパートに始まるが、本格的に供給され、都市域
における一般的な住宅形式として認知されるようになったのは、戦後のことである。
　50年足らずではあるが、わが国の社会情勢の急激な変化に対応して、集合住宅も様々な変遷を経て今日多
様な表現をとりつつある。この閤の経緯を明らかにし、変化がいかなる要因によるものかを探る。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

集合住宅計画の変遷
高田光雄 高田光雄

1 概　　　　　説 （京都大学 （京都大学

助教授） 助教授）

集合住宅団地の誕生
一同潤会アパートを中心に一 服部峯生 服部峯生

2 戦前および戦後 （千葉大学 （千葉大学

復興期　　　（1＞ ● 教授） 教授）

住宅で街をつくる試み
一古市中団地一 富江伸治 富江伸治

3 戦前および戦後 （筑波大学 （筑波大学

復興期　　　（2） 教授） 教授）

高層化の夢
一晴海高層アパートー 初見　　学 初見　　学

4 戦前および戦後 （東京理科 （東京理科

復興期　　　（3） 大学教授） 大学教授）

マンションという商品
一第一次マンションブームー 高井宏之 高井宏之

5 高度経済成長期 （㈱竹中工 （㈱竹中工
（1） 務三二主任 務二二主任

研究員） 研究員）

大規模団地とニュータウン
一千里ニュータウンを中心に一 杉山　　茂 杉山　　茂

6 高度経済成長期 （大阪市立 （大阪市立
（2＞ 大学助教授） 大学助教授）

高層集合住宅街区の建設
一広島基町高層住宅と芦屋浜高層住宅一 森保洋之 森保洋之

7 高度経済成長期 （広島工業 （広島工業
（3） 大学教授） 大学教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

犠

（所属・職名） （所属・職名）

低層集合住宅の復活 小林秀樹 小林秀樹
一水戸大番池団地とタウンハウスの隆盛一 （建設省建 （建設省建

8 第一次石油ショ 築研究所住 築研究所住
ック以降　　（1＞ 宅計画研究 宅計画研究

室長） 室長）

地域性を活かした集合住宅
一地域型公営住宅一 志田正男 志田正男

9 第一次石油ショ （東北工業 （東北工業
ック以降　　（2） 大学教授） 大学教授）

集合住宅計画への住まい手参加
一コーポラティブ住宅「ユーコート」一 定行まり子 定行まり子

10 第一次石油ショ （日本女子 （日本女子
ック以降　　（3） 大学講師） 大学講師）

都市内居住と複合化
安定成長期から 一大川端・神谷一 石倉健彦 石倉健彦

11 バブル経済崩壊 （住宅・都 （住宅・都
まで　　　　（1） 市整備公団 市整備公団

係長） 係長）

街区と集合住宅
安定成長期から 一ベルコ・リーヌ南大沢一 小柳津醇一 小柳津醇一

12 バブル経済崩壊 （芝浦工業 （芝浦工業
まで　　　　（2） 大学教授） 大学教授）

住まい手の個性とインテリア
安定成長期から 一内装自由設計の集合住宅一 沢田知子 沢田知子

13 バブル経済崩壊 （文化女子 （文化女子
まで　　　　（3） 大学教授） 大学教授）

住まい手と住まい

園田眞理子 園田眞理子
14 展　望　　　（D （明治大学 （明治大学

専任講師） 専任講師）

「いえ」と「まち」の関係

15 展　望　　　（2） 高田光雄 高田光雄
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＝新しい都市居住の空間＝　（TV）
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全体のねらい
　本講義では主として大都市圏を取り上げ、都市に居住する空間とはどういうものかを考える。大都市域で
も市域の7割は住宅地域である。欧米の実状、わが国の変遷を概括した上で、都市における新しい居住者像
やコミュニティの動向、管理といったソフト側の条件と、性能、日照、オープンスペース居住環境、土地利
用といった空間側の条件について現状と今後の動向を掲示する。
　あわせて現在取り組まれている先進的な事例を取り上げ、どの様な居住形態、所有形態が望ましいのか、
住宅の類型、土地利用の類型に分けて考察する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 新しい都市居住
ﾌ空間づくり

　本科目は都市型住宅、住宅地の新しい枠組みは何かを、
v画・設計、住宅供給、管理、更新の4つの視点から考察
ｷる。新しい動向や提案あるいは具多的な事例を紹介し、
�ｶの学問分野の枠にとらわれることなく今後の都市居住
ﾌ空間づくりの方向を見据えた計画課題や政策課題を探る。

渡辺定夫
i工学院大

w教授）

渡辺定夫
i工学院大

w教授）

2 欧米の都市住宅

n

　主に欧米の都市住宅地の変遷を紹介し、住宅・オープン
Xペースの配置の考え方など住宅街区の：構成手法などを学
ﾔ。

服部峯生
i千葉大学

ｳ授）

服部峯生
i千葉大学

ｳ授）

3 日本の都市住宅

n1～日英住宅
芒r～

　住宅需給構造の変遷を欧米と日本を比較し、それぞれの
ﾁ長を明らかにする。 三宅　　醇

i豊橋技術
ﾈ学大学教
�j

三宅　　醇
i豊橋技術

ﾈ学大学教
�j

4 日本の都市住宅

nH～三大都市
濫芒r～

　東京、大阪、名古屋の三大都市における住宅需給構造の
ﾏ化を比較し、それぞれの都市の抱える固有の問題を明ら
ｩに、今後の政策課題を考える。 同　上 同　上

5 都市人口と住宅

�牛¥造

　これからの大都市における人口：構造から住宅の需給予測
�sい、需給構造に対応した都市型住宅の将来像を展望す
驕B 同　上 同　上

6 新しい都市居住

ﾒ像

　都市居住の主体的な条件としての都市居住者像を素描し、
n域や社会との関連の中で、それぞれの居住者に対応する
Z宅像を探る。

本間博文
i放送大学

ｳ授）

本間博文
i放送大学

ｳ授）

?c眞理子
i明治大学

u師）

7 新しい住宅供給

緖ｮ

　公共ならびに、民間の供給する都市型住宅の新しい流れ
�ﾐ介するが、とりわけ定期借地権という供給方式に着目
ｵそれを応用した事例を具体的に紹介する。 本四博文

本間博文
ｬ林秀樹
i建設省建

z研究所住
諟v画研究
ｺ長）
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 都市型集合住宅

ﾌ実験

　NEXT21と名付けられた大阪市内に建設された実験集
㍼Z宅を紹介し、その基本となる2段階供給という新しい
Z宅供給システムのコンセプトを明らかにする。

高田光雄
i京都大学

赴ｳ授）

高田光雄
i京都大学

赴ｳ授）

9 集合住宅の管理

　マンション管理の問題、区分所有法などを中心として、
辮_大震災の被災住宅の再建などにも論及し、都市型住宅
ﾆしてのマンションが抱える維持管理ならびに更新に関す
髀薄竭閧�l察する。

梶浦恒男
i大阪市立

蜉w教授）

梶浦恒男
i大阪市立

蜉w教授）

10 都市住宅の住戸

v画

　集合住宅の住戸の意味とその計画条件の設定を通して都
s型住宅とはそもそも何であるか、それが満たすべき成立
�盾�ｾらかにする。 服部峯生 服部峯生

11 都市住宅の住棟

v画

　集合住宅の住棟を取り上げ、その構成の仕方、群として
ﾂ境を形成する方法、ハードの耐久性とソフトの面からの
＜塔eナンスなどを考慮して、その成立条件を考える。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

同　上 同上

12 新しい住宅開発

　千葉市幕張地区に建設が；進行しっっある新しい都市型集
∫nを取り上げ、居住者の日常生活や評価を通して更地に
ｨける都市型住宅地の計画条件を考える。

篠崎道彦
i芝浦工業

蜉w助教授）

渡辺定夫

ﾂ崎道彦
i芝浦工業

蜉w助教授）

13 既成住宅地の
ﾄ編

　既成市街地における住宅地の更新過程を、数少ない具体
沫痰�謔闖繧ｰ、そこでの実践をトレースすることにより
v画上の諸問題を明らかにする。

野澤　　康
i工学院大

w助教授）

渡辺定夫

?V　　康
i工学院大

w助教授）

14 住宅団地の建替

　第二次大戦後の早い段階に建てられた住宅団地の更新問
閧�謔闖繧ｰ、具体的な事例を紹介し、計画上の諸問題を
ｾらかにする。 服部回生 服部峯生

15

既成市街地の再
ｶと都市
Z宅のあり方

　14回の講義を通して、わが国での都市住宅地の諸問題を
濠№ｵ、これからの新たな方向を探り、計画条件、政策課
閧�Tる。

渡辺定夫

桾舶�ｶ

{間博文

渡辺定夫

桾舶�ｶ
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＝＝ 齔ｫの健康科学＝（TV）
〔主任講師：岩崎寛和（筑波大学名誉教授）〕

全体のねらい
　排卵、受精に始まり、胎児を子宮の中で育て（妊娠）、出産し、さらに授乳、育児という次の世代の人間
を育成する役割、生物現象を母性という。女性はそのたあに男性とは形態的にも機能的にも異なっており、
その働きの良否は人問の将来に深く関わっている。この母としての機能を果すメカニズムを解説したい。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 母性の健康科学

ﾌねらい

　医療や社会保障の進歩に伴って、母性の健康は飛躍的に
?繧ｵた。その実情を母子保健統計の面から解説するとと
烽ﾉ、21世紀に向かっての母性のあり方や健康増進の方策
ﾉついて考えてみたい。

岩崎寛和
i筑波大学

ｼ誉教授）

岩崎寛和
i筑波大学

ｼ誉教授）

2

＼女性の一生一加

薰ﾉよる性機能
ﾌ変化

　女性の一生は毎月、月経がある性成熟期を中心にして、
c小児期、思春期、性成熟期、更年期、老年期と大きく5
ﾁの時期に区分される。思春期は母性の準備期間として、
X年期は生殖年齢を終えて、母性の完成期への移行という
ﾓ味で重要である。

鈴木秋悦
i世界保健
@構・ヒト
ｶ殖科学技
pアドバイ
Uー）

鈴木秋悦
i世界保健

@構・ヒト
ｶ殖科学技
pアドバイ
Uー）

3 女性のバイオリ
Yムと排卵

　女性の性周期は排卵を中心として廻っている。それに応
ｶて各時期のホルモン分泌が女性のバイオリズムを上手に
ｲ節している。すなわち排卵を中心として性機能のみなら
ｸ生活活動における周期的調節が行われ、精神的、身体的
ﾀ定が維持されている。

同　上 同　上

4 生命の誕生

　新しい生命は精子と卵子が合体する受精によって始まる。
ｷなわち新しい生命の遺伝子は両親から供給されるそれぞ
黷Q3個つつの染色体が古り合い、倍数化（46個）されて受
ｯ継がれて行く。この領域の最近の進歩は目覚ましく、生
B補助技術にも活かされている。

同　上 同　上

5 胎児の発育と
s動

　直径約0．1mmの受精卵は約10カ月の間に身長約50伽、体
d約3，200gの胎児に発育する。ここでは妊娠持続期間に
?ﾁた胎児の発育ならびに各臓器の発生と発育について述
ﾗる。さらに超音波診断装置によって解明された子宮内胎
凾ﾌ行動や生理機能の意義について解説する。

太田孝夫
i帝京大学

ｳ授）

太田孝夫
i帝京大学

ｳ授）

6 胎盤・膀帯・
r水

　子宮内膜に着床した受精卵から、胎児以外に胎児付属物
ﾆ総称される胎盤・卵膜・羽帯・羊水が形成される。これ
轤ﾍ胎児の発育に重要な役割を演じている。ここでは、こ
黷轤ﾌ構造と機能ならびにその判定法について述べるとと
烽ﾉ、羊水検査法にも触れる。

同　上 同　上

7 妊娠とホルモン

　妊娠すると母体には胎児一胎盤ユ斗ットから各種のホル
c唐ｪ大量に分泌され、妊娠の継続、胎児の発育、分娩、
o生後の哺乳などに深く関与している。母体一胎盤一胎児
ﾔのホルモンの相互関係について解説する。

伊藤博之
i聖路加国

ﾛ病院産婦’

l科医長）

伊藤博之
i聖路加国

ﾛ病院産婦
l科医長）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 妊婦の栄養と
緕ﾓ

　妊婦は妊娠の維持と胎児の発育のたあに特有な代謝機能
�烽ﾁている。その特徴を母児相関におけるエネルギー、
怐A脂質、蛋白質、ミネラルなどの代謝の特性と内分泌調
ｮの面から考察する。これらはすべて妊娠のための合目的
I性をもった適応現象である。

望月眞人
i神戸大学

ｼ誉教授）

望月眞人
i神戸大学

ｼ誉教授）

9 胎児の栄養と
緕ﾓ

　胎児の栄養代謝はすべて母体に依存し、栄養素は胎盤を
ﾊ過しうる低分子物質である。胎児の臓器が発育過程にあ
驍ｽめ、代謝機能は未熟であるが、一方面は出生後に備え
ｽ代謝機構の準備もしている。ここでは臓器を中心とした
ﾙ児代謝の特徴を述べるが、胎児発育障害機序にも触れた
｢。

同　上 同　上

10 妊婦の心とから
ｾの変化．

　妊娠により母体はからだも心も大きく変化する。これら
ﾌ変化は出産や育児に向けての準備状態である。妊娠経過
ﾆともに刻々と変る母体、出産に対する期待と不安が交叉
ｷる心、この両者の関係に迫りたい。

伊藤博之 伊藤博之

11 妊婦の環境と
ｶ活

　妊婦はさまざまな環境の中で生活しており、それらの因
qは妊娠の経過や胎児の発育に直接、あるいは間接に影響
�yぼしている。さらに健康志向の高まっている今日では、
D婦の日常生活も著しく変化してきた。最近の妊婦像を紹
薰ｷるとともに、そのあり方を解説したい。

同　上 同　上

12 お　産　と　は

　お産は本来自然の営みであるが、この半世紀の間に起っ
ｽお産をめぐる社会的、医療的な状況の変化は、安全性の
?縺A産婦のお産に対する主体性の自覚など、その変化は
ｽ岐に亘っている。ここではお産の全経過とわが国におけ
骭ｻ状を歴史的視点も踏まえて解説する。

太田孝夫 太田孝夫

13 乳汁分泌とその

ﾙ常

　母乳は乳児の発育に不可欠な要素である。母乳の生成と
ｪ泌には各種ホルモンの作用が複雑に関与しているが、さ
轤ﾉ様々の環境からの影響も受けやすい。それに伴って様
Xの疾患も発生しやすい。女性らしさの象徴としての乳房
ﾌ働きについて解説したい。

岩崎寛和 岩崎寛和

14

母性（女性）に

ﾁ有な病気と
ﾎ策

　女性が母性としての機能を完遂するためには、身体各部
ｪ形の上でも機能の上でも健康でなければならない。そこ
ﾅ、母性としての生殖機能を障害しやすい特有な疾患とそ
黷ﾉ対する対策のあらましを解説したい。

同　上 同　上

15

リプロダクティ

u・ヘルス
[避妊と不妊一

　母性の基本的役割が妊娠、出産、育児にあるからには、
�ﾙ調節・避妊による出生の抑制だけではなく、不妊治療
ﾉよる出生の促進も含んでおり、これらには人口学的な観
_から多分に社会医学的側面をもっている。ここではその
｡日的課題について述べたい。

同　上 同　上
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＝乳幼児の健康科学＝二（R）

〔主任講師：加藤精彦（山梨医科大学名誉教授）〕

全体のねらい
　少産少死の日本における子育ては、現在いろいろの問題を抱えている。生まれてから思春期に至るまでの
子どもの成長や発育、これには単に肉体的のことのみでなく、精神的或は心理的な発達過程があり、これら
の面で順調な育成がされるために必要な項目や問題点を分かり易く解説することがねらいである。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 成長発育の個人
ｷ、男女差

　子どもが大人と違う最大の基本的問題は、日々刻々成長
ｭ育や発達が心身ともに行われていることである。しかも
ｻれ等に個人差と男女差があり、その原因としてからだの
ｬ熟が大きく関与していることである。

加藤精彦
i山梨医科

蜉w名誉教
�j

加藤精彦
i山梨医科

蜉w名誉教）
�j

2 子どもの健康増

iと幸せ

　育児相談、児童相談の立場から、子どもの健康増進と幸
ｹのために個人的には養育者や家族たち、社会的には行政
E法令や諸施設がそれぞれどんな役割を現に分担し、また
｡後担当していくべきかについて述べる。

山岸　　稔
i産業医科

蜉w名誉教
�j

山岸　　稔
i産業医科

蜉w名誉教
�j

3 乳幼児のからだ
ﾌ成長発育

　乳幼児期のからだの成長発育の特徴の一つは、その大き
ﾈ個人差（一人一人の子どもの個性）にある。私達はとも
ｷれば、標準的発育という物差しにとらわれ、子どもの個
ｫを忘れ勝ちである。この幅広い個人差を点検してみる。

松尾宣武
i慶鷹義塾

蜉w教授）

松尾宣武
i慶鷹義塾

蜉w教授）

4 わが国の子育て

　各国の子育てをみると、それぞれの国の歴史、伝統、文
ｻを基盤とする特長がある。わが国の子育て、母と子の関
Wなどを西欧と比較しても、長短一様ではない。それらに
ﾂいて過去、現在、将来を見通して、わが国の子育てを展
]したい。

巷野悟郎
i日本保育

?ﾛ健協議
??ｷ）

巷野悟郎
i日本保育

?ﾛ健協議
??ｷ）

5 乳幼児の心の発
Bとそのチェッ
N

　乳幼児の心の発達の個体側の要素には、感覚・情緒・運
ｮ・言語・社会性・思考・自我などが、また環境側には、
齔e・父親・家族・社会・文化などがある。発達はこれら
ﾌ統合的機能であることの理論と実際を述べる。

秋山泰子
i川崎医療

沁ヱ蜉w教
�j

秋山泰子
i川崎医療

沁ヱ蜉w教
�j

6 母　乳　栄　養

　健康で栄養豊かな女性の母乳は、人類に特有な完全食品
ﾆいわれている。母乳栄養には乳児の身体的成長に最適で
?驍ｾけでなく、母親と子どもが直接接触する時間が多く
ﾈり、さらに感染症にたいする防禦作用があるなど利点が
ｽい。

山下直哉
i三鷹義塾

蜉w助教授）

山下直哉
i慶鷹義塾

蜉w助教授）

7 子どもの環境

　乳幼児は次第に家庭から社会へと適応していくが、その
ｽめの日常生活のあり方、つまり睡眠、排泄、摂食などが
ｩ律的になっていく過程について述べ、母や家族とのかか
墲闕№｢も考察する。

巷野悟郎 巷野悟郎
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 子どもの生活

　子どもの健康は環境によって大きく変化する。子どもの
Vび、事故、ストレスに対する心身の反応などを考える場
〟A環境との関わりを無視できない。母は子どもにとって
ﾅも重要な環境因子と考えられる。

巷野悟郎 巷野悟郎

9 子育ての要点一言い伝えの

@　　科学性一

　子育てについての諺や言い伝えば昔から色々あり、有益
ﾈ助言と思えるものがある一方、ほんとかしら？と疑問を
ｴじるものもある。人々の生活体験から出てきたはずのそ
黷ｼれの要点を、科学的に再検討してみたい。

山岸　　稔 山岸　　稔

10 親離れ、子離れ
ﾌ必要性と問題

_

　親と子の生物心理社会的発達の進行中に、親離れ、子離
黷ﾌ行動が起る。ここに問題が生ずることは、発達に支障
ｪあることの示唆である。共生一分離個体化論などの理論
I理解に基づいて、実際的問題が考えられるように講述す
驕B

秋山泰子 秋山泰子

11 乳幼児の感染症
ﾆその対策

　子どもの感染症は成長にともない、かかりやすい病気の
嵭ﾞ、症状の重さが変化する。予防接種は子ども個人を病
Cから守るだけではなく、接種が徹底することにより社会
S体の健康を守ることができる。

山下直哉 山下直哉

12 乳幼児の皮膚の

ﾄいれ

　子どもにはおむつかぶれ、とびひ、いわゆるアトピー性
逡?鰍ﾈど独特の皮膚の病気があり、このために病院を訪
黷驪@会が多い。日頃の皮膚の手入れの基本は、清潔にこ
ｱろがけることと思われる。

同　上 同　上

13 子どもとAIDS

　子どものAIDSは、欧米ならびに一部の発展途上国で大き
ﾈ問題となっている。15歳より49歳までのHIVに感染した
乱ｫは世界で約200万人と推定されている。わが国でも充
ｪな対応が出来るように準備しておくべきである。

山田兼雄
i聖マリア

塔i医科大
w客員教授）

山田兼雄
i聖マリア

塔i医科大
w客員教授）

14

小児成人病一小児期から始

ﾜる成人病対策

　大人にみられる成人病は加齢によるからだの衰えにより
�ｯられないが、若年期からそのrisk　factorといわれる
�qを最小限に抑えることによって成人病の発生阻止或は
¥防することが大切で、それは小児期に遡る。

加藤精彦 加藤精彦

15 思春期の心身の

Yみと対策

　わが国の子どもは、先；進諸国中、最も早く思春期を迎え
驕Bこのため肉体的成熟と精神的未熟というアンバランス
ｪ生じ易く、様々の社会病理につながるおそれがある。わ
黷墲齣蜷lはなにをなすべきか、考えてみたいと思う。

松尾宣武 松尾宣武
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＝＝ ﾂ年期の健康科学＝（R）

〔主任講師：鬼頭昭三（兵庫大学教授）〕

全体のねらい
　この科目では年代順の健康科学の一部として青年期を論ずる。青年期ことに18才から20才の間は人闇の肉
体も、脳の機能もピークに達しその状態が続く時代である。しかし、環境の変化、拡大によって、こころの
歪もおこりやすい。青年期の健康科学を主として生物学的な面を中心としてその社会的、心理的な面も加味
しながら解説することとする。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 序　　　　　論

　青年期は人間の機能のピークに達する時期であるが、社
?lとしての経験、判断力は、未熟な時期である。このよ
､な青年期の特徴をふまえて青年期の心身の健康が環境の
g大に伴ってどのような影響を受けるかを述べる。

鬼頭昭三
i兵庫大学

ｳ授）

鬼頭昭三
i兵庫大学

ｳ授）

2 男のからだと

翌ﾌからだ

　男性と女性のからだには、いろいろな違いがある。骨の
`や筋の発達にも性差がみられるが、生殖器の差異はもっ
ﾆも目立っ。その違いを解剖学的、生理学的に説明すると
ﾆもに、どのようにしてその違いができるのか、生殖器の
ｭ生と発達を解説する。また、受精から胚子の器官形成、
ﾙ児の発育、分娩にいたる妊娠の経過とその異常について
qべる。さらに、半陰陽などの性分化の異常についても触
黷驕B

安田峯生
i広島大学

ｳ授）

安田峯生
i広島大学

ｳ授）

3 男の脳と女の脳

　性ホルモンの働きにより男女にからだの性差がっくられ
驍ｪ同時に脳にも差が生じる。そのため脳のある部位では、
_経細胞の表面に存在する蛋白分子に違いがみられまた神
o回路網にも差が起こる。この脳の差に加えて社会的な因
qが加わり男女間の心理的・情動的な性差が表れるのであ
驕B本章で生物学的な立場から脳の性差を述べ、お互いの
揄��[めることを目的とする。

三好理絵
i放送大学

�寀ﾎ講師）

三好理絵
i放送大学

�寀ﾎ講師）

4 青年期のこころ

　人生というものは、どの段階をとってみてもそれぞれに
ｩなり特徴的な状況・状態がみられるものである。青年期
ﾌ心というものを、そういった観点から眺めてみて、どん
ﾈ事柄が指摘されるのかについて考えてみる。そしてそれ
轤ｪこころの健康について、どんな意味をもったものかを
ｹせて考えてみる。

小倉　　清
iクリニッ

N　おぐら
@長）

小倉　　清
iクリニッ

N　おぐら
@長）

5 青年期と甘え

　甘えというものは、人間の一生を通して、ずっとみられ
髏S理な側面の一つであるといえよう。もちろんそれがみ
轤黷髞N齢によって、甘えの型やその意味は微妙に異なる
ｱとになろう。そこで青年期という、特殊な時期にみられ
驫ﾃえにはどんな意味をもちうるのか、どんな問題を提起
ｵうるのか、などについて一定の考察を試みる。

同　上 同　上

6 青年期の食生活

　青年期は成長と成熟とを合わせ持つ複雑な時期である。
ﾜた肉体的・精神的に将来を決定する重要な時；期でもある。
ｱの特性に焦点を合わせ、幼児期から成人への流れの中で
h養の位置づけを考えていきたい。栄養の摂取は食欲に
]って摂れば必要にして十分の種類と量が摂取出来るはず
ﾅある。しかし青年期における心理・社会・家庭状況によ
關H欲が正常に働かないことにより問題が起こる。食欲調
ﾟ機構の疾患もこの時期に起こりやすい。

金澤康徳
i自治医科

蜉w教授）

金澤康徳
i自治医科

蜉w教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講’師　名

（所属・職名） （所属・職名）

睡眠についての研究は非常に広く行われている。ここで
は青年期における睡眠の意義やその特徴について考えてみ
る。特に睡意中の成長ホルモンの分泌について、その生物 小倉　　清 小倉　　清

7 青年期と睡眠 的な意味について考えてみる。更にはこの時期における睡
心中の心理的な動きについて考えてみる。

有史以来の人類の嗜好品である酒とタバコは依存性があ
るたあに、その摂取は継続的・日常的となり生活習慣の一
部となり易い性質を持つ、青年期に「大人のしるし」とし 本間日臣 本間日臣

8 酒とタバコの て飲物や喫煙を始めると、飲酒習慣、喫煙習慣となって一・ （元放送大 （元放送大

問題点 生継続することが多い。青年期にこれらの嗜好品に接する 学教授） 学教授）

に当っては、それぞれの生体へ及ぼす影響と功罪とをあら
かじめ十分に承知しておくことが大切である。

大部分の青年が二輪・四輪を好きなことは事実である。
車を運転するスピード、緊張感、仲間との連帯感、そう
いった感覚を若者が欲しているのだろうか。しかし、彼ら 谷島一嘉・ 谷島一嘉

9 青年期とカー・ は恐らく車を高速で運転しているときの生理学を良く知ら （日本大学 （日本大学

バイクライフ ない。高速になり、座席が低い程スピード感のために視認 教授） 教授）

出来る視野が狭くなること、他に注意を向ける余裕がなく
なること、いくら反射神経が早くても対処し切れない場合
があることなどについて、医学、生理学的に説明する。

青年期のスポーツを生涯スポーツとの関連で考える。中
高年期における身体活動度が高いことは、成人病の予防や
寿命の延長につながり、生涯スポーツの必要性が言われて 川久保　清 川久保　清

10 青　年　期　と いる。しかし、実際のスポーツ習慣のある者の率は低い。 （東京大学 （東京大学

ス　ポ　一　ツ 青年期は体力的には最高の能力を発揮できる時期であり、 助教授） 助教授）

スポーツ活動の成熟期であり、生涯続けられるスポーツと
してとらえる必要がある。一方、スポーツの障害面につい
ても注意が必要である。

青年期にしばしば見られるシンナーや睡眠薬などの乱用
は、そのまま成人期の本格的な薬物乱用（覚醒剤や麻薬の
依存）へと発展することが多い。青年期に特有の自己の不
確：実性や対人関係の未熟性などが、自己破壊的な薬物乱用 仙波純一 仙波純一

11 青　年　期　の の根底にある。また、薬物の乱用とアルコールの乱用とは （放送大学 （放送大学

薬　物　乱　用 相互に関連しあっていることも知られている。本章では青 助教授） 助教授）

年期に始まる薬物乱用の実体とその対策について述べる。

青年期は思春期と成人期の移行間としてとらえられ、そ
の時点での心身の発達はめざましいものがある。とくに心
の面では自我同一性の獲得が重要となり、不安が身体化な
いし行動化してあらわれやすい。 筒井末春 筒井末春

12 青レ年　期　の 心身症としては摂食障害（神経性食欲不振症、神経性大 （東邦大学 （東邦大学

心　身　医　学 食症）、過換気症候群および過敏性腸症候群などが好発し、 教授） 教授）

ストレス関連障害として適応障害などもみられ、その四神
経症性障害などもみとあられる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

青年期は、人生の中では病気の少ない時期である。心身
症を含めた精神医学的な異常、外傷などの外因性の病気が

13 青年期の病気 高い頻度を占める。一方では飽食の時代の反映として、高 鬼頭昭三 鬼頭昭三
脂血症、高血圧症、動脈硬化症などの後年、成人病発生の
基礎となる病態が青年期に増加しつつあることが注目され
ている。青年期の病気の現状とその将来像について述べる。

青年期には身体の急速な成長や性の成熟が見られ、それ
に伴い精神面では感情の不安定化や自我感情の三三などが

14 青　年　期　の 見られるようになるように、青年期は心身ともに不安定な
心　の　病　気 時期である。青年期には、自己同一性をめぐる神経症が発 仙波純一 仙波純一

症したりするほかに、精神分裂病や躁うつ病気などのいわ
ゆる精神病が初発しやすい時期でもある。また神経症も、
周囲に対する問題行動となって表れやすい。この章では、
青年期によく見られる心の病について解説する。

青年期は、疾病の罹患率は少ないが、青年期の生活習慣
がそのまま、青年期以後にもたらされるため、健康な人生

15 ま　　と　　め を送るための重要な時期である。しかし、各自の健康意識 鬼頭昭三 鬼頭昭三
は高くない。理想に燃えた青年が自己尊：重の精神に基づい
て自らの健康をケアすることが必要である。
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＝成人の健康科学＝（R）
〔主任講師：鬼頭昭三（兵庫大学教授）主任講師：木下安弘（千葉大学名誉教授）〕

全体のねらい
　青年期の健康科学にひきつづく、成人の健康科学で重要なことは、この時期が生産活動が最も盛んであり、
社会的責任に基くストレスが多い時期であるとともに、健康な老年期への布石でもあるという事実でもある。
生活習慣病としての成人病を予防するための、この時期における気配りの程度が、各個人の将来の活動可能
年数の長短と密接な関係を持つ。
　この観点から、成人の健康科学について、日常生活と生体反応を中心として、概括的に論ずることを目的
とする。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 成人の健康科学

?_

　成人期は、日常生活が最も多様な時代である。それに伴
ﾁて精神的及び肉体的負担が大きい。成人期における生活
K慣がそのまま老年期の生活を左右することも大きい。本
ﾍでは健康、健康科学の定義と概念を明らかにすると共に
注N診断のあり方、受け方について述べ、健康な生活の基
ﾕを考える。

鬼頭昭三
i兵庫大学

ｳ授）

鬼頭昭三
i兵庫大学

ｳ授）

2 細胞・組織・

汪增E個体

　人体は、細胞、組織、臓器（器官）、個体という、しだ
｢に複雑化する階層構造にしたがって理解されることが多
｢。こうした階層のそれぞれは、一定の形態と機能がある
¥成要素のたえまない変化により、定常状態に保たれてい
驕Bこのような視点を、生命現象の例を挙げて考える。

西塚雅子
i順天堂大

w講師）

西塚雅子
i順天堂大

w講師）

3 体内時計と
ｶ活リズム

　生命活動には周期性があり、1日、1ヵ月、季節、1年
�?冾ﾆするものから、瞬時も止まることのない律動リズ
?ﾈどいろいろある。
@このうち主として日周リズムについて調節中枢、睡眠と
o醒、呼吸・循環の周期性を解説し時差ボケの成因を考え
驕B

本間日臣
i元放送大

w教授）

本間日臣
i元放送大

w教授：）

4 遺伝と外的因子
ﾌ関わり合い

　遺伝は、親から与えられたもので不変のものであろうと
lえられがちである。近年、分子生物学の進歩に伴って、
笂`子の発現様式が外からのいろいろの要因によって変化
�､けることが益々明らかになった。環境は遺伝子にどの
謔､な影響を与えるであろうか？

鬼頭昭三 鬼頭昭三

5 運動・

ﾀ静と健康

　運動時と安静時には、からだの中にどのような生体反応
ｪおこるか、健康にとってプラスの面とマイナスの面とを
_検し、健康的な生活習慣をつくるためにどのように応用
ｷるかについて解説する。

本間日臣 本間日臣

6 環境と生体反応

　温浴時などの高温環境、寒冷などの低温環境においてど
ﾌような生体反応がおこるか、また高地・高山への移動時
ﾉおこる変化を高山病を例にとって考えるる。更に汚染大
Cの生体へ及ぼす影響を解説する。

同　上 同　上

7 肥満とその対策

　肥満は体内における脂肪の過剰な蓄積を意味し先進諸国
ﾌ社会環境に生じる1つの生体現象として、その成因、身
ﾌおよび社会に及ぼす影響などが注目されるようになった。
@肥満がまた身体（循環、呼吸、内分泌、運動、生殖器系
ﾈど）に様々な好ましくない影響を及ぼし、時には疾患の
U因、原因となることが明らかにされた。
@その病態生理に基づき肥満対策として、食事、運動、薬
ｨ療法などが試みられているが、その現況について述べる。

木下安弘
i千葉大学

ｼ誉教授）

木下安弘
i千葉大学

ｼ誉教授）
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 飲酒・

ﾖ煙と健康

　有史以来の人類の嗜好品である酒をタバコについて、そ
ﾌ吸収、代謝過程、生理薬理作用を解説し、健康への利用
@とを考える。 本間日臣 本間日臣

9 成人期食生活
ﾆ保健

　日々の食物摂取は成人では、その日常の生命活動を支え
驛Gネルギー源としてなくてはならぬものである。
@健康を「その社会一般の日常生活を営むのに全く支障の
ﾈい身体の状態」と定義しても、両者の関係は我々周囲の
ﾂ境に深く依存しており、また先人より受け継いだ食生活
K慣に加え、その内容はその時代の影響を強く反映してい
驕B

@成人期を中心にバランスを欠く食事、偏向した嗜好など
煢ﾁえて健康の保持に必要な食生活の事項について述べる。

木下安弘 木下安弘

10 くすりの効き方

　いろいろな常用薬を使っている人は意外に多い。睡眠薬
凾ﾍ、その代表であろう。薬の効き方は、従来考えられて
｢たよりはるかに複雑である。医師から処方されているか
轤ﾆ言っても必ずしも安心できない場合がある。薬とはど
ﾌようなものであるか、どのように使うべきかについて解
烽ｷることを目的とする。

三好理絵
i放送大学

�寀ﾎ講師）

三好理絵
i放送大学

�寀ﾎ講師）

11

ストレス、疲労，

⊥ｰ

　人間を含むすべての生物は、その周囲の環境から常に生
ﾌの恒常性（homeostasis）を障害しようとするカースト
激bサーを受けながら生命を維持している。
@ストレスは時に生命活動を高めても、過剰になるにつれ
ﾄ身体全体に多様な障害を引き起こす。
@疲労はストレスによっても生じる未知なことの多い生体
ｴ覚の1つである。
@睡眠は動物にとって必須の生体現象であるが、その機構、
ｲ節、脳内化学物質などに関してこの現象を司る生体の働
ｫについて述べる。

木下安弘 木下安弘

12 女性の内分泌と
緕ﾓ毛

　成人女子の身体機能や生活活動、生殖機能の根源である
熾ｪ泌系の周期性によって支配され、これが一生の中で最
煌?ｭである。成人期には各臓器で徐々に加齢現象が；進む
ｪ、その中で最も早期に、しかも急速に機能が減退するの
ﾍ卵巣である。視床下部・下垂体・卵巣系の働きが他のホ
泣c東nや自律神経系、物質代謝に及ぼす影響について述
ﾗ、さらに耐機能の変化や高脂血症について概説する。

古谷　　博
i昭和女子

蜉w講師）

古谷　　博
i昭和女子

蜉w講師）

13 職域環境と保健

　成人の多くは1日うち約1／3を職域で生活する。しか
焉A職域では一般環境に比べ有害性因子の室や量が高く影
ｿ大である。有害因子には、①化学因子（産業化学物質）
A物理的因子（熱、音など）③生物的因子（微生物など）
ｪあり、各々特有の健康障害がある。しかし、近年、産業
ﾛ健の発展で職業病の発生は少なく、逆にメンタルヘルス
站ﾇ所疲労が重視されている。

和田　　攻
i東京大学

ｼ誉教授）

和田　　攻
i東京大学

ｼ誉教授）

14 成人期と老化
　成人と老人の間には明らかな生物学的環境線ははい。成
l期は老化の進む時代でありく老人期への移行の時期でも
?驕B老化の一般論に次いで成人期の老人について成人健
N科学の立場から述べる。

鬼頭昭三 鬼頭昭三
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

老年期における健康、自立、輝きは、遺伝子によって、

健康科学からみ プログラムされた宿命である要素も多いが、成人期の生活
15 た成人期の生き 態度によって、決定される面が多いことも事実である。成 鬼頭昭三 鬼頭昭三

方 人期、そして老年期を生き抜く為の成人期のありかたにつ
いてまとめを述べる。
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＝老年期の健康科学＝（R）

〔主任講師：鬼頭昭三（兵庫大学教授）〕

全体のねらい
　生物学的には、老化は20歳以後、着実に；進行するが、社会的存在としての人間では、65歳以上を意味する
老年期は、一つの時代的単位であり、高齢化社会の到来とともに、その持つ意味が大きい。又、老年期は健
康度の個人差が最もおおきい時期でもある。光りある老年期を各個人が迎えることが、次の時代の社会の活
性化を来す。この意味をこめて生物学的な現象としての老化、それを基盤とした老年期の健康科学について

述べることとする。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 老年期健康科学

?_

　老年期は、健康及び社会的条件の個人差が激しい時代で
?驕B80、90歳まで社会で活躍する人、健康上は活動能力
ｪありながら、場が与えられない人、病床に就いたままの
l、いわゆる老人ボケになって家庭内の若い人の社会的活
ｮに支障を与える人等、幅が広い。本講座では、老年期の
烽ﾂ問題をあげ、光ある老年期を送るための健康上の問題
��烽ｷる。本章では“老年期とは何か”という一般論を
?Sに述べる。

鬼頭昭三
i兵庫大学

ｳ授）

鬼頭昭三
i兵庫大学

ｳ授）

2

分子・細胞レベ
汲ｩらみた老化
ﾌメカニズム

　最近老化のメカニズムは分子、細胞レベルの研究を通じ
ﾄ論じられることが多い。老化は遺伝子によってプログラ
?ｳれた生物の宿命であると同時に、二次的な老化として
?轤黷髢ﾊもある。アルコールの多飲、日光浴等は後者の
痰ﾅある。老化のメカニズムとその生物学的意味は老年期
注N科学の基本である。

三好理絵
i放送大学

�寀ﾎ講師）

三好理絵
i放送大学

�寀ﾎ講師）

3 ホメオスターシ
Xと老化

　ホメオスターシスとは外部環境がどのように変化しよう
ﾆも生体の内部環境を一定の状態に維持する機構をいう。
V化は加齢に伴う遺伝子的に規定された過程であるが生体
ﾌ諸機能の低下が外的な種々の環境変化に対応できずつい
ﾉはホメオスターシスの破綻をきたす状態となる。この章
ﾅは老化に伴うホメオスターシスの変化について解説する。

小田桐恵美
i東京女子

繪ﾈ大学助
ｳ授）

小田桐恵美
i東京女子

繪ﾈ大学助
ｳ授）

4

外貌の変化と検
ｸ値の加齢変化

　白髪、顔のしわやしみ、顔つき、体型、皮下脂肪、歩行
pターンなど外見の変化をもたらす生体内の変化と検査値
ﾌ加齢変化とを対応させながら解説する。

本間日臣
i元放送大

w教授）

本間日臣
i元放送大

w教授）

5

神経系の老化（1）一台・脊髄・末

ｽ神経

　神経系は、最も老化しやすい組織、臓器である。脳の老
ｻに伴って、全身的な機能が低下し、一一方では、人格が円
桙ﾉなるなどの現象が現れる。神経系の老化を現実の形と
ｵて把握するのが本章の目的である。

平井俊策
i東京都立

_経病院院
ｷ）

平井俊策
i東京都立

_経病院院
ｷ）

6
神経系の老化（2）一感覚器

　神経系の一部としての感覚器の老化も著明である。老人
ﾍ、聴覚、視覚等が低下することによって生きる気力を失
｢、それが老化を促進することになる。また刺激に対する
ｽ応性の低下は老人の特徴である。

同　上 同　上

7 呼吸・循環系の

V化

　階段や坂を登る時の息切れ、夕方に現れる足の甲のむく
ﾝ、夜就寝時のせき、夜間の頻尿など日常みられる変化の
w後にある呼吸器および循環器の加齢変化にもとつく機能
瘟ｺを解説する。

本問日臣 本三日臣
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 内　分　泌　・

緕ﾓ機能の老化
@（1）

　加齢に伴って多くの内分泌機能は低下するが高齢者の内
ｪ泌疾患は若年者に比べ臨床症状に乏しく見のがされる事
ｪ多い。また糖尿病や痛風など代謝疾患も加齢と共に増加
ｷる。この章では加齢に伴う内分泌、代謝機能の変化およ
ﾑ高齢者の内分泌、代謝疾患の特徴と対策についてのべる。

小田桐恵美 小田桐恵美

9 内　分　泌　・

緕ﾓ機能の老化
@（2）

　中・高年女性のエストロゲン欠乏が主因の一つといわれ
骰X年期障害、骨粗籟症、動脈硬化症、高脂血症などを予
hする健康管理の有力な手段として、ホルモン補充療法
ihormone　replace　therapy：HRT）が行われつつあるが、

ｻれにはまず、これらの老化現象の本態をよく理解する事
ｪ必要である。　HRTは長期間にわたるので、　Quality　of
撃奄??@（QOL）の向上を目標として、　HRTの利点、欠点を

]価したい。

古谷　　博
i昭和女子
蜉w非常勤
u師）

古谷　　博
i昭和女子

蜉w非常勤
u師）

10 腎機能・

ﾁ化機能の老化

　老人では、腎臓のはたらきである排泄、再吸収機能とも
ﾉ低下し、容易に脱水症状や、薬剤、毒物による中毒症状
�Nこしやすい状態にある。消化器においても、消化液の
ｪ泌、消化管の運動、養物の吸収力ともに低下してくる。
ｱれらの機能低下が、老年期の生活に与える影響について
�烽ｷる。

成清卓二
i群馬大学

ｳ授）

成清卓二
i群馬大学

ｳ授）

11 防御・免疫機能

ﾌ老下

　まず生体の防御・免疫機構とその発動様式全般について
�烽ｵ、これが加齢と共にどのような変化をおこし、その
ｽめにどのような病気がおこりやすく、かつ治りにくいか
�lえる。

本間日臣 本間日臣

12 老年期痴呆（1＞一

]の変化と症状

　老年期痴呆は、変性性のアルツハイマー型老年痴呆と脳
穴ﾇ性痴呆に大別される。脳の変化と萎縮と脳血管障害
i脳梗塞が多い）が中心である。症状は、記銘力、記憶力
ﾌ著明な低下、見当識障害、計算力障害、思考障害、情緒
瘧Q、異常行動などである。

大友英一
i社会福祉
@人浴風会
a院長）

大友英一
i社会福祉

@人浴風会
a院長）

13 老年期痴呆（2）一

ﾀ態と対策

　老年期痴呆は、老年期の増加と共に、毎年約10％内外増
ﾁする計算となる。85歳以上では約25％は発病する。一旦
?ｳすると治療は不可能な状態であり、薬物などによる治
ﾃもごく一部の症状の対応療法のみである。予防について
ﾍ確実なものはない。

同　上 同　上

14 寿命・老年期の

a気、死

　寿命を支配するもの、老年者によくみられる病気、老年
ﾒの宿命である死について医学的立場からみた老年期のま
ﾆめを述べる。 鬼頭昭三 鬼頭昭三

15 健康科学から
ﾝた老年期の
ｶき方

　老年期は人生の集大成の時期である。光に満ちたもので
ﾈければならない。老年期こそ残された人生に希望を持つ
ｶき方が大切である。その成否は少年期、青年期、成人期
�ﾊじての個人の心がけに左右されることが多い。この章
ﾅ栄光に満ちた老年期を迎えるための青年期から要求され
髢竭閧��ｫおこし本講座のまとめとする。

同　上 同　上
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＝＝こころの健康科学（’99）＝＝（R）

〔主任講師
主任講師

器徽瞭都籍神藤合驚副馨事1〕

全体のねらい
　現代社会は、情報量の増大、価値基準の多様化、家族形態の変化など、ひとむかし前と比べて急速に変化しつつあ
る。このなかでおびやかされているわれわれの心の健康を考える。心の健康を援助する仕事にたずさわる人との役割に
ついても紹介する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
現代における心の
注Nの意義

　現代社会で、心の健康を保つことがどうして必要なのか、ま
ｽそれを得るためにはどのように注意し、努力してゆくべきか
ﾉついて概観する。以下の章のねらいについて説明する。

仙波純一
i放送大学

赴ｳ授）

仙波純一
i放送大学

赴ｳ授）

2
心の病気　　（1）

ｸ神分裂病

　精神分裂病は精神障害のうちで最も重要な疾患のひとつであ
驕Bその推定される原因、症状、経過、および治療法（リハビ
潟eーションも含む）について解説する。

同　上 同　上

3
心の病気　　（2）

C　分　障　害

　気分障害とは、従来、躁うつ病と呼ばれてきた病態をさして
｢る。その原因、症状、経過、治療法などについて解説する。
Xトレスの多い現代社会において、心の健康を保つための具体
Iな方法についても触れていきたい。

高橋祥友
i（財）東京

s精神医学
麹㈹､究帯
寰Q事）

高橋適温
i（財）東京

s精神医学
麹㈹､究所
寰Q事）

4
心の病気　　（3）

s　安　障　害

　不安障害は、以前神経症とよばれていたものの大部分を占め
ﾄいる。各種の不安障害の症状や治療法などについて解説す
驕B

仙波純一 仙波純一

5
心の病気　　（4）

l　格　障　害

　人格障害は、極度の人格の偏りのために、当人自身が苦しん
ﾅいたり、あるいは社会的に問題が起きている状態を指してい
驕Bさまざまなタイプの人格障害があるが、講義では最近話題
ﾉなることの多い境界性人格障害を中心に取り上げる。

高橋祥友 高橋富裕

6

心の病気　　（5）

Aルコールと薬物

ﾋ存

　現代社会の高度発展・多様化・国際化とともに、カルチュラ
求Eラグをきたし、人間の心はとまどいをみせ、アンビヴァレ
塔gな状況にある。いっときの癒しを求めて、アルコールや薬
ｨをのむが、いつしか依存していくようになり、嗜癖・乱用へ
ﾆっき進んでしまう。さまざまな社会的問題（病気）をひき起
ｱし、精神的に混乱（病気）し、身体的病気となり、顕在化す
驕B治療的には身体的、精神的、社会的にトータルな治療・ケ
A・教育が必要である。

榎本　　稔
i榎本クリニッ

N院長）

榎本　　稔
i榎本クリニッ

N院長）

7
精神科医療にお
ｯる精神科医の
d事：その1

　現代の精神科医療においては、精神科医、看護者、臨床心理
m、ソーシャルワーカーといった多分野の専門家がチームを
?ﾁて、心の問題を抱えた人の治療にあたっている。そのよう
ﾈ現状の中での精神科医の役割について解説する。

高橋祥友 高橋祥友
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
精神科医療にお
ｯる精神科医の
d事：その2

　引き続き前回の内容について取り上げる。なお、放送では、2
lの精神科医による対談を通じて、実際の現場での精神科医の
�р竄ｳまざまな問題点、そして将来への展望などについて話
ｵ合う。

高橋祥友 高橋三友

9
精神科医療にお
ｯる臨床心理士の
d事：その1

　仕事の第1は、評価・査定である。対象の年令は、乳幼児から
V年までと幅広く、内容的には、発達、知能、人格、作業能力
ﾈどを、心理検査などの様々な媒体を用いて、評価・査定す
驕Bまた、個人とその家族との相互作用も対象となることがあ
驕B

　　　溝口純二
i（財）東京都精神医学総

㈹､究所臨床心理研究部門
蜚C研究員）

10
精神科医療にお
ｯる臨床心理士の
d事：その2

　仕事の第2は、心理療法・カウンセリングである。対象の年令
ﾍ、この場合も乳幼児から老年までと幅広く、内神的には、個
lの抱えている精神的な苦痛に対して、心理的な援助をおこな
､。また、家族の働きかけをおこなうこともある。

溝口純二 溝口純二

11

精神科医療にお
ｯる看護婦（士）
ﾌ仕事：その1

　病院を含めた地域社会の中で、精神障害者及び家族のケアと
ｻの自立を支えるための援助のあり方について、精神科看護に
gわってきた立場から論じる。また、地域の諸資源を活用する
ｽめに必要な他職種との連携について述べる。

田中美千佳
i（財）東京都

ｸ神医学総
㈹､究所主
C研究員）

田中美千佳
i（財）東京都

ｸ神医学総
㈹､究所主
C研究員）

12

精神科医療にお
ｯる看護婦（士）
ﾌ仕事：その2一精神科看護から

ﾌ発展

　精神科看護からの発展領域として、リエゾン精神看護につい
ﾄ論じる。筆者は、がん患者を対象として個人カウンセリング
窿Tポートグループを実施しているが、その実践を紹介するこ
ﾆを通して、心の問題を抱えた身体疾患患者の看護について考
@する。

廣瀬寛子
i戸田中央総
√a院カウン
Zラー〉

廣瀬寛子
i戸田中央総
√a院カウン
Zラー）

13

精神科医療にお
ｯるソーシャル
潤[カーの仕事
Fその1

　我国において、精神科ソーシャルワーカー（以下PSWと略
ｷ）が精神医療の中で、どのような役割を担ってきたのか概括
ｵ、そこから現在の状況、及び今後の課題についでふれてゆ
ｭ。

大原美知子
i（財）東京都

ｸ神医学総
㈹､究所技
p課主任）

大原美知子
i（財）東京都

ｸ神医学総
㈹､究所技
p課主任）

14

精神科医療にお
ｯるソーシャル
潤[カーの仕事
Fその2

　現在PSWの仕事は単に医療内にとどまらず、地域精神保健
ｪ野をはじめとして、多岐にわたり、その活動先が広がってき
ﾄいる。それらの具体的仕事を述べながら「精神障害者の支
〟vとは何かを考察する。

同　上 同　上

15 現代社会で心の
注Nを保つには

　以上の章をまとめ、いくつかの残されている課題を追加す
驕B全体をながめて、これからわれわれが社会の中で生きてゆ
ｭにあたって、心すべき事柄について考える。また放送では、
n域の精神保健についてゲストにお話していただく。

仙波純一 仙波純一一
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＝医療・社会・倫理（’99）＝（R）

〔書舗臨：謙腱姦計齢，隷教劉

全体のねらい
　医学生物学の進歩は医療の向上の原動力であるが、さまざまの社会的影響をもたらし、法・倫理にかかわることも少
なくない。技術的進歩の恩恵とともに被害を受けるのも患者であり、医療は患者の立場をいつも考えなければならな
い。この科目では患者の権利を基本的な観点として、医療・医学と患者および社会との接点に起こる多岐にわたる問題
のなかから、とくに大切な15課題をとりあげ、技術的進歩が本当に人々の役に立つには個人・医師・医学者・社会・行
政はどうすべきかを考える。しかし回数の関係で医療制度・医療経済・社会保障などの問題には触れない。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
医学・保健・医療

ﾆ社会の接点

　医学は病気を中心とするヒトの生物学であり、学理の探究を
ﾟざした体系をもっている。一方、保健医療は国家のしくみ
ﾅ、法令・予算・施設・専門職・科学技術などの要素からなっ
ﾄいる。医学と保健医療は車の両輪で、その進歩は国民の幸福
�揩ｷが、ときに好ましくない問題が起きることも少なくな
｢。第1回では医学・医療と社会にはどんな接点があり、どん
ﾈ問題が起きているかを知るための序説とする。

近藤喜代太郎

i放送大学
ｳ授）

近藤喜代太郎

i放送大学
ｳ授）

2
医療の倫理と患者
ﾌ権利

　医療と社会の接点を考える上で根幹をなすのは倫理である。
ｱれは古い課題ではあるが、近年、医療技術の進歩と国民の意
ｯの変化によって新しい段階に入っている。生命の始期と終期
ﾌ問題は別の回に論じられるが、医療の場ではその他にも生命
?ﾆ治療決定をめぐって多岐にわたる問題が起きる。本講義で
ﾍそれらを巾広く展望し、患者の権利と自己決定権をいかに守
閨Aよい医療をいかに提供するかを考える。インフォームド・
Rンセントにかかわる問題はとくに大切なので次回でのべる。

星野一正
i京都女子

蜉w教授）

星野一正
i京都女子

蜉w教授）

3
インフォームド・
Rンセント

　医療の倫理を考える上で基本となるのは「患者の権利」と一
uインフォーームド・コンセント」　（IC）である。ICはアメ
潟Jで生まれた法概念で、医療とその過誤を裁く上での基本と
ﾈり、日本では「説明と同意」と訳されることが多い。　「説
ｾ」とは病気の性質・予後、さまざまな検査・治療・薬剤など
ﾌ効用とリスクなどについて、患者が知る権利に応えること
ﾅ、それに基づいて患者が自己決定した「同意」を受けて医療
�sう。この講義では、ICをめぐるさまざまの問題を述べ、
坙{に適した提言を行う。

同　上 同　上

4
医療の自己規制と
ﾏ理委員会

　医療は患者と医師の個別的な契約による行為ではあるが、移
A、受精卵技術、輸血拒否、遺伝子治療など、倫理問題の起き
竄ｷい医療行為については、担当医のみに任せず、病院があら
ｩじめその内容を審議し、好ましくない事態から患者と医師を
轤驍ｱとが必要とされている。これが「倫理委員会」で、日本
ﾅも各大学に普及し、各分野の教授、法律家などが参加し、申
ｿに基づいて医療の内容を検討し、大学病院としての責任を果
ｽしている。一一般病院や地域への普及は今後の課題であり、医
ﾃ以外にもヒトを被験者とする治験などにも施設内または第三
ﾒによる評価が必要となることが多い。

武部　　啓
i近畿大学
ｴ子力研究
葛ｳ授）

武部　　啓
i近畿大学

ｴ子力研究
葛ｳ授）

5 生命技術と倫理

　ヒト・ゲノム計画は、遺伝子診断・治療としてゲノム多様性
ﾆいった遺伝医学への応用の他に、体外受精などの生殖医学、
Nローン研究などの発生生物学、行動のメカニズムなどの科学
ﾌ分野で輝かしい進展をとげてきた。反面、多岐にわたる倫理
I・法的・社会的問題点を惹起してきた。本講義ではこれら背
iを展望した上で、その倫理的考察を行ない、あるべき理念を
沒｢したい。

藤木典生
i福井医科大
w名誉教授）

藤木典生
i福井医科大
w名誉教授）

一271一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　踊　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

遺伝子は個人の所有物であるだけでなく、家族と共有するも
のである。最近、技術の進歩によって比較的容易にそれぞれの 松田一郎 松田一郎
個人に特有の遺伝情報を解析できるようになった。これらは遺 （重症心身 （重症心身

6 遺伝医学と倫理 伝性疾患にとどまらず、人生後半に起こる生活習慣病の診療に 障害児施設 障害児施設
もさまざまの恩恵をもたらしたが、複雑な人文的問題をもひき 江津湖療育 江津湖療育
起こした。本講義では生命倫理の基本に従って、医療としての 園園長） 園園長）

遺伝医学の正しいあり方を考える。

昭和42年の和田手術から平成9年の「臓器移植法」までの永い
年月、脳死がヒトの死かどうか、脳死移植の可否をめぐる国家

7 脳死と移植

的な論争がつづき、脳死者からの臓器移植でしか救命できない
ｳ者が外国に行くなどの事態がつづいた。脳死をめぐる問題
ﾍ、医学の技術的進歩がきわめて広範な分野に反響を呼んだ事
痰ﾆして他に類をみない。この講義では、この問題を広く回顧

中山太郎
i衆議院議

�j

中山太郎
i衆議院議

�j

し、立法に至った経緯をのべ、日本文化との係わり合いにも触
れる。

病気の治療を目的とした医学にとって、死に至る病気は、と

8 死　の　医　学

もすれば医学の敗北とみなされがちである。しかし最近、ホス
sスや緩和ケア、安楽死・尊厳死などに対する社会の関心が高
ﾜり、いわゆる「死の医学」の重要性が叫ばれるようになって
ｫた。この講義はそれらについてのべ、日本にふさわしい終末

柏木哲夫
i大阪大学

ｳ授）

柏木哲夫
i大阪大学

ｳ授）

医療のあり方についても考える。

医療は診察と治療とからなるが、すべての医師がすべての病

9 医療のシステム

気を正しく診療、治療できるのではない。良質で適切な医療は
ｳまざまな技術・能力を組み合わせることで確保される。本講
`では良い医療を保障できるシステムを築くにはどのようなデ
Uイン・運用・監視・教育・人事などが必要であるのかを説

信友浩一一
i九州大学

ｳ授）

給田浩一
i九州大学

ｳ授）

明、例示する。

行政のあり方は国民生活に大きな影響がある。日本は乳幼児

10 医療政策と情報
�J

死亡率が世界最小、寿命が最長であり、それには行政も大きく
v献した反面、薬害エイズのように行政ミスによる事件も起き
ﾄいる。本講義では、医療政策はどうあるべきか、情報を公開

同　上 同　上

し、国民も参加した政策をいかに確立すべきかを考える。

11 障害児をもつ親

　患者の障害の告知、親としての障害の受容などの問題につい
ﾄ実例を紹介しながら講義する。重症の障害をもつ新生児の選
�I治療停止や、親による治療拒否などの倫理的な問題、患者
c体のあり方など、雪嵐の近親からみたさまざまの問題に触れ
驕B

玉井真理子
i信州大学医

ﾃ技術短期
蜉w三三師）

玉井真理子
i信州大学医

ﾃ技術短期
蜉w三三師）

医学の進歩のためには研究が欠かせないが、研究の美名のも
とになんでも許される訳ではない。遺伝子組換え、クローン技

12 医学研究と社会
術などは5，6回で論じられるので、本講義ではヒトを被験者と
ｷる研究、ヒト集団を対象とする疫学調査、治療法を比較する

近藤喜代太郎 近藤喜代太郎

コントロール化臨床試験、動物の愛護と実験などに触れ、研究
の利益と不利益の釣衝を考える。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

�ﾍ両刃の剣と言われる。病気を治すために使った薬が、予

13 薬をめぐる問題

想もしない副作用を招くこともある。不適切な薬剤行政は薬害
Gイズのような不幸をもひき起こす。薬は治療には欠かせない
闥iであるが、企業にとっては商品でもある。この講義では薬
ﾉ関する行政のあり方、科学的・倫理的に望ましい開発、医療
ﾉ当たって、証拠に基づいた適正な薬剤の選択を行うにはどう

別府宏囲
i東京都立府

?ﾃ育セン
^ー副院長）

別府宏囲
i東京都立府

?ﾃ育セン
^ー副院長）

すべきかなど、薬をめぐる多くの問題を考える。

本講義ではアジア的生命倫理の特殊性について考える。欧米

14
日本・アジアの
ﾐ会と生命倫理

がヒューマニズムと人権の理念に基づく生命倫理を推進してい
驍ﾌに対し、アジア的コミュニタリアニズムは欧米の受けとめ
福ﾆ異なる点が少なくない。本講義ではこれから21世紀に向け
ﾄの地球的倫理を構築するための東西の生命倫理の融合の道を

坂本百大
i青山学院大
w名誉教授）

坂本百大
i青山学院大
w名誉教授）

探りたい。

国際協力というと、開発途上国への援助の面からしか考えら

15 医療と国際協力

れていない。本講義では医療を国際的視野で考え、人間として
軏{的医療を受ける権利を有することから、医療資源の適正配
ｪの考え方を述べる。医療資源は人的資源、物的資源、社会経
ﾏ的資源に分けられるが、それらの適正配分と国際協力につい

岡　崎　　勲

i東海大学
ｳ授）

岡　崎　　勲

i東海大学
ｳ授）

て考える。
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＝脳と生体統御（’98）＝　（TV）

〔主任講師．仙波純一（放送大助教授）〕

全体のねらい
　脳は生体のすべての機能を制御する中枢である。脳を理解するには、分子生物学・神経系の機能・精神活
動という異なった次元からの多角的なアプローチが必要である。この講義のねらいは、さまざまな分野での
脳研究の現状を述べ、困難であるが最も魅力的な脳の機能を学ぼうとするものである。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

脳科学を学んでいくには、まず脳の形態を知らなくては
ならない。脳の構造とその名前などの巨視的なレベルから、 仙波純一 仙波純一一

1 脳　　概　　論 脳を構成する細胞、神経細胞の形態と神経伝達などの微視 （放送大学 （放送大学

的なレベルまで、脳の形態を中心に学ぶ。最後に脳の系統 助教授） 助教授）

発生や個体発生などについて学習する。

脳はからだの内部や外部からの情報を受けて、それに応
湿する。この情報の処理を担うのが神経細胞である。神経

2 脳の情報伝達1 細胞どうしがどのように情報を伝えているかを、シナプス 同　上 同　上

でのできごととして説明していく。まず、神経伝達物質と
受容体について学習する。

神経細胞が情報を受け取ると、さらに細胞内部に情報を
伝え、それに対する応答として、何らかの生理学的な反応

3 脳の情報伝達∬ がひきおこされる。これを細胞内情報伝達系といい、近年 同　上 同　上
急速に解明が進んでいる分野である。最近の知見を交えて
紹介していく。

最近、分子生物学の導入による医学研究の；進歩には眼を
みはるものがある。基礎神経科学、神経内科学の領域でも、
遺伝子工学的手法を利用した研究成果が次々と得られてい 三好理絵 三好理絵

4 脳の分子生物学 る。主なものとしては、前章で述べた情報伝達機構が遺伝 （放送大学 （放送大学

子レベルでとらえられるようになったことである。又、遺 非常勤講師） 非常勤講師）

伝性神経疾患の遺伝子解析により病因遺伝子の同定が進ん
でいることである。更に、多因子疾患への遺伝子解析のメ
スも入れられている。

脳の可塑性とは、脳が外的影響を受けた結果、その機能
状態が持続的に変化する性質のことをいう。神経細胞は再

5 脳の可塑性と 生しないが、脳は固定的なものではなく、その可塑性は広 鬼頭昭三 鬼頭昭三
神経細胞脳死 い範囲にわたってみられる。遺伝子を介する長期効果も脳 （兵庫大学 （兵庫大学

の可塑性の一部である。可塑性と神経細胞死は、情報伝達 二二） 二二）

機構の上でも機能の上でも、密接に関連しあっている。可
塑性を通じて、脳の機能を考えるのが、本章の目的である。

「生きた脳の働きをなんとか外から眺めることはできな
いか」という科学者の望みは、最近の核技術や工学技術で

6 脳の画像診断 可能になり、そのうちのいくつかはすでに脳の病気の診断 仙波純一 仙波純一
にも使われている。この章ではいくつかの脳の画像化の技

，｛

術を紹介していく。

人の人たる所以は知能の基本である記憶が言語機能など
と結びつき、さらに、大脳連合野での制御、統合を受け、
必要に応じて古い記憶は連合野に蓄えられるなどのプロセ

7 脳　と　知　能 スを経過して、結果において、バランスのとれた行動を形 鬼頭昭三 鬼頭昭三
成する点にある。海馬を中心とした記憶機能について、分

子生物学のレベルでの研究も進んでいる。これらの点にっ
いて概説的に述べることにする。
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 脳　と　情　動

　ヒトの怒り・驚き・喜びなどの強い感情は情動とよばれ、
Pなる主観的な感情だけでなく、表情や身ぶり、動悸や発
ｾなどの身体の症状を伴う。この情動は脳のうちの辺縁系
ﾆよばれる部位が関与している。この脳内の情動に関する
@構を学習していく。

仙波純一 仙波純一

9 脳　と　運　動

　我々が体を動かすという行為のための信号は、大脳皮質
ﾌ＝運動領（運動野、運動前野、補足運動野からなる）から
国ﾌ路を通して脊髄、末梢運動神経、筋肉へと送り出され
驕Bそして、小脳はこの運動性伝導路の制御を司るコンピ
?[タであり、大脳基底核は、小脳による運動の制御に、
Xに制御を加える役割を演じていると考えられる。我々が
�ｭな運動ができるのはどのようなメカニズムによるかに
ﾂいて述べる。

鬼頭昭三 鬼頭昭三

10 脳　と　感　覚

　感覚は、神経系の最も基本的な入力機能として、外的、
燗I環：境からの情報を取り入れ、運動系との連動を通して、
]による生体統御の最も基本的な部分を営んでいる。感覚
ﾉは、体性感覚、内臓感覚、複合感覚、特殊感覚などがあ
閨Aその情報伝達の様式もそれぞれの感覚に特異的である。
ｴ覚機能は、言語機能、脳の高次機能との連関により、人
ﾉ特徴的な発達をしている。これらの点について解説する。

同　上

@　　　、

同　上

11 脳とホルモン

　脳とホルモンの関係を研究する学問を神経内分泌学とい
､。最近の脳研究の中でも注目を集めている領域の一つで
?驕Bホルモンは男女の脳分化を支配する。古典的には視
ｰ下部が脳におけるホルモンの支配中枢とされてきたが、
ﾟ年、海馬がさらに視床下部よりも上位の脳におけるホル
c唐ﾌ最高中枢として研究の対象になっている。ホルモン
l物質が脳で生合成されることも知られてきた。神経内分
蜉wの現状について述べる。

同　上 同　上

12 脳　　と　　薬

　障害された脳の細胞の機能を補うために薬物が使われる。
ｱの薬物の基本的な機能は、神経伝達に対する作用で説明
ﾅきる。脳に働く薬物は治療薬だけでなく、依存をひきお
ｱすような薬物もある。これらの薬物の作用機序を学習し
ﾄいく。

仙波純一 仙波純一

13 脳と生物リズム

　ヒトを含む生物には睡眠覚醒に代表されるように、活動
ﾉリズムを持ったものが多い。このリズムは脳によって自
･的に生み出されていて、外界と相互作用することによっ
ﾄ生物の活動は営まれている。生物リズムの統御器官とし
ﾄの脳を取り上げる。

同　上 同　上

14

脳の進化と発達
]科学の歴史と

ｻ状

　脳は、生体統御の中心であり、全身のホメオスターシス
ﾌ維持から高次：機能に至まで、複雑でかつ重要な多くの機
¥を担っている。本章では14章までの間に取り上げられな
ｩった点を補足しながら、脳科学の現状と将来について述
ﾗ、まとあとする。

鬼頭昭三 鬼頭昭三

15 脳と　こころ

　こころは脳の機能であることは明らかであるが、それで
ﾍこころの働きとは何かという問いに対する答えは難しい。
ｱの最後の章では、いたずらに思弁的になることを避け、
_経科学の立場からこの答えをどのように考えているかを
ﾐ介したい。

仙波純一 仙波純一
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＝発がんとその予防＝（R）

〔錐難鶏姦昭讐鵬蝉雛；〕

全体のねらい
　がんは遺伝子の病気である。身体をつくっている一つ一つの細胞の中のがん関連遺伝子が様々に変異して、
つまり遺伝子に傷が生じて、がんが発生する。何故遺伝子に傷がつくのか？がん関連遺伝子とはどのような
ものなのか？最近の分子腫瘍学から得られた知識を背景に、病理学、疫学的観点からがんについて学び、最
後にがんの予防について考える。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

煙突掃除夫の陰嚢がんの記述をはじめとするがん研究を
歴史的に振り返りながら、化学発がんに関する研究、ウイ 山本　　雅 山本　　雅

1 発がん概論 ルス発がんに関する研究を紹介し、そのような研究の一つ （東京大学 （東京大学

の到達点としての分子腫瘍学に基づく発がんの原理を解説 教授：） 教授）

する。

RNA腫瘍ウィルスの発がん能が、ウイルスが有している
がん遺伝子に起因することがわかって以来、発がんを遺伝
子のレベルで説明することが可能となってきた。そしてヒ

2 遺伝子とがん トのがん細胞では複数のがん原遺伝子、がん抑制遺伝子が 同　上 同　上
（1） 変異しており、そのような変異遺伝子が共同してがんを作

成していることが分かってきた。第2章から第4章では、
がん遺伝子、がん原遺伝子、がん抑制遺伝子について、そ
の機能を発がんとの関連に注目しながら解説する。

3 遺伝子とがん 同　上 同　上
（2）

4 遺伝子とがん 同　上 同　上
（3）

分子生物学の発達により癌抑制遺伝子の実体が急速に明
らかになり、現在、癌抑制遺伝子の研究は癌の基礎研究の 秋山　　徹 秋山　　徹

5 細胞増殖の調節 うちでも最もhotな研究分野となっている。本講義では、 （東京大学 （東京大学

癌抑制遺伝子の産物による細胞増殖の調節機構について基 教授） 教授）

礎から最先端の話題までを紹介する。

がんウイルスは感染・増殖し、果てにはがんを起こす。
白血病、肝臓がん、子宮がんの原因ウイルスなどについて、 吉田光昭 吉田光昭

6 ウイルスと 人から人への感染、増殖の様式、がんを起こす機構につい （東京大学 （東京大学

発がん　　（1） て分子レベルで解説し、予防を含めて今後の問題について 教授） 教授）

述べる。

7 ウイルスと 同　上 同　上

発がん　　（2）

病理学とは、病気のなり立ちの解明を目的とする研究領
域である。患者さんから切り取られた病変組織を取り扱う 森　　茂郎 森　茂郎

8 がん病理の基礎 こと、顕微鏡などをもちいて形態を観察することなどが病 （東京大学 （東京大学

理学でよく使われる技法である。がんが、この病理学とい 教授） 教授）

う立場でどのようにとらえられるか解説する。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

9 遺伝性のがん

　遺伝性のがんの原因となっている遺伝子は大別して次の
R種類に分類される；（1）癌抑制遺伝子（APC・家族性
蜥ｰ腺腫症など），（2）がん抑制遺伝子（RET・多発性
熾ｪ泌腺腫瘍症2型），（3）　DNA修復遺伝子（遺伝性大
ｰがんなど）である。

中村祐輔
i東京大学

ｳ授）

中村祐輔
i東京大学

ｳ授）

10 がんの

笂`子診断

　がんの遺伝子診断は（1）がんができる危険を予知する
烽ﾌ；（2）便や尿を用いてがんの存在を遺伝子レベルで
ﾝつけるもの；（3）がんがどの程度の悪性か、あるいは
�ﾜや放射線に有効かどうかを判定するなどの3つの目的
ﾉ大別される。

同　上 同　上

11 がんの疫学

　我国では、がん頻度の第1位は胃がんから肺がんに変わ
驍ﾈど、環境因子の変化に伴ってがんの疫学的な動態は活
ｭに動いている。がん疫学は遺伝素因と外的環境との関わ
閧�ｦす意味で重要である。外的因子からみた疫学調査と
ｽ行して、内的な立場から見たハイリスク遺伝子の分布と
ｻの評価、同定に関する研究もがんの疫学の新しい方向で
?驕Bがんの疫学の持つ意味と現状について述べる。

鬼頭昭三
i兵庫大学

ｳ授）

鬼頭昭三
i兵庫大学

ｳ授）

12 がんと環境因子

　発がんは長い時間をかけて、多段階を経て進行する複雑
ﾈプロセスである。幾重にも張り巡らされた防御反応をく
ｮり抜けてがんが成立する過程で、外的環境因子が、がん
笂`子、がん抑制遺伝子などに与える影響が大きな役割を
奄ｶている。この環境因子のうちで、食物および嗜好品の
閧ﾟる意味が大きい。食物と嗜好品を中心とした外的環境
�qの立場から、がんの予防について論じる。

同　上 同　上

13 消化器のがんと

ｻの予防

　高齢化社会の到来とともに消化器のがんの罹患率、死亡
ｦが増加している。この要因として食生活を中心としたラ
Cフスタイルの関与が挙げられる。特に、食塩と胃がん、
i煙と食道がん、胃がん、アルコールと食道がん、食物繊
ﾛ、脂肪と大腸がん等である。そのほか、近年肝がんに対
ｷる肝炎ウイルスの濃厚な関与が判明した。本稿では、こ
黷ﾜでのライフスタイルと発がんの関連性の報告のうち確
ｧされ知見のもとに、実現可能な消化器がんの予防につき
L載したい。

吉田　　豊
i弘前大学

ｷ）

吉田　　豊
i弘前大学

ｷ）

14 呼吸器のがんと

ｻの予防

　肺がんは、タバコなど（外因）と癌遺伝子・抑制遺伝子
i内因）が組合わさって出来る。タバコのみに出来易い肺

ｪんとタバコのみでない人に出来易い肺がんが分かってい
驕B予防については禁煙が大事だが、食事なども影響する
轤ｵい。

川上義和
i北海道大

w教授）

川上義和
i北海道大

w教授）

15 発がんの研究
ﾆ健康科学

　発がんのメカニズムは分子生物学の普及、進歩に伴って、
cNAの修復機構の研究など、めざましい発展が見られる領
謔ﾅある。一方我々は、日常発がん物質に囲まれて生活し
ﾄいる。発がんの分子メカニズムを知ることは、3人に1
lががんで死亡する日本社会で、最も今日的な教養の1つ
ﾅある。本章では発がんのメカニズムの研究の現状と将来
�qべ、それが日常の健康科学の中にどの様に取り入れら
黷驍ｩについて論ずることとする

鬼頭昭三

R本　　雅

鬼頭昭三

R本　　雅
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＝看護学概論＝（TV）
〔主任講師：ケイコ・イマイ・キシ（香川医科大学教授）〕

全体のねらい
　看護を学び、その分野で活躍したいと思う方や、すでにその分野におられる方が、新しい時代のニーズに
対応するよう、看護科学の概念を把握し、他の医療専門家達と共同をし、または独自な専門職として、発展
していくための人聞学としての看護理論、技術、考え方、看護に影響する文化の価値観についての紹介。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 看護科学序論

　看護iは人間を対象とする科学であり、そして技術、芸術
ﾅある。人間の健康上の問題の反応が何であるか調べ、つ
ｫとめ、計画的に処理をし、評価する。医療チームの一員
ﾆしての共同作用、又は看護科学の概念にもとづき人間的
ﾈケアを行うことの記述。

ケイコ・イ

}イ・キシ
i香川医科

蜉w教授）

ケイコ・イ

}イ・キシ
i香川医科

蜉w教授）

2 ライフサイクル
ｩらみた看護

　健康状態は生から死まで、病気や障害がなくてもたえず
ﾏ化している。発達段階、疾病の予防、健康教育、病気障
Q、リハビリのためのケア、死にゆく人とその家族のケア
凾ﾉついての記述。

同　上 同　上

3 環境と人間の
褐ﾝ作用

　健康に影響する環境には外面的、内面的なものがある。
ｨ理的、化学的、生物学的、社会的、家族的、文化的なも
ﾌから、心理的なものなど、人間と環境の相互作用がいか
ﾉ、個人、家族、地域集団の健康上に影響をおよぼしてい
驍ｩを理解し、看護のケアを考える。

同　上 同　上

4 家族と看護

　人間が生まれてから社会で一人前の成人になるまで、何
轤ｩの形で家族の影響を受けている。現代の家族は複雑で
ﾏ形が多いが、個人のケアをする場合も家族を理解すると
竭閧ｪ明らかになりやすい。また、個人の健康上の問題で、
ﾆ族のケアが必要になるという説明。

同　上 同　上

5 文化と看護

　看護ケアの心髄は文化の中にある。看護を専門職として
sう者は、その国の文化を理解し、地域の特徴、特に健康
ﾉ関する考え方や価値観、風習、習慣を把握した上で、科
w的なアプローチをとることの必要性を説明する。文化の
椛ﾎ性と普遍性についての影響の説明。

同　上 同　上

6 コミュニケー
Vョンと看護

　人間のケア、看護ケアをするために、言語的、及び否言
齠Iコミュニケーションの理論、知識、技術を学び、背後
ﾉある文化の意味するものを理解することにより、人間の
注N上の問題の看護ケアをすることが大切であるというこ
ﾆの説明。

同　上 同　上

7 健康上の反応と

ﾅ護

　健康と疾病をはっきりとわけることはむずかしい。人間
ﾌ生態活動はたえず変化して、人間の健康状態はいろいろ
ﾈ刺激に対しての反応として現れ、変化をおこしている。
@その変化の例として、成人病、救急な病気や障害、リハ
rリ等についての看護の対応。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

死を学び生を生きる。健康の維持、回復の過程をとらず
に疾病、障害、事故又は老衰で死に行く人に対する看護ケ

8 死　と　看　護 ア、及び、その家族のケアについて説明する。死のケアを ケイコ・イ ケイコ・イ
するために地域社会における文化、風習を知り、総合的医 マイ・キシ マイ・キシ
療組織、ホスピス等の説明をする。

看護は科学であり技術であるというが、対象が人間であ
るために、看護を実践していく時に倫理的観点をこころえ

9 看護の倫理と る必要がある。つまり、プライバシーを守るとか、インフ 同　上 同　上
法律 オームドコンセントについて、医療過誤について、看護は

どういう対処するかの説明。　　　　　　　・

看護を科学的に実践するためには、人闇の健康上の反応
を検査し、データを集め、分析、分類し、問題を発見し、

10 看護の技術 看護処理をするために計画をたて、計画を実行し、評価す 同　上 同　上
る。

この過程を看護過程と呼んでいる。ここではフィジカル
アセスメントの技術が必要である。

何故看護に理論が必要であるかを説明し、看護の知識体
系をつくってきた理論が、看護の実践、教育、サービス、

11 看護の理論と 研究にどのような相互作用を与えてきたかを説明する。看 同　上 同　上
実践 護理論の例をあげ、説明を加える。

主な歴史的な研究の流れを説明し、看護研究の目的、意
義、方法、結果、考察等について説明する。看護研究は看

12 看護と看護研究 護実践にどうむすびつけるかを説明。 同　上 同　上

1946年以後、日本の看護の発展は米国の看護の影響を受
け、現在にいたっている。二つの国は文化の相違を持ちつ

13 アメリカの看護 つ、看護において、人間のケアにおいて普遍的なものを見 同　上 同　上
いだそうという努力がみられている。ここでアメリカの看
護の紹介をこころみる。

新しい日本の医療政策と制度、新ゴールドプランのなか
で看護iはどのような影響を受け、国民の健康を守り、維持

14 地域社会におけ し、増進し、ケアをし、患者の養護者として活躍するので 同　上 同　上

る看護の役割 あろうかの説明。

看護教育の大学化が進み、教育のレベルアップ、医療科
学技術の進化、産業文明の高度化とストレス、高齢化社会

15 21世紀の看護i という変化の中で、新しい役割を持ったナースプラクティ 同　上 同　上
ショナー、ナース・スペシャリスト、ナース事業家など、
200種類の新しいナースの役割が生まれた。
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＝子ども家庭福祉論（’98）＝＝（TV）

〔主任講師 高橋重宏（日本社会事業大学教授〉〕

全体のねらい
　「ウェルフェア」から「ウェルビーイング」へという新たな理念、　「児童福祉」から「子ども家庭サービ
ス」へという新たなフレームワークから児童福祉を教授するためのテキストとして編集した。テレビの特徴
を生かし、目で見て学ぶ子ども家庭サービス論としたい。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 ウエルフェアから

Eエルビーイング

ﾖ

「子ども家庭福祉」は、国連子どもの権利条約を基調に既存の
剴ｶ福祉論を再構築して展開する。例えば「子どもの権利擁護
Tービス」という用語は、伝統的な児童福祉のテキストには登
黷ｵない。具体的には、①学習のねらい、②ウエルビーイング
ﾆは、③改正児童福祉法、④伝統的な「児童福祉」と新しい
u子ども家庭福祉」、⑤子ども家庭サービスとは、⑥家族と家

?A家庭養育機能、⑦各回の紹介と担当講師の紹介などについ
ﾄ学ぶ。

高橋重宏
i日本社会
幕ﾆ大学教
�j

R本真美
i日本子ど
煢ﾆ庭総合
､究所研究
�j

高橋重宏
i日本社会
幕ﾆ大学教
�j　　　　一山本真美

i日本子ど
煢ﾆ庭総合
､究所研究
�j

2 子どもの権利に
ﾖする条約

　国連の子どもの権利に関する条約について解説し、新た
ﾈ理念、子どもの権利擁護サービスのあり方について学ぶ。・ウェルフェアからウェルビーイングへ

Eこどもの権利擁護（子どもの権利ノートなど）
高橋重宏 高橋重宏

3 児童福祉のあゆ

ﾝ

（1）明治期以降児童福祉法成立までの法律および実践の紹介
i2）児童福祉法による児童福祉の実施体制の紹介
i3＞戦後の児童福祉の展開

i4）児童福祉から児童家庭福祉への転換
山縣文治
i大阪市立

蜉w助教授）

山縣文治
i大阪市立

蜉w助教授）

4 子ども家庭施策
ﾌ新潮流

　平成2（1990）年6月のいわゆる「1．57ショック」以降、
}速に加速しつつある児童福祉改革の動向について、政府、
ﾖ係団体等による各種報告書をもとに整理し、児童福祉改
vの展望について考察を進める。

柏女霊峰
i淑徳大学

ｳ授）

柏女霊峰
i淑徳大学

ｳ授）

5 児童福祉実施体

ｧ

　児童福祉に関する基本法及び関連法の概要を押さえると
ﾆもに、児童福祉行政の実施主体、児童相談所等の主たる
ﾀ施機関、児童福祉施設、児童福祉の費用、施策体系等に
ﾂいて解説する。さらに、児童相談所の活動に焦点をあて、
剴ｶ福祉実施体制の課題及将来展望について考察する。
@〈構成〉　行政機関、審議機関実施機関（児童相談所、
@　　　　　福祉事務所、保健所、児童委員等）
@　　　　　措置制度（児童福祉施設入所のしくみ）
@　　　　　児童福祉施策体系、費用

同　上 同　上

6 児童福祉施設

　児童福祉法に基づく児童福祉施設の現状と課題について
沒｢する。

@児童福祉施設の種類と内容
A児童福祉施設の展開（戦後の数値）
B児童福祉施設の運営
C児童福祉施設の実践
D児童福祉施設の今後

山縣文治
R本真美

山縣文治
R本真美
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7

保育制度とひとり
e家庭へのサービ

X

・わが国の児童福祉施策の中心となってきた措置制度による認
ﾂ保育所による支援サービスの経緯と現状、今後の方向性に
ﾂいて検討する。・母子を中心としてきたひとり親（母子・父子）家庭への支援

Tービスの経緯と現状、今後の方向性について検討する。
i1）制度の概要とその変遷
i2）現在の動きと今後の方向性

山縣文治

R本真実

山縣文治

R本真実

8
母子保健と障害児
ｶへの支援

　昨今、地域サービスにおける保健と福祉の統合への動きが高
ﾜりつつある。健常児および障害児に対する保健と福祉の連携
ﾌ現状を具体的な事例を用いて示す中から、解決しなければな
轤ﾈい課題を明らかにし、今後の展開方向を検討し、学習す
驕B

二三勅江
i国立身体障
Q者リハビリテー

Vョンセンター研

?褐､究員）

二三勅江
i国立身体障
Q者リハビリテー

Vョンセンター研

?褐､究員）

9
保護を必要とする
qどもの福祉

　保護を必要とする子ども、子どもへの不適切な関わり（虐
ﾒ・ネグレクト）について概説し、子どもの権利擁護サービ
X、子どもと親へのトリートメントの実態を紹介しながら、虐
ﾒ・ネグレクトを予防するための啓発・教育のあり方を探る。

高橋重宏

O女霊峰

高橋重宏

O女霊峰

10

子ども家庭福祉と
¥ーシャルワーク
ﾀ践

　子ども家庭サービスを支えるヒューマン・パワーを紹介し、
¥ーシャルワーカーに焦点を当てつつその専門的な援助技法に
ﾂいて検討する。

高橋重宏 高橋重宏
P

11
多様な子ども家庭
Tービス

　従来は「保育に欠ける子」という考え方に代表されるよう
ﾉ、健全育成に支障がある状態にある場合や具体的なケアを必
vとする子どもや家庭に対してのみ支援サービスが提供されて
ｫたが、社会の変化や生活の多様化に伴って生じた新しいニー
Yへの対応も求められている。多様なサービス発生の背景とそ
ﾌ実態について紹介する。
@多様な子ども家庭サービス出現の背景
A多様な子ども家庭サービスの種類
B多様な子ども家庭サービスの実践
C多様な子ども家庭サービスの今後

山縣文治

R本真実

山縣文治

R本真実

12

海外の子ども家庭
Tービス：
fンマーク　①

　EUにおける子どもと家庭施策のモデルとなっているデン
}ークの施策体系、サービス供給の実態などを、子どもと家庭
ﾉ対する支援策の基盤となる社会的背景・動向、考え方や成り
ｧちなどを踏まえながら紹介する。

高橋重宏

R本真実

高橋重宏

R本真実

13

海外の子ども家庭
Tービス：
fンマーク　②

　第2回目は個別サービスの状況を取り上げ、就学前や学齢期の
qどもと家庭に対するサービスの提供状況、今後の政策的見通
ｵなどを把握する。

同　上 同　上

14

海外の子ども家庭
Tービス：
Jナダ　　　①

　オンタリオ州における子どもの権利擁護サービス・システム
i子ども家庭アドボカシー等）と子ども保護i援助協会の活動、

Cン・ケアにある子どもの生活（グループホーム）、ペープ資
ｹセンターの活動等を学習する。

高橋重宏 高橋重宏

15

海外の子ども家庭
Tービス：
Jナダ　　　②

　子どもへの不適切な関わり（虐待とネグレクト）の実態の解
烽ﾆ、子どもと親へのトリートメント機関とその内容を学ぶ。

同　上 同　上
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＝障害者福祉論＝（R）

〔主任講師：三ッ木三一（放送大学教授）〕

全体のねらい
　1981年の国際障害者年を契機iとして、わが国の障害者をめぐる社会的状況は大きく変化し、障害者施設も
かなりの進展をみた。また、1993年の障害者基本法の制定は、障害者施策のあり方に更なる変革を促してい
る。

　障害があることが社会的不利にならない社会を実現するために、いま何をなすべきかを問い直してみたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

国連による「障害者の福祉宣言」の採択、それに引き続
く国際障害者年、国連・障害者の10年遅実施は、わが国の 三ツ木任一 三ツ自任一

1 障害者福祉の 障害者福祉を大きく；進展させた。　「障害者基本法」の制定 （放送大学 （放送大学

動向 は更なる変革を促している。この間の動向を概観する。 教授） 教授）

人権の尊重、リハビリテーション、ノーマライゼーショ
ン、自立生活、自立と社会参加の促進など、障害者福祉に

2 障害者福祉の 関わるさまざまな理念を概観しながら、これからの障害者 同　上 同　上

理念 福祉がよりどころとする理念について検討する。

障害者福祉の対象は、身体的または精神的な機能障害を
持ち、そのために日常生活や社会生活で困難を抱え、その 佐藤久夫 佐藤久夫

3 障害者福祉の 困難を解決、軽減するために社会福祉の援助を必要とする （日本社会 （日本社会

対象 人々のことである。この方向への近年の発展を整理しっっ、 事業大学教 事業大学教
今後の課題を検討する。 授） 授）

わが国の障害者福祉の法・制度の体系は、障害種別毎に
定められており、サービス供給のシステムも異なっている。

4 障害者福祉の 主要な法・制度を概観しながら、福祉サービスの格差を是 三ッ木三一 三ッ旧任一
制度 正する方策について検討する。

医学の進歩により障害者像が大きく変わろうとしている
中で、早期療育や学校教育はどのような進展を遂げている 石渡和実 石渡和実

5 障害児の療育 のであろうか。その現状や課題を概観しながら、卒業後の （東洋英和 （東洋英和

と教育 社会参加を踏まえた教育のあり方を検討する。 女学院大学 女学院大学
教授） 教授）

障害者福祉サービス体系の中で、地域での生活を支える
さまざまな福祉サービスの成立過程と現状を紹介し、今日 中野敏子 中野敏子

6 障　害　者　の 特に注目されている地域福祉と在宅福祉との関係を整理し （明治学院 （明治学院

在　宅　福　祉 ながら、今後の課題を検討する。 大学教授） 大学教授：）

障害者福祉サービス体系の中で、従来最も中心的に展開
されてきた「施設」という形態を利用した福祉サービスの

7 障　害　者　の 成立過程と現状を紹介し、施設改革：の動向を踏まえながら、 同　上 同　上

施　設　福　祉 今後の課題を検討する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

「障害者の雇用の促進等に関する法律」への改正後、雇用
状況がどのように変化してきたかを障害種別に概観する。

8 障害者の雇用 また、重度障害者や高齢障害者への新しいサービスの動向 石渡和実 石渡和実
にも触れ、雇用に関する課題と解決策を検討する。

授産施設や作業所をめぐる最近の動向、精神障害者への
サービス、雇用への移行を目指した援助などについて概観

9 障　害　者　の する。また、より重度な障害者の日中活動の保障など、 同　上 同　上

福祉的就労 「職業観」の変化を踏まえた新しい流れを検討する。

障害者基本法では、法の目的として障害者の自立と「あ
らゆる活動への参加」の促進を掲げている。地域で市民と

10 障　害　者　の しての生活を繰り広げる上で不可欠なさまざまな社会参加 中野敏子 中野敏子
地　域　活　動 の現状と課題を検討する。

障害者、家族、関係者による組織的な取り組みは、障害
者福祉を推進させる原動力となった。親の会活動、自立生

11 障　害　者　の 活運動などの経緯と現状を概観しながら、当事者の果たす 三ッ木任一 三ツ木任一
社　会　行　動 べき役割について検討する。

障害者福祉の基盤は、それぞれの住まい、居住空間であ
り、近隣、地域であるといえる。生活しやすい、バリァフ

12 障　害　者　の リーの住まいづくり、まちづくりの経緯と現状を概観しな 同　上 同　上
生　活　環　境 がら、生活環境整備のあり方を検討する。

1981年の国際障害者年以降、障害者問題を世界の共通の
課題として取り組もうという気運が高まり、1993年のアジ

13 諸　外　国　の ア太平洋障害者の10年の開始とともに国際交流がいっそう 佐藤久夫 佐藤久夫
障害者福祉 盛んになりつつある。欧米、アジア諸国などの障害者の生

活と障害者福祉の状況を紹介する。

障害者福祉には、社会福祉職員、介護福祉職員、理学療
法士、作業療法士など多くの種類の専門職員や、障害を持

14 障害者福祉 っ当事者、家族そしてボランティアなどが関わっている。 同　上 同　上

のマンパワー これらのマンパワーの状況と援助方法、チームワークなど
について検討する。

めまぐるしく転変する社会的状況において、障害者福祉
は何をめざして進めばよいのか。これまでの学習を総括し

15 障害者福祉 て、主要な課題とその解決への指針を検：討し、21世紀に向 三ツ木任一 三ツ木任一
の展望 けての障害者福祉のあり方を展望する。
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＝高齢者福祉（’99）＝（R）

〔主任講師
主任講師 富齢季麟購i麟鶉〕

全体のねらい
　高齢社会の到来は、社会の在り方のみならず、ひとりひとりの生活・人生の在り方をも根本から問い直すことを迫っ
ている。本講義では、今日の我が国の高齢者の生活実態と高齢者の生活を支える福祉等の施策の実状をふまえながら、
利用者主体の高齢者福祉のあり方を追求する。すべての人の高齢期を生き生きとしたものにするために、どのような社
会的努力が必要であろうか。21世紀の新しい高齢者福祉を展望する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 高齢社会の進展

第1部　現代社会と高齢者
@日本社会の高齢化はいつごろから、どのように進んできたの
ｾろうか。今後、どのように少子化・高齢化が進行するのだろ
､か。それが日本社会にどのような影響をもたらすのかを考察
ｷる6

直井道子
i東京学芸

蜉w教授）

直井道子
i東京学芸

蜉w教授）

2 歴史の中の老い

　老い（高齢化）は、生物学的な現象だと思いがちであるが、
Vいを社会がどう意味づけるかによって、高齢者の役割や生き
福ﾍ異なっていることを知る。特に、近代化によって老いの意
｡づけがどう変化してきたかを考察する。

同　上 同　上

3 高齢期の心と身体

　歳をとるということは、心や身体がどのように変化していく
ｱとなのだろうか。日常生活における注意点などを考えると同
桙ﾉ、福祉サービスを考える上で必要な日常生活自立度などの
T念について学習する。

杉澤秀博
i東京都老
l総合研究
褐､究員）

杉澤秀博
i東京都老
l総合研究
褐､究員）

4 高齢者と家族

　従来、多くの高齢者は、子どもと同居して老後の問題を解決
ｵてきたが、それがどうして困難になってきたのか。夫婦関係
笊ﾊ居子との関係を含めて、社会の変化と関連づけて検討す
驕B

直井道子 直井道子

5
高齢期の社会・
o済生活

　収入源と生きがいという二つの視点から、高齢期の就労の現
��ｾらかにする。また、引退後の生計のたて方や消費生活の
ｻ状、生きがいを求めての学習、余暇活動にも目をむけつつ、
S豊かな老後の実現にむけての方途を探る。

同　上 同　上

6 高齢者と人権

第2部　高齢期の生活支援策
@高齢者の人権はどのような理念にもとづいて、守られようと
ｵているのだろうか。高齢者をめぐる法制度について憲法、世
E人権宣言、国連行動計画や老人福祉法等を概観しながら考え
驕B

河野正輝
i九州大学

ｳ授）

河野正輝
i九州大学

ｳ授）

7
高齢者と医療、
諟?ﾛ障

　高齢期の健康を守る制度としての医療保障、介護保障の現状
�ｦし、そこでの問題点と課題について述べる。 同上 同上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
高齢者と雇用・
N金・生活保護

　高齢期の経済生活の基盤である雇用の現状及び年金制度につ
｢て述べる。また、高齢者の最低生活を守る生活保護の現状と
ﾛ題についても考える。

河野正輝 河野正輝

9
高齢者と住環境・
ﾜちづくり

　豊かな高齢期の生活基盤である住宅に焦点をあてる。高齢者
ﾍどのような住宅に住み、どのような課題をかかえているの
ｩ、安心して住み続ける居住条件とはなにか、住宅改造やまち
ﾃくりの視点を含めて考える。

児玉桂子
i日本社会

幕ﾆ大学教
�j

児玉桂子
i日本社会

幕ﾆ大学教
�j

10
高齢者保健福祉
@　　（1）

{策の展開

　老人福祉法から介護保険法にいたる戦後の高齢者をめぐる福
ヮ{策の流れを追いながら、どのような社会経済的状況のなか
ﾅ、わが国の高齢者福祉等の施策は展開されてきたのかを概観
ｵ、今日的な政策課題について検討を加える。

山田知子
i埼玉県立

蜉w助教
�j

山田知子
i埼玉県立

蜉w助教
�j

11

高齢者保健福祉
@　　（2）

w諶ﾒ生活支援
Tービスの体系

　高齢者の生活を支える保健福祉等のサービスについて在宅・
{設福祉等サービスの現状を福祉現場の実態分析を含めて概観
ｵ、サービスの種類、量と質について考察する。

同　上 同　上

12

高齢者保健福祉
@　　（3）

ﾛ健・医療等と

沁モﾌ連携

　在宅、施設を問わず、豊かな高齢期の生活を支えるための福
モ笊ﾛ健等のサービス体制をどう構築するか、保健と福祉・医
ﾃの連携、相談体制のあり方等について考える。介護保険法に
薰ﾃく要介護認定、介護計画立案からサービス提供という流れ
�ﾇいながら、高齢者の生活自立を支えるサービス提供のあり
福�lえる。

同　上 同　上

13

消費者としての高
諶ﾒの保護・高齢
ﾒの当事者運動

　高齢者福祉の新しい展開のために高齢期は身体的低下のみな
轤ｸ、精神活動の低下にみまわれることもある。消費者として
ﾌ高齢者をどう守るかについて検討する。また、高齢者自身が
ﾝずからの権利を守る活動・運動を展開する動きもある。高齢
ﾒ自身の活動・運動を取り上げながら、当事者運動としての可
¥性を考える。

同　上 同　上

14
福祉人材の確保と
綠

　ソーシャルワーカー、ケアワーカーといった福祉の人材の確
ﾛ、養成について考える。高齢社会を支える福祉従業者はどの
謔､な環境のもとで働いているのだろうか。その多くは女性で
?驕B女性労働としての福祉労働の問題点を賃金、労働時間、
ﾙ用形態といった側面より考え、これからの人材の確保・養成
ﾌあり方をさぐる。また、専門福祉労働の周辺を支えるものと
ｵて、住民参加型サービスの担い手やボランティアについても
ﾓれ、より質の高い人材を確保するために何が必要であるか考
ｦる。

同　上 同　上

15
21世紀の高齢者
沁モﾌ展望と
ﾛ題

　超高齢社会に立ち向かい、すべての人の生き生きとした高齢
冾ﾌ生活を創り出していくためには、生産第一主義、効率主義一辺倒の社会システムを生活・人間中心のシステムへ転換して

｢く必要があるのではないだろうか。そのための変革の視点を
ﾆ庭生活、教育、労働といった側面より考える。今日の高齢者
沁モｪ抱える課題と解決のための方策を探る。

直井道子

R田知子

直井道子

R田知子
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＝地域福祉（’99）＝（R）

〔主任講師 大橋謙策（日本社会事業大学教授）〕

全体のねらい
　地域福祉は社会福祉における新しいサービス提供システムであり、実践方法である。地域福祉は社会福祉における地
方分権化を前提として、居宅における自立生活を支援する在宅福祉サービスを軸に、地域住民の参加を得て福祉コミュ
ニティを形成する実践である。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

社会福祉の変容・

ｭ展と地域福祉の
ﾀ体化

・社会福祉の歩みと地域福祉・高齢化社会の進展と家庭介護の社会化・障害者の自立運動とノーマライゼーション・子どもの発達保障と子育て支i援のあり方

大橋謙策
i日本社会

幕ﾆ大学教
�j

大橋謙策
i日本社会

幕ﾆ大学教
�j

2

1990年社会福祉改
vと市町村地域福
モﾌ時代

・社会福祉三法体制から六法体制へ
E1990年社会福祉関係八法改正と地域福祉の時代

同　上 同　上

3

地域自立生活の保
痰ﾆ地域福祉の考
ｦ方

・社会福祉の目的と自立生活のとらえ方・地域福祉の考え方と展開のあり方

同　上 同　上

4

在宅福祉サービス

ﾌ考え方と構成
v件

・在宅福祉サービスの考え方と入所型社会福祉施設・在宅福祉サービスの構成要件

同　上 同　上

5

在宅福祉サービス
ﾌ供給のあり方と
沂拒g織

・在宅福祉サービスの供給のあり方・在宅福祉サービス供給組織

同　上 同　上

6
在宅福祉サービ
Xとインフォーマ
泣Pア

・在宅福祉サービスの発展・住民の社会福祉意識・新しいライフスタイルの構築と「ゆとり型社会」の創造・高齢者の生きがいと社会参加

同　上 同　上

7
地域福祉の主体形
ｬと福祉教育

・福祉教育が必要とされる背景・福祉教育の発展と地域福祉の主体形式・福祉教育の理念

同上 同上

一287一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

ボランティア活動

ﾌ理念と活動の
¥造

・ボランティア活動の歴史的発展・ボランティア活動の構造

大橋謙策 大橋謙策

9

地域福祉推進
ﾌ制　　　　（D
ﾐ会福祉協議会の

摧O・と課題

・社会福祉協議会の歴史的変遷と区市町村社協の位置・区市町村社協の現状と今後の課題

同　上 同　上

10

地域福祉推進
ﾌ制　　　　（2）

ｯ生委員・児童
ﾏ員制度

・社会福祉にかかわる「制度ボランティア」・民生委員制度の歴史と法的根拠・民生委員の現状

同　上 同　上

ll

地域福祉推進
ﾌ制　　　　（3）
n域福祉推進の財
ｹと共同募金活動

・21世紀高齢社会における国民負担のあり方と地域福祉の推進・共同募金の歴史と今日的課題・国民負担のあり方と地域福祉推進における民間財源の確保の

同　上 同　上

12 社会福祉施設と
n域福祉

・「施設の社会化」論の変遷・施設の社会化と地域化・社会福祉施設の地域配置と住民参加

同　上 同　上

13

地域福祉実践の
菇@とコミュニ
eィソーシャル
潤[カーの資質

・社会福祉のパラダイム転換とコミュニティソーシャルワー
Jーの位置・コミュニティソーシャルワークの展開過程とコミュニティ

¥ーシャルワーカーの機能

同　上 同　上

14
地域福祉計画の
?阨福ﾆ策定方法

・地域福祉計画論の発展段階と今日的位置・老人保健福祉計画と社会福祉行政の計画化・地域福祉計画づくりの視点と枠組み

同　上 同　上

15
諸外国の地域福祉
ﾌ歩み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
E近代社会福祉制度の原点としてのイギリスにおける地域福祉
ﾌ変遷・アメリカの地域福祉の発展 同　上 同　上
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＝現代の貧困と公的扶助（’98）＝　（R）

〔主任講師．杉村　宏（北海道大学教授）〕

全体のねらい
　社会保障制度の根底を支える公的扶助について、その成り立ちと現代社会における役割を考える。わが国
の公的扶助は生存権を保障する生活保護制度であるが、この制度の役割や現状を、国民の生活問題としての
貧困と関連させて考えていきたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

「現代の貧困と この講座のテーマを「現代の貧困と公的扶助」とした理
公的扶助」の課 由について、貧困問題と公的扶助の現状と関わらせて説明 杉村　　宏 杉村　　宏

1 題 し、あわせてこの課題を考察するための視角を提示する。 （北海道大 （北海道大

一この講座のね 学教授） 学教授）

らいと考え方一

公的扶助とは何 公的扶助は社会保障制度の重要な構成部分であるが、
か 「社会保障の父」といわれたビヴァリッジの計画における

2 一社会保障にお 位置付けを手がかりに、社会保険との違いと関連、および 同　上 同　上

ける公的扶助の 所得保障にとどまらない公的扶助「実践」の課題について
位置と性格一 検討する。

近代公的扶助の 公的扶助制度の源流である救貧法の成り立ちと機能をイ
形成 ギリス救貧法の歴史を例に検討する。また19世紀末の労働

3 一貧困・貧困観 者生活における貧困の原因究明を通じて、救貧制度が改良 同　上 同　上

の変化と救済制 されていった経過を概観する。
度一

私たちは20世紀の前半に2度の大戦を経験したが、その
戦争と社会保障 反省と教訓の上に「人間らしく生きる」権利としての生存

4 一人間観の転換 権を獲得したと言える。失業と貧困を克服するための「戦 同　上 同　上

と生存権の具体 争国家」と「福祉国家」の争点を考える。
三一

戦前日本の救貧 明治維新以後、太平洋戦争の終結までのわが国の救貧：制
制度 度のあゆみとその特徴を、　「建前規則」とr救護法」の性

5 一わが国の救貧 格に則して考察し、その問題点をさぐる。 同　上 同　上

制度の歴史的性
格一

わが国の生活保護i制度は、生存権を保障することをその
目的にしており、そのための基本原理を規定している。原

6 生活保護制度の 理の背景と今日の社会状況における意義と問題点を考える。 同　上 同　上

目的と基本原理

生活保護制度の 生活保護法は、その実施に当たっての原則も規定してい
しくみと行政の るが、それは極めて柔軟な構造を保障するものとなってい

7 役割 る。こうした制度を生かすための行政の役割と責任につい 同　上 同　上

一柔軟な構造を て検討する。

生かす行政の責
任一
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 国民生活と生活
ﾛ　護　基　準

　生活困窮を測るものさしとしての生活保護基準の変遷を、
走ｯ生活の変化と関連させて考察する。また生活保護基準
ﾉよる生活の問題点と賃金水準や社会保障給付水準との関
A性についてもあわせて検討する。

杉村　　宏 杉村　　宏

9

生活保護行政の
ｮ向と被保護層一保護人員・世

ﾑの推移と問題
_一

　生活保護制度は国民生活に密接に関連しているから、そ
ﾌ動向は社会・経済の変化に敏感である。生活保護行政の
ﾏ遷と生活保護を受けている人々の動向を概観し、生活保
?s政の現状を考える。

同　上 同　上

10

要保護i層の生活

ﾀ態と生活保護
@　　　（1）
齊q世帯の現状
ﾆ生活保護

　生活保護を受給しているか否かを問わず、保護を要する
�ﾔにある人々＝要保護層の生活と生活保護の現状を考え
驕Bとくに近年「女性の貧困」が社会問題化しているが、
齊q世帯に焦点をあててその現状と生活保護における問題
�沒｢する。

同　上 同　上

11

要保護層の生活
ﾀ態と生活保護
@　　　（2）
zームレスの生
?ﾀ態と生活保
?s政

　最近大都市圏で「ホームレス」が社会問題化しているが、
ｱうした人々に代表される不定住的貧困層の実態と生活保
?ﾌ関係を、わが国の社会福祉の歩みとかかわらせて考察
ｷる。

岩田正美
i東京都立

蜉w教授）

岩田正美
i東京都立

蜉w教授）

12 生活保護の
{　設　福　祉

　生活保護は、在宅における所得保障の側面とともに、施
ﾝにおける社会福祉サービスの提供も行なっている。社会
沁ヮ{設の原点となっている保護施設の現状と課題を考え
驕B

同　上 同　上

13

ケースワーカー
ﾌしごと（1）
ｶ活保護におけ
骼ﾐ会調査

　生活保護に携わるケースワーカーの主なしごとは、生活
ﾉ困窮する人々の生活の場1ヒおもむき、保護の要否や程度、

ｶ活の建て直しにむけて何が必要かを調査し、援助するこ
ﾆにある。調査の意義や方法、留意点ついて考える。
i生活保護行政の一線で活躍しているケースワーカーにイ
塔^ビューをする）

杉村　　宏 杉村　　宏

14

ケースワーカー
ﾌしごと（2）
Pースワーカー
ﾌ専門性

　ケースワーカーの実践に必要とされる専門性について、
ｻ職のケースワーカーとともに考え、現状での問題点と今
繧ﾌあるべき姿をさぐる。 同　上 同　上

15 生活保護の
｡後の課題

　生活保護制度が、現代社会における公的扶助にふさわし
｢ものとなるためには、今後解決していかなければならな
｢課題がある。公平で公正な生活保護の実施のために改善
ｷべき課題を検討する。

同　上 同　上
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＝社会福祉の方法＝＝（TV）

〔主任講師
主任講師

茜襟群踏轟銀油紙劉

全体のねらい
　社会福祉の実践には、各種の専門援助技術が用いられている。本講では、各分野の主要な実践の展開例を
通して、援助に関わる専門職員の役割と援：助技術の内容を包括的に検討し、社会福祉についての理解を深め
ることをねらいとしている。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 社会福祉の
菇@とは

　社会福祉の各分野における多様な実践を概観するととも
ﾉ、社会福祉の専門援助技術の体系および内容について検
｢する。

三ツ重任ぬ
i放送大学

ｳ授）

R田知子
i埼玉県立

蜉w助教授）

三ッ木任一
i放送大学

ｳ授〉

R田知子
i埼玉県立

蜉w助教授）

2

児童福祉（1）～在宅子ども家

?Tービスの展
Jとソーシャル
潤[ク～

　子どもの未来21プランの基調には「子どもの権利条約」
ﾆr国際家族年の原則」がある。そして新たな理念として、
qどもと家庭（親）のウエルビーイングの促進が登場して
ｫた。新たに制度化されつつある「子ども家庭サービス」
ﾌ現状と課題について検討する。

高橋重宏・（日本社会

幕ﾆ大学教
�j

高橋重宏
i日本社会
幕ﾆ大学教
�j

3

児童福祉（2）～子どもの社会

I養護と子ども
ﾆ庭サービス～

　法律による子ども家庭サービスを支える資源（児童画、
ﾛ育所、養護施設、教護院、グループホーム、里親、情緒
瘧Q児短期治療施設）の現状を紹介し、これからの方向や
ﾛ題を検討する。

同　上 同　上

4

児童福祉（3）～子どもへの不

K切な関わりと
tァミリーサー
rス～

　法律によらない、自発的な民間の子ども家庭サービス
i自主保育、家庭養護i促進協会、虐待110番）を紹介し、
ｱれからの方向や課題を検討する。 同　上 同　上

5
障害者福祉
@　　　（D～地域リハビリ

eーションの展
J～

　総合リハビリテーションセンターによる地域リハビリテーションサービスの実際を紹介し、保健・医療・福祉の効

ﾊ的な連携のあり方を検討する。 三ツ木任一 三ツ木登一

6
障害者福祉
@　　　（2）～当事者による

ｩ立生活援助サービス～

　障害を持つ人たちが主体的に運営する自立生活センター
ﾌ活動を紹介しながら、自立生活運動の理念、自立生活を
xえる援助サービスのあり方を検討する。 同　上 同　上

7
障害者福祉
@　　（3）
`施設生活から
n域生活へ～

　知的障害者の施設生活から地域生活への移行をめざすリ
nビリテーションシステムと、さまざまな居住形態に応じ
ｽ地域生活援助の実際を紹介しながら、地域福祉のあり方
�沒｢する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

高齢者福祉 高齢者への生活援助、介護とは何かについて考える。特
（1） 別養護老人ホームにおける生活援助の実際にふれながら、

8 ～施設での暮ら 寝たきり痴呆性によって重介護を要する状況になっても、 山田知子 山田知子
し；をどう支える 人間としての尊厳を最後まで守られる援助の在り方とはな
か～ にかについて考える。

高齢者福祉 在宅福祉サービス、とくにホームヘルプサービスの実践
（2） を通して、高齢者の在宅生活を支える援助の在り方につい

9 ～住宅での暮ら て考える。高齢者の在宅での生活実態をどう把握するか、 同　上 同　上
しをどう支える 日常生活行為の自立状況や家族関係、生活リズム、昌昌：境
か～ 等を視野にいれながら、在宅での快適な生活を営むために

どのような援助が必要とされているのかについて考える。

高齢者福祉 情報の一本化、ニーズの掘り起こし、保健と福祉の統
（3） 合、医療との連携、そして迅速な問題解決等について、行

10 ～地域で支える 政の相談窓口に焦点をあてながら考える。また、地域住民 同　上 同　上

高齢者の暮ら による高齢者への生活援：助、見守り活動の実際を通して、
し～ 地域の人々によって高齢者の暮らしがどう支えられている

か、地域に根付いた住民の活動の在り方について考える。

社会保障の一環として、生存権保障の観点から重視され
公　的　扶　助 ている公的扶助、とりわけ生活保護制度について、そのあ 大澤　　隆 大澤　　隆

11 ～生活保護制度 らましや利用手続き等とともに、豊かな社会と言われる今 （東洋英和 （東洋英和

をめぐって～ 日にどのような社会的意義をもつのか、その制度の役割や 女学院大学 女学院大学
機能、課題等について学習する。 教授） 教授）

ケースワークやグループワークに対して間接援助として
地　域　福　祉 位置づけられる地域援助とは何かを、コミュニティーワー 田端光美 田端光美

12 （1） クの歴史と概念から検討する。具体的には「地域組織化」 （日本女子 （日本女子

～地域援助の方 「福祉組織化」の活動を通して、高齢社会における地域支 大学教授） 大学教授）

法～ 援ネットワークの課題を考える。

地　域　福　祉 地域福祉を構成する住民参加の意義と方法を検討し、参
（2） 加型福祉と言われる在宅福祉サービスの実践を学習する。

13 ～住民参加と また、ボランティア活動の現代における意義と活動類型を 同　上 同　上

ボランティア活 分析し、地域福祉を推進する実践のあり方を考える。
動～

高齢化社会の到来等の中で、社会福祉が国民的、普遍的
福　　祉　　の 課題として登場し、その担い手が多様化し、かつ専門的職

14 マ　ンパ　ワ　一 業として期待されている。そこでこれらのいわゆるマンパ 大澤　　隆 大澤　　隆
ワーの現状や課高等について、その制度的動向や養成の状
況、問題点等を学習する。

社会福祉の方法 社会福祉の方法についてのこれまでの学習を総括して、
の課題と展望 優先的に取り組むべき課題を検討するとともに、21世紀に 三ツ木任一 三ツ木三一

15 ～ぬくもりのあ 向けての社会福祉の方法のあり方を展望する。
る社会の創造と 山田知子 山田知子
社会福祉実践～
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＝世界の社会福祉＝（TV）

〔主任講師：松村祥子（放送大学教授）〕

全体のねらい
　世界中の多くの国で児童、障害者、高齢者、低所得者等に対する社会福祉活動が公私の領域で実施されて
いる。産業化によって拡大した生活問題の緩和の為に社会福祉十方法を使うことは、20世紀の社会的合意と
言える程広く多様に普及してきた。本講義では各国の問題状況の把握と福祉方法・課題の国際比較をし、我
々が直面している福祉改革の大波を乗り切る方向を探りたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

広い意味での社会福祉制度を何らかの形で有する国は約
150ヵ国に達している。先進工業諸国では、介護や保育等
に代表される社会福祉サービスがすべての人々の広範な生 松村群子 松村鮮子

1 世界の社会福祉 活領域で不可欠なものになっている。開発途上国では、飢 （放送大学 （放送大学

の現状 餓や疾病等に対する社会的援助が強く求められている。相 教授） 教授）

互依存の高まる国際社会の中で、地域的固有性と国際連関
性を併せ持つ社会福祉の現状を世界地図の上に示したい。

長い歴史の中で積み重ねられてきた社会的生活支援の為
の実践活動は、一般的には選別的で治安維持的なものから
普遍的で権利擁護的なものに変化してきている。19世紀末 同　上 同　上

2 世界の社会福祉 から20世紀初頭の欧米諸国から広がった「近代的社会福祉
の歩み 」の理念、対象、方法等が何故、どんな経路で、どのよう

な変容を伴いながら世界中に広がったのか。社会福祉の世
界史年表から検討してみたい。

自立援助型といわれるアメリカの社会福祉の特色を、歴
史と社会の全体像の中から描き出す。経済規模、人口数、 平山　　尚
文化的多様三等で世界有数のアメリカでは、人種問題、エ （テネシー 平山　　尚

3 アメ　リ　カの イズ患者の発生、薬物中毒の蔓延、暴力の過激化等の社会 大学副学長） （テネシー

社　会　福　祉 福祉課題が増大している。社会福祉政策のみならず実践技 大学副学長）

術レベルでも新しい方策が要請されている状況を明らかに 武田　　尤
する。 （テネシー

大学研究室
員）

社会福祉の世界的最前衛としてのこの国では、どのよう
なプロセスで高い質量の社会福祉活動が生み出されてきた
のか。スウェーデン社会の構造とそこに暮らす人々の生活 外山　　義 外山　　義

4 スウェーデン 文化等も含めて検討したい。高福祉高負担型の福祉施策は （京都大学 （京都大学

の社会福祉 、福祉サービスに対する社会的責任と個人の権利意識に支 教授） 教授）

えられ、社会福祉の内実を豊かにしてきたが、現在では、
経済や政治状況の変化とどう調和させていくかの課題解決
も不可避となっている。

フランスの社会福祉活動の実働はアソシアシオンといわ
れる非営利組織によって担われている。年金、医療、家族
手当の運営機関である社会保障金庫や行政組織とともにユ 松村詳子 松村詳子

5 フ　ラ　ンスの ニークな体系の中で多元的で柔軟性のある社会福祉が実現
社　会　福　祉 されている。　r社会的連帯」をキーワードとするフランス

の状況を、20世紀初頭からの高齢化の進展や第二次大戦後

のヨーロッパの国際的地位の変化をも視野にいれながら示
してみたい。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

全人口の27％が貧困状態（1988年タイ政府統計）にあり、
低所得者への援助活動はタイの社会福祉の中心課題である。
特に急激な経済開発の影響を受けた農村地帯では、経済的
貧窮だけでなく棄児や虐待等の児童問題、また売春や海外 高嶺　　豊 高嶺　　豊

6 タイの社会福祉 出稼ぎ等の女性問題そして家族的にも社会的にも安心でき （国連障害 （国連障害

る生活支援を受けられない高齢者、障害者問題が拡大して 者問題担当 者問題担当
いる。伝統的な生活様式の崩壊が進み、それに代わる新し 官） 官）

い生活保障が未確立な中で模索される社会福祉の現状と課
題を考究する。

国民所得水準の上昇の陰で、人々の生活不安は高く、特
にこれからの高齢社会への危惧は老後生活への不安を80％
の人がもっている（1989年総務庁調査）ことからも分かる。
第二次大戦後50年間に急速に発展した日本の社会福祉は、
国際的にみるとどんな水準にあり、どのような特徴を持つ 松村祥子 松村祥子

7 日本の社会福祉 ているのだろうか。他の先進工業国と比べると、貧弱な児
童手当や家族依存型の在宅福祉、そして厳しい資産調査を
伴う公的扶助等の「後進性」と全国一斉に取り組まれてい
る老人保健福祉計画などの「先進性」が混在する状況とそ
の問題性を浮き彫りにする。

生涯の基礎形成期である子ども時代のあり方は、それぞ
れの社会特性の象徴でもある。児童観の変遷をみると、子
どもを親の私物聾したり、未来の労働力としてのみ期待し
たりする段階から、子ども自身の成長・発達を第一義とし

8 子どもの成長と て家族と社会が協力する段階へと移行してきている。しか 同　上 同　上
社　会　福　祉 し各国の児童福祉の実際の状況は、「子どもの最善の利益」

からはほど遠い施策や活動も少なくない。ここでは保育
サービスなどの比較を中心に各国の共通点と相違点をみて
みたい。

先進工業国のみならず、世界中の多くの国で人口の高齢
化が進んでいる。高齢期の生活費の確保や介護ニーズへの
対応の仕方は、各国の高齢者観によって異なっている。ま
た障害を持つ人の自立と社会参加を促進するための社会的

9 高齢者、障害者 支援策も施設福祉から在宅福祉、地域福祉へと広がってき 同　上 同　上

と社会福祉 ている。

各国の高齢者、障害者への社会福祉活動の大きな推進力
となった国連国際年の影響等も含めて、世界的動向を考察
したい。

多くの国の社会福祉は、貧困対策ことに生活物資の欠乏
による生活破壊を予防したり緩和することから始まったと
いっても過言ではない。先進工業国では、経済開発による
一般的生活水準の上昇によって絶対的貧困は減少する傾向

10 貧困と社会福祉 にある。しかし階層間の貧富格差や地域間で異なる貧困問 同　上 同　上

題（過疎、過密地区の貧困や、国際的関係によって引き起
こされる貧困等）が拡大している。日本の生活保護制度に
相当する最低生活保障システムの各国の状況について検討
する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

社会福祉の形態や機能は、家族、地域の生活相互扶助力
と大きな関係がある。世界の家族の状況はその規模（平均
世帯人員2人から7人の幅）と所在（都市人口割合90％か
ら5％の差）だけみても多様性に富んでいることが分かる。

11 家族、地域と 概して産業化が進むと家族間、地域間の生活相互扶助力は 松村三子 松村群雲
社　会　福　祉 低下し、社会福祉等の社会的生活支援策が拡大する。しか

し実際には各国の生活文化や社会政策のあり方も影響し独
自の関係を生み出している事等を示しながら、それぞれの
国の問題点と課題を明らかにする。

すべての人の「健康で文化的な生活」を目的にする社会
福祉活動にとって、保健医療の充実は基礎的条件である。 k

また、疾病予防や早期回復のためには適正な社会福祉活動
が不可欠である。人々の生活の中では車の両輪ともいえる 平山　　尚 平山　　尚

12 医療と福祉の 医療と福祉が、縦割り行政や関連職間の連携不足のたあに、
連携 サービスの欠落、重複、過剰等種々の問題を発生させてい

る。何故連携が必要なのか、どのような形の連携が望まし
いのかについてアメリカの事例を参考に述べてみたい。

「施設ケアから在宅ケアへ」というのが、近年の社会福祉
の方向となっている。　「住み慣れた家で暮らし続けたい」
という高齢者や障害者の希望も強く、又社会的保護を要す
る子どもにとっても安全でプライバシーの保てる生活環境 外山　　義 外山　　義

13 社会福祉と生活 としては個別住居が望まれている。社会福祉サービスの供
環境 給拠点としての施設と在宅それぞれの特徴を点検しながら、

供給サイドと利用サイド双方の社会福祉環境形成のあり方
を追求したい。

多くの自由主義諸国では、民間社会福祉と公的社会福祉
は平行して存在し、相互補完的にその役割を果たしてきた。
第二次大戦後のヨーロッパ諸国を中心に社会福祉の基礎的
部分での公的責任性や専門性が強調されてきたが、1980年

14 社会福祉の 以降は民活化やボランティア活用の推進が一つの流れと 松村祥子 松村祥子
組織化 なっている。

財政難、マンパワー不足、組織運営の非効率白州を克服
するために試行されている各国の福祉改革の状況を示しな
がら、利用者にとっての最良の途を探りたい。

社会福祉が真に人々の生活支援策として機能するために
は、国際的に普遍化された課題と各国固有の社会状況から 松村鮮子
生じる課題の双方向的取組みが必要であろう。また、公的
福祉施策のフレームと社会福祉活動実践の方法・技術がお 同　上 平山　　尚

15 今後の社会福祉 互いに密接な連絡を取りながら、同時にそれぞれが自律し

の課題と展望 た活動体系の下で発展しなければならない。本講義で取り 外山　　義
上げた各国、各領域の社会福祉状況を踏まえて今後の方向
を展望する。
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高齢社会の生活設計＝（R）

（圭騰臨翻將綴獣拳雛1〕
全体のねらい
　生活水準の向上、社会保障の発達、医学の進歩などによってもたらされた「個人の長寿化」と「社会の高
齢化」は、人間の能力と活動の可能性を広げ、人の生き方や社会のあり方を変化させている。高齢社会では、
絶対的にも相対的にも急増する高齢者への対応にとどまらず、社会経済の総合的なシステムの転換も含めた
全国民的課題としての生活設計が必要とされている。
　本講義では、高齢社会の諸相をできるだけ正確に描写し、そのような社会において、各世代の人はいかな
る生活課題を有し、その解決のためにはどんな生活設計が必要であるのか。そのための情報を可能な限り適
切に提供することをめざしている。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講＝師　名

（所属・職名） （所属・職名）　　　　　k

高齢人口の増加と年少人口の減少を特色とする高齢社会
では、生活様式の個人別化や多様化が進み、それに付随し
て現れる様々な生活問題への個人的、社会的対処が必要と
なってくる。特に、生産・開発主義優先の高消費型社会か 松村群子 松村詳子

1 高齢社会とは ら、自然と人問生活の調和をはかる新しい生活原理と社会 （放送大学 （放送大学

システムが求められている。 教授） 教授）

加齢変化の内で萎縮性退行性の性格を持つものを老化と
いう。遺伝子的にプログラムされた一次性老化と、環境化 鬼頭昭三 鬼頭昭三
因子などによって左右される二次性老化に分けられること （兵庫大学 （兵庫大学

が多い。脳という肉体の老化の結果として心理的精神的変 教授） 教授）

2 高齢者とは 化が起こる。細胞、組織、臓器、個体にとっての退行性の
機能低下としての老化は、高齢に至って初めて現れるもの 仙波純一 仙波純一
ではなく、ヒトでは20才の頃一斉にスタートし、その後絶 （放送大学 （放送大学

えず進行するプロセスである。その結果としての高齢者の 助教授） 助教授）

肉体的、精神的変化について述べる。

高齢社会における長寿化と少子化の現象が個人の家族的
関係のあり方にもたらす変化として、①親子関係の長期化
（半世紀にわたる親子関係）、②家族内における親子関係

の単純化（特定化）、③家族関係の多世代化の3点をとり 嶋焙尚子 嶋暗、尚子
3 家　族　生　活 あげ、諸統計をもとに述べる。また未婚化・子どもをもた （放送大学 （放送大学

ない夫婦の出現との関連から家族外生三者の増大について 助教授） 助教授）

もふれる。

生涯発達、自己実現に資する家庭経営上の課題を、①生
活標準化作用を受けやすい高齢世帯、②就労引退と家庭経
営、③高齢者介護サービス、④世代の違いによる自己形成 清野きみ 清野きみ
力（家庭経営技術と生活目標）、⑤世代間・次世代間平等 （北海道教 （北海道教

4 家　庭　経　営 からとりあげる。 育大学名誉 育大学名誉
教授） 教授）

高齢者の社会参加について、就労・地域活動という面か
ら考える。高齢者の就労実態、シルバー人材センターや老
人クラブの活動、高齢者協同組合などの新しい取組を紹介 山田知子 山田知子

5 社　会　参　加 しながら、高齢者自身が地域社会の新しい担い手としてど （埼玉県立 （埼玉県立

う社会とかかわっていくか、これからの高齢者の社会参加 大学助教 大学助教
のあり方を考える。 授） i授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

衣服は人の外観を造るものであるところがら、人々の商
品選択には、衣服の外観的品質に重点が偏りやすい。快適
な生活の創造に向けての商品選択や消費者要求のあり方に 酒井豊子 酒井豊子

6 衣　　生　　活 ついて、衣生活を中心に考える。 （放送大学 （放送大学
教授） 教授）

高齢社会において、特に高齢者は健康であることが老後
の幸せの鍵になるといっても過言ではなかろう。健康で長
寿を全うするためには青年・成人期、いや発育期からの適 今井悦子 今井悦子

7 食　　生　　活 切な食生活が不可欠である。この章では、健康な高齢期を （放送大学 （放送大学

迎えるために大切な、発育期からの食生活設計を概説する。 助教授） 助教授）

高齢社会における諸問題のかなりの部分が、住まいの問
題に起因するといって過言ではない。そして住まいの問題
は、結局のところ高齢者家族のあり方と密接な関わりを持 本間博文 本間博文

8 住　　生　　活 つことも自明である。住まいを通して今後の高齢者の家族 （放送大学 （放送大学

の動向を考察し、その結果に基づいた住宅改善の方向を探 教授） 教授）

る。

①余暇と余暇活動の意味づけ、②余暇活動の実態、③高
齢者と余暇活動（実態と希望）、④高齢者と運動（老化と
運動、高齢者のトレーナビリティ）、⑤高齢社会における 渡邉　　融 渡邉　　融

9 余　暇　活　動 スポーツ （放送大学 （放送大学
教授） 教授）

老年期になると、心身ともどもいろいろな病気にかかり
やすくなる。統計的にみても、ガンや心筋梗塞による死亡
が増え、脳では脳梗塞や老人性痴呆などが始まり、一部の 仙波純一 仙波純一

10 医　　　　　療 疾患については、現在でもその進行が不可逆である。本章 （放送大学 （放送大学

では老年期に特徴的にみられる疾患とそれに対する医学的 助教授） 助教授）

な対策を述べるだけでなく、社会的な観点から医療あるい
は福祉制度としての老人医療を考えてゆく。

高齢社会の社会福祉は、高齢者の福祉にとどまるもので
はない。だれもが必要に応じて福祉サービスの受け手にな
ることからも、すべての国民に共通する生活課題なのであ
る。エンゼルプラン、新ゴールドプラン、障害者プランを 三ツ木任一 三ツ木霊一

11 社　会　福　祉 中心として、生活者自身が主体的に参加する、権利として （放送大学 （放送大学

の社会福祉のあり方を検討したい。 教授） 教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

高齢社会は高齢者だけの問題ではない。社会全体が成熟
し、変容していく過程で、高齢者の比率が高まるという現 古谷　　博 古谷　　博

12 生　ま　れ　る 象が顕在化してくる。新しい生命を、社会としてどのよう （昭和女子 （昭和女子

に保障するのか、わが国の今後の社会に与えられた重大な 大学講師） 大学講師）

課題である。

人生100年87万3600時間を、人間の発達と生活
の安定のためにどう配分すればよいのだろうか。生活費、

13 生　　き　　る 生活時間、生活空間、生活意識の変化をたどりながら、我 松村祥子 松村祥子
々の置かれている生活環境の特徴を明らかにするととも
に、そこで生きることの積極的意味を考察してみたい。

人は、死を意識しながら生きている唯一の生物である。
細胞の死、固体の死はそれぞれ固体の保持、種族の維持の

14 死からみた生 為に必要な合目的現象である。主として生物学的立場か 鬼頭昭三 鬼頭昭三
ら、細胞死及び固体死の持つ意味について論じ、それを基
盤として、ヒトの死のもつ社会的、文化的意義についても
論じる。

高齢社会を暗くて、展望の持てない深刻な社会が到来す
ると考えるのは聞違いである。各回の講義内容を踏まえ 鬼頭昭三 鬼頭昭三

15 高齢社会の て、日常生活の各分野にわたって普段から目標を立て、自 本間博文 本間博文
生活設計 助努力を怠らず、なおかつ充実した公的な支援体制を整備 酒井豊子 酒井豊子

することによって、国民等しく豊かな老後を過ごすことが 松村祥子 松村祥子
出来るような未来社会のあり方を考える。
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＝家族と生活ストレス（’00）＝．（R）

〔主任講師 石原　邦雄（東京都立大学教授）〕

全体のねらい
　ストレス社会とも呼ばれ、変化の激しい現代社会にあって、また、世紀の転換期の不透明さに不安が広がるなかで、
人々は家庭や家族に「安らぎ」や「よりどころ」そして愛情を求めている。しかしながら、家族自体も変化している現
実があり、人々の期待は容易に満たされるものとはいえない。この講義では、今日の家族が、さまざまなストレス状況
にさらされ、ある場合には自らストレスを生み出しながら、それに立ち向かって生活していくありさまと、そこに働く
諸要因についてとらえ、現代家族の弱さと強さを考えてみたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

1，家族論入門

ﾆ族の問題性と家
ｰの社会学

　社会的事件が起こるたびに家族が問題にされる。核家族化、
ｭ子高齢化、女性の変化のなかで家族はどうなるのか。世紀の
]換点で、人々は不安を抱え、家族をよりどころにしようとす
驍ｪ、家族自体にも問題が起きていそうだ。そこでのキーワー
hは、家族の個人化と多様化といわれている。家族の問題性
�A社会学ではどのように捉えようとしているか。

石原邦雄
i東京都立

蜉w教授）

石原邦雄
i東京都立

蜉w教授）

2
変動する社会と家

ｰ

　戦後50年後を経て、日本社会も大きく変化してきたし、今
冾ｳらに変化しようとしている。産業化、都市化、民主化から
Xに、国際化、情報化、脱中心化への変化が進むなかで、家族
ﾌありようはどのように変化しつつあるだろうか。家族の、形
ﾔ、機能、価値意識の面での変化を押さえておこう。

同　上 同　上

3
家族の内部過程と
宴Cフサイクル

　家族を捉えるには、いくつかの次元がある。ここでは、ミク
克ﾐ会システムとしての家族を、位座と役割の動態として捉え
驕B更に、家族時間とも呼ばれる家族独自の変化過程であるラ
Cフサイクルと生活構造の展開を見よう。

同　上 同　上

4

II．生活ストレス

ﾆ家族ストレス

ｶ活ストレス

　日常用語としても使われているストレスという言葉を、学問
Iに捉えなおし、ストレスモデルとして確定する。この見方に
ﾖ連するストレッサー、ライフイベント、対処・適応などの基
b用語も解説しておこう。

同　上 同　上

5
家族ストレス論

ｬ史

　ストレスモデルの家族への適用としての家族ストレス論と
ﾍ、どのようなものであり、どのような背景のなかで成立し、
ｭ展してきたかをR。ヒルの業績を中心に概観する。

同　上 同　上

6
家族ストレス論の

W開

　ヒルによって確立された家族ストレス論の継承発展を、H．
P．マッカバンの2重ABC・Xモデルを中心に解説し、理論
Iな理解を深める。

同　上 同　上

7

皿．ライフイベン
gと家族危機

蜊ﾐ害の被災家族

　家族ストレス研究で早くから取り組まれ、日本でも各種の研
?ｪ行われている、自然災害の場合を中心に、多くの家族を巻
ｫ込んだ、地域的な環境の急変にさらされた家族の場合を検討
ｷる。

同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8
不況・失業と家族

ﾌ困難

　これも家族ストレス論の成立に関連の大きかった、大恐慌の
烽ﾆでの家族生活の困難と、それへの対応過程を、今日の不況
ﾆも重ね合わせながら見ていく。

石原邦雄 石原邦雄

9
難病・障害者と家

　家族メンバーの一人が回復の困難な難病や障害を持つことに
ﾈった場合、家族は扶養者としてどのようにしてその困難に対 同　上 同　上

族
処していくか。精神障害を中心に研究例を見ながら考える。

IV．日常生活のな 前の3つの章が生活の激変を扱っているのに対して、この後
かの家族ストレス の章では、より日常的な状況の中で生じるストレス問題を考え

10 る。この章では、職業生活を契機に生じる家族のストレス状況 同　上 同　上
職業生活と家族生 として、単身赴任・出稼ぎ、妻二母の就業変化などを取り上げ
活の葛藤 る。

家族のライフサイクル展開の主要な要素といえる子どもの成

11
子どもの成長と家
ｰ関係の危機

長発達は、これに伴う家族関係の変化とともに混乱を生じさせ
驕Aもっとも一般的な家族のストレス状況として押さえられ

同　上 同　上

る。

家族規範が揺らぐなかで、なお多くの家族が高齢者の扶養を

12
高齢者の扶養と家
ｰストレス

実際に担っており、寝たきり、痴呆といった症状にとどまら
ｸ、世代間の扶養関係は、親族関係も巻き込んで家族生活上の

同　上 同　上

困難を生じさせる大きな問題であり続けている。

離婚の増加、　「家庭内離婚」など夫婦関係をめぐるトラブル

13
夫婦関係のトラブ

は家族生活の基礎を揺るがすものである。欧米型の家族モデル
�ﾌ用したが、必ずしも確立したとはいえないうちに、長寿化 同　上 同　上

ル
や女性の社会進出が進むなかで夫婦関係の意味づけも、トラブ
ルのありようも変化している。

V．展望と課題
　ストレスモデルで、家族生活の困難状況とそこでの動態を捉
ｦる試みは、どの程度成功したか。理論的に残されている課題

14
理論上、実践上の

ﾛ題

はどのようなものか、また、家族に関する政策およびストレス
�ｵ下の家族への援助プログラムへの応用可能性はどのように
lえられるか。

同　上 同　上

15
ストレス論から見
ｽこれからの家族

　家族が大きく変化しつつあり、家族の捉え方も多様化してい
驍ﾈかで、ストレス論による家族分析を通して、これからの家
ｰ像をどのように描けるだろうか。

同　上 ＼同　上
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＝生活者の経済（’00）＝（R）

〔主任講師 御船美智子（お茶の水女子大学大学院助教授）〕

全体のねらい
　個人が経済社会と関わる際、労働者、消費者、債権、債務者、納税者・社会保障受給者など、さまざまな経済的側面
をもつ。貨幣経済の中では経済人として行動したり、家庭や地域の生活を営み経済活動をする。個人の生活と経済との
関係を認識し、経済社会において生活者が主役となる経済のありかた一生活経済を検討する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

生活者の経済一

ｽのための経済発
Wか

　経済発展が必ずしも生活の豊かさの実現につながらないのは
ﾈぜか。従来の経済指標を整理し、それが何を示す指標なの
ｩ、経済成長政策と生活の豊かさはどのような関係かを明らか
ﾉし、持続可能な豊かな生活を実現する経済のあり方と、その
�盾�沒｢する。

御船美智子
iお茶の水

落q大学大
w院助教授）

御船美智子
iお茶の水

落q大学大
w院助教授）

2
生活・くらしと経

ﾏ

　生活・くらしとは何か、生活の主体、構造、要素、プロセス
�T説する。また、生活の経済的側面を抽出し、生活と経済の
ﾖ係を相対化する。生活の豊かさとは何か、ものの豊かさと心
ﾌ豊かさを対立的にとらえる考え方は妥当かを検討する。

同　上 同　上

3
現代社会と経済主
ﾌとしての生活者

　現代経済の構造と特徴を示し、生活者が経済主体となる条件
�lえる。また、生活者は複雑化する経済社会からどんな影響
��ｯているのか、生活者の行動がどのように経済社会のあり
福�綷?ﾃけているのかを、経済構造・循環の中に位置づけて
ｾらかにする。

同　上 同　上

4
生涯生活とリスク
ﾆ経済

　生涯にわたり生活資源、生活リスクをどのようにマネージメ
塔gするのか、資源管理の方法を概説する。貨幣管理に関わる
茁?ﾆ支出、資産・負債高の定義と分類、内訳、各の意味と関
Aをとらえ、フローとストックの概念、関係、経済取引、貯蓄
ﾌ役割を把握する。

同　上 同　上

5
個計・個人の経済
ﾆ家計・家庭経済

　個人は自ら経済活動をするとともに世帯を形成して共同生活
�cむ。複数の個人が、なぜ、どのように家計・家庭経済を形成
ｷるのか、家計や家庭経済の構造と変化を示す。家庭経済内部
ﾌ個人間の経済的平等とは何か、ジェンダー、家族共同性との
ﾖ係を検討する。

同　上 同　上

6
政府・財政と国民・

s民

　生活と財政との関係を現実的、理論的に整理し、最低生活保
瘁A福祉国家における国民と財政との関係強化を検討する。ま
ｽ納税、社会保険料納付、社会保障給付受給、社会福祉サービ
X等をめぐる問題点を探り、中央・地方政府や財政と国民・市民
ﾌあり方を考える。

同　上 同　上

7
市場と物価・利子

ｦ

　生活者にとってのものやサービスの価格、お金の「値段」に
ﾂいて考える。価格決定のメカニズム、消費者物価指数の対象
竡d組み、消費者物価の推移、消費者物価地域差指数、制度へ
ﾌ利用、内外価格差の考え方、利子率の種類や決定のメカニズ
?A推移を示す。

同　上 同　上

一303一



執筆担当 放送担当
回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

消費とは何か、消費構造を把握し、生活者ニーズと消費と関

8
消費社会と生活者

ﾌ消費

係、消費の意味、位置づけを検討する。消費のメカニズム、消
?ﾌ環境や条件、サービス化などの消費の動向、消費に関わる
竭闢_を整理し、持続可能な消費社会のあり方、実現のための

御船美智子 御船美智子

制度を考える。

個人は様々な金融商品やサービスを購入したり、消費者信用
や、ローンを利用したり、経済取引の決済手段として金融との

9 金融と生活者 関係を深めている。国際化する金融市場、自己責任原則の下で 同　上 同　上
の、新しい金融の在り方、そこでの生活者、取引の主体性につ
いて考える。

生活学の空間的基礎である住宅、次の世代育成のための教育

10
住宅、教育・扶養
ﾌ経済

は、生活経済上、重要な課題であり、その経済的負担が最も大
ｫい。住宅水準、教育水準、住宅費と教育費の現状を把握し、
Z宅費や教育費に関する政策や制度的仕組みの在り方を検討す

同　上 同　上

る。

市場とは異なる仕組みの中で行われてきた贈与・受贈の慣習や

11
贈与・受贈と儀式・

ｶ化の経済

儀式・文化は生活経済上重要な課題である。交際費、結婚や葬儀
ﾌ市場の拡大、家族、価値観の多様化、市場、慣習の変化によ
髏Vしい方向性などの現状と問題点を検討し、経済との関わり

同　上 同　上

を考える。

仕事、労働、家事、ワーカーズ・コレクティブの活動、ボラ

12
生活者と労働と家

ンティアなど、個人の働き方とその組織、環境の多様性、問題
_を示す。個人が働く理由、社会的な意味、ペイドワークとア 同　上 同　上

事
ンペードワークの違いを明らかにし、職業とジェンダー、働く
条件などを考える。

生活に関わる経済は、市場経済、公共経済だけでなくボラン

13
ボランタリー経済
ﾆ生活者

タリー経済が重要な役割をはたしている。ネットワーク、コ
~ュニティ、共同性、相互性、NPOなどボランタリー経済の
賰b概念を整理する。また実例を検討しその問題点、制度的枠

同　上 同　上

組みを考える

生活における情報の意味を明らかにし、なぜ情報化が進むの
か、どのように情報化が進展しているのか、情報化の進展はど

14 情報と経済社会 のような情報経済社会を形成しているのか、その問題点と解決 同　上 同　上

のための制度を検討し、生活者のための情報経済社会の在り方
を考える。

生活環境と経済の関係、生活者の立場からみた環境問題を整
理し、その構造、要因を示す。また、生活環境問題を解決する

15 生活環境と経済 ための制度と経済のあり方、生活者の行動、それを支える考え 同　上 同　上

方や、環境家計簿など具体的な取り組みを検討し、生活者の経
済を展望する。
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＝現代モード論（’00）＝＝（TV）

主任講師〔
主任講師

翌苗藷そ畿炎鞍援；〕

全体のねらい
　モードは、単に衣服デザインの形態上の主張ではなく、人が自らの身体をいかに把握し、他者との関係の中でいかに
表現するかの問題である。本講義では、なぜ衣服を着るかという基本的な問いからはじめて・近代の消費社会のなかで
いかにしてモード現象が発生したかを考察する。さらに、19世紀後半のフレデリック・ワース以来の代表的なデザイ
ナーの足跡をたとることで、20世紀モードがいかなる問題軸を中心に展開され人々の生活に浸透していったかを検証す
る。そしてこれからのモードがどのような方向へ向かうことになるかを検討したい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
なぜ衣服を着る
ﾌか

　衣服の機能に関する3つの立場（生理学、人類学、社会学）か
轤ﾌ説明を紹介しつつ、現代人にとっての衣服がおもに社会的
ﾈ機能を軸にすえているとの理解を深め、モード現象の意味を
lえるうえで何が重要であるかを検討する。ファッション、
a[ド、流行などの用語についてもふれる。

北山晴一
i立教大学

ｳ授）

北山晴一
i立教大学

ｳ授）

�莓L子
i放送大学

ｳ授）

2 近代消費社会の
a生

　モード現象が人々の社会生活に浸透するためには、第1に人々
ﾌ生活水準が生存維持の段階から人生享受の段階へと上昇する
ｱと、第2に人々の身体感覚が2つの方向（内面的身体と身体の
ｼ者性の発見）で広がりを獲得すること、第3の要因としてメ
fィア化社会の進展が必要こと、等について考察する。

同　上 同　上

3 現代モードの源流

　パリは現代モードの発祥地といわれるが、どのような経緯で
ｻうなったのか、19世紀後半の巨大消費都市パリにおける衣服
�ﾟぐる諸状況（既製服の誕生、デパートの発明、流行の一般
ｻなど）を、当時の社会的、文化的、経済的、技術的な変化を
m認しながら考察する。

同　上 同　上

4 20世紀モードの
竭闔ｲ

　何が20世紀モードの中心軸だったか。モード現象が平等志向
ﾐ会の出現とそこにおける差異化への欲求に支えられているこ
ﾆ、近代モード現象の進展のなかでどのような差異が消滅し、
ﾇのような差異が主張されるようになったかといった問題を、
K級とモード、性差とモード、身体の束縛と解放などの事柄を
ｲに考察する。

同　上 同　上

5

20世紀モードの
`険者たち（1）
tレデリック・ワースと

Iートクチュールの

ｭ明

　前半でオートクチュールの歴史と現在を簡単に紹介したの
ｿ、19世紀後半（第二帝政期）のパリで活躍しオートクチュー
汲ﾌ創始者とされるフレデリック・ワースの生涯と仕事を詳細
ﾉ辿ることにより、当時のパリ市民と「上流階級」の衣生活の
ﾍ様、オートクチュール発生の歴史的条件、現代的意味等を調
ﾗる。

同　上

@　’

同　上

6

20世紀モードの
`険者たち（2）
|ール・ボアレと

Wヤポニズム

　20世紀モードはポール・ボアレとともに始まるといわれる。
潤[ス流の豪華三三だが重いフォルムを排してなんとかして女
ｫの身体のシルエットと動きを表現する必要から、ボアレはコ
泣Zットを必要としないドレスをつくるにいたった。ボアレと
Wャポニスムへの関心、アメリカ市場の開拓についてもふれ
驕B

村田仁代
i大分大学

赴ｳ授）

北山晴一

ｺ田仁代
i大分大学

赴ｳ授）

7

20世紀モードの
`険看たち（3）
}ドレーヌ・ヴィオ

lと永遠のドレス

　マドレーヌ・ヴィオネは20世紀モードを造形面で革新した。
Vャネルほど知名度はないが、現代デザイナーたちがヴィオネ
ﾉ言及するのはなぜなのか。流行に距離をおき女性の身体を
烽ﾁとも美しく見せる永遠の衣服美を求めたヴィオネの意匠の

v新性と両義性について考える。特徴的な一枚布活用について
烽ﾓれる。

北山晴一
北山晴一

�莓L子

一305一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

ノ

8

20世紀モードの
`険者たち（4）
Kブリエル・シャネル

ﾆ女性服

　ジャージースーツの発案者として20世紀の女性服の原型をつ
ｭったガブリエル・シャネルは、女性服に機能美と自由な感覚
�烽ｽらした。シャネルの生涯と仕事を紹介しながら、スポー
cモード、女性と仕事、モードの両義性、ブランドの意味等について考える。同時代のスキャパレリらについてもふれる。

北山晴一
北山晴一

�莓L子

クリスチャン・ディオールは、モード現象を社会の重要な活

20世紀モードの 動として認識させたという意味で20世紀後半のもっとも代表的

9
冒険者たち（5）
Nリスチャン・ディオー

なデザイナーである。あらゆるフォルムの実験者として、伝統
Iなエレガンス（女性美）の演出者として、またプレタポルテ

同　上 同　上

ルとモード産業 の推進者として、さらにはブランド産業の確立者としての生涯
を考察する。

20世紀モードの 1980年代から多くのデザイナーたちが目指してきた方向は、
冒険者たち（6） ジェンダーの枠から自由でありかつセクシュアルな衣服、ある

10 三宅一生らと
Vしい服、

いは身体性を制約しない衣服、逆に身体性に制約されない衣
栫Aときには第2の皮膚とも形容される衣服、いいかえれば究極

同　上 同　上

新しい身体、 のモードを求めることだった、こうした方向性の具体化の例を
新しい素材 検討する。

「ブランド」はモードに求心力と遠心力を与えるモード現象
の根幹にかかわる事象である。パリやミラノに本拠をもつブラ

11 ブランドの力
ンドの発生、戦略、特性などを「イメージ」をキー概念にすえ
ｽ対項目（製品とイメージ、消費とイメージ、欲望とイメー

同　上 同　上

ジ）の分析を通して明らかにする。にせブランド問題にもふれ
る。

モード現象は社会規範と自由との間のダイナミックな均衡の
うえに成立する。したがってモード現象はつねに社会規範の強

12
社会規範と自由と

a[ド
化と自由の拡張を求める2つの側からの批判にさらされる。モー
hを拒否するさまざまの議論（項末の拒否、衣服の手段化、消

同　上 同　上

費批判、エスタブリッシュ批判など）や行動（服装規制、パン
ク、ストリートファッションなど）を紹介する。

現代モードは多様化したかにみえるが、近代以前にくらべる

13 異性装の過去と
艪ｭえ

と形態、色、素材の面で男女の性による拘束は、最近多少緩和
ｳれつつあるが、いぜん強い。それは性差の維持が、近代社会
�xえる重要な柱のひとつだったからである。古今東西の異性
浮ﾌ歴史と意味を検討することを通して、これからの異性装の

村田仁代
北山晴一

ｺ田仁代
可能性をさぐる。

着られるためにあるという限定を外すことで衣服の可能性は

14 芸術・遊び・夢
ﾆしてのモード

どれほど広がるか。造形作品としての衣服は着られことを目的
ﾆせず、ショーのための衣服は日常の用には適さない。ことさ
迴Xいことを主張することで美しい衣服、逆説（倒錯、パロ
fィ）としての衣服も存在するこうした試みがモードの可能性

北山晴一
北山晴一

�莓L子
を広げることを考える。

モード現象は身体、衣服、欲望の3つの「社会的」要素に支え
られている。われわれ現代人はこの3つの要素を美しい身体、美

15
モードの力、

a[ドの社会学

しい衣服、美しい生き方といった用語に置き換えて理解しよう
ﾆする。しかし現代モードの最大の課題は、この美しさの意味
�竄､ことなのである。現代モードはまた、文明と自然の狭間

’　同　上 同　上

に生起する問題（健康、環境、自由、幸福など）との関連にお
いても考察されなければならない文明論上のテーマでもある。
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＝： H物とからだ（’00）＝（TV）

〔圭轟轟琴轟轟麗構灘；〕

全体のねらい
　食物を摂取することは、人が生命を維持し、成長し、健康で日々の生活を営むためには必須の行為である。本科目
は、基礎知識として食物に含まれる成分としての栄養素を理解させた上で、消化・吸収され体内に取り込まれた栄養素
がどのように代謝され、エネルギーや栄養素としての働きを果たすのかを解説する。すなわち、健康を考える上でもっ
とも基本となる、食物を食べたときからだはどう応答するのかを理解することを目的とする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

野　口　　忠

1 食物の役割
　始めに、多様化、外部平等の言葉で表現されている近年の食
ｶ活の特徴を概観する。続いて食物摂取と人のからだとの関連
ﾉついて成分等の観点から解説し、その理解を深める。

今井悦子
i放送大学

赴ｳ授）

（東京大学
ｳ授）

｡井悦子
i放送大学

助教授）

炭水化物はもっとも摂取量の多い栄養素であり、エネルギー

2 炭水化物とは
源としての供給率も最大である。食物に含まれる炭水化物につ
｢て、どのような食物にどのような構造で存在し、調理や加工

同　上 今井悦子
によりどのように変化して摂取されるのか等を解説する。

脂質の摂取量は年々明らかに漸増しており過剰摂取に注意が

3 脂質とは
促されている。また量だけでなく、質についても近年注目され
ﾄいる栄養素である。食物中の脂質について、その構造や特

同　上 同　上

性、質についての近年の研究等を解説する。

生命現象の根幹を司る様々な体タンパク質は、必要なアミノ
酸の一部が体内で合成されないため食物から摂取する必要があ

4 タンパク質とは る。タンパク質とはどのような構造、特性をもつのか、食物中 同　上 同　上
にはどのようなものが存在し、どう変化して摂取されるのか等
を解説する。

今日本人にはいくつかのミネラルの摂取不足や過剰摂取が指

5 ミネラルの役割
摘されており、また精製した食品の摂取量増加とともに微量元
fの不足が懸念されている。ミネラルの体内での様々な働き

同　上 同　上

と、次第に明らかになってきた微量元素の働き等を解説する。

ビタミンは、生体内の代謝を含む様々な生理現象に潤滑油的

6 ビタミンの役割
な働きをしており、微量でも必須の栄養素である。近年、いく
ﾂかのビタミンが健康や老化との関係で注目されている。主な

同　上 同　上

ビタミンの生理作用について解説する。

炭水化物、脂質、タンパク質は高分子化合物であるため、消
化器官で順次消化されることにより初めて体内に吸収され、栄

7 食物の消化と吸収 養素としての働きをすることが可能となる。様々な食物が人の 野口　忠 野口　忠
体内に取り込まれる機構すなわち消化と吸収の仕組みについ
て解説する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

食物の中で大きな部分を占める炭水化物、脂質アミノ酸につ
8 主要栄養素の代謝 いて、それらを摂取すると体内でどのような経路で代謝される 野　口　　忠 野　口　　忠

かを解説する。

9

タ
ン
パ
ク
質
の
代
謝
一
1

　食物中のタンパク質の栄養価の測定法、栄養価に影響をおよ
ﾚす因子について理解を深め、食品の必須アミノ酸含量と栄養
ｿの関係を学習する。

同　上 同　上

10

タ
ン
パ
ク
質
の
代
謝
一
2

　からだの中でのタンパク質の合成の機構、分解の機構の基本
��烽ｷる。さらに体タンパク質の合成・分解はどの様に調節
ｳれているのかを学ぶ。

同　上 同　上

栄養条件が変化したときからだはどのように適応するのか。

11
代謝の適応と臓器
ﾌ役割

その機構を、絶食に陥った場合を中心に学ぶ。また、からだの
?ﾌ諸臓器の間には、代謝の上でどのような相互関係があるか

同　上 同　上

を解説する。

食物を摂取することによって起こるからだの変化においてホ
12 ホルモンの役割 ルモンがどのように関与するかを、ホルモンについての基礎的 同　上 同　上

知識、ホルモンの作用機構などを基盤にして解説する。

炭水化物、脂質、タンパク質については、物質としての代謝
という側面のほかに、われわれにエネルギーを与えるという側

13 エネルギーの代謝 面がある。エネルギーを与える物質としての食物の役割を理解 同　上 同　上
させるとともに、からだはどのようにエネルギー代謝を行い、
またそれを調節しているのかについて解説する。

14
食品機能の新しい

挙_

　食品には、栄養素としての機能である1次機能、色、味、香り
�烽ﾁという2次機能に加えて、からだの代謝を調節するという
R次機能があることが近年の研究で明らかにされた。この3次機
¥について、例をあげて解説する。

荒井綜一
i東京農業

蜉w教授）

荒井綜一
i東京農業

蜉w教授）

15 これからの食生活

　これからの食生活についてどのようなことを考えていく必要
ｪあるのか、また、世界的に食生活についてどのような勧告が
?驍ﾌか等、諸国のdietary　guideline、　recommended　dietary
≠撃撃盾翌≠獅モ?A　adequateintake等の概念を示しながら考える。

三口　忠
野　口　　忠

｡井悦子
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＝食生活をめぐる諸問題（’00）＝（R）

〔主任講師 豊川裕之（（財）循環器学研究振興財団・理事）〕

全体のねらい
　食と生活を取り巻く諸問題は種々の側面を持つが、中でも食品衛生、ダイエット、廃棄物そして流通・販売などの問
題は注目を惹く、しかし人間の側の考え方の問題も無視できるものではなく、その対応も含めて、ひろく取り上げた
い。人工環境が肥大化して、人間が徒に自然を取り戻すことに夢中になっていると自然の猛威が心配。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 食と生活

　結論。食生活を生活全般の中でとらえて、食文化を考える。
ｷなわち、食に関して、　「人間が作った側の人工環境」を論じ
驕B母なる自然という考え方と同時に、自然の猛威から人類を
轤骼闥iとしての食生活の文化を明らかにする。

豊川裕之
i（財）循環器

w研究振興
熬c理事）

豊川裕之
i（財）循環器

w研究振興
熬c理事）

2 食と栄養学

　「ビーフステーキに栄養があるか？」　「カロリーは栄養素の一種か？」を論じて、　「栄養素密度」について説明し、食事療

@の基本を述べる。明治の文豪の実は陸軍軍医の森鴎外が説く
u飽食」についての記述を引用して、現代における食生活の盲

_を衝く。

同　上 同　上

3 栄養学の理論体系
　栄養学の理論を、少々理屈っぽいが説明する。栄養素ではな
ｭ「食品」を構成要素とする「食物消費構造」、　「食物消費の2
沍ｳ空間図」などを用いて具体的に説明する。

同　上 同　上

4
食中毒の発生状況
ﾆ問題点

　食中毒が発生している状況を説明し、病理性大腸菌0157のよ
､な新たに注目された食中毒から、極く普通に見られる食中毒
ﾜでを解説する。

丸山　　努
i麻布大学

ｳ授）

丸山　　努
i麻布大学

ｳ授）

5
食品の安全はどの
謔､に保たれるか

　どのようにして食品の安全を保つかを、HACCPの考え方
�熕燒ｾしながら、その仕組みや行政機構などについて解説す
驕Bまた、流通過程での取り扱い方にも問題があるので、その
_についても論述する。

同　上 同　上

6

食品はどのように
ｬ通・販売される

ｩ

　流通・販売ルーとには、いろいろな道があって、それぞれが
ﾁ色を持っている。食に関する健康ニーズ、手軽さニーズ、楽
ｵみニーズを受けて、これに応える企業側の対応が流通機構の
蛯ｫな変革を促進させている。

山口貴久男
i㈱生活行

ｮ研究所所
ｷ）

山口貴久男
i㈱生活行
ｮ研究所所
ｷ）

7
国際化する日本の

H生活

　日本型食生活が見直されて久しい、しかし、それが流動して
ｨり、徐々にエスニックや欧米の食事に影響されており、どの
謔､な型でそれが起こっているかを論ずる。食材料も輸入もの
ｪ多く、その点についても詳しく述べたい。

豊川裕之 豊川裕之
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
手作り料理と家庭
ｿ理の調理の伝承

　手作り料理が減って、お惣菜やファースト・フード、レトル
g食品などが増えて来る中で、手作り料理を家庭と家庭の調理
ｪどのように伝承されているかを論ずる。

杉田浩一
i文教大学
落q短期大
w三三師）

杉田浩一
i文教大学
落q短期大
w部講師）

9
スポーツと
@　　ダイエット

　スポーツをする上で食事上の注意と、体重減量などのダイ
Gットなどが無定見に行われていくことが多い。それらの基本
ﾆなることを論ずる。

殖田友子
i㈱ミューズ・

Xポーツ栄養
lットワーク・

ﾐ長）

殖田友子
i㈱ミューズ・

Xポーツ栄養
lットワーク・

ﾐ長）

10
高齢者の食べもの
ﾆ食生活

　高齢者に見られる嚥下障害や五官の衰えなどを考慮する食事
ﾌあり方、および高齢者の生活上の問題点を考慮して生きる喜
ﾑを念頭においた食事を述べる。

豊川裕之 豊川裕之

11 食生活と廃棄物

　食生活の変化がゴミ処理に影響を及ぼしている。ゴミは何故
ｭ生するのか、発生源ではどんな対応が求められているのか、
H生活がゴミの量や質に与える影響、ゴミ問題解決の手段、お
謔ﾑ家庭から排出されるゴミの処理の実態などについても解説
ｷる。

田　中　勝
i国立公衆衛
ｶ院教授）

田　中　勝
i国立公衆衛
ｶ院教授）

12 食べ物をめぐる
ﾀ信

　世の中にはいろいろな迷信がある。また、迷信とはいわなく
ﾄも、かなり科学的根拠があるように思える一実はそうでは
ﾈいのだが一“迷信”めいたこともある。それらを具体的に
燒ｾして行きたい。酸一アルカリ性食品の例は恰好のものであ
驕B

豊川裕之 豊川裕之

13

何でも「栄養学」

ﾅ食生活を論ずる
ｱとの問題点

　特定保健用食品をはじめ食品から限りなく薬品に近寄った食
iがある。また、　「不老長寿の妙薬」のように特定の効用を期
ﾒする食品もある。その本質は何か、ということを説明する。

同　上 同　上

14

日本人の食生活を
h養疫学の視点
ｩら視ると

　第3章で取り上げた「栄養学の理論体系」を基にして、栄養疫
wの考え方を説明する。とくに、近代科学の一翼を荷負う医学
ﾉおける問題点を一、二とりあげて論ずる。

同　上 同　上

15
食生活と

@　　健康づくり

　昭和60年と平成2年との2回にわたり「健康づくりのための食
ｶ活指針」が厚生省より発表された。その作業に携わった者と
ｵて、その考え方を正確にとらえ、理解することを試みる。

同　上 同　上
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＝母子の健康科学（’00）＝（R）

〔主任講師：日暮　眞（東京家政大学教授）主任講師　：近藤喜代太郎（放送大学教授）〕

全体のねらい
健康科学には年齢特有の問題も多いが、放送大学では限られた枠の中で母子と高齢者に関する科目をそれに当ててい
る。母と子の保健問題は互いに関連しており，おなじ科目で講義することとしている・日本は「多産多死・感染症社
会」から「少産少死・成人病社会」に移行し、世界でもっとも進んだ保健先進国となっている・本科目ではこうした状
況でもなお未解決な問題、新しく生じた問題などに重点をおいて、母子の健康科学をめぐる重要問題を15課題選んで講

義する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
これからの母と子

ﾌ課題

近年子どもを巡る環境は急速な変化を生じ、それらは少産少
q・育児環境（社会・人間関係・情報等）の変化・国際化な
ﾇ、多岐に亘っている。本講義ではこれらの変化が母子にどの
謔､な影響を及ぼしているかを分析し、対応策を考察し、全体
ﾌ序論とする。

日　暮　　眞

i東京家政
蜉w教授）

日　暮　　眞

i東京家政
蜉w教授）

2 母と子の健康の
�ｵ

主に統計と疫学を駆使して、母性と学齢期までの子どもの心身
ﾌ健康の現状をのべる。子どもはもっともよわい社会の構成員
ﾅあるが、日本の乳幼児死亡率は世界最低である。これは日本
ﾌ社会の先進化、母子保健行政、医療など、母と子を守る仕組
ﾝがかなり満足すべき水準にあることを示しているが、残され
ｽ課題も少なくない。この講義では3回目以降の序説をかねて主
ﾈ問題を述べる。

近藤喜代太郎

i放送大学
ｳ授）

近藤喜代太郎
i放送大学

ｳ授）

3 妊娠と分娩

今日の日本は、高度な先進医療と人類がかつて経験しなかった
ｭ産少死の時代を迎えつつある。母子の健康を考えるとき、周
Y期・新生児死亡の著減、不妊治療の飛躍的上昇、腎臓移植後
ﾌ妊娠なと、多くの合併症を持った妊娠例の増加があり、新た
ﾈ視点を持って臨むことが必要となってきた。母体死亡率はな
ｨ高い。妊娠成立やその維持機構、分娩発受機序についてはま
ｽまだ不明な点があるが、新しい知見が次々に発見されてい
驕B

福岡秀興
i東京大学

赴ｳ授）

福岡秀興
i東京大学

赴ｳ授）

4 妊婦の心とからだ

本講義では妊娠が母体の心身にとのような変化をおこすかを学
ﾔ。もっとも大きな変化は子宮におき、成長する胎児をはぐく
ﾝ陣痛によって娩出する準備が進む。内分泌をはじめすべての
汪墲ｪ多少とも変化するが、分娩によって復元する。感情不安
閨A調子への期待と不安、うつなと心の問題も多く、周囲の支
№ｪ大切である。

佐々木茂
i日本医科大
w助教授）

佐々木茂
i日本医科大
w助教授）

5 妊婦の異常と
ｬ早産

　「お産は女の寿命定め」という諺があるように、妊娠・出産は
乱ｫの心身に重大な影響を及ぼす。本講義では異常妊娠・妊娠
l決ｳ・妊娠中毒症なとの妊娠に固有の異常、分娩の異常、て
�ｩん、糖尿病などの合併症と妊娠との関係、さまざまの原因
ﾉよる流産と対策について論ずる。

進　純郎
i葛飾赤十字
Y院院長）

進　純郎
i葛飾赤十字
Y院院長）

6
リプロダクティブ

wルス・ライツ

多くの女性が出産の間隔や産む子供の数を自由に選択できず、
ｻの結果、多産の奨励、あるいは危険な中絶で命を落としてい
驕B妊娠、出産、中絶などにかかわる女性の健康を重視し、さ
轤ﾉ、子供を産む産まないの自己決定権の他、生涯にわたって
乱ｫ自身の健康を主体的に守って生きる権利をリプロダクティ
uヘルス・ライツという。その促進にむけて、どのような医学
Iケアと情報の提供が必要かを産婦人科医の立場から考察す
驕B

島本郁子
i奈良県立
繪ﾈ大学看
?Z期大学
ｳ授）

島本郁子
i奈良県立
繪ﾈ大学看
?Z期大学
ｳ授）

7 胎児から新生児へ

子宮内で母体から酸素や栄養素の供給を受けていた胎児は、出
ｶを境に呼吸し栄養素を摂取するなど自立した生活が必要にな
驕B子宮外生活への適応は、ヒトの一生の中で最も大きな変化
ﾅあり、多くの異常がこの時期の適応障害によって生じる。こ
ﾌ劇的な変化について解説する。

多　田　　裕

i東邦大学
ｳ授）

多　田　　裕

i東邦大学
ｳ授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属職名）

8 子どもの成長

出生から成人に至るまでの各時期の成長の特徴を、全身的なら
ﾑに器官ごとの観点から解説する。また、日本人の発育の年次
цﾚについて議論する。さらに、成長の正常と異常や、その判
fの方法について、計測方法、発育基準とのてらし合わせ方も
ﾜめ解説する。

加藤則子
i国立公衆

q生院母子
ﾛ健学部乳
c児保健室
ｷ）

加藤則子
i国立公衆

q生院母子
ﾛ健学部乳
c児保健室
ｷ）

9 子供の栄養

子どもの栄養状態は過剰栄養状態が問題視されるようになり、
?栫A高血圧症等のリスクをもつ子どもが増加してきている。
ｻの背景として、単なる食物の過食や偏りばかりではなく、摂
Hのリズム、食習慣の不規則性や家庭・社会の問題などが子ど
烽ﾌ食生活に影響している。栄養問題を子どもの生活すべてを
?ﾜした視点から検討する。

坂本元子
i和洋女子

蜉w教授）

坂本元子
i和洋女子

蜉w教授）

10 母子の生活と環境

近年の母子を取り巻く環境はめまぐるしく変化しつつある。本
u義では母子の健康生活により密着した立場から、環境を（1）生
ｨ学的環境（母子感染、食中毒など）（2）物理・化学的環境（環
ｫ汚染物質の母子への影響など）（3）社会学的環境（住環境の変
ｻによる健康影響、事故の現状と対策、育児環境、遊びなど）
ﾉ分けて、母子の健康生活と：影響の関連性を述べ、その問題点
ﾆ対策について論じる。

織田正昭
i東京大学

蜉w院助手）

織田正昭
i東京大学

蜉w院助手）

11 子どもの心の病い

吉田弘道
i（財）東京都

ｸ神医学総
㈹､究所臨
ｰ心理研究
薄蜴蜚C研
?�j

吉田弘道
i（財）東京都

ｸ神医学総
㈹､究所臨
ｰ心理研究
薄蜴蜚C研
?�j

12
子どものからだの

撃｢

　日本の乳児の死亡率は1000人当たり4．3と世界で一番低く、子どもの死は稀である。乳児期で問題になるのは乳児突然死症候

Qで、乳児死亡の約1眺を占めている。乳幼児の病気は日常茶飯
魔ﾉみられるかぜ症候群がもっとも多く、子どもの伝染病がと
ｫおり流行を繰り返す。過去に比べて増加してきているものに
Aレルギー疾患がある。乳児期のアトピー性皮膚炎、幼児期か
逕ｭ症することが多いのは気管支喘息である。最近話題になっ
ﾄいるのは「生活習慣病」の幼児期からの予防である。

中村　敬
i恩賜財団母

q愛育会日
{子ども家庭

麹㈹､究所
﨣�S当部
ｷ）

中村　敬
i恩賜財団母

q愛育会日
{子ども家庭

麹㈹､究所
﨣�S当部
ｷ）

13 母と子の保健行政

　母子保健は、大正当時、出生千人に対して180以上あった乳児
?S率を減少させることを目的としてスタートした。その後、
緖剋?S率は年々減少し、平成9年には3．7となり、世界で最も
癡ｦとなっている。その一方で、出生率の急激な低下、疾病構
｢の変化、核家族化等、母子を取りまく環境は大きく変化して
｢る。超少子化の現状をふまえ、今後の母子保健のあり方を論
ｶる。

住友眞佐美
i東京都衛
ｶ局健康推
i部母子保
忠ﾛ長）

住友眞佐美
i東京都衛
ｶ局健康推
i部母子保
忠ﾛ長）

14 予防接種

　平成6年、予防接種法に昭和51年以来の大改正が行われ、予防
ﾚ種は集団接種から個別接種による個人防衛に変わった。その
級ﾊ接種率の低下が心配されているが、予防は治療に勝ること
�Lく理解しなくてはならない。21世紀を迎え、一国の感染症
ﾎ策は世界的視点なしには成り立たないという共通認識が必要
ﾆなった。平成6年（1994年）3月にWHOは「ワクチンと予防
ﾚ種への世界計画」を発足させた。この分野の今後についても
lえる。

渡邉言夫
i杏林大学

ｼ誉教授）

渡邉言夫
i杏林大学

ｼ誉教授）

15 学校保健

　社会の変化に伴い、学校教育の在り方が種々論議され、その
e響は学校保健の領域にも及んできている。このような時期に
?ﾁて、児童生徒等の健康を保ち、かつ推進するにはなにを考
ｶすべきなのか、特に、学校・家庭・地域が連携して取り組む
ﾗき課題は何なのかなとに重点を置き、講義を進めてみたい。

衛藤　　隆
i東京大学

ｳ授）

衛藤　　隆
i東京大学

ｳ授）
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＝高齢者の心と身体（’00）＝（R）

〔錐難叢濃代太謙繋都蓬人癸療華ン乳劉

全体のねらい
　日本はすでに高齢社会となっている。放送大学では高齢者の生活、福祉など、社会的な側面についてはかなり広汎に
講義されているが、本科目は医学の立場から高齢者の心と身体をめぐって、15題の重要課題を選んで講義する。加齢と
ともに心身の衰えがおき、一部の高齢者にはさまざまの疾患がおきるが、その理解と対応には若齢者とは異なる視野を
要する。本科目ではこの面を重点をおき、高齢者の心身の現状、医療の問題点などを明らかにする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 老化のメカニズム

　老化は万人におこるものであるが、その起こり方、進み方を
ﾝると個人により千差万別であることに驚かされる。これは、
ﾂ体が誕生し、成熟する過程と著しい対照をなす事実であり、
V化がいかにして起こるのかを理解するためには、なぜこのよ
､な個体差が生じるのかを説明することができなければならな
｢。

石川冬木
i東京工業

蜉w教授）

石川冬木
i東京工業

蜉w教授）

2 高齢者の身体機能

　加齢変化に関する研究が進むにつれ、人間の老化を局所的に
ﾅはなく、全身的に評価できるようになった。また、病気の有
ｳではなく、生活機能の自立度で健康を定義する概念も確立さ
黶Aその結果、老化は直角型に進行することが明らかになりつ
ﾂある。

柴　田　　博
i東京都老人
麹㈹､究所副
樺ｷ）

柴　田　　博
i東京都老人
麹㈹､究所副
樺ｷ）

3 高齢者の心と病気

　老年期には精神の座である脳の老化の進行に伴って、精神機
¥も少なからぬ影響をうける。記憶力・思考力・判断力が徐々
ﾉ低下し、複雑な問題を扱ったり、理解することが次第に難し
ｭなる。性格にも多少とも変化が現れる。老年期には健康・職
ﾆ・役割・収入・配偶者・友人・住み慣れた環境などさまざま
ﾈ面での喪失を体験し、そのために不安・抑欝状態に陥ること
ｪ少なくない。記憶力・思考力・判断力などの低下が著しくな
驍ﾆ痴呆の状態になる。

西村　　健
i甲子園大

w教授）

西村　　健
i甲子園大

w教授）

4 いきがいと健康

　高齢者のライフスタイルが多様化してきており、高齢者自身
ｪ自ら直面するライフスタイルをわがものとして「生きがい」
�烽ﾁて生活することが心身の健康を保つ一助となる。　「生き
ｪい」活動には「友人・知人の会合」　「趣味・スポーツ」　「社
?�d・社会参加」等があげられ、コミュニティ活動を通して
sうことが健康保持につながることになる。

五島雄一郎
i東海大学

ｼ誉教授：）

五島雄一郎
i東海大学

ｼ誉教授）

5 高齢者の栄養

　高齢者は低栄養状態に陥る危険性が高く、その危険因子を把
ｬし、栄養評価を行うことが必要である。老化機序に栄養が関
Wしている。高齢者に高率にみられる動脈硬化の発症にも栄養
ﾍ関係しており、LDLの量を増加させる因子と、　LDLの酸
ｻ変性に影響を及ぼす因子があげられ、抗酸化物が重要であ
驕B

板倉弘重
i国立健康・

h養研究所
ｼ誉所員）

板倉弘重
i国立健康・

h養研究所
ｼ誉所員）

6 高齢者の病気の
ﾁ徴

　高齢者の病気の特徴として、1）多臓器に疾患が併発、2）症
�ﾌ非定型化、3）長期ケアを要する障害と痴呆、うつの増加、
S）薬害が起こりやすい、5）低栄養、感染症の増加、6）福祉と
ﾌ関わり合いか深い、7）終末期医療などの点が問題となる。本
u義ではこのような面から第7～10回の基礎となる問題をのべ
驕B

小澤利男
i東京都老人
纓ﾃセンター
ｼ誉院長）

小澤利男
i東京都老人
纓ﾃセンター
ｼ誉院長）

7 循環器の疾患

　「ヒトは血管とともに老いる」といわれるように、血液循環
ﾍ生命活動の源泉であり、血圧の上昇と動脈硬化の進行を如何
ﾉして抑制するかが鍵になる。本講義では心筋梗塞、脳血管障

Qなどを中心にその予防のためのライフスタイルと薬物治療の
ﾓ義について述べる。

尾前照雄
i国立循環

夋Zンター・
ｼ誉総長）

尾前照雄
i国立循環

夋Zンター・
ｼ誉総長）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 感染症とがん

　高齢者の感染症には肺炎、尿路感染、褥瘡感染、敗血症など
ｪ問題となり、また新型インフルエンザが流行すれば犠牲者が
ｽ数出ると懸念されている。一方、大多数のがんは年齢の指数
汾狽ﾆして増加し、ホルモンの影響をうける前立腺癌は50歳代
ｩら急増し、乳癌は40歳代でピークを示す。本講義では高齢者
ﾌ感染症とがんをめぐる重大問題を判りやすく解説する。

島田　　馨
i東京専売

a院長）

島田　　馨
i東京専売

a院長）

9 神経系の疾患

　日本人の死因と罹患因の20％。ADL低下の1／2は神経疾患に
N因し、その大半は高齢者におき、脳血管障害と神経変性疾患
ｪ圧倒的に多い。本講義では高齢者に多発する主な神経疾患の
ﾁ徴と予防についてのべ、痴呆、寝たきりなど要介護疾患につ
｢ても触れる。

近藤喜代太郎
i放送大学

ｳ授）

近藤喜代太郎
i放送大学

ｳ授）

10 骨と関節の疾患

　高齢者では骨疾患としては骨粗霧、関節疾患としては変形性
ﾖ節症が発生し、そのために自立が障害され、QOLが著しく
ｻこなわれる。骨粗解禁は骨量が減少し骨が脆くなった病気
ﾅ、大腿骨頚部、脊椎、続骨の骨折を起こしやすいのが特徴で
?驕B変形性関節症は脊椎、膝関節などに多発し、痛みや歩行
瘧Qを来たし、高齢者を大いに悩ませる。

折茂　　肇
i東京都老
l医療セン
^ー院長）

折茂　　肇
i東京都老
l医療セン
^ー院長）

11 高齢者と薬

　高齢者の服薬後の血中濃度の推移（薬物動態）の特徴とその
@序について中年との違いを述べ、服薬上の注意点を示す。高
諶ﾒに多く服用される睡眠薬、消炎鎮痛薬、抗血下薬、抗菌
�A降圧薬なとについて、その使用法、副作用など、高齢者の
�ｨ療法をめぐる問題を解説する。

蔵本　　築
i東京都老
l医療セン
^ー・名誉
@長）

蔵本　　築
i東京都老
l医療セン
^ー・名誉
@長）

12
高齢者医療の

　高齢者の病気は成人のそれとは著しく異なるので、効果的な
纓ﾃを行うには戦略が必要である。1）高齢者のQOLを第一義
Iに考えた医療：これまでは延命のための医療が中心であった
ｪ、これからは高齢者のQOLを第一義的に考えた、自立機能
瘧Q（disability）の予防を最終目的とした医療が中心となる
ﾗきである。2）高齢者医療ではチーム医療が必須：高齢者は一
lで多くの病気に罹患している場合が多いので、専門を異にす
驫e診療科の医師及びコメディカルが協力して、最も適切と考
ｦられる医療を行うべきである。3）高齢者医療では地域連携シ
Xテムの確立が必須：各地域に於いて高齢者医療に関わる病
@、診療所、かかりつけ医がお互いに協力して高齢者医療を行
､体制を確立する必要がある。

折茂　　肇 折茂　　肇

13

看護介護・福祉～在宅ケアと介護

ﾛ険制度を中心と
ｵて～

　高齢化が進み寝たきり等の要介護者が増えている。医療の流
黷焜Lュアからケアへ、更にホスピタルケアからホームケアの
綷?ﾖと動いている。2000年から介護保険が導入されるが、よ
｢介護には保健・医療・福祉の連携が不可欠である。21世紀は
諟?ﾌ時代といわれる。在宅ケアを中心として看護・介護・福
モﾌあり方について述べる。

山　口　昇
i公立みつぎ
麹√a院・御

ｲ町保健医
ﾃ福祉管理
ﾒ）

山　口　昇
i公立みつぎ
麹√a院・御

ｲ町保健医
ﾃ福祉管理
ﾒ）

14 高齢者の死

　「畳の上の大往生」で天寿を終えるのが理想としても、多く
ﾌ高齢者は障害のために在宅・施設ケアを経て、高齢者医療施
ﾝなどで死を迎える。本講義では医療・社会・家族などの面か
迪ｻ在の日本の高齢者の死の実情に触れる。　「介護保険」の導
?i平成12年）から5年後に施設のあり方が見直されるといわれ
驍ｪ、国民が「長生きして良かった」　「手を尽くして親を見
翌ﾁた」と実感できるように死を看取れる施設が必要である。

近藤喜代太郎 近藤喜代太郎

15
長寿社会と

w諶ﾒの自立

　長寿社会となって高齢者も自立し、社会・家庭での役割を果
ｽすことが期待される。エイジレス社会とは年齢で輪切りにさ
黷ｸ、各自の能力と意思に応じて役割が与えられる、開かれ
ｽ、やわらかい社会を指すが、そのような社会を構築するには
s政はじめ、社会の側の努力だけでなく、個人の生活と心身の
ｩ立が大切である。

同　上 同　上
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＝＝ z環器科学（’00）＝（TV）

主任講師〔
主任講師

薩轟二畿鰍魏蝉繋1〕

全体のねらい
　健康科学を学ぶ上で心臓・血管の構造・機能と主な疾患を知ることはきわめて必要である。放送大学では限られた枠
のなかで、臓器別の利用は脳と心臓のみである。前者は動物性機能、後者は植物性機能の代表である。心筋梗塞と脳血
管障害を合わせると日本人の第一死因となる。この科目では15回の1／3を正常な循環器の正常な働き、2／3を臨床的問題

に当てて、心臓・血管とその疾患について主要な点を学ぶ。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

本科目では心臓・血管など、循環器の構造・機能、主な罹患

1
循環器科学へ　の　序　論

について学ぶ。科目数の限られた放送大学では脳と並んで、特
閧ﾌ臓器に焦点を当てた数少ない科目である。第1回では、循環
墲ﾉ関する科学的認識に焦点に当てながら、後につづく14回の

近藤喜代太郎

i放送大学
ｳ授）

近藤喜代太郎

i放送大学
ｳ授）

序説とする。

2 心臓・血管の働き

　心臓から送られた血液は動脈血管を通って各臓器に運ばれ、
汪墲ｩらは静脈血管を通って再び心臓に返ってくる。正常な循
ﾂを保つために、心臓や動脈・静脈血管はどのような仕組みが
�墲ﾁているかを概説する。

竹下　　彰
i九州大学

ｳ授）

竹下　　彰
i九州大学

ｳ授）

3 循　環　調　節

　循環系は生命維持に不可欠な内部環境の恒常性を維持する最
熄d要なシステムである。そのため循環系は心臓や血管などの
ｨ理的な流れを導くハードウエアーと、その流れを合目的に神
o性・体液性あるいは構造的な対応を経て制御する調節系（ソ
tトウェア）で構成されている。本講義では調節系に的を絞
閨Aどのような原理で循環が調節されているのか、分かりやす
ｭ解説したい。

砂川賢二
i国立循環

夋Zンター研
?鰹z環動
ﾔ機能部
ｷ）

砂川賢二
i国立循環

夋Zンター研
?鰹z環動
ﾔ機能部
ｷ）

生体には血圧を一定に調節維持する機構があり、これには多

4 血圧調節と
ｻ　の　異　常

くの因子があるが大別すると神経性調節、体液性因子（ホルモ
唐ﾈど）、腎性調節の3つに分けることができる。これらの血圧
ｲ節因子の異常により血圧の異常（高血圧・低血圧・血圧変動

後藤淳郎
i東京大学

赴ｳ授）

後藤淳郎
i東京大学

赴ｳ授）

など）が生じる。

高血圧を早期に発見し、適切な対策を講ずることにより高血
圧性の心臓・血管病変を予防できる。本講義では高血圧に関す 江藤伊興 江藤胤尚

5 高　血　圧　症 る主な問題、とくに重症度に応じた生活習慣の是正、降圧薬の （宮崎医科 （宮崎医科
服用、合併症に対する治療などを学び、その化学的な根拠と有 大学教授） 大学教授）

用性に関する成績を紹介する。

日本胸部外科学会の学術調査によると1996年度のわが国の心

6 弁　膜　症　と

謫V性疾患

臓大血管手術総数は約34700例であった。先天性心臓病の手術は
W438例で、手術生存率は94．9％であり、心臓弁膜症の手術は7654
痰ﾅ、手術生存率は95．9％であった。本講義では最近の心臓外科

安井久喬
i九州大学

ｳ授）

安井久喬
i九州大学

ｳ授）

治療の傾向、進歩について述べる。

不整脈は心臓の刺激生成異常、刺激伝導異常あるいは両者の

7 不　　整　　脈

組み合わせによって生じ、不規則な脈拍、頻脈、徐脈などの形
ﾅ現れる調律異常である。明らかな原因がある場合とない場合
ﾆがあり、症状と重症度とが必ずしも一致しなかったり、まっ

ｽく病的意義のないものから突然死の原因となる極めて危険な

矢野三三
i長崎大学

ｳ授）

矢野三三
i長崎大学

ｳ授）

ものまであり、臨床的に多様な病気を示す。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

「ヒトは血管とともに老いる」といわれているが、日本の死

8 動脈硬化と
氈@器　障　害

因統計によれば、死因のなかで虚血性心疾患、脳血管障害を合
墲ｹた群がもっとも多い。血管の障害は、その原因が多岐にわ
ｽっているが、今回は動脈硬化によって惹起される臓器障害を

北　　　徹
i京都大学

ｳ授）

北　　　徹
i京都大学

ｳ授）
中心に組み立ててみたい。

冠循環は酸素消費量のもっとも大きい臓器のひとつである心

9 冠循環とその異常

臓の栄養を司っており、生命の維持に極めて重要である。他の
汪尞z環と異なり心臓の拡張期に潅流される点が特徴であり、
ﾜた血圧の生理的変動によっても一定の循環が得られる自己調
ﾟ機構を備えた特殊な循環システムである。その破綻は虚血性

堀　　正二
i大阪大学

ｳ授）

堀　　正二
i大阪大学

ｳ授）

心疾患の原因となる。

虚血性心疾患は、心臓の栄養血管である冠動脈の動脈硬化に
より引き起こされる病気である。狭心症、心筋梗塞が代表的な 山　口　　徹 山　口　　徹

10 虚血性心疾患 もので、西欧化した食生活と高齢社会の到達により増加しつつ （東邦大学 （東邦大学
ある。診断、治療の進歩は著しいが、予防が可能な生活習慣病 教授） 教授）

でもある。

最近、心不全の病態に対する考え方、診断・治療が大きく変
貌した。従来、心不全は心血行動態の異常に基づくとされ、そ
の治療もジギタリス、利尿薬に加え、血管拡張薬、強心薬が用
いられた。しかしながら、一時的に心機能を改善しても必ずし 北　畠　　顕 北　畠　　顕

11 心　　不　　全 も生命予後は改善しなかった。心不全では全身の神経・体液性 （北海道大 （北海道大
因子が活性化し、その程度は心不全の重症度、予後とも相関す 学教授） 学教授）

る。現在、不全心筋保護のために活性化している神経・体液性
因子を抑制するという新たなコンセンプトへの展開が図られて
いる。

12 高血圧と腎障害

　本態性高血圧では高血圧が持続すると腎の細小動脈に硬化が
Nこる。腎硬化症と呼ばれる。この血管病変がレニン分泌を特
iし、高血圧を更に進行させる。慢性糸球体腎炎でも正常血圧
痰ﾉ比し高血圧例では腎生存率が悪く、高血圧が腎機能障害の
潟Xクファクターになっている。

阿部圭志
i仙台社会

ﾛ険病院・
@長）

阿部圭志
i仙台社会

ﾛ険病院・
@長）

体重の2．跳にすきない脳組織へ、心臓が送り出す血液量（心

13 脳循環とその異常

拍出量）の15％が流れ込み（脳血流量）、全身消費量の20％の酸

fを脳は消費する。脳血流は神経や化学因子によって調節さ
黶A，血圧、動脈硬化、脳活動によって変動する。脳血流量が正
墲ﾌ半分以下になると脳は虚血に陥り、さらに低下すると梗塞

藤島正敏
i九州大学

ｳ授）

藤島正敏
i九州大学

ｳ授）

を生じる。

脳血管障害は出血性（脳出血とくも膜下出血）と虚血性（脳
梗塞）に分けられ、脳梗塞はさらに3つの臨床カテゴリー（アテ 山口武典 山口武典

14 脳血管障害
ローム血栓性梗塞、ラクナ梗塞、心原性梗塞症）に分けられ
驕B治療、再発予防に当たってはそれぞれの三型毎に対応しな

（国立循環

夋Zンター
（国立循環

夋Zンター
ければならない6本講義では脳梗塞に重点をおいてこれらを解 病院長） 病院長）

賦する。

循環器疾患はつねに死因の上位を占める。脳出血、脳梗塞、
心筋梗塞など代表的な循環器疾患の危険因子（リスク）は年

15 循環器疾患の
潟Xクと予防

齢、高血圧、糖尿病、高脂血症などであるが、リスクは時代と
ﾆもに変わる。疾病の予防にはリスクの管理と生活習慣、とく 藤島正敏 藤島正敏
に食生活の是正が不可欠である。本講義では一般住民を対象に
した久山町研究のデータを紹介し、循環器科学の結びとする。
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＝薬の歴史・開発・使用（’00）＝（R）

主任講師〔
　主任講i師

瀧喜鑓歴長幽幽糊〕

全体のねらい
　薬により恩恵がもたらされる一方で、開発や副作用の問題などで、大きな社会的な問題も生じている・この科目で
は、対象を医療専門家以外におき、一般の学生が薬と社会に関わる問題を学ぶことを目的とする。薬の歴史・現在の薬
の開発、薬の効果の評価、臨床試験の倫理、副作用情報の扱いなどは、どのようになされているか・また今後どのよう

にしていけばよいのかなどについて考えていく。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 序　説

　薬は「草煎り」との説があるように植物起源のものが主体で
?ﾁたが、現在は化学合成薬が主体である。1990年代には「開
ｭ資源を節減し、良い薬を迅速に社会に」を目指した国際協調
?c（ICH）のもとに、薬の開発の世界は大きく変わろうと
ｵている。

佐久間　昭
i東京医科

負ﾈ大学
ｼ誉教授）

佐久間　昭
i東京医科

負ﾈ大学
ｼ誉教授）

2
天然物から薬品へ
齧�ﾌ歴史（1）

　洋の東西を問わず、薬は天然物の簡単な加工品で始まり、経
ｱ、選別、伝承の反復で薬のリストができた。東洋の薬は総合
I、マクロ的認識、西洋の薬は分析的、ミクロ的認識のもとに
轤ﾜれてきた。その差は19世紀後半の西洋での有機化学誕生で
ｾ白となる。

同　上 同　上

3

薬理学から

ﾕ床薬理学へ
齧�ﾌ歴史（2）

　有機化学は天然物を離れての、近代西洋医学の薬の創製を可
¥とし、最近では生物工学も薬の開発を助けている。1872年に
��ﾌ論理性と客観性を与えるべく、シュミーデベルクが薬理
wを提唱したが、ヒトでの臨床薬理学はかなり遅れて1940年代
ﾉ始まる。

同　上 同　上

4

ランダム化と
詞ｱデザインー薬の臨床試験

i1）

　「エビデンスにもとつく医療」（evidence－based　medicine：EBM）の

｢界的な流れの中で、エビデンスを「つくる」臨床試験に対する
ﾖ心が高まっている。本講では、臨床試験の基本的構成要因で
?骭､究デザインを中心に、比較試験、ランダム化、バイア
X、解析の方法などについて、解説を行う。

津谷喜一郎
i東京医科
負ﾈ大学助
ｳ授）

津谷喜一郎
i東京医科
負ﾈ大学助
ｳ授）

5

プラセポと倫理一薬の臨床試験

i2）

　臨床試験は目の前の患者を実験対象に使い、その結果を将来
ﾌ多くの患者に用いるという、通常の医師患者関係とは異なる
ｫ格をもつ。本講では、ます、エンドポイント、プラセポなど
ﾉついて述べ、ついで臨床試験の倫理の歴史、ヘルシンキ宣
ｾ、医薬品の臨床試験の基準（GCP）などについて解説す
驕B　（さらに臨床試験のグローバル化の中での倫理についても
c論する。）

同　上 同　上

6
非臨床試験一薬の開発（1）

　新薬のヒトに対する投与に先立って、毒性、薬効、体内動態
ﾈどについて特徴づけをすることを前臨床試験という。個体の
ﾅ性、生殖発生毒性、依存性、抗原性、変異原性、がん原性に
ﾂいて試験する。臨床試験：開始後に行うものも含めて非臨床試
ｱともいう。

永　田　　傳
iスミス・クライ

刀Eビーチャム

ｻ薬・研究開
ｭ本部長）

永　田　　傳
iスミス・クライ

刀Eビーチャム

ｻ薬・研究開
ｭ本部長）

7
治　験一薬の開発（2）

　　新薬の厚生省承認のために必要なヒトでのデータを作成す
驍ｽめに行われる臨床試験は、治験といわれる。新薬の効果と
ﾀ全性について評価する。厚生省令「医薬品の臨床試験の実施

ﾌ基準」、いわゆるGCPに沿って行われる。

同　上 同　上
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回． テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

国際化時代の
ﾕ床試験一薬の開発（3）

佐久間　昭 佐久間　昭

9
市販後調査一薬の開発（4）

　厚生省の承認後も、臨床試験に引き続き安全性の調査が行われる。承認前に見られなかった有害事象（副作用）が見られるか、承認前見られたものの発生頻度に変化がないかを調査する。得られたデータにより薬の添付文書の内容を改訂したり、

g用を制限することがある。

永　田　　傳 永　田　　傳

10
薬の適正使用一Pdrug一

　医薬品は適応に従って適切に選択し、正しい用量・用法で使用することによって、はじめてその真価を発揮する。医師は絶えず学習し、自分が使いこなせる薬（Personal　Drug）の幅を広げながら、個々の患者に最適の薬を選ぶ必要がある。

別府宏囲
i都立府中

{育センター
實@長）

別府三囲
i都立府中

{育センター
實@長）

11 医薬品の情報

　医薬品に関する情報環境は大きく変わりつつある。コンピュータ技術の進歩により、医師は豊富な医薬品情報を診療に

ｶかせるようになったが、同時に、患者に対する情報提供（説
ｾ）の義務も増大した。

同　上 同　上

12
医薬品のリフロモーション

　医薬品はヒトの健康を守るための手段であると同時に、商品でもある。メーカーが提供する医薬品情報はときに宣伝と区別がつきにくいことがあるが、命に関わる商品であるだけに、こ

黷�謔闊ｵう者には高い倫理性が求められる。

同　上 同　上

13 薬と国際保健

　世界には豊める国もあれば貧しい国もある。また地域によっ
ﾄ問題となる病気は異なっている。さらに人々の健康観、疾病
ﾏも多様である。こうした、現実の世界の保健状況の中で、医
�iはどういう位置を占め、どういう役割を果たしているの
ｩ、また果たすべきなのかを、WHOの活動を含めて解説す
驕B

津谷喜一郎 津谷喜一郎

14
薬の乱用と

ｻの対策

　医薬品は本来病気を治すという目的で使われる。しかし、睡
ｰ薬・鎮痛薬・抗不安薬などは多幸感や意識変容状態を求めて
雛pされることがある。乱用は、薬と人をとりまく文化や社会
ﾆいう面からとらえられなければならない。ここでは、薬物が
ﾈぜ、またどのように乱用されるか社会的な側面から述べる。

仙波純一一
i放送大学

赴ｳ授）

仙波純一
i放送大学

赴ｳ授）

15 まとめ
　最後の章として、今まで述べられなかった薬物をめぐる種々
ﾌ問題を補足し、その対策を述べる。

仙波純一

ﾃ谷喜一郎

仙波純一

ﾃ谷喜一郎
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＝年金・医療保険論（’00）＝（R）

〔主任講i師 木村陽子（奈良女子大学助教授）〕

全体のねらい
　年金と医療保険制度の概要とわたし達の生活とどうかかわるのかを理解する。次に、少子・高齢社会において、年金
や医療保険の構造改革が必要とされる背景として、経済社会の変化、家族の変容も含めた年金・医療保険の抱える問題
点を指摘する。最後に、先進諸国の共通の経験をもとにして構造改革の方向を考える。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

年金編一

�I年金制度と
w諶ﾒ家計

　高齢者家計における年金の役割を就労収入やしおくり、貯蓄
ﾆの関係を述べる。時系列でみると、年金収入が高齢者家計に
ｨいて大きな割合を占めるようになり、一方で就労収入が低下
ｵた。

木村陽子
i奈良女子
蜉w助教授）

木村陽子
i奈良女子
蜉w助教授）

2

年金編一

N金の構造改革は
ﾈぜ必要か

　世紀の転換期にあたって、先進諸国の年金や医療制度の構造
?v、およびその背景として、財政問題、世代間の不公平、労
ｭや貯蓄にたいする無視できない影響等を説明し、次になぜ年
烽ｪ強制加入かを述べる。

同　上 同　上

3

年金編一
坙{の年金制度の

T要

　日本の年金制度の概要一社会保険方式で運営されること、国
ｯ年金の被保険者の種類、年金の種類、給付構造や拠出構想に
ﾂいて述べる。

同　上 同　上

4

年金編一

N金の財政問題と
N金積立金の運用

　年金の財政は、高齢化率が約25％となる2015年、約33％とな
驍Q050年を前に1999年の制度のままでは、日本の年金財政は保
ｯ料率が34％となってしまうことを示す。次に、年金積立金の
ｩ主運用問題について説明する。

同　上 同　上

5

年金編一
｢代間の公平、

｢代内の公平

　年金制度における公平の問題について述べる。後続世代ほど
薗Sに対する給付の割合は小さくなり、マイナスの事態も生じ
驍ｱと、また世代内の公平については、所得の低い人が不利に
ﾈる場合もあることを述べる。

同　上 同　上

6

年金三一

N金と老後の
A労、貯蓄

　年金制度が老後の就労にいかなる影響を及ぼすのか、また年
烽ｪ貯蓄に及ぼす影響について説明する。

同　上 同　上

7

年金編一

]換期にある
驪ﾆ年金

　企業年金が老後所得保障の柱となるために必要な受給権の保
?齊�旧?ﾌ付与、ポータビリティ、支払い保証制度、税制に
ﾂいて述べ、次に確定給付年金と確定拠出年金について説明し
?vの方向を述べる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8
年金三一

乱ｫと年金

　先進諸国では1970年代より女性の年金権の確立が問題となっ
ﾄきたこと、次にわが国の現行制度の問題点を指摘し、改革の
綷?�qべる。

木村陽子 木村陽子

年金三一 先進諸国の年金改革も紹介しながら、わが国の年金制度がど
9 これからの年金制 うあるべきなのか、企業年金および税制との関係も含めて述べ 同　上 同　上

度 る。

先進諸国において、国民所得にしめる医療費の割合は無視で

10
医療編一

e国の医療制度
きない高さであること、医療制度の供給体制や医療保険の態様
ｪ国によって違うこと、そしてなぜ公的医療保険が必要かを述

同　上 同　上

べる。

わが国の医療保険が職域保険と地域保険に分れていること、

11
医療編一

墲ｪ国の医療保険
健康保険と国民健康保険の給付内容、保険料、財政調整などに
ﾂいて説明する。次いで、退職者医療制度、老人保健制度につ

同　上 同　上

いて説明する。

12

医療編一

纓ﾃ保険の沿革と
纓ﾃ費の3要素

　これまでの大きな制度改革を中心としてわが国の医療保健の
?vを述べ、次に医療費の3要素である受給率、1件当たり日
煤A1日当たり医療費を説明し、医療需要はどのように決まるの
ｩについて述べる。

同　上 同　上

1997年では70歳以上の高齢者1人当たり医療費は、70歳未満の

13
医療編一

w諶ﾒ医療
1人当たり医療費の5倍強である。高齢者医療が増大した理由と
ﾎ策を述べ、次に医療と代替することが大きい介護保険につい

同　上 同　上

て述べる。

14
医療編一

纓ﾃと介護

　さまざまな医療保険からの財政調整を主とした現行の老人保
註ｧ度がこのままではなりゆかないことを述べる。先進諸国の
痰熄qべる。

同　上 同　上

医療編一 公的保険を維持しつつ、21世紀の望ましい医療制度とは何
15 望ましい医療保険 か、供給体制や診療報酬、薬価、一一部負担金、監査体制等に今 宮澤康人 宮澤康人

制度 後のあり方を述べる。
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＝教育的人間学（’98）＝（R）

〔主任講師：和田修二（佛教大学教授）〕

全体のねらい
　教育的人間学は、第二次大戦後にドイツ語圏を中心に興つた教育の哲学的人聞学的な研究である。本四で
は、教育学の発展との関連で、教育的人間学の必要性を明らかにすると共に、子どもの人間学的な研究を起
点として、人間学的にみた教育の根本問題を論述する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

教育の原型は何か、学問としての教育学の自立が遅れた
のはなぜかを省察する。 和田修二 和田修二

1 日常の教育と 、 （佛教大学 （佛教大学

教育学 教授） 教授）

教育学はどのような性格の学問として出発し、どのよう
な展開をとげたかを論述する。

2 教育学の展開 同　上 同　上

教育的人間学の代表者と目されているドイツのαF．ボルノー
の所説を中心に、教育的人間学の課題と方法について述べる。

3 教育的人間学の 同　上 同　上

課題と方法

戦後、子どもの人間学的研究を進めたオランダの蟹．J．
ランゲフェルトに注目し、子どもの人間学を中核とした統

4 子どもの人間学 合的な教育的人間学を構想する。 同　上 同　上
の必要性

子どもを「まだ小さな人間」と考えることによって、人
間と子どもに対するわれわれの見方にいかなる変革と新た

5 子どもとは何か な展望が生まれるかを考える。 同　上 同　上

子どもが発達するとはいかなることかを、子どもの経験
に即して省察し、発達の意味と発達の動因、個々の子ども

6 発達の意味と の発達の分析とi援助の要点を述べる。 同　上 同　上
丁零

子どもにとって「親がいる」　「家庭がある」とは何を意
味するか。また、それとの対比で、われわれが「親になる」

7 両親と家庭 ことの意味と、　「親である」ことの責任と課題は何かを考 同　上 同　上
える。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

子どもにとって自分のからだと自分のまわりの物がどの
ような意味とはたらきをもっかを省察する。

8 ものとからだ 和田修二 和田修二

しっけと遊びが子どもにとってなぜ大切かを考える。

9 しっけと遊び 同　上 同　上

今日の子どもにとって学校とは何かを省察し、学校改革
の今日的課題を考える。

10 学校生活の意味 同　上 同　上

生徒のねがいと教師の課題、教師の成長と教職の病理に
ついて考える。

11 教師とは何か 同　上 同　上

人間にとって言語とは何か。子どもの言語能力はどのよ
うに形成されるかを省察し、基礎学力としての言語教育の

12 言語と教育 今日的課題を論究する。 同　上 同　上

人間にとって道徳とは何か。子どもの道徳教育が成功す
るための条件は何かを問い、価値不確定な時代における教

13 道徳と教育 育者の倫理について考察する。 同　上 同　上

人が互いに影響し合いながら生涯にわたって生成すると
考えたとき、それぞれの世代がどのような異質の生を生き、

14 生　涯　教　育 自他に対していかなる教育的な課題と責任があるかを概観 同　上 同　上
する。

一F

国際化との連関で伝統を再考し、ポストモダンに向けて
日本の文化的な使命を考える。

15 国際化と伝統 同　上 同　上
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＝近代の教育思想（’98）＝　（R）

〔主任講師：宮澤康人（放送大学教授）〕

全体のねらい
　現代日本の教育制度や教育理論の基本的枠組が作られるうえで、西洋近代の教育と教育学は大きな役割を
果した。その背景にある西洋近代の教育思想に含まれる基本的概念や理論を丸近代に生きた思想家の個性から
切り離さずに学ぶ。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 教育思想とは何

ｩ

　全体の序論として、教育思想をどのようにとらえるか、
ｳ育思想なるものが成立する条件は何か。西洋近代におい
ﾄ、教育思想が社会思想、政治思想などから独立してくる
ｱとなどを説明する。

宮澤康人
i放送大学

ｳ授）

宮澤康人
i放送大学

ｳ授）

2

近代の教育の思想
ﾌ特徴

　3章以下の個々の思想家の思想に入るまえに近代の教育
v想のきわだった一般的特徴にふれ、それが近代の社会と
ｶ化の独自性によって作られた、教育主体と学習主体、大
lと子供の間の葛藤を克服しようとする課題を負っている
ｱとを明らかにする。

同　上 同　上

3 モ　　　　　　　ア

[ユートピァと
ｳ育一

　近代の教育思想の特徴の一つに、そのユートピア性があ
驕Bといっても、　（暗黙の裡にであれ）思い描かれるユー
gピアと教育の関連は、さまざまなものがあり得る。ここ
ﾅは、　「ユートピア」という造語の発祥の場トマス・モア
wユートピア曇　（1516年）の中で、教育がどのような

ﾊ置を占めたかを明らかにしょうとする。ユートピアは教
邇ﾐ会として構想されざるを得ず、教育はユートピアであ
闡ｱけることを課せられる。

寺崎弘昭
i東京大学

赴ｳ授）

寺崎弘昭
i東京大学

赴ｳ授）

4

コ　メ　ニウ　ス

[人間と社会の
?｢のための
@　　　　術一

　近代教育学、とりわけ教授学の祖ともいわれるコメニウ
Xの思想を次の項目に従って説明する。コメニウスへの関
S、コ毎期ウスをめぐる時代状況、教育の役割と教育可能
ｫ、教授学と汎知学。

金子　　茂
i中央大学

ｳ授）

金子　　茂
i中央大学

ｳ授）

5 ロ　　ッ　　クー習慣形成と近

緕ﾐ会一

　近代教育思想は当然にも、フィクションとしての近代社
?ﾆ相伴ってその姿を現す。それらの関連を体現したもの
ﾆして、市民社会理論家であると同時に教育論者であった

Wョン・ロック（1632～1703年）があげられる。
ｻの教育論は、習慣形成を通じて生涯学習主体のエートス
�轤ﾞことに向けられるものであったが、その基底に「懲
｡」を捉えることによって、近代市民社会の周縁を不断に
?Sへと還流させることを保証しようとするものであった。

寺崎弘昭 寺崎弘昭

6

ル　　　ソ　　　一

齊qどもの
@　　　発見一

　ルソーのrエミール阻の主題は、彼自身の言うところに
謔黷ﾎ「大人になる前の子どもというものはどのような存
ﾝであるか」を明らかにし、それにふさわしい教育のあり
福�l察することであった。この主題の意味を、ルソーの
梠續F識とそこから導かれた人間観を分析することによっ
ﾄ明らかにする。

森田伸子
i日本女子

蜉w教授）

森田伸子
i日本女子

蜉w教授）

7

コ　ン　ドルセ
[進歩の思想と

ｳ育一

　コンドルセの公教育思想は、フランス啓蒙思想の特徴を
ｻなえつつ、革命の動乱のなかであらわとなったブルジョ
庶ﾐ会の矛盾に対して応えようとする実践的な問題意識に
ﾑかれたものであった。彼の公教育思想の歴史的意味を、
ｱうした背景と波の進歩思想と関係づけつつ考察する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

成人として生活していくうえで必要なことを、子どもた

ペスタロッチ ちが子どもなりに大人の社会生活に参加するなかで、自然
8 一「技術」とし に、みようみまねで学んでいく。これが教育のもっとも素

ての教育と教 朴な形だろう。しかし近代の教育思想はそのような素朴な 鳥光美緒子 鳥光美緒子

授一 教育がもはやなりたたなくなったときに誕生したのだった。 （広島大学 （広島大学

何をどのように教えるのか。それは自覚的に取り組まなけ 助教授） 助教授）

ればならない課題となったのである。近代教授学の創始者
として知られるペスタロッチが、この問題をどう考えたの
か。それをここではたどってみたい。

「学者」としてのヘルバルト、　「教育」と「教授」、教

ヘルバル　ト 育的教授、学問しての教育学、　r一般教育学避の構造、人
9 一教授による教 格の客体的部分と主体的部分、といった事柄について説明 金子　　茂 金子　　茂

育一 する。

・幼児教育の重要性は、今日しばしば指摘されている。早
期からの知的教育が推進される一方では、幼児期にこそ、
知識中心主義的な学校教育とはちがった自由な「本当」の

10 フ　レ　ーベル 教育が必要だし可能なのだという声もある。幼児教育理念
一幼児教育の意 の創始者であるフレーベルは、幼児期とその教育の意味を 鳥光美緒子 鳥光美緒子

味と方法一 どのように考えていたのだろうか。彼は子どもたちに何を、
どのような方法で教えようとしたのかという問題を中心に、
彼にとっての幼児教育の意味について考えてみたい。

近代社会は、近代情愛家族を析出することによって、思
春期の子どもと親の葛藤を顕在化させた。こうした父子間

ミ　　　　　　ル 葛藤をくぐり抜け、現実化した近代社会との対峙の中で社
11 一三と子の葛藤 会論・教育論を紡ぎ出したのが、ジョン・スチュアート・ 寺崎弘昭 寺崎弘昭

と自立の教育 ミル（1806～1873年）である。父ジェイムズ・ミ
学一 ルによる被教育体験を経て、自由教育論・〈公衆（the　pub

1ic）〉形成論へと子ミルが自立してゆくプロセスを追う。

19世紀のアメリカ合衆国において公教育制度の確立に貢
マ　　　　　　　　ン 献したホーレス・マンの思想を中心として、コモン・ス 松浦良充 松浦良充

12 一コモン・スク クール運動の背景にある学校教育の「義務」　「無償」　「中 （明治学院大 （明治学院大

一ルの思想一 立」の諸原則に関して、その近代教育思想史における意味 学教授） 学教授）

を解説・検討する。

明治中期の日本の教育界に圧倒的な影響を与えたヘルパ

ラ　　イ　　ン ルト派を代表するラインの理論は、ヘルバルトの「教育的
13 一国民教育の理 教授」の理論を国民的規模での学校制度が普及する状況に 金子　　茂 金子　　茂

論化の試み一 おいて具体化することであった。そこに至る経過を略述す
驕B

20世紀のアメリカ合衆国における進歩主義教育運動に関し

デ　ュ　一　イ て、ジョン・デューイの思想を中心に、進歩主義批判の思
14 一成長そのもの 想も含めて、この磁気の教育論争に関して、その近代教育 松浦良充 松浦良充

としての教育一 思想史における意味を解説・検討する。

結びの章として、20世紀以降の現代教育思想に対して近

教育思想の近代 代の教育思想をどう位置づけたらよいかを次のごとく展望
15 から現代へ する。近代の帰結としての現代、現代という時代区分とそ 宮沢康人 宮沢康入

の特徴、教育と教育思想における近代と現代、現代と教育
思想への視点。
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＝教 云目 の 歴 史＝　（TV）

〔主任講師：石川松太郎（㈹石門心学会理事長）〕

全体のねらい
　日本を中心とし、なかでも近現代に重点をかけて教育の具体的な史的軌跡を明らかにする。まず「教育の
歴史」を研修することの意義、前近代より近代へと教育が転換を遂げる意味、初等教育・中等教育・高等教
育・生涯教育等のテーマを設け、社会文化史の背景とともに、できうるかぎり外国教育史と比較しつつ検討
をすすめる。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

教育史学は、現代教育に生起する諸問題の史的な掘下げ
を試みながらその意義を把握するとともに、　「当然」と考 石川松太郎 石川松太郎

1 教育の歴史を学 えられている諸事象の歴史的な背景を探って問題を索出し （㈹石門心 （㈹石門心

ぶ意味 て将来の課題を見出す点におかれていることを認識する。 学会理事長） 学会理事長）

古代より近世にかけて醸成された教育思想、学制等の軌
道より近代にはいって欧米先進国の教育思想・学制を受容 大戸安弘 大戸安弘

2 前近代より近現 して作られた教育の軌跡への展開について考察する。とく （東京学芸 （東京学芸

代への過程 に、明治維新期に重点をおき、近世教育のなかに近世かぎ 大学助教授） 大学助教授）

りのものと近代の芽生えを見出す。

まず近世より近代初頭にかけての寺小屋の教育状況（開
設、規模、師匠、寺子、教材、学習建築）を概観して、っ

3 初等教育　（1） いで明治初年より創設され普及を遂げた近代小学校の教育 同　上 同　上
状況（公権力の施策、開設状況、教師、父兄、児童、就学
率、教育課程等）について検討する。

明治後期より大正期を経て昭和初期にいたる小学校の教
育状況（公権力の施策、教師、指導、教育課程）を概観す

4 初等教育　（2） る。とりわけ、大正期自由教育運動、生活綴方運動の理念 石川松太郎 石川松太郎
と実践に着目し、欧米諸国の場合と比較考量してみる。

日中戦争以降における超国家主義教育理念の盛行と実施、
国民学校教育の準備と実施、初等教育にみられる戦時教育、

5 初等教育　（3） 学童疎開の状況等について解説する。そして戦後、6－3 同　上 同　上
体制下における小学校の教育状況を検討する。

近代初頭より第二次大戦直後にいたる中学校（旧制）の
軌跡を概観する。そのうえで、明治初年から同30年代にお 神辺三光 神辺三光

6 中等教育　（1＞ よぶ中学校の成立と展開の過程（制度、組織、教育課程、 （兵庫教育 （兵庫教育

教師、生徒等）について詳しく検討する。 大学名誉教 大学名誉教
授） 授）

近代初頭より第二次大戦直後にいたる女学校・高等女学
校の軌跡を概観する。そのうえで明治初年より「高等女学

7 中等教育　（2） 校令」の発布（同32年）を経て末期におよぶ女学校・高等 同　上 同　上

女学校の成立と展開の過程（制度・組織・教育課程・教師
・生徒等）について詳しく検討する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

近代初頭より第二次大戦直後にいたる実業学校の軌跡を
概観する。そのうえで、明治初年より「実業学校令」の発

8 中等教育　（3） 布（同32年）を経て末期におよぶ実業学校の成立と展開の 神辺靖光 神辺三光
過程（種類・組織等）について検討し、日本の産業発展と
のかかわりについて注意する。

古代の大学寮をはじめ、中世・近世における高等教育の
流れを瞥見したうえで、近代初頭より第二次大戦直後にい

9 高等教育　（1） たる大学の軌跡を概観する。特に明治19年の「帝国大学令」 大戸安弘 大戸安弘
以降の大学・教員・学生の実情について詳しく解説し、今
日に及ぼしている問題点を探る。

近代初頭より第二次大戦直後にいたる高等学校ならびに
専門学校の軌跡を概観する。成立期における藩校ないし私

10 高等教育　（2） 塾とのかかわり、　「高等学校令」発布前後における高等学 同　上 同　上
校・専門学校の実情を中心として、それぞれ今日の教育に
及ぼしている意義を考察する。

近代初頭より第二次大戦直後にいたる教員養成について
師範学校・高等師範学校（男女共）を中心に概観する。師

11 社会教育（生涯 範・高師の成立と展開について検討すると共に、師範学校 石川松太郎 石川松太郎
教育）　　　（1） 系以外の教員養成の実情にも目配りを施し、諸外国の教員

養成制度との比較考量を試みたい。

明治末期以降より昭和前期に重点をおき、天皇制絶対主
塗下における諸矛盾の激化にともなって起こった社会教化 清水康幸 清水康幸

12 社会教育（生涯 について扱う。主に青年層を対象とし、公権力と民間生起 （青山学院 （青山学院
教育）　　　（∬） の運動の実態について検討し、それぞれが今日の生涯教育 女子短期大 女子短期大

に及ぼしている意義について考察する。 学助教授） 学助教授）

戦時教育下の思想・理念とその実践の実態を明らかにす
る。一方では非合理的・起合理的な絶対随順の精神と奉仕

13 戦時下の教育 を強制しながら、他方では合理的・科学的な思考・実験・ 同　上 同　上
～（皇国民錬成） 実習を遂行していく教育施策の矛盾・相剋の実態を明らか
の理念と実践～ にしていく。

戦争直後の占領軍による教育政策、アメリカ教育使節団
と日本の対応、新学制の構想と発足など戦後教育改革の総

14 戦後の教育改革 体としてみられる特徴をとらえる。そして、この改革の教 同　上 同　上

育理念と実態が、いつ、どのような契機で変容ないし崩壊
に逢着するのかについて検討する。

明治初年より現代にいたる教育史研究の動向を概観する。
とりわけ第二次大戦後における教育史研究、教育史研究に

15 戦後の教育と教 かかわる諸学会の軌跡と現状を詳しく述べて、今後に取り 石川松太郎 石川松太郎
旧史研究 組まねばならない諸課題について数人の教育史研究者との

話し合いのなかで検討する。
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＝教育社会学C　98）＝（TV）
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〔全体のねらい

　教育現象についての実証科学としての教育社会学について概説する。教育は個人にとっても社会にとって
も、その成長・存続・発展の要に位置する重要な社会的営みであり、社会生活のあらゆる側面と関連してい
る。そのような教育の形態・構造・機能、個人と社会にとっての意味、教育と社会との関連などについて、
教育社会学はどのように考察してきたかを概説し、そのなかで教育社会学の理論と方法について説明する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

教育社会学とはどのような学問であるかについて概説す
る。それは教育に関わる諸現象を社会的に研究する学問と

1 教育社会学とは 定義されるが、その対象の捉え方、社会学的方法、基本的 藤田英典 藤田英典
概念について説明する。また、日本の教育社会学の特徴に （東京大学 （東京大学

ついても簡単に説明する。 教授） 教授）

個人が文化を習得し社会の成員になっていく過程を社会
化という。それは、社会が世代を越えて再生産される過程

2 社会化と社会統 でもある。この二重性をもった社会化の過程はどのように 同　上 同　上
制 構造化されているか、その構造化の様式は社会によってど

のように異なるかについて考える。

高学歴化や産業化・都市化・情報化の進展にともなって、
教育環境はどのように変化してきたが、それにともなって

3 家族・地域の 子どもたちの生活と成長の過程はどう変化してきたか、社 同　上 同　上
教育 会化の担い手としての家族・地域の人間関係はどう変化し

てきたか、といった問題について考える。

コミュニケーション・メディアの変化は生活様式と文化
は生活様式と文化空間をどのように変えてきたか、とくに

4 情報化社会の 情報化と消費の高度化の進展は青少年の意味世界をどのよ 同　上 同　上
教育 うに変えてきたか、成長の過程と教育の課題はどのように

変化してきたか、といった問題について検討する。

「学校の荒廃」が言われて久しいが、青少年の非行・逸
脱や、教育に関わる諸問題はどのように変化してきたか、

5 教育問題の その変化は社会環境の変化とどのように関連しているか、 同　上 同　上
社会学 教育社会学はそれをどのように据え、どのように解明して

きたか、といった問題を検討する。

組織的な教育の場である学校が、どのようにして生まれ、
産業化の進行とともに発展をとげ、現在のような巨大な制 天野郁夫 天野郁夫

6 学校制度の 度へと成長するに到ったのかを歴史社会学的にあとづける （国立学校 （国立学校

社会学 ことにより、学校制度の基本的な構造を明らかにする。 財務センタ 財務センタ
一教授） 一教授）

学校は、古い世代から世代へと文化を伝承していくため、
の専門的な機関である。どのような文化や知識が、選ばれ

7 カリキュラムと 分類され、序列づけられるのか。教育的知識の＝選択・配布 苅谷剛彦 苅谷剛彦
教育的知識 ・序列づけと社会との関係について考える。 （東京大学 （東京大学：

助教授） 助教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

学校は、教師集団、生徒集団からなる社会的組織である。
それぞれの集団は、ものの見方や考え方を共有することで、

8 学校の組織と 教師文化、生徒文化を形成している。学校の組織としての 苅谷剛彦 苅谷剛彦
文化 特徴、教師文化と生徒文化の形成のメカニズム、それが教

育過程に及ぼす影響について考える。

教育という社会的行為の最小単位は、教師と生徒、ない
し生徒同士の相互作用である。教師の期待効果、生徒のグ

9 教育過程と教室 ルービングの学習への影響、さらにはそれらの相互行為を 同　上 同　上

空間・学校空間 外枠として規定している教室空間、学校空闇の特徴につい
て考える。

学校で行われる様々な活動は、社会との関わりで見たと
きに、どのような役割を果たしているのだろうか。学校に

10 学校の社会的機 おける諸過程が、人材選抜機能、社会化機能、正当化機能 同　上 同　上
能 を果たしていることについて検討する。

初等教育から始まった学校教育の発展の波が中等教育を
へて高等教育の段階へと及んでいく過程で、高等教育の中

11 高等教育の 核的な機関である大学の重要性が増すとともに、性格が変 天野郁夫 天野郁夫
社会学 化し、学歴社会を出現させ、さまざまな問題を生み出して

いることを明らかにする。

現代社会の主要な制度のひとつとなった学校が、その階
段的な構造のゆえに、いかに人々の能力（業績）による評

12 階層・学歴・職 価と選抜の機構として機能し、人々をさまざまな、職業に 同　上 同　上
業 代表される社会的な地位に配分していくかを説明する。

現代社会の巨大化した学校制度が、その内部に、また社
会の諸制度との関連でさまざまな問題を抱えるようになり、

13 教育改革と それがくり返し改革の動きを生んでいること、そのなかか 同　上 同　上

学習社会 ら学習社会の実現が改革の重要な目標として浮かびあがっ
ていることをのべる。

教育社会学は経験科学のひとつである。理論は実証研究
によって強化され、実証研究は理論によって枠組みを与え

14 教育社会学の られる。教育社会学において、実証研究の基礎となる調査 苅谷剛彦 苅谷剛彦
技法 の方法と研究テーマとの関係を中心に、データの収集と分

析の方法について考える。

教育社会学研究の発展過程を概観し、機能主義、葛藤理
論、方法的経験主義、解釈的アプローチ、社会史的／歴史 天野郁夫

15 教育社会学の 社会学的研究など、主要なパラダイムの特徴と最近の研究 藤田英典 藤田英典
パラダイム展開 動向について検討し、教育社会学における理論と方法およ 苅谷剛彦

び今後の課題について考える。
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＝道徳教育（’99）・＝（TV）

主任講師〔
主任講師

驚斐嬢熊レ㌘導心実r鱗欄〕

全体のねらい
道徳教育を単に学校教育に位置づけて考えるだけでなく、学校教育を取り巻く地域的、社会的、文化的環境との相互

作用的、共同的な観点から、考えることを目的にする。道徳教育の目的は、道徳性、すなわち人間の自・他相互の福祉
の向上に資する傾向を形成することです。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 道徳教育と教育学
　ペスタロッチ、ヘルベルト、デューイ、マカレンコなどの道
ｿ教育理論を解説する。教育的目的論から道徳教育を論じる。

木原孝博
iノートルダム

ｴ心女子大
w教授）

木原孝博
iノートルダム

ｴ心女子大
w教授）

2 道徳教育と教育
ﾐ会学

　教育社会学者の道徳教育理論ないしは社会化理論を解説す
驕B

同　上 同　上

3 道徳教育と心理学

　道徳性の形成、発生のメカニズムについて心理学的な面から
ﾌ研究から道徳教育を考える。アイゼンクバンデューラなどの
ｹ徳性の形成、道徳的行動、道徳的情意形成について理論と道
ｿ性の個別性についての人格理論を解説する。

大西文行
i横浜市立

蜉w教授）

大西文行
i横浜市立

蜉w教授）

4 道徳教育と発達
S理学

　道徳性の形成、発生のメカニズムを発達的側面からの研究か
逑ｹ徳教育を考える。コールバーグ、ホフマン、セルマンらの
ｹ徳性の発達についての研究から道徳教育を考える。

同　上 同　上

5 道徳教育と文化
l類学

　文化による価値、道徳的価値の多様性について学習し、多様
ﾈ価値体系での道徳教育について考える。

木原孝博

蜷ｼ文行

木原孝博

蜷ｼ文行

6 家庭教育と道徳
ｳ育

　道徳性の発達の基盤となる家庭での親子関係の相互作用での
ｹ徳性の発達の過程について学習する。 大西文行 大西文行

7 地域教育と道徳
ｳ育

　学校での道徳教育は、学校と地域共同体との密接な連携でな
ｳれることが必要である。地域共同体と連携し道徳教育を実践
ｵているアメリカのボストンでの実践を中心に考える。

同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属職名）

8 生涯教育と道徳
ｳ育

　幼児期、幼児期、少年期、青年期の発達課題とその解決を通
ｵて人格が形成されていくプロセスを明らかにする。 木原孝博 木原孝博

9
国際化社会と道徳

ｳ育

　従来の国という概念を超えた概念が広がっている。国際化で
?驕B他国についての理解とともに、他国と主体的、共同的に
ﾎ処する必要がある。国際化社会での道徳教育に実態の観察を
ﾊして道徳教育のあり方を考える。

大西文行 大西文行

10
多文化社会と道徳

ｳ育

　現在我が国は、アメリカやカナダのように未だ多民族、多文
ｻ、多宗教の国ではないが、9章で論じられたように、近い将来
ｻのような状況を迎えることになる。そのような状況での道徳
ｳ育のあり方を、タイ、中国およびカナダの実践を比較しなが
迺ﾊじて考える。

同　上 同　上

11
情報化社会と道徳

ｳ育

　情報技術の発達に伴い、多様な価値、道徳的価値を含んだ情
��?揩ｷることが求められてくる。情報処理能力の形成の観
_から道徳教育のあり方を考える。

同　上 同　上

12 学校教育と道徳
ｳ育　　（1）

　学校教育の仕組みを領域と機能の視点から分析、教科指導と
ｳ科外指導、学習指導と生徒指導の役割を明確化しながら、学
Z教育の仕組みの中に道徳教育を位置づける。各国の文化型の
ｿがいによる学校教育のあり方、道徳教育のあり方のちがいに
?ﾚする。

木原孝博 木原孝博

13 学校教育と道徳
ｳ育　　（2）

　わが国の道徳教育の歴史を辿りながら、　「道徳」の時間を特
ﾝして道徳教育をする事の意味を明確にする。

同　上 同　上

14 道徳の時間の
ﾀ践例　（1）

　「教科のなかでの道徳教育」と「道徳の授業」を取り上げ、
ｻれぞれのメリット、デメリットを明らかにする。

同　上 同　上

15 道徳の時間の
ﾀ践例　　（2）

　「道徳性発達」理論に基づいた道徳の時間の実践を取り上
ｰ、それぞれのメリット、デメリットを明らかにする。 大西文行 大西文行
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＝幼児教育の社会学（’98）＝　（R）

〔主任講師：萩原元昭（江戸川大学教授：）〕

全体のねらい
　今日、幼児の能動性、有能性や人とのやりとりの能力に関する新たな知見が、幼児教育のパラダイムの転
換を招き、家庭、地域や幼稚園、保育所のカリキュラムや方法、環境構成の見直しが求められている。本講
では、幼児の遊び、生活の場である家庭、園、地域を、個性形成のコミュニケーション体系として番え社会
学的に考察する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
椛ｮ・職名）

1 幼児の発達への
ﾐ会学的アプロ
[チ

　幼児の発達の特性を、能動性、有能性や人とのやりとり
ﾌ能力の形成として捉え、異なる個性を持つ幼児一人ひと
閧ﾌ心理的要求に適応するaccom田odation　systemの形成の
ﾉない手としての保育者・教師と幼児の二者関係、知識習
ｾの方法など社会学的に究明。

萩原元昭
i江戸川大

w教授）、

萩原元昭
i江戸川大

w教授）　　＼

2 家　庭　環　境

　幼児の最初の社会化の場としての家庭において、父親の
邇剋Q画・加の必要が訴えられている割合には少ない現状
烽?ﾁてか、母親の育児不安を解消するための手段として、
?ｪ地域の子育て支援センターとして家庭を支援するしく
ﾝの必要性が期待されている。

同　上 同　上

3 遊びとメディア

　幼児の生活のほとんどが遊びであり幼児は遊びを通して
ｽくのものを学ぶ。その遊びもマルチメディアの発展に伴
｢、テレビゲームを初め電子メディア遊びが盛んになり、
Vしい幼児教育の問題を生み出している。問題点を具体的
ﾉ取り上げながら課題を明かにする。

森　　　　
i広島修道

蜉w教授）

森　　　　
i広島修道

蜉w教授）

4 幼児の仲間関係

　発展的視点を含めて幼児期の仲間関係の特徴をふまえた
繧ﾅ幼稚園・保育所という集団保育施設が幼児の仲間関係
ﾌ形成に果たす役割について考察する。園生活における幼
凾ﾌ仲間関係について、観察事例をもとに、遊びや保育形
ﾔ、園環境などとの関連から捉える。

青井倫子
i愛媛大学講
t）

青井倫子
i愛媛大学講
t）

5 保　育　所　の
ｶ　活　環　境

　保育所は子どもが生活時間の多くを過ごすところである
ﾌで、安全で情緒の安定した生活のできる環境を整えるこ
ﾆが大切である。その中での遊びの指導を通して心身の健
Nの基礎や豊かな感性、表現力などを育成するのである。
ｱのような保育環境の重要性を考察する。

栃尾　　勲
i立正大学

ｳ授）

栃尾　　勲
i立正大学

ｳ授）

6 幼　稚　園　の
ｶ　活　環　境

　幼稚園教育は「環境を通して行う」といわれているよう
ﾉ、どのような環境のもとで、どのように生活を展開する
ｩが重要となる。幼稚園の生活環境について、心身の発達、
ﾖ係性の発達、表現力の発達という視点から、何が大事に
ﾈるのかを考えてみる。

柴崎正行
i東京家政・

蜉w教授）

柴崎正行
i東京家政

蜉w教授）

7 保育内容の
ﾐ　　会　　学

　保育内容構成の原理として収集型から統合型への変化を、
ﾌ域「絵画製作」　「音楽リズム」の廃止、それに代わる、

ﾌ域「表現」の創設という例示で考察すると同時に、幼児
ﾌ興味・関心に基づく指導計画の作成過程について考察を
ﾁえてゆく。

萩原元昭 萩原元昭
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

幼稚園や保育所における保育方法は、時代の変化に伴っ
て変わりつつある。日本において保育方法がどのように変

8 幼児の保育方法 化してきたのかを論ずると共に、そこでの保育者の役割に 柴崎正行 柴崎正行
と環境構成 ついても明らかにする。特に現在の保育における環境構成

の意義と内容については詳しくふれる。

幼稚園や保育所では、幼児を意図的・組織的な集団単位
に組み込んで保育活動を展開する。幼稚園で編成される集

9 日本の幼児教育 団単位の種類とその編成原理、それらの集団単位を前提に 結城　　恵 結城　　恵
文化 展開する保育者と幼児の間の相互作用の様相から、日本の （群馬大学 （群馬大学

幼児教育の文化的特質を考察する。 助教授） 助教授）

保育者自身が行なう園内研究、保育者以外の者が幼稚園
や保育所をフィールドとして行なう研究など、幼児教育実

10 幼児教育実践の 践の研究の意義や方法また限界などについて研究をする際 青井倫子 青井倫子
研究 の視点の持ち方や保育二一幼児一研究者の相互の関係など

も視野に入れて考察する。

いじめ問題や不登園問題にあえぐ幼児にとり家庭の父母
と園の保育者とが相互に支援しあうシステムを意図したさ

11 園と家庭・地域 まざまな連携方法について、例示しながら考察してゆく。 萩原元昭 萩原元昭
との相互支援 その際統合的視点として、幼児一人ひとりの心理的要求に

適応する視点の重要性について論ずる。

子育ての伝承や見聞が希薄化する中で、保育所や幼稚園
に対して地域の子育て支援センターとしての役割が要請さ

12 地域における子 れている。子育て環境の変化と地域の子育て相談、親同士 栃尾　　勲 栃尾　　勲
育て支援セン の交流等について、子どもに視点を合わせながら、その実
ターの役割 態と課題を考察する。

ロンドン郊外にあるボーランドパークの中にあるプレイパー
クを訪れ、幼児にとって魅力のあるプレイパークの条件を、社

13 プレイ・パーク 会学的視点からアプローチし、明らかにすると同時に、プレイ 萩原元昭 萩原元昭
リーダーの役割や幼児の生活環境の安全性などの関連とで究明
する。

外国籍幼児の増加に伴い、保育者と幼児・親とのデスコ
ミュニケーション、異文化としての幼児・親との接触によ

14 マルチ・カルテ る園の多文化など日本の幼児教育のパラダイム転換のひき 同　上 同　上
ヤリズムに基づ がねにもなっている現状について考察する。マルチ・カル
く幼児教育 チャリズムの視点から園保育を論及。

子どもの生活と遊びを大切にしょうとする現在の保育文
化は歴史的遺産と背景をもっている。幼児教育の思想と実

15 幼児教育思想と 践を歴史的な展開の中でたどるだけでなく、当時の社会に 林　信二郎 林　信二郎
その社会的背景 おかれた幼児や親の生活の状況などその社会的背景につい （埼玉大学 （埼玉大学

ても考察してゆく。 教授） 教授）
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＝現代社会の学力（’99）＝（R）

〔主任講師　　駒林邦男（岩手大学名誉教授：）〕

全体のねらい
　現代日本社会における学力をめぐる問題状況について論じ、日本の子どもたちの学力は、どうなっているのか、　「日
本型」高学力の弱点はどこにあるのか、　「日本型」高学力を支える授業の特質は何か、子どもたちの人生にとって学力
はどんな意味をもっているか、そもそも、　「学力」とは何か、いま、どのような学力観、授業が求められているか一
これらの論点について、具体的な例をあげて講…i義をしたい。なお、1990年代後半の教育改革論議における学力問題につ
いても論じる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

「学校化・情報
ｻ・消費化」社会
ﾌ中の子どもたち

　講義の方針と概略を説明する。現代日本の子どもをめぐる社
?�u学校化・情報化・消費化社会」状況ととらえ、戦前から
P960年頃までの子どもの生活（家庭・地域・学校の中の生活）
ﾆ比較する。

駒林邦男
i岩手大学

ｼ誉教授）

駒林邦男
i岩手大学

ｼ誉教授）

2
学力をめぐる社会

�ｵ

　過熱する学力競争の社会的背景と過熱化の経緯について、具
ﾌ的な例をあげながら述べ、学力競争に子どもたちを向かわせ
髏eの心理についても考えていく。

同　上 同　上

3

「学校からの逃走」

ﾆ、「学（校）歴信
ﾂ」

　1970年代以降の「教育荒廃」、「子どもたちの学校からの逃
磨vという事態に対する臨時教育審議会、1990年代後半の中央
ｳ育審議会などの対応を取り上げるとともに、社会の「学
i校）歴信仰」をめぐる問題について論じる。

同　上 同　上

4 学力三三史
　1872年は「学事奨励に関する被抑出書」から今日に至るまで
ﾌ学力観の変遷を、明治以来の教育理念の変化と関連させなが
逖_じる。

同　上 同　上

5 「新しい学力
ﾏ」、その問題点

　「新学力観」、特に「関心・意欲・態度」の重視について述
ﾗ、3点にわたって、「新学力観」の問題点を指摘する。

同　上 同　上

6 学校知、学校知
n学力

　普通「学力」と呼ばれているのは「学校知学力」である。
u学校知」とは何かを明らかにすることによって、社会的通年
ﾆしての学力の「制度化・公定化部分」の基本的性質（基礎可
¥性、規範性）について論じる。

同　上 同　上

7

「日本型高学力」

ﾆ、それを支える
�ﾆの特質

　国際的学力調査（IEA）、文部省学力調査のデータによっ
ﾄ、日本の子どもの学力の高さを示す。この高水準を支える授
ﾆは、知識注入型授業であることを、放送担当者が行った調査
級ﾊに基づいて具体的に説明する。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
「日本型高学力」

ﾌ問題点

　学力の地域差・階層差、断片的知識の量とそれらの知識の意
｡的関連についての理解の質と著しい践行、理解のドロップア
Eト学力の「三楽」、子どもたちの「勉強・学力観」について
_じる。

駒林邦男 駒林邦男

9
伝統的構造の一斉

�ﾆ

　高学力を支えてきた「伝統的構造」の一斉授業とはどんな授
ﾆかを、評価の特徴、学びの組織化の特質、一斉授業と学びの
ﾂ別性との構造的摩擦について説明する。

同　上 同　上

10
学校化された学び
ﾁ異性

　具体的生活の中での学びとの対比によって、学校知の学び
i「学校化された学び」）の人工性・迂回性を浮かびあがらせ

驕B
同　上 同　上

11 学校知学力の特性
　「学校知学力」の基本特性が「非・ヴァナキュラー性」であ
驍ｱと、すなわち受験手段性・依存性、　「学校課題」性である
ｱとについて論じる。

同　上 同　上

12
隠れたカリキュラ
?A　「日常知」

　「もう一つの学力」としての「隠れたカリキュラム」を教育
w的に定義し、学校知学力の対極にある「日常知」について、
ｳまざまな角度から論じる。

同　上 同　上

13

子どもにとっての
w校・学び・学力
i一）

具体的データを使って、子どもの授業実感について探り、
u学びの疎外」状況の拡がりについて述べる。

同　上 同　上

14

子どもにとっての
w校・学び・学力
i二）

　高校生の学びの現状一学校離iれ、学力離れ観について紹介
ｵ、また、高校生の否定的自己認識（自己過少評価）について
qべる。

同　上 同　上

15
教育「改革」と
ｨ迷の中の学力問

　14回の講義を整理する。　「まとめ」として、現在の教育改革
ﾌ動向との関係の中で、学力問題について論じる。

同　上 同　上
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＝教育・経済・社会＝（TV）
〔主任講師：金子元久（東　京　大　学　教授’）主任講師：小林雅之（東京大学助教授）〕

全体のねらい
　教育を経済現象や社会現象との関連で捉えることによって、教育システムの構造や機能を理解する。教育
の拡大と経済成長、学歴社会、教育財政について解説する。学生に「教育は経済・社会とどのような関係に
あるか」ということをマクロに把握させる。特に、現在の日本の教育、とりわけ高等教育を理解することが
目的であるが、そのために歴史比較や国際比較も行う。なお、パソコンにより各種図表・パターンの提示を
行う。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

・教育と経済・社会の関わりについて、簡単な図式をもと 金子元久 金子元久
に解説する。教育がなければ社会は成り立たない、逆に社 （東京大学 （東京大学

1 教育と経済を見 会がなけれ教育は成り立たない、という関係を説明する。 教授） 教授）

る眼 ・この科目を通じて、学生に考えてもらいたい問題を設定 小．林雅之 小林雅之
する。現代社会と教育のi接点のどこが問題か。・各回の内 （東京大学 （東京大学

容の簡単な紹介をする。 助教授） 助教授）

・教育と社会システムの関連をとらえるマクロな図式を提
示する。・中世から近代、現代にいたる教育システムの発

2 教育と社会・経 展を説明する。・その結果生じた現代の教育システムの特 小林雅之 小林雅之
済発展　（1＞ 徴、システムの問題点を説明する。・生涯学習などシステ

ムの変化への動きとその背景を概説する。

・近代以前の教育、特に江戸時代の教育の特徴を簡単に説
明する。・明治の教育改革の考え方とそれによって生じた

3 教育と社会・経 教育システムの拡大を解説する。・社会的選抜と教育的選 同　上 同　上
済発展　（2） 抜の結びつきによる学歴社会システムの成立と発展を概説

し、その戦後への遺産についてふれる。

・社会経済発展と教育の関連を、世界各国について比較す
る。G醗と就学率の関連などを図で説明する。・発展途上 金子元久

4 教育と社会・経 国がかかえる問題点を、国際会議などの報告書をもとに紹 金子元久
済発展　（3） 介する。・途上国の例としてタイをとりあげ紹介する。 小林雅之

・教育を社会的投資と見る見方を説明する。識字率と就学
率や近代化との関連などを例にする。・経済発展と教育と

5 経済現象として の関連を、人的能力政策を例に説明する。・経済学理論と 同　上 同　上
の教育　（1） して人的資本論の登場の背景を説明する。・人的資本論の

骨格をわかりやすく説明する。

・人々の進学行動を入的資本論の立場から経済学的に説明
する。・個人的な投資に対する利益の算出方法を具体的に

6 経済現象として 提示し、収益率により進学行動を説明できることを具体的 同　上 同　上
の教育　（2） に示す。・教育だけでなく、人間行動の理論としての人的

資本論について簡単に紹介する。

・教育を経済的な現象として捉える見方を、　「教育機会市

場」と「労働市場」の二つの市場モデルをもとに説明する。
7 経済現象として ・教育機会市場の構造と変化を具体的に説明する。・学卒 同　上 同　上

の教育　（3） 労働市場の構造と変化を具体的に説明する。・二つの市場
の関連を説明する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　四阿名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

・職業と教育の関連をマクロに捉え、具体的なデータに基
ついて、分析する方法を提示する。・戦後日本について、

8 しごとと教育（1＞ 分析した結果を図やグラフでわかりやすく提示する。・特 小林雅之 小林雅之
に、日本では教育と職業が密接な関係を持たない理由を説
明する。

・学歴獲得と社会移動の関係についで一般的なモデルを提
示する。・日本の終身雇用制と内部労働市場化による学卒

9 しごとと教育（2） 一斉採用方式について説明する。・職場で要求される知識 同　上 同　上
や技術と学校教育の対応などミクロな教育と職業の対応に
ついて説明する。・人的資本論に批判的な経済学的・社会
学的理論による教育と職業の対応関係の捉え方を紹介する。

・女子の労働参加と高学歴化との関連を捉える見方を紹介
する。・女性と職業の関連について、日米の相違を比較す

10 しごとと教育（3） る。・今日の女性と職業の問題点を論ずる。 同　上 同　上

・戦後日本における教育の量的拡大を紹介する。それに対
する政策的課題を提示する。・高度成長のための手段とし

11 教育問題の政治 ての教育と教育需要の急激な拡大の関連を説明する。・教 金子元久 金子元久
経済学　（1） 育の拡大とその歪みの増大、社会問題化した教育の例をあ

げる。・それに対する教育政策として、自由化、多様化、
個性化など国際社会の中での社会資本としての教育のあり
かたを説明する。

・教育と社会階層の関連、それをむすぶものとしての社会教
育
問
題
の
政
治
　
、

学的、経済学的な要因に関する研究を紹介する。・教育の
12 経済学　（2） 機会均等に関する様々な議論と問題：点を紹介する。・現代 同　上 同　上

日本における教育の機会均等を具体的に評価する。・教育
の機会均等にむけた奨学金や授業料などの政策を紹介する。

・教育における政府の役割と市場メカニズムの関連につい
て、様々な理論を紹介する。・新自由主義の思想など、政

13 教育問題の政治 府の教育への介入が必ずしも自明でないことを説明する。 同　上 同　上
経済学　（3） ・教育制度のコントロールと政府の関連、その問題点を説

明する。・政府の教育支出について、日本の特徴を国際比
較によって具体的に解説する。・高等教育への政府補助を
例に、政府と教育に関する現在の問題点を解説する。

・臨時教育審議会や大学審議会、中央教育審議会などの議
教育問題の政治 論をもとに、教育改革の方向を解説する。・中等教育の改 同　上 同　上

14 経済学　（4） 革について、業者テストの廃止や総合制などの動きを紹介
する。・高等教育の改革：について、教育改革などの動向を
紹介する。

・教育改革とその問題点について総括的に論じる。・世界
の教育改革の動向と日本の改革を比較する。・教育の生産

15 日本の教育と社 的機能と選抜配分機能という観点から、教育と経済・社会 金子元久 金子元久
会的課題 の関連をまとめる。
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＝子どもと若者の文化＝（TV）

〔主任講師：本田和子（聖学院大学教授）〕

全体のねらい
　現代の文化は、子どもや若者によって不断にリフレッシュされているが、それは、一方では、伝統文化の
変容に連なり、世代間の葛藤の原因ともなっている。本講義は、それら今日的な問題に焦点を合わせ、彼ら
の文化の解析を通して逆照射される「文化の継承し変容、およびその創造」について考えていきたい。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 文化と若い世代

　全体のねらい。および、　「文化」　「子ども」　「若者」な

ﾇの用語の定義と説明。
@次回以降の内容の概略。

本田和子
i聖学院大

w教授）

本田和子
i聖学院大

w教授）

2 文字と映像の
ｶ化　（1＞

　文字が文化をリードした時代から、映像の時代へ、さら
ﾉ電子メディアの時代へと、社会の中心媒体が変化すると
ｯ時に、大人と若い世代との関係も変化を余儀なくされて
｢る。このことに言及し、現代における「文字文化」の位
uを考える。

同　上 同　上

3 文字と映像の
ｶ化　（2）

　「教科書」と「児童文学」は、従来、子どもに関連する
o版文化の代表的存在であった。現在は、　「子どもが本を
ﾇまなくなった」と言われる一方で、　「ヤング・アダルト」
ﾆいう新ジャンルが勃興している。今回は、それらについ
ﾄ考察する。

同　上 同　上

4 文字と映像の
ｶ化　（3）

　文字に代わって、先ず子どもの世界を席巻したのは漫画
ｶ化である。それらは、1960年代にはテレビと結び付いて
Aニメ文化を形成する。ここでは、子ども向けアニメを取
闖繧ｰつつ、映像文化について考える。

同　上 同　上

5

身体文化の中の

qどもと若者
@　　（1）一甲子園神話と

u若者」像一

　からだを動かして遊ぶことは、子どもや若者にとってど
�ﾈ意味を持つか。それらは、伝統的社会から現代に向け
ﾄ、どのような変貌を遂げたか。 清水　　諭

i筑波大学
u師）

清水　　諭
i筑波大学

u師）

6

身体文化の中の

qどもと若者
@　　（2）一規格化される

qどもの身体と
ｸ神一

遊びとスポーツの同質性と異質性。
Vびからスポーツへという変化は、子どもや若者に何を

烽ｽらしたか。 同　上 同　上

7

身体文化の中の

qどもと若者
@　　（3＞一自然の中での

Vびと身体一

　スポーツ・イベントとして、運動会や甲子園大会などを
謔闖繧ｰ、その意味と変遷を探る。

同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 「もの」の文化
j　（1）

　現代は、人の暮らしに大量の「もの」を提供し、子ども
ﾌ生活も「もの」と不可分である。これらの現象の解明に
魔ｽって、先ず、子どもの世界を特徴づける玩具・遊具に
ﾅ点を合わせる。

本田和子 本田和子

9 「もの」の文化
j　（2＞

　現代の子ども・若者の世界には、従来の意味での玩具・
V具の範疇に入らないものが、生活の快適化のために取り
桙ﾜれている。個室に用意されたテレビ・ラジオ、電話
增Eパソコンなど。これらは、彼らの生活に何をもたらし
ｽのだろうか。

同　上 同　上

10 「もの」の文化
j　（3）

　伝統的生活観を欠如からの発想とすれば、現代の若い世
繧ﾌそれは充足からの発想と言い得る。充足を目指して不
ｫを補うために行動が開始される状態と、何も必要としな
｢状態から何らかの動きが開始される状態の違いを考える。

同　上 同　上

11

都会の中の子ど
烽ﾆ若者　　（1）

fパートのなか
ﾌ子どもと若者

　現代の都市空間のなかで、盛り場と呼ばれる歓楽の中心
ﾍ、若者によって形成されたとも言われる。この経緯を踏
ﾜえつつ、現代の都市と彼らの関係に焦点を合わせ、その
ﾁ性について論及する。　（遊園地論を含む）

吉見俊哉
i東京大学

赴ｳ授）

吉見俊哉
i東京大学

赴ｳ授）

12

都会の中の子ど
烽ﾆ若者　　（2）

f画館のなかの
qどもと若者

　新しいメディア空間の形成に関する貢献と関与は、若い
｢代が先行世代を凌駕している。これらニューメディアに
ｩかわる彼らの生態に注目し、その意味するものについて
lえる。

同　上

　　　岬

ｯ　上

13
新しい言語と
Vしい現実（1＞
﨣�＜fィアと

瘤ﾒ

　コンピューターは、もう一つの言語として、私どもの生
?ﾉ不可欠の道具と化した。それに熱中する少年・少女た
ｿをどう考えるかは、避けて通り得ない現代の課題である。
Rンピューターリテラシイの発達について、ゲストと対談
ｷる

本田和子 本田和子

14
新しい言語と
Vしい現実（2）
n球環境問題と

瘤ﾒ

　コンピューター世代の生きる場所は、従来の現実世界と
ﾍ異なり、新しく生成される架空の現実であると言われて
｢る。しかし、情報網を通じて遭遇する新しい現実の一つ
ﾆして、地球環境問題が浮かび上がっているが、それらと
瘤ﾒのかかわりを巡って、ゲストとの討論を試みる。

同　上 同　上

15 現代文化と
qどもと若者一展望と課題一

　急変を続ける現代文化の中で、子どもと若者はどのよう
ﾈ役割を担い、どのように自身の世界を形成していくのだ
?､か。それらに関して、私ども大人の責任は何か。現状
�ｮ理しっっ、今後の課題を考える。

同　上 同　上
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＝変わる社会と大学＝（R）

〔主任講師：牟田博光（東京工業大学教授）〕

全体のねらい
　第二次世界大戦後50年以上を経て、大学教育を中心とした高等教育は大きな転換期にある。明治維新や終
戦・占領といった社会の大変動に伴って行われた改革とは違い、平時において、変わる社会に対応して変化．
していく様はこれまでに見られなかったことである。戦後を中心として、大学がこれまでどのように変化し、
これからどのように変化しようとしているかについて理解を深める。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

大学の歴史は中世にさかのぼる。大学の慣習の中にも当
時の伝統を引き継いでいるものもある。さらに、大学は各 牟田博光 牟田博光

1 大学の発展 国の社会経済的事情によって様々な発展を遂げた。日本の （東京工業 （東京工業

大学の発展に関係のある事柄を中心に、大学の発展過程を 大学教授） 大学教授）

たどる。

戦後、大学進学率は順調に伸びてきたが、昭和50年頃か
ら15年間ほどは停滞から減少傾向を見せた。しかし、その

2 進学率の変化 間、専修学校は拡大した。高等教育計画が実施に移された 同　上 同　上

と高等教育計画 のもこの時期である。進学率がこれからどう推移するかも
重要な関心事である。

地方在住の子弟が都会の大学に進学する場合などに、進
学に伴う地域間移動が顕著である。進学移動は大学入学希

3 大学の配置と 野瀬の地域分布と大学の地域配置のアンバランスによって 同　上 同　上

進学移動 かなりな程度説明可能である。大学の地域配置は政策によ
る影響が大きい。

大学進学率が増加することは、一部のエリートだけでは
なく、誰もが大学に行けることを意味する。当然、大学は

4 大学教育の どうあるべきかに関する考え方、教育の中身、学生生活な 同　上 同　上

大衆化 どにも変化が見られる。大学教育の大衆化の行方、影響に
ついて考える。

設置基準の大綱化によって、各大学のカリキュラムは各
大学が自由に編成できるようになった。大学改革の歴史的

5 大学改革とカリ 経緯もふまえながら、一般教養的科目と職業的専門科目の 同　上 同　上

キュラムの変化 バランス、カリキュラムの改善などについて説明する。

多くの大学で自己点検・評価が行われている。この動き
は我が国だけのものではない。各国の動向もふまえながら、

6 自己点検・評価 なぜこのようなことが一般的に行われるようになったか、 同　上 同　上

各大学で具体的にどのような自己点検・評価を行っている
か、それらがもたらす政策的意味は何かについて考える。

入学試験のありかたは大学の問題であるばかりでなく、
受験勉強を通して、高校以下の教育にも影響を与える。な

7 入学試験の ぜ今のような入学試験制度ができたのか、他の国ではどう 同　上 同　上

あり方 やっているのか、日本では今後どのように改善していくこ

とが可能かについて示す。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 大学の高度化

　大学が高等普通教育化しても、一一部の大学では高い研究
@能を維持することが要求される。大学における研究機能
ﾍ大学院に移っていく。さらに大学院は研究者の養成の場
ﾅあると共に、高度な職業人養成の場としての役割もはた
ｳなければくなってきた。

牟田博光 牟田博光

9 受益者と

@　負担区分

　大学教育によって、教育を受けた個人だけではなく、大
wが存立する地域社会、あるいは国全体としても大きな利
vを受けている。一方、大学を運営するには多くの財源が
K要である。個人や国、地方公共団体が費用を分担して負
Sすることになるが、どのような割合で負担すれば良いか
ﾉついては議論のあるところである。

同　上 同　上

10 卒業後の進路

　大学へ進学する目的の一つは、大学での学習を基礎とし
ﾄ、実社会で活躍できる足がかりをつけることにある。大
wにおける職業能力の開発は大きな課題である。大学の専
蛯ﾆ職業の関連がどのように変化しているか、職業への準
�ｳ育はどうなるか、というった問題を明らかにする。

同　上 同　上

11 高等教育の
ｽ様化と柔軟化

　大学以外にも大学レベルに相当する教育・訓練・研究施
ﾝがある。単位互換制度、連携・併任制度、学位授与機構
ﾌ活動などにより、大学との関連も強まっている。大学と
蜉w以外の高等教育機関の違いは何か、様々な高等教育機
ﾖがどのように共存していくのかなどについて考える。

同　上 同　上

12 新しい通信技術
@　　　の利用

　衛星放送、光ファイバー、高性能コンピュータなどの技
p革新を教育に導入することにより、新しい形の大学教育
ｪ可能になりっっある。これらの技術を大学教育に実際に
?pしているケースを紹介し、大学の技術的未来像を明ら
ｩにする。

同　上 同　上

13 遠隔高等教育の

@　　　可能性

　日本だけではなく、他の先進国や発展途上国にも放送大
wのような遠隔教育大学が増えてきている。それぞれ設立
ﾌ経緯は異なるが、同じ様な特徴も見受けられる。海外の
投u教育の実態と比較することにより、日本の放送大学の
ｫ来について考える。

同　上 同　上

14 大学の国際化

　国際化の波は大学にも押し寄せている。多くの大学、大
w院で留学生の数が増え、授業を英語で行うところも出て
ｫた。留学生を引き受けるだけではなく、国際研究交流も
ｷんになった。発展途上国に出かけて、その国の大学のレ
xルアップに貢献している教官も増えた。大学は教育に関
ｷる政府開発援助の前線となってきている。

同　上 同　上

15 学習社会と
蜉wの未来

　職務上の知識の更新や、生き甲斐を求あて多くの成人が
w習を続ける学習社会が長期的には到来すると考えられる。
ｻのなかで大学がこれからどのような役割を果たしていくべきか、大学の未来について考える。

同　上 同　上
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＝地域社会と教育＝（TV）

〔主任講師：岡崎友典（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　地域社会が変貌するなかで、教育が果たす役割について、日本の地域開発の歴史を踏まえっっ、教育が具
体的に展開される場面に即し、また人間の発達段階に沿って明らかにするとともに、教育実践上の課題につ
いても考察する。生涯学習社会と類型化される現代の日本社会の教育は、特定の時期だけ、また限られた場
所だけでなく、しかも様々な形態で行われている。この科目（本書）では日本の各地域で展開される教育を、
社会学の理論と手法を中心に用いて分析する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 地域社会の変動

ﾆ教育

　戦後の地域開発政策の展開過程に即して、地域社会の教
迴繧ﾌ課題を提示する。
@本科目で取り上げる内容について、概説する。

岡崎歪面
i放送大学

赴ｳ授）

岡崎友典
i放送大学

赴ｳ授）

2 教育環境として

ﾌ地域

　地域社会を教育環境の視点からとらえ、そこで成立する
ｳ育現象について、都市と農村、中央と地方、自然と人工
ﾆを対比する形で考察する。栃木県、東京都を事例とする。 同　上 同　上

3 地域社会と教育

　近代の学校の成立過程を捉えた上で、現代の学校の再編
ﾟ程について、具体的な教育内容に即して検討する。近代
ﾌ学校の成立過程を新潟県松之山町を事例で捉え、現代の
w校の再編過程について富山県高岡市の事例を通して学ぶ。

新井郁男
i上越教育

蜉w教授）

新井郁男
i上越教育

蜉w教授）

ｪ崎友典

4 教育内容と地域

　山形県上山市を事例に、地域住民として必要な教育内容
ﾍ何かについて、教育関係者と、住民の具体的な生活をも
ﾆに検討する。生活綴り方教育の歴史をたどり、生活記録
ﾆして、これを教材にいかに取り入れるかについても考察
ｷる。

岡崎友典 岡崎友典

5 子どもの地域生

　子どもの放課後の生活を指導する地域教育組織の役割と
ﾛ題について、香川県国分寺町の学校と子供会育成団体の
沫痰�ﾊして分析する。

住田正樹
i九州大学

ｳ授）

住田正樹
i九州大学

ｳ授）

ｪ崎友典

6 学校と地域住民

g織

　佐賀県唐津市の中心部と郊外の二地区の小学校のPTA
ﾌ実践活動の中から、学校と地：域社会の住民組織が、どの
謔､な形で連携していくかについて、学校（教師）と住民
ｩら生の意見を聞きPTAの果たす役割について提起する。

同　上 同　上

7 人材の養成と移
ｮ（1＞

　長崎市の商業校と普通科高校と沖縄県の総合高校の教育
燉eについてみるこにより、高校教育と職業の関連を分析
ｷる

吉本圭一
i九州大学

赴ｳ授）

吉本圭一
i九州大学

赴ｳ授）

ｪ崎友典
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名

i所属．・職名）

8 人材の養成と移
ｮ（2）

　長崎県と沖縄県の高等学校の卒業後の進路について担当
ﾒから動向を聞き、地域によってどのような形態（タイ
v）が形成されているかについて学習する。 吉本圭一 吉本圭一

ｪ崎友典

9 地域社会の変容
ﾆ学区の再編

　学校の統合・新設の伴う通学区の再編について、北九州
sと福岡市の事例を通して、学校と地域住民組織がどのよ
､な形で連携しているかについて、関係者の証言をもとに
ﾛ題を探る。

住田正樹 住田正樹

ｪ崎友典

10 高等学校の制度
?vと通学区

　高等学校の再編が緊急な政策課題となっている。戦後の
mZ教育の理念にひとつだった「小学区制」の果たす役割
ﾉついて、松江市の高校再編の過程を通して地域問題とし
ﾄ捉える。

岡崎友典 岡崎友典

11 高等教育の就学
@会の拡充

　北海道江別市と沖縄県名護市新設された異なるタイプの
蜉wの設立の経緯と教育内容について紹介し、高等教育の
@会の拡充が情報・通信網の発達によりどのように変化し
ﾄきているかを捉える。

吉本圭一 吉本圭一

ｪ崎丁丁

12 地域の国際化と

ｳ育

　地：域社会での国際化が、日本人と外国人の双方からなさ
黷驍ｱとについて、静岡県浜松市の国際交流委員会、ボラ
塔eィア団体、学校の事例を通して見ることによって、わ
ｪ国の国際化としての教育の課題を探る。

新井郁男 新井郁男

ｪ崎友典

13 移動社会と地域
ｶ化の継承

　流動性の高い地域社会と社会の低い社会を対比する形で、
n域文化の伝承と創造の過程を北海道の上川地区と沖縄県
ﾌ八重山地区を事例に検討し、学校教育と社会教育がいか
ﾉ連携していくかについて考察する。

岡崎友典 岡崎友典

14 地域社会の再生
ﾆ生涯学習

　岩手県の沢内村の福祉を中心とした生涯学習の実践を通
ｵて、高齢者から子どもまでの各世代が相互に学習するこ
ﾆの意義について、福祉と教育、行政と住民組織、公共施
ﾝと民間施設といった二つの機能の「共同性」の視点から
ｪ析する。富山県高岡市での三社連携についても考察する。

新井郁男 新井郁男

ｪ崎友典

15 地域社会の形成
ﾆ教育の課題

　「地域社会の教育」が学校と家庭、住民との協同作業・
cみとして続けられることの必要性について、各回の担当
u師4人が、それぞれ提起した問題をもとに座談会の形で
ﾜとめる。

岡崎友典
新井郁男
Z田正樹
g本圭一
ｪ崎友典
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＝国際化と教育（’99）＝（R）

〔主任講師 佐藤郡衛（東京学芸大学教授）〕

全体のねらい
　21世紀は、トランスナショナルという国境をこえた人の動きが盛んになり、否応なく異文化との共生を迫るようにな
る。教育も例外ではなくトランスナショナルな動きに対応し、異なった文化をもつ人との共生が大きな課題になろう。
国際化の進展により異文化共生という新しい課題が提起され、そのための教育をどのように構想するかが問われるよう
になっている。それは、19世紀以降前提にしてきた国民教育という枠組みから、　「地球人」といった普遍的な価値や意
義をもつ教育への転換を迫っている。本講座は、こうした視点から国際化に伴い必然化する日本の異文化間教育にかか
わる諸問題について考察することを課題にする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

国際化社会におけ
驪ｳ育

　近年、　「トランスナショナル」な動きが急速に進行してい
驕Bこうした状況の中で、複数の文化間にまたがる教育現象が
叝崧Iにおこっている。複数の文化の狭間で生じる教育を異文
ｻ間教育というが、本章では、この異文化間教育について概説
ｷる。ついで、その方法論や研究課題について考察する。

佐藤郡衛
i東京学芸

蜉w教授）

佐藤郡衛
i東京学芸

蜉w教授）

2

日本の教育の国際

ｻ

　本章では、日本の教育改革を国際化という視点から跡づけ
驕B特に、異文化間にまたがる教育に対して、国と地方自治体
ｪどのような施策を展開してきたかを探るとともに、その問題
_と今後の課題について考察する。

同　上 同　上

3

日本における異文
ｻ間教育の進展

　本章では、日本の異文化間接触の現状を概観し、その多様性
ﾉついて明らかにする。そして、異文化接触、異文化適応をと
轤ｦる枠組み、文化をとらえる視点について考察する。

同　上 同　上

4 海外子女教育

　国際化の進展とともに、海外で育つ日本の子どもが増えてい
驕Bこの子どもたちは海外子女とよばれるが、その就学形態は
坙{人学校と現地校に分けられる。本章では、海外で生活する
qどもの異文化接触、異文化適応の特質を就学形態別に考察す
驕B

同　上 同　上

5 帰国子女教育
　本章では、帰国子女の実態と帰国子女教育の政策、実践の推
ﾚを考察する。ついで、帰国子女の自文化復帰について学校文
ｻとの関連で検討し、その問題点を明らかにする。そして帰国
q女教育の今後の課題を展望する。

同　上 同　上

6

在日外国人子女教
　本章では、最近、急増している外国籍の子どもをとり上げ
驕Bまず、外国籍の子どもの異文化適応の特質について考察す
驕Bついで、外国人の子どもの教育を異文化共生という視点か
迯l察し、その課題について明らかにする。

同　上 同　上

7 外国人留学生
　本章では、急激な増加を続けている外国人留学生をとり上げ
驕B留学生が日本で直面している問題点を明らかにする。そし
ﾄ、留学生の異文化適応に焦点をあて、異文化適応を支援する
ｽめの様々な試みについて考察していく。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

本章では、日本にある外国人学校、国際学校をとり上げる。

8

在日外国人学校・

総ﾛ学校

日本に在留する外国人のための学校は、特定国の子どもを対象
ﾉした外国人学校と、どの国の子どもにも門戸を開放している
ｽ国籍の子どもからなる国際学校に分けられる。それぞれの実 佐藤郡衛 佐藤郡衛
態と問題点を明らかにするとともに、日本の教育制度との関連
で、今後の課題について考察する。

9

異文疑問教育にお
ｯるアイデンティ

　異文化間教育で重要なテーマの一つにアイデンティティの問
閧ｪある。本章では、アイデンティティをめぐるこれまでの研
?�T観する。社会的アイデンティティ、文化的アイデンティ 同　上 同　上

テイ
テイの形成、そして、関係性としてのアイデンティティの形成
というこれまでの研究の動向について考察する。

異文化間コミュニケーションは、異文化への適応過程や異文
異文化間コミュニ 患側教育における二文化の相互作用の過程の中心的テーマであ

10 ケーション る。本章では、異文化適応スキルの習得におけるコミュニケー 同　上 同　上
ションの役割、異文化間コミュニケーションにおけるステレオ
タイプ化の問題などについて考察する。

1
1

異文化接触と言語

ｭ達

　本章では、異文化接触と言語について取り上げる。異文化間
ｳ育では、第二言語の習得が大きな課題になるが、その教育の
ｻ状と課題について考察する。特に、日本の外国人子女を対象

同　上 同　上

にした言語教育の取り組みについて具体的に検討する。

本章では、国際理解教育の日本における発展の軌跡を跡づけ

12 国際理解教室
る。日本の国際理解教育は、多様化の道を歩んできたが、1990
N代にはいり統合化の動きが出ている。そうした動向について 同　上 同　上
明らかにするとともに、今後の国際理解教育の課題について展
望する。

13

教育における国際

�ｬ

　国際化の進展は、国際交流活動を活発化させる。本章では、
s刳w校を中心とした教育国際交流活動、学校の国際交流活
ｮ、教員の国際交流、そして地域における国際教育交流をとり

同　上 同　上

上げ、現状と問題点、そして今後の課題について考察する。

本章では、グローバルな教育の取り組みとして、開発途上国
グローバルな教育 への教育援助・協力をとり上げる。まず、教育援助・協力の歩

14 への取り組み みを概観する。ついで、文化という枠組みから教育援助・協力 同　上 同　上

について考察する。そして、異文学問教育という視点から教育
援助・協力について考察する。

‘

国際化教育の課題 本章では、これまでの講義のまとめとして、国際化と教育と

15
一日本の異文化
ﾔ教育の展望一

の関連をどのようにして把握するかという研究上の課題につい
ﾄ考察する。異文三間教育研究の方向性、今後の研究の進め

同　上 同　上

方、そして、実践のあり方について明らかにする。
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＝メディアと教育（’99）＝＝（TV）

佳騰臨 離秦獺器義峯雛1〕

全体のねらい
　教育は、教える者と学ぶ者相互のコミュニケーション過程である。教育の場面で使われるメディアー基幹的媒体で
ある音声言語を初め、文字・活字・映画・電波・コンピュータなど、それぞれのメディアが産みだされた歴史的・社会
的文脈と教育との関わりを考察し、現在の問題としてメディアの受容と活用の方法を探る。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 情報化とメディア

・オリエンテーションとして、1970年代以降の社会の急激な
﨣�ｻ一情報量の巨大化とメディア技術の高度化と多様
ｻによる情報の質の変化一について考察する。・教育とメディアの関係をデールの「経験の円錐」とその展

Jによって捉える。

高這康雄
i江戸川大

w教授）

鋳ｹ元雄
i聖徳大学

ｳ授）

高業康雄
i江戸川大

w教授）

鋳ｹ元雄
i聖徳大学

ｳ授）

2
「言語」という

＜fィア

・生物進化の歴史の中で獲得されたヒトHomo　sapiensの基
ｲ的なコミュニケーション・メディアとしての音声言語の
ﾁ性を考察し、特に、ことばを「聞く」という行動を分析
ｵてメッセージの受容に何が必要かを考える。

遠　藤　榮
i元帝塚山

w院大学助
ｳ授）

遠　藤　榮
i元帝塚山
w院大学助
ｳ授）

鋳ｹ元雄

3 文字と学校

・文字の誕生は、文明にとって画期的な発明であった。ヒト
ﾌ営為が時間と空間を超えて伝達・蓄積され新しい世界が
Jかれた。視覚メディアである文字の特性を考察する。・また文字の誕生は、その技術に習熟させるための訓練機関

@一　「学校」の誕生を促した。

同　上 同　上

4
グーテンベルグ
v命

・文字の文化の象徴としての「図書館」、そして12世紀から
ｱ々誕生する「大学」。その時代的雰囲気の中でグーテン
xルクの活版印刷術が発明される。後にF．ベーコンがい
､ように、それは火薬・羅針盤と並んで、全世界の外観と
�ｵを一変させた。

白鳥元雄 白鳥元雄

5 教科書と体験

・コメニウスの「世界図絵」の特徴と意義を教育の大衆化と
ﾌ関係で捉える。・教科書の変遷を学校教育の思想との関係でたどる。・直観教授の伝統と直接経験を重視する教育思潮を考察する。

高業康雄 高棄康雄

6
掛け図と黒板一
ｳ育の大衆化の
ﾈかで

・教育のメディアのひとつとして学校の建築様式と施設につ
｢て開智学校を例に考察する。・近代学校の特徴的な方法である一斉教授のメディアとして

d要な黒板の利用をみる。・一斉教授に効果的な視覚的メディアである掛け図を考える。

同　上 同　上

7 新　　　　　　聞

・明治期、日本の新聞一特に「小新聞」は漢字にルビをふ
驍ｱとによって、文字に弱かった階層にまで市場を広げ、
ｯ時に人々の識字力を高めた。新聞は教育を目指したメデ
Bアではないが、「現在」を伝える強力なメディアとして、

｡も教育の場で教材性をもつ。

白鳥元雄 白鳥元雄
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

　　ヤi所属・職名） （所属・職名）

・映画の発明とわが国への導入の経過をふりかえる。

8
映画はなにをもた
轤ｵたか？

・初期の映画への教育界の対応の否定的な立場と肯定的な立
黷��烽ｷる。・積極的な映画への取り組みとして、成城学園の事例を紹介 高棄康雄 三三康雄
する。

・ラジオの発明と教育への活用一アメリカの事例から考察

9 ラジオとテレビ

する。・わが国でのラジオ放送にみられる社会教育のメディアとし

ﾄの応用を歴史的に跡づける。・ラジオからTVへ一　「学校放送」の発展と学校教育の改

三三康雄

涛｡　　榮

高棄康雄

涛｡　　榮
革との関係について考える。

・1960年代に入ってTVは急速に普及した。何のスクリー二

10 テレビと子ども
ｶ活文化

ングも経ずに子どもの生活圏に入ってくるTVはさまざま
ﾈ影響を与える。20世紀後半子ども文化の中心的存在とな
ﾁたTVとその周辺のビデオやTVゲームなどを含め、そ

白鳥元雄 白鳥元雄

の影響力と教育力を検証する。

・資料（メディア）の集結と展示による博物館の教育活動を
実例により考察する。

11 博物館再発見
・館内・館外でのイベントへの発展と・博物館の新しい展開一　「見る博物館」から「さわる・試

高素康雄 高棄康雄
す博物館」　「バーチャル・ミュージアム」へ一を紹介す
る。

・戦後間もなくコンピュータが発明され、単なる自動計算機

12 コンピュータの
o場

械から情報処理機器へ、さらに人間の思考をシミュレーシ
㏍唐ｵたり、機械を制御したりするようになる。ここでは、
Rンピュータのもつ本質的な仕組み、メディアとしての発

永野和男
i静岡大学

ｳ授）

永野和男
i静岡大学

ｳ授）

展・変容について紹介する。

・コンピュータの導入は、教育現場に大きな変革の衝撃を与

13
学習環境としての
Rンピュータ

えている。教師の教材提示だけでなく、子ども自身が道具
ﾆしてコンピュータを使い、情報活用能力を高める実践も
sわれている。学習の場でのコンピュータの役割を、実践

同　上 同　上

も紹介しながら考察する。

・インターネットの普及によって、コンピュータはコミュニ

14
情報ネットワーク

ﾆ教育

ケーションの窓口としての機能が期待されている。時間と
�ﾔを超えたコミュニケーションは教育の構造を大きく変
ｦる。情報ネットワークが教育にどのような変革をもたら

同　上 同　上

すのか、事例を紹介し考察する。

鼎談 三三康雄 三三康雄
・情報社会に求められる「リテラシー」とは何か。

15 新しいリテラシー ・コンピュータ・リテラシーの必要条件を考える。 白鳥元雄 白鳥元雄
・映像を読み解く力、批判的読解と自己表現のカをどのよう
に育てるか。 永野和男 永野和男
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＝知覚心理学＝（TV）
〔手懸臨羅修鞍肇轟論義獲1〕

全体のねらい
　人間における知覚活動は、そのほかのすべて心的活動のもととなる極めて重要な機能といえる。そこには
神経生理学的基礎過程から高次の認知的精神過程までを含む複雑な機構が関係し、それらを理解することに
よって、われわれは人間の精神活動に一層深い洞察を得ることができよう。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 感覚・知覚・
F知

　感覚と知覚と認知はともに密接に関連しあっている。こ
黷轤ﾌ間の関係を考察し、それぞれの働きと特徴を概観す
驕B

相場　　畳
i放送大学

ｳ授）

ｹ居修晃
i聖心女子

蜉w教授）

相場　　畳
i放送大学

ｳ授）

ｹ居修晃
i聖心女子

蜉w教授）

2 知覚研究の方法

　知覚研究のためには数多くの研究法が開発されて来た。
ｻのあるものは心理学とおなじ位の歴史を持ち、またある
烽ﾌは最近になって使われはじめた。それらを解説し、知
o研究の進展との関係をみる。

同　上 同　上

3 視覚（1）

ｾるさ　・色

　視覚のもっとも基本的な属性である明暗の知覚と色彩視
ﾉついて、それらの日常の経験との関連について考察し、
ﾜたそれらの働きを担うメカニズムについての最新の理論
��烽ｷる。

相場　　畳 相場　　覧

4 視覚（2）

`・立体視

　形には平面図形の形状と立体の形態とがある。平面図形
ﾌうちには輪郭線図形と面図形とがある。これらの平面図
`の形をひとはどのように知覚するかという問題について
_述し、次に、立体の形に関してはその見方が視点に依存
ｵて異なることを中心に考察する。

鳥居修晃 鳥居修晃

5 視覚（3）
^　　動　　視

　われわれの視覚的世界は運動する事物に満ちている。ま
ｽわれわれも動きながら物を見る。したがって運動の知覚
ﾍわれわれの生存に欠く事の出来ない機能である。そのメ
Jニズムと生物学的な意義を論ずる。

相場　　貴 相場　　覧

6 開　　　　　眼
闖p後の視知覚

　先天性の視覚障害の人たちが開眼手術を受けた直後、ど
ﾌような視覚体験をするかという問題を取り上げて論考す
驕B次に、手術後、色・形の視知覚ならびに事物の認知活
ｮがどのような過程を経て増強・形成されていくかという
竭閧�?Sに考察を進める。

鳥居修晃 鳥居修晃

7 聴覚（1）

ｮ覚の基礎

　聴覚の基礎として、音の物理的性質と聴覚の属性との関
Wについて、コンピュータ・グラフィックスを用いて説明
ｷる。マスキング実験などを通じて聴覚の基礎的モデルの
Pつである臨界帯域の概念について概説し、さちに聴覚の
ｮ特性について例をあげて紹介する。

難波精一郎
i宝塚造形

|術大学教
�j

難波精一郎
i宝塚造形

|術大学教
�j
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

聴覚（2）

ｹ楽・音声
實ｹ

　音楽の演奏表現に大きく関与する高さ、大きさ、音色の
條ﾔ的変化についてデモ実験により説明する音声の知覚に
yぼす諸要因について合成音声を用いて紹介する。騒音の
l間に及ぼす影響について例示し、音環境のアセスメント
ﾌ重要性について概説する。

難波精一郎 難波精一郎

9 触　　　　　覚

　触覚については、触覚器官の代表であるヒトの手を主題
ﾆし、その触情報処理メカニズムについて解説する。まず、
G情報を受容する皮膚機械受容単位の種類と機能を述べ、
氓ﾉそれらの情報から主観的な触感覚がどのように産出さ
黷驍ｩに言及する。

宮岡　　徹
i静岡理工

ﾈ大学助教
�j

宮岡　　徹
i静岡理工

ﾈ大学助教
�j

10 痛　　　　　覚

　痛覚については、その出現・抑制に心理的側面が極めて
d要であることが知られている。そこで、末梢的な痛神経
nの解説は基本的な事項に止め、トップダウン的な痛覚御
@構について詳しく述べる予定である。

同　上 同　上

11 空　間　認　知

　空間認知に関する研究の流れを跡づけ、次に両眼・単眼
ﾉよる立体視、距離が異なる同一対象の大きさの知覚の問
閧�謔闖繧ｰる。ギブソンのきめの勾配、ジュレッツのラ
塔_ムドットステレオグラムに関しては具体例を示して解
烽�ﾁえる。

鳥居修晃 鳥居修晃

12 味覚・嗅覚

　味やにおいの知覚について、閾値、感覚的強度、味・に
ｨいの分類に関する学術的知見を学び、特にこれらの感覚
ﾉ特徴的な快不快と前述の知覚との関係、またそのような
�s快が形成される過程やその要因について考える。

斉藤幸子
i工業技術
@生命工学
H業技術研
?褐､究室
ｷ）

斉藤幸子
i工業技術
@生命工学
H業技術研
?褐､究室
ｷ）

13 時　間　知　覚

　時間は普段はあまり意識されない。そして意識されたと
ｵても時と場合によってそれは全く異なって把握される。
ｻれらを規定する要因は何か。また時間知覚の生物学的基
bは何か、などについて概観する。

相場　　畳 相場　　畳

14 知覚の計算理論

　計算機の発達にともなって、人間の知覚機能を計算機に
謔ﾁて模擬させる試みが多くなされた。それらを概観し、
ｻれがわれわれの知覚：機能の理解にどのように役立ってい
驍ｩを考察する。

同　上 同　上

15 知覚研究の応用
ｴ　覚　代　行

　知覚の研究が応用面にどのように活用されているかにつ
｢て論じる。先天性盲人ないし早期失明者における視覚の
瘧Q状況について解説するとともに、それらの人たちに視
o以外の感覚系を通して視覚情報を伝達する試み（感覚代
s技術）について紹介する。

鳥居修晃 鳥居修晃
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＝認知心理学＝（TV）
〔主任講：師：小谷津孝明（慶慮義塾大学教授）主任講師：星　　　　薫（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　認知心理学とは意味づけて知る、共感的に知る、創造的に知る、ことの心理学である。伝統的な科学的心
理学の枠組みからすれば、知覚、記憶、学習、理解、思考、推論、問題解決、等が主題となるが、本講では
素材を実験室的心理学内のみならず日常経験や文学・芸術あるいは文化人類学等の領域にも求め、従来とか
く認知特性の要素的・機械論的研究に終わりがちであった点を反省し、出来るだけ人間および人間心理の全
体像を、発達成長的側面も加味しながら、浮かび上がらせるよう努力したい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 認知心理学とは

ｽか

　認知とは何か。感覚と知覚とどう区別されるのか。記憶
竰m識との関連はどうか。心理学の歴史の中でまた計算機
ﾈ学など関連諸学において認知がどのように論じ研究され
ﾄきたかについて概述し、現在および将来の認知心理学の
?阨福ﾉついて展望する。

小谷津孝明
i三三義塾

蜉w教授）

小谷津孝明
i慶磨義塾

蜉w教授）

ｯ　　　薫
i放送大学

赴ｳ授）

2 「もの」の認知

　“もの”の認知は物理的実在の単なるコピーではない。
ﾎ象性、外在性、関係性を把えることがその本質である。
ｻの対象性の認知（同定）が知識なくしては成立しないこ
ﾆ、その知識との照合のメカニズムの基礎的なモデル、枠
gの効果、補完・分節・平滑化といった能動的処理外在性
ﾌ認知を支える内的メカニズムと投射機能等について述べ
驕B

同　上 同　上

3 「こと」の認知

　認知はしばしば意味・概念・エピソードなどにおよぶ。
ｻれは“こと”の認知である。対象が複数個集まればそこ
ﾉ関係性が認知される。　「部分と全体」の関係はゲシュタ
泣g心理学の主題だ。また、　“こと”の認識が“生”に対
ｵてもつ深い関わりについて「目と目の世界」というテー
}で話したい。

同　上 同　上

4 注意のはたらき

　特定対象への予期的注意は意識を明瞭にし、認知を鋭敏
ｻし、焦点化し、思考・判断・決定へのレディネスを高め、
ｻして対処反応を速める。一方、新奇のもの、変化するも
ﾌ、主体との関わりの強いものなどは特に注意を向けてい
ﾈいときにも認知されやすい。これらのメカニズムについ
ﾄ論じる。

同　上 同　上

5 記憶の世界（1）

　認知した結果は記憶され、その後必要に応じて検索・想
Nされ、次の認知に資する。その記憶の仕組みについて、
﨣�?搏I視点から、短期記憶と長期記憶、精緻化とスキーマ、意味記憶とエピソード記憶、意味ネットワーク、想

Nの再構成三等のサブテーマを設定し、構成的に概説する。

同　上 同　上

6 記憶の世界②

　記憶の想起の仕方と精神障害の視点から4種類の記憶を
ｪ類し、それらの重層性と神経生理学的解体・精神医学的
�ﾌについて述べる。左脳・右脳と機能局在説や老人性健
Y症などについては、　“人間の実存”という視点からも論

ｶることにしたい。

同　上 同　上

7 学習と動機づけ

　私たちは時には人に教えられ、時には自らの経験を通し
ﾄ、知識を習得し、知識間の関連を見つけて整理し、さら
ﾉは考え方をも学んでゆく。この学習の形成過程と学習行
ｮを積極的・効果的に自発・促進させる動機付けのメカニ
Yムについて論じる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講二師　名

（所属・職名） （所属・職名）

思考とは問題解決に際して行われる知識の操作であるが、
それはしばしば形式論理よりも生活経験に基づく実際知識 小谷津孝明

8 思考と問題解決 や直感に依拠し、結果は誤りや曖：昧さを伴いやすい。その 小谷津孝明
実相を知り、対処の方策を考える。また、インターネット 星　　　薫
を通じてのグループ問題解決など最新の研究についても紹
介したい。

談話・文章・諺・資などを素材として、それぞれの理解
の仕方とそれをそのように方向付けるもの、①フォーカシ

9 知的理解とスキ ング：特定の述語・題・詞書など、②枠組み：スキーマ・ 同　上 同　上

一マ スクリプトなど、③連想・類比・メタ認識など、について
論じる。

人と人との“間主観的理解”ほど人の共存・実存にて重
要なものはない。それは相互の身体的・言語的・感性的表

10 共感的理解と 現を通して意図や気持ちを知的・共感的に理解することを 同　上 同　上
主客融合の視点 要請する。伝承や文学芸術作品を素材にして、記憶とも関

連させながら述べる。

幼児期に経験したシーンの記憶のうち成人してからの認
感情、情動、そ 識の仕方のありようを大きく支配しているものがある。こ

11 してこころの原 れを原風景と呼ぶ。それには陽性的なものと陰性的なもの 同　上 同　上
風景 があるが、後者の典型は“トラウマ”であろう。感情と感

動の問題として論じたい。

これまで主として“こころの機能・働き方”について考
えてきた。行動主義のように、こころを非実体的なるが故

12 こころの構図を に心理学の対象とすることに反対する立場もあったが、こ 同　上 同　上
描く の辺で“機能を産み出す構造”に力点を置き“こころ”の

構図を描くことにする。

“うつ”の治療法として最近注目されている“認知療法”
を軸に、二三の代表的なサイコセラピーについて、特に知

13 カウンセリング 的・情動的認知の視点から述べ、さらにそれぞれが人間の 同　上 同　上
と認知の機能 こころをどのように見てきたか一つまり人間観一について

考え、認識を深める。

人を思いやるということは、自己中心的思考から他者中
心的思考に変わることである。それを媒介するものはその

14 思いやりと看護 人の憂うべき身体的、精神的状況に対する共感的理解だ。 同　上 同　上
のこころ それは愛他心、アルトゥルイズムの基底でもある。これらを看護の

問題と絡めて論じる。

自分があるべきと思う最高の自分を実現して行くこと、
私たちはそこから身を引いていすぎはしないか。日々を生＼

15 認知心理学的自 き生きと生きるために、現在の自己を見っあなおし、あり 同　上 同　上
己実現のすすめ たいと願う最高の自己を生きるにはどうしたらよいかにつ

いて考えたい。
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＝学　習　心　理　学＝　（TV）

〔主任講師：金城辰夫（専修大学教授）〕

全体のねらい
　個体はさまざまな環境との相互作用のなかで発達していくが、特に経験や教育を通じて環境との関係のも
ち方や環境への働きかけ方が習得され変化していく側面は「学習」とよばれる。その学習の過程あるいは仕
組みに関する心理学的な理論や研究を中心に、事例も交えながら解説していく。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 学　習　と　は

　発達の進行には、素質に基づく成熟の要因と経験効果に
D基づく学習の要因が相互作用的に関与することを示し、学
Kのもつ意義ならびに学習の諸定義を述べたうえで、現段
Kでの学習に関する心理学的アプローチの範囲（編章でと
闖繧ｰられるテーマ）を紹介する。

金城辰夫
i専修大学

ｳ授）

金城辰夫
i専修大学

ｳ授）

2 初　期　学　習

　出生直後からすぐに種々の環境的作用が個体に影響を及
ﾚすが、そうした初期経験の効果の重要性を示すいくつか
ﾌ研究＝＝動物における母子隔離実験・体性知覚制限実験
竦謫V盲者の開眼時視知覚の事例など一を紹介し、解説
�ﾁえる。

同　上 同　上

3 条件づけ学習
@　（1）

　条件づけ学習の2っのタイプとして、パブロフ型（古典
I）とオペラント型（道具的）のあることを示し、それぞ
黷ﾉおける「強化」・「消去」ならびに「般化」という基
b過程について例示しながら解説をする。また、　「分化」
竅u弁別」の過程についても取り上げる。

同　上 同　上

4 条件づけ学習
@　（2）

　オペラント条件づけにはいくつかの様式があるが、その
､ちの嫌悪刺激に関わるもの、とくに受動的・能動的回避
�盾ﾃけの仕組みについて解説をし、さらに、味覚嫌悪や
w習性無気力の研究事例も取り上げてみていく。また、で
ｫれば、行動療法にも触れる。

　　　　9

ｯ　上 同　上

5 動　作　学　習

　知覚一運動適応ないし動作的技能について、それらが補
ｳ的・追跡的な性質をもつ単位動作からなる一連の連続的
i階的構造になっていることを示し、その習熟にあたって
ﾌ各種のフィードバック情報の重要性を解説する。また、
繒K法の問題にも触れる。

同　上 同　上

6 観　察　学　習

　攻撃行動および援助行動を題材にして、他者の行動観察
�ﾊじて社会的行動がどのように習得されていくのかを解
烽ｷる。テレビの暴力場面の影響などにもふれる。

安藤清志
i東京女子

蜉w教授）

安藤清志
i東京女子

蜉w教授）

7 言語習得の過程
@　（1）

　幼児期までの子どもが急速に言語習得を達成する過程に
ﾂいて、そこでどのような言語発達の変化がみられるのか
�氓ｦ、それを規定する大きな2つの要因一生得的要因
uS環境的要因一のかかわりについて整理する。言語習得の現象を押さえることを通して、言語の多様な側面に気づ

ｩせる。

荻野美佐子
i上智大学

赴ｳ授）

荻野美佐子
i上智大学

赴ｳ授）
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当

O三名i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

　　　　ノ

ｾ語習得の過程
@　（2）

　言語のもつ記号、コミュニケーションの機能を解説し、
ｱれらを可能とする生理学的、社会的要因について述べる。
L号としての言語習得にかかわる認知的制約、語彙習得の
迫攪_、チンパンジーの記号習得について解説し、さらに
ｩ己内コミュニケーションの過程として、思考、行動調整
ﾉおける言語の役割を解説する。

荻野美佐子 荻野美佐子

9 記憶の過程

　すべての学習は記憶に依存するが、記憶は記銘（符号化）・保持（貯蔵）・想起（検索）の3段階からなることを情

�?摶ﾍ型にしたがって解説し、短期記憶と長期記憶やそ
ﾌ他の記憶の区分について解説する。

篠原彰一
i帝京大学

ｳ授）

篠原彰一
i帝京大学

ｳ授）

10 記　銘　学　習

　学習すべき事柄を学習の時点では自分の知識体系に関連
ﾃけられず、そのままのかたちで丸暗記する機械的学習を
｣進する諸要因について解説する。また、干渉その他の忘
pの諸要因についても触れる。

同　上 同　上

11 知識と学習

　学習におけるスキーマの働きを解説する。また、理解と
L憶の関係、記憶における＝構成的側面についても事例によ
閧ﾈがら説明し、既得の知識体系に新しい知識を関係づけ
ﾈがら習得する過程を具体的に示す。

同　上 同　上

12 概念と推理

　概念の習得過程を概念達成実験を例にとり解説し、概念
ﾌプロトタイプについても触れる。推理の過程については、
峨??掾A帰納推理ならびに類推について研究の事例を引
ｫながら解説する。

同　上 同　上

13 問　題　解　決

　問題解決の諸要因について解説する。問題解決に影響を
^える要因として、副次的目標、問題の表現、類推の働き
�ﾆりあげる。また、機能的固定性、構えなどの問題解決
ﾉ及ぼす影響についても解説する。

同　上

p

同　上

14 態度・価値の
`成

　態度に関する基本的な概念を解説した上で、態度の形成
ﾟ程を、条件づけ、直接経験、認知的一貫性、準拠集団の
e響、モデリングなどの立場から検討する。 安藤清志 安藤清志

15 学習と動機づけ

　種々の欲求と学習活動との関連性について述べ、とくに
B成動機と原因帰属の仕方、機能的快感・認知的動機づけ、
ｩ己有能感・自己効力感などの学習活動における重要性を
謔闖繧ｰる。また、終りに、学習意欲の諸問題についても
l察していく。

金城辰夫 金城辰夫
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＝発達心理学（’98）＝（TV）

〔雲叢齢：尖墾籍美1続譲義轟劉

全体のねらい
　人間の生涯にわたる心理学的発達の姿を、乳幼児期から老年期に至る重要な問題を取り上げて概観する。
発達的変化に関係する個体側の条件とともに、個体がかかわる環境条件に注目する。発達の姿の学習に加え
て、学際的視野、日常生活の中での発達の視点の意義などを具体的に学ぶことを通して、発達心理学への理
解を深める。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

発達心理学の現状を概観する。それがどのような問いに
答えようとする学問であるかを述べ、発達心理学の役割を 小嶋秀夫 小嶋秀夫

1 現在の発達心理 学際的視野、社会的役割、日常生活との双方向的つながり （名古屋大 （名古屋大

学 の点から説明し、全15回の構成を示し導入とする。 学教授） 学教授）

発達心理学の先駆けとしての発達研究にかんたんに触れ
た後、過去100年にわたる発達心理学の歩みを辿る。代

2 発達研究の歩み 表的な理論と理論家たち、発達心理学が用いる主な方法を 同　上 同　上
説明する（縦断法・横断法、時代差を含む）。

人間の初期発達を題材にしながら、発生・発育と発達に
ついての理解を深める。時間軸に沿った変化には遺伝的な 河合早年 河合優年

3 ヒトから人へ ものと、環境に影響されるものがある。種としてのヒトが （三重大学 （三重大学

どのようにして社会的な人になるのかを、それらの相互作 教授） 教授）

用の中で考える。

人間の種々の機能はいつ頃から働き始めるのかを、個々
の機能系について、前回との関連から検討する。聴覚系、

4 種々の機能が働 運動機能、さらに視覚系を扱う。 同　上 同　上
き始めるとき

かなり早い時期から発達する個々の機能系が、相互にど
のように関連しているのか、それがどのように発達を作り

5 発達を作り出す 出すのかを考える。ここでは運動能力と認知機能、母子関 同　上 同　上
もの 係の成り立ちと後の発達について触れた後、他領域におけ

る発達研究の意味を述べる。

一

子どもは生まれて間もなくから母親を初め家庭内の人々
とのかかわりの中で育って行く。やがて家庭外の子どもや 三宅和夫 三宅和夫

6 乳幼児の社会的 おとなとの交渉を持つようになり、子どもの社会的世界は （北海道大 （北海道大

発達 拡大して行く。このような過程を通じての社会的発達につ 学名端野 学名誉教
いて、縦断的・生態学的に考察する。

授） 授）

発達において情緒が担う役割を、乳幼児期に情緒表出が
どのように社会化して行くか、親子の情緒的コミュニケー

7 乳幼児の情緒的 ションの在り方が後年の蓋恥心、罪悪感、道徳性などにど 同　上 同　上

発達 のようにかかわるかの検討を通して説明する。
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 認知機能の発達

　ここでは、ピアジェの発達論やそれを裏付けるような実
ｱデータ、最近の認知発達理論に基づく新たな知見を述べ
驕Bその中で幼児期とは異なる児童期および青年前期の知
I特性を浮き彫りにしたい。

丸野俊一
i九州大学

ｳ授）

丸野俊一
i九州大学

ｳ授）

9 社会性の発達

　ここでは道徳性、愛他行動、自己の発達などを中心に述
ﾗる。その中で児童期から青年期前期における現実自己と
ﾐ会規範（価値観）にもとつく理想自己のずれ、時間的展
]などについて講義する。

同　上 同　上辱

10 個人差に応じた

ｳ育

　ここでは認知スタイルやATIを中心に知的機能の個人
ｷ、創造性を育む教育形態などについて考える。また、今
緕ﾐ会的に必要になってくる自分の考えを自己主張できる
ﾔ度・技能を育むために、教育環境や家庭環境はいかにあ
驍ﾗきかについても講義する。

同　上 同　上

11 大人になること
｢代をつなぐこ
ﾆ

　大人は子どもを世話する存在となる。成熟した人間は、
ｼ者から必要とされることを必要とするからである。自己
�m立し大人になることと次世代を育てることを関係付け、
Aイデンティティ、ジェネラティヴィティ（世代性）とい
､エリクソンの概念を深める。

山田洋子
i京都大学

ｳ授）

山田洋子
i京都大学

ｳ授）

12 人生半ばの危機

�zえて

　もう若くない自分に向き合い、老いと死、人生の有限性
�ｩ覚し始めるのが中年期である。人生後半は必ずしも下
闕竄ﾅはなく、中年期は内なる心の声に耳を澄まし、個性
ｻの道を歩み始めるときであることを実際に示す。

同　上 同　上

13 人生サイクルと
l生の物語り

　人は自分の人生の物語りを誰かに語りたいと思い、また、
ｩ分の人生をより大きな生の循環系と重ね合わせて意味づ
ｯたいと願う。肉声で語られる日常の例を基に、ライフ・
Tイクルと人生を物語る意味について考える。

同　上 同　上

14 生涯発達の中で

ﾌ老年期

　老年期の研究者をゲストに招いて、老年期に見られる心
搏I変化の特徴を把握するとともに、エイジングの個人差
�ｶむ生物学的・環境的・個人史的要因を探る。この時期
�ﾜめて、生涯発達をどう考えるかを説明する。

小嶋秀夫 小嶋秀夫

15 発達心理学の課
閧ﾆ将来の展望

　前回までの講義を通じて、発達心理学研究が今日までに
蛯ｫな進歩を遂げてきたことが理解されたであろうが、そ
黷ｪどのくらい現実の社会的問題の解決に貢献しているか
ﾉついて考え、さらに今後進むべき方向について検討する。

三宅和夫 三宅和夫
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＝乳幼児心理学＝（TV）
〔主任講師：三宅和夫（北海道大学名誉教授）主任講師：内田伸子（お茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい
　出生より小学校入学までのおよそ6年間における子どもの心理的発達について一方において近年の研究の
成果にもとづいた新しい知見を具体的に提示し、他方において社会、家族をめぐる変化を踏まえて乳幼児保
育のあり方などについても検討する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 乳幼児期の
ｭ達の重要性

　この20年ほどの閤に乳幼児期とりわけ生後2～3年間に　　　　　　　　　　　　　、

ｨける子どもの発達についての心理学研究が急激に発展し
ﾄきた。それがどのような理論の進歩によるのか、またど
ﾌような社会的背景のもとで起きたのかについて考察する。

三宅和夫
i北海道大

w名誉教
�j

三宅和夫
i北海道大

w名誉教
�j

2 発達初期の
qどもの能力

　かつて乳児は無力な存在として扱われ心理学の研究もあ
ﾜりこの時期のことを取り上げていなかった。ところが近
Nの研究は乳児がすばらしい能力をもつ能動的な存在であ
驍ｱとを明らかにした。このことについて具体例をあげて
燒ｾする。

同　上 同　上

3 気質と行動発達

　出生後間もなくの子どもにはその行動的特徴において個
ﾌ差が見られる。それらは生得的な基礎をもつものである
ｪ、養育者に少なからぬ影響を及ぼす。ここでは気質につ
｢ての研究を紹介しそれが乳幼児の行動発達にどのように
ｩかわるかを考察する。

同　上 同　上

4 情動の発達

　情動の機能主義愚考え方を中心に、乳児期の情動発達の
竭閧��烽ｷる。乳児の情動は、単に親に対する信号とし
ﾄだけ働いているのではなく、自分自身の状態や行動を制
艪ｷる働きをもつ。そのような情動制御の研究を紹介する。
贒ｮ表出の日米比較研究も紹介する。

氏家達夫
i福島大学

ｳ授）

氏家達夫
i福島大学

ｳ授）

5 母子システムと

､着の発達

　およそ生後1年間に、母子は互いに相手に適応し、強い
譓叙ﾊ素＝愛着を形成する。その適応過程には、母親自身
ﾌ経験や子どもの特徴、母子を取り巻く社会状況などが関
墲ﾁている。愛着の発達を、それら要因間のダイナミック
Vステムとして考察する。

同　上 同　上

6

世界を捉えるし
ｭみ一認知機能の

@　　　発達一

　子どもは乳児期を通して外界を認識する枠組を形成して
｢く。事物の認識、生物概念や数概念、数を操作する仕方
竢o来事を因果的に捉え、自分自身の行動をモニターした
關ｧ御できるまでを実証研究を踏まえて検討する。

内田伸子
iお茶の水

落q大学教
�j

内田伸子
iお茶の水

落q大学教
�j

7

ことばの生まれ
體ｹ筋一言譜機能の

@　　　発達一

　言語は人とやり取りする手段として人との関係を作る働
ｫをする。また認識や情動、意志と絡み、イメージの形成
笏F識を深める手段となる。言語機能の発達を踏まえて、
ｱとばの習得が子どもの発達とどう関わるか考える。

同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 対人関係の発達

　家庭における人間関係の中で父子関係と兄弟関係に特に
ﾅ点をあてて検討する。また、夫婦関係や家庭の外のネッ
gワーク（祖父母や近隣の人々）の子育てに対する影響に
ﾂいても併せて考える。

臼井　　博
i北海道教

迹蜉w教授）

臼井　　博
i北海道教

迹蜉w教授）

9 社会的認知の
ｭ達

　かつて幼児といえば、自己中心的に思考し行動すると考
ｦられてきたが、こうした幼児観は近年急速に塗り替えら
黷ﾄきている。幼児が他者や、自分の生活世界についてど
ﾌように理解しているのかについて検討する。

藤崎春代
i帝京大学

赴ｳ授）

藤崎春代
i帝京大学

赴ｳ授）

10 遊びの構造

「遊べない」子どものことが問題視されるほど、子どもに
ﾆって遊びは重要な活動と考えられている。なぜ遊びは子
ﾇもにとって重要なのか、あるいはそもそも遊びの中で子
ﾇもは何を行っているのかについて考察する。

同　上 同　上

11 メディアからの

wび

　日本の子どもは、誕生直後からテレビに接し、その後も
G本やテレビゲーム、そして最近ではコンピュータなど多
lなメディアに囲まれて生活している。子どもはメディア
ﾆどのようにかかわり、何を学んでいるのかについて概観
ｷる。

同　上 同　上

12 反抗期と自律の

ｭ達

　反抗期は、自律の発達と関係づけて理解されることが多
｢。しかし、反抗は自動的に自律を生み出すのではない。
ｽ抗を自律をへと結びつけていく親との相互作用を通して、
qどもは自律的反抗を発達させる。その発＝達の様相を日米
ﾌ母子を比較しながら明らかにする。

氏家達夫 氏家達夫

13 日本の幼児教育

ﾀ践の特徴

　日本の幼児教育の実践を特徴づける保育者の子育ての目
W、子どもの発達についての見方、教育の方法についての
M念とこれらの信念が実際の保育の方法にどのような形で
ｽ映されているのかを考える。

臼井　　博 臼井　　博

14 読み書き能力の
li得

　幼児期の終わり頃までには、子どもは読み書きの世界へ
ﾌ第一歩を踏み出す。読み書きを媒介にして子どもの世界
ﾍ「今」　「ここ」を超えて広がるようになる。読み書きの
l得の基盤、読み書きの獲得過程について考察する。

内田伸子 内田伸子

15 乳幼児期から
凵@童　期　へ

　乳幼児期から児童期にかけての発達的な連続性と変化に
ﾂいて、またそれに対するさまざまな影響要因について考
ｦる。その中で乳幼児期の経験の発達的な意味や発達的な
ﾛ題についても検討する。

臼井　　博 臼井　　博
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＝児童心理学（’98）＝　（R）

〔主任講師：無藤 隆（お茶の水女子大学教授））

全体のねらい
　小学校期を中心に一部中学校を含めて、その時期の子どもの心の発達とその現代的背景についてまとめる。
学校教育への意義を考えたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

基本的な発達の理論、特に、ピアジェ、ヴィゴッキー、
エリクソンなどの考えを述べ、幼児・児童・青年の時期の 青木多寿子 青木多寿子

1 児童期の発達の 対比を行う。 （岡山大学 （岡山大学

考え方 講師） 講師）

幼稚園・保育園から学校に移行する際の発達的変化と、
学校への適応の問題を述べる。 無礼　　隆 無藤　　隆

2 幼児から児童へ （お茶の水 （お茶の水

女子大学教 女子大学教
授） 授）

言葉によるコミュニケーションや文字の獲得についてま
とめ、国語教育への意義を述べる。

3 言葉の発達と 青木多寿子 青木多寿子
教育

幼児から児童期の数量概念の発達と教育的意義を述べる。

4 数量的理解の 同　上 同　上

発達と教育

自然科学的認識の形成を素朴概念という観点からまとめ、
理科教育への意義を述べる。

5 科学的認識の 同　上 同　上
形成

幼児教育、生活科教育、総合的学習、さらに造形や音楽
等の表現の学習の特徴を述べ、その発達的意味を整理する。

6 体験学習と表現 無藤　　隆 無藤　　隆
力と感性の発達

児童期の同年齢の子ども同士の関係の発達と教室での様
子を述べる。

7 友人関係の広が 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

道徳性や価値観、さらにその背景としての社会的対人的
認識について述べる。

8 道徳性と価値観 青木多寿子 青木多寿子
の発達

自己認識の広がりとそれが友人関係や教師との関係とど
う関わるかを述べる。 伊藤美奈子 伊藤美奈子

9 自己の成長と （お茶の水 （お茶の水

人間関係 女子大学助 女子大学助
教授） 教授）

読書、テレビ、テレビゲーム等のメディアとの関わりを
現代での遊びの変容との関連で述べる。

10 メディアとの関 無藤　　隆 無藤　　隆
わり

児童期の親子関係の特色とそれが現代の変化の中でどう
なっているのかを述べる。

11 現代の家庭と子 同　上 同　上
ども

小学校から中学校への制度的変化と思春期を迎えること
が絡まっての大きな発達的変化について述べる。

12 児童から思春期 伊藤美奈子 伊藤美奈子

へ

問題行動の分類を行った上で、特に、不登校と、いじめ
について述べる。

13 問題行動の諸相 同　上 同　上

子どもの心の問題の顕在化の兆候と、それについて子ど
子どもの問題行 も自身、また親や教師や専門家がとらえる見方の違いやそ

14 動をどうとらえ の意味を述べる。 同　上 同　上

るか

不登校の事例に基づき、子どもの心のあり方とその抱え
る「問題」の発達的意義を述べる。

15 今、先生に求め 同　上 同　上

られること
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＝＝ ﾂ年心理学＝（R）
〔主任講師：久世敏雄（愛：知学院大学教授）〕

全体のねらい
　子どもからおとなへの過渡期は、心身の変化が著しく、人格構造が再体制化される時期である。したがっ
て、本書では、初期青年期に始まる思春期的、認知的、社会的役割の一・般的変化を考察し、つぎに家族、仲
間、学校環境などとの相互的影響を検討する。最後に、青年の特徴である個別的変化について論述するもの
である。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 青年期の成立と

ﾂ年心理学

　青年期は、ホール，S。の著書r青年期』　（1904）によ
ﾁて、社会的に認知されるようになったといわれる。以後、
X0数年経過しているが、ここでは、青年期の成立以後の歴
jをふりかえり、青年心理学の体系化について述べる。

久世敏雄
i愛知学院

蜉w教授）

久世敏雄
i愛知学院

蜉w教授）

2 本書の枠組と青
N発達理解の視

_

　本書の枠組を理解するために、まず、青年期の基本的変
ｻ、青年の生活環境との相互作用の結果としての青年の個
ﾊ的特徴にふれる。つぎに、こうした青年発達を理解する
挙_としての人格形成の過程と、理解の方法について解説
ｷる。

同　上 同　上

3 生物的・

v春期的変化

　青年期の身体的成熟には、質的な変化が顕著に見られる。
ﾁに性的成熟の微候としての第二次性徴の発現は、青年の
ｶ活に多大の影響をおよぼす。こうした身体的な変化が青
Nの心理面にどのような影響をおよぼすかを考察する。

福富　　護
i東京学芸

蜉w教授）

福富　　護
i東京学芸

蜉w教授）

4 心理的・認知的

ﾏ化

　自分の存在を自ら意識し「自我を発見」するとされる青
Nの心理的世界は、児童期とどう異なるのか、認知的能力
ﾌ著しい発＝達とともに自己一他者一社会一世界のとらえ方
ｪどう変化するか、について述べる。

山岸明子
i順天堂医

ﾃ短期大学
ｳ授）

山岸明子
i順天堂医

ﾃ短期大学
ｳ授）

5 社会的役割の変

ｻ

　青年；期になると、家庭や社会の中での地位・役割に変化
ｪ生じ、それに応じた適切な行動が求められる。しかし、．
ｫ界人ともいわれるように、青年の社会的立場は不安定で
?閨A青年は、不安や動揺に陥ることも少なくない。この
條冾ﾌ社会的役割について考える。

高木秀明
i横浜国立

蜉w教授）　一．

高木秀明
i横浜国立

蜉w教授）

6 家族関係と青年

　両親や兄弟などとの家族関係が、青年の心理的発達と相
ﾝに影響し合うことを考察する。また、青年の心理的変化
ｪ生じる時期は、両親の身体および生活環境に変化が生じ
骼條冾ﾅもあることを考え、家族システムの観点から概説
ｷる。

二宮克美
i愛知学院

蜉w教授）

二宮克美
i愛知学院

蜉w教授）

7 仲間関係と青年

　仲間関係は、青年期の心理的・社会的発達に影響を及ぼ
ｷ。特に、同性の親友を持つことは意味があり、協調性や
､感能力を育てる。一方、健全な仲間関係を築くためには、
酎Sな家族関係の存在が基盤となる。この時期の仲間関係の発達的意義について考える。

高木秀明 高木秀明
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 学校環境の特徴

　青年の自我、価値や社会性の発達に重要な役割を果たし
ﾄいる学校環境について述べる。とくに、学校生活でのス
gレスや学校環境への適応さらに学校環境の移行に伴う諸
竭閧ﾉついて考察する。

二宮克美 二宮克美

9 労働・アルバイ
gの意味

　青年期は、子どもから大人への過渡期である。労働とい
､観点からも、一生を通じての職業を選択していくのが青
N期である。生涯を通じての労働の意味、青年期において
ﾟ年盛んになっているアルバイトの実体とその意味を、自
苣S理学的立場から考察する。

大野　　久
i立教大学

ｳ授）

大野　　久
i立教大学

ｳ授）

10 アイデンティテ
Bの発達

　エリクソン，E．H。が、1950年代に提唱したアイデンティ
eィの概念は、人間の全生涯における青年期の意味をとら
ｦるものとして、今なお鍵概念となっている。本章ではア
Cデンティティの概念規定、その機能、発達、バリエーシ
㏍唐ﾈどを実例を交えながら述べる。

同　上 同　上

11 性　的　発　達

　性的発達の中には、身体的なレベルでの性的成熟に加え
ﾄ、性役割の形成過程や性的欲求に触発される性行動の発
B過程が含まれ、青年期はこれらの発達に関して重要な時
冾ﾆいえる。本章では、性役割や性行動の発達が青年の生
?ﾉ及ぼす影響を考察する。

福富　　護 福富　　護

12 達成と親密性

　自分の力により何事かを達成すること、及び他者と親密
ﾈつながりをもっことが、　「確かな個としての自分」を確
ｧしようとしている青年にとって如何に重要か、またそれ
轤ｪ何によって規定されているのかについて述べる。

山岸明子 山岸明子

13 自律性と愛着

　青年期は、さまざまな側面で親への依存を脱し、自律性
�l得していく時期である。しかし、親子間の愛着は消滅
ｷるわけでなく、一方的な権威一服従の関係から、対等で
ｦ調的な関係へと質的に変化する。この時期の自律性と愛：
?ﾌ発達と変化について考える。

高木秀明 高木秀明

14 青年発達と青年
㍼

　本書の枠組みに沿って青年発達を理解するとき、例えば、
ﾂ年発達の標準、水準および移行期の特質を知ることや青
N期に発生する心理病理（学）の連続性、非連続性の知
ｯをうることは、青年を援助するのに役立つことを述べる。

久世敏雄 久世敏雄

15 生涯発達と
ﾂ年期

　1980年代以降、生涯発達の視点が強調されるようになり、
ﾂ年期までを主として対象としてきた発達心理学は、曲が
闃pに立たされている。ここでは、生涯の発達を視野に入
黷ｽときの青年期の意味と課題は何か、について考察する。

同　上 同　上
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＝老年期の心理と病理（’98）＝　（R）

〔主任講師：竹中星郎（大正大学教授）〕

全体のねらい
　老年期にみられる精神症状や痴呆を理解するためには、人間関係や生活の変化などがどのような意味を持
つかを考えることが必要である。そのためには老年期心性の特徴を現実の状況との関連でとらえ、認識する
ことが大切となる。それをふまえて、老年期にみられる多彩な精神症状について事例を通して具体的に考察
する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 老年期の心理的
ﾁ性をあぐる問
閨@　　　　　（1）

　老年期とは「生きる空間の狭溢化」が避けがたい状況で
?驕B心身の衰えや人間関係、役割などの喪失は老年者を
ﾀられた人間関係や生活空間に閉じこめることになる。さ
ﾜざまな喪失体験と孤独および孤立が老年者にどのような
ﾓ味を持つかを考える。

竹中星郎
i大正大学

ｳ授）

竹中星郎
i大正大学

ｳ授：）

2 老年期の心理的
ﾁ性をめぐる問
F題　　　　　（2＞

　人生の最終段階に人格の発達はあるか、そして老年期に
ﾉおける性格変化の諸形態を臨床的に整理する。また老年
冾ﾍ死が現前化するがそれをどう受けとめているかを考え
驕Bそして喪失体験や孤立、および性格の問題をふまえて
V年者に課せられる適応、不適応を考える。

同　上 同　上

3 老年期の心理学
@　　　　　（1）

　老年期に生じる身体的、感覚知覚的、認知的変化につい
ﾄ概観し、これらの変化を経験することで高齢者がどのよ
､に自己像を変化させ、人格的に変化する可能性をもって
｢るかという問題を、生涯発達の視点から考察する。

星　　　薫
i放送大学

赴ｳ授）

星　　　薫
i放送大学

赴ｳ授）

4 老年期の心理学
@　　　　　（2）

　老年者は好むと好まざるに拘らず、多くの環境変化を経
ｱさせられる。仕事からの引退、祖父母役割、余暇時間の
揄ﾁ、住み慣れた場所からの移転、施設への入所、身近か
ﾈ者との死別、自らの死の自覚などの問題について概観し、
｡後の老年期のあり方を考える。

同　上 同　上

5 老年期の精神病
掾@　　　　（1）

@妄想一1

　老年期の精神科臨床では妄想が最も多く、症状も多彩で
?驕B精神病の素因や特定の性格との関連より、人間関係
竦ｶ活の不安葛藤で生じそれを反映してテーマは現実的で
?驕B盗られ妄想の臨床を通して、老年期妄想の特徴、精
_分裂病や作話との相違を論ずる。

竹中星郎 竹中星郎

6 老年期の精神病
掾@　　　　（2＞

@妄想一2

　思春期青年期の妄想の代表的疾患である精神分裂病は老
N期にどのような経過をとるか、高齢発症はあるかなどを
ﾕ床的に考察する。また「分裂病的」といわれる迫害妄想
ｪ、高齢者ではうつ病や心因により生じることが多く臨床
ﾇ状の特徴を整理することが大切である。

同　上 同　上

7 老年期の精神病

掾@　　　　③
@妄想一3

　老年期に多くみられる接触欠損妄想症と「幻の同居人」
ﾏ想について、老年；期心性から考察する。また老年期では
s呆とみなされることが多い人物誤認と家族否認の老年期
ﾌ特徴を論ずる。そして身体面だけで受けとめられがちな
攝ｫ体感幻覚症の事例を紹介する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

さまざまな喪失体験に遭遇する老年期は、憩うつ的心理
が根底に流れている。しかしうっ病を仮性痴呆ともいうよ

8 老年期の精神病 うに老年者では痴呆との鑑別が重要である。また老年者で 竹中星郎 竹中星郎
理　　　　　　（4） はせん妄や不安焦燥、コタール症候群が多い。そして身体

うつ病’ 的管理が重要になるなどの特徴がある。

老年者をとりまく状況は神経症的傾向を再燃させうる。
またさまざまな身体病やその不安は心身症的な色彩を強め

9 老年期の精神病 る。強迫症者は自己の完全性を保ちがたい老年期には脆く、 同　上 同　上
理　　　　　　（5） 身体的不調に心気的退行を増幅する。なかでも介護者を悩

神経症圏 ませることが多い強迫と心気症状への対応を論ずる。

老年期は生活空間が狭まり人間関係が濃密になる。その
ため人格の問題が顕在化する。そのことを妄想型人格障害

10 老年期の精神病 の事例を通して考察する。また脳病変部位の症状として人 同　上 同　上
理　　　　　　（6＞ 格変化が生じる。そして老年期の適応形態の特異なものと

人格障害、異 して無感情、人格のスプリットを紹介する。
常行動

痴呆は老年期の最大のテーマのひとつであるが、妄想や
うつ病なども含めて「ぼけ」といわれるように、その認識

11 痴呆の臨床　（1） は不十分である。医学的特性をふまえて痴呆性疾患の臨床 同　上 同　上

症状を論じ、非痴呆性疾患との鑑別に触れる。とりわけア
ルツハイマー病について論じる。

せん妄は脳の急性症状であるが、痴呆と区別されずに適
切な治療や対応が怠かにされる。また、痴呆患者ではせん

12 痴呆の臨床　（2） 妄が多く、鑑別とその成因の理解は治療や痴呆の進行を止 同　上 同　上

めるうえで重要である。さらに夕方症候群とRBDについ
て臨床例を示して考察する。

痴呆老人の精神症状や異常行動の大半は知的障害者の心
理的反応ととらえられる。事例を通してその心理的プロセ

13 痴呆の臨床　（3） スを考え、それをふまえて医療や福祉の現場の看護や介護 同　上 同　上

の問題を検討する。痴呆老人のターミナルケア、尊厳死に
ついて具体的に考える。

一般病院や老人病院（治療型）での精神科コンサルテー
ションが必要な患者は30％前後である。そこには身体病や

14 高齢者医療につ 薬による精神症状や慢性疾患や後遺症に対する医療の問題 同　上 同　上

いて も含まれている。老人医療の多様な形態を紹介して医療の
かかわりとその限界を論じる。

老人ホームや在宅介護を支えるために医療はどのような
役割を担い、立場をふまえるべきかを具体的な実情に即し

15 高齢者福祉と医 て考える。また施設入所や入院にあたって老年者に対する 同　上 同　上
療 インフォームドコンセントや痴呆老人の人権の問題、およ

び財産保護のための成年後見制度について紹介する。
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＝＝ ｾ語発達心理学（？98）＝　（R）

〔主任講師：内田伸子（お茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい
　読み、書き、話す営みは人間生活において基本的な営みである。乳児期から楠語や片言で母親と「会話」
を始めるし、幼児期のはじめから、子どもは新聞・雑誌を読む大人の姿に興味をひかれ、やがて文字に目を
とめるようになる。たえず他者とあるいは自分自身と語り、活字文化に触れる中で、人は自分の世界を広げ、
まとまりのある意味世界を構築していくようになる。人間にとって基本的な、読み、書く、話すという営み
について、最新の発達心理学、認知心理学、教授学習の心理学の知見を踏まえ、さらに、ことばの生理学な
どの最新の成果に基づいて、ことばと人間の関わりについて考察を進める。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 ことばと人閤

　ことばは世界認識の手段であり、人とやり取りする手段
ﾅもある。言語はどのようにして出現し、また獲得されて
｢くのかについて言語獲得に制約を与える生物学的基礎を
ｾらかにするとともに、人間にとってのことばを獲得する
ﾆいうことの意味を考える。

内田伸子
iお茶の水

落q大学教
�j

内田伸子
iお茶の水

落q大学教）
�j

2 会話の発達

　会話は、話し手と聞き手がかわりばんこに発話をするこ
ﾆによって成立する。このような相互作用のパタンは、授
福ﾌ過程にも見いだすことができるという。一この章で
ﾍ、会話の発生、発達の過程をみていく。

仲眞紀子
i千葉大学

赴ｳ授）

仲眞紀子
i千葉大学

赴ｳ授）

3 絵本との出会い

　今日では乳幼児向けの絵本が数多く発行され、子どもは
≠ｯれば0、1歳台から絵本と出会っている。絵本の読み
ｷかせを通して子どもは「本を読む」ことを経験し学んで
｢く。この章では、乳幼児期における読み聞かせがどのよ
､に行われているのか、また絵本を読むことが子どもの発
Bに与える影響について考える。

秋田喜代美
i東京大学

赴ｳ授）

秋田喜代美
i東京大学

赴ｳ授）

4 物語行動の発達

　ことばは象徴機能を基礎にして成立し、人とのやり取り
ﾌ手段として、また内的なモデルを構成する手段となり、
ｵだいに、まとまりのあるディスコース（文章）が生成さ
黷驍謔､になる。ことばから文章までの発達過程を物語産
oという面から考察する。

内田伸子 内田伸子

5 読み書き能力の

l得

　自分で考えていること、人に伝えたいことを文字で表現
ﾅきるようになることは、生後1賦して二足歩行ができる
謔､になることと同じくらい大きな出来事である。読み書
ｫを媒介にして、子どもの世界は「今」　「ここ」を超えて
Lがる。この文字の世界に子どもが足を踏み入れるのはき
墲ﾟて早い。本章では幼児期から就学期までの読み書き能
ﾍの獲得過程について具体的資料に基づき考察を進める。

同　上 同　上

6 文章の理解過程

　私たちは日常生活の中で、本や教科書、新聞、雑誌、電
ｻ製品やコンピュータの取り扱い説明書など数多くの文章
�ﾇんでいる。読んでいてわかりやすい文章もあればわか
閧ﾉくい文章もある。こうした時に、私たちの心の中では
ﾇのような処理が行われているのだろうか。文章を読むと
ﾍどのような心理過程であるのかについて、認知心理学の
纒¥的研究を紹介しながら考えていく。

秋田喜代美 秋田喜代美

7 読みの発達と
ｳ育

　児童期を中心に読みに関して何が発達するのか、また読
ﾝや読書行動を促すにはどのような教育的働きかけを行う
ﾌがよいのかについて考察する。 同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 作文の発達と
ｳ育

　子どもはかなり早くから文字を読んだり書いたりする。
ｵかし、自分で考えたことを文字で自由に表現することが
ﾅきるまでにはしばらく時間がかかる。本島では作文の発
Bについて焦点をあて、作文過程でどのような精神活動に
]事しているかについて考察するとともに、書くことを通
ｵて認識の深まりを助ける教育のあり方について考える。

内田伸子 内田伸子

9 読書行動の発達

　読むことの心理過程についての考察（第6講・第7講）
�･まえ、読書という生活の中の一つの行動として読むこ
ﾆを捉え、年齢に伴う変化と環境が読書に与える影響につ
｢て考える。

秋田喜代二 田喜代美

10 会話の発達を支
ｦるもの

　人は生まれおちた瞬間から相互交渉をもつべく方向づけ
轤黷ﾄいることを学んだ。だが適切な社会的、言語的環境
ﾉなければ話ことばは育たない。どのようなはたらきかけ
ﾉよってことばは育つのかについて考察する。

仲真紀子 仲真紀子

11 話しことばの
ﾁ徴

　話しことばは原初的な言語活動である。ここでは話こと
ﾎ全般について、書きことばと比較しながらその特徴を考
@する。話ことばに伴う身振り動作についてもふれる。 同　上 同　上

12 会話の情報処理

　発話を理解するには、文字どおりの意味が分かるだけで
ﾍ不十分である。推測される背後の意味（含意）や発話の
ﾓとをも知る必要がある。本講座で発話の理解がどのよう
ﾉ行われるのかを検討する。

仲真紀子 仲真紀子

13 聴こえとことば
ﾌ生理学

　聴く・話す・読む・書くの神経機構を解説する。外界の
﨣��謔闕桙ﾞ器官である聴覚器官のしくみとその働きに
ﾂいて理解を深め、さらに外界に働きかけるときの主要器
ｯである発声・発語器官のしくみとその働きについて講ず
驕B

進藤美津子
i広島県立
ﾛ健福祉短
咜蜉w教授）

進藤美津子
i広島県立

ﾛ健福祉短
咜蜉w教授）

14 聴こえとことば

ﾌ障害

　話しことばが作りだされ、さらに、それが情報として受
ｯ手に伝わり、理解される過程、いわゆる“ことばの鎖”
�ﾂくりだす神経機構のどの部分に働き異常が起こったと
ｫに、どのような障害が生じやすくなるかについて取り上
ｰる。

同　上 同　上

15 言　語　治　療

　言語治療の現場から子どもから大人まで、具体的症例を
?ｰ、治療の方法と回復の過程について解説する。これを
･まえて、ことばを矢うことが人間生活にとってどういう
ｱとかを理解し、ことばが人聞生活においてどのような意
`があるかについて考える。

同　上 同　上
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＝社 会　心　理 学＝：（TV）

一アジア的視点から一

〔主任講師：山口　勧（東京大学教授）〕

全体のねらい
　日本人の社会的行動について考えること。特に、アジアの中の日本という視点から、実証的な研究結果に
基づいて、比較文化的に考察する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

全体の枠組みを提示する
山口　　勧 山口　　勧

1 アジアの社会心 （東京大学 （東京大学

理学へ 教授） 教授）

相関的方法、実験的方法の解説および文化に固有な心理
学の必要性について解説する

2 方法論・固有文 同　上 同　上
化心理学

個人主義・集団主義の国際比較について解説する

3 個人主義一集団 同　上 同　上
主義

相互独立一相互協調的自己観において日本人と西洋人と
の間に顕著な違いがあることを解説する 北山　　忍 北山　　忍

4 自己一文化心理 （京都大学 （京都大学

学的アプローチ 助教授） 助教授）

山口　　勧

文化がどのようにして維持されるかについて考える。 嘉志摩佳久
嘉志摩佳久 （オーストリア・

5 文化の継続性に （オーストリア・ LaTrobe
ついて LaTrobe University

University 教授）

教授） 山口　　勧

人間の集合体を一つの全体としてとらえ、理論的に考察
する。 杉万俊夫

6 集合性の理論 杉万俊夫 （京都大学

一グループ・ （京都大学 教授）

ダイナミックス 教授）

山口　　勧

日本人およびアジアの人々のコントロール観について解
日本人の社会的 説する。

7 行動1「コント 山口　　勧 山口　　勧
ロール観」
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本人の信頼感の特徴に付いて、アメリカと対比させな
がら解説する。 山岸俊男 山岸俊男

8 日本人の社会的 （北海道大 （北海道大

行動2「信頼」 学教授） 学教授）

山口　　勧

日本人に特徴的とされる「甘え」の現象について解説す
る。

9 日本人の社会的 山回　　勧 山口　　勧
行動3「甘え」

日本人およびアジア人の社会的葛藤の解決法について、
日本人の社会的 西洋人のそれと対比させながら、解説する。 大渕憲一 大渕憲一

10 行動4「紛争解 （東北大学 （東北大学
決」 教授） 教授）

山口　　勧

日本人と同様に集団主義的と考えられる中国人の集団行
中国人の社会的 動の特徴について、日本やアメリカとの対比をしながら解 Kwok　Leung Kwok　Leung

11 行動1「中国文 罰する。 （香港三文 （香港三文

化における対人 大学教授） 大学教授）

関係のダイナミ
ックス」 山口　　勧

中国人にとって重要とされる体面の問題について解説す
中国人の社会的 る。

12 行動2「中国文 Kwok　Leung Kwok　Leung
化における体面」

山口　　勧

韓国人を理解するために重要と考ええられているr恨」
について解説する。

13 韓国人の社会的 Uichol　Kim Uichol　Kim
行動1「恨」

山口　　勧

韓国人が強く持つ「我々意識」を、日本人や西洋人のぞ
れと比較しながら解説する。

14 韓国人の社会的 同　上 同　上

行動2「我々意
識」 山口　　勧

同じ様な文化を持つ、さまざまな勝ちを共有するように 渡辺文夫 渡辺文夫
文化間のコミュ みえるアジアの人々の間でも、コミュニケーションの難し （上智大学 （上智大学

15 ニケーション・ さは存在する。この点について考え、全体のまとめを行う。 教授） 教授）

まとめ

山口　　勧 山口　　三
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＝人格心理学＝（TV）
〔主任講師：鈴木　乙史（聖心女子大学教授）主任講師：佐々木正宏（國學院大学教授）〕

全体のねらい
　人格には、多くの人々が関心をもっているが、その複雑で多面的な性質から、理解は容易でない。人格心
理学では、まず、人格とは何かを取り上げ、また、基礎理論として、精神分析、現象学、行動主義の三大ア
プローチを紹介、比較する。さらに、人格の形成過程と、適応一不適応の諸問題を詳述する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 「人格」とは

　「人格」とはどのようなものなのかについて論じる。人
iと類似した語に、性格があるが、その説明も行い、、差異
�l察する。さらに個人差についても取り上げる。

佐々木正宏
i國學院大

w教授）

鈴木乙史
i聖心女子

蜉w教授）

ｲ々木正宏
i國學院大

w教授）

2 「人格」理解の

菇@

　人格理解の方法として、面接、生育史に関する情報を得
驕A家族アセスメント・心理検査などの具体的方法を概説
ｷる。次に、心理検査に関して性格検査と知能検査につい
ﾄ解説し、最後にまとめとしてテスト状況やテスター・被
ｱ者関係について取り上げる。

大貫敬一
i東京経済

蜉w教授）

大貫敬一
i東京経済

蜉w教授）

3

人格理論（1）

ｸ神分析的
Aプローチ

　フロイトが創始した精神分析のアプローチについて概説
ｷる。無意識や、エス、自我、超自我の三者から成る人格
ﾌ構造や、防衛機制について述べ、さらに、精神分析療法
ﾉついても、人格やその変化とのかかわりの点から取り上
ｰる。

佐々木正宏 佐々木正宏

4

人格理論（2）
ｻ　象　学　的

Aプローチ

　現象学的アプローチについて概説する。とくにロジャー
Xの自己理論における経験や自己概念、及びそれらの関係
�qべ、さらに、彼の創始したクライエント中心療法にお
ｯる人格変化のとらえ方を述べる。

同　上 同　上

5

人格理論（3）

s動主義的
Aプローチ

　研究対象を行動とする行動主義のアプローチについて概
烽ｷる。その基礎をなしている古典的条件づけや道具的条
盾ﾃけについて述べ、不適応行動を取り除き、適応行動を
l得することを目指す行動療法についても取り上げる。

同　上 同　上

6 3理論の位置づ
ｯと比較

　精神分析、行動主義、現象学的自己理論の位置づけを、
�ﾊ関係論と現象学（意味）の枠組みから比較・検討する。
ﾁに、人を理解する上での意味論の重要性を指摘する。 鈴木乙史 鈴木乙史

7 人格の形成
i1）乳幼児期

　発達の初期である乳幼児期は、人格形成の出発点である。
ﾅ初のうちは自分があることすら不明確であった新生児が、
ｱの時期に両親との親密で信頼に満ちた関係の中で、人格
ﾌ基礎を形成していくことを解説する。

清水弘司
i埼玉大学

赴ｳ授）

清水弘司
i埼玉大学

赴ｳ授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

人間の発達において、青年期は子どもからおとなへの移
行期として位置づけられる。それは依存してきた親から分

8 人格の形成 離し、児童期までの自己像を改変して、親の片割れや雛形 清水弘司 清水弘司
（2）青年期 ではない「他ならぬ自分」を形成していく青年期の人格形

成過程について概観する。

成人期・老人期であっても人格は成長・変化することを

人格の形成 実証的研究を用いて論じる。この回は人格の形成について
9 （3）成人期・ の最後の回なのでライフサイクル論についても論じる。 鈴木乙史 鈴木乙史

老人期

正常と異常、健康と病気、適応と不適応の概念に関して

人格と適応 概説する。次に、神経症と精神病概念の歴史的変遷と現在
10 （1）正常一異常 の分類について概説する。最後に、実例として不登校など 大貫敬一 大貫敬一

神経症と精神病 の現代の心理的諸問題を取り上げて考察する。

人と環境の関係を扱うストレスを取り上げる。生理学的

人格と適応 ストレス論から心理学的ストレス論への発展の経緯を述べ、
11 （2） さらに、心理学的ストレス論において重視される、認知的 佐々木正宏 佐々木正宏

ストレス・対処 評価、情動中心の対処、問題中心の対処について説明する。

適応が難しい体験の中でもとりわけ重大なものと考えら

人格と適応 れる別離体験に焦点を合せて論じる。とくに、フロイトの
12 （3） 対象喪失の考え、幼い子どもの母親との比較的短期間の別 同　上 同　上

別　離　体　験 離体験、おとなの愛する人との死別体験について述べる。

家族システム論の考えを紹介する。この観点は、人格は

人格と適応 関係に規定されるというものである。また、兄弟関係と性
13 （4） 格、夫婦関係と子どもの不適応、精神病と家族関係研究な 鈴木乙史 鈴木乙史

家　族　関　係 ども論じる。

人格形成に影響を及ぼす要因としての文化・社会につい

人格と適応 て論じる。日米比較研究、文化人類学的研究、文化精神医
14 （5） 学的研究領域から多くの実証的研究をひいて、適応一不適 同　上 同　上

文化・社会 応の問題を論じる。

全体のまとめをおこなう。人格の恒常性と変化、成熟し
た人格論などを材料にして、人格の形成と変化、適応と不

15 人格の成熟と 適応について考察する。また、変化の技法としてのカウン 同　上 同　上
変化 セリングについてもふれる。
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＝臨床心理学概説（’99）＝＝（R）

〔主任講師 馬場禮子（東亜大学教授）〕

全体のねらい
　臨床心理学の基本的理論と方法、社会に向けて果たすべき課題について概説する。理論的な基盤を押えつつ、平易に
また臨床の実際が伝わるように記述し、図表などを加えて視覚的に捉え易くする。概説すべき内容は大量なので、テキ
ストでは必要な項目にすべて触れておき、説明の不足はラジオ放送で補って内容の充実をはかる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
臨床心理学とは何

ｩ

　①定義②実践の内容一心理アセスメント、心理療法、コ
~ュニティ援助、それらに関する研究③領域と対象一教育、
纓ﾃ、司法、その他において、乳幼児から成人、高齢者まで、
衷寛ﾒも病者もが対象であること。　④歴史一米国と日本を中
Sに。

馬場禮子
i東亜大学教
�j

馬場禮子
i東亜大学教
�j

2
臨床心理学の
攪_的背景　（1）

S理学の諸領域

　人格、発達、社会、学習、認知などの心理学がどのように臨
ｰ心理学の基礎理論としての役割を持つのか、臨床心理学との
ﾖ連においてこれらを解説する。

青木紀久代
iお茶の水女

q大学助教
�j

青木紀久代
iお茶の水女

q大学助教
�j

3
臨床心理学の
攪_的背景　（2）

繩wの諸領域

　精神医学、心身医学（心療内科学）、小児科学、高齢者医学
ﾈどの理論と基礎知識を臨床心理学との関連で、特に臨床心理
wにとって必要なものに焦点づけて解説する。精神薬理も含
ﾞ。

大野　　裕
i慶応義塾

蜉w講師）

大野　　裕
i慶応義塾

蜉w講師）

4

臨床心理学の
攪_的背景（3）
ｸ神分析学と分析
S理学

　両三の人格理論の部分を、臨床心理学の基礎理論という位置
ﾃけで解説する。無意識仮説、心的構造論などを比較の形で出
ｷか、別個にするか、検討を要する。

永井　　徹
i東京都立大
w助教授）

永井　　徹
i東京都立大
w助教授）

5
臨床心理アセス
＜塔g　　　（1）
Aセスメント総論

　①心理アセスメントとは何か（導入、動機づけ、秘密義務を
ﾜむ）　②面接と検査があること、両者の関係③アセスメン
g面接について④テストバッテーについて⑤アセスメント
ﾌまとめ方と伝え方。

馬場禮子 馬場禮子

6

臨床心理アセス
＜塔g　　　（2）

m能検査と質問
?@

　まずどのようなものがあるかを羅列（表示）し、原理につい
ﾄ簡単に触れ、代表的なものについて解説する。知能検査は
Eェクスラー法を重視。質問紙はねらいの異なるものを選ぶ。
咜落�ﾆにそなえて検査用紙を提示しておく。

黒田浩司
i茨城大学

赴ｳ授）

黒田浩司
i茨城大学

赴ｳ授）

7
臨床心理アセス
＜塔g　　　（3）

梶@　映　　法

　投映法の原理、分類法（どれか1つ）、代表的なものを概説。
?揩ｩら、きわめて概略的な説明しかできないので、各検査に
ﾂいても原理を重視し、解釈法の細部などは放送授業とする。

同上 同上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
心理療法　　（D

S理療法総論

　①心理療法とはなにか（相談、カウンセリングにも触れる）
A方法一三学派（表示）、各設定（個人、集団、家族）、各手
i（会話、行動、芸術表現など）　③対象一乳幼児から高齢者
ﾜで、精神的障害者から健常者まで含むこと。

馬場禮子 馬場禮子

9

心理療法　　（2）

ｸ神分析的心理
ﾃ法

　①原理②方法一対象と方法について。児童治療、成人個
l、集団、家族、芸術表現療法のそれぞれについて精神分析的
ﾏ点と方法を解説する。

同　上 同　上

10
心理療法　　（3）

?塔O派心理療法
同上の内容でユング派心理療法の対象別の方法を解説。 永井　　徹 永井　　徹

ll

心理療法　　（4）

Nライエント中心
ﾃ法

同上の内容でクライエント中心療法の対象別の方法を解説。 馬場禮子 馬場禮子

12
心理療法　　（5）

F知・行動療法
同上の内容で認知・行動療法の対象別の方法を解説。 大野　　裕 大野　　裕

13

コミュニティ
㍼普@　　　（D
?ｯ介入とコン
Tルテーション

　①コミュニティ援助の領域と方法の総論（図表）　②リエゾ
刀Eコンサルテーション（学校臨床、高齢者援助を含む）　③
?@介入④予防活動一以上順序は偏光ありうる。

黒田浩司 黒田浩司

14
コミュニティ
㍼普@　　　（2）
邇凾ﾆ親への援助

　①意義と実際一親子（母子）関係の重要性、援助の可能性
A対象一親、保育者、など③障害児の治療教育。 青木紀久代 青木紀久代

15 臨床心理学の
､究法

　調査研究、事例研究について解説する。それぞれの難しさ、
ｯ意点にも触れる。卒論研究にも生かせるように配慮する（例
ｦば資料の作り方、論文のまとめ方など）。

同　上 同　上
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＝児童の臨床心理（’98）＝　（R）

〔主任講師：上野一彦（東京学芸大学教授）〕

全体のねらい
　今日、子どもを取りまく家庭、学校、社会環境は複雑化し、さまざまな問題行動や心理的な不適応を引き
起こすケースも多く見受ける。そうした児童の心と行動のメカニズムを明らかにし、行動の改善や不適応の
軽減を目的とする発達支援へのニーズはますます強くなってきている。ここでは臨床心理学的観点からの児
童、ならびに関連する諸要因の理解とアプローチの仕方を紹介した後に、具体的な適応・発達に課題をもつ
事例を通して、現代に生きる子ども像について学び、考えてみたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 児童の臨床心理

ﾆは

　問題行動・不適応の基本的理解、発達障害と適応障害、
ﾕ床心理学の歩みと児童理解に関する基本的アプローチに
ﾂいての概観的な紹介をする。

上野一彦
i東京学芸

蜉w教授）

上野一彦
i東京学芸

蜉w教授）

2 児童と発達環境

　児童期を中心に、子どもの発達について概観をする。昨
｡の子どもたちの特徴、家庭、学校、地域社会など、子ど
烽�謔闃ｪく環境の変貌などを視野に入れ解説する。

松村茂治
i東京学芸

蜉w教授）

松村茂治
i東京学芸

蜉w教授）

3 行動の理解と

Aプローチ

　児童の問題行動・不適応行動がどのような心理的メカニ
Yムで生じてくるのかについて、防衛・適応機制に触れる
ﾆともに、現代の学習理論からの解説と行動論的なアプローチの応用について述べる。

小林正幸
i東京学芸

蜉w助教授）

小林正幸
i東京学芸

蜉w助教授）

4 発達援助と
Jウンセリング

　子どもの心の発達理解のために必要なポイントについて
qべながら、子どもと親のたあのカウンセリングやその他
ﾌ心理的援助について解説する。

佐野秀樹
i東京学芸

蜉w助教授）

佐野秀樹
i東京学芸

蜉w助教授）

5 子どもの対人関
Wとソーシャル
Xキル

　子どもの社会的行動の発達と、その領域で出現する対人
ﾖ係に関わる問題について学ぶ。仲間関係と、そこで習得
ｷるソーシャルスキルについて、集団生活の大切な場であ
驫w級に焦点を当てる。

松村茂治 松村茂治

6

臨床アセスメン

g　　　　　1
皷譁ﾊと能カー

　児童理解のためのアセスメントとして、生育歴、発達検
ｸ、知能検査などを中心に発達の押さえ方と種々の能力検
ｸの利用について述べる。 上野一彦 上野一一彦

7

臨床アセスメン
g　　　　　II
鼾s動とパーソ

@　ナリティー

　行動やパーソナリティのアセスメントを行うための方法
ﾉついて述べる。子どもと親を援助するために必要な面接
@、観察法、パーソナリティ検査などにも触れる。 佐野秀樹 佐野秀樹
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 不　　登　　校

　近年増加の一途をたどる不登校について、その社会的背
iや要因、発生のメカニズムについて考える。その上で予
hと対処法について、児童の状態像に応じたアプローチの
d方について述べる。

小林正幸 小林正幸

9 いじめ（暴力）

　一頃激しかった校内暴力が表面的に沈静化した後、いじ
ﾟの問題が表面化してきた。ここではいじめの特徴とこの
竭閧ﾉ対処していくための具体的方策について学ぶ。 松村茂治 松村茂治

10 こころの不適応

　児童に多くみられる心の問題から生じるさまざまな不適
檮s動を取り上げる。神経症、心身症のほか、チックなど
_経性習癖、さらには対人恐怖を背景とする引っ込み思案
ﾈどにも触れ、その理解と対処法について紹介する。

小林正幸 小林正幸

11 発達の遅れと
ｩたより

　知的発達障害（精神遅滞）・自閉症・言語障害ほか、発
Bに遅れや偏りをもつ児童に対する基本的理解と本人と親への発達支援と心理教育サービスについて述べる。

上野一彦 上野一彦

12 学習障害と
ｻの周辺

　軽度の発達障害への援助ニーズが高まってきている。な
ｩでも、近年、急速にその対応が注目されつつある学習障
Q（LD）とその周辺の問題について、学校教育との関わり
ﾉ中で述べる。

同　上 同　上

13 現代の家庭と
ﾆ族

　時代とともに、家族がどのように変化してきたか。さら
ﾉ現代の家庭と家族の特徴について述べる。子育ての不安
竡剴ｶ虐待などにも触れ、これからの育児、家庭家族のあ
阨福ﾉついてカウンセラーの立場からまとめる。

小林正幸 小林正幸

14 学校と教育臨床

　学校で起こるさまざまな問題に対処するために、スクー
泣Jウンセラーなどが；機能し始めた。こうした対応がより
�ﾊを上げるたあに必要な学校の組織や教師の機能と専門
Iな援助のあり方について学ぶ。

松村茂治 松村茂治

15 児童臨床心理の
ｾ日を考える

　児童をめぐるさまざまな発達・適応の諸問題を、激動す
骼梠纉I、文化的背景の中でどのように理解し、対処して
｢けばよいのか。これからの児童臨床心理の課題について、
麹∮Iに考察しまとめとする。

上野一彦 上野一彦
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＝精神分析学＝（R）
〔主任講師：牛島定信（東京慈恵会医科大学教授）｝

全体のねらい
　精神分析は、心の中の動きを説明するだけではなく、広く社会現象や芸術に関する学問にまで影響を及ぼし
ている。現代社会では生活する上で不可欠の学問である。その成り立ち、基本的原則を学ぶ。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

フロイトの生涯と精神分析の誕生までを概観する。

牛島定信 牛島定信
1 精神分析の誕生 （東京慈恵 （東京慈恵

医科大学教 医科大学教
授） 授）

精神分析は無意識の姿見に始まる。無意識世界のあり様
を学ぶ。 舘　　直彦 舘　　直彦

2 無意識の発見と （東京慈恵 （東京慈恵

そのダイナミズ 医科大学講 医科大学講
ム

師） 師）

症状、夢、錯誤行為、自由連想など無意識へ至る道、そ
の至り方を学ぶ。

3 無意識へ至る道 同　上 同　上

フロイトは、幼児に性欲があるといって物議をかもしだ
したが、やがてエディプス・コンプレックスという概念に 馬場禮子 馬場禮子

4 フロイトの性欲 至る。 （東亜大学教 （東亜大学祭

論 授） 授）

「精神分析入門」といくつかの症例を踏まえて、フロイ
トの考えた神経症がどのようなものであったかを概観する。 川谷大治 川谷大治

5 フロイトの神経 （川谷医院 （川谷医院

三論 院長） 院長）

シュレーバ症例や「悲哀とメランコリー」をもとにし
て、フロイトが精神病をどのように考えていたかを概観す 松木邦裕 松木邦裕

6 フロイトの精神 る。 （医療法人 （医療法人

三論 恵愛会福間 恵愛会福間
病院精神科 病院精神科
部長） 部長）

フロイトの立てた、いくつかの人格論、ことにエス・自
我・超自我について、さらには防征材制、最後に、性格類 牛島定信 牛島定信

7 パーソナリティ 型を概観する。
…A

一西冊
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

フロイトには、有名な5症例があるが、そのうナドラの症
例、ハンスの症例、ねずみ男の症例、狼男の症例の三三と

8 フロイ　トの それらの精神分析学への寄与を説明する。 牛島定信 牛島定信
患者たち

治療契約、転移、抵抗、解釈、治療目標、自由連想など
精神分析療法を具体的に説明する。

9 精神分析療法の 松木邦裕 松木邦裕
実際

芸術論、宗教論、その他社会現象に対する精神分析三見
方を学習する。

10 フロイトの文化 馬場禮子 馬場禮子
論

ユングのフロイトとの出会いと別れ、そしてユング独自
精神分析の展開 の分析心理学の成立までの軌跡をたどりつつ、ユング心理

11 1 学の主要な概念について紹介する。 豊田園子 豊田園子
一フロイトから （京都文教 （京都文教

ユングヘー 大学講師） 大学講師）

英国での展開を中心にしながら、対象関係論を中心に、
新しい精神病論と境界論まで触れる

12 精神分析の展開
g

松木邦裕 松木邦裕

米国での展開を中心にハルトマソ、エリクソン、コフー
ト、さらには素謡精神医学への発展〔心身医学、家族療法、

13 精神分析の展開

M
行動療法などにまで触れる〕を概観する。 川谷大治 川谷大治

3

その他の丸井清泰、アジャセ・コンプレックス、土居の
甘え理論、日本の事情などを概観する。

14 精神分析の展開
秩､

牛島定信 牛島定信

まとめに代えて、現代の思想、文化に及ぼした影響を語
る。

15 現代と精神分析 同　上 同　上
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＝カウンセリング＝（R）

〔主任講師：水島恵一（文教大学長）〕

、全体のねらい
　カウンセリングのあり方を、その理論、過程、方法を含めて、具体的な事例を引用しながら考えていく。
相談助言や心理指導的カウンセリングについて簡単にふれたのち、心理療法的カウンセリングを中心にしな
がら、その中で起こる心の動き、人格統合の過程に重点をおく。また関連した特殊な理論や技法についても
述べ、集団、家族、地域の中でのカウンセリングについても述べる。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 カウンセリング

ﾌさまざま

　心の悩み、ストレス、行動問題に対して、今日カウンセ
潟塔Oは、多くの機関、施設で行われており、その他日常
ｶ活の場面でも必要とされている。そのいくつかの例から
Jウンセリングをまず広くとらえる。

@　　　　　　　　　　、

水島恵一、
i文教大学

ｷ）

水島恵一
i文教大学

ｷ）

2 相談・指導とカ
Eンセリングの
?v、定義

　カウンセリングは、心理的な相談助言、心理的指導から
nまり、次第に心理療法としての色彩が強まってきた。そ
ﾌ歴史、日々行われている相談や指導の実態からして、カ
Eンセリングとは何かを考える。

同　上 同　上

3 自己表現と自己

ｴ察

　心理療法的カウンセリングとして、自己を表現し、洞察
ｵていくことが、いかに心の治療ないし再統合に結びつい
ﾄいくかを考察する。また体験過程としてのとらえ方につ
｢ても学ぶことにする。

同　上 同　上

4 心の動きと
＜Jニズム

　精神分析的見方からして、治療的カウンセリング過程の
i行に対して働く抵抗や自己防衛のメカニズムついて学
ﾔ。ついでいわゆる「転移」や「治療的退行」とよばれる
S的過程について考察する。

@　　　　　　　　　ρ

同　上 同　上

5 カウンセラーの

　カウンセリングが効果的に；進展していくためには、カウ
塔Zラーの共感と、相手を無条件に尊重する態度が必要で
?驕Bそうしたあり方がいかに相手に作用するか、またカ
Eンセラーとしての訓練について述べる。

同　上 同　上

6 人格・臨床心理

w的理論

　治療的カウンセリングのもとになっている人格・臨床心
揩ﾌ理論を概観する。フロイトの精神分析、ユング、アド
堰[、新フロイト派の分析理論をはじめ、有機体理論、ロ
Wャース、その他の人間学的理論を含む。

同　上 同　上

7 カウンセリング

ﾌ理論

　前回の理論をふまえ、ロジャースのクライエント中心カ
Eンセリングの理論、精神分析的カウンセリングの理論、
ｨよび行動カウンセリングの理論を3本柱として考察する。
s動療法、認知療法、その他の理論を含む。

同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 遊戯療法、イメージ・芸術療法

　カウンセリングの特殊な技法ないし関連領域の理論・技
@として、まず子どもに対する遊戯療法について述べる。
氓｢で成人までを含んだ非言語的領域の療法として、イメージ・芸術療法を概観する。

水島恵一一 水島恵一

9

論理療法とマイ

Nロケウンセリ
塔O

　カウンセリングの動向のひとつ折衷主義には、統合主義
iねりあん方式）と選択主義（つぶあん方式）のふたっが
?驕B前者の代表例は論理療法、後者のそれがマイクロケ
Eンセリング。このふたつを介して今後のカウンセリング
�W望したい。

国分康孝
i聖徳栄養

Z期大学教
�j

国分康孝
i聖徳栄養

Z期大学教
�F）

10 交流分析とゲ
Vュタルト療法

　伝統的カウンセリングの限界を乗り越えようとするとこ
?ﾉ、交流分析やゲシュタルト療法の属する第三勢力の意
`がある。これら新興勢力からカウンセリング界は何を学
ﾔことができるか。これに答えるつもりで論議したい。

同　上 同　上

11 グループアプロ

[チ

　グループには一対一の面接には見られない人間の成長促
i機能がある。特に今日のようにカウンセリングの対象が
衷寛ﾒを含むほどに拡大してくると、時間経済的にもグル
[プを用いたカウンセリングは必要になる。グループエン
Jウンターが代表例である。

同　上 同　上

12 家族システム
攪_と家族療法

　家族を生態系の一つのシステムとみる立場から、個人お
謔ﾑ家族の精神病理を把握し、さまざまな心理療法的な取
gが行われている。構造派、戦略派などの家族療法のおも
ﾈ理論モデルをめぐって基本的な考え方および技法の特徴
ﾉついて概説する。

岡堂哲雄
i文教大学

ｳ授）

岡堂哲雄
i文教大学

ｳ授）

13

家族のためのブ
梶[フ・セラピ

[

　家族療法発展のなかで登場したブリーフ・セラピーは、
竭閧ﾌ原因究明ではなく解決の仕方を変化させる技法によ
髓Z期集中療法である。謡講では、ブリーフ・セラピーの
攪_モデルをめぐって基本的な考え方および技法の着眼点
ﾉついて解説する。

同　上 同　上

14

危機の理論とコ

~ュニティ。ア
vローチ

　心理面の危機に直面する個人や人々への援助には、適時
ﾉ的確な介入が求められる。それには、カウンセリングの
摧Oが地域社会に普及することが必須である。雨露では、
Rミュニティ・アプローチの基本的な考え方および介入技
@の要点について講述する。

同　上 同　上

15 総括と人間性の
竭

　さまざまなアプローチを総括し、広く現代社会のさまざ
ﾜな場面で行われるカウンセリングの人間的意義を考察し、
ｻれが深層心理とともに人間の実存、存在の根本問題にま
ﾅかかわる点を考察する。

水島恵一 水島恵一
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＝生涯発達と生涯学習＝（R）

主任講師〔
主任講師

魔箋藝細魚美覇鹸；〕

全体のねらい
　人間の発達は生涯にわたって継続するものである。だが人間の発達は生物的な意味での成熟と異なり、自
然の過程で実現していくものではない。それぞれの発達段階やライフコースのなかで生ずる多種多様な難問
を学習の力によって解決していきながら人間的発達を獲得していくものなのである。生涯学習こそ生涯発達
にとって不可欠な過程なのである。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

生涯学習は人びとの生涯にわたる発達を完成させるため
に、その全生涯を通して個性的・社会的・職業的な人間発 麻生　　誠 麻生　　誠
達を保障せんとする理念的営みである。 （放送大学 （放送大学

1 生涯学習の理念 これらの多種・多様な学習活動のうち、あるものは教育 副学長） 副学長）

の仕組みのなかに組み込まれて生涯教育としてシステム化
される。他のものは、余暇活動のように自由な学習者の手
にゆだねられる。生涯にわたる発達、学習、教育の相互関
係を包括的にとらえ、生涯学習の理念を明確にしよう。

今日、人間の生涯発達やエイジングに関する文献の量が

生涯発達論の 急増してきている。生涯発達論のルーツを発達心理学と老 堀　　薫夫 堀　薫夫
2 背景と展開 年学の歴史から学び、今日の生涯発達論がどのような研究 （大阪教育 （大阪教育

領域と課題を設定しているのか、それに注目していこう。 大学助教授） 大学助教授）

我々の生涯にわたって歩む人生は、社会や文化によって

生涯発達と 意味づけられている。年齢段階や年齢規範の問題を手がか
3 ライフコース りとして社会によって意味づけられた我々の生涯（ライフ 同　上 同　上

コース）の問題を考えてみよう。

我々は、人生のさまざまな節目で達成が期待される発達
上の課題に出会い続ける。とくに成人期以降の心理・社会

4 生涯発達と 的発達課題に焦点を当てて、我々のかかえる発達課題がど 同　上 同　上

発　達　課　題 のようなものであり、その解決に生涯学習がいかに貢献す
るのかをみつめていこう。

我々の学習する能力は、30代、40代、50代とどう変化し
ていくのであろうか。成人を対象とした知能検査の具体的

5 成人期における な結果をふまえながら成人期における知力の変化と知恵の 同　上 同　上

知的能力の変化 深まりの問題を考えてこう。

生涯学習の完成期は高齢期である。では、高齢者の学習
にはどのような特徴があるのであろうか。また、その援助

6 高齢者教育の のポイントはどのあたりに求められるのか。具体例なども 同　上 同　上

可能性 まじえながら、高齢者教育の可能性を探ってみよう。

これまで、そして今日の教育学の主流は、子ども一学校

成人の特性を 教育学である。しかしおとなの学習を援助していくには、
7 活かした教育学 おとなの特性を活かした教育学を構想していく必要がある。 同　上 同　上

（アンドラゴジー）の この可能性を探ってみよう。

構想
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

成人の学習要求

ﾆ生涯学習の
菇@

　学校を出てからの成人は、どのような学習の内容に関心
�烽ｿ、どのような方法での学習に関心をもっているので
??､か。このテーマに関するいくつかの調査の結果を見
ﾈがら、成人の学習要求と学習方法を構造化してみよう。

堀　　薫夫 堀　薫夫

9

生涯学習とマル
`メディアの利

p

　大量の教育情報をスピーディーに社会のすみずみまで運
ﾔことのできる放送は、生涯学習にとって必要欠くべから
ｴるメディアである。さらに最近では各種のニューメディ
Aが加わり生涯学習の情報メディア環境は大きく変わりつ
ﾂある。これらのメディアが生涯学習にもたらすメリット
ﾆデメリットを考えてみよう。

麻生　　誠 麻生　　誠

10 日本の生涯学習
ﾌルーツを探る

　日本人は、生涯学習に対して一・般に好意的である。この
謔､な日本人の学習好き・教育好きはどのような伝統的価
l観に支えられているのか。そのルーツを江戸時代の在野
ﾌ儒者・中江藤樹の思想と実践に探ってみよう。

同　上 同　上

11 欧米諸国の
ｶ　涯　学　習

　アメリカ、イギリス、スウェーデンなどの先進諸国の生
U学習を比較しながらそれぞれの国の生涯学習の特徴をと
轤ｦ、わが国の生涯学習に対する教訓を学んでいこう。 堀　　薫夫 堀　　薫夫

12 生涯学習の谷間

　わが国は高学歴社会となり、国民の平均的学歴水準は大
ｫく上昇した。そしてこの国民の高学歴化を背景とした生
U学習論が唱えられるようになった。だがその中で170万
lと言われている義務教育未修了者の問題が忘れられよう
ﾆしている。生涯学習社会の谷間とも言うべき彼らの存在
ﾌなかに生涯学習の原点を探ってみることにしよう。

麻生　　誠 麻生　　誠

13 地域社会と
ｶ　涯　学　習

　私たちの生活は、生活圏としての地域社会を基盤として
cまれている。このような地域社会のなかで、住民たちに
ﾎしてどのような学習機会が提供されているのであろうか。
@特にそのなかで、学校や公民館、図書館、博物館などが
ﾊたす役割を考えながら、生涯学習の地域システムを構想
ｵてみよう。

同　上 同　上

14 生涯学習の体系
ﾆ行・財政問題

　生涯学習論に最も欠けているのは、行・財政論といわれ
ﾄいる。まさに生涯学習論のアキレス腱である。生涯学習
攪_を実現しようとすれば、行・財政は、質的・量的観点
ｩらどのような方向に変わらなければならないかを検討し
ﾄみよう。

麻生　　誠

x　　薫夫

麻生　　三

¥　　薫夫

15 生涯学習社会の

ﾂ能性と課題

　日本の生涯教育の柱は、学校教育・社会教育・職業訓練の三つである。これら三つの柱の生涯学習能力を検討する

ﾆともに、これらがどのように関係づけられていけばよい
ﾌか考えてみよう。三つの柱を基本とした生涯学習機会の
艪驍竄ｩな統合という観点に立って将来を展望してみよう。

同　上 同　上

一378一



＝・ ｳ育の中の言葉（’99）＝（R）

〔主任講師 永野重史（放送大学教授）〕

全体のねらい
　　「国語」以外の教科におけることば、学力テストと言葉の関係、文章読解、など、具体的な話題を考えることに
よって、「教育の中の言葉」にどのような問題があるか、また、問題を解決するためには、　「言葉」というものをどの
ようにとらえなければならない。かということがわかるようにする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 教育の中の言葉
i問題の所在）

　講義内容ぜんたいの紹介。英語のブロック報告書「生活のた
ﾟの（生涯のための）言葉」と教育。

永野重史
i放送大学

ｳ授〉

永野重史
i放送大学

ｳ授）

2 言語と思考　（1）
　貧しい階層の子ども達の知的発達の原因としてあげられた言
齔ｶ活の特徴。その改善のためにとられた方策。

同　上 同　上

3 言語と思考　（2）
　言語が人の思考を左右するという考え方。ベンジャミン・
潤[フの言語相対性仮説とその心理学的検証。

同　上 同　上

4 言語と思考　（3）
　リテラシーの効用。文字のない文化と文字のある文化。文字
�ﾂかってものを書くことが人々の知的能力を高めるという説
ﾌ検討。

同　上 同　上

5 「言語」とは何か

　幼児の母語の獲得の様子と学校の国語の学習とを比較しなが
轣A　「言語」についての考え方を整理する。ラングとパロー
求B「言語音が集まって語となり、語が集まって文となる。」
ﾆいう見方の検討。

同　上 同　上

6
「国語」という

ｳ科は道具教科か

　「言語教育はすべての教育学習の基礎だ。」という考え方の
沒｢。外国語のイマージョン教育。　「カリキュラムぜんたいを
ﾊしての言語教育」という考え方。

同　上 同　上

7 学力テストと言葉
　教育評価のための指導目標の記述。　「要目かす論」。唯言語
蜍`（バーバリズム）を育てるテスト。

同　上 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属職名）

8
社会・数学・理科

ﾌ学習と言語

　生活知と科学知とのつながり。外国人に「将軍と天皇はどう
ｿがうか」とたずねられて。　「円のまんなか」ではいけない
ｩ。　「円の中心」でいいか。言語相対仮説をあらためて考え
驕B

永野重史 永野重史

9
言葉のつかいかた
i1）

　モリスの「話しのタイプ」。マンドとタクトと反響語。　「言
tのお守り的使用法」

同　上 同　上

10
言葉のつかいかた
i2）

　一般意味論の運動。言語学上の意味論との違い。一般意味論
ﾌ主張。

同　上 同　上

11 字引と辞書
　意味の説明とは。ソシュールのチェスのたとえ。良い辞書と
ﾍ。個人にとっての言葉の意味。子どもがっくる辞書。

同　上 同　上

12
文字表現の読みと

ｳ書法
「正しい読み方」とは何か。音読みと訓読み。正書法。 同　上 同　上

13 文章の理解
文章の意味は書き手のものか、読み手のものか。三つの要素
i言語、機能、状況）。

同　上 同　上

14 文章をつくる
　こどもの作文とおとなの作文。感想文と科学論文。パラグラ
t構成の指導。

同　上 同　上

15 言語観の拡張
　認識の道具としての記号・数式・表・グラフ・コンピュー
^。言語の分析から文化の分析へ。エティック的見方とイー
~ック的見方。

同　上 同　上
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＝生徒指導（’99）＝（TV）

〔主任講師 秦政春（大阪大学教授）〕

全体のねらい
　いま学校のなかで、もっとも困難をきわめているものが生徒指導だといわれている。そうした生徒指導に関する実態，
を明らかにするとともに、現実に子どもたちがどんな非行・問題行動をおこしているのか、そしてその背景にどんな事
情があるのか検討するもぞうした検討をふまえて、生徒指導の今後のありかたを探っていきたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名〉

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

1．生徒指導の実

@際

ｶ徒指導の理念と
ﾀ際

　生徒指導の理念が、子どもたちのよりよい人間形成をはかる
烽ﾌであることはいうまでもない。しかし、実際には非行防
~、非行対策の名のもとに「管理的」な色彩がますます強まっ
ﾄいる。こうした実態のもつ問題状況を明らかにする。

秦　　政春
i大阪大学

ｳ授）

秦　　政春
i大阪大学

ｳ授）

2
体罰に依存する教

t

　「管理的j生徒指導の基本的なものが体罰である。教師の体
ｱは学校教育法で禁止されているにもかかわらず、現実にはこ
黷ｪかなり多い。ここでは、教師の体罰に関する実態を明らか
ﾉするとともに、これによってもたらされる悪循環について検
｢を加える。

同　上 同　上

3
校則（生徒心得）

ﾉよる管理

　体罰と並んで校則（生徒心得）も、　「管理的」生徒指導の1つ
ﾅある。これについてはよく「校則問題」というかたちで話題
ﾉなっているが、これの実態、とくに規定の内容やどのように
^用されているのかという点を中心にして検討を加える。

同　上 同　上

4
校則（生徒心得）

ﾌ曖昧性

　校則が「管理的」生徒指導の1つとはいっても、これ自体に教
逑I意味がないわけではない。むしろ、これが運用される場合
ﾉ、これの性格の暖昧さのなかで問題が生じることが多い。簡
Pにいえば「心得」か「規則」かといった問題である。この点
ﾉついて検討を加える。

同　上 同　上

5

H．非行・問題行
@動の実態

�s・問題行動に
ﾖする推移

　昭和50年前後の「戦後第3のピーク」と呼ばれた少年非行の急
揩ｵた時期以降、現在にいたるまでつぎつぎと子どもたちの問
闕s動が多発している。いじめ、不登校、校内暴力といった具
№ﾅある。こうした推移を明らかにするとともに、その背景を
沒｢する。

同　上 同　上

6
いじめ問題と子ど

　昭和61年頃に急激に「鎮静化」したと思われていたいじめ問
閧ﾍ、実際には継続してきており、かつてより悪質な行為もみ
轤黷驍謔､になってきた。ここしばらくのいじめ行為の推移を
ｾらかにするとともに、どういつだ背景からいじめが生じてい
驍ﾌか検討する。

同　上 同　上

7
子どもたちのいじ
ﾟ行為の特質

　子どもたちのいじめ行為の特質をひと言でいえば「集団による弱者いじめ」ということになる。ここでは、いじめという行

ﾗの特質を考えるとともに、いかなるパターンや形態をもってこの行為が成立しているのか検討を加える。 同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名〉 （所属・職名）

いじめと並んで、不登校問題も大きな社会問題・教育問題と

8
不登校問題と子ど

してクローズアップされている。しかも、不登校児童・生徒の
狽ﾍ、年々増加傾向をみせている。こうした量的な推移に加え 秦　　政春 秦　　政春も
て、質的にいかなる変化がみられるのか、その原因もあわせて
検討する。

皿．子どもたちの いまの子どもたちは、とても疲労しておりストレスがたまつ
状況 ている。しかも、これによってさまざまな症状がでている。な

9 かには、極端な身体的不調や異常行動をとるケースも少なくな 同　上 同　上
子どもたちのスト い。こうした実態を明らかにするとともに、これの影響につい
レス て考える。

子どもたちのストレスは、たんに症状がでているというだけ

10
ストレスと非行・

竭闕s動

ではない。これによって、さまざまな非行・問題行動に結びつ
｢ていくことも少なくない。たとえば、ストレスの有無は、い
ｶめ行為にも密接に関係がある。原因→ストレス→問題行動の

　
同
　
上
● 同　上

関係を検討する。

子どもたちの規範意識は、確実に崩れてきている。ささいな

1
1

子どもたちの規範
ﾓ識

校則違反、服装違反ならともかく、明らかな反社会的行動、逸
E的行動に対しても「絶対にしてはいけない」という割合が低
ｺしてきている6こうした規範意識の崩れの背景を探ることに

同　上 同　上

したい。

12

IV．生徒指導を阻
@害するもの

・いま学校では、子どもたちにストレスがたまっているという
ｾけではない。教師にもかなり厳しいストレスがある。そし
ﾄ、子どもたちと同様にさまざまな症状がでている。ここで 同　上 同　上

教師のストレス
は、こうした教師のストレスの原因、実態、その影響について
ｾらかにする。

教師のストレスは、確実に子どもたちに対して悪影響をおよ

13
教師のストレスに
謔驤ｫ影響

ぼしている。たとえば、子どもたちに「やつあたり」をすると
｢った具合である。これに対して、子どもたちはまたストレス
�ｴじ、教師に反抗するといった悪循環がある。こうした構造

同　上 同　上

を明らかにする。

生徒指導は、ひとりひとりの教師が個別的に行なうのでは限

14
教師集団の人間関
Wの崩れ

界がある。教師集団の連携や協力体制が不可欠の条件である。
ﾆころが実際には、あまり連携や協力体制がとれていない。こ
､した教師集団の組織化を阻害する要因がどこにあるのか明ら

同　上 同　上

かにする。

V．生徒指導の今 今後、どのような生徒指導のありかたを求めていけばよいの
後 か。1つは、教師集団の連携や協力体制を基本にした組織的な生

15 徒指導であり、いま1つは「管理」を脱却したゆるやかな生徒指 同　上 同　上

組織的でゆるやか 導である。こうした生徒指導の実現に関する可能性を探ってい
な生徒指導 く。
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＝教育評価（’99）＝（R）

〔主任講師 梶田叡一（京都ノートルダム女子大学長）〕

全体のねらい
教育における評価の問題について、いくつかの基本的な視点から考えてみる。とくに、学校での日常的な見とりや見
きわめ、テストや成績づけなどのあり方を、子どもの学習や成長とのかかわりで原理的な地点から検討してみたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

評価は、学校といった組織的な教育形態において、古今東西 梶田叡一 梶田三一
1

教育評価のはたら を問わず行われてきた。教育においてなぜ評価が必要となるの （京都ノートル （京都ノートル

き か、学ぶ側、教える側、管理運営する側それぞれにとっての意 ダム女子大学 ダム女子大学
義を考えてみる。 長） 長）

♂

評価は客観的科学的ではなくてはならないという発想があ
る。しかしこれを押し進めていくと本当に大事な面が見落とさ

2 測定から評価へ れ、表面的なつまらない面ばかりが重視され評価されるという 同　上 同　上
落とし穴に落ちる。この意味で1930年代のタイラー等の主張を
振り返り、現代の評価論の大前提を考えてみる。

教育に当たっては目標が体系的に設定されるが、その目標が

3 教育の目標と評価 また評価の視点や基準となる。目標の明確化のためには、ブ
求[ム等の『教育目標のタキソノミー（分類体系）』が有名で

同　上 同　上

あるが、こうした仕事の意義について考えてみる。

子どもの学びや育ちを外的客観的に見ていくため、行動目標
の考え方が提唱されてきた。しかし今や行動目標論は原理的に

4 行動目標論の克服
乗り越えられている。子どもの学びや育ちを本当に問題にする
ｽめには、内面を見落とすことはできないのである。こうした

同　上 同　上

視点に立って、達成目標・向上目標・体験：目標の考え方を述べ
る。

学びや育ちの現実を見てとるためには、関心や意欲や理解の
状況など内面世界の読み取りが必要となるにしても、これは非

5 内面の育ちの把握 常に困難な課題である。内面を洞察する上での手がかりを学校 同　上 同　上
で具体的にどのように得られるか、授業とのかかわりを中心に
考えてみる。

子どもの学びや育ちを評価する際、他の子どもと比べて見る

6
相対・絶対・到達

x評価

（相対評価）か、教える側の内的基準による判断に任せる（絶
ﾎ評価）か、何らかの到達基準に達しているかどうかを見る
i到達度評価）か、といった違いがある。それぞれの意義と問

同　上 同　上

題点について考えてみる。

得点や成績は、学びや育ちの「結論」であるかのように受け
止められがちである。しかし本来それは、長い道のりの中での

7 形成的な評価
ラップタイム（途中計時）でしかない。教育におけるあらゆる
]価は中間的かっ一時的なものであって、次の段階に役立って 同上 同上
初めて意味を持つ、という形成的評価の考え方について検：下す
る。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

学びと育ちは、最終的にはその人自身によって評価され、そ
の人自身の次の段階に向けての努力を引き出し、支えるもので

8 自　己　評　価 なくてはならない。自己教育を基礎づけるものとしての自己評 梶田三一 梶田叡一
価でなくてはならないのである。こうした自己評価の具体的あ
り方について考えてみる。

学習指導を有効かつ適切なものにするため、具体的にどのよう
9 学習指導と評価 な場で、どのような評価活動を行い、それをどのように生かし 同　上 同　上

ていけばいいのか、さまざまな場合を例にとって考えてみる。

学力を客観的な形で測定するために工夫されてきたテストの

10
学力テストの論理
ﾆ問題点

構成と結果処理の考え方について検討する。特に旧来の集団標
?ﾉもとずくテスト（NRT）と最近の到達基準にもとずくテ
Xト（CRT）とを比較する。さらに、高次の知的能力を測定

同　上 同　上

するための工夫を見る。

20世紀初頭ビネによって考案されて以来、長い間にわたって
「頭の良さ」を測る道具として用いられてきた知能検査はどの

11 知能検査を考える
ような論理に立つものであろうか。またその検査結果の表示法
ﾆして用いられてきたIQ（知能指数）が今日なぜ信頼されな

同　上 同　上

くなってしまったのであろうか。IQ神話の成立と崩壊につい
て考えてみる。

学校での成績は、指導要録（学籍薄）と通知表に記入され、

12 指導要録と通知表
当人や親に対して権威を持ってきた。現在それはどのような形
ｮ・内容であるめか。その背後にある基本的な評価観は何であ

同　上 同　上

るのか。これまでの様式・記入法の変遷を見ながら検討する。

現在の入学試験や進路指導のあり方に偏差値教育と呼ばれる
ようなゆがみが生じているという指摘がある6過熱した受験準

13 入学試験と進路
w導

備体制の中では子供の発達そのものにもゆがみが現れざるをえ
ﾈい。これを是正するため、どのような入学者選抜方法を用い

同　上 同　上

るか、どのような進路指導をしていくか、大きな課題である。
この問題にういていくつかの方向から考えてみる。

評価する側も人間である。固定観念を持って見てしまった
り、背光効果や寛容効果などのゆがみが忍び込んでしまったり

14 評価する側の眼
しがちである。しかし、自分の眼にどのようなゆがみの可能性
ｪあるかを認識することによって、そのゆがみに振り回されて

同　上 同　上

非教育的な態度や決定を取ってしまうことも少なくなる。この
問題について特に主要な点を検討する。

テスト不安など評価される場に身を置くことによって生じる

15 評価される側の
S理

心理的な効果についても考えておかねばならない。また、誉め
轤黷ｽり叱られたりすることの効果の問題もある。評価される
､がその評価によってどのような心理的影響を受けるか、いく

同　上 同　上

つかの点から考えてみる。
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＝心理測定法（’98）＝　（TV）

〔主任講師：三三三男（東京大学教授）〕

全体のねらい
　心理学における測定の重要性がよく分かることを出発点とし、実際の測定方法、及び、それを支える理論
について知ること、ついで、これらの測定から得られる心理学的知見について認識を深あることを目標とす
る。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

心理学研究における測定の重要性を説明する。実験によって
得られるデータを分散分析によって分析し、研究の課題に答え 繁桝三男 繁三三男

1 心理学研究法と測 るプロセスと、調査によって多変量データを得、多変量解析に （東京大学 （東京大学
定 よって知見を得るプロセスを考察する。 教授） 教授）

創造性を含め知的能力の構造を因子分析によって探究す
る。1。Q．の歴史を批判的に概括し、知能テストの将来を展

2 知的能力の 望する。 同　上 同　上
測定理論

1

知能テストの実施の方法を示し、教育場面における知能
の測定値の利用の仕方を説明する。 大六一志 大六一志

3 知能テストの （武蔵野女 （武蔵野女
実際 子大学講 子大学講

師） 師）

性格の測定の代表的な測定法、すなわち、質問紙法、投影
法、作業検査法等代表的な測定法を紹介し、それらの違いを説 丹野義彦 丹野義彦

4 パーソナリティ・ 明する。 （東京大学 （東京大学
テストの測定理論 助教授） 助教授）

認知療法を中心として、心理測定法が臨床現場にどう役立っ

5
パーソナリティ・
eストの実際

ているかを説明する。

同　上 同　上

サーストン法とリッカート法による社会的態度を測定するた
めの調査紙構成の方法を具体的に説明する。

6 社会的態度の 繁回想男 繁桝三男
測定

物理的量と心理量との対応関係を探る。調整法、恒常法
等伝統的な測定法について説明する。 佐藤隆夫 佐藤隆夫

7 精神物理学的測定 （東京大学 （東京大学
法 教授） 教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講師名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

心理量を測定する有力な方法、一対比較法の理論と具体
的手続きを説明する。

8 一対比較法 三三三男 三三三男

適性と興味を測定するテストの現状を説明し、進路指導
におけるテスト資料の利用の仕方を実例に即して説明する。

9 興味と適正の測定 西村純一
i東京家政

西村純一
i東京家政

大学教授） 大学教授）

測定値の性能を記述する議論、特に測定値の信頼性と妥
当性についてその理論的基礎と応用例を紹介する。

10 テストの信頼性と 三三算男 三三三男
妥当性

変数間の類似性行列から、変数を多次元的に図示する多次元
尺度法について、心理学的応用例を通じて説明する。 前川愼一 前川愼一

11 多次元尺度法 （大学入試 （大学入試
センター助 センター助
教授） 教授）

公理論的なアプローチを説明し、心理量の測定はそもそも可
急なのかに関する問に答える。

12 公理論的弓定論 三三三男 繁桝三男

潜在する因子を抽出する因子分析と、さらに、これらの
潜在因子間の関係をモデル化する共分散構造分析（構造方

13 因子分析と 程式モデル）について例を用いながら、そのコンセプトを 同　上 同　上
共分散構造分析 説明する。

学力の測定において、モデルを通して、正誤データから、
真の学力の推定値を得る方法について説明する。

14 項目反応理論 前川眞一 前川眞一

意思決定の規範理論及び主観確率と効用の測定の具体的な方
法を説明する。

15 意思決定と測定 繁三訂男 繁三三男
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＝教育の歴史（’00）＝＝（TV）

〔主任講師 佐藤秀夫（日本大学教授）〕

全体のねらい
　この講義のねらいは、日本の教育の問題性をその歴史に即して根源的に考えてもらうための素材を提供することにあ
る。ただし、歴史講義の例に多い、ある時間軸に沿って概説していくという形式をとらず、特徴的な問題領域別に史的
流れを説明していく方式をとりたい。取り扱う時期は、現在の日本の教育の骨格が形成された、明治維新から第二次大
戦前後までの近現代を主とするが、必要に応じてその前後に及ぶことがある。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

教育の歴史を学ぶ意味はどこにあるのか。人間にとっての
学習の自発性と強制性の発端（「学」と「教」のちがい）、 佐藤秀夫 佐藤秀夫

1 教育の歴史とは 「学校」の発生と社会身分制との関係、日本の教育の時期区分 （日本大学 （日本大学
論、具体的なコトやモノに即して教育を考えるなど、講義の導 教授） 教授）

入をはかる。

非欧米文化圏での初の「改革・開放」の実験となった明治維
新により、日本の教育の近代は始まる。その状況を1870年代～

2 明治維新と教育 1880年代の特徴的な事実に基づいて説明する。御雇教師、留学 同　上 同　上
生派遣、　「学制」、　「教学聖旨」をめぐる教育論争、　「改革・

開放」を可能にした近世日本の文化条件など。

教育の「欧米化」と「民族化」との狭間で天皇の権威に依拠

3 教育勅語の成立
した教育勅語の形成史を通説への批判とともに明らかにする。
ｳ育勅語の三代限定性、とそれを補完するための教育関係詔勅

同　上 同　上

類を紹介し、敗戦後のその「未完の終焉」の意味を考える。

国家制度としての近代学校の枠組みの形成過程を、学問と教

4 学問と教育
ﾌ　制　度　化

育の未分化から分離の定着という視点より考察する。初等教育
ﾌ単一化と中等教育以上の分岐化の成立事情、学歴による社会
K層の改編、高等教育の「植民地」性と初等・中等教育のナ

同　上 同　上

ショナル性との対照などを解説する。

学校には一定の空間が必要である。その空間の設定における

5 学校と空間
日本の特徴を解明する。黒板と教壇、学校の立ち机と手習塾の
ﾀり机、一一足制の大学と二足制の小学校、小中学校になぜ運動

同　上 同　上

場があるのか、廊下をめぐる南北論争、など。

学校教育は一定の時間の制約の中で進行する。その時間の制

6 学校と時間
約における日本の特徴を解明する。授業日指定と休日指定（通
N授業制）、学年の始終期（四月制と九月制）、夏休みの問

同　上 同　上

題、修業年限は何によって決まるのか、校時と時間割、など。

7 教科書とは
i1）．

　日本における近代教科書の形成過程を、教科書イメージ、教
ﾈ書・教科書制度の変化、紙質の変化、値段の変化など「モ
m」としての教科書は何かを検討する。

同　上 同上

一387一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8 教科書とは
i2）

　前回に引き続き、教科書内容の変化を追う。自由発行、検定
ｧ、固定制へと内容に対する国家統制強化のあと、教科書分量
ﾌ増加とランドセルの出現などを扱う。

佐藤秀夫 佐藤秀夫

学習用具の変化が近代教育の方法改革を下支えしていった過

9
鉛　筆、ノート、

｣写版

程を検討する。学習用具としての毛筆と鉛筆、試行錯誤を許す
舶Mと消しゴムのセット、雑記帳と大学ノート、文集づくりの
衰墲ｾった日本創作の謄写版などを、教育方法の改革と学習負

同　上 同　上

担増大の両面から考えていく。

服装のもつ社会規範性と内面拘束性に留意しつつ、学校での

10 服装と教育（1）
服装規制がなぜ生ずるのかを考える。軍服をモデルとしたユニ
tォーム、男子中等学校以上の場合、女学校の場合、小学校標

同　上 同　上

準服の「西高東低」、大学での制服廃止動向、など。

服装規制に現れた教育規制の具体例として、女学生の通学服
装と女性教育観との相関関係を検討する。最初の女学校での服

11 服装と教育（2） 装ユニ・セックス化、儒教主義徳育重視と和装回婦、国家主義 同　上 同　上

の登場と洋服化・白袴、体操の重視とセーラー服の定着、な
ど。

近代学校に必然化した学習成果の評価法と、上級学校進学の

12 試験と選抜
ための選抜の史的特徴を分析する。定期試験の結果による席次
?閨E落第・進級・飛び級の発生、考査の意味、通信簿、そし

同　上 同　上

て入試競争の激化とその影響など。

国家統合の過程で新たに包摂した少数民族などマイノリティ

13
教育での「外」と
u内」　　（1）

への教育を先行例として、台湾・朝鮮などにおいて植民地教育
ｪ開始された。植民地の子どもたちにとって、学校教育を通じ
ｽ立身出世の道はどのように開かれていたのか、あるいは閉ざ

同　上 同　上

されていたのか。植民地の教育制度に即して考える。

植民地の教育は文化統合の手段であった。その武器とされた

14
教育での「外」と
u内」　　（2）

のが日本語教育である。帝国の支配地域が中国、さらに東南ア
Wアへと拡大するにつれて日本語重視の傾向はさらに顕著とな

同　上 同　上

り、文部省が日本語教科書を編纂するに至る。

国家・国民を初め、集団構成員としての統合や連帯を意識さ
せるために、標旗・標章・歌曲などに表現させた象徴について
の教育は、学校においても重視されている。しかしその抽象度

15 象徴と教育 が高いほど、「見えざるイデオロギー」教育に結果することが 同　上 同　上
ある。桜と学校、　「日の丸」、校歌、寮歌、　「君が代」などの

例示により、教育の自由と集団性との史的関係を考察して、本
講義の結びとする。
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＝教育の政治経済学（’00）、＝（TV）

全体のねらい
　教育を経済現象との関連で捉えることによって、教育システムの構造や機能を理解することを目的とする。　「教育は
経済・社会およびそれらの変化とどのような関係にあるか」ということをマクロに把握することが最大のねらいであ
る。このため、講義全体を、教育と社会・経済発展、経済現象としての教育、しごとと教育、教育の政治経済学の4つ
のトピックに分けて説明する。特に、現在の日本の学校教育、とりわけ高等教育を理解することが目的であるが、その
ために歴史比較や国際比較も行う。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
教育と経済を見る

・教育と経済・社会の関わりについて、簡単な図式をもとに解
烽ｷる。教育がなければ社会は成り立たない、逆に社会がなけ
黷ﾎ教育は成り立たない、という関係を説明する。・この科目を通じて、現代社会と教育の接点のどこが問題か、

w生に考えてもらいたい問題とアプローチの方法を説明する。・各回の内容の簡単な紹介をする。

金子元久
i東京大学

ｳ授）

ｬ林雅之
i東京大学

赴ｳ授）

金子元久
i東京大学

ｳ授）

ｬ林雅之
i東京大学

赴ｳ授）

2

教育と社会・経済
ｭ展　（1）～教育と社会発展

ﾌ歴史～

・教育と社会システムの関連をとらえるマクロな図式を提示す

小林雅之 小林雅之

3

教育と社会・経済
ｭ展　　（2）～近代日本の教育

@　　　と社会～

・近代以前の教育、特に江戸時代の教育の特徴を簡単に説明す
､セれと対比することで明治の鞘改革の考え方とそれによって生じた教育システムの拡大を解説する。・社会的選抜と教育的選抜の結びつきによる学歴社会システムの成立と発展を概説し、その戦後への遺産についてふれる。

同　上 同　上

4

教育と社会・経済
ｭ展　　（3）～世界の教育と

@　　　　社会～

・社会経済発展と教育の関連を、世界各国について比較する。
fNPと就学率の関連などを図で説明する。・発展途上国がかかえる問題点を、国際会議などの報告書をも

ﾆに紹介する。・途上国の例をとりあげ紹介する。　（資料映像、ロケ）
金子元久 金子元久

5

経済現象としての
ｳ育　（1）～教育と「市場」

@　メカニズム～

・教育を経済的な現象として捉える見方を、　「教育機会市場」
ﾆ「労働市場」の2つの市場モデルをもとに説明する。・教育機会市場の構造と変化を具体的に説明する。・学卒労働市場の構造と変化を具体的に説明する。・2つの市場の関連を説明する。

同　上 同　上

6

経済現象としての
ｳ育　（2）～社会的投資

@としての教育～

・教育を社会的投資と見る見方を説明する。識字率と就学率や
ﾟ代化との関連などを例にする。　（映像）・経済発展と教育との関連を、人的能力政策を例に説明する。・経流学理論として人的資本論の登場の背景を説明する。　（映

怐Aまたは写真）・人的資木論の骨格をわかりやすく説明する。

同　上 同　上

7

経済現象としての
ｳ育　（3）

`個人的投資
@としての教育～

・人々の進学行動を人的資本論の立場から経済学的に説明す
驕B　（映像、または写真）・個人的な投資に対する利益の算出方法を具体的に提示し、収

v率により進学行動を説明できることを具体的に示す。・教育だけでなく、人間行動の理論としての人的資本論につい

ﾄ簡単に紹介する。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・：職名）

8

しごとと教育（1）～産業・職業の

@　変動と教育～

・職業と教育の関連をマクロに捉え、具体的なデータに基づい
ﾄ、両者の関連を説明する。
ﾁに戦後日本について、分析した結果を図やグラフでわかりや
ｷく提示する。・学歴獲得と社会移動の関係について機能主義的な一般モデル

��ｦする。（映像）

小林雅之 小林雅之

9
しごとと教育（2）～学歴と就職～

・特に、日本では教育と職業が密接な関係を持たない理由を説
ｾする。・職場で要求される知識や技術と学校教育の対応などミクロな

ｳ育と職業の対応について説明する。・人的資本論に批判的な経済学的・社会学的理論による教育と

E業の対応関係の捉え方を紹介する。・日本の終身雇用制と内部労働市場化による学卒一斉採用方式

ﾉついて説明する。　（映像）

同　上 同　上

10

しごとと教育（3）～女性の職業と

@　　　　教育～

・女子の労働参加と高学歴化との関連を捉える見方を紹介す
､妻性と職業の関連について旧米の相違を比較する．（映像）・今日の女性と職業の問題点と教育の関連を論ずる。

同　上 同　上

11

教育問題の政治
o済学（1）～戦後日本の

@　　　教育～

・戦後日本における教育の量的拡大を紹介する。それに対する
ｭ策的課題を提示する。・高度成長のための手段としての教育と教育需要の急激な拡大

ﾌ関連を説明する。・教育の拡大とその歪みの増大、社会問題化した教育の例をあ

ｰる。・それに対する教育政策として、自由化、多様化、個性化など

総ﾛ社会の中での社会資本としての教育のありかたを説明す
驕B

金子元之 金子元之

12

教育問題の政治
o済学（2）～教育と

@　　社会階層～

・教育と社会階層の関連、それをむすぶものとしての社会学
I、経済学的な要因に関する研究を紹介する。・教育の機会均等に関する様々な議論と問題点を紹介する。・現代日本における教育の機会均等を具体的に評価する。・教育の機会均等にむけた奨学金や授業料などの政策を紹介す

驕B

同　上 同　上

13

教育問題の政治
o済学（3）～教育における

@　政府の役割～

・教育における政府の役割と市場メカニズムの関連について、
l々な理論を紹介する。・新自由主義の思想など、政府の教育への介入が必ずしも自明

ﾅないことを説明する。・教育制度のコントロールと政府の関連、その問題点を説明す

､鼓府の鮪支出について旧本の特徴を国際比較によって具体的に解説する。・高等教育への政府補助を例に、政府と教育に関する現在の問題点を解説する。 同　上 同　上

14

　　　　　　亀
ｳ育問題の政治
o済学（4）～教育改革の

@　　　　動向～

・臨時教育審議会や大学審議会、中央教育審議会などの議論を
烽ﾆに、教育改革の方向を解説する。・中等教育の改革について、業者テストの廃止や総合制などの

ｮきを紹介する。　（映像、ロケ）・高等教育の改革について、教育改革などの動向を紹介する。

i映像）

同　上 同　上

15
日本の教育と社会

ﾌ課題

・教育改革とその問題点について総括的に論じる。・世界の教育改革の動向と日本の改革を比較する。・教育の生産的機能と選抜配分機能という観点から、教育と経

ﾏ・社会の関連をまとめる。

同　上 同　上

一390一



＝家庭・学校と地域社会（’00）＝（TV）
　　　　　　　　　　一地域教育社会学一

　　〔主任講師：岡崎友典（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　人間の成長・発達といった社会的な作用（教育）を中心的に担う学校と家庭そして人間の共同生活の場面としての
「地域社会」との関係を、生涯学習・教育の視点から明らかにする。特に学校・家庭が地域の諸組織・機関との連携協

力により、どのような形で地域社会形成の担い手（主体）を生み出しているかについて、地域の教育を社会学の手法を
用いて研究してきた「地域教育社会学」の研究成果をもとに考察する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
地域社会の変動と
ｳ育（導入）

　第二次世界大戦後の我が国の地域社会の変動と教育の関係について、地域開発政策の展開過程に即して、その特徴と教育上

ﾌ課題を提示する。
@教育環境としての地域と「家庭・学校」との関係について、
､究上の枠組みを提示し、また具体的な事例を通して全体の構
ｬを紹介する。

岡崎友典
i放送大学

赴ｳ授）

岡崎友典
i放送大学

赴ｳ授）

2

家族周期と教育の

ﾛ題一ライフ
Xテージ別学習一

　ライフスタイルが大きく変容する我が国の家族の生活を、家
ｰ類型別にライフステージに即した学習課題を、家族周期と個
lのライフコースに視点から考察する。

同　上 同　上

3

家庭の福祉と教育
ﾌ役割一高齢社会
ﾌ家族一

　家族のもつ機能について、福祉と教育の視点から明らかにす
驕Bとくに児童と高齢者にとって、家族が果たす役割について
?ﾌ的な場面に即して考察する。

同　上 同　上

4

家族・親子関係と
｢代の交代一地域間・世代間

ﾌ交流一

　家族規模の縮小と形態の変化に伴い、家庭のもつ養育・教育
@能に変化が見られる。次世代を育てるために地域社会が果た
ｷ役割について、山村留学の実践と郷土芸能の伝承形態の事例
�ﾊして検討する。

同　上 同　上

5

学校の統合・新設
ﾆ学区一開かれた
w校と地域一

　近代の公教育の学校の成立と発展の歴史をたどるとともに、
l口の分布変動に伴う学校の統合と新設の問題を通して、地域
ﾐ会にとって学校が果たす役割について考察する。

同　上 同　上

6

学校と地域社会の
A携・協カー地域
ｳ育の創造一

　学校教育の目標を達成するための教育実践に、地域がいかな
髢�р�ﾊたせるか、また地域住民の生活をより豊かにするた
ﾟに、子どもだけでなく大人に対して学校が担える役割は何か
ﾉついて、連携・協力といった視点から明らかにする。

同　上 同　上

7
PTAと地域住民
g織一大人の教育
ﾓ任一

　教職員と保護者でによって組織されるPTAを、子どもを媒
薰ﾉ成立する成人の学習組織と捉え、さらに保護者が地域社会
ﾌ中堅世代として地域社会形成に主要な役割を担うといった視点から、大人の教育責任について検討する。 同上 同上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　．師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

生涯学習機関とし
ﾄの学校一学校の
ﾄ生一

　急激に変動する社会、また寿命の延長により、人々の生涯に
ﾆって学校の果たす役割・意味は多様に変化している。義務教
轤�ﾜめ生涯学習に学校が果たす役割、とくに教育内容につい
ﾄ、学校の再生といった角度から検討する。

岡崎友典 岡崎友典

9

人材の養成と移動一職能形態の

ﾟ程一

　社会人としての能力とくに職業人としての能力（職能）形成
ｪ、学校教育を土台としてどのような過程を経てなされるにつ
｢て、義務教育学校終了後の個人のライフコースに沿って具体
Iな形態・内容について検討する。

同　上 同　上

10
地域社会の再編と
V旧住民の交流

　急激な人口の分布変動にともなって、地域住民の構成が大き
ｭ変化している。地域社会のもつ人間形成機能（教育）は、住
ｯの人間関係を基盤として発揮されるといった視点から、住民
ﾌ交流・融和がどのような形で図られているかについて考察す
驕B

同　上 同　上

11
地域社会の活性化
ﾆ教育事業（D

　地域社会がその社会的・自然的条件を生かして「自治体」と
ｵての活性化を目指して、全国各地で貴重な実践がなされてい
驕Bその（Dでは、都市と農村の交流事業が、地域社会の教育機
¥を最大限に利用して行われている事例を分析する。

同　上 同　上

12
地域社会の活性化
ﾆ教育事業（2）

　その（2）では、定住人口と交流人口を確保することにより、地
謔ﾌ産業を活性化させるうえで、教育の果たす役割について検
｢する。

同　上 同　上

13
地域文化の創造と
p承（1）

　地域社会の人々の生活文化がどのような形で創造されまた継
ｳされるかを、二回に分けて考察する。その（1）では生活文化の
T念を明示し、地方自治体レベルで地域文化を創造・継承させ
驍ｽめにどのような施策・態勢が考えられるか、伝統工芸をの
沫痰�ﾊして検討する。

同　上 同　上

14
地域文化の創造と
p承（2）

　その（2）では、地域の「産業」と「文学」が地域文化とどのよ
､に経過をたどって形成されてきたかについて、家具製造業と
ｶ学記念館の事例を通して検討する。

同　上 同　上

15

学習社会の成立と

ｳ育の課題（まと
ﾟ）

　全体のまとめ。現代社会を学習社会といった社会類型として
ｨえるとき、地域社会でなされる教育がどのような形態をとる
ｩについて、各回で提示した市町村レベルでの事例を要約し、
｡後の研究上の課題を提起する。

同　上 同　上
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＝学習の心理学（’00）＝（TV）

〔主任講師 今田　寛（関西学院大学長）〕

全体のねらい
　われわれは毎日さまざまな行動を行って環境に適応しているが、その殆どが経験を通して学習されたものである。本
書では学習の諸現象、その根底にある基本法則、さらにそれらの法則の応用・利用の実際について講ずる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 学　習　と　は

　われわれは環境に適応するためのいろいろな仕組みをもって
｢る。あるものは生得的なものであるが、多くは生まれてから
ﾌ経験を通して学習されたものである。学習とは何かを考え、
{書で取り上げるテーマを紹介する。

今　田　　寛

i関西学院
蜉w長）

今　田　　寛

i関西学院
蜉w長）

2

初期経験の効果、

o験の繰り返しの
�ﾊ

　学習は生まれた直後から始まり、ほぼ生涯つづくものである
ｪ、生後間もない頃の経験はその後の適応過程に特別の意味を
烽ﾂ。初期学習の重要さについて考え、普通の初期経験の欠如
ｪもたらす不可逆な障害について論ずる。また単なる経験の繰
阨ﾔしの効果についても論ずる。

同　上 同　上

3 古典的条件づけ

　環境内の刺激間の関係の学習の問題として古典的条件づけ、
?驍｢はパブロフ型条件づけについて述べる。また古典的条件
ﾃけの基本的諸現象について論じ、それから導き出される法則
ﾉついて講ずる。

同　上 同　上

4
オペラント条件づけ

i1）

　適応にとって刺激間関係の学習も重要であるが、反応の仕方
�ﾏえることによる適応も重要である。反応学習の原型として
¥ーンダイクの試行錯誤実験に始まるオペラント条件づけの研
?ﾆ、それから導出される法則について講ずる。

中島定彦
i関西学院大

w専任講
t）

中島定彦
i関西学院大

w専任講
t）

5
オペラント条件づけ

i2）

　オペラント条件づけにおける三項随伴性について講じる。刺
モﾉよる行動の制御ならびに行動と強化子の出会いの取り決め
ﾅある強化スケジュールについて述べる。

同　上 同　上

6 回　避　と　罰

　環境の中にはそれへの接近を促す対象（快刺激）と、それか
轤ﾌ回避・退却を促す対象（不快刺激）が存在するが、本章で
ﾍ不快刺激から回避したり、それに近づかない行動の学習につ
｢て論ずる。

今　田　　寛 今　田　　寛

7 学習における
ｶ物的制約

　各種の動物が生まれながらもっている制約条件のために、学
K成立のための条件が充たされた場合であっても、どのような
h激間にも、またどのような反応でも学習されるわけではない。このような生物的制約について講ずる。 同上 同上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 条件づけの
ﾕ床的応用

　学習の諸原理を臨床場面に適用する試みを行動療法、あるい
ﾍ行動修正法と言うが、本章ではそのような試みのいくつかに
ﾂいて具体的に述べると共に、それを通して学習の基本原理の
揄��[める。

久野能弘
i金沢大学

ｳ授）

久野能弘
i金沢大学

ｳ授）

9 観　察　学　習

　これまでの章では、学習者が学習するべき行動を実際に「な
ｷことによって学習」する場合を問題にした。しかし人は他者
ﾌ行動を観察することによっても多くのことを学習する。本章
ﾍこの観察学習の問題を講ずる。

春木　＝豊
i早稲田大学
ｳ授）

春木　豊
i早稲田大学
ｳ授）

10 記憶の過程

　記憶は、学習のみならず人間の行動全般を支える重要な機能
ﾅある。記憶はいくつかの過程に分割出来るが、まずその区分
ﾉついて解説し、さらに情報を取り込む過程である符号化の働
ｫについて説明する。

浮田　潤
i関西学院大
w助教授）

浮田　潤
i関西学院大
w助教授）

11 知識と学習

　人間の持つ知識の構造と仕組みについて、現在提唱されてい
驛cfルなどを解説する。また外界の情報を理解したり、新し
｢情報を知識に付け加えたりする過程において、既有の知識が
ﾇう関わるかについて説明する。

同　上 同　上

12 言語の獲得

　人間は、生後の比較的短期間の間に急速に言語を獲得する。
ｻの過程を概観し、さらにそれを可能にしている要因について
�烽ｷる。また言語が人間の全般行動にどのように関わってい
驍ｩについても考える。

同　上 同　上

13 概念と推理

　概念について、いくつかの考え方を紹介した後、概念の学習
ﾉ関して、概念達成実験を例にとり説明する。また概念につい
ﾄ、プロトタイプ、自然概念、概念の階層構造などについて説
ｾする。また概念が用いられる過程としての推理については、
@能推論、演繹推論、因果推論、転導推理、仮説推理について
_ずる。

嶋崎恒雄
i関西学院大
w助教授）

嶋崎恒雄
i関西学院大
w助教授）

14 問題解決と学習
　問題解決の問題が歴史的にどのように研究されてきたかを、
w習理論史との関連で説明する。また問題解決に影響を及ぼす
v因について例を挙げて説明する。

同　上 同　上

15 運動技能の学習

　パソコンのキーボードを叩いたり、各種スポーツの技能など
焉A経験による行動の変化であり、その意味で学習されるもの
ﾅある。本章では効率のよい技能学習の方法や、それを支える
攪_について論ずる。

今　田　　寛 今　田　　寛
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＝発達と学習（’00）＝（R）

〔主任講師 永野重史（放送大学教授）〕

全体のねらい
　心理学では、「発達」とは、年齢の変化とともに行動や認識の仕方が変わることであるのに対して、「学習」とは、
経験の影響によって行動や認識の仕方が変わることであるというように一応の区別を立てたうえで、それぞれの現象に
ついて研究するのが「発達心理学」、「学習心理学」であるとしている。しかし、何も経験しなくても、ある年齢に達
すれば一定の行動が現れるということはないし、何歳であっても、適切な経験が与えられれば必ず目指す行動を起こす
ことができるということもない。　「学習」と「発達」はいったいどういう関係にあるのか、どこが違うのかという問題
について深く考える。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u一師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 学習心理学と
ｭ達心理学（1）

　学習心理学では、学校の教科の学習はほとんど扱わない。動物が
|を覚えるときの学習も、人間の学習も、根本の原理は同一だと考え
ﾄ、動物（特にネズミ）の学習について研究する。発達心理学は、ビ
lーが知能検査の作成に際して考えた精神年齢を重視し「何歳にな
驍ﾆ何ができるか」という問題に関心をもつ。その限りでは、学習心理
wと発達心理学の間に関係は少ない。

永野重史
i放送大学

ｳ授）

永野重史
i放送大学

ｳ授）

2 学習心理学と
ｭ達心理学（2）

　心理学と文化人類学をくらべると、心理学が極め出て独特の考え方
�烽ﾁていることがわかる。フランツ・ポアズという人類学者は「（人類学

ﾒからみれば）生活の諸条件から独立していて、それから影響を受け
ﾈいような精神の存在など考えることはできない。実験心理学が初期
ﾌ段階で不毛であったのは、環境条件の影響を受けないような心が存
ﾝすると仮定する理論にもとづいて研究したからである」と言ったが、

S理学のこの傾向はその後も続き、ついに、行動主義に走った。

同　上 同　上

3 発達段階（1）

　教育の世界では、心身の発達段階を考慮して適切な教育課程を編成し、指導する、ということがいわれる。発達段階という言葉のかわりにレディネス（準備状態）という語が使われたこともあった。例えば文字の読みを教えるためには、学習者が精神年齢10歳半の精神発達の段階に達していなければならないと言われた。だが、1960年の『教育の過程』でブルーナーは、ピアジェの認識発達段階説をもとに、年齢にかかわりなくどんな内容でも指導できるという考えを発表した。

同　上 同　上

4 発達段階（2）

　ブルーナーが注目したピアジェの認識発達段階説とはどういうもの
ｩ。「発達とは精神構造の変化だ」とはどういう意味か。例をあげて説
ｾしたうえで、現在では、ピァジェの調査方法がかならずしも適切なも

ﾌではなく、調査の方法を工夫すれば、幼児の知的能力はかなりすぐ
黷ｽものであることが判り、ピアジェが年齢を指定して発表した「発達
i階説」も大幅に修正しなければならないことがわかってきたことにつ
｢て述べる。

同　上 同　上

5 発達と教育

　「発達段階を考慮して教える」という表現は、年齢とともに自然に発

Bするのを待って適切な時期に指導するという意味にとられやすい。
mかに、精神年齢に合わせて教材を選ぶという方法は、この方針に合
､。だが、ワトソンのように年齢に伴う発達を否定して、学習ですべてをつくりあげることができるという学者もいた。ブルーナーのように、認識の構造が変わるのが発達なのだから、どの年齢でも、その子の認識構

｢に合わせた学習をすると考えることもできる。発達と教育の関係につ

｢て学説は様々あり、「発達段階を考慮して教える」と言っただけで
ﾍ、何をしてよいのかがわからない。

同　上 同　上

6
能力はどこに存在
ｷるのか（1）

　どうして学校はつらい所になるのか。原因のひとつに、能力が増すことが学習だ「能力」をつくる「生産」が教育だという見方がある。この見

福ﾉ立つと、良い教育をおこなうためには、まず能力の到達目標を決
ﾟ、どういう教育的体験を用意するかを考え、最後に到達度を評価す
驍ﾆいう手順が決まる。だが、見聞きし、体験している間に、世界を理
�ｵ、人間関係を広げていくのが学習だという考え方もありうる。この考

ｦ方をとると、学習も発達も違ったものに見えてくる。

同　上 同　上

7
能力はどこに存在
ｷるのか（2）

　肥　　を　明しこビ不一は、目ヒ　は　人の　にるのこ　兄てい
ｽ。ピアジェも自然観察とテストの中間型の臨床的質問によって子ども
ｽちのものの考え方を明らかにしょうとしたが、質問がヒントとなってし

ﾜうことを注意ぶかくさけた。これに対して、ヴィゴツキーは、ヒントに

謔ﾁて正しく考えられるのは、そこまで子どもの認識発達が進んでいる 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 、テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属職名）

学問は、客観的で普遍的な理論から成り立っていると考えられるこ
とが多いが、実際には学問も文化環境の中で形成される。子どもがう
まく発達するか否かの原因を個人（親または子）に求める傾向も、何事

8 心理学と個人主義
にも原因を求める実証主義的探求、西欧の伝統である個人の道徳的
ﾓ任観、個人としての完成とその結果としてできあがる個人の責任能 永野重史 永野重史
力の育成こそが育児や教育の第一の目標だとする個人主義の考えな
どが発達心理学に大きな影響を及ぼしている。研究の単位が個人とし
ての子どもになるのもその表れ。

世の中は孤独な個人が集まっているわけではなくて、世界はどう
なっているか、人の心はどのように動くか、どのような責任をもっている

かについて共通の理解や信条をもっていることを前提とする「つきあ

9

新しい人間観一個人主義を超え
い」の中に自分を置いて生活している。そのような自己を相互作用的
ｩ己という。最近の心理学では人間をそのような存在と見る傾向が強
｢。人は、生まれるとすぐ、自己中心的でなく、社会的であり、世界に

同　上 同　上

て
ついての知識は個人の直接体験からよりは、周囲のひとびととの話し
合いや代理体験から得ている。そのために、感情・認識・行為はばら
ばらのものではなく不可分のものとして働くようにできているとみるの
が、新しい人間観である。

ワトソンは発達などということをもとださなくても、学習の理論を応用

するだけで、お好み通りの子どもを育てると宣言した。また、あることを

10 発達の学習説
学ぶとその学習がほかのことにも転移（波及）するという考えも出て、転

ﾚの可能性についての研究も盛んにおこなわれた。否定的な見解も
同　上 同　上

おおかったが、現状では、学習の転移は認められているのか。それに
よって「発達」の現象を理解することはできないか。

学習という変化と発達という変化を区別して、学習心理学と発達心

11 学習の発達
理学をわけているが、学習の仕方がだんだんに洗練されるということ、

ﾂまり、学習の発達という現象があるのではないか。それは、どのよう
同　上 同　上

な変化なのか。

学習心理学では、動物の種をこえて、普遍的な学習原理が存在す
るかのように説くが、ネズミの学習とヒトの学習ははたして同じなのか。

12 学習原理の普遍性 違うのではないか。同じようにして、1歳児の学習と10歳児の学習も違 同　上 同　上
うのではないか。違うから、発達の研究が必要になるのではないか。年

齢ごとの能カー覧表をつくるのが発達心理学なのではないだろう。

道徳性の発達とか、自我の発達というのは、何が変化することなの

13
複雑な精神現象の

ｭ達
か。「道徳性」とか「自我」などというひとまとまりの実体が存在するの

ｩ。心理学者は複雑な精神現象の発達を研究する際に、いったい何
同　上 同　上

を調べるのか。

かつては、人生の上り坂の時期の変化をあつかうのが発達研究
だった。最近では、生涯発達心理学という言葉が盛んであるが、物忘
れがひどくなっても発達すると言えるのか。生物学では以前から、発生

14 生　涯　発　達 の中には部分的退行過程を含めていたし、不可逆的であれば、退化 同　上 同　上
も発生現象とみなしていた。生涯発達心理学はどのような見方をとるの

か。小学生と社会人では、与えられている課題が違うのに、能力の優
劣をくらべることはできるのか。

最終回として、学習と発達とは不可分のものであり、現在では、従来

の学習心理学と発達心理学が、どちらも限られた立場から限られた現

15 学習と発達の関係 象を取り扱っていたので、教育に対してもいろいろと有害な提言をおこ 同　上 同　上

なってきたことを反省する動きが強いことを説明し、今後の学習研究、

発達研究を展望する。

一396一



＝＝ l格心理学（’00）＝＝（TV）

主任講師〔
主任講師 響町鉄愚熱難趨〕

全体のねらい
　人格には、多くの人が関心をもっているが、その複雑で多面的な性質から、理解は容易でない。人格心理学では、ま
ず、人格とは何かを取り上げ、また、基礎理論として、精神分析、現象学、行動主義の三大アプローチを紹介する。さ
らに、人格と発達、人格と適応の諸問題を詳述する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担’当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 「人格」とは
　「人格」とはどのようなものなのかについて論じる。人格と
ﾞ似した語に、性格があるが、その説明も行い、差異を考察す
驕Bさらに個人差についても取り上げる。

佐々木正宏
i國學院大

w教授）

鈴木乙史
i聖心女子

蜉w教授）

ｲ々木正宏
i國學院大

w教授）

2 「人格」理解の方法

　人格理解の方法として、面接、生育史に関する情報を得る家
ｰアセスメント・心理検査などの具体的方法を概説する。次
ﾉ、心理検査に関して性格検査と知能検査について解説し、最
繧ﾉまとめとしてテスト状況やテスター・被験者関係について
謔闖繧ｰる。

大貫敬一
i東京経済

蜉w教授）

大貫敬一一
i東京経済

蜉w教授）

3

人格理論（1）

ｸ神分析的
@アプローチ

　フロイトが創始した精神分析のアプローチについて概説す
驕B無意識や、エス、自我、超自我の三者から成る人格の構造
竅A防衛機制について述べ、さらに、精神分析療法について
焉A人格やその変化とのかかわりの点から取り上げる。

佐々木正宏 佐々木正宏

4

人格理論（2）

ｻ象学的
@アプローチ

　現象学的アプローチについて概説する。とくにロジャースの
ｩ己理論における経験や自己概念、及びそれらの関係を述べ、
ｳらに、彼の創始したクライエント中心療法における人格変化
ﾌとらえ方を述べる。

同　上 同　上

5

人格理論（3）

s動主義的
@　アプローチ

　研究対象を行動とする行動主義のアプローチについて概説す
驕Bその基礎をなしている古典的条件づけや道具的条件づけに
ﾂいて述べ、不適応行動を除き、適応行動を獲得することを目
wす行動療法についても取り上げる。

福田幸男
i横浜国立

蜉w教授）

福田幸男
i横浜国立

蜉w教授）

6

人格理論（4）

ﾞ型論・特性論・状

ｵ論

　古典的な類型論・特性論だけでなく、新しい考え方を含めて
_じられる。また、状況論を紹介することによって、行動の一
ﾑ性が存在するかどうかの論争と性格との関連性を論じる。

若林明雄
i千葉大学

赴ｳ授）

若林明雄
i千葉大学

赴ｳ授）

7
人格と発達（1）

ｶ得的特質の影響

　人格発達のスタートとなる生得的特徴である気質について論
ｶ、それが発達するにつれて、どのように人格発達に影響する
ﾌかを考える。また気質以外の生得的・遺伝的な特質につい
ﾄ、人格発達に関連させながら論じる。

清水弘司
i埼玉大学

ｳ授）

清水弘司
i埼玉大学

ｳ授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
人格と発達（2）

ﾎ人関係の発達

　乳幼児期に母親（代理）との相互作用により形成される愛着
iアタッチメント）は、後の対人関係形成に強い影響を与え

驕B愛着の形成プロセスと」初期の愛着の質が後にどのように
ｭ達するのかが対人関係の発達の中で論じられる。

清水弘司 清水弘司

9
人格と発達（3）

ｩ己・自我

　人格の中心にあると考えられる自己の発達について論じる。
ｩ己の機能、自己の形成、自己コントロール、自己意識など多
lな側面に焦点をあてながら考えていく。

鈴木乙史 鈴木乙史

10
人格と発達（4）

宴Cフサイクル

　人格は一生を通して発達していくと考えられている。成人
冝A老人期にも焦点をあてながら、人間の一生と人格の発達と
ﾏ化について論じる。

同　上 同　上

11

人格と適応（1）

ｳ常と異常
_経症と精神病

　正常と異常、健康と病気、適応と不適応の概念に関して概説
ｷる。次に、神経症と精神病概念の歴史的変遷と現在の分類に
ﾂいて概説する。最後に、実例として不登校などの現代の心理
I諸問題を取り上げて考察する。

大貫敬一 大貫敬一

12
人格と適応（2）

Xトレス対処

　人と環境の関係を扱うストレスを取り上げる。生理学的スト
激X論から心理学的ストレス論への発展の経緯を述べ、さら
ﾉ、心理学的ストレス論において重視される、認知的評価、情
ｮ中心の対処、問題中心の対処について説明する。

佐々木正宏 佐々木正宏

13
人格と適応（3）

ﾊ離体験

　適応が難しい体験の中でもとりわけ重大なものと考えられる
ﾊ離体験に焦点を合せて論じる。とくに、フロイトの対象喪失
ﾌ考え、幼い子どもの母親との比較的短期間の別離体験、おと
ﾈの愛する人との死別体験について述べる。

同　上 同　上

14
人格と適応（4）

ﾆ族・社会・文化

　人間は社会的存在でもある。個人の人格は家族のあり方や文
ｻ・社会の特質によって大きな影響を受ける。家族システム論
ﾌ考えや文化とパーソナリティ研究などを論じていく。

鈴木乙史 鈴木乙史

15 人格の成熟と変化

　全体のまとめをおこなう。人格の恒常性と変化、成熟した人
i論などを材料にして、人格の形成と変化、適応と不適応につ
｢て考察する。また、変化の技法としてのカウンセリングにつ
｢てもふれる。

同　上 同　上
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＝現代精神分析学（’00）＝（R）

〔主任講師 牛島定信（東京慈恵会医科大学教授）．〕

全体のねらい
　精神分析学が興つたのが19世紀末である。その後、単なる神経症の治療法に止まらず、広く人間理解のための理論と
技法としての地位を確立するに至り、20世紀の思想界に大きな影を落とすことになった、一方、そのなかで精神分析そ
のものも影響を受けて、さまざまな理論的発展をしていることも忘れてはならない。このコースでは、それを踏まえ
て、精神分析の始りからその後の発展をたどることにしたいと思う。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 フロイトの生涯

ﾆ精神分析
　Freud　Sの旧い立ちと人生が精神分析の理論と技法にどのよう
ﾈ影を落としているかを明らかにする。

牛島定信
i東京慈恵

��ﾈ大学
ｳ授）

牛島定信
i東京慈恵

O三科大学
ｳ授）

2 無意識について

　無意識がどのような過程を経て発見されたのか、無意識世界へ至るにはどのような方法があるのか、無意識はどの様な性質

�烽ﾁているのかを明らかにする。

上別府圭子
i東京慈恵会

繪ﾈ大学臨
ｰ心理士）

上別府圭子
i東京慈恵会

繪ﾈ大学臨
ｰ心理士）

3 性　　欲　　論

　Freud　Sが小児性欲論を提示して、学問の世界にさまざまな波
艪�鰍ｰかけたが、Freud　Sの性欲理論とはどのようなものであ
閨Aどのような理論的展開をしたのかを明らかにする。エディ
vス・コンプレックスとそこから導き出された精神性的発達な
ﾇを展，開する。

生地　　新
i山形大学

u師）

生地　　新
i山形大学

u師）

4 パーソナリティ論

　Freud　Sがエス、自我、超自我という人格論を展開するまで
ﾉ、局所論、力動論、エネルギー論などの視点が展開され、自
艪ﾌ防衛活動に関する詳細な論述がなされている。それらを踏
ﾜえて、欲動論に根ざした人格論から、同一性、偽りの人格な
ﾇの概念が出現するに至っている。それらを概観する。

福井　　敏
i福岡大学

u師）

福井　　敏
i福岡大学

u師）

5 神　経　症　論

　最初、幼児期の外傷を原因と考えたFreud　Sは、空想説（エ
fィプス・コンプレックス）、さらには不安信号説へと発展し
ｽ。その後、エディプス葛藤を越えて、前エディプス的不安の
?阯lにまで論及するようになった。その経過をたどる。

生地　　新 生地　　新

6 精　神　病　論

　フロイトの分裂病論はシュレーバー症例に垣間みることがで
ｫ、さらにうつ病については「悲哀とメランコリー」に伺うこ
ﾆができる。その後、さまざまな理論的展開がなされた。現在
ﾇのような理論の展開があるのか展望する。

松木邦裕
i福間病院精
_科医長）

松木邦裕
i福間病院精
_科医長）

7 精神分析療法

　Freud　Sが自由連想法を導入して、精神分析療法が完成された
ﾆいわれるが、人間理解の基本にエディプス・コンプレックス
ｪあったことは間違いない。その後、エディプス期以前の心性
�ｩ据えた治療技法の開発などがなされている。治療法の変遷
�煌ﾜめた解説をする。

同上 同上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属職名）

8 フロイトの患者たち

　さまざまな理論の展開の基盤になっているのはFreud　Sの臨床
o験であることは間違いない。Freud　Sにはどのような症例が残
ｳれているのか。その概略を解説してもらう。

松木邦裕 松木邦裕

9 文化論・社会論
　Freud　Sは、精神分析理論を人間理解だけに限らず、社会文化
I側面にまで応用して、さまざまな文化論、文芸論、社会論を
W開している。これらを含めた解説をしてもらう。

川嵜克哲
i学習院大

w助教授）

川嵜三哲
i学習院大

w助教授）

10 フロイト以降の発展

　Freud　Sの精神分析学の確立の後、自我心理学、対人関係論、
ﾎ象関係論、自己倫理学等さまざまな理論的発展がなされて今
冾ﾉ至っている。これらの概要を解説する。

福井　　敏 福井　　敏

11 女性分析家の貢献

　Freud　Sのエディプス・コンプレックスは男性優位の社会での
挙_からの発想であるという批判がある。面白いのは、その中
ﾅ、女性分析家の活躍は決して見逃せないところである。これ
轤ﾌ人たちの理論や精神分析における貢献について解説する。

上別府圭子 上別府圭子

12 精神分析的
ｭ　達　理　論

　Freud　Sの精神性的発達論の後、自我心理学、対象関係論など
ﾌ出現によって、精神分析的発達理論がさまざまに展開されて
｡日に至っている。ことに、最近の幼児観察から得られた発達
攪_には、古典的精神分析ではみられない現実感がある。幼児
冾ｩらの精神発達論は精神分析学の根幹をなす部分であるだけ
ﾉ、概観しておくことは大切であろう。

同　上 同　上

13 ユングの個人
S　　理　　学

　Freud　Sからの離反後、ユングは独自の理論を発展させ、個人
S理学なる学派を形成した。フロイト心理学にない境地を展開
ｷるに至っている。現在の人間理解に、古典的精神分析とは
痰ﾁた趣があるだけに、ここでユング心理学を学んでおくこと
ﾍ意義あることである。

川嵜三哲 川嵜三哲

14
わ　が　国　の
ｸ神分析事情

精神分析学はさまざまな発展を示したが、それがわが国では
ﾇのような発展なり展開なりをしているのか。導入のいきさつ
ｩら、自我心理学、更には今日の対象関係論に至るまでの解説
�sう。

牛島定信 牛島定信

15
現代社会における

ｸ神分析の位置
　ほぼ100年の経過のなかで、現代の人間理解に精神分析学がど
ﾌような貢献をしているのかを展開する。

同　上 同　上
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＝民 法C98）＝（TV）
〔主任講師 奥田昌道（京都大学名誉教授）〕

全体のねらい
　民法（財産法）の内容を、人と財産をめぐる法的規律という視点から捉えてみる。できるだけ日常生活に
関わりのある身近な問題を念頭におきながら、民法（財産法）の全体像が浮かび上がるようにつとめる。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

（1）民法とはどのような法か。わたしたちの生活関係の
うちのどの部分をどのように規律するのか、（2＞成文法と 奥田昌道 奥田昌道

1 民法とは何か しての民法（民法典）の生い立ちとその後の変遷、（3）民 （京都大学 （京都大学
法に関係の深い法律について、概説する。 名誉教授） 名誉教授）

民法（民法典）は、総則、物権、債権、親族、相続の5
編から成るが、その内容を「人と財産をめぐる法的規律」

2 民法のしくみ という視点から概観する。 同　上 同　上

人は出生から死亡にいたるまで、民法とどのように関わ
るかを、（1＞胎児、（2）出生、（3）未成年者、（4）婚姻、（5）死亡、

3 入と法律との のそれぞれにつき概説し、、特に、意思能力・行為能力の不 同　上 同　上
出会い 完全な者についての財産の保護・管理のたあの制度につい

て説明する。

民法は人（自然人）のほかに、ある種の団体や一定の目
法人をめぐる 的に捧げられた財産（財団）に法人格を認める（法人）。

4 法律問題 このような法人制度の意義、および、法人の設立、管理運 同　上 同　上
営、活動に関する法的規律について概説する。

（1）民法上、財産とは何か。財産と財産を構成する権利

財産の保護と （財産権）との関係はどのように捉えられるか、にっき考
5 民法 察し、（2＞財産ないし財産権の法的保護の仕組みを、民法 同　上 同　上

（実体法）と民事手続法の両面から概説する。

民法は、有体物（不動産と動産）の上に成立する所有権
物権取引をめぐ を中心に物権に関する法的規律を定めている。その概要を

6 る法律問題 説明し、不動産物権変動に関して特に重要な公示（登記） 同　上 同　上
の問題、取引の安全の問題について概説する。

民法は、所有権の法のほかに、占有の法（占有制度）を
定めている。それは何故か。占有制度には多様な役割・機

7 所有権の法と 能が担わされている。その概要を、実体法と手続法の両面 同　上 同　上
占有の法 から説明する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名’ 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

民法は、私人間（個人対個人、企業対企業、企業対個人）
における経済的生活関係（取引関係）の形成を原則として、

8 契約自由と 当事者の自己規律（契約）に委ねている。そのメリットと 奥田昌道 奥田昌道
その規制 デメリットを考察し、法はそれにどのように対処している

皿｝

かを概説する。

さまざまの契約の締結、その交渉や契約の実現（履行）
の際に、代理人その他の他人（第三者）が介在する場合が

9 代理制度につい 多い。これらのうち、代理制度についての法律上の規律を 同　上 同　上
て 概観し、特に重要な問題や留意すべき事項を取り上げる。

日常生活の中で最もポピュラーな契約である売買契約を
取り上げ、契約の成立から履行に至るまでの間に、および、

10 売買契約に関す 履行が終わったのちに、現れてくるさまざまな問題につい 同　上 同　上
る法的規律 て、民法はどのような規律をしているかを概説する。

建物所有の目的で他人の土地を利用する法律上の手段と
して、地上権を取得する方法と賃借権を取得する方法とが

11 不動産利用の法 ある。建物の利用の場合は賃貸借契約による。これらに関 同　上 同　上
律関係 する民法および借地借家法の規律を概説する。

民法は、時効制度を設け、所有の意思をもって一定の期
間、他人の物を占有する者に所有権の取得を認あ（取得時

12 時効制度につい 効）、一定の；期間、権利を行使しない者に権利の消滅を認 同　上 同　上
て ある（消滅時効）。この制度の存在理由などを中心に、時

効制度を概観する。

主として金銭債権の履行確保の法的手段として民法が用
意しているのは、物的担保制度と人的担保制度である。前

13 物的担保制度と 者は、抵当権、質権、仮登記担保などであり、後者は保証 同　上 同　上
人的担保制度 制度である。これらの諸制度の要点を概説する。

個人や法人＝企業、それらの被用者の加害行為により、
また、他人の支配下にある工作物等の理疵により、人身損

14 不法行為制度の 害や財産上の損害を被った場合の法的救済制度を定めてい 同　上 同　上
概要 るのが、不法行為法である。まず、その概要を説明する。

個人や企業の被用者・従業員の加害行為の場合の使用者
の責任、責任無能力者の加害行為の場合の法定監督義務者

15 特殊不法行為に の責任、企業設備や工作物の設置・保存の鍛疵による損害 同　上 同　上

ついて 発生の場合の所有者・占有者の責任、製造物責任などにっ
き概説する。
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＝家族法（’98）＝（TV）

〔主任講師　　泉 久雄（専修大学名誉教授）〕

全体のねらい
　家族法は、私たちの保族生活である夫婦、親子の生活関係（それに相続を含めて）を対象とした法の世界
であるが（民法典では、親族法と相続法といっている）、保族生活は人類の生存に不可欠であり、人類生存
の基礎である。そういった認識の下に、現行家族法の描く家族関係の全体と理想像を追及したいと思う。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現行家族法は核家族を念頭において個人の尊厳と両性の
（1）現行家族法の 平等を理念として、その上に夫婦・親子の関係を規律して

1 理念と構i成 いることを明らかにする。 泉　　久雄 泉　　久雄
（2）家族法の基礎 次に、家族法の基礎的概念である、血族と親族関係を説 （専修大学 （専修大学

的概念 明する。 各誉教授） 各誉教授）

婚姻の成立をめぐる問題を一括説明する。第1に婚約を
めぐる法律問題、第2に婚姻の成立要件、第3に成立要件

2 婚　　姻　　（1） に違反した婚姻の効力＝無効・取消を説明する。 同　上 同　上
婚約
婚姻の成立

氏とか貞操義務といった婚姻の一般的効力と夫婦財産制
（婚姻生活をめぐる財産関係）を説明する。民法は夫婦の

3 婚　　姻　　（2） 財産関係について別産制を採っている。一別産制の長所と 同　上 同　上
婚姻の効力 欠点は何か、その解決策は？といった問題にもふれたい。

離婚は当事者に再婚の可能性を保障する制度であるが、
わが国の離婚制度がヨーロッパとちがった道を歩んで来た

4 離　　婚　　（1） ことを明らかにし、ついで、統計を使いながら、今日の離 同　上 同　上
婚の全体像と離婚法の構造および特色を説明する。

民法に規定する離婚の方法、協議離婚と裁判離婚を（め
ぐる問題を）説明し、続いて離婚の効果（親権者の決定と

5 離　　婚　　（2） か財産分与など）を説明する。 同　上 同　上

内縁の判例法はわが国特有の法領域であるが、どうして
そうなっているのかを判例の変遷をたどって説明し、つい

6 内　　　　　縁 で内縁判例法の現状を説明する。内縁以外の男女共同生活 同　上 同　上
（同棲）にもふれたいと思う。

親子関係には実親子と養親子があり、実親子は婚姻によ
って出生した嫡出子と婚姻外の子、非嫡出子がある。人工

7 親　　子　　（1） 生殖子もある。こういつた親子関係の成立をめぐる問題を 同　上 同　上
説明する。通常、教科書では、実子、養子として説明され
ている部分である。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

子の監護i教育を民法は親権という表面のもとに一括して
規定しているが、親権は子の身上監護（子育て）と財産管

8 親　　子　　・（2） 理の二分野から成っている。それも説明し、親権の剥奪に 泉　　久雄 泉　　久雄
親権 もふれたいと思う。

広く扶養というときには、夫婦間の扶養（婚姻費用の分
担）、未成熟子の扶養（養育ないしその費用の支出）、そ

9 扶　　　　　養 れ以外の親族間の扶養の三種を含む（私的扶養という）が、 同　上 同　上
私的扶養と公的扶助との関係から始あて、親族間の扶養を
説明する。

現行相続法は諸子均分相続制と配偶者相続権の強化（そ
れに遺言の自由を加えてもよい）を柱として組立てられて

10 現行相続法の基 いるが、それはどういう理由によるのか、明治民法の家督 同　上 同　上
礎と特色 相続の理念、相続制度の歴史などを引合いに出しながら説

明する。

相続人には血族相続人と配偶相続人とがあるが、その相
続順位を説明し、ついで相続権剥奪制度である、相続欠格

11 相　　続　　人 と相続人の廃除制度を説明する。続いて相続の仕方（相続 同　上 同　上
の承認・放棄）に進み、最後に相続人不存在の場合の遺産
の行方を説明する。

生命侵害に対する損害賠償請求権の相続と、保証債務の
相続を通して、相続が故人の遺産を承継する制度であるこ

12 相続の効力 とを明らかにする。祭祀財産の承継にもふれる。次に、遺 同　上 同　上
産分割をするまで、相続した遺産の管理がどういう形で行
われるかを説明する。

遺産分割の前提となる各相続人の相続分を説明し、つい
で遺産分割の二つの方法、協議分割と審判分割について注

13 遺　産　分　割 意すべき問題点を説明する。 同　上 同　上

♂

遺言が死後行為（遺言者の死亡によってはじめて効力が
生ずる）であることを述べ、続いて、遺言の内容を明確に

14 遺　　言　　（1） するために定められている、遺言の方式（仕方）を説明す 同　上 同　上
る。遺言の撤：回にもふれる。

遺言による財産処分、遺贈をめぐる問題を説明し、遺留
分との関係にふれる。最後に、遺言を実現する方法である、

15 遺　　言　　（2） 遺言の執行を問題にする。 同　上 同　上
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＝商 法（’99）＝（R）

〔主任講師 森本滋　　（京都大学教授）〕

全体のねらい
　公開会社の実態を前提に、株式会社の設立・管理運営機構・資金調達さらには合併等の組織再編にかかる商法と証券
取引法の規制および企業取引活動に関する基本的な法制度を概説する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」＼

博ｮ会杜、とりわけ、公開会社の組織の基本構造の概要（商 森　本　滋 森　本　滋
1 序　　　　　　論 号・商業帳薄・機関等）と公開会社にかかわる基本的な法規制 （京都大学 （京都大学

（商法・証取法・独禁法・経済法等）を解説する。 教授） 教授）

経営管理機構 公開会社の株主の法的地位を説明した後、株主総会の招集手
2 その一 続・議事運営・権限、および、株主代表訴訟等の株主の監督是 同　上 同　上

（株主総会） 正権について解説する。

3
経営管理機構
ｻの二
i企業経営）

　取締役の法的地位を整理した後、取締役会制度と代表取締役
ｨよび業務担当取締役について検討する。

同　上 同　上

経営管理機構 公開会社の健全かつ効率的な経営を確保するために、商法が

4
その三
i経営コントロー

規定する経営コントロールないしチェック機構（取締役会・監
ｸ役・会計監査人）の概要を示した後、決算手続における経営

同　上 同　上

ル） チェック・システムについて説明する。

公開会社の合併・営業譲渡、分社化としての子会社設立、さ
5 企業結合法 らに、持株会社の設立について、商法・証券取引法、さらに、 同　上 同　上

独禁法の規制の概要を解説する。

6 資　金　調　達
　公開会杜の資金調達方法としての新株発行と社債の募集につ
｢て、商法と証券取引法の発行開示規制を合わせて解説する。

同　上 同　上

7
計算・監査・公開
i企業会計法）

　公開会社の計算・監査・公開制度を、資産の評価と合わせて
�烽ｷる。

同　上 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 商法と証券取引法
　公開会社の組織に関する体系的な法規制としての、商法と証
譁@および開示の関係を整理した後、証券業者にかかる証取法
ﾌ規制内容について解説する。

森　本　滋 森　本　滋

9 閉鎖会社法
　中小規模の株式会社と有限会社の管理運営（同族会社の法的
竭閨jについて解説する。

同　上 同　上

10 銀行と企業

　銀行（金融機関）が、企業の組織活動および取引活動に対し
ﾄどのような役割を果たしているか、とりわけ、企業の資金調
Bと手形・小切手取引における銀行の役割を説明し、銀行法に
ﾂいても解説する。

同　上 同　上

11 約束手形の一生
　企業取引における決済手段としての約束手形について、銀行
謌�ﾆ関連付けて解説する。

同　上 同　上

12
企業取引と民法・

､法

　企業取引にも取引にかかる一般法である民法が原則として適
pされるが、商法は民法の特則ないし特別規定を定める。この
､法の四則の解説を通して企業取引の特色を明らかにする。な
ｨ、消費者保護の問題についても簡単に触れる。

同　上 同　上

13
問屋・運送業・倉

ﾉ業

　企業の取引活動を補助する補助商として、問屋・運送業・倉
ﾉ業等がある。これらの補助商にかかる商法の四則と関連業法
ﾉついて触れた後、貨物引換証についても簡単に解説する。

同　上 同　上

14 保険と代理商
　保険制度について概説した後、生命保険を巡る最近の法的問
閨i変額保険・団体保険等）について、代理商・保険ブロー
Jー制度と併せて検討する。

同　上 同　上

15 ま　　　と　　　め
　これまでの講義内容をまとめたあと、今後のわが国の企業法
ｧの在り方について検討する。

同　上 同　上
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＝行政の法システム入門（’98）＝　（R）

〔主任講師：阿部泰隆（神戸大学教授）〕

全体のねらい
　行政法は、行政の手を通じて「公共性を実現」するための重要な法制度である。毎日の新聞には、　「犬も
歩けば棒に当たる。君も歩けば、行政法に当たる。」というほど、多数の行政法上の問題が掲載されている。
それは一見きわめて断片的であるが、その構造的特色を明らかにし、その不合理性と改善策を提言する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

行政法の存在理
Rと変革期にお
ｯる行政の法シ
Xテム

　毎日の新聞に出てくる行政法の存在理由を、特に民刑事
@との関連で分析・分類し、その基本的な原則を明らかに
ｷる。それとともに、規制緩和、市場原理の重視、法治行
ｭ化、行政手続、情報公開、地方分権などに簡単にふれて、
｡日国民と行政の関係が大変革の時期にきていることを説
ｾする。

阿部泰隆
i神戸大学

ｳ授）

阿部泰隆
i神戸大学

ｳ授）

2

行政の監督シス

eム
@　　　その1

　行政の大きな任務は民間活動の監督である。それは基本
Iには経済介入手法と経済不介入手法に分けられる。これ
ﾜでの護送船団型監督から市場原理に基づく監督へ移行す
髟K要があるとともに、監督自体もいきすぎたり、不十分
ﾅあったりするので、効率的なシステムに切り替える必要
ｪある。その仕組みの基本と、規制のいきすぎ、不十分な
K制の改善策の動向を学ぶ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔

同　上 同　上

3 行政の監督シス
eム　　　その2

　行政の監督手法である許認可と私権の関係、不法行為と
s政規制の関係を学ぶとともに、金融不祥事、脱税、薬害、
癆ｽ建築などに見るように必ずしも十分に機能していない
ﾄ督手法の改善策を工夫する。
@また、濫用され気味な行政指導を法治行政に適合するよ
､にルール化する。

同　上 同　上

4

行政上の強制実
ｻ・制裁のシス
eム

　行政規制に違反した場合とられる強制手法として、代執
sや刑事制裁、また、税金のような行政上の負担の強制徴
福ﾌシステムが必ずしも機能しない現状を明らかにし、そ
ﾌ改善策などを解明する。

同　上 同　上

5 サービス・事業

Vステム

　行政による公共サービスの体系について、国民の利用権、
?p負担、組織形態、民営と公営の関係などを明らかにす
驕B

@特に、行政の事業の簡素化、土木工事システムから民間
ﾌ補完、監督手法への転換を提案する。

同　上 同　上

6 土地利用規制の

Vステム

　日本の都市はなぜ貧相か、なぜ自然環境を守れないかを
J発自由の原則によって説明し、秩序あるまちづくり、公
ｽな受益と負担の関係を基本とした土地利用の法システム
��ﾄする。

同　上 同　上

7 経済的手法・
竢侮阮@

　人間を権力ではなく、金で動かす経済的な手法は、ゴミ
繒Wの有料化、障害者雇用納付金・雇用調整金などにみる
謔､に新しいものであるが、通行課徴金など、今後の活用
ﾂ能性は広い。また、金銭を支給する補助金も、適切に活
pされるように改善策を考える。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

行政が情報を適切に収集し、保護し、管理して公開し、
かつ、プライバシーを保護するように、情報の総合的なシ

8 情報の収集管理 ステムを作っていく必要がある。情報公開は行政と市民の 阿部泰隆 阿部泰隆
保護システム 関係を、恩恵の関係から権利義務の関係へと改善し、行政

改革の一環でもある。

行政処分をするときは、事前に言い分を聞いたり、理由
を提示したりして、間違いが少なくなるようにする必要が

9 事　前　手　続 ある。これを定める行政手続法の仕組みを明らかにし、そ 同　上 同　上

れが行政と市民の関係の改善に寄与することを示す。

行政が活動するとき、関係する住民の意向をどのような
方法で反映すべきか。これまでの制度は行政の一方的執行

10 住　民　参　加 と住民の一瞬の参加によって特徴づけられてきたが、住民 同　上 同　上

参加を強化するとともに、そのいきすぎを防止する方法を
考える。　　　　　　　　　　一

地方分権の流れとその課題を明らかにするとともに、中
央政府の行政改革、公務員制度の改革を念頭において、行

11 行政はどこが行 政の組織の仕組みを考える。 同　上 同　上

うのか

土地収用、土地区画整理などのような、公共のために財
産権を制限・剥奪する法制度と補償のシステムを説明する。

12 損失補償法 これは損得無しの制度であるが、実は機能しにくいので、 同　上 同　上

適正補償のために、上乗せ補償、ゴネ損方式を提案する。

エイズ、水俣、学校事故などを例に、公権力の違法・有
過失の行使、公物営造物の設置管理の毅疵を理由とする国

13 国家賠償法 家賠償法の解釈問題を扱う。さらに、震災の被災者など、 同　上 同　上

国家賠償：と損失補償の射程外の生活支援、冤罪の犠牲者な
ど、いわゆる国家賠償の谷間の救済を考える。’

違法な行政活動に対する救済の解釈問題を考える。争点
は、誰が争えるか、どの行為を捕まえることができるのか、

14 行　政　訴　訟 どのような訴訟形式なら許容されるのか、判決の効力はど 同　上 同　上

こまで及ぶかといった法技術的な点にある。この制度は必
ずしも機能していないので、行政訴訟制度の改善策にも及
ﾔ。

1．行政不服申立て
税金への不服などを例に、行政への不服申立ての仕組

みを考える。また、不服申立ての仕方を教える教示の例
を示して、制度の不十分さと改善策を考える。

15 行政への不服申 2．行政の監視 同　上 同　上

立てと行政の監 会計検査院、行政監察、地方公共団体の監査委員など
視 の監査の不備を検討し、外部監査や行政監視院法案など、

その改善の方向を探る。官官接待を明らかにした住民訴
訟にもふれる。
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＝刑 法 学＝　（R）

〔主任講師：大谷　實（同志社大学教授）〕

全体のねらい
　刑法の目的は市民生活の安全の確保による社会秩序の維持にあるということを基調として、犯罪の原因お
よび現在の犯罪の実態を踏まえながら、刑法の体系に即して重要な問題を取り上げ、刑法と犯罪対策との関
係を明らかにする。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

先進諸国家の犯罪の情勢と我が国の犯罪の実態を検討し
たうえで、犯罪がもたらす害悪を示し、その防止の必要性 大谷　　實 大谷　　實

1 犯罪防止と法 を説き、さらに、犯罪原因論と犯罪防止システムとの関連 （同志社大 （同志社大

を概観し、刑法もそのシステムの一環であると主張する。 学教授） 学教授）

現行刑法の背景を概観して、刑法が定めている刑罰の体
系と種類を説明したうえで、刑の執行猶予や仮釈放を説明

2 刑法・刑罰の し、実際に刑罰が使われる場合は少数であることを、明ら 同　上 同　上
運用 かにして刑法が犯罪防止に果たす役割と限界を論ずる。

刑罰による犯罪抑止と人権侵害との関係を明らかにし、
刑法では特に効率性と同時に正義性が問われるゆえんを論

3 刑法の任務 ずる。次に、正義性との関連を踏まえながら、犯罪成立要 同　上 同　上
件である構成要件該当性、違法性、責任の内容を検討する。

犯罪防止と人権保障の調和を図ることが刑法の運用で最
も重要であることを説き、その調和のたあには、罪刑法定

4 罪刑法定主義と 主義に立脚した構成要件論を展開する必要があるという認 同　上 同　上
構　成　要　件 識から、近年有力となってきた実質的犯罪論を批判する。

個人の尊重を価値の根源とする社会では、個人の利益
〔法益〕の保護が最も重要であるという観点に立って、生

5 個人法益に 命、自由名誉・信用および財産などの個人の利益を侵害す 同　上 同　上
対　す　る　罪 る犯罪を概観し、重要な論点を取り上げる。

社会の利益と個人の利益との関連を検討した後、社会の
利益を侵害する犯罪を概観し、たとえば、コンピュータに

6 社会法益に 関連する犯罪など現代的な犯罪について検討するとともに、 同　上 同　上
対　す　る　罪 財産的情報の保護についての立法問題にも言及する。

社会の利益と国家の利益の区別を明らかにし、国家の利
国家法益に対 益を侵害する犯罪を概観する。特に、収賄罪などの公務員

7 する罪 の職務に関連する犯罪について、やや詳しく検討する。 同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 犯罪の成立要件

　個々の構成要件に共通する一般的な犯罪成立要件として
ﾌ構i成要件、違法性、責任の相互関係を説いてから、構成
v件に該当すると原則として犯罪が成立し、犯罪成立阻却
沫Rは、犯罪認定上例外的に検討すれば足りることを明ら
ｩにする。

大谷　　實 大谷　　實

9 実行行為と因果

ﾖ係

　構成要件該当性に関して問題が生ずる不作為犯、間接正
ﾆ及び未遂犯を中心に実行行為の態様を検討する。特に、
ﾟ年有力となってきた結果発生の危険ある行為を実行行為
ﾆ解する見解にメスを入れて、あるべき危険概念を提言す
驕B

同　上 同　上

10 故意と過失

　故意と過失を構成要件要素とする立場から、それぞれの
燉eと両者の限界線を明らかにする。次に、故意の裏の議
_である事実の錯誤について検討し、最後に、過失の内容
�ｾらかにする。

同　上 同　上

11 未遂犯と共犯

　共犯の処罰根拠の問題を軸にして正犯と共犯の違いを明
轤ｩにし、共同正犯、教唆犯および幕助犯の成立要件を吟
｡した後、共犯の特殊問題として、①共犯と身分、②共犯
ﾌ中止・離脱について検討する。

同　上 同　上

12 正当行為と
ﾀ楽死・尊厳死

　正当行為（法令行為、業務行為、その他の正当行為）を
燒ｾし、被害者の同意と自己決定権との関連について論じ
ｽうえで、安楽死及び尊厳死は自己決定権の尊重という観
_から違法性を阻却すると主張する。自救行為、義務の衝
ﾋ、許された危険にも触れる。

同　上 同　上

13 正当防衛と
ﾙ　急　避　難

　正当防衛と緊急避難の意義・要件を説明し、両者の相違
_を明らかにした後、特に正当防衛について、防衛行為の
鞄鱒ｫ、正当防衛の意思を詳しく検討して、その結論が緊
}避難にも波及することを明らかにする。

同　上 同　上

14 精神障害と犯罪

　精神障害犯罪者の処遇の現状と保安処分について検討し
ｽ後、心神喪失・耗弱は責任阻却・減軽事由であるとする
ｧ場から、責任能力を概観し、原因において自由な行為の
竭闢_を整理する。

同　上 同　上

15

違法性の意識の

ﾂ能性と期待
ﾂ能性

　違法性の意識の不在在及び期待可能性の不存在は責任阻
p事由であるとの前提から、違法性の意識の可能性につい
ﾄ故意および刑法38条三項との関連を論じ、最後に、期待
ﾂ能性の判断の内容及び基準について検討する。

同　上 同　上
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＝経 済 法＝　（R）

〔主任講師：丹宗暁信（大東文化大学教授）〕

全体のねらい
　本講義は、経済法を、競争市場の秩序維持を通して消費者主権を確立することをめざす法体系として構成
することを企図する。そこでは独占禁止法を中核として経済法が体系化されるが、今日競争原理は一国独禁
法の原則たるに止まらず、国際間の自由貿易原則としても拡大され、一国経済法から国際経済法へと展開さ
れていくことを示したい。

回 テ　　一　マ

　覧

焉@　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

1一経済法総論
i1）（経済法の定

`と基本的枠組
¥造）

　経済法の定義を示し、次に経済法の基本的枠組構造であ
骼s場・企業及び国家と経済（市場と企業）の関係につい
ﾄ説明し、市場経済への国家介入の必要性と限界性を検討
ｷる。社会主義経済体制崩壊の原因を検討することにより、
｣争市場経済体制の有効性を明らかにする。

丹宗暁信
i大東文化・

蜉w教授）

丹宗暁信
i大東文化

蜉w教授）

2 経済法総論　（2）

i経済法の歴史）

　第2次大戦終了前までの経済法専一明治以降の開発型法
ｧや1940年以降の総力戦型経済法制一を検：些し、次に第2
汨蜷甯繧ﾌ独占禁止法を中核とする経済法制を検討し、さ
轤ﾉ近年経済法制が貿易自由の拡大と共に国際化する過程
ﾉも論及していきたい。

同　上
伊從　　寛
i中央大学

ｳ授）

O宗高高

3

経済法総論　（3）

y経済法（特に
ﾆ占禁止法）の
尠@上の地位と
ﾗ接法域分科と
ﾌ関連】

　経済法（特に独占禁止法）の憲法上の位置づけと経済法
ﾌ隣接諸法との関連を検討することにより、独占禁止法の
ﾁ殊性とその多面的性格を示したい。3限目では、経済法
ﾌ性格と経済法の憲法上の位置づけを明らかにするたあ、
c業の自由論を素材として対談方式での講義をする。

同　上 同　上

4

H一経済法の中
jとしての独占
ﾖ止法　（1）

i独占禁止法の
軏{構造①）

　最初にテキスト　3．の中の私法（民商法）と経済法、公
@（行政法と刑事法）と経済法との関係を検討する。
@次に、独占禁止法の目的について検討し、公正かっ自由
ﾈ競争秩序維持が何故消費者の利益と連なって行くかを明
轤ｩにし、経済民主主義との関連を示したい。

同　上 丹宗暁信

5

経済法の中核と
ｵての独占禁止
@　（2）

i独占禁止法の
軏{構造②）

　独占禁止法の基礎概念では、最初に独占禁止法の中心概
Oである競争概念を検討する。独占禁止法の「競争」の定
`規定の限界を示し、有効競争理論を採用する必要のある
ｱとを示した上で、競争の実質的制限、公正競争阻害につ
｢て検討し、独占禁止法の全体構造をみることにする。

同　上 同　上

6

経済法の中核と
ｵての独占禁止
@　（3）

i私的独占の規
ｧ）

　私的独占の規制を検討し、ついで不当な取引制限の規制
ﾆ事業者団体の規制とを一体として検討するわけであるが
U亀目では、最初に私的独占の構成要件について説明し、
?I独占についての代表的ケースを例示しつつ解説したい。
i公共の利益についてもここで解説する。）

同　上 同　上

7

経済法の中核と
ｵての独占禁止
@　（4）

iカルテルの規

ｧ・事業団体の
K制）

　カルテルないしカルテル類似行為を本時限で説明する。
Jルテルは、独占禁止法上最も問題の多い違法行為類型で
?驕B当然違法（illegal　per－se）とされるカルテルから
Kずしも違法とされない共同行為（カルテル）まで様々の
ﾔ様があることを、ケースに即して解説して行きたい。

同　上
伊從　　寛

O宗暁信
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

経済法の中核と 市場構造規制の法構造の特色を説明し、次に市場構造規
しての独占禁止 制の中にも非競争的市場構造形成の予防規定と、出来上っ

8 法　（5） た非競争的市場構造を分割する規定とがあること。企業集 丹宗暁信 丹宗暁信
（市場構造の規 団に対する独占禁止法の関係も、市場構造規制の一環とし

制） てその問題点を検討する。

経済法の中核と 最初に不公正な取引方法規制の法構造の特色を説明する。
しての独占禁止 本規定違反行為は二つの類型に分けて説明する。一一っは売

9 法　（6） 手・買手間の取引をめぐる不公正な取引方法に重点をおい 同　上 同　上
（公正競争阻害 て違法性を判断する類型であり、他は競争事業者間の関係

規制法①） に重点をおいて違法性を見る類型である。本限では前者の
ケースを分析する。

経済法の中核と 至愚では、競争事業者間の不公正な取引方法に対する規
しての独占禁止 制について説明する。その後で、違法な不公正な取引行為

10 法　（7） の様々の組合せから成る流通系列・下請け系列等の分析を 同　上 同　上
（公正競争阻害 試みたい。

規制法②）

許認可行政や行政指導も競争法原理に従うべきこと、そ
れが今日、日本経済の発展にとって必要となっていること 比論　　寛

11 皿一政府規制と を説く。許認可行政と競争法では規制緩和の必要性、行政 同　上
独占禁止法 指導と独占禁止法では競争原理違反の行政指導の撤廃。そ 丹宗暁信

して経済省庁の再編の必要性にも言及したい。

独占禁止法の実効性の担保要求がアメリカから出されて
法改正等を行った。排除措置・課徴金・行政指導の撤廃・

12 lV一独占禁止法 刑事罰の強化・私人による訴訟（民事訴訟）等独禁法の実 同　上 同　上

の執行力 効性の確保のためのさまざまの手段があるが、日本では競
争原理についての理解の乏しさがそれらの有効な活用を阻
んでいることを説く。

企業のグローバル化と国家のボーダレス化が、自由貿易
V一経済法から 体制の拡大と広域市場の形成と共に進み、競争市場の国際

13 国際経済法ぺ（1） 化は独占禁止法の域外適用問題を多発し、反トラスト法国 同　上 丹宗暁信
一競争法から国 際協力法案の提案や自国産業保護のための通商政策に対し
際競争法一 てGATTによる修正がなされていること等を説く。

経済法から国際 ウルグァイ・ラウンドでは、自由貿易原則が“モノ”か
経済法へ　（2） ら“サービス”にも拡大され、二国間ないし多国間貿易交

14 一競争法から国 渉から世界貿易機構（WTO）へと進展した。ウルグァイ 同　上 同　上

際競争法一 ・ラウンド諸協定の内容や世界貿易機構への進展を展望し、
国際経済法制のあり方を考えたい。

本講義の結び。競争原理に基づく経済法の未成熟が、日
米貿易摩擦；の原因の一となっており、国内的には生産者優 伊從　　寛

15 VI一貿易政策と 先・消費者無視の経済政策が長く行われてきた。経済民主 同　上

競争法 主義の未成熟は政治的民主主義の遅れと官僚支配の強さを 丹宗回信
示していること。公正かつ自由な競争原理に基づく経済法
の確立の程度が、健全な市民社会確立のバロメーターでも
あることを説いて結びをしたい。
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＝雇用と法（’99）＝（R）

〔主任講師 諏訪康雄（法政大学教授）〕

全体のねらい
　労働者と使用者との間に成立する労働関係は、信頼と対立の契機を内包している。労働法は主として対立の契機への
対応を主眼としつつ、全般的な利害調整規準を提示する法領域である。労働市場をめぐる法、個別的労働関係をめぐる
法、集団的労働関係をめぐる法の三者を中心に構成される労働法の構造と機能について解説する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 労働法とは何か？

　労働法の特徴について概説する。その過去と現在を眺めて、
J働法の誕生のいきさつ、その後の発展と果たしてきた役割、
ｻ時点におけるその姿などをめぐり、簡単な考察を加える。こ
ｱでは、欧米諸国で発展してきた労働法とその理論が中心とな
驕B

諏訪康雄
i法政大学

ｳ授）

諏訪康雄
i法政大学

ｳ授）

2 日本の労働法

　明治末期ころかせ労働立法が現われはじめた日本では、その
縺A労働法がどのように発展してきたかを概説する。とりわけ
｢米諸国と相当に異なる社会経済状況のなかで、どのような特
･を有するに至ったかを、立法、判例および法理の各面から考
@する。

同　上 同　上

3 採　用　と　法

　労働関係の成立は採用に始まる。この採用をめぐり労働法は
ﾇのような利害調整規準を用意してきたか。採用プロセスの流
黷ﾉ沿って法的な問題点を説明し、労働法が用意した問題解決
阮@を考察する。採用、内定、試用期間などが中心となる。

同　上 同　上

4 配　置　と　法

　採用された労働者は、初期研修などを経たうえで、しかるべ
ｫ職務に配属される。使用者の配置の権限は人事権と呼ばれる一連の権限の核となるものの一つである。配置、配置転換、転

ﾎ、出向、転籍などをめぐって、労働法がどのような判断の仕
福�ｷるかを見る。

同　上 同　上

5 服　務　と　法

　労働者は職務を誠実に行なうことを要求される。使用者の指
�ｽ令権のあり方を中心にして、服務をめぐる法的問題点を説
ｾする。服務規定、懲戒処分などの論点にも及ぶ。ともすれば
ｳ限定な服務要求が出がちななかで労働法はどういつだ限界づ
ｯを行うのか。

同　上 同　上

6 労働時間と法

　労働時間、休日、休暇などをめぐる法規制のあり方を中心に
燒ｾする。これらの問題は労働者の労働義務の範囲を確定し、
l間的な働き方を確保するうえで、非常に重要な点である。時
ﾔ短縮などの動きとその達成手法との関係についても言及す
驕B

同　上 同　上

7 賃　金　と　法

　労働者が働いたことに対する報酬は、経済的なものにとどま
轤ﾈい。働く喜び、人間的成長などが指摘される。だが、賃
焉A賞与、退職金などがまるで期待できないのでは、働く喜び
煢ｽもない。労働法は賃金についてどういつだ法規制をするか
l察してみる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講’師　名

（所属・職名） （所属職名）

安全で衛生的な環境で働けることは、労働関係の基本中の基

8
安全衛生・労働災
Qと法

本である。たが、必ずしも理想どうおりにいってない例が多く
?驕B労働災害と職業病の予防としての安全衛生の確保ならび
ﾉ発生した場合への対処として、労働法はどのような対応策を

諏訪康雄 諏訪康雄

用意しているか。

労働関係の終了原因には、退職、解雇、死亡などがある。こ
の退職などをめぐっては、労使間の利害が激しく衝突すること

9 退　職　と　法 も少なくない。労働法が用意する利害調整規準をめぐって考察 同　上 同　上
する。日本型と呼ばれる判例法理のあり方についでも検討を加
えよう。

個人では使用者と十分な交渉ができない労働者に対して、法
は団結して交渉力を高める道を用意する。労働組合の結成と運

10 労働組合と法 営、団体交渉、争議行為、労働協約など、労働組合法を中心と 同　上 同　上
して法領域について説明する。集団的労働関係法、労使関係法
の考察である。

パートタイム労働、派遺労働、契約労働といった新しい働き
方が広がってきている。フルタイムで長期に雇用されて働くと

11 非典型雇用と法 いう典型雇用とは異なる世界の拡大は、労働法にどのような課 同　上 同　上
題を提起し、法はどのような解決策を形成してきているのだろ
うか。

雇用機会を均等に用意させるため法が規制を加えるように
なってきている。日本では男女間の機会均等が中心だが、外国

12 機会均等と法 では人種、年齢などでの差別を禁止し、しかも雇用以外へもこ 同　上 同　上
れを広げる動きも顕著である。なぜ均等法なのかを含め検討す
る。

労働法は労働市場を前提として存在する。しかし、より狭義
の労働市場法として、職業紹介、職業能力開発、雇用保険など

13 雇用政策と法 の法制が存在する。これらは国の雇用政策の基礎をなし、その 同　上． 同　上
連用に関係するという意味で、雇用政策法とも呼ばれる。ここ
を検討する。

社会あるところに利害の対立は不可避で、それを処理すべき

14 苦情・紛争と法
ルールとルール運用手続きが不可欠である。労働法における苦
﨟E紛争の処理システムはどのようになっているかを考察す

同　上 同　上

る。とりわけ日本の労働法の特徴を説明したい。

労働法の未来について考える。労働市場の変化、社会経済の

15
労働法はどうなる
ﾌか？

変化のながで、労働者像が変わってきている。労働関係も違い
�ｩせてきた。これから21世紀に向かって、労働法はどのよう

同　上 同　上

な課題を担い、どのように変遷していくことだろうか。

一414一一



＝法 と 裁 判＝　（TV）

〔主任講師：竹下守夫（駿河台大学教授）主任講師：小暮得雄（平成国際大学教授）〕

全体のねらい
　「現代社会」における法と裁判の基本的な仕組み（体系）および理念を平易に解説し、われわれの社会の
中で、法と裁判がどのように相互に関わりあっているか、またそこにどのような問題が含まれているか、を
考える。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

人が集まって社会生活を営むところ、おのずから法が生
まれる。ふるく種々の社会規範が渾然と未分化な状態のな 小暮得雄 小暮得雄

1 社会あるところ かから、やがて“法”が分化し、独自の発展をとげた。上 （平成国際 （平成国際

法あり 記の法格言を手がかりに、法とは何か、を考える。 大学教授） 大学教授）

法にはさまざまな種類、さまざまな存在形式があり、全
体として壮大な体系を形成している。法のネットワークは

2 法のネットワー しだいに膨張し、六法全書は年ごとに厚味を加えてゆく。 同　上 同　上

クと密度 〈法三章〉の故事から、どんな教訓を汲むべきだろうか。

かつて尾高朝雄博士は、　“法の究極に在るもの”を追求
し、法を動かすものが政治の力であること、政治には矩が

3 法の究極にある あること、を説いた。正義の女神像は、左右の手に秤と剣 同　上 同　上
もの をもつ。法の理念や目的、矩について省察する。

現代法の主役は成文法であるから、いわゆる三段論法に
したがって法を適用するには、成文法規範の内容を明らか

4 法の適用と解釈 にする作業＝解釈が必要となる。2～3の問題例ないし、 同　上 同　上
裁判例を素材として、法解釈の難しさを浮きぼりにしたい。

裁判は、憲法によって裁判所に付託された司法権の作用
として行われるが、では司法権の及ぶ範囲はどこまでであ 竹下守夫 竹下守夫

5 司法権の範囲 り、現代社会に生ずるさまざまな事件のうち、どこまでが （駿河台大 （駿河台大

裁判所で裁判をすることができるのかを考える。 学教授） 学教授）

憲法は、国民の基本的人権を、国会や行政府からもまも
るため、裁判所に法令の合憲・違憲を審査する権限を認あ

6 司法権の優位 ている。日本の違憲審査制は、どんな特色を有するのか、 同　上 同　上
（違憲審査制） また現実にどのように機能しているのかを考える。

憲法は、裁判を受ける権利として、国民に自分の権利が
侵害されたときには司法権の発動を求め、これを守ってく

7 裁判を受ける権 れるよう要求する権利、また裁判を経ずに刑罰を科されな 同　上 同　上
利 い権利を保障している。その現代的意味を考える。
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 裁判所の種類と
�

　裁判所によって国民の権利を守り、法秩序を維持してい
ｭには、いろいろな種類の裁判所を設け、その役割分担を
閧ﾟている。その具体的内容、各裁判所の問題点を探る。 竹下守夫 竹下守夫

9 国民の司法参加一陪審制と参審

ｧ一

　司法の担い手は、法曹と呼ばれる専門集団だけではない。
?R制と参審制は、市民による司法参加の代表的な形態と
｢えよう。諸外国の経験やわが国の歴史を省みながら、司
@と国民の距離を埋める諸制度について考える。

小暮得雄 小暮得雄

10 現代社会と民事

ﾙ判

　高度技術化・国際化・情報化の進む現代社会では、どの
謔､な民事紛争が起こり、民事裁判には何が求められてい
驍ﾌか。迅速な裁判、国民がだれでも利用できる裁判を実
ｻする条件は何かを考える。

竹下守夫 竹下守夫

11 現代社会と行政

ﾙ判

　現代の行政は、原子力、福祉にみられるように、社会の
?ｯ管理、所得の再配分など国民生活に直接に関わる事項
�?揩ｵている。行政裁判は、それらの行政が法の枠を逸
Eした場合の是正手段として重要性を増している。

同　上 同　上

12 現代社会と刑事

ﾙ判

　現代社会を特徴づける国際化や情報化、技術化の進展は、
Y事裁判にもさまざまな問題を投影している。刑事裁判の
�пA民事裁判との違い、などに論及したうえで、刑事裁
ｻの当面する諸課題について理解を深めたい。

後藤　　昭
i一橋大学

ｳ授）

後藤　　昭
i一橋大学

ｳ授）

13 罪刑法定主義と

fュープ三三ス

　〈法律なければ犯罪なく、刑罰なし〉の原則は、刑事法
ﾌ根幹といってよい。デュー・プロセス（適正手続）も、
ｱれと同根の法理である。刑罰はなぜ科せられるのか、刑
末@が法体系の後衛と呼ばれるのはなぜだろうか？

小暮得雄 小暮得雄

14 検察官と弁護士

　新しい時代の法律家の役割を、刑事関係では検察官、民
槙ﾖ係では弁護士に代表してもらって、いろいろな角度か
迪沒｢し、将来を展望する。 竹下守夫 竹下守夫

15 裁判官による法

ﾌ形成

　裁判の本来的機能は紛争解決にあるが、近年、その法創
｢的機能が注目を集あている。その具体的現れと、原因を
Tりたい。

小暮得雄

|下守夫

小暮得雄

|下守夫
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＝＝ @からみる国際関係（’98）＝　（R）

〔主任講師：筒井　若水（早稲田大学教授）主任講師：道垣内正人（東京大学教授）〕

全体のねらい
　国際的な法律問題について、国家、国際組織を主体とする国際（公）法的側面と個人・企業を主体とする
国際私法的側面から、総合的に講義する。全体の法的枠組みを理解した上で、具体的事例をみてゆく。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

国家・個人から
ﾝた国際的法律
竭

　国際社会の法規律は、伝統的に国家間の規律であった。
ｱんにちでも、個人・企業の活動は、国際社会の法規律で
ﾍなく、国家のそれによって規制されている。ここでは、
ﾜず、通常、国際（公）法といわれる伝統的な国家間の法
K律を取り上げ、それがどのように展開してきたかを概観
ｷる。

筒井若水
i早稲田大

w教授）

筒井若水
i早稲田大

w教授）

2 国内法と国際法

ﾌ関係

　国際法は慣習と条約にわかれるが、前者については、国
燒@と同様に扱う国が多い。条約は政府が締結することが
ｽいが、当然に、国内法となるかどうかは、議会の法律締
旧?ﾆの関係で問題となる。国家が国際法に拘束されるの
ﾍ当然であるが、個人は、結局、国際法とどの様な関係に
ｧつのか。日本の場合を中心にみる。

同　上 同　上

3

個人・企業から
ﾝた国際的法律
竭

　個人・企業の国際的活動に対する一国の法規制はどこま
ﾅできるのか（域外適用の問題）と、個人・企業の間の国
ﾛ的法律問題はどのように処理されるのかとに分け、全体
怩�T観する。

道垣内正人
i東京大学

ｳ授）

道垣内正人
i東京大学

ｳ授）

4 国際私法の考え

　個人・企業間の国際的法律問題については、各国の私法
ｪ統一されていないことを前提に、どこの国の法律を適用
ｷるかを決定するという方法が用いられている。この国際
?@の考え方、仕組みを講義する。

、　同　上

同　上

5 条約の締結と
嚶s

　国家間の関係は、新たに、条約を結ぶことによって開か
黷驕Bこれまでに、どうような関係が築かれてきたか。条
�ﾍ、常に、対等の立場から合意されるのか。条約の約束
ｪ履行されなかった場合、どのようなことになるのか。具
ﾌ例を交えて説明する。

筒井若水 筒井若水

6

国家領域への排
ｼ的主権（日本
ﾌ領土と係争点）

　領土のない国家は存在しないが、領土の範囲には変動が
?驕Bその範囲をめぐっては、時に、深刻な争いとなる。
坙{の領土の変遷と、現在の係争地点にっき、その法的論
_と、解決の方法について、考える。

同　上 同　上

7

国際法の規制領
謔ﾌ拡張変質
i宇宙と海洋）

　人類の活動分野とともに、国際法の規制領域も拡大した。
繼�A宇宙は新規の領域であるが、伝統的な海洋も、利用
@の多様化から、規制の内容が激変した。これらの規制に
ﾍ、一方で、利用に伴う危険に対しても、有効に対処して
｢ることが求められる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

法の最終目的は、人類の福祉にある。国際法による人権
の保障も、いわば、この最終目的にせまるものである。第

8 人権の国際的保 2次大戦後、多くの人権条約が結ばれてきたが、実施のた 筒井若水 筒井若水
障 めの国際的な場は、どの程度発達しているのか、また、国

家は、政策全体に、人権保障をどのように位置づけている
か。実情をふまえて考察する。

国際社会は、国家間の社会とされてきたが、19世紀後半
国際連合（国際 から、国際機構（組織）を抜きにしては、考察できないも

9 機構）と国際社 のとなった。平和の問題にも、国際連盟、国際連合という 同　上 同　上

会の発達 世界的機構がかかわってきた。国際連合にこんにち何が期
待され、加盟国はどのような義務を負うのか。日本と国際
連合のかかわりを中心に、考察する。

国際社会も紛争は避けられず、その解決を、力ではなく、
法と正義によるためには、裁判が最適である。国際裁判は、

10 法と正義による かねてより仲裁裁判として行われ、今日では、国際司法裁 同　上 同　上

国際紛争の解決 判所も存在する。係争国の合意による等、司法としての限
界の一方で、国際裁判が、国際法の発展に貢献してきた足
跡をたどる。

第二次大戦後の自由主義復活の試みと、途上国発展のた
めの「新国際経済秩序」、さらには、GATTから世界貿易機

11 経済の調和ある 構への改組により、経済の調和ある発展が試みられてきた 同　上 同　上

発展と国際法 あとをたどる。更に、欧州共同体の代表する地域統合の動
きなど、経済活動と国際法とのかかわりをみる。

貿易取引、国際金融取引、外国投資などをあぐる法律問
題を扱う。契約、債権譲渡、担保物権などの準拠法の決定

12 国際取引をめぐ が問題となる。また、どの国の裁判所に訴えるか、一国の 道垣内正人 道垣内正人
る法律問題 判決は他の国でも効力を有するのかなどの国際民事手続法

上の問題も扱う。

国際線の航空機の墜落事故、外国製品の欠陥による事故、
外国のメディアによる名誉殿損などをめぐる準拠法決定、

13 国際不法行為を 国際民事手続法上の問題を扱う。たとえば、外国法上認め 同　上 同　上

めぐる法律問題 られる懲罰的損害賠償を日本でどのように扱うかなどが問
題となる。

国際結婚の成立（婚姻適齢や届出などの問題）、夫婦財
国際結婚・離婚 産制、離婚をめぐる準拠法決定、国際民事手続法上の問題

14 をめぐる法律問 を扱う。たとえば、重国i籍や無国籍の場合、一方の常居所 同　上 同　上

題 が知れない場合、アメリカのような州によって法律が異な
る国に国籍を有する場合などが問題となる。

親子関係の成立（嫡出・非嫡出の問題や養子縁組など）、

国際親子関係・ 親子間の法律関係（親権者の決定や親権の内容など）をめ
15 相続をめぐる法 ぐる準拠法決定、国際民事手続法上の問題を扱う。国境を 同　上 同　上

律問題 越えて連れ去られた子の取り戻しや相続の問題にも触れる。
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＝現代法の諸相（’99）＝・（R）

〔主任講師 水野忠恒（一橋大学教授）〕

全体のねらい
　「法学出門jともいうべき講義である。最近の社会問題となっている先端的法領域で、ようやく学問的体系化がなさ
れつつあるもの、未だそこまで行っていないもの、合計5つを選び、新進気鋭の学者が分担して行う、「オムニバス講
義」である。全体を通ずる特色は、公法・私法といった従来の学問体系に囚われない領域である点にある。今回は、租
税法（水野：一橋大学）、社会保障法（岩村正彦1東京大学〉、知的財産法（玉井克也：東京大学）、環境法（大塚
直：学習院大学）、消費者法（大村敦志：東京大学〉という内容である。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

租税法①一租税の

@　　基本原則一

　税制改革論議の基礎におかれるべき租税の原則、特に公平負
Sの原則をとりあげ、個人の租税負担の基準となる所得、消
?A『財産のそれぞれの特質について論じたのち、所得の概念に
ﾂいて考える。

水野忠恒
i一橋大学

ｳ授）

水野忠恒
i一橋大学

ｳ授）

2
租税法②一所得課税一

　所得概念の論議ののち、個人所得税の理論について、法人の
鞄ｾ税である法人税の課税の根拠ならびに法人税のあり方につ
｢て検討する。いわゆる配当二重課税の調整という問題が法人
ﾅの中心的課題である。

同　上 同　上

3
租税法③一消費課税一

　所得税に対する批判として注目を集めるようになった消費支
o税の論議を検討したのち、間接税としてのわが国の消費税と
ｻのモデルである付加価値税について説明する。

同　上 同　上

4

社会保障法①一高齢化社会と

@　社会保障法一

　高齢化社会の到来によって、医療保障、日常生活の支…援など
�sう丁丁保障法はその重要性をますます増しつつあるが、他
福ﾅ大きな変容を迫られている。私達の生活を支える社会保障
@が高齢化社会において果たす機能とその変貌を考えたい。

岩村正彦
i東京大学

ｳ授）

岩村正彦
i東京大学

ｳ授）

5

社会保障法②一医療保障法と

@　　　年金法一

　社会保障法の中核をなす社会保険法を取り上げる。国民の医
ﾃへのアクセスを保障する健康保険法、国民健康保険法等の医
ﾃ保障法と、老後の所得保障を行う国民年金法、厚生年金保険
@等の年金法を概観し、これらの法分野の抱える問題点と今後
ﾌ課題を考察する。

同　上 同　上

6
社会保障法③一社会福祉法一

　高齢者や障害者などに介護、必要な器具の供与、施設への入
鰍ﾆいった便宜を提供する社会福祉法を概観する。とりわけ老
l福祉の分野に着目して、現在押し進められている施設の充
ﾀ、福祉労働力の増強、老人医療との連携などの政策や介護保
ｯを中心に考察を加える。

同　上 同　上

7
知的財産法①
u情報」と法律

　知的財産法、知的所有権法などといわれる分野は、経済的価
lのある情報を法的な側面から考察するものと言える。現代社
?ﾉおける情報の価値という観点から、知的財産法の全体につ
｢て、大きな枠組みを概観する。

玉井克哉
i東京大学

ｳ授）

玉井克哉
i東京大学

ｳ授）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
知的財産法②

n作の保護

　知的財産法が保護する情報のうち、主要なものは、創作的価
lのある情報である。そうした観点から著作権法や特許法など
ﾉついて解説する。現代杜会において発生した新たな問題につ
｢ても、言及したい。

玉井克哉 玉井克哉

9
知的財産法③
c業標識の保護

　知的財産法には、経済的価値のある情報を保護する法制度の
ﾙか、ブランドやマークについて保護する法制度も含まれてい
驕Bそうした制度としての商標法と不正競争防止法について解
烽ｵ、現代的な問題にも触れる。

同　上 同　上

10 環境法①

　環境法に関して、その生成の歴史、特色、基本原則、体系、
ﾂ境規制の手段等、総論というべき分野について解説する。そ
ﾌ中で、環境計画、環境影響評価、汚染者負担原則にも触れた
｢。

大　塚　直
i学習院大

w教授）

大　塚　直
i学習院大

w教授）

11 環境法②

　環境規制・整備・保全に関する法律に関し、重要と思われる
烽ﾌを摘出して説明する。具体的には、大気汚染・水質汚濁、
p棄物処理・リサイクル、野生鳥獣の保護等を中心として述べ
驕B

同　上 同　上

12 環境法③
　環境に関する民事訴訟及び行政訴訟の問題点を概観すると共
ﾉ、公害に関する費用負担についても説明する。なお、地球環
ｫ問題についても言及したい。

同　上 同　上

13

消費者法①一消費者法とは

@　　　　何か

　消費者と法との関わりについて導入的な説明を行う。消費者
竭閧ﾆはいかなるものか。消費者法が必要とされるのはなぜ
ｩ。実際には、消費者法はどのように形成されてきて、今日、
ﾇのような問題をカバーしているのか。

大村敦志
i東京大学

赴ｳ授）

大村敦志
i東京大学

赴ｳ授）

14

消費者法②一行政の側から

@見た消費者法

　消費者法を行政の側から見る。行政は消費者問題に対応する
ｽめに、どのような法的手段を用いているのか。安全性や取引
�盾ﾉ関する規制行政、独占の排除などの競争規制、教育・情
��氓ﾈどのサービス行政について説明する。

同　上 同　上

15

消費者法③一消費者の側から

@見た消費者法

　消費者法を消費者の側から見る。肉体的・経済的な被害を受
ｯた消費者が救済を受けるためにはどうすればよいか。また、
s政に働きかけることによってあるいは自主的な活動によっ
ﾄ、積極的に消費生活のあり方を変えていくことはできない
ｩ。

同　上 同　上
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＝法の歴史と思想＝（R）
〔主任講師：石部雅亮（大阪国際大学教授）主任講師：笹倉秀夫（早稲田大学教授）〕

全体のねらい
　本講義では、ヨーロッパの法と法学の発展を考察し、その伝統と現在の姿を明らかにすることを課題とす
る。それは日本法の源流の一つを遡り、それとの比較において日本法の特色を一層鮮明に理解するための作
業である。そのさい、法を規定する政治と経済の構造、法の担い手である法律家、裁判や立法の制度と思想
など法文化的要因にも目を向けたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

法文化およびそれを規定する要因を取り上げ、法文化を
考察する意味と歴史的・比較法的方法について検討する。 石部雅亮 石部雅亮

1 法文化とその特 （大阪国際 （大阪国際

色 大学教授） 大学教授）

紛争とその解決方法の諸類型を問題として取り上げ、そ
の中で訴訟制度のもつ特色を明らかにする。古代の訴訟制

2 古代の訴訟と法 度とそれに対応する法の構造、訴訟に関与する人々の活動 同　上 同　上

の仕方を検討し、古代のギリシアやローマの法の歴史の一
端に触れる。

中世法の観念をめぐる最近の議論を紹介したのち、12世
紀における古代法文化の復活とともに、大学の法学と専門

3 中世の法と法学 的法律家身分が成立する過程を考察する。ヨーロッパ大陸 同　上 同　上
とイギリスの法律家の在り方を比較して特徴づける。

いわゆるローマ法の継受を、ヨーロッパの法文化の構造
変化としてとらえ、法律家の進出、裁判所制度の変化、法

4 法　の　継　受 観念の転換に焦点を合わせて考察する。ヨーロッパがロー 同　上 同　上

マ法と葛藤・相克を繰り返しつつ、これを受容・摂取する
過程を取り扱う。

近世国家の台頭とともに、主権の観念が成立し、立法権
主権国家の形成 がその中核となる。ここでは立法と法律の観念を問題とし、

5 一立法および行 古い法の観念との対立に注目する。同様に官僚制の発展と 同　上 同　上
政 ポリツァイ観念の成立を扱う。

絶対主義国家または初期市民的国家における法典の編纂
の歴史を考察し、法典編纂の背景や原因、思想的基盤とし

6 法　典　編　纂 ての啓蒙期自然法の台頭、実定法学の変化に目を向ける。 同　上 同　上

古代ギリシャ・ローマから連綿と続く自然法の議論を紹
介し、それを踏まえて啓蒙期自然法の主要な特徴とその歴 笹倉秀夫 笹倉秀夫

7 自然法の歴史 史的位置を明らかにする。 （早稲田大 （早稲田大

学教授） 学教授）
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 近代市民法学の

ｬ立と展開

　近代市民社会における専門的法学（近代市民法学）の形
ｬを、歴史法学、法実証主義の問題として考察し、さらに
ｻの集大成としてのドイツ民法典の成立過程を問題にする。 石部雅亮 石部雅亮

9 近代市民法学の
v想的基礎

　前章で扱われた近代市民法学の思想基盤を一層掘り下げ、
ｩ由と平等の法観念、学問主義的志向と実践的志向、さら
ﾉ歴史意識について分析し、それらの相互的関係を探る。 笹倉秀夫 笹倉秀夫

10 近代法とその変

e

　科学技術の発達、高度資本主義経済の発展、政治的イデ
Iロギーの対立・抗争に直面して、近代法の枠組みでは補
ｫしがたい問題が発生することに注目し、企業と労働、土
n問題などを例にして、その法理論的把握の努力を追う。

石部雅亮 石部雅亮

11 現代法学の諸相

　現代法の理論として、自由法論、利益法学、リアリズム
@学などの法学方法論を考察しながら、現代の法解釈学の
uかれている状況を示し、最近実践哲学の復興にともない、
gピク論など法学におけるその再評価の動きを紹介する。

同　上 同　上

12 法　と　道　徳

　近代法学における法と道徳の分離の過程を明らかにする
ﾆともに、現代において、その両者を再び結合する思想傾
?ｪあらわれてきたことを指摘し、この二つの方向のそれ
ｼれの問題点を明らかにし、法と道徳にかんする現在の理
_状況を紹介する。

笹倉秀夫 笹倉秀夫

13 現代の人権

　現代社会では、古典的な個人的自由権と並んで、社会権
竅u新しい人権」の登場が注目される。自由権と社会権の
ﾖ係およびとくにプライバシー、自己決定権、環境権など、
u新しい人権」の本質に重点を置いて最近の人権論を紹介
ｵ、問題点を検討する。

同　上 同　上

14 法的思想の新し

｢動向

　現代社会の変化に伴って生じた新しい根本的な問題につ
｢て法思想はどのように取り組んでいるか。ポスト・モダ
jズムの法思想など最近の議論を紹介してコメントをつけ
驕B

同　上 同　上

15 現代法文化の置
ｩれた状況

　以上を総括して、ヨーロッパの法と法学との比較におい
ﾄ、日本の法文化にはどのような特徴があるか、それは現
繧ﾌ法的問題を認識し解決するのにどのような点で寄与し
､るか、を検討する。

石部雅亮
石部雅亮

�q秀夫

@　〕
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＝日 本 政 治 史＝　（R）

〔主任講師．坂野潤治（千葉大学教授）〕

全体のねらい
　1871年の廃藩置県から1940年の大政翼賛会成立の直前までの、約70年の戦前日本政治史を、保守・中道・
革新の政治体制構想の三つ巴の対立の歴史として描く。戦前日本の政治史を単なる経済的利害の対立として
ではなく、自由主義、民主主義、社会主義、国家主義、ファシズムなどの思想対立の歴史として見直したい。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u，師　名
i所属・職名）

1

立国過程1一「強兵」　「富

早v「民主化」一

i1871～1877）

　1871年の廃藩置県で軍事力と収税値を掌握した明治政府
ﾍ、今後の方針をめぐって三つのグループに分かれた。西
ｽ隆盛らは民族主義を強調して、朝鮮、台湾をめぐって清
曹ﾆの対決を主張し、大久保利道は上からの工業化を、木
ﾋ孝允は上からの民主化を重視した。

坂野潤治
i千葉大学

ｳ授）

坂野潤治
i千葉大学

ｳ授）

2

立国過程H一「開発」か

u民主化」か一
i1878～1881）

　1877年の西南戦争で民族主義派を鎮圧した明治政府は、
繧ｩらの工業化を重視するものと、上からの民主化を優先
ｷるものに分裂し、その間隙をぬって下からの民主化運動
ｪ全国的に盛んになった。この三つ・巴の対立が1881年の政
ﾏで終了するまでを検討。

同　上 同　上

3

立国過程皿一憲法発布と

@　大同団結一
i1887～1890）

　1881年の政変で、保守的な立憲君主制論が勝利すると、
ｺからの民主化派の左派は直接行動に出て鎮圧された。し
ｩし、1887年頃から大同団結運動と呼ばれる下からの民主
ｻ運動が再び盛り上がり、1890年の第1回総選挙まで藩閥
ｭ治を脅かした。

同　上 同　上

4

立国過程w一自由党の

@　　　転向一
i1890～1894）

　1890年に最初の議会が開かれてから1893年2月の天皇の
ﾙ勅が出るまで、藩閥政府と衆議院の多数を占める民党と
ﾌ正面衝突が続いた。しかし、1893年から94年にかけて、
ﾅ大党派の自由党内で現実主義派が力を増大し、第2次伊
｡内閣と妥協した。

同　上 同　上

5

明治立憲制の
W開　1
齬ｧ憲政友会の
@　　　成立一
i1895～1900）

　伊藤内閣と自由党との妥協は、日清戦争以後さらに進み、
ﾉ藤博文を総裁とする立憲政友会に自由党も合流した。こ
ﾌ過程で自由党は、与党として国家予算を支持基盤に散布
ｷる利益政治を確立した。積極政策と呼ばれたこの路線は
ｭ友会の一枚看板となっていく。

同　上 同　上

6

明治立憲制の
W開　1一明治憲法の

@三つの解釈一
i1906～1912）

　天皇主権を語った明治憲法にも、詳しく検討すれば解釈
?宸ﾌ余地はあった。穂積八束は文面通りの天皇親政論を、
?Z部達吉は天皇機関説と呼ばれた国家主権説を、北一輝
ﾍ天皇機関説を再解釈して、　「天皇・国民共同主権説」を
･えた。

同　上 同　上

7

大正デモクラシー1一大正政変一

i1912～1914）

　立憲政友会の結成に対抗して、軍部・枢密院・貴族院ら
ﾌ権威主義勢力は元老山県有朋の下に結集した（山県閥）。
ｱの二元的政治対立は、両勢力が交互に政権に就くことに
謔ﾁて調和の道を見出した（桂園体制）。この体制に対し
ﾄ大正初期に国民運動が起こった。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本で最初の本格的政党内閣として有名な原敬内閣（19
大正デモクラシーH 18～21）は、二大政党制にも男子普通選挙制にも反対する

8 一吉野作造と 保守的な政党内閣であった。このような保守的な政党内閣 坂野潤治 坂野潤治
原敬一 を一貫して批判したのが、民本主義者吉野作造であった。

（1915～1921）

1925年の男子普選法の成立以後、1932年の5．15事件まで
大正デモクラシーIH は、戦前日本唯一の政党内閣時代として知られている。こ

9 一政党政治の の時代の前半期を、保守政党政友会と自由主義政党憲政会 同　上 同　上
成立一 二民政党の対立の時代として描き直すことが、ここでの課

（1925～1930） 題である。

軍部独裁への道 1931・32年の両年は、政党政治の危機の時代として知ら
1 れている。大恐慌による経済危機と満州事変による対外危

10 一政党内閣時代 機と軍人のテロによる政治危機の三つの危機に対して、政 同　上 同　上
の終焉一 友会と民政党とがどのように対応したのかを両党の相違を

（1931～1932） 重視して分析する。

軍部独裁への道 5．15事件から2．26事件までの約4年間、斎藤実と岡田啓
豆 介の挙国一致内閣が続いた。この過渡期に、民政党や社会

11 一立憲独裁、 大衆党は職能代表制を加味した立憲独裁を、民政党と政友 同　上 同　上
協力内閣、 会の少数派は政・民連携による協力内閣を、政友会主流は
憲政常道一 政友会単独内閣を構想した。

（1932～1936）

軍部独裁への道 1936年2月20日の総選挙で、保守的な政友会が敗北し、
皿 自由主義的な民政党と社会民主主義的な社会大衆党が勝利

12 一無産政党の した。国民は政治の自由化民主化を求めたのである。しか 同　上 同　上
進出と軍部の るにそのわずか6日後に起こった青年将校のクーデターで、

反撃一 歴史はまた一歩右傾化した。
（1936年）

軍部独裁への道 2．26事件で反乱軍を鎮圧した陸軍主流派は、同時に政治
rv に対する発言力を一層増加した。広田弘教、林下十郎両差

13 一政党の反撃と 閣の下での陸軍の議会無視に対して国民は1937年4月の総 同　上 同　上
日中戦争の 選挙で政友・民政・社大の三党に投票して議会制度支持の

勃発一 態度を表明した。

G937年）

東亜新秩序と 総選挙の結果を軍部と議会の勢力均衡と判断した近衛文
政界再編 麿は、政権担当を決意した。しかし、内閣成立の1ヵ月後

14 一日中戦争下の ちに起こった日中戦争により、内閣は軍部の意向を抑える 同　上 同　上
内政と外交一 力を失った。二転、三転ずる日中戦争の性格変化の結果、

（1937～1940） 近衛内閣は退陣した。

総　　　　　括 1879年に福沢諭吉がr民情一新』を著わしてイギリス型
一イギリス・モ の二大政党制の導入を提唱して以来、1931年に民政党の第

15 デルの登場、展 2次若槻内閣が退陣するまでの約50年間、イギリス自由主 同　上 同　上
開、崩壊一 義は日本政治の到達目標であった。この事実の日本政治史
（1871～1940） 上での意味を検討する。
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＝西欧都市の政治史＝（R）

〔主任講師：田口　晃（北海道大学教授）〕

全体のねらい
　ヨーロッパにおける国民国家の揺らぎは、EUの方向だけでなく、地方分権の方向にも進んでいる。そこ
で、本講義では、より小さい地方的政治単位である都市に焦点をあて政治史をふりかえってみたい。各時代
の代表的都市を次々に取り上げる一方、一つの都市ウィーンについては全時代を通して光をあてる。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
講義のねらい

ｪ析視角・講義
ﾌ方法

　政治の中でも（1）支配構造、（2）共同体のあり方、（3）公共性

ﾌ性格に焦点をあわせ、古代、中世、近世、現代という五
ﾂの時代区分を用いて都市の政治史を見る。
煤A都市研究の意味についてもここで考える。

田口　　晃
i北海道大

w教授）

田口　　晃
i北海道大

w教授）

2 アテーナイ
ﾌ　民　主　政

　古典古代ギリシャの諸都市の中からアテーナイをとりあ
ｰ、まず、その歴史をかいつまんで論じる。次いでアテー
iイ民主政の構造を、ポリス共同体の特性、公共性の特異
ﾈあり方に光をあてることで、浮き彫りにする。

同　上 同　上

3 共和政ローマ

　前半で都市ローマの成長を概観した上で、主として共和
ｭ時代のローマについて、アテーナイとの比較を念頭にお
ｫっっ、その政治構造を把える。後半ではローマ帝国内の
?ﾓ都市のあり方を論じ、ウインドボナ（ウィーン）にも
ｾ及する。

同　上 同　上

4 中　世　都　市

　中世都市の成立、発展を諸学説と地域差に着目しながら
W望し、次いで共同体としての中世都市の権力構造を、対
O関係と内部構造に分けて検討する。そして、古典古代と
ﾍ異なった性格の公共性の出現、公共性の第一次構造転換
�_じる。

同　上 同　上

5

中世都市として
ﾌチューリッヒ
ﾆウィーン

　中世都市の具体例としてチューリッヒを中心に、自治都
sの展開を見る。さらに、一時期自治都市となりながら、
ｷぐに自治権を失ったウィーンを取り上げ、あわせて中世
s市の自治とは何かを考える。

同　上 同　上

6

近世都市の展開一イタリアの

@　　　場合一

　近世は自治都市が最後の輝きをみせた時代である。この
ﾍでは近世都市の一つのグループをなすイタリア諸都市の
ｩ治運営と公共政策を概観し、具体例としてフィレンツェ
ﾌ政治構造とその変遷をみる。

同　上 同　上

7

近世都市の展開一アムステルダ

@　　　　ムー

　ここでは、北方の近世都市の代表として、アムステルダ
?�謔闖繧ｰ、オランダ共和国の独立と関連させながら、
ｻの特異な統治構造と独自の都市計画及び、公共政策を論
ｶ、都市の可能性を考える。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

近代国家の登場とともに、都市は統一体、一つの全体で
あることをやあ、上位に立つ国家に組みこまれる。そして

8． バロック都市 公共性を独占する君主の御座所のみがバロック都市として 田口　　晃 田口　　晃
光り輝くことになる。ヴェルサイユを中心にそうした事情
を見よう。

トルコ軍に備えた城壁の強化、バロック都市の建設、啓，
バロック・ 蒙専制君主の登場と続く中で、ウィーンは拡大し、整備さ

9 ロココ れる一方、ハプスブルク帝国の首都とは言え、帝国行政の 同　上 同　上
都市としての 画一的な下部単位の一つにすぎなくなる。
ウイーン

産業革命で都市が工業の中心になると、人口集中と都市
19世紀の都市 の生活条件の劣悪化が進み、民衆反乱も発生する。そこで、

10 改造 多くの都市で改造が試みられる。中でも大掛かりだったの 伺　上 同　上
一パリー はパリとウィーンである。この章では第二帝政時代に行わ

れたパリの大改造を見る。

19世紀中葉ウィーン市政は「小さい政府」論の立場をと
19世紀の都市改 る自由主義勢力の手中にあって不活発だった。対照的に帝

11 造 国首都としては、皇帝の発意によって市壁が撤去され、リ 同　上 同　上
一ウイーンー ング大通りが建設される。そこには様々な様式の公共建築

物と豪華な民間住宅が建ち並ぶ。

自　由　主　義 世紀後半になると、都市の生活条件の改善が喫緊の課題
都市社会主義 となる。上・下水道、街区照明、交通等の整備を自治体が

12 田園都市 率先して行ったものがいわゆる「都市社会主義」である。 同　上 同　上
一ロンドンの 又、田園都市論も起こる。この章では発祥の地イギリスの

変遷一 ロンドンを扱う。

世紀末に大ウィーンが作られ、そこに拾頭した小市民層
中心の「キリスト教社会党」がK．ルエーガーを市長にお

13 ウイーンの し上げる。彼はガス・電力事業の市営化と交通網の整備、 同　上 同　上
都市社会主義 長大な上水道の建設、あるいは福祉の萌芽的施策等に、借

款に頼りながら、成果をあげた。

戦　　間　　期 両大戦間期のヨーロッパは激しい政治対立を経験した。
ヨーロッパ政治 その中で都市がどのような位置を占めたか、ヴァイマール

14 と都市 共和国の首都ベルリンについて検討してみよう。又、オー 同　上 同　上
一ベルリンの ストリア共和国の政治対立の中での、いわゆる「赤い

場合一 ウィーン」の成立過程も見ておきたい。

社会民主党市政が行った、ウィーンにおける実験的な政
策を、財政、教育、福祉、住宅等について概観し、国内対

15 「赤いウイーン」 立に基因するその崩壊も見た上で、市政における公共政策 同　上 同　上
の実験 の歴史的意味を探り、現代都市の諸問題を考える一助とし

たい。
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＝先進諸国の政治＝（R）

〔圭騰臨晶槽鹸三孝継〕

全体のねらい
　先進諸国の政治を相互に比較することを通して、主要先進国の政治に関する基礎的な理解を深めるととも
に、政治とは何かを考えるための手掛かりを与える。各国の政治を個別に取り上げるほか、北アメリカ・西
ヨーロッパ、東ヨーロッパ、ロシアの諸地域が、地域として政治的にいかなる特性を持つかについても考え
たい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

な （所属・職名） （所属・職名）

比較政治論の意義や方法について、簡単にふれた後、民
主主義国として最も古い歴史を持つアメリカの政治制度を 阿部　　齊 阿部　　齊

1 アメリカ合衆国 概観する。権力分立の原則、連邦議会、大統領、行政部、 （放送大学 （放送大学
（1） 裁判所などにふれる。 教授） 教授）

アメリカの政治過程を概観した後アメリカの外交政策の
基本的な傾向にふれる。選挙、政党、有権者、利益集団、

2 アメリカ合衆国 孤立主義、膨張主義、イデオロギー優位の外交といった項 同　上 同　上
（2） 目をとりあげたい。

かなだの政治を概観した後、アメリカの政治とカナダの
政治を比較検討し、両国の政治の差異を生み出した要因を

3 カ　　ナ　　ダ 明らかにする。憲法、連邦制、政党制といった問題を中心 同　上 同　上

に比較を試みたい。

まず、西欧デモクラシーにおける、政治社会の歴史的な
特徴と現在の特質を整理する。つぎに、その政治社会の中 高橋直樹 高橋直樹

4 西ヨーロッパ で発達した政治制度や政治行動について解説する。 （東京大学 （東京大学

政治の全体像 教授） 教授）

フランス政治社会の特徴を指摘した後に、その政治制度
を解説し、現在の政治問題を解説する。

5 フランスの政治 同　上 同　上

ドイツ政治社会の特徴を指摘した後に、その政治制度を
解説し、現在の政治問題を解説する。

6 ドイツの政治 同　上 同　上

イギリス政治社会の特徴を指摘した後に、その政治制度
を解説し、現在の政治問題を解説する。

7 イギリスの政治
同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

スペイン、イタリア、ポルトガルにおける政治社会の特
徴を指摘した後に、その政治制度を解説し、現在の政治問

8 南欧の政治 題を解説する。 高橋直樹 高橋直樹

ベルギー、オランダ、スイスにおける政治社会の特徴を
指摘した後に、その政治制度を解説し、現在の政治問題を

9 中欧の政治 解説する。 同・上 同　上

スウェーデン、ノルウェー・、デンマークにおける政治社
会の特徴を指摘した後に、その政治制度を解説し、現在の

10 北欧の政治 政治問題を解説する。 同　上 同　上

西欧デモクラシーに共通する、国内政治の課題を整理し、
つぎに、ECの統合を中心とする、国際政治と国内政治の

11 西ヨーロッパの 関係を解説する。 同　上 同　上
政治の今後

、

旧ソ連の政治体制と変動をぐロシア革命後の段階、特に
レーニン、スターリン、以後の共産党と国家の関係に即し 下斗米伸夫 下斗米伸夫

12 旧ソ連の政治 論じる。ペレストロイカにも触れる。 （法政大学 （法政大学
教授） 教授）

ペレストロイカ以後のソ連邦の崩壊と、その後の市場移
ペレストロイカ 行・民主化・国民国家への移行について、問題点にふれる。

13 からロシア連邦 ロシア以外のウクライナ、中央アジア、バルト諸国につ 同　上 同　上

へ いても、その相互関係を含め論じる。

社会主義体制の崩壊に伴いなぜ民族問題が噴出している

＼ のかを、ソ連、チェコスロバキア、ユーゴスラビアなどを
14 独立国家共同体 例にしながら論じる。 同　上 同　上

の政治

第二次大戦後の東欧諸国を、ソ山型システムの導入と矛
盾、改革と自立、そしてペレストロイカに伴う崩壊のプロ

15 東欧の政治 セスに即して論じる。 同　上 同　上
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＝第三世界の政治＝（R）

〔主任講師：高橋和夫（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　中東、アフリカ、ラテン・アメリカ、インド亜大陸の政治の理解のための知的枠組みと基礎的な情報の提
供を目指す。同時に比較政治と地域研究の立場から第三世界の政治の理論的な分析を目指す。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

第三世界研究に長年かかわってきた三人の講師が、研究 高橋和夫
上の難しさや喜びなどを語りながら、それぞれの専門地域 高橋和夫 （放送大学

を紹介する。エスニック音楽なども流れて、気分はもう第 （放送大学 （助教授）

1 第三世界への 三世界。 助教授） 勝俣　　誠
招待 （明治学院

大学教授）

孤崎知己
（専修大学

助教授）

中東の全体像を紹介する。またイラン出身のモハマッド
2 中東という世界 ・ナギザデ明治学院大学教授をゲストに招いて、西アジア 高橋和夫 高橋和夫

の人々が日本をどう見ているかを尋ねる。

クルド民族の紹介とイランのクルド問題を解説する。ク
ルド問題を考える上でも、イランの将来を展望する上でも 同　上 同　上

3 クルド人とは 必要不可欠な知識である。

トルコのクルド人の反政府ゲリラ組織PKKの基地を取
材したジャーナリストの勝又郁子さんをゲストに迎え、ト

4 トルコのクルド ルコのクルド問題を紹介する。 同　上 同　上

イラクの将来を考える際のカギとなるイラク北部のクル
ド問題を紹介し、その将来を展望する。

5 イラクのクルド 同　上 同　上

アフリカと言う地域を解説する。

6 アフリカの政治 勝俣　　誠 勝俣　　誠
（1）

帝国主義の時代のアフリカの政治を論ずる。

7 アフリカの政治 同　上 同　上
（2）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

独立以後のアフリカの政治を論ずる。

8 アフリカの政治 ．勝俣　　誠 勝俣　　誠
（3）

インドと言う地域を紹介する。
佐藤　　宏 佐藤　　宏

9 インド亜大陸の （（特）アジ （（特）アジ

政治　　（1） ア経済研究 ア経済研究
所主任調査 所主任調査
研究員） 研究員）

帝国主義の時代のインド亜大陸の政治を論ずる。

10 インド亜大陸の 同　上 同　上
政治　　（2）

独立以降のインド亜大陸の政治を論ずる。

11 インド亜大陸の 同　上 同　上
政治　　（3）

ラテン・アメリカと言う地域を紹介する。

12 ラテン・アメリ 孤崎知己 孤崎知己
カの政治（1）

戦前までのラテン・アメリカの政治を論ずる。

13 ラテン・アメリ 同　上 同　上

カの政治（2）

戦後のラテン・アメリカの政治を論ずる。

14 ラテン・アメリ 同　上 同　上

カの政治（3）

各地域を比較し、地域研究、第三世界研究、そして比較
政治のもつ問題点を考える。 勝俣　　誠

15 比較と分析 高橋和夫 高橋和夫
孤崎知己
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＝＝ ｻ代の行政＝（R）
〔主任講師：森田　朗（東京大学教授）〕

全体のねらい
　行政国家といわれる現代国家では、市民生活の大部分に行政活動が関わっているが、その全体像を理解す
ることは容易ではない。この講義では、行政活動の枠組である基本的制度について論じるとともに、行政活
動の社会的機能、およびその担い手たる行政官僚制の構造と特質についての理解を深めることをめざす。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 「行政」とは何

ｩ？

　行政国家といわれる現代国家において、行政とはどのよ
､なものか。自動車に関わる行政を例として、現代行政に
ﾍ、枠組となる「制度」、社会へ向けての「活動」、そし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ﾄ担い手たる「組織」の3つの側面があることを述べる。

森田　　朗
i東京大学

ｳ授）

森田　　朗
i東京大学

ｳ授）

2 行政国家の成立

　歴史的に社会経済が発展することによって、行政活動も
g大し質的に多様化してきた。それとともに、三権間にお
｢て行政府が相対的に大きな権力を保有するようになり、
s政国家が誕生した経緯を論じる。

同　上 同　上

3 行政学の発展

@　　♂

　行政国家の誕生とともに、効率的な行政活動を行いっっ、
ｯ主的な統制を確保する方法を模索して、アメリカで行政
wが発達した。アメリカ行政学で展開された政治行政分断
_から政治行政融合論への変化について述べる。

同　上 同　上

4 現代の政府体系

　現代行政の前提をなす国家、中央一地方関係、議会・裁
ｻ所・行政府の三権関係、行政機構といった政府体系の構
｢とそれが有する問題点について、歴史的な発展過程およ
ﾑ外国との比較の観点から解説する。

同　上 同　上

5 行政活動と政策

　行政の「活動」の側面について、多くの課題を抱える現
繧ﾌ社会システムの制御という観点から、その基本的な仕
gと限界を明らかにし、行政活動のシナリオともいうべき
ｭ策の概念について論じる。

同　上 同　上

6 政　策　過　程

　政策課題の設定から、政策原案の作成、法律等の形式に
謔髏ｭ策の決定、そして政策の実施、その結果についての
]価という5つの段階からなる政策過程について解説し、
ｻれが循環過程であることを明らかにする。

同　上 同　上

7 執行活動　1
鼕譓?ﾌ作成

　本来の行政活動というべき政策の執行活動に焦点を当て、
K制行政およびサービス行政の具体例を素材にして、執行
?ｮ枠組としての制度、必要とされる行政資源、手段等を
l慮して活動のための具体的な基準がいかに作成されてい
ｭかについて考察する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

前章の具体的事例を用い、社会との接点である執行活動
の最前線におけるいわゆるストリートレベルの行政官の行

8 執行活動　豆 動の分析を通して、執行活動の制約条件、行政官の行動様 森田　　朗 森田　　朗
一基準の適用 式等について考察する。

現代の行政活動が法律の根拠を要し法律に基づいて行わ
れなければならないことはいうまでないが、現実には、全

9 法治行政と行政 活動を法律によって拘束することはできない。この章で 同　上 同　上

裁量 は、現代の行政における法律の機能、行政裁量とその統制
のありり方、そして行政指導について述べる。

行政活動は、官僚制と呼ばれる巨大で複雑な組織によっ
’て担われている。この章では、主としてM．ウェーバーの

10 官　僚　制（1） 官僚制論の紹介を通して、近代官僚制の構造的特質を明ら 同　上 同　上

一構造的特質 かにし、現代の巨大化した官僚制を理解し、それがもつ限
界についても考察する。

現代組織論の枠組を使って、官僚制において各構成員の
官　僚　制（H） 行動がいかにして組織としての行動に統合されるのか、と

11 一作動メカニズ いう組織活動の動態を、情報の伝達および決定のあり方に 同　上 同　上
ム 焦点を当てて考察する。

官僚制において働く人々は、さまざまな動機で行動す
る。官僚の心理とそれが引き起こすいくつかの官僚制の病

12 官　僚　制（皿） 理現象について解説し、それを予防し克服するための諸方 同　上 同　上

一官僚の行動 策について論じる。

今日国際的にも注目されている戦後日本の行政システム
日本の行政シス について、その制度的特質、とくに国会と内閣の関係、安

13 テム1 定した省庁編成、政策形成過程等について、マクロ的な視 同　上 同　上

一政官関係と官 点から考察する。

僚制の特質

前章に続き、戦後日本の行政システムの特質を、官僚の
日本の行政シス 行動様式、業界と行政機関との関係、用いられる行政手法

14 テムH： 等のミクロ的な視点から考察し、現在行政システムが直面 同　上 同　上

一官僚制の行動 している課題について論じる。
様式

議会や裁判所等の制度的統制機＝構の有効性が失われた状
況においていかなる統制の方法が考えられるのか、行政責

15 行政責任と行政 任論に言及しっっ検討し、情報公開、行政手続保護、市民 同　上 同　上

の民主的統制 参加の諸制度の有効性について論じる。
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＝現代アメリカの政治＝　（TV）

〔圭無理難文磯藤斌轟犠1〕

全体のねらい
　アメリカの政治は、グローバルな視点に立っても、あるいは、日本との関係で考えても重要な意味を持つ。
アメリカの政治について正確な理解を持つことは、政治学の重要な課題の一つである。ただアメリカの政治
には、日本や西欧の政治と比較しても、ユニークな面が多い。その理解のためには、体系的な学習が必要と
されよう。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 合衆国憲法

　合衆国憲法の制定過程とその基本原理を明らかにする。
Aメリカが世界で初あて成文憲法を制定したことの意義を
燒ｾし、次いで、合衆国憲法の基本原理である権力分立の
ﾓ味に言及する。さらに憲法修正の手続きと主要な修正条
?ﾉもふれたい。

阿部　　齊
i放送大学

ｳ授）

阿部　　齊
i放送大学

ｳ授）

2 連　邦　制　と
n　方　自　治

　アメリカの政治における連邦制の意義を理解するために、
Aメリカの州と日本の都道府県とを対比する。連邦法と州
@の違いにもふれたい。また、地方自治体の政府が、日本
ﾌ市町村と異なり、多様性を持つこ．とを明らかにしながら、
n方自治体の特質を検討する。

同　上 同　上

3 大　　統　　領

　ヨーロッパの大統領制と比較しながら、アメリカの大統
ﾌ制の特徴を明らかにする。大統領の権限、副大統領の地
ﾊにふれた後、大統領が統括する行政部を概観する。具体
Iには、各省庁の構成、大統領府の機能、独立行政機関の
�рﾈど言及したい。

同　上 同　上

4 連　邦　議　会

　連邦議会の二院制が両院対等というユニークな特徴をも
ﾂことを説明した後、委員会を中心とした法案の審議過程
�ﾆりあげる。さらに、議員が地域代表的な性格を持つた
ﾟ、国民代表的な立場に立つ大統領と議会との間には、不
fの対抗関係があることにふれる。

久保文明
i慶磨義塾

蜉w教授）

久保文明
i慶磨義塾

蜉w教授）

5 最高裁判所

　最高裁判所の違憲立法審査権が持つ政治的意義を明らか
ﾉした後、政治的に重要な意味を持った判決、たとえば、
hレッド・スコット判決ニューディール立法に対する違憲
ｻ決、ブラウン判決などをとりあげる。最近の最高裁の保
迚ｻにも言及したい。

阿部　　齊 阿部　　齊

6 選　　挙　　と
I　挙　制　度

　まず、大統領選挙と連邦議員選挙の制度を説明し、次い
ﾅアメリカの選挙の特徴ともいえる有権者の登録制度と予
�I挙をとりあげる。さらに、最近棄権率が増大している
ｱとの意味を探りながら、政治全体のなかで選挙が持つ意
｡が変わりっっあることにふれる。

久保文明 久保文明

7 政党と政党政治

　アメリカの政党制の特徴とされる二党制とローカリズム
ﾉついて説明した後、今日の二党制を構成する民主・共和
ｼ党を概観する。次に、両党の支持基盤を分析し、支持基
ﾕ再編成としての「決定的選挙」にふれる。最近の脱政党
ｻの傾向に言及したい。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

アメリカの政治における利益集団の役割を明らかにした
後、利益集団の代理人として活動するロビイストをとりあ

8 利益集団とその げる。また、利益集団の政治活動として大きな意味を持つ 久保文明 久保文明
活動 PACにもふれたい。さらに、最近重要性を増している公

益集団にも言及する予定である。

アメリカの政策決定過程において、大統領、行政部、連
邦議会、政党、利益集団などが果たす役割を明らかにする。

9 政策決定過程 さらに、最近その影響力が注目されているシンク・タンク、 同　上 同　上

政策争点ごとに形成されるイッシュー・ネットワークにも
言及したい。

アメリカの特徴の一つは、人種的民族的に多元的なこと
である。黒人の政治的発言権の増大は、アメリカの政治に

10 人種と 大きな影響を与えてきたが、最近では新しいタイプの黒人 阿部　　齊 阿部　　齊

エスニシティ 政治家の台頭が注目される。また、スペイン系アメリカ人
の急増も無視しえぬ意味を持つ。

アメリカでも性別格差は歴然と存在しているが、1960年
代以降、積極的優遇措置などにより、雇用面では格差はか

11 女　　　　　性 なり是正された。しかし、政治における男女格差は依然と 同　上 同　上

して厳しい。格差是正の方策と女性政治家の可能性などを
考える。

アメリカの福祉国家の歴史的形成の過程をたどり、今日
の社会保障制度の概要を明らかにする。さらに、福祉政策

12 福祉政策と貧困 との関連で、アメリカの貧困の原因、現状、対策などを検 久保文明 久保文明
討したい。

まず、アメリカ外交の特徴とされる孤立主義、膨張主義、
イデオロギー第一主義などを説明し、次にアメリカ外交の

13 外　　　　　交 文脈のなかで、冷戦の意味を究明する。さらに、冷戦終焉 阿部　　齊 阿部　　齊

後の国際政治への対応を湾岸戦争や「新世界秩序」構想な
どを手掛かりとして検討する。

アメリカの政治に内在する政治的原理を検討する。協和
主義、民主主義、自由主義、立憲主義、革新主義、平等主

14 政　治　文　化 義といった諸原理をとりあげ、ヨーロッパと比較しながら、 同　上 同　上

アメリカ的特質を明らかにする。最近の新自由主義と保守
主義の関連にも言及する。

ニューディールの時代にアメリカの政治は大きく転換し、
「大きな政府」のもとで社会改革を進ある政治が新しい伝

15 現状と課題 統になった。しかし、80年代以降、潮流は変わり、保守主 久保文明 久保文明
義が支配的になっている。こうした現状を踏まえて、90年
代を展望する。
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＝日本政治思想史＝（R）

〔主任講師：平石直昭（東　京　大　学　教　授）〕

全体のねらい
　主に徳川時代（西暦17世紀～19世紀半ば頃）の約二百五十年間の政治思想（広義）を扱う。①各時期の歴
史的背景と関連させて主な観念の変化を跡づける。②代表的な思想家の内在的な理解と今日的な意味の導出
に努める。③一般的な概説よりは、新しい見方や論点の提出に重点をおき、学生が自分の頭で考える参考に
する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 キリシタン禁教

ﾌ思想

　はじめに講義全体の構成について概観したのち、今日の
蜻閧ﾉ入る。全国統一をめざす武士政権がどんな理由から
Lリシタン禁教と弾圧に至ったかをみる。秀吉段階と家康
E秀忠段階の違いの分析に重点をおき、とくに崇伝執筆の
ﾇ放文を重視する。

平石直昭
i東京大学

ｳ授）

平石直昭
i東京大学

ｳ授）

2 天道思想の諸相

　近世初期における幕府権力の自己正統化の施策（家康の
痩ﾆ的守護神化）をみたのち、当時の支配的な言説だった
u天道」思想が様々な観念の折衷としてあったこと。また

ｻれが担っていた思想的な課題（キ．リシタン神学との対抗
ﾈど）を分析する。

同　上 同　上

3 新儒学の受容と

¥想

　理学や心学など、新儒学の体系的な導入や構想の努力を、
ｼ永尺五、中江藤樹に即してみる。とくに一般庶民層まで
?ﾛした普遍的な教説として儒教が強調された理由、尺五
ﾉおける二つの「気命」の区別、藤樹の「なりはひ」論な
ﾇが分析される。

同　上 同　上

4 儒学思想の展開

　近世前期における儒教をとりまく客観状況の変化（寺請
ｧの一般化など）をみたのち、儒教古典や二二学研究の進
Wと自分の生きる日本の現実への理解の深化の中で、儒教
v想が再定式化されてゆく諸相をみる。蕃山の朝幕関係論、
f行の士道論などが扱われる。

同　上 同　上

5 仁斎学の基本構

ｬ

　前期儒学の最高の達成として伊藤仁斎の儒学についてみ
驕B陰陽と仁≡義の区別、性と道徳の区別など程朱学的な天
l相関論の否定とともに「天道福聡慧淫」の再定式化が
烽ﾁた意味、またその古義学の方法や論孟中心主義につい
ﾄ分析する。

同　上 同　上

6 仁斎の鬼神論／
A棟の古文辞学

　仁斎の鬼神・ト三論の分析を通して、彼が三代聖王と孔
qを区別し、政治と道徳の二領域を峻別していたことをみ
驕Bついで仁斎学を継承しつつ独自の儒学を＝構築した近世
?冾ﾌ儒者荻生祖採にうつり、今回はその古文辞学という
菇@論を時代背景との関連で分析する。

同　上 同　上

7 祖採学の基本構

ｬ

　近世思想史の転回点に立つ祖採学を、その主要な側面に
ｦして分析する。仁斎以上に徹底した天人相関論の打破、
Vの不可知化、聖人信仰、道の聖人制作説と窮理観の関連、
ｹ人が建てた仮構としての鬼神観、　「物」としての六経と「道」の区別、　「格物致知」論などを扱う。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

　　‘i所属・職名） （所属・職名）

近世中期における庶民層の社会的自覚の高まりを示すも
のとして石田梅岩の思想を扱う。一世代前の西川如見らの

8 石門心学論 町人エトス論との比較、　「市井の臣」論における藤樹や但 平石直昭 平石直昭
棟との比較、商業利益の正当化にみられる特徴、道徳・職
業を共に天命で正当化する思想など。

太宰春台・海保青陵に即して、但裸の経世思想が近世中
期～後期にかけてどう変容していったかをみる。商品経済

9 経世思想の展開 に対する三者の対応の仕方の違い、春台に現われる利己的 同　上 同　上
人間像の青陵での展開、商品売買を引照基準とした天理観
の提出、世襲制批判の論理などをみる。

祖そ來学が近世後期の思想界に与えた影響の諸相をみる。
古文辞学の方法が蘭学や国学など儒学以外の分野に与えた

10 祖裸学の影響の 影響、その「天地自然」の不可知観が、三浦梅園の自然哲 同　上 同　上
諸相 学や本居宣長の国学、吉益東洞の古医方を促した面、また

民俗学的関心の高まりを導いたことなど。

契沖以来の歌学と荷田春満の皇国学が賀茂真淵で合流し
宣長学の形成を準備する過程を概観したあと、初期宣長に

11 本居宣長の国学 即して、儒教に代る全体的思想像の基礎を彼がどう作って ・　同　上 同　上
いったかをみる。主に契沖、真淵、祖そ來からの影響や示唆
がどう組合わされているかを分析する。

近世中期における特徴的な西洋像を新井白石、荻生祖裸、
伊藤東涯、西川如見、西川正書についてみる。ついでそれ

12 西洋像の変遷 らの西洋像が、近世後期に蘭学を介した理解の深化により 同　上 同　上
修正変容される様子を前野良沢、杉田玄白、本多利明らに
即してみる。

19世紀初頭に邦訳されたケンペルの「鎖国論」がいかに
日本の鎖国策を正当化しているかを検討する。ついで幕末

13 「鎖国論」とそ 期に本書が日欧双方にとって議論の共通ベースになった経 同一上 同　上

の影響 緯：を考察し、　「鎖国論」が日本の開国を促した皮肉な事情
を分析する。

日本・中国・朝鮮という東アジア三国のうち日本がいち
早く近代化に着手した歴史的条件として、儒教の社会的存

14 西欧の衝撃と日 在形態の違い、支配エリート層のエトスの違い、旧体制の 同　上 同　上

本の開国 構造的相違、世界秩序像の相違などに即して、比較の見地
から検討する。・

幕末の儒教的思想家をとりあげて、儒教的価値の多様性
と多義性が西洋文明に対する評価の相違をうんだ事情を明

15 幕末政治思想論 らかにする。その上で後期水戸学の「国体」論、佐久間象 同　上 同　上

山の自然科学観とその国民教育の必要論、横井小楠の0議
輿論思想を近代日本と関連させてみる。
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＝近代国家と近代革命の政治思想＝　（R）

（圭騰臨締飯麟轟無二獲1〕

全体のねらい
　市民革命と近代国家を導き、またそれについて考察した政治思想の諸相を、18、19世紀の歴史過程に即し
て論ずる。思想と時代の現実との関わりを重視するが、後代に引き継がれる思想史上の問題も考察する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

政治思想における近代の意味を考えることを通じて、講
義の対象と視角を定め、全体の見通しを与える。 松本礼二 松本礼二

1 政治思想に （早稲田大 （早稲田大

おける近代 学教授） 学教授）

近代国家の構成原理をなす社会契約説の源流、ホッブス
とロックの政治理論をイギリス革命の現実との関わりの中

2 社会契約説（1） で考察する。 同　上 同　上
～ホッブスとロック

自然権理論と並んで革命に根拠を与えた歴史思想の展開
貴族の自由と と権力分立論とをモンテスキューを中心に考察する。 川出良枝 川出良枝

3 イギリス人の （東京都立 （東京都立
自由 大学助教授） 大学助教授）

～モンテスキュー

啓蒙の政治思想の意味を、個々の思想家というより、共
啓蒙の政治思想 通する思考様式に注目し、フィロゾーフの立場に関する知

4 ～フィロゾーフと 識社会学的考察を加えて考える。 松本礼二 松本礼二
アンシャン・レジーム

ホッブスやロックの契約論を批判的に摂取すると同時に
「文明社会」の根底的批判を企てたルソーの政治思想を考

5 社会契約説（2） 察する。あわせて17・8世紀における社会契約論の意味を総 同　上 同　上
～ルソー 括し、その後の批判、20世紀末におけるその再生について

も考える。

アメリカ革命とフランス革命とを直接に導いたパンフ
革命のイデォロ レットrコモン・センス』，とr第三身分とはなにか2を中

6 ギー 心に、革命のイデオロギーを考察し、あわせてこの二つの 同　上 同　上
～ペインとシエース 革命の共通性と相違点を考える。

アメリカ革命と建国の思想を独立宣言起草者としての
アメリカ建国の ジェファソン、そしてマディソン、ハミルトン、ジェイの

7 思想 書いたrザ・フェデラリスト』を中心に考察する。 同　上 同　上
～ジェファソンと

『ザ・フェデラリスト』
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
反革命の政治
v想
@～パークと
@ド・メストル

　フランス：革命を徹底的に批判して近代保守主義の原点を
ﾈしたパーク、これを受けてさらに急進的な反革命の理論
�W開したド・メストルの思想を検討し、近代革命の意味
�?､から検証する。

松本礼二 松本礼二

9 ヘーゲル哲学と

ﾟ代

　近代革命とその帰結としての立憲国家に歴史哲学の見地
ｩら評価を加え、近代精神を総合したヘーゲル哲学の政治
v想における意義を検討する。 同　上 同　上

10
自由主義の
ｭ　治　思　想
@～コンスタン，ギゾ，

@　　　J．S．ミル

　近代革命の原理を継承する反面、フランス革命の現実へ
ﾌ批判から権力と自由との緊張関係を19世紀の状況の中で
?轤ｽあて問題にした自由主義の思想を英仏の代表的思想
ﾆに即して検討する。

同　上 同P上

11

近代民主制と自
R　～トクヴィル

　産業化と大衆化の文脈におけるデモクラシーの問題点を
Aメリカをモデルに考察したトクヴィルの政治思想を、そ
ﾌフランス革命論ともあわせて検討する。 同　上 同　上

12 社会主義と

@　無政府主義

　1848年を分水嶺とするヨーロッパの革命運動の中で生ま
黶A市民社会と近代国家に疑念を提出した思想として社会
蜍`と無政府主義を考察する。 川出良枝 川出良枝

13 女性解放の思想

　自由、平等という近代革命の原理にもかかわらず、ブル
Wョア社会の現実において男女の性差が社会的に固定化さ
黷骭X向を批判し、今日にまで問題を投げかけているフェ
~ニズムの問題を歴史的に考察する。

松本礼二 松本礼二

14
バジョットと
茶Cギリスの国

ﾆ構造』

　選挙法改革による大衆民主主義状況の到来を早熟的に予
zする中で、イギリスの政治的支配構造の分析を通じて20
｢紀の政治学を先取りしたバジョットの著作を検討する。 同　上 同　上

15

20世紀の政治的

o験と近代の
ｽ省

　大衆化と組織化が頂点に達した20世紀の歴史的経験、全
ﾌ主義や二つの世界戦争を経て、近代の語原理がいかなる
ｽ省を迫られてきたかを展望し、全体のしあくくりとする。 川出良枝 川出良枝
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＝＝ ｭ治過程の比較分析（’99）＝（TV）

主任講師〔
主任講師

片回忌謙雛灘辮％零蟻格議繍難蠣謹白：白白
や統治機構の上での相違性がある。これらの論点の検討をつうじて、政冶過程の比較分析を試みる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

イデオロギー対立
ﾌ構造：

tランス

　　　　歴史的アプローチ第一部

@フランス革命に始まるといわれるフランスにおける左右の厳
ｵい対立が、戦後どのように再生産されたかを・ドイツによる
阯ﾌとレジスタンスの遺産、労使関係の展開、東西冷戦、植民
n独立への対応などの争点をつうじて、検討する。

大嶽秀夫
i京都大学

ｳ授）

大嶽秀夫
i京都大学

ｳ授）

2

イデオロギー対立
ﾌ構造：

坙{

フランスの例と比較しながら、日本における左右のイデオロ
Mー対立がどのように形成され、展開されたかを検討する。と
@　　労使関係、再軍備と平和運動、東西冷戦、アジアにおけくに、る冷戦などの争点が日本の国内政治をどう特徴づけることに

ﾈったかを検討する。

同　上 同　上

3

戦後の高度経済
ｬ長：
tランス

　1950－60年代にヨーロッパで最も目ざましい経済成長を遂げ
ｽといわれるフランス経済において、政府の高級官僚（テクノ
Nラート）の果たした役割や、それを支えた政治指導、とくに
hゴールの役割を検討する。また、財界・政府の役割について
煬沒｢する。

同　上 同　上

4

戦後の高度経済
ｬ長：
坙{

　1950－60年代における日本の高度成長を、大蔵省、通産省な
ﾇの果たした役割や、日本型市場の構造などから説明する議論
�沒｢する。そしてフランスとの比較において、敗戦を契機と
ｷる政治文化の変化の重要性如何という問題に考察を加える。

同　上 同　上

5
民主化から自由化

ﾖ：フランス

　1968年の5月革命の与えた、社会的、経済的、政治的インパク
gを検討し、そこから生まれてきた左翼・リベラル優位のシス
eムから、ミッテラン政権の誕生を経て、やがて市場競争を再
ｱ入する試みが登場するまでの過程を分析する。

同　上 同　上

6
民主化から自由化

ﾖ：日本

　60年代末の地方自治体における革新首長の登場から、オイ
求Eショックを経て、労働運動が変質し、さらに、行政改革の
ｼでネオ・リベラリズムが登場し、官と民との関係の再調整や
沁モﾌ見直しが行われていった過程を分析する。

同　上 同　上

7
世紀転換期の
tランスと日本

　1980年代中期に中曽根首相とシラク首相の下に、民営化など
V自由主義政策が導入されたあとの日本とフランスの・一見し
ｽところ対照的な展開を跡づける。とくに労使関係・福祉政
�A政党の再編、対外的経済政策に焦点を置いて検討を加え
驕B

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
政治過程の全体的

¥図

第二部　構造的アプローチ
@半大統領制と議院内閣制、あるいは大統領と総理大臣との比較や、内閣、与党、議会、行政官僚制など、主たる政治制度・

Aクター間の関係を検討することを通じて、政治過程の全体的な見取り図を描く。

野中尚人
i学習院大

w教授）

野中尚人
i学習院大

w教授）

9 議会と立法過程 同　上 同　上

10
行政官僚制の構造
ﾆ機能 同　上 同　上

l
l

政党と政党システ

　自民党による一党優位性の継続が与野党間関係や自民党の内部システムにどのような影響を与えてきたのかを分析する。また自民党とフランスのRPRとを比較しつつ、政党の内部組織、人事の仕組み、政策過程の特徴などについて検討する。

同　上 同　上

12 選　　　　　　挙 同　上 同　上

13

政治的リーダー　　9シッフ

　フランスの大統領と日本の首相との政治的リーダーシップのあり方の違いを、与党との関係、議会との関係、スタッフのリクルートメントといった構造的側面から検討する。リーダー

Vップの強弱やスタイルが歴史制度的に規定されていることも論じる。

同　上 同　上

14
政策決定のパター

　合意形成のあり方と、エリート・リーダーへの委任の形態を日本とフランスの間で比較検討する。トップ・リーダーの役割、総合調整の仕組み、政党による政策過程への関与のパター

、同　上

同　上

15 1990年代の政治変

ｮ

　日本における93年の自民党単独政権から連立政権への移行、フランスにおけるコアビタシオンの頻繁な出現など、90年代に入って日仏両国の旧記は大きく変動しつつある。こうした変動の意味を構造的・歴史的に捉えて分析する。

同　上 同　上
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＝現代の国際政治＝（TV）

〔主任講師：高橋和夫（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　冷戦後の国際情勢の見取り図を提供することが本講座の眼目である。目指すものは、国際政治のミニァ
チュール（細密画）ではなく、全体の構i図を示すスケッチである。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

湾岸戦争で劇的な形で示されたように、テレビは国際政
治で大きな役割を果たしている。テレビを巧みに利用した 高橋和夫 高橋和夫

1 テレビと国際政 最初の政治家と言われるケネディについてボストンのケネ （放送大学 （放送大学

治 ディ博物館で語り、またアトランタのCNNセンターでア 助教授） 助教授）

メリカ主導のテレビ業界の再編成の問題点を指摘する。テ
レビの国勢政治への衝撃を考える。

第二次世界大戦後の世界は米ソ両超大国間の激しい対立、
つまり冷戦によって特徴付けられていた。マーシャル計画

2 ヨーロッパの冷 が発表されたハーバード大学の構内で、また「封じ込め」 同　上 同　上
戦 戦略を提唱したジョージ・ケナンの研究するプリンストン

高等研究所を背景に冷戦の起源を語り、その展開を振り返
る。

冷戦は朝鮮戦争によってアジアに拡大した。この朝鮮戦
争から冷戦史のクライマックスであるキューバ危機までの

3 板門店からキュ 国際政治を米ソ関係の；進展を軸に跡づける。 同　上 同　上

＿バへ

キューバ危機以降の米ソ関係の展開を追う。その主要な
テーマはデタントである。またソ連のアフガニスタン介入

4 デタント 以降の超大国間の関係である。 同　上 同　上

ゴルバチョフのペレストロイカが冷戦構造の枠組みを突
き崩した。冷戦を終結させたこのダイナミズムを分析する。

5 ペレストロイカ 同　上 同　上

と冷戦の終結

巨大な龍が天に登るような発展を続ける中国は、東アジ
アの国際関係にどのようなインパクトを与えているのだろ

6 中国という名の うか。中国の発展に、ロシア、日本、東南アジアはいかに 同　上 同　上

巨龍 対応しているのか。超大国アメリカの中国政策は？また中
国の発展を脅かす国内的要因な何か。中国の発展の国際政
治への衝撃を考える。

第二次世界大戦後の国際政治の大きなうねりの一つはア
ジア・アフリカ諸国の独立であった。この壮大なドラマを

7 アジア・アプリ 振り返り、その意味を考える。 同　上 同　上

カの独立
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当、
u　師　名
i所属・職名）

8 インドシナ戦争

ﾆASEAN

　戦後の東南アジアの現代史を振り返り、その将来を展望
ｷる。その中でも経済的に最も成功したシンガポールでの
Cンタビューや博物館のロケ映像を織り混ぜながら日本と
兼?Aジアとの関係についても言及する。

高橋和夫 高橋和夫

9 ドル支配の崩壊

ﾆ混乱

　第二次世界大戦後の国際通貨体制の変遷を描写しつつ、
ｻの変化の原動力となった金融の国際化の意味を考える。
甯繧ﾌ通貨体制の骨格を決めたブレトン・ウッズ会議、ま
ｽ変化の節目となったスミソニアン博物館のプラザ・ホテ
汲ﾅの会議なども、現場を訪れて跡づける。

同　上 同　上

10 貿易体制の変遷

　第二次世界大戦後の国際貿易体制の枠組みの成立と変遷�
T
観
す
る
。
、

同　上 同　上

11 南　北　問　題

　地球上には貧しい国々と豊かな国々が並存している。こ
ﾌ貧富の格差とそれにともなう様々な問題は南北問題とし
ﾄ知られる。この南北問題を巡る議論の展開を紹介する。 同　上 同　上

12 エネルギーと国
ﾛ政治

　国家は石油のために戦争をし、戦争のために石油を必要
ﾆする。また平時においては経済成長のために石油を必要
ﾆする。振り返ってみると20世紀は石油を心あての争いの
｢紀でもあった。この石油と言う名の戦略物資を中心にエ
lルギーを巡る国際政治を論じる。

同　上 同　上

13 環境保護の政治

ﾍ学

　環境の大切さについては議論の余地がない。議論がある
ﾌは、環境保全のためのコストを誰が、どういうメカニズ
?ﾅ負担するかという点である。この環境保護の政治力学
�Tる。

同　上 同　上

14 国連／国際政治
�fす鏡

　国連の機能を麻痺させていた冷戦の終結により、国連へ
ﾌ期待が高まっている。その国連の歴史をニューヨークの
遭A本部で振り返る。また長年PKOの実施に関わった人
ｨとのインタビューなどを交えて、国連の直面する問題に
熕Gれる。

同　上 同　上

15 冷戦後の世界

　冷戦後という「戦後」の風景を三三し、その将来を展望
ｷる。またアナウンサーとの座談という形式でいくつかの
ｿ問に答える。 同　上 同　上
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＝現代日本の政治変動（’99）＝（TV）

〔主任講i師 山口二郎（北海道大学教授）〕

全体のねらい
　1993年以降の戦後日本の政治システムの大きな転換をあとづけ、変化の原因を探るとともに、これからの日本政治の
あるべき方向性について考察する。政党政治、官僚制と行政改革、地方政治の新たな動き、市場参加など様々な側面か．

ら変化を浮き彫りにしたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1

55年体制崩壊の虚
怐i1）一連立政権の意義

ﾆ限界

　1993年政変の過程を振り返り、なぜこの時期に自民党単独政
?ｪ崩壊したのかを明らかにする。そのうえで、細川政権以降
ﾌ連立政権が何を変えようとし、なぜ政治の転換に失敗したか
�l察する。そして、残された課題が何であるかを考える。

山口二郎
i北海道大

w教授）

山口二郎
i北海道大

w教授）

55年体制崩壊の虚 自民党単独政権の崩壊と同時に、政権交代可能な政党システ

2
像（2）一政党再編の夢と ムの必要性が叫ばれたが、自民党に代わる政党が生まれていな

｢のはなぜだろうか。政党再編成論を振り返り、なぜ政党再編
同　上 同　上

挫折 の試みが挫折したか、なぜ無党派層が増加したのかを考える。

55年体制崩壊の虚 小選挙区比例代表並立制は、日本の制度をどのように変えた

3
像（3）一選挙制度改革が のか。政治改革の目玉として導入された新しい選挙制度を検証

ｷる。そして、政治改革の意義を再検討し、さらなる改革の課
同　上 同　上

もたらしたもの 題について考える。

4 社会党の消滅

　55年体制の一翼を担ってきた社会党は、なぜ政党再編の渦の
?ﾅ消滅しようとしているのか。その歴史的役割をふまえ、土
艫uームから村山政権、新党運動の挫折の過程を検証しなが
轣A社会党の消長について考える。

新川敏光
i北海道大

w教授）

新川敏光
i北海道大

w教授）

5

利益団体と政治
i1）

J働組合と政治

　長年革新勢力を支えてきた労働組合は、経済構造の変化の中
ﾅ、その政党的役割をどのように変えようとしているのか、労
ｭ基準法改正、社会保障制度改革などの政策事例を検証しなが
迯lえる。

同　上 同　上

利益団体と政治 長年保守政党を支えてきた経済界は、経済構造の変化の中で
6 （2） その政治的役割をどのように変えようとしているのか、規制緩 同　上 同　上

経済界と政治 和、財政再建、景気対策などの政策事例を通じて検証する。

エイズ薬害事件、福祉汚職、金融不安と大蔵省など官僚制の

7
官僚支配の動揺と

ﾏ化
失敗がなぜ90年代中頃に噴出したのか。組織的要因、政策的要
��@り下げて考える。そして、官僚制による行政と行政責任 山口二郎 山口二郎
のあり方について検討する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1996年総選挙を契機に、行政改革が政権の公約となったが、

8
行政改革と言う課
閧ﾌ浮上

なぜこの時期に行政改革が必要なのかを考える。そして、1997
Nの行政改革会議の議論を振り返り、行政改革に対する取り組 山口二郎 山口二郎
みの仕方について検証し、真の改革課題についても考察する。

日本型福祉政策は、行政改革、財政危機の中でどのように再
9 福祉国家の再構築 構成させているのか。また、高齢社会の到来の中で、どのよう 新川敏光 新川敏光

な対応が行われているのかを検討する。

介護保険の導入、年金制度の改革、医療保険における負担の

10
社会保障システム

ﾌ再編
強化など、目まぐるしく動く社会保障政策について検討し、な
ｺ改革が必要か、改革をめぐる政治力学はどのようなものかを

同　上 同　上

考える。

政治と公共事業の関係について整理し、政治・行政改革の中

11 公共事業と政治
での公共事業改革の必要性について考える。また、財政再建に
謔ﾁて公共事業がどのように影響を受け、それが政治にどのよ 山口二郎 山口二郎
うな影響を及ぼすかを検討する。

官僚接待などの矛盾の噴出によって地方政治がどのように変

12
地方政治の新たな

W開

化したかを追跡し、情報公開や行政改革を推進する新しいリー
_ーの登場の過程を分析する。また、新潟県巻町、沖縄、岐阜
ｧ御嵩町などの住民投票運動の背景についても検証し、地方に

同　上 同　上

おける新たな民主主義の可能性について検討する。

13
分権改革の意義と

ﾂ能性

　地方分権委員会答申の意義と分権：改：革の今後の展開について

l察する。また、21世紀のあるべき地方自治の姿についても考
ｦてみたい。

同　上 同　上

安保再定義を契機とする日米安保体制の変質の過程を検証す

14
日本の対外政策の

ﾏ化
る。また、地球環境問題、アジア経済の安定化など新たな課題
ﾉ対する日本の対応を検討しながら、これからの日本の対外政

同　上 同　上

策の座標軸について考える。

15
日本型民主主義の
ﾁ質と今後の行方

21世紀の日本の民主主義のあるべき姿について考える。 同　上 同　上
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＝現代の経済学＝＝（TV）

　主任講師〔
　主任講師

雛田元盤面轡犠1〕

全体のねらい
　急激に変化している世界経済に対応して、現代の経済学も新しい発展を遂げつつある。この講義では、現
代経済学の共有財産になっている基礎理論をできるだけ正確に説明し、現在重要性を増している問題のいく
つかをとりあげて、経済学がいかなる解答を興し得るのかを示すことにしたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名、 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代の経済問題を説明する学問体系として、現代経済学
がどのような分析方法をとっているのかを概説する。具体 嘉治元郎 嘉治元郎

1 現代経済学の体 的には、理論モデルの性格、ミクロ分析とマクロ分析、実 （元放送大 （元放送大

系 証的経済学と規範的な経済学、などの経済学の諸分野につ 高高学長） 三二学長）

いて説明する。

家計の選好を示す無差別曲線を用いて、消費者行動、労
働供給、貯蓄行動について説明する。 新飯田　宏 新飯田　宏

2 家計の行動 （放送大学 （放送大学

教授） 教授）

利潤を最大化しようとする企業が、どのように産出量を
を決定し、生産要素の需要量を決定するかを説明する。

3 企業の行動 同　上 同　上

完全競争市場の均衡がどのような性格を持ち、役割を果
しているのかを交換、生産、消費者主権の観点から説明す

4 競争市場の均衡 る。 同　上 同　上

と有効性

市場構造のタイプにしたがって、独占・寡占・独占的競
争のモデル分析を説明し、完全競争市場における成果と比

5 不完全競争と産 較する。独占禁止法との関係についても明らかにされる。 同　上 同　上

業組織

いわゆる市場の失敗といわれる事例（外部性、公共財、
自然独占）について説明し、公共政策による資源配分の改

6 市場の失敗と公 善の可能性について説明する。また情報の不完全性に基づ 同　上 同　上

共政策 く市場の失敗と、政府の失敗についても触れる。

一国経済の活動水準がどのように測定されるかについて
説明し、GDP（GNP）をめぐるマクロ経済の循環図式

7 経済循環と国民 と、マクロ経済学の主要課題が何かを明らかにする。 同　上 同　上

所得
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

いわゆる有効需要理論にしたがって、総需要と総供給の
一致から、国民所得水準が決定されるモデルについて説明

8 国民所得水準の する。乗数理論、オープン・マクロの経常収支の決定につ 新飯田　宏 新飯田　宏
決定 いても触れる。

国富を構成する実物資産と金融資産の経済活動における
役割を説明しつつ、貨幣量と利子率の関係を明らかにする。

9 貨幣と利子・所 貨幣市場の需給均衡を通して所得と利子率がどのような関 同　上 同　上
得 係にあるかをLM曲線によって説明する。

消費関数（ケインズ型短期消費関数とライフサイクル型
長期消費関数）と投資関数について説明し、魚市場の均衡

10 消費・投資と 条件からIS曲線を導き、IS・LM両曲線によって所得 同　上 同　上
利子率 を利子率の同時決定のメカニズムを説明する。

経済安定化政策として利用される両政策の手段について
説明し、財政政策と金融政策の効果をIS・LM曲線によ

11 財政政策と って比較検討する。 同　上 同　上
金　融　政　策

貨幣供給・GNP・物価の関係を明らかにしっっ、オー
クン法則・フィリップス曲線について説明する。インフレ

12 インフレーショ 予想と自然失業率、スタグフレーションの関係も明らかに 同　上 同　上
ンと失業 される。

経常収支に対する3つの考え方を説明し、それぞれに対
応ずる経常収支調整政策を紹介する。一体、経常収支の調

13 国際収支と為替 整に国際協調は必要かどうかについて説明する。 同　上 同　上
レート

国民経済の供給能力が増大する要因を説明し、成長率の
不安定性を明らかにする。

14 経　済　成　長 同　上 同　上

景気循環の型と周期についての通説を紹介し、景気循環
発生のメカニズムを説明する。ついでケインジァン・マネ

15 景　気　循　環 タリスト、最近の新ケインズ派の景気循環についての考え 同　上 同　上

方を比較することで、マクロ経済についての各学派の意見
相違の核心を検討する。
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＝金融論（’99）＝（TV）

〔主任講師 岩田規久男（学習院大学教授）〕

全体のねらい
　金融は私たちに預金をはじめとする貯蓄手段を提供するとともに、企業等に対しては資金を調達する手段を提供して
　　　これらの金融活動は、国内総生産や雇用量や物価などのマクロ的な経済変数への影響を通じて、私たちの生活にいる。

大きな影響を及ぼす。この講義では日本の金融制度の仕組みを解説しつつ・金融活動をめぐる諸問題を説明する・

回 テ　一　マ 内ゴ　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
貸幣と決済システ

　私たちの経済では、お金（貨幣）が様々な取引の決済手段と
ｵて用いられている。貨幣が決済手段として機能するためには
k密、かつ安定した決済システムが存在しなければならない。
謔P回は日本の決済システムの仕組みについて説明する。

岩田規久男
i学習院大

w教授）

岩田規久男
i学習院大

w教授）

2
貸幣の貸借と資金
ﾌ運用・調達

　個人や企業の中には、一方に貨幣が余っているものが存在
ｵ、他方に貨幣が不足しているものが存在する。第2回は貨幣の
ﾝ借の仕組みと日本全体の貨幣の流れについて説明する。

同　上 同　上

3 金融機関の役割

　貨幣の貸借には様々な取引費用がかかる。この取引費用をで
ｫるだけ小さくして貨幣が貸し手から借り手にスムーズに流れ
驍謔､にするのが、各種の金融機関の役割である。第3回は金融
@関の役割を情報の不完全性という視点から説明する。

同　上 同　上

4
日本の金融機関と

ﾝ幣の流れ

　日本の金融機関の種類、各々の金融機関の機能の相違、及
ﾑ、貨幣が各種の金融機関を通じてどのように流れるかを説明
ｷる。

隔同　上 同　上

5 銀行と貸幣の供給
　貨幣を定義したうえで、貨幣は日本銀行と民間銀行とによっ
ﾄ供給されること、及び両者の関係について説明する。

同　上・ 同　上

6
貸幣の需要と利子

ｦ
利子率とは何かを説明した後に、貨幣のさまざまな機能に着

ﾚしつつ、貨幣の需要と利子率との関係を説明する。
同　上 同　上

7 利子率の決定

　利子率は、第5回で説明した銀行による貨幣供給と、第6回で
燒ｾした個人や企業の貨幣需要とを等しくするように決定され
驍ﾆ考えられる。第7回はこの流動性選好説と呼ばれる利子率決

阯攪_を説明する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名
（所属・職名） （所属・職名）

利子率は、企業の在庫投資や設備投資及び個人等による住宅
8 利子率と投資 投資に大きな影響を及ぼす。第8回はこれらの投資がどのような 岩田規久男 岩田規久男

メカニズムを通じて利子率に依存するかを説明する。

日本銀行による金融政策は貨幣の供給量や利子率に影響を及
9 金融政策の手段 ぼし、利子率は企業等の設備投資に影響を与える。第9回は金融 同　上 同　上

政策の手段にはどのようなものがあるかを説明する。

ケインズ・モデル 代表的マクロ経済モデルのひとつであるケインズ・モデルを
10 における金融政策 用いて、金融政策が国内総生産や雇用量や物価に及ぼす影響を 同　上 同　上

の効果 説明する。

古典派モデルにお もう一つの代表的マクロ経済モデルである古典派モデルを用
11 ける金融政策の効 いて、金融政策が国内総生産や雇用量や物価に及ぼす影響を説 同　上 同　上

果 明し、ケインズ・モデルと比較する。

12
国際金融と金融政 　為替レートと貿易とを考慮して、金融政策が為替レートへの

e響を通じて国内総生産や物価にどのような影響を及ぼすかを 同　上 同　上
説明する。

1980年代半ば以降から、金融先物、オプション、金融スワツ

13 新しい金融取引
プなどのデリバティブと呼ばれる新しい金融取引が盛んになう
ｽ。第13回では、これらの新しい金融取引の仕組みとその機能 同　上 同　上

を説明する。

金融システムの安定を図る金融規制は、規制がいきすぎると

14
金融自由化一金融
rックバンー

金融の非効率を招く。第14回は80年代の初め以後進められてき
ｽ金融自由化と、2001年に完成予定されている金融バックバン 同　上 同　上

について説明する。

15
金融規制と金融シ
Xテムの安定

　経済の安定にとっては、金融システムが安定していることが
d要である。金融システムの安定を図る手段としての金融規制
笳a金保険機構等の仕組みについて説明する。

同　上 同　上
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＝財 政 学＝　（TV）

〔主任講師：貝塚啓明（中央大学教授）主任講師：宮島　洋（東京大学教授）〕

全体のねらい
　財政のシステムは制度としてかなり複雑であるが、なるべく平易にこれを説明し、公共部門のもつ役割を
主として公共支出と租税についてくわしく説明し、その機能を経済的に明らかにする。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

財政とは、経済活動のなかでどのような特色をもつか、
実例をあげ、これからの講義の構成を説明する。 貝塚啓明 貝塚啓明

1 財政とはなにか （中央大学 （中央大学

教授） 教授）

公共部門の行動と民間部門の行動は、異っている。市場
経済の下での民間部門の行動と民間部門の経済活動がもた

2 公共部門と らす外部不経済などの市場の失敗を是正する政府の役割を 同　上 同　上

民　間　部　門 示す。

この節では、財政システムの中心的な制度である予算に
日本の財政シス ついて説明する。それとともに予算ができ上がるプロセス

3 テム（1） を跡づける。また、財政計画についてもふれる。 同　上 同　上
一二二一

政府収入の中心である血税の概要を説明する。直接税と ／

日本の財政シス 間接税などの分類にもふれる。また、公債発行の制度的側
4 テム（2） 面にもふれる。 同　上 同　上

一租税と公債一

日本の地方財政システムの概略を説明する。地方交付税
日本の財政シス の役割、地方税の構成などが扱われる。地方分権について

5 テム（3） もその考え方と日本の地方分権のあり方がふれられる。 同　上 同　上

一地方財政一

公共部門の存在理由として、純粋公共財の必要性が説明
される。公共財の理論のもっともわかり易い議論が紹介さ

6 公共部門の役割 れる。 同　上 同　上

現実の公共部門は、多様である。準公共財と呼ばれるも
のや、場合によっては私的財も公共部門が供給する。また

7 公共部門の多様 社会資本も民間資本に対して独自の役割をもつ。 同　上 同　上
性
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容． 講　師　名 講　師　名

一r （所属・職名） （所属・職名）

財政支出の分野に占ある社会保障の比重は高い。社会保
障の役割は、財政からみても重要である。社会保険の機能

8 公共部門と など、的確な説明が必要である。また、高齢化社会への移 貝塚啓明 貝塚啓明
社　会　保　障 行と社会保障との関係にもふれる。

租税をどのような税目から課税すべきか、その組み合わ
せを考えることは重要である。公平さ、中立性、簡素など 宮島　　洋 宮島　　洋

9 租　税　体　系 の要件が説明される。また、歴史的発展にもふれる。 （東京大学 （東京大学
教授） 教授）

直接税のなかで中心的な祖税である所得税の仕組みが説
明される。所得のなかで資産性所得の課税のあり方やクロ

10 所　　得　　税 ヨン問題にも言及される。 同　上 同　上

日本の租税のなかで比重が高い法人税の仕組とその働き
を説明する。個人の所得と法人所得との関係、法人税のも

11 法　　人　　税 つ企業投資への影響がとり扱われる。 同　上 同　上

最近導入された消費税やECが採用する付加価値税の仕 2

組みを説明する。また、過去にあった個別消費税との対比
12 消　　費　　税 で一般税としての消費税の特色が述べられる。 同　上 同　上

相続税や固定資産税などのストックに課税される資産税
の特色が説明される。全体の税体系のなかでの地位、その

13 資　　産　　税 仕組みなどが議論される。 同　上 同　上

公債発行がマクロ経済にどのような影響を与えるかを扱
う。公債の負担の概念の明確化や、金融上の役割にもふれ

14 公債発行の る。 貝塚啓明 貝塚啓明
問　　題　　点

21世紀を展望したときの日本の財政問題にふれる。高齢
化と公共部門の規模、公債発行の比重、社会資本整備のあ

15 り方を論ずる 同　上 貝塚啓明
今後の財政問題

＼

宮島　　洋
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＝国　際 経　済 学：＝（R）

〔主任講師 嘉冶元郎（元放送大三三学長）〕

全体のねらい
　国際経済学の主要な内容について解説し、世界経済の現状について理論的に分析を加える。このことを通
して、わが国の国際社会における地位と役割を明らかにする。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 国際経済学とは

ｽか

国際経済学の対象
ﾎ外経済取引
ﾎ外取引の種類
ﾎ外取引と国際通貨
ﾊ貨の交換と為替レート
総ﾛ収支とその表示

嘉治元郎
i元放送大

��w長）

嘉治元郎
i元放送大

��w長）

2 国際貿易の理論

貿易活動の目的
芒r生産費説
ｩ由貿易の利益 同　上 同　上

3 自由貿易論

今日の世界貿易体制
ｩ由貿易論の基本原理
ｩ由化に伴う摩擦
f易自由化とそれに対する反対論

同　上 同　上

4 保護貿易論

保護i貿易政策

ｩ由貿易理論の諸前提
c稚産業の保護
o済的安全保障への配慮

同　上 同　上

5 国内経済と
ﾎ外経済関係

開放巨視モデル　　総需要と総供給　　政府購入
ﾆ計の消費　　企業の投資　　封鎖巨視モデル
A入の説明　　輸出の説明　　貿易乗数の理論 同　上 同　上

6 貿易外収支

貿易外収支とは何か　　サービス取引の特長
Tービス需要の増大　　金融活動の国際化
f易外収支と生産要素の国際移動 同　上 同　上

7 国際資本移動

貿易収支の実態　　直接投資　　延払信用　　借款
ﾘ券投資　　短期資本収支　　国際資本移動の原理
総ﾛ投資に伴う危険　　自発的収支と調整的収支 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

経済発展の諸段階　　国際収支の段階的変化
若い債務国　　成熟した債務国　　若い債権国

8 経済発展と 成熟した債権国　　世界諸国の実績 嘉治元郎 嘉治元郎
対外経済関係 貯蓄・投資と国際収支

国際金融とは何か　　国際通貨とは何か
国際通貨の役割　　現実の国際通貨

9 国際金融の理論 国際通貨としてのドル　　国際通貨の適量 同　上 同　上

国際金融のシステム　　システムの崩壊
システムの再建　　戦後国際経済システムを支える組織

10 国際金融の機構 国際通貨基金（International　Monetary　Found） 同　上 同　上
国際復興開発銀行（世界銀行）
国際金融システムの調整

為替レートとは何か
為替レートの表示法

11 外国為替の理論 外国為替の需要・供給 同　上 同　上
為替レートの長期的変化

国際収入の均衡とは何か
収支均衡化のメカニズム

12 国際収支の均衡 金本位制の自動調整機能 同　上 同　上
経済政策による国際収支の調整
国内均衡と国際均衡の同時達成
為替レートの変動と国際収支

生産要素の国際移動
労働の国際移動の誘因

13 労働力の国際 国際的な賃金格差 同　上 同　上
移動 労働力の国際移動の実績

労働力の国際移動の経済効果
第二次大戦後の労働力の国際移動

世界経済の分析方法
貿易マトリックス（貿易行列）

14 国際経済の現状 国際資本移動の分析 同　上 同　上
南北関係
東西関係
世界経済の一体化と国際経済学

戦後における日本経済の発展
1　援助と特需の時期　　朝鮮動乱と特需

15 日本経済と H　重化学工業化達成の時期　　軽工業から重化学工業へ 同　上 同　上
世界経済 皿　貿易黒字、円の為替レート上昇の時期

貿易収支と為替レート　　IV　経済大国への移行の時期
V　債権国の役割を果たすべき時期

一452一



＝日本経済史（’99）＝（R）

〔主任講師 原　朗（東京国際大学教授・東京大学名誉教授）〕

全体のねらい
　近現代日本経済の歴史的展開を部門別に概観することに力点を置く。前近代の日本経済を概観したのち、戦前の近代
日本における産業貿易・金融財政・社会階級構造と恐慌・戦争の意義を検討し、戦後の現代日本における高度成長と景
気循環・対外経済関係を分析して、最終的には世紀転換期日本の課題を自覚することを目標とする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 前近代の日本経済

　古代・中世・近世の日本経済を考察する。旧石器時代・縄紋
梠繧ﾌ原始的共同体、弥生時代における農耕共同体の成立・貢
[制社会への移行と古墳時代・律令制国家・院政期・鎌倉期・
ｺ町期・戦国期など荘園制社会の諸段階、幕藩制社会の成立と
W開を概観する。

　原　　朗
i東京国際大
w教授・東京

蜉w名誉教
�j

　原　　朗
i東京国際大
w教授・東京

蜉w名誉教
�r

2 資本制社会への
ﾚ行

　幕末開港の影響と倒幕運動の展開、明治新政府の成立と明治
ﾛ新期の諸変革（地租改正・秩禄処分・殖産興業）、紙幣整理
ﾆ小生産者の分解（日本型の原始的蓄積）、企業勃興による産
ﾆ革命の開始、自由民権運動と天皇制国家の成立などを概観す
驕B

同　上 同　上

3 近代日本の産業
f易構造

　軽工業部門における輸出産業の発展（紡績業・製糸業）と鉱
R業（石炭・銅）、重工業部門の展開（重工廠・製鉄業・造船
ﾆ）、農業部門と工業部門との関連、産業諸部門間の関連と貿
ﾕ構造、商業その他諸部門の比重、植民地との関連などについ
ﾄ概説する。

同　上 同　上

4 近代日本の金融
熕ｭ構造

　明治新政府の財政経済政策、産業革命期の銀行分業体系成
ｧ、日清・日露戦争の軍事財政と戦後経営、第一次大戦期の金
Zと財政、1920年代の経済政策体系、1920年代以降の金融財政
¥造と諸恐慌との関係などについて概説する。

同　上 同　上

5 近代日本の社会
K級構造

　資本制部門での労資関係と賃労働の状態、労働争議・労働運
ｮの展開、農業部門での零細自作農と地主小作関係、寄生地主
ｧと小作争議、社会政策と調停法体制、中間層の広範な存在、
走{家団体と地主団体・産業組合、財閥資本と独占体制などに
ﾂいて概説する。

同　上 同　上

6 近代日本と恐慌

　1890年恐慌、日清戦後第一次・第二次恐慌、日露戦争後恐
Q、日露戦後の景気循環、1920年戦後恐慌、1920年代の「慢性
I不況」、1927年金融恐慌、1929～31年昭和恐慌などについて
T説し、景気循環と恐慌が近代日本の経済と社会に与えた影響
ﾉついて概説する。

同　上 同　上

7 近代日本と戦争

@　、ノ

　産業革命と日清・日露戦争ならびにその戦後経営、台湾・朝
Nにおける植民地支配の展開と南満州の半植民地化、第一次世
E大戦と対華ニーヶ条要求・西原借款、シベリア出兵、ワシン
gン軍縮、山東出兵、張作当爆殺事件、ロンドン軍縮、中国東
kへの侵略につき概説する。

同上 同上

／
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
日中全面戦争期の
坙{経済

　日中全面戦争と統制経済への移行、物資動員計画、外貨不足
竭閨A国家総動員法、飛動計画改訂、価格統制の展開、日米通
､航海条約の廃棄、第二次欧州大戦、日三三三国軍事同盟、北
舶ｧ印進駐、独ソ開戦、南部仏印進駐、対日資産凍結などにつ
ｫ概説する。

原　　朗 原　　朗

9
アジア太平洋戦争
冾ﾌ日本経済

　アジア太平洋戦争と戦時体制の強化、軍需生産の動向、労働
ﾍの動員、戦時下の農業、「大東亜共栄圏」の経済的実態、南
罇阯ﾌ地からの物資略奪、中国占領地と植民地の支配、戦時末
冾ﾌ増産政策、船舶不足問題、戦時経済の崩壊などについて概
烽ｷる。

同　上 同　上

10 被占領下の戦後
ﾏ革

　アメリカ初期対日占領政策の形成、財閥解体・労働改革・農
n改革、財政改革・地方行政制度改革、賠償問題、敗戦後の経
ﾏ危機、傾斜生産方式の採用、冷戦と占領政策の転換、ドッジ
宴Cンとインフレ収束・統制撤廃・労資関係の再編などについ
ﾄ概説する。

同　上 同　上

1
1

戦後日本の景気
z環

　朝鮮特需ブームとその反動、景気回復と54年不況、神武景
C、鍋底不況、岩戸景気、公定歩合政策・財政政策と景気循
ﾂ、三型期不況、オリンピック景気、1965年不況、いざなぎ景
Cなど、景気循環の動向に即して概説する。

同　上 同　上

12 戦後日本の高度
ｬ長

　重工業化の進展、エネルギー革命、環境汚染の発生、企業集
cの投資競争、経済の二重構造、大型合併の続出、設備・機械
ﾌ大型化、モータリゼーションの進行、コンピュータ社会の到
?AME革命の開始などについて概説する。

同　上 同　上

13
高度成長期の社会
I変化

　労働力需要の増大、生産性向上運動と労働運動の転換、農工
i差の拡大、農業基本法制定、労働力不足への転換、新労務管
摯緖ｮ、農業の衰退、労働組合運動の再編成、地球環境問題な
ﾇについて概説する。

同　上 同　上

14 戦後日本の対外
o済関係

　貿易自由化と賠償支払い、輸出貿易と市場開拓、貿易摩擦と
走{輸出、国際通貨危機、列島改造論、変動相場制移行、第1次
ﾎ油危機への対応、高度成長の終焉、低成長への調整期などに
ﾂいて概説する。

同　上 同　上

15
世紀転換期の日本

o済

　第2次石油危機と長期不況、日米通商摩擦の激化、プラザ合意
ﾆ円高不況、円高好況への転換、経済大国化、バブルの発生と
��A1997年金融危機、世紀転換期日本の課題などについて概
烽ｷる。

同　上 同　上
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＝欧米経済史（’99）＝（R）

〔主任講師 藤瀬浩司（愛知淑徳大学教授）〕

全体のねらい
　現代社会は資本主義という社会システムから成り立っていますが、この講義では資本主義の経済発展を・イギリス産
業革命から現在までの約2世紀を中心に考察します。資本主義の発展に見られる大きな枠組みや流れに重点を置き・ま
たとくに資本主義を構成する国民国家と世界経済という2つの要素に注目したいと考えます。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

1．歴史社会とし
@ての資本主義

､同体社会と資本

蜍`

　資本主義は16世紀に登場し、イギリス産業革命によって成立
ｵた歴史社会です。これ以前の歴史社会は共同体という関係を
賰bとした、資本主義とは異なった社会システムでした。共同
ﾌ社会の基本的性格とともに、完成された市場経済としての資
{主義の特徴を考察し、さらにその構造と変動に関する予備概
Oを説明します。

藤瀬浩司
i愛知淑徳

蜉w教授）

藤瀬浩司
i愛知淑徳

蜉w教授）

2
資本主義社会の誕

ｶ

　14世紀半ばから15世紀に西ヨーロッパでは市場経済の発展を
ｺった封建読会の解体が始まります。15世紀末の地理上の発見
ﾉよって資本主義は急速に展開し、ヨーロッパを中心とした世
E経済が生成します。こうした世界経済の分業体制、中心諸国
ﾌ経済発展や経済政策、さらにイギリス産業革命の前提条件を
沒｢します。

同　上 同　上

3

皿．19世紀資本主

@義

Cギリス産業革命

　イギリス産業革命によって資本主義は本格的に展開を開始し
ﾜす。産業：革命の過程、最初の産業革命としての特徴、イギリ
Xの産業や社会、また世界経済に対する影響を考察し、さらに
ｯ時期のフランス革命など欧米の諸変革を検討します。またイ
Mリス産業革命を起点とする19世紀の資本主義発展の段階と局
ﾊを概観します。

同　上 同　上

4
イギリス資本主義

ﾌ成熟

　19世紀中葉イギリスは自由貿易政策に転換します。これとと
烽ﾉ、労働、企業組織、金融などの面で制度改革が進みます。
Cギリス資本主義は19世紀の第3四半期に大きく成長し、世界の
H業、商業、金融の中心としての地位を確立します。自由貿易
ﾆ平行する制度改革、イギリス型産業組織と金融組織について
沒｢します。

同　上 同　上

5

資本主義世界の
g張一工業化の
謔Qの波

　運輸革命と自由貿易体制は19世紀第3四半期の世界経済の拡張
�烽ｽらしました。この回の講義では、こうした世界経済の拡
｣に中で、西ヨーロッパの国々やアメリカ合衆国が工業化を進
ﾟ、それぞれの資本主義を確立し、そしてイギリスを核とした
走{主義世界の中心を形成する過程を考察します。

同　上 同　上

6

周辺経済の分極化一周辺工業化と周

ﾓ従属地域

　中心諸国の政治的経済的拡張は、地球上の広範な地域を世界
o済の中に組込み、旧周辺地域を含めて新しい分業体系を創り
oします。一連の周辺諸国は欧米に対抗して工業化を実現しよ
､とし、また他の地域は世界市場向けにもつばら原料や食糧を
沂汲ｷる地域に転化されます。周辺的工業化と周辺従属地域の
ﾁ徴を考察します。

同　上 同　上

7 19世紀末大不況

　1873年の世界恐慌以後約4半世紀は通常大不況と呼ばれている
條冾ﾅす。しかしこの時期は景気循環の「不況」ではありませ
�B世界的に価格や利子率は低水準に留まりましたが、経済成
ｷは鈍化したものの持続していました。大不況期の構造変動
�A生産方法における変化、世界市場の再編成、社会・政治的
ｮ向について検討します。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8

皿．20世紀資本主

@義

Q0世紀資本主義発

Wの特徴

　20世紀の資本主義は19世紀に見られた資本主義とは異なった
ﾁ徴を持っています。20世紀資本主義は曲折を経ながらも、ア
＜潟Jにリードされアメリカを中心に構成されていった資本主
`です。その構造や特徴を概括するとともに、最近の統計的整
揩ﾉ基づいて全体の時期を2つの段階と4つの局面に区分しま
ｷ。

藤瀬浩司 藤瀬浩司

19世紀末から新鋭産業において一連の大型企業体が出現しま
す。大型企業体は大量生産・大量流通により低コストを実現

9 大型企業体の出現
し、巨大な市場を創出していきます。こうしたタイプの企業体
ｪ成長し、様々な分野を支配していく過程が、20世紀資本主義

同　上 同　上

の発展の原動力になります。大型企業の特徴と社会経済への：影
響を検討します。

世界経済の稠密化の中で、20世紀初めに世界経済の新たな構
造が現れます。第1に中心機能が、金融の中心と工業生産の中心

10
世界経済の拡張と
総ﾛ金本位制

に分化し、第2に周辺的工業国が形成され、最後に世界的規模で
ｴ料・食糧供給地が開発形成されます。こうした構造の特徴、

同　上 同　上

その上に成立する多角的貿易決済システムや国際金本位制を考
察します。

二つの世界大戦は列強諸国の帝国主義的対立を原因としてい
ます。植民地帝国のイギリスやフランスに対抗して、多くの後

11 帝国主義と戦争
発国は自身の支配地域を獲得しようとしました。こうした対立
ﾌ根源、支配地域における独立運動や反帝国主義運動、社会主

同　上 同　上

義との関連、新しい選択としてのウィルソンの政策構想につい
て検討します。

第一次大戦後ヨーロッパの経済回復は遅れ、また農業諸国は

12
両大戦間期経済と
蝠s況

原料・食糧の供給の過剰に悩まされましたが、アメリカはその
走{輸出によって世界経済をともかく維持し、国内経済の繁栄
�搦�ｵていました。この回は、1920年代経済の特徴とアメリ

同　上 同　上

カを起点とする大不況の発生過程を考察します。

アメリカのニューディール、ドイツのナチズムなどの大不況
アメリカ体制の 克服の試み、また戦時経済から戦後改革にいたる経済・社会政

13 成立一大不況克服 策、さらにはアメリカを中心とした戦後の国際的政治経済体制 同　上 同　上
の道 の形成を考察することによって、第2次世界大戦後の経済発展を

支える制度や政策がいかに創出されたかを考察します。

20世紀の第3四半期に多くの資本主義国が高水準の経済成長を
達成します。アメリカ型の生産方式が西欧や日本に広がり、新

14
資本主義の黄金時
繧ﾌ光と影

しい分野を支配してゆき、同時に国家は経済成長のため総合的
闥iを講じました。しかし国際的には発展途上国問題や社会主

同　上 同　上

義経済の行詰まりが発生しました。黄金時代の構造と問題点に
ついて検討します。

黄金時代の経済成長は、1960年代末から70年代にかけて悪性

15

成長国家の終焉と
Vしい時代のはじ
ﾜり

のインフレーションの進行と戦後国際金融システムの崩壊に
謔ﾁて終わります。従来の制度や政策が有効制を失い戦後の国
ﾛ体制が大きく変化する過程を考察するとともに、情報革命、
o済のグローバル化、アジア経済の成長など新しい資本主義の

同　上 同　上

方向を展望します。
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＝経済学史入門＝＝（TV）

〔主任講師：根岸　隆（青山学院大学教授）〕

全体のねらい
　経済学が発展してきた歴史を学ぶことにより、現代の経済学についての理解を確かめることを目的とする。
現代経済学の観点から経済学の歴史を考察し、また、わが国の学者による研究成果にもできるだけ言及した
い。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 経済学史をなぜ

wぶのか

　主流派である新古典派のほかに、さまざまな学派が存在
ｷする現代経済学の状況について述べ、なぜ経済学の歴史
�wぶのかを考える。

根岸　　隆
i青山学院

蜉w教授）

根岸　　隆
i青山学院

蜉w教授）

2 経　済　学　の
?@け　ぼ　の

　経済学のあけぼのである重商主義（マーカンティリズム）
ﾆ重農主義とを概観する。ことに、後者におけるケネーの
u経済表」に注目する。 同　上 同　上

3 A・スミスと
u諸国民の富」

　重商主義を批判、　「諸国民の富」により古典派経済学を
n始したアダム・スミスについて概説する。ことにその経
ﾏ成長論について検討し、マルサスの批判にも言及する。 同　上 同　上

4 リ　カー　ドの

錘挙I分配論

　古典派経済学の代表的理論家であるリカードの経済学、
ｱとに資本家、労働者、地主の諸階級間の分配に関する理
_を検討する。 同　上 同　上

5 比較生産費説

　国際貿易に関するリカードの比較生産費説について概説
ｷる。英国、ポルトガル、服地、ワインをめぐる有名な数
l例についての疑問を検討し、さらにリカード理論による
�ﾕ条件（国際的な財の交換比率）の決定可能性について
l察する。

同　上 同　上

6 J．S．ミルと

ﾀ金基金説

　古典派経済学の三三であるJ．S．ミルの経済学を概観
ｷる。古典派経済学における賃金基金説の意義をあきらか
ﾉし、ソートンの批判に対してミルがそれを放棄したわけ
�沒｢する。

同　上 同　上

7 マルク　スと
u資本論」

　古典派経済学を継承しながら資本主義の歴史性を主張し
ｽマルクスの「資本論」を概観する。等価交換をつうじて
走{が労働を搾取するというなぞを解明する。

@　　　　　　　t

同　上 同　上

一457一



執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

マルクスの利潤率低下法則を概説し、それを否定するわ
が国の柴田・置塩の定理を数値例によって解説する。 根岸　　隆 根岸　　隆

8 利潤率低下法則

古典派経済学のまとめとして、現代経済学にとってその
意義を検討する。さらに、1870年代における古典派経済学

9 古典派経済学と に対する限界革命、新古典派経済学の誕生について概説す 同　上 同　上
限　界　革　命 る。

クールノーの先駆的な独占理論、寡占理論、完全競争理
論についてのべ、その考え方が現代経済学におけるゲーム

10 クールノーの の理論のそれにつながることをあきらかにする。 同　上 同　上

数理経済学

市場経済の原理を求めて新古典派経済学の中心的な理論
である一般均衡理論を展開したワルラスと、その後継者で

11 ワルラ　スと あり厚生経済学の基本定理（競争的資源配分の最適性）に 同　上 同　上

一般均衡理論 関する重要な概念を提示したパレートの経済学を説明する。

ワルスラとはことなった方法で市場均衡を解明したジェ
ボンズとエッジワースのアプローチ、ことに有名なエッジ

12 ジェボンズと ワースのボックスダイアグラムについて説明する。 同　上 同　上
裁　定　行　動

メンガーにはじまるオーストラリア学派の現代的意義を
論じる。また、べ一ム・バヴェルクとシュンペーターの資

13 メ　ンガーと 本利子に関する論争など新古典派経済学にたいする貢献に 同　上 同　上

オーストリア ついて検討する。

学派

実際の経済問題を解明するための分析用具を開発した
マーシャルと マーシャルの経済学、ことに消費者余剰分析による経済厚

14 ケンブリッジ 生論を概説する。 同　上 同　上
学派

ケンブリッジ学派の自己批判であり、現代マクロ経済学
の出発点であるケインズの「一般理論」を概説する。また、

15 ケイ　ンズの ケインズと経済学史の関係についても考察する。 同　上 同　上
「一般理論」
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＝経済社会の現代（’98）＝　（TV）

〔主任講師：坂井三思（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　今日の経済社会には、どのような現代的特徴があるだろうか。経済社会の現代性について考える。とくに
この講義では、このような特徴が顕著に観察される「消費社会」の問題に焦点をあてることにする。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 消費社会とはど
ﾌような社会か

　消費社会とは、人びとの消費が共通の様式を整えるよう
ﾈ社会である。消費が社会全般の現象として観察されると
ｱろに特色が見いだせる。消費社会の変遷について考えて
ﾝたい。

坂井四三
i放送大学

赴ｳ授）

坂井一思
i放送大学

赴ｳ授）

2 消費とはどのよ
､な活動か

　消費は、人びとの欲求やテイストを実現する活動である。
ｱのような欲求についての考え方や、テイストについての
攪_を見ていきたい。とりわけ、現代の趣味理論について、
獄ﾚしてみる。

同　上 同　上

3 人はなぜ消費を

sうか

　消費とは財を購入して、それを使用することである。こ
ﾌ活動は主として家計によって行われるが、この章ではそ
ﾌ家計消費の特徴について考える。 同　上 同　上

4 消費と必需の考

ｦ方

　人はなぜ財を求あるのか。必需や標準という考え方のな
ｩにみられる消費の規準について、考えてみる。このとき、
Gンゲル法則や、標準パッケージなどの意味についても注
ﾚしてみたい。

同　上 同　上

5 所得水準と消費

ﾌ関係

　財を求ある理由について、マクロ経済要因を中心に考察
ｷる。生産によってもたらされる所得が、消費に与える影
ｿについてみる。このなかで、消費性向や、デモンスト
戟[ション効果などの、所得の及ぼす作用についてみてい
ｭ。

同　上 同　上

6 贅沢消費はなぜ
ｶずるか

　消費概念のなかで、必需と並んで重要な、贅沢の概念に
ﾂいて考える。このなかで、絶対的欲求と相対的欲求の関
W、禁欲と浪費などの問題点について考察する。 同　上 同　上

7

サーヴィス消費
ﾍなぜ増大する

ｩ

　消費社会の現代的な特徴のひとつは、サーヴィス消費が
搗蛯ｵているところにある。消費にみられるサーヴィス経
ﾏ化について考える。 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

サーヴィス消費のなかでも、とくに際立った特徴を示す
のが、余暇に使われる消費である。現代の余暇活動につい

8 余暇消費のパラ て考察する。 坂井素思 坂井三思
ドックス

流行現象のなかに、消費活動の現代的特徴を観察する。
流行のメカニズムと消費との関係、流行の模倣過程などの

9 消費社会のなか 点について、考えることにする。 同　上 同　上
の流行現象

今日の消費の大きな特徴は、大量消費という点にある。
これが生じたのはなぜか。その基本的な原因を考えてみた

10 消費社会の大衆 い。 同　上 同　上
性

企業のマーケッティングの役割について考察する。広告
や宣伝が、消費活動に与える影響についてみていく。

11 広告と消費社会 同　上 同　上

デパート・スーパーマーケット・小売店などの流通業が
消費社会で果たす役割について考える。この産業で発達し

12 ブランドとグッ てきたさまざまな販売技術について見ていく。消費者に対 同　上 同　上
ドウイル　　　｝ して産業がもつ、さまざまな営業権について考える。ここ

では、ブランドや商標などについて考察する。

消費文化について考える。このなかで、キッチュやパス
ティシュなどの動きについて見ていく。

13 消費社会の文化 同　上 同　上

消費活動の増大とともに、深刻な問題となってきている
のが、消費によって生ずる、廃棄物の処理などの環境問題

14 消費社会と環境 である。環境にかかるコストについて考える。 同　上 同．上

消費社会と産業社会の接点について考察する。産業社会
の在り方と、消費活動がどのように関係してくるのかにつ

15 産業社会と大衆 いて考える。消費社会の示す現代的な特徴を整理・検討し 同　上 同　上
消費社会 て、将来の課題について、問題提起を行う。
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＝コミュニティ論（’98）　＝　（R）

〔主任講師：倉沢　進（放送大学教授）〕

全体のねらい
　コミュニティの概念一一古典的コミュニティと現代的コミュニティー一についての基礎的な理解をするこ
と、高度成長後の日本社会の社会目標としてのコミュニティという問題提起について理解することを目的と
する。あわせて現在日本各地で進められている多様なコミュニティ活動の事例を紹介し、地域社会と市民活

動の関連についての考察を行う。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

コミュニティ論
�nめるに当た

ﾁて

　ヨーロッパの社会的現実の中で実態として存在した牧歌
Iコミュニティとはどのようなものであったかを解説する
ﾆ共に、コミュニティ論の概観を行う。さらに日本の実例
�烽ﾆに講義の全体像を示す。意味空間としてのコミ丘ニ
eィ、共同生活と共同経験、コミュニティ・アイデンティ
eィがキーワード。

倉沢　　進
i放送大学

ｳ授）

倉沢　　進
i放送大学

ｳ授）

2 コミュニティの

T念

　社会学におけるコミュニティの代表的な概念規定である
}ッキーヴァーのコミュニティとアソシエーションの対比、
yびエコロジー的な概念であるパークのコミュニティとソ
Tイアティの対比を説明する。コミコニティ概念の整理。
n域性と共同性。

同　上 同　上

3 コミュニティ問

閧ﾌ登場

　牧歌的コミュニティの衰退が、都市化の過程で生じたこ
ﾆ、公衆衛生や社会福祉の領域におけるコミュニティ・オ
[が贈爵ション、都市計画領域で近隣住区の考え方が社会
I技術として形成されたことを理解する。高度経済成長に
ﾆもない、コミュニティ問題が日本社会の課題として浮上
ｵ、国民生活審議会でコミュニティが取り上げられた背景。

同　上 同　上

4 都市的生活様式
ﾆコミュニティ

　社会目標としてのコミュニティとは何を意味するかを理
�ｷる。伝統的な地域社会における相互扶助システム、都
s的社会における専門処理システム相違と相補的関係、2
ﾂのシステムの組み合わせによる新しい最適システムとし
ﾄのコミュニティの意味を考える。

同　上 同　上

5 伝統的な地域社
?ﾆ町内会

　欧米のコミュニティに対比される日本の地域社会の特徴
�揄�ｷる。　“むら”の社会と都市における町内が取り上
ｰられる。それぞれどのようなものであったか、欧米のコ
~ュニティとどのように違うかなど。

同　上 同　上

6 町内原理とその

ﾏ容

　なぜ町内会が日本の9割以上の世帯を組織しているのか、
ｬ内原理が日本文化の基底にあることの意味を考える。町
煬ｴ理とは何か、町内会の組織のあり方の特徴、自治体行
ｭとのかかわり、末端行政補完機能。さらにその変容の契
@としての地域共同管理、町内会の文化変容の可能性。

同　上 同　上

7 行政と住民

　なぜ日本では町内会が行政と住民をつなぐというしくみ
ｪ維持されているのか、　［行政一町内会一住民］とい
､システム（日本）と［行政一Vs一住民］というシ
Xテム（イギリス）とを対比して考える。第3の方法の吟
｡。

同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 コミュニティ意

ｯ

　都市化と共に地域社会について無関心・無気力・無責任
ﾉなったとされる住民の意識の実態について、データをも
ﾆに考える。市民意識の類型、その中でのコミュニティ・
cfルなど。

倉沢　　進 倉沢　　進

9 コミュニティセ
塔^ー

　1970年代のコミュニティ行政の主要な産物：全国に1万
]建設されたコミュニティセンターは今日の地域社会でど
ﾌような役割を果たしているか。武蔵野けやきコミュニテ
Bセンターでの住民リーダーとの対話を素材に、コミュニ
eィ・センターのあり方、行政ないし自治体と地域住民の
ﾊたす役割について考える。

同　上 同　上

10 自己充実活動の

W開

　コミュニティ活動は、自己充実活動、奉仕活動、問題解
??ｮに分類される。その中で自己充実活動の意味を考え
驕B趣味学習スポーツ領域のコミュニティ活動は80年代以
~遊び心をキーワードとして展開していることを、徳島県
ﾌ村芝居白百合座でのインタービューをとおして考える。
ﾁえて親交的コミュニティ、自治的コミュニティの意味に
Gれる。

同　上 同　上

11 問題解決活動の

W開

　コミュニティ活動は、自己充実から次第に問題解決活動へと発展する。ゴミ問題に取り組む住民活動を取り上げ、

ｬづくり住民活動について考える。受益圏と受苦圏という
T念を用いて、住民活動の展開を考える。

同　上 同　上

12 地域社会の条件

　現在の日本の地域社会のあり方の問題点。日本の地域社
?ﾌ中で学校の持つ意味と役割を、アメリカのコミュニテ
B教育の実験との対比の中で考える。学校区の持つ意味、
ﾆコミュニティレベルの自治組織。

同　上 同　上

13 異文化とコミュ

jティ

　これまで同質的な住民で構成されていた日本の地域社会
燻汨謔ﾉ異質な人々を包含するようになった。外国人労働
ﾒなど、異質な人々との共生の町は、どのようにして形成
ｳれるか。インタービューを通して考える。

同　上 同　上

14 盛り場とコミュ

jティ

　盛り場とコミュニティは相いれない存在だろうか。巣鴨
ﾌ地蔵通りを例として、盛り場のコミュニティ機能につい
ﾄ考える。キーワードとして第3空間の考え方を吟味する。
Rミュニティ概念が社会変動に応じて拡大してゆく方向を
Tる。

同　上 同　上

15 コミュニティの

W望

　コミュニティ論全体のまとめ。地域社会の条件について
?ﾟて考える。青い目で見た日本のコミュニティのインタービューを交えて考える。

@コミュニティの主要な機能である安全、コミュニティを
ｬ立させる条件の一つ、コミュニケーションメディアの役
пBそして鍵を握る住民意識の方向など。

同　上 同　上
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＝メ ア　　イ ア　論＝　（TV）

〔圭騰痴愚俊蟄癖縞織撲1〕

全体のねらい
　私たちは、現代の急速なメディア状況の進展と、それに伴うコミュニケーションや文化の混沌とした変化
を、どのようにとらえていけばいいのであろうか。この講義の目的は、そのような認識枠組みを手に入れる
ために、近代社会とメディアがいかなるかたちで相関し、展開してきたかについて、歴史社会的検討を加え
ることにある。17、18世紀における印刷術と書物の普及から20世紀末のサイバースペースの展開にいたるま
での状況を、ほぼ時代順に検討していく予定である。社会や人間を捨象して情報技術の可能性ばかりを説く
議論からも、情報技術やメディアのあり方を固定化した議論からも距離を取りつつ、情報技術、メディア、
社会、人間の相互連関をなるべく幅広い視野の下で語っていくことを心がけたい。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 メディア論の
牛ﾀ

　一連の講義の目的や視点の置き方、進め方のスタイルな
ﾇについて、説明を加える。その上で近年注目されっっあ
驛＜fィア論という領域が、どのような背景の中から登場
ｵ、なにを課題として取り組んでいるかといった点につい
ﾄ、なるべく広い視野のもとで座談会形式で明らかにして
｢く。

吉見俊哉
i東京大学

赴ｳ授）

?z．伸
i東京大学

赴ｳ授）

藤竹　　暁
i学習院大

w教授）

g見俊哉
i東京大学

赴ｳ授）

?z　　伸
i東京大学

赴ｳ授）

2 印刷革命と活字

ﾌ文化

　印刷術の発明とその社会的影響について論じる。活版印
?ﾌ発明がいかなる歴史的文脈のなかで起き、宗教改革：や
泣lッサンス、科学革命などとどのように結びついていっ
ｽのか。印刷術は人闇の知識や読書のあり方をどのように
ﾏえたのか。されでもなお、19世紀に到るまで、活字文化
ﾆ口承の文化はどのような関係を保っていたのか。できる
ｾけ多くの図版資料を使いながら、これらの点について解
烽ｵていく。

吉見俊哉 吉見俊哉

3 鉄道と電信がつ
ﾈぐ国土’

　電信網と鉄道網は、相互に密接に結びつきながら、近代
走ｯ国家の均質的な時間と空間の広がりを可能にしていっ
ｽ。18世紀から19世紀にかけて、どのような情報と交通の
Vステムが電信や鉄道に先行しでいたのかも紹介しながら、
ﾆりわけ19世紀を通じ、電信と鉄道がどのようにして近代
走ｯ国家の骨格を形づくっていったかを論じる。

同　上 同　上

4 近代ジャーナリ

Yムの展開

　市民社会とブルジョア文化の発展のなかで、新聞を中心
ﾆする近代ジャーナリズムが果たしていった役割と変容に
ﾅ点を当てる。英仏では1830年代あたりから、日本でも日
I戦争以降に進行するジャーナリズムの商業化についても
lえる。またく日本については、草創期の新聞や姿や瓦版
ｩら新聞への展開についても言及したい。

同　上 同　上

5 電話の誕生と声

ﾌ文化

　19世紀後半から、電話や蓄音機からラジオに到る声の複
ｻ技術が次々に誕生する。ここでは、人間の声を複製して
｢こうという考え方がどのような技術のイメージと結びつ
ｫながら発展してきたのか。初期の電話や蓄音機を19世紀
ﾌ人々はどのように受けとめ、どのようなメディアとして
ﾐ会化していったのかにういて論じる。

同　上 同　上

6 パノラマ・写真
E映画

　電話や蓄音機が、人間の身体性を聴覚次元で複製して
｢ったとするならば、写真や映画は、視覚次元で身体と環
ｫの大規模な複製化を進めた。ここでは写真から映画の発
ｾまでの映像技術の発展過程をたどりながら、人間の視覚
ｫの変容とイメージの自立化のプロセスについて論じたい。
pノラマやジオラマなどの同時代の技術にも言及する。

’同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ　1 内　　　　　　　　　　　　容 講テ師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

19世紀末から20世紀前半期にかけての時期に、無線技術
がはらんでいた多様な可能性を再検討するとともに、その
中から、さまざまな社会的条件と大衆の欲望のもとで、ラ

7 無線から ジオ放送というマスメディアとしての在り方が突出して発 水越　　伸 水越　伸
ラジオへ 展してきた過程とそれが他のメディアにもたらしたインパ

クトについて、内外の博物館、アーカイブなどを利用しつ
明らかにする。

ラジオと同等の歴史を持つテレビジョン技術がどのよう
に展開し、結果としてラジオ放送の発展版として位置づけ
られるようになったか、確立したテレビの中にはラジオや

8 テレビの登場と 映画など既存のメディアのいかなる部分が受け継がれ、い 同　上 同　上
視聴者文化 かなる部分が新しくはじまったか、そしてこのメディアを

めぐる視聴者増とその文化的特性について論じていく。内
外の博物館、アーカイブなどを利用し、テレビの技術、番
組、社会的な影響過程について跡づける。

おもに第二次世界大戦以後の世界において、新聞、テレ
ビ、出版などのマスメディアは安定して発展を遂げ、国家、
あるいは資本の論理のもとで体制的に確立し、いわゆる独

9 マスメディアの 占集中化が進行していった。この発展過程に反比例して、 同　上 同　上
確立 我々が関わることのできるメディアの多様性は失われてい

くことになる。ここでは、おもに日米における新聞、テレ
ビの事例を取り上げつつ、これらの実態を検証していく。

ラジオやテレビ、大衆雑誌などのマス・メディアは、そ
の成立時から資本主義の市場戦略と結びついていたが、
1920年代以降のアメリカにおいて、巨大な広告産業を成立
させ、そのコマーシャリズムによって大衆文化を組織して

10 メディアとして いく。ここではとりわけ20世紀のコマーシャリズムの進展 吉見俊哉 吉見俊哉
の広告 との関係において、今日のメディアの意味を考える。

この回の講義には、中間まとめの意味を持たせ、討論形
式でメディア論の現代的展開の状況を明らかにしていく6 藤竹　　暁
マスコミュニケーション論からメディア論への連続性と非

11 メディア論の現 連続性、マクルーハン、イニスをはじめとするトロント学 吉見俊哉 吉見俊哉
在 派の再評価の状況、広義のカルチュラル・スタディーズの

中での位置づけ等を中心に議論を進める予定である。 水越　　伸 水越　　伸

パーソナル・コンピュータ（PC）は、それまでの近代
的産業社会の組織活動を支えてきた大型、中型コンビュー
タとは一線を画し、1970年代のカウンター・カルチャー・の

影響を色濃く受けて出現した。PCの展開過程を、市民社
12 メディアとして 会と産業資本の力学関係のもとで、歴史的に再検討をして 水越　　伸 水越　　伸

のコンピュータ いくとともに、当初それまでのマスメディアなどとまった
く異質であったものが、いかにして互いに接近、融合しつ
っあるかを明らかにする。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

コンピュータ・ネットワークの中に展開するサイバース
ペースは、電話、テレビなど従来のメディア文化の特性を

13 新しいメディア 継承しっっも、新たなメディア空間として、1990年代以降
表現者の台頭 我々の社会や身体に多様な影響を与えっっある。この新た 水越　　伸 水越　　伸

なメディア空間をめぐって巨大メディア資本が繰り広げる
政治経済的攻防と、そこに立ち現れる新たなメディア表現
者たちの生態を追いっっ、公共圏としての可能性と

これまで支配的だったマスメディアは、程度の差はあれ
国民国家の枠組みと合致して体制的に確立していた。しか

メディ　アの し、近年の情報技術の展開の中でその体制が急速に変容し
14 グローバル化と っっある一方、新たな権力関係も現れつつある。おもに 同　上 同　上

日本 1980年代半ば以降に生じた、いわゆるグローバル・メディ
アの展開を、内外の取材をもとに跡づけるとともに、その
中での日本の位置づけについて論じる。

15回の講義のまとめをおこなう。また、討論形式で、メ 藤竹　　暁
ディァ論の展開の意味を、広く19世紀的な学問体系の変容

15 メディア論の の中に位置づけ、科学技術論、都市論、公共圏論、リテラ 吉見俊哉 吉見俊哉
構図 シー教育などとの関係性を明らかにし、今後の課題を浮き

彫りにしていく。 水越　　伸 水越　　伸
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＝都市と農村＝（R）
〔主任講師：米山俊直（大手前女子大学長）〕

、全体のねらい
　都市と農村の対比は古くからの社会学的課題であり、都市社会学、農村社会学の伝統が生まれた。それを
総合して、世界の都市民、農耕民の知見を加えながら、現代の動向に則したあたらしい地域社会学の構築を
目指すことを主なねらいとする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 地回関係と地縁

W団

　社会は人間関係と人間集団の二つの視点からとらえるこ
ﾆができる。この関係と集団は、血縁・地縁・一盛の三づ
ﾌ相で成り立っている。そのなかでも地縁関係・地縁集団
ﾉよっている都市・農村は古くかつ新しい問題を多くはら
�ﾅいる。

米山俊直
i大手前女

q大学長）

米山俊直
i大手前女

q大学長）

2 都市と農村

　都市社会と農村社会の対比は、テニースやトマス、ズナ
jエツキ、あるいはレッドフィールドや柳田國男などによ
ﾁて論じられ、社会学の主要な課題になつきた。その対比
ﾌ実例と、なぜそれが生まれたか、その現代における意味
�Tる。

同　上 伺　上

3 農耕民・農民・

_業者

　農耕牧畜さらに林業に従事している人々には農耕民・農
ｯ（農出漁村民）・農業者（および林業者、漁業者）とい
､呼び方がある。それぞれの社会の特色について比較検討
ｷる。さらに、世界の農耕民社会と企業的農業について、
ﾐ会学的に考察する。

同　上 同　上

4 農村研究の伝統

　農村研究にはそれぞれの国に農村社会学、文化人類学の
_民研究などの伝統がある。アメリカの農村社会学、フラ
塔Xの農村研究、日本の村落社会学研究、あるいは文化人
ﾞ学の農民研究などの伝統を概観し、その時代的、学派的
`統を検討する。

同　上 同　上

5 農村の特色

　伝統的農民社会・村落社会の研究を概観しぐ日本の農民
ﾐ会に見られる東北型と西南型の二類型の特色（福武）を
沒｢し、類似の民族学的理解（岡）と対比する。また農民
iペザントリー）についての論争についても言及して、農

ｺの特色を検討する。

同　上 同　上

6 半社会としての
s市・農村

　レッドフィールドによって提起された半社会という概念
ﾆその妥当性と、村落共同体の概念を合わせて検討する。
ｻして、過去1～2世紀にわたっての農村の変貌と、いわ
艪髏｢界的規模でおきている都市化の動向について概説す
驕B

同　上 同　上

7 都市の二類型

　都市の原型をアフリカの事例によって農耕民社会の中に
ｩたのち、伝統的都市と近代的都市の二類型について検討。
坙{における都市の発達と、植民地体制下の都市について
煬沒｢する。

同　上 同　上
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回 テ．一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 非情なる産業都

sの出現

　マンフォー・ドが「非情なる産業都市」と呼んだ近代工業
s市の発達と、その結果出現した都市大衆社会について概
烽ｵ、さらにそれがもたらした都心部の衰退、インナーシ
eィ問題の登場、都市核の拡散、メガロポリスの出現にふ
黶A脱工業化時代の都市を論じる。

米山俊直 米山俊直

9 都市研究の伝統

　都市社会学をはじめ都市計画、都市行政、あるいは広範な都市問題についての欧米や日本の動向を概観し、その動

?�沒｢する。 同　上 同　上

10 都市化の地球的
K模への拡大

　都市一農村連続体（都鄙連続体）という視点はなお重要だが、現在は向都離i村の人口移動が国際的に起こっていて、

ﾟ密都市と過疎地域が共存する状況になっている。いまや
n球的規模で都市化の帰趨を確かある必要があることを指
Eする。

同　上 同　上

11 現代都市社会
ﾌ特色

　マスコミの影響などによって、大衆社会が出現して、「都市の自由」は拡大した。匿名誉による個人主義ととも

ﾉ、家族が解体し、群衆としての都市生活者の孤独、疎外
燒竭閧ﾉなる。都市施設の充実の反面、環：境の悪化、犯罪
ﾌ増加などの問題を取り上げて論じる。

同　上 同　上

12 都市の時代の
_村社会

　環境問題などの登場もあって、郊外ないし田園的生活へ
ﾌ再評価がうまれている。他方農業生産、林業生産はなお
l類にとって重要なことは言うまでもない。都市卓越の時
繧ﾉあらためて農村的生活様式の存在意義を考えてみる。

同　上 同一上

13 地球の未来と
s市・農村

　文明の発達につれた多様な都市を総括し、そのもっとも
軏{的な特色を人口の要素をはずしたいくつかの実例に
謔ﾁて検討する。 同　上 同　上

14 地域研究の意味

　国家の枠組みをこえた人々の動きや連帯がNGOなどの
Vしい濡縁集団を作り出し、また他方ではECやNIES
ｪ生まれている。この状況の下で地域研究の重要性が高ま
ﾁている。その現状と将来を展望し、そのなかで都市と農
ｺの問題を再考する。

同　上 同　上

15 地域社会研究の

ｫ来

　都市社会研究と農村社会研究の総合を目指した地域社会
wの構築の構想を述べ、その具体的な見通しを考える。最
繧ﾉ本講義を総括して地縁関係と地縁集団のこれからを考
@して結論とする。

同　上 同　上
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＝逸脱の社会学（’98）＝　（R）
〔主任講師1清永賢二（日本女子大学教授）主任講師：岩永雅也（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　どのような社会あるいは集団も必ず何らかの規範体系を持っている。そうした規範体系が成眞に要求する．
行為や状態から一定限度以上外れた行為または状態を逸脱とよぶ。逸脱の範疇に含まれる行為、状態は、日
常的な問題行動から犯罪まできわめて多様であるが、本講義ではそうした逸脱をただ単に形態的に整理して
解説するだけでなく、・規範との関係を常に考慮しながら、逸脱の持つ社会的意味を考察していく。特に、逸
脱を「あるべからざる異常なもの」と見る立場の対極に立ち、通常の社会事象と同様に発生の要因とメカニ
ズムあるいは社会的影響などを考察する。また、近年の逸脱の実態と傾向を把握し、その現代社会における
意味についても検討を加える。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

逸脱を定義し、逸脱論の基本的視座を提示する。特に社
会や集団の支配的な文化・規範との関連で、逸脱の位置づ 岩永雅也 岩永雅也

1 規範と逸脱 けを試みる。さまざまな逸脱の形態を分類し、類型化を試 （放送大学 （放送大学

みる。さらにこれまでの逸脱研究の系譜も概観する。 ・助教授） 助教授）

デュルケムのアノミー、ショウ、マッケイらの社会解体
などの概念を手がかりに、規範によって秩序と均衡が保た

2 社会的変動と れている社会の中に逸脱が生じる要因とメカニズムを、個 同　上 同　上

逸脱 人と社会とのつながりという側面から検討する。

均衡状態にある社会の規範が弛緩した状況下で生じる、
いわば‘非日常的な’逸脱に対し、　‘日常的な’逸脱はむ 清永賢二 清永賢二

3 社会的緊張と しろ社会的規範と個人的願望の間の緊張が高まった状況の （日本女子 （日本女子

逸脱 もとで生じる。社会的緊張の強弱と逸脱との関連を探る。 大学教授） 大学教授）

現実の社会はグランド・セオリーが前提とするような単
一文化社会ではなく、中心的な規範とは異なる多く．の下位

4 逸脱文化の 文化が存在する。逸脱的下位文化もその一つである。ここ 岩永雅也 岩永雅也
学習 では逸脱的文化の学習が逸脱を生むメカニズムを考察する。

逸脱する主体の側から逸脱を考察する逸脱論に対し、そ
うした行為を逸脱と規定して逸脱者を作り出す社会の側が

5 ラベリ　ング 持つ機能に焦点をあてたのがラベリング論である。社会が 同　上 同　上
必然的に逸脱を作り出す、という観点から逸脱を｛府鰍する。

1970年代以降、ラベリング論は理論的にも実践的にも閉
塞状況に陥った。ここでは、現在の逸脱論の二つの潮流で

6 逸脱研究の ある、実践的立場からのラベリングと実証主義との融和、 同　上 同　上

現状 およびラベリングをさらに先鋭化した構築主義的アプロー
チの二者を中心に、ラベリング以降の逸脱論を検討する。

家族は社会の中で最も基本的な規範単位である。近年に
おける家族およびそれを取り巻く環境の変化が、家族内の

7 家族内規範と 規範構造にいかなる変化をもたらし、どのような逸脱を生 木村涼子 木村涼子
逸脱 んでいるのか、家族の社会化力に焦点を当てて分析する。 （大阪女子 （大阪女子

大学助教授） 大学助教授）
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属5職名）

8 性一と　逸　脱

　「性」は逸脱の多くの部分に何らかの形で関わりを持っ
ﾄいる。性に関わる逸脱には、レイプのような重大犯罪か
逑叝崧Iなセクハラまで著しい多様性があるが、その現状
ﾆ根底に通流する社会的な意味について検討する。

木村涼子 木村涼子

9 学校と逸脱

　学校は単に知識や技能を提供する場ではなく、．日常生活
�ﾊじて社会の新たな構成員としての子どもに、何が正当
ﾅ何が逸脱かを刷り込んでいく巨大な規範装置である。い
ｶめなども含め、今学校で生じている逸脱を考察する。

清永賢二 清永賢二

10 都市空間と若者

　都市は若者を引き付ける。都市の限られた空間には、そ
ﾌ場限りのアノミーな雰囲気・気分が充満している。日常
ﾐ会では逸脱とされる行為もそこでは普通に行われる。彼
轤ﾌ都市空間での行動を通じ青少年の逸脱の本質を探る。

同　上 同　上

11 逃避的行動

　逸脱的行為は多かれ少なかれ他の社会構成員を害するも
ﾌであるが、逃避的行動は自愛的である点で逸脱の中でも
ﾁ異である。自殺、家出、ホームレス、薬物依存など、さ
ﾜざまな逃避的行動の意味と現状を分析する。

岩永雅也 岩永雅也

12 ホワイトカラー

ﾌ逸脱

　サザランドは、本来支配的規範の枠内にあるたあに最も
峵Eから遠い存在と考えられていたホワイトカラー層にも、
ﾆ自の様式と背景を持った犯罪や逸脱的行動があることを
ｾらかにした。わが国でも近年増加しつつあるホワイトカ
堰[の逸脱について検討する。

西村春夫
i国士舘大

w教授）

西村春夫
i国士舘大

w教授）

13 集団的逸脱と
g織

　ある種の犯罪の多くは、やくざやテキヤなどの逸脱集団
ﾆの何らかの関わりによって生じるといわれる。さまざま
ﾈ形態を持つ逸脱集団の構成と成立の背景、社会的機能な
ﾇについて考察する。

同　上 同　上

14 逸脱の動向

　犯罪、非行といった逸脱の量的な変化は、決して一様で
ﾍない。犯罪や非行の量的な動向を歴史的に検討し、さら
ﾉその傾向を国際的に比較することによって、わが国の逸
Eの性格と特徴を時系列的に把握する。

清永賢二 清永賢二

15 逸脱をどう見る

ｩ

　社会に規範が存在する限り、逸脱は不可避である。われ
墲黷ﾌ生きる近代社会が、一方で逸脱を逸脱として定義付
ｯながら形成しっっ、他方ではそれを減少させようと統制
ﾉ努めるのはなぜか。前半の理論編、後半の実証編の両者
�ﾓまえ、逸脱現象の見方、考え方を展望する。

｝　同　上

同　上
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＝ジェンダーの社会学（’99）＝（R）

主任講師〔
主任講師

濡摺量1轟群舞鵜雛〕

全体のねらい
　この講義は、ジェンダーの視点から現代社会をとらえ直し、よりよい社会生活・社会関係のあり方についての考察を
深めることをねらいとする。前半においては、性別という現象への分析力を高めることを主眼とした講義を行い・その
後、家庭・職場・福祉・政治などの社会生活諸領域の考察を行う。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 ジェンダーとは

　ジェンダーという言葉について説明を行い、ジェンダーとい
､言葉が現在どのような意味で使用されているか、またその背
iにはどのような問題があるのかを概説する。

江原由美子
i東京都立

蜉w助教
�j

江原由美子
i東京都立

蜉w助教
�j

2 女らしさと性役割

　「女らしさ」というものが、どのように性役割（家事・育児
�пjと関連しているかについて考察する。女性の性役割につ
｢てのこれまでの研究を概観し、性役割を役割取得していく過
�ﾉおける「女らしさ」という美意識・価値観との関わりを追
､。

江原由美子

江原由美子

R田昌弘
i東京学芸

蜉w助教授）

3 男らしさと性役割

　女らしさが問題になると、その対極にある「男らしさ」にも
獄ﾚが集まる。最近は、男性学を銘打つ研究も現れ、　「男らし
ｳ」研究が盛んになりつつある。従来の男らしさはどのように
ｨえられたかを考察し、「男性解放」について考える。

山田昌弘
江原由美子

R田昌弘

4

トランス・ジェン
_ー、トランス・
Zクシュアル

　同性愛・性転換など、　「セクシュアリティー」の領域で、従
?ﾌ男性・女性の枠組みを越える現象が話題になっている。こ
黷轤ﾌ人々の意識や運動などを考察することを通じて、根本的
ﾈレベルでのジェンダーを理論化する。

同　上 同　上

5 恋愛　・結婚

　多くの人は、恋愛・結婚において、自分の性別を身近に感じ
nめる。人を好きになり、一緒になるという時にもジェンダー
ｪ開回していくる。恋愛対象、恋愛関係、配偶者選択にかかわ
驛Wェンダー現象を探究する。

同　上 同　上

6
リプロダクションー子産み・子育て

　出産期は、夫婦関係・男女関係におけるもっとも大きな危機
ﾌ一つである。出産をめぐる男女の意識のズレ、子育てをめぐ
髟v婦の葛藤をジェンダーとの関連で考察する。生殖医療の問
閧ﾉも言及する。

江原由美子
江原由美子

R田昌弘

7 家事とジェンダー

　家事は従来女性の担当とされてきた。家事に込められる意
｡、特に「家事は愛情表現である」という意識が、女性への家
魔ﾌ押しつけに繋がっている。家事は、歴史的にどのように成
ｧし、女性に割り当てられて行ったかを明らかにする。

山田昌弘
江原由美子

R田昌弘
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8 職場とジェンダー

　職場もジェンダーと無縁な場ではない。性別による職業や職
ﾊ・職務の相違が、どのようにジェンダーと関連しているのか
�ｾらかにする。女性職と性役割の関連性、近代官僚制と「男
轤ｵさ」との関わりなど。

江原由美子
江原由美子

R田昌弘

9 セレモニ・一と
　固定的なジェンダー関係は、伝統的な慣習の中に埋め込まれ
ﾄいる。しかし最近では、伝統にとらわれないセレモニーも模 江原由美子 江原由美子

ジェンダー 索されている。結婚式とお葬式、お墓の問題などをとりあげ、
ｻの中にみられる新しいジェンダー関係の模索を考察する。 山田昌弘 山田昌弘

10 セクシュアリ
eィーと家族

　男女の性意識、性行動は、大きく異なるといわれている。通
增A男性の性欲は自然で攻撃的であり、女性の性欲は受動的と
｢われている。セクシュアリティーのジェンダー差の意味と、
j女関係に与える影響について論じる。

山田昌弘
江原由美子

R田昌弘

1
1

女性に対する暴力

　最近、レイプなどの性暴力や、ドメスティクバイオレンス
i夫から妻への暴力）が、社会問題化している。これらの問題

�ﾇうなかで、　「男性の攻撃性」　「女性の受動性」など従来の
Wェンダー観をとらえ直すことを試みる。

江原由美子
江原由美子

R田昌弘

買売春問題は、非常に多岐にいわれたる社会的要因と非常に

12 性の商品化
深い心理的問題とを伴っている。買売春問題を一つの手がかり
ﾆして、現代杜会において様々な形をとる「性の商品化」現象

同　上 同　上

を、ジェンダーとの関連性において考察する。

ケア（介護・看護など）の担い手の大多数は、家族の中でも
外でも女性である。ケアの場面で女性が期待される理由を、 江原由美子

13 介護とジェンダー 「さわること」のジェンダー的意味の考察を通じて明らかにす 山田昌弘
る。高齢化が進む中で、介護における男女平等とは何かを考え 山田昌弘
る。

最近、心の悩みやセラピー（心理療法）に対して関心が集

14
セラピーとジェン

_ー

まっている。その中で、従来のセラピーのやり方が、男性中心
ﾉ偏っているという批判も出てきた。そこで、フェミュスト・
Zラピーを紹介しながら、臨床場面におけるジェンダー問題を

同　上 同　上

考察する。

15
ジェンダー政策と

｢来

　従来女性政策と呼ばれてきた領域で、男性を対象とする政策の必要性が主張されてきている。ジェンダー政策のこうした新

ｽな動きは、ジェンダー秩序を変えることができるのか。望ま
ｵい本来とは何かを展望する。

江原由美子
江原由美子

R田昌弘
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＝比較文明の社会学＝（TV）

離難：紮辮臨ゐ轟キみ徽文三三室矧

全体のねらい
　文明は文化と並んで重要な社会理解の鍵になっている。この講義では、伝統的な文明あるいは文明史の諸
説を紹介。、検討しながら、現代の地球上に認められるいくつかの文明の現象をとらえて、具体的に検証する
ことを通して、　「諸文明の時代」とよばれる現代社会の動向とそのゆくえを考えようと試みる。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 文化と文明

　文化と文明の概念を規定し、この科目の目指すものを明
轤ｩにする。ことに将来の地球文明のあり方をさぐるとい
､意図を明示する。

米山俊直
i大手前女

q大学長）

米山俊直
i大手前女

q大学長）

2 日本と文明

　日本文明史の総体的な意味と展望について、中国化や西
m化などの文明変動をとらえながら、地球文明における課
閧�lえる。

吉澤五郎
i聖心女子

蜉wキリス
g教文化研
?且ｺ長）

吉澤五郎
i聖心女子

蜉wキリス
g教文化研
?且ｺ長）

3 歴史と文明

　歴史と文明の多様な営為と新しい知的転換の道程を、
苧�jの研究』の著者トインビーの世界史像と、西欧文明

ﾌ歴史的検証を通して解明する。 同　上 同　上

4 地球と文明

　梅樟忠夫のr文明の生態史観』の枠組みと、情報化時代のそ
ﾌ展開を紹介・検討する。

米山俊直 米山俊直

5 科学と文明

　伝統的な科学史像をこえるf世界の科学」の観点から、
l類史を読みかえる独自の構想と、　「地球環境問題」への
w針を示す。

伊東俊太郎
i麗澤大学

ｳ授）

伊東俊太郎
i麗澤大学

ｳ授）

6 宗教と文明

　文明史における一神教・多神教の様相と、紛争要因とし
ﾄの宗教をあとづけ、さらに西欧の一神教的デモクラシー
ﾉ対するアジアの多神教的デモクラシーの抵抗を究明する。

山折哲雄
i白鳳女子
Z期大学学
ｷ）

山折哲雄
i白鳳女子

Z期大学学
ｷ）

7 都市と文明

　都市と文明の歴史的考察を通して、　「伝統的都市」と
u近代都市」の断絶の諸相、さらに問題解決のモデルを追

≠ｷる。

桐敷真次郎
i東京都立

蜉w名誉教
�j

桐敷真次郎
i東京都立

蜉w名誉教
�j
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 移動と文明

　「動くものとしての人間」　（ホモ・モビリタス）という

挙_から、諸文明の形成をあとづけ、イスラム・ネット
潤[クの将来性を語る。

片倉もとこ
i中央大学

ｳ授）

片倉もとこ
i中央大学

ｳ授）

9 日本語と文明

　文明のキーワードである文字の発明を概観しながら、「外国語としての日本語」の位相と文明の連関を、留学生

ﾌインタビューをまじえて検討する。

@　　　　　　　　　　　　　響

佐々木瑞枝
i横浜国立

蜉w教授）

佐々木瑞枝
i横浜国立

蜉w教授）

10 芸術と文明

　音楽と美術をめぐる文明間の交流と、西欧的な価値観の
ﾎ見を是正し、西欧とアジア双方向の触合による新たな芸
p創造の息吹を描写する。

藤井知昭
i中部大学教授）

g田憲司
i国立民族学博物館

@　　　　　　助教授）

11 戦争と文明

　戦争と文明との関連について、原初的な農耕と武装の関
Wをはじめ、戦争発生の季節的分散や経済循環との係わり
�ﾂきとめ、さらに21世紀文明の戦争回避の可能性と新
ｵい方向性を考察する。

猪口邦子
i上智大学

ｳ授）

猪口邦子
i上智大学

ｳ授）

12 経営と文明

　広義の経営学の立場から、生産様式と社会システムの変
ｻをたどり、さらに文明移転の様相と今後の新しい方向づ
ｯを試みる。

日置弘一郎
i京都大学

ｳ授）

日置弘一郎
i京都大学

ｳ授）

13 海　と　文　明

　世界史を海洋史観の立場から見直し、とくに近代工業文
ｾとして浮上する2つの海洋勢力・イギリスと日本の勃興
ﾆ、今後の「太平洋文明」を展望する。

川勝平太
i早稲田大

w教授）

川勝平太
i早稲田大

w教授）

14 情報と文明

　現代の「情報化社会」の成立をはじめ、情報の成立およびコ
塔sュータの新しい可能性を多面的に追究しながら、高度文明
ﾐ会との関連性と課題を検討する。

杉田繁治
@（国学院大’学教授）

杉田繁治
i国学院大

w教授）

15 諸文明の時代

　「諸文明の時代」の難問を中心に、　「文明的世界システ
?vの基本的視角から、生態系と文明系が共生する新しい
pラダイムを提示する。

神川正彦
i国学院大

w教授）
米山俊直

_川正彦
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＝都市空間の比較社会学（’99）＝（TV）

〔主任講師 倉沢進（放送大学教授）〕

全体のねらい
　都市社会学という学問がどのような都市的現実、都市の実際の問題状況から生まれ出たのか、空間構造に焦点をあて
都市社会学の展開を見る。1～7は、理論とその理論を生んだ都市一パリ、シカゴ、ボストン、メリダ〈メキシコ）とい
う展開の舞台で、シカゴ学派都市社会学とそれに対する批判・反批判の流れを検討する。8～10は、ヨーロッパ・東ア
ジア、東南アジアの都市の特色を、それぞれのキーワード（広場、風水、バザー）に即して示す。11以下は日本の都
市、特に東京を中心として、その社会・空間構造と変動を明らかにする。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

αSimmelの見たパリ、14番目屋の話を導入として、都市社会 倉　沢　進 倉　沢　進
1 14番目のパリ の意味を考える。 （放送大学 （大阪大学

これを受けて都市の概念規定を吟味する。 教授） 教授）

都市社会学を生んだ20世紀初頭のシカゴがどのような都市で

2 20世紀初頭の
Vカゴ

あったか。

@アメリカの歴史、農村社会から工業社会への変動と、その中
ﾅシカゴが果たした役割。

松　本　康
i東京都立

蜉w教授）
倉　沢　進

またこの状況が都市問題の噴出をもたらしたこと。

ループと呼ばれる都心地区、周辺のスラム街などシカゴを彩

3 大都市の同心円
¥造

る空間の紹介。

@バージェスの同心円理論。貧乏な人はなぜ地価の一番高いと
ｱろに住むか、の問いかけを手がかりに同心円構造の形成を観

同　上 同　上

察する。

シカゴ学派都市社会学の形成の歴史。

4
ベースマップと
l間生態学

　都市問題の研究の方法としての社会問題基礎地図はどのよう
ﾈ環境で生まれたか。

同　上 同　上

指導者パークと人間生態学方法。

　歴史の散歩道を手がかりに、ずストンという都市の歴史上の
ﾊ置を理解する。

ファイアレイの研究したボストン都市の3つの事例地区を見

5
ボストンの社会
ｶ化生態学

る。

@歴史的都市の類型と、同心円構造を歪曲する社会的要因の相 倉　沢　進 倉　沢　進

互関係。

イーストエンドから、ストリートコーナーソサイアティ研究
一ギャング社会関係。

シカゴ学派都市社会学の大成物ワースのアーバニズム理論の

6
アーバニズムと
s鄙連続体

紹介。

@その成立とかかわったレッドフィールドのユカタン半島4つの
n域社会の研究。

同　上 同　上

民族社会と都市社会の連続体概念。

アーバニズム図式に対する批判。その一つのショウバーグの

7

前産業型都市と
＜Lシコ都市の
ﾏ容

前産業型都市都市の類型。
@貧乏な人はなぜ郊外に住むか。シカゴモデルと異なる空間構
｢の説明要因。

@前産業型都市と植民都市。変容を説明する理論一アーバニズ

同　上 同　上

ム。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 広場とヨーロッパ

s市

　広場を中心に持つヨーロッパの中世都市。その空間構造と社
?¥造。

@醗Weberの市民都市論を映像と共に吟味する。
@あらためて中世市民都市と、近代大都市。

倉　沢　進 倉　沢　進

9
風水の東アジアの

s市

中国の風水思想と都市
ｩ鮮におけるその変容
¥ウルの空間構造

吉田光男
i東京大学

ｳ授）
倉　沢　進

10 バザールと東南
Aジアの都市

途上国社会と首位都市
oンコクの都市形成
s場
V中間階層とスラム居住層

松薗祐子
iいわき明
ｯ大学助教
�j

倉　沢　進

l
l

日本都市の類型

　言論と市をキーワードとする古代都市。
@城下町、宿場町など近世の都市類型と、明治以降の都市発展の連続性と断絶性。

@倉沢の発展類型一伝統消費型都市の類型。鈴木の産業都市。

倉　沢　進 倉　沢　進

12 東京の社会地図

　社会地区分析の方法、因子生態学の発展、ロンドン社会地
}、東京社会地図の方法。
@総合型都市としての東京。江戸から東京への発展と社会的、
�笂I変容。

@日本都市の混住性とセグリゲーション。セクター型とゾーン
^。

同　上 同　上

13 山の手と下町

セクター型の具体的実態としての山の手と下町の分化。
@ドーアの下山町。
ﾐ会的パーソナル・ネットワーク分析の方法とファインディ

塔Oス。

同　上 同　上

14 スプロールと団地

　ゾーン型の実態としてのインナーシティと郊外。

@戦後都市化3段階。第2期の都市化の特徴としての郊外化。公
c住宅団地建設の意味。
@市民意識の特徴と、コミュニティ形成。アーバニズム理論の
沛ﾘ。

同　上 同　上

15 世界都市東京の
ﾏ動

　グローバリゼーションの概念。グローバリゼーションと世界
s市の形成。
@青いバナナとべソト。世界都市形成の社会的結果。
@空間構造へのその反映。

松　本　康

g田光男

ｼ薗祐子

同　上
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＝環境社会学（’99）＝・（TV）

〔主任講i師 鳥越皓之（筑波大学教授：）〕

全体のねらい
　三つのねらいがある。ひとつは具体的な事例を通じて環境を社会学的に分析する方法論の理解。二回目は、環境社会
学的切り口で、環境や環境問題がどのようにみえてくるかを明らかにすること。三つ目は、環境について身近に感じる
とともに、自分も考えみよう、あるいは環境をよくする活動に参加をしてみようと思ってもらえること。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 環境社会学とは

　環境社会学的な考え方がどのようなものであるかを理解して
烽轤､ことをねらいとする。方法論的な討議は抽象的になりや
ｷいので、ゴミを例として自分との距離（部屋のなかにゴミを
Uらかすと気になるが、遠い島の産業廃棄物には関心が薄い）
ﾌ問題を通じて、私的なこと社会的なことを考える。また、国
ﾌ文化の違いが環境政策にも影響することを述べる。

鳥越皓之
i筑波大学

ｳ授）

鳥越皓之
i筑波大学

ｳ授）

2 環境問題とエコ
Vステム

　生態学の成立がエコロジカルな運動を起こすきっかけにな
閨Aアメリカに国立公園をつくらせるなど、自然環境保護運動
ｪたかまった事実を述べる。ただ、生態学のエコシステムの考
ｦ方と人間を要素とする社会システムの考え方とを合体させた
L効なシステム論が現状では存在しない。それが環境政策にも
ｽ映して、具体的な施策としては両者を空間的に分けて、そん
ﾔを線引きをして生態域（自然域）、人間域（社会域）とに区
ｪする方法がしばしばとられる。白神山地の森林とイリオモテ
с}ネコ（西表島）を例に人と自然との関係について考える。

同　上 同　上

3
森・川・海一コモ

塔Y

　村の空間をイメージするとよい。人びとの家や耕地の外側に
Lがる森や川や海は独特の使われ方をされてきた。それをコモ
塔Y（入会）とよぶ。そこは人びとの共同利用地となってい
ｽ。この全くの自然ではなく、また田や畑のように人間の手に
謔ﾁて強く改変された自然でもない、ちょうど中間に位置する
ﾌがコモンズである。イギリスなどヨーロッパの荒蕪地に春に
ﾈると薄紫の花をつけるピースの野原などがコモンズの典型で
?驕B

同　上 同　上

4 農業と　自然

　人びとは農地をとりあえず自然の一部とみなしているが、自
Rを遠慮なく人間の思い通りに変形させてしまったのが農業で
?驕Bとはいえ、人間にとって農業は不可欠である。この農業
ﾌ問題点は近代化の名の下に、化学化（農薬、化学肥料）と過
xな機械化が行われたことである。結果的に農民の窮乏化、ま
ｽ消費者の健康の問題などを引き起こしている。農民からつく
驫yしみを奪ったことも問題であろう。この近代化の批判から
Nこった有機農業について現場からの声をきく。

同　上 同　上

5
生活環境に焦点を

?ﾄる

　「生活環境主義」というモデルをつかって環境問題の理解を
獅ﾝる。それはエコロジー論（自然環境主義）とも近代技術が
ﾅ終的には環境問題の解決に寄与するとみなす近代技術主義と
煦ﾙなって、人びとの生活のシステムを軸において分析する方
@がある。具体的には森林保全の問題を生活環境主義から解釈
ﾌしなおしをする。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

環境保全を考えるとき「住民の主体性」がたいへん大きな役
割をはたす。この住民の主体性を軸にして、住民の課題を問題

6
住民は環境を自分
ﾅ決められるのか

とする。住民はいつも相互に連帯するわけではない。相互に意
ｩを異にして対立することもある。また、住民は生活を積み重 鳥越皓之 鳥越皓之
ねることによって「生活権」とでもよべるものをもっことにも
なる。住民の環境創造的な試みもとりあげる。

汚水を流すことや、タバコのポイ捨てのように、自分一人ぐ

7
社会的ジレンマと
ｵての環境問題

らいが注意を怠っても別にどうということはないにもかかわら
ｸ、そう思って全員が行うととんでもないことになる現象を社
?Iジレンマとよぶ。社会的ジレンマ論を使いながら、多様な

同　上 同　上

環境問題のあり方を考える。

ゴミとはそもそも何を意味するのか、　「もったいない」とい

8 ゴミとリサイクル
う価値観はないのだろうか、というような点から考えはじめ、
潟Tイクルの活動の分析をし、新しいライフスタイルの模索を

同　上 同　上

する。

加害者および被害者がもっている多様な側面を開発計画とか

9 開発計画と加害
ﾒ・被害者

かわらせながら分析をする。日本の伝統的な公害をあつかう預
閧ﾅあるが、視野を東南アジアにも広げることによって、それ

同　上 同　上

が現代のグローバルな課題であることを示したい。

原発などが典型であるが、公共事業はたんに公共のためによ

10
公共事業と地元の

?Q
くなるというのではなくて、たいへんつよく地元の利と害がか
轤�ﾅいる。オリンピックがおこなわれた長野を事例として出

同　上 同　上

そう。また、エネルギー論にまで言及できればと思っている。

明治期に建てられた西洋建築を守る運動、また歴史的に由緒
のある橋を保全する運動、さらには町並みの全体を保全する運

1
1

歴史的環境保全の

^動
動など歴史的環境保護運動の対象は広い。これがいわゆる文化
熾ﾛ護とどのように異なるかを検討しつつ、その結果や可能性

同　上 同　上

を考える。具体的には沖縄の竹富島を対象としてとりあげた
い。

歴史的環境保護の延長上にくらしの景観をとりあげたい。奈
12 景観の形成 良の明日香に視点をすえながら地域の活性化にとりくんでいる 同　上 同　上

姿を紹介する。

阪神淡路大震災後、ボランティアとNPOが注目されるよう

13
環境ボランティア

ﾆNPO
になった。かれらがどのような活躍をし、それが現代社会でど
ﾌような意味をもつのかを考える。オルタナティブ社会という
Vしい社会論の可能性を検討する。行政との関係にも言及する

同　上 同　上

必要があろう。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

内発的発展とは地域内部からの力で発展を行うことである。
内発的発展論とコ 外部資本の導入がしばしばその地域の未来の発展をそこなうと

14 ミュニティ・ビジ いう考えから、地元（とくに若者）が集まって地域の発展を考 鳥越皓之 鳥越皓之
ネス え「地元のための」ビジネスを模索する。その可能性を問いか

ける。

全体のまとめを行う。地元の小さなコミュニティをキチンと

15 政策と実践
もっていることが環境保全にとって大切なことを事例を通じて
燒ｾをする。人間がコミュニティ（共同性）をもつ意味、将来

同　上 同　上

の可能性についても言及する。
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＝日本の法システム（’00）＝（R）

〔主任講師 六本佳平（放送大学教授）〕

全体のねらい
　近代化のために輸入した日本の法システムが、今日の開かれた流動社会に適しい制御機能を果たしているか。歴史的
背景・社会的諸因子・文化的思惟構造と関連づけて調査データによって実態分析し、近代西洋型法システムの利点と限
界の観点から考察し、改善の方向を論じる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

法システムは、個々人の価値や利害を社会に統合する装置の

1 法システム
ﾆ　法　過　程

ひとつであり、拘束力ある実定法規範体系と、その適用・実現
ﾌための機構からなる。社会構成員がこれを主体的に活用する
@過程として、紛争処理・法役務・裁判・強行・規制等があ

六本佳平
i放送大学

ｳ授）

六本佳平
i放送大学

ｳ授）
る。

法システムは、歴史的に伝承された文化的与件の中で働く。
法制度が立法で形成・改変され、人々が争いを起こし、法機構

2 法　　文　　化 を利用し、裁判所が紛争を処理する諸過程に、日本文化は浸透 同　上 同　上
する。文化とは何か、文化は変わるか、文化を測定・比較でき
るのか？

法システムが働くさいに直接の対象となる紛争の概念と過程

3 紛　　　　　争
を解明する。紛争処理の社会的過程を、当事者が手持ちの資源
竭謗O者を動員して目的を達する過程として捉える。その中で

同　上 同　上

紛争の法的処理の持つ意義、そのための制度を明らかにする。

個人や組織に生じる法律問題は、社会構成員の法システムに
対する需要を表す。法律問題のさまざまの種類、およびその解

4 法　　使　　用 決のために法システムが提供する手段（法律相談・弁護士・裁判 同　上 同　上
所など）が使用され、またはされない社会的諸条件をデータで見
る。

法システムの下での紛争過程は、原理的に、法的基準に志向
した交渉の過程であり、裁判外の非公式処理から裁判による公

5 紛　争　処　理 式処理にいたる連続的な過程として捉えられる。泣き寝入り・ 同　上 同　上

示談・弁護士交渉・調停・和解・判決等にいたる社会的諸条件
を見る。

弁護士は、法律問題を持つ個人や組織に法役務を提供する専
門：職業家である。日本の弁護士制度、その歴史的背景、職業と

6 法　　律　　家 しての社会的特色、法役務の種類、法システムにおける役割、 同　上 同　上

弁護士の職業組織、職業倫理、職業行為を規定する社会的三条
件を見る。

弁護士の事務所組織・共同経営化・補助員などの業務・経営

7 法　役　務　1
体制が弁護士による法役務過程に及ぼす影響を見る。日本の弁
?mが扱う業務および顧客層のデータ分析から、社会関係や社 同上 同上
会過程を法的に制御する機能が十分果たされているかを問う。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

弁護士の法役務を補完する司法書士・弁理士等の法律関連職
業、企業法務員、諸種の法律相談機関、また法使用の機会均等

8 法　役　務　2 を図る法律扶助制度の現実の機能を見る。弁護士役務の供給量 六本佳平 六本佳平
を規定する法曹養成制度の問題点、その改革をめぐる状況を分
析する。’

法的争点に最終決定を下す裁判官と裁判制度を取り上げる。
日本の裁判制度の歴史的背景、裁判官職業の特色、キャリア裁

9 裁　判　制　度 判官制と法曹一元制との得失を論じ、陪審に代る日本の特徴で 同　上 同　上
ある調停やその他の準裁判を含めた争訟処理体系についてデー
タで見る。

日本の裁判所は紛争の法的処理による社会制御機能を十分果

10 民　事　裁　判
たしているか。訴訟事件とその処理様式、近年の事件数の急増
�fータでみる。和解処理の要因、判決との分岐点、取立事件

同　上 同　上

の処理、現代型訴訟の特色、判決の司法行動分析等を論じる。

警察による犯罪の抑止・摘発の過程、および行政による法発

11 法　　強　　行
動によって社会を法的に整序する規制過程を取り上げる、担当
g織の人員その他の資源、事件認知の方法、強行・規制対象と

同　上 同　上

の関係、実効性確保のための社会的諸条件等をデータで見る。

実定法規範体系の内容を社会の変化に従って変える必要があ
る。また、実定法の変更によって社会のあり方を望ましい方向

12 法と社会変動1 に変化させることが試みられる。この法と社会との相互作用が 同　上 同　上
円滑に運ばれるための条件を、家族・労働・住宅に関するデー L

タで見る。

前回と同じ問題を、農山漁村・環境・消費者保護について見
る。新しい権利や規範が形成される社会的背景と過程、立法の

13 法と社会変動2 ための政治過程、それが実定法機構iによって社会に貫徹される 同　上 同　上

諸条件、社会の中に根づいている生きた法との交錯等を論じ
る。

人間の社会的行為の性質、規範現象の性質と意義、法システ
ムの一般的な構造と社会制御機能、近代法の利点と限界、法と

14 法と社会学的理論 社会・権力構造、未開法以降の法システムの形態発展、法の文 同　上 同　上

化的多様性、現代法の特質等について、社会科学的な法理論を
概観する。

講義全体を総括し、日本の近代法システムの歴史的形成・発

15 日本の法と社会
展、日本の法と社会についての学説の展開、グローバルに開か
黷ｽ社会形成における法の役割、日本の法文化、法に関する経

同　上 同　上

験的研究の課題等について展望する。
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＝＝ @と裁判（’00）＝（TV）

主任講師〔
主任講師

算里灘麟難裳趨〕

全体のねらい・

現代社会における法と裁判の基本的仕組み、理念および問題点を平易に解説し、あわせて民事裁判および刑事裁判の
当面する諸問題を学生とともに考える。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容’
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 人間の社会と法
　「社会あるところ、法あり」といわれる。法とは何か、㌧それ
ﾍ何を目的としているかを考え、実定法の体系を概観する。

青山善充
i東京大学

寢w長）

青山善充
i東京大学

寢w長）

2
日本における法と
ﾙ判制度の近代化

　日本は明治維新後、西洋の法を継受し、近代的な司法制度を
?ﾁた。その後、第2次大戦直後、憲法を初めとする法の根本変
vを経験し、現在また大変革期を迎えている。法と司法制度の
ﾏ遷を振り返る。

同　上 同　上

3
司法権の機能と裁
ｻ所の種類・役割

　三権のうち司法権は、立法権や行政権に対してどのような機
¥を果たすことが期待されているか。司法権を担う裁判所には
ﾇんな種類のものがあり、それぞれの裁判所はいかなる役割を
ﾊたしているか、を考える。

同上 同　上

4
裁判を受ける権利

ﾆ裁判の公開

　憲法は、国民に「裁判を受ける権利」を保障し、裁判の公開
�v請している。裁判を受ける権：利とは、具体的に何を意味す
驍ﾌか、裁判の公開の目的は何か、現在どのようなことが問題
ﾉなっているかを見る。

井上正仁
i東京大学

ｳ授）

井上正仁
i東京大学

ｳ授）

5 国民の司法参加
　国民の司法参加にはどのような形態があるか、日本ではどこ
ﾜで行われているか、そのメリット・デメリットは何か、を諸
O国の例と比較しながら考える。

同　上 同　上

6 民事紛争と
ｻの解，決方法

　民事関係の紛争には、どんなものがあるか、どのような方法
ﾅ解決されるか、裁判による解決とそれ以外の解決では、どの
謔､に違うか、を考える。また、裁判手続や強制執行の流れ
焉Aここで見ておく。

高橋宏志
i東京大学

ｳ授）

高橋宏志
i東京大学

ｳ授）

7 市民生活と調停

ｨよび裁判

　日常生活の中で市民は様々な法的トラブルに出会う。その解
?菇@として、民事調停・家事調停および訴訟（とくに少額訴
ﾗ手続）を見てみる。また、近時増えている個人破産の問題も
lえる。

同　上 同　上

一483一



回’ テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u’師　名
i所属・職名）

放送三七当
u　師’名
i所属・職名）

8 企業活動と裁判

　企業活動の多面的・国際的展開に応じてこれをめぐる法的紛
?ｪ国内的にも国際的にも増加している。その解決手段として
ﾙ判を取り上げる。また国際商事紛争の解決手段としての仲裁
�lえる。

伊藤　　眞

ｳ授）

　　　　　伊藤　　眞
i東京大学’（東京大学
@　　　　教授）

9 行政活動と刑罰
　国や地方公共団体の行政活動の違法性が裁判で争われる場面
ｪ増えてきている。そこで、取消訴訟を例にとって、行政裁判
ﾆは何か、その問題点はどこにあるかを考える。

同　上 同　上

10 犯罪と刑罰
　犯罪とは何か、刑罰はなぜ科せられるのか、という基本問題
�･まえつつ、現代における刑法の存在意義とその機能を検討
ｷる。

佐伯仁志
i東京大学

ｳ授）

佐伯仁志
i東京大学

ｳ授）

1
1 犯罪と捜査

　犯罪捜査手続を概観したうえで、その当面する問題につき、
沒｢する。 井上正仁 井上正仁

12 犯罪と裁判・
　起訴から公判、裁判に至る手続を概観したうえで、その当面
ｷる課題につき、検討する。

同　上 同　上

13 少年非行と法
　少年非行・少年犯罪とそれに対する法制三三の対応につき、
ﾟ時の少年法改正問題などにも言及しつつ、検討する。

川出敏裕
i東京大学

赴ｳ授）

川出敏裕
i東京大学

赴ｳ授）

14 法律家の役割
　弁護士を中心としつつ、裁判官や検察官を含め法律家の役
пE責務を見てみる。 井上正仁 井上正仁

15 法律家の養成
　司法試験や法曹教育、それと大学での法学教育との関係など
ﾉつき、検討する。

青山善充

苡辮ｳ仁

青山善充

苡辮ｳ仁
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＝経済法（’00）＝：（R）

〔主任講師 根岸哲（神戸大学教授）〕

全体のねらい
　市場経済体制の下で国家が経済的規制を行うための法である経済法は、主として、独禁法、各種事業法および通商法
から構成されているが、その基本法は独禁法であることから、独禁法の内容と現実の機能の解説に講義の中心を置きつ
つ、それと関連づけながら各種事業法と通商法の近年の動向についても明らかにしたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 経済法とは何か

　市場経済体制ないし自由経済体制の下で国家が経済的規制を
sうための法を経済法と総称しているが、経済法は、主とし
ﾄ、公正かつ自由な競争を促進するための規制を行う独禁法、
｣争が適切に機能しない事業分野で競争制限的な規制を行う各
寛幕ﾆ法、および公正かつ自由な通商を促進するための規制を
sう通商法から構成され、その基本法が独禁法であること牽解
烽ｷる。

、根岸　　哲

i神戸大学
ｳ授）

根岸　　哲
i神戸大学

ｳ授）

2 第二次大戦後の
o済法の展開

　第二次大戦後、占領政策として経済民主化政策が実施され、
ﾆ禁法が経済憲法としての位置づけを与えられ民間主導型の経
ﾏ運営を基本とすることが意図されたものの、現実には、昭和
S0年代までは政府主導型の経済運営を基本とし、国内産業を保
?ｵつつ国際競争力を強化することを意図とした競争制限的な
K制や行政指導が広範囲に活用され、占領政策の意図が現実化
ｵだしたのは、政府規制の緩和と独禁法の強化を本気で実行せ
ｴるを得なくなった平成元年に開始された日米構造問題協議を
ﾒたなければならなかったことを解説する。

同　上・ 同　上

3 独禁法の目的
ﾆ規制概要

　経済法の基本法である独禁法の目的が「公正かつ自由な競争
ﾌ促進」によって「一一般消費者の利益の確保と国民経済の民主
Iで健全な発達の促進」を図ることにあり、独禁法は、その目
Iを実現するために、私的独占、カルテルを典型例とする共同
s為、不公正な取引方法など事業者または事業者団体による競
?ｧ限的な行為や状態に規制を加え、専門的規制機関として公
謌ﾏを設けていることを解説する。

同　上 同　上

4
共同行為の規制

i1）

　独禁法制定以来違反事件として取り上げられた行為のうち最
熨ｽいのは、価格カルテル、入札談合などの競争制限的な共同
s為であり、競争制限的な共同行為は事業者によって行われる
ｱとも事業者団体によって行われることもあるが、ここでは主
ﾆして事業者による競争制限的な共同行為である不当な取引制
ﾀ（3条後段・2条6項）の要件について具体例を取り上げて解説
ｷる。また、広い意味において共同行為の規制に含まれる、寡
闃驪ﾆによる価格の同調的引上げの理由報告徴収制度（18条の
Q）もここで取り上げる。

同　上 同　上

5 共同行為の規制
i2）

　競争制限的な共同行為は事業者団体によって行われることも
ｽく、不当な取引制限との関係に言及しつつ事業者団体による
｣争制限的な共同行為に対する独禁法の規制（8条）について解
烽ｷるとともに、価格および供給量の制限に係る競争制限的な
､同行為を実行した事業者および事業者団体の構成事業者に対
ｵて課される課徴金納付命令制度について解説する。

同　上 同　上

6
不公正な取引方法
ﾌ規制（1）

　独禁法違反事件して取り上げられる行為として競争制限的な
､同行為に次いで多い不公正な取引方法は、公正な競争を阻害
ｷるおそれ（公正競争阻害性）がある行為であって公取委が指定
ｷる行為である（19条・2条9項）ので、公正競争阻害性の要件
ﾆ公取委による不公正な取引方法の指定内容の概要について解
烽ｷる。

同　上 同　上

7
不公正な取引方法
ﾌ規制（2）

　公取委による不公正な取引方法の指定には一般指定と特殊指
閧ﾆがあり、このうち一般指定には16回多様な類型の不公正な
謌�菇@が含まれているが、このうち重要な不当な取引拒絶、
s当廉売、ぎまん的顧客誘引、不当な利益による顧客誘引、不
魔ﾈ抱き合わせ、不当な排他条件付き取引、再販売価格維持行
ﾗ、不当な拘束条件付き取引、優越的地位の濫用、競争者に対
ｷる不当な取引妨害を取り上げ具体例に即して解説する。

同　上 同　上
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圃 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u・師　名
i所属・職名）

放送担当
u亨師団
i所属・職名）

8
独占・集中の規制

i1）

　独禁法は独占・集中に対する規制として、私的独占の禁止（3
�O段・2条5項）、独占的状態に対する措置（8条の4・2条7
?j、合併・営業譲受・株式保有・役員兼任等の企業結合に対
ｷる制限（第4章）を定めているが、まず、前三者について具体
痰�謔闖繧ｰて解説する。

根岸　　哲 根岸　　哲

9
独占・集中の規制
i2＞

　独禁法による企業結合の制限は、事業支配力の過度集中を防
~する持株会社の制限（9条）、大規模事業会社の持株の総額制
ﾀ（9条の2）および金融会社の持株制限（11条）と、一定の取
�ｪ野における競争を実質的に制限することとなる株式保有、
��灯C、合併、営業譲受等の禁止とに分けられるが、両者について具体例を取り上げて解説する。

同　上5 同　上

10 知的財産権
ﾆ　独　禁　法

　特許権、ノウハウ、著作権等知的財産に対する一定の独占的
?p権を与える知的財産権と公正かつ自由な競争の促進を目的
ﾆする独禁法との関係について基本的にとのように捉えるべき
ｩを検討するとともに、マイクロソフト事件、ばちんこ機製造
ﾁ許プール事件、プレステーション用ソフト中古販売制限事件
凾ﾌ具体例を取り上げて解説する。

同　上層 同　上

11 独　禁　法　の
ｷ行　・実現

　独禁法違反に対する措置として、行政措置としての排除措置
ｽ令と課徴金納付命令、刑事罰、および損害賠償請求等の民事
~済が用意され、いずれの措置の発動においても公取委の役割
ｪ大きい公取委中心主義が採用されていることから、それぞれの措置の内容と発動実績を明らかにするとともに、公取委の組織と権限の特色について解説する。 同　上 同　上

12 独　禁　法　と
早@際　問　題

　企業活動の国際化の進展に伴い外国企業による外国での競争
ｧ限的行為によって自国市場の競争に悪影響を及ぼす事態が生
ｸることがあり、この場合自国の独禁法を外国企業の行為に適
pできるかという域外適用の問題がでてくること、そして一方
Iな域外適用を回避するためにOECDを通じた多国間の相互
ﾊ告・協議・調停や．二国間の独禁法協力協定が利用されている
ｱと、、さらには独禁法の国際的ハーモナイゼごションや国際独
ﾖ法の制定の動きがあることを解説する。

同　上 同　上

13 規制産業（1）

　独占性と必需性とを根拠に競争が適切に機能しないとして参
?E退出規制、設備規制、料金規制など包括的な公益事業規制
ﾉ服してきた電気事業、ガス事業、電気通信事業、運輸事業等
ﾌ事業分野も、近年、規制緩和と競争導入という大きな変化を
o験しているが、各事業分野ごとにその内容、根拠、問題点に
ﾂいて解説するとともに、将来展望を試みる。

同　上 同　上

14 規制産業（2）

　電気事業、ガス事業、電気通信事業、運輸事業等の事業分野
ﾅは、程度の差はあるものの、いずれも競争と規制との適切な
gみ合わせ方についての模索が試みられているが、その模索の
獅ﾝが各種事業法と独禁法との関係にどのように現れているの
ｩについて具体例を取り上げて解説する。

同　上 同　上

15 通商法とGATT／

vTO

　国際通商（貿易）については、公正かつ自由な通商のルールを確保するための国際機構であるGATT／WTO体制の下に

?閨A日本もその枠内においてダンピング（不当廉売）規制、
竢赴熾tき輸出に対する相殺関税賦課、緊急輸入制限（セーフ
Kード規制）などを行っていることから、このような迎人規制
ﾆGATT／WTOルールとの関係について解説する。

同　上 阿上
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＝比較政治学（’00）＝：（R）

〔主任講師 眞柄秀子（筑波大学助教授）〕

全体のねらい
　本コースの目標は、比較政治学の基本的枠組みを理解することである。理解を深めるために、戦後の先進諸国（おも
に西ヨーロッパ）の政治を、特に政治制度と最近20年間の政治変容に焦点に当てて考察する。また同時に先進各国の政
治経済のグローバル化に関しても検討する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名〉

1
比較政治学とは何

ｩ？

　比較政治学とは、政府と社会の関係について理論化し、各国
ﾌ実際を調べる学問です。イーストンの「システム理論」を紹
薰ｵ、比較政治学の研究方法である「比較メソッド」および変
白?Sアプローチについて述べたうえで、最新の研究テーマを
T観します。

眞柄秀子
i筑波大学

赴ｳ授）

芟ﾋ正伸
i茨城大学

赴ｳ授）

眞柄秀子
i筑波大学

赴ｳ授）

2 政治制度（1）

　デモクラシーの二つのタイプである大統領制システムと議会
ｧシステムについて、その違いと長所、短所について述べる。
ｳらに、ヨーロッパの議会制デモクラシーにおいて首相と内閣
ｪはたしている役割および政府の形成・交代のメカニズムにつ
｢て講義する。

井戸正伸 井戸正伸

3 政治制度（2）

　ほとんどのヨーロッパ諸国は議会制デモクラシーである。
?[ロッパ諸国における議会と政府の間の関係について、　（1）
c会の政府形成・維持・終結、　（2）立法活動、　（3）政府の監
求Aの三つの側面について述べる。

同　上 同　上

4 政治文化と
ｭ　治　発　展

　クロスナショナルな比較政治研究において中心的位置を占め
ﾄきた各国の政治文化について述べる。また、各国の政治・政
�Xタイルの違いをもたらすこととなった政治発展パタンの相
痰ﾉついて講義する。

同　上 同　上

5 デモクラシー
ﾆ政治体制

　ある政体がデモクラシーであるための要件とは何か？デモク
宴Vー以外の政治体制として何があるのか？デモクラシーには
ﾇのような変種が存在しているのか？これらの問いに対して、
ｻ在の比較政治学はどのように答えているのか、見てゆきま
ｷ。

同　上 同　上

6
「デモクラシー」

ﾚ行と確立

　先進各国は非民主主義体制から民主政へ、いつどのような経
Hをたどって移行したのかを、シュミッター／オドンネルらの
g組みを用いて考察する。また各国のデモクラシーは、いかな
髀�盾�桙ｽせば確立されたとみることができるのかも検討す
驕B

弓柄秀子 弓柄秀子

7 政党・亀裂・
Aイデンティティ

　西ヨーロッパを中心に、先進国の政党をそれぞれの属性に基
ﾃきいくつかのグループに分類する。同時に、分類の歴史的背
iとなっている「亀裂」と政党アイデンティティに関するリプ
Zット／ロッカンらの理論を学ぶ。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

G．サルトーリの理論を参考に、先進各国の政党システムを政

8 政党システム
党数や競合パタンや政党間のイデオロギー距離によって、いく
ﾂかのタイプに分類し、それぞれのパタンのメリットとデメ 眞柄秀子 眞柄秀子
リットを比較検討する。

9

選挙・選挙制度と
ｭ党システムの変

e

　先進各国における選挙と選挙制度のさまざまなヴァリエー
Vョンを学ぶ。特に近年選挙制度が変化した事例を具体的に検
｢し、選挙制度の変化が政党システムに及ぼした効果や問題点

同　上 同　上

を分析する。

いかなる社会にも利益集団を見出すことができる。利益集団

10 利　益　集　団
Vステム　（1）

の3タイプとして、職業利益集団、公共利益集団、コミュニ
eィー活動集団を紹介し、利益集団のパワーを決定する諸要因 井戸正伸 井戸正伸
について述べる。

政府と利益集団そして利益集団間の体系的関係を利益集団シ

11 利　益　集　団
Vステム　（2）

ステムという。各国における利益集団システムとして、多元主
`と社会コーポラティズムを紹介し、ヨーロッパ各国の利益集

同　上 同　上

団システムの実際についても見てゆく。

戦後西ヨーロッパにおいて福祉国家がいかにして発展してき
たのかを、主要政治アクターの戦略と選択という視点から考察

12 福祉国家の発展 する。また、先進国の福祉国家をいくつかのパタンに分類し、 弓柄秀子 眞柄秀子
どのような要因が各国福祉国家の質的相違をもたらすのかを考
える。

先進社会の福祉国家が、脱工業化時代を迎えて、いかなる問

13 福祉国家の再建
題に直面しているのか、また、各国でいかなるアクターがどの
謔､に福祉国家を再建しようとしているのかを、イタリア・イ

同　上 同　上

ギリスなど具体的な事例を参考にしながら検討する。

欧州連合（EU）が第二次大戦以後、発展してきた歴史的経

14
グローバリゼーショ

唐ﾆヨーロッパ政治

路を概観する。そして、欧州連合を構成する主要機関を紹介
ｵ、欧州連合における政策形成・執行のあり方を見てゆく。最
繧ﾉ、欧州連合の加盟諸国の政治へのインパクトについて述べ

井戸正伸 井戸正伸
る。

先進各国における脱工業化の潮流のなかで、ジェンダー・エ

15 脱工業化と新争点
コロジーなどの新しい争点がどのようなインパクトをもってい
驍ﾌかを考える。また、女性・若者・市民運動・外国人などの 弓柄秀子 眞柄秀子
新しいアクターの出現と政治の変化について検討する。
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＝： 総ﾛ政治（’00）＝（TV）

〔主任講師 高橋和夫（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　世紀が変わる時期の国際政治の見取り図を提示する。そこでは詳細なミニアチュールのような記述ではなく、墨絵の
ような太いタッチで分析の構図が描かれる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 テレビと国際政治 テレビ映像が国際政治に与える影響を考える。
高橋和夫
i放送大学

赴ｳ授）

高橋和夫
i放送大学

赴ｳ授）

2 メディアの風景
　急速に変化する映像メディア業界を紹介し、その意味を分析
ｷる。

同　上 同　上

3 スーパー・パワー
ﾌ世界戦略

　アメリカの世界戦略の変遷を概観し、その外交の特徴を論じ
驕B

同　上 同　上

4
ヨーロッパ合衆国

ﾌ夢
　20世紀におけるドイツ問題から説き起こし、ヨーロッパの統
㊨^動を振り返り、その将来を展望する。

同　上 同　上

5 007の独立運動
　スコットランドの独立運動を紹介し、その特殊性と普遍性を
ﾎ比する。

同　上 同　上

6
マイクロ・ナショ
iリズムの挑戦

　カタロニアやイタリア北部の独立・自治運動に代表されるよ
､な先進工業諸国でのエスニック集団の「小さなナショナリズ
?vを紹介し、その意味を検討する。

同　上 同　上

7
東アジアのパワー・

oランス

　朝鮮半島や台湾海峡の情勢に焦点を当てながら、東アジアに
ｨける国際関係をとらえる。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
立ち上がった巨象

Cンド
　日本との関係に視点を置きながら、インドの情勢を解説す
驕B 高橋和夫 高橋和夫

9
ターレバンの勝利、

pキスタンの憂欝
パキスタンとアフガニスタンの情勢を紹介する。 同　上 同　上

10 大量破壊兵器の
ｰ怖

大量破壊兵器と長距離ミサイルの拡散の問題を論じる。 同　上 同　上

11 イスラム／脅威
ｩ、共存か？

　イスラム「原理主義」の拡大の背景を論じながら、文明の衝
ﾋ論を批判する。

同　上 同　上

12
イラン・イスラム
ﾌ制の変貌

　イランのイスラム体制の変遷を振り返り、その将来を展望す
驕B

同　上 同　上

13 国際政治の中の
Gネルギー問題

　エネルギー資源に占める石油の位置を再確認し、中東と中央
Aジアのエネルギー資源を巡る情勢を三三する。

同　上 同　上

14 環境保護の政治
ﾍ学

　環境保護運動の歴史を振り返る。また環境を巡る政治の特徴
�_じる。

同　上 同　上

15
国際関係のパラダ
Cム・シフト

　多国籍企業やNGOなどの活動が、国家を中心とする国際関
Wの枠組みに修正を迫っている。国家の役割を再評価しつつ現
��ｪ析する。

同　上 同　上
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＝現代の行政（’00）＝＝（R）

〔主任講師 森田　朗（東京大学教授）〕

全体のねらい
　近年、日本の政治行政システムは大きく変わりつつあるが、現代の複雑な行政の実態を正確に理解し、その問題点を
分析して改革の処方箋を書くことは容易ではない。この講義では、とくに行政改革を支える新しい行政理論に焦点を当
てて、行政現象を理解するための概念と分析枠組について平易に解説する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

「行政」とは何か？一現代国家におけ

骰s政活動

　「行政」概念を理解し、そのイメージを示すために、具体的
ﾈ事例を紹介する。それを手がかりとして、複雑な行政現象を
揄�ｷるために必要な、　「制度」　「組織」　「活動」の視点を設

閧ｵ、それらの関係を明らかにする。

森　田　朗
i東京大学

ｳ授）

森　田　朗
i東京大学

ｳ授）

2 行政国家の成立

　現代行政学が対象としているのは、政府活動が飛躍的に拡大
ｵ、立法権、司法権に対して行政権が優越した行政国家であ
驕Bこの章では、行政国家が、どのようにして成立し、発展し
ﾄきたかを、社会経済的発展の側面および政治制度の変容の側
ﾊに着目して論じる。

同　上 同　上

3 行政学の発展

　行政国家の成立とともに、その拡大した行政活動の分析を目
Iとして行政学が誕生した。ここでは、主として現代行政学が
a生し発達してきたアメリカ合衆国を中心に、行政学の学説の
ﾏ遷と現代福祉国家の課題について論じる。

同　上 同　上

4 行　政　改　革

　福祉国家の発展は、他面において、行政改革の世界的な潮流
�?闖oした。この章では、行政改革の基盤をなす「小さな政
{」の考え方を紹介するとともに、これまでの日本の行政改革
ﾌ試みとその成果と課題について論じる。

同　上 同　上

5 現代の政府体系

　現代における国家、中央政府、地方政府、立法・行政・司法
ﾌ三権：、行政機構等の基本的な制度構造を「政府体系」と捉
ｦ、その現代における変容の姿と今日的課題、そして日本の政
{体系の構造的特質について論じる。

同　上 同　上

6 内閣制度と
ｭ　官　関　係

現代国家における民主主義と行政活動の関係を考察するために
ﾍ、内閣制度の分析が不可欠である。比較の視点から、日本の
煌t制度の特質を明らかにするとともに、現在進められている
s政改革における内閣機能の強化にのあり方について論じる。

同　上 同　上

7 地方自治の制度
　地方自治の制度は、今日の行政現象を理解する上できわめて
d要な要素である。日本の地方自治制度の特質について論じ
驕B

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

r

地方分権推進委員会による勧告を中心に地方自治制度の分権
8 地　方　分　権 改革の内容について論じ、今後の地方自治制度について展望す 森田　　朗 森田　　朗

る。

従来の行政学の主要なテーマは官僚制であった。現代の官僚

9 行政組織の
﨟@礎　理　論

制論の原点をなすM．ウェーバーの官僚制理論を紹介した後、情
�Vステムという視点から、現代組織論の枠組と組織管理の諸

同　上 同　上

問題について論じる。

10 行政組織と
ｻ　の　改　革

　日本の行政組織の特質と意思決定のあり方について論じ、行
ｭ改革による省庁統廃合の実態を行政組織編成の観点から考察
ｷる。

同　上 同　上

11
公務制度と官僚の

s　動　様　式

　官僚の行動様式という観点から、キャリアシステムを含む日
{の公務員制度の特徴を明らかにし、これからの公務員制度に
≠ﾟられる要素と今後の改革のあり方について論じる。

同　上 同　上

現代の行政は、その多様な政策執行活動によって特徴付けら

12 行政活動と政策
れる。ここでは、現代の行政活動が社会システムを制御する機
¥を果たしている点に着目して、　「政策」の概念、政策のもつ

同　上 同　上

べき性質、行政活動の評価のあり同等について考察する。

行政活動を、政策課題の発見から、政策案の作成、決定、そ
して執行という一連の過程として捉えることによって、複雑な

13 政　策　過　程 行政活動を理解し分析するための視点を提供する。ここでは、 同　上 同　上
とくに政策過程の構造と課題の設定から正式な政策決定に至る
過程を考察する。

前章を承けて、この章では、正式に決定された政策が執行さ

14
政策の執行活動と

]価
れ、現実の社会に行政機関が働きかける過程を考察する。一定
ﾌ制度的枠組のなかで、行政官がどのように決定行動を行って

同　上 同　上

いるかを論じるとともに、政策評価について考察する。

これからの行政は、民間企業との協力やNGO、ボランティ
アの参加なくしてはなりたたない。この章では、これからの公

15
参加と行政責任一21世紀の行政 共サービスの特質について論じ、多様な参加の形態とともに行

ｭ責任（アカウンタビリティ）のあり方について考察し、これか
同　上 同　上

らの行政を展望して、最後に、その可能性と課題について論じ
る。
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＝財政学（’00）＝（TV）

〔主任講師
主任講師

鴨利幾舞納鶉〕

全体のねらい
　現代社会における財政の役割・制度・経済的影響は極めて複雑である。本講義では、政府の範囲と構成、公共支出・
予算、租税・公債、社会保障等に関する平易な制度分析と経済分析を通じて、現代財政の仕組みと経済的機能を解説す
る。その際、急速な高齢化、国際化、情報化等の経済社会の動向と財政との相互関係を重視したい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

1 財政学とは何か
　財政学ではどのような内容の講義をするのか、実例を取り上
ｰながら、これからの講義の構成を説明する。

井堀利宏
i東京大学

ｳ授）

井堀利宏
i東京大学

ｳ授）

財政制度の中心的な役割をもっている予算について、日本の
2 予　　　　　　算 制度を念頭に置きながら説明する。また、予算ができるプロセ 同　上 同　上

スについてもふれる。

政府の経済活動の役割を、支出面から説明する。財政の果た
3 政　府　支　出 すべき機能を取り上げるとともに、日本の政府支出の概要を説 同　上 同　上

明する。

4 政　府　収　入
　政府収入の中心である租税の概要を説明する。また、公債発
sの制度的側面にもふれる。

同　上 同　上

日本の地方財政制度の概要を説明する。地方交付税の役割や
5 地　方　財　政 地方税の構成などもふれる。また、地方分権のあり方も取り上 同　上 同　上

げる。

財政政策の考え方を、マクロ経済の安定化政策を中心として
6 財　政　政　策 説明する。また、戦後日本の財政政策の流れについてもふれ 同　上 同　上

る。

7 公　債　発　行
　公債発行がマクロ経済にどのような影響を与えるかを説明す
驕Bまた、公債発行と世代間の負担の関係についてもふれる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

財政支出に占める社会保障の比重は大きい。日本の公的年金
8 社　会　保＾障 の概要を説明するとともに、高齢化社会での社会保障の問題点 井堀利宏 井堀利宏

にふれる。

9 租　税　体　系

　経済や公共部門の発展に伴う租税制度の歴史的推移、日本の
d税制度の特色、租税負担率の国際比較、課税ベースと納税義
ｱ者による租税の分類、公平・中立・簡素という租税制度の評
ｿ基準などについて説明する。

宮　島　洋
i東京大学

ｳ授）・

宮　島　洋
i東京大学

ｳ授）

国際的にも租税制度の柱である個人所得課税の仕組み（課税
所得、税率構造等）、負担構造、税務行政、経済的影響等を説

10 所　得　課　税 明する。さらに、国際化、高齢化、情報化等を背景とした、最 同　上 同　上
近の所得税改革の論議を紹介する。

日本の租税制度において比重の高い法人課税について、課税

11 法　人　課　税
の根拠、所得税との関係、課税利潤の算定方法、企業組織や投
早E資金調達への影響等を説明し、併せて、経済の国際化に伴

同　上 同　上

う国際課税の動向を紹介する。

消費課税の種類や特徴を指摘した後、主に付加価値観（日本

12 消　費　課　税
の消費税）について、歴史的な推移、課税ベースの定義、税率
¥造、納税・徴税の仕組み、経済的な影響、負担の特徴、国際

同　上 同　上

貿易上の取扱いなどを説明する。

金融資産や実物資産のフローとストックの関係をまず明らか

13 資　産　課　税
にし、続いて、資産の保有・移転に関する租税に焦点を当て、
ｻの租税制度における役割、課税の仕組み、経済的な：影響につ

同　上 同　上

いて説明する。

市場では必ずしも適切に供給されない公共サービスである公
14 公　　共　　財 共財の理論を説明するとともに、市場経済における政府の役割 井堀利宏 井堀利宏

をまとめる。

21世紀を展望したときの日本の財政問題を説明する。’公共部
15 今後の財政問題 門の規模と役割、公債発行の大きさ、社会資本整備のあり方、 同　上 同　上

国際化、高齢化社会の財政問題などを論ずる。
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＝都市社会の人間関係（’00）＝（R）

〔主任講師 森岡清志（東京都立大学教授）〕

全体のねらい
　この講義のねらいは、都市社会が人間関係にどのような影響を与えているかどいう点を中心に、都市社会学・家族社
会学、階層研究にまたがる諸知識を提供し、パーソナルネットワークに関する理解を深めることにある。社会を理解す
る上で、身近な人と人とのつながりを理解することが重要なことを伝えたい。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
都市社会の特質
ﾆ　人間関係

　都市という集、落の特質、そこから生ずる共同生活の営み方
i都市的生活様式）がどのような人間関係をつくりだすか、こ

ﾌ点に関するこれまでの学説を整理しつつ紹介し、人間関係に
獄ﾚすることがどのような意味をもつかについても講義する。

森岡清志
i東京都立

蜉w教授）

森岡清志
i東京都立

蜉w教授）

2

社会的ネットワー

Nとパーソナル
lットワーク

　人間関係に注目する先行研究の中から社会的ネットワークと
｢う概念が誕生し、さらにその中から人と人とのつながりに着
ﾚするパーソナルネットワーク研究が盛んになってきた過程
ﾆ、これらの研究における基本的な説明論理について講義す
驕B

同　上 同　上

3

アーバニズムと
ﾐ会的ネット
潤[クの理論

　都市は人間関係をどのように変えるのか。ワースのアーバニ
Yム理論とフィッシャーの下位文化理論を対比させて、都市に
Zむことが社会的ネットワークをどのように変えるのかについ
ﾄ考える。
@アーバニズム理論、ネットワーク構築における構造的制約と
ｶ態学的（地理的）制約

松，本　　康

i東京都立
蜉w教授）

松本　　康
i東京都立

蜉w教授）

4

北カリフォルニア

ﾌパーソナル
lットワーク

　大都市の社会生活が、郊外や小さな町の社会生活とどのよう
ﾉ異なるのか。フィッシャーの北カリフォルニアでの調査結果
�Q考に、アメリカ合衆国における親族・近隣・仕事仲間・友
l関係などについて検討する。
@ネットワークに関する下位文化理論の仮説と北カリフォルニ
A調査の知見

同　上 同　上

5

現代日本の都市
緒Zとパーソナル

lットワーク

　現代日本の大都市圏では、どこにどのような人が住んでいる
ﾌか。そこでの社会生活の特徴はどのようなものか。またその
v因は何か。日本都市におけるパーソナル・ネットワーク研究
ﾌ成果を踏まえて考えるd
@都市の社会空間構造、都心居住と郊外居住、性別・年齢・職
ﾆ・移動歴とパーソナル・ネットワーク

同　上 同　上

6 都市化と親族関係

　パーソナルネットワークの中で近親者の親族ネットワークは
s市化が進展しても依然として重要であり、日本の親族関係の
ﾁ質と、都市化に伴う変容について講義し、パーソナルネット
潤[クと社会とのつながり、個人の生活とのつながりを理解さ
ｹる。

森岡清志 森岡清志

7 現代の都市家族

　　　　　　

@現代都市家族の特徴について、ワースのアーバニズム論や
pーソンズの孤立核家族論を紹介し、それに対するサスマンや
潟gワック（修正拡大家族論）などの反論を検討する。目本の

s市家族研究にも触れる。

野沢慎司
i明治学院

蜉w助教授）

野沢慎司
i明治学院

｢学助教授）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 都市家族と
lットワーク

　家族内部の人間関係は家族外の関係のネットワークの構造と
ﾖ連しているとみるポットと後続の研究を取り上げ、その意義
ﾆ問題点を論じる。コミュニティ解放論に依拠する新しい見解
ﾆ比較する。

野沢慎司 野沢慎司

9 連帯的なネット
潤[クと家族

　家族に対するネットワークの構造的影響について、調査事例
�謔闖繧ｰ、親族、職場、地域社会などにおけるネットワーク
ｪ連；帯性を帯び、現代日本の夫婦関係に影響を及ぼす傾向を論
ｶる。

同　上 同　上

10
解放化するネット

潤[クと家族

　ネットワークが空間的、構造的に解放化すると、家族が意識
Iにネットワークを維持・管理・動員する主体となる傾向を増
ｷ。それが家族のライフスタイル化や個人化とも関連すること
�_じる。

同　上 同　上

11 階層とネットワーク

　職業、収入、教育程度などを規準とする社：会階層の違いに
謔ﾁて、個人の持つパーソナルネットワークの特性には様々な
痰｢がみられる。それらを説明する個人属性的要因および社会
¥造的要因に言及する。’

中尾啓子
i東京都立
蜉w助教授）

中尾啓子
i東京都立
蜉w助教授）

12 地位達成と
lットワーク

　個人が社会的地位を達成する過程で、パーソナルネットワー
Nはいろいろな機能を果たしている。ここでは主に、職業的地
ﾊ達成において知人や友人が与える影響を、理論的に考察し、
ﾀ証研究を紹介しながら探求する。

同　上 同　上

13 小　集　団　の
lットワーク

　人々が属する職場や友達同士の小集団の人間関係は、様々な
¥造的パターンがみられ、それらが集団や成員の特性を表して
｢る。小集団における関係のパターンを追究する方法、ソシオ
＜gリーを紹介し、それを用いた実証研究を例にとって人間関
Wの構造に言及する。’

’　同　上

同　上

14
高　齢　者　の
pー　ソ　ナル
lットワーク

　高齢者の生きがいを支えているものは何か。生きがいの一つ
ﾆして主観的幸福感をとりあげ、これを規定する要因の一つに
F人関係があることを述べ、高齢者の生きがいと友人関係の関
Aについて考察する。また友人関係の特質についても講ずる。

森岡清志 森岡清志

15
パーソナルネット
潤[ク研究の課題

　パーソナルネットワーク研究の成果を整理するどともに、今
繧ﾌ研究課題について説明する。親しい人びとに限定された
lットワーク研究の問題点や、ライフコースとネットワークの
ﾏ化の関連を追求する必要などについて講ずる。

同　上 同　上
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＝経 営 学＝　（TV）

〔主任講師 森本三男（白鴎大学教授）〕

一全体のねらい
　経営学とはどのような学問であるか、何を問題にするかを明らかにする。ここでいう経営学は・企業を対
象にした実践科学である。実践とは理論と実際を統合する主体的行為、平易にいえば当事者の立場に立って
みることをいう。実践科学としての経営学では、企業の構造と行動がどのような行為原理に立っているかを

明らかにする。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当’
u　師　名
i所属・職名）

1 経営学の

ｫ格と課題

　経営学が社会科学の一部であることは明白であるが、そ
ﾌ対象や性格については、見解が分かれている。ここでは、
g織体一般ではなく企業を対象にする経営学について、そ
ﾌ性格（実践科学）と課題（構造と行動に内在する原理の
�ｾ）を説明する。

森本三男
i白鴎大学

ｳ授）

　　　　一

X本三男
i白鴎大学

ｳ授）

2 企業形態と企業

ﾌ制

　企業のために用意されている法的制度を、企業法律形態、
ｪして企業形態という。代表的企業形態は株式会社である
ｪ、それは元来成長した企業のための制度であるにもかか
墲轤ｸ、そのようには利用されていない。そのため、実態
ﾌ発展を企業体制として問題にする。

同’上 同　上

3 現代企業の特質

　現代企業とは、単に現代に存在する企業という意味では
ﾈく、成長・発展をとげて経量的に高度と見なされる段階曲に到達している企業をいう。それは、所有と経営が分離し、

o営上の自主性をもち、1個の社会的制度として環境主体
ﾉ責任を負う存在となっている。

同　上 同　上

4 現代企業の構造

　現代企業は、組織・人間的側面（経営組織）と計数・資
{的側面（経営経済）をもつ。またそれは、動的には、投
?E産出システムとして生産を行い、環境適応を通じて成
ｷ・発展する構造をもう。そのためには、関係者の貢献を
z合し、成果を配分する必要がある。

同　上 同　上

5 経営理念と経営

ｶ化

　経営行動を通じて実現しようとする思想・信条・哲学を、
o営理念という。それは、目的の価値的側面である，それ
ﾉは、儒教などの伝統色の強いものと、企業の制度的存在
�ｽ映した現代的なものとがある。経営理念を基底とした
e企業の個性が、経営文化となる。

同　上 同　上

6 経営者の役割と
Rーポレート・
Kバナンス

　経営行動の核は経営者である。経営者は、イノベーショ
唐�юiし、経営理念を実現させるリーダーシップを発揮
ｵ、関係者の利害を調整して成果を配分しなければならな
｢。現代企業の経営者は機関となっているから、そのあり
福ｪ役割に適合している必要がある。

同　上 同　上

7 経営の目標

　目的の具体的状態を示すものを経営目標という。その内
eと数は、企業の発展と共に多様化する。つまり単一目標
ｩら多目標に移行し、後者では目標体系が形成される。ま
ｽ、これと共に目標の達成水準は、極大化原理から満足化

ｴ理へと変化する。

同　上． 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

『8 経営戦略（1）
ｻ品・市場戦略

　現代企業の特色は、戦略を軸にした経営すなわち戦略的
o営を行うことにある。経営戦略の中で最も重要なものは、
驪ﾆがどのような製品・事業についてどの市場で活動する
ｩを選択することである。このような製品・事業戦略の策
閧ﾉついて、枠組みを紹介する。

森本三男 森本三男

9 経営戦略（2）

oPM

　製品・市場戦略を前提にして、各種の個別戦略が策定さ
黷驕Bまず必要なものは、特定の製品・市場に関する競争
嵭ｪである。その他必要に応じて、リストラ（事業分野再
¥築）、リエンジニアリング（事業遂行方法の再形成）、
驪ﾆの買収、戦略的提携をはかる。

同　上 同　上

10 現代企業と経営

g織

　組織構造に関する代表的な類型を、組織形態という。組
Dは戦略を遂行するたあのシステムであるとの観点に立て
ﾎ、特定の戦略には特定の組織形態が適合していなければ
ﾈらない。このような適合についてめ考え方と現実の展開
ﾉついて、説明する。

同　上 同　上

11 現代企業と経営

o済

　経営の経済現象に関する原理をまとあたものに費用理論
ｪある。それにも伝統的な収益法則的費用理論と、現代的
ﾈ適応的費用理論とがある。両者の中から環境適応的操
ﾆ，利益管理のための損益分岐点に関する部分、規模や範
ﾍの経済に関する部分などを説明する。

同　上 同　上

12 経営の国際化

　経営の国際化は、資材・製品の輸出入に始まり、経営資
ｹそのものの国際的移動である現地生産（直接投資）から
Oローバル経営へと進展する。このような国際化は、企業
ﾌ組織や管理にこれまでにない問題を生じさせる。それら
�o営文化に関連させて検討する。

同　上 同　上

13 意思決定と情報

　すべての経営行動は、意思決定を契機として展開される。
s動の良否は意思決定によって左右される。各種意思決定
ﾌ方向を整合させ、意思決定の質を高めるには、そのプロ
Zスと技術の解明が欠かせない。また、それに関連して情
�ﾆいう資源が問題となる。

同　上 同　上

14 生産性と付加価

l

　生産のために必要な関係者の貢献を持続的に確保するに
ﾍ、彼らに誘因を提供しなければならない。その源泉は、
糟ｹの効果的使用による成果である。そこで生産性の向上
ｪ問題になる。生産性にはいろいろな指標があるが、付加
ｿ値が成果指標として最適である。

同　上、 同　上

15 企業の社会的責

C

　社会的制度となっている現代企業は、各種の利害者集団
i：顧客、株主、従業員、取引先、地域社会など）の多様な

咜ﾒにこたえなければならない。その内容は、法的責任、
o済的責任のみでなく、それを超えた自発的な社会貢献に
ﾜで及び、遂行の評価も問題となる。

同　上 同　上
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＝生産性科学入門（’99）＝（TV）

〔主任講師 小林和生（帝京科学大学助教授）工

全体のねらい
　生産性の視点から我が国の国際社会における地位を理解するとともに、生産性概念を追及する。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執箋担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
生産性科学の誕生

ﾆ課題

　生産性科学の誕生の由来、糸譜について概説し、なぜ今生産
ｫが重要であるか述べる。とりわけ経済学と生産性科学の違い
ﾉ焦点をあて、この学問の課題を明確にする。

小林和生
i帝：京科学

蜉w助教
�r

，小林和生
@（帝京科学
蛛D学助教
�j

2
生産性科学の
ﾎ象と方法
@　　　一その1

　生産性科学の対象である産業社会の理論的規定を与える。す
ﾈわち、人間一人関係と人間一自然系の交差構造として産業社
?ｪ構成されていること。またその構造の詳細を明確にする。

同　上 同　上

3
生産性科学の
ﾎ象と方法
@　　　一その2

　多元的要因が複雑に関連して形成されている産業社会の分析
ﾌためのフレームワごクとしてのS－Fスキームについて解説
ｷる。

同　上 向上

4 国民の豊かさ
　生産性概念の根本である国民の豊かさを規定する。そのもと
ﾅ、その測定指標として国民経済福祉を定義する。

同　上 同　上

5
国民経済福祉の
ﾏ化とその要因

　国民経済福祉の変化の要因分析体系を示し、わが国の国民一
l当たりのGDPの変化とその要因を分析する。

同　上 同上

6
国民経済生産性と
薄蜷ｶ産性

　生産部門別の生産性の変化と国民経済生産性の関連について
ｪ析する。

同　上 同　上

7
企業生産性と付加

ｿ値
　付加価値概念を考察する。そのもとで国民経済の構成単位で
?驫驪ﾆの主体性と国民経済への寄与について明らかにする。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名〉

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
付加価値生産性と
告ｶ産性

　企業水準へ生産性概念を展開するうえで、付加価値労働生産性は限界がある。より収益性に密接な概念である総生産性について解説する。

小林和生 小林和生

9

付加価値労働生産

ｫ格差の形成と
ｻの要因

同　上 同　上

10 総生産性と収益性 企業の収益性変化の要因分析枠組を示す。 同　上 同　上

11
資源・環境問題と

ｶ産性
　資源・環境問題のあり方と、生産性向上運動への示唆につい
ﾄ考える。 同　上 同　上

12 国民の豊かさの
総ﾛ比較一その1

　国民の豊かざを国際比較するための準備として、通貨の換算
竭閧ﾉついて考察し、国際比較の枠組みを示す。 同　上 同　上

13 国民の豊かさの
総ﾛ比較一その2

　統計資料を活用して、国民経済福祉、国民経済生産性および
薄蜒激xルの生産性の国際比較を行う。 同　上 同　上

14
プロダクティヴィ

eィ・スキーム
　生産性推進運動体系であるプロダクティヴィティ・スキーム
ﾌ歴史的展開と生活の質（QL）について説明する。

同　上 同　上

15
情報化社会と生産

ｫ
　産業の情報化にともなう産業社会の今後のあり方と生産性に
ﾂいて考察する。 同　上 同　上
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＝経営工学総論＝（R）
〔主任講師：熊谷智徳（名古屋工業大学名誉教授）｝

全体のねらい
　本講は、社会へ価値を提供する経営体の優れた目的達成のための、経営技術学（Managerial　Engineering）
を述べるものである。経営体は、公共企業体、1～3次を含めて多種あるが、主に製造業の工企兼体を対象
とする。工業は、円高による国際競争力低下、海外展開と空洞化、途上国の台頭など、難しい状況にある。
そこでの生存のたあの経営技術を探ることにする。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

生産と経営の事例。

熊谷智徳 熊谷智徳
1 ある経営の話 （名古屋工 （名古屋工

業大学名誉 業大学名誉
教授） 教授）

開発・調達・生産ぐ販売、財務、労務、経営分析。

2、 経営の成り立ち F 辻　　正重 辻　　正重
（青山学院 （青山学院

大学教授） 大学教授）

アメリカの発展、テーラーシステム、フォードシステム、
日本の発展、日本経営行動特質、TQC、ジャストインタ

3 経営工学の発展 イム、TPM、小集団活動 熊谷智徳 熊谷智徳

利潤目的、価値目的、価値条件QDC、経理倫理。

4 経　営　目　的、 同　上 同　上

市場の成り立ち、市場変化、‘製品の計画と開発。

5 市場と製品開発 同　上 同　上

品質の成り立ち、製品開発、市場変化、多品種の構造、
要因設定、製造管理。

6 品　　　　　質 同　上 同　上

、、

製品の時間過程、リードタイム、在庫低減、原価構成、
低減方策。

7 時間とコスト 同　上 同　上

一501一



執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師・名

（所属・職名） （所属・職名）

工程システム、作業システム、設備、労働、管理システ
ム。

8 生産システム 熊谷智徳 熊谷智徳

設備の構造と性能と管理、生涯過程、保全システム。

9 設　　　　　備 同　上 同　上

労働の生産側面と社会性側面、技能開発、配置、評価、
労働保全。 池田良夫 池田良夫

10 労　　　　　務 （愛知工業 （愛知工業

大学教授） 大学教授）

安全、環：境、人間性、製品責任、立地社会性、景観性。

11 社会性課題 ㌔熊谷智徳 熊谷智徳

市場の方法、生産の方法、分布の数理、計画の数理、管
理の数理、経営と管理と生産への整理活用。 大野勝久 大野勝久

12 数理的方法 （名古屋工 （名古屋工

業大学教授） 業大学教授）

経営情報リテラシ、経営と管理のコンピュータシステム、

CAD、　CAM、　CIM。 中村雅章 中村雅章
13 管理と情報シ （中京大学 （中京大学

ステム 助教授） 助教授）

社会変化、製品ライフサイクル、高技術化、業種変化、
立地変化。

14 経．営　変　化 熊谷智徳 熊谷智徳

海外生産の形態、東アジア工業圏、日本的経営の課題、
空洞化。

15 海　外　生　産 同　上 同　上
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＝生 産 経 営 論＝　（TV）

〔主任講師：熊谷智徳（名古屋工業大学名誉教授）｝

全体のねらい
　生産は価値の産出である。これによる社会への寄与を永続させていく生産経営について価値への条件であ
る品質と時間とコストの本質を探り、それを生み出すシステムの構造を体系的にとらえる。日本が発展させ
た世界的生産経営方式の特質を明らかにする。とくに中国の工業とアジア工業圏の進展において、日本企業
の国際展開と創造語術開発の生産の重要性に視点をおく。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

経営の目的、利潤目的と社会目的、主観目的と客観目的、
経営理念、価生産、生産価値条件・品質Q・時期D・コス 熊谷智徳 熊谷智徳

1 経営と生産 トC （名古屋工 （名古屋工

業大学名誉 業大学名誉
教授） 教授）

品質の総構造、機種品質・使用性・社会性・信頼性・改
造性、市場期と品質変化。リードタイムの構成、ジャスイ

2 品質と時間と ンタイムの原理、生産コストの構成と低減。 同　上 同　上

コスト

生産シズテムの性能と社会性と変化、工程と作業と管理、
設備と労働、自動化、開発と就職と転職。

3 生産システムの 同　上 同　上

成り立ち

工程視点、工程のなりたち、工程のQDC能力、工程設
計と分析

4 工程と作業 同　上 同　上

価値条件QDCとシステム要素MFWと管理過程PDO
Sの3元マトリックスの構成生産経営と生産管理、開発、

5 生産経営の成り 製造、マーケティング 同　上 同　上

立ち

発展の構造、20世紀前半期のアメリカの発展、テーラー
システム・フォードシステム、20世紀後期の日本の発展T

6 生産経営の発展 QC、JIT、TPM小集団活動 同　上 同　上

産業社会変化、工業貿易ライフサイクルと貿易摩擦、市
場ライフサイクル、立地寿命と空洞化。

7 生産経営の変化 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

製品開発と経営、製品開発の体制、自動販売機の新製品
開発の実際。総合的品質管TQC

8 品質とTQC 熊谷智徳 熊谷智徳

長期市場力の製品開発による高度自動生産自動車要素機
能品の開発と自動生産の実際、食品製品開発と自動生産の

9 製品開発と 実際。 同　上 同　上
自動化

ジャストインタイム生産の発展、フォードの同期生産、
トヨタのジャストインタイム生産の実際。

10 ジャストインタ 同　上 同　上
イム生産

生産システムの設備化の進歩、管理の自動化、設備の開

発と就役の開発と転化、保全管理、TPM。
11 生産と設備 同　上 同　上

技術開発、労務保全、作業の人間性向上日本の労働倫理
の検証と革新。

12 生産と人間 同　上 同　上

中国の工業化の進展、アジア業圏と日本の役割。中国へ
の欧米企業の進出。

13 中国の工業化と 実例：上海のフォルクスワーゲン（独）社 同　上 同　上
日本工業

モーターサイクル日系企業の実際（重慶）。
日本の中小企業の中国展開の実際、品質と原価の中国生

14 野本工業の中国 産経営の問題点と向上方策。 同　上 同　上
展開

生産経営の社会性課題の構i成、日本に於ける内的社会性
の優位と外的劣位の構成、将来方向。

15 経営と社会 同　上 同　上
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＝生産の設備化と経営C　98）＝　（TV）

〔主任講師：熊谷智徳（名古屋工業大学名誉教授）〕

全体のねらい
　設備管理は、基盤管理である。基礎を良くすれば、品質・時間・コストの良い成果が結果づけられる、と
いう思想に基づく管理である。それは戦略から日常保全に至るまで、多元な構造をもっている。本講は、狙
いを設備経営の体系化においた。生産と経営からとらえることである。それは、実践者が経営における仕事
の位置をとらえ、進路を見い出すのに役立っ。そして論理の基礎を与えることと、応用力を高めることにね
らいをおいた。技術革新の設備の適正な開発と、生産への活用を意図している。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

設備とシステムは、用役への性能をもち、性能を発揮す
る構造をもち、性能と構造が就役によって変化する。変化 熊谷智徳 熊谷智徳

1 設　　　　　備 への適応が保全である。 （名古屋工 （名古屋工

業大学名誉 業大学名誉
教授） 教授）

設備は生産のために、生産は経営のために、経営は社会
のたあにある。社会寄与の経営目的に対して、生産システ

2 経営と生産と設 ムと設備の開発と運営は、一貫して合目的に進めなければ 同　上 同　上

備 ならない。

今世紀前半は主にアメリカで、後半は日本も発展に寄与
してきた。発展の法則と21世紀の方向を探る。

3 生産経営と設備 同　上 同　上

管理の発展

開発から生産就役、次代転化の設備生涯、累代生涯に対
する設備経営。就役過程の保全としての設備管理。

4 設備経営と設備 同　上 同　上

管理

’

生産経営の開発段階は、製品開発に始まって設備開発に
終る。市場への価値産出の製品開発の方策と設備開発。

5 製品開発と設備 同　上 同　上

開発

設備とシステムの内的劣化への発現保全、外的変化への
改良保全。信頼性、保全性、可動性。

6 保　　　　　全 同　上 同　上

保全作業の人依存性。保全の品質・時間・コストの構造、
作業の分析と改善方法、現地作業の特徴と問題点、生体的

7 保　全　作　業 悪条件と精神的好条件の特質。 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

保全の高技能者には10～20年を要する。基本技能養成、
OJT、評価、処遇。設備革新と技能生涯開発。

8 技　能　開　発 熊谷智徳 熊谷智徳

9 事例研究　　1 同　上 同　上

10 事例研究　　2 同　上 同　上

自主保全。生産変化への設備適応。JIT適応の設備シ
ステム。製品と生産革新の設備：革新。半導体生産の先端設
備体制等の事例と論理。

11 事例研究　　3 同　上 同　上

12 事例研究　　4 同　上 同　上

仕事への能力向上と人への仕事の好適化。その均衡実現
のQWL（仕事人生の質）の、現業職の向上と管理専門職

13 労　務　保　全 の方策。 同　上 同　上

設備化の下に日本で発展したTPM（総合的生産保全）
が、生産経営革新へ；進む方向と内容。

14 生産経営革新の 同　上 同　上

TPM

公害、環境、景観破壊、リサイクルなど高度工業化によ
る社会性問題の構造、日本の問題点、将来方策。

15 設備化と社会性 身体障害者の生産工場（放送）。 同　上 同　上
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＝産業と労使の関係（’99）＝（TV）

〔主任講i師 神代和欣（放送大学教授：）〕

全体のねらい，
．現代杜会は、企業社会であり、雇用社会である。多くの人は、企業に雇用され・一定のルールに従って働かなければ
ならない。他方、企業は市場の競争に耐え、利潤を上げなければならない。そこに労使の葛藤が生まれる・葛藤の解決
には、経済の論理や労働の取引に関する法の枠組みを理解し、労使の経験に学ぶ必要がある。国際比較の視点も欠かせ．

ない。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 企業の発展と
ﾙ　用　社　会

A．サラリーマン社会（雇用社会の主役：企業とサラリーマン。
@職業の自由と失業の危険）
a．　「使用者」とは誰か（管理職の役割）
b．離職・発言・我慢（契約の自由と職業選択の自由、労働条
@件の最低限規制、離職と発言、我慢と忠誠）

神代和欣
i放送大学

ｳ授）

神代和欣
i放送大学

ｳ授）

2 工業社会から
﨣�ﾐ会へ

A．産業革命とペティ法則（工業化、需要の所得弾力性、就業
@構造の変化）
a．ホワイトカラー化（脱プロレタリア、ホワイトカラー）
b．情報通信革命（第三次産業革命、ME革命、デジタル革命）

同　上 同　上

3
モ　ノ　づ　く　り

ﾌ　シ　ス　テ　ム

A．テイラー・システムとフォード・システム（資本と経営の
@分離、テイラーの科学的管理法、フォードシステム）
a．ホーソン実験と人間関係論（労働者のやる気を起こさせる
@法）
b．トヨタ生産方式（ジャスト・イン・タイム、協力企業との
@長期的取引関係）

同　上 同　上

4 雇　用　関　係

A．：職業選択と採用の自由（職業選択の自由、企業の採用・解

@雇の自由）
a．雇用形態の多様化（非正規雇用の拡大、　「終身雇用」解雇
@権濫用の法理、長期雇用の経済的合理性、有期雇用パートタ
@イム雇用、派遣労働）
b．飴と鞭（労働規律、能率刺激の方法、解雇と懲戒処分）

同　上 同　上

5 生産性の向上と
ｬ　果　配　分

A．付加価値を生み出す（粗付加価値と純付加価値、GNP、
@付加価値を増やす方法）
a．技術革新（生産性向上の方法、第二次世界大戦後の主な技
@術革新、技術進歩の意義）
b．成長成果の配分（「合理化」反対争議の頻発、生産性向上
@運動、成果配分の原則、労働分配率）

同　上 同　上

6 キャリア形成

A．採用と配置（新規就業者、新規学卒就職者、教育投資、採
pの自由、離職者）、

a．教育訓練と技能形成（企業内技能養成と内部昇進、ホワイ
@トカラーのキャリア、出向・転籍）

b．査定と昇進（年功序列から能力主義へ、年功賃金の修正）

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

A．週40時間労働制（標準労働日、変形労働時間制、みなし労
働と裁量労働制）

7 労働と余暇
B．所得と余暇の選好（ミクロ経済学の労働供給理論、労働時
ﾔ短縮の理論的基礎） 神代和欣 神代和欣

C。労働時間短縮の推移（労働時間短縮の国際比較、残業時間、
年次有給休暇）

A．賃金とは何か（労働の需要、労働の供給、均衡賃金率）
B．賃金制度（賃金形態、賃金体系、年功賃金の修正、定年延

8 報酬の体系 長と年功制度の改革、大競争時代への対応、年功賃金の修正 同　上 同　上
はどこまで進んだか、賞与）

C．退職金・企業年金（退職一時金、企業年金）

A．民主的労使関係の枠組み（市民法と団結禁止、市民法から
労働法へ、産業民主主義、労働組合の法的保護、正当な争議

9 労働組合との関係
　行為、争議行為、争議行為の制限、不当労働行為）B．対立と協調（労働運動とイデオロギー、漸進的改良主義、

同　上 同　上

組合分裂、労使協調、労働組合組織率の低下）
C．職場の労使関係（企業別組合の特色、個別的労使紛争処理）

A．日本的雇用慣行とは何か（語源、起源、その経済的合理性）
B．日本的雇用慣行修正の方向（長期雇用のメリットとデメリ

10 日本的雇用慣行 ット、，日本的雇用慣行修正の方向、修正の実態） 同　上 同　上
C．賃金・処遇システムの変化（年功賃金の修正、退職金制度

の見直し）

A．労働組合の交渉力（労働供給の制限、労働需要曲線の位置、
需要の価格弾力性、労働需要の弾力性、マーシャルの4条件）

1
1

団体交渉の
o済的効果

B。春闘方式（ベースアップと定期昇給、春闘相場の形成生産
@性基準原理、賃金関数） 同　上 同　上

C．人員整理・合理化その他の交渉事項（団体交渉事項、主要
な労使交渉の争点の推移、21世紀の労使課題）

A．女性の職場進出と性差別（欧米の女性解放、男女雇用機会
均等法の成立）

12 男女の雇用
@会の均等

B．女子労働者の保護と平等（戦後改革とその限界、判例の積
@み上げ、均等法の概要、改正男女雇用機会均等法の概要、結
･・育児による仕事の中断・引退）

同　上 同　上

C．男女賃金格差（裁判による是正、わずかしか縮小しない身
女賃金格差、パートの賃金）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

A．人生80年時代の生き方・働き方（高齢化、少子化の進展、

13 高齢化社会の
J　使　課　題

　定年制と高齢者の雇用機会）
a．老後の所得保障（老後の所得源泉、所得代替率、わが国の
@公的年金制度、社会保険方式と保険料負担、年金の水準）

神代和欣 神代和欣

C．高齢者医療と介護（医療保険制度、老人医療、介護保険）

A．貿易摩擦の激化と海外現地生産の拡大（変動為替相場制へ
の移行、わが国の国際競争力の増大と輸出品目の構成変化、
対米貿易摩擦の激化と日本企業の対応、海外現地生産の拡大、

14 大競争時代の
J使の在り方

国際調達の増加）
a．雇用機会の海外流出（海外雇用の増加と国内雇用の減少、
@海外直接投資の雇用効果）

同　上 同　上

C．産業空洞化は避けられるか（空洞化の定義とその要因、モ
ノづくりの人材育成、エンジニアリング・ソフトウエアの活
用、マクロ経済の回復と成長）

A．バブル時代の人手不足（最初の引き金、改正入管法、外国
人労働者の就労実態）

15 外国人労働者問題
B．到来する若年労働力の不足時代（加速する若年人口の減少、
@価値観の変化、経済成長の見通し）

同　上 同　上

C．増加する国際労働移動とその対応（規制を強化するアメリ
カ、苦悩する西ドイツ、EUの域内移動、アジアの人口圧力）
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＝企業経済と情報・戦略＝（R）

〔主任講師：黒澤一清（東京工業大学名誉教授）〕

全体のねらい
　意志決定の問題を中心としたマイクロ・エコノミクスの企業経営管理論への適用の部分を講義する・また
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その上第2次大戦後の日本における企業経営の在り方についての議論を経営付加価値概念を中心に総括し・

に経営多目的論の解析的表現を与える。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名

i所属・職名）

講　師　名
i所属・職名）

企業における意志決定の基本枠組みを論じる。 黒澤一清 黒澤一清
（東京工業大 （東京工業大

1 意志決定理論 学名誉教授） 学名誉教授）

意志決定メカニズムにおける効用法則の定式化を中心に
論じる。

2 効用とリスクプ 同　上 同　上

レミァム

意志決定者の側の環境についての予測・知見が皆無であ
るとき、あるいはほとんど無知である場合の意志決定の諸

3 不確実性下での 方式。 同　上 同　上

意志決定

意志決定理論の最先端を担いつつあるゲーム理論の基礎
を説明する。

4 ゲーム理論 同　上 同　上

一方の十が他方の一であるゲーム，とは違って、より一般
的に、両者の利得が前より大きくなりうるモデルである・

5 非ゼロ和ゲーム 過剰生産のケースを例示する。 同　上 同　上

企業・経営の目的論を総括する。

6 企業目的論 同　上 同　上

企業の経営活動をめぐる環境とそのもとでの企業の主体
性という関連を今日的な観点から論じる。

7 企業の主体性と 同　上 同　上

環境
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執筆担当 放送担当回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名
（所属・職名） （所属・職名）

第6回以降の議論を経営多目的論として総括する。

8 経営多目的論 黒澤一清 黒澤一清

企業経営における技術合理性・経済合理性・企業倫理の
関係をシステム化する。

9 企業経営と合理 同　上 同　上
性

確実性下の意志決定モデルとして最も古典的な分野の総
括。

10 生産関数と均衡 同　上 同　上
条件

第10回にひきつづいて、収益、コスト関数を媒介に利
潤極大化モデルを総括する。

11 利潤極大化モデ 同　上 同　上
ル

第6回以降の諸議論が多目的満足化という原理で統合さ
れることを示す。

12 多目的満足原理 同　上 同　上

第12回の一般モデルの上に、各種の条件の設定による
均衡条件を吟味する。

13 各種目標の解析 同　上 同　上
的吟味

情報化社会における企業・経営情報と経営生産力の関係 黒澤一清
の理論的・統計的考察を与える。

14 経営戦略分析 同　上 阿部克己
（その1） （明星大学

教授）

日本と米国との自動車工業の競争関係について、両国の 黒澤一一清
工業統計及び企業の財務統計を用いて戦略的水準の分析を

15 経営戦略分析 示す。 阿部克己 同　上
（その2） （明星大学

教授）
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＝マーケティング論（’99）＝（R）

〔主任講師 田村正紀（神戸大学教授）〕

全体のねらい
　マーケティングは、顧客創造を担当する企業活動である。マーケティング活動がどのように展開されるのか、また、
その活動の市場における有効性はどのように決まるか。この講義の狙いは、この問題に答えるための、マーケティング
の基本的な考え方と知識をできるかぎり実践的に講義することである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属職名）

1
マーケティングと

ﾍ何か

　マーケティングという企業活動は、どのような課題を担って
ｶまれてきたのか。その誕生の社会経済的条件を展望しなが
轣Aマーケティングにおける、企業と市場のかかわり合いを図
ｮ化する。

田村正紀
i神戸大学

ｳ授）

田村正紀
i神戸大学

ｳ授）

2
マーケティング発
zの3つの視点

　マーケティングの導入によって、市場を見る企業の視座はど
ﾌように変わるのか。それを流通機能の代替性、顧客需要の異
ｿ性、個別市場の構想、の3つの視点から明らかにする。

同　上 同　上

3
マーケティングの
軏{戦略

　マーケティングの基本戦略は、マーケティングの基本指向で
?閨Aかつマーケティング活動の基本形式である。最終顧客指
?Aブランド化、流通組織化という基本戦略を取引概念との関
Aで講義する。

同　上 同　上

4
マーケティング意
v決定過程

　マーケティング意思決定過程は、マーケティング活動の展開
l式を企業内で決めていく過程である。この過程は、市場機会
ﾌ分析、標的市場と市場目的の設定、マーケティング計画の策
閧ｩらなる。

同　上 同　上

5

マーケティング・

~ックス：製品と
ｿ格の決定

　マーケティング諸活動の集まりは、マーケティング・ミック
Xと呼ばれる。マーケティング・ミックス決定の内、製品と価
iの決定が、どのような決定問題を含んでいるかを展望する。

同　上 同　上

6

　マーケティン
O・ミックス：経
Hと販売促進の決

　マーケティング・ミックスの決定は、経路と販売促進の決定
煌ﾜんでいる。製品をどのような販売を通じて流通させるのか
ｪ販路決定問題である。販売促進決定は、広告、パデリシ
eィ、流通サポート、販売部隊の決定を含む。

同　上 同　上

7
ブランド化戦略の

L効性

　ブランド化戦略は、市場細分化や製品差別化から構成され
驕B市場でのブランドのポジショニング、知覚品質と価格の関
Aを手がかりに、市場で成功するブランド化戦略のポイントを
Tる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

流通組織化戦略は、垂直統合、流通系列化、製販同盟などか

8
流通組織化戦略の

L効性
ら構成させる。これらの戦略の市場での有効性が、どのような
s場要因（競争、需要、製品特性など）の影響を受けるのかを 田村正紀 田村正紀
検討する。

9

製品ライフサイク

汲ﾆマーケティン
O戦略の有効性

　すべての製品は、導入、成長、成熟、衰退という製品ライフ
Tイクルを描く。製品ライフサイクルが以上の段階を経過する
ﾉつれて、マーケティング戦略をどのように変えていく必要が
?驍ｩを明らかにする。

同　上 同　上

マーケティング計画の実施は、営業による個々の顧客との個

10 営業の役割
別取引を通じて行われる。営業が個別顧客との取引において、
}ーケティング活動をどのように実施統合しているかという観

同　上 同　上

点から、営業の役割を明らかにする。

営業部隊の管理問題は、営業マン数、営業努力の製品別・地

11 営業部隊の管理
域別分配などの活動水準だけでなく、営業マンの行為を対象に
ｵた人員管理の側面がある。この側面について、結果統制と過

ρ　同　上 同　上

程統制の2つの管理儀式を比較検討する。

過程統制や結果統制だけでは、市場の多様化とその変化の加

12 機　動　営　業
速化に対応できない。新しい営業様式としての機動営業が必要
ﾉなる。機動営業を支える、営業の分権化、戦場構成、情報武

同　上 同　上

装、顧客信頼などを検討する。

市場は絶えず変化している。その変化の中でも、過去からの

13
市場発展と戦略構

z力
飛躍を含んだ断絶的変化が生じることがある。この種の構造変
ｻを含んだ市場の長期的変化が市場発展である。市場発展の中

同　上 同　上

で、存続するには戦略構想力が必要になる。

企業は市場地位によって、リーダー、挑戦者、追随者、二

14
リーダー地位の優
ﾊ性の形成と消滅

チャーなどに分けられる。市場発展の成長期には、リーダーの
n位が、競争優位性を生み出すが、市場が成熟するにつれてそ

同　上 同　上

れが消減する。そのメカニズムを探る。

15

挑戦者の戦略：競
?Qームのルール
]換

　市場発展の犠造変化期には、企業の盛衰が激しくなり、業界
ﾌ再編が起こる。このような構造変化の過程で、次代のリー
_ーになる企業の戦略構想には、どのような特徴が見られる
ｩ。その戦略構想力の内容を探る。

同　上 同　上
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＝企業の経済学（’99）＝（R）

〔主任講師 黒澤昌子（城西大学助教授）〕

全体のねらい
　企業とは、生産要素を投入して生産活動を行い、生産物を市場で供給する経済主体である・本科目の焦点は・社会経
済的法則性の中にある企業活動の展開のルールにある。企業を主体としたミクロ経済学の基礎的理論を・それらの日本

への応用を含めて学習する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
本講義の一般的枠

gみと狙い

　「企業という主体の活動に寄与する経済学」という本科目の
ﾎ象と方法、及び全体の流れを概説する。特に、資源の希少性
竄ｻれに由来する機会費用の概念、さらには市場を介した資源
z分のシステムとそのメカニズムへの展望と共に、本講義で意
}している幾つかの独自性に触れる。

黒澤昌子
i城西大学

赴ｳ授）

黒澤昌子
i城西大学

赴ｳ授）

2 消費者選択の理論

　消費者行動の分析は、企業行動分析の大前提となる。本章で
ﾍ、消費者行動のメカニズムと需要の創出の基礎、及び所得変
ｻが需要に与える影響などについて考察する。

同　上 同　上

3 需要の分析と予測

　財の価格などの与件の変化が個人需要並びに市場需要に及ぼ
ｷ影響を詳しく分析する。企業の意思決定において不可欠な、
e力性という概念とその測定・予測の方法について考察する。

同　上 同　上

4 生産の基礎理論
　企業は、産出物と生産要素の量、及びそれらをいかに効率よ
ｭ最小費用で生産するかを決定しなければならない。本章では
ｻのメカニズムの基礎理論を考察する。

同　上 同　上

5 費用の分析

　生産の理論を経済価値の空間に移すときの第1歩が、費用の分
ﾍである。本章では長期と短期における生産量と費用の関係を
ｪ析し、最適な産出物と生産要素の量を決定するメカニズムを
l察する。

同　上 同　上

6 市場メカニズム

　希少な資源の配分の基盤となるのが市場における需要と供給
ﾌ相互作用である。本章では価格調整のメカニズムを中心とし
ﾄ、完全競争における生産・資源配分の効率性の概念、効率性
�Wげる市場における与件の変化とそれらの基本問題などを、
ﾀ際例を取り上げながら考察する。

同　上 同　上

7
不完全競争：独占
ﾆ値付け

　完全競争以外の市場構造のなかでも、特に独占市場について
w習する。さらに、価格差別と、事業部門における移転価格な
ﾇのメカニズムとその重要性についても考察する。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
不完全競争：寡占
ﾆ非価格競争

　寡占市場における企業の戦略的行動のメカニズムを、簡単な例を踏まえながらゲームの理論を用いて学習する。さらに、寡占における非価格競争のなかでも、特に広告・宣伝による差別化競争と、独占的競争について学ぶ。

黒澤昌子 黒澤昌子

9 投資決定メカニ
Yム

　現在価値の概念を紹介し、確実性下、あるいは不確実性下における投資決定のメカニズムを学習する。

同　上 同　上

10 不完全情報
　情報の非対称性がある場合に生じる逆選択やプリンシパル・
Gージェント（モラルハザード）問題と、その解決策などにつ
｢て考察する。

同　上 同　上

1
1

外　　部　　性 同　上 同　上

12 労　働　市　場

　各種の投入資源のうちで独特な性格を持つものが労働力である．伝統的なテーマである労働の需要と供給の理論、及び賃金決定のメカニズムについて考察する。

同　上 同　上

13 人的資本論 同　上 同　上

14 収益性と生産性

　これまで展開されてきた理論を企業経営の成果分析の場で実践上の問題として考察する。それの第1として、生産性と収益性の測定の問題を考える。

同　上 同　上

15
国際競争力：日・米自動車貿易

　前章の講義を国際貿易関係の上に展開する。この水準になるとミクロ経済学の諸概念と、マクロ経済学、さらには経済学の

ｫ界を越えた領域との媒介的な考察にもはいることになる。
同　上 同　上
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＝ム　　一 計 学＝　（TV）

〔主任講師：小川　　洌（城西国際大学教授）〕

全体のねらい
　本講座は、会計学の理論とそれを技術的に支える複式簿記の計算システムについて修得できることを目的
としている。そのたあに、財務諸表作成のための記録・計算の方法を具体的事例をまじえて解説し、その基
礎にある会計学独特の理論について理解できるようにする。さらに財務諸表から情報をとり、企業の内容を
判断する方法について触れる。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 会計の役割

　企業会計は、企業の行う経済的諸活動を貨幣数値を用い
ﾄ記録・分類・整理し、その結果を財務諸表として集約表
ｦする。それによって作り出される会計情報は企業外部に
�¥開示され、同時に企業の内部管理資料としても役立っ。
ｱのシステムについて説明する。

小川　　洌
i城西国際

蜉w教授）

小川　　洌
i城西国際

蜉w教授）

2 財務諸表の仕組

ﾝ

　財務諸表は複式簿記の計算システムをベースに作成され
驕Bそこでまず、財務諸表を構成する損益計算書と貸借対
ﾆ表の構造と両者の関係について説明し、利益が損益計算
曹ﾆ貸借対照表の両者によって算出されるプロセスを概観
ｷる。

同　上 同　上

3 記録・分類・整
揶齊d訳と転記

　複式簿記では企業の経済活動の結果を借方および貸方の
Qつの要素に分解し、それらを各勘定科目ごとに分類し、
試Z表へと集計する。その際用いられる仕訳と転記という
v算技法と数字の流れについて説明する。

同　上 同　上

4 決　算　手　続

　試算表は計算記録の正確性を自動的に検証する機能を持
ﾁている。まずその仕組について説明し、さらに試算表の
博嘯ｪ損益計算書と貸借対照表に集計されるプロセスを精
Z表によって説明する。

同　上 同　上

5 企業会計の特質

　企業会計は一般の計算とは異なる特質を持っている。そ
ﾌ基本的な考え方や試算の方法をとりまとめたものに「企
ﾆ会計原則」がある。この章ではこの原則を中心に、企業
?vの基本理論および企業会計を行うにあたっての三原則
ﾌ基本について説明する。

同　上 同　上

6 損益計算書の様

ｮ

　まず、損益計算書の形式について説明する。つぎに、損
v計算書は企業の損益をいくつかの段階に分けて計算・表
ｦするが、その際用いられる様々な利益（または損失）の
ﾓ味を明らかにし、段階的な区分計算の仕組みについて説
ｾする。

同　上 同　上

7 費用・収益の発
ｶと実現

　企業の収益は一般に、売上高として計上される。しかし、
精vとして計上するには基本的に守らなければならないル
[ルがある。また、費用の計上にも同様にいくつかの制約
ｪある。ここでは、これらのルールや制約について説明す
驕Bまた損益試算と収支計算の違いにも触れる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

まず貸借対照表の形式について説明する。つぎに貸借対
照表に集計された資産・負債・資本の表示の基準について

8 貸借対照表の様 述べ、それぞれの項目の配列の基本的なルールについて解 小川　　洌 小川　　洌
式 回する。

貸借対称表に計上する棚卸資産の価額をどのように算出
貸借対照表の内 するかについて述べる。この算出方法については、様々な

9 容（1）一棚卸 方法が認められており、それらが企業の財務にとってどの 同　上 同　上
資産の評価 ような意味をもっているかについて解説する。また有価証

券の評価法について説明する。

貸借対照表に計上する固定資産の価額をどのように算出
貸借対照表の内 するかについて述べる。特に、取得資産の計上の方法と減

10 容（2）一固定 価償却の諸方法について詳説する。後者については、それ 同　上 同　上
資産 が企業の利益の算定にいかなる影響をあたえるかについて

も触れる。

繰延資産の意義と内容について述べる。さらに資本調達
貸借対照表の内 の重要な源泉である負債の意味について考える。特に、近

11 容（3）一繰延 年企業財務の分野において問題となっている社債などの性 同　上 同　上
資産と負債 格やその取扱について説明する。また負債のなかの一項目

としての引当金の概要にも言及する。

株式会社の資本の性質とその内容について説明する。と
くに資本金、資本準備金、利益準備金、任意積立金などの

12 貸借対照表の内 諸項目の内容について詳説する。また、利益処分の基本的 同　上 同　上
容（4）一資本 なルールを具体的な処分の事例を挙げながら検討する。

商法の規定によって開示される営業報告書と証券取引法
の規定によって開示される有価証券報告書の内容について

13 ディスクロージ 説明する。，また財務諸表の信習性を確認する手段としての 同　上 同　上
ヤーと監査 会計監査がいかに行われているかについて説明する。

財務諸表を観察するにあたって必要な知識について述べ
財務諸表の分析 る。また企業の内容を分析評価するにあたって、どのよう

14 （1）一財務諸 なポイントを中心に分析したらよいかについて、その理由 同　上 同　上
表の見方 を検討しながら財務情報の利用の仕方を解説する。

財務諸表を利用して企業の内容を判断する際に必要な分
財務諸表の分析 析技術について説明する。特に、増減分析表、比率法、構

15 （2）一財務諸 成比率法、趨勢法などの諸方法を具体的に解説する。また、 同　上 同　上
表の分析技術 財務諸表を分析して得られたデータをどのように総括し評

価するかについて検討する。

一518一



＝管理会計（’99）＝（R）

主任講師〔
主任講師

瑳饅幽晦綴犠突白磁〕

全体のねらい
　管理関係は、経営管理に必要な、様々な価値情報を提供するための方法である。本講では、そこで用いられる価値情
報の性質、管理会計で利用される諸方法を概説し、それらがどのように応用されるかの概略を示す。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
管理会計の意義と
�

　効果的な経営管理のためには、客観的な情報が必要である。
ﾇ理会計は、そのような情報を価値によって提供する。本章で
ﾍ、このような役割を持つ管理会計の意義について述べる。

古川浩一
i岩手県立

蜉w教授）

古川浩一
i岩手県立

蜉w教授）

’2 会計制度による価

l情報

　本章では、企業などの組織体における会計制度が作り出す会
v情報の特色と作成方法を説明する。営利企業においては、財
Y計算と損益（利益）．計算を同時に行う複式薄記の理解が、企
ﾆ分析や意思決定にとり非常に重要である。

佐藤宗彌
i横浜市立

蜉w教授）

佐藤宗彌
i横浜市立

蜉w教授）

3
経済的価値に関す
髀﨣

　経営管理は経済的行為でもあるので、そのために、経済的な
ｧ場での情報を必要としている。この章では、管理会計で用い
轤黷骭o済的な情報の特質を述べる。

古川浩一 古川浩一

4
原価計算の考え方
ﾆ方法　　　（D

　原価計算とは、製品やサービスを作り出している企業で、ど
鼈ﾊのコストが発生するかを把握する計算方法である。その目
Iとして、原価計算基準では、財務諸表作成目的、原価管理目
I、予算編成目的など5つを挙げている。

佐藤宗彌 佐藤宗彌

5
原価計算の考え方
ﾆ方法　　　（2）

　原価計算は、目的に応じて色々な計算方法がある。本章では
燒ｱ諸表作成（決算）目的に役立つ実際原価計算の手続きとそ
ﾌ考え方を、いろいろな計算例をとりあげ説明する。

同　上 同　上

6
生産活動の革新と

ｴ価

　製品を製造するにはどのような作業と、どのような生産要素
ｪあるのか。また新技術と革新的な生産方法の採用により、原
ｿはどのように変化するかを実例をまじえて考察する。

同　上 同　上

7
原価情報とコスト
}ネジメント

　製造コストを管理するためには、生産方法や作業時間、生産
v素の価格を標準化し、標準原価を設定し、実際原価との差異
ﾉよりどの作業が原価管理（原価削減）の焦点かを知る必要が
?驕B

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8 原価低減と原価
驩 古川浩一 古川浩一

わが国の製造企業は、1970年代から激しい原価切り下げ競争
を行ってきた。そのためのさまざまな活動を検討し、製造現場
から製品開発段階までの原価切り下げ活動を述べる。

9
経営管理における
精v一費用の情報

同　上 同　上

多角化、多国籍化した企業においては各セグメントごとの決

10
セグメント別収益一費用の把握 算やグループ全体の連結決算が必要になる。とくに事業部、子

?ﾐ、海外合併会社の利益管理や業績評価を適切に行うことが 佐藤宗彌 佐藤宗彌
益々重要になっている。

11
振替価格と企業間

ﾖ係

　我が国では、最終メーカーに対して多くの部品製造企業が部
iを納入している。この章では、長期的に関係を持つ企業間、
?驍｢は企業内の部門間で問題となる振替価格を取り上げる。

古川浩一 古川浩一

12
プロジェクトの経
ﾏ性評価

　多額の資本の支出を伴う投資プロジェクトの評価に当たっ
ﾄ、経済性の検討が重要な課題。

同　上 同　上

海外での生産・販売の段階まで進んだ国際企業にとって、為

13
海外事業の管理会

v
替変動、インフレrション、金利格差、カントリーリスクへの
ﾎ処が大切になる。このような環境変動下での海外事業の利益 佐藤宗彌 佐藤宗彌
計画や原価管理をどうするか考察する。

企業の業績評価には企業全体の評価、各部門の評価、個々の

14
業績評価と経営監

ｸ
管理者、従業員の評価、グループ全体の評価、各グループ企業
ﾌ評価などがある。また監査役や外部・内部の監査人は、法律

同　上 ’同　上

の順守、社会的責任などを考慮して、企業の評価を行う。

15
管理会計の現代的

ﾛ題

　この章では、これまでに学んできた管理会計の諸課題を要約
ｵ、それらが今日抱える問題点を探るとともに、その将来を展
]する。この章の放送授業は、座談会形式で行う。

古川浩一

ｲ藤宗彌

吉川浩一

ｲ藤宗彌
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＝税務会計（’98）＝　（R）

〔主任講師：武田隆二（大阪学院大学教授）〕

全体のねらい
　税務会計は、主に企業に課せられる税金の中で最も基本的で重要な法人税について勉強する教科である。
法人税は、企業の稼得した当期利益をベースに算定される課税所得に対して課せられる税金であるから、こ
の講座では、課税所得がどのように算定されるのかについて、講義することを課題とする。企業利益は企業
会計で、課税所得は税務会計で扱われるわけであるから、税務会計は企業会計を基礎として成り立っている
といえる。その意味では、税務会計の勉強は、財務諸表論の延長の上で、企業の生きた経理実践と密着した
形で、課税所得を「会計」と「法」の論理をもって解明することを狙いとしている。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 法人税の仕組み

　本論に入る前に、税務会計め前提にある税金の意味、税

烽ﾌ種類と分類、法人税法の構造、法人税の仕組み、帳簿
ﾌ備え付け義務等の基本的な問題について説明する。 武田隆二

i大阪学院
蜉w教授）

武田隆二
i大阪学院

蜉w教授）

2 税務会計の
ｧ度的基礎

　税務会計は、法人税法という法律制度の上に成り立つ会
v領域である。しかも、商法の決算を前提として課税所得
ﾌ計算が行われる。このような法律と法律との間の関係を、一般に「確定決算主義」と呼んでいる。

@しかも、確定決算主義の基礎には、　「一般に公正妥当と
Fめられる会計処理の基準」を前提とするという考え方が
ｶ在する。
@そこで、この講では確定決算主義および課税所得計算の
¥造の解明を中心に、税務会計全体の「制度の仕組み」を
燒ｾしたい。

同　上 同　上

3 所得概念と
ﾛ税所得概念

　企業課税は、　「所得課税」の形態をとる。従って、税務
?vの中心概念は、　「所得」である。この講では、所得概
Oをめぐる「所得源泉説」と「純資産増加説」との相違を
燒ｾし、この二つの考え方が会計学上の「当期業績主義」
ﾆ「包括主義」という損益計算に関わる二つの立場に通ず
驍烽ﾌがある点を明らかにすることが課題である。
@現行の法人税法上の所得概念が、純資産増加説に基づく
鞄ｾ概念を基礎として、現実には、　「修正された給付能力
?髀鞄ｾ」としての性格をもつものであることを明らかに
ｷる。

同　上 同　上・

4 益金概念と
ｹ　益　概　念

　現行の法人税法上の「益金概念」と「損金概念」が、ど
ﾌように定あられているのか、その特徴点を描き出すとと
烽ﾉ、企業会計上の収益概念と費用概念とどのような点で
痰｢があるのかについて説明する。 同　上 同　上

5 債務確定主義の

ﾁ質

　法律上最も安定した状態が、債権・債務の確定である。
ﾅ法も法律であるから、課税所得計算の基礎には、　「債権
ﾌ確定」や「債務の確定」をもって収益・費用を認識する
ﾆいう考え方が、横たわっている。
@この講では、損金計算の基礎とされる「債務確定主義」
ﾌ条件について説明し、企業会計上の「発生主義」とどの・

謔､な点で違いがあるのかについて明らかにしたい。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

課税所得の計算における積極要素としての「益金の額」
は、　「損金の額」の場合と同様に、法的に最も安定的にな
つた状態である「債権の確定」をもって計上される。

6 権利確定主義の この講では、税務上の「権利確定主義」か、会計学上の 武田隆二 武田隆二
特質 「実現原則」とどのような関連にあるかということを明ら

かにし、権利確定主義の特徴を描き出してみたい。

企業の経済活動において「収益財」として役立っ「棚卸
資産」が、使用材としての固定資産とどのような違いがあ
るのか、棚卸資産の取得原価をどのように算定し、また、

7 棚卸資産の どのように期間に配分するのかについて説明する。 同　上 同　上
税　務　処　理 さらに、原価計算上の予定価格と実際原価との食い違い

により生ずる原価差額について、その調整問題をその基本
に従って説明したい。

／

有価証券の範囲、原価集合問題（取得原価の計算の問
題）、株式分割があった場合に問題となる「身代り株式」
の取得価額の付け替えの問題、原価配分法（有価証券の評

8 有価証券の 価方法）と評価替え（低価法の適用、評価減の適用）等の 同　上 同　上
税　務　処　理 諸問題について解説する。

「使用資産」としての「固定資産」をめぐる税務処理問
題について説明する。固定資産の範囲、原価集合（取得価
額の決定）、減価償却制度の特色、資本的支出と収益的支

9 固定資産の 出、評価替え、特別償却等について説明する。 同　上 同　上
税　務　処　理

繰延課税の方法としての「圧縮記帳」の本質とその特徴
について、国庫補助金、保険差益、交換差益等の具体的な
事項を取り上げて、その会計処理の方法について解説する。

10 圧縮記帳の 同　上 同　上
税　務　処　理

「繰延資産」は、期間損益計算を適正にするために認め
られた計算擬制的資産としての特質をもつものである。
この講では、資産としての本質は何か、その範囲、償却

11 繰延資産の の方法並びに商法上・税法上記められた繰延資産の具体的 同　上 同　上
税　務　処　理 内容について概観するとともに、その処理法について講義

する。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

12 引当金・準備金

ﾌ税務処理

　「引当経理」の本質を先ず明らかにし、続いて、税法上
ﾌ債務確定主義の例外として認められた税法上の六つの
u引当金」を中心に解説するとともに、租税特別措置法上

ﾌ「準備金」の特徴について関説する。 武田隆二 武田隆二

13 資本等の金額と

?v積立金額

　会計学上、利益は一定の「資本の余剰」として規定され
驕B税務上の所得金額も、資本余剰としての性格をもつも
ﾌであるから、所得確定の前提としての「資本等の金額」
ﾉついての税法の規定を解説する。
@また、企業会計原則の場合と同様に、　「資本等取引」と
u損益取引」とが明確に区別されなければならない。

@税法上の「利益積立金額」が、企業会計原則上の「利益
阯]金」や商法上の「剰余金」と区別される点はどこにあ
驍ｩについて説明したい。

同　上 同　上

14 リース取引の
ﾅ　務　処　理

　近年著しい発展をみた「リース取引」について、リース
ﾌ仕組みや税法で定めるリース取引の意義について解説す
驍ﾆともに、賃借人側の会計処理並びにリース会社側の会
v処理について、その特徴的となる点について関漏する。
@他に、リースの特殊形態としてのレバレッジド・リース
ﾉついても説明したい。

同　上 同　上

15 企業会計と税務

?vとの差異

　企業会計（企業利益）と税務会計（課税所得）との「差
ﾙ」が、どのような「原因」で発生するのか、その原因を
ﾞ型化して示すとともに、その差異がどのような「形態」
ﾅ、さらにどのような「効果」を伴うものであるかについ
ﾄ明らかにするとともに、最近の問題である「税効果会
v」について、その要点を解説したい。

同　上 同　上
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＝財 務 管 理＝　（R）

〔主任講i師 占川浩一（岩手県立大学教授）〕

全体のねらい
　財務管理は、生産活動を行う企業の資本の調達と運用に関連する領域を対象としている。そこで、本講で
は、財務管理に必要な考え方を述べ、次いでそれに必要な分析方法を概略する。ついで、財務に関連して企
業が接している資本市場の行動を概観し、最後に、企業が直面している国際化と合併・買収問題を取り上げ
る。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 財務管理の課題

　本章では、財務管理とは何か、が抱える課題について、
ｻの発展の軌跡、財務管理の目標とそれが今日抱える問題
ﾌ性質等を説明する。

古川浩一
i岩手県立

蜉w教授）

古川浩一
i岩手県立

蜉w教授）

2 財務におけるリ

Xクとリターン

　本章では、財務管理で重要なリスクとリターンの考え方
�沒｢し、それらの間にある関係を検討する。またリスク
��奄ﾉどのような方法があるかを述べる。 同　上 同　上

3 企業をめぐる資

烽ﾌ流れ

　この章では、企業をめぐって起こる資金の流れを取上げ、
ｩ己資本と他人資本の違い、直接金融と間接金融の性質、
熾萩燉Zと外部金融の特質等を取上げる。 同　上 同　上

4 資金の時間価値

　この章では、なぜ資金が時間価値を持つかを説明し、異
ﾈる時点で発生する資金の時問価値を調整する方法を、将
?ﾌ資金の流れが確実である場合、不確実である場合に分
ｯて説明する。

中里宗敬
i青山学院

蜉w講師）

中里宗敬
i青山学院

蜉w講師）

5 財務諸表分析
i1）

　企業の過去の業績を示す財務諸表の多面的な分析は、企
ﾆの実態を明らかにし、将来の展望を与える。この章では、
范ｦ分析を中心に財務諸表分析の概要を取上げ、企業の利
Q関係者にとって有用な情報の獲得を検討する。

蜂谷豊彦
i東京工業

蜉w助教授）

蜂谷豊彦
i東京工業

蜉w助教授）

6 財務諸表分析
i2）

　この章では、比率分析以外の分析方法を取上げる。具体
Iには、企業の損益構造の分析を中心に、財務レバレッジ、
ｹ益分岐点分析、営業レバレッジの分析方法を取上げて説
ｾする。

同　上 同　上

7 ポートフォリオ

I択の基礎

　本章では、資本市場を通しての投資決定、そこでの企業
ﾌ評価を扱う。まず、この章では、リスクを伴う資産への
且送攪_であるポートフォリオ選択の基本的な方法を述べ
驕B

中里宗敬 中里宗敬
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回 テ　　一　マ

@　　r

内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 資本資算評価モ

fル

　個々の投資家が最適なポートフォリオを選択するとき、
潟Xクを伴う資産は市場全体の動きとの関連つけて分析で
ｫる。この章では、そのために提案されている資本資産評
ｿモデルを取上げ、その意義を説明する。

中里宗敬 中里宗敬

9 資本コストと配
鱒ｭ策

　資本コストは、資本調達決定と投資決定に対する基準と
ｵて、財務管理では重要な役割を持っている。この章では、
走{コストの考え方、計測方法を取上げ、またその活用方
@にも触れる。

蜂谷豊彦 蜂谷豊彦

10 設備投資の評価

　設備投資のような大規模の資本支出のために企業は別途
ﾉ予算を組むことが多い。本章では、別枠の、長期的視点
ﾉ立つ資本予算の設定に用いられる方法や考え方を、投資
vロジェクトの戦略性と経済性評価と関連付けて説明する。

同　上 同　上

11 運転資本管理

　財務管理の重要な課題の一つに、営業活動に使用される
窓烽�ﾇ理し、それに滞りなく資金が供給されるとともに、
窓熾s足を招かないように図っていくことがある。この章
ﾅは、この運転資本管理の方法を取上げる。

古川浩一 古川浩一

12 資本構成と企業

]価

　資本市場は、企業がどのような種類の資本をどれだけ調
Bし、それをいかに運用しているかを評価する役割を持っ
ﾄいる。この章ではよく知られたMM理論を中心に、市場
ﾉおける企業評価を検討する。

中里宗敬 中里宗敬

13 派生証券の利用

　派生証券は、通貨とか株式といった原資産に付随して発
sされる先物やオプションなどの証券である。これらは、
且曹ﾉ関連するリスクの回避に重要な役割を果たすので、
｡日、様々な面から注目されるに至っている。

同　上 同P上

14 合併と買収

　わが国の企業は、事業構造の再構築に取組んできている。
驪ﾆの合併・買収（M＆A）はその一つとして、経営戦略
�iめる上で重要な役割を持っている。本章では、この問
閧�謠繧ｰ、その方法や利害関係を説明する。

．蜂谷豊彦 蜂谷豊彦

15 企業活動の国際
ｻと財務問題

　企業の活動の国際化の進展は著しい。この章では、国際
ｻにはつきものの為替リスクと、その回避のたあに用いら
黷髣l々な方法を述べ、国際化時代の財務管理の課題を検
｢する。

古川浩一 古川浩一
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＝不動産学の基礎＝（TV）

主任講師〔
主任講師 瓢謬騰思詰〕

全体のねらい
　急激な都市化の過程を経て形成されたわが国の都市は必ずしも健全な環境にあるとはいいがたく、まだ多
くの整備課題を残している。土地を有効に利用しつつ良好な市街地環境を築こうとすると、不動産の開発と
管理に関する系統的な知識が必要となる。この講義は、都市計画、法学、経済学、経営学、政策学の側面か
ら立体的に不動産の開発と管理に関する基礎知識を述べようとするものである。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

不動産学の領域
不動産をめぐる問題と課題 高辻秀興 高辻秀興

1 不動産と国民生 （麗澤大学 （麗澤大学

活 教授） 教授）

復興から高度成長期（1950～1973年）
地方定住期（1974～1986年）

2 都市化と土地・ 地価高騰から今日まで（1987年～） 同　上 同　上

住宅政策の変遷

土地の財としての特徴と土地市場
地価の形成 前川俊一 前川俊一

3 地価形成の理論 土地評価の必要性と問題点 （明海大学 （明海大学

と不動産の評価 教授） 教授）

地価の長期的変動と国民経済
地価の決定と変動

4 経済活動と地価 地価水準の妥当性 同　上 同　上

の変動

わが国の住宅問題
不動産（住宅）金融の現状と問題 田中啓一 田中啓一

5 不動産金融と税 不動産（住宅）税制の現状と動向 （日本大学 （日本大学

制 教授） 教授）

不動産法の対象と体系
所有権の絶対性とその制限 丸山英気 丸山英気’

6 不動産と不動産 区分所有法 （千葉大学 （千葉大学

所有法 教授） 教授）

不動産利用法権
民法および建物保護法・借地法

7 不動産利用法 借地借家法 同　上 同　上

定期借地権
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

土地利用規制の必要性
都市計画の内容と事業・誘導・規制

8 都市計画と土地 市街化区城等の区域区分と開発許可制度 高辻秀興 高辻秀興
利用規制 用途地域制・密度・形態制限

地区計画制度

不動産取引と登記の歴史
不動産売買のプロセス 相馬計二 相馬計二

9 不動産取引と 不動産登記法 （相馬司法 （相馬司法

登記 不動産登記のコンピュータ化の現状と課題 事務所代表） 事務所代表）

不動産流通の重要性と課題
不動産管理の課題と対策

10 不動産の流通 ・田中啓一 田中啓一
と管理

不動産投資と資金調達
不動産開発の企画と投資分析

11 不動産開発の 前川俊一 前川俊一
企画と経営

住宅需要の発生要因
住宅・宅地供給の動向と課題

12 住宅の需要と 住宅地開発の手法 高辻秀興 高辻秀興
宅地開発

商業立地
事務所立地

13 商業・事務所・ 工業の立地需要と用地供給 同　上 同　上
工業の立地と開
発

都市再開発の背景と目的
再開発基本計画と市街地再開発事業

14 都市再開発と 民間再開発の課題とプロセス 同　上 同　上
環境整備 事業手法

不動産開発の外部影響
開発影響評価の方法 小野宏哉 小野宏哉

15 不動産開発の 外部影響評価の課題 （麗澤大学 く麗澤大学

外部影響評価 教授） 教授）
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　　　　　　　　　　つ

＝現代産業組織論＝（R）
〔主任講師：武蔵武彦（千　葉　大　学　教　授）〕
〔主任講師：廣瀬弘毅（福井県立大学助教授）〕

全体のねらい
　現代社会をみるためには、産業の視点が不可欠である。しかし一口に産業といってもさまざまな態様をし
ており、簡単に理解することはできない。本講義では、産業が中心的な役割を果たしている現代経済を読み
解くひとつの視点を与える「産業組織論」を平易に説明する。また、ケース・スタディとして現実の産業の
分析も行う。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現実の経済の歴史的な変化を念頭に置きながら、産業組
織論の成立過程を振り返る6そうすることで、産業組織論 廣瀬弘毅 廣瀬弘毅

1 市場組織と の目的や視点、分析方法の特徴を理解するσ特に、後に展 （福井県立 （福井県立

産業組織論 開される章との関係で、産業組織論の固有の課題を掲示す 大学助教授） 大学助教授）
る。

産業組織論の分析方法を理解するための準備として、完
全競争市場と独占市場の特徴を理解する。次に、市場がう

2 市場組織と まく機能しているかどうか（経済厚生）を量るためのツー 同．上 同　上
経　済　厚　生 ルとして、余剰分析を理解する。そして、市場の構造と経

済厚生の関係の重要性を示す。

産業組織論の伝統的な枠組について概説する。市場構造
が市場行動を規定し、ひいては市場成果を生みだすとする 武蔵武彦 武蔵武彦

3 産業組織論の 考え方について多角的にとりあげ出来るだけ平易に解説す （千葉大学 （千葉大学

分　　析　　法 る。 教授） 教授）

現実の市場は完全競争でも独占でもない場合がほとんど
である。それは寡占であり、企業と企業の相互依存性に特

4 寡　占　理　論 徴がある。この様な寡占企業の価格設定行動を中心に詳し 同　上 同　上
く解説を加える。

アメリカを例にとって、独占禁止法政策の歴史的な変遷
をたどる。その中で、独占禁止政策が持つ問題点をいくつ

5 独占禁止政策 かの判例を見ながら理解する6最後に、日本の独占禁止政 廣瀬弘毅 廣瀬弘毅
策の運用の特徴点を指摘する。

日本鉄鋼業の戦後復興期から高度成長期さらに現在への
足跡を辿り、日本産業に果した役割りと構造を見ると共に、 村田修造 村田修造

6 鉄　　鋼　　業 最近顕著になっている電炉メーカーや輸入品に対抗した構 （神戸大学 （神戸大学

造変革にふれる。さらに大手5社内のシェアー変化に伴う 講師） 講師）

日本鉄鋼業の地盤の激変に言及する。

化学・石油化学産業を概観し、キャッチ・アップ主体の
産業政策と産業組織論による分析を行う。特に、産業政策 斯波正輝 斯波正輝

7 石油化学産業 と結びついた市場行動の市場構造と正負の市場成果への影 （元昭和電 （元昭和電

響を解析する。また、原料問題を国際比較の中で論じ、併 工㈱有機化 工㈱有機化

せて同産業の国際化問題を見ていく。 学品営業部 学品営業部
長） 長）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 半導体産業

　半導体産業の産業組織論的概説を試みる。
@歴史を概観し、次に市場構造として産業の特徴、市場行
ｮとして企業の特徴的行動、市場の成果として企業利潤率
ﾌ傾向について述べる。公共政策の影響にも触れ、政府の
Y業育成策、貿易摩擦に伴う政府間協定を述べる。

中里裕臣
i元丸紅ハ

Cテック㈱
ｼ導体事業
萩Z師長）

中里裕臣
i元丸紅ハ

Cテック㈱
ｼ導体事業
萩Z師長）

9 自動車工業

　自動車産業は20世紀の産業である。それは、アメリカで
ｭ展し、急速に寡占化した。日本は戦後、国の保護の下で
ｭ展し、やがて世界市場を脅かすほどになった。その実態
ﾆそれが日本経済に持っている意味、日米経済関係に与え
ｽ影響等を考える。

伊東光晴
i福井県立

蜉w教授）

伊東光晴
i福井県立

蜉w教授）

10 消費財産業

　代表的な消費財産業として、トイレタリー（石けん・洗
ﾜ）産業を例に見る。メーカー間で商品の実質的な差が比
r的小さい産業の場合には、広告による差別化などが特徴
Iな競争形態となる。その上で、問題点などを探る。

廣瀬弘毅 廣瀬弘毅

11

ネットワーク外
柏ｫと新しい競

　最近、新しい競争の形態として話題になっている「ネッ
gワーク外部性」の問題を取り上げる。簡単なモデルを提
ｦし、この外部性が持つ特徴が、電気通信やパソコンのO
r問競争、フォーマット間競争など、多くの場面で重要な
ｮとなっていることを示す。

同　上 同　上

12

公益事業規制と

Rンスタビリ
eィ理論

　固定費が非常に大きく規模の経済性が働くような産業に
ｨける「公益事業規制」の必要性を理解する。その上で、
ﾅ近の規制緩和の理論的な根拠の一つとなったコンテスタ
rリティ理論を理解する。次に、その例として、アメリカ
ﾌ航空輸送産業を紹介する。

同　上 同　上

13 シカゴ学派と
Iーストリア学

h

　主流派のハーバード学派の産業組織論の対抗勢力として
ｶ在するシカゴ学派と、イデオロギー的に非常に異なる
Iーストリア学派を採り上げ、各々どの点が対立している
ﾌかを明らかにする。そうすることで産業組織論の持つ問
闢_（特に政策面）の理解を深める。

同　上 同　上

14 産業政策と戦略

I貿易政策

　日本とアメリカの問をはじめとしてぐ最近の国際的な経
ﾏ摩擦の背景となっている考え方の一つに、戦略的貿易政
�ｪある。規模の経済性や学習効果などの要因を考慮に入
黷驍ｱとで、この考え方を理論的に説明し、あわせて危険
ｫも指摘する。

同　上 同　上

15 これからの産業
g　　織　　論

　以上の講義を振り返ってミここまでの議論を総括し、残
ｳれた課題を示す。さらに、ゲーム理論や取引費用の経済
w、内部組織の経済学など最近の活発な理論的な進展など
�ﾐ介し、今後の産業組織論の発展について考える。

同　上 同　上
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＝産業と情報社会＝（R）

〔主任講師．藤本義治（名古屋市立大学教授）〕

全体のねらい
　現代は産業の情報化の；進展が著しく、情報が決定的に重要な役割を果たす情報社会といえる。この講義で
は、産業の情報化の状況を述べ、情報通信技術、通信ネットワークなど技術的な側面から講じるとともに、

，情報がいかに産業社会に影響をもたらすのか述べる。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代社会において情報がいかなる役割を持っているのか、
また産業の情報化はどのように達成されているのか述べる。 藤本義治 藤本義治

1 産業の情報化（1） あわせて講義のアウトラインを示す。 （名古屋市 （名古屋市

立大学教授） 立大学教授）

産業の情報化の基盤となるコンピュータの利用の現状、
コンピュータ関連産業について述べ、産業の情報化の方向 藤本義治 藤本義治

2 産業の情報化（2＞ を説明する。 永井文秀 永井文秀
（茨城大学 （茨城大学

助手） 助手）

有線による情報伝達の仕組みと動向を説明する。電話で
のディジタル通信、B－ISDN、さらにインテリジェン 横山光雄 横山光雄

3 情報の伝達　（1） トネットワークの解説をし、CATV、通信と放送の融合 （豊橋技術 （豊橋技術

などについても述べる。 科学大学教 科学大学教
授） 授）

無線による情報伝達の仕組みと動向を説明する。無線伝
送路、変・復調、誤り制御、フェージング対策、多元接続

4 情報の伝達　（2＞ など基礎知識の説明をし、自動車電話やコードレス電話な 同　上 同　上
どの移動通信や衛星通信の国内・国際動向を説明する。

パソコンネットワーク、ワークステーションネットワー
ク、LAN、インターネットなどについて説明し、今後の

5 情報通信ネット 動向なども合わせて述べる。 永井文秀 永井文秀
ワーク

今後の産業社会を変える可能性のあるマルチメディアに
ついて説明し、それを支えるハードウェアを解説する。

6 マルチメディア 同　上 同　上
（1）

マルチメディアを支えるソフトウェアを説明し、その応
用分野についても述べる。また国内外の動向も説明する。

7 マルチメディア 同　上 同　上
（
2
）
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 企業と情報化（1＞

　わが国の企業が国際的に競争力をつけるたあには、オフ
Bスワークの生産性向上が重要な課題である。これを実現

ｷるための新しい情報技術としての注目を集めているグループウウェア・テクノロジーの活用方法と実現のアプロー

`を述べる。

佐藤正春
i㈱富士通

Vステム総
､首席部長）

佐藤正春
i㈱富士通
Vステム総
､首席部長）

9 企業と情報化（2＞

　経営情報の有効な活用を実現するための経営情報システ
?ﾉついて、情報の蓄積方法と活用法、さらに情報力向上
�ﾆしての情報リテラシーのあり方を述べる。 同　上 同　上

10 情報経済論　（1＞

　情報とは何か、財やサービスと比較してどのような特徴
�揩ﾁているのか、また情報はなぜ価値を生むのかなど、
﨣�o済論の理解に不可欠な基本的ことがらについて述べ、
﨣�ﾆ市場の関連について説明する。

山口　　薫
i大阪産業

蜉w教授）

山口　　薫
i大阪産業

蜉w教授）

11 情報経済論　（2）

　産業革命に始まる工業化時代は、市場経済・計画経済、
ｨよび混合経済という3つの経済社会を生んだ。それに対
ｵ、情報財の生産が大きな比重を占める情報化の時代はど
ﾌような経済社会か、また未来の情報社会を経済学の分野
ｩら考える。

同　上 同　上

12 情報サービス産
ﾆ論　（1＞

　情報サービス産業とはどのようなものか説明し、この産
ﾆの成立する背景を考える。さらにわが国の情報サービス
Y業の現状、立地的性格を説明する。

、藤本義治
藤本義治

13 情報サービス産
ﾆ論　（2＞

　情報サービス産業は大都市を選好する産業であるが、地
謫W開について経営と立地を分析して論じる。事例対象地
謔ﾍ愛知県である。 同　上 同　上

14 情報ネットワー
N産業社会論（1）

　情報およびネットワークの意味を吟味し、さらに情報ネ
bトワーク産業社会とはいかなるものか、情報の技術的側
ﾊとの対応を考慮しながら、どのような視点が可能である
ﾌか論じる。

同　上 同　上

15 情報ネットワー
N産業社会論（2）

　情報ネットワーク産業社会において発揮される連結の経
ﾏ性などについて、主として産業立地論における集積利益
ﾌとらえ方に基づき論じる。さらに、講義全般の総括を行
､。

同　上 同　上

一532一



＝ベンチャー企業論＝（R）

〔錐難題簾劇論ファン薩用グ㍍警レマネジ馴

全体のねらい
　戦後の日本経済を支えた大企業に行き詰まりがみられ、企業の変革が求められる中で、ベンチャー企業へ
の期待が大きい。米国はコンピュータ、通信、バイオなどの高技術のベンチャー企業が大活躍しており、そ
の分析を行ない、日本の実状と問題点を明らかにして、ベンチャー企業の経営のあり方を論じる。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
椛ｮ・職名

放送担当
u　師　名
椛ｮ・職名

1 ベンチャー企業

ﾌ時代へ

　ハイテク量産工業製品の時代が終わるという日本の産業
ｨよび社会の大変革の中で、これまでの経済・産業の発展
�xえてきた大企業に代わって、ベンチャー企業が新たな
ｭ展を招いていく期待が大きい現状を明らかにする。

森谷正規
i放送大学

ｳ授）

森谷正規
i放送大学

ｳ授）

2 日本のベンチャー企業の歴史

　戦後のソニー、本田技研、その後の京セラなど白谷にも
狽ﾍ少ないがベンチャー企業が生まれ成長し、70年代前半
ﾉ第1次の、80年代前半に第2次のベンチャー・ブームが
ｶじたが、大きくは発展しなかったベンチャー企業の歴史
�ｾらかにする。

同　上 同　上

3 ベンチャー企業
ﾌ現状

　日本のベンチャー企業の現在の状況について、年商・従
ﾆ員などの規模、数多くみられる業種・創業年・主なる出
綜ﾒなどを示し、またベンチャー企業が何を経営の力とし
ﾄいるか、強さに自身を持っているかその特性を明らかに
ｷる。

同　上 同　上

4 ベンチャー企業
ﾌ経営者

　ベンチャー企業の発展は創業経営者の力量によるところ
ｪ大きいのだが、その経営者たちはいかなる人物であるの
ｩ、学歴、職歴、創業の年代などを示し、またそうした起
ﾆ家に求あられる能力や起業の動機などを明らかにする。

同　上 同　上

5 米国でのベンチ
メ[企業の発達

　第二次大戦後、米国に輩出したベンチャー企業の代表例
�謔闖繧ｰ、現在のベンチャー大発展にいたる要因を分析
ｷる。とくに創業者とそれを支えた人々の役割を明示して
xンチャー企業が“人”に依ることを明確にする。

藤川章一
i（株）シ’ヤフコ

tァンド運用グ
求[フ．ゼネラルマ

lーゾヤう

藤川章一
i（株）ゾヤフコ

tァンド運用ク’

求[フ．ゼネラルマ

lーヅヤー）

6 米国でのベンチ
メ[企業の活躍

　コンピュータ、国際ネットワークなど、米国で急成長し
ﾄいる産業と、それを先導するベンチャー企業が活躍する
n域の経済ネットワークの現状を明らかにする。新産業に
ｨいて、ベンチャー型経営が不可欠であることを示す。

同　上・ 一同　上

7

米国のベンチャーキャピタルと

Lャピタリスト

　米国のベンチャー企業発展を支える最大の要因の一つで
?驛xンチャーキャピタルの特性を示し、また特有のベン
`ャーキャピタリストの持つ大きな役割を明らかにする。 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）　　　≠

ベンチャー企業を起こすに際して、いかなる準備が必要
であり、いかなる問題をクリアすべきかを明示する。重要

8 ベンチャー企業 な戦略項目を12とり上げ、それぞれについて、起業段階で、 藤川彰一 藤川彰一
の起業戦略 考慮すべきことを、整理する。

ベンチャー企業が安定した段階に達するまでの資金調達
の方法について、日本の現状を整理する。特にぐエクィ

9 ベンチャー・ ティ・ファイナンスの重要性を明らかにし、その担い手で 同　上 同　上

ファイナンスの あるベンチャーキャピタルの歴史と現状を、米国と比較し
現状と展望 ながら、明らかにする。

新しく開拓していく領域で企業を急成長させるべきベン
チャー企業の経営戦略はいかにあるべきか、人材確保・市

10 ベンチャー企業 場開拓・組織運営などについて、米国と日本の成功企業の 森谷正規 森谷正規，
の成長への戦略 実例をもとに、成長への戦略を論じる。

ベンチャー企業にとって、株式公開めもつ意味、特にそ
のメリットとともに、株式公開に伴う義務についても、明

11 ベンチャー企業 らかにする。ベンチャー企業の株式公開市場として重要な 藤川彰一 藤川彰一
と株式公開 店頭市場の発展の歴史と現状を、米国と比較しながら、ま

とめる。

既存の大企業、中堅企業、中小企業もベンチャー企業と
深いかかわりがある。大企業のベンチャー制度や中小企業

12 ベンチャー企業 の新事業；進出などについて示す。また地域社会の産業振興 森谷正規 森谷正規
と産業・地域 にベンチャー企業は重要であり、地域とのかかわりや種々

の施策の必要性を示す。

米国のベンチャー企業4社を取り上げて、それぞれにつ
いて、その経営の全貌を明らかにする。

13 ケーススタディ

@　　1
藤川彰一 藤川彰一

日本のベンチャー企業4～5社を取り上げて、その発展
過程と経営の全貌を明らかにする。

14 ケーススタディ

@　　H
森谷正規 森谷正規

ベンチャー企業に関する総括を行って、これから日本の
ベンチャー企業がいかに発展していくか、その将来を展望 森谷正規

15 ケーススタディ して取り組むべき課題を示す。 同　上
皿 藤川彰一
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＝サービス産業論＝（TV）

〔主任講師 伊東光晴（福井県立大学教授）〕

全体のねらい
　国内総生産のなかば以上が、わが国では第3次産業である。第2次産業も、サービス化が進んでいる。
にもかかわらず、これらを対象とする学問分野は未だ確立していない。農業分野と対照的である。この放送
では、第3次産業をふくむサービス産業を公共政策との関連で考えていきたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

サービス産業の重要性。そのウエイトの増大。第2次産
サービス産業の 業の情報化，サービス化。ソフトウェアの重要性。価格は 伊東光晴 伊東光晴

1 重要性と経済の どうしてきまる。産業構造の相互関係。産業間の立体的相 （福井県立 （福井県立
サービス化・情 互関係。 大学教授） 大学教授〉

報化

1980年代後半に、アメリカ最大の株式会社ATTは長距
離通信と市内通信との分離を命ぜられ、イギリスの電々公

2 電話事業の形態 社も日本の言々公社も株式会社され、イギリス、アメリカ 同　上 同　上
化 にくらべ日本の民営化はどのような特徴をもっているので

あろうか。

電話産業は公社形態から株式会社に変わったとはいえ公
益事業であり、温存現制を受けている。この場合、電話料

3 電話料金論 金の水準と体系を決定する理論はどのようなものであろう 同　上 同　上’
か。

電話における技術革新は社会を大きく変えた。東京国際
金融市場の成立も、バブルの発生と崩壊も、それは無縁で

4 情報化社会の現 はない。その将来は、はたしてバラ色であろうか。 同　上 同　上
在と将来

先進国は一様に医療問題が経済問題化している。その基
礎に何があるのか。通常の市場とちがって、患者と医者と

5 医療経済の特徴 の間には知識の偏在があり、消費者主権はほとんど存在し 同　上 同　上
ていない。技術革新も特異である。経済理論の通念への挑
戦としての医療市場について考える。

医療保険の問題点は何か。診療所から病院へのシフト。
病院へのシフト。病院の経営難。医科と歯科の対比、看護

6 日本の医療問題 婦不足、等々。日本の医療問題の現状を考える。 同　上 同　上

医科と歯科、医療行為の分解、新しい看護老後問題との
関連等を考える。

7 続日本の医療問 同　上 同　上
題
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 流通と小売業

　小売業には、個人商店、専門店、百貨店、スーパー・
}ーケット、コンビニエンス・ストア、通信販売などいろ
｢ろいの形態がある。その経営上の特徴を考える。 伊東光晴 伊東光晴

9 流　通　政　策

　流通過程に対する国の政策は、小零細店の保護、育成、
ﾁ費者保護、流通の合理化等多種多様でるが、90年代に入
ﾁて、ガットにかわる世界貿易機構（WTO）の発足とと
烽ﾉ、その国際的側面が加わった。また県、市町村の政策
ﾆしては、商圏の拡大、商業集積再開発等、地域振興政策
ｪ大きな柱となっている。

同　上 同　上

10 流通業の経営戦

ｪ

　流通業の経営戦略

同　上 同　上

11 戦後の交通問題
ﾆ経済理論

　戦後交通経済学の地位は高まった。それは従来の経済学の前提をこえる多くの問題が、この分野であらわれ、経済学の発展に寄与したからである。この問題を外部性、公共財ないし準公共財、収穫進増産業の三つを基礎とする「市場の失敗」との関係で考える。

同　上 同　上

12 国鉄経営の破綻
ﾆ運輸政策　1

同　上 同　上

13 国鉄経営の破綻

ﾆ運輸政策　H

　前回につづき、国鉄経営を破綻させた人員構成のアンバ
宴塔X、公営という名の国営企業体質を考え、JRへの転
ｷとその後の5年間の経営を見ていく。 同　上 同　上

14 交通政策におけ
骼�vと負担

　大手私鉄の料金、航空料金、空港・港湾利用の受益と負担、道路利用の受益と負担、混雑現象等について考える。

同　上 同　上

15 サービス産業再

_

　サービス産業は、個々の業種ごとに、独自の特色がある。いくつかの事例をとりあげ、ついで経済成長にともなうサービス産業の発展と、生産性上昇率格差等にあらわれる

ｻ造業との関係を考える。
同　上 同　上
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＝大地と人間＝（TV）
一食・農・環境の未来一

〔主任講師：祖田　修（京都大学教授）〕

全体のねらい
　人類はその生存のために食料を不可欠とする。それを担うのが農業生産である。しかし農業生産技術の発
展は、他方で環境破壊の面も持っている。また一方では飽食と大量廃棄をしながら、他方では飢餓と栄養不
足も深刻だ。このような世界農業・日本農業の現実をふまえ、高度文明社会における大地と人間という視点
より農業を考える。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 文明史の中の農
ﾆ・農村

　現在の農業および食生活は多くの問題をかかえている。
ｻれは高度文明社会に特有の問題である。農業のあり方と
s方は、今後の人間社会のあり方を決定づける意味をもつ
ｱとを指摘する。

祖田　　修
i京都大学

ｳ授）

祖田　　修
i京都大学

ｳ授）

2 飽食社会への道一日本の食生活

　日本は食料を大量生産一大量消費一大量廃棄する、飽食
ﾐ会のただ中にある。そして大量輸入も飽食を支えている。
ｱうした飽食の陰にある問題を究明する。 古沢広祐

i國學院大
w教授）

古沢広祐
i國學院大

w教授）

3 飽食を支える農
ﾆの発展と技術

　日本の食生活を支えているのは、大量生産、周年生産と
｢った農業技術の発展である。しかしその技術は同時に、
ﾂ境問題や食の安全性をそこなう大きな問題をもつもので
?驍ｱとを指摘する。

同　上 同　上’

4 食生活と農業を

汲ﾔ

　上記のような、食生活と農業生産に所在する問題をのり
ｱえる道は、生産者と消費者がその事実を見つめ、相互に
ｦ力して新たな食と農の関係を築いていく以外に道がない
ｱとを明らかにする。

同　上 同　上

5 農産物貿易の
o緯と現実

　農産物の貿易は、国家間・地域間の過不足を補い、無い
烽ﾌを交換しあうという意味で不可欠で有意義なことであ
驕Bしかしあまりにも外部依存を深めると、種々の問題も
Nる。こうした農産物貿易の現実と、国家間の交渉経過を
ﾇう。

八木宏典
i東京大学

ｳ授）

八木宏典
i東京大学

ｳ授）

6 貿易自由化と
坙{農業の展望

　近年日本は貿易自由化を押し；進め、大幅に農産物自給率
ﾍ低下している。日本農業の将来を切り開くにはどうすれ
ﾎよいか。その経営経済的条件を探る。 同　上 同　上

7

揺らぐ循環と共生
ﾌ大地
黹Aフリカ農業・

_村の現実

　発展途上国ではなお急速な人口増加が続いている。それ
�竄､食料生産の拡大がなければならない。過酷な条件の
?ﾅ、アフリカ諸国は農業生産の発展方向を模索している。
ｻの実態を紹介する。

祖田　　修 祖田　　修
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回 テ　　一　マ

@　　ノ

内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 掠奪される大地一新大陸農業と

ﾂ境問題

八木宏典 八木宏典

9

失われゆく大地
ﾆ森林一森林破壊と砂

刮ｻの現実

　人口増加と工業化によって、森林は急速に縮小しているといわれる6また既存の農地も塩害や砂漠化などを引き起しているところも多い。農業と環：境の複雑で困難な関係に

翌驕B
河合明宣
i放送大学

赴ｳ授）

河合明宣
i放送大学

赴ｳ授）

10 激動する大地一中国農業・農

ｺの行方

　中国は世界人口の4分の1を占める。この中国の工業化、農業生産についての考え方は、世界の食料問題を大きく決定づける意味をもつ。激動する中国の農業と農村の実態を

ｾらかにする。
同　上 同　上

11

保全される農業
ﾆ環境一ヨーロッパの

_政の動向

　EU諸国は、農業と工業の調和、農業と環境の調和を考え、次第に農産物自給率を高める傾向にある。そうした政策の方向と内容を紹介し、日本の方向を考える。

同　上 同　上

12

大地と人間をめぐ
髟ｶ明の対立一人類と地球永続

ﾌための世界農業
ﾄ編

　これまで問題にしてきたように、食糧の確保、環境の保全は、現在地球的規模で考えざるをえなくなってきた。それは人類と地球との永続的関係を探る必要性を提起してい

驕Bその関係の再編方向を探る。
古沢広祐 古沢広祐

13 現代文明の病根
ﾆ再生

　現在の食生活、農業生産、環境の問題は、現代文明の到達点と帰結を現わしている。このような諸問題の原因は何か、そのあるべき姿への再生の条件は何か。こうした点について文明史視点より論ずる。

井上ひさし
i作家）

井上ひさし
i作家）

14 日本文化と米

　日本の自然と農業のありようは、永年の農民の知恵も蓄積した日本文化の基底をなしている。その事実と意味を検討し、考える。

富山和子
i評論家）

富山和子
i評論家）

15

大地と人間の未来一都市と農村を結

ﾔ

　これまでの14回の講義を総括し、21世紀に向けての大地と人間の未来について、都市と農村の関係を中心に展望する。

@　　　　　　　　　　　　　　　　ハ

祖田　　修 祖田　　修
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＝三 業 経 営＝　（R）

〔主任講師：西村博行（近畿大学教授）〕

全体のねらい
　わが国の農業は家族を中心とした経営組織で営まれてきた。自然的あるいは社会・経済的な諸条件の下で
形成されてきた経営の構造と形態を理解し、今日の農業経営が直面する課題として、地域と農業経営の関連、
企業形態の経営の模索、そして期待される生産組織とサービス事業の展開のあり方を検討する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 事業としての農

ﾆの営み

　農業は工業や商業と同じように、国民経済の一部を構成
ｷる産業である。その農業生産を担う経営は組織体として、
ｶ産財の購入、生産物の生産と販売などの活動を行い、そ
ﾌ過程で意思決定をしていく。農業経営の構造と運営は商
E工業のそれらとどう異なっているか。

西村博行
i近畿大学

ｳ授）

西村博行
i近畿大学

ｳ授）

2 経営の構造と
g織

　農業経営は幾つかの生産部門から構成されている。多角
Iな経営と専業化した経営では、それぞれがどんな有利性
ﾆ不利な問題点をもつか。経営活動を有利に展開するため
ﾉは、経営の組織化で必要な工夫はどうしてきたのだろう
ｩ。

同　上 同　上

3 経営の規模と
W約度

　一般の企業経営と同様に、農業経営でも経営の大きさを
ｪる尺度として、規模という用語がある。では何で測るの
ｩ。大規模経済の有利性とはどういうことなのか。一定の
o営規模であっても、資本や労働の投入の仕方で特徴が見
轤黷驕Bその限界はどうなっているか。

同　上 同　上

4 農業経営の分析・診断・計画

　経営の成果と資源の効果的な利用をどう測るか。経営の
ﾇ理と運営の内容を分析し、その実績を診断する方法を考
ｦる。経営の計画はどこに着眼して作成するのか。 同　上 同　上

5 経営管理と情報

　農業経営者の行動は一般企業の経営者の行動と比べ、ど
ｱが異なっているか。農産物の販売を工夫したり、資金を
L効に活用し、経営の組織化を図ることは大切な経営戦略
ﾅある。情報の利用、教育と普及のもつ役割を考える。

同　上 同　上

6 稲　作　経　営

　わが国の農業を特徴づけているのは水田利用の稲作であ
驕Bその稲作経営の形態や規模の拡大はどうなっているの
ｾろうか。また、経営の生産性や収益性の高さはどれ位の
??ｾろうか。

同　上 同　上

7 野菜作経営

　一口に野菜と言っても様々な種類があり、それらの栽培
菇@も多様である。幾つかの野菜について施設や露地を利
pした経営を紹介しながら、経営計画をたて、収益の大き
ｳや収益性の高さを試算してみる。経営部門の編成をどう

ﾏえることが合理的であろうか

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

生活の水準が向上し、その内容が豊かになると、どの国
でも花などの観賞用植物の栽培が盛んになってくる。経営

8 花き作経営 の形態も専業的または複合的な家族経営から、企業経営と 西村博行 西村博行
して法人化された営みもある。経営の収益や投資の採算は
どうなっているのだろう。

わが国は国土面積が狭い割に、多種類の果樹が栽培され
ている。永年性の植物である果樹については単年性植物の

9 果樹作経営 野菜の場合と違った経営方法と経営計算の仕方が必要にな 同　上 同　上
る。

栽培の過程と形態は複雑で、経営の生産性と収益性は生
産対象とする菌茸の種類によって異なる。菌の培養から大

10 菌　茸　経　営 規模な生産まで、そして生産物の販路は海外までというよ 同　上 同　上
うに、生産から販売へ至るまでの過程が林間での採取に頼
っていた往時とは大きく変貌した部門である。

乳牛を飼養し、主として牛乳を生産する酪農経営と、肉
資源を生産する肉用牛飼養経営をとりあげる。後者につい

11 大家畜経営 て、更に、繁殖経営と肥育経営をとりあげ、技術的にも経 同　上 同　上
営的にも違いがあることを学ぼう。

豚を飼養する経営には、繁殖豚を飼養して子豚の生産を
目的とする繁殖経営と、子壷を他の経営から導入して肉豚

12 中・小家畜経営 の肥育を専門化して行う経営や、これらを同一の経営で行 同　上 同　上
う一貫経営がある。鶏については採卵とブロイラーの養鶏
経営をとりあげて学んでみよう。

農業は自然条件や社会経済条件により、生産部門の構成
・形態・規模・集約度などに差異がもたらされる。経営の

13 立地と経営の編 立地要因とは何か。また、生産行程の一部を他へ任せたり、 同　上 同　上
成・組織化 他の経営と組織を組んだりしている。それら生産、組織と

地域との関連はどうなっているか。

今日の農業経営が直面する競争条件では、企業法人形態
を選択することが1つの方途と考えられ、政策としても採

14 企業的経営 り上げられるようになってきた。その法人化の利点と課題 同　上 同　上
～法人化～ は何であろうか。そして、そこにはどのような問題点があ

るのだろうか。

農業経営は個別の経営体としてだけではなく、地域の資
源や社会組織と深く関わりあっている。そして、個別の経

15 農業サービス事 営体ではできないサービスを補完したり、代行したり、地 同　上 同　上
業体 域へ広く供給するまでにもなった。それらのサービスはな

ぜ必要になり、どんな形で与えられているのか。
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＝発展途上国の開発戦略（’99）＝（R）

〔主任講師 河合明宣（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　経済開発の目標と戦略は、歴史、社会制度、政治体制、資源賦存、地政学的位置等に規定される。これらを視野に入
れ、南アジア7ヵ国（インド、パキスタン、バングラデシュ、スリランカ、ネパール、ブータン、マールディーヴ）の
開発戦略の特徴を国別に考察する。南アジア諸国についての具体的理解は、日本の援助や南アジア地域と日本との協力

関係の今後の在り方を考える材料となろう。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名〉 （所属・職名）

ネパールとブータンを除けば、南アジア諸国はイギリス植民

1
南アジアの多様
ｫと地域の統合

地統治から独立して誕生した。各国は、植民地統治の歴史を開
ｭ戦略策定の初期条件とさぜるをえなかった。植民地統治期に
`成された経済、政治、国家機構の特色について概観し、あわ

河合明宣
i放送大学

赴ｳ授）

河合明宣
i放送大学

赴ｳ授）

せて本科目の対象とする南アジア地域の概況説明を行う。

工業化が外国資本や援助によって推進された場合は、圧縮さ

2 発展途上国の
_業開発戦略

れた産業構造の高度化が達成されるが農工間の格差は急速に拡
蛯ｷる。南アジアを事例として、経済発展と農業・農村の変容

同　上 同　上

とその結果もたらされた変化の意味を考える。

多言語、多民族、多宗教・カーストが交錯するインド社会の
多元的・混合経済 実態をふまえて、議会制民主主義国家形態のもで遂行されてき 西口章雄 西口章雄

3 的開発 たインドの経済開発戦略の特質について、多民族の国民的統合 （同志社大 （同志社大
インド　（1） 課題とかかわらせて、産業政策の展開に焦点をあてて考察し、 学教授） 学教授）

あわせて経済開発の成果と問題点について論及する。

1991年7月以降、米ソ冷戦体制の崩壊と共に、インドの経済開
経済改革の現状と 発戦略も大転換を遂げた。インド経済の世界市場への統合を目

4 諸問題 指して、マクロ経済安定化・構造調整政策が経済改革の名の下 同　上 同　上
インド　（2） で着々と実行されてきた。ここでは同改革の特徴・内在的諸問

題・展望について考察する。

「社会主義型」開 インドの経済開発戦略における農業政策の展開を跡づける。

5
発戦略下の農業政 農業生産力の向上と社会的公正の達成がどのように調整された

ｩ、工業化のために農業部門がどのような役割を担ったかにつ 河合明宣 河合明宣
インド　（3） いてインドの特徴をまとめる。

6

経済開放政策下で
ﾌ農村改革
Cンド　（4）

　1960年代後半に開始された「緑の革命」によって、食糧自給
ﾌ見通しがついたとはいえ、農村の所得格差や地域格差は拡大
ｵている。多数の貧困線以下層の存在、人口増加、環境の悪化
凾ﾉどう対処するのか。問題点と解決の方向を探る。

同　上 同　上

7

軍部・官僚支配の

J発戦略
pキスタン　（1）

　国連開発計画によれば、1994年のパキスタンの1入当たり所得
ﾍ430ドル、貧困層は12％で、生活水準は南アジア諸国のなかで
熄繹ﾊにあるのに、成人識字率37％など社会開発の遅れが目立
ﾂのはなぜか。その原因を独立後のパキスタン政治に対する軍
煤E官僚支配とその下で実施された開発戦略に探る。

浜口恒夫
i大阪外国

齣蜉w教
�j

浜口恒夫
i大阪外国

齣蜉w教
�j
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師・名

（所属・職名） （所属・職名）
〆

独立後の工業化の結果、国内総生産に占める工業の役割は
経済発展と構造的 25％で農業と同比率となり、輸出構造も工業製品が主となつ

8 不均衡 た。農業増産で食糧自給もぼぼ達成された。しかし膨大な財政 浜口恒夫 浜口恒夫
パキスタン　（2） 赤字や国際収支赤字など構造的不均衡を抱え込んだパキスタン

経済の実態を捉える。

若い独立国の自立 1971年に独立したバングラデシュは、一国の経済運営と国民

9
の課題

oングラデシュ
統合のための物的及び人的資本の蓄積が乏しく、軍人政権の交
繧�Jり返す不安定な政権が続いた。地方行政改革を中心に従 河合明宣 河合明宣

（1） 属的経済構造からの脱却の模索を跡づける。

バングラデシュでは、新しい乾季稲作が環境を大きく変え、
農村開発における それに呼応するかのように砒素中毒、マラリアの蔓延等、誰も
環境問題と在地の が予想しなかった問題が生じている。人々を豊かにするはずで 安藤和雄 安藤和雄

10 技術 あった緑の革命の長期的実践の結果である。豊かさをはき違 （京都大学 （京都大学
バングラデシュ え、短期的成長の罠に囚われたのだろう。今こそ在地に生きて 助教授） 助教授）
（2） きた人々の知恵と技術が求められている。環境問題の視点から

農村開発戦略を具体的に考察したい。

ネパールは1950年代から混合経済体制下で5か年計画を中心に ケシャブ・ ケシャブ・
ヒマラヤ山間地の 開発戦略を立ててきた。間もなく第9次5か年計画が実施される ラル・マハ ラル・マハ

11 開発課題 が、その狙いと裏腹に経済は伸び悩み、従来主産業であった農 ラジャン ラジャン
ネパール 業も生産の構造的基盤が揺るがされている。この問題点を考察 （広島大学 （広島大学

する。 助教授） 助教授）

12

開発と自然保護の

嵭ｪ
uータン

　ブータン王国は、ヒマラヤ山脈の南に位置している。ブータ
唐ﾍ、今日まで急速な近代化を望まず、伝統的な生活を大事に
ｵてきている。ブータンのこのような姿勢は、工業化に代表さ
黷驪ﾟ代化のもたらすメリットとデメリットを考えさせるよい
痰ﾅある。

栗田靖之
i国立民族

w博物館教
�j

栗田：靖之
i国立民族
w博物館教
�j

スリランカとマールディーヴは、ともに南アジア諸国中一人

13

社会福祉、社会開
ｭ重視の開発戦略
Xリランカ、マー
泣fィーヴ

当たり国民所得や社会開発の点で一、二を争う国である。70年
纐毎ﾈ降政府主導型経済開発から経済自由化、外資導入へと転
ｷしたスリランカ経済の変貌と問題点を明らかにする。マール
fィーヴは珊瑚礁からなる小国で、独立以来対外経済開放政策
�ﾆり、漁業近代化と観光業の開発を進めてきた過程を説明

古賀正則
i明治大学

ｳ授）

古賀正則
i明治大学

ｳ授）

し、その問題点を指摘する。

インドは、東西冷戦体制のもとで非同盟中立の立場を取り、
社会主義型社会の建設を目標として内向きの経済開発戦略を採

14
南アジアの開発戦

ｪ
回した。パキスタンは、対外依存、民間資本、大地主重視の開
ｭを進めた。アセアンやNIESとの比較を念頭に、第二次大 河合明宣 河合明宣
戦以降の開発戦略の展開を概観し、各国の主要な特色や南アジ
ア全体の流れを考察する。

政府開発援助や経済開放政策下での外国資本投資は、経済開
発戦略に大きな影響力を与える。外的インパクトによる経済構

15
南アジア地域と日

{
造の調整は、国内に様々な摩擦を引き起こす。地方分権等の行
ｭ機構の改革や農民や地域住民レベルでの新しい動きに注目

同　上 同　上

し、市民レベルでの国際協力や交流活動にも触れて南アジア地
域と日本との関係の在り方を考える。
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＝東南アジアの日本企業の工業生産＝　（TV）

〔主任講師：熊谷智徳（名古屋工業大学名誉教授）’〕

全体のねらい
　L相手国発展への貢献に理念をおく　　2．世界とアジア工業圏の視点に立つ　　3．日本企業の経営と社員
への真の住民意識の探求　　4．日本の生産経営方式による寄与と現地化　　5．日本の地域工業発展での正負
問題の前轍的反映　　6．工場景観の重視と勝景化　　7．日本のとくに次代の人々への国際認識の深化

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
椛ｮ・職名）

1

東南アジアの
揄�@（1）

�j・宗教・文

ｻ

　島部、大陸部の原歴史興亡、殖民地時代、日本進攻、
ﾆ立、インド化、中国化、原始宗教、上座皇図教、イスラ
?A経済展望、工業化経済成長

和田正彦
i元放送大

w客員助教
�j

和田正彦
i元放送大

w客員助教
�j

2
東南アジアの
揄�@（2＞

o済・政治

　島部、大陸部の原歴史興亡、殖民地時代、日本進攻、
ﾆ立、インド化、中国化、原始宗教、上座部佛教、イスラ
?A経済展望、工業化経済成長

吉原久仁夫
i京都大学

ｳ授）

吉原久仁夫
i京都大学

ｳ授）

3 日本の工業の発

Wと変化

　日本工業の特色、貿易ライフサイクル、輸入、規制起因、

o済起因、TQC（全社品質管理）、JIT（ジャストイ
塔^イム生産）、TPM（総合設備管理）の発展・構成・
ﾁ質

熊谷智徳
i名古屋工

ﾆ大学名誉
ｳ授）

熊谷智徳
i名古屋工

ﾆ大学名誉
ｳ授）

4 日本の生産経営
ﾌ発展と特質

　日本工業の特色、貿易ライフサイクル、輸入、規制起因、

o済起因、TQC（全社品質管理）、JIT（ジャストイ
塔^イム生産）、TPM（総合設備管理）の発展・構成・
ﾁ質

同　上 同　上

5 輸入規制現地生
Y型の事例　（1）

　エンジンの鋳造・機械加工・組立・試験の一貫現地生産
�iめ、21世紀の国際自由市場競争態勢の志向と確立

同　上 同　上

6 輸入規制現地生
Y型の事例　（2）

　タイ国、ASEANのモータリゼーションと世界自由貿
ﾕ（ウルグアイラウンド）時代へ向けての生産と経営の高

ﾊ化 同　上 同　上

7
ASEAN域内
s場域内生産型
ﾌ事例

　30余年前創業、域内市場開発、拡大を基に生産工場を拡
蛯ｵ、関連事業を多角させてきた、原料、生産、市場にわ
ｽる総合現地化経営 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）
プ

タンカーのドック入保全修理を主体に、中近東と日本の
中間的航路位置に立地した、船舶工場の四半世紀の歩みと

8 世界航路的立地 将来課題 熊谷智徳 熊谷智徳
型の事例

球技ボール生産を皮・アメリカ、糸・日本、生ゴム・マ
グローバル市場 レーシァ・タイ、立地・タイ、市場・日本とASEANと

9 生産立地型の事 欧米へのグローバル最適経営 同　上 同　上
例　（1＞

ミクロン単位のエレクトロニクス、メカトロニクスの高
グローバル市場 精密部品を、自社開発の高精度自動ラインで生産、軌道化

10 生産立地型の事 後は現地企業へ生産移換し次へ進む経営 同　上 同　上
例　（2）

マレーシア・ペナン島地域に、重合から紡織までの繊維
グローバル市場 工場と、重合から成形までのプラスチックス工場を集約し

11 生産立地型の事 て一貫生産し、原料と製品市場の域内およびグローバル最 同　上 同　上
例　（3） 適経営を志向した臨海立地の統合的生産経営基地

エアーコンディショナーの生産と市場供給と開発研究を、
グローバル市場 日本と海外拠点との連合で、グローバル最；適経営を志向し

12 生産立地型の事 て建設した、海外の中心拠点的生産経営基地 同　上 同　上
例　（4）

品質、生産管理、国際社員の課題

13 生産経営からの 同　上 同　上
考察

労働市場、労働経済、技能教育、小集団活動

14 経営労務からの 同　上 同　上
考察

東南アジア展開の経営態様、アジア工業圏と日本の機能、
相手国視点からの課題

15 経営社会と将来 同　上 同　上
課題
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＝都市・地域経営（’99）＝（TV）
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全体のねらい
　21世紀を向かえ、我が国の都市や広く地域の活力を維持し、また地域の活性化を維持していかなければならない。そ
のためには新たな制度や地域に分散している様々な資源を有効に利用し、着実に政策を実施していく経営的視点が必要
である。このような視点に立ったときどのような問題があるか、制度的、財政的あるいは地域的制約を通じて明らかに
しながら、問題解決の方策や技術を探究することを目的とする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
都市・地域経営学
ﾌ必要性

　21世紀をむかえた日本の都市、地域の活力を維持あるいは活
ｫ化していくために、都市や地域の資源を有効に利用するとい
､経営的視点が必要である。3人の講師の間でのディスカッショ
唐�ﾊじて、経営的視点とは何か、現実の問題は何かを議論
ｵ、問題解決の制度的、技術的論点の明確化を行う。

　小泉三囲
@（明海大学教授）

@岡崎昌之
i福井県立大学教授）

@林　　亜夫
@（明海大学教授）

2
都市経営の視点と
綠

　わが国で「都市経営」に関する議論がどのようになされてき
ｽかその歴史的経緯をまず整理し、次いで都市経営が目指す方
?竡挙_をどのように考えるか、また都市経営の具体的対象領
謔ﾆしてどのようなものが有り、現実にどのような方策が採ら
黷ﾄいるか整理解説する。

小泉允囲 小泉允囲

3
地方財政のしくみ
ﾆその運営

　地方財政の特色をふまえ、まず国と地方との財政関係につい
ﾄ概括的に整理し、次いで地方財政のうち市町村財政を着目
ｵ、そのしくみや財政運営上の原則について述べ、都市・地域
o営における財政問題の重要牲について理解を深める。

同　上 同　上

4

都市・地域計画の
�рﾆその立案過

　都市・地域に関する様々な計画は、都市や地域を経営・管理
ｷる上で重要な役割を果たしている。また、複雑化する社会状
ｵの中で、自治体や企業体にとって合理的意思決定として欠く
ｱとができない。それ故、各種計画の役割とその立案過程につ
｢て解説する。

同　上 同　上

5
生活環境整備とそ

ﾌ経営

　いずれの都市、地域にとっても住民の生活環境をより豊か
ﾉ、快適に整備してゆくことが求められている。そこで、生活
ﾂ境整備をより積極的に推進して行くための諸方策について、
ｧ度面や財政面から検討を加え、今後の整備のあり方について
l察を加える。

同　上 同　上

6
地域経営の視点と
綠

　地域外の力に安易に依存することなく、地域に内包された力
�軏{に、地域の可能性を長期的な視点で追求するという、地
謖o営の原点をいかに実現していくか。地域資源の活用、整備
g充、規制排除等、具体的な地域経営の方策を検討する。

岡崎昌之 岡崎昌之

7
過疎化の進展と対
檮

　過疎化、高齢化により日本の国土の荒廃が進んでいる。中山
ﾔ地域、豪雪地域、離島等々の条件不利地域での農林業をはじ
ﾟとする産業振興の行方も不透明である。こうした地域の実像
�ｾ確にしっっ、条件不利地域への対応を日本国内、海外の事
痰ｩら模索する。

同　上 同　上
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回 テ　　一　　マ

@　　ノ

内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 都市農村交流と
n域経営の担い手

　高速道路や新幹線等の社会的基盤がほぼ整ってきた今日の社
?ﾅは、人々の移動性も高まり、地域の定住人口に加えて、そ
ﾌ地域を訪れる交流人口も視野に入れて地域経営を考えること
ｪ必要になった。またそうした交流を支える地域経営の担い手
熄d要である。

岡崎昌之 岡崎昌之

9

地域の経済的振興一特産品開発、刊

s、新しい産業振

ｻ

　地域の資源と技術を活用する身近な特産品開発の産業振興、
ｻの特産品や景観、地域の歴史文化を活かした観光振興をいか
ﾉ着実に展開していくか。また空洞化しがちな日本の地域にい
ｩに新しい産業を根づかせるか。地域に視点をおいた産業構造
ﾌ新しい枠組みを考える。

同　上 同　上

10 地方公営企業と
�ﾐ

　都市、地域での様々な公共・公益サービスを供給する主体と
ｵて地方公営企業や公社、そして第三セクターといった組織が
ｶ在する。これら組織の性格と機能を明らかにしながら、その
�pと問題点を分析する。

林　　亜夫 林　　亜夫

11

都市・地域経営手

@一シミュレー
Vョン

　都市、地域の動態を把握し、将来の予測あるいは都市、地域
ｭ策の結果の影響分析を行い、計画や政策を評価するために
l々な計算機モデルが構築される。この章では、一つのシミュ
戟[ション手法を取上げ、このような手法の有効性と問題点を
掾F解する。

同　上 同　上

12

都市・地域経営手
@一都市・地域計
ﾊ分析

　都市、地域の人口動態、経済、財政の構造を計量経済学の手
@を用いてモデル化し、地域政策の結果の影響分析や将来予測
�sう手法論を具体的に修得する。実際のモデルの構築方法か
邇nめて、モデルの検証や利用の仕方を学ぶ。

山　口　　誠

i豊橋科学
Z術大学教
�j

山　口　　誠

i豊橋科学
Z術大学教
�j

13

都市・地域経営手
@一地理情報シス

eム

　都市、地域の現況や動態を計算機上の電子地図の上に落と
ｵ、様々な都市、地域の態様や政策的影響を計算機の地図上で
�ｦよく分析、解析する手法GISの基礎を学習する。さら
ﾉ、このGISを用いて政策の土地利高等に与える分析例を学
Kする。

川口有一郎
i明海大学

赴ｳ授）

川口有一郎
i明海大学

赴ｳ授）

14 広　域　行　政

　市町村の行政区域を越えて公共サービスを供給する広域行政
@構について、その制度的性格さらにその効用と問題点につい
ﾄ、経済学、財政学さらには都市・地域経営上の視点から学習
ｷる。

林　　亜夫 林　　亜夫

15 市町村合併

　市町村を統合し一つの行政区域にする市町村合併について、
ｻの傾向と目的、さらに広域行政との比較において、その効用
ﾆ問題点を経済学、財政学さらには都市・地域経営上の視点か
迥w習する。

同　上 同　上
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＝都市計画論＝（TV）
〔主任講師：阪本一郎（明海大学教授）〕

全体のねらい
　本講義のねらいは以下の通りである。①都市が今日いかなる状況に直面しているかを都市計画の視点から
理解する。②都市空間のあるべき姿についての考え方を学ぶ。③都市計画の持つ手段の有効性は社会条件に
規定されることを理解した上で、都市の未来に対して我々の為すべきことを考える。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

都市計画を必要とした社会状況とそこで都市計画がいか
都市計画は何を なる応え方をしたかを、欧米のケースについて歴史的に概 阪本一郎 阪本一郎

1 してきたか 観する。都市計画自体の概説でもある。 （明海大学 （明海大学

（1） 教授） 教授）

都市計画を必要とした社会状況とそこで都市計画がいか
都市計画は何を なる応え方をしたかを、欧米のケースについて歴史的に概

2 してきたか 観する。都市計画自体の概説でもある。 同　上 同　上
（2）

都市の郊外化・拡散化が進行する現状と、その都市計画
的意味を、米国のエッジシティなどを参照しつつ検討する。

3 都市の拡がりと 同　上 同　上
密度

付け値地代を用いて都市拡散化のメカニズムを説明する
とともに、社会の変化と拡散化の関係を述べる。

4 拡がりを決定す 同　上 同　上
るもの

都市域拡大の抑制のために試みられてきた都市計画手法
を概説するとともに、それらが十分に機能していない状況

5 拡がりのコント と背景を述べる。 同　上 同　上

ロール

都市内のマクロな土地利用分布についてバージェス等の
モデルを紹介し、その決定メカニズムを付け値地代を用い

6 都市内部の棲み て説明する。さらに土地利用の時間的な推移について、そ 同　上 同　上
分け の固有の様相を概説する。

土地利用のあるべき姿を外部経済の観点から検討し、公
自発的な棲み分 的な土地利用コントロールの必要性を述べる。

7 けと強制的な棲 同　上 同　上
み分け
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 ㌔講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

米国の郊外住宅地におけるゾーニングの要請、ユークリ
ッドゾーニング、わが国のゾーニングの導入の歴史等を通

8 棲み分けのコン じて、ゾーニング制定の背景と役割を示す。 阪本一郎 阪本一郎
トロール

地区の構成要素である道路と敷地と建物について、その
あるべき関係を示すとともに、わが国の都市計画制度の特

9 道路と敷地と建 徴と問題点を述べる。 同　上斗 同　上
物

近隣環境の悪化を防止するために開発を規制することは
世界中で行われているが、欧米諸国との比較を通じてわが

10 近隣環境保全と 国の開発規制の特徴を明らかにする。 同　上 同　上
開発の制限

都市をとりまく環：境の変化が地区の土地利用の混乱や停’
都市をとりまく 滞を招くことを工業地区や商業地区について示すとともに、

11 環境の変化と地 都市計画の視点から問題の所在を論じる。 同　上 同　上
区の混乱

都市に新たな活力をもたらし良好な環境を生みだす拠点
開発について、また歴史的建造物等都市の文化的資産の保

12 都市の活力と環 全について、欧米諸国の例を含めて、その開発誘導手法の 同　上 同　上
境の創造 概要と都市計画上の論点を示す。

都市内に広範に分布する問題市街地の改善について、再
開発の歴史を概観するとともに、各種再開発手法の効果と

13 問題地区の改善 限界を論じる。 同　上 同　上

よい都市を創るためにいかなる費用を支払わねばならな
いか、そして誰がその費用を負担するか。地価の成り立ち＼

14 都市の費用と負 都市の効率性と未来投資、開発利益還元、環境負荷などを 同　上 同　上

担 通じて都市の費用の幅広い意味を論じる。

あらたあて社会との関係の中で都市計画の在り方を考え’
るために、開発途上国の都市づくりを日本や欧米との比較

15 都市計画と社会 で検討する。 同　上 同　上
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＝環境アセスメント＝（TV）

〔主任講師：原科幸彦（東京工業大学教授）〕

全体のねらい
　開発事業が及ぼす環境への影響を配慮した意思決定のために環境アセスメントが行われるが、環境保全意
識の高まった今日、これは計画の必要条件である。本講義はこのアセスメントの理解を深め適切な判断が行
えるよう、その考え方と方法をシステム分析など理論面や制度の解説だけでなく、多くの具体的事例を示し
て修得させる。このため、国内事例だけでなく、アセスメント先進国である米国の事例も多く紹介し、我国
における今後のあり方についても考察を進める。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

環：境と人間、人間の環境、大都市環境の例（東京圏、
New　York圏） 原譜幸彦 原譜幸彦

1 開発と環境保全 自然環境の保全と開発（Jackson，　Wyoming）開発と環：境 （東京工業 （東京工業

の対立 大学教授） 大学教授）

日本の環境問題の変遷：郊外防除から未然防止へ、そし
て計画へ

環境に配慮した人間行為の選択、公共の判断形成支援、
住民参加

2 アセスメントと 政策分析としてのシステム分析、科学的、民主的手続き 同　上 同　上・

は何か アセスメントの手続き、計画案の修正例
（San　FRANCISCOの再開発事例）

分析全体の流れ、スコーピング：評価項目の選定、選定 原科幸彦 村山武彦
方法、誰が選ぶか （福島大学

3 評価枠組の設定 影響範囲の確定、現況把握の方法、代替案の作成（また 村山武彦・ 助教授）

は確認） （福島大学

助教授）

環境影響の予測、予測モデル、予測の前提と方法、誰が
どう予測するか

4 環境影響の予測 大気汚染の予測、水質の予測、騒音・振動の予測、パソ 村山武彦 村山武彦
（1） コンの活用事例

自然環境の予測：身近な緑の保全、貴重な動植物の保護、

生態系の変化
5 環境影響の予測 社会環境の予測：景観の変化（予測システム）、利便性、． 同　上 同　上

（2＞ コミュニティ

項目別の評価、定性的評価と定量的評価、評価関数、評
価結果の表示

6 環境影響の評価 解釈（総合評価）、重み付け、誰の重みか、単一指標は 原科幸彦 豆科幸彦
必要か

関連主体に関与、アセスメントの手続き、住民意見のフ
イードバック

7 コミュニケーシ 文書による方法と会議による方法、準備書と評価書、良 同　上 同　上

ヨンーの方法 い文書の作り方
説明会（神奈川県の事例）、公聴会（川崎市の事例）、

問題点の改善方法
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 日本の制度

　我国の制度成立の経緯、歴史と背景、我国の制度の特質
@閣議決定の要綱、省庁別のアセス、自治体のアセス、ア
Zスの手続き
@これまでの実績、法制化はされていないが既に定着した
Aセスメント

森田恒幸
i環境庁国

ｧ環境研究
椛麹㈹､究
ｯ）

ｴ科幸彦

森田恒幸
i環境庁国

ｧ環境研究
椛麹㈹､究
ｯ）

O三幸彦

9 日本のアセスメ

塔g事例

　国家的大規模プロジェクト：本四連絡橋のアセスと事後
@　　　　　　　　　　　　　評価
@都市近郊の産業型施設：東扇島LNG火力発電所（川崎
ﾌ環境配慮
@開発と自然保護の対立：石垣島空港計画における計画案
ﾌ変更

森田恒幸 森田恒幸

10 現行制度の効果

ﾆ課題

　政策効果の測定、効果測定の枠組、これまでの政策効果、
坙{の経緯
@現行制度の課題、事業アセスと計画アセス、海外協力で
ﾌアセス

同　上 同　上

11 アメリカの制度
ﾆ事例

　アメリカの背景：国土・社会・文化の違い、行政手続法
ﾆ情報公開制度
@制度成立の歴史、NEPA、制度の特徴、CEQ、これ
ﾜでの実績
@アセスメントの具体事例（Boston．　Red　Line　Case：地下
Sの延伸計画）

三三幸彦 原科幸彦

12 アセスメントと

ｴ争

　アセスメントによる環境紛争の発生、紛争解決の方法、
ﾙ判よりも話し合い
@紛争解決の事例（Lackson，　Wyomingの下水処理場建設紛
?F開発と自然保護、Seattieの州際道路90号線建設紛争
@開発と地域住民）

同　上 同　上

13 より積極的な住

ｯ参加

　現行制度の問題点：狭い評価項目、計画変更が困難、事
ﾆ者が評価書作成
@住民関与が不十分、米国に見る積極的な住民参加の事例
@住民・行政・事業者の関係、環境基本法、国際的視野か
轤ﾌアセス

同　上 同　上

14 環境管理計画

　アセスメントと環境管理計画、環境管理計画の概要、ソ
tトなアプローチ
@具体事例、環境管理の新たな概念、価値観の変化、新た
ﾈ環境論理

内藤正明
i京都大学

ｳ授）

内藤正明
i京都大学

ｳ授）

15 アセスメントの

｡後

　総合的なアセスメント、Project，　Program　and　Policy

`ssessment
@住民参加による環境創造、San　Antonioのウォーターフ
鴻塔g開発の例
@環境計画と成長管理、東京とNEW　Yorkの都市圏の違い、
L域的な計画

原科幸彦 原科幸彦

一550一



＝エネルギー工学と社会（’99）＝（TV）

〔主任講師 牛山　泉（足利工業大学教授）〕

全体のねらい
　エネルギー工学と現代社会の関わりをいろいろな視点から明らかにする。国内外のエネルギー事情や地球規模での環
境問題を調べ、次に、エネルギー技術や環境問題の歴史をたどる。さらに、エネルギー技術と現代社会の現状を学んだ
後、エネルギー工学と持続可能な社会の構築に向けて将来のあるべき姿を展望する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
エネルギーと現代

ﾐ会

　現代社会の経済活動は化石燃料を中心とする大量のエネル
Mー消費により支えられているが、これに伴なう環境問題が顕
ﾝ化している。これら経済、エネルギー、環境のトリレンマに
ﾂいて考察する。

牛　山　　泉

i足利工業
蜉w教授）

牛　山　　泉

i足利工業
蜉w教授）

2
世界のエネルギー
柾

　世界の一次エネルギー消費量とエネルギー資源の埋蔵量とを
芒rし、国際的なエネルギーの需要と供給の現状を明らかにす
驍ﾆ共に、エネルギー資源がいつまでもつのかについて考察す
驕B

同　上 同　上

3
日本のエネルギー
柾

　日本国内における近年のエネルギー需要と供給の動向を明ら
ｩにし、産業、民生、運輸の各部門のエネルギー消費やエネル
Mー転換部門の現況について調べる。また、経済成長とエネル
Mー消費についても考える。

同　上 同　上

4
地球環境問題とそ
ﾌ解決策

　地域規模での環境問題を分類し、地域環：境問題とエネルギー
ﾁ費の関係を調べる。また、温暖化や酸性雨の問題と二酸化炭
f排出量の現状を明らかにすると共に、問題解決の対策を考え
驕B

同　上 同　上

5
エネルギーの社会

w

　　　　　　　　　　　　　　　　㌔

@エネルギー問題と現代社会の関係を概観した上で、エネル
Mーと国際政治、エネルギーと環境との調和、エネルギーの安
S保障、さらには、エントロピーと世界観などについても言及
ｷる。

同　上 同　上

6
エネルギー工学の

Z術史

　エネルギー工学のうちで主に動力技術に焦点を絞り、水車や
落ﾔのような自然エネルギーの利用から、熱エネルギーから動
ﾍを取り出す蒸気機関や内燃機関、さ．らには電気エネルギーに
ﾂいても述べる。

同　上 同　上

7
エネルギー技術と
ﾂ境問題の歴史

　エネルギー資源とその利用技術の歴史を木材・木炭の時代か
逅ﾎ炭への転換、さらには石油文明の時代へとたどり、これら
ﾉ伴なう大気汚染などの環境問題についても明らかにする。

同　上 同　上
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僻

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本における産業、民生、運輸の各部門におけるエネルギー

8
エネルギー技術と
坙{の産業社会

需要の変遷と現状について明らかにし、エネルギー供給の側か
轤ﾍ、石油、石炭、ガス、電力の産業構造とその動向について

牛　山　　泉 牛山　　泉

調べる。

現代社会の産業・経済活動を支えているエネルギー技術のう

9
エネルギー交換の

Z術
ちで、エネルギー変換の工学について焦点を絞り、力学、熱、
ｻ学、電気、光・放射の各エネルギーの変換について概括す

同　上 同　上

る。

現代のエネルギーシステムの中で賛否両論のある原子力発電

10
原子力発電システ について、世界の原子力発電の現状、原子力発電のしくみと燃

ｿサイクルについて学び、原子力利用の安全性と経済性につい
同　上 同　上

て考える。

環境に優しいクリーンなエネルギー源である自然エネルギー

11
自然エネルギー利

p技術
の利用技術を、太陽光・太陽熱、海洋熱、地熱などの熱や光
ﾆ、水力、風力、波力なでの液体エネルギー、さらにはバイオ

同　上 同　上

マスとに分けて概説する。

エネルギーの有効利用を考える上で、エネルギーの適正な評
価が不可欠である。そこでエクセルギーという概念を導入し

12 エネルギー評価 て、資源と環境を再評価すると共に、エネルギーの利用効率を 同　上 同　上
評価する。

現代社会における省エネルギーの取り組みについて明らかに

13 省エネルギーと
Gネルギーパス

すると共に、エネルギーの消費構造を調べ、ソフトエネルギー
pスの選択によるエネルギーの有効利用の可能性について考察

同　上 伺　上

する。

14 開発途上国と
Gネルギー問題

　開発途上国における人口爆発とこれに伴なう食糧不足やエネ
泣Mー不足が深刻化している。持続可能な開発のための途上国
㍼浮�Gネルギー及び環境問題の視点から提案する。

同　上 同　上

15
エネルギー工学と

搗ｱ可能な社会

　エネルギー問題と環境危機について再認識すると共に、環境
ﾆ調和する将来の持続可能な社会のあり方を提案し、これに果
ｷべきエネルギー工学の役割りや目標について考える。

同　上 同　上
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＝＝ ﾞ料工学と産業・社会＝　（TV）

〔主任講師：東　千秋（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　産業・社会の成立基盤として重要な工学・技術は、情報、エネルギー、材料の3要素があって成り立つも
のである。したがってこれからの材料工学を展望することは、未来の産業・社会を望見することになり、ま
た逆に材料工学への産業・社会のこれからのニーズを考えることは材料工学の未来を展望することにもなる。
その意味で、ここでは金属、セラミックス、有機材料と言った従来の材料固有の分野を個々に取り上げるの
ではなく、横断的に材料工学を産業・社会との係わりから総合的に考える。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

産業発展におけ
驪Z術革新の役

　産業・社会の成立基盤として重要な工学・技術の国際的
D劣が国際経済摩擦を生み出しているように、技術革新は
痩ﾆの経済発展のたあの鍵となっている。ここでは産業の
�j的変遷と技術革新の役割を生産経営学の立場から見る
ﾆともに、産業発展における技術革新の役割について考察
ｷる。

東　　千秋
i放送大学

赴ｳ授）

東　　千秋
i放送大学

赴ｳ授）

2 技術革新と材料

v命

　新しい産業・社会の実現のための技術革：新の原動力とし
ﾄ材料の革命がある。これからの産業・社会のあるべき姿
�Q020年の科学技術予測から展望し、そこでの材料革：命へ
ﾌニーズから21世紀の材料工学を展望する。

同　上 同　上

3 環境への安全対

　地球環境と生物に安全であることは材料工学の最も重要
ﾈ課題である。ここでは、マクロな地球環境とミクロな製
｢プロセスにおける有害物質への対策と取り組みを取り上
ｰ、環境への安全対策について考える。

同　上 同　上

4

材料のライフサ
Cクルアセスメ
塔g

　製品として使われる材料は、使用された後の廃棄処理を
煌ﾜめたトータルなライフサイクルの中で評価されなけれ
ﾎならなくなった。ここでの大きな課題として、製品や資
ｹのリサイクルを取り上げ、材料のライフサイクルアセス
＜塔gを考える。、

同　上 同　上

5 材料の高性能化

　これまでの材料の性能を極限まで引き出す材料の高性能
ｻについて、それぞれの材料の特徴をもとに材料の高性能
ｻがどのように試みられ、どのような産業・社会が出現す
驍ﾌか考える。

同　上 同　上

6 材料の高機能化

　ニーズとしての機能は多様である。それぞれの材料の特
ｫがどのように機能発現に利用されているのかを見るとと
烽ﾉ、それぞれ材料の高機能化がどのように試みられ、ど
ﾌような産業・社会が出現するのかを考える。

同　上 同　上

7 インテリジェン
gな材料

　材料自身が環：境の変化を察知し、その内容を的確に判断
ｵ、迅速に対応できるインテリジェントな材料を開発する
獅ﾝが始まっている。その開発の現状と将来について展望
ｷる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ますます高度情報化に向かう人間社会において、情報を
より速く多量に容易に信頼性高く処理する技術が必要であ

8 情報技術と材料 り、デバイス技術、ソフトウェア技術、システム技術の高 東　　千秋 東　　千秋
度化が要求される。ここでは材料の革新と直接係わるデバ
イス技術について展望する。

ディスプレーや光通信さらには環境保全のためのタリー
ンなエネルギー利用として期待される太陽光発電など、そ

9 光・電エネルギ こで利用されている光・電エネルギー変換は、人間社会に 同　上 同　上

一変換と材料 おいてますます重要になっている。ここでは光・電：エネル
ギー変換と材料について展望する。

エネルギーのクリーンな利用が環境保全のために急務に
なっており、いかにエネルギーを貯蔵するかが課題である。

10 エネルギー貯蔵 水素燃料自動車における水素の貯蔵や電気エネルギーの貯 同　上 同　上
技術と材料 蔵などエネルギー貯蔵技術と材料開発の現状と将来から未

来の産業・社会を展望する。

高温超伝導材料の実現は、物体や電力の輸送におけるエ
ネルギー損失の問題を解決するだけでなくセンサーや電子

11 超伝導と材料 デバイス技術にインパクトを与え、人間社会を大きく変革 同　上 同　上
するものと期待されている。ここでは、超伝≡導材料の開発
の現状と将来から未来の産業・社会を展望する。

疾病を直しまた生体機能の欠陥を補う医療活動は人間が
生活をする上でなくてはならないものである。このための

12 医療と材料 医薬や医療用具・機材においていろいろな材料が重要な役 同　上 同　上
割を果たしている。ここでは、医療における材料工学から
未来の産業・社会を展望する。

数百オングストロームすなわちナノメーターの大きさの
固体物質はこれまで材料として扱ってきた大きなサイズの

13 ナノテクノロジ 通常の固体とは異なった物理的・化学的性質を示すように 同　上 同　上

一 なる。このような材料作成の先端的プロセスであるナノテ
クノロジーについて解説する。

材料を量子力学を基にした第一原理から計算して設計し
たり、材料の安全性やライフサイクルの評価を多様な膨大

14 コンピュータと なデータベースを駆使してコンピュータシミュレーション 同　上 同　上

材料工学 により事前に行う技術がますます重要になっている。ここ
では、このような材料工学におけるコンピュータの役割に
ついて展望する。

これまでの講義を総括し、これからの産業・社会のあり
これからの産業 方と材料工学の未来を総合的に考える。

15 ・社会と材料工

w
同　上 同　上
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＝＝ 﨣�H学（’99）・＝（TV）

〔主任講師 都倉信樹（大阪大学教授）〕

全体のねらい
　情報工学で扱う事項は非常に広く深くなっている。この講義では、その入門として、この分野の基礎的な概念と基本
的な知識とともに、この分野の考え方を伝えることを目指す。（http：／／tokweb．　ics．　es．　osaka－u．　ac．　jp／）

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 コンピュータ
　情報工学の対象分野の全体像の簡単な概観とこの講義の全体
¥想にふれる。応用事例としてバーコードを取り上げる。

都倉信樹
i大阪大学
ｳ授）

都倉信樹
i大阪大学
ｳ授）

2 情　　　　　報
　情報とは何か、データ、コード化などの概念を、身の回りの
﨣�ﾉついてみていく。情報量の比較、アナログとディジタ
求B

同　上 同　上

3 データの表現
　データの表現法について考える。各種の符号を紹介し、2進
@についてやや詳しく扱う。 同　上 同　上

4 回　路　素　子 同　上 同　上

5 組合せ回路
　2値関数、ゲート、2値関数の簡単な性質、回路の解析法、標
?`、関数の実現法、簡単化、回路例などを通じ、原理的にい
ｩなる2値関数もゲート回路で実現できることを示す。

同　上 同　上

6 データの加工
　論理演算、シフト、2進数の加算、減算の方法と、それらの機
¥を果たすALUについて、説明する。

同　上 同　上

7 記　　　　　憶
　記憶装置について、ICメモリ、磁気記録、フリップフロッ
vなどを説明し、レジスタと順序回路の話に至る。

同　上 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 CPUの構成（1）
　計算の手順と、コンピュータの命令について導入的な説明を
sう。 都倉信樹 都倉信樹

9 CPUの構成（2）
　アドレシングモードの概念を説明する。CPUの構成と命令
ﾉついて説明する。

同　上 同　上

10 コンピュータの
d組み

　CPUの制御の方法を考える。外部バスとのデータのやりと
閨A入出力と割り込みについて述べる。

同　上 同　上

11 割　　り　込　み 割り込みとその処理、内部割り込みについて説明する。 同　上 同　上

12
オペレーティング

Vステム
　OSの役割、コンピュータの使用形態、入出力管理、ファイ
糾ﾇ理、プロセス管理等について、簡単な説明を行う。

同　上 同　上

13 コンピュータと
ﾊ信

　通信とはどういうことか、通信の実際、そして、特にデータ
ﾊ信について、考える。

同　上 同　上

14 ネットワーク
　ネットワークのさまざま、ネットワークプロトコルの下位置
ｩら順に説明する。特に、多重アクセス方式についてややくわ
ｵく説明する。

同　上 同　上

15 情報化社会 情報化社会の状況と課題について、考える。 同　上 同　上
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＝プログラミングの基礎＝（TV）

〔主任講師：都倉信樹（大阪大学教授）〕

全体のねらい
　単にプログラム言語を学ぶだけではプログラムはかけない。むしろ、設計に重点をおいて、しっかりした
プログラム作りをめざす。本講義は4つの素材を用いる。本体は入門的な内容と主とし、基礎的な考え方や
概念を伝えることを目指し、第2はプログラム言語についてのコラム。第3は実際場面での種々の問題を扱
うコラム。第4は放送教材で種々の事例を紹介する。プログラミングということを総合的に理解していただ
くことをねらっている。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 プログラミング

ﾆは

プログラミングとは，関連概念，用語・プログラム言語とは

Eプログラミングとソフトウェア
都倉信樹
i大阪大学

ｳ授）

都倉信樹
i大阪大学

ｳ授）

2 プログラムの梼
ｬ要素　1

制御構造の表現・プログラミング言語の歴史・ライフサイクル

同　上 同　上

3 プログラムの構

ｬ要素2

プログラム対象，整数型，配列など・アセンブリ言語と高水準言語・プログラミングツール、エディタ

同　上 同　上

4 目的のデータを

Tす

配列中の探索など，アルゴリズムと評価・FORTRAN，　COBOL，　ALGO：L，，　PL／1・コンパイラに関連する諸概念

同　上 同　上

5 再　　　　　帰

関数・手続き，再帰の考え方・Pasca1とC（1）・デバッグ

同　上 同　上

6 並べ替えること

ソーティング
EBASIC，　LISP，　SNOBOL，　APLなど・プロファイラ（Knuthの経験則）

同　上 同　上

7 構文記述　1

BNF，拡張BNF，図式表現・Pasca1とC（2）・よくある虫

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

構文に沿った処理

・Pasca1とC（3）
8 構文記述　2 ・テストについての諸概念 都倉信樹 都倉信樹

ポインタ，スタック，キュー，adt
。Pasca1とC（4）

9 データ構造　1 ・デバッグのこつ 同　上 同　上

表

・Pasca1とC（5）
10 データ構造　2 ・ソフトウェアの品質 同　上 同　上

イベントの処理
・00しの基礎概念（1）

11 状態遷移　1 ・読みやすく書く（1） 同　上 同　上

アセンブラ
・00しの基礎概念（2）

12 状態遷移　2 ・読みやすく書く（2） 同　上 同　上

ファイル，テキスト
・その他のパラダイム　論理型

13 入　　出　　力 ・ソフトウェアの生産性向上のために　再利用 同　上 同　上

時間の取得，リアルタイムプログラミング
・その他のパラダイム　関数型

14 時間の扱い ・ソフトウェアの生産管理 同　上 同　上

関連する分野の紹介
・言語の将来展望／総合環境など環境

15 さらに学ぶたあ ・ソフトウェア開発の今後 同　上 同　上

に
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＝応用人間工学＝（TV）

〔主任講師：池田良夫（愛知工業大学教授）〕

全体のねらい
　人間は与えられた環境下で、可能な選択肢を選び、それに基づき行動を起こす。人間工学はシステムの目
的を達成する際に、所与の環境条件が人間の機能に整合するように周辺環境を整備、または設計することに
関する学際的技術体系である。本講座では、人間の機能を理解し、この知識を日常生活と労働の場に応用で
きることをねらいとし、最後に現代社会への人間工学の役割を展望している。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

生活や労働の場をシステムとすると、システムは効率的
かつ効果的であることが望ましい。システムは人間と人間 池田良夫 池田良夫

1 システムの構成 をめぐる広義の環境とで構成される。環境は狭義の環境条 （愛知工業 （愛知工業

と講座の概要 件と機械設備と仕事・手続きなどの形のないものから構成 大学教授） 大学教授）

される。人間と環境との相互作用を人問機能に整合させる
概念を概説し1講座の概要を紹介する。

人間の身体機能は神経系と体液・内分泌系によって支配
・調整されている。人間工学的職場設計や改善において、 斉藤むら子 斉藤むら子

人間機能の理解 人間の作業行動に関わる身体機能について、大脳中枢神経 （早稲田大 （早稲田大
2 （1） 系、感覚・脳神経系、運動神経系、自律神経系に沿って、 学教授） 学教授）

生物医学的視点 刺激情報と反応行動との関連から職場環境への適応状態に
ついて概説する。生物医学的視点から生体システムとして
の人間機能を理解する。

人間の認知行動、環境適応行動の結果としての作業成績
人間機能の理解 と心身；機能への影響を理解することは職場設計や改善に極
（2） めて重要である。主体的行動の源泉である認知・判断・意

3 社会心理・行動 志決定を行う思考力は環境認識の限界があって必ずしも適 同　上 同　上
医学的視点 切に発揮されない。ネットワーク社会における人間の適応

行動は内外条件に制約されて発現する。この制約性を考慮：
して主体システムとしての人間機能を理解する。

人間と環境との相互作用において、ディスプレイは環境
ディスプレイと 側から人間の感覚器官に受容される刺激や情報をさし、狭

4 コントロールと 義にはそれらの情報を提供する機器・表示器をさす。 池田良夫 池田良夫
人間工学 逆に、コントP一ルは人間側からの働きかけに対する環

境面の受容部分で、狭義には操作器具をさす。ディスプレ
イやコントロールの人間機能への整合化を考察する。

作業システムと作業空間で使用する道具、機器、機械設
作業システムと 備、施設などはそれらを使用する人々にとって使いやす

5 作業空間の設計 い、誤使用の少ない機能を備えたものであることが望まし 同　上 同　上
と人間工学 い。システム目的遂行に対して、個別的に考察したディス

プレイとコントロールと人間機能と狭義の環境とが効率的
・効果的になるように統合的に配置することを考察する。

職場の人間工学的な改善が重要である。ILO方式のチ 酒井一博 酒井一博
人間工学チェッ エックリストの活用によって、インターフェイスの適正化、 （財団法人 （財団法人

6 クリストと職場 作業負担の緩和、作業環：境の整備、労働時間の短縮による 労働科学研 労働科学研
改善 生活サイクルのゆとり化、自律労働の促進など、多面にわ 究所副所長） 究所副所長）

たる対策の打ちかたと、その有効性について検討する。

衣服、椅子などの什器は、私たちの体型をもとデザイン
される。そのために、日本人の人体計測値が大規模に測定 小松原明哲 小松原明哲

7 人体計測とその され、人体計測データベースとして公表されている。人体 （金沢工業 （金沢工業

応用 計測の方法、計測値の統計処理と活用の仕方、また企業の 大学教授） 大学教授）

製品設計への応用例を概説する。
）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 日常生活の
l　間　工　学

　人間工学は特別なものではなく、私たちの生活の中にも、
[く浸透している。使いやすい道具、安全な機器やシステ
?A障害者や高齢者などへの配慮など、私たちの身近な生
?ﾌ中に人間工学を実践する態度を養う。

小松原明哲 小松原明哲

9 コンピュータ応

p機器の「使い
竄ｷさ」

　近年、家庭に、オフィスに、街角に、様々な高機能なコ
塔sュータ機器があふれている。その中には、　「使いにく
｢」ために、イライラや、誤使用を招きやすいものも少な
ｭない。　「使いやすさ」とは何か、またこれらの機器を使
｢やすくするにはどうしたらよいのか、事例を通じて考察
ｷる。

同　上 同　上

10 コンピュータ労

ｭと労働衛生

　コンピュータ労働は多岐にわたる健康被害を及ぼす恐れ
ｪあると指摘されている。これらの健康被害のそれぞれに
ﾂいて、誘発させる諸要因とそれを回避するための対応策
ﾉついて人間工学の視点から概説する。

神代雅晴
i産業医科

蜉w教授）

神代雅晴
i産業医科

蜉w教授）

11 労働安全衛生と

l間工学

　人間工学の名称であるergonomicsはその言語から仕事の
K正管理と意訳することができる。この視点から、現代の
Y業労働がかかえる病巣を明らかにし、その源泉からの対
��ｱき出すことができる。労働の人間化をいかにはかる
ｩについて、その理念と技法を概説する。

同　上 同　上

12

障害者、高年齢
ﾒ雇用と人間工

w

　労働省が身体障害者、高年齢者の雇用促進を企業に要請
ｵているにもかかわらず、雇用は必ずしも思うように増加
ｵない。受入れ側の企業にとり、生産能率を低下させたく
ﾈい論理がある。事例を通じて、身体障害者、高年齢者雇
pのための支援機器、作業改善について概説する。

岸田孝弥
i高崎経済

蜉w教授）

岸田孝弥
i高崎経済

蜉w教授）

13

ジャストインタ
Cム生産方式と
l間工学

　少品種大量生産方式から多品種変量生産方式へと生産方’
ｮが変化するとともに、作業者の働き方にも変化が出てき
ｽ。ジャスト・イン・タイム生産方式が持つ効率性と作業
ﾒへの負担の増加とは、一見二律背反ともかんがえられが
ｿである。この問題について人間工学的観点から考察する。

同　上 同　上

14 PL（製造物責
C）と人間工学

　PL（製造物責任）法が成立して、企業側が対応に苦慮
ｵているといわれる。しかし、消費者側も企業側も製造物
ﾓ任について、人間工学的視点を持つことの必要性を理解
ｷれば、この問題へのアプローチが見つかるはずである。
ｻ造物責任に対する理解について人間工学の役割を考察す
驕B

同　上 同　上

15 交通システムと
棊p人間工学の
v点

　交通システムの内、我々になじみのある公共バス、鉄道、
譌p車では、道路・舗装・道路標識・視環境などがドライ
oーと運転環境とが人間の特性に整合していることが重要
ﾅある。バスや鉄道では、システム利用者の視点からシス
eムを概説する。最後に、応用人間工学講座を総括し、生
?ﾌ場、職場における応用人間工学の活用に資するための
麹∮Iなまとめを行う。

池田良夫 池田良夫
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＝計 測 と 制 御＝（TV）

　　　　　　　　〔難li繰lil京終響霧〕

全体のねらい
　希望通りの結果を得ようと対象になっているものに働きかけることを制御という。制御を行うたあには、
まず対象を知らなければならないし、制御を行った結果を把握しなけばならない。このためには計測が不可
欠となる。本講義では、社会における計測と制御の学問・技術の適用状況の解説を背景に、計測と制御に必
要となる基礎事項を説明し、産業における顕著な応用例を紹介する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

すべてのものごとは、制御なしには所要のはたらきを現
わすことはできない。そして制御のためには、計測が不可 森　　政弘 森　　政弘

1 計測と制御の役 欠である。計測はまた制御以外にも、人間の知識欲を満た （東京工業 高瀬國克
割 すためなど、人間の重要な行為でもある。ここではこれか 大学名誉教 森田矢次郎

ら学ぶ計測と制御を概観する。 授） 香川，利春

中野道雄

人類誕生以来今日まで、ものを測るということは、その
内容、手段、規模を次第に豊富にしながら行われてきた。 森田矢次郎 森田矢次郎

2 計　測　と　は ここでは計測の始まり、基本原理、方法、使われる機器や （拓殖大学 （拓殖大学

システムの形態、トレサビリティ、情報と計測などを述べ 教授） 教授）

る。

r

計測の対象は計器によって測られ、人間にとって理解し
やすい数量として変換される。対象に触れて変換を行う計

3 計　測　技　術 器の部分をセンサというが、この章では具体的なセンサを 同　上 同　上
いくつか取り上げて説明し、その応用について述べる。

センサの種類、またそのその使い方は多種多様であるが、
それらに共通して見られる特性を考える。制御との関連で

4 測られる対象と 特に重要な信号の伝達という面を線形性、たたみこみ、伝 同　上 同　上
センサ・計測シ 達関数などの説明を加えて述べる。
ステム

ここでは制御システムについてその概要を述べる。まず
“制御”について説明した後、制御信号の伝わり方、それ 中野道雄 中野道雄

5 制御システム にかかわる伝達関数について述べる。 （拓殖大学 （拓殖大学
教授） 教授）

制御システムを図的に表現する手段としてよく用いられ
るブロック線図について述べる。

6 ブロック線図と 同　上 同　上
その応用

この章ではまず制御システムの特性について概説したの
ち、定常状態の特性と過度状態での特性について検討する。

7 制御システムの さらに安定問題で重要になる周波数特性についても触れる 同　上 同　上
基本特性 ことにする。

も
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u亀師　名
i所属・職名）

8 制御システムの

ｪ類

　制御システムを様々な観点から分類する。その中で制御
ﾊに注目して分類した結果、位置もしくは速度、力を制御
ﾊとする制御システムをサーボ機構とよんでいる。ここで
ﾍこのシステムについて述べる。

中野道雄 中野道雄

9 プロセス制御

　プロセス制御とは温度、レベル、流量、圧力、成分など
ﾌプロセスの重要な諸天を適切に操作する制御を言う。ま
ｸ主なプロセスの例と特徴を示す。次にセンサ、制御装置
yび操作機器を述べる。またこれらの要素で構成される制
艫Vステムの調整法を示す。

香川利春
i東京工業

蜉w教授）

香川利春
i東京工業

蜉w教授）

10 ロボットの計測

ﾆ制御

　ロボットは人間の五感に相当する受容器、手足に相当す
骭�ﾊ器そして頭脳にあたる知能から構成され、これを実
ｻするためには高度な計測・制御技術を駆使する必要があ
驕Bここでは、種々の計測・制御の統合化技術、知能化手
@などに焦点を当て解説する。

高瀬國克
i電気通信

蜉w教授）

高瀬國克
i電気通信

蜉w教授）

11 ロボットの応用

　ロボットの応用範囲は工場での工業応用、建築などのフ
Bールド応用、最近では、アミューズメント、医療福祉、
x高等にもどんどん拡大している。ここでは、種々の応用
痰�ﾐ介し、そこに使われる応用技術を概観するとともに
ｫ来を展望する。

同　上 同　上

12

画像による計測
@　　（1）

fジタル画像と
tィルタリング

　近年、計算機の能力が飛躍的に向上するにつれ、CCD
Jメラなどで撮影した画像を用いて、そこからさまざまな
﨣��l得する機会が増えてきた。ここでは、その際必要
ﾆなる画像処理の基本と、画像を用いた計測について、応
p例を交えながら解説する。

奥富正敏
i東京工業

蜉w助教授）

奥富正敏
i東京工業

蜉w助教授）

13

画像による計測
@　　（2）

ﾎ象の2次元計
ｪと識別

　人間は視覚を通じて非常に多くの情報を得ている。同様
ﾉ視覚情報処理は、コンピュータ（ロボット）にとっても
M重な外界の情報獲得手段となる可能性がある。ここでは、
ｻの際重要となる「画像からの3次元情報（世界）の獲得
i把握）」等を中心に解説する。

同　上 同　上

14

画像による計測
i3）　3次元構造

ﾌ復元
l間の視覚とコ
塔sュータビジ
㏍唐ﾌ挑戦

　計算機による視覚情報処理としてのコンピュータビジョ
唐ﾌ応用例（例えば、3次元計測、ロボット、バーチャル
潟Aリティ等）を紹介すると同時に、それらを通じて、元
ﾉなる理論の説明、技術的意味の考察等を行う。

同　上 同　上

　
　
『
5
1 ま　　と　　め

　ここでは、各講師がこれまで講義してきた内容について
竝uし、全体のまとあを述べる。

森　　政弘

X田矢次郎

??ｹ雄

全　員
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＝・21世紀への技術発展（’99）＝（R）

〔主任講師 森谷正規（放送大学教授）〕

全体のねらい
　21世紀に技術はいかに発展するか、社会、生活、産業をどのように変えていくのかを、総合的、体系的に展望する。
まず20世紀の技術は何であったかを明らかにして、21世紀の新しい発展方向を示し、各分野について発展の可能性を述
べ、それがいかに実現するか、21世紀はいかなる時代になるかを洞察する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

20世紀後半に、エネルギー・物質・情報の技術の基本三要素が
出揃って、爆発的な技術発展が生じた。したがって、技術はあ 森谷正規 森谷正規

1 技術は変わる る意味で成熟に達した。情報技術は急速に進むか、応用が広が （放送大学 （放送大学
るか。これからは「社会」に技術を向ける時であり、21世紀の 教授） 教授）

技術は変わる。

技術は、　「社会」　「人間」　「自然」の複雑系に向かうが、ま

2
自然を知り、地球
ﾂ境を守る

ず「知る」ことがきわめて重要になる。地球、大気海洋など
�｢かに「知る」ことができるか、地震予知はできるのか、地

同　上 同　上

球温暖化は正しく把握できるのかなど展望する。

地球温暖化、酸性雨などの地球環境問題は主として化石燃料

3
環境保全とエネル

Mー
消費のエネルギー問題である。核融合は期待できるのか、自然
Gネルギーはいかに伸びるか、新しい発電システム、コジェネ

同　上 同　上

レーションはいかに発展するかを展望する。

静脈産業としての廃棄物処理は、多様に発展し始めた。都市

4
廃棄物のリサイク

汲ﾖ
ゴミ処理は新しい方向に進んでおり、プラスチックや廃家電製
iなど難しかったりサイクルも進み始めた。理想的なゼロ・エ

同　上 同　上

ミッションにいかに近づきうるのかを展望する。

都市の新技術としては、大深度地下利用や超々高層ビルなど
があるが、現実には、都市が抱えるさまざまな問題を解決して

5 都市を保つ いくことが求められている。防災、美観・アメニティ向上、住ま 同　上 同　上
いの向上などが大きな課題であり、そうした技術がいかに発展

＼

するか。

SST，リニアエキスプレスなど高速化のシステムは難しい。

6
都市内交通の改善

ﾖ

より重要な技術は、都市内交通であり、とくに自動車がいかに
ﾏわるかに最大の関心が集まる。無公害自動車にいかに進む 同　上 同　上
か、事故、渋滞問題を緩和する道路システムはいかに整備され
ていくのか。

人間を「知る」のは医学によって進められてきたが、遺伝子

7
人間とバイオテク

mロジー

の解明によって、一一段と進み始めた。しかし、なお「知る」べ
ｫ課題はきわめて多く、いかに進んでいくか。また、農業や工
ﾆへのバイオテクノロジーの応用はいかに進むのかを展望す

同　上 同　上

る。
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執筆担当 放送担当、
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属職名）

医療は、遺伝子治療などにより新たな方向に進み始めてい

8
医療と福祉の充実

る。人間を「知る」ことの寄与も多い。診断機器はさらに進ん
ﾅいく。また、いよいよ高齢化社会に入り、福祉はいっそう重 森谷正規 森谷正規

へ 要になる。それらの技術はいかに進展していくのかを展望す
る。

情報技術は大きく進むが、応用がいかに開けていくのかが、

9
情報技術は大きく

iむが

現実の技術発展を左右することになる。まず、その急速に進む
Z術を、半導体、光ディスクメモリ、通信ネットワーク、コン
sュータについて展望する。技術としてはギガを越え、テラに

同　上 同　上

進む可能性がある。

これまで進んだのは一次の情報化であり、これから高次の情報

10
家庭の情報化は大
ｫく進むのか

化に進むのだが、それは容易ではない。目的情報、手段情報に
ｪけてネットワーク、パッケージ、放送のそれぞれにおいて、
Cンタラクティブで働きかけを要する高度の情報化がいかに進

同　上 同　上

むかを展望する。

産業も高度の情報化に進むが、その核となるパソコンはいか

11
産業、社会の情報
ｻはいかに進むか

に変わるか。また、産業は社会と情報化において深く結びつく
ｪ、その一つがEC（エレクトロニック・コマース）であり、一・

同　上 同　上

つの画像の駆使であり、それらがいかに進むかを展望する。

教育の情報化は遅れているが、カギはコンテンツにあり、そ

12
進めるべき医療と
ｳ育の情報化

の充実を目指すべき時だ。医療にも遠隔診断、電子カルテなど
ﾈすべきことは多い。情報化のまとめとして、農業社会、工業

同　上 同　上

社会に対する情報社会の将来像を深く考えてみる。

技術は成熟したように見える製造業が進む新しい方向は何

13
産業はどう変わる

ﾌか

か。やはり環境問題はきわめて大きい。また、サービス産業は
ﾇう変わるのか。農林水産業が技術によって新しい方向に進む

同　上 同　上

のか。技術の担い手としての産業の将来を展望する。

きわめて高度な人工物を創り出すよりも、非常に複雑な「社

14
新しい技術の時代

会」　「人間」　「自然」一に対する技術を進めていく時代となっ
ｽ。また、　「個」の技術から「場」の技術へのパラダイム転換 同　上 同　上

へ が生じる。技術の基本的な性格が変わり、新しい技術の時代に
入る。

20世紀には、技術はもっぱら企業とくに大企業が進めてきた。

15
技術をいかに進め

驍ｩ
しかし、21世紀には、ベンチャー企業の活躍が期待され、ま
ｽ、企業を超えて、政治あるいは広く社会が、技術推進の大き

同　上 同　上

な担い手となる。技術の進めようが21世紀には変わってくる。
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＝経営工学総論（’00）＝（R）

〔主任講師 辻正重（青山学院大学教授）〕

全体のねらい
　経営工学は企業を代表とする「目的をもった組織」の経営問題を対象として、意思決定やシステム設計などを合理的
に行うための汎用的な問題解決技術学である。本講はそのような立場で講義する。また入門書としてなるべくやさし
く、そして総論としてなるべく広く経営工学を概観する。さらに日常生活における問題解決にも役立つよう講義する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 経営工学入門　1

　経営工学とは、いかなる学問なのかを理解してもらうため
ﾉ、どのような問題をどのようにして解決していくのかを、簡
Pな問題とその解決事例を通して：解説する。問題事例は、第3章
ﾈ降で展開される基礎になる。

辻　　正重
i青山学院

蜉w教授）

辻　　正重
i青山学院

蜉w教授）

2 経営工学入門　2

　1章を踏まえて、経営工学的な問題解決法で重要な1）モデ
求A2）解決のいろいろなアプローチについて解説する。そして
cfル、アプローチを含めて問題解決の一般的な手順について
�烽ｷる。

同　上 同　上

3 経営工学の発展

　テーラー・．システム、フォード・システムを出発点としたア
＜潟Jでの経営工学の展開、TQC、ジャストインタイム、　T
oM、小集団活動を中心とした日本での経営工学の展開を述べ
驕B

熊谷智徳
i名古屋工
ﾆ大学名誉
ｳ授）

熊谷智徳
i名古屋工

ﾆ大学名誉
ｳ授）

4 経営の成り立ち
　企業の特色、企業の経営について解説した後、企業の目的（利
＊ﾚ的、社会目的）、企業の活動（階層的多重サイクル）、経営シ
Xテム（組織構造、制度、情報システム）について概観する。

辻　　正重 辻　　正重

5 企　業　構　造
n造サイクル

　企業ライフ・サイクルとプロダクト・ライフサイクルの関係
�燒ｾし、企業の構造を決める長期的ビジョン、企業理念、事
ﾆコンセプト、企業分析、環境分析、事業展開戦略等々の戦略
�閧ﾌ手順・方法を解説する。

同　上 同　上

6
マーケティングと

ｻ　品　開　発

　企業の構造的枠組みの下で、企業環境の動向、市場ニーズを
c握しながら、技術開発、製品開発を行うが、そこでの課題と
竭濶�?ﾌ考え方、解決のプロセス、解決方法を解説する。

同　上 同　上

7 工場計画と
ｶ　産　準　備

　オペレーショナルな生産活動が行われる前段階として工場計
諱A工程設計、生産準備、物流システム設計など枠組み作りが
sわれるが、そこでのそれぞれの課題と解決方法を解説する。

玉木欽也
i青山学院

蜉w教授）

玉木欽也
i青山学院

蜉w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 生　産　管　理

　生産管理の目的、生産計画と統制、資材材管理の目的、在庫
ﾇ理、統合的生産管理システムの狙い、JIT、MRP、製販
ｨ統合化管理システムなど、生産管理の課題と解決方法を解説
ｷる。

玉木欽也 玉木欽也

9 品　質　管　理

　品質管理における顧客や品質の基本的な考え方と最近の品質
ﾇ理の動向について概説する。その上で、品質管理における問
濶�?ﾌ方法としてQCストーリを説明し、　QCストーリでよ
ｭ利用される手法を解説する。

石津昌平
i青山学院

蜉w助教授）

石津昌平
i青山学院

蜉w助教授）

10 価値的管理

　企業の目的と財務諸表との関係を説明した後、日常業務活動
ﾆ価値的管理（経営分析、利益計画、子算・原価管理）、製品開
ｭと価値的管理（VA）、企業構造創造と価値的管理（投資法
阮@）を説明する。

辻　　正重 辻　　正重

11 信頼性工学
　信頼性工学につて概説する。その中で信頼性の3大要素である
iD耐久性、　（2）保全性、　（3）設計信頼性について、その考

ｦ方と定量化、作り込みの方法を解説する。

鈴木和幸
i電気通信

蜉w助教授：）

鈴木和幸
i電気通信

蜉w助教授）

12 プロジェクト管理

　プロジェクト・マネジメントの目的・課題、プロジェクト・
}ネジメントの対象、プロジェクト組織、プランニングとWB
r、PERT、プロジェクト・コントロールとパフォーマン
X・メジャメントなどについて解説する。

辻　　正重 辻　　正重

13 経営情報システム

　経営情報システムの展開、EDPS、MIS（経営情報シス
eム）、DSS（意思決定支i援システム）、ES（専門家シス
eム）、ESS（経営トップ支援システム）、バーチャル・
Rーポレーションなどを解説する。

同　上 同　上

14 情報システム
ﾝ　　計　　法

　情報を上手に表現し、効率よく処理するための基礎要素であ
驛fータ構造についてアルゴリズムとともに解説する。またこ
黷辜fータの管理方法としてのデータベータについて、その設
v法を中心として述べる。

坂元克博
i青山学院

蜉w助教授）

坂元克博
i青山学院

蜉w助教授）

15 数理的方法

　問題が数学的なモデルとして扱える場合に、確定モデルの典
^的な例として線形計画モデルを取り上げ、その定式化と解法
ﾉついて説明する。次に不確定モデルの代表として待ち行列理
_について言及する。

同　上 同　上
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＝情報産業論（’OO）＝＝（R）

〔主任講師 西村吉雄（（株）日経BP編集委員）〕

全体のねらい
　情報産業という概念の整理から始め、前半では情報産業におけるタテからヨコへの構造転換に伴うネットワーク分業

について述べる。次にヨコ型情報産業における研究開発の進め方として「この指とまれ」モデルを提案する。最後に工
業社会から情報社会への転換を、産業構造の転換との関連において議論する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 情報産業論の系譜

　第1回目では、情報産業という概念の誕生と、産業の情報化と
｢う考え方との関係、脱工業化やサービス化、ソフト化、ネッ
gワークなど、関連概念との関係を整理し、本講義の方針や予
閧�qべる。

西村吉雄
i（株）日経BP

ﾒ集委員）

西村吉雄
i（株）日経BP

ﾒ集委員）

2

タテからヨコへ
i1）一コンピュータ産

ﾆの構造転換

　1980年代後半にコンピュータ産業のビジネス構造は大きく転
ｷした。1社が部品から最終製品までとりしきるタテ型から複数
驪ﾆの連携によるヨコ型に変わる。オープン・ネットワーク時
繧ﾖの転換でもある。

同　上 同　上

3

タテからヨコへ
i2）一メディア産業の

¥造転換

　タテからヨコへの転換はコンピュータ産業にとどまらず、あ
轤艪髀﨣�Y業に及びつつある。この回にはメディア産業の構
｢もタテからヨコに変わりつつあることを示し、マルチメディ
A現象との関係を考える。

同　上 同　上

4

タテからヨコへ
i3）一半導体産業の新

ｵいビジネス・モ
fル

　情報産業にとっての最重要の技術基盤はこれからも半導体集
ﾏ回路である。この産業でもヨコ型のネットワーク分業が進展
ｵて新しいビジネス・モデルが次々に登場し、日本企業も対応
�翌轤黷ﾄいる。

同　上 同　上

5

タテからヨコへ
i4）一生産システムの

Iープン化

　ネットワークを介したヨコ型のオープンな分業は、製造業の
ｶ産システムにも及ぶ。半導体の生産を例にとってこの転換の
ﾓ味を考えるとともに、自動車産業などへの展開の可能性をみ
驕B

同　上 同　上

6

標準インタフェー
X、収穫逓増、
lットワーク

　ヨコ型のネットワーク分業では標準インタフェースが不可欠
ﾅある。この種の標準インタフェースを介して協力し合う産業
ﾅは、ネットワーク外部性と呼ばれる一種の収穫逓増原理が働
ｭことを示す。

｝　同　上 同　上

7

情報産業における
､究開発（1）一リニア・モデル

ｩら「この指とま
黶vモデルへ

　ヨコ型構造の情報産業では、研究開発から生産・販売までの
ｷべてを1社で秘密裏に行うリニア・モデルは不可能で、開発方
jを公開して賛同者を募る「この指とまれ」モデルが有効であることを提唱する。 同　上 同　上
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回’ テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

情報産業における
､究開発（2）一研究開発におけ

骰H業と情報産業
ﾌ違い

　工業製品の研究開発において大きな役割を果たしてきたリニ
A・モデルと中央研究所が情報産業では妥当せず、産学共同研
?窿xンチャーの役割が大きくなることを示す。特許の役割の
ﾏ化にも触れる。

西村吉雄 西村吉雄

9

情報産業における
､究開発（3）一大学の役割の変

ｻ

　日本の工業化の全盛期には大学の役割は均質な人材の研究に
?閨A大学における研究への期待がは低かった。情報産業では
ｱれが高まる。ヨコ型の情報産業における大学への期待と、大
w側の変革の動きを紹介する。

同　上 同　上

10

70年代の構造転換
i1）一工業化から情報

ｻ、ポスト工業化へ

　日本の産業構造は1970年代に大きく転換した。鉄の生産量や
ｴ油の輸入量が漸減に転じるなか、半導体の生産は急増する。
ｻ造業人口比率の減少も始まる。この構造転換から、ポスト工
ﾆ化、情報化を考える。

同　上 同　上

11

70年代の構造転換
i2）一階層格差の拡大

　工業化から情報化への転換と同期して貧富の差の拡大が日本
ﾅも始まったことを指摘する。米国のデータとも比較しなが
轣Aその原因が、情報化・ポスト工業化への転換と連動してい
驍ｱとを示す。

同　上 同　上

12

70年代の構造転換
i3）一女性の時代とポ

Xトモダニズム

　工業化の時代には働く女性の数が減り、情報化の進展ととも
ﾉ、それが増えていることを、長期的な歴史データから明らか
ﾉする。またトップレスやポスト・モダニズムなどの文化現象
ﾆ産業変化との関係にも触れる。

同　上 同　上

13

高齢化と人口減少一ネットワーク社

?ﾌワークスタイ

　21世紀の日本は急速に高齢化しながら人口減少に向かう。核
ﾆ族のなかの成人男性だけを雇用という工業社会型から、高齢
ﾒを含む拡大家族がネットワークを介して共働するというワー
Nスタイルへの転換が起こり得る。

同　上 同　上

14

メディア・ルネサ

塔X
[ネットワーク社
?ﾌライフスタイ

　メディアのヨコ型化はメディア秩序の解体と再構築をもたら
ｷ。隣の人と同じ番組を観たかった工業社会人に対して、隣の
lとは違う番組を観たい情報社会人向けのメディアではネット
潤[クが最適なインフラとなろう。

同　上 同　上

15

大異を認め合いな
ｪら小同で協力し
謔､一ネットワーク社

?ﾌ協力スタイル

　自立分散した小集団がネットワークを介して協力するのが、
Y業・仕事・暮らしのこれからのスタイルだ。目的は違っても
ｦ力することが双方に有益となるように「大異を認め合いなが
迴ｬ同で協力」しよう。

同　上 同　上
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＝社会の中の会計（’00）＝：（TV）

主任講師〔
主任講師

秦饗響塗腱嬰轄翻〕

全体のねらい
　企業の会計を中心に、会計とはどのようなものか、その全体的な仕組みと社会的な意味連関を検討することによっ
て、現代社会における企業会計の役割の重要性とこれにともなう問題点を明らかにすることを課題とする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

会計の社会的な
ﾐろがり

　会計は多様な経済主体のもとで行われる活動＝社会的な行為
ﾅあること、またそこに共通に認められる課題を明らかにする
ﾆともに、企業における会計の特質と、会計学上従来、企業会
vが重視される根拠を検討する。

三代澤経人
i立命館大

w教授）

三代澤経人
i立命館大

w教授）

V藤正章
i放送大学

赴ｳ授）

2
会計の職能と方法

ﾖ

　企業の会計について、その課題・機能をより具体的に明らか
ﾉするために、第3回とともに企業会計の基礎的な方法とその領
謔�沒｢する。第2回はその1として、簿記、すなわち複式簿記
�謔闖繧ｰ、その働きを過程的に整理する。

同　上 三代澤経人

3
会計の職能と方法
i2）

　第2回に続き、企業会計の課題・機能をより具体的に明らかに
ｷるために、基礎的な方法である原価計算と企業予算につい
ﾄ、経営の過程とのかかわりで紹介しつつ、その働きを過程的
ﾉ整理し、財務会計と管理会計の区分に言及する。

同　上 齋藤正章

4 企業の管理と会計

　会計は企業の運営＝・管理の必要上行われるから、まず、これ
�ｼ接的な課題とする会計領域、すなわち管理会計に関して、
ｻの基本的な仕組みを紹介しつつ機能内容を再検討し、経営管
揩ﾆの関係を明らかにする。

同　上 三代澤経人

5
財務会計と

ﾇ理会計

　外部報告会計として意義づけられている財務会計実務につい
ﾄ、粉飾決算をはじめ、会計制度上適正とされる会計の実際的
ﾈあり方とその機能内容を再検討し、財務会計と管理会計との
ﾖ係を明らかにする。

同　上 同　上

6
会計の過程と

ﾐ会的な体系

　　　　　　　　　　　　、
@会計は財務会計と管理会計とに区分されているが、本来、両
ﾒは全体として1つのものである。そうした会計の基礎的な機能
�ﾟ程的に把握するとともに、会計をとりまく社会的な諸要素
ﾆその関連を整理する。

同　上 同　上

7
会計の法的規範と

?v原則

　今日の会計は商法、税法をはじめとする法的規範とその規制
ﾌもとに展開している。会計の社会的な規範としてどのような
烽ﾌがあり、企業の会計実務とどう関係し、また、どのような
ﾓ味をもつのかを明らかにする。

同上 齋藤正章
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
企業会計原則と

ｻの論理

　わが国の企業会計原則について、会計規範としてのその性
i、原則の内容と、とくに企業会計原則にもられた基本的な会
v思考ないし会計の論理を明らかにすることとし、あわせて、
u・一般に認められた会計原則」の性格について考える。

三代澤経人 三代澤経人

9
財務諸表のしくみ
ﾆその分析

　企業会計原則にもとつく財務諸表（損益計算書、貸借対照
¥）の内容・構成と、その基本的な計算原理を具体的な資料を
烽ﾆに説明し、また、財務諸表から何がわかるか、財務諸表の
賰b的な分析方法を明らかにする。

齋藤正章 齋藤正章

10
公認会計士監査と
ﾘ券市場

　大企業は、証券取引法および商法（監査特例法）の規定に
謔ﾁて、公認会計士による監査が義務づけられている。公認会
v士とはなにか、監査法人の状況、会計士監査の意義と方法を
ｾらかにし、問題点に言及する。

三代澤経人 三代澤経人

11
会計の国際化と

?v基準

　多国籍企業をはじめとして、企業活動が国境を越えて営まれ
驍ｱとによって、会計の国際的な展開が進んでいる。そこで国
ﾛ化に伴う会計問題、国際会計基準と会計基準の国際的調和
ｻ、わが国会計基準の対応等について見てゆく。

同　上 同　上

12
情報化の進展と

?vの変容

　情報化の進展を、とくにコンピュータ・システムの利用とこ
黷ﾉよる情報処理能力の増大に焦点をあて、管理会計領域を中
Sとしたコンピュータ利用の状況と、会計上どのような変化が
iみつつあるのかなどの点について明らかにする。

齋藤正章 齋藤正章

13
現代会計の展開と

走ｯ生活

　会計、とりわけ企業運営に直接かかわる管理会計の計算要素
ﾉは、人々の日常生活に深くかかわるものが少なくない。商品
ﾌ価格や給料・賃金、労働時間などはその好例であろう。会計
ﾌあり方がこれらにどのように作用するか検討する。

三代澤経人 三代澤経人

14
環境問題と

ﾂ境会計

　公害問題をはじめ、とくに1980年代後半以降深刻化した地球
ｷ暖化、オゾン層の破壊等々の地球規模の環境問題の進行にと
烽ﾈって展開されている、環境保護にかかわる環境会計とその
ｮ向について明らかにする。

同　上 同　上

15
会計の社会化と

ﾐ会関連会計

　戦後、産業公害、製品の安全性、物価問題などを契機として
驪ﾆの社会的責任が厳しく問われるなかで、企業の社会的貢献
xを測定し報告する社会責任会計あるいは企業社会会計とその
､究の展開がみられる。企業の利益とのかかわりでその動向を
lえる。

齋藤正章
三代澤経人

V藤正章
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＝現代ファイナンス入門（’00）＝（R）

〔主任講師 大塚宗春（早稲田大学教授）〕

全体のねらい
　現代ファイ、ナンスの基本である資金の調達と運用が現実の企業でどのように意思決定されているか、また、それが私
たちの生活にどのように関わっているかについて理解することを目的とする。全体を基礎編と応用編に分け、基礎編で
は資金の調達と運用の理論を学ぶ。応用編では最近のトピックを踏まえ、具体的な問題を検討する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

現代ファイナンス
ﾌ意義と課題一イントロダクション

　本講義全体の鳥三図ともいうべき内容の回で、学生に何をこ
ﾌ講義で学ぶかをファイナンスの意義と課題に照らして講義す
驕B

大塚宗春
i早稲田大学
ｳ授）

大塚宗春
i早稲田大学
ｳ授）

2 現在価値と
ｫ　来　価　値

　キャッシュ・フローの現在価値への割引計算を中心に、異な
骼椏_に生起する複数の成果を評価する方法について解説す
驕B

同　上 同　上

3 財務諸表分折
i1）

　企業の経営活動の結果である損益計算書や貸借対照表をどの
謔､に読むかを解説する。ここでは損益計算書や貸借対照表に
ﾇういつだ内容が示されているのか、具体的には資産・負債・
走{、収益・費用の内容について概説する。

同　上 同　上

4 財務諸表分析
i2）

　ここでは、前回の内容をうけて、企業の経営の分析を主とし
ﾄ比率分折を中心とした分析手法により行う。

同　上 同　上

5

資金の調達と金融
ｧ度…株式による資金

ｲ達

　資金の流れを資本市場とかかわらせて把握するとともに、株
ｮ発行による資金調達について具体的に述べる。

阿部圭司
i高崎経済

蜉w講師）
同　上

6

資金調達の諸形態…社債等による資

熬ｲ達

　社債、転換社債、新株引受権付社債などによる資金調達を述べるとともに、日本企業の資金調達の傾向などを解説する。

同　上 同　上

7 資本コストと
早@本　構　成

　資金調達手段のコストである資本コストをいかに算定する
ｩ、企業の資本構成（負債と自己資本の割合）の違いが資本コ
Xトおよび企業価値に影響するかについて述べる。

齋藤正章
i放送大学

赴ｳ授）
同上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 キャッシュ・
tローの管理

　企業の資金繰りの管理を中心にキャッシュ・フローの管理を
wぶ。ここでは売掛金、運転資本の管理にも言及する。 齋藤正章 大塚宗春

9 投資意思決定の

攪_

　企業における実物投資の決定のための財務的な基準を中心に
qべる。投資からもたらされる将来のキャッシュ・フローが確
ﾀに予測できるという確実性を前提に、換算評価方法を学ぶ。

葛山康典
i早稲田大

w助教授）
同　上

10 ポートフォリオ
I　択　理　論

　分散投資の理論であるポートフォリオ理論を金融資産への投
送痰�pいて説明する。そして、リスクとリターンがどのよう
ﾈ関係にあるかを学ぶ。

同　上 同　上

11
β（ベータ）と資本資

Y価格評価モデル

　前回のポートフォリオ理論を受けて、証券の収益率とリスク
ﾌ関係を示す資本資産価格モデル（CAPM）を解説する。さ
轤ﾉ、リスクの尺度（ベータ）についても説明を行う。

同　上 同　上

12
デリバティブによる

ﾗ替リスクの管理

　今回から応用に入る。為替リスクの管理を題材としてリスク
ﾇ理手法としてポピュラーな為替予約、先物取引、オプション
謌�凾ﾌ金融派生商品を説明する。

大塚宗春 同　上

13 財務面から見た
g織形態のあり方

　　　A@企業の組織形態のあり方を財務面から検討する。社内金利や
ﾐ内資本金を利用した事業部制、カンパニー制、金融持ち株会
ﾐについて述べる。

同　上 同　上

14
資本市場の効率性
ﾆファイナンス情報

　ファイナンス情報が資本市場の効率性にいかなるインパクト
�yぼしているかについて述べる。具体的には、その影響を株
ｿとの関係で実証した研究成果をもとに解説する。

阿部圭司 同　上

15 ファイナンスの
｡　日　的課題

　今日、企業の活躍の場は、日本国内にとどまらず大ぎく世界へと向けられている。それに伴うファイナンス上の諸問題につ

｢て解説する。
大塚宗春 同　上
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＝ネットワーク産業論（’00）＝：（R）

〔主任講師 直江重彦（中央大学教授）〕

全体のねらい
この講義では、今日の社会生活の重要な基盤となっている公益事業と呼ばれる産業についての実態を紹介するととも

に、その経済的社会的特性について解説し、公共政策上の諸課題について検討する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
概論1
�､事業の誕生と

ｭ展

　今日の社会生活の基盤となっている様々なサービスの中に公
v事業と呼ばれる産業がある。近代社会の形成とともにシビル
~ニマムとして普及してきた公益事業のその誕生から今日まで
ﾌ発展を、産業社会の発展と成熟と言う視点から概観する。

直江重彦
i中央大学

ｳ授）

直江重彦
i中央大学

ｳ授）

2
概論2
�､事業の
o済学的特徴

　公益事業は自由主義経済において長い間例外的に政府の強い
K制の下で発展してきた。その理由は公益事業が提供するサー
rスの特性とその生産構造のネットワーク性に求められるが、
ｱこでは特に経済学的に見て、何故規制が必要とされてきたか
��烽ｷる。

同　上 同　上

3 概論3
�､事業政策

　公益事業に伝統的に課せられてきた公共規制について概観す
驕B特に今日公益事業改革の主要課題とされている料金規制と
Q入規制を中心に、その経済的意味や社会的役割とそこから導
ｩれる公益事業政策の問題点を紹介する。

同　上 同　上

4
概論4
�､事業規制と
ｻの変革

　公益事業に課せられてきた公共規制にも様々な問題があり、
｡日多くの国でその改革が進められているが、特に改革の主た
髑ﾎ象となっている料金規制の問題点とされる効率性に焦点を
魔ﾄ、その経済学的理由と各国で試みられている改革の方策を
ﾐ介する。

同　上 同　上

5
概論5
�､事業政策の

ﾛ題

　今日の公益事業は、規制緩和の流れの中で民営化や事業分
пA競争の導入と言った様々な制度改革がなされている。これ
轤ﾌ改革に伴い新しい公正競争条件の整備やユニバーサルサー
rスの確保と言った課題が発生している。ここではそれらの課
閧�T観する。

同　上 同　上

6 各論1
d気通信事業

　公益事業の一つである電気通信事業は公益事業改革の中心的
ｶ在であり、ここではNTTの民営化と我が国の電気通信産業
K制の実態を紹介する。さらに今日の情報化時代の中でこの産
ﾆは関連産業との融合化が始まっており、産業と政策の問題点
ﾆ課題を解説する。

同　旧

ｭ

同　上

7
各論2
咜翌ﾆ
Cンターネット

　放送産業は通信技術の発展とともに高度化が進んでおり、
l々なメディアで放送サービ入は提供されるようになってい
驕B放送産業の内部構造も変化しており、産業規制の改革が進
ﾟられている。特にインターネットの登場と関連づけて変革と
ﾛ題を紹介する。

同上 同上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
各論3
X便事業と
赶z事業

　郵便事業はその誕生以来、国家独占で提供されてきたサービ
Xではあるが、多くの先進国でその改革が始まっている。特に
ﾟ年発展してきた宅配事業との競争の中で様々な問題を露呈
ｵ、民営化や事業分割が改革方策として採用されている実態を
ﾐ介する。

直江重彦 直江重彦

9 鉄　道

　鉄道は陸上交通の独占的な地位を占めてきたが、道路交通や
q空の発達により交通機関間の競合が生まれている。本講で
ﾍ、交通ネットワークと輸送構造の変化を概観した後、自然独
閧ﾆ経済的規制、鉄道整備と費用負担、民営化等事業形態の変
ｻについて考察する。

山内弘隆
i一橋大学

ｳ授）

山内弘隆
i一橋大学

ｳ授）

10 航　空

　航空産業では、アメリカの国内航空規制緩和（1978年）以
~、他の国でも競争導入が進んでいる。本講では、まず航空産
ﾆにおける公的介入の根拠について論じ、規制緩和による市場
¥造の変化、コンピュータ予約システム等新しい競争戦略につ
｢て検討する。

同　上 同　上

11
交通インフラスト
宴Nチャー

　多くの交通サービスは道路、空港、港湾等の交通インフラス
gラクチャーを前提として成立している。本講では、交通イン
tラストラクチャーの特性を論じるとともに、無料開放を原則
ﾆする道路整備、利用者負担となっている空港整備について具
ﾌ的に論ずる。

同　上 同　上

12 電気事業

　電気事業の市場構造の特徴や政府の規制の枠組みを解説し、
幕ﾆの活性化と消費者利益の増進を図るためにどの様な規制改
vが必要かを明らかにする。また電気産業が新たな取り組みを
咜ﾒされる課題としてさらなる経営効率化と地球環境問題への
ﾎ応を取り上げる。

山谷修作
i東洋大学

ｳ授）

山谷修作
i東洋大学

ｳ授）

13 ガス事業

　ガス事業が直面する最大の課題は、内外価格（英国の3倍）と
焉X価格差（地域間で約3倍）の縮小である。料金低廉化に向け
ﾄ取り組むべき諸施策を紹介する。またクリーンエネルギーと
ｵての天然ガスの普及促進についても検討する。

同　上 同　上

14 上下水道事業

　‘安かろう不味かろう、高かろう美味かろう’の世間常識が
ﾊ用しない財、それが水道水である。としの水道事業は水源の
投u化、水質の悪化、異常気象による渇水に直面し、供給コス
g増を招いている。上下水道の料金低廉化とサービス向上のた
ﾟの方策を検討する。

同　上 同　上

15 まとめ

　これまでの公益事業の経済理論と実態についての講義のまと
ﾟとして、公益事業がどの様に変貌していこうとしているの
ｩ、その課題としての効果と公正のバランス、それを実現する
ｽめの公共規制のあり方、さらには市民の参加に不可欠な情報
�Jを取り上げる。

直江重彦 直江重彦
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＝都市と生活空間の工学（’00）＝＝（TV）

〔主任講師 阪本一郎（明海大学教授）〕

全体のねらい
　人々の生活は多様な行動で成り立ち、それらが営まれる生活空間は道路や建物などの物的基盤によって機能する。人
類はその歴史の中で、良質な生活空間を獲得するためにさまざまな努力と試みを行ってきたが、いまだにその質は人々
の期待から遠く離れた水準にあり、その改善は重要な社会的課題としてあり続けている。この課題に応えることがどの
ような意味で難しく、社会のいかなる選択を必要としているかという点について、主として社会技術の側面から示すこ
とが本講義のねらいである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
都市と田園一2つの生活空間

　対照的な生活空間である都市と田園を対比することにより、・
ｻれぞれの特性を明らかにする。都市と田園の長所を同時に実
ｻしようとした試みを検討し、両者が本質的に異なるものであ
驍ｱとを確認する。

阪本一郎
i明海大学

ｳ授）

阪本一郎
i明海大学

ｳ授）

2
生活空間としての

c園

　田園から都市へ、地方都市から広域中心都市へ人口が移動
ｵ、従来の生活空間の維持が困難になった状況に、政府・自治
ﾌがどのように対処してきたかを概観するとともに、新しい田
?緒Zの可能性を検討する。

同　上 同　上

3

都市と郊外一生活空間の

@　　　拡散化

　都市の郊外化といわれる現象が世界的に進行し、生活空間の
g散化が生じている。この現象を紹介するとともに、それがも
ｽらす社会的不利益の大きさを述べる。

同　上 同　上

4
都市と郊外一居住地の選択 　人々の自由な居住地選択が都市の郊外化をもたらしている。

ﾐ会条件の変化が人々の選択にどのように作用するかを考察す
驕B

同　上 同　上

5
郊外開発抑制の
獅ﾝ一居住地の制限

　都市をコンパクトに保つためのさまざまな試みがなされてき
ｽ。グリーンベルトを採用したイギリスや日本の試みを概観す
驕B

同　上 同　上

6 都市空間制御の
ｻ実

　都市空間を人為的にコントロールしょうとする試みは、現実
ﾐ会の中でしばしば変形を余儀なくされる。線引き制度の変形
ﾌ過程を検討し、人為的制御の難しさを示す。

同　上 同　上

7
優れた生活空間の
軏{要素

　優れた生活空間であるための物的な条件を検討する。特に都
sにおいては人々の高密な活動が相互に摩擦を生じやすいた
ﾟ、厳しい条件が必要になること、その実現に市場が十分には
@能しないことを述べる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

日本の土地利用規 日本では生活空間の質を確保するためにゾーニングという方
8 制による生活空間 法を採用してきた。その歴史的な展開を概観し、良質な生活空 阪本一郎 阪本一郎

の質：確保 間の実現に成功していない理由を示す。

欧米の土地利用規 それぞれ異なる方法で土地利用規制を実施しているアメリ
9 制による生活空間 カ、ドイツ、イギリスについて、規制方法を紹介し、良質な生 同　上 同　上

の質確保 活空間の実現方法としての性能を検討する。

土地利用規制は土地所有権の制限を意味するため、しばしば

10
私権の制限と社会
ﾌ支持

強い反対を生じ、有効な規制を実施できないことになる。いか
ﾉして社会の了解と支持を得て有効な規制を可能にするかを、

同　上 同　上

イギリスやアメリカのケースをとりあげながら考察する。

良質な生活空間を実現するためには開発の制限だけでなく、

ノ

11 都市基盤の構築
道路、公園などの社会基盤施設の建設が必要である。日本では
ﾇのようにこの課題に取り組んできたかを概観し、基盤構築上

同　上 同　上

の課題を述べる。

都市再開発 貧困な都市基盤の故に生活空間として種々の問題を抱えた市

12
一負の遺産の解消
@と社会変化への

街地、社会が変化する中で新しい要請に応えられない市街地、
ｱれらの再開発について歴史的に概観し、そのあり方や実現方

同　上 同　上

対応 法について述べる。

良質の生活空間を実現するためにはこれに貢献する開発が必

13
開発の担い手と

?p負担
要となる。誰がそのような開発の担い手となるか、誰がその費
pを負担するか、どのようにして開発を誘導するかといった点

同　上 同　上

を検討する。

都市中心部から居住者が居なくなる空洞化現象、郊外の

14 都心空間の再生
ショッピングセンターとの競争に敗れ活力を失いつつある中心
､業地、これらの問題を抱える都心部の再生をいかにして図る

同　上 同　上

か、また何故再生が必要かを述べる。

15
生活空間の
Tステナビリティ

　環境問題で注目されている持続可能性は、生活空間の長期的
ﾈ維持を考える上でも重要な概念である。高齢者の居住や都市
ﾌ活力保持などの観点からこの問題を考察する。

同　上 同　上
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＝環：境アセスメント（’OO）＝（TV）

〔主任講師　　原曲幸彦（東京工業大学教授）〕

全体のねらい
　持続可能な発展は世界の環境政策のキーワードであり、環境アセスメントはそのための基本的な手段である。計画な
どの人間行為の意思決定において透明な形で環境配慮を行うことがアセスメントの本質である。方法論的にはシステム
分析が基礎であり、透明性を高める工夫が環境先進各国で行われているが、我が国はこの点で欧米に遅れている。米国
よりも我が国に近い状況である先進国として欧州諸国の事例も多く紹介して、アセスメントのあり方について考察す
る。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

人間活動と環境（スイス）、東京とニューヨークの土地利用比較

1 持続可能な発展

（空撮）、環境問題の変遷、NEPA
潟Iの地球サミット、持続可能な発展、環境基本法、環境と開
ｭの対立を超えて調和へ、環境共生都市（Freiburg）、環境共
ｶ型の住宅地開発

原科幸彦
i東京工業

蜉w教授）

原科幸彦
i東京工業

蜉w教授）

アセスメントは人間行為の意思決定への環境配慮の手続き

環境に配慮した人間行為の選択、判断形成の透明化、環境配慮

2
環境アセスメント
ﾆは何か

の説明責任、情報公開と住民参加
ｭ策分析としてのシステム分析、科学的・民主的手続き、代替
ﾄの比較検：討：Mission　Bay、横浜市青葉区の道路作り

同　上 同　上

アセスメントの手続き

アセスは情報交流のツール、コミュニケーションが基本
アセス法による手続き、対象事業の選定、方法書、準備書と評

3
コミュニケーション

ﾌ方法
価書、文書による方法と会議による方法、
@説明会（神奈川県の事例）

同　上 同　上

公聴会（川崎市の事例）

問題点と改善方法

検討範囲の絞り込み（スコーピング） 原科幸彦 原科幸彦

4
検討範囲の絞り込

ﾝ
代替案の列挙、評価項目の選定、影響範囲の確定、調査の方
@、現状把握、予測の方法、予測モデル、予測の前提、評価の

菇@
村山武彦
i福島大学

赴ｳ授）

村山武彦
i福島大学

赴ｳ授）

5
予測手法（1）

ｩ然関連項目

環境汚染：大気汚染、悪臭、水質、土壌汚染、地盤沈下、騒音
@　　　　・振動、パソコンの活用事例
ｩ然環境：貴重な動植物の保護、生態系の変化

村山武彦 村山武彦

社会環境：景観の変化（予測システム）、街並みと自然景観、

6
予測手法（2）

ﾐ会関連項目
人と自然の触れ合い、身近な緑の保全、コミユそティ、

ｶ化財、歴史的環境、廃棄物
同　上 同　上

地球環境：温暖化効果ガス

項目別の評価、定性的評価と定量的評価、評価関数、評価結果
の表示

7 環境影響の評価 解釈（総合評価）、相対評価、Dr．　Therivelのコメント、重みづけ 原科幸彦 原科幸彦
総合評価の例、Jacks賦Wyomingの下水処理場の評価例、誰の
重みか、単一指標は必要か
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

我が国の制度成立の経緯、歴史と背景、環境汚染と自然保護
国の制度と自治体の制度
地方自治体の制度化、川崎市の条例アセス、東京都・神奈川

8 日本の制度の歴史 県・名古屋市等個別法等による制度化、法制化の失敗と閣議ア 原科幸彦 原科幸彦
セス
環境影響評価法の成立、環境基本法、第20条：環境影響評価制
度の推進

環境影響評価法の特徴
これまでの実績

9 日本の現行制度
最近の事例：藤前干潟の埋め立て事業（アセス結果と事業計画
@　　　　　の意思決定）

同　上 同　上

恵比寿ガーデンブレース（NGOのカとフォローアップ）

アセス法の活用と問題点

欧州でも事業アセスが中心、代替案の比較検討は行う、
欧州とアメリカの制度

10
欧米の

Aセス制度と事例

日本との比較：計画との連動、住民参加、情報公開
Aセスの具体事例
@イギリスの事例：英仏海峡トンネル

同　上 同　上

オランダの事例：アムステルダム近郊の住宅地開発
（Mr．　Verheem）

我が国は不十分な住民関与、住民参加には情報公開が不可欠
欧米に見る積極的な住民参加の事例

11
積極的な

Z民参加
　Mission　Bay開発のアセス事例
艪ｪ国における新しい動き

同　上 同　上

狛江市のごみ中間処理場建設計画
横浜市青葉区の住民参加による道路作り

アセスメントによる環境紛争の発生

12
アセスメントと

ｴ争

紛争解決の方法、裁判よりも話し合いで、調停（mediation）

ｴ争解決の事例
@Seattleの道路建設

同　上 同　上

Jackson，　Wyomingの下水処理場建設

環境配慮した人間行動の管理、東京とロンドンの土地利用比較
（空撮）、累積的影響の除去、成長管理、土地利用計画が必要

13
戦略的

ﾂ境アセスメント

　Strategic　Environmental　Assessment（SEA）、　Dr．　Therivel

｢界の動向：Dr．　Sadler、　EUの動向
rEAの事例：地域計画の例、イギリス、　Kent　County，　UK，

同　上 同　上

Prof．　Banister

政策の例、オランダの廃棄物処理10ヶ年計画

環境基本計画：京都の環境計画を事例に
COP3のフォローアップ（京大・内藤正明教授）

14
環境計画と
Aセスメント

　歴史環境の保全と近代化、京都駅ビルと南禅寺の対比、路面
d車の活用

同　上 同　上

環境と調和したZurichの交通システム
地域の総合計画が必要、計画への参加、早期段階での環境配慮

地球環境問題への対応（Think　Globally，　Act　Locally）

地球規模の視野で、日本の海外i援助と環境配慮

15
アセスメントの

｡後

　世界はSEA的アプローチ：世界銀行の環境配慮
ﾂ境との共生を目指して
@こうもりの飛行シミュレーション、Prof．　Schmid

同　上 同　上

計画制度と環境配慮の運動：イギリスの例、Prof．Hallと
Mr．　Zetter
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＝設計学（’00）＝（TV）

主任講師〔
主任講師

奮膳童縢毒翻〕

全体のねらい
　設計とは工業製品や建築物だけでなく、人間に備わる普遍的な能力である。現代文明はこの設計の営みの結果、築き
あげられたといっても過言ではない。この設計を理解するための学問が設計学であり、実例を通じて設計の本質に迫る
ことが狙いである。

回 テ　一　マ 吋　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 設　計　と　は

　いろいろな工業製品だけでなく、設計は人間に備わる普遍的
ﾈ能力であり、日々の行動においても設計は重要な役割を果た
ｵている。実際の設計のさまざまの例を通じて、設計行為の役
р�揄�ｷる。

冨山哲男
i東京大学

ｳ授）

吉川弘之
i放送大学

ｷ）

y山哲男
i東京大学

ｳ授）

2 設計の歴史

　人工物の設計の歴史は、設計が人間の創造行為である以上、
ﾝ計者の意図を反映してきた。また人工物の発展してきた歴史
ﾌ中で、突然変異的な発明であっても、時代背景や当時の技術
�F濃く反映していることを論じる。

同　上 同　上

3 人工物の進化

　設計の進化を歴史的な発展過程で考察すると、技術的な進
ｻ、社会的進化、設計技術そのものの進化の3つの軸を反映して
ｫたことが分かる。また、成功例だけでなく失敗例をも理解す
驍ｱとが重要である。

同　上 冨山哲男

4 製品ライフサイクル

　工業製品のコンセプトの誕生から実際に設計・生産され、使
pされ、最後に廃棄、リサイクルされる一生のことを製品ライ
tサイクルという。自動車を例にして、ライフサイクルの中で
ﾌ設計の果たす役割を理解する。

同　上 同　上

5 工業製品の
ﾝ　計　過　程

　工業製品のライフサイクルのうち、設計過程をさらに細かく
揄�ｷる。どのような製品であっても、設計過程は共通するこ
ﾆが多い。また、コンカレントエンジニアリングや計算機の利
pなど、実際の設計現場で取り入れられている技術を理解す
驕B

同　上 同　上

6 設計とモデル

　設計は「要求から仕様へ」の、属性、挙動、機能に関する情
�ｪ次第に詳細化されていく過程である。これらの情報を表現
ｷる方法は「モデル」と呼ばれ、設計に関わる情報を作成・伝
Bするためには欠かせない。

同　上 吉川弘之

7 設　計　図　面

　設計に関する情報の伝達手段として有効な図面について、JIS
ｻ図規格をもとに解説する。また、簡単な機械要素を例に、製
}法と加工法との関係を講義する。最後に計算機によるCAD製図について紹介する。 同上 冨山哲男
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

設計の様相を紹介する。設計段階（概念設計、基本設計、詳

8 いろいろな設計
細設計など）、設計スタイル（発明、新規設計、再設計）など
ﾌ違いを説明する。設計は最適性、信頼性、安全性が重要であ 冨山哲男 冨山哲男
り、常にコストとのトレードオフであることを論じる。

r

設計学とは設計を理解することを目的とした学問であるが、

9 設　　計　　学
対象が人間の行為であるだけに、他の工学とは少し方法論が異
ﾈる。まず、設計を実験的に扱う実験設計学を紹介し、設計知

同　上 同　上

識は集合演算的な操作が行われていることを述べる。

一般設計学は、公理論的集合論に基づく設計の理論である。

10 一般設計学
まず、人間が持つ設計知識に関する公理を導入すると、設計知
ｯを位相空間として集合論的に扱うことができる。また、公理

同　上 吉川弘之
から設計に関する定理を導出することができる。

推論には基本的に、演繹、帰納、アブダクションの3種類があ

11 設計における推論
ると言われている。その中でも設計では、C．　S．　Peirceが提唱し

ｽアブダクションが重要な役割を果たしている。さらに、アナ
同　上 同　上

リシスとシンセシスについて述べる。

CAD（Computer　Aided　Design）は現代の工業では欠かせな

12
設計支援システム
i1）

い設計支援技術である。計算機上に幾何形状を表現するための
Z術として、曲線・曲面の方程式、データ構造などについて述

同　上 冨山哲男
べ、幾何モデル・プロダクトモデルなどの技術を紹介する。

CADで作成した幾何形状は、その後のプロセスで利用され

13
設計支援システム

i2）

る。その例としてCAE（Computer　Aided　Bngineering）、CAM
iComputer　Aided　Manu6acturing）、CIM（Computer　Integrated

同　上 同　上

Manu箔acturing）などのシステムについて紹介する。

日本経済の戦後の発展において、設計技術がどのような役割

14 設計の新しい役割
を果たし貢献してきたのかについて講義する。そして、特に製
｢者責任、地球環境問題などを中心に、設計の今後の課題につ

同　上 同　上

いて述べる。

15 ま　　　と　　　め

　本講義のまとめを行う。設計学とは、産業界で実践されてい
髏ﾝ計活動と、設計の結果としてめ人工物に関する理解を決め
驍ｽめの学問である。また、計算機による高度な設計支援を実
ｻするための基礎的な学問でもある。

同　上
吉川弘之

y山哲男
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＝プログラミング入門（’00）＝（TV）

〔主任講師　都倉信樹（大阪大学教授）〕

全体のねらい
　プログラムを作ることは、苦しさとできあがったときの感激の両方を味わうことである。苦しさをできるだけ軽減
し、よりよいプログラミングをするための方向を見出すことを目指す。
（http：／／tokweb．　ics．　es．　osaka－u．　ac．　jp／）

コラム　齊藤明紀（大阪大学大学院基礎工学研究科講師）

執筆i担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1 プログラミング

1．1なぜプログラミングか
P．2　プログラムとプログラミング

P．3ソフトウェア開発
@◆　基本的事項と用語などの概説

都倉信樹
i大阪大学

ｳ授）

都倉信樹
i大阪大学

ｳ授）

2．1いくつかのプログラムの形

2
プログラムの構成

v素

2．2処理の記述
Q．3プログラムの要素
Q．4処理手順の記述

同　上 同　上

◆　フローチャート、NSチャートなどの紹介

3．1言語の概観
3．2言語の構成要素

3 プログラム言語 3．3文
R．4　データ型

同　上 同　上

3．5その他
◆　言語についての基本的事項の解説

4．1拡張BNFと文脈自由文法
4．2構文図

4 構文の記述 4．3具体構文と抽象構文 同　上 同　上

4．4正規表現
◇　構文記述法の紹介

5．1配列
5．2データの性質を知る

5 探索　1 5．3キーを持つデータの探索 同　上 同　上

◆　配列、レコード型の導入と、配列の中のデータの探索
アルゴリズム

6．1文字列型、テキスト

6
探索　2

ｶ字列探索

6．2文字列探索
U．3Knuth－Morris－Prattの方法
@◆　文字列型、テキスト型の導入と、文字列探索の

同　上 同　上

アルゴリズム

7．1キーの順序
7．2ソート法　1

7 ソート　1 7．3アルゴリズムと評価 同　上 同　上

◆　キーの辞書式順序、簡単なソートの方法、アルゴリズム

の評価法、O記法
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8．1変わった計算
8 再帰 8．2手続き・関数 都倉信樹 都倉信樹

◆　再帰の概念、手続き・関数の解説

9．1　マージソート

9 ソート　2
9．2　クィックソート

X．3その他のソート
同　上 同　上

◆　いくつかのソートアルゴリズムと正当性

10．1探索木
10 木 10．2抽象データ型 同　上 同　上

◆　ポインタと探索木、抽象データ型の解説

11．1式

11 式 11．2式の計算
P1．3電卓

同　上 同　上

◆　式とその計算、スタック、電卓のシミュレーション

12．1アセンブラの仕様
12 アセンブラ 12．2アセンブラの設計 同　上 同　上

◆　簡単なアセンブラの仕様決定と設計

13
コンピュータのシ
~ュレータ

13．1　PDP11
P3．2シミュレータの設計
@◆　コンピュータのシミュレーションを考えてみる

伺　上 同　上

14．1　シミュレータ
14 時間の扱い 14．2イベント処理プログラム 同　上 同　上

◆　時間を扱うこと、イベント駆動型のプログラム

15．1　よいプログラムとは
15 さらに、学ぶために 15．2　よいプログラマとは 同　上 同　上

◇　さらに向上をめざして
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＝電子技術と社会（’00）＝＝（TV）

〔主任講師 後藤尚久（拓殖大学教授）〕

全体のねらい
　18世紀末の産業革命ではエネルギーと交通が飛躍的に発展したが、現在の情報と通信に関する産業の発展はこれに対
応しているという。本講義では、情報と通信の発展の歴史にはじまり、現在この産業を支えている電子技術のポイント
を解説するとともに、電子技術の発展が社会に当てるインパクトを展望する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 情報と通信の
r　ッ　ク　バ　ン

　エネルギーと交通の手段が飛躍的に発展した18世紀末の産業
v命は、情報と通信が急速に発展している現在に似ている。エ
lルギーが情報に、交通が通信に対応するため、今後、情報通
Mがどのように発展するかを、産業革命の結果から予測する。

後藤尚久
i拓殖大学

ｳ授）

後藤尚久
i拓殖大学

ｳ授）

2 電気通信の基礎

　電気通信の基礎と特長を簡単に解説する。線路を用いたモー
泣X通信を例にして、光速で情報が伝送できることを示す。通
M容量を増やすための周波数多重通信の発明、さらに、FDM
`、TDMA、　CDMAなどの通信方式をとり上げる。

同　上 同　上

3 電波の有効利用

　電波を利用する無線通信や放送では、電波を放射する範囲が
d要である。そこで、衛星放送、VHFテレビ放送、携帯電
b、PHSなどのシステムで、電波を放射する範囲（セル）の
蛯ｫさと、電波の有効利用の関係を考察する。

同　上 同　上

4 電磁波と周波数

　電気信号の周波数は、有線通信、無線通信ともに重要な役割
�ﾊたしている。無線通信では、人類共有の財産といわれる周
g数の有効利用が重要である。電磁波と周波数の関係を解説
ｵ、最近の「電磁波は危ない」という風潮にコメントする。

同　上 同　上

5 電話の歴史

　電話は、現在最も広く利用されている情報通信技術である
ｪ、その仕組み、技術的な進展の経緯と将来動向について説明
ｷる。さらに、二人の人間が遠隔地問で会話するという電話の
ﾁ性から発生する技術的問題について論じる。また、この技術
ｪ社会に受け入れられるまでにどのような議論があったかにつ
｢ても言及したい。

伊澤達夫
iNEL社長）

伊澤達夫
iNEL社長）

6 光ファイバー通信

　光ファイバー通信技術は、現在最も多くの情報を送受信でき
驪Z術である。その技術の基本的な原理、能力の限界について
qべる。さらに、この通信技術に使われる主要部品である光
tァイバーや半導体レーザなどについて概説する。また携帯電
bのような無線通信技術と比較してこの技術がどのような位置
ﾃけにあるのかについても言及する。

同　上 同　上

7
第2世代の光ファイ

oー通信

　光ファイバーの原理は19世紀後半に発見されたが、どのよう
ﾈ経緯を経て通信に使われるに至ったかについて背景にある関
A技術も含め概説する。さらに、講師らが開発した光ファイ
oーの作り方について説明する。また、この技術から派生した
�ﾌプリント配線板とも言える光回路部品についても説明した
｢。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 マルチメディア
ﾐ会の将来像

　無限と言って良い程大きな通信能力を持つ光ファイバ通信
lットワークが発展すると、将来の情報通信はどのように変貌
ｷる可能性があるか大胆に予測してみたい。また、そのために
K要な技術的背景の現状について説明する。さらにその進展
ｪ、他の技術にどのような影響を与えるかについても言及した
｢。

伊澤達夫 伊澤達夫

9

トランジスタの誕生

@　　と
Vリコン技術の進展

　新しい原理に基づく進行波管等を創出し、真空管エレクトロ
jクスがまさに絶頂期を迎える時に、トランジスタは誕生し、
f材をゲルマニウムからシリコンに変えて、今世紀後半のエレ
Nトロニクス大発展の主役となる。

大見忠弘
i東北大学

ｳ授）

大見忠弘
i東北大学

ｳ授）

10 電子回路から
ｴし　S　Iへ

　正負の電荷を持つホール、電子を自在に発生する半導体を用
｢たトランジスタは、夢のスイッチといわれるCMOS回路を
a生させ、直結型回路構成超LSIにより、今日のコンピュー
^時代の隆盛を築いた。

同　上 同　上

11 超し　S　Iの
ｶ　産　方　式

　1cm2程度のチップ内に、7～10億個程度のトランジスタ等を集
ﾏ化する超しSIは、ゴミや水分、分子状、原子状・不純物に
ｫわめて敏感であり、エントロピーゼロすなわち、汚染やゆら
ｬ、変動がない生産方式を要求する。

同　上 同　上

12
知的機能を備えた
V　ス　テム　へ

　今のコンピュータは機能向上とともに使用者に大量の訓練を
v求する。人に優しい誰にでも使える21世紀型コンピュータ
潤[ルドを目指して、知的機能を備えた対話型システムへの挑
墲ｪ今世界中で展開されている。

同　上 同　上

13 情報の記録の
ﾟ去と現在

　情報の記録再生の意義と歴史から各極メモリの形態までを概
烽ｷる。特に光メモリについてはMOなどの具体例についても
qべ、DVDにも触れる。これらのメモリの出現による社会の
ﾏ革について指摘する。また、大きな通信情報システムのなか
ﾅ大規模メモリが使われている例、現状などについても述べ
驕B

大津元一
i東京工業

蜉w教授）

大津元一
i東京工業

蜉w教授）

14 光によるメモリ技術

　2010年の社会が要求される情報の記録再生について、最近調
ｸされた技術予測を紹介する。この内容をもとに、まず、近未
?^のメモリ技術、特に光メモリ技術について述べる。ホログ
宴tィックメモリ、記録再生用の青色レーザの開発などについ
ﾄ触れた後、SIL技術について述べる。

同　上 同　上

15 情報の記録の将来

　前回の内容に呼応し、将来のメモリ技術、特に光メモリ技術
ﾉついて述べる。そのうち急展開が見られている近接三光技術
ﾉついて、原理と実際を述べる。この技術はさらに計測、加工
ﾉ、さらには原子の操作加工へと発展することを指摘し、21世
Iの基盤技術となり得る可能性を論じる。

同　上 同　上
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＝産業人間工学（’00）＝（TV）

〔主任講師 池田良夫（愛知工業大学教授）〕

全体のねらい
　現代産業社会で生産性の向上は必須であるが、そのために人々の労働安全、衛生、福利が犠牲となってはならない。
人間工学は、所与の環境条件が人間の機能に整合するように環境の整備または設計に関する学際的技術体系である。本
講座は働く人々の活動とその場に焦点を当て、人間工学の知見と応用を講述し、生産性向上に役立つことを紹介する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u●師　名
i所属・職名）

1
産業システムの構
ｬと講座概要

　産業システムは人間と労働をめぐる広義の環境とで構成され
驕B環境は狭義の環境条件と機械整備と仕事・手続きなどで構
ｬされる。このシステムは効果的・効率的で、人にやさしいこ
ﾆが望ましい。人間と環境とを整合する概念を概説し、講座の
T要を紹介する。

池田良夫
i愛知工業

蜉w教授）

池田良夫
i愛知工業

蜉w教授）

2
ディスプレイ機能
ﾆ情報処理系

　人間と環境との相互作用で、ディスプレイは環境側から人間
ﾌ感覚器官に受容される刺激や情報をさし、狭義には情報を提
氓ｷる機器・表示器をさす。表示機器と人間の感覚・知覚・認
m機能の特性とその能力とに適合したディスプレイの設計につ
｢て概説する。

同　上 同　上

3

ヒューマンエラー
ﾆその低減・防止
綠

　人間はエラー（ミス）をする動物である。それが引き金とな
閨A大事故を招くこともある。エラーの根元はヒューマン・
fィスプレイ・インターフェイスの不適合にある。エラーとは
ｽか、どのような種類のものがあり、それを未然に防ぐ対策を
沒｢する。

小松原明哲
i金沢工業

蜉w教授）

小松原明哲
i金沢工業

蜉w教授）

4
コントロール機能
ﾆ制御系

　コントロールは人間側からの働きかけに対する環境側の受容
舶ｪで、狭義には機械器具の制御操作系をさす。そこでは、人
ﾔの制御・運動機能と狭義な作業姿勢とに配慮した使いやすい
Rントロールへの設計がある。

池田良夫 池田良夫

5
職場・職務の設計
ﾆ設備保全

　科学的管理法の原理と生産管理システムの概要を説明し、
fィスプレイとコントロールと人間機能と周辺環境とを効率
I・効果的に配置することを述べる。また、設備性能維持のた
ﾟに保全が不可欠なので、設備保全への諸問題にもふれる。

同　上 同　上

6

職場環境の改善と

hLOトレーニン
Oマニュアル

　学校給食調理現場や中小企業での取り組み経験をもとに、職
鼕ﾂ境改善の課題領域と改善プロセスについて解説する。職場
ﾂ境改善にとって有効なILOのトレーニングマニュアルやア
Nション型チェックリストなどをとりあげて、職場での応用方
@について検討する。

酒井一博
i（財）労働科

w研究所副
樺ｷ）

酒井一博
i（財）労働科

w研究所副
樺ｷ）

7

生産性向上のため
ﾌ作業改善と産業
l間工学

　企業間の競争は厳しい。中小企業の多い総菜製造業を例に、
ｶ産性向上のための作業改善について、産業人間工学的視点か
迚�烽ｷる。特に、作業能率の向上をめざすあまり、作業者の
ﾀ全と健康の視点が見落とされがちであるが、その視点を含
ﾟ、コストも考慮したい。

岸田孝弥
i高崎経済

蜉w教授）

岸田孝弥
i高崎経済

蜉w教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8
高齢化労働と人間
H学的対策

　中高年労働者（年令45～65歳）を対象とした職場管理のすす
ﾟ方を中心として講義する。あわせて、労働と密接な関連性を
Lする生体諸機能の加齢変化を概説し、これらの変化を考慮し
ｽ産業社会の人間工学的対策のあり方についても概説する。

神代雅晴
i産業医科

蜉w教授）

神代雅晴
i産業医科

蜉w教授）

私たちが産業界で働く上で労働時間や勤務制の問題は最も基

9
労働時間・勤務制
ﾆ人間工学

本的な事柄のひとつである。過大な労働時間や交替勤務による
ｶ理的・心理的な影響をとりあげながら、適正な働き方につい 酒井一博 酒井一博
て考える。

自動化が進む製造業においても、機械の調整、製品の試作な

10
熟練技能と人間工

w

どに熟練工がその腕を振るっている。また、伝統工芸等は、職
lの技に支えられている。産業を支える熟練の技を紹介し、そ 小松原明哲 小松原明哲
の人間工学的課題としての技能継承や、CADなどによる技能
作業支i援について検討する。

ストレッサーとストレスとの関係について生理学的な知見か
ら概説し、労働の局面に限定して労働負担＝・労働ストレスの観

11 労働とストレス 点から職場でのストレス現象を取り上げる。労働ストレスの発 神代雅晴 神代雅晴
現メカニズムとその対処法を概説し、ISO／JIS関連用語
の定義を解説する。

製品利用者に「安全」で「使いやすい」モノ作りの研究も重

12
製品開発の人間工

要な課題である。　「対話型システムの設計原理」や「機械・安
S」などの国際規格も出来つつあり、使いやすさを保障する社 小松原明哲 小松原明哲学
会的要請がある。事例を通じて、製品開発への人間工学の適用
を検討する。

PL法が成立し、実施され、　Pしという言葉が定着しつつあ

13
PL（製造物責任
ﾆ産業人間工学

る。しかし、各種の製品を作る企業側の対応と消費者の受け取
阨福ﾉは、まだミスマッチの場面が多い。使用者の不注意とい
､言葉で片づけられているものの中に、トラブルの本質が隠さ

岸田孝弥 岸田孝弥

れているようである。

人間はいろいろな場所で働いている。今まで製造業の現場で

14
緊急時の人間行動
ﾆ産業人間工学

の安全については多くの研究がなされてきた。今回取りあげる
Tービス産業や鉄道業には、顧客という生産現場では表されな
｢要因があり、突然の事故や災害にどのように対応すればよい

同　上 同　上

かを考える。

今まで、製造業を主体的な話題としてきたが、人間工学の体

15
人間工学の他産業

ﾖの応用
系は他の産業におけるヒューマン・マシン・システムにも適用
ﾅきることを概説し、最後に労働安全衛生のマネジメント（1 池田良夫 池田良夫
SO16000）の側面にふれて、本講座を総括する。
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＝＝ Mリシャ哲学（’99）＝（R）

〔主任講師 天野正幸（東京大学教授）〕

全体のねらい
　この講義のねらいは、語源的にも歴史的にも「哲学」の故郷と言うべき古代ギリシャにおいて哲学という学問がどの
ように生まれ成長していったかを解き明かし、哲学とはいかなる学問であるかをその原点に立ち返って理解するための
手懸りを提供することにある。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

ソクラテスの「知
b」　（『ソクラテ
Xの弁明』）

　「哲学」を意味するギリシャ語「フィロソフィアー」の原義で
?驕u知恵の愛求」としての「哲学」を実質的に確立したのは
¥クラテスである。彼の「知恵」概念を手懸りに、彼にとって
ﾌ「知恵の自求」について考察する。

天野正幸
i東京大学
ｳ授）

天野正幸
i東京大学
ｳ授）

2

ソクラテスのエレ
塔Rス（プラトン
炎咜ﾎ話篇）

　ソクラテスの「知恵の愛求」の活動は他者との議論を通して
牛sされる。彼の議論はいつでも相手を論駁して相手の無知を
¥露する（「エレンコス」と呼ばれる）。その議論を手懸り
ﾉ、彼の「知恵の白白」について考察する。

同　上 同　上

3
プラトンは超越的
Cデア論者か

　プラトンのイデア論は「超越的イデア論」と一般に考えられ
ﾄいる。そのような理解は彼の弟子のアリストテレスから始ま
驕Bだが、プラトンのイデア論を「超越的」イデア論と理解す
驍ﾌは誤解のもとである。

同　上 同　上

4
仮説的イデア論
irパイドー

刀x）

　プラトンのイデア論は、イデアの存在を仮説する仮説的理論
ﾅあり、「仮説的イデア論」という名がむしろ相応しい。それ
ﾍrパイドーン』において初めて、一個の理論として確立され
ｽ。

同　上 同　上

5 善のイデア
ir国家』）

　『国家』において、仮説的イデア論の仮説を正当化する究極
ﾌ根拠として「善のイデア」が導入され、それが「太陽」・「線
ｪ」・「洞窟」の讐喩によって説明される。その説明の目的は真
ﾌ哲学者を規定することにある。

同　上 同　上

6

イデア論の再検討

i『パルメニデ
X』）

　『パル三三デス』において、プラトンは自らイデア論を批判
ｷる。その批判はイデア論にとって、致命的とは言えないまで
焉A少なからぬ打撃を与えるものと思われるが、プラトンに
ﾆってはどのような意味を持つのだろうか。

同　上 同　上

7

「エピステー
＝[」概念の再検

｢1（rテアイ
eートス』）

　rパルメニデス』のイデア論批判は「エピステーメー」概念
ﾉついての再検討をプラトンに促し、rテアイテートス』にお
｢て、エピステーメーを獲得する方法が根本的に考察し直され
驕B

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　部　名（所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

　　　　　〆

uエピステー
＝[」概念の再検
｢H　（rテアイ
eートス』）

　「エピステーメー」は最終的には「ロゴスを伴った真なるド
Nサ」と定義される。この定義も結局は批判されるが、エピス
eーメーは「他のすべてのものとの差異の認識」であるという
ｱとが積極的な成果として確保される。

天野正幸 天野正幸

9

分割法（『ソフィ
Xテース』　『ポ
梶[ティコス』）

　rソフィステース』rポリーティコス』において、「他のす
ﾗてのものとの差異」を体系的に認識する方法として、「分割
ﾆ統括」という方法が導入される。この方法について考察す
驕B

同　上 同　上

10

イデアのコイノー
jアー（rソフイ
Xテース』）

　rソフイステース』において、虚偽の言明がいかにして成立
ｵ得るかを説明するために、イデアのコイノーニアー（結合あ
驍｢は分有）という考え方が導入される。この考え方について
l察する。

同　上 同　上

11

アリストテレスに
ﾆっての「哲学」
i『形而上学』）

　アリストテレスはr形而上学』の冒頭で「知恵」を「原理・原
�ﾉついての知」と規定している。これは彼にとって「哲学」
ﾌ根本規定である。それでは、アリストテレスにとって「哲
w」とはどのような学であったのか。

同　上 同　上

12

「ト・オン・レゲ

^イ・ポラコー
X」　（『形而上
w』）

　「ト・オン・レゲタイ・ポラコース』　（「あるもの」は多義的で

?驕jというテーゼがアリストテレスの存在論の根本前提と
ﾈっている。このテーゼの意味と意義について解説する。

同　上 同　上

13

本質をめぐる議論
P（『形而上学』）

　アリストテレスは『形而上学』第7、8、9巻において、実
ﾌの存在の原因について論じている。それは彼の形而上学の精
曹ﾆ言っても過言ではないが、極めて難解である。それをでき
驍ｾけわかりやすく解説する。

同　上 同　上

14

本質をめぐる議論
g（『形而上学』）

　存在の原因としての本質を知の対象という観点から見ると、
痰ｦば「本質は個別か普遍か」、「類と種差（という二つのも
ﾌ）からなる本質がなぜ単一なものであり得るのか」など、
l々な問題が生じる。これらの問題について考察する。

同　上 同　上

15 論　証　理　論
i『分析論後書』）

　最後に、アリストテレスの「知」の概念について解説する。
ﾞは、最も厳密な知は論証に基く知だと考える。それについ
ﾄ、主として『分析論後書』における論述に基いて解説する。

同　上 同　上
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＝西洋近世哲学史（’99）：＝（R）

〔主任講師 量　　義治（東洋大学教授）〕

全体のねらい
　ルネサンスの哲学からヘーゲル哲学にいたる西洋近世哲学史は、西洋哲学史全体のなかできわめて重要な位置を占め
ている。全体のねらいは二つのねらいから成っている。一つは、近世哲学全体の流れを正確に把握することである・も
う一つは、基本的な諸概念を厳密に理解することである。精選された西洋近世哲学史の客観的な叙述を試みたい・

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1 近世哲学の概観

　二つのことを考えている。一つは古代・中世哲学との関係で
?驕Bもう一つは近世哲学自体の流れである。後者は、具体的
ﾉは、揺藍期の哲学、大陸合理論、イギリス経験論、批判哲
w、そしてドイツ観念論として展開する。

量　　義治
i東洋大学
ｳ授）

量　　義治
i東洋大学
ｳ授）

「ルネサンス」とは「再生」を意味する。すなわち、キリス

2 揺藍期の哲学1
泣lサンスの哲学

ト教以前のギリシア・ローマの文化を再生しようとするもので
?驕B具体的には、クザーヌス、エラスムス、ポンポナッツィ

同　上 同　上

の哲学を取り上げて考察する。

16世紀の宗教改革は狭義の近世哲学史の範隣には入らない。

3 揺藍期の哲学H
@　教　改　革

しかし近世初頭における思想の変革の一つとして、また、その
繧ﾌ影響史を考え合わせるとき、欠落させることはできない。

同　上 同　上

具体的には、ルターとカルヴァンの思想を取り上げる。

「科学革命」という言葉は二とおりの意味で使われる。一つ

4
揺藍期の哲学皿
ﾈ　学　革　命

は英語で大文字で書かれる科学革命であり、もう一つは小文字
ﾅ書かれる科学革命である。前者は近代自然科学の基礎となっ
ｽ16世紀半ばから17世紀後半にかけての自然科学の興隆のこと

同　上 同　上

を指す。

「われ思う、ゆえにわれ在り」という言葉によって知られる

5 合理論の哲学1
f　カ　ル　ト

デカルトは、単に大陸の合理論の祖であるだけではなくて、人
ﾔというものを哲学の中心に握えたという意味で、近世哲学の
cである、ということができる。したがって、当然、今日にま

同　上 同　上

で及ぶ影響史がある。

「早早自然」という言葉によって知られるスピノザの哲学は

6 合理論の哲学1
X　ピ　ノ　ザ

汎神論である。デカルトは精神と物体という二つの実体を認め
ｽが、神のみが唯一の実体であって、精神と物体はこの唯一の
ﾀ体である神の様態ある、としたスピノザ哲学は、デカルト哲

同　上 同　上

学の徹底である。

㌧ ライプニッツの実体は「単子」と呼ばれる。その数は無数で

7
合理論の哲学皿
宴Cプニッツ

ある。単子の本性は作用にある。しかし単子と単子との間には
褐ﾝ作用はない（「単子は窓をもたない」）。けれども、被造
ｨとしての単子の全体は創造者が定めた「予定調和」の秩序の

同　上 同　上

なかに置かれている。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

中世以来もともとイギリスには経験論的傾向の伝統があった

経験論の哲学1 が、近世における経験論の哲学はF・ベーコンをもって始ま
8 ベーコンとホップ る。ベーコンに続くホッブズは徹底的に機械論的な自然観を樹 量　　義治 量　　義治

ズ 立した。そしてそれを道徳や社会の分野にまで拡張しようとし
ｽ。

ベーコンやホッブズを先駆とするイギリス経験論はロックを

9 経験論の哲学H
香@　　ッ　　　ク

もって確立する。経験論はすべての認識は経験をもって始まる
ﾌであって、経験に先立っては、われわれの心は「白紙」また

同　上 同　上

は「暗室」である、と主張する認識白上の立場である。

バークリとヒュームはロックの経験論を継承発展させた。
経験論の哲学皿 バークリの「存在することは知覚されることである」という

10 バー　ク　リ　と テーゼは有名である。ヒュームは、経験論を徹底させていった 同　上 同　上
ヒューム 結果、いっさいの認識の確実性を疑う懐疑論に陥ってしまっ

ｽ。

カント哲学は批判哲学と称される。すなわち、理性による理

11 批判哲学　1
`　而　上　学

性の批判、つまり、理性の自己批判の哲学である。批判哲学は
ｻれ以前の全哲学を批判し、真の哲学を構築しようとした。カ
塔gは西洋哲学史上最大の哲学者である、といってもけっして

同　上 同　上

過言ではない。

理性には三つの関心がある。すなわち、（D「わたしはなにを

12 批判哲学1
ｹ徳と宗教

知ることができるか。」（2）「わたしはなにをなすべきである
ｩ。」（3）「わたしはなにを望むことを許されるか。」第一の関
Sは形而上学、第二の関心は道徳、そして第三の関心は宗教に

同　上 同　上

かかわる。

13

ドイツ観念論の
N学　　　　1
u　　イ　　ヒ　テ

　ドイツ観念論の哲学の起点は批判哲学である。批判哲学の特
･はその二元論にある。この二元論の一元論化、つまり体系化
ﾌ試みがドイツ観念論の哲学の基本的意図である。フィヒテの
u知識学」はその最初の体系的哲学である。

「　　同　上
同　上

フィヒテにおける二元論の克服は不徹底に終わった。という
ドイツ観念論の のは、その絶対者は自我と非我との根底にあるというよりは、

14 哲学　　　　H むしろ自我の根底にあるものであったからである。これにたい 同　上 同　上

シェ　リ　ング して、シェリングの「同一哲学」は文字どおり絶対者の哲学で
ある。

ヘーゲルによれば、実体は客体ではなくて主体である。そし
ドイツ観念論の て主体の本質は自由にある。　「精神」は自由を本質とする実体

15 哲学　　　　皿 としての主体である。精神はその自由に基づいて、自己を自己 同　上 同　上

ヘ　一　ゲ　ル の外に発現しつつ運動する主体である。ヘーゲル哲学をもって
近世哲学は終焉する。
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＝美と詩の哲学（’99）＝（R）

〔主任講師 渡邊二郎（放送大学教授）〕

全体のねらい
　本講義は大きく2部に分かれる。前半の7回は「美について」考え、後半の8回は「ロマン主義的詩情について」考察
を行う。私たちは日頃、自然と人生のなかの美しいものによって魅惑され、心慰められる。そうしたところがら、ロマ
ン主義的な心情も生まれてくる。こうした「美と愛と生命」礼讃の思想と文学を追ってみたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

私たちは、自然の美しい風物に感動し、また美しい人に魅せ

1
美の根本問題に
?ｯて

られて、恋心に捕らわれる。実在の生命の輝きが、私たちを美
I感動へと誘う。芸術作品の美よりも、自然的生命の美のほう
ｪ、より根源的にある。美とは、私たちに贈られる深い感銘と

渡邊二郎
i放送大学
ｳ授）

渡邊二郎
i放送大学
ｳ授）

感激である。

こうした実在するものの美しさを深く掘り下げたのが、西洋

2
美の問題性とプラ

gン

古代中世の美の思索である。美の本質を秩序や調和のうちに見
驛sュタゴラスのあとに、プラトンが出て、美が、善を背後に
驍ﾟつつ、光輝きとなって私たちを魅惑するものである点を明

同　上 同　上

らかにした。

古代末期のプロティノスに至って、秩序や調和のうちに美を

3 プロティノスの
ﾕ撃

見る考え方は徹底的に批判される。その代わりに、美の本質
ﾍ、光輝く形相のうちにあるとされ、それを魂の高揚において
ｨえることが大切とされる。そこに忘我奪魂の二三の境地が出

同　上 同　上

現する。

しかし、中世キリスト教の開始とともに、再び、秩序や調和

4
中世の開始とアウ

Oスティヌス

のうちに美の本質を見る考え方が復活する。それがアウグス
eィヌスの場合である。アウグスティヌスとともに現れたキリ
Xト教的世界観の特色や、アウグスティヌスの美に関する思想

同　上 同　上

を追ってみる。

けれども、紀元6世紀初めに著された、偽ディオニュシオス・

光のなかで呼ぶも アレオパギテースのr神名論』という書物のなかで、否定神学
5 のとしての美 の立場から、究極の絶対者が、善でありつつ、光輝きとなって 同　上 同　上

（その1） 立ち現れ、万物を自分のほうへと「呼ぶ」ところに、美が成立
するとされた。

この偽ディオニュシオス・アレオパギテースの白白のなか
光のなかで呼ぶも で、最も決定的に、秩序や調和としての美を超えて、光輝きの

6 のとしての美 なかで「呼び」かけてくれるものとしての美の究極的本質が明 同　上 同　上
（その2） らかにされた。そして人は、そうした美を「愛」さずにはおれ

なくなるとされた。

中世後半の多くの美論はみな、この偽デイ三三ュシオス・ア

7
中世から近世に
ｩけての美論

レオパギテースの思想に立脚して可能となったのである。トマ
X・アクィナスの美の思想その他の、西洋中世最盛期の三論
ｪ、省みられる。そして近世初頭のフィチーノなどの美と愛の

同　上 同　上

思想が考察される。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
ドイツ・ロマン主

`の位置 渡邊二郎 渡邊二郎

9
ドイツ・ロマン主

`成立の背景 同　上 同　上

10

フリードリッヒ・

Vュレーゲルにつ

｢て
同　上 同　上

1
1

ロマン主義的なも

ﾌの方法的基礎 同　上 同　上

12
rルツインデ』

@　　（そのD

　シュレーゲルは、みずからのドロテア・ファイトとの恋愛・
牛･という一大事件を基礎にして、『ルツィンデ』という長編物語を著した。なんらの筋もない、思想的文学的断想の集積に

ｬるこの『ルツィンデ』という作品に即して、ロマン主義的詩情の本質を捉える。

同　上 同　上

13
rルツインデ』

@　　（その2） 同　上 同　上

14
rルツインデ』

@　　（その3）

　さらに『ルッィンデ』には、少女ヴィルヘルミーネの記述を介して、自由と大胆不敵さを讃えるシュレーゲルの文学的理想が表白される。そしてシュレーゲルは、暖かさのある健やかな自然の愛を大切と見なしていることが看取される。

同　上 同　上

15
rルツインデ』

@　　（その4） 同　上 同　上
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＝科学の哲学＝（R）

〔主任講師：伊藤民庶（聖徳大学教授）〕

全体のねらい
　現代の日本で、教養とは何であろうか。それは、場合に応じて、いろいろな知的活動ができることではな
かろうか・本講義では、知的活動の型として「技術」　「科学」　「形而上学」を区別し、それらによって何を
知ることができ、何を知ることができないかを調べてみる。これによって、科学のもつ限界も明らかになろ
う。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 科学の哲学はな
ｺできたのか

　世の中にはいろいろな学問があり、中でも自然科学は、
烽ﾁとも信頼できる学問とされている。しかしそれはなぜ
M頼できるのだろうか。それを糸口にして、科学の哲学が
ｶまれた理由を述べる。

伊藤笏康
i聖徳大学

ｳ授）

伊藤笏康
i聖徳大学

ｳ授）

2 科学と哲学のか
ｩわり

　歴史のうえから考えても、哲学と科学にはいろいろなか
ｩわりがあった。ここでは哲学の立場を中心として、哲学
ｪ科学に対してどんな立場をとって来たのか。それを分類
ｵ、形而上学、実用主義、批判哲学の3つの型を提出する。

同　上 同　上

3 生　　活　　知

　知的活動には、物事を遂行できるそれと、ものごとを説
ｾできるそれとがある。このうち、物事の遂行に主として
ｩかわるのは、われわれが生命を保持し、生活を営むため
ﾉ必要な「生活知」であるが、そのような知的活動のもつ
ﾁ徴を述べる。

同　上 同　上

4

説明によって知
驍ﾆはどういう
ｱとか（1）一省略と変形一

　ものごとを説明によって了解するとは、どのようなこと
ｩ。説明には必ず、現実との剥離が含まれる。現実を省略
ｵ、変形するのが説明の特徴であり、その意味で、説明に
謔髓m識にはフィクションが含まれることを述べる。

同　上 同　上

5

説明によって知
驍ﾆはどういう
ｱとか（2）一説明と原理一

　説明が信頼を得るには、説明すべきことをあらかじめ、
S体的に把握しておかなければならない。この全体的な見
ﾊしは、説明の原理と呼ばれる。そしてこの原理によって、
燒ｾ上大切なことと珀末なことが区別され、その上で現実の省略や変形が行われる。

同　上 同　上

6

説明の例（1）一自動車教習所

ﾌエンジンの説
ｾ一

　自動車の教習所でなされるエンジンの説明を取り上げ、そのような説明では何が理解されるのかを考える。自分の

ｩ動車のエンジンとはちがう「模式図」が、ドライバーに
ﾆってどんな役に立つかを考える。

同　上 同　上

7

説明の例（2）一フックの法則

ﾉよるバネの伸
ﾑの説明一

　説明には常に原理とともに、説明の目的がある。その目
Iは多様であるとともに、説明自体が目的となったものも
?驕Bその例としてフックの法則を取り上げ、科学的説明
ｪ常に現実から一歩離れたものであることを述べる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

これまでの例を検討し、説明はその目的によってさまざ
まな形を取ることを確認する。そしてとくに科学における

8 説明の例（3） 説明と密接に関連する例に注目し、そこには常に理想的世 伊藤三三 伊藤三三
一虚構の必要性 界が仮定されることを述べる。

一

生活知と科学の中間領域としての「技術」について、①
それが科学とは異なること、②それを説明するのは容易で

9 技術と科学 ないこと、③それがさまざまな知的活動の接点領域である 同　上 同　上
ことを述べる。

説明のための説明が一一般的、総体的、体系的になると、
原理は世界観としての性格をもつようになり、容易に否定

10 世界観としての されなくなる。科学と宗教との論争が、しばしば世界観の 同　上 同　上
説明原理 間の論争であったことを例に引きっつ、説明原理が世界観

として働いてきたことを述べる。

科学における世界観を「パラダイム」という言葉で捉え、
トマス・ターン 科学の発展をパラダイム変換と考えたのが、トマス・クー

11 の科学革命論と ンの科学革命論である。彼の考えと、その問題点を検討し 同　上 同　上
その問題 つつ、　「科学は進歩するか」という問題を考える。

パラダイムとして有利な条件は、ものごとの意味を捨象
し、客観としての現象を記述することである。このような

12 科学的説明の 説明は、現実世界と理想世界とが二重化すると同時に、理 同　上 同　上
「垂直的」構造 想世界は二次的な世界になる。また、このような説明にお

ける実験の意味を述べる。

科学的な説明から抜け落ちてしまう、　「自分」と「世界
形而上学的説明 の意味」を解明しようとするのが伝統的な形而上学である。

13 の「水平的」 形而上学の説明は、科学の説明とは対照的な構造をもつ。 同　上 同　上
構造 このことを述べると同時に、　「現実以前」　「現実以後」と

いう区別を述べる。

形而上学の説明には、科学での実験に当たる手続きがな
形而上学の かったこと、またそれによって、学問として否定された歴

14 歴史と諸形態 史のあったことを述べる。これは第2回で述べた、実用主 同　上 同　上
義と形而上学の立場の解説に当たる。

第2回で述べた批判哲学の立場を説明し、現代における
教養の条件として、　「問い」のタイプを見分けっっ、それ

15 ま　　と　　め に応じた解答方式を取れることが大切であることを述べる。 同　上 同　上
一教養の条件一
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＝人生の哲学（’98）＝　（R）

〔主任講師：渡邊二郎（放送大学教授）〕

全体のねらい
　人生の根本問題を改めて考え直し、生きる支えとなる人生観を探究してみたい。全体で五つの部分より成
る。　r生と死を考える」、　「愛の深さ」、　「自己と他者」、　「幸福論の射程」、　「生きがいへの問い」が、

それである。全体として、人生体験を直視しながら、しかも過去の大思想家の知恵に学びつつ、考察を進め
る。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

生と死を考える
@　（その1）一問題への

@　　　接近一

　生と死を考える態度に、まず、東洋と西洋では伝統的に
蛯ｫな違いのあることに眼を向ける。とりわけ、仏教は十
ｪかが問われる。そのあと、無常観や厭世観が省みられる。
ｻして老境の問題が取り上げられる。

渡邊二郎
i放送大学

ｳ授）

渡邊二郎
i放送大学

ｳ授）

2

生と死を考える
@　（その2）一死を

@　見つめる一

　死とは何かを鋭く見つめた、エピクロス、ハイデッガー、
Tルトル、モンテーニュ、ヤスパースの見解を取り上げ、
?ﾌ哲学的分析を行う。それによって、人生を十全に生き
ｲく覚悟を覚醒させることが狙いとなる。

同　上 同　上

3

生と死を考える
@　（その3）一永遠性の

@　　問題一

　死にさらされた人生のなかで、切実な問いとして浮かび
繧ｪるのは、永遠性の問題である。カント、プラトン、
jーチェ、ヘーゲルに即して、不滅のものに眼を向ける思
zの意義を問い直す。

同　上 同　上

4

愛　の　深　さ
@　（その1）一二と、呼びか

ｯてくるもの一

　愛は、まず人生への愛として見定められる。フィヒテに
ｦして、人生への愛ということが確認されたあと、それが
?ﾌ的に現れてくる場面として、美による呼びかけと、良
Sによる呼びかけを論ずる。

同　上 同　上

5

愛　の　深　さ
@　（その2）一葛藤を秘あた

@　　　人間一

　愛の葛藤は、古くから、アガペー的愛と、エロース面面
ﾆいう、二つの形の分裂として知られていた。キリスト
ｳ的アガペーと、ギリシア的エロース（プラトンのr饗
メx）とを、詳しくたどり直す。

同　上 同　上

6

愛　の　深　さ
@　（その3）一面の諸相一

　愛の諸相として、まず最初に、アガペー的な自己滅却と、
Gロース的な自己拡充との二つの調停を図ったあと、とり
墲ｯエロース的弓の姿をいろいろの点から、　「愛の憧れ」
ﾌありさまとして、追究する。

同　上 同　上

7
自己と他者
@　（その1）
鼬�ｬと対立一

　愛の問題は、おのずと、自己と他者の問題に発展する。
ﾜず、　「我と汝」の思想の流れをたどり、そのあと、人間
ﾌあいだに「争い」を不可避とみた思想の意義を明らかに
ｷる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講師名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

しかし、争いだけでなく、人間は「世人」として共同存

自己と他者 在のなかを、　「役割」をもって、　「組織」のうちで生きる
8 （その2） ものである。この面への思想史的照明を当てる。 渡邊二郎 渡邊二郎

一世間と役割一 k

自己と他者の問題は、やがて、　「他者認識」の可能性の

自己と他者 問題に及び、：最後には、自己と他者のあいだの「相互承
9 （その3） 認」の問題に極まってゆく。この重要な局面の考察を企て 同　上 同　上

一他者認識と相 る。

互承認一

人生の幸福とは何かという問いは、誰もが心の底で気に
幸福論の射程 しながら、容易には答えられぬ疑問をなす。老年の意味を

10 （その1） ・問い、老境が、幸福を問う思索の時であることを明らかに 同　上 同　上
一老年と、幸福 する。そのあと、幸福の三義を問題にする。
への問い一

世に多くある幸福論のうちから、まずアランの社会的儀
幸福論の射程 礼の勧あを見、次にラッセルの外向的活動の勧めを省みて、

11 （その2） それらの幸福論の教えの長短を考え直す。 同　上 同　上
一幸三論の

教え（1）一

次に、さらにエピクテトス、ショーペンハウアー、セネ
幸福論の射程 カによる内省と諦念の勧めを省み、さらにヒルティと三谷

12 （その3） 隆正による揺るぎない信仰の勧めを考え直す。これらの幸 同　上 同　上
一幸福論の 福論の長短を考える。

教え（2）一

生きがいへの問いこそ、私たちの人生の核心をなす。こ
生きがいへの問 こでは、生きがいの意味を考え、それを必然性を生きる自

13 い　　（その1） 己のうちに求め、ニーチェを視野に入れて、それを補強す 同　上 同　上
一必然性を生き る。

る自己一

必然性を生きる自己は、しかし、けっして悪を犯しては
生きがいへの問 ならず、また時代の現実のなかにあって、広く世界の出来

14 い　（その2） 事に知的理解をもたなければ、成立しないことを論ずる。 同　上 同　上
一時代の現実の
なかで一

生きがいへの問いは、東西における人間観の系譜への問
生きがいへの問 いとなり、さらには、人さまざまの現実から、人間の性格

15 い　　（その3） 論、タイプ論にまで広がる。最後に、意味と無意味の間を 同　上 同　上
一意味と無意味 生きる人間の姿が描き出される。
の間一
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＝宗教の＼哲学＝（R）

〔主任講師：量　義治（東洋大学教授）

全体のねらい
　「宗教の哲学の課題」を発見するために現象学的方法を採る。具体的には、仏教、キリスト教、イスラム
教という三大世界宗教とこれらに基づく特殊的宗教の哲学の考察をとおして、宗教の哲学の課題の発見、お
びその解決に迫る。特定の宗教および宗教の哲学に偏ることなく、できるだけ普遍的・客観的に叙述するこ
とを旨とする。しかし同時に、主体的なものを排除しない。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 課題と方法

　「宗教の哲学」を現象学的方法によって省察する。すなわ
ｿ、最初に代表的な世界宗教を取り上げ、つぎに特定の宗教の
ｧ場を背景にした宗教の哲学および宗教批判の哲学を取り上げ
驕Bこうしてはじめて「宗教の哲学の課題」に答えることがで
ｫる。

量　　義治
i東洋大学

ｳ授）

量　　義治
i東洋大学

ｳ授）

2 宗　　教　　1
ｧ　　　　　教

　ゴータマ・シッダールタを開祖とする仏教にはキリスト
ｳやイスラム教の神に相当する絶対者は存在しない。また、
ｹ書やコーランに相当するような正典というものもない。
ｻれだけにあまたある経典のなかからどの経典を尊重する
ｩということが問題となる。

同　上 同　上

3 宗　　教　　∬
Lリス　ト教　　層

　キリスト教は聖書の宗教である。聖書には旧約聖書と新
�ｹ書とがある。両聖書は一体不可分の全体を成している。
ｻの中心に位するのがイエス・キリストである。キリスト
ｳはイエス・キリストの宗教なのである。

同　上 同　上

4 宗　　教　　皿

Cスラム教

　ムハンマドを開祖とするイスラム教では正典コーランと
ﾆもにハディース（伝承）およびシャリーア（イスラム法）
ｪ尊重される。イスラム教においてはモ一壷もイエスも預
ｾ者と見なされるが、ムハンマドが最後最大の預言者であ
驕B

同　上 同　上

5

特殊的宗教の哲

w1　仏教的宗
ｳの哲学

　世界的に著名な日本の代表的仏教学者鈴木大拙をとおし
ﾄ考える。そのさい、宗教の地平としての霊性と器性の論
揩ﾆしての即非の論理に注目する。 同　上 同　上

6

特殊的宗教の哲

wH　キリスト
ｳ的宗教の哲学

　日本の代表的キリスト教哲学者波多野精一をとおして考
@する。　「超越的・実在的・絶対他者」　「神の愛」　「永久

ﾌ命」等のテーマを取り上げる。 同　上 同　上

7

特殊的宗教の哲
w皿　イスラー
?I宗教の哲学

　世界的に著名な日本のイスラム学者井筒俊彦をとおして
Cスラム神秘主義スーフィズムを考察する。具体的には十
O世紀のイブン・アラビーの「存在一性論」を省察する。 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講師名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代において宗教の哲学の構築を試みようとする場合
に、宗教批判の哲学に一顧を与えておくことは不可欠であ

8 宗教批判の哲学 る。これなしには、この時代においては宗教の哲学の構築 量　　義治 量　　義治
も砂上に楼閣を建てるようなことになりかねないであろ
う。フォイエルバッハ、マルクス、ニーチェを取り上げ
る。

フォイエルバッハとマルクスの宗教批判は、要約すれば、神は
実在ではなくて虚構である、というものである。また、ニー

9 宗教批判の批判 チェのそれは、　「神は死んだ」という衝撃的な言葉で表され 同　上 同　上
の哲学 る。これらの宗教批判を反駁する。

基礎作業を了えたいま、われわれは「宗教の哲学の課題
」を確定することができる。それは「救済の問題」と「絶

10 宗教の哲学の課 対者の問題」と「信仰と行為の問題」と解することができ 同　上 同　上
題 る。これらの諸問題のなかで中心問題は「救済の問題」で

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

救済は単に個人の救済ではなくて、全人類の、いな三三
宙の救済でなければならないd救済の方法としては他力、

11 救済の問題 自力、自力・他力の方法があるが、全宇宙の救済のために 同　上 同L上
は絶対他力が必然的である。

救済とは、それが自己であれ、他者であれ、絶対者によ
る救済である。したがって宗教の哲学において絶対者の問

12 絶対者の問題 題はきわめて重要である。さまざまな絶対者観を考察する 同　上 同　上
が、アブラハムの神と哲学者の神との対置は思想史上有名
である。

宗教の中心問題である救済は絶対者による救済である
が、そのさい人間の側が一切問題にならないのではない。

13 信仰の問題 人間の信仰が問われる。そしてその信仰とは意識の問題で 同　上 同　上
はなくて実存の問題である。ここから必然的に行為と深く
関わる。

世にはさまざまな宗教がある。いったいどの宗教が真理
なのであろうか。そもそも宗教における「真理」とはなん

14 宗教における であろうか。イエスを尋問した総督ピラトもイエスに向か 同　上 同　上

真理の問題 って「真理とはなにか」　（ティ・エスティン・アレーテイ
ア）という問いを発したのである。

、

宗教的真理はわれわれ自身が「そのために生き、かつ死ぬこ
とを願うような実存的真理」でなければならない。したがっ

15 宗教の哲学と現 て、理論的・傍観的立場に終始することは許されない。この無 同　上 同　上
代 神論・ニヒリズムの時代の只中にあって、われわれはいかにし

て信仰を持ちうるのであろうか。
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＝老 キ壮 田
♂じ、 想＝　（R）

〔主任講師．池田知久（東京大学教授）〕

全体のねらい
　老荘思想、すなわち中国古代の思想家である老子や荘子の思想は、中国だけでなく日本を含む東アジアの
諸地域の文化にとって、近代に至るまできわめて重要な思想の一つであった。それだけでなく、現代社会の
典型である今日の日本のなかに生きる我々にとって、かえりみるに値する重要な思想の一つである。
　この講義では、従来の老荘思想の研究とは異なった新しい観点に立って、老荘思想の主な内容を解明する
とともに、近年の出土資料をも利用して、戦国時代より六朝時代に至るその歴史的な展開を大ざっぱに跡づ
けてみたいと思う。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 老荘思想の
v想家たち

　老荘思想の誕生した背景にある、戦国時代～前漢時代の社会状況を考察し、そのなかにおける老：購・荘周・劉安といった思想の担い手たちの生き方について考える。

三三知久
i東京大学

ｳ授）

池田知久
i東京大学

ｳ授）

2 老荘思想の
装ｨ

　老荘思想を記した書物である、　『老子』　『荘子』　『准南子』

ﾈどに関して、それらの成立・由来・構成などについて述べ、
?墲ｹてこれらの書物の正しい取り扱い方を解説する。第2回は
w荘子』について述べ、第3回は『老子』と『准南子』について

qべる。

同　上 同　上

3 同　上 同　上

4 「老荘」という

ﾏ念の成立

　「老荘」という概念は、老荘的な諸思想をグルーピング
ｷるために、後の時代になって作られた人工的な概念であ
驕B　「黄老j　r道家」などの概念をも考慮しながら、これ
轤ﾌ概念の変遷のなかに見られる老荘思想についての歴史
I事実と、後の時代における学者の机上の整理との乖離に
ﾂいて分析する。

同　上 同　上

5 老荘思想の
諡?ﾒたち

　戦国時代中期の紀元前300年ごろに誕生した老荘思想
ﾌ先駆者たちについて考える。それは、生命の重視の思想、
蜻ﾌ性論、寡欲説、既成の価値観への批判、名家の知識論・論理思想、などである。

同　上 同　上

6 万物斉同の哲学

　戦国時代中期の紀元前300年ごろ、老荘思想がこの世に初めて
a生したとき、かれらが抱いた思想は、万物斉同の知識一存在
_であった。中国古代哲学のなかで最も難解なこの哲学につい
ﾄ、その理論構造や目的などを解説する。

同　上 同　上

7 　「道」の形而上

w

　老荘思想はまた道家とも呼ばれる。それは、かれらにと
ﾁて「道」が最も重要なキー・コンセプトだったからであ
驍ｪ、この回は、人間をも含めた「万物」を存在させ変化
ｴせている実在としての「道」に関する哲学を分析する。

同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 物化・転生・輪
�ﾌ思想

　老荘思想の「物」という存在者に関する哲学、すなわち、
ｨ化・転生・輪廻の思想について解明する。これらの思想
ﾍ単なる存在論の一つではなく、同時に人間の死の意味づ
ｯでもあった。

池田知久 池田知久

9 万物一体の思想と
F宙生成論

　老荘思想は戦国時代後期に至って「気」の思想を他から
謔闢?黷ｽ。また、それにもとづいて宇宙生成論を論じた。
緕ﾒには、人類の文化・文明の発展を人間の本来性からの
ﾂ落であると見る退歩史観がともなっている。この回は、
ｱれらの諸思想の内容と意味について考える。

同　上 同　上

10 天の立場と人為の

ﾛ定

　老荘思想が天を重んずる立場に立っていたことはよく知られ
ﾄいる。この回は、天と人の区別と関連を歴史的に跡づけて解
ｾする。 同　上 同　上

11 養生の説と遊の思

z

　老荘思想の「生（また性）を養う」という思想と術は・当初
ｩら存在していたものではなく、「気」の思想などとともに他
ｩら取り入れたものであるが、後の道教の「不老長生」とも関
Wして重要な説である。この回は、この思想と術について考え
驍ﾆともに、あわせて遊の思想についても論ずる。　　　　　、

同　上 同　上

12 三つの政治思想

老荘思想のなかにはあい反する三つの政治思想がある。一つ
ﾍ、一切の政治を原理的に拒否する思想、二つは、万民平等の
ｳ政府主義的なユートピア思想、三つは、一匹万民の中央集権
Iな専制主義を強化する黄老思想である。これらの三者の内容
ﾆ、その由来について考える。

同　上 同　上

13 「自然」の思想

　老荘思想にとって「無為」や「自然」の思想は、当初か
逡�｢ていたものではなく、当初の「道」の存在論を修正
ｷるために唱えらるに至ったものである。この回は、人間
笆恤ｨの自主性・自律性を主張する哲学としての「自然」
ﾉついて解明し、あわせて六朝時代の老荘思想（魏晋玄学）
ﾌ「自生自化」への展開を述べる。

同　上 同　上

14

ことば・論理・

m識に関する思

z

　無言の提唱、矛盾律の否定などをはじめとして、老荘思
zはことば・論理・知識について重要な思索を行っている。
ｱの回は、中国古代の知識論の歴史における老荘思想の位
uと意義に関して述べる。

同　上 同　上

15

諸子百家に対する
癆ｻと中国思想史
ﾌ構想

　老荘思想もまた諸子百家の一つであり、先行する諸子百家の
v想を批判的に摂取しながら自己を形成していった。しかし、
O漢初期の老荘思想はむしろ諸子百家の統一・総合に努力を傾
高ｵている。これらの問題を解明しつつ、あわせて老荘思想の
辮｢に与えた影響（中国思想史の構想）について考えてみた
｢。

同　上 同　上
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＝＝ ｧ 教 田
♂じ、 想＝　（R）

〔主任講師：末木文美士（東京大学教授）〕

全体のねらい
　仏教は日本人1ことって身近な宗教であるが、その思想となるとなかなか解りにくい。その理由の一つは、
インドに発して以来、さまざまな文化圏で多様な展開を遂げ、焦点を絞りにくいことにある。ここでは、歴
史的な事情も勘案しながら、日本という場を原点としてその思想を解体、再構成してみたい。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 いまなぜ仏教か

　仏教は古代のインドに発して、東南アジア・チベット・
激Aジアなどのさまざまな文化圏で多様に展開した。その
ｽ様な思想をどのような視点から見てゆくことができるの
ｩ。方法論的な問題を研究史を振り返りながら考察する。

末木文美士
i東京大学

ｳ授）　　　　）

末木文美士
i東京大学

ｳ授）

2 歴史的概観

　仏教思想史のさまざまな問題を見てゆくにあたって、一
ﾊりインド以来のさまざまな文化圏における仏教の歴史的
W開を頭に入れておく必要がある。最近の研究に基づきな
ｪら、最低限必要な知識を概観する。

同　上 同　上

3 テキストの森

　仏教の聖典は三蔵（経・律・論）とか大蔵経とか呼ばれ
ﾄ膨大な量にのぼる。また、その言語もパーリ語・サンス
Nリット語・チベット語・漢文など多様である。それらの
ｬ立や特徴、扱い方について論ずる。

同　上 同　上

4 解釈のパラダイ

　膨大な仏典を整理し、体系化するために、教判と呼ばれ
髟菇@が工夫された。また、近代になると、大乗仏教は
uッダの説でないとする大乗非仏説論などが現れ、議論を
ﾄんだ。こうしたさまざまな仏典解釈の方法について考え
ﾄみる。

同　上 同　上

5 苦悩としての存

ﾝ

　ブッダの教説は人生を苦と見るところに出発点を持ち、
ｻの原理を求めて、無常・無我・縁起などの教説が展開さ
黷ｽ。原始仏教に由来しっっ、大乗にも生きているそれら
ﾌ根本原理の意味を探る。

同　上 同　上

6 言語と存在

　大乗仏教の一つの特徴は、存在の問題を考えるのに、言
齪_の立場から考察する点にあり、日常的言語の世界の無
ｪ拠性を鋭く突いた。その典型的な発想をインドの中観派
ﾌ理論、及び中国の禅思想を中心に考察する。

同　上 同　上

7 象徴としての世

E

　日常言語を超えれば、そこには沈黙しかないのだろうか。
ﾊ敢にもその恐るべき領域に踏み込み、世界を象徴として
ｾ語化したのが密教であった。マンダラとして展開される
s大な世界解釈の体系を読み解いてみる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

大乗仏教における人間論は、心の理論として展開される。
心を清浄なものと見る如来蔵系と、汚れたものと見る唯識

8 心　の　深　層 系の思想があり、また、中国の天台では心を観察する止観 末木文美士 末木文美士
と呼ばれる行法が展開した。これらの理論を考えてみる。

内的な心の観察は独我論に陥りはしないか。他者はどの
ような形で必然性を持つのか。大乗における菩提の理想は

9 他者と関わる 他者との関わりを我々に迫るものであり、その極限に『法 同　上 同　上
華経盤が位置する。他者論としての大乗の意味を考える。

以上考察してきた原理論に対して、以下では実践思想を
扱う。具体的な他者との共存はサンガ（僧伽）と呼ばれる

10 コミュニティの 共同体において実現される。その共同体を支える規律が戒 同　上 同　上
形成 律である。さまざまなサンガのあり方を比較検討する。

苦なる世界を超脱するためにさまざまな修行法が開発さ
れ、悟りに至る道筋が示された。それに対して、瞬時に悟

11 超　脱　の　道 りに至る密教の即身成仏や禅の頓悟も主張された。そもそ 同　上 同　上

も悟りとは何か、修行とは何か、考えてみたい。

自力の修行に対して、仏・菩薩の力に頼って救済を受け
るという道も考えられた。特に来世における救済を説く浄

12 来世と救済 土教（阿弥陀仏信仰）は東アジアで大きな勢力を得た。浄 同　上 同　上

土経典から親鷺にまで至る思想の系譜を考える。

東アジアの仏教の大きな特徴は、我々に仏性（仏になる
可能性）が内在すると考えるところにある。この思想はさ

13 楽観論の陥穽 らに発展して、本覚（我々は本来的に悟っている）という 同　上 同　上

立場にまで至る。余りに楽観的なこのような思想傾向の問
題点を考える。

仏教はすべての生命ある存在は平等に尊重されるべきで
あると説く。だが、同じ仏教がもう一方で社会的な差別を

14 差別と平等 認め、むしろ差別を積極的に生み出してゆく一面も持った。 同　上 同　上

差別の原理となる業と輪廻の思想などを取り上げる。

仏教はそれぞれの文化圏において、それぞれ土着の思想
と交渉しっっ展開した。土着の思想から影響を受けた面も、

15 思想史の中の仏 逆に土着の思想が発展するのに寄与した面もある。仏教を 同　上 同　上

教 より広い思想史の中でどう位置付けるか、最後に考えてみ
る。
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＝上代の日本文学＝：（R）

〔主任講師：稲岡耕二（上智大学教授）〕

全体のねらい
　やまと歌が文字化されたのは七世紀後半以後のことである。初期万葉の時代は言わば文字化以前、声の文
化から文字の文化に至る過渡的な時期であった。その間に、中国文化の影響により新たな文学に対する意識
も育ち、歌の表現にも変化が現れた。本講座は初期万葉歌を味読しっっその変化を理解することを目標とす
る。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

はじめに
齔ｺの文化から

ｶ字の文化へ

　初期万葉以前の歌として万葉集に収録されている作品の
?ﾉは、声の文化の歌であることが表現上明らかな作品の
ﾝでなく、文字化以後の、文字を通して作られた歌を遡っ
ﾄ位置づけている場合もある。雄略と高高の伝承歌を読み、
ｺの文化の歌の特徴を探る。

稲岡耕二・（上智大学

ｳ授）

稲岡耕二
i上智大学

ｳ授）

2 国見歌の完成

　記紀の国見歌・国ぼあ歌から証明天皇の国見歌へ、どの
謔､に表現は変化したか。それぞれの表現を確かめながら、
糟ｩ歌の完成入の道を探る。 同　上 同　上

3 宇智野の狩の歌

　宇立野の狩の歌を読み、呪術と仔情、古さと新しさの問
閧�lえるとともに、この歌の表現の新しさをどのように
c握すべきかを理解する。

内田賢徳
i京都大学

ｳ授）

内田賢徳
i京都大学

ｳ授）

4 中皇命の旅の歌

　「中皇命、紀の温泉に往く時の御歌」の題詞をもつ三首
ﾌ旅の歌が、形式面で歌謡との連続的な性格をうかがわせ
ﾈがら、新しさの指摘される短歌であることを理解する。

@〕

同　上 同　上

5 記紀歌謡と初期

恬t歌

　記紀歌謡として物語と結びつけられている歌が、初期万
t歌とどのような点で相違し、どのような点で性格を等し
ｭするか、幾つかの作品を読みつつ考える。 同　上 同　上

6 額田王作歌
iその一）

　額田王の作品のうち、蒲生野における贈答歌、熟田津の
ﾌ、宇治のみやこ回想歌、近江天皇を思う歌を読み、初期
恬tの歌としての特徴を探る。 稲岡耕二 稲岡耕二

7 額田王作家
iその二）

　近江遷都の時の作歌を読み、その表現の意義を考える。
ﾜた「反歌j　r和歌」として添えられた短歌の性格や成り
ｧちをも理解する。

神野志隆光
i東京大学

ｳ授）

神野志隆光
i東京大学

ｳ授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

春秋競憐歌を生み出した天智朝の文学的環境を理解しつ
っ、集団の場で歌われた歌としての表現の特徴を探る。

8 額田王作家 神野志隆光 神野志隆光
（その三）

三山の妻争いを詠む長歌の意味を理解し、二首の反歌と
の関係について考える。

9 三　　山　　歌 同　上 同　上

鏡王女・久米禅師と石川郎女・藤原鎌足などの歌を読み、
この時期の贈答歌の特徴を理解する。

10 天三朝の相聞歌
P

稲岡耕二 稲岡耕二

天智天皇の死後に歌われた挽歌は、どのような特徴を持
っているか。その表現を詳細に検討しつつ理解する。

11 天智天皇挽歌 同　上 同　上

@ψ

天武天皇の作とされている吉野入りの時の歌の本文の形
と訳本の歌の形が、意味の上でどのように異なるか、読み

12 天武天皇の歌 くらべる。そのほか天武八年五月五日の盟約時の作、藤原 同　上 同　上
婦人との回報歌なども読む。

十市皇女の伊勢参宮の途次、波多の横山で作歌している
吹出刀自とは、どのような歌人であったか。三四の作品と

13 吹回刀自歌など あわせ、その表現に即して理解する。 同　上 同　上

やまと歌が文字に書かれるようになったのは天三朝以後
のことであり、人麻呂歌集は最初の歌集だったと考えられ

14 人麻呂歌集歌に る。声の文化の歌とくらべて、それはどのような特徴を持 同　上 同　上

ついて つようになったか。古体歌と呼ばれる歌の表現と漢字表記
との関連を探る。

宣命大書体表記によって、やまと歌の精細な文字化が可
むすび 能となった。人麻呂以後の枕詞や序詞は文字の歌の方法と

15 一文字の歌の表 して大きく変容することになる。その変化を明らかにしつ 同　上 同　上

現へ一 っ、舎予明朝の作とされている三王作歌の表現の性格につい
て考える。
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＝中古の日本文学＝（R）

〔主任講師：小町谷照彦（東京学芸大学教授）〕

全体のねらい
　平安京という都の環境の中で宮廷貴族を中心にして営まれ、男性を主体とした漢文学を基盤としっっも、
女流による仮名文学が盛んであった平安時代の文学の特質を念頭に置きながら、ジャンル別に文学史の流れ
をたどると共に、顕著な存在であった人物や事象を取り上げて、幅広い見地から当時の文学活動の実態を明
らかにしたい。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 文学史の流れ1
ｿ文学

　勅撰三集（凌雲集・文華秀麗集・経国集）、藤原明衡の
{朝文粋などの撰集、空海、菅原道真、慶滋保胤、大江心
[などの文人を中心に、具体的な作品に即して、漢文学の
ｬれを展望する。本朝一人一首、日本詩史、日本詩紀など、
辮｢の著述にも触れる。

小町谷照彦
i東京学芸

蜉w教授）

小町谷照彦
i東京学芸

蜉w教授）

2 文学史の流れ2

a歌

　三代集（古今集・後撰集・拾遺集）、後拾遺集、金葉集、
潔ﾔ集などの勅撰集を中心に、歌壇活動にも注目しながら、
?ﾌ的な個々の詠歌に即して、和歌史の展開を追う。新撰
恬t集、新撰和歌、古今六帖などの私撰集、主な歌合や歌
w書にも及ぶ。

同　上 同　上

3 文学史の流れ3
O期の作り物語

　竹取物語、うつほ物語、落窪物語など、源氏物語以前の
ｨ語を取り上げ、作品の内容や主な作中人物を紹介しなが
轣A個々の作品の特色などを論じる。三宝絵序、蜻蛤日記
?A源氏物語、二二の物語論などを通して、物語の実態や
{質についても目を向ける。

同　上 同　上

4 文学史の流れ4
ﾌ物語の周辺

　皇統、美貌、和歌の名手、奔放不覇の愛、流離放浪など、
｢わゆる色好みを主人公とする伊勢物語や平中物語を典型
ﾆして、歌物語の本質を考える。歌語りに関心を持つ大和
ｨ語は、和歌説話集的と見る。二二、伊勢日記、篁物語、
ｽ武峰少将物語などにも及ぶ。

同　上 同　上

5 文学史の流れ5
ｹ氏物語

　光源氏に、藤壷、六条御息所、紫の上、明石の君などが
ﾖわって展開する光源氏物語、薫と匂宮に宇治の女君たち
ｪ関わって展開する宇治の物語を、愛と栄華、人間不信と
@教的救済の主題や、語りや和歌という方法の問題をから
?ﾄ、読解の方向性を探っていく。

同　上 同　上

6 文学史の流れ6
繩冾ﾌ作り物語

　狭衣物語、浜松中納言物語、夜の寝覚、堤中納言物語な
ﾇの作品の内容に触れながら、源氏物語の影響のもとに深
ｻした主題や方法の特色について注目したい。過渡期の作
iであるとりかへばや物語や有明の別れ、また、関連する
ｳ名草子や風葉集などにも触れる。

同　上 同　上

7

文学史の流れ7
匤L文学と枕草

q

　身の上を語るのが女流日記の本質と見て、蜻蛤日記や更
遠匤Lを中心に取り上げ、和泉式部日記、紫式部日記、成
q阿閣梨母集、讃岐典侍日記などにも及びたい。また、日
L、随想、類聚の章段より成る枕草子の性格を、日記とい
､面に重点を置いて考える。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

源氏物語を意識しながら編年体の形をとる栄花物語、対
話形式で紀伝体の形をとる大鏡の作品としての特質に注目

8 文学史の流れ8 しながら、歴史の渦中を生きた人間像を取り出すようにす 小町谷照彦 小町谷照彦
歴史物語と軍記 る。また、中世の軍記物語の萌芽として、将門記や陸奥話

記などの軍記文学にも触れたい。

日本霊異記、今昔物語、古本説話集などを中心に、説話
文学に見られる、多様な階層の人々の生き方に目を向けた

9 文学史の流れ9 い。散逸した宇治大納言物語、また、三宝絵、日本往生極 同　上 同　上
説話文学 晶晶、続本朝往生伝などの往生伝、法華験記、高談抄、打

聞集、唐物語などにも触れる。

古今集・新撰和歌の撰者、貫之集に集成された屏風歌の
作者、古今集仮名序・大堰川御幸和歌序・新撰和歌真名序

10 紀　　貫　　之 の執筆、土佐日記の執筆など、多様な文学活動をした貫之 同　上 同　上
の業績を、時代的な背景を視座に置きながら、具体的な作
品の読解を通して跡づけする。

和名類聚抄の著者で、戯作的な無面心の歌など異色の漢
詩文の作品を多数残し、藤壷の五人の一人として、万葉集

11 源　　　　　順 の訓読や後撰集の編纂に従事し、あめつちの歌・双六盤の 同　上 同　上
歌・碁盤の歌など特異な歌を詠んだ多才さを、和歌に傾倒
する男性歌人の系譜に位置づけする。

拾遺集に発展した拾遺抄、和漢朗詠集の撰者で、三十六
歌仙の基になった三十六人撰など秀歌撰を編纂し、歌学書

12 藤　原　公　任 の新撰髄脳や和歌九品、有識故実書の北山抄などを著わし、 同　上 同　上
三舟の才を称されたその活動をたどり、当時の文学状況の
中での存在の意味を考える。

一条朝の大斎院鼠子・皇后定子・中宮彰子を中心とする
文化圏、後冷泉朝の六条斎院英子内親王・祐子内親王・四

13 女性たちの文化 条宮寛子の文化圏で女房たちや風流な殿上人たちによって 同　上 同　上
圏 営まれた、王朝文学の粋ともいうべきサロン的な文学活動

の実態を作品を通して明らかにする。

小野小町、伊勢、斎宮女御、和泉式部などの女流歌人の
歌を読解しながら、女性独自の発想や表現の特徴を探って

14 女流歌人と女歌 みる。また、男性との贈答歌を取り上げて、女歌といわれ 同　上 同　上

る、歌垣以来の応酬の方法に注目する。和泉式部日記に見
られる独特の形態の贈答歌にも触れる。

神事や遊宴の場で歌われた神楽歌や催馬楽、また、今様
の集成である梁塵秘抄に収められた歌謡を読解しながら、

15 歌謡の世界 神仏信仰や庶民生活の具体相に触れてみたい。また、源氏 同　上 同　上
物語などに引用された歌謡を検討して、和歌とは異なる表
現性に注目する。
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＝中世の日本文学＝（R）
〔主任講師：久保田　淳（白百合女子大学教授）主任講師：島内　裕子（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　12世紀半ばから16世紀にいたる日本の中世文学を概観する。各回の講義は、中心となる作家または文学ジ
ャンルに焦点をあて、原文を掲げて作品の内容に踏み込んだ講義を行う。同時に個別的な作家や作品以外の
他の関連作家や関連作品にも広く言及し、中世文学の全体像も学べるように配慮する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

「中世の日本文学一作家と作品一」の開講にあたり、
本講義の全体のねらいに触れながら中世の序曲としての 久保田　淳 久保田　淳

1 中世の序曲 r平家物語』を取り上げる。 （白百合女 （白百合女

子大学教授） 子大学教授）

r方丈記』・r無名抄』・r発心集』・和歌など、長明
の著作を広く取り上げて、長明文学の多様性を理解する。 島内裕子 島内裕子

2 長　　　　　明 加えて、中古から中世への過渡期における文学的意義を考 （放送大学 （放送大学

察する。 助教授） 助教授）

西行の生涯と作品を辿り、その独自の文学的魅力を描く。

渡部泰明 渡部泰明
3 西　　　　　行 （東京大学 （東京大学

助教授） 助教授）

新古今時代の代表的歌人である定家の和歌を中心に、同
時代の他の歌人たちも取り上げて、　『新古今和歌集醒の特

4 定　　　　　家 色を学ぶ。 同　上 同　上

阿仏若き日の自伝的作品である。　rうたたね丑と、晩年
の紀行文r十六夜日記』により、ひとりの作家の文学的変

5 阿　　　　　仏 貌を探る。あわせて歌壇の分立、および女流文学の変質に 島内裕子 島内裕子
も触れる。さらに紀行文学にも言及する。

無住の生涯と代表作『沙石集』・『雑談集』について概
観し、あわせて中世の説話文学にも言及する。

6 無　　　　　住 同　上 同　上

rとはずがたり』を取り上げ、この作品の独自性および
女流文学の流れの中での位置づけを論じる。

7 後深草院二条 久保田　淳 久保田　淳
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

本講義の中間点にあたり、中世後期の文学的特徴を中世
前期と比較しながら考察する。作品としてはr太平記』を

8 中世の転換期 取り上げ、新時代の価値観や美意識の変化を概観する。 久保田　淳 久保田　淳

二条派歌人としての兼好と、　r徒然草』の作者としての
兼好の両面を心え、当時の和歌と散文の文学的状況を考察

9 兼　　　　　好 する。 島内裕子 島内裕子

中世の漢文学「五山文学」について、その概要に触れ、
代表的な作者と作品を取り上げる。 堀川貴司 堀川貴司

10 五　山　文　学 （国文学研 （国文学研
究資料館助 究資料館助
教授） 教授）

連歌について概説し、二条良基・心敬・宗祇などの連歌
論や連歌作品を具体的に取り上げる。

11 連　　　　　歌 同　上 同　上

御伽草子とはどのような作品群を指し、そこにはどのよ
うな文学的意義が見出されるのか、従来の物語との相違点

12 御　伽　草　子 などについて、いくつかの作品に即して考察する。 島内裕子 島内裕子

能について、その様式などをめぐって広く概説するとと
もに、世阿弥の作品などを取り上げて具体的に考察する。 山中玲子 山中玲子

13 能 法政大学 （法政大学 （法政大学

助教授） 助教授）

狂言の特色や、独自の文化的意義について考えるととも
に、いくつかの作品に即して、その特質に触れる。

14 狂　　　　　言 同　上 同　上

本講義全体のまとめとして、これまで触れられなかった
文学ジャンルや作家などを補足説明し、中世文学のゆくえ

15 中世文学のゆく

ｦ
を、近世・近代・現代の文学への影響を通して探る。 島内裕子 島内裕子
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＝＝ ﾟ世の日本文学（’98）＝　（R）

〔主任講師：長島弘明（東京大学教授）主任講師：清登典子（筑波大学助教授）〕

全体のねらい
　中世までの文学は、貴族や武家などの支配層によって作られ享受されていたが、近世（江戸時代）の文学
は、被支配層である町人が作者・読者として大きな役割を果たすようになり、前代とは異なった様々なジャ
ンルの作品が生まれた。その多様な近世文学の成立・展開の様相を、作家・作品に即して具体的に見てゆく。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

前代の文学と比較した時の近世文学の顕著な特徴を、出
版文化の成立と大衆化、雅俗の並立・法皇の様相、滑稽と 長島弘明 長島弘明

1 近世文学の特徴 教訓の要素、上方と江戸の地域的な対比等々、様々な観点 （東京大学 （東京大学

から考察する。 教授） 教授）

近世初期の小説である仮名草子の諸相に触れ、その特徴
を明らかにする。また、仮名草子の代わる新しい小説形式

2 仮名草子から である浮世草子の若作、井原西鶴のr好色一代男』の出現 同　上 同　上

浮世草子へ の意義について説明する。

西鶴の伝記を略述し、好色物・武家物・町人物等の西鶴
浮世草子の各作品について、それぞれのテーマ的特色等を

3 西鶴の文学 考察する。あわせて、八文字屋本等の西鶴以後の浮世草子 同　上 同　上

について通覧し、浮世草子の展開の様を探る。

俳譜の源流から、近世碁譜の形式を定めた貞門俳譜、新
風としての談林俳譜、さらに芭蕉の登場までを扱う。主要 清登典子 清登典子

4 貞門・談林から 俳人と作品について触れながら、各派の特色を説明する。 （筑波大学 （筑波大学

蕉風高高へ 芭蕉については、深川隠棲までの時期を対象とする。 助教授） 助教授）

天和期以降の芭蕉の俳譜について考察する。俳風（連句
・発句）の時期的な変遷、蕉風俳譜の理念と表現、俳文と

5 芭蕉の文学 紀行の意義等、多方面から考察する。必要があれば、門人 同　上 同　上
についても適宜触れることにする。

浄瑠璃の歴史を、近松門左衛門を中心に概観する。浄瑠
璃の成立、古浄瑠璃、近松の人と時代物・世話物の旧作に 池山　　晃 池山　　晃

6 浄瑠璃と近松門 ついて、また海音・宗輔・出雲・半二、江戸浄瑠璃等、近 （大東文化 （大東文化
左衛門 松以後の浄瑠璃の展開について解説する。・ 大学助教 大学助教

授） 授）

伝統的な歌学から国学への学問的革新と平行する形で、
堂上派から古学派・江戸派、あるいは藍庵・桂園派など、 鈴木健一 鈴木健一

7 国学と和歌 様々に展開して行った近世和歌の歴史を説明する。幕末の （茨城大学 （茨城大学

良寛・元義・言道：・曙覧らにも触れる。 助教授） 助教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

朱子学・古義学・祖座学の文学観をとりあげ、儒学各派
の詩文に対する見解を押さえつつ、寒山・山導から古文辞

8 漢学と漢詩文 派の擬i古主義、反古文辞の江湖社、幕末の個性的な詩人た 鈴木健一 鈴木健一
ちまでの、漢詩文の変遷を解説する。文人の概念について
も触れる。

前期読本成立の背景に触れ、都賀古鐘・建部綾足の読本、
さらに上田秋成の文業を、r雨月物諭　r春雨物諭を中

9 前期読本と上田 心にして考察する。浮世草子との相違、また後期読本との 長島弘明 長島弘明
秋成 相違等にも言及する。

芭蕉没後の亨保期認証から説き起こし、蕉風中興運動の
経緯について概説し、この時期を代表する文人風の俳人で

10 中興期俳譜と蕪 ある、与謝蕪村の人と作品について考察する。蕪村の俳論 清登典子 清登典子
村 俳二等にも言及する。

蕪村以後の俳譜大衆化時代の後期俳譜を、一茶調と呼ば
れる個性的な句を多く残した小林一茶を中心に概観する。

11 一茶と雑俳・川 また、雑俳について略述し、特に川柳について、その庶民 同　上 同　上
柳 詩としての本質について解説する。

笑いを旨とした文学形式である狂歌・狂詩・咄本の流れ
をそれぞれ概説し、近世的な笑いの質について考える。ま 板坂則子 板坂則子

12 笑いと舌耕の た、仏教談義・講談と密接な関係を持つ、舌耕の小説とも （専修大学 （専修大学

文学 いうべき仏教長編小説・実録体小説について略述する。 教授） 教授）

文運東漸後、江戸で盛んになった小説類について概説す
る。本章では、江戸小説の草分けといってよいr当世下手

13 江戸の戯作　（1） 談義避以下の談義本、遊里を舞台とする洒落本、画文が同 同　上 同　上

等の比重を持つ黄表紙、洒落本の流れを引く滑稽本を取り
上げる。

江戸中心の小説の続き。後期読本の展開を、山東京伝・
曲亭馬琴の作品を中心に概観する。また、市井の男女の恋

14 江戸の戯作　（2） 愛を描いた人情本、黄表紙の後継ジャンルである合巻にっ 同　上 同　上

いて解説し、それぞれの小説としての特徴を検証する。

歌舞伎の歴史を、後期を中心に概観する。歌舞伎の成立、
元禄歌舞伎、丸本物の時代、正三・五三・治助、特に鶴屋

15 歌舞伎と南北・ 南北・河竹黙阿弥の作に比重をおいて解説する。歌舞伎役 池山　　晃 池山　　晃
黙阿弥 者についても、適宜言及する。
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＝近代の日本文学＝（R）

〔主任講師：浅井　清（帝京大学教授）〕

全体のねらい
　明治文学から戦後文学にいたるまでの小説を中心とした近代の日本文学の流れを跡づける・近代の小説の
方法や特性を説き明かしながら、新聞・雑誌との関係や文学諸流派の相互関係や西欧文学の影響関係等を解
明し、それぞれの時代における文学と人間と社会の関係を歴史的に考察する・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 文明開化期の
ｶ学

　明治維新に始まる急激な近代化と文学状況を概観する。
V聞・雑誌のメディアの登場を背景とする戯作の変貌、さ
轤ﾉ翻訳小説・政治小説の出現を経てr小説神髄避にいた
驍ﾜでの転換期の文学を解説する。

浅井　　清
i帝京大学

ｳ授）

浅井　　清
i帝京大学

ｳ授）

2 〈近代小説〉の

a生

　坪内馬糧・二葉亭四迷らが紹介した西洋の文学理論を背
iに、一方で日本の古典を受容・再生しながら、どのよう
ﾈ形でく近代小説〉が誕生していったのかを概観し、新旧
ｶ学観の交替と、森鵬外・尾崎紅葉・幸田露：伴ら新世代の
?ﾆたちの登場のさまをとらえる。

菅　　聡子
iお茶の水

落q大学助
ｳ授）

菅　　聡子
iお茶の水

落q大学助
ｳ授）

3 文壇の形成

　〈近代小説〉の誕生はまた〈近代的読者〉の誕生でも
?ﾁた。本章では新聞・i雑誌の発刊が象徴する明治ジャー
iリズムの形成とそれを支えた読者の登場を背景に、前章
ﾅ紹介した新世代の作家たちの活動の展開と、樋ロー葉を
?Sとする女性作家達の諸相を見る。

同　上 同　上

4 日清戦争後の
ｶ学

　日清戦争後の文学状況を、当時新傾向の文学として脚光
�≠ﾑた、川上眉山・広津：柳浪・泉鏡花らの諸作晶に照明
�?ﾄて概説する。あわせて鏡花文学の明治二十年代以降
ﾌ展開にも触れる。

鈴木啓子
i宇都宮大

w助教授）

鈴木啓子
i宇都宮大

w助教授）

5 近代文学の展開　　　　　」

　明治30年代の文学を、自然や神秘幻想への関心の高まり、
ﾆ庭小説・懸賞：小説や写生文の流行、社会小説・社会主義
ｬ説の登場などの諸点から概観し、その多様な展開の諸相
�ﾆらえる。

同　上 同　上

6 自然主義の文学

　明治文学の帰結としての自然主義文学を考察する。主要
ﾈ作家の全貌を概観し、個々の作品の主題・方法・文章等
ﾌ特色を解明する。 浅井　　清 浅井　　清

7 鵬外と漱石

　明治40年代の森回外・夏目漱石の文学を、日露戦争後顕
ﾝしてきた日本の近代化に対する批判的な社会状況と関連
tけながら解説する。また、同じ西欧体験者でもあった永
芍ﾗ風・高村光太郎などとの差異にも触れる。

中村三代司
i淑徳大学

ｳ授）

中村三代司
i淑徳大学

ｳ授）
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 反自然主義の
ｪ流

　明治40年代に全盛であった自然主義文学に対抗しようと
n刊された「スバル」系の木下杢太郎・北原白秋などや、
u三田文学」系の荷風・水上瀧太郎・佐藤春夫などの文学

X向について考察する。
中村三代司 中村三代司

9 白樺派の文学

　「白樺」の指導者であった武者小路実篤を中心に、創刊
ﾉ至る経緯や理念、また〈新しき村〉運動について解説す
驕Bその他、同人であった志賀直哉・有島武郎・長与善郎
ﾈどの文学にも言及する。

同　上 同　上

10 市民文学の成立

ﾆ展開

　「白樺j　r三田文学」　「奇蹟」　「新思潮」の作家たちの

ｽ彩な文学活動を、芥川龍之介を中心にして概観する。ま
ｽ大正10年代に盛んになったく私小説〉についても考察を
ﾁえる。

’　同　上 同　上

11 大衆文学の成立
ﾆ展開

　マス・メディアの時代を迎え、いわゆる時代小説の変貌、
ﾊ俗小説の登場、推理小説の誕生等を明らかにして、文学
ﾌ大衆化の状況を概説する。 浅井　　清 浅井　　清

12

プロレタリア文
wとモダニズム
ｶ学

　第一次世界大戦後の新しい動きは、日本の文学にも影響
�^えた。政治革命を求あるプロレタリア文学と表現の革
ｽを求めるモダニズム文学は逆の方向を向いているようで
ｻの根には時代的共通性がある。このふたつの新しい文学
^動について概観する。

宮内淳子
i帝塚山学
@大学助教
�j

宮内淳子
i帝塚山学

@大学助教
�j

13 「文芸復興」の

煌O

　いわゆる「文芸復興」期における、新人の登場、既成作
ﾆの復活、転向作家の仕事などをとおし、プロレタリア文
w退潮後、戦時下の抑圧的な状況へ移行する間に見られる
l々な問題点を考える。

同　上 同　上

14 戦時下の文学

　昭和12年日中戦争開始、昭和16年太平洋戦争開始といっ
ｽ状況の中で、文学はどのような変質を見せたか。また、
ﾇのように自分の文学を守ろうとしたか。様々な作家の動
ｫを見てゆく。植民地文学にも触れる。

同　上 同　上

15 第二次世界大戦
繧ﾌ文学

　敗戦後の混乱の中、書けずにいた作家たちがいっせいに
?iを発表し始めた。戦争体験や戦前の左翼運動の挫折体
ｱなどを語る若手に加えて、戦前から独自の路線を貫いて
ｩせる作家もあった。高度成長期に移る昭和30年代、60年
ﾀ保の頃までをたどる。

同　上 同　上
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＝清少納言と紫式部（’98）＝　（R）

〔主任講師 鈴木日出男（成瞑大学教授）〕

全体のねらい
　平安時代に、女流の手になるいわゆる女流文学がおこった。本講義では、その女流文学全体相への展望の
もとに、日本文学史上に屹立する清少納言と紫式部の文学に照明をあててその本質に近づくことを目的とす
る。女流文学全体をも展望するために、道綱の母・和泉式部・孝標の娘などにもふれることになる。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

平安時代に開花する女流文学はどのようなものであった
か、またどのような人々によって、なぜそのような文学営

1 女流文学の担い 為がおこったかを考えることをもって、全体の序説とする。 鈴木日出男 鈴木日出男
手たち （成踵大学 （成践大学

教授） 教授）

r蜻蛉日記』は、女流によって書かれた最初の長大な散
文文学である。その作品と作者を通して、女流文学の一つ

2 『蜻蛉日記』と のあり方を考える。 同　上 同　上
その作者 ぐ

r枕草子』の作者である清少納言がどのような環境のな
かでいかに生涯を生きたかを浮き彫りにする。

3 清少納言伝 同　上 同　上

r枕草子』の本性にふれながら、清少納言がこの作品を
どのような環境や条件のもとで作りえたかを考える。

4 r枕草子』とそ 同　上 同　上
の成立

r枕草子』作晶研究①として、この作品を最も特徴づけ
ている類聚章段（ものづくしの段）をとりあげる。

5 『枕草子韮の類 同　上 同　上
聚章段

r枕草子』作品研究②として、随想章段をとりあげる。
r枕草子』の類 また、ここでは特に前回の類聚章段との関連について考え

6 聚から随想章段

ﾖ
ることになる。 同　上 同　上

r枕草子』作品研究③として、作者の体験見聞にもとづ
く日記回想章段をとりあげる。いわゆる日記文学とも異な

7 r枕草子』日記 る点に注意したい。 同　上 同　上
回想章段
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

r枕草子』の表現のあり方を通して、この作品の文体と
本質を考える。これをもってこの作品論のしめくくりとし

8 『枕草子函の文 たい。 鈴木日出男 鈴木日出男

体と本質

平安時代屈指の女流歌人の和泉式部は、清少納言や紫式
部と同時代の人。その和歌とr和泉式部日記』をとりあげ、

9 和泉式部の文学 その本質に迫る。 同　上 同　上

『源氏物語忍　r紫式部日記避　r紫式部集』をのこしたこ
の作家が、どのような人生を歩んだか、を浮き彫りにする。

10 紫　式　部　伝 同　上 同　上

この作者の精神生活のありように注意しながら、物語創
作の必然や意義について考える。

11 『源氏物語』へ 同上 同　上

の道

虚構の人物、光源氏の創出をはじめとして、この物語の
さまざまな特性にふれながら、作品世界の本質に迫る。

12 r源氏物語』の 同　上 同　上

世界　　　　（1）

13 『源氏物語』の 同　上 同　上

世界　　　　（2）

この作品の表現のあり方を通して、紫式部の文体、思想、

本質を考える。

14 r紫式部日記且 同　上 同　上

の文体と本質

菅原孝標の娘のr更級日記』にも触れながら、それぞれ
の作家・作品をあらたあて考え、本講義のまとめとする。

15 女流文学の本性 同　上 同　上
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＝徒然草の遠景（’98）＝　（R）

〔主任講師：島内裕子（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　徒然草下巻の世界を辿りながら、そこで展開される批評の達成について遠望するとともに、徒然草を随筆
として捉える従来の考え方を再検討し、日本文学の中で、徒然草とは何であったのかという、新しい位置づ
けを提示する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） 所属・職名）

徒然草上巻の世界を振り返り、下巻への展望を示す。

1 内景から遠景へ 島内裕子 島内裕子
（放送大学 （放送大学

助教授） 助教授）

第138段・139段を中心に、王朝文学の余韻が、な
ぜここに書かれているかを探る。

2 王朝の余薫 同　上 同　上

@　　ノ

第140段から146段までを中心に、人間観の描かれ
方を考える。

3 人間観さまざま 同　上 同　上

世間とのかかわりについて、兼好がどのように捉えてい
たかを考える。

4 外界と内界 同　上 同　上

上巻と比べて、下巻の書き方には、どのような特徴がみ
られるかを探る。

5 筆法の変化 同　上 同　上

徒然草に多数みられる有職故実の章段を、新しい視点か
ら捉え直す。

6 時間の遠景 同　上 同　上

徒然草における批評の到達点について考える。

7 批評の達成 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

徒然草に登場する個性的な人物群像と、人間の普遍性に
ついて考える。

8 個性と普遍 島内裕子 島内裕子

徒然草末尾の数段に現れる兼好の心情を探る。

9 兼好の憂愁 同　上 同　上

徒然草最終段をめぐって、なぜここで欄筆されたのかを
考える。

10 八つになりし年 同　上 同　上

徒然草執筆終了後から最晩年までの、兼好の事跡を辿る。

11 晩年の兼好 同　上 同　上

室町時代から近世にかけて、徒然草が再発見される過程
と、徒然草研究の開始について概観する。

12 徒然草の復活 同　上 同　上

芭蕉や宣長たちにみる徒然草の影響力について考える。

13 近世における 同　上 同　上

徒然草

近代における徒然草研究史、および近代の文学者への影
響力について考える。

14 近代における 同　上 同　上

徒然草

日本文学における徒然草の位置付けを、文学史の中に遠
望し、徒然草とは何であったのか、その新しい文学像を提

15 徒然草とは何か 示する。 同　上 同　上
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＝日本語の変遷＝（R）
〔主任講師．山口明穂（中央大学教授）〕

全体のねらい
　日本語の現在の姿をよく知るために、これまで日本語がどのように変化して来たかを知る。主要な要素の
面から、時代の面からと二方面から観察し、理解を深めることを求める。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 概　　　　　説

　日本語の変遷の全体の流れを概観し、どのように時代区
ｪするか等の問題を含めて、日本語の全体像を考えること
�ﾚ指す。

山口明穂
i中央大学

ｳ授）

山口明穂
i中央大学

ｳ授）

2 漢字の移入

　漢字が中国から移入されて来た後、どのように日本語の
?ﾉ定着したか、音と訓との関係を含めて、初期の漢字の
gわれ方を考える。

杉浦克己
i放送大学

赴ｳ授）

杉浦克己
i放送大学

赴ｳ授）

3 漢字の働き

　漢字が日本語の中に定着した後、どのような発展を遂げ
ｽか、日本語の文字文化を形成する上での漢字の果たした
�пA西欧文化の流入に際して漢字をもとに過去の人々が
ﾇのように対処したかを考える。

山口明穂 山口明穂

4 五十音図の成立

　五十音図は日本語の発音体系を示したものであるが、成
ｧの過程、その後の日本語の中で果した役割を考える。 月本雅幸

i東京大学
赴ｳ授）

月本雅幸
i東京大学

赴ｳ授）

5 仮名の成立

　独自の文字を持たなかった日本語で、漢字をもとに日本
黷ﾉ適した文字体系である仮名文字が作られるが、成立の
ﾟ程を始め、それが日本語の言語生活の中で果した役割を
lえる。

同　上 同　上

6 文法の変遷

　日本語の文法はどのように変化したか、その変化の中側
ﾉある日本語をもとにした人々の考え方の変化をも含あて
lえる。 山口明穂 山口明穂

7 擬i　古　　文

　平安時代の仮名文が成立した後、後の時代の人達は、仮
ｼ文で出来上った体系を模す形で、書記生活を送るように
ﾈる。平安時代の言葉を研究し、それに従った言葉を綴る
ｶ活をしたのである。その擬古文の実態、変らざるように
ｩえながらも、そこにどのような変化があったかを考える。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

奈良時代の言葉はr万葉集』を中心に考えられるる言葉
であるが、その実態を考える。

8 奈良時代の言葉 杉浦克己 杉浦克己

平安時代の言葉は、大きく分けて仮名文と漢文訓読文と
に分けることができる。仮名文は、　r源氏物語忍を始あと

9 平安時代の言葉 して多くの文学作晶に綴られた言葉であるが、その実態を 山口　明穂 山口　明穂
（仮名文） 考える。

経文を始め、漢籍を読む言葉は平安時代に独自の世界を
作り上げた。同じ時代の仮名文との関係を含めて、平安時

10 平安時代の言葉 代の漢文訓読語の実態を考える。 月本雅幸 月本雅幸
（漢文訓読文）

武士の時代となる鎌倉時代に於いても、文化の中心には
前代と同様に京都の公家を中心とした人達がいた。言葉も

11 鎌倉時代の言葉 京都を中心とした言葉となる。しかし、前代と変らないよ 山口明穂 山口明穂
うに見えるこの時代の言葉にも、少しずつ新しい傾向が見
られるようになる。その実態を考える。

室町時代には、キリシタン資料を中心に新しい言葉が見
られるようになる。そこに使われている言葉は現在我々の

12 室町時代の言葉 周囲の言葉と似た点が多く見られる。一つの考え方で、こ 同　上 同　上
の時代を近代語の始りとする考えがあるが、そのようなご
の時代の言葉を考えての結果である。その実態を考える。

江戸時代の言葉は、前期上方を中心にした時代と後期江
戸を中心にした時代とにわけることができる6ここでは、 坂梨隆三 坂梨隆三

13 江戸時代前期の 前期上方語を考える。 （東京大学 （東京大学

言葉 教授） 教授）

18世紀半ば以降、文化の中心が上方から江戸に移り、江
戸を中心にした地域の言葉が分るようになる。その実態を

14 江戸時代後期の 考える。 同　上 同　上

言葉

幕末から明治時代にかけて西欧文化が流入し、日本語も
大きく変わろうとするが、その実態を考える。 鈴木英夫 鈴木英夫

15 明治以降の言葉 （白百合女 （白百合女

子大学教授） 子大学教授）
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＝日本語教育概論＝（TV）

〔主任講師：水谷信子（明海大学教授）〕

全体のねらい
　この講義は日本語教育の基礎知識を与えることを目的とする。具体的にはコミュニケーション能力をつけ
るという学習目的に合った教育方法を考察するとともに、日本語を客観的にとらえる態度を養うことを主眼
とする。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 日本語教育の
ﾓ義

　日本語教育の現状。日本国内・海外の学習者の数や学習
ﾚ的など。学習目的に合った教育の重要性。外国語教育と
ｵての日本語教育のためには、日本語そのものの知識と学
K者に対する態度が大切であることを確認する。

水谷信子
i明海大学

ｳ授）

水谷信子
i明海大学

ｳ授）

2 日本語の教室

　日本語の実際を少しでも体験するために、日本語の教室
ﾉ身をおいたと仮定して、入門期の授業、初級の文型練習、
?奄ﾌ読解、討論の練習などの典型的な教室作業を見て、
ｳ育上の問題点を考える。

同　上 同　上

3 入門期の指導

　入門期から初級の指導項目、授業計画、目的に合った教
�@、教科書、最初の授業の前の準備、基本的な練習方法
ﾆ基本的な語彙の導入、教材・教具の使い方、指示の与え
禔A発音練習の方法など、入門期の指導を考える。

同　上 同　上

4 音声の指導

　日本語の音声の指導法を具体的に考察する。拍感覚の重
v性、母音・子音の中で気をつけるべきもの、母音の連続、
｣音、　「ん」の発音、口蓋化、有気と無気、無声化、アク
Zント、プロミネンス、イントネーションなど。

同　上 同　上

5 「こそあど」等

ﾆ場面性

　「こそあど」の体系、　「こそあど」の提示と練習、　「こ

ｻあど」の場面性の考察。場面から来る「省略」と「完全
ｶ」、単文と談話の違い、構造練習と談話練習、具体的な
繒K方法から、自然な日本語を教えることを考える。

同　上 同　上

6

動詞を中心とし
ﾄ（1）

　動詞を中心とした指導項目についての考察。国文法との
痰｢、動詞と助動詞、　「～ます」から始める方法、普通形
ﾖの移行、動詞の活用の型、　「～て形」と補助動詞、　「～
ﾄいる」の導入、　「た」の用法などを考える。

同　上 同　上

7 助詞と接続

　外国人にとって習得しにくいとされる助詞の指導法。助
撃ﾆ動詞をむすびつけて練習させる方法と助詞の用法の理
�B助詞と動詞・形容詞・形容動詞の接続の誤用。　「頭が
ﾉいんです」の「ん」の用法。文と文の接続など。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

願望を表す「～たい」と「～たがる」、可能形、使役形、
受け身形の用法と指導法の考察。日本語の受け身表現は外

8 動詞を中心とし 国人学習者にとって習得が困難とされるが、人間関係を中 水谷信子 水谷信子
て（2＞ 心として具体的に動作を伴って考える方法を考える。

「やりもらい」表現の特殊性と効果的な指≡導法の考察。

補助動詞としての用法。尊敬表現・謙譲表現。家族の呼称。
9 「やりもらい」 語彙による待遇表現。親愛表現・内と外。身体表現。話し 同　上 同　上

と待遇表現 手と聞き手との距離などを考える。

話し方と聞き取りの向上のための実際的な指導方法。あ
いっちの理解。文完成練習の効果。わくの中での練習と自

10 話し方と聞き取 由会話。録音による話し方指導。ミニマルペアを利用した 同　上 同　上
りの指導 聞き取り指導。文構造と音声の両面から指導。

日本語の語彙と表記の特徴と指導法を考える。語彙と文
体。語彙の与えかた。基本語彙と基本漢字。類義語の説明

11 語いと表記 能力の養い方。外来語の指導。擬声・擬態語の基本的な傾 同　上 同　上
の指導 向。表記の指導法などを考察する。

中上級の指導法と読解。文体の違い。学習者の準備方法。
理解の確認方法。読んだことを話させる、聞かせる、書か

12 読解と総合練習 せる、応用練習をさせるなどの総合練習によって全般的な 同　上 同　上
能力の向上を図ることを考える。

中上級の段階で特に必要な補助動詞と形式名詞について
の考察。　「ている」と「てある」、　「てくると」　「ていく」

13 補助動詞と形式 の対応：「こと」　「わけ」　「ため」　「ものj　rところ」 同　上 同　上
名詞 「はず」等の用法説明と例文作成の方法を考える。

日本人の話し方の特徴。感謝の表現と謝罪表現、　「やつ
ばり」の用法。　「お茶でも」　「お茶をのんだり」などの例

14 人問関係と言語 示表現と間接表現。　rおかげさまで」など理解しにくい挨 同　上 同　上
生活’ 拶。性別・地域・世代の違い、学習者のアイデンティティ

の問題の考察。

教育の上での評価の意義。試験と評価の関係。試験の目
的と利用法。試験問題の作り方。作文や話し方の評価等。

15 評価と指導 講義全体の結びとして、これまで学んだ基本的な教授法の 同　上 同　上
応用法と、今後の研究課題や研究方法を考察する。
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＝・ 綜所w（’99）＝（TV）

〔主任講師 杉浦克巳（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　文献資料（書籍）を扱う書誌学は、歴史学や文学のための基礎となるばかりでなく、書きことばの変遷の具現した姿
をとらえる学でもある。様々な時代の書籍の実例を、形状や書き表わし方によって整理して示し、その特色を考えなが
ら、実際に個々の資料を読みとることで、古文献資料を扱う基礎的な知識を概説しようとするのが本講義の主なねらい
である。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 書誌学への扉

　書籍さらには文字書写物一般の歴史の概略を振り返り、古文
｣資料を扱う書誌学の主な項目やその意義を概説し、より古い
梠繧ﾌ書籍の代表的な形状や装丁の実物例を挙げて紹介し、講
`全体への導入とする。

杉浦克巳
i放送大学
赴ｳ授）

杉浦克巳
i放送大学
赴ｳ授）

2 書籍の形状と料紙
　書籍の形状や書函などの付随物についての基本的な事項を実
ｨ例を示して概説する。また料紙の材料や製法とその変遷、装
?ﾈどについて各々の特色を実際例を挙げて概説する。

同　上 同　上

3
書籍の取り扱いと

ﾛ存　・修補

　書籍の取り扱いを様々な装丁や付属物について概説する。ま
ｽ保存方法や修補の実際例を紹介し、保存と利用の関係を考え
驍ｱとで閲覧の際の注意事項を併せて概説する。

同　上 同　上

4 平仮名の読み方
@　　（1）

　平仮名の発生・発達を概説し、いわゆる異体仮名の読み方に
ﾂいて、主に版本の平仮名文の実例を用いて、類型的な字形・
囁ﾌの平仮名の読み方を概説する。

同　上 同　上

5 平仮名の読み方
@　　（2）

　主に古筆和歌資料や散文古写本の実例を用いて、字母漢字を
lえながら読むことによって、いわゆる異体仮名をある程度読
ﾝこなす方法を概説する。

同　上 同　上

6 仮名文の読み方

　主に漢字仮名交じりの古筆和歌資料や散文古写本の実例を用いて、平仮名文・漢字仮名交じり文の表記方法としての特色を

lえ、文章の内容や前後関係等も考慮した上での平仮名文の読
ﾝ方を概説する。

同　上 同　上

7 漢字の読み方（1）
　主に行書の版本資料の実例を用いて、類型的な字形・字体を
博�ﾈどによって整理して把握することで個々の文字を読みと
驍ｽめの参考とするための要点を概説する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講蔀　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

主に行書の資料の実例を用いて、筆跡を辿りながら漢字を判
8 漢字の読み方（2） 読するための要点を概説し、複数の伝本を互いに参考にしなが 杉浦克巳 杉浦克巳

ら読む実例を示す。

基本的な漢文の句法や助字などの漢文中での働きを整理して

9 漢文の読み方
示し、漢文・変体漢文の表記方法としての特色を考え、返点や
翌濶ｼ名がなくてもある程度基本的な文意を把握するための要

同　上 同　上

点を概説する。

10
訓点資料と片仮名

　漢文訓読の歴史を辿り、漢文の訓読の仕方の変遷と基本的な
P点資料の読み方を概説すると共に、漢文訓読と共に発達して 同　上 同　上．

文
きた片仮名文の代表例を紹介する。

書状の代表的な様式を、仮名・漢文各々の実例を挙げて紹介
11 書状と文書 すると共に、公式令に挙げられた基本的な文書の様式を、公文 同　上 同　上

書の実例によって概説する。

古辞書の発達の歴史を、　「読むための辞書」と「書くための
12 辞書の利用 辞書」という観点から整理して概説すると共に、その性格を活 同　上 同　上

かして古文献資料の読解に役立つ実例を示す。

古文献資料の書写の経緯を、奥書や周辺資料から辿る実例を
13 書写の経緯 示すと共に、複数の本文を比較検討してあるべき本文を考える 同　上 同　上

校合の基本的な方法を実例を挙げて概説する。

古筆資料の実際例を時代やジャンルで整理して挙げ、書風だ
14 古　　　　　筆 けではなく文字や用字法の変遷という観点からも比較対照し 同　上 同　上

て、各々の特色を整理し概説する。

近世頃から盛んになった印刷の歴史を整理概説し、印刷に

15 出版と書籍
よって出版業や書籍の流通経路が整備されていった跡を辿る。
ｳらにこの変遷の最先端としての現代の印刷・出版・流通の実

同　上 同　上

際例を紹介する。
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＝＝ ?糟ﾃ典詩学＝（TV）
〔主任講師：佐藤　　保（お茶の水女子大学長）〕

全体のねらい
　中国の伝統的な詩（古典詩）について、その基本的な詩観・形式・技巧・主題等いわゆる「詩法」の基礎
を学習し、豊かな内容をもつ中国の詩を享受する具体的な方法を習得するのが本講義のねらいである。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

中国の詩の歴史を概観しながら、併せて中国人の詩に対
中国詩概観（1） する考え方を説明する。第1回は唐以前の時期について講 佐藤　　保 佐藤　　保

1 r詩経』から南 義する。 （お茶の水 （お茶の水

北朝まで 女子大学長） 女子大学長）

前回に引きつづき、唐以後、新しい近代詩が出現する20
中国詩概観（2＞ 世紀初頭の文学革命の時期までの詩の流れと詩観について

2 階・唐詩から文 述べる。 同　上 同　上

学革命まで

中国の詩の媒体である漢字の特色、漢字の音に基づいて
生まれた詩の韻律・句法等、形式の基礎となることがらを

3 中国詩の形式（1） 講義する。 同　上 同　上

韻律と句法

前回の学習をもとに、中国の伝統的な詩形の分類とそれ
それの特徴・規則等をまとめる。

4 中国詩の形式（2） 同　上 同　上

古体詩と近体詩

中国詩の形式と関連して、以下の4回にわたって詩の技
巧について考察する。最初は対句の意味及び種類を検討す

5 中国詩の技巧（1） る。 同　上 同　上

対句法

詩の用語のうちから、双声・畳韻及び畳語を取り上げて
検討する。

6 中国詩の技巧（2） 同　上 同　上

双声・畳韻

省略法・倒置法等によって詩句がどのように構成される
か、またなぜそのような手法が用いられるのかを検討する。

7 中国詩の技巧（3） 同　上 同　上

省略法・倒置法
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

詩の内容を豊にする典故と詩語の実際、それらの用法等
を検討する。

8 中国詩の技巧（4） 佐藤　　保 佐藤　　保
典故・詩語

以下4回にわたって、中国詩の重要なテーマ（主題）に
中国詩のテーマ ついて検討する。最初は政治とのかかわりの検討である。

9 （1） 科挙と詩の関係等についても言及する。 同　上 同　上
政治と仕官

政治社会への参加とは対極的に見える隠棲への志向、自然へ
中国詩のテーマ の憧憬をテーマとする作品や詩人について検討する。

10 （2）

同　上 同　上
隠棲と自然

旅と必ずそれに伴う別離について、旅する人と残された
中国詩のテーマ 者の情感がどのように詩に表現されるかを検討する。

11 （3）

同　上 同　上
行旅と別離

書画・音楽等、詩は諸芸術と深いかかわりをもつが、詩
中国詩のテーマ の効用・役割についての考察も含めて、中国詩のテーマを

12 （4） まとある。 同　上 同　上
書画・音楽と詩

中国の伝統的な詩人のありかたを歴史的に概観すると同
時に、女性詩人の活躍についても考察する。

13 詩人の生活 同　上 同　上

詩集の成立・伝承、テキストと解釈の問題、歴代の詩を
研究する場合の参考文献等について述べる。

14 詩のテキスト 同　上 同　上

本講義のまとめとして、中国詩と日本文学等との関係、
さらには伝統的な詩が今日においても生き続けている現状

15 中国詩の広がり について考察する。 同　上 同　上

／
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＝中国における小説の成立＝　（R）

〔主任講師 竹田晃（明海大学教授）〕

全体のねらい
　中国においては、唐代8世紀末になって初めて小説らしい小説一伝奇一が出現した。本講義では、こ
の伝奇が発生するまでのいわば中国小説前史ともいうべき流れを講じ、さらに唐の伝奇の発生と流行の情況、
及び伝奇の特徴を説明する。これによって受講者が中国小説史の基礎的な問題点を理解してくれることを期
待する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 〈　序　章　〉

?曹ﾌ小説

　3000年にわたる中国の文化の歴史の中に小説らしい小説
ｪ現れるのは8世紀末になってからである。しかし、この
謔､な作品群は突然出現したわけではない。中国小説史を
¥想する場合には、このような作品群を生み出すに至った
Lかな伝統に配慮する必要がある。

竹田　　晃
i明海大学

ｳ授）

竹田　　晃
i明海大学

ｳ授）

2 〈小説前史1＞

_話と伝説

　まずわれわれは、〈小説〉という話がが中国でいかなる
T念で用いられてきたかを考えると同時に、小説らしい小
烽�ｶみ出すに至った伝統を追求するという意味で、民族
Iなエネルギーとロマンを包含する神話・伝説の類を小説
jの中に位置づけて考えてみたい。

同　上 同　上

3 〈小説前史2＞

附¥文学の伝統

　近代小説の特徴の一つとして、　〈虚構〉の中で作者の思
zを展開することがあげられる。中国では、小説の成立以
Oにすでにこのような虚構文学の伝統が存在している。こ
ﾌような観点から、先高の思想家の文章に用いられた寓話、
ｿ代の賦について考えてみたい。

同　上 同　上

4

〈小説前史3＞

j伝の小説的特

･

　古代中国にはr春秋左氏伝丑　r史言容　r戦国策』などい
ｭつかの歴史書が著されている。これらはいずれも単なる
ｳ味乾燥な記録ではなく、個性ある人物像を形成し、感動
Iに伝える歴史文学としての特徴を備え、小説史の中にも
ﾊ置づけることができる。

同　上 同　上

5

〈怪異を語る伝

揩P＞
qは怪力乱神を
黷轤ｸ

　現実的な実践倫理を説く儒家思想に支配されていた古代
?曹ﾌ知識人のあいだでは、人間にとって不可知な怪異を
福ﾉすることをタブーとされていた。にもかかわらず人び
ﾆは怪異を語ることを好み、その痕跡は文献資料にきわめ
ﾄ数多く遺されている。

同　上 同　上

6

〈怪異を語る伝

揩Q＞
Z朝志怪の流行

　後漢王朝滅亡後、政治的社会的には混乱の時代を迎えた
ｪ、文化の面では清新で活発な状況を生じた。その中で、
m識人のあいだに怪異を語り、記録する風潮が盛んになり、
｢わるゆく六朝志怪〉の流行を見るに至った。仏教の影響
烽ｱの風潮に拍車をかけた。

同　上 同　上

7

〈怪異を語る伝

揩R＞
ｧ教の影響

　志怪に語られる怪異の内容は多様であるが、人間の死後
ﾌ魂、つまり幽霊及び霊界に関する話が比較的多く、そし
ﾄ面白い。これらの話は本来中国独自の観念や宗教的信仰
ﾉもとつくものであるが、六朝後半には仏教の因果応報・
]生輪廻の観念の影響が顕著になった。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

中国では人間を描く伝統は主として歴史書の列伝という
〈人間を見つめ 形で形成されてきたが、六朝時代になって、それとは一風

8 る確かな眼〉 変わった趣きの、実在の人物のエピソード集が著された。 竹田　　晃 竹田　　晃
r世説新訥の 劉義慶のr世説新語』がそれであり、小説史上にユニーク

世界 な役割を果している。

唐は南北両朝の文化を総合し、スケールの大きな、また
多彩な独特の唐文化を花開かせた。小説史の流れの中にお

9 〈三代伝奇1＞ いても、8世紀半ばになって初めて個人の創作と言える作 同　上 同　上
伝奇発生の背景 高高が著された。なぜこの時期にこのような作品が出現し

たのか。その文化的社会的背景を考える。

六朝戯画の基本的特徴は、怪異を事実として認識し、そ
れをそのまま記録に留める点にある。唐金に入ると、題材

10 〈三代伝奇2＞ は同じく怪異に取りながら、それを単なる記録ではなく、 同　上 同　上
記録から物語へ 物語として読者に面白く読ませようとする工夫の見られる

作品が出現した。

中国には古くから人間と神仙界との交流に関する話が数
〈量定伝奇3＞ 多く伝えられている。唐になってこれら先行の説話を踏ま

11 夢幻的で華麗な えて新しい仙境訪問の物語が出現した。張鷺のr遊仙窟』 同　上 同　上
r遊仙窟』の世 がそれである。夢幻的かつ華麗な、いかにも唐代らしいこ

界 の物語の雰囲気に浸ってみたい。

唐都長安は国際的な大都会であった。この花の都は伝奇
のような物語にとっては格好の舞台となる。この長安にく

12 〈唐代伝奇4＞ りひろげられるさまざまな人間模様を、情愛（「任氏伝」） 同　上 同　上
晶晶長安と伝奇 ・仙（「杜昌昌伝」）・挾（「無双伝」）という三つのテ

一マについて捉えてみたい。

安々山の大乱後も唐の政情は安定しなかった。このよう
〈三代伝奇5＞ な情況の中で有為転変を身をもって体験した官僚の中に、

13 物語による抽象 社会や人生の問題を伝奇の形で追求しようとする者が現れ 同　上 同　上
的な観念の追求 た。彼らは名利の空しさ、人生のはかなさという抽象的な

観念を密度の濃い物語の中に盛りこんだ作品に完成させた。

唐の伝奇が怪異に取材しながら物語性に富んだ作品に昇
恥していることはすでに述べた。ところが、伝奇の中に

14 〈唐代伝奇6＞ まったく怪異の要素のない物語がついに出現した。白短簡 同　上 同　上
怪異からの脱却 「李娃伝」・元積「鶯鶯伝」がそれである。これは中国小

三三実に画期的なことであった。

伝奇のような文言小説は唐以後の知識人の文学として書
き続けられるが、宋代になると市民も文化を享受できる情

15 伝奇以後の中国 況が生まれ、その中から白話小説が出現する。白話小説は 同　上 同　上
小説史の展開 明代に大いに発展し、　r水回伝雌やr三国志演義』のよう

な雄大なロマンも世に現れた。そして中国の小説史の流れ
は、近代文学へと導かれてゆく。
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・＝ ｭ掘された古代日本（’99）＝（TV）

〔主任講師 白石太一郎（国立歴史民俗博物館教授）〕

全体のねらい
　考古学は、人びとが生きるために大地に働きかけた跡である遺跡や、そこから出土するさまざまなモノ、すなわち遺
物から人間の歴史を考える学問である。日本列島の各地で進められている発掘調査によって、考古学が旧石器時代から
中世に至る日本列島の歴史をどこまで明かにしたかを紹介し、あわせて文献史学とはまた異なる歴史学としての考古学
の役割を考える。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 考古学への招待

　考古学は、もの言わぬ遺跡や遺物からどのようにして歴史を
ﾇみ取るのか。考古資料の特質、年代決定法、時期区分論、考
ﾃ学による歴史の復元法など、考古学とはどのような学問であ
驍ｩを解説する。

白石太一郎
i国立歴史民

ｭ博物館教
�j

白石太一郎
i国立歴史民

ｭ博物館教
�j

2 旧石器時代の
坙{列島

　数十万年前に遡る原人の存在を明らかにした前期旧石器時代
ﾌ遺跡や、日本列島固有の後期旧石器文化の成立など旧石器時
繧ﾌ研究の現状を紹介する。人類の進化についてもふれる。

岡村道雄
i文化庁主

C文化財調
ｸ官）

岡村道雄
i文化庁主

C文化財調
ｸ官）

3 縄文文化の成立
ﾆ展開

　縄文文化の成立過程から1万年間にも及ぶ縄文時代の展開過
��T観し、世界史的な立場から日本列島に展開した特異な新
ﾎ器文化の意味を考える。

同　上 同　上

4 縄文人の生活
ﾆ文化

　集落や貝塚などの発掘調査の成果にもとづき、食料採集民と
ｵてはきわめて豊かな生活文化であったとされる縄文人の生活
ﾌ実態にせまる。実証的な研究成果によって縄文文化の実像を
ｦす。

同　上 同　上

5
弥生文化の成立と

W開

　稲作農耕文化に基礎を置く弥生文化の成立過程とその後の展
J過程を、東アジア史的視点で考える。弥生人の成立や縄文人
ﾆの同異の問題や、西日本とは異なった東日本の弥生文化にも
ﾓれる。

設樂博己
i国立歴史民

ｭ博物館助
ｳ授）

設樂博己
i国立歴史民

ｭ博物館助
ｳ授）

6 弥生人の生活
ﾆ文化

　最近の考古学的調査・研究の成果にもとづき、弥生時代の人
ﾑとの生活と文化の実相をわかりやすく示す。銅鐸などの青銅
ｻ祭器から想定される弥生人の宗教や精神生活にもふれる。

同　上 同　上

7
古墳の作られた
梠

　古墳とは何かを、その出現の経過を跡づけることによって明
轤ｩにし、古墳造営の背後にある首長連合としてのヤマト政権
ﾌ構造を考える。また各地の古墳のあり方の変化からヤマト政
?ﾌ変質の過程を明確にする。

白石太一郎 白石太一郎
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
古墳時代の社会
ﾆ文化

　豪族の居館や民衆の集落、さらに古墳のあり方などから古墳
梠繧ﾌ社会の仕組みとその変化を追求する。また中国や朝鮮半
№ｩらの人や文物の流入が日本の社会や文化をどう変えたかを
lえる。

白石太一郎 白石太一郎

9
律令社会の成立と

ﾐろまり

　7世紀末葉頃、日本は中国にならった中央集権的な律令国家
�ｮ成する。その成立の経緯とともに、出来上がった律令国家
ﾌ構造や支配の仕組みを、考古学の成果をもとに考える。律令
痩ﾆの世界史的位置づけやそれがその後の日本の歴史に与えた
e響についてもふれる。

宇野隆夫
i富山大学

ｳ授）

宇野隆夫
i富山大学

ｳ授）

10
律令社会の産業
ﾆ文化

　最近の考古学の研究成果にもとづき、律令時代におけるさま
ｴまな生産活動や流通の仕組み、さらに生産に従事する人びと
ｪどう組織されていたのかなど、この時代に生きた人びとの生
?ﾌ実態や文化のあり方を考える。

同　上 同　上

11
中世の町と人々の

驍轤ｵ

　考古学の立場から、中世を特徴づける都市をめぐるさまざま
ﾈ問題、さらに東国と西国といった視点に立って、人びとの生
?ﾌ舞台や生活文化から中世という時代を考える。

小野正敏
i国立歴史
ｯ俗博物館
赴ｳ授）

小野正敏
i国立歴史
ｯ俗博物館
赴ｳ授ン

12 中世の富と権威

　中世における経済や政治のあり方を博多、京都、越前一乗
J、鎌倉の発掘調査など、最近著しく進展した中世考古学の成
ﾊにもとづいて考える。東国政権の成立と展開や中世的世界の
I末、近世への動きにもふれる。

同　上 同　上

13

北日本の考古学一教科書にない

坙{史一

　北海道が本州とは異なった歴史を歩みはじめた縄文時代以降
ﾌ続縄文文化の時代から、擦文文化とオホーツク文化の時代を
?Sに、北海道考古学の研究成果を概観する。北方文化との交
ｬやアイヌ文化の成立についてもふれる．

菊池徹夫
i早稲田大

w教授）

菊池徹夫
i早稲田大

w教授）

14

琉球王国への道一琉球列島の考

ﾃ学一

　琉球列島が本州や九州の歴史とは違った歩みを明：確にしはじ
ﾟた貝塚時代から11～13世紀のグスク時代を中心に、琉球考古
wの研究成果を概観する。また琉球王朝の成立や中国や東南ア
Wアとの交流についてもふれる。

安里　　進
i浦添市教
辷ﾏ員会文
ｻ課主幹）

安里　　進
i浦添市教
辷ﾏ員会文
ｻ課主幹）

15

考古学と現代一人と環境のかか

墲闔j一

　最近進展の著しい環境考古学の研究成果を紹介するととも
ﾉ、21世紀の人類が直面する環境問題などの大きな課題に考古
wがなにをなしえるのか、現代社会における考古学の役割や課
閧�lえる。

辻　誠一郎
i国立歴史
ｯ俗博物館
赴ｳ授）

白石太一郎

ﾒ　誠一郎
i国立歴史
ｯ俗博物館
赴ｳ授）
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＝日本の古代＝＝（TV）

〔圭騰臨齢和季唐碧葛嘉㌣畢響勘

全体のねらい
　日本の原始・古代を概観する。おおむね前回の「日本古代史」と同じ範囲を扱うが、近年いちじるしい古
代遺跡の発掘の成果の紹介は、平成7年度開始の科目「歴史考古学」にゆずり、この科目では政治・経済・
文化の展開を述べ、歴史上の人物にも重点を置く。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

①考古学と文献史学
②素材と工具 青木和夫 青木和夫

1 研究の歴史と ③研究の実例 （お茶の水 （お茶の水

方法 女子大学名 女子大学名
誉教授） 誉教授）

①旧石器時代
②縄文時代 鷹野光行 鷹野光行

2 列島文化の形成 ③列島外との交流 （お茶の水 （お茶の水

女子大学教 女子大学教
授） 授）

①稲作の受容と広がり
②弥生時代の社会

3 耶馬台国から統 ③統一国家への道 同　上 同　上
一国家へ

①ヤマト政権
’②階唐帝国

4 ヤマト政権と ③飛鳥時代 青木和夫 青木和夫
飛　鳥　文　化

①大化改新
②白村江の敗戦と天智朝

5 大化改新と ③壬申の乱と天武・持統朝 同　上 同　上
壬　申　の　乱

①大宝律令と「日本」

②大宝律令の構造 吉田　　孝 吉田　　孝
6 律令国家の構想 ③文書行政のシステム （青山学院 （青山学院

大学教授） 大学教授）

①女帝と藤原氏
②律令制の浸透と社会の激動

7 奈良時代の政治 ③揺れ動く天皇の正当性 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

①遣唐使
②国分寺と東大寺

8 天　平　文　化 ③正倉院宝庫 青木和夫 青木和夫

①光仁朝の改革
②桓武と革命思想

9 新しい王朝の成 ③薬子の変と嵯峨天皇の宮廷 吉田　　孝 吉田　　孝
立

①藤原北家の進出
②公営田と富豪 梅村恵子 梅村恵子

10 摂　関　政　治 ③延喜・天暦の治 （川村学園 （川村学園

女子大高教 女子大高教
授） 授）

①御堂関白記と小右記
②儀式と政務

11 都　の　人　々 ③承平・天慶の乱 同　上 同　上

①外戚と国母
②竹取・宇津保から源氏・蜻蛉へ

12 古代 ③浄土の救済 同　上 同　上
～家族とくらし

①承平・天慶の乱
②尾張国解文 上杉和彦 上杉和彦

13 受領と地方支配 ③時範記 （東京大学 （東京大学
助手） 助手）

①院政の成立
②荘園の類型

14 院政の成立とそ ③武士の成長 同　上 同　上
の基盤

①日本史上の古代
②世界史上の日本古代

15 日本古代の ③時代区分論 吉田　　孝 吉田　　孝

歴史的特質
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＝日本の中世（’98）＝　（R）

〔主任講師　五味文彦（東京大学教授）〕

全体のねらい
　日本の中世社会の歴史とその特質を明らかにすることを第一のねらいとして、さらにそれが現代社会とど
う関わっているのかを考えることとする。中世社会のあり方は混迷する現代社会を考える手がかりともなる。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 中世という時代

　中世社会の時代区分やその特徴について通観する。中世
ﾐ会の歴史を学ぶための史料や学習・研究の意義について
熏lえる。 五味文彦

i東京大学
ｳ授）

五味文彦
i東京大学

ｳ授）

2 幕府の誕生と
ｬ長

　源平の争乱や、朝廷との交渉を経て、以降700年存続
ｷる“武士の政権”が誕生する。鎌倉幕府の歩みを追いな
ｪら、武士とはいかなる存在なのかを考えてゆく。 本郷和人

i東京大学
侮閨j

本郷和人
i東京大学

侮閨j

3 廟堂の群像

　鎌倉幕府の成立は朝廷のありように多大な影響を与えた。
虚{と共に歩もうとする者、激しく対立する者。個性豊か
ﾈ朝廷の指導者たちに言及しながら、朝廷の政治・経済を
T観する。

同　上 同　上

4 文書と日記の
｢界

　中世社会を知る手がかりになる史料には、文書と日記が
?驕B両史料を読みこむことにより、人々のいぶきにふれ
驕Bまた文書、日記の残存状況を考慮しながら、文学史料
ﾌ可能性にも言及する。

同　上 同　上

5 都　と　鄙　の

Vびとくらし

　京の都では朝廷の文士が優雅に文化空間を生成し、地方
ﾅは武士を中心に新しい文化が育くまれてた。彼らの日常
�恁ｴしながら、鎌倉文化の特質に迫る。 同　上 同　上

6 蒙　古　来　襲

　モンゴルの来襲は日本社会に大きな衝撃を与えた。御家
l制はゆらぎ、それを抑えるたあに幕府は専制へと歩み始
ﾟる。幕府の姿勢と在地領主たちとの矛盾は増大し、また
ｫ党が活発な行動をみせる。

同　上 同　上

7 再生する仏教

　天台・真言両三は朝廷と深く結びつき、　“仏法と王法は
ﾔの両輪”といわれた。両宗は貴族化し、人々の救済はな
ｨざりにされていたが、やがて天台宗の中から新しい仏教
ｪ誕生する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

蒙古襲来の打撃、貨幣経済への対応に苦しむ幕府に対し
て、朝廷は承久の乱の敗北後、着実に力を蓄えていった。

8 中世社会の転換 やがて朝廷は後醍醐天皇の指導のもとに討幕を成功させる。 本郷和人 本郷和人
白幕の関係を述べながら、中世社会が転換していくさまを
述べる。

建武の新政から南北朝動乱期にかけての政治・経済・社
会の動向を、この時代を活写した軍記物語r太平記』に拠

9 r太平記毒の りながら概観する。国人一揆の形成や荘園の生活、請負代 櫻井英治 櫻井英治
時代 官の活動といった地方の動向にも言及する。 （北海道大 （北海道大

学助教授） 学助教授）

室町幕府の最盛期であり、また将軍専制化の時代ともい
われる義満・義持・義教の三代から応仁・文明の乱にいた

10 室　町　殿　と るまでの政治過程を、将軍と守護大名との対抗関係や家の 同　上 同　上
守　護　大　名 企業体的性質等に着目しながら概観する。

日本の伝統文化の原型といわれる室町文化（南北朝・北
山・東山文化）の実像を、室町幕府の財政体質や唐物好み、

11 「日本文化」の の盛衰、世阿弥・心敬の芸術論等に着目しながら明らかに 同　上 同　上
生成 し、その後の戦国～桃山文化との系譜関係を考える。

室町～戦国時代に形成され、その後の日本社会を長く規
定してゆくことになった村（惣村）と町の成立過程とその

12 村と町の誕生 構造・特質等について検討し、日本における自治の系譜の 同　上 同　上
ついて考える。

戦国大名の権力としての先進性を、法思想や政治理念、
権力基盤などの諸側面から解明するとともに、戦国大名の

13 戦国大名と 分国をはじめ、国一揆、一向一揆など、さまざまな地域的 同　上 同　上

地　域　社　会 権力によって国土を分断された戦国期日本の歴史的位置を
考える。

中世日本が当時のアジア世界の中で経済的、文化的にど
のような位置を占めていたのかを、中国銭・手形の流通や

14 アジアの中の 倭憲の活動、貫高制から石高制への移行の問題などに触れ 同　上 同　上

中　世　日　本 ながら、また中国や朝鮮、蝦夷地、琉球など周辺の諸国・
諸地域の社会にも目を配りながら検討する。

中世社会が現代社会とどのように関わっているのか、歴
史的にどう位置づけられるものなのか、これらの点をこれ

15 中世から現代に までの講義の上に立って明らかにしてゆく。 五味文彦 五味文彦
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＝日本の近世（’98）＝　（TV）
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全体のねらい
　豊臣秀吉が全国を統合した1590（天正18）年から、徳川慶喜が政権を朝廷に返還した1868（慶応4）年ま
でを近世といい、その支配のしくみを幕藩制という。この講義では、幕譜面の成立から解体に至るまでの歴
史的諸事象を素材としながら、近世または幕藩制が日本史・世界史のなかでどのような特質をもつのかを考
える。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容　’
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 近　世　と　は

　第二次大戦直後の「民主化」の時期、近世（江戸時代）
ﾆは「封建性」の時代であり、それだけで否定されるべき
梠繧ﾅあった。この「封建的」の内容、また最近の江戸時
繩ﾏをも紹介して導入部とする。

高木昭作
i帯広大谷

Z期大学長）

高木昭作
i帯広大谷

Z期大学長）

2 近世の成立と太
}検地

　将軍（秀吉）・大名・家臣の武士の間の関係と、大名・
_民（百姓）の間の関係が太閤検地により同時に決定され
ｽことを説明し、あわせて太閤検地との関連で幕藩体制と
｢う概念について説明する。

同　上 同　上

3 役　と　身　分

　近世大名と戦国大名の軍隊編成方式の差、あわせて合戦
竢骰Uめの様相について指摘した後に、近世的軍団の機動
ｫをささえた役と軍隊、役と身分の関係について述べる。 同　上 同　上

4 天皇とキリシタ

　秀吉や家康のキリスト教禁止令が神仏習合理論によって
曹ｩれていることの指摘を通じて天皇の存在意義について
qべる。また日本立華夷思想について触れ、鎖国の実態と
ﾓ義に再検討をくわえる。

同　上 同　上

5 「惣無事」令と

ｳ和高高

　表題の意味を説明した後、前者が近世を通じて身分統制
ﾌ原型となったこと、後者を契機にいわゆる「徳川の平
a」がどのようにしてもたらされたか、それにともなう近
｢武士像の変化について述べる。

同　上 同　上

6
描かれた近世の
s市（1）一「洛中洛外図」

ﾌ成立と展開一

　戦国末期から近世初頭にかけて、都市の諸相を描いた屏
頼Gが出現する。洛中洛外図に代表されるこれらの屏風絵
ﾍ、美術史のみならず都市史の上でも貴重な研究史料であ
驍ﾆいえる。本章では、洛中洛外図を主たる素材として取
闖繧ｰ、その成立と展開の過程を見るとともに、絵画史料
ｪ析の方法についても検討を試みる。

杉森哲也
i放送大学

赴ｳ授）

杉森哲也
i放送大学

赴ｳ授）

7
描かれた近世の
s市（2）一幻の「安土図屏

浴v一

　本章では、前章に続き「描かれた近世の都市」というテーマを取り上げる。前章では洛中洛外図を中心として都市

}屏風の成立と展開の過程を見たが、本章では安土の城と
驩ｺ町を描いた一つの屏風絵を取り上げる。この安土屏風

ﾉついて、関連史料から詳細を明らかにするとともに、そ
ﾌ歴史的意義について検討する。

同　上 同　上

一633一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）　　　4

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 町（ちょう）

　町（ちょう）は、近世の都市における最も基礎的な自治・支配の単位である。町人たちによって構成される町中を

ｻの中核とする身分的な共同体でもあり、村と並んで近世
ﾉおける最も基本的な社会集団であるといえる。本章では、
ｬが最も早期に成立した京都の町を事例として取り上げ、
ｻの特質について検討する。

杉森哲也 杉森哲也

9 巨大都市・三都

　三都とは、江戸・京都・大坂の三つの都市を意味する。
ｱれら三つの都市は、人口規模をとっても、江戸が約100
恊l、京都・大阪が約30～40万人にも達する巨大都市であ
ﾁた。そして、いずれも幕府の直轄都市であるとともに、
渠ﾋ制の中で固有の機能を有していた。本章では、三都が
揩ﾂ機能の特質の一端について検討する。

同　上 同　上

10 近世の考古学

　近年の近世史研究の新しい動向の一つとして、近世の考
ﾃ学を挙げることができる。これまで日本考古学は、原始・古代を主たる研究対象としてきた。しかし、近年は中世

ｳらには近世をもその対象に含めるようになりつつある。
{章では、江戸を中心に都市考古学として急速に進展して
｢る「近世考古学」の現状について紹介する。

同　上 同　上

11 亨保改革から
ｩた幕府と藩

　仁保改革を推進した徳川吉宗は、紀州藩主から幕府へ入
閧W代将軍を継いだ人物であることを踏まえて、改めて幕
{と藩、将軍と大名の関係を検討する。吉宗は「恥辱を顧
ﾝず」大名に対し参勤交代の期間半減と引換えに、上げ米
�v求した。

大口勇次郎
iお茶の水

落q大学教
�j

大口勇次郎
iお茶の水

落q大高教　　崩

�j

12 幕府と朝廷

　寛政年間、幕府は「尊号一件」問題で調停を一時対立し、
ﾙ迫した関係にあった。明正天皇、後桜町天皇と二人も女
ｫを即位させた江戸時代の天皇とは何なのであろうか。幕
{と朝廷との関係を「禁中並びに公家諸法度」にさかのぼ
ﾁて考えてみたい。

同　上 同　上

13 鎖国と海防

　鎖国によって徳川の平和が保たれていたとするなら、18
｢紀後半からのロシアや欧米からの開国の誘いは、たんな
驫O交問題としてよりも幕府の独占的な国内支配体制に対
ｷる危険信号であった。諸大名を意識した海防計画を具体
Iに明らかにしたい。

同　上 同　上

14 天保改革と領地

ﾖえの失敗

　天保年間、幕府は大名の国替えを意図した三方領地替え
ﾉ失敗し、江戸・大阪周辺の私領を幕領に編入しようとし
ｽ上知令も撤回せざるを得なかった。将軍といえども恣意
Iに大名たちの領地替えをすることが出来なくなっていた
ｱとの意味を考える。

同　上 同　上

15 幕藩体制の崩壊

　強固に見えた幕藩体制のシステムもペリーの来航を期に一挙に変質した。幕末の諸事件を具体的に検討することに

謔ﾁて、幕府と藩の関係、武士と農民の身分関係、天皇の
�рﾈどが変質していく過程を明らかにし、合わせて明治
ﾛ新を考える。

同　上 同　上
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＝日本の近代＝＝（R）

〔主任講師：鳥海　靖（中央大学教授）〕

全体のねらい
　明治維新から第2次世界大戦の敗戦に至る日本の歩みについて、政治と国際関係を中心に主要なテーマを
設けて重点的に講義する。通史的概説をさけ、第8回までは「立憲政治の形成」を、第9回以降は「国際社
会における協調から孤立へ」をテーマに、それを多角的に取りあげ、日本の近代の歴史的特色と問題点を明
らかにしたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本の近代化についての理解と評価の変遷をたどり、あ
わせて、日本の近代化の国内的、国際的条件とその目標を 鳥海　　靖 鳥海　　靖

1 日本の近代を 明らかにして、日本の近代化の特色について考える。 （中央大学 （中央大学

どう見るか 教授） 教授）

加藤弘之の「隣艸」（となりぐさ）を中心に、幕末の立
憲政曲論を、対外危機意識との関連で考察する。

2 明治維新前の 同　上 同　上

立憲政治論

明治5（1872）年ごろに立案された議i会開設案や大久保
明治初年の立憲 利通の立憲政体に関する意見書を中心に、明治初年の政府

3 政治構想とその の立憲政治構想とそれを支える理念について検討する。 同　上 同　上

理念

民撰議院設立の建白・民撰議院論争、および明治13（18
80）年ごろピークを迎えた民権派による国会開設運動と、

4 国会開設運動と これに競合する形で進められた政府側の立憲制への動きに 同　上 同　上

明治14年政変 ついて、明治14年の政変のころまでを取りあげる。

伊藤博文らによるヨーロッパでの憲法調査、帰国後の宮
中改革、行政諸制度の改革（とくに内閣制度の確立）の具

5 憲法調査と 体的過程を明らかにし、改革の意図について考察する。 同　上 同　上

行　政　改　革

大日本帝国憲法の制定過程における論争点を検討し、明
治立憲制における君権主義の原理と立憲主義の原理につい

6 明治立憲制の て、憲法にあらわれた天皇と議会の地位及び権限を中心に 同　上 同　上

成立 考察する。

初期議会における政府と政党の対立と妥協を予算紛争を
中心に検討し、立憲政治の運用の実際を明らかにする。

7 初期議会の 同　上 同　上

政府と政党
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日清戦争後の戦後経営をめぐる第2次伊藤内閣と自由党
との提携から、憲政党内閣の成立を経て、立憲政友会の結

8 立憲政治の定着 成（明治33＝1900年）に至る過程を考察し、いわゆる1900 鳥海　　靖 鳥海　　靖
年体制」について検討する。

19世紀後半から20世紀初頭の日本を取り巻く国際的環境
を考え、日本の対外危機意識と対外政策を検討する。とり

9 近代国家形成期 わけ日露戦争における日本の勝利がもたらした国際社会へ 同　上 同　上

の国際環境と外 の衝撃と日本の国際的立場の変化を考察する。
交政策

日本の急速な強国化が、かえって欧米諸国と東アジア諸
国の反発と警戒を受けるに至った事情について、第一次世

10 東と西の狭間で 界大戦と戦後のパリ講和会議における日本の立場を中心に 同　上 同　上
検討する。

1920年代における国際協調の外交路線と軍縮政策につい
て、ワシントン体制の形成とそのもとでの幣原外交の基本

11 協調外交と軍縮 方針の検討を通じて考察する。 同　上 同　上

1930年代初めの対外危機の深まりを背景に、満州事変の
国際的反響と国内的影響を考察し、国際連盟脱退に至る過

12 国際的孤立化へ 程を明らかにする。 同　上 同　上

の歩み

日中戦争の勃発とその長期化とともに具体化された「東
亜新秩序」構想と国内における国家総動員体制の形成につ

13 東亜新秩序をめ いて考察する。 同　上 同　上

ざして

第二次世界大戦の勃発、とりわけナチスニドイツのヨー
ロッパ戦線における勝利が、日本の対外政策と国内体制の

14 第二次世界大戦 変革に与えた影響を、南進論・日盤割三国同盟の成立・新 同　上 同　上

と日本 体制運動の推進などを通じて考察する。

日本の「大東亜共栄圏」構想とアメリカの東アジア政策
の衝突から、日本の対米英開戦の決定過程を検討し、あわ

15 太平洋戦争とそ せて日本の東南アジア占領と敗戦が戦後の国際秩序にどの 同　上 同　上

の結末 ような影響をもたらしたか考察する。

＼
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＝： ｩ鮮の歴史と文化＝（R）

〔主任講師：武田幸男（名古屋市立大学教授）〕

全体のねらい
　日本に住む私たちにとって、最も近い外国は朝鮮であり、朝鮮は最も深い関係を結んできた隣国であった。
これからアジアの一員として、21世紀の世界に向かって進もうとするとき、改めて朝鮮の歴史と文化を学
ぶことの意義は大きいといえよう。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 朝鮮半島と朝鮮

ﾌ歴史

　朝鮮半島は、長期にわたって今日まで、朝鮮それ独自の
�jと文化をはぐくんできた主な舞台であった。そこで、
ｩ鮮半島の地理上の特色をつかみ、また歴史の大きな流れ
ﾉそった道筋をたどり、朝鮮の歴史と文化を理解する基盤
ﾆする。

武田幸男
i名古屋市

ｧ大学教授）

武田幸男
i名古屋市

ｧ大学教授）

2 朝鮮神話の世界

　今日まで伝わる朝鮮神話には、南南神話をはじめとして、
k蝸增E百済・新羅や加耶諸国（金歯加耶・大虚耶）の建
草_話などがある。個性豊かなこれらの神話をとおして、
激Aジアにおいて占める朝鮮文化の位置と特徴について考
ｦる。

李　　成市
i早稲田大

w教授）

李　　成市
i早稲田大

w教授）

3 歴史の曙から古
緕ﾐ会へ

　朝鮮半島での人類の活動は、数十万年前にさかのぼる。
竄ｪて農耕社会の誕生から政治社会の成立を経て、各地の
�ｷ層の活動が活発化する。以上、およそ紀元後三世紀ま
ﾅの動向について、考古学の成果をまじえながらたどって
ﾝる。

同　上 同　上

4 古代三国の成立
ﾆ抗争

　四世紀に百済と新羅があいついで登場し、これに高句麗
ｪ加わって、朝鮮半島ではこれら三国の抗争が本格的に展
Jすることになる。ここでは、三国の成立から抗争へ、そ
ｵて新羅による統一にいたる複雑な過程をあとづける。

木村　　誠
i東京都立

蜉w助教授）

木村　　誠
i東京都立

蜉w助教授）

5 統一新羅と渤海

　七世紀後半の百済・高句麗の滅亡は、朝鮮史の転換点と
ﾈる大きな事件であった。それ以後、朝鮮半島から中国東
k部にかけ、新羅と渤海が二百年以上にわたって南・北に
ﾀ立した。この間の動向を概観し、その歴史的意味を考え
ﾄみる。

同　上 同　上

6 高麗時代の政治

ﾆ社会

　十世紀の初め、後三国を統一して高麗が成立し、十四世
I末まで五百年間にわたって朝鮮半島を支配した。中国の
ｧ度を導入しながら支配体制を整備した前期から、モンゴ
汲ﾌ侵入を契機にさまざまな問題に直面した後期にかけて
T観する。

吉田光男
i東京大学

ｳ授）

吉田光男
i東京大学

ｳ授）

7 朝鮮王朝前期の
ｭ治と社会

　十四世紀末、高麗に替わって成立した朝鮮王朝は、朱子
wを政治理念として採用し、やがて中央集権的な官僚制度
�ﾆとのえた。それから十六世紀まで、王朝前期の社会の
ﾏ化、新しい文化の発展、国際関係の変動などについての
ﾗる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

朝鮮人は自国の言語を記録するたあに漢字をどう利用し
たか、漢文をどう読んだか、民族の文学「訓民正音」は世 菅野三三 菅野三三

8 朝鮮の言語と文 界の文字の中でどう位置づけられるか、朝鮮語はどのよう （神田外語 （神田外語
字 な言語かといった問題を考察する。 大学客員教 大学客員教

授） 授）

朝鮮王朝時代には儒教（朱子学）が公的な社会理念とし
て受容される一方、仏教は国教の地位を失ったが、土俗的 伊藤亜人 伊藤亜人

9 朝鮮の宗教と民 な信仰と結びついて民衆に浸透していった。儒教・仏教・ （東京大学 （東京大学

間信仰 道教・風水地理・巫俗など、民間信仰の特質とその社会的 教授） 教授）

背景を考える。

十六世紀末の豊臣秀吉の侵略をきっかけに、朝鮮王朝は
大きく変化し、各方面に新しい様相があらわれた。ここで 糟谷憲一 糟谷憲一

10 朝鮮王朝後期の は、王朝後期の支配体制・政治過程や対外関係の展開、経 （一橋大学 （一橋大学

展開 済の発達と社会の変容、文化の発展などについて概観する 教授） 教授）

十九世紀後半、朝鮮は世界資本主義の体制に編入され、
旧来の支配体制は動揺した。一一方で、独立と改：革の運動も

11 近代への模索 おこるが、日本は日露戦争を契機に、朝鮮の植民地化をお 同　上 同　上
しすすあた。以上の政治過程を中心に、大高君政権から植
民地化までをたどる。

植民地となった朝鮮は、米の生産地や工業の進出先とし
て日本に結びつけられた。直ちに民族独立運動が展開され 橋谷　　弘 橋谷　　弘

12 日本による植民 たが、日本は皇民化政策をとり、民族文化を抑圧した。当 （東京経済 （東京経済

地支配 時の植民地支配が、社会・経済・文化に及ぼした影響につ 大学助教授） 大学助教授）

いて考えてみたい。

植民地からの解放後、統一国家樹立への動きは挫折し、
国家は南・北に分断され、戦火を交えあった。その後、韓

13 解放から統一一へ 国は新興工業経済地域の一員となり、北朝鮮も独自の社会 同　上 同　上

主義建設を進めた。今日に直結する第二次大戦後の歩みに
ついて検討したい。

朝鮮における衣食住などの生活文化や、信仰儀礼などの
民俗文化の特質を概観しながら、近年の都市化や経済発展

14 民俗文化と現代 のもとでの衰退や変容、新しい民衆文化としての再認識や 伊藤亜人 伊藤亜人
生活 復活、郷土文化としての再創造の動きなどの現状について

考える。

朝鮮における長い歴史の展開や豊かな文化の発展は、朝
鮮半島の内部で完結するものではなかった。アジア大陸や

15 朝鮮歴史と国際 日本列島など、隣接地域の諸民族や諸国家との密接な交流 武田幸男 武田幸男
関係 をふまえ、国際的な視野のもとで理解し、展望することが

のぞまれる。

一638一



＝中国の歴史と社会（’98）＝　（R）

〔圭騰ll：鵬群麟騨秘な三才

全体のねらい
　中国の歴史は長い。その歴史は、すべて刻々と変容し生成を重ねてきた生きた社会から生みだされた。本
講は、その歴史と社会の全体性をトータルに示し、あわせて、現在の中国問題や、アジアの世紀の中に立つ
中国の理解をも深めようとするものである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 中国社会の
ﾁ徴

中国人性（チャイ二一ズネス）を考える

欄yの特色
l種・言語そして民族
ｿ字というボンド剤
_業と家族

斯波義信
i国際基督

ｳ育大学教
�j

斯波義信
i国際基督

ｳ育大学教
�j

2
都市国家連合
ﾆ中華の世界

「中華」世界のおこり

ﾒ・周の都市国家連合
S器時代へ
博q百家
V下、天命、天子

同　上 同　上

3 統一国家の
求@　あ　　け

郡県制の登場

?宸ﾌ強化
熕ｭベース

mbﾌ遺産
繩ｿの社会

同　上 同　上

4 地方の時代

遠心トレンド
U村と結社
ﾊ俗道教
ｧ教の吸収
W権の再生

同　上 同　上

5 階唐帝国の意義

中華帝国の蘇生（一）一華夷の融合一
?ﾘ帝国の蘇生（二）一集権の再建一
?ﾘ帝国の蘇生（三）一仏教、大運河、科挙一
Jかれた中国
Vしい秩序のはじまり

同　上 同　上

6

三型社会文化へ

ﾌシフト

南方中国の優位
_業と商業
J発地主・形勢戸・士大丈

S安石と朱烹
s市と郷鎮

同　上 同　上

7 世界との出会い

元朝の遺産（一）征服王朝
ｳ朝の遺産（二）東西世界の直接交渉
兼??曹ﾌ成長
f主唱の課題
C上発展の顛末

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

北京遷都のインパクト
銀経済への傾斜

8 明後半代の中国社 西洋大帆船の登場 斯波義信 斯波義信
会 白子の役割り

明から清へ

政権の特色（一）伝統保守の清政権
政権の特色（二）その内陸重視

9 清朝の光と影 資源と人口 同　上 同　上
思想の流れ
衰微の前兆

アヘンと外国
内なる危機

10 近代のはじまり たて直しの担い手たち 浜口允子 浜口允子
日清戦争が顕らかにしたもの
辛亥革命

共和国建設の方式
第一次大戦とナショナリズムの興起

11 国民国家への 企業家たちの活動 同　上 同　上
模索 国民革命の時代

南京国民政府の諸相

満州国
囲剃と長征

12 戦いの20年 日中戦争（一） 同　上 同　上
日中戦争（二）

戦後の内戦と中華民国の終焉

中華人民共和国の成立
集団化と公有化

13 社会主義の選択 人々の生活 同　上 同　上

文化大革命
毛沢東時代の特質

改革と開放
平等主義の放棄

14 「現代化」追求 一人っ子政策 同　上 同　上

の時代 一国二制度
90年代：鄭小平時代の諸相

王朝体制との訣別
国民国家建設の課題 斯波義信

15 20世紀の中国 統一とその担い手 同　上
富強、民主、そして次の課題　’

�jをかえりみる
浜口允子
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＝南アジアの歴史と文化＝（TV）

〔主任講師：辛島　昇（大正大学教授）〕

全体のねらい
　インドの文化は決して一つの民族が創り上げたものではなく、異なった民族がその地で選遁し、相剋する
中で創りあげられたものである。その長い過程は当然、世界の他の地域の歴史とも関わってくる。その様な
縦の流れと横の関係を、インドという「一つの文化」の発展に真魚させながら理解できるよう解説する。15’
回のうち、6回は現地ロケによって作成する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 諸民族の来住と
Cンダス文明

　インダス文明の担い手であったと考えられるドラヴィダ
ｯ族、それよりも古いオーストロ・アジア、シナ・チベッ
g諸民族のインド亜大陸への来住と、かれらがインド文化
`成に果たした役割と貢献について考察する。

辛島　　昇
i大正大学

ｳ授）

辛島　　昇
i大正大学

ｳ授）

2 アーリや民族の

i出

　インド文化形成に主役を演じたアーリや民族のインドへ
ﾌ進出と彼等が定住して社会を発展させていった様を、文
｣と考古学の史料を基に明らかにして行く。先住民の隷属
ｻと社会の階層化により、カースト制度の原型も築かれた。

同　上 同　上

3 仏教とマウリや

ｩ

　紀元前6・5世紀ガンジス川流域に新しい国家が出現す
驕Bそのころバラモンと儀礼中心のバラモン教に対する革
V宗教として仏教・ジャイナ教が起こった。マガダ国のマ
Eリや朝は、新しい統治理念の下にそれを保護した。

同　上 同　上

4 クシャーナ朝と

?Cンドの発展

　紀元1・2世紀のころ、インド西北部にはアフガン台地
ｩら進出したクシャーナ朝、デカンではサータヴァーハナ
ｩ、半島南部ではタミル民族の諸国家が発展し、国際的交
ｬの中で新しい文化を築き上げていった。

同　上 同　上

5 グプタ朝とヒン
hゥー文化

　4世紀のガンジス川中流域に発展したグプタ朝の下では、
qンドゥー文化の華が開いた。仏教などの新興宗教に影響
ｳれ、先住諸民族の文化をとりいれて自己改革したバラモ
搭ｳは、ヒンドゥー教として発展し、その後の社会を規定
ｷることになる。

同　上 同　上

6

ラージプート諸
痩ﾆとチョーラ

ｩ

　異民族の侵入によるグプ納戸の崩壊後、7世紀にハルシ
メEヴァルダナが北インドを統一するが、その後の北イン
hはラージプート諸国家の争いの場となる。半島部では9
｢紀にチョーラ朝が興って、大きく発展する。

同　上 同　上

7 イスラーム政権

ﾌ出現

　アフガニスタンのイスラーム政権ガズニ、ゴール両朝は
Cンドへの侵入を繰り返し、13世紀初頭にはラージプート
A合軍が破られ、デリーにイスラーム政権「奴隷王朝」が
ｬ立する。そこからインドのイスラーム化が始まる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

16世紀にはムガル朝の支配が始まる。第3代アクバル帝
ムガル帝国の発 の下では、イスラーム教徒とヒンドゥー教徒の融和がはか

8 展とヴィジャヤ られ、続くジャ隅田ンギール・シャージャハーン両手の支 辛島　　昇 辛島　　昇

ナガル王国 配下で、建築、絵画、音楽などに新しい文化の華が開いた。

アウラングゼーブ帝はデカンをも攻略し、ムガル帝国最
マラーターの台 大の版図を築き上げたが、帝国の瓦解はそこから始まって

9ド 頭とムガル帝国 いた。それを早めたのは西部デカンにおけるマラーター勢 同　上 同　上

の瓦解 力の台頭であった。

15世紀末ヴァスコ・ダ・ガマの来航以来、インドへのヨ
一重ッパ人の進出が始まった。初めは交易と布教の拡大を

10 ヨーロッパ諸勢 求めてのものであったが、地方諸勢力との争いが起こるに 同　上 同　上
力の；進出 つれて、領土の獲得が計られ、植民地支配へと発展する。

イギリス東インド会社は、インドの諸勢力およびフラン
イギリス植民地 スに勝って広大な領土を獲得し、それを支配するようにな

11 支配の確立とイ る。18世紀の後半イギリスに起きた産業革命はインドの綿 同　上 同　上

ンド大反乱 工業に大きな打撃を与えた。蓄積された不満は1857年の「
大反乱」となって爆発する。

イギリスは東インド会社の支配を取り止めて、インドを
女王の下に直接統治するようになる。この支配の強化に対

12 国民会議派の出 抗して、西洋の思想にも影響されたインドの知識人階層は、 同　上 同　上

現 伝統社会の改革と共に独立を目指して、　「インド国民会議」

） を発足させる。

1905年の「ベンガル分割令」は独立＝運動の発展に火をっ
けることになった。国民会議の過激派はテロ活動に走った。

13 ガンディーの登 1915年アフリカから戻ったガンディーは、非暴力、不服従 同　上 同　上

場 の抵抗運動を組織して、独立運動をリードする。

激しい独立運動の末、第2次世界大戦が終わった1947年
8月インドは独立を達成する。しかし、独立はインドとパ

14 分離と独立 キスタンの二つの国家に分かれてのものであった。セイロ 同　上 同　上

ンも1948年に独立し、各国は新しい発展を目指す。

独立後の経済発展政策で、インド亜大陸諸国は異なった
歩みを見せるが、いつれも、一国の中に多民族を抱える状

15 新しい秩序の模 況は同様で、それが民族紛争を引き起こし、経済発展を阻 同　上 同　上

索 害している状況が見られる。インドのカースト問題も深刻
である。
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＝＝ Cスラーム世界史＝（R）
〔主任講師：後藤　明（東京大学教授）〕

全体のねらい
　イスラームが勃興・発展した中東は、世界最古の文明を発生させた地で、またユダヤ教・キリスト教とい
うイスラームの兄弟宗教を育んだ地域である。そのことを意識しながらイスラームを軸に、中東を中心にし
て、イスラーム世界の歴史を現代まで述べる。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 現代と

@　イスラーム

　19世紀以来、ヨーロッパ文明が世界を覆ったかにみえる。
ｵかし、20世紀の末えの現在、ヨーロッパ文明以外の体系
Iな文明が滅び去ったのではなく再生しているこ、とが露に
ﾈった。イスラームがその一つである。今日のイスラーム
ﾌ有り様を多角的に述べる。

後藤　　明
i東京大学

ｳ授）

後藤　　明
i東京大学

ｳ授）

2 中東の

@　自然と歴史

　イスラームが勃興・発展した中東地域の自然環境の特色
ﾆ、そこに青った古代文明の特質を、地球規模の人類史を
w景に述べる。 同　上 同　上

3 一神教革命

紀元前1千年紀から、中東の文明は地中海全域に普及して
｢った。そこではさまざまな神々が活躍し、人間の知的活
ｮの大半は神に捧げられた。その中でユダヤ教・キリスト
ｳという一神教が発展し、地中海世界を制覇していく過程
�Aイスラームの前史として述べる。

同　上 同　上

4

アラビアの

@　　　預言者
?nンマド

地中海世界での一神教の普及をうけて、7世紀にアラビア
ﾅイスラームが勃興した。当時のアラビア社会の実情と、
ｻこでイスラームを説いたムハンマドの生涯を述べる。 同　上 同　上

5 アラブの大征服

　アラビアの住民であるアラブ人はイスラームを奉じて、
?倦S域を征服し、巨大な帝国を建設した。帝国建設の過
�ﾆ変遷を述べ、その世界史的意味を考える。 同　上 同　上

6 イスラームの
@　　　　確立

征服者となったアラブ・ムスリム（イスラーム教徒）は、
寛x配者であったユダヤ教徒・キリスト教徒と自らを区別
ｵて、次第にイスラーム独自の神学・儀礼体系を整えてい
ﾁた。このようにして確立されたイスラームについて述べ
驕B

同　上 同　上

7 シーア派の隆盛

　10世紀後半から約100年間、イスラーム世界ではシーア
hが優越していた。シーア派の起源からその特色について
qべる。 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

11世紀後半になると、スンナ派がシーア派の勢力を押え
て、政治的多数派としての地位を確立する。それと同時に

8 スンナ派の復興 スンナ派のウラマー（イスラーム知識人）を養成するマド 後藤　　明 後藤　　明
ラサ（高等学院）の制度が確立してイスラームは固定化し
ていく、その過程を述べる。

イスラーム法学の確立・固定化と並行して、民衆の間で
は神秘主義教団が根を下していく。そして聖者廟参拝や聖

9 民衆の 者聖誕祭などが盛んになる。このような民衆の間のイス 同　上 同　上

イスラーム ラームについて述べる。

13世紀のモンゴル人の西征以来、東方イスラーム世界で
は遊牧民の勢力が卓越するようになった。一方西方イス

10 モンゴル帝国と ラーム世界でもベルベル人が政権をつくるようになる。こ 同　上 同　上

マムルーク朝 れらの政権の性格とイスラーム世界の有り様について述べ
る。

12・3世紀ごろから、インド、東南アジア、黒人アプリ
力社会などへ、イスラーム世界は拡大していった。当時の

11 拡大する 世界の構造的変化を背景に、この拡大について述べる。 同　上 同　上

イスラーム世界

14世紀から、オスマン帝国のもとでイスラーム世界は、
東欧を含めて政治的に統合された。オスマン朝の統治の特

12 イスラーム世界 徴について述べる。 同　上 同　上

の大帝国

18世紀からヨーロッパ勢力の世界侵略が始まる。この時
期まではイスラームに対抗できる理念はなかった。ここで

13 イスラーム世界 はじめてヨーロッパ文明という対抗物をもった。そのこと 同　上 同　上

の再編 によってイスラームはイスラームであることを自覚してゆ
くが、その様子を述べる。

20世紀は、全地球が「国民国家」によって分割された時
代である。　「国民国家」はそれ独自の理念をもち、自己成

14 国民国家と 長していくが、それはイスラームの理念と矛盾する場合が 同　上 同　上

イスラーム 少なくない。　「国民国家」とイスラームの関係について述
べる。

1979年のイラン・イスラーム革命は、イスラームが現代
政治のイデオロギーであることを立証した。革命は湾岸地

15 民族運動からイ 域の力関係を激変させて、イラン＝イラク戦争と湾岸戦争 同　上 同　上

スラーム運動 の引き金となった。現代国際政治とイスラームの関係につ
いて述べる。
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＝古典古代史＝（TV）
〔主任講師：伊藤貞夫（放送大学教授）〕

全体のねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　古代ギリシア・ローマの歴史を、自由な市民たちが築き上げた、その独自な社会と文化に焦点を合せっっ
辿る。ギリシアとローマを対比しながら、同時に古典古代全体が世界史上に占める位置を明らかにし、その
歴史を学ぶ意義を伝えたい。古典古代を受講者にとり身近なものとするよう努めるとともに、先端的な研究
状況にも触れる。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

序論。ギリシア・ローマと現代とのかかわりを糸口に古
典古代を学ぶ意味を考えるとともに、歴史展開の場である 伊藤貞夫 伊藤貞夫

1 古典古代史を 地中海周辺地域の風土を眺あ、且つ通史的枠組を時；期区分 （放送大学 （放送大学

学ぶために により明らかにする。19世紀以来の研究史、史料の伝存状 教授） 教授）

況にも言及する。

ギリシアの先史時代を扱う。シュリーマン、エヴァンズ
の発掘成果を紹介するとともに、ヴェントリスによる線文

2 混沌の中から 字B文書の解読の成果を基に小王国分立時代の社会像を再 同　上 同　上
構成する。諸王国崩壊後の混乱の中からポリスが姿を現わ
す過程にも推論は及ぶ。

古典古代の本来的特徴は、都市を核とする独立の社会の
多数分立にある。その様相を最も純粋な形で具現したのが

3 ポリスとは何か 前8～4世紀のギリシアであった。ポリスと呼ばれるこの 同　上 同　上
種の小国家の外観、住民構成、人的結合の状況を盛期アテ
ネを教デルに再現する。

盛期ポリスで具現された世界史上希有の徹底した直接民
輪姦は、一挙に成立したものではない。ポリスの初期には

4 民主政への歩み 貴族政が布かれ、それが長い年月をかけ、いくつかの節目 同　上 同　上
をへて民主政に移行する。その過程をアテネとスパルタを
例にとり説明する。

前462年から前322年にかけてのアテネは、アリストテ
レスrアテナイ人の国制』のパピルス写本の発見によって、

5 直接民主政の 国政運営のしくみが細部にわたり明らかにされている。立 同　上 同　上
しくみ 法・行政・司法について制度の詳細を述べるとともに、そ

の運用の実態にも言及する。

民主政のもとで市民たちはどのような生活を送っていた
だろうか。家の中で営まれる日常生活、戸外でのスポーツ、

6 ポリス市民の 家とポリスとを共に支える経済活動などに論及する。ペロ 同　上 同　上
生活 ポネソス戦争後、市民たちの意識や行動に変化が生ずる点

にも留意したい。

ヘレニズム時代の政治史。前338年マケドニアのフィリ
アレクサンドロ ボス2世によるギリシア本土諸ポリスの制覇が成り、アレ 大戸千之 大戸千之

7 スと後継者たち クサンドロスの東征と後継者たちによるエジプト・シリア （立命館大 （立命館大

両王国の建設により、ギリシア世界は遙か東方に拡がる。 学：教授） 学教授）

ローマの東方進出も見逃せない。
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 ヘレニズムの
ﾐ会と文化

　ヘレニズム時代のいわゆる東西文化融合の実態とはいか
ﾈるものか、マケドニア人・ギリシア人の支配は古代オリ
Gントの故地にどれほどの社会的変容をもたらしたかを、
ｼは小アジア・エジプトから東は中央アジアまでを視野に
?黷ﾄ幅広く論究する。

大戸千之 大戸千之

9 都市国家ローマ
ﾌ成り立ち

　イタリア半島も本来、都市国家分立の世界であり、初期
ﾉはエトルスキの諸市が優勢で、ローマもその影響下にあ
ﾁた。エトルスキ研究の現状を述べるとともに、ローマ貴
ｰの政権奪取に始まる共和政成立史を、僅：かな史料を基に
ﾄ構成する。

平田隆一
i東北大学

ｳ授）

平田隆一
i東北大学

ｳ授）

10 共和政から帝政

ﾖ

　ローマ共和政では貴族の実力と威信が温存され、有力貴
ｰ間の角逐と外征とが絡み合い、オクタヴィアヌス（アウ
Oストゥス）による地中海世界統一と、その単独支配すな
墲ｿ帝政の成立へと帰結する。ギリシアの場合との対比を
O頭に、以上の経緯を説明する。

同　上 同　上

11 ローマ市民の
｢界

　ローマは多くの民族を漸次包摂し、それら諸民族の文化
�z収しつつ発展した。伝存史料に恵まれた共和政末期か
迺髏ｭ初期に焦点を合せ、ローマ人はいかなる社会に生き、
｢かなる文化を育んだかを、具象的に述べる。

同　上 同　上

12 「ローマの平和」

　五賢帝の時代はローマ帝政の安定期であり、帝国の支配
ﾌ域が最大規模に達するとともに、潮浴都市にローマ風の
ｶ活様式と古典文化が広くゆきわたる。しかしそれはロー
}による諸民族支配の進展をも意味していた。　「平和」と
u繁栄」の実態を史料に即して考察する。

松本宣郎
i東北大学

ｳ授）

松本宣郎
i東北大学

ｳ授）

13 帝国とキリスト

ｳ

　ギリシア文化と同じく、キリスト教もローマ帝国を媒体
ﾆして、のちのヨーロッパに伝えられる。この教えが当初
A異教徒や帝国側の迫害に遭いながら遂に国教化する、両
ﾒの錯雑した関係を丸最近の研究成果を踏まえて明らかに
ｷる。

同　上 同　上

14 時代の転換

　3世紀以後、帝国の危機的状況は専制君主政を生み、自
Rな市民たちの世界は閉塞へと向かう。中世社会形成への
ﾙ動が始まるが、この古代末期の様相を浮彫りにするとと
烽ﾉ、なぜローマ帝国は滅んだかを、諸説を紹介しつつ考
ｦる。

同　上 同　上

15 古典古代の歴史

I位置

　ギリシアとローマの相違を考えるとともに、両者が世界
jの上でどのような位置を占めるかを論ずる。古典古代の
ﾁ殊な社会と文化が近代ヨーロッパに承け継がれ、本来は
ﾎ極的位置にありながら、私たちの生活をも半ば規定して
｢る事実を指摘したい。

伊藤貞夫 伊藤貞夫
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＝ヨーロッパの歴史＝二（TV）

〔主任講師．樺山紘一（東京大学教授）〕

全体のねらい
　西ヨーロッパの歴史を中心として、その全体的構造を解説しようとするものである。平成7年度に開設さ
れる古典古代の歴史、および将来において開設が期待される近代・現代についての講座との連携を念頭にお
いて、中世と近世における西ヨーロッパの歴史を政治・社会・文化など広範な角度から論じようとする。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

f
（所属・職名） （所属・職名）

ヨーロッパ史の舞台となる地域の自然環境や人文的状況
ヨーロッパの歴 を解きあかし、また中世から近世にかけての時代変遷を区 樺山紘一 樺山紘一

1 史を考える一 分して全体としての見通しを明らかにする。ヨーロッパに （東京大学 （東京大学

総論 おける現地ロケーションを中心に講義する。 教授） 教授）

東西のゴート王国、フランク王国の成立と旧来のローマ
文明との連続および断絶を念頭におきっっ、あらたな社会 高山　　博 高山　　博

2 ゲルマン人諸国 的構造原理の登場について、当時の記述史料にもよりつつ （東京大学 （東京大学

家の成立 論ずる。 助教授） 助教授）

9世紀以後、12・3世紀にかけてのヨーロッパにおける
封建制社会の成立をあつかう。戦士集団の構造原理をはじ 河原　　温 河原　　温

3 封建社会の構造 め、その経済的基礎としての荘園制の形成と変容をも視野 （東京都立 （東京都立

にくわえる。 大学助教授） 大学助教授）

古代の伝統をうけた都市が、中世の展開のなかでいかに
存続したか、またあらたな環境のなかでいかに新生したか

4 都市の出現 をみとおしながら、中世に固有の自治都市をうみだしてゆ 同　上 同　上

く過程を追跡する。

封建社会の無政府的状況のなかから、行政上の主権をも
つた国家と王権が自立してゆく道を、イギリス・フランス

5 国家と王権 ・ドイツなど個々の事情を参照し、また比較史的視野をも 高山　　博 高山　　博
導入しつつ論ずる。

北方のヨーロッパにおける封建社会の形成に並行して、
十字軍や商業などによる東方イスラム世界などとの接触を

6 中世の地中海世 とおして、あらたな文明の刺激をうけながら成長するヨー 同　上 同　上

界 ロッパ世界を描く。

キリスト教の浸透とその成熟過程をみながら、西欧三文
化の核心が形成されてゆくありさまを、修道院・大学など

7 キリスト教会と の施設の成立と機能をとおして解明する。現地のロケー 樺山紘一 樺山紘一
その文化 ションによる検：証を中心に講義する。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容

執筆担当・講　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 中世世界の展開

ﾆ終焉

　14・5世紀以降のヨーロッパ世界が、疾病・凶作さらに
嵭吹E暴動など困難な状況のなかで、次第に再編成への機
ｲをみいだし、あらたな時代への原理を作りだしてゆく過
��`写する。

河原　　温 河原　　温

9 ルネサンスの開

ﾔ

　イタリアに始まるルネサンス運動が、固有のヨーロッパ
I内在力と外世界からの衝撃をうけつつ成熟するありさま
�A現在まで伝承された文化遺産の解読をとおして、現地
鴻Pーションを中心に講義する。

樺山紘一 樺山紘一

10 ヨーロッパ世界

ﾌ拡大

　インド航路とアメリカ航路の開発によって急速に世界各地での植民活動を開始するヨーロッパ諸国の拡大活動と、それにより受けとることになった外世界の商品や情報のインパクトについて扱う。

高澤．紀恵
i国際基督

ｳ大学準教
�j

高澤紀恵
i国際基督

ｳ大学準教
�j

11

絶対王政期の国

ﾆ1
Cギリス

　集権的国家としてのイングランドが16世紀以降、国家と
ｵての緊密さと社会的な成熟とを進行させ、ついには2次
ﾉわたる革：命によっていちはやく近代社会への道筋を発見
ｷる道程をたどる。

青木　　康
i立教大学

ｳ授）

青木　　康
i立教大学

ｳ授）

12

絶対王政期の国

ﾆH
tランス

　大国フランスの王権が特権的貴族集団の抵抗を相手にし
ﾈがら、徐々に集権的国家機構を整備し、ついには行政的
ﾈ絶対権力を構築する経過をたどりつつ、近世社会の本質
Iな強さと弱さとを明らかにする。

高澤紀恵 高澤紀恵

13

絶対王政期の国

ﾆIH
hィッと東欧

　領邦の分裂になやみつづけるドイツと、さらに新生のス
宴u国家の樹立に挑ぶ東欧の諸国とが、絶対王政への道を
J発する特異な機軸を追求し、中央・東ヨーロッパ世が構築されるありさまを描く。

青木　　康 青木　　康

14 近代文化への道

　キリスト教における改革、科学と哲学における近代啓蒙への道、さらに芸術や学術の諸分野における発展が、西欧の精神的基礎をうみだし、ついには伝統的文化の刷新に到

Bする過程をたどる。
高澤紀恵 高澤紀恵

15 近世ヨーロッパ

ﾌ終焉

　17・8世紀のヨーロッパ世界を全体として概観し、絶対主義国家がその基盤において揺らぎながら、あらたな社会への萌芽を形成してゆく過程を問題とする。フラシス大革

ｽの直前までを対象とする。
青木　　康 青木　　康
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＝ヨーロッパと近代世界＝（R）

〔主任講師：川北　稔（大阪大学教授）〕

全体のねらい
　現代世界はひとつだといわれる。そのような一体としての世界は、どのようにして成立してきたのか。南
北格差はなぜ生じたのか。なぜ、ヨーロッパが中心となり、資本主義が発達したのか。このような問題に、
歴史的な観点から解答を与える。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 世界システムと
｢う考え方

　近代世界を一つの巨大な生き物のように考え、近代の世
E史をその展開過程として捉える見方を世界システム論と
｢う。この講義の基本的な視角として、世界システム論の
v点を解説し、従来の一国史的な見方との違いを説明する。

川北　　稔
i大阪大学

ｳ授）

川北　　稔
i大阪大学

ｳ授）

2 近代への序曲

　15世紀のヨーロッパ封建社会は、経済的にも、社会的に
焉A危機の状態にあった。この危機への対応策として、世
Eシステムの形成が進むことになる。なぜ、ヨーロッパが
ﾎ外進出に危機の解決策を求めたのかを検討する。

同　上 同　上

3 キリスト教徒と

＠ｿを求めて

　十字軍と国土回復運動の延長として対外進出に乗り出し
ｽポルトガルの事情と、ポルトガル人到来以前のアフリカ
ﾌ状況、アジアの諸交易圏の繁栄ぶりをまじえて検討する。
?[ロッパ経済圏とアジアのそれのつながりかたをみる。

同　上 同　上

4

スペイン帝国の
ｬ立と世界シス、
eムの確立

　スペイン国王カルロス一世による世界帝国形成の企図と
ｻの挫折、フェリーペニ世の下でのアメリカ開発の進行を
_じ、ラス・カサスの見解をもとに、先住民“クリオー
Wョ（現地生まれの白人）”スペイン人の関係について検
｢する。　　’

同　上 同　上

5 17世紀の危機

　17世紀はヨーロッパをはじめ世界全体が危機的な状況に
?ﾁたとされ、世界システムは収縮の局面に入った。この
條冾ﾉ英・仏・蘭三国が、スペイン・ポルトガルに挑戦し、
Iランダがヘゲモニーを確立することを論じる。

同　上 同　上

6 環大西洋経済圏

ﾌ成立

　16世紀末から経済的危機に陥ったイギリスが、北米にお
ｯる植民地形成にむかい、その結果、貿易の爆発的な展開
�ﾝたこと（商業革命）を論じる。また、この現象が、イ
Mリスの社会構造を転換させ、産業革命の展開の前提とな
ﾁたことをも論じる。

同　上 同　上

7 ヨーロッパの生

?v命

　商業革命が展開するにつれて、アジアやアメリカの新奇
ﾈ商品が流入した。これに伴って、ヨーロッパ人の生活が一変したことを、イギリスにおける綿織物の消費や紅茶の

°yを例にとりあげて説明する。こうして近代ヨーロッパ
lの生活様式が成立し、生活必需品となったアジア商品の
綜Y化の過程として、工業化が進行することを示唆する。

同　上 同　上

@r
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

植民地に基礎をおく富裕な階級の成立を、プラッシーの
戦い以後のインドの状況やカリブ海・北米植民地の事情を

8 砂糖王と煙草貴 中心に検討する。同時に、北米・アジア・ラテンアメリカ 川北　　稔 川北　　稔
族 のヨーロッパとの関わりかたの違いを、それぞれの地域の

現況との関係を念頭におきつつ検討する。ヨーロッパ人の
アジア観の転換にも言及する。

トリニダード・トバゴの首相でもあった歴史家エリック
・ウイリアムズの生涯とその学説を紹介しながら、イギリ

9 奴隷貿易の展開 スの産業革命が黒人奴隷制度との深い関係のもとに展開し 同　上 同　上
たことを論じる。

イギリスから北米植民地への移民の出自を分析し、アメ
リカ植民地が貧困・犯罪・家庭崩壊などの、本国の社会問

10 だれがアメリカ 題の解決の場とされたことを指摘する。この傾向は、はる 同　上 同　上

をつくったのか かのちの時代まで継続することをも説明する。

産業革命とフランス革命の歴史的意味を、世界システム
論の立場から再検討する。産業革命はなぜフランスではな

11 二重革命の時代 く、イギリスに起こったのか。フランス：革命とは、結局、 同　上 同　上

何であったのか。アメリカ独立革命やハイチやラテンアメ
リカ諸国の独立を含めての環大西洋革命論にも触れる。

イギリスの工業化や都市化が、世界システムの展開とど
のように結びついていたかを、生活史の側面から説明する。

12 奴隷解放と産業 砂糖関税が引き下げられ、穀物法が廃止され、東インド会 同　上 同　上

革命 社の特権が制約されていく過程（「自由主義的諸改革」）
を、ひろく論じる。

アイルランドにおけるポテト飢餓を契機に、大量の移民
がアメリカに渡ったが、イギリス帝国を中心に19世紀にお

13 ポテト飢謹とア ける労働者の地球規模での移動に焦点をあわせる。アメリ 同　上 同　上

メリカへの移民 カやオーストラリアにおける人種主義思想の形成にも言及
する。

イギリスの繁栄の象徴といわれた1851年のロンドン万国
博と、1877年のインド帝国式典を象徴的なイヴェントとし

14 パクス・ブリタ てとりあげっっ、大英帝国の繁栄とその陰り、とくにアジ 同　上 同　上

ニカの裏表 ア支配のありかたについて論じる。

旧植民地各地からの大量の入移民によって、多民族国家
となりつつあるイギリスの現状を中心に、ヨーロッパにお

15 ロンドンのカー ける移民労働者の問題を、生活文化の側面から検討し、あ 同　上 同　上

ニヴァル わせて世界システムのゆくえをさぐることで、講義全体の
エピローグとする。
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＝アメリカの歴史＝（TV）
〔主任講師　紀平英作（京都大学教授）〕

全体のねらい
　近代の初頭に、ヨーロッパ人の植民によって様相を一変した「新大陸」社会は、その後、18世紀から20世
紀にかけて独自の国家群を形成していった。本コースは、ヨーロッパ人の進出から始まる近代以降の南北ア
メリカ大陸の歴史を現代まで、概観する。アメリカ合衆国のほかに、中南米諸国にもふれる。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

（1）新大陸「肇見」の思想史的な意味、　（2）アメリ
力大陸の文明（アステカ・インカ）とスペイン人心同者に 清水忠重 清水忠重

1 新旧両世界の出 よる征服、　（3）銀の採掘とヨーロッパ経済への影響、 （神戸女学 （神戸女学

会い （4）英・仏・蘭のカリブ海地域への進出、についてみる 院大学教授） 院大学教授）

（1）最初期の移民の性格、　（2）本国と植民地の対立
と独立への道、　（3）連邦体制の再編（連合規約から合衆

2 北米大陸の植民 国憲法）、　（4）対外政策と政治制度の特徴、　（5）建国 同　上 同　上
と合衆国の独立 期の領土膨張の思想、についてみる。

（1）砂糖プランテーションと大西洋奴隷貿易、　（2）
独立運動の背景（「フルボン改革」　「ポンバル改革」な

3 中南米植民地の ど）、　（3）合衆国の対応（「モンロー主義」）、につい 同　上 同　上
独立 てみる。

（1）政治的民主化の進展、　（2）　「改革の時代」の諸

合衆国の西への 相、　（3）異人種の抑圧と排除（自由黒人の植民とインデ
4 膨張と民主主義 イアンの強制移住）、　（4）大陸国家の実現、についてみ 同　上 同　上

の興隆 る。

（1）交通革命、産業革命の進展と地域利害の対立、
（2）ミズーリ論争以後の新領土における線引きの問題、

5 合衆国における （3）南北の思想的対立（北部の反奴隷制・反黒人の論理 同　上 同　上
南北対立の激化 と南部の奴隷制擁護論、少数派擁護論）、についてみる。

（1）南北戦争の勃発、　（2）南北戦争と奴隷解放、
（3）南北戦争下のアメリカ合衆国社会、　（4）南北戦争 横山　良 横山　良

6 南北戦争と再建 と国際社会、（5）南部の再建、（6）南北戦争・再建の （神戸大学 （神戸大学

の時代 時代の意味、についてみる。 教授） 教授）

（1）フロンティアの時代の終幕、　（2）技術開発と工
19世紀末の合衆 業化および「独占」の発生、　（3）移民と都市化、　（4）

7 国社会 「ギルディッド・エイジ」の政治と文化、　（5）労働者・ 同　上 同　上
農民の抵抗、　（6）1890年代の意味、についてみる。
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 中南米諸国にお
ｯる「近代化」

ﾌ苦悩

　（1）国民国家形成の苦悩、　（2）中南米諸国と国際社
?A　（3）輸入経済の発展と従属化、　（4）近代化と都市
ｻ、についてみる。 横山　　良 横山　　良

9 20世紀初頭の合

O国

　（1）　「帝国」への道、　（2）革新主義運動の進展、
i3）　「新しい社会」の理念と現実、　（4）第一次世界大

墲ﾆ合衆国社会、についてみる。 同　上 同　上

10 中南米諸国と合

O国の影

　（1）中南米諸国における民衆の登場と変革の時代、
i2）汎米主義と反米主義、　（3）メキシコ革命について

ﾝる。 同　上 同　上

11

瞬間期の合衆国
ﾆ第二次世界大

　（1）　「新時代」の到来、　（2）大恐慌の嵐、　（3）フ

宴塔Nリン・ローズヴェルトの登場、　（4）ニューディー
巨ｭ治の展開と帰結、　（5）変動する国際政治と合衆国、
i6）第二次世界大戦、についてみる。

紀平英作
i京都大学

ｳ授）

紀平英作
i京都大学

ｳ授）

12 中南米諸国によ
骼ｩ立の試み

　（1）三間期の米州関係、　（2）世界恐慌と中南米諸国、
i3）メキシコの動向、　（4）ブラジル、中南米の動向、
i5）第二次世界大戦と中南米諸国、についてみる。 同　上 同　上

13
冷戦開始から
P960年代

　（1）世界政治の覇者として、　（2）冷戦の開始、　（3）
ｩ鮮戦争と冷戦の激化、　（4）豊かな社会とアメリカ的生
?l式、　（5）60年代の改革の潮流、についてみる。 同　上 同　上

14 苦悩する中南米
剥

　（1）冷戦と中南米諸国、　（2）キューバ革命と社会主
`への動き、　（3）軍事政権の台頭、　C4）輸入代替工業
ｻ政策の内実とその帰結、　（5）失われた10年間、につい
ﾄみる。

同　上 同　上

15

パクス・アメリ
Jーナの時代を
ｱえて

　（1）泥沼化するヴェトナム戦争、　（2）世界経済にお
ｯる合衆国の覇権の後退、　（3）冷戦の終息、　（4）苦悩
��ｦる合衆国社会、　（5）21世紀を間近にして、につい
ﾄみる。

同　上 同　上
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＝芸術の古典と現代＝（TV）

〔主任講師：青山昌文（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　芸術とは何か、芸術が分かるとはどういうことか、・という問いから始めて、絵画・彫刻・音楽・文学・演
劇・映画・建築の各々の本質を探り、それらの代表的な古典作品と現代作品を例に挙げて、具体的にその基
本性格を明らかにする。特に私達が現に生きている現代社会との関わりを重視して、現代芸術の意味の解明
に力点を置く。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 芸術とは何か
1．芸術について考えるということの意義
Q．「芸術」という概念の歴史 青山昌文

i放送大学
赴ｳ授）

青山昌文
i放送大学

赴ｳ授）

2 自然美と芸術美
1．自然美の本質一自然美学の歴史
Q．自然美と芸術美一その相違性と同一性 同　上 同　上

3 芸術の分類
1．古典的諸分類一アリストテレス、カインツ等による分類
Q．現代的諸分類：一スーリオ、竹内敏雄等による分類 同　上 同　上

4 絵画・平面の古

T

1．絵画・平面の基本的性格
Q．絵画・平面の古典作品の基本的性格
R．ミケランジェロのシスティナ礼拝堂天井画一トルナイ等
@によるその美的解明
S．フラ・アンジェリコやシモーネ・マルティーこのr受胎
@告知』等の作品一ルネサンス美術研究家によるその美的
@解明
T．シャルダンの静物画一ディドロによるその美的解明

同　上 同　上

5 絵画・平面の現

1．絵画・平面の現代作品の基本的性格
Q．ウォーホルのrマリリン・モンロー』等の作品一現代の
@批評家によるその美的解明
R．キーファーrイカルス避等の作品一現代の批評家による
@その美的解明
S．森村泰昌のr批評とその愛人避等の作品一現代の批評家
@によるその美的解明

同　上 同　上

6 彫刻・立体の古

T

1．彫刻・立体の基本的性格
Q．彫刻・立体の古典作品の基本的性格
R．ギリシア彫刻rポセイドーン』等の作品一古代美術研究
@家によるその美的解明
@　4．ミケランジェロやドナテッロのrダビデ』等の作品一ト　ルナイ等によるその美的解明

T．鎌倉彫刻の作品一日本美術研究家によるその美的解明

同　上 同　上

7 彫刻・立体の現

1．彫刻・立体の現代作品の基本的性格
Q．シーガルのrゲイ・リベレーション』等の作品一現代の
@批評家によるその美的解明
R．アバカノヴィッチのrワルシャワ2等の作品一現代の批
@評家によるその美的解明
S．キーファーのr革命の女たち£等の作品一現代の批評家
ﾉよるその美的解明

T．工藤哲巳のr連鎖反応』や土屋公雄の灰作品等の作品一
@現代の批評家によるその美的解明

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1．音楽の基本的性格一古典と現代

2．モーツァルトのrフィガロの結婚』やrレクイエム』等
8 音楽の古典と現レ の作品一ゲント等によるその美的解明 青山昌文 青山昌文

代 3．リゲティのrレクイエム刃等の作品一回忌音楽研究家や
ベンヤミン美学によるその美的解明

1．文学の基本的性格一古典と現代一
2．ホメロスのrイリアス毒オデュッセイア』作品一望典文

9 文学の古典と現 学研究家やプラトンによるその美的解明 同　上 同　上
代 3．ジョイスのrユリシーズ灘等の作品一十代文学研究家に

よるその美的解明

1．演劇の基本的性格一古典と現代一
2．ソフォクレスのrオイディプス』等の作品一アリストテ

10 演劇の古典と現 レスによるその美的解明 同　上 同　上
代 3．ブレヒトのrガリレイの生白等の作品一現代演劇研究

家によるその美的解明

1．映画・映像の基本的性格一古典と現代一
2．キューブリックのr2001年宇宙の旅』等の作品一映画研

11 映画・映像の古 師家によるその美的解明 同　上 同　上

典と現代 3．河口洋一郎のrGIGALOPOLIS誰等の作品一CGアート研究
家によるその美的解明

1．建築の基本的性格
2．建築の古典作品の基本的性格

12 建築の古典 3．パルテノン神殿・アファイア神殿一ウィトルウィウスや 同　上 同　上

ギリシア美術・建築研究家によるその美的解明
4．シャルトル大聖三一ゴシック美術・建築研究家によるそ
の美的解明　　　　　　　　　　　　　　k

1．建築の現代作品の基本的性格
2．ボフィルのアブラクサス館一現代建築研究家によるその
美的解明

13 建築の現代 3．ヤノブスキーのrピカソ・アリーナ』一現代建築研究家 同　上 同　上

によるその美的解明
4．安藤忠雄のr水の教会』一現代建築研究家によるその美
的解明

1．芸術と社会の基本的関係
2．古典芸術と社会の基本的関係

14 古典芸術と社会 3．ミケランジェロのrダビデ毒とルネサンスのフィレン 同　上 同　上

ツェ社会一トルナイ等による分析

1．現代芸術と社会の基本的関係
2．クリストのrライヒスターク・プロジェクト』とべルリ

15 現代芸術と社会 ン・ライヒスタークの現代史一クリスト自身等による証 同　上 同　上

言と分析
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＝美術史と美術理論＝（TV）

　　〔主任講師：木村三郎（日本大学教授）〕

全体のねらい
　1。西洋17世紀絵画の見方
　2．美術史学史の紹介
　3．わが国にある西洋17世紀絵画の紹介
　4。リサーチ・ガイド

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 美術史を学ぶ楽

ｵみ

　「受胎告知」を描いた2点の作品を並列して見せ、西洋
?p史において代表的な作品の比較を行なう。そこから、
�u生の感覚による自主的な判断を尊重しっっ、帰納的方
@で美術作品の美しさの秘密を考える。一方で、美術史通
jとしての、副読本の指定を行なう。大原美術館の作品に
熕Gれる。

木村三郎
i日本大学

ｳ授）

木村三郎
i日本大学

ｳ授）

2 一画家伝から見た

G画

　ヴァザーリ、ベローリの二人の代表的な画家伝作者にし
ﾚって、16～17世紀の初期資料を紹介する。実証主義美術
jにも触れる。 同　上 同　上

3 情念表現から見
ｽ絵画

　プッサン作《マナの収集》　（ルーヴル美術館）とティン
gレット《マナの収集》　（ヴェネツィア・・スクオーラ・
Tン・ロッコ）の比較をしながら、17世紀における、絵画
ﾌなかの情念表現のありかたを紹介する。　rバロック」と
｢う概念について、その成立についても触れる。

同　上 同　上

4 時代考証から見

ｽ絵画

　絵画作品の制作過程を作品に即しつつ分析する。古代美
pの17世紀美術への影響を論じる。また、この時代重要で
?ﾁたデコールム理論について述べる。 同　上 同　上

5 様式から見た絵

　ラファエロとルーペンスが描いた、同主題の作品の比較
�ｵながら、ヴェルフリンを中心として、バロックの概念
ﾌ整理を行ないっっ、その著「美術史の基礎概念」を学ぶ。 同　上 同　上

6 図像学から見た
G画（1）

　神話主題、宗教主題の作品を取り上げ、そこに描き込ま
黷ｽ「典拠」　「アトリビュート（持物）」を中心に説明し、
Cコノグラフィー（図像学）の基礎を学ぶ。 同　上 同　上

7 図像学から見た
G画（2）

　三三画を取り上げ、抽象的な観念を表す擬人像を手がか
閧ﾉ、一層複雑な意味の担った絵画のありかたを考える。
送ｧ西洋美術館を訪れる。イコノロジー（図像解釈学）の
?閧ｩたにも触れる。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

西洋画のなかで、風景画がジャンルとして確立するのが、
17世紀である。わが国にある作品にも触れながら、その展

8 風景画を見る 開を考える。19世紀の印象派風景への影響にも触れる。 木村三郎 木村三郎

美術作品を、素材と側面から考える。文化財の修復の視
点から、17世紀絵画の事情を認識し、ものそのものとして

9 文化財保存科学 の作品の歴史的なありかたを分析する。 同　上 同　上

から見た絵画

印刷教材では、絵画とコレクターの関係を論じているが、
映像では、　「バロック建築とその展開」を扱いたいと考え

10 バロック建築と ている。ローマにおけるバロック建築誕生の過程を紹介し、 同　上 同　上
その展開 一方では、中央ヨーロッパにおける、たとえば、ドイツの

アザム兄弟の建築を初めとした、その代表作の展開を跡づ
けたいと考えている。

17世紀は、東西交流が始まった時代であり、美術におけ
美術の東西交流 るその事例を学ぶ。イエズス会の宗教美術上の意味、版画

11 （1）……西洋から の影響などを確認し、わが国の洋風画への影響を学ぶ。特 同　上 同　上
日本へ にフランシスコ・ザビエルの図像問題を中心にその関係を

考える。

この時代は、前回の講義とは逆に、東洋から丸西洋美術
美術の東西交流 に伝わった美術的、文化的な関係を論じる。イエズス会の

12 （2）……日本から 問題、シノワズリー、ジャポニスムの問題などに焦点をあ 同　上 同　上
西洋へ てる。

美術史研究で必要な初歩の写真撮影の方法を、具体的に
学ぶ。日本美術を対象に選んで、研究に必要な基礎的な技

13 美術研究旅行の 術を確認する。 同　上 同　上
方法

展覧会会場で、近年特に入手しやすい展覧会カタログの
意味とその歴史的な背景、また学術的な意味を考える。

14 展覧会カタログ 同　上 同　上

の意味

印刷教材に執筆された多くの参考文献を、どのように入
回し、学ぶか、という問題を、実際に美術館図書室で研究

15 美術情報を探す するという視点から確認する。図書館学的な視点から分析 同　上 同　上

する。一方で、アート・ドキュメンテーションの現場も、
ヨーロッパの実例から紹介したい。
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＝西洋音楽の歴史＝CTV）
〔主任講師：笠原　　潔（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　西洋音楽の歴史を辿りながら、その背景となった西洋文化全般について学ぶ。前半では、西洋音楽文化の
基盤となった音楽観や諸制度、各時代の音楽に影響を及ぼした政治・社会状況の解明に重点を置き、後半で
は近代の代表的な作曲家を取り上げて、その表現法を具体的な作品に即して分析する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

西洋音楽史の流れを追いながら、各時代の音楽の様式的
西洋音楽の時代 特徴を明らかにする。 笠原　　潔 笠原　　潔

1 区分と様式 （放送大学 （放送大学

助教授） 助教授）

西洋の音学観の根底にある古代ギリシアの音楽観を、
「ムーシケー」という概念の分析を中心に概観する。

2 古代ギリシアの 同　上 同　上

音楽

キリスト教が、母体となったユダヤ教からどのような音
糞下の諸制度を継承し、それをどのように発展させて西洋

3 ユダヤ教から 音楽の枠組みとなる諸制度を構築していったかを明らかに 同　上 同　上

キリスト教へ する。

西洋中世前半の時代を彩るローマ・カトリック教会聖歌
の成立と展開の歴史を追いながら、フランク王国とローマ

4 キリスト教の 教会の関係、修道院の果たした役割などの点を明らかにす 同　上 同　上

聖歌 る。

西洋中世後半の時代における世俗音楽隆盛の様子を紹介
しながら、その背景にある西洋文化とアラビア文化の接触、

5 世俗音楽の隆盛 都市文化の繁栄、恋愛観の変化、など当時の西欧文化の新 同　上 同　上

動向を紹介する。

十四世紀から初期ルネサンス時代に至る作曲様式の変化
を追いながら、こうした変化をもたらした当時の西洋の政

6 十四世紀からル 治状況を紹介する。 同　上 同　上

ネサンスへ

十六世紀の盛期ルネサンス時代の西洋音楽の様相を紹介
するとともに、宗教改革が音楽に投げかけた波紋について

7 盛期ルネサンス も論ずる。 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

前八章のまとめとして、キリシタン時代の洋楽流入の問
題を取り上げ、当時の日欧交渉の様子を紹介する他、イエ

8 南蛮音楽到来 ズス会文書などの日本側資料を通じてのルネサンス音楽研 笠原　　潔 笠原　　潔
究の可能性を探る。

オペラの誕生など、初期バロック時代の音楽活動の中か
ら生まれ、その後の時代に受け継がれていった音楽語法、

9 初期バロック時 楽曲形式について解説するほか、音律の問題についても触 同　上 同　上
代 れる。

J．S．バッハのrマタイ受難曲』を取り上げ、その表現技
法を紹介する。

10 」．S．バッハの音 同　上 同　上
楽表現

W．A．モーツァルトのオペラの中のアリアや重唱を教材に、
彼の表現技法を紹介する。

11 W。A．モーツァル
g

同　上 同　上

ベートーヴェンの生涯をバッハやモーツァルトの生涯と
比較して、三者が生きた十八世紀から十九世紀前半にかけ

12 ベートーヴェン て、音楽を取り巻く状況に大きく変化が生じたことを示す 同　上 同　上
とその時代 とともに、音楽の資本主義化の進捗に伴う楽器の変化の様

子を紹介する。

シューベルトの歌曲集r冬の旅』を題材に、この歌曲集
の背景にある西欧の社会構造の民俗文化を紹介するととも

13 シューベルトの に、この歌曲集の描いた実存世界の様相を解明する。 同　上 阿上
r冬の旅』

ロマン派から現代に至る西洋音楽史の流れを追いながら、
調性が崩壊し、新たな音楽語法が生まれてきた経過を紹介

14 ヴァーグナーか する。 同　上 同　上
ら現代へ

現在の五線記譜法に至る西洋の記譜法の歴史を辿りなが
ら、記譜体系は固定したものではなく、時代とともに変化

15 楽譜の問題 してきたものであることに注意を喚起する。 同　上 同　上
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＝日本音楽の基礎概念＝（R）

〔主任講師：竹内道敬（元国立音楽大学教授）〕

全体のねらい
　日本音楽はっまらない、わからない、というので、片隅に追いやられている。そんなことはない。その基
礎的な考え方を探ってみると、面白いことがたくさんある音楽で、日本とはなにかということも見えてくる
のである。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

我が国は稀にみる高温多湿の国である。そこでは金属楽
器は錆びてしまう。楽器の材料も呼吸する必要があったか 竹内道敬 竹内道敬

1 日本音楽と楽器 ら、木、竹、革などになった。 （元国立音 （元国立音
（1） したがって楽器は生き物であり、生きていなければなら 楽大学教授） 楽大学教授）

ない。案外寿命は短いが、日本の楽器は作り替えることで
生き続ける。今一番演奏しやすい楽器が名器なのである。

三味線音楽には、実にさまざまな種類がある。これは音
色を追求してきた結果である。それにはどんな音色がある

2 日本音楽と楽器 か、どこを変えてきたのか。上方と江戸には大きな差があ 同　上 同　上
（2＞ る。

楽器演奏者が声を出すのは、我が国独特の習慣である。
なぜ声を出すのか。なぜ邪魔とは感じないのか。あれでも

3 楽器演奏者と発 音楽といえるのだろうか。考えてみよう。 同　上 同　上
声

日本音楽もいいけれども、なにを歌っているのかわから
ないという意見がある。なぜわからないのか。日本語の特

4 流派と特色 色から考え直してみよう。 同　上 同　上

同じように、歌の語尾をふるわせるからわからないとい
う。なぜふるわせるのか。理由はあるはずである。

5 発声のきまり 同　上 同　上

日本音楽には、西洋音楽のような指揮者はいない。聴衆
に背をむけている演奏家はいない。全員お客のほうを向い

6 日本音楽と指揮 ている。でも揃っているのはなぜだろうか。 同　上 同　上

者

苦しそうな歌を聞くことがある。男が女の声の真似をす
る。パート分けをすれば楽なのに、そうしないのはなぜか。

7 日本音楽と形式’ また声楽四部合唱曲のような形式は、なぜ生まれなかった 同　上 同　上
のか。
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 調弦・調律

　三味線には本調子、二上り、三下りという調弦がある。
苑t途中で変更する。箏曲でも琴柱を演奏中に動かす。こ
�ﾈ忙しい演奏ば日本だけらしい。 竹内道敬 竹内道敬

9 入門曲・練習

　日本音楽にはピアノのバイエルのような練習曲がない。
艶S者が習う曲をききながら、　「学ぶ」とはなにか。その
摎Rを考える。 同　上 同　上

10 演奏の姿勢

　正座して演奏するのは、現代では（たぶん昔も）苦痛で
?驕Bそれはいつごろ誰がきめたのか。なぜ変えないのか。
ｳ理な姿勢でいい演奏はできないはずだが。 同　上 同　上

11 流儀の区別

　能には五流ある。箏曲も生田と山田というおおきな流派
ｪある。三味線音楽には長唄、常磐津、清元、義太夫、新
烽ﾈどの流派がある。なぜこの流派が生まれたのだろうか。
ﾇうしたら聞き分けられるのだろうか。

同　上 同　上

12 名人・上手

　録音技術のなかった時代でも、一世を風靡した美声家、
ｼ人上手がいた。昔の人はどんな声を美声と感じたか。想
怩ｵてみるのも楽しいことだろう。 同　上 同　上

13 リズム・メロ
fィー・テンポ

　日本音楽の基本は二拍子である。なぜワルツは生まれな
ｩったのだろう。またなぜすてきなメロディーがなかった
ﾌだろう。そしてなぜあんなにもゆっくりしているのだろ
､。

同　上 同　上

14 伝統芸能

　伝統音楽の危機が叫ばれている。後継者がいないという。
ﾈぜいないのか。ものの考え方が変わったのだろうか。な
ｺ魅力がなくなったのだろうか。音楽だけではなく、伝統
|能とはなにかを考え、その解決方法を探ってみたい。

同　上 同　上

15 まとあ・日本音

yの特色

　雅楽は1300年以上、能は600年以上、箏曲、三回線は
R00年以上の伝統がある。それらを通していえることは、
`承と創造との巧みなバランスである。それらを考えなが
轣A日本音楽の将来のあり方を見極めてみよう。

同　上 同　上
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＝＝ ｯ族音楽学理論＝（R）
〔主任講師：徳丸吉彦（お茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい
　民族音楽学は、人間と音楽の関係を総合的に研究する学問である。すべての音楽は、人間の所産であり、
人間は必ず、何処か一つあるいは複数の民族に所属しているので、その所産である音楽はすべて民族的なも
のである。特定の音楽を「民族音楽」と呼ぶのは、差別の表現と同じである。したがって、民族音楽学の対
象は、すべての音楽であり、ただ、その方法が音楽学の他の分野（例えば、西洋音楽史学）と異なるだけで
ある。今回の講義では、現代の最先端の民族音楽堂の理論を扱うことによって、音楽学全体への理解も深め
られるようにする。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

人間と音楽の関係、異文化理解の方法、比較音楽学の成
立と民俗音楽への関心。 徳丸吉彦 徳丸吉彦

1 民族音楽学の発 （お茶の水 （お茶の水

想の歴史 女子大学教 女子大学教
授） 授）

現代の民族音楽学のモデルの提示と、その後の心良で述
2 民族音楽学の範 べる概念の関係を説明する。 同　上 同　上

囲と方法

個人にとっての音楽の意義を、主として、認知と表現、
好みの観点から、聴覚以外の感覚との関連、そして、個人

3 個人にとっての の音楽的発達を扱う。最終的には、人間にとっての仲間意 同　上 同　上

音楽 識を論じて、次の章へ進む。

集団にとっての音楽の問題が中心の課題である。宗教的
活動での音楽や、民族的なアイデンティティーとしての音

社会的・文化的 楽の研究を通して、文化的・民族的少数者や移民の音楽活
4 アイデンティ 動の問題に入る。 同　上 同　上

ティー ・対談：南晃子（福井大学）、現地録音：スコットランド
のトラヴェラーの歌。

音楽を演奏することの意義とその諸形態。フェスティ
ヴァルや観光での音楽。国のような大規模集団における音

5 音　楽　実　践 楽実践の意味。 同　上 同　上
・対談：金子敦子（名古屋芸術大学講師）
協力者：小池淳一（弘前大学）、田尻隆介（宮崎県高千穂
町教育委員会）

音楽演奏の手段としての声と身体の意義を、比較文化的に
考察。この中には音楽と密接な関係をもつ舞踊を含める。

6 音楽と身体 ・対談：大谷紀美子（高知大学教授）、橋本聖園（東大寺） 同　上 同　上

音楽演奏の手段としての楽器を、ものとしての構造の面
音楽における人 と、それに対応する人間の心構え・技法の双方から扱う。

7 とものとのイ 出演は米川裕枝（地歌・筆曲家） 同　上 同　上

ンターフェイス
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

音楽での音の関係の研究。具体的には、箏の調弦、三味
線の調子、音階理論、線の組み合わせとしての音楽を扱う。 徳丸吉彦 徳丸吉彦

8 音の運用規則

音楽での声の使用は、言語の使用一般と密接な関係にあ
り、また、多くの音楽が言葉を用いているので、この問題

9 言語テクズトと を特別に扱っておく必要がある。 同　上 同　上
音楽

音楽における伝承を口頭性と楽譜による書記性の両面か
ら扱う。また、伝承の継続や復活の問題をヴェトナムの雅

10 伝　　　　　承 楽の復興運動を例にして論じる。 同　上 同土
・対談：山口修（大阪大学）

音楽における様式のもつ意義とそれからの逸脱による創
造の問題をあつかう。即興演奏もこの枠で行なう。

11 創造と変化 ・対談：近藤譲（エリザベート音楽大学） 同　上 同　上

音楽における表象と音楽おける間テキスト性を扱う。人
問が音楽をどのように概念化しているか、の研究である。

12 音楽記号学 同　上 同　上

歴史的民族音楽学を扱い、古い音楽の復活上演、歴史的
な正当性、伝承の担い手の間の男女の差異を研究する。

13 人間の歴史にお ・対談：月虹恒子（大阪芸術大学） 同　上 同　上
ける音楽

民族音楽学の立場からの音楽美学の再検討。人はなぜ音
楽を必要とするか、また音楽とは何か、という問いが課題

14 美学・解釈学と である。 同　上 同　上

民族音楽学

結論的な総括。現代社会における多様性の容認、音楽の
新しい民族音楽 国際貢献、日本における学校教育の異常さ、文化触変の意

15 学理論をめざし 義、普遍性と価値の問題等が論じられる。 同　上 同　上
て ・対談：ト田隆嗣（島根大学助教授）
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＝＝ 台 芸 術 論＝　（TV）

〔主任講師 渡邊守章（放送大学副学長）〕

全体のねらい
　○現代において「舞台芸術」すなわち広い意味での演劇を考える場合に、具体的にどのような問題がある
のか。可能な限り、具体的で意味のある映像資料を用いて、舞台芸術の最も重要な様相を・グローバルに理
解する。○歴史的観点は重要だが、あくまでも現代の問題意識に照らして考える。○概説的に断片的知識を
羅列するのではなく、生きた表現としての舞台芸術を考える。○現代の日本で行われているものだけではな
く、舞台芸術の多様性を、世界的な視野で理解する。○積極的に制作等の現場の仕事に加わる人にも・基本

的な教養として役に立つ授業にする。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 演劇この多様な

驍烽ﾌ

　演劇ならびに広く舞台芸術について考えようとする場合、
ﾇのような問いを、どのように立てるべきか。演劇の基本
�ﾈす「四要素」、即ち「劇場」　「演者」　「演じられるも
ﾌ」　「観客」について、歴史的な記憶と現代の状況を踏ま

ｦて、問題の所在を明らかにする。

渡邊守章
i放送大学

��ｷ）

渡邊守章
i放送大学、

寢w長）

2 劇場の系譜

　演じる者と見る者が同じ場に集まり、その空間を共有す
驍ｱとは、演劇の基本である。その場を劇場と呼ぶならば、
?黷ﾌ成立はどのような系譜をもち、またその構造はどの
謔､な特性を担っていたのか。古代ギリシアから近代ヨー
鴻bパまで、また日本の芸能の場も視野に入れつつ、劇場
ﾌ構造と機能と役割を考えてみる。

同　上 同　上

3 劇場とその
@構一システムと

ｵての劇場

　劇場は単なる建築物ではない。舞台芸術創造のための有
@的作業の場である。オペラ劇場を始めとするヨーロッパ
ﾌ劇場、日本の歌舞伎の劇場、等を例に、舞台空間の具体
Iな様相、舞台のテクノロジーといったハード面と、舞台
ﾆ不可分の諸機構、舞台を作るスタッフといったソフト面
ﾜで、具体的に検証してみる。

同　上 同　上

4 演じる者の系譜

　演じる者には、自分とは別の存在になって虚構の行動を
奄ｶる「再現一代行一表象」（representation）の構造をも
ﾂものと、特殊な身体的資質や特殊技能の洗練を見せる
uパフォーマンス」（performance）の二つの系譜がある。
uドラマ」と「ショウ」あるいは猿楽と田楽の対比である。

o優：の役割と作業についての基本的な分析を試みる。

同　上 同　上

5 稽古という作業

　演劇創造は集団の作業である。俳優iの訓練から、演出家
ﾌ作品まで、そこには様々な作業のレベルがある。具体的
ﾈ作品（ジュネのr女中たち忍）読解を例に取って、制作
ﾌ打合せ、顔寄せ、本読み、立ち稽古、スタッフの打合せ、
荘芟m古、本番と、作品が舞台に立ち上がっていくプロセ
Xを追ってみる。

同　上 同上

6 劇作の仕組み

　演劇にテクストがあるとは限らないが、歴史的に見て、
Dれたテクストの出現は演劇に大きな飛躍をもたらしてい
驕Bそれは身体的伝承と共存して、演劇の記憶を複雑なも
ﾌにしている。　「劇作術」の基本をなす「人物」　「筋＝劇
I物語」　「場あるいは時空的な広がり」について、西洋演
?ﾆ日本演劇の典型的な例を取り上げて考察する。

同　上 同　上

7 悲劇と運命

　西洋演劇において「悲劇」が「劇的なるもの」の典型と
ｩなされた歴史を振り返り、　「神々と運命」　「情念の宿命」

u人間の条件の劇」といった悲劇の基本的な様相を考察す
驕Bギリシア悲劇、ローマ悲劇、シェークスピア、ラシー
kの悲劇について、具体例を分析し、あわせて能のある局
ﾊを考察しっっ、　「劇」と「演劇」の原点を問う。

同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 喜劇と道化

　「悲劇」と対になる「喜劇」について、その構造と機能
�ｪ析する。　「同一悲劇」としての喜劇の力を、社会的な
落hからカーニヴァル的な呪力まで、　「道化」と「笑い」
ﾉ焦点を当てて考察する。分析の対象は、主としてモリエールの喜劇と日本の狂言である。

渡邊守章 渡邊守章

9 近代劇とその対
蝿齣O衛の出現

　西洋19世紀中葉に成立する「近代劇」は、現在我々が演
?ﾆいう言葉で想像する表現の重要な核をなしている。従
ﾁて、その実態を分析しておくことは、現代演劇の問題を
lえる上にも不可避である。　r同時代風俗劇」の地平を明
轤ｩにしっっ、その「アンチ」である二十世紀の前衛の出
ｻを、　「演出家」の誕生と「メタシアター」の仕組みに焦
_を当てて分析する。

同　上 同　上

10 東洋演劇の幻惑
i1）

　19世紀の末以来、近代の西洋文明を超えようとする西欧の知識人や芸術家のなかには、東洋に人類の文化の始原を、

≠ﾟようとする人々がいた。舞台芸術の領域でも、1889年
ﾌパリ万国博覧会を機に、クローデルのような劇詩人が東
mの伝統演劇に強い刺激を受け、20世紀における舞台芸術
ﾌ変革の一つのベクトルを作るようになる。1回目は大正
N間に大使として滞在したクローデルが、日本の伝統演劇
i舞楽・能・文楽・歌舞伎）をどのように受け取ったか
�Aその日本文化論r朝日のなかの黒い鳥』やr日記避か
迯ﾄ構i成しつつ分析する。

同　上 同　上

11 東洋演劇の幻惑
i2）

　20世紀ヨーロッパの演劇的前衛と東洋演劇との関わりに
ｨいて、アルトーとブレヒトの名は忘れることが出来ない
ﾁにアルートは、バリ島の舞踊劇に強烈な印象を受けて、
u残酷演劇」のヴィジョンを明らかにした。その主張は、
P950年代の「不条理劇」と、特に60年代の「肉体の演劇」
ﾉ強い影響力をもったから、アルトーによるバリ島の演劇
ﾌヴィジョンを、実際の舞台に照らして分析してみる。ま
ｽアルトーとは対極にあったブレヒトが日本や中国の伝統
煙?ｩら学んだものを、構造主義の批評家ロラン・バルト
ﾌ日本文化論を照合しつつ考察する。

同　上 同　上

12 前衛劇の地平

　ブレヒトとアルトーが、20世紀演劇の変革において果た
ｵた役割を考察し、第2次世界大戦後の二つの前衛劇、つ
ﾜり「不条理劇」一一イヨネスコ、ベケット、アダモフ、
ｻれにジュネも加える一一と「68年型演劇」一一フランス
ﾌ「太陽劇団」を中心に、日本のいわゆる「アングラ演劇」
竅u暗黒舞踏」も含める一一とを具体的な例によって分析
ｷる。更に、ヨーロッパ演劇の新しい方向として極めて重
vな「古典の読み直し」の作業を、プランション演出rタ
泣`ュフ』を例に考える。

同　上 同　上

一664一



執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

14世紀から15世紀にかけて猿楽の能を大成した世阿弥は、
俳優・座長・演出家・劇作家・振付家・作曲家という、ま

13 理論と実践 さにトータルな演劇人であったが、その上に、能という舞 同　上 同　上

一世阿弥の思考 台芸術をその多様な局面において考え抜い元「伝書」によ
って、他に類例を見ない優れた理論家であった。現代の舞
台芸術の問題意識から読み直しても、なお驚くべき理論的
な言説であるその伝書を、演劇論として読み、その問題形
成の具体例を分析してみる。

欧米では、狭い意味での演劇にオペラやバレエを入れな
い伝統がある。しかし、1970年代からのオペラとバレエの

14 オペラとバレエ 隆盛は、この発想の見直しを求あている。それはマラルメ 同　上 同　上

一一 Vしい の予言したところでもあった。ルネッサンス以降のオペラ
キマイラ とバレエの例譜を概観しつつ、現代おけるその流行の根拠

を、舞台芸術の観点から考えてみる。

20世紀後半の舞台芸術の変革を見ると、その大きなべク
トルは、19世紀末にフランスの詩人ステファヌ・マラルメ

15 舞台芸術論の によって予言されていたことが分かる。その「未来の群衆 同　上 同　上

現在 的祝祭演劇」のパラダイムをヒントに、現代おけるお舞台
芸術論の問題を整理してみる。また、現在の国際化の地平
において、日本の伝統と現代」の問題や「国際交流」の問
題はどのようなものであるのか、それを具体的な事例につ
いて考えてみる。最後に、再び「システムとしての劇場」
について、ヨーロッパの代表的な劇場総監査の意見を聞く。
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　　　　　　　　　　＝演　劇　を　読　む＝（TV）

　　　　　　　　　　醗蕪難守蘇轍講〕
全体のねらい
　演劇を読む操作には、「舞台を読む」ことと「テクスト〔戯曲〕を立てて読む」ことの二つの方向がある。
どのような演劇でも、舞台の様々な表現は、あるく決まり＝コード〉に従って組織されている。しかし、その
く決まり・＝コード〉が厳密で、しかもかなり長い歴史的な時間にわたって伝承されている舞台芸術と、そうで

はなく、戯曲というテクストが常に出発点にあって、舞台の具体的な形象は時代によって変わるものとがある。
大雑把に言って、日本の伝統演劇は前者であり、西洋演劇は後者である。前者は我々日本人の劇場的・舞台的
想像力について、教えてくれることが多いだろう。後者の場合、戯曲を具体的に「立てて読む」作業を分析す
ることにより、舞台芸術としての一一般コードと、その作品固有のコードとの弁証法的な働きを見ることが出来
よう。いずれの場合も「演劇を読む」ことは、舞台表現とテクストの間の創造的な往復運動の実践である。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 演劇を読むとは

　演劇を読むとはどのような作業か。　r舞台を読む」は、
坙{の伝統演劇の具体的な例（歌舞i伎と能）によって、意’
｡的に組織された舞台空間の分析を、また「テクストを立
ﾄて読む」は、戯曲における「ト書き」の問題に焦点を当
ﾄて、近代劇と古典劇の新演出の例を分析する。

渡邊守章
i放送大二

O学長）

渡邊守章
i放送大学

寢w長）一，▼｝一F置

2
引用のゲーム
窒ｩもめ毒／
茶nムレット』

　日本でも新劇のレパートリーとしてよく知られているチ
Gホフ作rかもめ』を取り上げ、戯曲のテクストとそれ
�謔闃ｪくテクスト（下敷きとしてのrハムレット』とそ
ﾌ変形の仕方、演出と解釈、メタシアターの諸相）につい
ﾄ考える。

同　上 同　上

3
歴史の劇作術
~ュ　ッ同作
茶鴻激塔Uッ
`ョ』の場合

　フランス・ロマン派の詩人アルフレッド・ド・ミュッセ
ﾌ長編歴史政治劇rロレンザッチョ』は、19世紀ヨーロッ
pの戯曲のなかでも、20世紀に最も評価の高い作品である。
ｱの戯曲の本邦初演の舞台を素材に、「シュークスピァ・モ
fル」（人物と構成、4つの筋、演劇における歴史の語り
禔j、権力と幻想のく装置〉（「壁」と「照明」）、同化と異化

ﾈどの問題を考える。

同　上 同　上

4

ごっこ芝居、あ

驍｢はr女中た
ｿ』の演技

　現代フランスの前衛戯曲のうちで、現在でも世界中で最
熄繪鴛p度の高いジャン・ジュネのr女中たち』の舞台
i本木雅弘主演）を取り上げ、舞台表現の分析における記

?_の手法（パラダイム変奏）、演技と情念と身体の関係、
Cメージとドラマ、ジェンダーの演劇等の問題を考える。

同　上 同　上

5 能の詩法　（1）

膜iと愚依

　2回にわたって、能における舞i台の幻想と言語の関係を
lえる。1回目は、元来田楽系の能とされるr松風避と世
｢弥作のr井筒遍を取り上げ、　「叙景」の意味、衣装によ
驕u愚依」、　「詰めどころ」の設定（「松に取りつく」／
u井戸をのぞく」）を、二作について対比的に分析する。

同　上 同　上

6 能の詩法　（2）

洛iの装置

　前回に続き、　r松風』と世阿弥作のr融誰の対比を中心
ﾉ、演劇的な詩を保証する「風景」の作用を考える。r融』
ﾉおける2段構成の意味、　「風景」と「汐汲」、風景の呪
ﾍと庭園装置、ならびに詞章のパラダイム変奏の分析が中
Sである。

同　上 同　上

7 歌舞伎の論理

　r積銀雪関扉』は、多くの歌舞伎のなかでも最も「歌：舞
黷轤ｵい」演目である。しかし「歌舞伎らしい」というの
ﾍどういうことか。　「歌舞伎らしさ」の精神のくかたち〉

ﾆ、その〈かたち〉のもつ論理を見ていく。

渡辺　　保
i淑徳大学

ｳ授）

渡辺　　保
i淑徳大学

ｳ授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本の古典舞踊の本質とは何か。そしてそれを支えてき
た「芸」とは何か。歌舞伎舞踊の代表作である。　r京鹿子 渡辺　　保 渡辺　　保

8 踊りの世界 娘道成寺』を踊る中村歌右衛門を分析する。 （淑徳大学 （淑徳大学
教授） 教授）

『仮名手本忠臣蔵』は義太夫狂言の典型であり、最も上
演頻度が高く、根強い人気をもつ。その構造はホーム・ド

9 歌舞伎と文楽 ラマであり、士農工商のうち、士農商の三つの階級にわ 同　上 同　上
たって、ほとんど社会の上層から下層にまで及ぶ。文楽と
歌舞伎のr仮名手本忠臣蔵£を通して、義太夫狂言の世界
を考える。

r三人吉三廓初買港は河竹黙阿弥の代表作である。それ
は単なる因果話しではない。そこに隠された時代の実相、

10 世話物の技法 そこに潜む人間の歌には、私たちの官能を揺さぶる普遍的 同　上 同　上
な何物かがある。　r三人吉三』を通して、世話物の世界を
見ていく。

舞台の上で男性が女性を演じるとはどういうことなのか。
京劇における女形＝男旦（歌舞劇における虚構の女体）の

11 演劇的女体 例を取り上げ、それを能における女体（女体の美的観念）、 渡邊守章 渡邊守章
～女形の文法～ 歌舞伎における女形（様式化された女）、新派における女

形（芸者という典型）などとを対比しつつ、現代の舞台芸
術における「虚構の女体」やジェンダーの問題も視野に入
れ、分析する。

オペラは19世紀ヨーロッパで完成を見たi舞台芸術の典型
である。バロック時代のオペラに遡りつつ、西洋型音楽劇 浅田　　彰 浅田　　彰

12 オペラのアルケ を成立させている論理と美学を考える。 （京都大学 （京都大学

オロジー 助教授） 助教授）

20世紀後半には、19世紀型オペラの様々な新しい演出・
演奏がなされて今日に至っている。　「全体芸術」を目指し

13 総合芸術として たワーグナーの楽劇以降、全体演劇としてのオペラは、現 同　上 同　上
の楽劇 代においてどのように生きつづけているのか。舞台芸術に

おける音楽とi舞台の関係を分析する。

いわゆる「クラシック・バレエ」は、19世紀ヨーロッパ
のロマン派の運動と深い関係を持って生まれた。踊りと舞

14 クラシック・バ 台の幻想の関わりを、クラシック・バレエを中心に考えて 同　上 同　上
レエとその解体 みる。

20世紀は舞踊の世紀だとも言われる。舞台芸術として、
舞踊がこれほど重要な位置を占あたことは、歴史的にも珍

15 現代における舞 しいのではないかと思われる。現代の舞踊における様々な 同　上 同　上
踊芸術 実験を展望しつつ、舞台における身体性の問題を考える。
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＝文 化 人 類 学＝　（TV）

旧記：湿田七四餅鐸勿腎艶勘

全体のねらい
　文化人類学の考え方を学説史を中心に論じる。学説史といっても主要学説を平板に並べたものではなく、
各学説の生まれた歴史的、社会的、政治的文脈を考察しながら、諸理論による文化人類学研究の意味を解釈
している。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

アメリカ、イギリス、ドイツ、オーストラリア、フラン
ス等々におけるその成り立ちについて、比較の観点から学 原尻英樹 祖父江孝男

1 文化人類学とは 説史を中心に論じる。また、欧米各国の文化人類学の日本 （放送大学 （国立民族

どのような学問 における受容についても触れる。 助教授） 学博物高名

か？ 誉教授）

進化主義と伝播主義についてケーススタディーを例示し
ながら、各理論の持つ学説史的意義について論じる。 原尻英樹

2 進化主義と伝播 同　上 （放送大学

主義 助教授）

マリノフスキーが残した人類学的な業績を紹介し、彼の

近代人類学の夜 具体例な民族誌の記述と分析について理解を深める。
3 明け：（1）マリノ 同　上 同　上

フスキーをめぐ
って

ラドタリフ＝ブラウンとその弟子たちの具体的な分析を

近代人類学の夜 概観し、構造主義登場以前のイギリス社会人類学の特徴を
4 明け：（2）ラドク まとめる。 同　上 同　上

リフ＝ブラウン
とその弟子たち

ポアズの人類学の諸方法についてまとめ、その弟子たち

アメリカ文化人 がそれらの諸方法をどのように発展させていったかを彼等
5 類学の出発：ボ の具体的な分析を通して明らかにする。 同　上 同　上

アズとその弟子
たち

ボァズの弟子たち以後のアメリカ文化人類学の発展にっ

アメリカ文化人 いて、代表的な人物たちの具体的な事例分析を通してまと
6 類学の発展：ボ める。 同　上 同　上

アズ派と反ボァ
ズ派

構造主義以前の文化人類学の諸理論をまとめ、構造主義
によって何が批判されたかについて明らかにする。

7 構造主義以前の 同　上 同　上

人類学
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

デュルケーム、モース等構造主義の先駆者とレヴィ＝ス
トロースとの関係について論じ、その系譜を明らかにする。

8 構造主義の系譜 三三英樹 原尻英樹

構造主義の基本的考え方をレヴィ＝ストロースの具体的
事例分析をふまえながら紹介し、構造主義以後の人類学に

9 構造主義の考え どのように影響を与えたかを概観する。 同　上 同　上
方

構造主義の影響を受けた人類学を概観し、特に象徴研究
の事例分析と通して構造主義のインパクトの意味について

10 構造主義以後の 考える。 同　上 同　上
文化人類学

イギリス社会人類学の現在について論じる。

船曳建夫 船曳建夫
11 イギリス人類学 （東京大学 （東京大学

の現在 教授） 教授）

フランス人類学の現在について論じる。

渡辺公三 渡辺公三
12 フランス人類学 （立命館大 （立命館大

の現在 教授） 教授）

多様なアメリカ人類学の現在について論じる

竹沢康子 竹沢康子
13 アメリカ人類学 （筑波大学 （筑波大学

の現在 助教授） 助教授）

日本の人類学の研究を具体的に概観する。家族、親族、’
社会構造、都市の祭り、食についての研究等を具体的に紹

14 日本人類学の現 介する。 原尻英樹 祖父江孝男
在

原尻英樹

今後の文化人類学の研究方向はどのようなものが期待さ
れるか、どんな研究が望まれるか等々について取り上げる。

15 これからの文化 医療人類学、異文三間教育学、多文化間精神医学との関連 同　上 同　上
人類学 等についても論じ、理論とその応用の両面について検討を

おこなう。
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＝世界の民族（’98）＝　（TV）

〔主任講師：原尻英樹（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　「世界の民族」は、文化人類学者を中心とした世界の諸「民族」の研究をする第一線の研究者によって制
作される。学問の研究方法論としては、　「民族」概念の再検討をねらいとしているが、放送授業の教育効果
としては、　「民族」の多様性のみならず、　「民族」へのアプローチの多様性についての紹介も意図している。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）
，

この回では、これからはじまる各講義の全体的な紹介と
ともに、　「民族」という概念の恣意性を明らかにする。こ
の恣意的な概念の形成は近代と密接に関わっているので、
各講義の担当者のアプローチがこの基本的主題である
「r民族』形成と近代」へどのような回答を与えられるか 原尻英樹 原尻英樹

1 「民族」へのア を概観する。 （放送大学 （放送大学

ブローチ 助教授） 助教授）

蟹

沖縄の近現代史の中からいくつかの歴史的事件や社会運
動をとりあげ、そこで「同じ沖縄人（ウチナーンチュ）」
という主張がなされていることの意味を、生活史にかかわ
らせながら考える。

ウチナー 冨山一郎 冨山一郎
2 沖縄へのこだわ （大阪大学 （大阪大学

り～大阪・大正 助教授） 助教授）

区～

『アイヌ新法（仮称）』の制定運動に伴い、あたかも一
民族としての「アイヌ民族」の歴史が形成されてきたかの
ような理解の仕方が広められた。しかし、　「アイヌ」は言
語上の共通性が認められるにせよ、生活様式についてみる 河野本道 河野本道
と地域差が非常に大きく、それがかつて一一社会的集団を形 （北海道教 （北海道教

3 「アイヌ」一そ 成していたわけでもない。このような点を再検討すること 育大学非常 育大学非常
の再認識 によって「アイヌ民族」と「和人」との二者対立的な歴史 勤講師） 勤講師）

的理解の危険性を指摘し、誤った「アイヌ」観がつくられ
てきたことに警鐘を鳴らす。

済州島人のネットワークコミュニティの分析を通して、
近代前の「共同体」アイデンティティ、済州島人アイデン
ティティ、それに近代国民アイデンティティの重層化の過
程を明らかにする。この重層化の過程には日本による朝鮮　　　　　　　　　　　　　　　　　7

国境をこえる の植民地化～それに「日本人」という言説の形成が関わっ
4 「民族」 ており、以上についての考察は個体・要素主義的な「アイ 三三英樹 三三英樹

～済州島人のネ デンティティ」形成論にはならない。
ットワークコミ
　　一?jアイ～
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躊

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

（1）Nationという概念の示す世界像と「民族」という訳語
の持つ世界像のズレについて、（2＞大和という世界認識と日
本という世界認識の違い、（3）さまざまなイデオローグ達が

創造したrr日本民族』の歴史」の虚構牲について（中国
5 日本「民族」 の「皇帝」支配と日本の「天皇」支配の社会構造上の違 笠井正弘 笠井正弘

い）、（4）理論的問題（「聖／俗」二分法的世界観の再検討、 （西日本短 （西日本短

日本的二重聖性原理、　「ケガレ」を巡る民族学の言説の持 期大学教授） 期大学教授）

っ意味、あるいは学問の名による差別の隠蔽）、（5）結び
（現代社会を支配している神話としてnationalism概念

について）。

（日本国内の各回のまとめ）

「日本」の多様性について、これまでの各講師の講義を
振り返り、各講師への質問とその応答から始まり、次にゲ
スト対談者とのトークにうつる。

6 多様性の日本 三三英樹 三三英樹

1821年に独立し国民国家の建設に着手したメキシコは、
どのような歴史意識のもとで自国文化の育成に努めてきた
のか。近代メキシコの〈文化的自画像〉の生産と消費の
プロセスを文教政策・造形芸術等の展開のなかに追跡し、 落合一泰 落合一泰

7 近代メキシコ人 〈メキシコ人である〉とは何かを考える。 （一橋大学 （一橋大学

の文化的自画像 教授） ．教授）

ヨーロッパは、経済統合から社会・政治統合へと向かい、
そのなかで文化も大きな影響をうけている。他方、こうし
た新たな文脈のなかで、民族マイノリティの主張やイスラ

統合と分裂のヨ ムの覚醒が生じっっある。このような統合と分裂の二側面 梶田孝道 梶田孝道
8 一三ツパ から、今日のヨーロッパの民族・文化状況を分析する。 （一橋大学 （一橋大学

～文化と民族の 教授） 教授）

視点から～

中国漢民族の内部的多様性を、いくつかの具体的事例を
通して考察し、フィーールドワークの実践で今まで語られて
きた「民族」と現実に生活する「民族」とのズレの意味を

中国の漢族 明らかにする。 瀬川昌久 瀬川昌久
9 ～世界最大の （東北大学 （東北大学

「民族」とその 教授） 教授）

内部的多様性～

東南アジアの海城および島嘆世界は古くから人の移動の
はげしい世界である。この移動は、今日でも国境を越えた
広がりをもって持続している。本講義では、島喚世界で最

東南アジアにお 大のボルネオ島を舞台とする民族の移動と、それにともな
10 ける民族の移動 う民族間の関係を探求する。 内堀基光 内堀基光

～ボルネオ島を （一橋大学 （一橋大学

中心として～ 教授） 教授）

一672一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u・師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

11

現代社会を生き
髏謠Z民～カナダ・イヌ

Cット～

　アザラシ猟を事例に、カナダ・イヌイットの社会におけ
骼?ﾂがもっている現在的な意義をとり上げる。その視点
ｩら、彼らの文化がどのように継承されているか、または
ﾏ化しているかを考察して、現代社会に生きる先住民の実
ﾔに迫る。

スチュアー
g・ヘンリ
i昭和女子

蜉w教授）

スチュアー
g・ヘンリ
i昭和女子

蜉w教授）

12

　㌔

№ﾌ歴史と海の
�j～ポリネシアの

ｯ族と文化～

　南太平洋ポリネシアのハワイイ（「ハワイ」ではない）、
jュージーランド、タヒチ、クック諸島などを対象に伝統
恚ｻや主権回復を巡る動きについて述べ、閉鎖系としての
№ﾉ生まれた「伝統文化」という語りと、海とカヌーで繋
ｪれた開放系を生きる「よリネシアン」としての名乗りの

ﾔに生じる文化的アイデンティティーの葛藤を考察する。
棚橋　　訓
i慶応大学

赴ｳ授）

棚橋　　訓
i慶応大学

赴ｳ授）

13

部族・宗派・民
ｰ～北スーダンの

沫瘁`

　主にアラブの事例に基づきで近代におけるアラブ「民
ｰ」の生成。その中における部族（カビーラ）集団の位置
�lえる。またユダヤ教・キリスト教・イスラームなどの
e宗派が「民族」のように扱われることを、近年のイスラーム主義の動向を絡めながら論じる。

大塚和夫
i東京都立

蜉w助教授）

大塚和夫
i東京都立

蜉w助教授）

14

民族紛争の深層～アフリカの場

〟`

　アフリカでは現在民族紛争が激化しているが、実はこの
ｴ争のもととなる「部族」の概念は、ヨーロッパ植民地支
z者によってつくり出されたあるいは名づけられたもので
?驕B近代前のアフリカの人々のアイデンティティは浮遊
ｷる無定形のそれであり、現在の「部族」あるいは「民
ｰ」は植民地支配およびその後の国民国家形成のたあにつ
ｭり出されたものである。以上の「アイデンティティ」の
沒｢を通して、その多重的性格を浮きぼりにする。

松田素二
i京都大学

赴ｳ授）

松田三二
i京都大学

赴ｳ授）

15 「民族」再考

　（最終回のまとめ）

@日本国外についての各講義の講師への質問とその応答で
ｻれらの全体的構成を明示し、ゲスト対談者とのトークを
ﾊして、　「民族」へのアプローチをまとある。

原尻英樹 原三三樹
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＝＝ 歯ｨ館概論（’99）＝（TV）

〔主任講師 石森秀三（国立民族学博物館教授）〕

全体のねらい
　この講義のねらいは、世界と日本における具体的な事例にもとづいて、多様な博物館のあり方を紹介することによっ
て、博物館に関する基礎的知識を概説することにある。とくに、現代社会における博物館の多様な展開を具体的に取り
上げることによって、博物館が担う現代的役割を多面的に講義する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 博物館ことはじめ

　現代世界において、博物館の多様化が急速に進みつつある。
e種資料の収集・保管・展示・調査研究のあり方から、生涯学
Kや文化創造の拠点としての博物館の役割などを入門的に明ら
ｩにする。また、博物館関係法規や博物館倫理の問題について
煌T説する。

石森秀三
i国立民族学
歯ｨ館教授）

石森秀三
i国立民族学
歯ｨ館教授）

2 博物館の歴史

　近代博物館の原型は17世紀のヨーロッパでエリートによって
`づくられた。米国では、18世紀に大衆教育のために博物館づ
ｭりが進展した。日本では欧米博物館の影響を受けつつ、独自
ﾌ発展を遂げてきた。博物館の歴史を通して、その役割の変遷
�ｾらかにする。

同　上 同　上

3 自然と生態の
歯ｨ館

　地球の多様な自然と生態をテーマにした博物館は数多くあ
驕B自然界における動植物の生態などの展示を通して、自然と
ﾌ共生の重要性を学ぶことができる。具体的事例を通して、自
R生態系博物館の多様な役割を明らかにする。

同　上 同　上

4 科学と技術の
歯ｨ館

　人類がうみだした科学技術をテーマにした博物館は数多くあ
驕B科学技術系の博物館では、科学技術の歴史の展示だけでな
ｭ、現代における科学技術を遊びながら学べる工夫もなされて
｢る。具体的事例を通して、科学技術系博物館の役割を明らか
ﾉする。

同　上 同　上

5 芸術の博物館

　芸術をテーマにした博物館は多様である。美術館は、代表的
ﾈ芸術系博物館の一つである。そのほか、演劇や園芸をテーマ
ﾉした芸術系博物館もある。さらに、科学技術と芸術文化を融
№ｳせたテクノロジー・アートを扱う博物館なども紹介する。

同　上 同　上

6 歴史の博物館

　近年、日本では、歴史遺産の重要性がとみに高まっている。
｢界遺産の登録が相次ぐとともに、新しい歴史遺産の発掘が行
墲黷ﾄいる。歴史をテーマにする博物館の役割を多面的に取り
繧ｰるとともに、歴史的追体験の場を提供する具体的事例を紹
薰ｷる。

同　上 同　上

7 民族の博物館

　欧米諸国では、世界の諸民族文化をテーマにした博物館が重
vな役割を果たしてきた。日本における民族博物館の歴史は浅
｢が、民族問題がグローバルな課題になる中で、その重要性が
揩ｵている。具体的事例を通して、民族博物館の役割を明らか
ﾉする。

同　上 同上
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執筆担当 放送’担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容

講　師　名　　4（所属・職名）

講　師　名
i所属・職名）

欧米諸国では、大学附属の各種博物館が重要な役割を果たし
ている。米国では、1，158の大学のうち、526大学に博物館があ

8 大学の博物館 る。それに対して、日本では大学附麿博物館がいまだに未発達 石森秀三 石森秀三
である。具体的事例を通して、大学博物館の役割を明らかにす
る。

企業はその利益を社会に還元するために、さまざまな文化的
貢献を果たしている。日本では現在、約400館の企業博物館が存

9 企業の博物館 在しており、社会的・文化的貢献をなしている。具体的な事例 同　上 同　上
を通して、企業博物館が果たす多様な社会的役割を明らかにす
る。

近年、世界の数多くの開発途上国で博物館づくりが進められ

10 途上国の博物館
ている。国家の歴史や諸民族の伝統文化を学ぶための教育施設
ｾけでなく、新しい文化創造拠点としての役割も担っている。

同　上 同　上

多様な役割を担う開発途上国の博物館の現状を紹介する。

欧米諸国では、1960年代からエコ・ミュージアム（生活・環

n
エコ・ミュージ
Aム

境博物館）という新しいタイプの博物館づくりが展開されてき
ｽ。1つの地域における人間と環境の関わりを一体的に表現す
髞歯ｨ館をめざす「エコ・ミュージアム」の役割を具体的に紹

同　上 同　上

介する。

日本では近年、地域社会の活性化を図るために、博物館の役
割が見直されている。博物館は、地域文化の活性化だけでな

12 博物館と地域社会 く、観光客誘致による地域経済の活性化にも貢献している。具 同　上 同　上

体的事例を通して、地域社会における博物館の役割を明らかに
する。

欧米諸国では、博物館が生涯学習の場として機能している。

13 生涯学習と博物館
子どものための博物館や美術館などにおける具体的事例を通し
ﾄ、生涯学習拠点としての博物館の役割を明らかにするととも

同　上 同　上

に、日本における問題点を多面的に検討する。

博物館は、各種資料の収集・保管・展示・調査研究だけを目

14 文化創造と博物館
的にした施設ではなく、新しい文化の創造拠点としても重要な
�р�ﾊたしている。国内外における具体的事例を通して、文

同　上 同　上

化創造拠点としての博物館の役割を紹介する。

情報通信やマルチメディアの高度な発展によって、世界的に
博物館のあり方が大きく変貌しつつある。21世紀を視野に入れ

15 博物館の未来 て、デジタル・ミュージアムなどの新しい博物館の動きを取り 同　上 同　上
上げ、博物館の未来を展望する。合わせて、博物館倫理の問題
にも言及する。
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＝博物館学1＝＝（TV）
〔主任講師：大塚和義（国立民族学博物館教授）〕

全体のねらい
　博物館は、いかに市民社会とともに成長していくことが可能であるのか。多面的な博物館機能と活動を西
欧の例もとりあげてみたい。また博物館機能の基礎である資料の収集と保存の問題から、調査研究、展示技
術、博物館資料の情報化などのとりくみも紹介する。また、博物館と公教育との関係や学芸員の役割につい
ても述べ、最近の博物館学をとりまく課題を把握できるようにする。

回 テ　一　マ 内　　、　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 博物学と博物館

w

　日本において、近代以前から盛んであったすぐれた博物
wの蓄積が、近代に導入された博物館の思想とうまく整合
ｵなかったのはなぜか。また、近代日本の博物館はいかに
@能したのか。戦後の開かれた市民社会のもとでの博物館
ﾆ博物館学の現在を問う。

大塚和義
i国立民族

w博物館教
�j

大塚和義
i国立民族

w博物館教
�j

2 市民社会と博物

ﾙ

　ヨーロッパにおける博物館は、市民社会にとって欠かせ
ﾈい存在になっている。このような成熟した状況は、市民
ﾌ意識を高める社会環境の形成によって可能である。博物
ﾙ側の資料蓄積のうえに、文化情報の市民への提供を意欲
Iに進める活動の様相をみることにする。ことに博物館に
ﾖ心をもたない青少年の文化的なニーズを敏感にくみと
閨A博物館の魅力を認識させる手法で、多様な接点をもと
ﾟて実験をつづける博物館の姿も紹介したい。

同　上 同　上

3

スペインの科学

ﾙ

　科学をテーマにした博物館は、欧米ではすぐれた内容の
烽ﾌが数多く建設されている。成人の知的欲求をみたすだ
ｯでなく、子どもたちにとっても楽しく遊びながら科学へ
ﾌ興味をかきたて、科学的知識を身につけられるように工
vされている。日本でも科学館というかたちで各地に設置
ｳれてはいるが、館と利用する側との関係を含む社会的環
ｫの醸成がいまだ十分とはいえない。ここでは、西欧の科
w館でも中心的存在のひとつとして活動するスペイン・バ
iルセロの科学館を紹介したい。

同　上 同　上

4 博物館のネット

潤[ク

　一・定の行政区内に多種類の博物館施設を分散して設け、

ｻれぞれの博物館が立地する地域的な個性を生かしながら
lットワークを組むことが行われている。意識的にネット
潤[クを組むことによって、総体として質量ともにすぐれ
ｽ地域文化の創造にむすびつく研究成果や資料の蓄積が可
¥となり、これらの文化情報を市民が有効に活用できるよ
､にもなる。こうした整備を進めている事例を埼玉県を中
Sに紹介する。

同　上 同　上

5 博物館職員の仕

　博物館における学芸員をはじめ職員の仕事はどのような
烽ﾌか、その日常業務の一端をみながら、市民のニーズに
ﾎ応することの多様な問題点を検証する。博物館の資料が
uもの」としてだけでなく、情報処理によってデータ化さ

黷ﾄいる状況も紹介する。

同　上 同　上

6

フランスの博物
ﾙ資料の保存と
C復

　フランスの誇る文化創造の拠点であるルーヴル美術館。
ｻの誕生から今日までの道程と問題点は、ある意味で世界
ﾌ美術館活動のありかたを集約しているといえよう。最近、
浮｢もあらたにして、美の殿堂としてのめざましい活動を
W開しているが、それは絵画の科学的研究と保存技術など
ﾌ高度なバックアップがあって成り立っているのである。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7 子どものための

歯ｨ館

　子ども博物館は、欧米においてはすぐれた内容のものが
泊ｽく建設され、子どもたちが楽しく遊びながら科学的な
m識や美的感性、あるいは社会的規範を身につける「場」
��氓ｵている。日本では本格的な子ども博物館はいまだ
ﾝ置されていない。ここでは日本に最近設置されはじめた
qどもを対象とする博物館施設を紹介しながら、子ども博
ｨ館の重要性に対する社会的認識の醸成の必要性など、日
{の現状をみながら問題点を考える。

大塚和義 大塚和義

8 展示技術論1
Vナリオ

　博物館における展示は、　「もの」だけで成り立つもので
ﾍない。どのようなストーリー構成で展示を行うのかとい
､博物館側の理念と展示の基本構想がまずなければならな
｢。基本構想にもとづいて展示シナリオが作成されるが、
ｻの実例を福岡市立博物館の常設展示の例から学ぶ。

同　上 同　上

9

展示技術論2
fィスプレイ

　展示シナリオの原案を、いかに魅力的な展示として実現
ｳせるか。めざましく改善されてきたディスプレイの方法
站@器、つまり見せかたの技術の理論と実際を学ぶ。こと
ﾉ展示資料の保全をはかりながら、照明などによる褐色や
�ｻからの影響をできるだけ少なくして、資料のもつ情報
��ﾊ的にみるものが読みとれるように工夫している最新
ﾌディスクプレイをみる。

同　上 同　上

10 フランスの博物

ﾙ学

　フランスの博物館学は理論と実践において、きわめて高
xな展開がみられる。ここでは、実際の展示に博物館学が
ﾇのように生かされているかをみる。ことに博物館を訪れ
驫ﾏ客がいかなる文化情報を得ているのか、また情報の送
闔閧ﾅある博物館は観客の意識をどのようにして科学的に
c握できるのか、こうした博物館展示の評価は重要である
ｪ、日本ではほとんどなされていない。展示評価を客観的
ﾉ捉える方法とその実際を紹介する。

同　上 同　上

11 保存科学と博物

ﾙ

　博物館における資料は、木、紙、布、金属など材質的に
ﾝて多様である。それらは、いずれも時間の経過とともに、
ﾈんらかの保存処理や補修が必要となる。そのためにはま
ｸ資料の精密な分析が必須である。最新の機器を用いて行・
墲黷髟ｪ析と、各種の保存処理の実例を紹介する。

沢田正昭
i奈良国立

ｶ化財研究
活笊ｨ処理
ｺ長）

沢凪正昭
i奈良国立

ｶ化財研究
活笊ｨ処理
ｺ長）

12 修復技術と博物

ﾙ

　資料を未来に向けて長く伝えていかねばならないという
歯ｨ館の使命をいかに達成するか。ことに日本の博物館思
ｶに多い紙・絹・漆器などの有機質のものを、カビや害虫
笳�ｻなどからいかに守っていくか。主として日本の伝統
Iな職人の技術を駆使して行われる修理・修復の技術を紹
薰ｵ、その効果と問題点について学ぶ。

増田勝彦
i東京国立

ｶ化財研究
鰹C復技術
白ｷ）

同　上

13 国際協力と博物

ﾙ

　現在、海外の博物館施設に所蔵されなが保存状態が危機
I状況にある日本絵画を日本の技術で修復するというプロ
Wェクトが官民双方で進められている。また、いまや博物r
ﾙ資料の交流ばかりでなく、博物館の運営や展示技術や情
�ｻなどの分野で先進諸国は、人材養成にも協力する体制
�ｮえっっある。日本でもこうした体制を整備する必要性
ﾆともに博物館情報学とでもいうべき分野の構築が急務で
?驕B

同　上 同　上
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14 観光と博物館

　観光は、いまや巨大な産業になっており、観光客を積極
Iに呼ぶためにさまざまな工夫が行われている。巨大なテ
[マパークの建設もそのひとつである。ここにも博物館的
ﾈ施設が含まれることが多いばかりでなく、中心的施設と
ｵて設置される場合も多い。さらに地域の活性化をはかる
jとして博物館が機能しており、結果として観光客を増や
ｷことになる場合もある。

・増田勝彦
i東京国立

ｶ化財研究
鰹C復技術
白ｷ）

沢田正昭
@（奈良国立
ｶ化財研究
活笊ｨ処理
P室長）

15 未来の博物館

　これからの市民社会には、博物館という文化的装置がか
ｩせないであろう。人間はたえまなく膨大なモノを創造
ｵ、これを使用し、消耗させたり放棄するという歴史的な
｢となみに対して、モノを保存展示し、モノが語る情報を
~積していかなければならない博物館の未来展望はなにか。

同　上 同　上
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＝言語学（’99）＝（TV）

〔主任講師 大江孝男（東京外国語大学名誉教授）〕

全体のねらい
　人間活動は言語による伝達活動によって組織され，社会的連帯を生み分業と協業を可能にする。どの社会でも言語の
担う相対的な役割はほぼ同じである。伝達活動は内容を表現形式（言語）に変換し，表現形式によって諒解する。どの
ような構造をもち、どのようにして機能を果たすのか、考え方と研究方法の基礎について学ぶ。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

言語活動では、伝えたいと思う表現内容が発音行動を通じて 大江孝男 大江孝男
言語と言語学（一） 音声に置き換えられて空中を伝わり、聴覚を刺激して理解され （東京外国語 （東京外国語

1
言語学の研究対象 る。発話行為を中心とするこの過程の中から研究対象を取り出 大学名誉教 大学名誉教

して、その特質を考察し、研究分野について紹介する。 授） 授）

言語活動は、人間が伝達内容を他に理解させる活動である。

2 言語と言語活動
表現と諒解は個人のレベルで別々に行われる心理活動であるに
烽ｩかわらず、共通の理解が成立する。言語が相互理解を媒介

同　上 同　上

し得る機構とその機構が成立する理由とについて考察する。

伝達活動が効率よく成立するには言語の構造が等質的である

3 言語と言語集団
のが望ましいが、広がりをもつ社会では「ことば」の違いがみ
轤黷驍ﾌが常識である。同じ社会の中で、違いの生ずる原因、

同　上 同　上

方言の発生と共通語の成立について考える。

言語表現の外形である言語音声をどのようにして観察し記述

4 音声と音声記号
するのか。音声の発音機構と聴覚印象との相互関係を考察し、
ﾀ在の音声と可能な発音とについて正確に観察する方法と記録

同　上 同　上

する方法とについて解説する。

地球上には何千という言語が話されておりよく知られてた言

5 世界と諸言語
語はそのなかのごく少数である。世界の言語の分布をアジアか
轣Aヨーロッパ、アフリカ、アメリカ、オーストラリアへと、

同　上 同　上

概観する。　（巻末：世界の「言語分布地図」「共通語地図」）

音声と意味の結合した単位としての言語記号のもつ特質につ
6 言語の構造 いて考察する。音声面の構成単位、意味の面の特質、単語の機 同　上 同　上

能、語順の役割などについて概観する。

7
音声と音韻（一）

ｹ　素　分　析
　音声資料から，記号の音形を構成する機能的単位である音素
�鰹oするための分析方法とその弁別素性をめぐって考える。 同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　、師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

音素が互いに結合して記号の音形を＝構成するには、各言語に
音声と音韻（二） 特有の結合規則に従ってまず音節を構成し、音節が単位となつ

8 音節とプロソ て音形を構成する。音節を構成する音素の結合規則，音形を構 大江孝男 大江孝男
＿“
Aイ一一　、 成する音節連結に音調律動を与えるアクセントや声調の規則に

ついて考える。

動詞は活用するといい、名詞は曲用するというが、それぞ

9
形態構造（一）

ﾈ用　と活用
れ、音形が一部は異なるが同じ形と意味を共有し形の違いが文
?ﾅの機能の違いに並行的に対応してセットをなす単語の集合

同　上 同　上

である。形の違いと機能の違いとの関係を追求する。

構成成分として別の単語を内部にふくむ単語は意外に多い。

10
形態構造（二）

h生と合成
構成は単語を土台に小形式との接合構造をなしているものと、
P語同士の結合構造なすものとがある。このような単語の構造

同　上 同　上

と構成について考察する。

単語が統合されて文の構成成分をなし、構成成分が統合され
11 統辞構造と統合型 て文をつくる。統合される形式の文法的関係，機能，規則など 同　上 同　上

を考察する。

規則に従って統合された形式が発話されて文としての機能を
果たす。文が連続してまとまった内容を表現する。文は、文全

12 文型と文構造 体に関わるイントネーションを持って発話され同じ構文でも意 同　上 同　上

味が異なることがある。構文，イントネーションと文の種別に
ついて考察する。

個人のレベルでみると安定している言語も長い期間をかけて

13
言語の変化（一）

芒r方法の基礎
変化し、いくつかの言語に分かれることもある。言語変化の原
�ﾉついて考察し、規則的な音変化のもつ意義について考え

同　上 同　上

る。

14
言語の変化（二）

ﾏ遷の諸相

　言語の変化は音変化だけではなく、形式の形はいろいろな要
�ﾉよって変化する。いろいろな変化とその要因について考え
驕B

同　上 同　上

言語学は、19世紀の歴史研究の発達を契機に方法論をもつ近

15
言語と言語学（二）

Q0世紀の言語学
代科学として発展し、今世紀にいたって構造体系の研究へと展
Jしてきた。これらの言語研究の特徴と現在の研究の動向につ

同　上 同　上

いて概観する。
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＝＝ ﾃ代ギリシャ・ローマの文学＝　（R）

〔主任講師：逸身喜一郎（東京大学教授）〕

全体のねらい
　ヨーロッパ文学を一貫する特徴のひとつに、淵源をたどればギリシャ・ラテンにたどりつくジャンルの意
識がある。時代による差異はあるが、後代は先行する作品の様式を、常に規範と仰いだ。本講義では、古典
文学のうち韻文で書かれた主な作品を、たんに年代順ではなく分野毎にたどり、各ジャンルの特質を明らか
にする。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 序　　　　　論

　古典古代は一千年以上にわたる。その間、社会の有様は
｢うまでもなく、作品の発表と受容の場も変化した。こう
ｵた歴史の簡単な把握と、ギリシャ語・ラテン語の特徴、
ｳらにジャンルとはどういつだものかを概説する。

三身喜一郎
i東京大学

ｳ授）

逸身喜一郎
i東京大学

ｳ授）

2 エポス：叙事詩
i1）

　rイーリアス』は西洋最古の文学であるとともに、その
繧ﾌ古典文学に著しい影響を与えた。その構成と成立の問
閧�?Sに、英雄叙事詩の特質、ならびに口諦叙事詩なる
T念について説明する。

同　上 同　上

3 エポス：叙事詩
i2）

　同じホ画一ロスの名で伝えられていても、．rオデュッセ
Cア港はrイーリアス』にくらべると、物語の内容にも構
ｬにも「新しさ」が見られる。もともとその核に、おとぎ
bの要素を持つものの、　rオデュッセイア』は英雄叙事詩
ﾌ別モデルとなることに成功している。

同　上 同　上

4 エポス：叙事詩
i3）

　ウェルギリウスはローマ建国を描いた叙事詩rアエネー
Cス』を作るにあたり、　rイーリアス』　rオデュッセイア』
o方をともども規範にすえた。とはいえこのローマの叙事
高�ﾑいている精神は、ホメーロスとは随分、違っている。
Gポスのラテン化は容易ではなかったが、陰影に富む作品
ｪ生まれることになった。

同　上 同　上

5 エポス：叙事詩
i4）

　偉大な作品との葛藤から、新しい作品が生まれてくる。
{章では、ホメ一手ス・ウェルギリウスとの対決を通じて
ｶまれた新しい傾向の叙事詩から、アポッローニオス『ア
泣Sー号冒険物語誰・オウィディウスr変身物語』・ルー
Jーヌスr内乱言醜を選んで、それらの異質さを明らかに
ｷる。

同　上 同　上

6 エポス：教訓詩

　英雄叙事詩だけがエポスではない。神々の系譜という形
ﾉよって世界観をヘーシオドスはこの詩型に託し、かっ農
vの日々の努あを教えた。古典文学にはこうした様々な知
ｯを士魂し、箴言を告げる一群の作品が、脈々と続いてい
驕B

同　上 同　上

7 エポス：牧　歌

　大都会アレクサンドリアの発展は、田園への憧れを生み
oした。テオクリトスに始まり、ローマのウェルギリウス
ｪ一層洗練させた牧歌もまた、エポスの韻律であるヘクサ
＜gロスで書かれている。本章では、あわせて「小さな物

齊香vとでもいうべきエピュッリオンをあつかう。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送抵当
u　師　名
i所属・職名）

8 エレゲイア
i1）

　エレゲイアとはヘクサメトロスという本流に対する傍流
ﾆして古典文学を貫いて用いられた韻律である。アルキロ
Rスからはじめ、この詩型の発展の歴史をたどる。あわせ
ﾄイアンボスとエピグラムにも言及する。

三身喜一郎 逸身喜一郎

9 エレゲイア
i2）

　ラテン文学は恋愛詩という独自のジャンルをうちたてた。
ｻの韻律はエレゲイアであった。プロペルティウスその他
ﾌ詩人の特徴を、ヘレニズム期文学の影響という観点に重
_をおいて説明する。

同　上 同　上

10 拝情詩　　（1）

　「拝情詩」と訳されることばは、元来、弦楽器リラの合
墲ｹて歌われた歌を意味した。サッフォー・アルカイオス
Eアナクレオーンは独唱詩の代表である。そこには個人の
ｴ性が、各人独特の言葉遣いで表わされているように思わ
黷驕Bしかしそこで歌われる「私」は、約束事をふまえた
u私」でもある。

同　上 同　上

ll 拝情詩　　（2）

　ジャンルとしての仔情詩は、アルカイック期以後、主要
ﾈ作品がない。5世紀の後に、ホラーティウスは、ギリシ
モﾌ拝情詩を復活し、ラテン語世界に取り込むことに成功
ｵた。その歌の対象は幅広く、拝情詩という訳語はとりわ
ｯこの詩人には不適切である。

同　上 同　上

12 拝情詩　　（3）

　オリンピック競技をはじあとする競技祝勝歌をピンダロ
Xは作った。競技での優勝とは、はかなき存在である人間
ｪ、栄光の高みに到達する機会なのである。そして勝利者
�^美する詩こそ、彼の名声を永遠に留める、という自負
�A詩人は担っている。

同　上 同　上

13 演　劇　（1）

　ギリシャ悲劇と喜劇は、アテナイのディオニューシア祭
ﾉおいて催されるポリスをあげての行事であった。そのた
ﾟ特殊な約束事にいろいろ縛られている。それらの知識は、一見、普遍的内容をもつ演劇理解に必須である。 同　上 同　上

14 演　劇　　（2）

　三大悲劇詩人（アイスキュロス・ソフォクレース・エウ
梶[ビデース）は、それぞれ特色ある作品を作った。悲劇
ﾍ英雄神話を題材に選ぶが、その扱いは詩人の裁量に委ね
轤黷ﾄいた6

同　上 同　上

15 演　劇　　（3）

　アリストファネースの喜劇は、突拍子もない設定から出
ｭして、想像力を飛翔させる。そのおかしさは「高級な笑
｢」から「行儀の悪さ」まで振幅がはなはだしい。しかし
ﾞの喜劇は後継者をもたない。1世紀のちのメナンドロス
ﾌ人情喜劇はプラウトゥスによってローマに移入され、つ
｢にはヨーロッパ演劇の基礎となる。

同　上 同　上
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＝イギリス文学（’98）＝＝（R）

〔主任講師：高松雄一（駒澤大学教授）〕

全体のねらい
　文学作品は、一方で神話伝説や幻想などの非日常的な世界を素材に取り入れるが、他方ではそれぞれの時代
の風俗習慣や社会のあり方と密接に結びついている。信仰表明の場となることもある。イギリス文学の流れの
なかから、各時代ごとにその具体的な現れをとりあげて考えたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

序論として、イギリス民族と言語の成立や初期の文学の
あり方など、基本的な問題について概観する。 高松雄一 高松雄一

1 イギリス文学の （駒澤大学 （駒澤大学

流れ 教授） 教授）

シドニーからシェイクスピアにいたるソネット集、スペン
サーの寓意物語詩r妖精女王』、その他、牧歌物語、モア・ 川西　　進 川西　　進

2 ルネッサンス期 ベーコンの散文などを中心に、イギリス・ルネッサンス期文学 （フェリス （フェリス

の詩と散文 の特質を探る。 女学院大学 女学院大学
教授） 教授）

シェイクスピアの演劇作品を中心に、エリザベス朝演劇
からジェイムズ朝演劇への変化、ピューリタンによる劇場

3 ルネッサンス期 閉鎖から王政復古後の演劇の復活にいたる推移を、時代思 同　上 同　上
の演劇 潮の変遷と絡めて考察する。

ピューリタン革命から王政復古にいたる激動の時代にお
ける文学とキリスト教の係わりを、英訳聖書、ダン、バー

4 宗教と革命と文 バートら形而上派詩人の宗教詩、ミルトンの叙事詩r楽園 同　上 同　上
学 喪失』などを中心に検討する。

18世紀になると、デフォーのrロビンソン・クルーソー』
スウィフトのrガリヴァー旅行記』を先駆として、リチャ
一ドソン、フィールディング、スターンらが出現し、小説 海老根宏 海老根宏

5 イギリス小説の というジャンルが確立する。これらについて考察する。 （東洋大学 （東洋大学

成立 教授） 教授）

18世紀末にイギリスのロマン主義運動が興る。ここでは
ロマン主義想像力の基本的な特質をさぐり、その意義を考

6 ロマン主義の特

ｿ
える。 高松雄一 高松雄一一

18世紀の詩を概観し、さらにロマン主義詩人の第一世代
18世紀詩人およ に属するブレイク、ワーズワース、コールリッジらの作品 笠原順路 笠原順路

7 び前期ロマン主 をとりあげて、具体的に特徴を論ずる。 （明星大学教 （明星大学教

義詩人 授） 授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　三七名

所属・職名） （所属・職名）

ロマン主義詩人の第二世代のバイロン、シェリー、キー
ツらの作品をとりあげて、ロマン主義の変移をみる。

8 後期ロマン主義 笠原順路 笠原順路
詩人

19世紀に入って、オースティン、およびヴィクトリア朝
のブロンテ姉妹、ディケンズ、ジョージ・エリオットらに

9 近代社会と小説 よって、本格的なリアリズム小説が確立する。これについ 海老根宏 海老根宏
て考察する。

テニスン、アーノルド、ブラウニング、およびラファエ
ル前派のロセッティなど、ロマン主義以後の詩人たちのあ

10 ヴィクトリア朝 り方を見る。 笠原順路 笠原順路
詩人

19世紀後半の批評家ラスキン、ペイター及びワイルドの
立場を中心において、唯美主義と世紀末文学の関連を考察 富士川義之 富士川義之

11 唯美主義と世紀 する。 （駒澤大学 （駒澤大学
末 教授） 教授）

19世紀末から20世紀の、リアリズムからモダニズムへの
橋渡し役となったハーディ、コンラッドらの意義を考察し、

12 イギリス小説の E．M．フォースター、ウルフ、　D．H．ロレンス、ジョイスにい 海老根宏 海老根宏
変貌 たる20世紀小説を論じる。

1910年前後から、新しい技法による新しい文学の確立を
あざす動きが現れ、やがて20世紀前半の文学の主流を占め

13 モダニズム文学 るにいたる。ここではイェイツ、ジョイス、ウルフ、T．S． 高松雄一 高松雄一
の意味 エリオットらを念頭におき、その全体的な特徴をさぐる。

モダニズム以後の文学の諸相を見る。30年代の社会派詩人と
して出発したオーデンら、ディラトン・トマスなどの詩人や、

14 1930～40年代の グリーン、ウォー、オーウェルらの小説家の出現がある。 富士川義之 富士川義之
文学

第二次大戦後から現代にいたるイギリス文学の状況を、
とくに小説と詩を中心にして展望する。

15 現代の文学 同　上 同　上
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＝ドイツ文学（’98）＝二（R）

〔主任講師：神品芳夫（明治大学教授）〕

全体のねらい
　ドイツ文学は苛烈な歴史を生きた人間たちの真実の声の集合である。その観点に立ち、中世から現代まで
のドイツ文学の成果を、社会の流れとの相関関係に留意しながら、自由に語ることにしたい。各担当講師が
受持つ3回のうち、2回は分担する時代の文学を概観し、1回は「特論」としてテーマを絞って問題を掘り
下げたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ゲルマン諸族の移動と神聖ローマ帝国の成立・分裂によ
ってヨーロッパが生まれるが、ドイツではドイツ語そのも 松浦　　純 松浦　　純

1 中世の文学 のが成立してゆくと共に、教会主導のキリスト教文学、ゲ （東京大学 （東京大学

ルマンの伝統をひく英雄文学と、フランス渡りの宮廷文学 教授） 教授）

とが展開してゆく。その諸相を紹介する。

活版印刷の発明のメディア革命としての意義は特に宗教
改革期になって発揮されたが、なかでもルターの著作と聖

2 宗教改革からバ 書翻訳は新たな文学の基盤となる標準的なドイツ語をも準 同　上 同　上
ロック 備した。その時代の文筆活動、続いて三十年戦争を経たバ

ロック時代までの文学について概観する。

マルチィン・ルターは宗教改革のリーダーとして、また
聖書翻訳者として知られているが、その思想像は多分に図

3 （特論）知られ 式化されている。時代背景を描きつつ、己と他者について 同　上 同　上

ざるルター の彼の思索がもっていた特質を考えてみたい。

ドイツ文学の隆昌期であるゲーテ時代とは、啓蒙主義と
「若いドイツ」に前後を挟まれた時期に当たり、いわゆる 木村直司 木村直司

4 ゲーテ時代の シュトゥルム・ウント・ドラング、古典主義、ロマン主義 （上智大学 （上智大学

文学 を包括する。人間性の時代である十八世紀を起点として、 教授） 教授）

その流れを追いつつ、古典文学の意義を問い直す。

古典主義のあとにロマン主義が始まったわけではなく、
両者はかなりの期間平行して進行した。初期ロマン派が活

5 ゲーテとロマン 回した時代はゲーテの長い生涯と重なり合い、ゲーテ自身 同　上 同　上
派 にもそれら両面が認められる。現実的なものと理念的なも

のとの相互関係を中心に、両者の関わりについて解明した
｢。

ゲーテの特徴は、詩人から自然研究者、政治家にまで及
ぶ多面性である。それはまた若いゲーテ・古典主義者・晩

6 （特論）ゲーテ 年のゲーテに分けられる。どれに焦点を合わせるかに従っ 同　上 同　上

像の変遷 て多様なゲーテ像が生じてくることを示したい。ゲーテ像
の変遷が十八世紀以降のドイツ精心構の反映であることに
も注目したい。

ホフマン、アイヒェンドルフを中心に後期ロマン派の特
性を分析し、さらにリュッケルト、ミュラーやハイネの詩、 光野正幸 光野正幸

7 後期ロマン派 グリルパルツァーの演劇やウィーン民衆喜劇にも触れて、 （武蔵大学 （武蔵大学

ロマン派の視野から十九世紀前半のドイツ文学の魅力を総 教授） 教授）

括的に捉える。
ぐ
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

．放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 リアリズム文学

　ゲーテの死からドイツの国家統一に至る時代の文学の主
ｪはリアリズムである。その中核をなすシュティフター、
Pラー、シュトルム、ラーベらの小説手法を探るとともに、
¥一リケ、ドロステの詩、ビューヒナー、ヘッベルの演劇
ﾉも触れ、　「詩的リアリズム」の文学の諸相を概観する。

光野正幸 光野正幸

9 （特論）ドイツ

Eオペラ文学

　十九世紀におけるドイツ・オペラの自立の過程を、モー
cァルト／サリエリの時代からヴェーバー／スポンティー
��oてヴァーグナーの「楽劇」、さらに二十世紀のリヒ
ャ泣g・シュトラウスまで音声資料をまじえて辿り、　「音
yと文学の結びつき」の文化史的文脈を明らかにする。

同　上 同　上

10 世紀転換期から

¥現主義

　政治上ではヴィルヘルム2世の対外拡張政策と第一次世
E大戦の時期。一方文化的には国際交流が進み、ドイツ文
wが世界の流れに合流し、ホフマンスタール、マン、カフ
Jらが輩出、二十世紀文学の視座を開いた。郷土文学とモ
fルネの文学の対立の構図を示したい。

神品芳夫
i明治大学

ｳ授）

神品芳夫
i明治大学

ｳ授）

11 亡　命　文　学

　1920年代に現代文学の基礎が築かれたあと、ナチの時代
ﾉなって、ドイツ文学は決定的に国内と国外に分裂した。
S命文学者には大別して、ユダヤ系、左翼系、リベラル系
ｪあり、それぞれの例としてS．ツヴァイク、ブレヒト、
sh．マンの場合を見たい。国内亡命者にも言及する。

同　上 同　上

12 （特論）リルケ

ﾆ現代詩

　ドイツ的土着性とは無縁のリルケは、ロシヤからスペイ
唐ﾉ至るヨーロッパの空間と詩伝統をふまえて多様な詩作
�W開した。他方でブレヒトなどの社会派の詩が優位を占
?驍ﾈか、リルケの詩がどのように受容されてきたかを考
ｦる。さらにドイツに独特の自然詩の系譜にも触れる。

同｝上 同　上

13 第二次大戦後の

ｶ学

　国土荒廃のなかでまず声を上げたボルヒェルトら戦中派
ﾌ作品を紹介し、47年グループの成立事情を説明する。
sh．マンほか亡命作家の受容とともに、50年代における
oッハマンやツェランの登場、そしてブリッシュとデュレ
塔}ットの仕事に触れる。

藤本淳雄
i成城大学

ｳ授）

藤本淳雄
i成城大学

ｳ授）

14 東西ドイツ並立

ﾌ文学

　イ〆

@帰国したブレヒトをはじめ社会主義の東ドイツ国家にお
ｯるさまざまな立場の作家の活動を紹介する一方、西でも
Gンツェンスベルガーやベル、グラス、さらに東から「移
Z」した十一ンゾンらの活躍、P・ヴァイスらによるユダ
юl問題との対決、東欧バルト海地域を舞台とするボブロ
tスキーの作品にも触れる。

同　上 同　上

15
（三論）東西統一の前後

　1968年の「学生の反乱」以降の社会状況を背景とするハ
塔gケ、ヴァルラフ、B．シュトラウスの仕事と、東ドイ
c末期の文学状況を概観したあと、近作rメーデイア遜に
鰍驍bH．ヴォルクの仕事とヨーンゾンの大作r記念の日
X』を考察したい。

同　上 同　上
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＝フランスの文学（’98）＝　（R）

主任講師〔
主任講師 麟心寄響騒〕

全体のねらい
　国民文学としてのフランス文学の成立は、17世紀の絶対王政の成立と密接に結びついている。フランス人
と対等に話が出来るためには、17世紀以降の「古典的な文学」に、フランス人並に通じている必要があると
語ったのは、ドイツの評論家クルチウスであった。それは、フランス語とフランス文化における文学の重要
性を指摘したものであり、その事情は、現在でも基本的には変わっていない。この講義では、17世紀から現
代までのフランス文学を、主としてジャンル毎に、その代表的な作家と作品について考えてみる。同時代の
社会や文化との関わりを視野に入れておくことは言うまでもないが、ただ、日本では、フランスの歴史の基
本的な様相も局面も、十分に知られているとは言いがたいので、その点にも配慮する。対象にするテクスト
は、原則として日本語訳のあるものを念頭におくが、特に韻文の場合は、原文を引用することもありうる。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

何故17世紀から現代か。　r古典主義の時代」に何が起き 渡邊守章 渡邊守章
たか。近代性の時代。17世紀と現代を通底するもの（制度 （放送大学 （放送大学

1 総　　　　　説 と文学）。 副学長） 副学長）

塩川徹也 塩川徹也
（東京大学 （東京大学

教授） 教授）

文学言語の厳密化と洗練。ピエール・コルネイユとその
時代。モリエールの喜劇。ラ・フォンテーヌあるいは　話

2 古典主義時代の 詩の劇場。 渡辺守章 渡辺守章
劇文学　　　（1）

ラシーヌ、ポワロー、マリヴォー、ボーマルシェ
古典主義の頂点、ラシーヌ喜劇。喜劇の変質、マリヴォ

3 古典主義時代の 一喜劇。ディドロと市民劇（演劇美容の拡大・変貌）。 同　上 同　上
劇文学　　　（2）

ジャンルとしての小説。デュルフェrアストレ』、ラ・
ファェット夫人rクレーヴの奥方避、プレヴォーrマノン

4 古典主義時代の ・レスコー』、ラクロr危険な関係盤 塩川徹也 塩川徹也
小説

「モラリスト」とは何か。モンテーニュ。ラ・ロシュフ
一コー。パスカル。ラ・ブリュイエール。

5 モラリストの系 同　上 同　上
難同日

「フィロゾフ」とは何か。モンテスキュー。ヴォルテー
ル。ルソー。ディドロ。

6 「フイロゾフ」 同　上 同　上
の文学

ロマン派の詩と詩人（ベランジェ、ラマルチーヌ、ミュ
ッセ、ヴィニー、ユゴー、ネルヴァル、ゴーチエ） 田村　　毅 田村　　毅

7 近代詩　　（1） （東京大学 （東京大学

教授） 教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ボードレール。ヴェルレーヌ。ランボー。マラルメ。詩 渡辺守章 渡辺守章
の危機。

8 近代詩　　（2） 松浦寿輝 松浦寿輝
（東京大学 （東京大学

教授） 教授）

ロマン派からレアリスムへ（ノディエ、ネルヴァル、ユ
ゴー、バルザック、スタンダール）

9 近代小説　　（1＞ 田村　　毅 田村　　毅

レアリスム以降（メリメ、デュマ・フィス、フローべ一
ル、モーパッサン、ゾラ）

10 近代小説　　（2） 同　上 同　上
一

ロマン派革命。同時代風俗劇あるいは近代劇の成立。世
紀末のパラダイム（演劇における前衛の出現）

11 近　　代　　劇 渡辺守章 渡辺守章

アポリネール。ヴァレリー。　rNRF壌派とモダニズム。
12 現　　代　　詩 ダダからシュルレアリスムへ。ブルトン。シュルレアリス 松浦寿輝 松浦寿輝

一言語とイメー ムの内と外。第二次対戦後の詩。
ジの冒険 渡辺守章 渡辺守章

ブルースト。ジッド。セリーヌとマルロー。サルトルと
カミュ。映像への越境、あるいは文学の危機。

13 現　代　小　説 松浦寿輝 松浦寿輝
一ブルースト以
後

演出家の世紀（アルトーの影）。演劇における前衛（1）
（クローデルの演劇的宇宙）。「30年代演劇」とその系譜

14 現　　代　　劇 （ジロドゥーから実在主義演劇へ）。 渡辺守章 渡辺守章
演劇における前衛（2）（「不条理劇」以降）

危機と文学。＝構造主義の地平。文学とその外部。

渡辺守章 渡辺守章
15 思想と文学

松浦寿輝 松浦寿輝
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＝現象学入門（’00）＝（R）

〔主任講師 千田義光（國學院大学教授）〕

全体のねらい
　20世紀の哲学を特徴づける思想運動の一つとして挙げることができるのは、フッサールを創設者とする現象学であ
る。本講義においては、その思索の展開を同時代の生きた思想として考え直して、この哲学的理念そのものの自己運動
に聴講者とともに肉薄していきたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 現象学の前史

　現象学は西欧哲学の伝統のなかに立ちながらも、この知的伝
揩�｢わば内側から解体し乗り越えようとする試みである。ギ
潟Vア以来の、とりわけ近代哲学の流れにおいて、それがどの
謔､に位置づけられるかを考察する。

千田義光
i國學院大

w教授）

千田義光
i國學院大

w教授）

2 現象学運動

　20世紀初頭以来のゆるやかな知的運動としての現象学は、創
ﾝ当初よりさまざまな展開をみているが、それらの運動を先ず
ﾅ初に概観して、全体的な見通しを立てるとともに、本講義の
ｷすむ方向を明らかにする。

同　上 同　上

3

超越論的主観性の
ｻ象学（1）一現象学の現象

w

　フッサールによる超越論的現象学は彼独自の方法論をもって
｢るが、さらにはその方法論にたいする自己批判そのものが現
ﾛ学の展開それ自体と不可分な関係をもつ。現象学的方法論と
ｵての「現象学の現象学」は、現象学そのものである。

同　上 同　上

4

超越論的主観性の
ｻ象学（2）一意識の一般構

｢

　意識の本質的構造としての志向性と内的時間性は、現象学に
ﾆって中心となる問題である。この概念に立脚しながら、現象
w的にさまざまな種類の意識作用とそれらの遂行様態が分析さ
黶Aそれにのっとって、フッサールの現象学が展開する。

同　上 同　上

5

超越論的主観性の
ｻ象学（3）一世界の意味構

ｬ

　フッサールは、意識の一般構造の分析と現象学的方法論に基
ﾃき、多様な体験の具体的統一化という問題を、さまざまな身
ﾟな世界の意味的構成、ひいては万人に共通する一つの世界の
¥成の問題として解明する。

同　上 同　上

6

超越論的主観性の
ｻ象学（4）一自我と相互主

ﾏ性

　彼の自我論は方法論的に独我論から出発して、相互主観的な
､同体の構成の分析にすすむ。孤立した認識主観からの解明は
ｽくの批判にさらされることになったが、しかし彼の議論の途
繧ﾉおいて何が哲学的問題として問われるのかを考える。

同　上 同　上

7

超越論的主観性の
ｻ象学（5）一一生活世界と歴

jの現象学

　ガリレイ以来の客観主義的な近代科学によって忘れられた、
蜉ﾏ的かつ相対的なわれわれの生きて体験されている感覚的世
Eを、彼は生活世界とよぶ。生活世界論のもつ射程と意義を彼の歴史観とともに検討する。 同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

事実的人間存在の フッサール現象学の根本的批判者はハイデガーである。超越

8
現象学（1）一存在論的現象 論的現象学がハイデガーによって存在論的現象学として批判さ

黷ﾂつ展開されることによって、現象学が新たに切り開いた哲 千田義光 千田義光
学 学的次元が何であったのかを考察する。

事実的人間存在の ハイデガーは人間の存在を現存在とよび、さらにそれを世界

9
現象学（2）一世界内存在と 内存在としてとらえかえす。世界に超越的な主観ではなく、み

ｸからの存在をみずからのその充全な具体性において生きる事
同　上・ 同　上

しての人間の存在 実的な人間の存在が問題とされる。

事実的人間存在の 現にある事実性と投げいれられた存在としての実存する人間’

10
現象学（3）一本三三人間存 の存在は、たえず存在するものを配慮しつつ解釈し、理解して

｢る。存在論に先立つこの存在理解が、ハイデガーによって本
同　上 伺　上

在の分析論 来的な人間存在の分析論という哲学的問いへと深化される。

事実的人間存在の ハイデガーの現象学的解釈学は、当時留学した日本の留学生

1
1

現象学（4）一日本文化論と たちによって日本文化の解釈学として豊かに結実した。現象学
Iに見ることの生産性と、その一つの日本的変様と意義を考え

同　上 同　上

しての解釈学 る。

実存的現象学 ハイデガーの現象学はまたフランスにも影響をあたえ、サル

12
（1）一一一自由と実存の トル、メルロ＝ポンティらの実存的現象学へと展開した。特に

Tルトルにおいて、それは自由と実存の思想として第2次大戦後
同　上 同　上

現象学 の時代を強く彩った。

13

実存的現象学
i2）一一受高した身体

ﾌ現象学

　メルロ＝・ポンティにとって、世界の意味は、他に還元するこ
ﾆのできない、この世界の具体的な内容に拠っており、無数の
ﾙ質な経験の交点に現れる意味として理解される。このような
揄�ﾍ、判断に先立つ、感覚的な門門した身体に固有な章味を
ﾆらえることとされる。

同　上 同　上

1950年代以後、フランスやドイツにおいて、西欧近代思想の

14
現象学の多様な進

W
自己批判として、他の現代哲学思想と結びつきながら、これま
ﾅ看追され軽視されてきたさまざまな側面に、哲学的分析が加

同　上 同　上

えられていった。

現象学は20世紀の哲学的運動としてすでにその生命力を枯渇

15 現象学の意義
させ、存在意義を失っているのであろうか。現在にとっての現
ﾛ学のもつ意味を、あらためて再考することによって、さらに

同　上 同　上

哲学そのものの意味をも考察する。
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＝宗教の哲学（’00）＝（R）

〔主任講師　　量 義治（東洋大学教授）〕

全体のねらい
　「宗教の哲学の課題」を発見するために現象学的方法を採る。具体的には、仏教、キリスト教、イスラム教という三
大世界宗教とこれらに基づく特殊的宗教の哲学の考察をとおして、宗教の哲学の課題の発見、そしてその解決に迫る。
特定の宗教および宗教の哲学に偏ることなく、できるだけ普遍的・客観的に述べることを旨とする。

回 テ　一　マ ㌧内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属職名）

1 課題と方法

　「宗教の哲学」を現象学的方法によって省察する。すなわ
ｿ、最初に代表的な世界宗教を取り上げ、つぎに特定の宗教の
ｧ場を背景にした宗教の哲学を取り上げる。こうしてはじめて
u宗教の哲学の課題」に見出すことができる。

量　　義治
i東洋大学

ｳ授）

量　　義治
i東洋大学

ｳ授）

2
宗教1

ｧ教

　ゴータマ・シッダールタを開祖とする仏教にはキリスト教や
Cスラム教の神に相当する絶対者は存在しない。また、聖書や
Rーランに相当するような正典というものもない。それだけ
ﾉ、あまたある教典のなかからどの教典を尊重するかというこ
ﾆが問題となる。

同　上 同　上

3 宗教1
Lリスト教

　キリスト教は聖書の宗教である。聖書には旧約聖書と新約聖
曹ﾆがある。両聖書は一体不可分の全体を成している。その中
Sに位するのがイエス・キリストである。キリスト教は、端的
ﾉいえば、イエス・キリストの宗教なのである。

同　上 同　上

4
宗教皿

Cスラム教

　ムハンマドを開祖とするイスラム教では、正典コーランとと
烽ﾉハディース（伝承）およびシャリーア（イスラム法）が尊
dされる。イスラム教においては、モーゼもイエスも預言者と
ｩなされるが、ムハンマドが最後最大の預言者とされる。

同　上 同　上

5

特殊的宗教の哲学
P仏教的宗教の哲学

　世界的に著名な日本の代表的仏教学者、鈴木大拙をとおして
l察する。そのさい、宗教の地平としての「霊性」を霊性の論
揩ﾆしての「白白の論理」に注目する。

同　上 同　上

6

特殊的宗教の哲学
gキリスト教的宗教

ﾌ哲学

　日本の代表的キリスト教哲学者、波多野精一をとおして考察
ｷる。　「超越的・実在的・絶対他者」　「神の愛」　「永遠の生
ｽ」等のテーマを取り上げる。

同　上 同　上

7

特殊的宗教の哲学M
イ
ス
ラ
ム
教
的
宗
教
の
哲
学

　世界的に著名な日本のイスラム学者、井筒俊彦をとおしてイ
Xラム神秘主義「スーフィズム」を考察する。具体的には十三
｢紀のイブン・アラビーの「存在一性論」を省察する。

同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

現代において、宗教の哲学の構築を試みようとする場合に

8 宗教批判
は、宗教批判の哲学に一顧を与えておくことは不可欠である。
ｱれなしには、この時代においては宗教の哲学の構築は砂上に 量　　義治 量　　義治

楼閣を建てるようなことになりかねないであろう。

フォイエルバッハとマルクスの宗教批判は、要約すれば、神

9
宗教批判に対する

癆ｻ
は実在ではなくて虚構であるというものである。また、ニー
`ェもそれは「神は死んだ」という衝撃的は言葉で表される。

同　上 同　上

これらの宗教批判を反駁する。

基礎作業を了えたいま、われわれは、　「宗教の哲学の課題」

10 宗教哲学の課題
を確定することができる。それは「救済の問題」と「絶対者の
竭閨vと「信仰と行為の問題」とに要約することができる。こ

同　上 同　上

れらの問題のなかで中心的な問題は「救済の問題」である。

救済は単に個人の救済ではなくて、全人類の、いな全宇宙の

11 救済の問題
救済でなければならない。救済の方法としては、他力、自力、
ｩ力、他力の方法があるが、全宇宙の救済のためには絶対的力

同　上 同　上

が必然的である。

救済とは、それが自己であれ、他者であれ、絶対者のよる救

12 絶対者の問題
済である。したがって宗教の哲学において、絶対者の問題はき
墲ﾟて重要である。さまざまな絶対者観を考察するが、アプラ

同　上 同　上

ハムの神と哲学者の神との対置は思想史上有名である。

宗教の中心問題である救済は絶対者による救済であるが、ぞ
のさい人間の側が一切問題にならないのではない。人間の信仰

13 信仰と行為の問題 が問われる。そして、その信仰とは意識の問題ではなくて実存 同　上 同　上

の問題である。ここからして信仰は必然的に行為と深く関わ
る。

世にはさまざまな宗教がある。いったいどの宗教が真理なの

14
宗教における真理

ﾌ問題

であろうか。そもそも宗教における「真理」とはなんであろう
ｩ。イエスを尋問した総督ピラトもイエスに向かって「真理と
ﾍなにか」　（テイ・エスティン・アレーティア）という問いを

同　上 同　上

発したのである。

宗教的真理はわれわれ自身が「そのために生き、かつ死ぬこ
とを願うような実存的真理」でなければならない。したがって

15 宗教の哲学と現代 理論的、傍観的立場に終始することは許されない。この無神 同　上 同　上

論・ニヒリズムの時代の只中にあって、われわれはいかにして
信仰を続けうるのか。
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＝老荘思想（’00）＝（R）

〔主任講師 池田知久（東京大学教授）〕

全体のねらい
　老荘思想、すなわち中国古代の思想家である老子や荘子の思想は、中国だけでなく日本を含む東アジアの諸地域の文
化にとって、近代に至るまできわめて重要な思想の一つであった。それだけでなく、現代社会の典型である今日の日本
の中に生きる我々にとっても、顧みるに値する重要な思想の一つである。
　この講義では、従来の老荘思想の研究成果を十分にふまえながら、それらとは異なった新しい観点に立って、老荘思
想の主な内容を解明するとともに、近年の出土資料をも利用レて、戦国時代より六朝時代に至るその歴史的な展開を大
ざつぱに跡づけてみたいと思う。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1
最初の思想家たち
ﾆその生きた時代

　老荘思想の誕生した背景にある、戦国時代～前漢時代の社会
�ｵを考察し、その中における老鼎・荘周・劉安といった思想
ﾌ担い手たちの生き方について考察する。

［池田知久
@（東京大学
ｳ授）

池田知久
i東京大学

ｳ授：）

テキスト編纂の歴 老荘思想を記した代表的な書物の一つである『荘子』に関し
2 史（その一） て、その成立・由来・構成などについて述べ、あわせてこの書 同　上 同　上

『荘子』 物の正しい取り扱い方を解説する。

3

テキスト編纂；の歴

j（その二）
@　　『老子』　と
w潅南子』

　老荘思想を記した代表的な書物である『老子』と『准南子』
ﾉ関して、それらの成立・由来・構成などについて述べ、あわ
ｹてこれらの書物の正しい取り扱い方を解説する。

同　上 同　上

「老荘」という概念は、老荘的な諸思想をグルーピングする
「黄老」から「老 ために、後代になって作られた人工的な概念である。　「黄老」

4 荘」を経て「道 「道家」などをも考慮しながら、諸概念の変遷の中に見られる 同　上 同　上

家」へ 老荘思想についての歴史的事実と、後代における学者の机上の
整理との乖離について分析する。

老荘思想は、戦国時代中期の紀元前300年ごろ、人間疎外の克

5
老荘思想の誕生と
ｻの先駆者たち

服や人間の主体性の獲得をめざして誕生したが、その時代背景
�l察するとともに、老荘思想の誕生に影響を与えた先駆者た

同　上 同　上

ちについて究明する。

戦国時代中期の紀元前300年ごろ、老荘思想がこの世に初めて

6
「万物斉同」の哲

w
誕生した時、彼らが抱いた思想は、　「万物斉同」の知識一存在
_であった。中国古代の諸思想の中でも、最も難解なこの哲学

同　上 同　上

について、その理論構造や目的などを解明する。

老荘はまた道家とも呼ばれる。それは、彼らにとって「道」

7 「道」の形而上学
が最も重要なキー・コンセプトだったからであるが、この回
ﾍ、人間をも含めた「万物」を存在させ変化させている窮極的

同　上 同　上

根源的な実在としての「道」に関する哲学を分析する。

一695一



執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

老荘思想の「物」という存在者に関する哲学、すなわち「物

8
「物化」・転生・

ﾖ廻の思想
化」・転生・輪廻の思想について解明する。これらの思想は単
ﾈる存在論の一つではなく、同時に人間の死の意味づけでも 池田知久 池田知久
あったのである。

老荘思想は戦国時代後期に至って「気」の思想を他から取り

9
「万物一体」の思

zと宇宙生成論
入れた。また、それに基づいて「万物一体」や宇宙生成論を論
ｶた。この回は、これらの諸思想の内容と意味について考察す

同　上 同　上

る。

老荘が「天」を重んずる立場に立っていたことは、戦国末期

10
「天」の立場と
u仁孝」の否定

の『筍子』によっても確認できる。　「天」の立場は儒家などの
ｾう倫理や政治を「人」として批判することと表裏の関係をな

同　上 同　上

すが、この回は、以上の諸問題について解明する。

老荘の「養生」説は、　「気」の理論とともに他から取り入れ

11
「養生」の説と
u遊」の思想

たものであり、また「遊」とは、人間が世間的な単なる存在者
ｩら真の実在の世界に飛翔していくことである。これらには思
z家たちの自由や独立の願いが伴っている。この回は、以上の

同　上 同　上

諸問題について考究する。

12

三つの政治思想一
齔ｭ治の拒否、
?[トピアの思
z、中央集権の現

ﾀ

　老荘思想の中にはあい反する三つの政情思想がある。一つ
ﾍ、原理的な政治の拒否。二つは、万民平等のユートピア思
z。三つは、一君万民の中央集権的な専制主義の黄老思想であ
驕Bこの回は、三者の内容と由来について考察する。

同　上 同　上

13

聖人の「無為」と

恤ｨの「自然」一
齔Vたな思想の展

J

　老荘にとって「無為」や「自然」は、当初から抱いていた思
zではなく、当初の道の形而上学を修正するために唱えるに
鰍ﾁたものである。この回は、人間や万物の自律性を主張する
u自然」の思想について解明し、あわせて三三南北朝時代の老

同　上 同　上

荘思想への展開を論述する。

14

「無知」　「不言」

ﾌ提唱と弁証法的
ﾈ論理

　無言の提唱、矛盾律の否定などを始めとして、老荘思想はこ
ﾆば・論理・知識について重要な思索を行っている。この回
ﾍ、中国古代の知識論の歴史における老荘思想の位置と意義に
ﾖして論述する。

同　上 同　上

老荘もまた諸子百家の一つであり、先行する諸子百家の思想
諸子百家に対する を批判的に摂取しながら自己を形成していった。しかし、前漢

15 批判と中国思想史 初期の老荘はむしろ諸子百家の統一・総合に努力を傾注してい 同　上 同　上
の構想 る。これらの問題を解明しつつ、あわせて老荘思想の後世に与

えた影響について考究する。
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＝上代の日本文学（’00）＝（R）

〔主任講師 多田一臣（東京大学教授）〕

全体のねらい
　文学の誕生から平安遷都のころまでを上代とする。この講座では、その主要な作品、古代歌謡、　r万葉集』　r記紀』
r風土記』などを読み解きながら、その展開を文学史的な観点から説明してみたい。上代日本文学の全体像を把握する
ことがここでの目標となる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 文学の発生

　文学の言葉は、日常的な言葉、事務的な言葉などとは異な
驕A幻想的な言葉、情緒的な言葉である。それは、古代では特
ﾊの言い方をもっていた。したがって、そういう言葉の成立を
ｳぐるのが文学の発生になる。

古橋信孝
i武蔵大学

ｳ授）

古橋信孝
i武蔵大学

ｳ授）

2 古代歌謡の世界

　古事記、日本書紀などに記されている歌謡は、古くから歌い
pがれてきたものである。古いものゆえ、むしろ歌の構造を
ﾍっきりともっている。その構造を、同じ日本語文化圏の沖縄
ﾌ古謡まで含めて考える。

同　上 同　上

3 万葉集の成立

　万葉集が古代歌謡と違って、どの地域の人々にも理解しうる
ﾌは、都市的な言葉、いうならば共通語でよまれているからで
?驕Bそれゆえ、時代を超えて、われわれにも鑑賞することが
ﾅきる。そういう言葉の成立を考える。

同　上 同　上

4 初期万葉の世界

　静明天皇の時代から壬申の乱までの、中央集権体制が確立さ
黷骭ンｮの時代の和歌を初期万葉と呼ぶ。万葉の夜明けにふさ
墲ｵく清新でのびやかな歌が多い。額田王の作品を中心にその
｢界をながめてみたい。

多田一臣
i東京大学

ｳ授）

多田一臣
i東京大学

ｳ授）

5 柿本人麻呂1

　柿本人麻呂は万葉集最大の歌人である。宮廷歌人の第一一人者
ﾆして、多くの讃歌や挽歌を残している。長歌の様式を完成さ
ｹたのも人麻呂である。そうした人麻呂の作品世界をながめつ
ﾂ、その詩的達成について考えてみたい。

同　上 同　上

6 柿本人麻呂2
　前回に引き続いて、柿本人麻呂の作品世界をながめる。同時
ﾉ、人麻呂と同時代の高市黒人、やや遅れる山部赤人について
熏lえてみたい。

同　上 同　上

7 旅人と憶良

　万葉の盛時を築いた二人の歌人、大伴旅人と山上憶良につい
ﾄ考える。脱俗的な風流の中に人生の哀感をうたった旅人、人
ｶの苦悩や社会の矛盾をうたった憶良。三蹟的でありつつどこ
ｩ重なりあう二人の生のありようを探っていく。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

大伴家持は万葉集の編纂者に擬せられている。憂愁に満ちた

8 大伴家持1
感傷を繊細な表現でうたいあげて、独自な境地を開いたとされ
驕B次代の和歌への橋渡しを果たした点も高く評価されてい 多．田一臣 多田一臣
る。その家持の作品を具体的にながめていく。

9 大伴家持2
　前回に引き続いて、大伴家持の作品世界をながめる。同時
ﾉ、家持と同時代の歌人たちについても考えてみたい。

同　上 同　上

東歌も防人歌も、どちらも東国の衆庶の肉声を伝えた歌とさ

10
東歌と防人歌一都と鄙 れる。しかし、なぜ万葉集に東国の歌が収められたのかという

摎Rは未解明のままである。ここでは、都と鄙という観点か
同　上 同　上

ら、右の問題を考えてみたい。

古代の官僚貴族たちにとって漢詩文は必須の教養だった。こ

11 漢詩文の世界
こでは最初の漢詩集『懐風藻』を取り上げ、その作品世界をな
ｪめてみたい。中国詩学の影響を受けて成立した歌学書r歌経

同　上 同　上

標式』についても触れてみたい。

12
歴史書の成立一記紀の世界1

　八世紀の初めに成立した『古事記』と『日本書紀』は、大和
ｩ廷が国家としての装いを整えるために要請された歴史書であ
驕Bそれはどのような過程を経て成立し、なぜ必要であったの
ｩ、そこには何が描かれているかということを考えてみたい。

三浦佑之
i千葉大学

ｳ授）

三浦佑之
i千葉大学

ｳ授）

記紀には、神々の物語と歴代天皇の事績や系譜が語られてい

13
神と人の物語一記紀の世界2

る。ここでは、具体的な伝承を取り上げながら、記紀の神話や
燔bに描かれた世界がどのようなものであったのかということ
�_じていく。皆さんがよく知っている話も見つけられるはず

同　上 同　上

である。

大和朝廷の命令を受けて、各国がそれぞれの土地に伝えられ

14
古代の民間伝承一風土記の世界

た伝承をまとめたのがr風土記』である。その成立の経緯を踏
ﾜえながら、現存風土記のいくつかを紹介する。そこには民間
ﾅ語られていた伝承世界の多様性を見出すことができるはずで

同　上 同　上

ある。

15
古代の説話一日本霊異記

　説話文学は、貴族を中心とする古代文学の世界のいわば周縁
ﾉ位置している。最古の説話集である『日本霊異記』を取り上
ｰながら、説話文学誕生の史的意義を考える。

多田一臣 多田一臣
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＝中世日本文学の風景（’00）＝（R）

全体のねらい
　この科目は、日本め中世文学を地理に焦点をあてて概観する。各地を舞台にした作品やゆかりの文学者たちを取り上
げ、中世文学を風土や時代性などの面から考察し、各地域の文学性を浮び上らせる。名歌や名場面を原文で紹介すると
ともに、それらの意味や背景をわかりやすく解説し、中世前後の時代の文学とも関連付けて論じる。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
西日本と東日本・

桙ﾌ都

　はじめに日本史学でもしばしば議論される、西日本と東日本
ﾌ違いについて考え、次に「愚管抄」　「保元物語」　「平治物
黶v　「平家物語」などの作品に言及しながら、中世初頭におけ
驩､城の地一京の都の文学史的意味を論ずる。

久保田　淳
i白百合女

q大学教授）

久保田　淳
i白百合女

q大学教授）

2 鎌　　　　　倉

　中世において鎌倉が果たした役割を、政治と文化の両面から
l察する。源実朝・源光行・宗尊：親王などの歌人・学者、　「と
ﾍずがたり」・などの作品、鎌倉武士たちに歌われた早歌などを
謔闖繧ｰる。

島内裕子
i放送大学

ｳ授）

島内裕子
i放送大学

ｳ授）

3 瀬戸内・西国

　瀬戸内海は、京と四国、中国、九州地方を結ぶ交通の要路で
?閨Aまた、日影貿易で富を築いた平家のように、海外へ通じ
驫Cでもあった。歌枕や霊場を訪ねる旅人の往来や遠流の貴人
熄ｭなからず、海賊も出没し、港には遊女も集うたこの地方の
ｶ学を考える。

木下資一
i神戸大学

ｳ授：）

木下隅一
i神戸大学

ｳ授）

4 山　　陰　　道

　配流の地である隠岐を中心に、後鳥羽院に関連して「新古今
a歌集」　「増鏡」などを扱い、後醍醐天皇に関連して「太平
L」にも触れる。他に、中世における人麿影供や説話などにも
ｾ及したい。

村尾誠一
i東京外国

齣蜉w助教
�j

村尾誠一
i東京外国

齣蜉w助教
�j

5 陸　　　　　　奥
　二度陸奥を旅した西行を中心に、この「辺境」の地の持つ問
閧�lえる。他に、　「義経記」や「御伽草子」などにも触れ
驕B

村尾誠一 村尾誠一

6 東　　海　　道

　京と鎌倉を結ぶ幹線道路である東海道を舞台とする中世文学
ﾌ中から、主として紀行文を取り上げる。　「海道記」　「三関紀
sj　r十六夜日記」などの鎌倉時代の作品、および中世後期の
ｿ詩文「梅花無尽蔵」などにも触れる。

島内裕子 島内裕子

7 東　　山　　道

　東山道は古代以来、都と東国、陸奥を結ぶ重要な交通路であ
閨A歌枕や霊場なども多いが、山岳地帯を通るゆえ旅の難所も
ｭなくなかった。ここでは主として、信濃以西の国々を取り上
ｰる。

木下資一 木下三一
@　　　　ノ
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

木曽義仲は北陸道を都に攻め上り、一方「義経記」や能「安
宅」語るところの義経は、この道をたどり、陸奥へ落ちのびた

8 北　　陸　　道 ことになっている。この地方には、親不知などの難所も知られ 木下資一 木下三一
る。また流人の島として知られる佐渡に身を留めた歌人、宗教
家、芸能者もいる。

「平家物語」と「太平記」を軸として見て行く。中世始発期
9 大和　・吉野 における南都の災上と復興、南北朝期の吉野が中心となるが、 村尾誠一 村尾誠一

他にもこの地の持つ豊かな文学的な問題にも言及する。

紀伊国や四国の中世文学における意味を考える。中世文学に
10 南　　海　　道 関わる人物としては、明恵・一遍・心敬など、文学の問題とし 久保田　淳 久保田　淳

ては、補陀落渡海・道成寺縁起などを取り上げる。

鎌倉時代になりその重要性が飛躍的に増したこの地について
11 関　　八　　州 考える。実朝をはじめ、　「太平記」　「神道集」など、さらに 村尾誠一 村尾誠一

は、・三三や三三などにも触れる。

天台宗の総本山比叡山延暦寺と真言宗の総本山高野山金剛峯
寺が中世の文学や文化で果した役割について考察する。作家と

12 叡山　と高野 しては慈円・西行など、作品としては「拾玉集」　「山家集」 久保田　淳 久保田　淳
「平家物語」　「高野物語」　「三人法師」説経「かるかや」など

に言及する。

主として中世後期における筑紫の文学的位置付けを考える。

13 筑　　　　　　紫
浄弁の筑紫下向や宗祇の「筑紫旧記」など歌人・連歌師の活
ｮ、細川幽斎の文武にわたる活躍、および木下長囎子などの戦 島内裕子 島内裕子
国武士について取り上げる。

中世文学の舞台は、日本の国土に限らない。天竺・唐土など

14 異郷　・異界
の異郷やまた神仏や鬼・天狗・龍神などの住む異界もその舞台
ﾅあった。中世の日本人は外国をどのように捉えていたか、そ 木下三一 木下三一
の宇宙観・世界観はどのようなものなのか考える。

中世から近世への時代の転換を、京およびその周辺に焦点を
15、 京 あてて考察する。主として旧臣・宗祇・実隆・守武・幽斎など 島内裕子 島内裕子

を取り上げ、新しい文学の展開を眺望する。
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＝19世紀日本の歴史（’00）＝（R）

〔主任講師 三谷　博（東京大学教授）〕

全体のねらい
　いままでの日本の近代は、たとえば明治から太平洋戦争までを対象に、同じ体制下での発展や変化といった観点から
述べられてきた。この講義は逆に、変化にまず着目して、日本の近代の意味を考える。明治維新の前後で何が変わり、
それが我々に何をのこしたのか、主に政治に関わる側面から観察する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 19世紀の意味

　19世紀は人類にとって大きな転換点であった。西洋は国民国
ﾆ、工業文明、そして地球規模の交通網を創りだし、世界を一
ﾌ化し、経済発展を加速しつつ、戦争の大規模化や庶民の公生
?ﾖの登場など、絶えず変貌するダイナミックな秩序を生み出
ｵた。

三谷　　博
i東京大学

ｳ授）

三谷　　博
i東京大学

ｳ授）

2
近世後期の構造1一国際環境

　歴史始まって以来、東アジア世界は中華帝国を中心に国際秩
?�`作ってきた。その構造と日本の位置を、西洋がふたたび
ｱの地域に登場する以前、18世紀後半の時点で、輪切りにして
ﾝておく。

同　上 同　上

3
近世後期の構造2一複合国家

　近世の日本国家は、明治以降と異なって、公儀と禁裏という
�ﾂの中心と二百数十の小国家からなる複合的な構造を持って
｢た。その個々の特徴と、相互関係を検討し、その上位に立つ
u日本」というイメージがどのような形で存在したかを考え

驕B

同　上 同　上

4
近世後期の構造3一社会結合

　近世の日本は、身分的にも多元的な社会であった。身分制の
烽ﾁていた職能や宗教との関わり、集団性や世襲制といった特
･を考え、さらに身分制や地域性を越える水平な社会結合を創
閧ｾした様々なメディアを観察する。

同　上 同　上

5

19世紀前半の変化一国際環境と知

ｯ人

　日本は19世紀の東アジアでもっとも早く西洋の世界制覇への
x戒を始めた国であった。西洋の東アジアとの関わりの変化、
坙{知識人のその認識、新たな世界像と国内改革論などを概観
ｵ、「予知された危機」に対する様々の態度を見てゆく。

同　上 同　上

6
幕末の変革（一）一対外関係

　19世紀の半ば、日本は西洋諸国に強制されて、西洋が築きつ
ﾂあった新たな世界秩序に加わった。隣国の清がイギリスに敗
kし、東アジアに西洋の軍事的・経済的拠点ができたアヘン戦
?ｩら、日本が西洋諸国に「開国」し、さらに日本人の海外渡
qが始まるまでの政策の変転を見てゆく。

同　上 同　上

7
幕末の変革（二）一政治体制

　ペリーの来航は政治体制に内在した様々の不整合を矛盾に変
ｦた。西洋の圧力に対する「富国強兵」策、　「尊皇撰夷」と
u公議」を通ずる政治参加の運動、それらによる「幕府」専制

ﾌ制の崩壊、　「王政」と「公議」を柱とする新体制の成立まで
�ｩる。

同上 同上

一701一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

ノ

8
明治前期の変革1一武士の解体

　明治初年に矢継ぎ早に出された数々の施策は、維新という体
ｧ転換を大規模な社会変動へと導いた。秩禄処分とそれに対す
驪剣錘mの対応などを素材に、変革の実態を明らかにし、あわ
ｹて明治維新の比較史的特徴を考えてみたい。

山口輝臣
i高知大学

齡C講師）

山口輝臣
i高知大学

齡C講師）

9

明治前期の変革2一国家境界の三組 　維新後の日本は、西洋に対抗し、その国際法に準拠するた
ﾟ、蝦夷地・封馬・琉球などの境界領域を排他的な領土に組み
桙ﾝ、さらに西洋諸国だけでなく、朝鮮や清国と条約関係を結 三谷　　博 三谷　　博’

織 んだ。その過程で起きた問題と国家間の関係構造を観察する。

明治憲法により確立する立憲君主制は、　「王政」と「公議」

10
明治前期の変革3一政治体制 という新政権の柱の制度化であり、また「公議」分裂の一翼を

Sった自由民権運動をも有効に権力へと組み込みうる政治体制 山口輝臣 山口輝臣
であった。立憲君主制の創出過程をあとづけていく。

天皇という単一一の中心への移行や画一的な地方制度の施行に

11

近代前期の構造1一「中央」と「地方」 より、近代の日本国家は、近世と比較するとその構造はかなり
P純なものとなった。そうした構造が形成されていく過程の検
｢を通じて、近世国家とは異なる近代国家の特質を見ていきた

同　上 同　上

い。

近代の日本は、多元的な身分制を解体し、国民を生み出し

12
近代前期の構造2一国民形成 た。学校・軍隊などを介して国民意識が形成されていくととも

ﾉ、地方に対する明敏な意識も並存していた。両者の複雑な関
同　上 同　上

係を、主にメディアへと焦点をあてながら考察していく。

中華帝国を核とした東アジアの国際秩序は、日本の朝鮮半島

13
東アジア国際秩序

ﾌ変化
への関与、およびフランスのヴィエトナム植民地化を皮切り
ﾉ、大きく変化する。日本の対外態度および東アジア国際秩序

同　上 同　上

の変化を、日清戦争までの時期を中心に概観する。

対外戦争は、明治初期に一旦確定した「日本」の外に新たな

14
20世紀へ1一「内地」と「外地」 領土＝植民地、台湾・遼東半島・樺太・朝鮮を付け加えた。近

繿O期には予期されていなかったこうした事態の出現と、それ
同　上 同　上

にともなう「日本」や「日本人」の変容を探る。

15

20世紀へ2一「政党化」と「都

s化」

　19世紀から20世紀にかけての社会の変動は、明治前期に形作
轤黷ｽ政治構造に変容を迫る規模のものであった。世紀転換期
ﾌ変動を、「政党化」と「都市化」との絡みとして考察し、激
ｮの20世紀を展望する。

同　上 同　上
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＝朝鮮の歴史と社会（’00）＝（R）

〔主任講師 吉田光男（東京大学教授）〕

全体のねらい
旧本にもっとも近く関係も深い地域である朝鮮の歴史を、古代から現代に至るまで、時代を追いかけながら政治・社

会・文化的な特色に焦点をあてて概観する。時代ごとの特徴に注目することにより、朝鮮史理解の基礎を形成し、あわ

せて現代の朝鮮半島に対する理解も深める。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u・師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
朝鮮史を学ぶため

ﾉ

　日本列島にとって朝鮮半島は、長い歴史を通じて密接不可分
ﾈ存在であった。私たち日本に暮らしている人々にとって、こ
ﾌような朝鮮の歴史を学ぶことがどんな意味をもっているの
ｩ、現代的な視点からとらえて講座全体の方向付けを行う。

吉田光男
i東京大学

ｳ授）

吉田光男
i東京大学

ｳ授）

2 神話から歴史へ

　朝鮮半島に興亡した古代国家の建国神話や、変容を重ねなが
迪辮｢に伝わった建国伝説を通じて、朝鮮古代の歴史と文化を
_じる。また、後世の史家たちの朝鮮古代に対する系譜観にも
ｾ及する。

李　成　市
i早稲田大

w教授）

李　成　市
i早稲田大

w教授）

3
古代国家の形成と

W開

　古朝鮮から新羅の滅亡までの1000年にわたる古代国家の形成
ﾆ展開過程を論じる。中国大陸や日本列島の動向に留意しなが
轣A朝鮮半島に展開した古代国家の歴史と文化の特質に力点を
uきたい。

同　上 同　上

4
高麗時代の政治と

ｶ化

　中世王朝高麗500年間の歴史を、政治過程と文化的特色を中心
ﾉして論じる。高麗は周辺勢力から圧迫をうけ、13世紀にはモ
塔Sル（元）の支配をうけることになるが、一一方で高度な仏教
ｶ化が花開いた。この高麗の独自性について見てみる。

六反田　豊
i九州大学

赴ｳ授）

六反田　豊
i九州大学

赴ｳ授）

5
朝鮮王朝の建設と

ｭ展

　14世紀末の李成桂による王朝創設から15世紀までの朝鮮時代
O期の歴史について、政治過程を中心において論じる。朝鮮が
ﾆ特の文字ハングルを作り出し、中国・日本など周辺地域とも
ﾀ定した関係を築いた点などに焦点をあて、時代の様相を概観
ｷる。

同　上 同　上

6
朝鮮時代後期の政

｡

　16世紀から19世紀前半までの朝鮮時代後期＝近世の歴史的特
Fを、政治過程を中心にすえて論じる。日本軍と女真軍侵略に
謔ﾁて国家的・社会的危機をむかえた時期から、政治と財政の
?vで安定をむかえるころまでを展望する。

吉田光男 吉田．光男

7
朝鮮時代後期の社

?ﾆ文化

　朝鮮時代後期＝近世の社会関係や文化の特色について論じ
驕B身分・血縁などを手がかりとして近世朝鮮社会の性格を考
ｦ、この時代に生きた人々の作り出した文化を、儒学などに注
ﾚしながら見ていく。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 開国と開化

　1876年に日本と条件を結んで開国した朝鮮が、開化政策に
謔ﾁて変貌していく姿を、東アジア世界の近代的再編成という
ｬ絡の中で見ていく。朝鮮半島をめぐる日本と清国の対立が日
ｴ戦争となる時期までを論じる。

月脚達彦
i東京外国

齣蜉w専任
u師）

月虹達彦
i東京外国

齣蜉w専任
u師）

9
近代化の模索と民

ｰ運動

　日清戦争から日露戦争までの時期を、近代国家形成過程を中
Sとして論じていく。上からの改革は挫折を余儀なくされ、地
福ﾅは民衆反乱が頻発して不安定な時代をむかえるが、近代化
ｭ策と民衆の動きからこの時代の姿を描いてみる。

同　上 同　上

10 植民地化への道

　1905年、第2次日韓：協約によって保護国とされ、1910年、朝鮮
ﾍついに日本の完全な植民地と化してしまう。日露戦争以後の
條冾ﾉついて、日本の侵略とそれに対する朝鮮側の反応を、義
ｺなどの抵抗運動に焦点をあてながらみていく。

同　上 同　上

11 植民地時代の社会

　1910年の併合により「武断政治」として開始された植民地支
zは、三・門運動という全民族的な抵抗を経てより巧妙な「文
ｻ政治」に転換する。異民族支配下で「近代」をむかえた朝鮮
ﾐ会について、民族運動の展開にも配慮しつつ考える。

並木真人
iフェリス
落q大学助
ｳ授）

並木真人
iフェリス
落q大学助
ｳ授）

12 戦時体制下の朝鮮

　昭和恐慌や満州事変により動揺する朝鮮に対して朝鮮総督府
ﾍ支配を強化し、戦時期には人的・物的資源の動員を図る「皇
ｯ化」政策を実施した。日本の戦争遂行のために変容した社会
ﾌ実相に関して、民衆の対応を含めて明らかにする。

同　上 同　上

13 解放から現代へ

　朝鮮人が待望した植民地支配からの解放は、冷戦の中で南北
ｪ断、朝鮮戦争という新たな苦難を招いた。以後南北は独自の
痩ﾆ建設を推進し、統一は現在も民族の悲願となっている。現
緕jの歩みを国際情勢の変化と併せて論じる。

同　上’ 同　上

14 朝鮮の民俗世界

　中華の周辺にありながら独自の文化を形成してきた朝鮮社会
ﾌ多様な民俗について、大伝統と土着の伝統を対比させなが
轣A年中行事・通過儀礼・宗教などを中心として現代社会にお
ｯるその在り方を述べる。

秀村研二
i明星大学

赴ｳ授）

秀村研二
i明星大学

赴ｳ授）

15
現代韓国人の社会

ﾖ係

　現代の韓国人は、儒教によって意味付けられた父系血縁を程
xの差はあれ社会関係の基盤としながらも、一一方ではさまざま
ﾈ横の関係を結ぶことによって活動の幅を広げている。この点
ﾉついて、家族・親族とインフォーマルな関係を中心にして述
ﾗる。

同　上 同　上
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＝南アジアの文化を学ぶ（’00）＝＝（TV）

〔主任講師　辛島 昇（大正大学教授）〕

全体のねらい
　この講義では、南アジアの歴史の概説ではなく、遺跡、丁丁、陶磁器、絵画、映画、新聞といったいろいろの具体的
な「史料」を取り上げ、そこから何をどのようにして「学ぶ」かという視点で、南アジアの文化を見るようにしたい。
宗教、社会、歴史、文化といったテーマの面でも、新しさをだすようにする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

「ラーマーヤナ」
�ﾟぐって一多様な物語の発

Wとその歴史的意

｡

　「ラーマーヤナ」は有名な古代インドの叙事詩で、仏教・
Wャイナ教を含むインド文化全般に大きな影響を与えている。
ｻれを狭義のヒンドゥー教の聖典として政治に利用しようとす
體ｮきは、その歴史性を無視するものである。物語の広がりに
獄ﾚしよう。　　　　　　　，

辛島　　昇
i大正大学

ｳ授）

辛島　　昇
i大正大学

ｳ授）

2

言語・民族問題一ドラヴィダ運動

�?Sに

　インド亜大陸には系統を異にする多数の言語が見られる。北
狽ﾅは主としてアーリや系統言語が、南部ではドラヴィダ系諸
ｾ語が話されている。その状況が現代の政治に及ぼす影響を、
?Cンドの「ドラヴィダ運動」を例にして見てみよう。

同　上 同　上

3
カーストとは何か一その発生と行方

　古代のインド亜大陸で成立した身分制度としてのヴァルナ制
xと、それを大枠として中世に出来あがつたより細かなジャー
eィ制度が、長い間ヒンドゥー教徒の社会生活を縛ってきた。
ｻれはどのようにして発生し、今後はどうなっていくのだろう
ｩ。

同　上 同　上

4

新聞の求婚広告一バラモン社会の

ﾏ動

　インドの大新聞の日曜版には、毎週数多くの求婚広告がの
驕B真剣な広告で、最近では数も増え、それによって結ばれる
lも多い。南インドの広告の分析は、バラモン社会の変動の様
�ｾらかにする。それによってカーストの実態を探ろう。

同　上 同　上

5

インダス文字の謎一コンピューター

ﾉよる解読

　印章に刻まれて残るインダス文字は、未だに解読されていな
｢。種々の困難な条件があるのだが、最近のコンピューターを
pいた分析によって、その文字で書かれた言語がドラヴィダ語
ﾅはないかとされるようになってきた。解読の現状を探る。

同　上 同　上

6

石造ヒンドゥー寺
@壁の刻文一王朝
j・社会史を解く

　南インドの石造ヒンドゥー教寺院の壁面には数多くの白文
i碑文）が残る。刻文は、いわゆる歴史書の存在しないヒン
hゥー王朝期の歴史研究に、欠くことのできない根本史料であ
驕Bそれによって何が判るのか、刻文の研究史とともに見てみ
謔､。

同　上 同　上

7

菩提樹の蔭にて一インドとスリラ

塔Jの仏教

　仏教はインドでは滅びたのに、スリランカではなぜ今日なお
l々に信仰されているのか。インドでは何が起こったのだろう
ｩ。インドにおける歴史の展開と、スリランカにおける菩提樹
M仰やピリットと呼ばれる儀礼を通して、両者の違いを見てみ
謔､。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担・当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

8

デリー・スルタン
ｩの遺跡一ムスリ?

ｭ
権
と
イ
ン
ド
社
ム

　13世紀のデリーに政権を打ち立てた奴隷王朝を初めとするデ
梶[諸王朝は、初めてのイスラーム政権として、インド社会に
Vしい要素をもたらした。デリーに残る都城遺跡やヴィジャヤ
iガル王国の宮廷衣装を手がかりに、「イスラーム化」の意味

辛島　　昇 辛島　　昇

云 を考える。

インドの半島部は、東西海上交通路の中央にあり、諸地域の
海のシルクロード 文化交流に役割を果たしてきた。胡椒を求めたローマ帝国。陶

9 とインドー胡椒・ 磁器を輸出した醜劣以降の中国。そして、一三世紀以降のイン 同　上 同　上
陶磁器・馬 ドはアラブの馬を求めた。そのような交流の状況を見てみよ

う。

南アジアの人々は毎日カレーライスを食べているのであろう
カレー文化論 か。カレーとは一体何なのだろうか。その歴史はどこまでさか

10 一三アジアの統一一 のぼるのか。それらの問いに答えることによって、インド文化 同　上 同　上
性 に見られる「多様の中の統一」という問題に光を当ててみよ

う。

11

ベンガル派の絵画
ﾆ日本美術院一タゴールと岡倉

V心

　詩人タゴールの甥で、ベンガルで新しい美術運動を起こしア
oニーンドラナート・タゴールは、岡倉天心の始めた日本美術
@の運動に共鳴し、20世紀初頭、両者の交流が行なわれた。ベ
塔Kル派と呼ばれた彼らの絵画によって、交流の意味を探ろ
､。

同　上 同　上

12

映画にみるインド
ﾐ会一映画と政治の関

墲

　映画大国インドの映画産業はいかにして発展したのか。政治
ﾆに俳優出身者が多いのはなぜか。日本でも、歌と踊りを主体
ﾆしたインド映画についての関心が高まってきたが、最近は、
Jーストや宗教上の対立を扱った作品も見られる。その将来
ﾍ？

同　上 同　上

18世紀後半、イギリスに対して戦いを挑み、最後には敗れた
ティプ・スルタン マイソール王国のティプ・スルタンは、世界情勢についてどの

13 の理想一イギリス ようなヴィジョンをもち、どのように戦ったのか。それを見る 同　上 同　上

との戦い ことによって、当時の在地社会と植民地化の問題を考えてみよ
う。

南アジアのフェミ 故インディラ・ガンディー首相を初めとして南アジアでは女

ニズムーヒン 性首相の活躍が目立つ。・他方、南アジアでは、女性に対する差
14 ドゥー教における 別、搾取もいまだに多くみられる。その二つはどう結びつくの 同　上 同　上

女性蔑視と女神崇 か、フェミニズムの問題とともに、その点について考えてみよ
拝 う。

第二次世界大戦後、南アジア諸国は、独立を達成した。ガン
マハトマ・ガン ディーがそれに果たした役割は大きい。しかし、ガンディーが

15 デイーの試み一糸 目指したのは、単なる国家の独立ではなく、社会の改革、人々 同　上 同　上

車をまわす の意識の改革であった。彼はどのような社会を創ろうとしたの
だろうか。
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＝古典古代の歴史（’00）＝（TV）

〔主任講師 伊藤貞夫（放送大学教授）〕

全体のねらい
　古代ギリシア・ローマの歴史を、自由な市民たちが築き上げた、その独自な社会と文化に焦点を合わせつつ辿る。ギ
リシアとローマを対比しながら、同時に古典古代全体が世界史上に占める位置を明らかにし、その歴史を学ぶ意義を伝
えたい。古典古代を受講者にとり身近なものとするよう努めるとともに、先端的な研究状況にも触れる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
古典古代史を学ぶ

ｽめに

　ギリシア・ローマと現代とのかかわりを糸口に古典古代史を
wぶ意味を考えるとともに、歴史展開の場である地中海周辺地
謔ﾌ風土を眺め、且つ通史的枠組を時期区分により明らかにす
驕B19世紀以来の研究史、史料の伝存状況にも言及する。

伊藤貞夫
i放送大学

ｳ授）

?｡芳幸
i名古屋大

w助教授）

伊藤貞夫
i放送大学

ｳ授）

?｡芳幸
i名古屋大

w助教授）

2
先史としての青銅
﨑ｶ明

　前史をなす青銅器時代の社会について、シュリーマン以来の
l古学調査の成果を基に検討する。青銅器文明は前12世紀に破
ﾇを迎えるが、それに続く混乱の中からいかにしてポリスが形
ｬされたのか、その過程についても考古学的見地から推論を及
ﾚす。

周藤芳幸 周藤芳幸

3 ポリスとは何か

　古典古代本来の特徴は、都市を核とする独立の国家の多数分
ｧにある。その様相を最も純粋な形で具現したのが前8～4世紀
ﾌギリシアであった。ポリスと呼ばれるこの種の小国家の外
ﾏ、住民構成、人的結合の状況を盛期アテネをモデルに再現す
驕B

伊藤貞夫

?｡芳幸

伊藤貞夫

?｡芳幸

4 民主政への歩み

　盛期ポリスで具現された世界史上稀有の徹底した直接民主政
ﾍ、一挙に成立したものではない。ポリスの初期には貴族政が
zかれ、それが長い年月をかけ、いくつかの節目を経て民主政
ﾉ移行する。その過程をアテネとスパルタを例にとり説明す
驕B

伊藤貞夫 伊藤貞夫

5
直接民主政のしく

ﾝ

　前462年から前322年にかけてのアテネは、アリストテレス
wアテナイ人の学制』のパピルス写本の発見によって、国政運

cのしくみが細部にわたり明らかにされている。立法・行政・
i法について制度の詳細を述べるとともに、その運用の実態に
煬ｾ及する。

同　上 同　上

6 ポリス市民の生活

　民主政のもとで市民たちはどのような生活を送っていただろ
､か。家の中で営まれる日常生活、戸外でのスポーツ、家とポ
潟Xとを共に支える経済活動などに論及する。ペロポネソス戦
?縺A市民たちの意識や行動に変化が生ずる点にも留意した
｢。

同　上 同　上

7
アレクサンドロス
ﾆ後継者たち

　ヘレニズム時代の政治史。前338年マケドニアのフィリポス2
｢によるギリシア本土制覇ののち、アレクサンドロスの東征と
繻p者たちによるエジプト・シリア両王国の建設で、ギリシア
｢界は遥か東方に拡がる。ローマのヘレニズム世界への進出も
ｩ逃せない。

大戸千之
i立命館大

w教授）

大戸千之
i立命館大

w教授）
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回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属職名）

8

　　　　　ノ

wレニズムの社会
ﾆ文化

　ヘレニズム時代のいわゆる東西文化融合の実態とはいかなる
烽ﾌか、マケドニア人・ギリシア人の支配は古代オリエントの
ﾌ地にどれほどの社会的変容をもたらしたかを、西は小アジ
A・エジプトから東は中央アジアまでを視野に入れて論及す
驕B

大戸千之 大戸千之

9
都市国家ローマの
ｬり立ち

　イタリア半島では当初エトルスキの諸市が優勢で、ローマも
ｻの影響下にあった。エトルスキ研究の現状を述べるととも
ﾉ、ローマ人貴族の政権奪取に始まる共和政の成立と、その後
ﾌローマ国制の発展とを僅かな史料を基に再構成する。

平田隆一
i東北大学

ｳ授）

平田隆一
i東北大学

ｳ授）

10 共和政から帝政へ

　ローマでは共和政下、有力貴族間の角逐と外征とが絡み合
｢、結局オクタウィアヌスによる地中海世界統一と帝政の樹立
ﾖと至る。ギリシアの場合との対比を念頭にその経緯を述べ、
ｱの時期の相次ぐ戦争と一般市民とのかかわりに論及する。

同　上 同　上

11 ローマ市民の世界

　ローマは多くの民族を漸次包諭し、それら諸民族の文化を吸
福ｵつつ発展した。共和政末期から帝政初期に焦点を合わせ、
香[マ人はいかなる社会に生き、いかなる文化を育んだかを、
Lリスト教成立以前の宗教、ポンペイ市民の生活など、具象的
ﾉ述べる。

同　上 同　上

12 「ローマの平和」

　五二帝の時代はローマ帝政の安定期であり、志州都市にロー
}風の生活様式と古典文化が広くゆきわたる。しかしそれは
香[マによる諸民族支配の進展をも意味していた。　「平和」と
u繁栄」の実態を史料に即して考察する。

松本宣郎
i東北大学

ｳ授）

松本宣郎
i東北大学

ｳ授）

13 帝国とキリスト教

　ギリシア文化と同じく、キリスト教もローマ帝国を媒体とし
ﾄ、のちのヨーロッパに伝えられる。キリスト教は当初、異教
kや帝国側の迫害に遭いながら、遂に国教化する。ローマ社会
ﾉおける異教徒とキリスト教徒とのこのような関係を新しい研
?�薰ﾉ述べる。

同　上 同　上

14 時代の転換

　3世紀以後、帝国の危機的状況は専制君主政を生み、自由な市
ｯたちの世界は閉塞へと向かう。中世社会形成への胎動が始ま
驍ｪ、この古代末期の様相を浮き彫りにするとともに、なぜ
香[マ帝国は滅んだかを、諸説を紹介しつつ考える。

同　上 同　上

15
古典古代の歴史的

ﾊ置

　ギリシアとローマの相違を考えるとともに、両者が世界史の
繧ﾅどのような位置を占めるかを論ずる。古典古代の特殊な社
?ﾆ文化が近代ヨーロッパに受け継がれ、本来は対極的位置に
?閧ﾈがら、私たちの生活をも半ば規定している事実を指摘し
ｽい。

伊藤貞夫 伊藤貞夫
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＝アメリカの歴史（’00）＝（TV）

〔主任講師 紀平英作（京都大学教授）〕

全体のねらい
　近代の初頭に、ヨーロッパ人の植民によって様相を一変した「新大陸」社会は、その後、18世紀から20世紀にかけてL
独自の国家群を形成していった。本コースは、ヨーロッパ人の進出から始まる近代以降の南北アメリカ大陸の歴史を、
現代まで概観する。アメリカ合衆国のほかに、中南米諸国、カナダにもふれる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属職名）

1
新旧両世界の出合

｢

　（1）アメリカ史の特質、　（2）新大陸「発見」の思想史的な
ﾓ味、　（3＞アメリカ大陸の文明（アステカ・インカ）とスペイ
盗l征服者による征服、（4）銀の採掘とヨーロッパ経済への影
ｿ、　（5）英・仏・蘭のカリブ海地域への進出、についてみる。

清水忠重
i神戸女学

@大学教授）

紀平英作
i京都大学

ｳ授）

2
北米大陸の植民と
㍼O国の独立

　（1）最初期の移民の生活、　（2）本国と植民地の対立と独立
ﾖの道、　（3）連邦体制の再編（連合規約から合衆国憲法）、
i4）対外政策と政治制度の特徴、　（5）建国期の領土膨張の思

z、についてみる。

清水忠重

I平英作
i京都大学

ｳ授）

清水忠重
i神戸女学

@大学教授）

3
中南米植民地の独

ｧ

　（1）砂糖プランテーションと大西洋奴隷貿易、　（2）独立運
ｮの背景、　（3＞独立運動の展開、　（4）合衆国の対応（「モン
香[主義」）、についてみる。

清水忠重 同　上

4
合衆国における民
蜷ｭ治の展開

　（1）政治的民主化の進展、　（2）　「改革の時代」の諸相、
i3）異人種の抑圧と排除（自由黒人の植民と先住民の強制移

Z）、　（4）大陸国家の実現、についてみる。
同　上 同　上

5
合衆国における南
k対立の激化

　（1）交通革命、産業革命の進展と地域利害の対立、　（2）ミ
Yーリ論争以後の新領土における線引きの問題、　（3）南北の思
z的対立（北部の反奴隷制・反黒人の論理と、南部の奴隷制擁
?_・少数派擁護論）、についてみる。

同　上 同　上

6
南北戦争と再建の
梠

　（1）南北戦争の勃発、　（2）南北戦争と奴隷解放、　（3）南北

岺?ｺのアメリカ合衆国社会、　（4）南北戦争と国際社会、
i5）南部の再建、についてみる。

横山　　良
i神戸大学

ｳ授）

横山　　良
i神戸大学

ｳ授）

7
19世紀末の合衆国

ﾐ会

　（1）フロンティアの時代の終幕、（2）技術開発と工業化お
謔ﾑ「独占」の発生、　（3）移民と都市化、　（4）　「ギルディッ
h・エイジ」の政治と文化、　（5）労働者・農民の抵抗、　（6）

P890年代の意味、についてみる。

同上 同上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

中南米諸国の「近
繪ｻ」の苦悩とカ
iダ自治領の形成

　（1）国民国家形成の苦悩、　（2）中南米諸国と国際社会、
i3）輸入経済の発展と従属化、（4）近代化と都市化、　（5）カ

iダ自治領の形成、についてみる。

横山　　良

I平英作
紀平英作

9
革新主義と海外進

o

　（D　「帝国」への道、　（2）革新主義運動の進展、　（3）　「新

ｵい社会」の理念と現実、　（4）第一次世界大戦と合衆国社会、
ﾉついてみる。

横山　　良 横　山　　良

10
中南米諸国と合衆

曹ﾌ影

　（1）中南米諸国における民衆の登場と変革の時代、　（2）汎
ﾄ主義と反米主義、　（3）メキシコ革命、　（4）メキシコ革命へ
ﾌ合衆国の干渉、についてみる。

同　上 同　上

11
戦間期の合衆国と
謫�汾｢界大戦

　（1）　「新時代」の到来、　（2）大恐慌の嵐、　（3）フランクリ

刀Eローズヴェルトの登場、　（4）ニューディール政治の展開と
A結、　（5）変動する国際政治と合衆国、　（6）第二次世界大
增Aについてみる。

紀平英作 紀平英作

12
中南米諸国による
ｩ立の試み

　（1）戦間期の米州関係、　（2）世界恐慌と中南米諸国、　（3）

＜Lシコの動向、　（4）ブラジル、中南米の動向、　（5）第二次
｢界大戦と中南米諸国、についてみる。

同　上 同　上

13
冷戦開始から1960

N代

　（D世界政治の覇者として、　（2）冷戦の開始、　（3）朝鮮戦
?ﾆ冷戦の激化、　（4）豊かな社会とアメリカ的生活様式、
i5）60年代の改革の潮流、についてみる。

同　上 同　上

14
苦悩する中南米諸

　（1）冷戦と中南米諸国、　（2）キューバ革命と社会主義への
ｮき、　（3）軍事政権の台頭、　（4）輸入代替工業化政策の内実
ﾆその帰結、　（5）失われた10年間、についてみる。

同　上 同　上

15
バクス・アメリ
Jーナの時代をこ
ｦて

　（1）泥沼化するヴェトナム戦争、　（2）世界経済における合
O国の覇権の後退、　（3）冷戦の終息、　（4）苦悩を抱える合衆
綜ﾐ会、（5）世紀をこえて、についてみる。

同　上 同　上
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＝イメージの歴史（’00）＝（TV）

〔主任講師 若桑みどり（千葉大学教授）〕

全体のねらい
1．イメージが人類の歴史のなかで果たした多様な作用についての理解
2．視覚表象としてのイメージの解読と分析の方法論についての理解
3．権威となって崇拝され伝承されるイメージの権力作用についての理解
4．共同体の心性を創りだすイメージの社会的なはたらきの理解
5．他者（女性、外国人、異人種、植民地人）に対する差別を産み出すイメージの政治性についての理解
6．イメージは歴史が生み出すものであると同時に歴史を創り出すものであることを理解し、その研究の重要性を理解す

る。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
イメージの歴史と
ﾍ何か

　この講義の内容についてその基礎論を語る。まずイメージの
�jが既存の美術史と異なる点について3点説明する。第一点は
ｱれが大芸術のみを研究対象とせず、マンガや版画、宣伝ポス
^ー、貨幣、メダルなどの複製・大衆文化を含む広範なイメー
Wを問題とすること、第二に美術史的方法論のみではなく、ア
Jデミックな学問の領域を越え、歴史、社会史、宗教史、文学
jなど成果を包含しながら、社会史と連携した文化史をめざす
ｱと、第三にポストコロニアルとジェンダーの視点に立ってイ
＝[ジの歴史を再解釈することを説明する。

若桑みどり
i千葉大学

ｳ授）、

若桑みどり
i千葉大学

ｳ授）

2
社会と文化の関係
ﾉついて

　「社会」とは、経済的、社会的、政治的な構造の総称であ
閨A特定の場所と時間に特有の社会的諸関係のパターンとして
ｻれる目に見えない構造である。いっぽう、「文化」とは「基
{的に書物や美術品や歌舞演劇に現れた態度・価値観、そして
ｻれらが表現「想像的なものや象徴的なものの領域」すなわち
¥象であることを説明する。さらにこの表象の生産と消費のメ
Jニズムについて前近代と近代の構造の相違についてふれなが
迢?ﾌ的なイメージをあげて説明する。

同　上 同　上

3
イ　メ　一　ジ
iimage）生産の
ﾚ的

　人類が社会の中でイメージをどのような目的で生産してきた
ｩについて6項目について説明する。（1）「呪術的目的」。イ
＝[ジはそれ自体が表象されたものの魔力を分け持つもので
?ﾁたこと。（2）不可視のものの喚起。宗教的、道徳的な理念の
ｭ化のみならず「想像の共同体」である国家の表象の重要性。
i3）表現されたものの権威化・栄光化と永続性。（4）歴史意識の
摯掾B歴史と神話の創出。（5）他者の創出。社会の下層や周縁、
O部にいる集団の否定的イメージの生産による社会秩序の維持
ﾌメカニズム。（6）欲望の喚起または昇華。（7）社会批判。

同　上 同　上

4

イメージの生産方
@一定型図像につ

｢て

　イメージは文法や語彙と同様にある文明のなかで歴史的に伝
ｳされ、変形をうけながら幾たびも再解釈されつつ継承される
烽ﾌであることを西欧のイメージの歴史を貫く定型的図像を例
ﾉあげて具体的に説明する。（1）古代ギリシャ・ローマで創造さ
黷ｽ定型図像とその伝承。（2）古代哲学倫理から発生し中世に隆
ｷした倫理哲学的定型図像。（3）キリスト教的定型図像。（4）オ
Jルト哲学の定型図像。（5）民衆文学と民間伝承の定型図像。
i6）定型図像の崩壊としての現代美術。

同　上 同　上

5
イメージの表現様

ｮ

　図像は通時的に伝承されるが表現様式は共時的に共有され
驕B　「最後の晩餐」という共通の図像が時代とともにいかに異
ﾈった様式で表現されたかを具体的に検証する。さらにイメー
Wは図像と様式の独自な結合であると同時に、その結合を引き
Nこす独自の文化的状況についての総合的な研究であるイコノ
鴻Wーの必要について説明する。

同　上 同　上

6

カノン「正典」の
ｬ立一古代社会の
Cメージと心性

　西欧文明においてはギリシャで生成されたイメージが権威あ
驛Jノンとなって伝承されたことについて具体的に説明する。
ﾜずアテネのパルテノン神殿の破風彫刻を例にとって、その
eーマが、ギリシャ文化と国家の優越を象徴するオリュンポス
ﾌ神々の栄光化と異民族の武力による制圧であったことを示
ｵ、イメージのカノンとしてのアテナ女神と英雄ヘラクレス、

ｼ者のイメージの典型としての「巨人族」と「アマゾン族」の
ｧ圧、また「レイプ」のイメージめカノシ化について説明す
驕B

同　上 同　上
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回 テ　一・’マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7

中世西欧のイコンー聖母像

　西欧には理想的身体の崇拝というギリシャ的カノンのほか
ﾉ、、肉体の否定というもう一つのカノンがある。イエス・キリ
Xトに人間の体を与えた聖母マリアの身体をとおして、霊魂を
繹ﾊにおき、身体を下位におくキリスト教思想がいかに聖母マ
潟Aの身体表現をとおして表象されたかを見る。また肉の堕落
ﾌ象徴であるエバと処女にして母である聖母マリアの二項対立
�沛ﾘし、この区別によってキリスト教がいかに女性の性を統
艪ｵてきたかを見る。

若桑みどり 若桑みどり

8
古代カノンの復活一ルネサンス

　フィレンツェの市庁舎前の広場に建てられた公共彫刻の変遷
�Tりながら、ルネサンスの自治都市国家から君主制国家への
цﾚにつれて広場の公共彫刻がどのように変遷したかをみる。
､和政の象徴であるドナテッロの「ダヴィデ」、　「ユーデイッ
g」からミケランジェロの「ダヴィデ」にピークを迎えた共和
蒼Iイメージが君主制の確立とともに「ヘラクレス」へと変貌
ｵ、女英雄「ユーデイット」が、「殺されるメドウーザ」　「サ
rニ族の女のレイプ」に変質する。

同　上 同　上

9
女英雄ユーデイッ
g像の変遷

　祖国を救った女英雄ユーデイットが中世、ルネサンス、16世
I、19世紀という時代の推移のなかでどのように早瀬釈され新
ｵい意味を与えられたかについての講義。女性戦士への家父長
I視線をうけて、女英雄ユーデイットから男殺しの運命の女へ
ﾆ堕落してゆく歴史を、具体的作例に即して検証。女性の役割
�峵Eした女性戦士の格下げが家父長制社会における女性役割
ﾌ差別化を象徴することをあきらかにする。

同　上 同　上

10
フランス革命と公

､彫刻

　新しい国家・体制は民衆の忠誠心をつくりだすために新しい
痩ﾆ的象徴をつくりだす。革命後のフランスは共和国の象徴を
ｽ数うみだすが、その基本的な図像はギリシャ的古典にものつ
｢ていた。共和国の象徴となったヘラクレスとマリアンヌにつ
｢て、革命後100年間の、王政、帝政、共和政の体制変化に伴う
痩ﾆ的表象の変遷を探る。

同　上 同　上

11
フランス革命と民

Oの漫画

　革命と共和国、ナポレオン、ルイ・フィリップ、ナポレオン
O世など体制の権力を美化する公的な大芸術の下で、民衆は民
Oがみた革命、ナポレオンの政治、第三共和制、第二帝政の政
｡を批判し、笑った。オノレ・ドーミエの漫画を中心にして、
ｺ層の大衆の視線からみた政治・国家・権力を笑う漫画、風刺
謔ﾉ注目する。

同　上 同　上

12 自由の女神

　アメリカ独立を記念してフランスがアメリカに寄贈した自由
ﾌ女神をテーマとし、この女性の図像について分析する。ま
ｽ、アメリカ大陸発見当時の16世紀から17世紀にいたる時期に
?[ロッパが「アメリカ」を「裸体で黒人の野蛮な女性」とし
ﾄ人喰いの悪習とともに表象していたこと、それが植民開始と
ﾆも邪悪な男性異教徒として表象されるようになったことを示
ｷ。いっぽう独立直後のアメリカ知識人が自国アメリカをギリ
Vャ風の衣裳をまとった白人の女神として象徴したことを示
ｷ。征服すべき現地女性から支配する白人女性へと変化するア
＜潟Jのエンプレムのなかにアメリカの自他イメージの歴史的
ﾏ化が現れる。

レ　同　上
同　上

13
ナショナリズムと
A民地への視線

　19世紀の先進国家による世界の植民地化の時期に、フラン
X、イギリスの官展に出品された作品の主題に古代ギリシャの
p雄像が復活する。その背景に進展する考古学と人類学があっ
ｽ。ナショナリズムと人類学の結びつきによって西欧人はギリ
Vャ彫刻を人類の最高の美のカノンであることと、アジア、ア
tリカの人種を劣等視する人種差別主義を正当化した。アジア
ﾌ女性を女奴隷として描くオリエンタリズムと、植民地の人間
�u展示jした植民地博物館のディスプレイをとりあげて、宗
蜊荘､に植民地を見る人種差別的視線を探る。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

14
ファシズムのイ
＝[ジ戦略

　ヒトラーとムッソリーこの文化政策と彼らが生産した多数の
Cメージを分析し、これらのイメージによって国民がいかに全
ﾌ主義に扇動されていたかを考える。古典主義的秩序と画一性
ｪファシズムの様式原理であった。ドイツではギリシャ人と同
ｶ人種である「アーーリア人」の身体をもつ男性全＝裸像が公共彫
盾ﾆして優先される。イタリアでは古代ローマ帝国の図像伝統
ｪ繰り返され、帝国の継承者としてのムッソリーニが神格化さ
黷ｽ。古代ローマ皇帝の騎馬像や鷲の紋章の復活など「創られ
ｽ伝統」の典型をそこに見ることができる。

同　上 同　上

15 日本の公共彫刻

　東京都内に現在立っている公共彫刻を探訪して、現代日本に
ｨける公共的イメージがどのような性格をもっているかを検証
ｷる。その結果、それらの大多数が女性裸体像であることがわ
ｩった。戦前の男性武装像を撤去したあとで戦後の日本は政治
I、社会的意味をもたない女性裸体を選択したが、その理由は
ﾇこにあるのか。パルテノン神殿の彫刻からはじまったイメー
Wの歴史の終わりはわれわれ自身のまわりにある日常のイメー
Wの研究に終わる。

同　上 同　上
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＝日本音楽の基礎概念（’00）＝（R）

〔主任講師 竹内道敬（元国立音楽大学教授）〕

全体のねらい
　日本の音楽はつまらない、わからない、というので、片隅に追いやられている。そんなことはない。その基礎的な考
え方を探ってみると、面白いことがたくさんある音楽で、日本とはなにかということも見えてくるのである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 日本音楽と楽器
i1）

　我が国は稀にみる高温多湿の国である。そこでは金属楽器は
Kびてしまう。楽器の材料も呼吸する必要があったから、木、
|、革などになった。
@したがって楽器は生き物であり、生きていなければならな
｢6案外寿命は短いが、日本の楽器は作り替えることで生き続
ｯる。今一番演奏しやすい楽器が名器なのである。

竹内道敬
i元国立音

y大学教授）

竹内道敬
i元国立音

y大学教授）

2 日本音楽と楽器
i2）

　三味線音楽には、実にさまざまな種類がある。これは音色を
ﾇ求してきた結果である。それにはどんな音色があるか、どこ
�ﾏえてきたのか。上方と江戸には大きな差がある。

同　上 同　上

3 楽器演奏者と発声
　楽器演奏者が声を出すのは、我が国独特の習慣である。なぜ
ｺをだすのか。なぜ邪魔とは感じないのか。あれでも音楽とい
ｦるのだろうか。考えてみよう。

同　上 同　上

4 流派と特色．
　日本音楽もいいけれども、なにを歌っているのかわからない
ﾆいう意見がある6なぜわからないのか。日本語の特色から考
ｦ直してみよう。

同　上 同　上

5 発声のきまり
　同じように、歌の語尾をふるわせるからわからないという。
ﾈぜふるわせるのか。理由はあるはずである。

同　上 同　上

6 日本音楽と指揮者
　日本音楽には、西洋音楽のような指揮者はいない。聴衆に背
�ﾞけている演奏家はいない。全員お客のほうを向いている。
ﾅも揃っているのはなぜだろうか。

同　上 同　上

7 日本音楽と形式
　苦しそうな歌を聞くことがある。男が女の声の真似をする。
pート分けをすれば楽なのに、そうしないのははぜか。また声
y四部合唱曲のような形式は、なぜ生まれなかったのか。

同上 同上
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執筆担当 放送隔担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

三味線には本調子、二上り、三下りという調弦がある。演奏
8 調弦・調律 途中で変更する。箏曲でも琴柱を演奏中に動かす。こんな忙し 竹内道敬 竹内道敬

い演奏は日本だけらしい。

日本音楽にはピアノのバイエルのような練習曲がない。初心
9 入門曲・練習 者が習う曲をききながら、　「学ぶ」とはなにか。その理由を考 同　上 同　上

える。

正座して演奏するのは、現代では（たぶん昔も）苦痛であ
10 演奏の姿勢 る。それはいつごろ誰がきめたのか。なぜ変えないのか。無理 同　上 同　上

な姿勢でいい演奏はできないはずだが。

能には五流ある。箏曲も生田と山田というおおきな流派があ

11 流儀の区別
る。三味線音楽には長唄、常磐津、清元、義太夫、新内などの
ｬ派がある。なぜこの流派が生まれたのだろうか。どうしたら

同　上 同　上

聞き分けられるのだろうか。

録音技術のなかった時代でも、一世を風靡した美声家、名人
12 名人・上手 上手がいた。昔の人はどんな声を美声と感じたか。想像してみ 同　上 同　上

るのも楽しいことだろう。

13
リズム・メロディー・

　日本音楽の基本は二拍子である。なぜワルツは生まれなかっ
ｽのだろう。またなぜすてきなメロディーがなかったのだろ 同　上 同　上

ハーモニー う。そしてなぜあんなにもゆっくりしているのだろう。

伝統音楽の危機が叫ばれている。後継者がいないという。な

14 伝統芸能
ぜいないのか。ものの考え方が変わったのだろうか。なぜ魅力
ｪなくなったのだろうか。音楽だけではなく、伝統芸能とはな

同　上 同　上

にかを考え、その解決方法を探ってみたい。

雅楽は1300年以上、能は600年以上、箏曲、三回線は300年以

15
まとめ・日本音楽

ﾌ特色
上の伝統がある。それらを通していえることは、伝承と創造と
ﾌ巧みなバランスである。それ5を考えながら、日本の音楽の

同　上 同　上

将来のあり方を見極めてみよう。
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＝応用音楽学（’00）＝（R）

〔主任講師　山口 修（大阪大学教授）〕

全体のねらい
　音楽と社会の関係において両者が見せる相互作用のダイナミクスに焦点を合わせ、それを「応用音楽学」と総称して
新しい音楽学の理論と方法を提示する。歴史的な記述を目指すのではなく、現代社会の多様な様相に着目し、従来の
「民族音楽学」的な観点を重視しながら日本や東アジア全体から人類文化を眺望する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
社会に開かれた音

y学

　社会と音楽を対置したときに、音楽を「鳴り響く音」や「楽
?vのかたちで独立したものとして捉えるのではなく、社会の
ﾈかに組み込まれたものとして、また、音楽が社会を変えてゆ
ｭといったように両者の関係を重視して、以下の章で順次述べ
ﾄゆく問題意識を総合的に鳥瞼する。

山　口　　修

i大阪大学
ｳ授）

山　口　　修

i大阪大学
ｳ授）

2
社会から学ぶ音楽

w

　音楽学は特定の社会と結びついて発展した。しかし、激動の
ｻ代と未来においては、特定の社会に束縛されない観点が一般
ﾉ必要とされるようになってきた。そこで一つは、大きな社会
ﾏ動が起きたときにどうなるのか、もう一つは、中心ではなく
?盾ｩら何を学ぶかを考察する。

同　上

山　口　修

Qスト
n辺　　裕
i東京大学

蜉w院助教
�j

3
多元文化主義の現
繧ﾆ音楽

　好むと好まざるとに関わらず、文化が多元的であるというこ
ﾆを意識しなければならない時代になった。国や地域の大小を
竄墲ｸ、また社会のどのレヴェルであれ、多元文化があること
�mることになる。この章では、価値の問題をおもに扱う。

同　上

山　口　修

Qスト
u村　　哲
i大阪芸術

蜉w助教
�j

4 国際化社会の音楽

　多元文化主義の一つの現れとしての国際化社会は、・近代的な
Y業構造の産物として考えられがちだった。日本音楽もその悪
e響を受け、国際化が西洋化と混同されていた。真の国際化を
lえるために、音楽創作の現場と聴き手の好みの変化、そして
l間の移動にまつわる問題を扱う。

同　上

山　口　修

Qスト

g崎清富
i東京学芸

蜉w教授）

5 地域社会の音楽

　「国際」とか「多元」といった外への方向だけでなく、自分
ﾌ住んでいる地域や集団の方へも関心を保つ必要がある。人び
ﾆの音楽生活の中心はあくまでも地域にある。であれば、地域
ﾐ会の音楽をもっと詳細かつ厳密に調べなければならない。

同　上

山　口　修

Qスト

c井竜一
i作陽音楽

蜉w助教
�j

6
音楽における脈絡

ﾏ換

　音楽は、必ず脈絡があって成立してきた。しかし、近代化、
総ﾛ化、多元文化主義の波は、脈絡の変更を余儀なくしてき
ｽ。現代から未来への脈絡変換に影響される「鳴り響く音響」
ﾆしての音楽、それを伝承する媒体としての身体の問題を考察
ｷる。

同　上

山　口　修

Qスト

至ｿ恒子
i大阪芸術

蜉w教授）

7 異文化理解と音楽

　現代社会では、遠近の異文化に対してどのような態度をとる
ﾗきか、選択を迫られている。異文化への道を閉ざす文化は必
ｸ衰弱するものである。そこで、異文化理解に関わる基本的な立場をここで整理し、最近の成果を紹介する。 同上

山　口　修

Qスト

ｬ西潤子
i大阪音楽

蜉w講師）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

人間は生まれおちてからすぐに音楽学習を始め、生涯を通じ 山口　　修

8
学校教育と生涯教
轤ﾉおける音楽

て発達をとげてゆく。従来の音楽教育学は、制度化された学校
ﾉ限定される傾向があったが、教育を人びとの生活一般に関わ
髢竭閧ﾆして位置づけるために、応用音楽学の枠のなかで、音
y学習と自己形成の問題を考察する。

山回　　修
ゲスト

ﾁ藤富美子
i東京学芸

蜉w助教授）

地域社会であれ国際化社会であれ、対人認識、他者の認識と 山口　　修

9
ブイードワーク概
Oの拡大と音楽

いう側面が音楽活動とは切っても切れない関係にある。これを
?髓�x組織的におこなうのがフィールドワークである。その
?阨福ﾍ近年大きく変化しつつあるので、そこから何が見えて
ｭるのかを検討する。

同　上
ゲスト

c中健次
i佐賀大学

赴ｳ授）

人類音楽の多様な形態のなかで我々が接近し得る音楽は、全 山口　　修

ro

音楽現場の多様化
ﾆアートマネージ
＜塔g

体の5分の1だと言われている。人びとの耳に音楽がとどくため
ﾉは、アートマネージメントといわれる操作が必要となってく
驕Bこのことを明らかにしないかぎり、現代社会の音楽生活の
竭闢_は解明されない。

同　上
ゲスト

?@村　　透
i琉球大学

ｳ授）

山口　　修
国や、県、市町村といったレヴェルで、音楽をどのように考

えるかをリードする文化行政は、我々がさまざまな音楽に接近 ゲスト
11 文化行政と音楽 できるかどうかを決定する力を有している。公的な財源をつ 同　上 徳丸吉彦

かって公平に体験できる場を提供する問題を考えるのが、この （お茶の水
章である。 女子大学教

授）

かつては、特定の目的のために人びとが衆知をあつめて音楽 山口　　修

12
音楽における環境
竭

が演奏されていた。最近では、メディアが大きく変化するにつ
皷ｹ楽のあり方が拡がり、環境との関係が多様化してきた。す
ﾈわち、自然環境のみならず、人為環境が以前にも増して問題
ﾆなる。

同　上
ゲスト

?@川　　真
i京都芸術

蜉w助教授）’

映像技術の発展は、視覚情報をともなって音楽を再生するこ
ノ

山口　　修

13
映像音楽学の展開

ﾌために

とを可能にした。音楽にもともと備わっていた身体性がここで
恁?ｷる。音楽のあり方を他者に伝えるうえで映像がはたす役
р竅A新しい表現手段としての映像といった現代的課題をこの
ﾍで扱う。

同　上
ゲスト

kｴ光則
i映像作

ﾆ）

山口　　修
映像にせよ、音楽そのものにせよ、特定の人間の集団が伝承

14
「わざ」の世界と

ｹ楽

し形成してきた目に見えない「わざ」の領域に多くを負ってい
驕B　「わざ」はどのように現場で伝承され、新しい「わざ」は
ﾇのようにつくられてゆくのかを具体例とともに考察するがこ

同　上
ゲスト

ｪ田節人
iJT生命

の章のねらいである。 誌研究館館
長）

音楽は、たとえ一人で演奏するものであれ、多くの人びとと

15
人と人をつなぐ音

y

の関わりが反映している。個人から集団へ、はては地球レヴェ
汲ﾌ仲間たちへど人間的精神を拡大すべきであるという基本的
ﾈ命題を研究の骨幹に据える応用音楽学の立場を、音楽哲学的

同　上 山　口　　修

に総括するのがこの章である。
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＝＝ ｶ化人類学（’00）＝（TV）

〔主任講師 江渕一公（放送大学教授）〕

全体のねらい
　現代の人類の生活は、産業化と資本主義経済のグローバル化によって、否応なしに世界経済システムに緊密に組み込
まれ、それに伴って文化のグローバル化が急速に進んでいる。文化人類学の視角・方法・知見についての基礎的理解の
基に、人類が直面している諸問題をグローバルな視野で捉える地球人類学の課題について考察する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1

文化人類学とはど
ﾌような学問か一プロローダー

　文化人類学の発展の歴史を振り返りながら、文化人類学の学
笂I特質、範囲、ねらい、視角と方法、国による人類学の構成
ﾌ違い、応用人類学の諸分野、人類学と隣接科学の関係につい
ﾄ概説し、とくに今期の授業で重点をおく地球人類学的視座と
eーマについて述べる。

江渕一公
i放送大学

ｳ授）

江渕一公
i放送大学

ｳ授）

2
人類学の理論的進
ｻと現代的課題

　前世紀の進化主義、伝播主義理論に始まる文化人類学は、今
｢紀には構造・機能主義、文化相対主義理論等により飛躍的発
Wを遂げたが、80年代以降、唯物論的文化理論、解釈学・象徴
蜍`理論、政治生態学理論等の登場により更に大きな変化を見
ｹていることを論述する。

同　上 同　上

3
システムとしての

ｶ化

　文化の定義に関する諸説を概観しつつ、「人間性と文化」の
挙_から、文化の意味と特質、主要構成要素、人類文化の多様
ｫと共通性・普遍性、文化の可変性、文化相対主義等、人類学
ﾌ視角を提示するとともに、文化を「システム」として捉える
軏{的立場について述べる。

同　上 同　上

4

文化化のシステムー心理人類学の諸

竭闊

　「文化とパーソナリティ」学派の主要研究や心理人類学・教
逅l類学の成果を基に、文化化（文化の伝達と習得）のメカニ
Yムを明らかにし、文化と性、文化と認知・情動、自文化中心
蜍`、国民性理論など、　「人間性と文化」に関わる諸問題につ
｢て考察する。

同　上 同　上

5
適応戦略と経済の

Vステム

　所与の環境における適応方法・戦略として形成された文化の
ﾁ質を、食料獲得のための生業の形態と食料その他の物資の分
z・交換のシステムの視点から捉え、採集・狩猟・漁労、鍬農
k、摯農耕、灌概・水利システム、産業化の各段階における課
閧ﾆ特徴について概観する。

同　上 同　上

6
環境統制のシステ
?[道具と技術一

　産業化以前の段階の人類社会が蓄積してきた人間の生物的必
vを満たすための環境統制の装置とシステム、エネルギー利用
ﾌ道具・技術、ものを製作する技術と技能等について、体温調
ﾟと身体保護、水と食料、食材の貯蔵と調理、情報伝達と貯
?A輸送など多面的に考察する。

同　上 同　上

7

社会的協力のシス

eムー家族・親
ｰ・年齢集団・利
v集団一

　人間集団の形成原理と主要形態に関する文化人類学の基本的
T念・理論を、性と婚姻、家族、親族と出自、性・年齢・利益
W団等について、それらを社会的協力のシステムと見る立場か
迥T観するとともに、それらの現代的変化の状況について考察
ｷる。

同上 同上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8

信仰と価値のシス

eムー神話・宗
ｳ・儀礼・芸術一

　人間の由来、自然界・超自然界の秩序と人間との関わりをめ
ｮる宇宙論的懐疑は、各民族独自の神話、呪術（病理観や治療
Z術を含む）、宗教、儀礼を生み出し、真善美に関わる信仰と
ｿ値観、世界観を形成してきた。人間の内面統制システムの多
lな側面について考察する。

江渕一公 江渕一公

9

社会統制のシステ
?[バンド・部族
ﾐ会・首長制国
ﾆ・農耕文明国家

　原初的社会組織としてのバンド、部族の社会組織、より高度
ｻ・複雑化した社会組織としての首長制国家、灌概農耕文明国
ﾆの政治的・経済的・宗教的機能、国家の起源とその促進要因
ﾉついて検討するとともに、それらの組織の基盤をなす親族組
Dの諸原理について考察する。

同　上 同　上

10

産業化・コロニア
潟Yム・世界シス

eム

　重商主義政策のもとで拡大したヨーロッパ諸国の世界進出競
?ﾍ産業革命によって一段と激化し、世界の「周縁」社会の植
ｯ地化を増大させた。　「周縁」社会が産業化・資本主義経済の
｢界システムの中に組み込まれていく過程について概観する。

同　上　　　　← 同　上

11

越境の人類学一ト
宴塔Xナショナリ
Yムとグローバリ
Yム

　ヒト・モノ・情報・メディアのトランスナショナルな流動化
ﾆ文化的覇権競争を含む世界システムのポストモダン的状況に
謔ﾁて特色づけられる現代人の文化環境について、ディアスポ
煙ｻ象、マグドナルド化現象、文化のグローバル化とローカル
ｻ等の視点から検討する。

同　上 同　上

12

エスニシティと社
?^動一多文化主
`と普遍的人権を
ﾟぐって一

　グローバリズムの進展は東側諸国の体制を崩壊させ民族主義
�ｰ在化させたが、西側諸国でも歴史に根ざす民族抗争が絶え
ﾈい。先住民の人権運動を軸とした新しい社会運動、ディアス
|ラ現象が創り出す新しいエスニシティ状況など、民族共生の
ﾛ題について考察する。

同　上 同　上

13
異文化接触と文化

ﾌ生成

　現代の異文化接触と文化変化の諸相、とくに伝統文化と外来
ｶ化のせめぎ合い、ツーリズムと文化の生成、新しい文化生成
ﾌメカニズム、新しい人間類型の出現過程等について、文化人
ﾞ学における文化変容理論の批判的検討をとおして考察を加え
驕B

同　上 同　上

14
表出的文化の人類

w

　社会の諸制度と文化的諸価値の維持・強化・挑戦の表明装置
ﾆしての表出的文化の構造的特質と諸側面（身体装飾、美術工
|などの視覚的芸術、神話・伝説・民話の語り、音楽・舞踊、
煙?Eスポーツ・祭礼等の演技・競技芸術など）について、現
纉I視点から考察する。

同　上 同　上

15

開発・環境・文化一転換期の文化人

ﾞ
学
の
課
題
と
展
望
一

　今日の人類が当面している最大の課題である自然との共生の
竭閧ﾉついて、応用人類学の新しい分野として注目されている
J発人類学・環境人類学の成果を踏まえながら、開発に伴う文
ｻの諸問題について考察するとともに、転換期の文化人類学の
Vたな課題について展望する。

同　上 同　上
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＝博物館資料論（’00）＝（TV）

〔主任講師 石森秀三（国立民族学博物館教授）〕

全体のねらい
　この講義のねらいは、世界と日本における具体的な事例にもとづいて、博物館資料の収集、整理保管、展示、調査研
究などに関する理論や方法を多面的に紹介することにある。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 博物館資料の意義

　博物館は、資料を収集保管し、展示して教育的配慮のもとに
s民の利用に供し、あわせて資料に関する調査研究を行う機関
ﾅある。そのような博物館の根幹をなす「資料」の意義につい
ﾄ概説を行う。

石森秀三
i国立民族

w博物館教
�j

石森秀三
i国立民族

w博物館教
�j

2 自然系資料の事例
　各種の博物館資料のうち、自然と生態に関する資料につい
ﾄ、滋賀県の琵琶湖湖畔にある滋賀県立琵琶湖博物館などにお
ｯる具体的な事例にもとづいて紹介する。

同　上 同　上

3 理工系資料の事例
　各種の博物館資料のうち、科学と技術に関する資料につい
ﾄ、米国の国立航空宇宙博物館やフランスの科学産業都市など
ﾌ具体的な事例にもとづいて紹介する。

同　上 同　上

4 人文系資料の事例
　各種の博物館資料のうち、美術工芸品や生活用具や歴史資料
ﾈどについて、世界各地の美術館や歴史博物館などにおける具
ﾌ的な事例にもとづいて紹介する。

同　上 同　上

5 民族資料の事例

　各種の博物館資料のうち、世界の諸民族に関する資料につい
ﾄ、スイスのバーゼル民族博物館や米国のアク・チン・イン
fィアンの博物館などにおける具体的な事例にもとづいて紹介
ｷる。

同　上 同　上

6
マルチメディア資

ｿの事例

　各種の博物館資料のうち、マルチメディアに関する資料につ
｢て、ドイツのカールスルーエにあるZKM（メディア・テク
mロジーセンター）などにおける具体的事例を紹介する。

同　上 同　上

7
博物館資料の整理
ﾆ保管

　博物館は、展示による普及教育、文化財の保全・保護、学術
､究などのために資料の収集を行う。収集された資料は、分
ﾞ・整理されてから保管される。資料収集の方法や資料保管の
菇@などについて概説を行う。

宇野文男
i国立民族

w博物館情
�ﾇ理施設
齧蜉ｯ）

宇野文男
i国立民族

w博物館情
�ﾇ理施設
齧蜉ｯ）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
博物館資料の情報

ｻ

　博物館は、各種の資料を収集・保管するとともに、それらの
送ｿを有効に活用するために情報化を進めている。具体的事例
ﾌ紹介をとおして、博物館資料の情報化に関連する諸問題につ
｢て概説する。

鈴村　　明
i国立民族

w博物館情
�ﾇ理施設
齧蛻�j

鈴村　　明
i国立民族

w博物館情
�ﾇ理施設
齧蛻�j

9 博物館資料の保存

　博物館資料にはさまざまな種類のものがあるために、資料の
ｫ質により保存の方法が異なる。博物館資料損壊の原因とその
ﾎ応のあり方、資料保存の実際などについて、日本とフランス
ﾌ事例を比較しながら紹介する。

園田直子
i国立民族

w博物館助
ｳ授）

園田直子
i国立民族

w博物館助
ｳ授）

10
博物館資料の修理
ﾆ修復

　博物館資料は古い時代からつたわるものが多いために、修
掾E修復を必要とする。資料の修理・修復の目的や方法などに
ﾂいて、日本とフランスの具体的事例を比較しながら紹介す
驕B

同　上 同　上

11
博物館における調
ｸ・研究

　博物館は、資料の収集、整理保管、展示などとともに資料の
ｲ査・研究という機能を有している。博物館における調査・研
?ﾌ位置づけおよび調査・研究活動の具体的事例の紹介をとお
ｵて、博物館における調査・研究活動の重要性を概説する。

石森秀三 石森秀三

12
博物館における展
ｦの形態と種類

　博物館の多様化が進むなかで、博物館における展示の重要性
ｪ以前にもまして、問われるようになっている。博物館におけ
體W示の形態と種類について、具体的事例にもとづいて概説を
sう。

宇治谷　恵
i国立民族

w博物館情
�ﾇ理施設
Z官）

宇治谷　恵
i国立民族
w博物館情
�ﾇ理施設
Z官）

13
博物館における展

ｦ計画

　博物館における展示の実施にあたっては、周到な計画を必要
ﾆしている。展示基本構想の策定から基本計画の策定、実施計
謔ﾉいたるまでのプロセスについて、具体的事例にもとづいて
T説を行う。

同　上 同　上

14
博物館における展

ｦ技術

　博物館における展示の実施にあたっては、各種の展示技術を
K要としている。展示の配置計画、動線計画、空間構成、展示
ﾌデザイン、展示備品など、博物館における展示技術の諸相を
?ﾌ的事例にもとづいて紹介する。

同　上 同　上

15 博物館資料の未来

　博物館の多様化が地球的な規模で進展するなかで、博物館資
ｿについても、その収集、保管、展示、調査研究のあり方が大
ｫく問われる時代になっている。博物館資料の未来について多
ﾊ的に検討を行う。

石森秀三 石森秀三
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＝博物館経営・情報論（’00）＝（R）

〔主任講師 石森秀三（国立民族学博物館教授）〕

全体のねらい
　この講義のねらいは、世界と日本の博物館における具体的な事例にもとづいて、博物館経営・博物館における教育普
及活動、博物館における情報の意義とその利用方法などについて概説することにある。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
ミュージアム・マ
lージメント

@　　　』

　博物館の多様化が進展するなかで、博物館の財政制度、組
D、人材配置、施設管理などについて、博物館経営の改革が求
ﾟられている。博物館利用者に感動を与えるための経営手法で
?驛~ュージアム・マネージメントについて概説を行う。

石森秀三
i国立民族

w博物館教
�j

石森秀三
i国立民族
w博物館教
�j

2
博物館の職員と組

D

　博物館は単なる建物を指す施設ではなく、組織としての主体
ｫをもって活動する機関である。博物館における諸活動を円滑
ﾉ進めるための組織のあり方、人材配置のあり方、学芸員の役
рﾈどについて概説を行う。

同　上 同　上

3 博物館人材の養成

　博物：館は、館長を中心にして学芸員や事務系職員などからな
驍ｪ、さらにミュージアム・プロデューサーやミュージアム・
Gデュケーターなどが必要としている。博物館における人材養
ｬについて多面的に概説を行う。

同　上 同　上

4
博物館の行財政制

x

　博物館経営で最も重要なのは、博物館に関わる行財政制度で
?驕B博物館に関わる行政の役割、博物館の財政・予算、各種
ﾌ事業資金などについて、具体的な事例にもとづいて概説を行
､。

同　上 同　上

5
生涯学習と博物館

ｳ育

　近年、生涯学習への関心が急速に高まっている。学校教育や
ﾐ会教育などとの関連にもとづいて、博物館における生涯学習
ﾌあり方や博物館教育の意義について、具体的事例にもとづい
ﾄ概説を行う。

宇治谷　恵
i国立民族

w博物館情
�ﾇ理施設
Z官）

宇治谷　恵
i国立民族
w博物館情
�ﾇ理施設
Z官）

6
博物館における教
辜vログラム

　博物館は、生涯学習や学校教育の面で重要な役割を果たして
｢る。博物館が実施している各種の教育プログラムを具体的事
痰ﾉもとづいて紹介するとともに、博物館ボランティアの役割
ﾉついても概説を行うら

同　上 同　上

7 博物館と利用者論

　博物館の多様化に伴って、利用者のあり方も多様化してい
驕B日本の博物館はこれまで利用者の立場で博物館が抱える諸
竭閧�沒｢することが少なかった。博物館に対するイメージや
咜ﾒや不満などについて、利用者の側から検討を加える。

猪岡博熊
i中京女子

蜉w客員教
�j

猪岡博熊
i中京女子

蜉w客員教
�j
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 ミュージアム・
}ーケティング

　博物館は従来公的性格が強かったために、市場調査を行うこ
ﾆがほとんどなかった。近年、博物館においても運営の効率化
ｪ求められており、博物館をめぐるマーケティングが重要に
ﾈっている。具体的事例にもとづいてミュージアム・マーケ
eィングを紹介する。

猪熊博熊 猪熊博熊

9 博物館のサービス

　博物館は、資料の収集、整理保管、展示、調査研究の行う機
ﾖであるが、それらに関して各種のサービスを利用者に提供し
ﾄいる。博物館サービスの諸相について、具体的事例にもとづ
｢て紹介する。

同　上 同　上

10
博物館施設の運営
ﾆ管理

　博物館は、展示場だけではなく、収蔵庫、研究室、図書室、
~ュージアムショップ、ホールなど、さまざまな施設から成っ
ﾄいる。危機管理の問題も含めて、博物館諸施設の運営・管理
ﾉついて、概説を行う。

宇野文男
i国立民族
w博物館情
�ﾇ理施設
齧蜉ｯ）

宇野文男
i国立民族
w博物館情
�ﾇ理施設
齧蜉ｯ）

11
博物館の連携と国
ﾛ協力

　国際化の進展に伴って、博物館においても各種の国際協力や
A携を図ることが求められている。国立民族学博物館における
?ﾌ的事例にもとづいて博物館の国際協力・連i携について概説
�sう。

石森秀三 石森秀三

12
博物館における情
�ﾌ意義

　博物館は、市民の知性を刺激し、人間精神を挑発することに
謔ﾁて、未来創造に向かわしめるための「刺激と挑発の装置」
ﾅある。博物館における情報の意義について、具体的な事例に
烽ﾆづいて概説を行う。

鈴村　　明
i国立民族

w博物館情
�ﾇ理施設
齧蛻�j

鈴村　　明
i国立民族
w博物館情
�ﾇ理施設
齧蛻�j

13
博物館における情
�Vステム

　博物館にはさまざまな情報が存在する。各種の博物館情報は
Rンピュータに入力されてシステム管理される。博物館におけ
驫e種の情報システムについて、具体的事例にもとづいて紹介
�sう。

同　上 同　上

14
博物館における情
�Tービス

　博物館は、各種の情報を有している。それらの博物館情報は
Vステム化されて管理されている。博物館における各種の情報
Tービスのあり方について、具体的事例にもとづいて紹介を行
､。

同　上 同　上

15

ミュージアム・マ
lージメントの未

　社会のニーズの多様化に伴って、博物館はさまざまな革新を
sう必要に迫られている。博物館経営論および博物館情報論の
ｬ果をふまえつつ、今後のミュージアム・マネージメントに求
ﾟられている重要な諸点について、総括的な講義を行う。

石森秀三 石森秀三
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＝ギリシャ・ローマ文学（’00）＝（R）

〔主任講師 逸身喜一郎（東京大学教授）〕

全体のねらい
　古典ギリシャ・ローマ文学の世界では後代はつねに先行する作品の様式を規範と仰いだ。本講義では古典文学のうち
散文ではなく韻文で書かれた主な作品を、時代順によらず分野（ジャンル）毎にたどりつつ紹介する。各ジャンルの特
質を知れば作品の理解がいっそう深まるだろう。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 序　　　　　論

　古典古代は一千年以上にわたる。その間に社会の有様は著し
ｭ変化した。こうした歴史の簡単な把握と、韻文（詩）の定
`、ギリシャ語・ラテン語の特徴、ジャンルとは、神話とはご
ﾈど基礎知識を概説する。

逸身喜一郎
i東京大学

ｳ授）

逸身喜一郎
i東京大学

ｳ授）

2 エポス：叙事詩（1）

　『イーリアス』は西洋最古の文学であるとともにその後の古
T文学に絶大な：影響を与えた。その構成と成立の問題を中心
ﾉ、英雄叙事詩の特質、ならびに口調叙事詩という概念につい
ﾄ説明する。

同　上 同　上

3 エポス：叙事詩（2）
　同じホメーロスの名で伝えられていても、『オデュッセイ
A』は物語の内容も構成も『イーリアス』と異なっている。両
ﾒの比較を通して英雄叙事詩の別モデルの有り様を考える。

同　上 同　上

4 エポス：叙事詩（3）

　ローマ建国を描いたラテン語の叙事詩を作るにあたり、ウェ
泣Mリウスは『イーリアス』『オデュッセイア』双方をともど
煖K範にすえた。ラテン文学の最高峰である『アエネーイス』
ﾉは、ギリシャ文学の伝統とラテン文学の独自性との葛藤がう
ｩがえる。

同　上 同　上

5 エポス：叙事詩（4）

　偉大な作品の模倣と対決から新しい作品が生まれてくる。ホ
＝[ロス・ウェルギリウスとの対比により、アポッローニオス
wアルゴー号冒険物語』オウィディウス『変身物語』ルーカー
kス『内乱記』の異質さを明らかにする。

同　上 同　上

6 エポス：教訓詩

　英雄叙事詩だけがエポスではない。ヘーシオドスは世界の成
阯ｧちを神々の系譜という形にし、かつ農夫の日々の努めを説
｢た。古典文学にはこうした様々な知識や知恵を披回する、一
Qの作品が脈々と続いている。

同　上 同　上

7
エポス：牧歌とエ
sュツリオン

　大都会アレクサンドリアの発展は田園への憧れを生み出し
ｽ。テオクリトスに始まり、ローマのウェルギリウスが一層洗
福ｳせた牧歌もまた、エポスの韻律であるヘクサメトロスで書

ｩれている。あわせて「小さな物語詩」とでもいうべきエ
sュッリオンをあつかう。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講、師　名

（所属・職名） （所属・職名）

エレゲイアとは、エポスという本流に対する傍流として、古
8 エレゲイア（1） 典文学を貫いて用いられた韻律である。アルキロコスとカッリ 三身喜一郎 逸身喜一郎

マコスを重点において、この詩型の発展の歴史をたどる。 、

ラテン文学は恋愛詩という独自のジャンルをうちたてた。そ
9 エレゲイア（2） の韻律はエレゲイアであった。恋愛詩の特徴や背景を、その代 同　上 同　上

表としてプロペルティウスを中心にして説明する。

「叙情詩」と訳されることばは、元来、弦楽器リラの合わせ

10 好情詩（1）
て歌われた歌を意味した。サッフォー・アルカイオス・アナク
激Iーンは独唱詩の代表である。そこには個人の感性が、独自

同　上 同　上

の言葉遣いで表されている。

ギリシャの叙情詩はしばらく優れた後継者を生み出さなかっ

11 好情詩（2）
たが、ホラーティウスはそれをラテン語世界に取り込むことに
ｬ功した。その歌の対象は幅広く、好情詩という日本語の訳語

同　上 同　上

はとりわけこの詩人には不適切である。

オリンピック競技をはじめとする競技祝勝歌をピンダロスは

12 仔情詩（3）
作った。競技での優勝とは、はかなき存在である人間が、栄光
ﾌ高みに到達する機会なのである。この世界観はホメーロスと

同　上 同　上

悲劇との間をつなぐ。

ギリシャ悲劇と喜劇は、アテナイのディオニューシア祭にお

13 演劇（1）
いて催されるポリスをあげての行事であった。そのため特殊な
�ｩ事にいろいろ縛られている。それらの知識は、一見、普遍

同　上 同　上

的内容をもつ演：劇理解に必須である。

いわゆる3大悲劇詩人（アイスキュロス・ソフォクレース・エ

14 演劇（2）
ウリービデース）の特色を、具体的な作品に即してたどる。悲
?ﾍ英雄神話を題材に選ぶが、その扱いは詩人の裁量に委ねら

同　上 同　上

れていた。

アリストファネースの想像力に満ちた突拍子もない喜劇は後

15 演劇（3）
継者をもたない。1世紀のちのメナンドロスの人情喜劇はプラウ’トゥスによってローマに移入され、ついにはヨーロッパ演劇の

同　上 同　上

基礎となる。
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＝応用数学（’99）＝：（R）

〔主任講師：藤田宏（東海大学教授）〕

全体のねらい
　最近のコンピュータによる数値的手段の進歩や対象領域の拡大を遠望しつつ、応用数学の基本的な発想法、‘概念、方

法を解説する。数学的な明快さと具体性による納得にもとづいて展開し、数学による自然の理解と自然への働きかけを
任務とする応用解析学への平易な入り口からの、しかし、現代風の誘いとしたい。’

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　各
i所属・職名）

1 増殖の数理
　最も初歩的な発展系である増殖の数理モデルから入り、1階微分方程式の基礎およびその豊かな応用について学ぶ⑨

藤　田　．宏

i東海大学
ｳ授）

藤　田　　宏

i東海大学
ｳ授γ

2 振動の数理
　微分方程式の最も重要な応用は力学における発展系の解析で
?驕B簡単な調和振動子から入り、特性根の方法を含め、2階
�ｪ方程式の初期値問題およびその応用の初歩について学ぶ。

同　上 同　上

3 競合の数理

　量的に表される二つの勢力の間の時間発展をともなう競合の
迫揀cfルは、簡単な場合については、連立微分方程式で与え
轤黷驕B軍備拡張競争のモデルを扱うこの章は連立微分方程式への初期値問題への入門でもある。 同　上 同’上

4 惑星運動の数理
iその1）

　ニュートンによる力学と解析学の同時誕生のとき以来、惑星
ﾌ運動の解析は数学による自然の理解の最大の成功例の一つで
?驕B．特殊な非線形連立微分方程式の初期値問題に帰着するこ
ﾌ現象の数学モデルとその解析の理解に挑戦することは感激に
?ｽいする。

同　上 同　上

5 惑星運動の数理
iその2）

　前回に引き続いて解析をすすめ、惑星の軌道が楕円などの円
豪ﾈ線になることを導く。デカルトによる解析幾何が自然の理
�ﾉ顕著な貢献をした例であることも学ぶ。

同　上 同　上

6 弦のつり合いの
迫

　多くの安定な発展系は時間が立つにつれてつり合いの状態、
ｷなわち、定常状態に到達する。この定常状態の解析は数学的
ﾉは境界値問題に帰着する。簡単な弦のつり合いを通じて境界
l問題の基礎とその応用について学ぶ。

同　上 同　上

7 熱伝導と波動の
迫掾iその1）

　状態が時間のみならず空間変数にも依存する発展系、いいか
ｦれば、分布定数系の時間発展の数学モデルは偏微分方程式の

同上 同上
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回 テ「一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 熱伝導と波動の
迫掾iその2）

　前回に引き続き、当面の問題の扱いの基礎であり、応用数学
ﾌ柱の一つであるフーリエ級数の概念および方法について学
ﾔ。

藤　田　　宏 藤　田　　宏

9 熱伝導と波動の
迫掾iその3）

　前回および前前回に引き続き、フーリエ級数およびフーリエ
ﾌ変数分離法を用いて、針金の熱伝導（1次元放物型方程式）
ｨよび弦の振動（1次元双同型方程式）の問題を解決する。

同　上 同　上

10
発展系の数値解析
iそのD

　現在の科学技術における、偏微分方程式の、すなわち、分布
關伯nの実際的な応用は、コンピュータによる数値解法を抜き
ﾉしては成り立たない。そのための普遍的な方法である差分法
ﾉよる数値解法の基礎をすでに学んだ熱伝導の問同等について
�烽ｷる。

桂田祐史
i明治大学

赴ｳ授）

桂田祐史
i明治大学

赴ｳ授）

11
発展系の数値解析
iその2）

　前回に引き続き、差分法による発展系の数値解法の考察を行
｢、かつ、淀常状態への移行問題、非線形問題への拡張につい
ﾄ学ぶ。

同　上 同　上

12

フーリエ変換；
o会いとなじみ
iその1）

　フーリエ級数の威力を、変域が無限区間におよび場合に拡張
ｵようとすれば、フーリエ変換あるいはフー，リエ積分に到らね
ﾎならない。この趣旨どおりにフーリエ変換を導入しその基礎
ﾉついて学ぶ。

藩田宏 藤　田　宏

13

フーリエ変換；
o会いとなじみ
iその2）

　前回に引き続き、理論的にも応用的にも全野空間を変域とす
髟ﾎ微分方程式の解析の基本であるフーリエ変換の性質および
棊pについて学ぶ。

同　上 同　上

14
超関数；出会い
ｩら応用へ
iその1）

　δ関数を典型とする超関数の概念の理解は解析の自由な応用
ﾌ支えである。その解説に当たっては、数学的な明快さは尊重
ｵながらも、’超関数との友好的な出会いと応用志向のなじみの
¥築を目的として展開していく。

同　上 同　上

15
超関数；出会い
ｩら応用へ
iその2）

　前回に引き続き、超関数が自由な解析操作を許す寛大な世界
ﾅあることを学ぶ。

同　上 同　上
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　　　　　　　　　　　＝対称性の数学（’98）＝　（R）

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：高橋礼司（元放送大学教授）〕

全体のねらい
　平面図形の対称性の考察を通して群論的思考への入門をはかる。平面の結晶群の分類が一つの目標である。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

シンメトリーという言葉の語源、左右対称、回転対称

1 対称性（シンメ
　ダ

kｴ礼司 高橋礼司
トリー）とは何 （元放送大 （元放送大

か 学教授） 学教授）

平行移動と回転

2 平面の運動群 同　上 同　上
（1）

反転、鏡映、ずらし鏡映

3 平面の運動群 同　上 同　上
（1）

平面の合同変換の分類について述べる。

4 平面の運動群 同　上 同　上
（皿）

正二面体群について述べる。

5 正多角形とその 同　上 同　上
対称群

有限な対称群をもつ文様に関するレオナルド・ダ・ヴィ
ンチの定理

6 文様の対称群 同　上 同　上
（1）

帯状文様の対称群について述べる。

7 文様の対称群 同　上 同　上
（H）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

2次元の結晶群とその分類について述べる。

8 文様の対称群 高橋礼司 高橋礼司
（皿）

続き・

9 文様の対称群 同　上 同　上
（IV）

定義と物質的性質

10 群の作用、軌道、 同　上 同　上
固定群

軌道個数の数え上げに関するバーンサイドの定理

11 バーンサイドの 同　上 同　上
定理

3次元の運動群について述べる。

12 空間の合同変換 同　上 同　上・

5個の正多面体について述べる。

13 プラトンの正多 同　上 同　上
面体

バーンサイドの定理の応用

14 回転群の有限部 同　上 同　上
分群

まとめとこの後の発展について述べる。

15 対称性の数学 同　上 洞　上
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＝解 析 学＝　（R）

〔主任講師：長坂建二（法政大学教授：）〕

全体のねらい
　複素数の微分積分学である関数論から講義を始める。次いで、微分方程式を導入し、簡単な微分方程式の
解法と解の存在について述べる。さらに、留数定理とその応用、ラプラス変換による線形微分方程式の解法、
複素数の幾何学、等角写像等を論ずる。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

代数的に複素数を定義し、その演算を定める。また、複
素平面を導入し、複素数と平面上の1点を同一視する。さ 長坂建二 長坂建二

1 複素数の定義と らに、位相をいれ、無限遠点を表現するリーマン球に触れ （法政大学 （法政大学

演算 る。 教授） 教授）

複素数列の極限から複素関数の連続性について述べ、次
いて微分可能の必要条件として、コーシご・リーマンの微

2 複　素　微　分 分方程式を導く。また、十分条件を求め、放送教材ではそ 同　上 同　上
の背景を探る。

複素指数関数を定め、その性質を述べる。特に、オイ
ラーの公式を導き、　（実）三角関数との関連を述べる。さ

3 オイラーの公式 らに、逆関数の一一般論から対数関数を定義し、三角関数と 同　上 同　上
その逆関数を求め、初等関数の範囲を定める。

複素関数の積分を、線積分として定義できることを示
し、正則弧上の計算例を与える。さらに、複素積分の基本

4 複　素　積　分 的な性質、原始関数を持つ場合には実関数の積分と同様に 同　上 同　上
微分積分学の基本定理が成り立つことを示す。

関数論の理論の立場ではもっとも重要なコーシーの定理
について述べ、その意味を考える。完全な形での証明は無

5 コーシーの定理 理のため、特別な場合についての証明を与え、位相の観点 同　上 同　上
から説明を補う。

積分により正則関数やその導関数の値が表されるコー
シーの積分公式を示し、＝複素関数まで拡張して微分積分学

6 コーシーの積分 が始めて完結する状況を説明する。放送教材では複素積分 同　上 同　上

公式 の特徴を議論する。

微分方程式とその解について説明し、簡単ではあっても
応用上および理論的にも重要な1階微分方程式の主要なタ

7 1階微分方程式 イブの解法を説明し、例を与える。 同　上 同　上
の解法
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

微分方程式の解が適当な条件の下では存在して、かっ一一
意的に定まるという「存在定理」を示す。線形微分方程式

8 存　在　定　理 の解についても適用する。放送教材では、コーシーの貢献 長坂建二 長坂建二
や決定論について論ずる。

複素関数の特異点の概念を導入し、その分類を与え、級
数の展開項との関連を論ずる。さらに、草薬とその計算法

9 特　　異　　点 について詳しく述べ、特異点の本質に迫る。 同　上 同　上

コーシーの・定理の拡張より、複素関数の積分が、積分路

で囲まれる領域に含まれる特異点の留数の和により本質的
10 留　数　定　理 に表されることを示す。応用として、実関数の定積分の計 同　上 同　上

算例を与える。

積分変換として重要なラプラス変換を定義し、複素関数
の立場からその存在条件、基本性質、について述べる。ま

11 ラプラス変換 た、いくつかの計算例を与える。 同　上 同　上

線形微分方程式の解の構造を明らかにする。また、一次
独立な関数の判定法や生成法について述べ、ラプラス変換

12 定数係数線形微 を用いて定数係数線形微分方程式を解く。放送教材では、 同　上 同　上
分方程式 回路の音を聞いて、微分方程式の解の性質について考える。

定数係数ではない線形微分方程式の解法について、巾級
数による方法をまず述べる。また、特異点を利用するプロ

13 フロベニウスの ベニウスの方法により、特殊関数を生成するいくつかの微 同　上 同　上
方法 分方程式を解く。

複素数の演算を、ベクトル空間の演算として理解し、四
則演算を幾何学的に表す。また、方程式の解の分布への応

14 複素数の幾何学 用などを述べる。放送教材では、虚数の存在の認識を例 同　上 同　上
に、科学哲学の立場からも追究する。

簡単な関数である憎次分数変換が、円を円に対応させる
幾何学的な性質を持つことを示す。さらに、複素関数を写

15 一　次　変　換 像として捕えて、その様子を述べると共に、いくつかの定 同　上 同　上
理について言及する。

一732一



＝数学基礎論（’99）＝＝（R）

〔主任講師 隈部正博（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　論理学の基礎を数学的立場から解説する。目標はゲーデルの不完全性定理の理解である。予備知識は特に要求しな
い。自然の理解専攻以外の学生向けでもある。数学的論理学の概要を理解するのがねらいである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師・名
i所属・職名）

1 準　　　　　　備
　この印刷教材を読むにあたって必要な予備知識について述べ
驕B

隈部正博
i放送大学
赴ｳ授）

隈部正博
i放送大学
赴ｳ授）

2 命　題　論　理
　命題論理とは何かについて述べ、論理式の定義、真偽値につ
｢て述べる。

同　上 同　上

3 トートロジー
　論理式の真偽値についてさらに考察し、トートロジーの概念
ﾉついて述べる。

同　上 同　上

4 論理記号について 論理記号の完全性について述べる。 同　上 同　上

5 コンパクト性定理 命題論理のコンパクト性定理の証明をする。 同　上 同　上

6 一階述語論理
　述語論理とは何かについて述べる。対象式と論理式を定義す
驕B

同　上 同　上

7 構　　　　　造
　構造を定義し、述語論理における論理式の真偽について考え
驕B 同上 同上

一733一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
ﾁ爾三三

放送担当
u　師　名
i所属三三）

8

　　　　　ノ

鴻Wカルな満足性
ﾆ演繹計算

　述語論理におけるロジカルな満足性という概念について述べ
驕Bその後の演繹計算とはどういうものか簡単に述べる。合わ
ｹてゲーデルの完全性定理のもつ意味について述べる。

隈部正博 隈部正博

9 論　理　公　理 論理公理について述べる。 同　上 同　上

10
演繹計算について
ﾌいくつかの定理

演繹計算についてのいくつかの定理を述べる。 同　上 同　上

11 自　然　数　論 自然数論について述べる。 同　上 同　上

12 表現可能性と
v算可能性

同　上 同　上

13
ゲーデル数と証明
ﾌ算術化

　ゲーデル数の定義をした後、自然数論における証明の算術化
ﾆはどういう事かについて述べる。

同　上 同　上

14 不完全性定理
ｻの1

ゲーデルの第一不完全性定理の証明をする。 同　上 同　上

15 不完全性定理
ｻの2

ゲーデルの第二不完全性定理の証明をする。 同　上 同　上
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＝計算の理論（’99）＝（R）

〔主任講師：野崎昭弘（大回女子大学教授）主任講師：仙波一郎（茨城大学教授）〕

全体のねらい
　いろいろな具体例を通して、異なる型の計算問題に触れさせ、関連する技法の紹介や、効率の比較を行う。全体を
1．計算の基礎、H．計算の効率に分ける。1では入門を兼ねて親しみやすい問題を多く入れ、解をさがす技法や「解
がない」ことの証明の技法、1では実用的な問題についての技法と効率の比較を行う。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1 数学的帰納法に
ﾂいて①

　数学的帰納法の考え方を説明し、具体的な問題を解きながら
揄��[める。ハノイの塔問題について、その解法手順を詳し
ｭ考察する。

仙波一郎
i茨城大学
ｳ授）

仙波一郎
i茨城大学
ｳ授）

2 数学的帰納法に
ﾂいて②

　数学的帰納法の考え方を説明し、具体的な問題を解きながら
揄��[める。ハノイの塔問題について、その解法手順を詳し
ｭ考察する。

同　上 同　上

背理法の考え方を説明し、具体的な問題を解きながら理解を
7

3 背理法について①
深める。解が無数にあることや、解が存在しないことを示すと
ｫなどに有用である。とくにピタゴラス数と素数：について、そ

同　上 同　上

の性質や生成法などを詳しく考察する。

背理法の考え方を説明し、具体的な問題を解きながら理解を

4 背理法について②
深める。解が無数にあることや、解が存在しないことを示すと
ｫなどに有用である。とくに、ピタゴラス数と素数について、

同　上 同　上

その性質や生成法などを詳しく考察する。

部屋割論法の考え方を説明し、具体的な問題を解きながら理
5 部屋割論法 解を深める。ある条件を満たす解を具体的に求めることなく、 同　上 同　上

解の存在を示すときに有用な論法である。

6 2　　値　　化
　2値化の考え方を具体的な問題を通して説明する。解が存在
ｵないことを示す場合にその切れ味を味わってほしい。

同　上 同　上

1対1対応の考え方を説明し、具体的な問題を解きながら理
7 1対　1対応 解を深める。うまい対応づけによって、解が求められていく過 同　上 同　上

程に注目してほしい。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

バックトラックの考え方を具体的な問題を通して説明する。
パズル問題（川渡り問題、はかり分け問題など）、数学的問題

8 バックトラック① （集合分割問題、整数分割問題など）、フラクタル図形などを 仙波一郎 仙波一郎
取り上げる。具体的な解をすべて求める場合に、汎用的かつ強
力な方法である。

バックトラックの考え方を具体的な問題を通して説明する。
パズル問題（川渡り問題、はかり分け問題など）、数学的問題

9 バックトラック② （集合分割問題、整数分割問題など）、フラクタル図形などを 同　上 同　上
取り上げる。具体的な解をすべて求める場合に、汎用的かつ強
力な方法である。

10 順列の生成
　順列を生成するいろいろな方法を紹介する。興味ある応用例
�ｦす。

同　上 同　上

ξ

電卓を使って、複利計算
10万円×1．05×……×1．05 野崎昭弘 野崎昭弘

11 計算の効率 を実行する方法について考えてみます。こんな簡単な問題で （大妻女子 （大妻女子
も、計算の上手・下手によって、効果がずいぶん違うことに、 大学教授） 大学教授）

注目して下さい。

5次以上の代数方程式には解の公式がありません。しかし数値

12 方程式の解法
計算で解の近似値を求めることなら、もっと複雑な方程式でも
ﾅきます。そのことを具体的な例で説明し、効率の観点も加え

同　上 同　上

て検討します。

コンピューターに記憶された大量のデータから、目あての情

13 表　の　検　索
報をさがすことを「検索」といいます。ここでは基本的な「表
ﾌ検索」について、簡単な工夫で所要時間をずっと短くできる

同　上 同　上

ことを説明します。

東京、名古屋、金沢、新潟、大阪の各都市を訪問したいので

14 旅　行　計　画
すが、どんな順序で、どんなコースを通ればいいでしょうか？
Q都市間の最短コースをさがす問題から始めて、いくつかの計

同　上 同　上

算問題とその解法を紹介します。

ギリシャ時代の工夫、たとえば「ユークリッドの互除法」か
15 計算の理論の歴史 ら始まって、現代の最先端をゆく並列計算の理論まで、いくつ 同　上 同　上

かのポイントをひろいながら概説してみたいと思います。
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＝データとデータ解析＝　（R）

〔主任講師：栗原考次（岡山大学助教授）〕

全体のねらい
　データ解析では、データに含まれるばらつきを客観的に分析し、不規則の中での法則性を見つけ、得られ
たデータから有効な情報をより多く引き出すことが必要である。
　講義ではデータ解析のために各分野で共通に利用される統計的解析法の中から代表的な解析法を取り上げ、
その考え方と利用方法について解説する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現象の解明などのために種々の情報が日々蓄積されてい
る。これらの情報を正しくデータ解析するためには、観測 栗原考次 栗原考次

1 現象とデータ する尺度およびデータの属性や構造に対する知識を身につ （岡山大学 （岡山大学

ける必要がある。講義では、こうしたデータに関わること 助教授） 助教授）

全般について概説する。

データに含まれるばらつきの分析のたあには、統計グラ
フの有効的な利用やデータの分布の特性について知る必要

2 データの分布 がある。講義では、各種データの統計グラフ化の方法およ 同　上 同　上
び種々のモデルをあてはめた場合の統計量の分布について
概説する。

対象とする母集団を解明するためには、母集団を特徴づ
ける平均や分散などの母数についての推定や統計的仮説検

3 統計的推測法 定が不可欠である。講義では、推定を行う際に望まれる性 同　上 同　上
質や仮説検定の手順や考え方を例題を含みながら概説する。

対象とする母集団の分布形を仮定せず、ゆるい仮定での
モデルに基づき推測を行うのが、ノンパラメトリック法で

4 ノンパラメトリ ある。講義では、その中で最も利用されている2標本のノ 同　上 同　上
ック検定法 ンパラメトリック検定について概説する。

変量間の関連を調べるには、関連性を指標を用いて表す
相関分析が行われる。講義では、量的データ、質的データ

5 相　関　分　析 および順序データについて、各々の指標の作成法とその利 同　上 同　上
用法について解説する。

ある変量が他の変量にどのように依存しているかのよう
に、変量問の因果関係を解明するためには回帰分析が用い

6 回　帰　分　析 られる。講義では、最もよく利用されている重回帰分析の 同　上 同　上
考え方とその利用法について解説する。

各個体について多変量のデータが観測される場合、構造
を単純化するために、次元を縮小することが望まれる。講

7 主成分分析 義では、そのための一つの方法である主成分分析を取り上 同　上 同　上

その1 げ、その考え方および利用法について概説する。
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担』当

u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 主成分分析
ｻの2

　前の章の続きである。多くの変量をなるべく情報を失わ
ｸに少数の総合的な指標で代表させる観点から考える。講
`では、具体的な例題を取り上げ、その解析結果の解釈な
ﾇも含あて解説する。

栗原三次 栗原考次

9 判　別　分　析

ｻの1

　判別分析は、データをいくつかのグループに分けたり、
Vしくデータが観測された場合、そのデータがそれまでに
ｪけられたどのグループに入るかを判別する解析法である。
u義では、判別分析の考え方について変量数が少ない場合
�痰ﾉ概説する。

同　上 同　上

10 判　別　分　析

ｻの2

　前の章の続きである。講義では、2つ以上の変量の場合
�謔闖繧ｰ、判別の概念および誤判断確率や期待損失など
ﾉついて具体例とともに解説する。 同　上 同　上

11 クラスター分析

ｻの1

　　　　　　　　　　ξ
@得られたデータをいくつかのグループに分ける分類は古
ｭから行われてきた。これらの分類手法を総称してクラス
^ー分析と呼んでいる。講義では、クラスター分析の概念
ｨよびその利用法について概説する。

同　上 同　上

12 クラスター分析

ｻの2

　前の章の続きである。講義では、分類を行うためのデー
^および変量間の類似度、非類似度さらに分類手法につい
ﾄ具体例とともに解説する。 同　上 同　上

13 寿命データの解

ﾍ

　寿命データの特徴として、観測中の中途打ち切りデータ
ﾈどの不完全データが多数含まれ、さらに関与する要因が
｡数であることがあげられる。ハザードや競合リスクの基
{的概念とともにこれらのデータに対する解析法について
�烽ｷる。

同　上 同　上

14 多　段　推　測

　データ解析の過程では逐次的に得られる情報の活用を行
｢、必要であれば標本を追加し、種々の統計的解析法を系
�Iに適用することも多い。講義では、統計的推測法の系
�I適用に対する総有意水準、検出力、平均期待個数など
ﾌ理論特性について解説する。

同　上 同　上

15 時系列分析

　株価や空気中の二酸化炭素の量など時間の経過とともに
㍼?�烽ﾁて観測されるデータは時系列データとよばれる。
ｱうしたデータの解析法は時系列に内存する統計的性質お
謔ﾑ将来の予測に使われる。講義では具体的な時系列デー
^を通じて方法論を解説する。

同　上 同　上
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＝統計の考え方＝（R）

〔主任講師：松原　望（東京大学教授）〕

全体のねらい
　ベイズの定理を基礎とした、ベイズ統計学、ベイズ決定の基礎と、いろいろな方面への応用。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ベイズの定理の紹介と、基礎的意味づけ。
松原　　望 松原　　望

1 ベイズの定理 （東京大学 （東京大学

教授） 教授）

ベイズの定理を、確信の形成プロセスと考えて、いくつ
かの応用を通して、ベイズの定理の意味の理解を深める。

2 社会的リスクと 同　上 同　上

決定

確信形成のプロセスを、社会的決定に応用する。原子力
発展の安全性を題材とする。

3 安全と社会的決 同　上 同　上
定

ベイズ決定の最も基礎的部分の解説。

4 事後分布と統計 同　上 同　上
的決定

通信モデルを、ベイズ決定の典型と考えて、信号検出理
論を理解する。

5 通信とベイズ決 同　上 同　上
定

病名と症状の関係を、ベイズの定理でとらえて、ベイズ
決定の理論を応用する。

6 医学とベイズ決 阿上 同　上
定

新薬開発の採否の問題を、ベイズ統計学の立場から検討
する。

7 医薬とベイズ統 同　上 同　上
計学
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

推定をベイズ統計学の立場から考える。特に線型回帰の
問題、多変量の場合を扱う。

8 ベイズ推定 松原　　望 松原　　望

動的制御では不可欠のカルマン・フィルターを、ベイズ
カルマン・フィ 統計学の立場からとらえなおす。

9 ルターとベイズ 同　上 同　上
統計学

ベイズの定理のもつ、事前予想のとり込み機能を、くず
イメージ・プロ れたイメージの雑音除去に用いる。

10 セシングとベイ 同　上 同　上
ズ推定

図形の判定を、ベイズ決定（推定）として行なう。従来’
から試みられている方法。

11 パターン認識と 同　上 同　上
ベイズ決定

あまり触れられないが、情報を検索すべきか、どのカテ
ゴリーに入れるかを、ベイズ決定として扱う。

12 情報検索とベイ 同　上 同　上
ズ決定卜

確率分布から確率を求めるプロセスで、ベイズの定理を
用いる方法を考える。

13 信頼性とベイズ 同　上 同　上
統計学

ベイズ統計学の変型として、しばしば提案される経験的
ベイズ法の、紹介を行なう。

14 経験的ベイズ決 同　上 同　上
定

ベイズ決定の応用の将来の可能性について、その問題点
を検討する。

15 ま　　と　　め 同　上 同　上
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＝カオスの数理と技術＝（TV）

〔主任講師：合原一幸（東京大学教授）〕

’全体のねらい

　本講義では、今世紀の科学における大きな発見の一つであるカオス（Chaos）を取り上げ、その数理
的基礎及び応用技術について、様々な側面から解説する。本講義によって、カオス数理と技術に関する基本
的知識を得るとともに、自然観・世界観を深め、さらにはカオス工学の将来を展望することを目的とする。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

カオスの理解が大きく進展したのは、最近二十年間のこ
とであるが、その源流はニュートン力学が確立された十七 合原一幸 合原一幸

1 カオスとその研 世紀までさかのぼることができる。カオスの典型例を紹介 （東京大学 （東京大学

究の歴史 するとともに、カオスの発見とその理解の深まりの背景と 教授） 教授）

歴史を概説する。

カオスの基本的性質を理解するために、1変数の写像
（離散時間力学系）であるベルヌーイ写像、ロジスティッ

2 離散時間 ク写像、テント写像を取り上げ、その力学構造を解説する。 同　上 同－上
力学系のカオス さらに、より高い次元のカオス写像の例も紹介する。

連続時間力学系であるローレンツ方程式、レスラー方程
式、ダフィング方程式などのカオスについて解説する。さ

3 連続時間 らに、離散時間力学系と連続時間力学系との関連について 同　上 同　上
力学系のカオス 考察する。

離散時間力学系や連続時間力学系において、パラメータ
値の変化に伴なって、解の定性的性質が変化する分岐現象 合原一幸

4 カオスと分岐 について解説する。さらにこの知識をふまえて、カオスが 同　上
生成されるプロセス、すなわちカオスへ至る道すじについ 上田哲史
て考察する。 （徳島大学

教授講師）

カオスの幾何学的性質は、自己相似すなわちフラクタル
の概念で特徴づけることができる。フラクタルの典型例で

5 カオスとフラク あるカントール集合を取り上げ、その直観に反した不思議 同　上 同　上
タル な性質を明らかにするとともに、カオスとの関連を議論す

驕B

カオスはその現象の底の深さゆえに、今だに数学的に厳
密な定義はない。しかしながら多くのカオスが共有するい

6 カオスの特徴 くつかの基本的性質は、明らかになってきている。これま 同　上 合原一幸
での講義の内容を基にして、カオスの数理的性質を整理す
驕B

この世の中に実在するほとんどすべてのシステムは、人 合原一幸
エシステム、自然システムを問わず非線形性を有している。 村重　　淳

7 ’リアルワールド したがって、非線形システムの典型的振る舞いであるカオ 同　上 （運輸省船舶技三三

のカオス スも、世の中に広く見られる。これらの多様なカオスを実 研究官）

例を含めて紹介する。 宮野尚哉
（弓鋸工業㈱未来

瀟研究所主任磯員）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講師名 講・師　名

（所属・職名） （所属・職名）

脳神経系は、21世紀科学の最大研究テーマとされ、現
在世界中で大規模な研究計画が進行中である。他方で脳神

8 カオスと脳神経 経系においては、ミクロレベルからマクロレベルに至る様 合原一幸 合原一幸
奈 々な時空間スケールでカオス的現象が観測される。脳神経

系のカオスについて概説する。

脳神経系の高度情報処理機能を工学的に実現する人工的
ニューラルネットワークが、新並列分散処理原理として注

9 カオスニューラ 目を集めている。他方で脳を構成するニューロンは、一種 同　上 同　上
ルネットワーク のカオスデバイスである。カオスの人工的ニューラルネッ

トワークへの応用について概説する。

ある種のカオスは、計算能力を潜在的に有しており、現
在のコンピュータの原型であるチューリングマシンと対応

10 カオスと計算 づけることも出来る。このようなカオスの複雑な性質を解 同　上 同　上
説するとともに、カオスの計算の本質的困難さについても
議論する。

カオスと制御との関連について、はじあにカオスを抑制 合原一幸
して周期状態を実現するカオス制御手法について解説する。 安達雅春

11 カオスと制御 次に、カオスをむしろ積極的に活用する制御原理である 同　上 （理化学研

ハーネシングおよびホメオダイナミクスの考え方について 究所フロン
議論する。 ティア研究

員）

世の中には不規則に変動する時系列データが、あふれて
いる。これらの時系列データをカオスの立場から解析する 合原一幸

12 カオスと時系列 カオス時系列解析について、アトラクタ再構成ヤフラクタ 同　上
解析 ル次元解析、リアプノフスペクトラム解析など基礎的解析 池口　　徹

手法を概説する。 （東京理科

大学助手）

カオスはしばしば、単純な非線形法則に従って極めて複
雑な振る舞いを生み出す。このことは逆に、複雑な時系列

13 カオスと予測 データの将来を、単純な非線形法則を用いて予測できる可 同　上 同　上
能性を示唆している。カオスを予測する決定論的非線形予
測手法について解説する。

単純な非線形法則によって生成されるカオスは、その原
理の単純さゆえに電子回路で容易に実装することができる。 合原一幸

14 カオスと電子回 カオスを作る電子回路技術について解説するとともに、そ 同　上
路 の多様な応用可能性を議論する。 堀尾喜彦

（東京電機

大学助教授）

工学の立場からカオスを研究するカオス工学の概要を整 合原一幸
理するとともに、その将来を展望する。さらに21世紀の 田仲広明

15 カオス・複雑系 科学技術に向けて、高次元カオスや＝複雑系の研究の重要性 同　上 （宇宙環境

と科学技術 とその工学的意義について考察する。 利用推進セ
ンター客員
研究員）
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＝パソコンによる解析学（’99）＝（TV）

〔主任講師 森本光生（国際基督教大学教授）〕

全体のねらい
　パーソナルコンピュータを利用して、数値実験を行い、グラフを描き、解析学、　（数列、級数、微分、積分、微分方
程式）について解説する。解析学は無限を前提として成立しており、コンピュータは有限のシステムである。この差異
を十分に注意しながら、パソコンによる数値計算という観点より、解析学を見直してみたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

パソコンによる数値計算の手段として、UBASICという

1 パソコンによる
v算

言語を学ぶ。基本的には、加減乗除をくりかえして数値計算は
ﾈされるが、誤差の累積の危険性を避けるために、収束のス
sードが問題になる。遅い収束をする数列と、速い収束をする

森本光生
i国際基督教
蜉w教授）

森本光生
i国際基督教
蜉w教授）

数列の例をあげたい。

αを正の数とするとき、餌ト〉÷（」じ十釜）の反復で」じは石

2
反復による平方根
ﾌ求め方

に収束する。この収束は、“2乗収束”と呼ばれ、高速であ
驕B今回は数列の収束の概念を復習し、上記のニュートン法に

同　上 同　上

ついて学ぶ。パソコンによる数値計算も行う。

ライプニッツの級数は、緩慢に円周率に収束するが、遅すぎ

ライプニッツの て円周率の数値計算には適さない。通常、円周率の数値計算
3 級数とマチンの は、マチンの公式により、逆正接関数：のテイラー展開を利用す 同　上 同　上

公式 る。今回はマチンの公式を証明し、その威力をパソコンによっ
て確かめてみる。

モニターのグラフィックス画面は方眼紙である。この方眼紙
の枡目は、標準的には640×400である。今回は、ここに描画す

4 パソコンによる
Oラフィックス

るためのUBASICの命令を学び、雪二！（ののグラフを描いて

ｩる。また描画の例として、モンテカルロ法を視覚化してみよ

同　上 同　上

，

つ。

フーリエ級数は三角級数とも呼ばれる。周期関数はすべて

5 フーリエ級数
ﾌグラフ

フーリエ級数に展開される。無限級数はグラフに描くことはで
ｫないが、有限和のグラフを描いてみて、極限の関数の様子を
Tってみたい。連続だが微分できない関数もフーリエ級数で表

同　上 同　上

わすことができる。

関数のテイラー展開について説明する。例えば、〃＝8伽τの

6 テイラー展開の
Oラフ

テイラー展開のはじめの数項のグラフを描いてみて、テイラー
W開の意味を探る。テイラー展開を利用して、ネピアの定数や

同　上 同　上

三角関数の値の精密な近似値を加減乗除だけで計算してみる。

　！（ω）を増加（減少）関数とした時、÷ノ（0）は定積分
P＝乃ノ（のdωの不足（過剰）近似値で、÷！（1）は1の過剰（不

7 数値積分の公式1 足）近似値である。したがってその平均値は1の近似値として 同　上 同　上

適当である。これを台形公式という。．これを改良してシンプソ
ンの公式が得られる。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所薦職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 数値積分法の
?@差　解　析

　滑らかな関数の台形公式による数値積分の誤差解析は詳しく
ﾀ行することができる。オイラーマクローリンの公式を紹介し
謔､。シンプソン公式の誤差解析や、より高度の数値積分の公
ｮ（ロンバーグ法）についても触れてみたいと思う。

森本光生 森本光生

9 関　孝　和　の

~周率計算

　正方形の周の長さから出発して、辺の数を倍々に増やしてい
ｭ。　正2π角形の周の長さは整数から出発して加減乗除を開
ｽ算を組み合せて求めることができる。η→・・とすれば円周率が

≠ﾜるが、収束は遅い。和算家の関孝和は、巧妙な加速法を発
ｩした。

同　上 同　上

10 建部賢弘の
~周率計算

　建部賢弘（たけべかたひろ）は、単位円に内接する正4角
`、正8角形、正16角形、…、正1024角形の周の長さを計算
ｵ、この9個の数値から、43析の円周率を求めた。彼は、いった
｢どのような方法で計算したのであろうか探ってみたい。

同　上 同　上

11 微分方程式の意味

　簡単な微分方程式により、微分方程式の表わす自然現象につ
｢て解説する。流れの図をパソコンに描かせて、微分方程式と
ｻの解の数学的な関係について考える。微分方程式の一般解は
ﾈ線群を表すことと、適切な初期値を持つ解は一意的に定まる
ｱとを確認する。

同　上 同　上

12
微分方程式の求積

@

　変数分離型、同次型、一階線形微分方程式など、積分を実行
ｷることにより微分方程式の解が具体的に求められる場合があ
驕B今回はこのような微分方程式の実例をいくつか取り上げ、
v算例をみることにする。

同　上 同　上

13 微分方程式の
白l解法

　　　　P@最も簡単な微分方程式諺＝！耽，のを考察する。ここで、

同　上 同　上

14 2次元線形自励系

虚二αの＋吻，　　サ＝cω吻

ﾆいう2次元の自励系は、吏＝沼Xという行列形で記述できる。
pソコンが描く解軌道図を眺めながら、この自励系の軌道の様
qと行列Aの固有値の関連について考察しよう。

同　上 同　上

15 2次元自励系の
闖妺

あ＝！（の，9），　ψ＝9（躍，雪）

ﾆいう2次元の自励系の解　oりrじ（オ），〃＝〃（のの軌道をパソコ

唐ﾉ描かせながら、定常解の安定性について説明する。いわゆ
驪ﾉ限円もパソコンで容易に描くことができる。

同　上 同　上
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＝力 学＝　（TV）

〔主任講師：堀　源一郎（富山国際大学教授）〕

全体のねらい
　力学は物理学の基礎をなし、力学で使われる概念や法則は物理学の全分野に現われて、物理学そのものが
力学から発展した歴史を示している。本講では、このような視点から、物理学入門としての力学の基本概念
・法則を解説し、合せて日常身近かな力学現象から天体の運動まで、興味ある力学的話題を取り上げる。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 落下の法則

　物体の落下現象を力学的に理想化すると“質点の自由落
ｺ”となる。日常の最もありふれたこの現象を通して、質
_、速度、加速度、自由落下などの力学量や概念を導入す
驕Bなお質量と重量の違いを明確にし、宇宙飛行士の体験
ｷる無重量状態にも言及する。

堀　源一郎
i富山国際

蜉w教授）

堀　源一郎
i富山国際

蜉w教授）

2 平行四辺形の法

･

　曲線運動を論ずる基礎として、ベクトルとしての変位、
ｬ度、加速度、力の合成・分解（平行四辺形の法則）を解
烽ｷる。大きさと方向をもつ量でも、平行四辺形の法則に
]わないものはベクトルではない。2つの運動の合成とし
ﾄ放物運動を論ずる。

同　上 同　上

3 等速円運動

　面積速度の法則を導入し、等速円運動の加速度が円の中
Sに向かうことを示してバ／γの式を導く。次に非等速円
^動を経て、曲率円を援用して一般の曲線運動に進む。そ
ﾌ例として等速楕円運動、調和運動、惑星運動を取り上げ
驕B

同　上 同　上

4

　　　評

^動の法則

　ニュートンの運動の法則には、力、運動量、力積などの
ﾍ学量が現われる。これらもベクトルであり、運動の法則
ﾍベクトル式で表される。2つの物体の間に働く力は作用
E反作用の法則に従う。なおここでベクトル算法の基本を
�烽ｷる。

同　上 同　上

5 単　　振　　動

　単振り子の小振動やフックの法則に従うバネの伸縮運動
�P振動という。質点に働く力が平衡点からの変位に比例
ｷるときの運動であって、振動の周期は振幅によらない
i等時性）。一般に平衡点の周りの小振動が単振動である
ﾆき、その平衡点を安定という。

同　上 同　上

6

運動量と運動エ
lルギー・位置
Gネルギー

　力学の創成期に争われた“活力論争”を紹介し、運動量
ﾆ運動エネルギーを対比する。運動物体は停止するまでに
d事をし、高所の物体は落下によって仕事をする。仕事に
ﾏ換される量としてエネルギーを導入する。なお運動量に
ﾖ連してロケットの運動を論ずる。

同　上 同　上

7 衝　突　現　象

　2っの粒子の衝突の前後で粒子系の運動量は保存する。
ｻの際に系の運動エネルギーが保存するか減少するかで、
ｻれぞれ弾性、非弾性衝突という。前者の例として“カチ
Jチ玉”を取り上げる。等質量粒子の衝突についてのホイ
wンスの思考実験を紹介する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師名

（所属・職名） （所属・職名）

ニュートンの万有引力の法則は2つの質点間の引力とし
て与えられ、広がりのある物体間の引力は物体を質点（質

8 万　有　引　力 点要素）の集まりとして求める。ここでは薄い球殻と質点 堀　源一郎 堀　源一郎
間の引力から始めて、均質球と質点の引力・ポテンシャル、
自己重力ポテンシャルを求める。

ダランベールの原理を解説し慣性力を導入する。遠心力
k

は身近かな慣性力である。また潮汐力も慣性力によって理
9 慣性力と潮汐力 解が容易になる。さらに慣性力の例として、太陽と地球に 同　上 同　上

引かれる月の運動、および太陽と木星に引かれるトロヤ群
小惑星の運動を解説する。

ニュートンの運動方程式を回転座標系に移すと、慣性力
として遠心力とコリオリカが現われる。地表の物体には地

10 回転座標系と 球の万有引力と遠心力とが働き、その合力を重力という。 同　上 同　上
フーコー振り子 一方のコリオリカは大気や海水の流れに影響し、またフー

コー振り子の振動面を回転させる。

物体に働く力の効果は物体の変形と運動に現われるが、
変形しない物体を考えて剛体という。剛体の重心を導入し

11 剛体に働く力と て、剛体の運動を、重心の運動（並進運動）と重心の回り 同　上 同　上
その釣合 の回転運動に分解する。剛体に幾つかの力が働いて並進も

回転も起きないとき力は釣合っている。

物体の固定軸の回りの回転は質点の直線運動に対比され
る。後者の速度、加速度、力、運動量にそれぞれ前者の角

12 固定軸の回りの 速度、角加速度、トルク、角運動量が対応し、特に質量に 同　上 同　上
回転 対するのは慣性モーメントとなる。また運動エネルギーも

両者で類似の形に表される。

一定の角速度で回転し、回転軸が首振り（歳差運動）を
するコマは、質点の等速円運動に対比される。後者で速度

13 コマの運動 の方向が刻々変るのが前者の首振りに対応する。地球の自 同　上 同　上

転もコマの運動であり、歳差運動を伴う。そのため生ずる
天の北極の移動を歳差という。

天体の運動を除いて、地上で目にする運動は大方が束縛
運動である。自動車は地面に、電車は線路に、ジェットコ

14 束縛のある運動 一スターはその軌条に束縛されている。これらの束縛が実 同　上 同　上

現されるのも力によるものと考えて束縛力を導入すれば、
自由運動として扱える。

天体の運動を除いて、地上で目にする運動は大方が摩擦
を伴う運動である。摩擦のたあにアリストテレスは力と速

15 摩擦のある運動 度が比例すると観察した。しかし摩擦がなければ人も車も 同　上 同　上
進あない。クーロンの法則に基づいて静止摩擦、滑り摩擦、
転がり摩擦を解説する。
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＝光と電磁場＝：（TV）

〔主任講師：阿部龍蔵　（放送大学教授）〕

全体のねらい
　光は、私達の日常生活と密接な関係をもつだけでなく、大は宇宙から小は分子・原子にいたるまで、物理
学上の重要な対象である。本講義では、光が電磁波であるとの前提に立ちその性質を調べるとともに、光を
理解するための基礎ともいうべき電磁場を支配する基本的な物理法則について学んでいく。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1．光線

2．光の反射・屈折 阿部龍蔵 阿部龍蔵
1 光　と　光　線 3．光の分散 （放送大学教 （放送大学教

4．レンズと光学器械 授） 授）

5．幾何光学と波動光学

1．進行波

2．正弦波

2 波の性質　（1） 3．波動方程式 同　上 同　上
4．ホイヘンスの原理

1．反射の法則

2．屈折の法則

3 波の性質　（2） 3．干渉と回折 同　上 同　上
4．光の干渉

1．振動電流と電磁波
2．偏光

4 光と電磁波 3．電磁波の分類 同　上 同　上
4．原子の出す光
5．レーザー

1．電流のキャリヤー
2．オームの法則

5 電　　　　　流 3．電流密度 同　上 同　上
4．ジュール熱

1．クーロンの法則
2．電場

6 電荷と電場 3．ガウスの法則 同　上 同　上
4．ガウスの法則の応用

1．電位

2．電位と仕事

7 電　　　　　位 3．導体 同　上 同　上

4．コンデンサー
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1．誘電体

2．電気双極子
8 誘電体中の電場 3．電気分極 阿部龍蔵 阿部龍蔵

4．電束密度

1．ベクトル積

2．発散と回転
9 ベクトル解析 3．ガウスの定理 同　上 同　上

4．ストークスの定理

1．磁石と六出

2．磁気双極子

10 磁石と磁場 3．磁化 同　上 同　上
4．磁束密度

1．電流が磁場から受ける力
2．電流の作る磁場

11 電流と磁場 3．小さな長方形回路の作る磁場 同　上 同　上
4．アンペールの法則

1．電磁誘導

2．ファラデーの法則
12 時間変化する電 3．マクスウェル・アンペールの法則 同　上 同　上

磁場 4．変位電流

5．自己インダクタンス

1．積分形の諸法則

2．マクスウェルの方程式
13 電磁場の基礎方 3．電場に対する境界条件 同　上 同　上

程式 4．磁場に対する境界条件

1．マクスウェルの方程式の特別な場合
2．1次元の電磁波

14 電磁波の性質 3．電磁波の反射と屈折 同　上 同　上
4．光学的な疎密と位相変化

1．電場のエネルギー
2．磁場のエネルギー

15 電磁場のエネル 3．エネルギー保存則 同　上 同　上
ギー 4．ポインティングベクトル
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＝エネルギーと熱C98）＝　（TV）

主任講師〔
主任講師

欝聾三三毒雛餐1〕

全体のねらい
　エネルギーとか熱という言葉は、日常生活でもよく使われる。本講義の目的は、エネルギーと熱の物理学
としての正しい理解を提供することである。このため、豊富な映像を学習の一助とするとともに、CGを駆使
し分子の熱運動などを視覚的に把握できるよう試みる。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

1 （所属・職名） （所属・職名）

1。エネルギーとは
2．各種のエネルギー 阿部龍蔵 阿部龍蔵

1 各種の 3。エネルギーの変換とエネルギー保存則 （放送大学教 （放送大学教

エネルギー 4．仕事
授） 授）

1．運動方程式と運動エネルギー
2．力学的エネルギー保存則

2 力学的 3．力学的エネルギーの例 同　上 同　上

エネルギー 4．力学的エネルギーの散逸

1．温度と熱平衡
2．圧力 堂寺知成 堂寺知成

3 温　度　と　熱 3．ボイル・シャルルの法則 （放送大学 （放送大学

4．理想気体の状態方程式 助教授） 助教授）

5．熱量と比熱
6．熱と仕事

1．エネルギーの保存（熱力学第一法則）
2．熱力学第一法則の応用

4 熱力学第一法則 3．　カルノーエンジン 同　上 同　上

1．可逆過程と不可逆過程
2．クラウジウスの原理とトムソンの原理

5 熱力学第二法則 3．可逆サイクルと不可逆サイクル 阿部龍蔵 阿部龍蔵
（1） 4．クラウジウスの不等式

1．エントロピー
2．不可逆過程とエントロピー一

6 熱力学第二法則 3．第二法則の応用 同　上 同　上
（2＞ 4．各種の熱力学関数：

5．化学ポテンシャル

1．ブラウン運動
2．分子運動論

7 分子の熱運動 堂寺知成 堂寺知成
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 マクスウェル
ﾌ速度分布則

1．平均自由行程
Q．ガウス積分
R．マクスウェルの速度分布
S．マクスウェルの速度分布の応用

堂寺知成 堂寺知成

9 統計力学の基本

Iな考え方

1．ほとんど独立な粒子の集まり
Q．位相空間
R．エルゴード仮説
S．最大確率の分布

阿部龍蔵 阿部龍蔵

10 マクスウェルー
{ルツマン分布

1．マクスウェルーボルツマン分布
Q．ボルツマンの原理
R．理想気体への応用
S．固体の比熱（アインシュタイン模型）

同　上 同　上

11 熱とエントロピ

[

1．配置のエントロピー
Q．混合エントロピー

堂寺知成 堂寺知成

12 相転移の熱力学

1．相転移
Q．多成分系の熱力学
R．相平衡
S。臨界現象

阿部龍蔵 阿部龍蔵

13 気相一液相の相

]移

1．ファン・デル・ワールスの状態方程式
Q．ファン・デル・ワールス気体の性質
R．格子気体
S。平均場近似
T。格子気体の気相一液相相転移
U．イジング模型

同　上 同　上

14 量子統計力学入

1。スピンと量子統計
Q．ボース分布とフェルミ分布
R．分子の振動・回転 同　上 同　上

15

理想フェルミ気
ﾌと理想ボース
C体

1。理想フェルミ気体
Q。電子比熱
R．デバイ模型
S．固体の比熱

同　上 同　上
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＝相対論（’99）＝（R）

〔主任講師 藤井保憲（日本福祉大学教授）〕

全体のねらい
　この講義では、相対性理論全般にわたって平易な解説を目指す。数：式の使用は必要最低限にし、直観的な説明を心が
ける。重要な点については、時間をかけて丁寧な説明をする。また相対性理論が現在の基礎研究や技術にどのように役
立っているかにも焦点をあてる。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

特殊、および一般相対性理論とはどんなものか、詳細にはい

1 相対性理論とは
ｽか

る前に概観と現代の姿を与える。次に特殊相対性理論の成り立
ｿにはいる。以後の説明の準備として座標系、慣性系、またガ
潟激C変換などを解説し、また電磁気学における光速度との関

藤井保憲
i日本福祉
蜉w教授）

藤井保憲
i日本福祉
蜉w教授）

連にもふれる。

光速度不変の原理から出発し、直感的な議論によって同時刻

2
同時刻とはどう
｢うことか

の相対性や動いてる時計のおくれを示す。絶対時間概念の崩壊
�ｭ調し、ローレンツ変換を紹介する。それによって新しい速

同　上 同　上

度の合成則を導く。

ローレンツ変換の作用する場所としてミンコフスキー時空、

3 時空とは何か
その中の世界点、世界線、固有時について述べる。2次元から出
ｭし、時代のおくれなどの現象を再現する。光円錐を説明す

同　上 同　上

る。4次元ベクトル、スカラー・、ローレンツ不変量を解説する。

4次元エネルギー・運動量ベクトルからE＝mc　2を導き、原子
特殊相対性理論に 核エネルギーについて説明する。さらに速度とエネルギーの関

4 よって何がわかつ 係も議論し、加速器の原理を述べる。ディラック方程式、それ 同　上 同　上

たか に関連してスピンについても述べる。レーザージャイロなど、
最近の応用にもふれる。

特殊相対性理論にかかわるいくつかのパズルに挑戦してみ
5 パズルはいかが る。これまでに習ったことの練習問題にもなるし、さらに深い 同　上 同　上

理解の為にもなるだろう。

一般相対性理論に導くいくつかの概念について説明する。特

6 一般相対性理論
ﾖの道

に非慣性系、慣性力、2種類の質量などを通じてニュートン力学
ﾌ微妙な点にふれ、等価原理を理解する。エトヴェッシュの実

同　上 同　上

験もとりあげる。

加速度運動をあらわす曲がった世界線から、曲がった時空へ
7 曲がった時空 の着想について述べる。曲がった空間の幾何学の話しにはい 同　上 同　上

る。計量、平行性、曲率、測地線などの概念を説明する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

前章で説明した諸概念を、もう少し数学的な形で提示する。

8 すべては計量から
つまり、計量（テンソル）、二二、接続、曲率など、リーマン
�ｽ学の道具立てを説明するが、できるだけ直感的な方法で、 藤井保憲 藤井保憲
一般相対論の本質の理解を助けることに重点をおく。

運動方程式としての測地線の考え方を述べる。ニュートン的
極限で、計量が重カポテンシャルと解釈できることを示す。ま

9 重力はカではない た回転座標系における円心力の例も考察する。等価原理のさら 同　上 同　上
に深い到達点として、単なる慣性力と真の重力との違いについ
て説明する。

等価原理の適用例として重力的赤方変位を導く。Pound－Rebka

10
重力による時計の

ｨくれ
の実験、およびVessotの実験、さらにはこれを利用した重力計
ﾉも触れる。また最近の地球的規模の時計合わせの話題も含め
驕B

同　上 同　上

基本的考え方と結果を簡潔に述べる。またその苦心談も交え

11
アインシュタイン
羽�ｮ

る。ニュートン理論との関係、またその非線形性を強調する。
ｻの解として、線形解、静的厳密解、宇宙論的解があることを

同　上 同　上

説明する。時空と物質との相互関係についても述べる。

シュワルツシルトに関する挿話を交えながら、解の特徴を説

12 ブラックホール
明する。ついでブラックホールの説明にはいる。地平線の性
ｿ、またそれへの落下の様子を解説する。またブラックホール

同　上 同　上

の実現性についても語る。超新星との関連にも触れる。

水星の近日点移動、太陽のまわりの光の曲がりについて、歴

13 太　　陽　　系
史的挿話と共に説明する。ついで最近の太陽系実験について述べる。さらに連星パルサーに関する話題も含め、実験重力の発

同　上 同　上

展について語る。

膨張宇宙の解を提示する。宇宙定数の挿話とハブルの発見に

14 宇　　宙　　論
ついて語る。赤方変位について説明し、現代のビグバン宇宙観
ﾉついて解説する。宇宙背景輻射、暗黒物質や宇宙定数：などに

同　上 同　上

関する話題も含める。

15 統　一　理　論
　素粒子物理学との接近について述べる。アインシュタ辱ン理
_のさらに奥にある統一理論について概説する。

同　上 同　上
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ビ
里 子 力 学＝　（TV）

〔主任講師：阿部龍蔵（放送大学教授）主任講師：川村　 清（慶磨義塾大学教授）〕

全体のねらい
　分子、原子、電子などの挙動は量子力学の法則に従っている。したがって、素粒子、原子核、物性論など
の現代的な物理学を理解するのに量子力学は必須の学問である。本講義では、量子力学の初等的なレベルか
ら出発し、その基礎的な事項、応用面などに言及し、量子力学の全体像を紹介する予定である。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講、師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1。古典物理学の破綻
2。ラザフォードの原子模型の欠点 阿部龍蔵 阿部龍蔵

1 量子力学はなぜ 3．水素原子のスペクトル （放送大学教 （放送大学教

必要か 4。光電効果
授） 授）

1．アインシコ．タインの関係

2．ド・プロイ波
2 波と粒子の二重 3．ボーアの水素原子模型 同　上 同　上

性

1．古典的な波動方程式
2．シュレーディンガー方程式

3 シュレーディン 同　上 同　上

ガー方程式

1．波動関数
シュレーディン 2．固い壁間の一次元粒子

4 ガー方程式の簡 3。水素原子の基底状態 同　上 同　上

単な例

1．一次元調和振動子
2．エネルギー固有値

5 一次元調和振動 3．エルミート多項式 同　上 同　上

子

1．物理量と演算子
2．エルミート演算子

6 量子力学の一般 3．確率の法則 同　上 同　上

原理 4．固有関数：の完全性

5．行列による表現

1．波束
2．エーレンフェストの定理

7 量子力学と古典 3．不確定性原理 同　上 同　上

力学 4．不確定性関係と交換関係

一753一



執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1．シュレーディンガー方程式
2。球面調和関数

8 水　素　原　子 3。水素原子のエネルギー 阿部龍蔵 阿部龍蔵

1．角運動量と角運動量保存則
2。角運動量演算子 川村　　清 川村　　清

・9 角　運　動　量 3．角運動量保存則の証明 （三鷹義塾 （慶鷹義塾

4．角運動量の固有値と交換関係 大学教授） 大学教授）

1。スピン角運動量
2。スピン演算子とその固有値

10 スピンと量子統 3。スピン演算子の行列表現 同　上 同　上
計 4．フェルミ粒子とポーズ粒子

1。摂動論とは
摂動論　（1） 2．縮退のない場合の摂動論

11 時間に依存し 3．縮退のある場合の摂動論 同　上 同　上
ない場合 4．摂動論の応用

1。量子状態の時間変化
摂動論　（2） 2。遷移確率

12 時聞に依存す 3．エネルギーの不確定性 同　上 同　上
る場合 4．原子による光の吸収と放出

1．変分原理
2．ラグランジュの未定係数法

13 変　　分　　法 3．ハートレー・フォック近似 同　上 同　上
4．パウリの原理と原子の構造

1．1次元の散乱問題
2。ポテンシャル障壁とトンネル効果

14 散乱問題　（1） 3。電流連続の法則 同　上 同　上
1次元系

1．ド・プロイ波の散乱
2．遠方での漸近形

15 散乱問題　（2） 3．入射波の波長と散乱角の関係 同　上 同　上
3次元系 4．散乱断面積
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＝現 代　物 理 学＝　（TV）

〔主任講師：小沼通二（武蔵工業大学教授）〕

全体のねらい
　自然現象は、すべて基本的な法則に従っている。物理学は基本的な法則を次々に明らかにしてきた。20世
紀の物理は特に大きな発展を遂げた。その成果は、興味深く、今日の技術に、そして生活に密接に関わって
いる。この講義では、現代の物理学の基本的な問題を丁寧に取り上げる。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 現代の物理学

　力学や電磁気学を中心にして確立したと思われた19世紀
ﾜでの物理の限界を明らかにして、大きな飛躍を遂げた20
｢紀の物理の特徴を概観する。

小沼通二
i武蔵工業

蜉w教授）

小沼通二
i武蔵工業

蜉w教授）

2 相対性理論とは

　アインシュタインはどのようにして相対性理論を作った
ｩ。それまでの時間の概念はどのように変更されたか。そ
ﾌ結果何が起こったか。 同　上 同　上

3 4次元の世界

　相対性理論では、時間と空間の4次元の世界を扱わなけ
黷ﾎならない。その分析から、質量とエネルギーのアイン
Vュタインの関係を導く。 同　上 同　上

4 重力と相対性
攪_

　重力のある場合に拡張された一般相対性理論によれば、
d力の影響で、光も曲がる。密度が極端に大きい天体であ
驛uラックホールの近くでは重力がきわめて強くなってい
驕B

同　上 同　上

5 量子の世界

　20世紀の開幕とともに光が粒子のような性質を持つこと
ｪ明らかになった。続いて粒子も波の性質を持つことがわ
ｩった。この二重性はなにを意味したのか？　量子力学へ
ﾌ道をたどる。

同　上 同　上

6 量子力学では

　量子力学の波動の特徴を、いくつかの例を使って明らか
ﾉする。元素の周期表は量子力学によって理解できる。

同　上 同　上

7 反粒子の存在

　極微粒子の世界では、質量その他の性質が同じで、電荷
ﾈどの量子数が逆の符号を持つ反粒子が存在する。特に電
qの反粒子である陽電子は、研究用だけでなく、社会にお
｢ても有効に利用されている。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

電磁気の力で微粒子を加速し、激しい衝突をさせてこれ
らの粒子の内部構造を調べたり、衝突の際に作られる粒子

8 加速器の物理 を分析することができる加速器が発明された。今日の加速 小沼通二 小沼通二
器は広い科学技術の分野で応用・利用されている。

原子の芯の原子核は陽子と中性子が集まってできている。
原子核の性質を調べ、原子核の構造を分析する。

9 原子核とは 同　上 同　上

中世の錬金術の失敗以来、不変と思われてきた元素は、
加速器を使って人工的に、また放射能を利用して天然に変

10 原子核の変化 化させることができるようになった。人類はプルトニウム 同　上 同　上
などの天然に存在しない元素も作り出した。

自然界のあらゆるものは、素粒子からできている。かっ
ては陽子や中性子が基本的な素粒子とされていたが、今日

11 素粒子とは ではクォークとレプトンが基本とされている。 同　上 同　上

19世紀までに知られていた電磁気力と重力に、強い力と
弱い力を加えた4つの力と、これらの力を媒介する粒子に

12 基本的な力 よって、自然界のすべての相互作用は説明できる。 同　上 同　上

最近のいろいろな観測によって明らかになった現在の宇
宙の姿を調べる。地球・月・太陽から太陽系・恒星・銀河 表　　　實 表　　　實

13 宇宙の現在の姿 に目を広げていこう。 （三鷹義塾 （慶鷹義塾

大学教授） 大学教授）

宇宙は不変でなく、進化している。これは観測によって
裏付けられている。宇宙の年齢と今後について学ぼう。

14 宇宙の過去と 同　上 同　上
未来

物理は他の科学や技術に大きな影響を与え、技術の発展
の成果が物理の研究にも貢献してきた。20世紀は、物理が

15 物理と社会 国際社会の政治・経済・軍事などに深く関わった時代で 小沼通二 小沼通二
あった。これからの科学はどうあるべきだろうか。
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＝物質科学一物理編＝（TV）

〔主任講師：上村　洗（東京理科大学教授）〕

全体のねらい
　物質の示す様々な巨視的性質をミクロの法則で如何に解明できるかを、量子論の初歩的な段階から出発し

てv分かり易く講義する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 物質の構成要素一　原子　一

　物質の構成要素である原子の電子状態について、最も簡
Pな原子である水素原子を例にとって、そのミクロな特徴
��烽ｷる。特にミクロな世界を支配する量子力学の復習
ﾉ力点をおく。これを基にして原子の周期表を統一的に説
ｾする。

上村　　洗
i東京理科

蜉w教授）

上村　　洗
i東京理科

蜉w教授）

2 原子から分子へ

　自然界には、原子が単独として存在するよりは、分子あ
驍｢はその凝集体として存在するものが多い。原子が集っ
ﾄ結晶ができる機構を学ぶ第一歩として、なぜ分子ができ
驍ｩの原因を最も簡単な水素分子を例にとって説明する。

同　上 同　上

3 原子から結晶へ

　日常我々が対象とする物質の多くは結晶状になっている。
ﾜずいろいろなタイプの結晶がなぜできるのかを考察する。
氓ﾉ原子が規則正しく配列している結晶の特徴について、
ﾀ；進対称性と逆格子の概念を説明し、結晶によるX線材析
竓i子振動について説明する

中尾憲司
i筑波大学

ｳ授）

中尾憲司
i筑波大学

ｳ授）

4 結晶の中の電子

　結晶中の電子の基本的性質（ブロッホの定理）を説明し、
ｻれに由来するエネルギーバンド構造を、殆ど自由な電子
ﾌ近似で議論し、その特徴を説明する。バンド構造による
熨ｮと絶縁体の違いを明らかにする。

同　上 同　上

5 金　　　　　属

　金属中の伝導電子は、フェルミ統計に従う互いに独立な
ｱ子とし振舞う。この考え方に基づいて、電子比熱、パウ
潟Xピン常磁性、フェルミ面の形状等、金属中の伝導電子
ﾌ示す重要な性質について説明する。さらにド・三一スフ
@ン・アルフェン効果等磁場中の伝導電子の振舞いについ
ﾄ、そのエネルギー準位（ランダワ準位）に基づいて説明
�ｷる。

上村　　洗 上村　　洗

6 半　　導　　体

　代表的な半導体のシリコン、GaAs等のエネルギーバンド
ﾌ特徴を概観する。特にエネルギーギャップと有効質量の
d要性、不純物の導入による浅い不純物準位の存在を指摘
ｵて、半導体中の伝導電子の特徴、絶縁体との違いを説明
ｷる。

中尾憲司 中尾憲司

7 固体の伝導現象

　電気伝導とホール効果について説明する。次に金属と半
ｱ体現象について、その特徴の違いを議論する。 川路紳治

i学習院大

w教授）

川路紳治
i学習院大

w教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

固体の光に対する性質の特徴を考察する。たとえば、金 国府田隆夫
属についてはなぜ光沢があるか、半導体と絶縁体について （日本女子 面高　　誠

8 光に対する性質 はなぜ透明かなど、個体での光の吸収，反射，発光現象と 大学教授） （東京大学

その電子論的メカニズムを説明する。 四神　　誠 助教授）

（東京大学

助教授）

巨視的な物質は、反磁性体、常磁性体、強磁性体である。
これらの磁性をになうものは、その構成要素である電子の 近　桂一郎 近　桂一郎

9 磁性体、とは 磁気モーメントである。巨視的な物質に磁場を加えると、 （早稲田大 （早稲田大

どのようにして磁化が発生するのかを、ミクロなメカニズ 学教授 学教授
ムに立って説明する。

強磁性体、反強磁性体では、ミクロな磁気モーメントが
自発的に整列した秩序状態ができ上がっている。このこと

10 磁性のミクロな を示す実験事実を紹介する6さらに、モーメントの整列を 同　上 同　上
起源 引き起こす力の原因について説明し、特に種々の強磁性物

質を紹介する

ルビー、サファイアなどの宝石はなぜ美しい色を示すか、
鉄族イオンを含む常磁性体を例にとって、その光物性の特 三須　　明

11 磁性体と光 徴を説明する 同　上 （東京理科

大学教授）

量子効果の最も目ざましい巨視的発現である超伝導の本
質をできるかぎり平易に解説する。 小林俊一 小林俊一

12 超　　伝　　導 （理科学研 （理科学研

究所理事 究所理事
長） 長）

pn接合の構造と整流特性を説明し、これを利用したト
ランジスタ作用を解説する。

13 半導体素子の基 川路紳治 川路紳治
礎

表面の電子状態は結晶内部の状態とは異なる。表面で起
こるいろいろな現象を理解するには、表面の電子状態を知 塚田　捷 塚田　　捷

14 固体表面の電子 ることが重要である。表面にとらえられた電子の状態、仕 （東京大学 （東京大学

事関数の成立ち、化学吸着のメカニズムについて述べる。 教授） 教授）

さらに表面の励起機構や、電子分光法の原理について説明
する。

固体の表面は結晶内部とは異なる原子構造となっている。
いくつかの特徴的な例を示し、その原因について考える。

15 固体の表面構造 表面に特有な秩序状態や表面上の原子の振動や拡散につい 同　上 同　上
ても紹介する。
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＝： ｨ質の科学・量子化学（’98）＝　（TV）

〔主任講師：朽津耕三（城西大学教授）主任講師：濱田嘉昭（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　物質の織りなす様々な現象を理解し、特に化学的な知識と技術で物質を調べ、あるいは新しい物質を創造
するには分子およびその集合体の性質を量子論に基づいて理解することが必要である。この自然科学の重要
な分野である量子化学の基礎をわかりやすく講義するとともに、日常の自然現象の理解あるいは様々な物質
研究への量子化学の適用例を紹介する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

物質の基本単位である分子は非常に小さく、軽いばかり
でなく、マクロの物質の性質とは異なった独特の個性を持

1 序論一物質の個 っている。われわれが見たり触れたりするマクロの物質の 朽津耕三 朽津耕三
性と分子の個性 性質は、それを構成する分子の個性によって決められてい （城西大学 （城西大学

る。その関連について説明する。 教授） 教授）

分子の不思議な性質・挙動を理解するには、ミクロの粒
子の運動と性質を正しく記述する量子力学を学ぶ必要があ

2 ミクロの世界の る。分子に適用する量子力学として、波動関数とエネル 同　上 同　上

記述 十一固有値という考え方の基本について説明する。

分子は原子が結合してできたものである。分子の成り立
ちを理解するには原子の性質、特に原子の中の電子の性質

3 原子の電子構造 を知る必要がある。電子のエネルギーと電子が運動する空 同　上 同　上

間＝十一ビタルについての考え方を量子力学に基づいて説
明する。

原子と原子が結合して分子を形づくる理由を原子価結合
法と分子軌道法の考え方で説明する。分子軌道の対称性、

4 原子から分子へ ポテンシャルエネルギー曲線、および量子状態の考え方に 同　上 同　上

一化学結合のな ついて説明する。

りたち

いくつかの典型的な二原子分子をとって、分子軌道の性
質、電子の配置、軌道エネルギーなどを説明する。電荷分

5 二原子分子の結 布の偏り、結合の強さと分子軌道の関連について説明する。 同’上 同　上

合と電子構造

有機化合物の結合を考える場合に重要な混成軌道につい
て述べ、分子の化学的性質を理解する上で重要な分子軌道‘

6 多原子分子の結 の考え方と使い方について説明する。 濱田嘉昭 同　上

合と電子構造 （放送大学
助教授）

分子を実験的に測定する方法の特徴を解説し、特に量子
化されたエネルギー準位の間の遷移を測定する分光法の原・

7 ミクロの世界の 理を詳しく説明する。分光法の特徴を利用した分子構造研 同　上 濱：田嘉昭

観測 究の例を紹介する。 （放送大学

助教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 π電子系の電子

¥造

　電子のエネルギー準位を測定する可視・紫外スペクトル
ﾉついて述べる。電子遷移は物体の色に直接の関連した現
ﾛであることを説明し、実例としてカラー写真およびカ
堰[コピーの原理と実際を解説する。

濱田嘉昭 濱田嘉昭

9 d電子系の電子
¥造

　第4周期以降の原子からなる分子の化学結合にはd電子が関与する。また金属と有機分子を含む化合物でもd電子が関与しており、複雑な色合いや反応の原因となっている。

ｪ子構造を決める有力な実験手法の一つであるX線回折法
ﾉついて、錯体の構造と電子密度を例にとって説明する。

齋藤太郎
i神奈川大

w教授）

齋藤太郎
i神奈川大

w教授）

10 分子の振動

　分子の結合は微小な周期的振動をしている。この振動運
ｮのエネルギーを赤外線スペクトルとして測定することに
謔閨A結合の強さを決定できる。振動分光法とその応用に
ﾂいて解説する。

濱田嘉昭 濱田嘉昭

11 分子の回転

　分子の回転運動のエネルギーも量子化されており、その
Xペクトルをマイクロ波あるいは遠赤外線領域で測定する
ｱとにより分子構造を決めることを実例によって示す。 同　上 同　上

12 電子スピンと核
Xピン

　電子スピンや核スピンが関係するスペクトルについて説
ｾする。電子スピン共鳴法や核磁気共鳴法を利用した分子
¥造決定の例を紹介し、分子磁性を利用した将来の発展性
�lえる。

濱田嘉昭

ｯ位武治
i大阪市立

蜉w教授）

濱田嘉昭

H位武治
i大阪市立

蜉w教授）

13 分子の動的構造

　非常に短い時間スケールで分子の構造や結合の変化はレーザーにより追跡できる。レーザーの発振の原理と特徴に

ﾂいて解説し、それによって明らかにされた分子の姿の例
�ﾐ介する。

佐藤博保
i三重大学

ｳ授）

佐藤博保
i三重大学

ｳ授）

14 分子間相互作用

　マクロの物体は多くの分子が積み重なってできあがって
｢る。この分子同士を結びつけている弱い力の原因につい
ﾄ述べる。マクロとミクロを結ぶ分子集合体として注目を
Wめているいくつかの物質系とその性質および実験につい
ﾄ紹介する。

朽津耕三 朽津耕三

15 量子化学の
ﾅ前線

　分子の構造と性質を測定する実験手段と理論の現在の展
Jを概観し、新しい物質の個性を創造する化学の将来の見
ﾊしを述べる。 同　上 同　上
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＝物質の科学・反応と物性（’99）＝（TV）

〔圭罐離隔鷺撮￥無学諜；〕

全体のねらい
　この講義では、物質の示すさまざまな状態・性質と化学変化を熱力学と反応速度論という2つの方法論によって探求
’する。方法論の原則を実験事実を通して理解し易く解説することを念頭におく。なお、これらの原則がどのように現代

の先端的な問題に関連しているかの解説にも留意する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1
序論：物質探究の

菇@論

　本講義の目標と背景、その概要を説明する。物質の科学は、
ｨ質のもつさまざまな特性を原子・分子のレベルで探求する学
竄ﾅある。この講義では、主として熱力学と反応速度論に基づ
｢て物質の反応と物性を解き明かす予定である。

土屋荘次
i日本女子
蜉w教授）

土屋荘次
i日本女子
蜉w教授）

物質はそれを構成する原子分子の運動による固有なエネル

2
物質のもつエネル

Mー

ギーをもっている。エネルギーの大きさを規定しているのは温
xであり、また、エネルギーの変化は、熱や仕事として認識さ
黷驕Bこの章の目標は、物質のエネルギーの根源とその変化に

同　上 同　上

ついて学ぶことである。

物質の化学変化にともなってエネルギーの吸収、または放出
がある。この章では、物質の構成成分について標準状態エネル

3 熱　　化　　学 ギーを定義することによって、結合エネルギーなど物質固有な 同　上 同　上

エネルギー、および反応にともなうエネルギー変化を考察す
る。

物質の状態を規定するには、エネルギー以外にエントロピー

4 物質のエントロ
sー

という物質固有な物理量を必要とする。この章では、エントロ
sーの物理的な意義とそれが何故物質の状態を支配するのかを

同　上 同　上

説明する。

物質の化学変化や状態変化は、最終的には平衡状態となる。
5 化　学　平　衡 この講義では、平衡状態がギブスエネルギーが最小となる条件 同　上 同　上

で達成されることを説明し、化学平衡への応用を考察する。

物質は、固体、液体、気体の3つの状態のいずれかをとる。純
6 相　　平　　衡 物質について、どのような条件でどのような状態をとるかを論 同　上 同　上

ずるのが本章の課題である。

2つの成分物質の混合系のとりうる状態を論ずるのを目的とす
7 溶　　　　　液 る。組成によって平衡状態がどう違って来るのか、また、「溶 同　上 同　上

ける」とはどういうことなのかも論ずる予定である。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　’師　名
i所属職名）

放送担当
u㌔ t　名
i所属・職名）

8 相　　転　　移

　物質の気体、液体、固体の3つの状態間の相の変化の他に、結
ｻや液体状態で様々な相変化（相転移）をする物質が数多く存
ﾝする。相転移がなぜ起こるのかを、エネルギーとエントロ
sーの立場から、いくつかの例で解説する。

州府道夫
i大阪大学

ｳ授）

祖練道夫
i大阪大学

ｳ授）

9 高分子の構造

　高分子物質の多彩な性質は、それがとり得る複雑な構造とその分子運動に起因している。ここでは高分子の構造を、単量体の一次構から始めて、高分子鎖の一次構造、二次構造、高次構造を主として熱力学の立場から、説明する。

西　　敏夫
i東京大学

ｳ授）

西　　敏夫
i東京大学

ｳ授）

10 高分子の物性

　高分子に特徴的な物性として、ゴム弾性やゲルの物性、高性能繊維、粘弾性などを取り上げ、構造と物性の関係を説明する。また、機能性高分子の例として、光学的特性、導電性、圧

同　上 同　上

11
化学反応のしくみ
i1）

　物質の化学変化、つまり、反応の速度をどう表現するのか、
ｻの速度を支配しているものは何かなど、反応速度の基本を学
ﾔ。

土屋荘次 土屋荘次

12
化学反応のしくみ
i2）

　化学反応は、原子分子同士の衝突によって起こる多くの素反
桙ｩら組み立てられる複合反応の形式をとる。その場合、反応
�юiする機構がどうなっているかを燃焼や爆発反応などの例
ﾉついて学ぶ。

同　上 同　上

13 大気の科学

　地球の大気は太陽光をエネルギー源とした光化学反応の場で
?驕Bこの章では、オゾン層の生成などの自然大気で起ってい
骭�ｻ学反応と、人間活動によって大気中に放出された汚染気
ﾌが起す光化学反応を学び、同時に人間活動が自然に与える影
ｿを考える。

鷲田伸明
i国立環境

､究所部
ｷ）

鷲田伸明
i国立環境

､究所部
ｷ）

14
エネルギーの変換

ﾌ化学

　電子のやりとりで進むプロセスのあらましを説明し、エネル
Mー変換の原理を解説する。とくに、人間社会にとってもっと
熄d要なエネルギー変換である光合成をとり上げ、光エネル
Mー変換のメカニズムを検討する。

渡邊　　正
i東京大学

ｳ授）

渡邊　　正
i東京大学

ｳ授）

15 触攻某の化学

　われわれの生活は、さまざまな有用な合成物質に支えられて
｢る。それらの大部分は、触媒という特定の化学反応を媒介する機能物質によって合成されるbこの章では、触媒のもつ反応メカニズムを学び、その多様な可能性を探る。 御園生誠

i東京大学
ｼ誉教授）

御園生誠
i東京大学

ｼ誉教授）
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＝二 ｨ質の科学・有機化合物（98）＝　（TV）

〔主任講師　徳丸克己（筑波大学名誉教授）〕

全体のねらい
　有機化合物は吾々の衣食住の数多くの材料として、自動車や電気製品などに、また半導体、情報表示機器、
高度の医薬など先端的産業に不可欠の物質として数多く使用されている。このような産業の基礎物質の有機
化合物を主題として、その製造の流れ、特徴、その反応や物性に及ぼす構造の効果を分子レベルで述べる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

有機化合物とは、有機化合物と人間生活とのかかわりあい、

有機化合物の世 エネルギーとしての炭素資源：炭素、都市ガス、炭水化物等、 徳丸克己 徳丸克己
1 界～化学原料と 有機化合物の原料としての炭素資源、石油から多様な有機化合 （筑波大学 （筑波大学

しての石油～ 物の製造：石油化学工業、産業における化学工業の役割 名誉教授） 名誉教授）

種々の形の炭化水素：アルカン、シクロアルカン、アルケン
都市ガス、ロウ と幾何異性、アルキン、芳香族炭化水素（アレーン）、炭化水

2 ソク、ポリエチ
激

素分子の構造：電子の原子や分子における軌道と結合の形成、
增Xの炭化水素とそのポリマー：種々のアルカン、回転異性、

同　上 同　上

エチレンの特徴

エチレンの高い反応性、エチレンと塩素の反応：ポリ塩化ビ
香りのもとの酸素 ニル、フロン、エチレンと酸素の反応：アセトアルデヒド、オ

3 化合物 キシラン、エチレングリコール、エチレンと水の反応、アル 同　上 同　上
コール、酸素化合物、香料

アルケンへの酸触媒下の水の付加と塩化水素の付加：共役と
超共役、遷移状態と反応の中間体、ハロゲン化炭化水素の加水

4 反応の進み方 分解：2分子的および1分心的単核置換反応、光学異性体、立体 同　上 同　上
化学、カルボカチオンとその観測

カルボン酸とその酸性、酢酸、水素結合、エステル、天然の
油脂、飽和および不飽和カルボン酸、油の酸化、界面活性剤

5 油脂と洗剤 （陰イオン性、陽イオン性、非イオン性） 同　上 同　上

ポリエステル（PET）、ポリ（アクリロニトリル）　（通称アク
リル）、さまざまな炭素：グラファイトとダイヤモンド、炭素

6 合成繊維と炭素 繊維、ダイヤモンドの合成、フラーレン（通称サッカーボー 同　上 同　上

材料
ル）

ベンゼン環とその安定性、共鳴（非局在化）エネルギー、芳
染料と芳香族化 香環のニトロ化、オルト・パラ配向とメタ配向、パイ電子系の

7 合物の反応の進 分子軌道、スチレン、ポリスチレンとフェノール、アニリン、 同　上 同　上
み：方 ポリウレタン、染料（天然、合成）と顔料
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
プラスチック、ナ
Cロンと絹

　絹とポリアミド：ナイロン（繊維、エンジニアリングプラス
`ック）、繊維の構造、人工皮革と吸水性高分子（おむつの材
ｿ）、熱可塑性樹脂：有機ガラス

徳丸克己 徳丸克己

9

高性能ポリマーと
_素による劣化の
}止

　分子内回転と立体規則的高分子、アタクティック、アイソタ
Nティック、シンジオタクティック、天然ゴムと合成ゴム、機
¥性高分子・複合材料、酸化劣化、フリーラジカルと酸素、酸
ｻ防止剤、種々の酸素：一重項酸素

同　上

徳丸克己

�ﾘ二親
i筑波大学）

10
光るによる物質の

ﾏ化

　光励起状態の特徴、光の吸収と発光（蛍光と三光）、化学反
桙ﾉよる励起状態の生成（化学発光）、励起状態の行う結合の
囃噤i光りソグラフィ、ナイロンの原料製造）、光による結合
ﾌ組み替え：異性化、光による電子移動（緑色植物の光合成、
?ﾌ分解、太陽電池）

同　上

徳丸克己

r川裕則
i物質工学工

ﾆ技術研究
梶j

ｺ田重夫
i工業技術物
ｿ研究所）

11
光・電子有機三三
ﾞ料の化学

　光の作用による化学変化：発色、フォトクロミズム、画像形
ｬ：銀塩写真、電場の作用による励起分子の生成：エレクトロ
泣~ネッセンス、電場と光の作用によるイオンの形成と移動：
d子写真（コピー）、電気を導く高分子

同　上

徳丸克己

?]正浩
i九州大学）

體c靖彦
i大阪大学）

12
調味料、医薬、農 　化学調味料とキラリティ、立体異性体、鏡像異性体、キラリ

eィの発現、農薬、ビタミンと医薬 同　上 徳丸克己

13
天然有機化合物の

｢界

　イチョウの成分ギンコライド、昆虫の脱皮ホルモン、昆虫の
c若ホルモン、イソギンチャクとクマノミの共生物質、発ガン
ｨ質と制ガン剤、視覚と視物質ロドプシン、キラリティと生物
?ｫ、アメリカゴキブリの性興奮フェロモン

中西香爾
i米国、コ
鴻塔rア大
w教授）

中西魚病
i米国、コ
鴻塔rア大
w教授）

14
有機ケイ素化合物

ﾌ世界

　ケイ素と有機ケイ素化学、シリコーン工業と種々のケイ素材
ｿ（高弾性のシリコーンゴム、コンタクトレンズ、新幹線の変
ｳ器の三等）、有機ケイ素化合物の構造と反応

櫻井英樹
i東京理科

蜉w教授）

櫻井英樹
i東京理科

蜉w教授）

15
拡がりゆく有機化
√ｨの世界

　ナノメートルの化学の世界：走査型トンネル顕微鏡等による
ｪ子とその配列の直接観察、分子とその集合体：アリーラジカ
汲ﾆ有機強磁性体、有機化合物の機能の光と影、物質の科学と
Y業の創造と発展

徳丸克己

徳丸克己
e。C．

ceSchryver

iベルギー
求[バン大
w）
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＝物質の科学・分析（’98）＝＝　（TV）

〔主任講師：一驚雅巳（東京工業大学名誉教授）〕

全体のねらい
　科学技術の進歩に伴って多種多様な化学分析法が開発されてきた。それに伴って化学分析に対する要求も
高度化し、分析法の選択に当たっては、それぞれの分析法にどのような特徴があるかを知らなければならな
い。この講義の目標はそのための基礎知識を与えることにある。環境分析を例に具体的問題を取り扱う。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代の化学分析は機器を用いた定量分析が主流である。
化学分析に要求される条件として正確さ、迅速性、コスト 一國雅巳 一國雅巳

1 化学分析とはな がある。機器の高度化、コンピュータの導入はこれらの要 （東京工業 （東京工業

にか 求を満足する上での当然の帰結であり、この進歩を支えて 大学名誉教 大学名誉教
いるのが化学分析の基礎研究である。 授） 授）

滴定を例に化学分析でどこまで正確な結果が得られるか
を考察する。試薬の秤量、標準溶液の調製、滴定量の測定、

2 容　量　分　析 終点の判定、妨害成分の共存など誤差の原因となる事項を 同　上 同　上
個別的に検討する。終点の決定に機器分析を導入すること
の利点についても述べる。

重量分析は正確さが要求されるときに用いられる分析法
である。重量分析の核心部分は溶液中の化学種の沈殿分離

3 重　量　分　析 にあるが、その研究は溶液中のイオン種の挙動の解明と沈 同　上 同　上
殿分離法の開発に大きく貢献した。重量分析を原理と実用
性の両面から解説する。

着色した溶液が光を吸収することを利用した吸光光度分 一丁雅巳
析は古典的機器分析である。原理は簡単であるが、実用面

4 吸光光度分析 では発色条件の最：適化、検量線の作成、共存成分による妨 吉村和久 同　上
害の除去などの問題がある。この分析法を例に機器分析の （九州大学

基本的事項について解説する。 理学部教授）

金属元素の分析法として広く利用されている原子吸光分
析の原理・応用とその限界について述べる。この分析法で

5 原子吸光分析 は試料中の成分の原子化と共存成分による干渉の除去が重 一二雅巳 同　上
要である。フレーム、電熱による原子化を比較し、この分
析法の高感度化について解説する。

：標題分析法の原理、その発展の歴史と現状について述べ
る。古典的アーク、スパーク光源を用いた分析、フレーム

6 発光分光分析 光源の実用化によるアルカリ金属定量、近年におけるプラ 同　上 同　上
ズマ光源の導入が実現した高感度・多元素同時分析につい
て解説する。

与えられた試料が大量である場合、そこから全体を代表
するように、一部分を取り出し、それを分析に適した形

7 試料の採取と調 態、たとえば溶液に変える操作が必要となる。試料の採取 同　上 同　上
製 における問題点、分析データ処理の方法、固体試料の溶解

法について述べる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

マトリックス成分から特定の成分を分離・濃縮する方法
について述べる。沈殿、溶媒抽出は古典的分離法であるが、

8 分離と濃縮 分離に関与する因子の影響を定量的に解析することができ 一三雅巳 一國雅巳
る。分離・濃縮法と定量法が密接に関連していることを例
をあげて説明する。

電気分析を物性特性（電気伝導度など）と電気化学反応
を伴う測定（電位差、電流など）に分け、それぞれの方法

9 電　気　分　析 の原理、特徴、装置、応用例について述べる。ガラス電極 同　上 同　上
などのイオン選択電極を用いた電位差測定と他の分析法と
の組み合わせにも言及する。

高感度分析法としての質量分析の重要性について述べる。
試料をイオン化し、イオンを質量／電荷比に従って分離し、

10 質　量　分　析 電気的に検出するまでの過程について説明する。目的に応 同　上 同　上
じて使用される各種の質量分析計とその応用例（同位体存
在比の測定など）を紹介する。

試料を中性子で照射し、生成した放射性核種が放射する 一霞雅巳
γ線のエネルギーと強度を利用して定性、定量分析を行う

11 放射化分析 方法、とくに機器中性子放射化分析について解説する。実 松尾基之 同　上
際の操作を説明し、環境試料の分析で得られた結果を紹介 （東京大学

する。 助教授）

分離手段としてのクロマトグラフィーの重要性を述べ、
用語の解説を含あてその種類、原理、装置に関する基礎的

12 ガスクロマトグ 事項を説明する。ガスクロマトグラフィーを例に試料中の 一國雅巳 同　上

ラフィー 成分の定性、定量法を示し、この方法の実用面における重
要性を探る。

ガスクロマトグラフィーと比較しながら液体クロマトグ
ラフィーの特徴を述べる。多様な検出器の利用、高速液体

13 液体クロマトグ クロマトグラフィーによる分析の迅速化について解説する。 同　上 同　上

ラフィー 無機陰イオンの分析手段として重要なイオンクロマトグ
ラフィーを紹介する。

複雑な混合物中の特定の元素の存在状態を調べるための
方法について解説する。非破壊的な方法として結晶相を調 一國雅巳 一國雅巳

14 状　態　分　析 べるX線回折法、鉄の化学的状態を調べるメスバウア一分
光法について述べる。複雑な混合物中の元素に適用される 松尾基之 松尾基之
分別溶解法についても言及する。

環境試料を例に試料からできるだけ多くの化学的情報を
取り出すための化学分析について考える。非破壊的分析の

15 環　境　分　析 必要性を述べ、その例として蛍光X線分析その他の方法を 一三雅巳 「國雅巳
紹介する。環境分析を通じて今後の化学分析のあるべき姿
を議論する。
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＝化学熱力学＝・（R）
〔主任講師：池上雄作（東北大学名誉教授）〕

全体のねらい
　物質の状態の変化や化学変化はつねに発熱や吸熱といった熱の移動を伴う。化学熱力学は熱の存在や移動
に関してあらゆる物質系を通して統一的、体系的に解釈する基本的学理である。その基礎の理解に向かって
学習する。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

多様な化学物質や構成をどう理解するかについて述べ、
原子・分子・イオン・モルの概念を簡潔にまとめる。さら 池上雄作 池上雄作

1 物質の理解 に物質の三態や変化について熱力学と関わりの深いことが （東北大学 （東北大学

らに重点をおいて解説する。 名誉教授） 名誉教授）

化学熱力学の理解にとって気体の性質を知ることが一つ
の基本となる。Boyleの法則からはじめ、理想気体の状態

2 気体の性質 方程式などをまとめたあと、P、　V、　Tの意味を含めて気 同　上 同　上
体の一般的性質を学習する。

広い視野から“仕事をする能力”としてのエネルギーの
いろいろな姿と相互の変換について整理する。つついて、

3 エネルギーと熱 エネルギー、熱、温度について述べたあと、物質に内在す 同　上 同　上
るエネルギーに関する考え方を概説する。

熱力学における系の概念、系のエネルギー、内部エネル
ギー、熱力学第一法則を解説する。そして可逆過程と非可 長谷部　亨 長谷部　亨

4 物質の状態と熱 逆過程、状態量、状態関数：、容量因子と強度因子について （福島大学 （福島大学

詳しく説明する。 教授） 教授）

熱容量とエンタルピーを導入してその関係を説明する。
さらに化学変化とエンタルピーの関係を学び、熱化学方程

5 熱化学方程式と 式の理解を深める。Hessの法則を含む。 同　上 同　上
エンタルピー

標準エンタルピーを定義し、物質の変化に伴うエンタル
ピー変化を学ぶ。さらにBorn－Haberのエネルギーサイクル

6 物質の変化と を理解し、格子エンタルピーや結合エンタルピー等を求め 同　上 同　上

エンタルピー る方法を説明する。

自発的に起こる変化について、前章までに学んだ概念で
は説明できないことを取り上げる。熱力学第二法則を導入

7 物質変化の方向 し、自発変化の説明に“乱雑さ”の関数が必要であること 同　上 同　上
（1） を解説し、エントロピーの定義と求め方を学ぶ。
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師・名
i所属・職名）

8 物質変化の方向
@　　（2）

　分子1個の場合のエネルギーと分子集団のエネルギーの
芒rから乱雑さとエネルギーの関係を説明し、エントロピーの統計論的定≡義を解説する。さらに、熱力学第三法則と

竭ﾎエントロピーを導入する。
長谷部　亨 長谷部　亨

9

物質変化の方向ﾆ
自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー

　自由エネルギーの概念（GibbsとHelmholtzの自由エネ
泣Mー）を導入する。系のエンタルピーおよびエントロピーと自由エネルギーの関係を説明し、自由エネルギーの求

ﾟ方を述べる。
同　上 同、上

10 自由エネルギー
ﾆ化学変化（1）

　具体的な化学変化と自由エネルギーの関係を理解し、圧
ﾍ、温度との関係を学ぶ。実在気体の自由エネルギーを用
｢た取扱いについても解説する。 同　上 同　上

11 自由エネルギー
ﾆ化学変化（2）

　熱力学の関係式を理解し、化学ポテンシャルの概念と自
Rエネルギーとの関係を解説する。化学熱力学の基礎方程
ｮにも触れ、化学変化の終点である平衡状態におよぼす外
I条件を論考する。

同　上 同　上

@渉

12 物質の相平衡
@　および溶液

　前回までに解説してきた化学熱力学の基本的な学理を物
ｿ系の性質により具体的に拡張する。最初に水を、そして
ｨ質の相の安定性、相移転、つづいて溶液を取りあげる。 池上雄作 池上雄作

13 化　学　平　衡

　自由エネルギーと平衡定数を中心に詳しく解説する。平
tに及ぼす温度や圧力の影響、ル・シャトリエの原理、自
ｭ変化の方向に対する温度の効果等が取り上げられる。 同　上 同　上

14 化学反応の速度

　化学反応の速度や反応機構は熱力学的数値と密接な関係
�烽ﾂ。化学反応速度論と結びつけて解説する。反応座標
ﾆエネルギーの関係、活性化エネルギーおよび遷移状態理
_が対象となる。

同　上 同　上

15 ま　　と　　あ

　物質変化と化学熱力学の総合的理解にとって基本的な事
?�ﾜとめる。つついて、応用例として凝固点降下と中和
Gンタルピーの求あ方を解説する。 同　上 同　上
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＝生物有機化学＝（TV）

〔主任講師　井上祥平（東京理科大学教授）〕

全体のねらい
　生物有機化学は、生命現象に関連した有機化学の分野であり、解析的な面と合成的な面の双方をその目的
として持っている。生化学反応の特徴を理解するにはその原理に相当するより単純なアナログの設定が有効
である。これは同時に生体系を模倣した有用な人工系の構築につながる。この分野の基礎とトピックスを解
説する。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 化学の目で見た

ｶ物

　生物の主要な機能は、生体の構造の形成、物質とエネル
Mーの変換、これらのための情報の保持・伝達、そして以
繧ｷべてに関する調節・制御とである。ここでは生体を構
ｬする物質の種類とその機能との関連を人工物質と対比し
ﾈがら概説する。

井上祥平
i東京理科

蜉w教授）

井上祥平
i東京理科

蜉w教授）

2 酵素とは何か一生合成と機能

　生物は体外から摂取した栄養を自らの構成成分に変え、
Gネルギー源として利用する。その変換反応を触媒し、生
ｽ体の秩序を保つ作用をしているのが酵素である。その生
≒ｬ、触媒としての特徴、機能のからくり等を説明する。

太田博道
i慶鷹義塾

蜉w教授）

太田博道
i慶鷹義塾

蜉w教授）

3 酵素の利用

　酵素は生体内の反応の触媒であるが、生体から取り出し
ﾄもその活性を維持できる。従って酵素は生体物質の生産
ﾍもちろん非生体物質の生産手段として利用できる。他に
熏y素の特徴を生かした利用法は多く、その例を解説する。

同　上 同　上

4 分子を見分ける
@（1）　ホストと

Qスト

　生物の体の中では、数多くの化学反応が秩序正しく；進行
ｵているが、ここで重要な働きをしているのは、分子のわ
ｸかな差を見分ける分子認識である。ここでは、人工物に
謔髟ｪ子認識について概説する。

小宮山　真
i東京大学

ｳ授）

小宮山　真
i東京大学

ｳ授）

5 分子を見分ける
@（2＞人工酵素

　天然の酵素の反応機構を模倣することにより、酵素と同
lに、様々な化合物の中から特定のものを選び出して、・こ
ﾌ化合物だけを選択的かっ効率的に化学変換する触媒（人
H酵素）の合成の基本原理について学ぶ。

同　上 同　上

6

分子を見分ける
@（3）分子認識
ﾌ応用

　人工物による分子認識をさらに拡張して、私たちの生活
ﾉ実際に役立っ機能材料の構築について学ぶ。さらに、無
ﾊな生成物を生むことなく、また温和な条件で反応を進行
ｳせる人工酵素の産業等への利用について学ぶ。

同　上 同　上

7 核酸のヒミツ（1）

j酸の構造とダ
Cナミクス

　核酸（DNA及びRNA）の構i造と機能について概説す
驕B構造については、一次塩基配列から予測される二次構
｢の安定性及びその二次構造形成の速度過程のメカニズム
�A機能については、核酸と他の化学物質（薬物や蛋白質）

ﾆの関係を取り扱う。

杉本直己
i甲南大学

ｳ授）

杉本直己
i甲南大学

ｳ授）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 核酸のヒミツ（2）

j酸の機能とリ
{ザイム

　情報と触媒機能をあわせもつ化学物質としての新しい核
_の化学を概説する。特に、触媒機能をもつRNA（リボ
Uイム）の挙動や酵素を利用しない核酸の自己複製システ
?ﾉついて解説した後、核酸の未知の機能の探索方法につ
｢て最近のホットな話題を提供する。

杉本直己
i甲南大学

ｳ授）

杉本直己
i甲南大学

ｳ授）

9 生体膜とは

　細胞膜を構成しているたんぱく、脂質膜などの役割につ
｢て易しく解説する。細胞やウイルスなど生化学を中心に
uく。

岡畑恵雄
i東京工業

蜉w教授）

岡畑恵雄
i東京工業

蜉w教授）

10

生体膜をまねる
@（1）

l工脂質二分子

　たんぱくの生体膜中での機能を紹介したあと人工モデル
ﾆして利用する例について解説する。同様に脂質膜につい
ﾄも人工モデル化する具体例について述べる。 同　上 同　上

11

生体膜をまねる
@（2）

l工膜材料への
W開

　たんぱく、脂質膜を使った人工モデルとして、カプセル
戟Aフィルム化、有機溶媒中での触媒作用などの具体例に
ﾂいて解説する。 同　上 同　上

12 リズムに生物ら

ｵさを見る

　生きている状態を象徴するものとして、様々なリズム現
ﾛがある。心臓拍動、自発呼吸、脳波や日周性、月忌性の
ｶ物時計など、いずれも、自発的なリズムである。このよ
､なリズム現象が、どのような仕組で作り出されているの
ｩを考える。

吉川研一
i名古屋大

w院教授）

X　　義仁
i名古屋工

ﾆ大学助手）

吉川研一
i名古屋大

w院教授）

X　　義仁
i名古屋工

ﾆ大学助手）

13 情報の流れから
ｶ命を捉える

　生物は、自分自身で組織体を作り出し（自己組織化）。
?揩ｪあれば、自己修理する（自己修復）。このような機
¥を轡次元鎖と環状のDNA分子に帰因させることには無
揩ｪある。DNAから、自己秩序形成に到る情報の流れを
lえる。

吉川研一

ｬ畑繁樹
i愛知技術

Z期大学助
閨j

吉川研一

ｬ畑繁樹
i愛知技術

Z期大学助
閨j

14 エネルギーを変

ｷする

　ガソリン・エンジンなどの化学エネルギーでは、　「化学
Gネルギー」⇒「熱エネルギー」⇒「仕事」の形で、エネ
泣Mーの変換が行われている。それに対して、私達の筋肉
ﾍ、化学エネルギーを直接、仕事に変えている。この仕組
�lえてみる。

吉川研一

F沢紀之
i筑波大学

赴ｳ授）

吉川研一

F沢紀之
i筑波大学

赴ｳ授）

15 モノを感じる

　私達の感覚器は、時間的な変化を捉えることに優れてい
驕B頭で物を考えるときも、時間的な情報の流れが重要な
�р閧�ﾊたしている。神経や感覚器の人工的なモデルでの研究を紹介するなかで、私達の感覚や意識・記憶などの

d組みを考えてみる。

吉川研一

?c　　聡
i奈良教育

蜉w助教授）

吉川研一一

?c　　聡
i奈良教育

蜉w助教授）
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＝生 命 と 物 質＝　（TV）

〔主任講師：中澤　透（放送大学教授）〕

全体のねらい
　生物の構造や機能を支えるしくみについて、物質との関連を生化学や生理学の知識に照らして通覧する。
生体物質、反応、かたち、生物機能、外界と⑱対応、がん・など生物学の基礎的問題を整理し・考察する・

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 生物の生存一環境と進化

　地球上の生物の多様性は環境と生物自身の物質的な条件
ﾉよってつくられてきた。生物にとって生命維持に必要な
ｵくみについて、進化とも関連して全般的に考察する

中澤　　透
i放送大学

ｳ授）

中澤　　透
i放送大学

ｳ授）

2 生体物質の多様

ｫ

　生体物質は数種の元素が主成分であるが、結合様式など
ﾉよって細胞内で多様である。生体内の低分子は大部分が
uｪ子の構成要素であるが、低分子の組み合わせなどに
謔ﾁても性質が異なる。生体物質のはたらきについて説明
ｷる。

同　上 同　上

3 生体高分子

　DNA、　RNA、タンパク質の構造上の特徴とはたらき、
cNA→RNA→タンパク質という情報の流れについて説
ｾし、ウイルスを例にとって互いの関係を具体的に説明す
驕Bタンパク質の立体構造と機能の関係、かたちを決める
ｴ理などを考察する

小林芳郎
i東邦大学

ｳ授）

小林芳郎
i東邦大学

ｳ授）

4 酵　　　　　素

以下の4項目に分けて解説する。
P．酵素の発見とその研究の歴史（リボザイムまで）
Q．酵素の働き（リボヌクレアーゼT1を例として）とそ
ﾌ特長

R．酵素利用（日常生活の中の酵素、酵素診断）、酵素工
wとタンパク質工学

S．酵素の種類、酵素の進化、酵素から描く系統進化

大島泰郎
i東京薬科

蜉w教授）

大島泰郎
i東京薬科

蜉w教授）

5 生物と酸素

　大部分の生物は大気中の酸素に依存して生きている。細
Eでは、ミトコンドリアの呼吸によるエネルギー生産や、
ｬ胞体の薬物代謝などの反応がある。しかし、酸素は活性
_素のかたちになると強い毒性もある。

中澤　　透 中澤　　透

6 細胞間の情報交

ｷと物質

　生体の細胞はそれぞれの機能を営みながら、細胞間の化
w的情報交換によって個体全体としてのまとまりを保つこ
ﾆを概観する。また、他個体とのコミュニケーションや、
ｼ種生物を含めた環境の認識などと、その情報を担う物質
ﾌ化学構造や性質についての知識を解説する。

星　　元紀
i東京工業

蜉w教授）

星　　元紀
i東京工業

蜉w教授）

7 ホルモンと神経

　ウグイスは春になるとさえずり繁殖する。日が長くなる
ﾆホルモンが分泌されて交尾をし卵を産むようになる。ど
ｱで光を感じそれがどのような仕組みでホルモンの分泌を
�ｫ起こすのだろうか。外部からの刺激、神経二系での受容、

熾ｪ泌系の切換えなど胎内で何が起こるかを見ていこう。

石居　　進
i早稲田大

w教授）

石居　　進
i早稲田大

w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 ホルモンは何故

�ｭか

　あるホルモンはある決まった細胞にしか作用しない。ま
ｽ、ホルモンに対する細胞の感受性はいつも同じとは限ら
ﾈい。哺乳類のホルモンは魚類には効きにくい。ホルモン
ｪ細胞にどのようにして作用を及ぼすことが出来るのかと
｢う問題を調べよう。

石居　　進 石居　　進

細胞の情報伝達

　ホルモンなどの細胞外シグナルは、細胞膜表層上に存在
ｷる受容体と結合してそのシグナルを細胞の内側に送って
｢る。この細胞膜を横切るシグナルの伝達機構を中心に、
ﾗ胞における情報伝達のしくみを解説する。

堅田利明
i東京大学

ｳ授：）

堅田利明
i東京大学

ｳ授）

10 発生に関わる物

ｿ

　受精から初期発生に至る過程においては、細胞間認識や
ﾗ胞間相互作用がきわめて重要である。これに関わる細胞
¥面物質、細胞間物質あるいは分化誘導因子などの構造と
@能を概観する。

星　　元紀 星　　元紀

11 生物のかたちを

ﾂくる

　生物自身が自分の体（姿・形）を再構築する方法を、変
ﾔや再生を例示しながら説明する。次に、これに学びなが
轣A人工的に生物の体を再構築することができるのかとい
､問題設定のもとに、研究の現状を具体的に説明する。ま
ｽ、このような研究に、この目的には一見関係ないような
賰b研究が、いかに重要であるか解説する。

吉里勝利
i広島大学

ｳ授）

吉里勝利
i広島大学

ｳ授）

12 免疫のしくみ

　予防接種を例にとって、体液性免疫と細胞性免疫、免疫
S当細胞（T細胞とB細胞）、細胞間相互作用について説
ｾし、T細胞の抗原認識機構とそれが成立する過程および
ｻの異常としての自己免疫病についてふれる。

小林芳郎 小林芳郎

13 植物の物質

　生物の生産する物質のうち植物でしか合成されない有機
ｨがある。この物質が動物に不可欠の場合、動物は食物連
ｽにより補充する。一方、限られた植物で合成され、その
A物にとってもはたらきが不明な有機物がある。これらの
L機物とその生合性について考察する。

山田晃弘
i放送大学

ｳ授）

ｼ村弘行
i北海道東

C大学教授）

山田晃弘
i放送大学

ｳ授）

ｼ村弘行
i北海道東

C大学教授）

14 生　　物　　毒

　代表的な海洋生物毒であるフグ毒のテトロドトキシンを
痰ﾉとり、毒の細菌起源、フグにおける機能、Na＋チャ
塔lル阻害作用、生化学試薬としての利用、フグの耐性機
¥等について説明する。

安元　　健
i東北大学

ｳ授）

安元　　健
i東北大学

ｳ授）

15 がんと物質の関
墲

　がんはDNAの病気である。環境中の物質が細胞内に入
闕桙�ﾅDNAに傷をつけ、がん化がはじまる。その結果
ﾏ異遺伝子から、細胞のがん化に関与する質的あるいは量
Iに異常なたんぱく質が作り出される。これらの物質、が
�ﾌ予防、治療への寄与が期待される物質について解説す
驕B

関谷剛男
i国立がん

Zンター研
?且髜㊧笂
`子研究部
ｷ）

関谷剛男
i国立がん

Zンター研
?且髜㊧笂
`子研究部
ｷ）
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＝植物生理学＝（TV）
〔主任講師：増田芳雄（大阪市立大学名誉教授）主任講師：菊山宗弘（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　食料、生活資材、環境など、人間生活に不可欠な存在である緑色高等植物の基本的な機能、すなわち成長、
分化、物質移動、光合成、開花、微生物との相互作用などを取り上げ、構造としての関係を平易に説明する。
これにより、人間と密着した存在である植物の生理的な働きを理解してもらうよう努める

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名

i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 人間生活と植物
A物生理学の役

　世界の3大穀物であるイネ、コムギ、トウモロコシ、お
謔ﾑマメ科植物ダイズなどの生産力、陸上および海中植物
ﾌ酸素発生、森林などの環境・生活資材植物の人間生活と
ﾌ関係を見る。また、植物生理学の発展の歴史をふりかえ
閨A第2回以後の講義について紹介する。

増田芳雄
i大阪市立

蜉w名誉教
�j

増田芳雄
i大阪市立

蜉w名誉教
�j

e山宗弘
i放送大学

赴ｳ授）

2 植物は水とミネ
宴汲ﾅ育つ

　植物はその生存のため水を必要とする。水は根によって
z収され、体内を通導組織によって上昇し、葉の気孔から
�Uする。この間水は成長、生化学反応に用いられ、また
A物体の体温調節に働く。また、水液とともに土壌中の無
@塩類を吸収し、これを利用する。

賀来章輔
i九州大学

ｼ誉教授）

賀来章輔
i九州大学

ｼ誉教授）

3 植物成長ホルモ
唐ﾌはたらき

　植物の成長・分化および形態形成は一般に植物ホルモン
ﾉよって調節される。ジベレリン、オーキシン、サイトカ
Cニン、アブシジン酸、エチレン、プラシノステロイドな
ﾇのホルモンの生理作用、ホルモンの相互作用などについ
ﾄ解説する。

神阪盛一郎
i大阪市立

蜉w教授）

神阪盛一郎
i大阪市立

蜉w教授）

4 植物のかたちの

ﾅきるまで

　植物は分化全能性という特殊は性質を持ち、一個の細胞
ｩら一個体を再生分化する能力を持っている。組織培養と
ﾄ分化は植物ホルモンの濃度と組み合わせによって制御す
驍ｱとができる。この植物の持つ能力と、そのホルモンに
謔髏ｧ御について解説する。

山本良一
i帝塚山短

咜蜉w教授）

山本良一
i帝塚山短

咜蜉w教授）

5 植物にとって大
ﾘな細胞壁

　植物に特有の構造のうち、細胞壁と液胞は細胞成長に基
{的な働きをする。すなわち、細胞壁の力学的性質と液胞
tの浸透圧である。これらに対するホルモンの働きを解説
ｷる。あわせて、成長停止後に合成される二次壁や通導組
Dの細胞壁、すなわち木材について述べる。

同　上 同　上

6 運動する植物

　植物は動物ほど目立たないが、巻きひげなど運動のほか、
h激に反応する屈性、傾性などの運動を示す。これには刺
ヴｽ応受容体と植物ホルモンが働いている。これら運動、
?ｫ、傾性の例を挙げて、その機構について解説する。

神阪盛一郎 神阪盛一郎

7 植物をとりまく

Xトレス

　植物は第2回講義で取り上げる水のほか、土壌条件など
ﾌ環境要因の影響の下に生活している。不都合な環境条件
ﾅも植物はある程度適応する能力を備えているが、これら
?A塩類：、水素イオン濃度、重金属その他の環境条件と植

ｨの生活について解説する。

賀来章輔 賀来章輔
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回 テ　・一　　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 植物は光信号を

�ｯとる

　植物の生活にとって光はきわあて重要である。光合成の
ﾙか、シグナルとしての光が形態形成に重要な働きをして
ｨり、特に青色光と赤色光に植物は敏感に反応する。これ
轤ﾌ光に対する受容体色素、光形態形成反応などについて
�烽ｵたい。

二本　　敦
i京都大学

ｼ誉教授）

瀧本　　敦
i京都大学

ｼ誉教授）

9 花ごよみ、花時

v

　開花、結実は植物の生殖の基本で、人間生活にも深いっ
ﾈがりを持つ。植物にとって花蜜のために長い夜を必要と
ｷるもの、短い夜を必要とするものなどがあり、それは植
ｨの生理時計と関係しており、また光受容機構も関与して
｢る。これらについて解説する。

同　上 同　上

10 植物は太陽の光
Gネルギーをと
轤ｦる

　糖、でんぷんなどの人間に必要な有機化合物は葉緑体が
ｾ陽の光エネルギーを利用して化学エネルギーATPおよ
ﾑ酸素などを作り、これを用いて空気中の二酸化炭素を固
閧ｷることによって行う。この最も重要な生理機能の第一
i階、すなわち光合成明反応について解説する。

辻　　英夫
i神戸女子

蜉w教授）

辻　　英夫
i神戸女子

蜉w教授）

11 植物は人間に必
vな有機物をつ
ｭる

　光合成の明反応に連携し、植物は二酸化炭素を固定して
怐Aでんぷんなどを合成する。これらは人間生活を支える
H料などの原料となる。この反応、すなわち光合成の暗反
桙ﾉついて解説し、あわせて環境などによって異なる暗反
桙ﾌ様式の異なる植物について述べる。

同　上 同　上

12 植物と微生物と

ﾌつきあい

　植物をとりまく環境のうち、生物環境も重要である。病
ｴ微生物に対抗する手段も植物はもっている。さらに土壌
�ｶ物の存在は大切で、マメ科植物はこれらと共生して根
ｱを形成し、空気中の窒素を固定する。これによってアミ
m酸を合成し、他の植物が利用する。また、微生物による
A物への遺伝子導入について紹介する。

森川弘道
i広島大学

ｳ授）

森川弘道
i広島大学

ｳ授）

13 植物のバイオテ

Nノロジー

　第4回に取り上げる植物の分化全能性は植物に特有の能
ﾍである。この能力は近年発展してきたバイオテクノロ
Wーに利用される。また、これに必要な遺伝子導入もいろ
｢ろな方法で行われるようになってきた。これら植物のバ
Cオテクノロジーについて解説する。

同　上 同　上

14 植物における物

ｬ

　植物の細胞は動物と比べて一般に大型である。またその
ﾌ制は「軸性」という特徴を備えている。このため、水液
ﾊ導のほか同化産物、イオンなど物質の植物体内の移動に
ﾍ特別な機構がある。細胞中の原形質流動、膜を通る移動、
ﾊ導組織の働きなどを解説する。

菊山宗弘 菊山宗弘

15

これからの植物

ｶ理学～遺伝学
ﾌ利用～

　植物には成長、運動などの異なる遺伝的変異種が多くあ
閨Aそれらの遺伝的解析と生理的反応の対応が現在詳しく
､究されている。これら遺伝的変異種は生理学の研究にき
墲?ﾄ有用である。これら生理学の今後の発展の方向を考
@し、本科目の結びとしたい。

神阪盛一郎

搏c芳雄
神阪盛一郎
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＝生態学（’99）＝（TV）

〔主任講0t 藤井宏一一（筑波大学教授）〕

全体のねらい
　生物群集の構造は個体、個体群、群集のレベルからなっている。本講義では各レベルでの、生物と無機的環境、生物
と生物との関係を理論的に、そして具体例をあげながら講義し、生物集団の構造と機能、生物群集や生態系の多様性、
全体性およびそれらの動態についての理解を深めることを目的とする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1 生態学とは

　生態学は生物学の1分野として存在し、その中心課題は生物
ﾌ分布と個体数の変動を理解することにある。生態学の成り立
ｿと歴史、現在の研究の中心課題、人間生活との関わりなどに
ﾂいて述べる。

藤井宏一
i筑波大学
ｳ授）

藤井宏一
i筑波大学
ｳ授）

生物の活動は、生活場所の地学的条件で決まる無機的環境に
大きく規制される。生物の活動に大きく：影響する物理・化学的

2 環境と生態系 要因ならびに生物にとっての生活必要資源について解説し、あ 同　上 同　上
わせて気候など無機的環境条件に対する生物の応答について考
える。

3 光合成一葉から
Q落へ

　生態系における一次生産者の役割を担う植物の光合成と微気
ﾛ・環境要因によるその制御や、環境への生理的・形態的馴化
ﾉついて述べる。一枚の葉の光合成から群落の物質生産までの
Xケールアップについても触れる。

鷲谷いつみ
i筑波大学

赴ｳ授）

鷲谷いつみ
i筑波大学

赴ｳ授）

すべての動物と大半の微生物は緑色植物が生産した有機物を
直接・間接に消費して生活する。食う一食われるの関係で網目

4 消費者と食物網 状に結ばれている生物どうしの関係について考え、この網の構 藤井宏一 藤井宏一・
造とそれを構成する物質とエネルギーの流れに見られる法則を
探る。

生物世界と非生物世界とを包含する複雑な物質とエネルギー

5
物質とエネルギー
ﾌ流れ

の流れの場を生態系と呼ぶ。地球全体はひとつの生態系複合で
?驕B生物を構成する主要な元素に着目して、系内外における
ｻれらの挙動を追うとともに、系を出入りするエネルギーの流

同　上 同　上

れをたどる。

生物問相互作用を介した生物群集／生態系のなりたち、旧き

6 さまざまな生態系
な空間的スケールで捉えた生態系として世界のバイオーム、日
{のバイオームについて述べる。また、いくつかの代表的な生 鷲谷いつみ 鷲谷いつみ

態系を取り上げてその特徴を紹介する。

自然選択にもとつく進化、それによってもたらされる適応に
7 自然選択と適応 ついて述べる。いくつかの具体的な適応の例を紹介するととも 同上 同上

に、理論的なアプローチの有効性についても述べる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内・　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

植物の生活史の進化の主要な選択圧について考察し、C－R
8 植物の生活史戦略 一Sモデルを紹介する。さらに、植物の栄養成長期の適応とし 鷲谷いつみ 鷲谷いつみ

て、可塑的な形態形成と被食適応について述べる。

植物にみられるきわめて多様な種子繁殖の様式について、開

9 植物の繁殖戦略
花・授粉、結実、種子分散、種子の休眠・発芽、実生確立のそ
黷ｼれの生活史ステージごとに概説し、それぞれの生態的意義

回覧上 同　上

について考える。

生物集団（個体群）の個体数は、有限の環境においては無限

10 個体数の成長と
ｲ節

に増加することはできない。このような環境下において、生物
墲ﾍどのように対応しているのか、まずその機構について理論
Iに述べ、ついで実例を見ながら密度効果、”なわばり”など

藤井宏一 藤井宏一

について論じる。

同じ資源を利用する異なった生物間には種間競争が存在しう

11 種　間　競　争
る。種間競争とは何か、まずその機構について理論的に取り扱
｢、さらに種間競争の結果として起こる諸現象（”すみわ

同　上 同　上

け”、形質置換など）について、観察例を用いて説明する。

食うものと食われるものの関係（捕食一書食関係）は、生物

12
食うものと食われ

驍烽ﾌの関係

間の相互作用の中でも一番重要な関係のひとつである。まず捕
H一被食関係にある生物種の動態の理論について述べ、次に実
痰�pいて自然界における捕食一同食関係のはたす役割につい

同　上 同　上

て説明する。

生物はなんのために存在するのか、またその目的を達成する

13 動物の生存戦略
ために、無機的環境、そして他の生物に対して如何に適応して
ｫたかについて、まず理論的考察を行ない、ついで動物の採餌

同　上 同　上

戦略、繁殖戦略などを例にとりながら説明する。

現代の生物多様性の急速な喪失の主要な原因は、乱獲・過剰

14 生物多様性の保全
採集とともに生育場所の分断・孤立化および生物学的侵入と
｢った「生態的」なプロセスである。ここでは生物多様性の保

鷲谷いつみ 鷲谷いつみ

全のための生態学を紹介する。

これまでに学んできた生物の生き方の知識と、我々人間の今
後の生存との関わりを議論する。生態学の知識が、人口問題、

15 生態学と人間 食料問題、環境汚染など現在我々が直面する諸問題の解決にど 藤井宏一 藤井宏一
んな示唆を与えられるのか、どのように貢献できるのかを論じ
る。
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＝分子生物学＝（TV）
〔主任講師：三浦謹一郎（学習院大学教授）〕

全体のねらい
　分子生物学は生命体の構造やはたらきを分子、原子のレベルで解明しようという科学であるが、まず生物
に共通な遺伝の現象を解明するため遺伝子の研究が盛んに行われた。昨今は遺伝子がもつ情報を知ることが
可能になり、それを契機として分子生物学は大きな発展を遂げつつあるので、その概要を述べ、将来の課題
についても触れる。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 遺伝子の本体

　遺伝形質の情報を荷っていると考えられる生物学的単位
ﾍ遺伝子と呼ばれていた。細胞核の中の染色体上にあると
ｳれていた。染色体は核酸と蛋白質からできているが、種
Xの実験から遺伝子はデオキシリボ酸（DNA）であるこ
ﾆが明らかにされた。

@　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

三浦謹一郎
i学習院大

w教授）

三浦謹一郎
i学習院大

w教授）

2 DNAの構造
@　　（1）

�dらせん構造

　DNAは化学者の研究では塩基と糖デオキシリボースと
潟梼_基からできたヌクレオチドが重合したものであるこ
ﾆがわかった。DNAの糸をX線解析した結果などから、
cNAは規則正しい塩基対をもった二重らせん構造をとる
ｪ子であることが明らかにされた。

同　上 同　上

3 DNAの構造
@　　（2）

槙赶z列の分析

　DNAは巨大な分子であるが、これをきまった塩基配列
ﾌ場所で切断することができる制限酵素が発見されて以来、
cNAの小断片を得ることができ、　DNA分子の中で一本
ﾌ鎖の上に塩基がどのような順序に配列しているかを調べ
驍ｱとが可能になった。

同　上 同　上

4 DNAの複製

　DNAが複製するとき、二本の鎖がそれぞれ鋳型になっ
ﾄ、正確な塩基対によって親と同じ構造をもった子DNA
ﾌ鎖が合成される。DNAの複製過程はDNAポリメラー
[（合成酵素）などの働きによって進められる。

同　上 同　上

5

遺伝情報の発現
@構　（1）

@転　　　写

　DNAの情報発現はまずDNAの二本の鎖のうち情報を
烽ﾁた鎖のコピーであるRNAをつくることから始まる。
ｱの過程は転写と呼ばれ、RNAポリメラーゼ（合成酵素）
ﾉよって進められる。DNAの鎖にRNA合成の開始、終
ｹ、調節などの信号がある。

同　上 同　上

6

遺伝情報の発現
@構　（2）

@翻　　　訳

　遺伝情報発現第二の段階はメッセンジャーRNA（mR’
mA）を鋳型にしてアミノ酸を定まった順序に結合させて
`白質を合成する階段で、この過程は翻訳と呼ばれる。蛋
虫ｿの合成はリボソーム上で転移RNAが順次アミノ酸を
^びこむことによって進行する。

渡辺公綱
i東京大学

ｳ授）

渡辺公綱
i東京大学

ｳ授）

7 遺伝の情報
@　　（1）

ﾃ号の解読

　遺伝情報は主として蛋白質の情報（アミノ酸配列）であ
驕B細胞内の蛋白質合成系を試験管内に組み立て、mRN
`の塩基配列とアミノ酸の対応関係が調べられ、遺伝暗号
ｪ解読された。3：塩基の配列が1個のアミノ酸を指定する。

三浦謹一郎 三浦謹一郎
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
遺伝の情報
@　　（2）

ﾃ号と実証

　試験管内で解読された遺伝暗号表は、mRNAあるいは
cNAの塩基配列と指定される蛋白質のアミノ酸配列を対
桙ｳせることによって、生体内でも同様に使われているこ
ﾆが判明した。DNA中では一つの蛋白質の情報が分断さ
黷ﾄいる場合もある。

三浦謹一郎 三浦謹一郎

9
遺伝の情報
@　　（3）

]移RNAによ
髀﨣�ﾏ換

　蛋白質が合成されるとき、アミノ酸移転RNA（tRN
`）は特定のアミノ酸1ケを末端に結合し、tRNA中の
Rドン読みとり部位（アンチコドン）により正確にmRN
`上の暗号通りにアミノ酸を運びこむ。tRNAの構造と
@能の関係が詳しく研究されている。

渡辺公綱 渡辺公綱

10 ウイルスー最小
ﾌ自己増殖系　　　一

　最小の遺伝子はウィルスにみられる。このためウィルス
笂`子とその情報発現の研究は分子生物学の発展に大きく
v献してきた。ウィルスの遺伝子は二重らせんDNAの場
№ｾけでなく、一本鎖の場合もあり、RNAの二本鎖、一
{鎖の場合もある。

三浦謹一郎 三浦謹一郎

11 突然変異・がん

　放射線をはじめ種々の突然変異誘起剤はDNAの主とし
ﾄ塩基に変化を与えることにより生物に変異やがんをひき
Nこす。一方、生体はDNAに損傷を与えたとき修復する
@能も具えている。それらの機構についての研究が進んで
｢る。

関口睦夫
i福岡歯科

蜉w教授）

関口睦夫
i福岡歯科

蜉w教授）

12 遺伝子操作

　遺伝子の構造を調べるたあに発達した技術は遺伝子を特
閧ﾌ場所で切断し、特定の遺伝子断片を得ることを可能に
ｵ、さらにそれを増殖させ、保持している遺伝情報を発現
ｳせる方法を産み出した。さらに遺伝子の特定部位を変換
ｳせることも可能にした。

百瀬春生
i東京理科

蜉w教授）

百瀬春生
i東京理科

蜉w教授）

13

蛋白質の構造と
@能　（1）

﨟@　　　　礎

　遺伝子の研究の進展により、遺伝子がもつ情報としての
`白質が注目されている。蛋白質は生体の機能にとって最
熄d要な物質であるが、蛋白質の構造についての研究も物
揄ﾈ学的研究方法の発達によって大きな進展がみられる。
ｻの基本を述べる。

小島修一
i学習院大

w助教授）

小島修一
i学習院大

w助教授）

14

蛋白質の構造と
@能　（2）

`白質工学

　遺伝子操作法の発展によって蛋白質の改造が可能になっ
ｽ。蛋白質の構造と機能の相関関係の研究が大きく進み始
ﾟた。そこで得られた原理に基づいて高機能蛋白質を設計
ｷることが可能となり、基礎生物学のみならず、応用生物
wや工学の分野への貢献が期待される。

同　上 同　上

15 分子生物学の今

繧ﾌ課題

　遺伝子研究を軸として分子生物学は大きな発展を遂げ、
ｳらに高次の生物現象の解明に立ち向っている。細胞調節、
ﾆ疫、発生分化、神経系などへの挑戦について専門家を交
ｦた座談会を行なって分子生物学の将来への展望を試みる。

三浦謹一郎 三浦謹一郎
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＝生物の進化と多様性（’99）＝（TV）

〔主任講師：森脇和郎（総合研究大学院大学副学長）主任講師：岩槻邦男（立教大学教授）〕

全体のねらい
　生物の示す性質には、すべての生物に共通の普遍的な性質もあるが、数多くの種に分化している生物の種が個別に示
す多様な性質も知られている。生物の示す多様性は、30数億年に亘る生物の進化の歴史を刻んだものであり、この多様
な生物の姿を系統と進化を軸にして理解しようとするのがこの科目の目的である。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 生物多様性と
ｶ物の進化

　地球上に150万種認知されており、実際は千万を超えるかも知
黷ﾈいと推定されるほど多くの種に分化している生物の多様性
ﾆは何か。歴史的な存在である生物多様性の由来を進化の視点
ﾅ総説し、主な分類体系を紹介する。

岩槻邦男
i立教大学
ｳ授）

岩槻邦男
i立教大学
ｳ授）

2
分子レベルの進化
ﾆ中立説

　表現型レベルの進化は生存と繁殖に有利な突然変異の蓄積に
謔ﾁて起こり、分子レベルでの進化は主に自然選択に中立な突
R変異遺伝子が偶然的に種内に蓄積することによって起こる。
i化学における中立説の意義を講ずる。

高畑尚之
i総合研究
蜉w院大学
ｳ授）

高畑尚之
i総合研究
蜉w院大学
ｳ授）

3 生物の分子系統樹

　脊椎動物の個体発生をモデルとして作られた古典的な系統樹
ﾆ並んで、近年研究が進んでいる分子レベル、特にタンパク質
ﾌアミノ酸配列や核酸の塩基配列における差異を指標に動物の
N源と系統進化を明らかにする手法を紹介する。

堀　　　寛
i名古屋大学
ｳ授）

堀　　　　寛

i名古屋大学
ｳ授）

4
動物ゲノム進化の

ｹ筋

　全生物の究極の祖先は、原核生物シアノバクテリウムであっ
ｽが、動物細胞は、その先祖と思われる原真核動物以来、各種
ﾗ菌の細胞質内寄生によって小器官を獲得し、それらの細菌の
L効な遺伝子を核内の染色体上に集めることによって進化を続
ｯてきた。

　　大野　乾
iBec㎞an　Research
hndstitute　of，the
@City　of　Hope）

る 動物の系統樹

　ダーウィン以来生物が進化することが広く受け入れられるよ
､になり、この視点をふまえた系統樹が作られている。系統分
ﾞ学の立場から、現在の多様な動物たちの進化の過程と起源を
T説する。

白山義久
i京都大学
ｳ授）

白山義久
i京都大学
ｳ授）

6
化石が語る動物の

i化

　過去の生物の記録である化石を通じて、動物の巨視的な形態
I進化や多様性を紹介する。生物が地球環境の変化や共存する
ｼの生物種との相互作用の中で、時間とともに進化してきたこ
ﾆを、主に脊椎動物を例に講ずる。

冨田幸光
i国立科学博
ｨ館室長）

冨田幸光
ｭ国立科学博
ｨ館室長）

7 動物のかたちの
N源と進化

　多細胞動物の体づくりはすべて1個の細胞である受精卵から
nまる。したがって、動物の形の起源と進化を考えるためには
ｭ生のメカニズムを理解することが必須である。最近になっ
ﾄ、動物の体づくりを制御する遺伝子の働きが明らかになりだ

ｵている。そうした遺伝子の働きから体制の進化に至るまでを
T説する。

佐藤矩行
i京都大学
ｳ授）

佐藤矩行
i京都大学
ｳ授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名ン

放送担当
u　師　名
i所属職名〉

．8 種の遺伝的四花

　種分化は生物進化の基本となる過程である。生物学的「種」
ﾌ概念に準拠すれば、種の遺伝子構成には特異性がある。遺伝
q分析のもっとも進んだ哺乳動物であるマウスを対象に、種の
笂`的分化の実体を探る。

森脇和郎
i総合研究
蜉w院大学
寢w長）

森脇和郎
i総合研究
蜉w院大学
寢w長）

9 陸上植物の種分化

　陸上に生活する植物は20数万種に分化しているが、そのため
ﾉは特有の多様化の過程を踏んでいる。遺伝子突然変異だけで
ﾈく、染色体突然変異が、植物の種形成にどのように現れ、具
ﾌ化されているかを、実際の例を挙げながら概説する。

伊藤元宵
i千葉大学

赴ｳ授）

伊藤元宵
i千葉大学

赴ｳ授）

10 藻類の系統と進化

　真核生物の進化は具体的にどのような過程を経ていたか、新
ｽに真核生物となった藻類の多様性はどのように形成され、維
揩ｳれているか。現生の藻類の多様性の基づく研究成果から、
迫ﾞの系統と進化を紹介する。

井上　　勲
i筑波大学

ｳ授）

井　上　　勲

i筑波大学
ｳ授）

1
1

陸上植物の起源と

ｽ様化

　陸上植物は4億年あまり前に、緑藻類の1群が、陸上に進出し
ﾄきたものである。植物が陸上へ進出してくる背景と、陸上へ
i出してどのように多様化したのか、陸上植物の系統を、葉の
`成を具体的な指標としながら紹介する。

岩槻邦男 岩槻邦男

12 種子植物の系統
ﾆ進化．

　現生の陸上植物の多様性の大部分は種子植物で占められる。
､上植物のうちから、種子植物はどのような過程を経て形成さ
黶A何故このように多様化することができたのか。種子植物の
N源と多様化について、とりわけ花と実の進化を紹介する。

西田治文
i中央大学

ｳ授）

西田治文
i中央大学

ｳ授）

13 菌類の系統と進化

　菌類は動物でも植物でもない生物の世界の第3の群を作る。・
ﾛ類の起源と進化について、現生の菌類の多様性を整理しつ
ﾂ、その進化の過程を追跡する。三界にまとめられる真菌類
ﾆ、変形菌類、ツボカビ類、卵菌類などの原生生物との比較も
獅ﾝる。

土居立面
i国立科学

歯ｨ館室
ｷ）

土居祥免
i国立科学

歯ｨ館室
ｷ）

14 人類の起源と進化

　ヒトが類人猿と共通な祖先から進化してきたことは疑う余地
ﾍない。しかし、いつ、どのようにして今日のヒトができたか
ﾍ充分に解明されてはいない。化石と分子時計の両面から進め
轤黷ﾄいるこの問題へのアプローチを解説する。

長谷川政美
i統計数理

､究所教
�r

長谷川政美
i統計数理

､究所教
�j

15 種の多様化と滅失

　自然界における主の分化の実態はすでに紹介されているが、
甯`成と逆に、種には絶滅が必然である。さらに、ヒトの営為
ｪ地球環境を変貌させたことによづて、種の絶滅は新たな問題
�ｶみ出している。種の形成と滅失について概説する。

岩槻邦男 岩槻邦男

一780一



＝＝ ｮ物の行動と社会＝＝（TV）

〔主任講師：日高敏隆（滋賀県立大学長）〕

全体のねらい
　動物たちは、ローレンツ時代に考えられていたように集団や種を維持するためにではなく、それぞれの個
体がそれぞれ自分の適応度を高めようと努力しているのだという見かたが、研究者たちの基本的認識になつ
’た。そうなると、動物たちの行動も動物たちの社会も、これまでとはまったく違ったものとして、われわれ
の目に映ってくる。われわれ人間自身の行動や社会を見る目も、おのずと変わってくる。この講義では、こ
の新しい視点から“動物の行動と社会”をとらえてみようと思う。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

はじめに
エソロジーを確立した3人の学者 日高敏隆 日高敏隆

1 動物行動学とは エソロジーの基本概念 （滋賀県立 （滋賀県立

エソロジーの4っの分野 大学長） 大学長）

はじめに
モンシロチョウの配偶行動

2 行動のおこるし イトヨの攻撃行動 同　上 同　上

くみ アカスジドクチョウの配偶行動
セグロカモメのヒナのっつき行動

はじめに
餌への定位 櫻井一一彦 櫻井一彦

3 環：境世界と外界 外界の知覚と媒体 （成城大学 （成城大学

認識 環境世界 短期大学部 短期大学部
助教授） 助教授）

はじめに
信号の媒体
各媒体の特性

4 信号とコミュニ 信号によって伝えられる内容 同　上 同　上

ケーション ディスプレイの由来・儀式化・信号の進化
信号のねらい

はじめに
本能か学習か

5 行動の発達と学 行動の個体発生 同　上 同　上
習　（1） 発達：成熟と学習

学習

刷り込み
さえずりの発達

6 行動の発達と学 文化 同　上 同　上
習　（2）

はじめに
共通祖先からの由来 近　　雅博 近　　雅博

7 行動の進化と遺 行動の進化的変化 （滋賀県立 （滋賀県立

伝 ダーウィンの自然淘汰説と適応的変化 大学助教授） 大学助教授）

ガータースネークの食性の地理的変異
コオロギの一種のコーリング時間の変異
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　　マ ’内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

はじめに

ダーウィンの自然淘汰説
8 適応度とは 適応度 近　　雅博 近　　雅博

行動の機能
カワトンボの一種の精子置換
ハヌマンラングールの子殺し

はじめに
戦略とは

9 最適戦略とES 最適戦略 同　上 同　上
S シジュウカラの1腹卵数

ESS（進化的に安定な戦略）
性比

はじめに
’ 戦略と戦術 中嶋康裕 中嶋康裕

10 代　替　戦　略 頻度依存の代替戦略 （宮城大学 （宮城大学

代替戦略としてのオスとメス 助教授） 助教授）

地位依存の代替戦略

はじめに
利他行動

11 利他行動と包括 ミツバチの社会／アブラムシの兵隊 近　　雅博 近　　雅博
適応度 包括適応度／互恵的行動

囚人のジレンマ／“しっぺ返し”戦略
チスイコウモリの互恵的行動

はじあに

動物はなぜ群れるのか一群れの経済学
12 社会構造　（1） 群れ生活の出費と相克 中嶋康裕 中嶋康裕

群れとなわばり なわばりの経済学

はじめに
子育てと配偶システム

13 社会構造　（2） 単婚の社会 同　上 同　上
配偶システム 一夫多妻の社会

真社会性動物

はじめに

性淘汰の強さとはたらき方
14 性　　淘　　汰 メスは本当にオスを選んでいるのか 同　上 同　上

魅力的なオスは本当に有利なのか
なぜメスは選択するのか

はじあに
親と子の対立

15 動物行動学から きょうだい間の対立 中嶋康裕 中嶋康裕
みた家族 親と子のかけひき
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＝細胞生物学（’98）＝　（TV）

〔錐難魚鱗懲齢巌森諾二期部品

全体のねらい
　生命はさまざまな分子が特殊な環境の申で反応しあって成り立っている。細胞は生命現象が認められる最
小単位で、生命維持に必要なすべての分子を持っている。それらの分子の多くは細胞内で無秩序な溶液状態
としてあるのではなく、いろいろな構造に組み込まれている。ここでは細胞の構造やはたらき、それらを支
える生命の化学について学ぶ。

回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 細　胞　と　は

　細胞は生物を構成する基本単位であり、生命の最小単位
ﾅもある。生命の始まりは、35億年前にさかのぼる。無機
ｿから作られた有機質が地球の原始の海で小塊を作り、生
ｽを持つ細胞へと進化した。細胞の種類や、基本的形態と
@能から細胞像をイメージする。

石川春律
i群馬大学

ｳ授）

ｲ藤英美
i名古屋大

w名誉教授）

｡原敬己
i国立循環

﨑aセンター

､究所部長）

石川春律
i群馬大学

ｳ授）

ｲ藤英美
i名古屋大

w名誉教授）

｡原敬己
i国立循環

﨑aセンター

､究所部長）2 生命を狙う分子

　生命はさまざまな分子間の複雑な反応により維持される
ｪ、細胞は生命の最小単位であり、それに必要な分子を備
ｦている。細胞を構成する主な分子の基本的性質や機能、
ｻれらが形成する細胞の構造などについて学び、細胞の分
q構築をイメージする。

藤原敬己 藤原敬己

3 細胞のしらべ方

　細胞の構造や機能、生命現象の機構などを研究するため
ﾉはいろいろな方法が用いられる。顕微鏡による細胞の観
@、細胞の培養法、電気泳動法、遺伝子操作法など、細胞
ｶ物学分野の研究によく使われる解析技術について、その
軏{原理と得られる情報について学ぶ。

尾張部克志
i名古屋大

w助教授）

尾張部克志
i名古屋大

w助教授）

4 細胞膜のはたら

ｫ

　細胞表面には外界から署する細胞膜がある。細胞膜は、
u壁としての役割、物質の透過や輸送、取り込み、分泌、
ﾗ胞同士の接着やコミニケーション、情報の受容など多様
ﾈ機能を果たず。細胞膜の構造や細胞表面の特殊化につい
ﾄ機能と関連させて学ぶ。

石川春律 石川春律

5 細胞内小器官の
ﾍたらき

　細胞内部にも細胞膜と同じような膜が存在し、動物の器
ｯのような働きをする構造を作っている。これらの構造は
ﾗ胞小器官と呼ばれ、小胞体、ゴルジ装置、リソソーム、
yロキシソーム、ミトコンドリア、葉緑体がある。それぞ
黷ﾌ形態的特徴と機能について学ぶ。

同　上 同　上

6 細胞を支える骨

g

　細胞質には蛋白質から作られた線維成分が存在し、細胞
怺iと総称される。主として微小管、アクチンフィラメン
g、中間径フィラメントの3種類からなり、細胞の形を支
ｦる骨組みや、細胞の運動装置など、多様な役割を果たす。
ｱこでは細胞骨格の構造と機能について学ぶ。

同　上 同　上

7 細胞の動き

　筋細胞は収縮を目的に分化した細胞で、細胞質内は収縮
葡uで満たされている。筋細胞以外の細胞にも運動能があ
閨A細胞全体の移動や細胞内の動きなど、さまざまな運動
ｪみられる。いろいろな細胞の収縮や運動を引き起こす構

｢、動きの分子機構などについて学ぶ。

尾張部克志 尾張部克志
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 細胞分裂と染色

ﾌ

　生物の発生や成長は、1個の細胞が分裂して2個になる
ｱとから始まる。細胞分裂には核内で複製したDNAが凝
Wして染色体を形成し、紡錘体によって正確に娘細胞に分
zされる。ここでは紡錘体の構造や動態、染色体の構造、
煤A形状などについて学ぶ。

佐藤英美

蕪c行昭
i国立遺伝

w研究所名
_教授）

佐藤英美

蕪c行昭
i国立遺伝

w研究所名
_教授）

9 遺伝のしくみと

cNA

　遺伝のしくみはメンデルの法則を基本とする。これに合
墲ﾈい現象として遺伝子の連鎖、連鎖を破る遺伝子の乗り
ｷえなどがある。その頻度を利用して染色体地図が作成さ
黷驕Bその遺伝子の本体はDNAでる。ここではDNAの構造下タンパク質の合成のしくみなどについて学ぶ。

黒田行昭 黒田行昭

10 生殖と発生

　生殖細胞形成、増殖、成熟、そしてそれに引き続く受精、
ｭ生という一連の変化は、真核細胞に共通するパターンで
?驕Bこの章では卵や精子の形成過程と＝構造変化、受精の
ｪ子機構、初期発生と変態のしくみなどについて学ぶ。

佐藤英美 佐藤英美

11 細胞内情報伝達

　生体の統合的制御には神経に加え、ホルモンなどいろい
?ﾈ細胞が産生する生理活性物質による液性制御機構が働
ｭ。こうした液性情報が特定の細胞にだけ働く機構につい
ﾄ、細胞にある受容体、その特異性、細胞内情報伝達など
ﾌ機構を中心に学ぶ。

藤原敬己 藤原敬己

12 細胞間情報伝達一神経のはたら

ｫ一

　神経細胞は情報の伝達や処理を行う特殊な細胞で、その
ｫ質は遺伝的に与えられているが、環境によって変化する
ｫ質（可塑性）としない性質がある。神経細胞が個体の生
ｽの営みの情報処理を行う脳の主要構i成要素であるという
ｧ場から、その特殊性について学ぶ。

松本　　元
i理化学研

?潟Oルー
vディレク
^ー）

松本　　元
i理化学研

?潟Oレー
vディレク
^ー）

13 生　体　防　御一免疫のはたら

ｫ一

　生物は環境中の多くの危険因子から自己を守るため、さ
ﾜざまな防御機構を備えている。免疫は最も高度に発達し
ｽ、いわば最後の砦ともいえる生体防御機構である。この
@構の主役である抗体の産生や構造、体液性免疫と細胞性
ﾆ疫のしくみなどについて学ぶ。

藤原敬己 藤原敬己

14 細胞の変異と
ｪん

　生物の遺伝子DNAは安定なものであるが、化学物質や
厲ﾋ線など環境因子によって突然変異が起こる。これが遺
`病や老化、がんなどの原因となる。がんは正常細胞が多
ｭの段階を経て生じるが、特にがん遺伝子やがん抑制遺伝
qの関与が最近明らかになった。

黒田行昭 黒田行昭

15 細胞の老化と

　個体の老化や死には、個体を構成する個々の細胞の老化
竕ﾁ齢が深く関わっている。これら細胞のDNAにプログ
宴?ｳれた遺伝情報によるか、または環境因子によるDN
`損傷の蓄積によると考えられる。その証拠として老化遺
`子やテロメアの存在が見出された。

佐藤英美

蕪c行昭

佐藤英美

蕪c行昭

一784一



＝現代生物学＝（TV）

〔詠振：罧難1騨蟹畦哩究鮮響三一画所鋤

全体のねらい
　現代生物学は、今世紀後半の分子生物学の発展の影響を受けて著しい進歩をとげつつある。その中で、遺
伝と遺伝子のはたらき、発生における分化と形態形成、物質代謝、エネルギー代謝、運動、およびホメオス
タシスについて解説する。あらかじめ、生物学概論または同程度の基礎的知識を学習しておくことが望まし
い。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

生命の根源物質であるタンパク質についてその合成と分 大隅良典 大隅良典
解、一次構造や立体構造、変性と再生などを概説し、タン （岡崎国立 （岡崎国立

1 タンパク質の構 バク質はどういう機能をもっているのかについて述べる。 共同研究機 共同研究機
造と機能 構基礎生物 構基礎生物

学研究所教 学研究所教
授） 授）

解糖と呼吸の役割を考える。生体内におけるエネルギー
の生成と利用が解糖と呼ばれる代謝のどのような反応によ 山田晃弘 山田晃弘

2 解糖と呼吸 っておこるかを述べ、この代謝を進める反応と細胞内構造 （放送大学 （放送大学

との関連を解説する。 教授） 教授）

光合成が植物体のどのような構造を利用して行われ、そ
の産物がどのように利用されるかを述べ、光合成の代謝反

3 光　　合　　成 応と葉緑体の構造との関連について解説する。 同　上 同　上

生体内でおこる代謝（物質交代）は酵素のはたらきによ
り進行する。　「生物学概論」で学んだ酵素および代謝につ

4 代　謝　調　節 いての知識を整理し、さらに深く解説する。 同　上 同　上

遺伝物質はDNAと呼ばれる高分子化合物である。遺伝
遺伝情報とは何 情報は4っの塩基の配列順序の中にある。遺伝情報の本質

5 か は何か、どのようにして形質として発現するのか、セント 大隅良典 大隅良典
一二ントラルド ラルドグマについて概説する。
グマー

地球上の生物は、バクテリアからヒトに至るまで同じ遺
伝暗号を用いている。このことは全ての生物が共通の原始

6 遺伝暗号の解読 生物の子孫であることを強く示唆している。遺伝暗号の解 同　上 同　上
読と、その発現に重要な役割を担うRNAについて学ぶ。

DNAの情報がどのようにRNAを介してタンパク質へとほん
訳されるか、遺伝子の発現はどのように調節されているかにっ

7 遺伝子の発現と いて概説する。 同　上 同　上
その調節
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回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 遺伝子操作の進
烽ﾆ真核生物の
笂`子

　分子生物学の進歩によって、遺伝情報の本質が理解され、
l類は遺伝子を操作することが可能となった。生物学上の
ｱの重大な変革をもたらした技術とその応用面について概
烽ｷる。

大隅良典 大隅良典

9 発生のしくみ

　動物の発生における細胞分化と形態形成の実際について
T観し、さらに分化と形態形成のしくみについてこれまで
ﾇのような考えが出されているかについて学ぶ。

毛利秀雄
i岡崎国立

､同研究機
¥基礎生物
w研究所長）

毛利秀雄
i岡崎国立

､同研究機
¥基礎生物
w研究所長）

10 哺乳類の発生と

`態形成1

　1960年のキメラマウス作製の報告から現在の発生工学に
鰍驍ﾜでの発展を素材として、ヒトを含む哺乳類の発生の
ｴ理と特性とを理解させる。

近藤寿人
i大阪大学

ｳ授）

近藤寿人
i大阪大学

ｳ授）

11 哺乳類の発生と

`態形成H

　短尾突然変異体マウス、単眼突然変異体ゼブラフィッシ
?ﾈどを題材としながら、体軸形成などの過程と遺伝子の
?pとを結びつけ、実感をもって理解させる。 同　上 同　上

12 植物の分化と形

ﾔ形成

　植物の成長および発生の過程を学び、動物のそれらとは
ﾙなる面に注目する。植物の成長および発生の特徴を生か
ｵ、バイオテクノロジーの手法により農業、園芸面で役立
ﾁている現状をも解説する。

山田晃弘 山田晃弘

13 細胞の運動

　細胞の移動運動や、細胞内の原形質や細胞小器官の運動
ﾆそのしくみについて、顕微鏡レベル、分子レベルでの研
?菇@を含めて解説する。

平本幸男
i東京工業

蜉w名誉教
�j

平本幸男
i東京工業

蜉w名誉教
�j

14 動物の運動

　走る、泳ぐ、飛ぶなどさまざまな型の動物の運動におけ
驩^動モーターの種類とそのはたらき、神経による調節に
ﾂいて述べる。さらに異なる種類の筋肉の収縮のしくみに
ﾂいて比較、解説する。

同　上 同　上

15 ホメオスタシス

　生物には、外界や体内の環境変化に対してその形態や生
搏I状態をできるだけ一定に保とうとする性質がある。こ
ﾌようなホメオスタシスのしくみについて、いくつかの例
�?ｰて説明する。

毛利秀雄 毛利秀雄
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＝太陽系の科学（’99）＝（TV）

全体のねらい
　惑星や小惑星、衛星、彗星など非常に多数の天体が太陽の重力を受けて集団をなしているのが、われわれの太陽系で
ある。本科目では、惑星などの運動や個々の天体の性質等について、最近の惑星探査などによる研究成果もふまえて講
義し、現代の太陽系像を習得する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名〉

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 研究の歴史

　古代やギリシア時代から太陽系天文学の発展の歴史を概観
ｵ、最近の探査機による成果や研究にいたる。現代の宇宙観形
ｬまでにおける太陽系天文学の果たした意義も考える。全15回
ﾌ講義の展開についても述べる。

小尾信彌
i元放送大
w長）

小尾信彌
i元放送大
w長）

2 太陽系の概観
　太陽系の全体像について述べる。太陽を中心とした諸天体の
z位や分布、運動等の特徴について述べ、太陽系に見られる全
ﾊ的特徴を学び、太陽系の起源に及ぶ。

同　上 同　上

3 地球と月の運動
　自転や公転およびそれにかかわる地球の運動の様子を、それ
轤ｪ解明されてきた歴史とともに学ぶ。さらに、地球のまわり
ﾌ月の運動についても学ぶ。

吉岡一男
i放送大学

赴ｳ授）

吉岡一男
i放送大学

赴ｳ授）

4
天球座標と時間・時刻

　天球上での位置を表わす天球座標および時刻の決定は、地球
ﾌ自転や公転と深くかかわっている。ここでは、これらの決定
ｪどのようにして行われ、どのような種類の天球座標や時間・
檮盾ｪ定められているかを学ぶ。

同　上 同　上

5 惑星の視運動と
獅ﾌ現象

　天球上の惑星の動きすなわち視運動は、太陽系のモデルの観
ｪ的基礎となってきた。ここでは、惑星の視運動がどのように
燒ｾされるかについて学ぶ。また、月の運動に関連して、日・
諮Hなどの現象についても学ぶ。

同　上 同　上

6 惑星運動の法則

　16世紀後半のチコ・ブラーエの惑星位置の観測をもとに、17
｢紀初めにケプラーが惑星運動に関する3法則（ケプラーの法
･）を発見した。ここでは、観測結果から法則が導かれたいき
ｳつや手順について学ぶ。

堀　源一郎
i富山国際

蜉w教授）

堀　源一郎
i富山国際

蜉w教授）

7 面積速度の法則
　17世紀後半にニュートンは万有引力の法則を発見し、それに
薰ﾃいてケプラーの3法則は理論的に導かれた。ここでは、面積
ｬ度の法則（第2法則）について、その諸側面を学ぶ。

同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

万有引力の法則からは、2体の運動の軌道として、楕円、放物
8 楕円運動の性質 線、双曲線が得られる。ここでは、太陽系でふつうに実現して 堀　源一郎 堀　源一郎

いる楕円運動について学ぶ。

万有引力の法則からは、2体の運動について、公転の平均距離

9 第3法則と万有
�ﾍ

と公転周期の間にいわゆる第3法則が導かれる。ここでは、その
ｱき方を通じて2体運動を考え、また天文学における第3法則の

同　上 同　上

応用等も学ぶ。

10 惑星以外の天体
^動

　地球をまわる月やより一般には惑星をまわる衛星の運動も2体
ﾌ運動として考えることができる。ここでは衛星の運動など
竅Aさらに彗星のような小天体の運動について述べる。

同　上 同　上

現実の太陽系においては、惑星の衛星等の運動を論ずる場合

11 摂　　　　　　動
に2体運動は理想化されたものにすぎない。小惑星の運動をはじ
ﾟ現実の太陽系の力学を論ずるため18世紀以降に発展した摂動

同　上 同　上

について学ぶ。

水星、金星、地球、火星さらに月など地球型の諸天体につい 松井孝典 松井孝典
12 地球型惑星 て、地球からの観測や最近の直接探査で得られた結果をもと （東京大学 （東京大学

に、それらの地形的特徴や物理的な性質を学ぶ。 教授） 教授）

木星、土星、天王星等についての知識は、最近の直接探査の
13 木星型惑星 結果によって格段に進んだ。ここでは、それらの成果をふまえ 同　上 同　上

て、これら大型の惑星の諸性質を学ぶ。

太陽系には、惑星のような比較的大型の天体の他に火星と木
星の軌道内を公転する非常に多数の小惑星や、さらに数の多い

14 太陽系の小天体 彗星などの小天体が知られている。これらの小天体について 同　上 同　上
も、最近の分光観測や直接探査により多くの知見が得られてい
る。これら小天体について学ぶ。

太陽系の諸天体は、およそ46億年以前に銀河系内の星間雲の
中で太陽が形成されるのに伴って誕生した。惑星をはじめとす

15 太陽系の起源 る太陽系の天体の誕生については18世紀中ごろ以来多くの説が 同　上 同　上
出されている。ここでは最近の考え方を中心に太陽系の起源に
ついて学ぶ。
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＝天体物理学入門＝CTV）
〔主任講師：吉岡一男（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　本科目では、天体についての知識がどのような観測や理論にもとづいて得られるのかの理解を目ざしてい
る。そのために、主として恒星の可視域の観測を実例にとって、その運動や質量や表面温度・圧力あるいは
内部構造を得る具体的過程を、演習を交えて解説する。これらの知識は、他の天体の解析の基礎にもなって
いる。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

まず、15回の講義の全体の流れについて概説される。つ
いで、天球の概念と天球上での天体の位置の表し方を学ぶ。 吉岡一男 吉岡一男

1 天体の位置の表 そのあと、恒星とはどのような天体かが説明され、最後に、 （放送大学 （放送大学

示と年周視差 恒星の直接的な距離を与える年周視差とその測定法につい 助教授） 助教授）

て学ぶ。

天球上での天体の動きとその原因について学ぶ。ついで、
天球上での天体 天体の視線上の動きを表す視線速度とその測定法について

2 の動きと視線速 学ぶ。さらに、天体の宇宙空間内での運動が説明され、最 同　上 同　上
度 後に、太陽およびその近傍の星斗の運動を学ぶ。

年周視差を直接に測定することのできないより遠い距離
の測定法として、ここでは恒星の集団に適用されるいくつ

3 恒星の集団の距 かの方法について学ぶ。 同　上 同　上
離の決定

天体の明るさは、等級で表される。ここでは、等級の定
義とその測定法について学ぶ。等級には、見かけの等級と

4 天体の明るさの 絶対等級の区別があり、また、測定される波長域による区 同　上 同　上
測定と等級 別もされているが、それらについても学ぶ。

かなりの恒星が、連星として存在している。連星は、質
量をはじめとして恒星のさまざまな物理量の貴重な情報源

5 連星とその種類 となっている。ここでは、連星の頻度とその種類について 同　上 同　上
学ぶ。また、連星を構成する星の公転運動についても学ぶ。

連星を観測して星の物理量を得るのに、いくつかの方法
がある。すなわち、天球上で動きを観察したり、視線速度

6 連星の解析 や光度の変化を観測する。ここでは、これらの方法につい 同　上 同　上
て学ぶ。

これまでは、天体の運動や明るさ等の知識で間に合う現
天体物理現象の 象を扱ってきた。以後は、温度や圧力等の物理量もかかわ

7 解析のための基 る現象を扱うので、ここではその準備として、それらの概 同　上 同　上
礎的法則 念やそれらの間で成り立つ法則について、基礎的なものを

学ぶ。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

天体の温度は、主に天体からの放射とスペクトルをもと
に求められる。ここでは、それらの決定法をその基礎とな

8 天体の温度の決 る物理的知識とともに学ぶ。さらに、温度決定のいくつか 吉岡一男 吉岡一男
定とスペクトル の例も学ぶ。

恒星は、スペクトルをもとにスペクトル型に分類されて
恒星の表面温度 いるが、スペクトル型は星の表面温度や色指数と密接な関

9 とスペクトル型 係にある。ここでは、それらの関係について学ぶ。 同　上 同　上
・色指数

横軸に表面温度を示す量を目盛り、縦軸に光度を示す量
を目盛ったHR図は、恒星の研究に重要な役割を演じてき

10 HR図と恒星の た。ここでは、HR図が導かれた歴史も交えて、　HR図に 同　上 同　上
分類 もとつく恒星の分類について学ぶ。

太陽は46億年もの間、現在とほぼ同じ明るさで輝いてい
る。ここでは、このエネルギー源が核融合のエネルギーで

11 太陽の年齢とそ あることを、太陽の年齢が推定された過程とともに学ぶ。 同　上 同　上

のエネルギー源 さらに、他の恒星のエネルギー源についても学ぶ。

現在、恒星の内部構造について、かなりのことが知られ
ている。ここでは、恒星の内部構造がどのような原理にも

12 恒星の内部構造 とついて決定されているかを学ぶ。また、それらをもとに、 同　上 同　上
の決定 恒星の中心部の物理量が概算される。

われわれが直接に受け取る恒星からの放射は、恒星の表
層から来たものである。ここでは、これらの表層の構造が

13 恒星の表層構造 どのような原理にもとづいて決定されているかを学ぶ。こ 同　上 同　上
の決定 の原理は、星間雲など恒星以外の天体にも適用できる。

ここでは、前章で学んだ知識も用いて、恒星をはじめと
する天体の化学組成や温度・圧力などの物理量がどのよう

14 天体の化学組成 して求められるかを学ぶ。 同　上 同　上

の決定

ここでは、われわれに最も身近な恒星である太陽で観測
される現象について学ぶ。さらに、これまで学んだ表面温

15 太陽の世界 度や表層構造や内部構造などの決定法を太陽に適用し、具 同　上 同　上

体的な結果を得る。
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＝天体と宇宙の進化1＝（TV）

〔主任講師　杉本大一郎（放送大学教授）〕

全体のねらい
　天体とそれらすべてを包含する大局的宇宙について、現代の理解と解釈を述べる。宇宙が誕生し、いろい
・うな天体が生まれ、多様な階層構造をもつに至った過程を明らかにする。最前線の研究成果に重点をおくが、
歴史と、それらを理解するための基礎も述べる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1．天上の運動と地上の運動
2．天上の物質と地上の物質 杉本大一郎 杉本大一郎

1 近代宇宙観への 3．物質世界の歴史 （放送大学 （放送大学

道 教授） 教授）

1．距離の測定
2．銀河の世界

2 宇宙の広がりと 3．膨張宇宙 同　上 同　上

その認識

1．可視光線による観測
2．宇宙観測のチャンネル

3 宇宙からの情報 同　上 同　上

1．恒星の世界
2．星の誕生と原始星 野本憲一一 野本憲一

4 星の誕生と主系 3．星の内部はなぜ分かる （東京大学 （東京大学

列星 4．星のエネルギー源 教授） 教授）

5。主系列星とその寿命
6．太陽からのニュートリノ
7．白色心宿と褐色倭星

1．赤色巨星への進化
2．散開星団の進化と年齢

5 赤色巨星と進化 3．小質量星の進化と球状星団 同　上 同　上

の終末 4．炭素の合成
5．質量放出と惑星状星雲
6．大質量星の進化と元素合成

1．超新星とは
2．大マゼラン雲に出現した超新星1987A

6 超新星爆発と元 3．大質量星の進化と重力崩壊
素合成 4．ニュートリノ・バースト 同　上 同　上

5．超新星1987Aの光度曲線
6．超新星からのX線・ガンマ線と物質混合
7．超新星での元素合成と固体微粒子の形成
8．超新星での対流不安定と混合

1．新星
2．Ia型超新星
3．連星と超新星の多様性

7 連星の進化 4．X線連星 同　上 同　上

5．中性子星連星と重力波

6。中性子星
7。元素の起源と太陽組織
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講師名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1。銀河宇宙
2。銀河の観測 岡村定矩 岡村定矩

8 銀河系と銀河 3．銀河系内での星の＝運動 （東京大学 （東京大学

4。銀河系の概観 教授） 教授）

1。いろいろな銀河
2。自己重力系としての銀河

9 銀河の構造と銀 3。銀河内での物質とエネルギーの循環 同　上 同　上
二進化モデル 4。銀河進化モデル

5．銀河の力学進化

1．宇宙の階層構造とダークマター
2．銀河の形態一密度相関

10 銀河進化と宇宙 3．銀河の光度関数 同　上 同　上
環境 4．ブッチャー・エムラー効果と不規則銀河

5。楕円銀河とバルジの力学特性

1。宇宙の構造を決ある宇宙論パラメータ
2．宇宙の距離はしご

11 銀河から宇宙へ 3。遠方銀河の距離決定法とハッブル定数 同　上 同　上
4．密度パラメータの決定
5．さらに遠くさらに広く

1。ハッブルの法則
2．軽元素の存在量 須藤　　靖 須藤　　靖

12 宇宙論の観測的 3．宇宙マイクロ波背景輻射 （東京大学 （東京大学

基礎 助教授） 助教授）

1．一様等方宇宙モデルの進化
2。宇宙論パラメータ

13 ピックバン宇宙 同　上 同　上
モデル

1。暗黒物質：観測的示唆
2．暗黒物質の候補

14 暗黒物質と宇宙 3。暗黒物質と宇宙の構造形成 同　上 同　上
の大構造

1。膨張宇宙の年譜
2．4っの相互作用の分化 須藤　　靖

15 初期宇宙の進化 3。インフレーション理論 同　上

4．宇宙論の展望 杉本大一郎
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＝天体と宇宙の進化1＝CTV）

〔主任講師：杉本大一郎（放送大学教授）〕

全体のねらい
　同じ天体でもいろいろな波長の電磁波など異なる観測チャンネルによって、また異なる観測技術によって、
それぞれに特有の側面を見せる。また、特定のチャンネルや技術をとおして初めて観測出来る現象もある。
宇宙の探究は、広い意味での視野の拡大をとおして；進む。

執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1．視野を広げる
2。詳細に見る 杉本大一郎 杉本大一郎

1 新しい技術が開 3．情報を引き出す。 （放送大学 （放送大学

く新しい天文学 教授） 教授）

1。電波天文学の誕生
2。電波の発生機構 石黒正人 石黒正人

2 電波天文観測1 3．電波望遠鏡のしくみ （国立天文 （国立天文

台教授） 台教授）

1．電波天文観測の方法
2．干渉計型電波望遠鏡

3 電波天文観測H 3．VLBI（超長基線電波干渉計） 同　上 同　上

4．その他の電波望遠鏡

1．電波で見る太陽
電波で見る太陽 2．星間ガスから星へ

4 および星の誕生 3．原始惑星系 同　上 同　上
と死 4．超新星残骸とパルサー

1．銀河系の大局構造
2．銀河系中心部

5 電波で見る銀河 3．電波で見るさまざまな銀河の姿 同　上 同　上

系および銀河 4．活動銀河中心核と巨大ブラックホール

1．見える宇宙
2．X線とは 牧島一夫 牧島一夫

6 大気圏外から観 3．X線と大気 （東京大学 （東京大学

回するX線 4．X線天文学の始まり 教授） 教授）

5．わが国のX線天文学
6．ロケット

1．X線で見た太陽
2。超新星の残骸

7 銀河系からのX 3。かに星雲とパルサー
線 4．連星X線パルサーと中性子星の磁場 同　上 同　上

5。中性子星の半径とX線バースト現象
6．中性子星の質量とブラックホール
7．この章のまとあ
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1．X線を反射させる
2。X線で見た銀河

8 銀河系の外から 3．銀河の中心の巨大ブラックホール 牧島一夫 牧島一夫
来るX線 4．銀河団と暗黒物質

5．宇宙の物質量と構造形成
6．宇宙の旧い立ちを探る

1．天体からの光
2．光を集める 家　　正則 家　　正則

9 可視光・赤外線 3．光を分ける （国立天文 （国立天文

観測の原理 4．光を記録する 台教授） 台教授）

1．望遠鏡大型化と能動光学
2．大気ゆらぎの克服

10 光・赤外線観測 3．国際観測所 同　上 同　上
の新技術 4．スペースと地上

1。赤外線観測
2．惑星の観測

11 光・赤外線で見 3．原始星・惑星系形成 同　上 同　上
る星、星雲、銀 4．スペクトル線診断
河 5．銀河の活動現象

1．銀河の分布と宇宙の大構造
2．銀河の形成

12 深宇宙の観測 3．銀河の進化 同　上 同　上

1．総合科学としての天文学
2．宇宙における極限状態

13 天文学における 3。宇宙における形態形成と進化 杉本大一郎 杉本大一郎
理論とその役割

1。シュミレーションがひらく宇宙像
2．宇宙の流体現象

14 計算機という理 3．宇宙の多体現象 同　上 同　上
論天文台 4．超高速計算とその将来

1．人類の宇宙認識
2．宇宙像の拡大と観測手段 天体と宇宙

15 21世紀の天文学 3．　「発見の時代」の天文学 同　上 の進化1・
4。宇宙認識の拡がり ∬の講師全

5。21世紀へ向かう観測の展望 三
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＝固体地球＝（TV）
〔主任講師：濱田隆士（放送大学教授）〕

全体のねらい
　固体地球という術語は、大気圏と水圏を除いた地球部分を指す。しかし、実はその固体地球の本質は、大
きな時間スケールが必要であることを条件でみると、むしろ流体運動が支配的な、美しい成層構造をなす球
体であることを概説する。地球時間の長さと目前の物体が今示す挙動との落差の大きさに、地球の偉大さが
示されよう。

、執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

太陽系の惑星の中で、唯一の水惑星地球は、外観として
ブループラネットであるばかりでなく、内部まで“水浸し” 濱田隆士 濱田隆士

1 特異な成層惑星 の、しかも美しく密度成層した特異な惑星であるとの認識 （放送大学 （放送大学

を深める。成層単位内、あるいはそれらの間で大規模な、 教授） 教授）

ゆっくりとした循環が成立している。

地球物質を構成している、地球科学的な最小単位とされ
る鉱物を、さまざまな角度から捉えてみる。結晶という秩

2 鉱物の世界 序体系が、地球内部や表層での多様な環境条件に応じて形 同　上 同　上
成されていくかを示し、大きな意味で、地球科学的環境示
標物質としての存在を解説する。

岩石や地層は、すでに複雑な構成をもつ地球表層近辺の
物質である。鉱物ほど局所的ではないが、環境支配のもと

3 岩石・地層の世 に、それなりに特有の岩石・地層が形成されることを示し、 同　上 同　上
界 さらにその性質を逆に利用して、現存する岩石・地層から

地球の過去の状態を知る手段とする。

生命を持つ水惑星の歴史をたどる一つの大きな柱は、生
命を形として残している化石の研究である。化石は生命環

4 化石の世界 境の警標であると同時に、地球上で生起した進化の道に 同　上 同　上
のった、地球時間の指示者でもありうる。増大してきた種
の多様性の特性も化石によって語られる。

地球は一つの巨大なオープン・システムと考えてよい。
太陽エネルギーと共に、地球内部エネルギー、天体として

5 地球物質の循環 の回転手ネルギーが相互に関わり合う場には、様々な理論 同　上 同　上
と時間スケールでの物質循環が生起している。地球事象は
物質循環で語られるといってよい。

地球は生きている、あるいは休みなく動く地球という表
現を地球科学の立場から模写してみる。現在の地形は、さ

6 地殻変動と地形 まざま：な過去の積算された結果であるから、地殻変動や気 同　上 同　上
候変化などを地表（海中を含め）形態からたどる糸口にな
りうることを示す。

地球46億年の歴史のうち、最後の僅か6億年忌が生物史
地　　史一　1 をフルに活用して復元される地史である。それ以前の40億

7 先カンプリア時 年には、いったい何事が進行していたのか、生物史のみな 同　上 同　上
代 らず、火成史・変成史を含む地殻変動史をひもとき、地球

史の理解を深める。
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執筆担当 放送担当
回 テ　　一　マ 内　　　　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

数多くのビジュアルな化石記録を成すようになった遅生
塁代のうち、最初の6億～23億年間の歴史を概観する。こ

8 地一　史一2 の間に、さんご礁の形成・魚類の出現、生物の上陸など、 濱：田隆士 濱田隆士
古生代 生命史上の大事件が含まれている。日本列島の歴史もこの

頃から詳しくなってくる。

中生代といえば、恐竜やアンモナイトの全盛時代、とい
う印象が深い。しかし、それらの発展やいわゆる大絶滅事

9 地’　史一　3 件は、実は大局的にみると発展していく生命世界のほんの 同　上 同　上

中生代 1エピソードであり、生物危機の意味を再考する必要もあ
ることを説く。

人類の出現も含み、現在に到る約6500万年間は、一一言で
は哺乳類時代と通称される。若い地史であるだけに、環境

10 地　　史一4 はより複雑化し、生物種も多様性を益々増大させ、地域特 同　上 同　上
新生代 性が著しくなってくる。日本列島の形成史も詳しく理解で

きる時代となり、未来予測にもつながる。

生物界の多様性増大が、まぎれもない生物大進化の不可逆特晦
であるとされるが、そのメカニズムは単純ではない。化石素材

11 生物の大進化と

笆ﾅ

から見えてくる繁栄と絶滅のくり返しには、周期性らしき様相
熹Fめられ、種々の解析が進んでいる。恐竜の絶滅仮説にもふ

同　上 同　上

れる。

人類の起源はまだ確定していない。がしかし、かつて予想され
たよりもはるかに古く、少なくとも500万年前に遡ることとな

12 人類の足跡 り、200万年以降の第四紀を“人類紀”と呼ぶことはできなく ㌦同　上 同　上
なった。’人類の進化の特徴は、知的社会の創成にあるが、地球
環境の破壊も起こした。

文化の進展、科学の興隆につれて、人類の地球に対する考え方
は大きく変ってきた。それは、単に地球史の詳細が解明されて

13 新しい地球像の きたことのみによるのではなく、ヒトと地球自然環境との相互 同　上 同　上

形成に向けて 作用やそれについての認識が遷って変ってきたことにもよる。

プレート・テクトニクス理論誕生への道は、科学史に大
きく記されるべき経過である。ウェゲナーの大陸移動説に

14 プレート・テク も言及しながら、科学の協同作業が解き明かす、ダイナミ 同　上 同　上

トニクス ック地球像の流れを浮き彫りにする。動かざるごと大地の
如し、の認識は音を立てて崩壊した。

プレート・テクトニクス仮説にも解決できない地殻～地
球内部運動メカニズムがある。それを成層構造の再調査や

15 プリューム・テ 地史的ないきさつからのプレート成長記録の新しい解析法 同　上 同　上

クトニクス を組み合わせ、より可能性の大きなグローバル・テクトニ
クス理論がいま展開されっつある。
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＝＝ 坙{列島の地球科学（’99）＝＝（TV）

〔主任講師 濱田隆士（放送大学教授）〕

全体のねらい
　日本列島の形質は、地球の歴史の中で育てられてきた。しかも地殻の激動の場からの産物である。赤道直下に近い熱
帯サンゴ礁地帯であった部分が、プレート・テクトニクスによって北上し、アジア大陸の下縁と衝突して誕生した結果
であることを周辺の海域を含めた幅広い地球科学の眼でたどってみる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 列島の特徴

　日本列島とその周辺の、海水をとり去った結果の大地形を概
ﾏし、プレート・テクトニクスによる変動帯として成長してき
ｽ諸々の特徴を、グローバルな構造論の立場を通して理解す
驕B

濱田隆士
i放送大学
ｳ授）

濱田隆士
i放送大学
ｳ授）

2 列島の地質構造

　日本列島は、複雑な地殻変動の重なりとして形成されたの
ﾅ、現在見られる地質構造も複雑である。プレート衝突場の特
･として、変成帯と非変成帯とが繰り返し配列していたり、火
Rが帯状に連なるなど、豊かな歴史を反映したものであること
�揄�ｷる。

同　上 同　上

3 ．列島の気象

現在の日本列島は、北半球中緯度西に日本海を隔ててアジア大
､に向かい合い、ほぼ南北に細長くのび黒潮・親潮という二大
C流に囲まれ、さらに東は太平洋に面しながら、北半球の偏西
卵ﾑに位置する。この配置が季節毎に特徴的な気象をもたらす
ｱとを理解する。

同　上 同　上

4 列島をめぐる海

　日本は、海洋国・臨海国家と呼ばれるのに相応しい。海洋と
ﾍ、ただ単に水をたたえた広大な低地というだけはない。、地球
ﾌ自転運動により、太平洋の西縁に当たる日本列島近辺の海水
ﾍ特異な運動をとるようになっていることを理解する。

同　上 同　上

5 島弧プレート運動

　日本列島は、グローバル・テクトニクスとしてのプレート運
ｮによってでき上がった。地球表層部にはプレートがどのよう
ﾉ配置され、どのような動きをしてきたのか、列島形成の原動
ﾍになった地殻運動のモデルを検証する。

同一上 同　上

6 列島周辺の海底

　海の歴史は、海底の地形と地質、そしてその形成年代が語っ
ﾄくれる。海底の歴史は、プレートのどの位置を占めるかで大
ｫく異なる。列島地形や地質構造との調和のとれた配列が、海
黷ﾌ相対的な動きを示していることを理解する。

同　上 同　上

7 地　震　活　動

　変動帯に位置する日本列島には、過去・現在そして未来を通
ｶ、地震・断層運動が激しい。地震とそれによって起こされる
n震災害は、日本列島のもつ宿命であることを理解し、地震対
�ﾌ現況をも併せ理解する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

伊豆大島や雲仙普賢岳だけが火山ではない。日本列島は、プ

8 火　山　活　動
レートの押し合う場として、地震帯と火山帯とが併存している
ﾌで、地質時代から現在に至るまで、多数の火山活動が起こつ 濱田隆士 濱田隆士
て現在の地形・地質を形成していることを理解する。

日本列島の基礎をつくり上げた古生代やそれ以前の地層が語
る歴史はまさにグローバルで、アジア大陸の要素と、今は消え

9 地史（1）古生代 去った南海のパシフィカ大陸要素との出会いにある。化石の語 同　上 同　上
る古生代地理を考え、ダイナミックな列島形成史前半を理解す
る6

日本列島形成史に占める中生代の位置は特別である。かつて
は古生代のものと思われてきた秩父帯のかなりの部分が中生代

10 地史（2）中生代 前半の形成によることが明らかとなり、列島史は大きく塗りか 同　上 同　上
えられてきている。恐竜化石の産出は、大陸とのつながりを示
すものと理解できる。

日本列島がほぼ現在の姿になる、いわば仕上げの時代であ
り、火山活動、隆起・沈降運動も激しかった。したがって侵食

11 地史（3）新生代 力も強く、堆積作用も大きかったので、山肌・半島・平野の形 同　上 同　上
同期となり、海流系も安定化してきた時代であることを理解す
る。

小さな島国の日本は、多種大量の資源を外国に依存してい
る。そのような中で、日本の地史を反映した鉱化作用・地下資

12 地　下　資　源 源鉱床の形成もあった。石灰岩やヨードなどのみが完全自給型 同　上 同　上
地下資源であることを理解し、エネルギー資源には乏しい実情
をみつめる。

日本は島国といわれるが、それはただ列島をなしているとい

13 多島海型自然環境
うことだけでなく、大小様々の島々を抱えた多島海賊自然環境
ｺにある、ということに他ならない。わが国の気候・風土・産 阿上 同　上

業・文化へもその影響が大きいことを理解する。

日本列島の歴史が複雑な分、その研究史も多彩である。輸入

14
日本の地球科学
ﾌ進展

文化として始まった系統的な日本の地球科学を認識し、それが
桙ﾆ共に消化・吸収され、今では日本からならではの地球科学
ｪ、世界に向けて発信される時代となった発展の経緯を概観す

同　上 同　上、

る。

日本列島の歴史の主役が大陸系と南方系であったことに似
て、目本列島での人類発展史・生活型にも、南方型と大陸型と

15 人と暮ら　し がある6自然環境に見合った風土が形づくられてきた縄文・弥 同　上 同　上
生時代以降、次第にグローバル化も混じ、現在ではヒトと自然
の接点が変容を遂げた。
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＝解析学（’00）：＝（R）

〔主任講師 熊原啓作（放送大学教授）〕

全体のねらい
　微分積分学では変数が実数の関数についての解析学の基礎を学んだ。本講義ではそれに続く課程として、複素変数関
数と微分方程式の初歩を学ぶ。複素変数で考えると単なる算法を越えて関数についての新しい理論が展開される。微積
分の算法は微分方程式の解法としてさらに勉強することになる。

回 テ　一　　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 複　　素　　数
　複素数の導入、複素平面、リーマン球面、直線と円、複素数
�ﾆ極限。

熊原啓作
i放送大学

ｳ授）

熊原啓作
i放送大学

ｳ授）

2 複　素　微　分
　領域、複素関数、複素微分、コーシー・リーマンの方程式、
ｳ則関数、整級数。

同　上 同　上

3 初　等　関　数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　〆

@ベキ根、指数関数、オイラーの公式、主値、リーマン面、対
矧ﾖ数。

同　上 同　上

4 1次分数変換
　円円対応、非調和比、1次分数変換群、円対称、鏡像、上半平
ﾊと単位円板。

同　上 同　上

5 複　素　積　分 曲線、線積分、不定積分、グリーンの公式。 同　上 同　上

6 コーシーの定理
　コーシーの定理、回転数、コーシーの積分公式、モレラの定
掾Aリウヴィルの定理、代数学の基本定理。

同　上 同　上

7 正則関数：の性質 テイラー展開、一致の定理、等角写像、最大値の原理。 同上 同上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属職名）

8 有理型関数
　ローラン展開、特異点、ワイエルシュトラスの定理、偏角の
ｴ理。 熊原啓作 熊原啓作

9 留　数　定　理 回数、留数の計算、定積分の計算への応用、フーリエ変換。 同　上 同　上

10 無　限　乗　積
　無限乗積、ガンマ関数、スターリングの公式、ウォリスの公
ｮ、リーマンのゼータ関数。

同　上 同　上

11 1階微分方程式
　変数分離形、同次形、1階線形微分方程式、全微分方程式、初
叝�潤B 同　上 同　上

12 線形常微分方程式
　付随する斉次方程式、重ね合せの原理、基本解、オイラーの
�ｪ方程式

同　上 同　上

13 ラプラス変換
　ラプラス変換、指数型関数、逆ラプラス変換、収束座標、
tーリエ変換。

同　上 同　上

14
演算子法による解

@
　ラグランジュの補間法、ヘヴィサイド関数、線形常微分方程
ｮ系。

同　上 同　上

15 級　　数　　解
　解のべキ級数表示、ルジャンドルの微分方程式、ベッセルの
�ｪ方程式、チェビシェフの微分方程式。

’　同　上 同　上
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＝： 搆vの考え方（’00）＝（R）

〔主任講師　松原 望（東京大学教授）〕

全体のねらい
　統計学の考え方を、エッセンスそれもエッセンスのみに集約し、わかりやすく、興味深く、かっためになる方法で解
説する。そのためには、実例から説きおこし、逐次、本質へ入り、理論を導入し、再び問題への適用・応用へもどるも
のとする。実例は基本的には自然科学から取るが、かならずしもそれにはとらわれず、また数学は、数学的すぎず、か
つ必要に応じて適度のレベルの数学を自由に用いる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 統計の考え方 本音のねらいを具体的に解説し、次章以降の準備を行う。
松原　　望
i東京大学

ｳ授）

松原　　望
i東京大学

ｳ授）

2 誤差と最小二乗法
　すべての統計的方法は、数量の観測とそのばらつきから何を
�ｫ出すかを考えることから生まれる。

同　上 同　上

3 相関関係
　現象の多元的側面は相関関係からとらえられる。統計学の歴
jでも、大きな発展の役割をはたした。

同　上 同　上

4 クロス表
　日常しばしば出会う形のデータであり、前章と同様、現象の
ｽ元的側面をとらえるためにその扱いに慣れる必要がある。

同　上 同　上

5 時系列のデータ
　時間によって取られたデータは実に多い。その分析法の基礎
ﾆ方法のいろいろ（長期傾向、周期性、予測など）。

同　上 同　上

6 確率と確率分布 統計を「推論」として考えるための最小の数学的必要知識。 同　上 同　上

7 あてはまりのよさ
　データを仮説や理論と関係させて考える統計推論の基礎入
蛛B

同　上 同上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 仮説と対立仮説
　統計的意思決定。統計的方法の理論中心と考えられてきた
烽ﾁともよく知られた方法である。 松原　　望 松原　　望

9
パラメータ推定と
M頼区間

　パラメータとはその現象について知りたい中心的な数（定
煤A値）のことで、推定はその値をデータで知る方法。

同　上 同　上

10 分散分析
　実験データの分析法、あるいは逆にどのようなデータをとる
ﾗきかの重要な導き手。

同　上 同　上

1
1

0－1型変数の統計
投入量（例：薬）から反応の有無を予測するなど、質的変数
i0－1型）が量から決まるタイプの問題を扱う。確率が必要。

同　上 同　上

12 ベイズ的意思決定
　確率分布の期待値の考え方を利用して、日常の意思決定の問
閧��ｭ。統計的決定理論、ベイズ統計学の入門。

同　上 同　上

13
多変量解析の考え
禔i1）

重回帰分析（多くの変数を用いて目標の変数を予測） 同　上 同　上

14
多変量解析の考え
禔i2）

判別分析（多くの変数を用いて対象を分類・判別） 同　上 同　上

15
多変量解析の考え
禔i3）

主成分分析とその応用（多くの変数の背後の要因探求） 同　上 同　上
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＝物性物理学入門（’00）＝（TV）

〔主任講師 藤原毅夫（東京大学教授）〕

全体のねらい
　多様な物質のミクロな構造やマクロな諸性質を物理学の立場から理解し、物理的な物の見方を身に付けるとともにそ
れらを支配する物理法則を理解する。現代の日常生活のすみずみにまでいき渡っている物性物理学の、技術としての一
端も理解されるように努める。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 物性物理学とは

　物性物理学は力学、電磁気学とは違い開いた体系である。こ
ﾌような側面から説明し、物性物理学が自然科学の最先端を
梶[ドしていることを概観する。さらに物性物理学を学ぶ際の
P位の重要性を強調し、SI単位系で物質系の諸白を見る。

藤原毅夫
i東京大学

ｳ授）

藤原毅夫
i東京大学

ｳ授）

2 物質の構造・結合
　固体のミクロな構造が原子の周期的な配列であることを知
閨A原子配列と固体結合のメカニズムとの関係を理解する。さ
轤ﾉ結晶構造を記述するいくつかの概念を説明する。

同　上 同　上

3 物質の構造とX
?E粒子線構造学

　物質の構造やその乱れを観察する手段であるX線・粒子線構
｢学について述べる。物質の構造の乱れの概念を把握し実際に
ﾏ察する。

同　上 同　上

4 固体の弾塑性
　物質の力学的性質について学ぶ。弾性、塑性、破断という過
��揄�ｵ、フックの法則を考える。固体の変形、歪み、応力
ﾌ概念を理解し、結晶の対称性と歪みテンソルの関係を学ぶ。

同　上 同　上

5
固体の動力学と格

q振動

　物質の動力学的性質を原子論的立場から理解する。特に原子
ﾔ相互作用を調和振動として取り扱い、音波の伝搬について理
�ｵ、また熱膨張と原子問相互作用の非調和性との関連、格子
苳Mとフォノンについても学ぶ。

同　上 同　上

6

結晶中の電子の振

髟曹｢1．量子力

w

　固体中の電子性質を理解するための準備として、量子力学の
恟Kを行う。シュレディンガー方程式、球対称ポテンシャルの
鼾№ﾌ解（s，p，　d，　f，．．．）、スピン、電子とフェルミ統計、交換

褐ﾝ作用、パウリの原理、電子相関など。

同　上 同　上

7

結晶中の電子の振
髟曹｢2．電子の
Gネルギーバンド

　固体中の電子の性質を周期ポテンシャルとの関連で理解す
驕Bブリルアンゾーンと結合・反結合軌道について知り、電子
ﾌエネルギーバンドの概念を理解する。バンドギャップについ
ﾄ学び、金属と絶縁体の区別を明確にする。

同　上 同　上

一803一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属・職名）

光物性の基本について学ぶ。物質の色（金属、絶縁体、宝石

8 固体の光学的性質
の色）がどのように現れるかの問題意識を実際の物質に即して
揄�ｵ、ローレンツモデル、ドルーデモデルおよびエキシトン 藤原毅夫 藤原毅夫
について学ぶ。

金属の物性について電子論の立場から学ぶ。特に弾塑性と金

9 金属と電子輸送
属結合、バンド構造、フェルミ面の概念を理解する。フェル
~、ディラック分布から電子比熱を理解する。さらにドルーデ

同　上 同　上

モデル、電気伝導、熱伝導、金属の帯磁率にも触れる。

半導体の物性について電子論の立場から学ぶ。特に構造と共

10 半導体
有結合、バンド構造、電子とホール（キャリア）および真性半
ｱ体と不純物半導体、キャリアドーピングの概念を理解する。

同　上 同　上

半導体伝導、簡単なp－n接合、トランジスタについても述べる。

物質の磁気的性質についてミクロな立場から学ぶ。反磁性と

11 磁性
常磁性の区別、スピン、スピン間相互作用を電子的な立場から
燒ｾする。協力現象（強磁性、反強磁性）の概念と磁化、磁化

同　上 同　上

率について学ぶ。

強磁性を例に相転移の現象論を学ぶ。物質の相、自由エネル
12 相転移 ギー、平均場近似の取り扱い、1次転移と2次転移、オーダーパ 同　上 同　上

ラメター、ランダウの相転移理論について述べる。

超伝導とは何か、現象の理解とその熱力学を説明し電子間奏
13 超伝導 互作用とフェルミ面の不安定性について学ぶ。電子波動関数の 同　上 同　上

位相の重要性とジョセブソン効果についても触れる。

14
ソフトマターの構

｢
　新しい材料として注目されているソフトマターについて、構
｢の階層性、高次構造、共重合とマクロ相分離、体積排除効果 同　上 同　上
を学び、その多様性を理解する。

15
ソフトマターの物

ｫ
　ソフトマターの物性の基礎である分子鎖の形態、ゴム弾性、
Qルを学び、粘弾性（レオロジー）などの物性を概観する。

同　上 同　上
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＝光と物質（’00）＝（TV）

〔主任講師 伊藤道也（金沢大学名誉教授）〕

全体のねらい
　「我々は光の中に生きている」ということが出来る。これは我々が「光と物質の関わり」のもとで生きていることを
意味している。本講義では、　「光と分子の関わり」の基本的理論と、これから生まれたレーザーなど新しい研究方法に
よる成果を講義する。またこれを基礎として、我々の生活に最も重要なテーマの先端的成果を紹介する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 光について

　光の性質すなわち波長、振動数などについての概説と、光の
Gネルギーと分子のエネルギーとの対応を説明する。また、分
q軌道と電子エネルギー準位と、ボルツマン分布からみた、各
?ﾊの分布について講義する。

伊藤道也
i金沢大学

ｼ誉教授）

伊藤道也
i金沢大学

ｼ誉教授）

2 光と分子の関わり
　分子による光の吸収の原理と意義を説明する。光の吸収にお
ｯる遷移モーメントと吸収強度、フランクコンドン原理と吸収
Xペクトルの振動構造などの一般的性質について講義する。

同　上 同　上

3
光により励起され
ｽ分子の性質　1

　励起状態の分子がどのようにエネルギーを失うかを講義す
驕Bそのエネルギー消失の主な過程である蛍光スペクトルとそ
ﾌ減衰過程について説明する。また蛍光スペクトルと蛍光励起
Xペクトルや吸収スペクトルとの鏡像関係について講義する。

同　上 同　上

4
光により励起され
ｽ分子の性質　II

　芳香族化合物の励起三重項状態の生成と三重項状態分子の特
ﾙな性質について講義する。励起一重項や三重項状態分子のエ
lルギー移動とその簡単な理論、これを利用した増感現象など
ﾉついて講義する。我々の生活に最も重要な、酸素分子や活性
_素などについても講義する。

同　上 同　上

5
光により励起され
ｽ分子の性質　皿

　電子励起状態における幾何構造の変化、とくに二つのπ電子
nをつなぐ結合のねじれ、シスートランス異性化反応、フォト
Nロミズムなどについて講義する。それと関連して化学発光
i“ひずみ”のある分子の熱分解反応）や、生物発光（ほたる

ﾞやおわんくらげ）についての最近の研究成果も紹介する。

同　上 同　上

6
レーザーと超高速

ｪ光

　光の化学現象における閃光光分解法から超高速レーザー分光
ﾖの発展をたどる。レーザーの原理とレーザー光の性質を概説
ｷるとともに、ナノ秒からピコ秒フェムト秒パルスレーザーの
ｻ状を紹介する。超高速分光の基礎として、連続反応や励起状
ﾔの反応の解析法や、時間分解蛍光分光法について講義する。

同　上 同　上

7
レーザー光で光化

w反応を追う　1

　超高速分光としての時間分解吸収スペクトルの測定法と解析
@について概説する。これをもとに、光励起状態の反応の典型
Iな反応である励起状態プロトン移動について、代表的化合物
�痰ﾆして解説する。とくに、励起状態プロトン移動を、溶液

?ｩら超音速ジェット（冷却気相）中の水素結合クラスターの
¥造と反応について、最新の研究成果も含め講義する。

同上 同上

一805一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
レーザー光で光化
w反応を追う　皿

　芳香族化合物における分子間、分子内励起状態電子移動を超
qｬ分光の立場から概説する。とくに励起状態分子錯体におけ
體d子移動を、溶液中と超音速ジェット中のファン　デル
潤[ルス錯体やクラスター中の電子移動について講義する。さ
轤ﾉ、励起状態電子移動に関連する反応に対する、外部磁場効
ﾊについて最近の現状も紹介する。

伊藤道也 伊藤道也

9 光合成　1
　地球上で最大の光反応である植物の光合成をとりあげ、その
l間生活における意義を述べ、光合成体の構造と機能について
u義する。光合成生物の進化についても述べる。

吉原経太郎
i北陸先端

ﾈ学技術大
w教授）

吉原経太郎
i北陸先端

ﾈ学技術大
w教授）

10 光合成　II

　光合成による太陽エネルギーの補足と、クロロフィル間のエ
lルギー移動がいかに効率的に起っているか、電子リレー系に
ｨける電子移動についての先端的成果を講義する。
@これらの理解の基礎として電子移動の理論を解説する。

同　上 同　上

11
視覚：高効率の光
﨣�ﾏ換系

　目の中で光を最初に吸収するタンパク質（視物質）の分子構
｢や光化学的な性質を基に、我々の視覚がなぜ高感度なのか、
ﾈぜ色を見ることが出来るのか、また、明るさの極端に違うと
ｱろでも、なぜ物を見ることが出来るのかを講義する。

七三芳則
i京都大学

ｳ授）

七田芳則
i京都大学

ｳ授）

12 光と環境科学

　地球規模の大気環境問題から都市大気汚染まで、大気環境の
ｽくの問題は太陽光による光化学反応や光化学過程に関係して
｢る。本講では光化学と大気環境問題の関わりについて講義す
驕B

鷲田伸明
i国立環境

､究所部長）

鷲田伸明
i国立環境

､究所部長）

13
太陽光紫外線とか

轤ｾ

　太陽光短波長紫外線（UVB）の我々のからだに対する影響
�u義する。すなわち、細胞致死、突然変異誘発、DNA損傷
ﾌ波長依存性を講義する。さらに紫外線損傷と修復の分子機構
ﾌ最近の進歩を述べる。

二階堂　修
i金沢大学

ｳ授）

二階堂　修
i金沢大学

ｳ授）

14 光触媒反応

　主として固体表面の光触媒効果が注目されている。本石で
ﾍ、酸化還元反応の光誘起効果をとりあげる。具体的には、チ
^ン表面における特異な性質、すなわち異常な親水性や親油性
ﾌ最近の研究とその利用について講義する。

橋本和仁
i東京大学

ｳ授）

橋本和仁
i東京大学

ｳ授）

15 光と磁性

　有機化合物材料をベースとした磁性の研究が盛んになって来
ﾄいる。本四では、有機金属錯体の磁性特性の光制御について
u義する。とくにカラー磁性体の光制御、光誘起強磁性体につ
｢て講義する。

’　同　上 同　上
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＝植物の生理（’00）＝＝（TV）

〔主任講師
主任講師

岩田羅羅契義灘〕

全体のねらい
　高等植物に注目し、植物という生命体の特徴を学ぶ。　「植物の営み」　「植物の成育」そして「植物のかたちづくり」
にどのような特徴がみられるだろうか。さらに、植物と他の生物との関係、植物と環境の問題に照明をあてる。そこに
提起された現象のしくみを生命体の基本となる遺伝子の発現と発現分子のはたらきの面からも考察する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 植物の特徴

　植物は動物や微生物とは異なった生命体として地球上で進化
ｵ、高等植物はその頂点に立っている。移動性を失い、統御中
浮�揩ｽない高等植物がどのように成育し、子孫を繁栄させる
ｩを学び、高等植物の植物界における位置づけを考察する。

山田晃弘
i放送大学

ｳ授）

e山宗弘
i放送大学

赴ｳ授）

山田晃弘
i放送大学

ｳ授）

e山宗弘
i放送大学

赴ｳ授）

2 植物の細胞と体制

　植物体を組み立てている生命の基本単位は細胞である。この
A物細胞内には、細胞核の他、色素体、ミトコンドリアなど
l々な小器官からなる細胞社会がある。この植物細胞社会がど
ﾌように誕生し、発展したかについて述べる。

黒岩常祥
i東京大学

ｳ授）

黒岩常祥
i東京大学

ｳ授）

3 光合成（1）

　植物は太陽光を生物が利用できるかたちの化学エネルギーに
ﾏえる能力を持っている。この章では、葉緑体で光合成色素に
z収された光エネルギーがNADPHやATPに変換される過
�ﾉついて述べる。

加藤　　栄
i東京大学

ｼ誉教授）

加藤　　栄
i東京大学

ｼ誉教授）

4 光合成（2）
　光合成でCO2が固定される経路（C3およびC4光合成と光呼
z）について学び、ついで、光合成に対する環境要因（光、
?ACO2温度等）の影響について考察する。

同　上 同　上

5 生体物質の代謝

　植物は、植物に依存して生活する動物や微生物では見られな
｢特有の代謝を行っている。それらは植物細胞にのみ存在する
t緑体の炭素代謝、窒素代謝が中心となり、さらに、2次代謝へ
ｭ展している。これらの代謝経路を考察する。

山田晃弘 山田晃弘

6 物質輸送

　植物の代謝は、体内のあらゆる場所で進行し、これに伴っ
ﾄ、物質の移動が、細胞内ばかりでなく、細胞間、組織間そし
ﾄ器官の間でも起る。植物体内でおこる物質移動の現象とその
ｵくみを学ぶ。

菊山宗弘 菊山宗弘

7 種子から種子へ

　高等植物は、種子の発芽に始まり、栄養成長期を経て、生殖
ｬ長期に入り、次世代の種子を形成すると、老化して、生活環
�ｮ成する。植物の生活環がどのように進行し、どのような機

¥によって調節されているかを学ぶ。

三尊隆亨
i大阪市立

蜉w助教授）

三尊隆亨
i大阪市立

蜉w助教授〉
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回 テ　一　マh 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8
ホルモンによる調

ﾟ

　高等植物の生活環の進行は体内で合成される植物ホルモンの
ﾍたらきによって調節されている。はたらきの異なる植物ホル
c唐ｪどのように植物の成育を調節しているかを学ぶ。

神阪盛一郎
i大阪市立

蜉w教授）

神阪盛一郎
i大阪市立

蜉w教授）

9 環境による調節

　植物は、種子発芽後の栄養成長、生殖成長の過程で、光、温
x、重力等の環：境要因により調節される。環境要因を受容し、
ｻれから遺伝子発現に至る情報伝達の過程、さらに、この過程
ﾆホルモンのはたらきとの関係について学ぶ。

蓮沼二二
i横浜市立

蜉w教授）

蓮沼二二
i横浜市立

蜉w教授）

10 細胞形態形成

　植物の茎が細長いのは、茎の細胞が細長いからである。茎の
ﾗ胞が細長いのは、茎の細胞が茎の軸方向に偏った伸張をする
ｩらである。細胞の形の決定に重要な役割を果たしている細胞
L張方向の調節機構について学ぶ。

柴岡弘郎
i大阪大学

ｼ誉教授）

柴岡弘郎
i大阪大学

ｼ誉教授）

11 器官形成

　葉、茎、根、花弁、雄しべ、などの器官では、さまざまに特
皷ｻした細胞がきちんと並んでおり、まとまった機能を持って
｢る。この章では、器官の成り立ちと、それを支える遺伝子の
ﾍたらきについて述べる。

岡田清孝
i京都大学

ｳ授）

岡田清孝
i京都大学

ｳ授）

12 分化全能性

　植物の細胞は分化の柔軟性をもつ。植物の体細胞は適当な条
初ｺで個体へと分化し、分化した細胞は別種の細胞へ比較的容
ﾕに分化することができる。このような植物の分化の能力につ
｢て学ぶ。

福田裕穂
i東京大学

ｳ授）

福田二等
i東京大学

ｳ授）

13 植物の防御と共生

　植物は多様な微生物の囲まれて生活している。免疫系をもた
ﾈい植物はどのようにして微生物の感染を防いでいるのだろう
ｩ。その一方で、豆科植物と根粒菌のように親密な関係を営ん
ﾅいる場合もある。植物と微生物の相互作用の分子機構を学
ﾔ。

庄野邦彦
i日本女子

蜉w教授）

庄野邦彦
i日本女子

蜉w教授）

14 生態系の植物

　野外にはさまざまな植物が生存している。比較生理生態学は
ｱの現象を解明する有力な武器となる。その代表例を紹介す
驕Bまた、個体植物の生理のしくみをもとに生態系における植
ｨ群の生理に照明をあてる。

寺島一郎
i大阪大学

ｳ授）

寺島一郎
i大阪大学

ｳ授）

15 植物と人間社会

　生態系の要として地球上に繁栄する植物とヒト社会とはどの
謔､な関係にあるのだろうか。これまでに、ヒトは植物を利用
ｵて生活し、さらに、一層の利益を植物から引き出そうとして
｢る。’その展望とそれに伴う警告を生物学の視点から考える。

’山田晃弘
山田晃弘

e山宗弘

一808一



＝動物の行動と社会（’00）＝（TV）

〔主任講師 日高敏隆（滋賀県立大学長）〕

全体のねらい
　動物たちは、ローレンツ時代に考えられていたように集団や種を維持するためにではなく、それぞれの個体がそれぞ
れ自分の適応度を高めようと努力しているのだとういう見かたが、研究者たちの基本的認識になった。そうなると、動
物たちの行動も動物たちの社会も、これまでとはまったく違ったものとして、われわれの目に映ってくる。われわれ人
間自身の行動や社会を見る目も、おのずと変わってくる。この講義では、この新しい視点から“動物の行動と社会”を
とらえてみようと思う。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 動物行動学一エ
¥ロジーとは

エソロジーの初まり
笂`的組みこみ　へ
｢くつかの例
笂`的パターンとリリーサー

日高敏隆
i滋賀県立

蜉w長）

日高敏隆
i滋賀県立

蜉w長）

2
エソロジーの基本

T念

行動の生得的解発機構　IRM
Gソロジーの4つの柱
ﾚ標は種族維持か？
K応度という概念
K応度増大

同　上 同　上

3 動物の外界認識

動物によって異なる外界認知

ﾂ世界
�ﾔと時間
T索像
[態、隠蔽
ﾓ思決定

櫻井一彦
i成城大学

Z期大学三
赴ｳ授）

櫻井一一彦
i成城大学

Z期大学部
蜍ｳ授）

4
ディスプレーとコ
~ュニケーション

信号とディスプレー
M号が伝える内容
fィスプレーの由来
V式化
M号の進化
M号のねらい

同　上 同　上

5
行動のおこるしく

ﾝ一神経行動学

神経行動学（ニューロエソロジー）のいくつかの例
膜�ｫ（ウジ）
ｫフェロモン（ガ）
ｾ陽コンパス（渡り鳥）
ﾎ光知覚（ミツバチ）
ｮ物における時間と概日時計

沼田英治
i大阪市立

蜉w教授）

沼田英治
i大阪市立

蜉w教授）

6 行動の進化と遺伝

共通祖先からの由来
s動の進化的変化
_ーウィンの自然淘汰説
s動の遺伝

近　　雅博
i滋賀県立

蜉w助教授）

近　　雅博
i滋賀県立

蜉w助教授）

7 適応戦略
戦略とは
ﾅ適戦略“進化的に安定な戦略”ESS 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属職名） （所属職名）

8 行動の多型

戦術と戦略
繿ﾖ戦略とは
p度依存の代替戦略
n位依存の代替戦略

中嶋康裕
i宮城大学

赴ｳ授）

中嶋康裕
i宮城大学

赴ｳ授）

利他行動とは

9 利他行動
包括適応度
ﾝ恵的行動 近　　雅博 近　　雅博

囚人のジレンマ

群れとなわばり

10 社会構造
群れの経済学
ﾈわばりとは何か 中嶋康裕 中嶋康裕
なわばりの経済学

配偶システムとは
子育てと配偶システム

11 配偶システム
一夫一妻の社会一夫多妻の社会

同　上 同　上

一妻多夫の社会
真社会性動物

性淘汰と自然淘汰
雄どうしの争い（三内淘汰）

12 性淘汰 配偶者選択（三間淘汰） 同　上 同　上
魅力的だと得をする？
なぜ雌はより好みするか

家族内の矛盾

13
家族とそのジレン

}
親子の対立

Z弟の対立
同　上 同　上

親と子のかけひき

遺伝か学習か？
学習の遺伝的プログラム

14 学習とプログラム プログラムは種によってちがう 日高敏隆 日高敏隆
刷りこみ
プログラムとその具体化

生態学・心理学との関係

15
エソロジーから見
ｽ新しい視点

競争と調和・共生
l間という動物
Vい・老化

同　上 同　上

遺伝的プログラムと社会・文化
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　この冊子に掲載した講義内容のうち、最新の開設年次の科

目は、教材の原稿等を作成する時点で主任講師等が執筆して

おり、実際に印刷教材及び放送教材を制作する時点で内容等

を組み替えていることもあり、必ずしも最終的な印刷教材・

放送教材と一・致していない部分がありますので、ご容赦くだ

さい。
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